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注記
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IBM MQの構成
1 台以上のコンピューターにキュー・マネージャーを 1 つ以上作成し、それらをビジネス・データが含ま
れるメッセージを処理するように開発システム、テスト・システム、実動システム上で構成します。

このタスクについて
IBM MQを構成する前に、「 IBM MQ 技術概要」の IBM MQ の概念についてお読みください。 IBM MQ 環境
の計画方法については、「 計画」を参照してください。
IBM MQ でキュー・マネージャーとその関連リソースを作成、構成、管理するには、いくつかの異なる方式
を使用できます。 これらの方式には、コマンド行インターフェース、グラフィカル・ユーザー・インター
フェース、および管理 API があります。 これらのインターフェースについて詳しくは、IBM MQ の管理を
参照してください。
キュー・マネージャーを作成、開始、停止、および削除する方法については、7 ページの『Multiplatforms
でのキュー・マネージャーの作成』を参照してください。
IBM MQ インストール済み環境とアプリケーションを結び付けるのに必要なコンポーネントを作成する方
法については、199 ページの『分散キューイングの構成』を参照してください。
さまざまな方式でクライアントを IBM MQ サーバーに接続する方法については、16 ページの『クライア
ントとサーバー間の接続の構成』を参照してください。
キュー・マネージャー・クラスターを構成する方法については、296 ページの『キュー・マネージャー・
クラスターの構成』を参照してください。
構成情報を変更することによって、IBM MQ またはキュー・マネージャーの動作を変更できます。 詳しく
は、92 ページの『Multiplatforms での .ini ファイルの IBM MQ 構成情報の変更』を参照してください。 一
般に、この製品資料で示されている場合を除いて、構成変更を有効にするためにキュー・マネージャーを
再始動する必要はありません。

IBM MQ for z/OS® の構成方法については、881 ページの『Configuring queue managers on
z/OS』を参照してください。
関連概念
IBM MQ の技術概要
関連タスク
ローカル IBM MQ オブジェクトの管理
リモート IBM MQ オブジェクトの管理

IBMi の管理
IBM MQ for z/OS の管理

計画
z/OSでの IBM MQ 環境の計画

881 ページの『Configuring queue managers on z/OS』
Use these instructions to configure queue managers on IBM MQ for z/OS.

Multiplatforms でのキュー・マネージャーの作成
メッセージおよびキューを使用するには、事前に少なくとも 1 つのキュー・マネージャーとそれに関連す
るオブジェクトを作成し、開始しておく必要があります。 キュー・マネージャーは、関連したリソース、
特にキュー・マネージャー自体が所有しているキューを管理します。 キュー・マネージャーは、メッセー
ジ・キューイング・インターフェース (MQI) 呼び出しおよびコマンドで IBM MQ オブジェクトを作成、修
正、表示、および削除できるように、アプリケーションに対してキューイング・サービスを提供します。

© Copyright IBM Corp. 2007 年, 2024 7



始める前に
重要 : IBM MQ は、スペースを含むマシン名をサポートしていません。 スペースが使用されたマシン名を持
つコンピューター上に IBM MQ をインストールすると、キュー・マネージャーを作成することはできませ
ん。
キュー・マネージャーを作成する前に、特に実稼働環境で考慮が必要な点がいくつかあります。 以下のチ
ェックリストを使用して調べてください。
キュー・マネージャーとインストール済み環境の関連付け
キュー・マネージャーを作成するには、IBM MQ 制御コマンド crtmqm を使用します。 crtmqm コマン
ドは、キュー・マネージャーを、その crtmqm コマンドを発行したインストール済み環境と自動的に関
連付けます。 キュー・マネージャー上で作動するコマンドの場合は、そのキュー・マネージャーと関
連付けられたインストール済み環境から、そのコマンドを発行する必要があります。 キュー・マネー
ジャーに関連付けられたインストール済み環境は、setmqm コマンドを使用して変更できます。
Windows インストーラーは、インストールを実行するユーザーを mqm グループに追加しないことに注
意してください。詳しくは、 AIX®, Linux®, and Windows上の IBM MQ を管理する権限を参照してくだ
さい。

命名規則
すべてのプラットフォーム上のキュー・マネージャーと通信できるようにするため、大文字名を使用し
ます。 入力どおりに名前が割り当てられることに注意してください。 あまりタイプ入力しなくても済
むように、不必要に長い名前を使用しないでください。

固有のキュー・マネージャー名の指定
キュー・マネージャーを作成するときには、ネットワーク内のどこにも同じ名前のキュー・マネージャ
ーがないことを確かめる必要があります。 キュー・マネージャー名は、作成時には検査されません。
固有の名前でないと、分散キューイング用のチャネルを作成することができなくなります。 また、パ
ブリッシュ/サブスクライブ・メッセージング用にネットワークを使用する場合、サブスクリプション
は、それを作成したキュー・マネージャー名と関連付けられています。 このため、クラスターまたは
階層内に同じ名前のキュー・マネージャーが存在する場合、結果としてパブリケーションがそれらに到
達しない可能性があります。
確実に固有の名前になるようにする方法の 1 つは、各キュー・マネージャー名に、接頭部として固有の
ノード名を付けることです。 例えば、ノードの名前が ACCOUNTS である場合、キュー・マネージャー
に ACCOUNTS.SATURN.QUEUE.MANAGERという名前を付けることができます。ここで、SATURN は特
定のキュー・マネージャーを識別し、QUEUE.MANAGER はすべてのキュー・マネージャーに与えること
ができる拡張子です。 あるいは、これを省略することもできますが、ACCOUNTS.SATURN と
ACCOUNTS.SATURN.QUEUE.MANAGER は異なるキュー・マネージャー名であることに注意してくださ
い。
他社との通信のために IBM MQ を使用する場合には、自社名を接頭部として組み込むこともできます。
これは、例には示されていません。この方法を一層理解しにくくしてしまうためです。
注 : 制御コマンドでは、キュー・マネージャー名は大文字小文字の区別がされます。 つまり、
jupiter.queue.manager および JUPITER.queue.managerという名前の 2 つのキュー・マネージ
ャーを作成することが可能です。 しかし、複雑な問題点もあります。

キュー・マネージャー数の制限
リソースに余裕がある限り、いくつでもキュー・マネージャーを作成できます。 ただし、各キュー・
マネージャーは、独自のリソースを必要とするため、それぞれが 10 個のキューを持つ 10 個のキュー・
マネージャーを作成するよりも、ノードに 100 個のキューを持つ 1 個のキュー・マネージャーを作成
する方が 一般的には有効です。
実動システムでは、1 つのキュー・マネージャーで多数のプロセッサーを活用できますが、大規模なサ
ーバー・マシンでは複数のキュー・マネージャーを利用する方が効果的に運用できます。

デフォルト・キュー・マネージャーの指定
各ノードにデフォルト・キュー・マネージャーを 1 つずつ設ける必要があります。ただし、デフォル
ト・キュー・マネージャーを持たない IBM MQ をノード上に構成することは可能です。 デフォルト・
キュー・マネージャーとは、アプリケーションが MQCONN 呼び出しでキュー・マネージャー名を指定し
なかった場合に、そのアプリケーションが接続されるキュー・マネージャーのことです。 また、これ
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は、キュー・マネージャー名を指定せずに runmqsc コマンドを呼び出したときに MQSC コマンドを処
理するキュー・マネージャーでもあります。
あるキュー・マネージャーをデフォルト・キュー・マネージャーとして指定すると、ノードについての
既存のデフォルト・キュー・マネージャーの 指定は置き換えられます。
デフォルトのキュー・マネージャーを変更すると、その他のユーザーまたはアプリケーションに影響を
与える可能性があります。 変更しても、現在接続されているアプリケーションに影響はありません。
それらのアプリケーションは、以後の MQI 呼び出しで元の接続呼び出しからのハンドルを使用できる
ためです。 このハンドルにより、呼び出しは確実に同じキュー・マネージャーに対して出されます。
デフォルト・キュー・マネージャーを変更した後 に接続されるアプリケーションは、新しいデフォル
ト・キュー・マネージャーに接続されます。 こうしたことを行う場合には、デフォルト・キュー・マ
ネージャーを変更する場合はその前に、上記の事柄を考慮する必要があります。
デフォルトのキュー・マネージャーの作成については、12 ページの『デフォルト・キュー・マネージ
ャーの作成』で説明されています。

送達不能キューの指定
送達不能キューとは、正しい宛先に送ることができなかったメッセージを入れるローカル・キューのこ
とです。
ネットワークの各キュー・マネージャーが送達不能キューを持っていることが重要です。 送達不能キ
ューを定義しない場合、アプリケーション・プログラム内にエラーが起こると、チャネルがクローズさ
れ、管理コマンドへの応答が受信されないことがあります。
例えば、アプリケーションが別のキュー・マネージャーのキューにメッセージを入れようとしたとき
に、誤ったキュー名が与えられると、チャネルが停止し、メッセージは伝送キューに残ったままになり
ます。 その結果、他のアプリケーションは、このチャネルを使用して自分の メッセージを送ることが
できなくなります。
キュー・マネージャーに送達不能キューがある場合には、チャネルは影響を受けません。 未配布メッ
セージは受信側の送達不能キューに入れられ、チャネルとその伝送キューはそのまま使用できます。
キュー・マネージャーを作成するときは、-u フラグを使用して送達不能キューの名前を指定します。
MQSC コマンドを使用することによって、既に定義したキュー・マネージャーの属性を変更し、使用す
る送達不能キューを指定することもできます。 MQSC コマンドの ALTER の例については、キュー・マ
ネージャーの属性の表示および変更を参照してください。

デフォルト伝送キューの指定
伝送キューとは、リモート・キュー・マネージャーへ送られる途中のメッセージが、伝送されるまでの
間キューイングされるローカル・キューのことです。 デフォルト伝送キューとは、伝送キューが明示
的に定義されなかった場合に使用されるキューのことです。 各キュー・マネージャーには、1 つのデフ
ォルト伝送キューを割り当てることができます。
キュー・マネージャーを作成するときは、-d フラグを使用して、デフォルト伝送キューの名前を指定
します。 これによって実際にキューが作成されるわけではありません。後で明示的にキューを作成す
る必要があります。 詳しくは、ローカル・キューの取り扱いを参照してください。

必要なロギング・パラメーターの指定
crtmqm コマンドには、ロギングのタイプ、およびログ・ファイルのパスとサイズなどのロギング・パ
ラメーターを指定できます。
開発環境では、デフォルト・ロギング・パラメーターで十分です。 しかし、例えば、次のような場合
にはデフォルトを変更できます。
• 大きなログをサポートできないロー・エンドのシステム構成である場合
• 同時に多数の長いメッセージがキューに留まることが予想される場合
• 多数の持続メッセージがキュー・マネージャーを介して渡されることが予想される場合
一度ロギング・パラメーターを設定すると、一部のロギング・パラメーターは、キュー・マネージャー
を削除し、異なるロギング・パラメーターを持つ同じ名前のキュー・マネージャーを再作成してからで
なければ変更できません。
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ロギング・パラメーターの詳細については、663 ページの『ロギング: メッセージが失われないように
するための機能』を参照してください。

IBM MQ for UNIX システムにのみ該当します
crtmqm コマンドを使用する前に、別個のローカル・ファイル・システム上であっても、キュー・マネ
ージャー・ディレクトリー /var/mqm/qmgrs/qmgrを作成できます。 crtmqm の使用時
に、/var/mqm/qmgrs/qmgr ディレクトリーが存在し、それが空で、mqm によって所有されている場
合、そのディレクトリーはキュー・マネージャーのデータ用に使用されます。 そのディレクトリーが
mqm によって所有されていない場合は、その作成は失敗して、First Failure Support Technology (FFST)
メッセージが出されます。 そのディレクトリーが空でない場合は、新たにディレクトリーが作成され
ます。

このタスクについて
キュー・マネージャーを作成するには、IBM MQ 制御コマンド crtmqm を使用します。 詳しくは、crtmqm
を参照してください。 crtmqmコマンドは、必要なデフォルト・オブジェクトおよびシステム・オブジェ
クト(システムのデフォルトオブジェクトを参照)を自動的に作成します。 デフォルト・オブジェクトは、
作成されるすべてのオブジェクト定義の基礎になります。システム・オブジェクトはキュー・マネージャ
ーの操作に必要です。

Windows システムでは、 crtmqm コマンドの sax オプションを使用して、キュー・マネージ
ャーの複数インスタンスを開始するオプションがあります。
キュー・マネージャーとそのオブジェクトが作成されている場合は、strmqm コマンドを使用してそのキュ
ー・マネージャーを開始します。

手順
• キュー・マネージャーの作成および管理に役立つ情報については、以下のサブトピックを参照してくだ
さい。
– 12 ページの『デフォルト・キュー・マネージャーの作成』
– 13 ページの『既存のキュー・マネージャーをデフォルト・キュー・マネージャーにする方法』
– 14 ページの『キュー・マネージャーの作成後の構成ファイルのバックアップ』

関連概念
キュー・マネージャーの処理
関連タスク
QM1 という名前のキュー・マネージャーの作成
92 ページの『Multiplatforms での .ini ファイルの IBM MQ 構成情報の変更』
構成 (.ini) ファイル内の情報を編集することにより、 IBM MQ または個々のキュー・マネージャーの動作
を、ご使用のインストール済み環境のニーズに合わせて変更できます。 IBM MQ MQI clientsの構成オプシ
ョンを変更することもできます。
881 ページの『Configuring queue managers on z/OS』
Use these instructions to configure queue managers on IBM MQ for z/OS.
関連資料
システムおよびデフォルト・オブジェクト
crtmqm

構成可能な一時ディレクトリー
構成可能な一時ディレクトリーは、キュー・マネージャーに対する一時データの移動先を定義します。 こ
れを使用すると、AIX and Linux ドメイン・ソケットを Red Hat® OpenShift® 環境内のマウントされていな
いファイル・システムに配置できます。
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それ以前の IBM MQ 9.2.0、AIX and Linuxプラットフォームでは、キュー・マネージャーを実行する
と、/var/mqm/socketsディレクトリの下に AIX and Linuxドメイン・ソケットが作成されま
す。 /var/mqmをマウントされたファイル・システムとしてコンテナー内でキュー・マネージャーを実行
すると、一部の Linuxプラットフォームではこれらのドメイン・ソケットが作成されないようにすることが
できます。これは、コンテナーの外部からのプロセスがコンテナー内の操作を妨害することができるため
です。 この問題により、デフォルトのセキュリティー・コンテキストにおいては IBM MQ が Red Hat
OpenShift コンテナー・プラットフォームで実行できなくなります。
IBM MQ 9.2.0 以降、EphemeralPrefix 属性を使用して一時ディレクトリーの場所を構成できるようにな
りました。 この属性を使用しない場合、動作は変わりません。
mqs.ini で ( crtmqm または addmqinf コマンドを使用して) キュー・マネージャー項目が作成されると、
以下の場合に EphemeralPrefix 属性が追加されます。
• 98 ページの『mqs.ini ファイルの AllQueueManagers スタンザ』に DefaultEphemeralPrefix 属性
を設定します。

• MQ_EPHEMERAL_PREFIX 環境変数を設定します。
• -v EphemeralPrefix は、 addmqinf コマンドにのみ指定してください。
EphemeralPrefix 属性は、既存のキュー・マネージャーの停止時に明示的に追加することもできます。
これは、キュー・マネージャーの再始動時に追加されます。
EphemeralPrefix 属性を指定すると、キュー・マネージャーの開始時に、キュー・マネージャーに対す
る一時データが、通常のロケーションではなくその接頭部の下に作成されます。 具体的には、以下の数を
示します。
• 通常、/var/mqm/sockets/<QM>の下にあるソケット・ファイルは、現在 /<EphemeralPrefix>/
sockets/<QM> 下にあります

• /<Prefix>/qmgrs/<QM>/@<Subpool>の下に存在するサブプール・ファイルは、現在/
<EphemeralPrefix>/qmgrs/<QM>/@<Subpool>の下にあります
注 :

• /var/mqm/sockets/@SYSTEM は固定ロケーションに残り、EphemeralPrefix 属性の一部ではありま
せん。

• AMQCLCHL.TAB は /<Prefix>/qmgrs/<QM>/@ipcc の下に残り、 EphemeralPrefix 属性の一部では
ありません。

EphemeralPrefix 属性に含めることができる文字数は、ご使用のプラットフォームによって異なります。
• AIX and Linux プラットフォームでは、12 文字に制限されています。
• IBM i では、24 文字に制限されています。
指定する EphemeralPrefix属性が長すぎる、または存在しない場合、AMQ7001Eメッセージを受信しま
す:
AMQ7001E:キュー・マネージャーに対して指定されたロケーションが無効です
.

userdata ディレクトリー
userdata ディレクトリーを使用して、永続的なアプリケーション状況を保管することができます。
各 IBM MQ キュー・マネージャーには、その永続的な状態の専用ファイル・システムがあります (キュー・
データとリカバリー・ログの両方を含む)。 ファイル・システムには、アプリケーションの永続状況情報を
保管するために使用できる userdataディレクトリーが含まれています。 UNIX および Linux システムで
のディレクトリーの内容および Windows システムでのディレクトリーの内容を参照してください。
userdata ディレクトリーは、以下のようないくつかの状況で役立つ場合があります:
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• RDQM 構成において、キュー・マネージャーが別のノードにフェイルオーバーしたときにアプリケーシ
ョン情報も移動するようにする (605 ページの『アプリケーションの持続状況の保管』を参照)。

• 複数インスタンスのキュー・マネージャーの場合、それらのアプリケーションの状態が、そのキュー・マ
ネージャー・データと共に共有ネットワーク・ファイル・システム上に配置されるようにする。

• 一般に、アプリケーションがキュー・マネージャー・サービスとして構成される場合。
アプリケーション状態を userdataディレクトリーに保管することを選択した場合は、このロケーション
に書き込まれるデータが、キュー・マネージャーに割り振られた使用可能なディスク・スペースを消費す
る可能性があることを認識しておく必要があります。 キュー・マネージャーがキュー・データ、ログ、お
よびその他の永続的な状態の情報を書き込むために使用できるだけの十分なディスク・スペースが残って
いることを確認する必要があります。
userdataディレクトリーにはmqmユーザーおよびグループの所有権があり、ユーザーは IBM MQ管理
者グループ(つまりmqm)でなくても、ユーザーがアクセスできるようになっています。 userdataディレ
クトリーの許可を変更することはできませんが、必要な所有権および許可を使用して、ディレクトリーに
コンテンツを作成することができます。

デフォルト・キュー・マネージャーの作成
デフォルト・キュー・マネージャーとは、アプリケーションが MQCONN 呼び出しでキュー・マネージャー
名を指定しなかった場合に、そのアプリケーションが接続されるキュー・マネージャーのことです。 また、
これは、キュー・マネージャー名を指定せずに runmqsc コマンドを呼び出したときに MQSC コマンドを処
理するキュー・マネージャーでもあります。 キュー・マネージャーを作成するには、IBM MQ 制御コマン
ド crtmqm を使用します。

始める前に
デフォルト・キュー・マネージャーを作成する前に、7 ページの『Multiplatforms でのキュー・マネージャ
ーの作成』で説明されている考慮事項を参照してください。

crtmqm を使用して AIX and Linux上にキュー・マネージャーを作成するとき
に、 /var/mqm/qmgrs/qmgr ディレクトリーが既に存在し、mqm によって所有され、空である場合は、
そのディレクトリーがキュー・マネージャー・データ用に使用されます。 ディレクトリーが mqm によっ
て所有されていない場合、キュー・マネージャーの作成は失敗し、First Failure Support Technology (FFST)
メッセージが表示されます。 ディレクトリーが空でない場合は、キュー・マネージャー・データ用に新た
にディレクトリーが作成されます。
この考慮事項は、/var/mqm/qmgrs/qmgrディレクトリーが別のローカル・ファイル・システムに既に存
在している場合でも適用されます。

このタスクについて
crtmqm コマンドを使用してキュー・マネージャーを作成する場合、このコマンドによって、必要なデフォ
ルト・オブジェクトとシステム・オブジェクトが自動的に作成されます。 デフォルト・オブジェクトは、
作成するすべてのオブジェクト定義の基礎になります。システム・オブジェクトはキュー・マネージャー
の操作に必要です。
このコマンドに関連するパラメーターを組み込むことにより、例えば、キュー・マネージャーが使用する
デフォルト伝送キューの名前、および送達不能キューの名前を定義することもできます。

Windowsでは、 crtmqm コマンドの sax オプションを使用して、キュー・マネージャーの複
数インスタンスを開始できます。
crtmqm コマンドおよびその構文の詳細については、crtmqm を参照してください。

手順
• デフォルトのキュー・マネージャーを作成するには、-q フラグを指定して crtmqm コマンドを使用し
ます。
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crtmqm コマンドの以下の例では、SATURN.QUEUE.MANAGER というデフォルトのキュー・マネージャ
ーが作成されます。
crtmqm -q -d MY.DEFAULT.XMIT.QUEUE -u SYSTEM.DEAD.LETTER.QUEUE SATURN.QUEUE.MANAGER

ここで、
-q
このキュー・マネージャーがデフォルト・キュー・マネージャーであることを示します。

-d MY.DEFAULT.XMIT.QUEUE
このキュー・マネージャーによって使用されるデフォルト伝送キューの名前です。
注 : IBM MQ では、デフォルト伝送キューは自動的には作成されません。ユーザー自身がデフォルト
伝送キューを定義する必要があります。

-u SYSTEM.DEAD.LETTER.QUEUE
インストール時に IBM MQ によって作成されたデフォルト送達不能キューの名前です。

SATURN.QUEUE.MANAGER
このキュー・マネージャーの名前です。 crtmqm コマンドでは、これが最後のパラメーターでなけ
ればなりません。

次のタスク
キュー・マネージャーとそのオブジェクトが作成されている場合は、strmqm コマンドを使用してそのキュ
ー・マネージャーを開始します。
関連概念
ローカル・キューの処理
関連タスク
14 ページの『キュー・マネージャーの作成後の構成ファイルのバックアップ』
IBM MQ 構成情報は、AIX, Linux, and Windows 上の構成ファイルに保管されています。 キュー・マネージ
ャーの作成後、構成ファイルをバックアップしてください。 その後、問題の原因となる別のキュー・マネ
ージャーを作成した場合には、問題の原因を取り除いたときにバックアップを復元させることができます。
キュー・マネージャーの属性の表示および変更
関連資料
システムおよびデフォルト・オブジェクト

既存のキュー・マネージャーをデフォルト・キュー・マネージャーにす
る方法

テキスト・エディターを使用して手動で、または Windows および Linuxの場合は IBM MQ Explorerを使用
して、既存のキュー・マネージャーをデフォルトのキュー・マネージャーにすることができます。

このタスクについて
既存のキュー・マネージャーをデフォルト・キュー・マネージャーにするためにテキスト・エディターを
使用するには、以下の手順を実行します。

Windows および Linux (x86 および x86-64 プラットフォーム) システムで、IBM
MQ Explorerを使用してこの変更を行う場合は、14 ページの『IBM MQ Explorerを使用してキュー・マネ
ージャーをデフォルトにする方法』を参照してください。
デフォルト・キュー・マネージャーを作成すると、その名前が IBM MQ 構成ファイル (mqs.ini) 内の
DefaultQueueManager スタンザの Name 属性に挿入されます。 スタンザとその内容は、存在しない場合
は自動的に作成されます。
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手順
• 既存のキュー・マネージャーをデフォルトにするには、Name 属性のキュー・マネージャー名を、新し
いデフォルト・キュー・マネージャーの名前に変更します。 これは、テキスト・エディターを使用して
手動で行うことができます。

• ノード上にデフォルト・キュー・マネージャーがなく、既存のキュー・マネージャーをデフォルト・キ
ュー・マネージャーにする場合、ユーザー自身、必要な名前を含む DefaultQueueManager スタンザ
を作成します。 

• 別のキュー・マネージャーを誤ってデフォルトのキュー・マネージャーにしてしまったため、元のデフ
ォルト・キュー・マネージャーに戻す場合、mqs.ini 内の DefaultQueueManager スタンザを編集
し、誤ってデフォルト・キュー・マネージャーにしたキュー・マネージャーの名前を、希望するデフォ
ルト・キュー・マネージャーの名前に置き換えます。

関連タスク
92 ページの『Multiplatforms での .ini ファイルの IBM MQ 構成情報の変更』
構成 (.ini) ファイル内の情報を編集することにより、 IBM MQ または個々のキュー・マネージャーの動作
を、ご使用のインストール済み環境のニーズに合わせて変更できます。 IBM MQ MQI clientsの構成オプシ
ョンを変更することもできます。

IBM MQ Explorerを使用してキュー・マネージャーをデフォ
ルトにする方法
Windows Linux (x86 および x86-64 プラットフォーム) システムでは、 IBM MQ Explorerを使用して既存の
キュー・マネージャーをデフォルトのキュー・マネージャーにすることができます。

このタスクについて
Windows および Linux (x86 および x86-64 プラットフォーム) システムで、 IBM MQ Explorer を使用して
既存のキュー・マネージャーをデフォルトのキュー・マネージャーにするには、以下の手順を実行します。
テキスト・エディターを使用してこの変更を手動で行うには、13 ページの『既存のキュー・マネージャー
をデフォルト・キュー・マネージャーにする方法』を参照してください。

手順
1. IBM MQ Explorerを開きます。
2.「IBM MQ」を右クリックして、「プロパティー...」を選択します。 「IBM MQ のプロパティー (Properties

for IBM MQ)」パネルが表示されます。
3.「デフォルト・キュー・マネージャー名」フィールドに、デフォルトのキュー・マネージャーの名前を
入力します。

4.「OK」をクリックします。
キュー・マネージャーの作成後の構成ファイルのバックアップ

IBM MQ 構成情報は、AIX, Linux, and Windows 上の構成ファイルに保管されています。 キュー・マネージ
ャーの作成後、構成ファイルをバックアップしてください。 その後、問題の原因となる別のキュー・マネ
ージャーを作成した場合には、問題の原因を取り除いたときにバックアップを復元させることができます。

このタスクについて
一般に、新しいキュー・マネージャーを作成するたびに、構成ファイルのバックアップを取る必要があり
ます。
構成ファイルには、次の 2 つのタイプがあります。
• 製品をインストールすると、IBM MQ構成ファイル(mqs.ini)が作成されます。 これには、キュー・マネ
ージャーのリストが含まれます。このファイルは、キュー・マネージャーを作成したり、削除したりする
たびに更新されます。 ノードごとに 1 つの mqs.iniファイルがあります。
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• 新しいキュー・マネージャーを作成すると、新しい構成ファイル(qm.ini)が自動的に作成されます。 こ
れには、そのキュー・マネージャーの構成パラメーターが含まれます。

AMQP サービスをインストールした場合は、以下に示す追加の構成ファイルをバックアップする必要があ
ります。
• Windows システムで:amqp_win.properties

• AIX and Linux システムで:amqp_unix.properties

関連タスク
92 ページの『Multiplatforms での .ini ファイルの IBM MQ 構成情報の変更』
構成 (.ini) ファイル内の情報を編集することにより、 IBM MQ または個々のキュー・マネージャーの動作
を、ご使用のインストール済み環境のニーズに合わせて変更できます。 IBM MQ MQI clientsの構成オプシ
ョンを変更することもできます。
695 ページの『IBM MQ キュー・マネージャー・データのバックアップと復元』
ハードウェア障害に起因する破壊からキュー・マネージャーを保護できます。そのためには、キュー・マ
ネージャーとキュー・マネージャー・データをバックアップするか、キュー・マネージャーの構成のみを
バックアップするか、バックアップ・キュー・マネージャーを使用します。

異なるオペレーティング・システムへのキュー・マネージャーの移動
以下の手順に従って、キュー・マネージャーをオペレーティング・システム間で移動できます。 これは、
キュー・マネージャーのマイグレーションではないことに注意してください。

このタスクについて
キュー・マネージャーを移動するには、それをターゲット・システムに再作成します。 この手順では、キ
ュー・マネージャーの構成を再作成しますが、キューをアンロードしたり再ロードしたりしてキュー・マ
ネージャーの現在の状態を再作成することはしません。

手順
1. IBM MQ 管理者 (mqm) グループのユーザーとしてソース・システムにログインします。
2.以下のコマンドを入力して、移動するキュー・マネージャーの構成情報を保存します。

dmpmqcfg -a -m QM_name > QM_file

説明
• QM_name は、移動するキュー・マネージャーの名前です。
• QM_file は、構成情報が書き込まれているソース・システム上のローカル・ファイルの名前とパスで
す。
詳しくは、 dmpmqcfg を参照してください。

3.キュー・マネージャーが分散構成の一部である場合は、キュー・マネージャーを静止します。 処理中の
メッセージがないことを確認してから、キュー・マネージャーを停止してください。

4.あるバージョンの製品から別のバージョンに移行する場合は、現在のオペレーティング・システム上に
あるキュー・マネージャーを最新バージョンにマイグレーションします。
現在のオペレーティング・システム:

• Windows。 Windowsでのキュー・マネージャーのマイグレーション を参照してくださ
い。

• AIX または Linux。AIX and Linux でのキュー・マネージャーのマイグレー
ションを参照してください。
既存のアプリケーションがまだ機能することを確認する必要があります。
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5. crtmqm を使用して、新しいオペレーティング・システム上に空のキュー・マネージャーを作成します。
6. dmpmqcfg を使用して、直前に作成した新しいキュー・マネージャーにオブジェクト定義をコピーしま
す。
定義を手動で変更する必要がある場合もあるので、オブジェクト定義をコピーするときは十分に注意し
てください。
• さまざまな属性を確認する必要があり、変更が必要な場合もあります。 以下が含まれます。

– チャネル、リスナー、およびその他のオブジェクト内の IP アドレスとポート
– ユーザー ID などのセキュリティー情報
– サービスの startcmd
– その他のさまざまな属性。

• 管理されていない永続サブスクライバーは、メッセージを失う可能性があります。
• 他のキュー・マネージャーも、移動後のキュー・マネージャーにチャネルを接続するように、変更す
る必要がある場合があります。
すべての定義がコピーされたら、メッセージを移動するアプリケーションを使用して、 元のオペレーテ
ィング・システム上のキュー・マネージャーにあるアプリケーション・メッセージを新しいオペレーテ
ィング・システム上のキュー・マネージャーにコピーする必要があります。 その後、アプリケーション
がまだ機能することを確認します。

クライアントとサーバー間の接続の構成
IBM MQ MQI clientsとサーバーの間の通信リンクを構成するには、通信プロトコルを決定し、リンクの両
端の接続を定義し、リスナーを開始し、チャネルを定義します。

このタスクについて
IBM MQ では、オブジェクト間の論理通信リンクをチャネル と呼びます。 IBM MQ MQI clientsをサーバー
に接続するのに使用されるチャネルを、MQI チャネルといいます。 IBM MQ MQI client 上の IBM MQ アプ
リケーションがサーバー上のキュー・マネージャーと通信できるように、リンクの両端でチャネル定義を
セットアップします。
MQI チャネルを定義する前に、使用する通信形式を決定し、チャネルの両端の接続を定義する必要があり
ます。
別々の物理ネットワーク上に存在する、またはファイアウォールを介して通信する、IBM MQ MQI clientと
キュー・マネージャーの間に MQI チャネルを定義する場合は、IBM MQ Internet Pass-Thru を使用すると
構成が簡単になる可能性があります。 詳しくは、IBM MQ Internet Pass-Thruを参照してください。

手順
1.使用する予定の通信形式を決めます。

17 ページの『使用する通信タイプ』 を参照してください。
2.チャネル両端の接続を定義します。
接続を定義するには、次のステップを実行する必要があります。
a)接続を設定します。
b)チャネル定義のために必要になるパラメーターの値を記録しておきます。
c)リスナーを開始して、サーバーが IBM MQ MQI clientからの着信ネットワーク要求を検出できるよう
にします。

関連概念
166 ページの『IBM MQ MQI client 構成ファイル、 mqclient.ini』
テキスト・ファイル内の属性を使用して、クライアントを構成することができます。 この属性は、環境変
数、または他のプラットフォーム固有の方法を使用してオーバーライドすることができます。
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関連タスク
64 ページの『IBM MQ 環境変数の使用』
コマンドを使用して、現在の設定を表示したり、IBM MQ 環境変数の値をリセットしたりすることができま
す。
キュー・マネージャーへの IBM MQ MQI クライアント・アプリケーションの接続
関連資料
DISPLAY CHLAUTH
SET CHLAUTH

使用する通信タイプ
サポートされる通信プロトコルはプラットフォームによって異なります。 どの伝送プロトコルを選択する
かは、IBM MQ MQI clientとサーバー双方のプラットフォームの組み合わせ方によります。

MQI チャネル用の伝送プロトコルのタイプ
ご使用のクライアントとサーバーのプラットフォームに応じて、MQI チャネルの伝送プロトコルには以下
の最大 4 つのタイプがあります。
• TCP/IP
• LU 6.2
• NetBIOS
• SPX

MQI チャネルを定義する際には、それぞれのチャネル定義で伝送プロトコル (トランスポート・タイプ) 属
性を指定する必要があります。 サーバーは 1 つのプロトコルに制約されることはなく、さまざまなチャネ
ル定義でさまざまなプロトコルを指定できます。 IBM MQ MQI clientsの場合、別の伝送プロトコルを使用
する代替 MQI チャネルがあると役に立つことがあります。
どの伝送プロトコルを選択するかは、IBM MQ クライアントとサーバー双方のプラットフォームの組み合わ
せ方によります。 可能な組み合わせが、次の表に示されています。

表 1. 伝送プロトコル - IBM MQ MQI clientとサーバーのプラットフォームの組み合わせ
伝送プロトコル IBM MQ MQI client IBM MQ サーバー

TCP/IP
18 ページの『1』   IBM i

 
AIX
Linux
Windows

 IBM i
 

AIX
Linux
Windows
z/OS

LU 6.2 AIX
Linux18 ページの『2』
Windows

  IBM i
 

AIX
Linux18 ページの『2』
Windows
 z/OS 

NetBIOS Windows Windows
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表 1. 伝送プロトコル - IBM MQ MQI clientとサーバーのプラットフォームの組み合わせ (続き)

伝送プロトコル IBM MQ MQI client IBM MQ サーバー

SPX Windows Windows

注 :

1. TCP/IP を使用するメッセージ・チャネルは、ネットワーク・スループット
を大幅に向上させることができる高速 TCP/IP トンネルを提供する IBM Aspera® faspio Gatewayを指す
ことができます。 Linux または Windowsでの Aspera gateway 接続の定義を参照してください。

2. Linux (POWER プラットフォーム) を除く
関連概念
261 ページの『Windows での TCP 接続の定義』
送信側でチャネルを構成してターゲットのアドレスを指定し、受信側でリスナー・プログラムを実行する
ことにより、TCP 接続を定義します。
269 ページの『AIX and Linux での TCP 接続の定義』
送信側のチャネル定義では、宛先のアドレスを指定します。 受信側の接続については、リスナーまたは inet
デーモンが構成されます。
289 ページの『IBM i での TCP 接続の定義』
「接続名」フィールドを使用して、チャネル定義内に TCP 接続を定義できます。

980 ページの『Defining a TCP connection on z/OS』
To define a TCP connection, there are a number of settings to configure.
263 ページの『Windows での LU 6.2 接続の定義』
2 つのマシン間で LU 6.2 の会話が確立できるように SNA を構成する必要があります。
273 ページの『AIX and Linux での LU 6.2 接続の定義』
2 つのマシン間で LU 6.2 の会話が確立できるように SNA を構成する必要があります。
291 ページの『IBM i での LU 6.2 接続の定義』
完全修飾された LU 6.2 接続のモード名、TP 名、および接続名を使用して、LU 6.2 通信の詳細を定義しま
す。
265 ページの『Windows での NetBIOS 接続の定義』
NetBIOS 接続は、Windows 稼働中のクライアントおよびサーバーにのみ適用されます。 IBM MQ は、他の
IBM MQ 製品との NetBIOS 接続を確立するとき、3 つのタイプの NetBIOS リソース (セッション、コマン
ド、名前) を使用します。 これらの各リソースには制限があり、それはデフォルトで、または NetBIOS の
インストール中に選択によって設定されます。
関連タスク
872 ページの『Linux または Windows プラットフォームでの Aspera gateway 接続の定義』
IBM Aspera faspio Gateway は、 IBM MQのネットワーク・スループットを大幅に向上させることができる
高速 TCP/IP トンネルを提供します。 資格のあるプラットフォームで実行されているキュー・マネージャー
は、 Aspera gatewayを介して接続できます。 ゲートウェイ自体は、 Red Hat 、 Ubuntu Linux、または
Windowsにデプロイされます。
関連資料
19 ページの『TCP/IP 接続の制限』
1 つの TCP/IP ポートでキューに入れられる未解決の接続要求の数は、プラットフォームによって異なりま
す。 制限に達すると、エラーが発生します。
983 ページの『Defining an LU6.2 connection for z/OS using APPC/MVS』
To define an LU6.2 connection there are a number of settings to configure.
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TCP/IP 接続の制限
1 つの TCP/IP ポートでキューに入れられる未解決の接続要求の数は、プラットフォームによって異なりま
す。 制限に達すると、エラーが発生します。
この接続制限は、IBM MQ サーバーに接続できるクライアントの最大数と同じではありません。 1 つのサ
ーバーに対して、サーバー・システム・リソースによって決められたレベルまでのクライアントを接続で
きます。 接続要求のバックログ値が、以下の表に示されています。
表 2. 1 つの TCP/IP ポートでキューに入れられる未解決の接続要求の最大数
サーバーのプラットフォーム 接続要求の最大数

AIX 100

Linux 100

IBM i 255

Windows サーバー 100

Windows ワークステーション 100

z/OS 255

接続の制限に達した場合、クライアントは MQCONNを呼び出してから、MQRC_HOST_NOT_AVAILABLEと
いうリターン・コードを受け取り、クライアント・エラー・ログに AMQ9202エラーを記録します(システ
ム/var/mqm/errors/AMQERROn.LOGの上 AIX and Linux、または amqerr0n.logIBM MQクライアン
ト・インストールのエラーサブディレクトリにありますWindows)。 クライアントが MQCONN を再試行す
ると、正常に処理される場合があります。
使用できる接続要求の数を増やし、この制限のためにエラー・メッセージが生成されるのを避けるために、
それぞれ異なるポートで listen する複数のリスナーを持つか、複数のキュー・マネージャーを持つことが
できます。

IBM MQ MQI clientのセットアップ方法
クライアントを設定するには、次の指示に従ってください。

始める前に
IBM MQ MQI clientを設定するには、IBM MQ サーバーがインストール済みで作動している必要があり、ク
ライアントはこのサーバーに接続します。

手順
1. IBM MQ MQI クライアントに適したプラットフォームがあること、およびハードウェアとソフトウェア
が要件を満たしていることを確認してください。
プラットフォーム・サポートについては、 IBM MQ クライアントのプラットフォーム・サポートで説明
されています。

2.クライアント・ワークステーションに IBM MQ をインストールする方法を決定し、クライアントとサー
バーのプラットフォームの特定の組み合わせに応じた指示に従います。
インストールについては、以下のトピックで説明します。
• AIX での IBM MQ クライアントのインストール
•  Linuxでの IBM MQ クライアントのインストール
•  Windowsでの IBM MQ クライアントのインストール
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•  IBM iでの IBM MQ クライアントのインストール
3.通信リンクが設定され、接続されていることを確認します。
通信リンクの構成については、サーバーとクライアント間の接続の構成で説明されています。

4.インストールが正しく行われたことを確認します。
社内で使用しているプラットフォームに該当するインストール手順の検証のセクションを参照してく
ださい。

5. IBM MQ MQI clientのインストールを確認した後、クライアントを保護する必要があるかどうか考慮し
ます。
クライアントのセキュリティーについては、IBM MQ MQI client・セキュリティーのセットアップで説
明されています。

6. IBM MQ MQI クライアントと、クライアント上で実行する IBM MQ アプリケーションが必要とするサー
バーとの間のチャネルをセットアップします。
チャネルの設定については、MQI チャネルの定義で説明されています。 TLS を使用している場合はその
他の考慮事項がいくつかあります。
これらの考慮事項については、MQI チャネルで TLS を使用するよう指定するで説明されています。 IBM
MQ MQI client構成ファイルまたは IBM MQ 環境変数を使用してチャネルを設定することが必要な場合
があります。 IBM MQ 環境変数については、IBM MQ 環境変数の使用で説明されています。

7. IBM MQ アプリケーションの詳細については、 アプリケーションの開発 を参照してください。
8. IBM MQ MQI client 環境でアプリケーションを設計、ビルド、および実行する際には、キュー・マネー
ジャー環境との違いを考慮する必要があります。
これらの相違点については、以下を参照してください。
• クライアント・アプリケーションでのメッセージ・キュー・インターフェース (MQI) の使用
• IBM MQ MQI clients用のアプリケーションの作成
• キュー・マネージャーへの IBM MQ MQI client・アプリケーションの接続
• IBM MQ MQI clientsに関する問題の解決

拡張トランザクション・クライアントの構成
このトピックの集合では、トランザクション・マネージャーのカテゴリーごとに拡張トランザクション機
能を構成する方法を説明します。
各プラットフォームで、拡張トランザクション・クライアントは、次の外部トランザクション・マネージ
ャーをサポートします。
XA 対応トランザクション・マネージャー
拡張トランザクション・クライアントは、XA 対応トランザクション・マネージャー (例えば、CICS® お
よび Tuxedo) をサポートするために、XA リソース・マネージャー・インターフェースを提供します。

Microsoft Transaction Server (Windows システムのみ)
Windows システムのみで、XA リソース・マネージャー・インターフェースは Microsoft Transaction
Server (MTS) もサポートします。 拡張トランザクション・クライアントに付属の IBM MQ MTS サポー
トは、MTS と XA リソース・マネージャー・インターフェースとの間のブリッジを提供します。

WebSphere® Application Server
WebSphere Application Server 6 以降には IBM MQ メッセージング・プロバイダーが組み込まれている
ため、拡張トランザクション・クライアントを使用する必要はありません。

XA 対応トランザクション・マネージャーの構成
まず、IBM MQ ベース・クライアントを構成し、次に以下のトピックにある情報を使用して、拡張トランザ
クション機能を構成します。
注 : このセクションは、The Open Group によって Distributed Transaction Processing: The XA Specification
の中で公開されている XA インターフェースについて、基本的な理解があることを前提としています。

20  IBM MQ の構成



拡張トランザクション・クライアントを構成するには、まず、IBM MQ ベース・クライアントを構成する必
要があります。詳しくは以下を参照してください。
•  AIXでの IBM MQ クライアントのインストール
•  Linuxでの IBM MQ クライアントのインストール
•  Windowsでの IBM MQ クライアントのインストール
•  IBM iでの IBM MQ クライアントのインストール
その後、使用するプラットフォームに関する情報を基に、XA 対応トランザクション・マネージャー (CICS
や Tuxedo など) 用に拡張トランザクション機能を構成できます。
トランザクション・マネージャーは、キュー・マネージャーに接続されるクライアント・アプリケーショ
ンによって使用されるのと同じ MQI チャネルを使用して、リソース・マネージャーとしてのキュー・マネ
ージャーと情報を交換します。 トランザクション・マネージャーがリソース・マネージャー (xa_) 関数呼
び出しを発行すると、その呼び出しをキュー・マネージャーに転送し、キュー・マネージャーからの出力
を受け取るために MQI チャネルが使用されます。
MQI チャネルは、トランザクション・マネージャーが、リソース・マネージャーとしてキュー・マネージ
ャーを開くために xa_open 呼び出しを発行する場合、またはクライアント・アプリケーションが、MQCONN
または MQCONNX 呼び出しを発行する場合に開始されます。
• トランザクション・マネージャーが MQI チャネルを開始して、クライアント・アプリケーションが同じ
スレッド上でそれ以降に MQCONN または MQCONNX を呼び出す場合、この MQCONN または MQCONNX
呼び出しは正常に完了し、接続ハンドルがアプリケーションに戻されます。 アプリケーションは、
MQCC_WARNING 完了コードを受け取らず、MQRC_ALREADY_CONNECTED 理由コードが出されます。

• クライアント・アプリケーションが MQI チャネルを開始して、トランザクション・マネージャーが同じ
スレッド上でそれ以降に xa_open を呼び出す場合、この xa_open 呼び出しは、MQI チャネルを使用して
キュー・マネージャーに転送されます。
障害後のリカバリー状態では、クライアント・アプリケーションが動作していないので、トランザクショ
ン・マネージャーは、専用の MQI チャネルを使用して、障害の時点でキュー・マネージャーが参加してい
た未完了の作業単位をリカバリーすることができます。
XA 対応トランザクション・マネージャーと一緒に拡張トランザクション・クライアントを使用する場合
は、次の条件に注意してください。
• 単一スレッド内で、クライアント・アプリケーションは一度に 1 つのキュー・マネージャーにしか接続
できない。 この制約は拡張トランザクション・クライアントを使用している場合のみ適用されます。
IBM MQ ベース・クライアントを使用するクライアント・アプリケーションは、単一スレッド内で同時に
複数のキュー・マネージャーに接続できます。

• クライアント・アプリケーションの各スレッドは、別々のキュー・マネージャーに接続できる。
• クライアント・アプリケーションは、共有接続ハンドルを使用できない。
拡張トランザクション機能を構成するには、リソース・マネージャーの役目をするキュー・マネージャー
ごとに、次の情報をトランザクション・マネージャーに提供する必要があります。
• xa_open ストリング
• XA スイッチ構造を指すポインター
トランザクション・マネージャーが xa_open を呼び出して、キュー・マネージャーをリソース・マネージ
ャーとして開く場合、その呼び出しで、引数 xa_info として xa_open ストリングを拡張トランザクション・
クライアントに渡します。 拡張トランザクション・クライアントは、次のように xa_open ストリング内の
情報を使用します。
• サーバー・キュー・マネージャーとの MQI チャネルを開始する (クライアント・アプリケーションがまだ

MQI チャネルを開始していない場合)。
• トランザクション・マネージャーがリソース・マネージャーとして開くキュー・マネージャーが、クライ
アント・アプリケーションが接続する先のキュー・マネージャーと同じであるかどうかを調べる。
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• キュー・マネージャーが動的登録を使用する場合、トランザクション・マネージャーの ax_reg 関数と
ax_unreg 関数を見付ける。

xa_open ストリングの形式について、および xa_open ストリング内の情報が拡張トランザクション・クラ
イアントによってどのように使用されるかの詳細については、23 ページの『xa_open ストリングの形式』
を参照してください。
XA スイッチ構造により、トランザクション・マネージャーは、拡張トランザクション・クライアントが提
供する xa_ 関数を見付けることができます。また、XA スイッチ構造は、キュー・マネージャーが動的登録
を使用するかどうかを指定します。 拡張トランザクション・クライアントに付属の XA スイッチ構造につ
いては、27 ページの『XA スイッチ構造』を参照してください。
特定のトランザクション・マネージャー用に拡張トランザクション機能を構成する方法について、および
拡張トランザクション・クライアントと一緒にトランザクション・マネージャーを使用する場合のその他
の情報については、次のセクションを参照してください。
• 28 ページの『CICS 用の拡張トランザクション・クライアントの構成』
• 30 ページの『Tuxedo 用の拡張トランザクション・クライアントの構成』
関連概念
25 ページの『xa_open ストリングの CHANNEL、TRPTYPE、CONNAME、および QMNAME パラメータ
ー』
以下の情報を使用して、拡張トランザクション・クライアントがこれらのパラメーターを使用して、接続
先のキュー・マネージャーを判別する方法を理解します。
26 ページの『xa_open の追加のエラー処理』
特定の状況で、xa_open 呼び出しは失敗します。
関連タスク
28 ページの『TLS チャネルを持つ拡張トランザクション・クライアントの使用』
TLS チャネルは xa_open ストリングを使用してセットアップすることができません。 クライアント・チャ
ネル定義テーブル (CCDT) を使用するには、以下の指示に従ってください。
関連資料
26 ページの『TPM および AXLIB パラメーター』
拡張トランザクション・クライアントは、TPM および AXLIB パラメーターを使用して、トランザクショ
ン・マネージャーの ax_reg 関数および ax_unreg 関数を見付けます。 これらの関数が使用されるのは、キ
ュー・マネージャーが動的登録を使用する場合だけです。
26 ページの『拡張トランザクション処理における障害後のリカバリー』
障害後、トランザクション・マネージャーは未完了の作業単位をリカバリーできなければなりません。 こ
れを行うには、トランザクション・マネージャーは、障害の時点で未完了の作業単位に参加していたすべ
てのキュー・マネージャーを、リソース・マネージャーとして開くことができなければなりません。

IBM MQ for z/OS considerations for extended transactional client
connections
Some XA transaction managers use sequences of transaction coordination calls which are incompatible
with the features normally available to clients connecting to IBM MQ for z/OS.

Where an incompatible sequence is detected, IBM MQ for z/OS might issue an abend for the connection
and return an error response to the client.

For example, xa_prepare receives abend 5C6-00D4007D, with return code -3 (XAER_RMERR) returned
to the client.

Another example is that xa_end receives abend 5C6-00D40079.

For transaction managers which encounter this situation, take the following action to allow the
transaction manager to interact with IBM MQ for z/OS.

Ensure that you have enabled changes to XA client connections on IBM MQ for z/OS which allow the
transaction manager to prepare a transaction on a different connection.

Notes:
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• The change is not enabled by default. To make use of the change you must specify the keyword
CSQSERVICE1 (in upper case) anywhere in the description field of the SVRCONN channel used by the
XA client.

• Channels with the CSQSERVICE1 keyword have the following restrictions:

– GROUP unit of recovery disposition is not permitted. Only QMGR unit of recovery disposition is
allowed. The disposition is determined by the name given on the xa_open call. If the queue sharing
group name is used, then the XA connection requests a group unit of recovery.

An xa_open call specifying the queue sharing group name in the xa_info parameter fails with
xaer_inval.

– The MQGMO_LOCK and MQGMO_UNLOCK options are not permitted. An MQGET call with
MQGMO_LOCK or MQGMO_UNLOCK fails with MQRC_ENVIRONMENT_ERROR.

The change was enabled at IBM MQ for z/OS 9.0 through APAR P173410

Related concepts
“XA 対応トランザクション・マネージャーの構成” on page 20
まず、IBM MQ ベース・クライアントを構成し、次に以下のトピックにある情報を使用して、拡張トランザ
クション機能を構成します。
xa_open ストリングの形式
xa_open ストリングには、定義済みパラメーターの名前と値のペアが含まれています。
xa_open ストリングの形式は次のとおりです。
parm_name1 = parm_value1, parm_name2 = parm_value2, ...

ここで、 parm_name はパラメーターの名前、 parm_value はパラメーターの値です。 パラメーターの
名前には大文字小文字の区別がありませんが、特に指示のない限り、パラメーターの値には大文字小文字
の区別があります。 パラメーターは任意の順序で指定できます。
パラメーターの名前、意味、および有効な値は、次のとおりです。
名前
意味と有効な値

CHANNEL
MQI チャネルの名前。
これは任意指定のパラメーターです。 このパラメーターを指定する場合、CONNAME パラメーターも
指定する必要があります。

TRPTYPE
MQI チャネルの通信プロトコル。 以下のプロトコルは有効な値です。
LU62

SNA LU 6.2
NETBIOS

NetBIOS
SPX

IPX/SPX
TCP

TCP/IP

これは任意指定のパラメーターです。 このパラメーターを省略すると、デフォルト値 TCP が取られま
す。 このパラメーターの値には、大文字小文字の区別がありません。

CONNAME
MQI チャネルのサーバー側にあるキュー・マネージャーのネットワーク・アドレス。 このパラメータ
ーの有効な値は、TRPTYPE パラメーターの値によって異なります。
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LU62
CPI-C サイド情報項目を識別するシンボリック宛先名。
パートナー LU のネットワーク修飾名は有効な値ではなく、パートナー LU 別名も有効な値ではあり
ません。 これは、トランザクション・プログラム (TP) 名とモード名を指定するための追加パラメ
ーターがないからです。

NETBIOS
NetBIOS の名前。

SPX
4 バイトのネットワーク・アドレス、6 バイトのノード・アドレス、およびオプションの 2 バイト
のソケット番号。 これらの値は、16 進数表記で指定する必要があります。 ネットワーク・アドレ
スとノード・アドレスの間をピリオドで区切る必要があります。ソケット番号が指定される場合、
小括弧で囲む必要があります。 以下に例を示します。
0a0b0c0d.804abcde23a1(5e86)

ソケット番号を省略すると、デフォルト値 5e86 が取られます。
TCP
ホスト名または IP アドレス。オプションとして、ポート番号を小括弧に入れて続けることができま
す。 ポート番号を省略すると、デフォルト値 1414 が取られます。 セミコロン区切り文字を使用し
て、キュー・マネージャーの複数のホストとポートを指定できます。以下に例を示します。
host1(1415);host2(1416);host3(1417)

これは任意指定のパラメーターです。 このパラメーターを指定する場合、CHANNEL パラメーターも指
定する必要があります。

QMNAME
MQI チャネルのサーバー側にあるキュー・マネージャーの名前。 この名前は、ブランクまたは単一ア
スタリスク (*) にすることはできません。また、この名前の先頭をアスタリスクにすることもできませ
ん。 つまり、このパラメーターは、特定のキュー・マネージャーを名前で識別する必要があります。
これは必須パラメーターです。
クライアント・アプリケーションが特定のキュー・マネージャーに接続されている場合は、トランザク
ション・リカバリーを同じキュー・マネージャーで処理する必要があります。

アプリケーションが z/OS キュー・マネージャーに接続されている場合は、そのアプリケ
ーションで特定のキュー・マネージャーの名前、またはキュー共有グループ (QSG) の名前のいずれかを
指定できます。 キュー・マネージャー名またはキュー共有グループ名を使用して、アプリケーション
は、リカバリー処理の単位として QMGR または GROUP を指定して、トランザクションに参加するかど
うかを制御します。 GROUP リカバリー単位属性指定では、トランザクションのリカバリーを QSG の
任意のメンバーで処理することができます。 リカバリー単位として GROUP を使用するには、
GROUPUR キュー・マネージャー属性を有効にする必要があります。 GROUPリカバリー単位の使用方
法について詳しくは、キュー共用グループ内のリカバリー単位を参照してください。

TPM
使用されるトランザクション・マネージャー。 有効な値は CICS および TUXEDO です。
拡張トランザクション・クライアントは、このパラメーターと AXLIB パラメーターを同じ目的に使用
します。 これらのパラメーターの詳細については、TPM および AXLIB パラメーターを参照してくださ
い。
これは任意指定のパラメーターです。 このパラメーターの値には、大文字小文字の区別がありません。

AXLIB
トランザクション・マネージャーの ax_reg 関数と ax_unreg 関数を含むライブラリーの名前。
これは任意指定のパラメーターです。
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UID
認証のためにキュー・マネージャーに提供されるユーザー ID。 このパラメーターを指定する場合、PWD
パラメーターも指定する必要があります。 提供されたユーザー ID とパスワードが認証される場合、ト
ランザクション・マネージャーの接続を識別するためにユーザー ID が使用されます。 ユーザー ID と
パスワードは、MQCONNX 呼び出しの際に MQCSP オブジェクトに取り込まれます。
UID パラメーターと PWD パラメーターは、 クライアント・バインディングとサーバー・バインディン
グのどちらにも有効です。

PWD
認証のためにキュー・マネージャーに提供されるパスワード。 このパラメーターを指定する場合、UID
パラメーターも指定する必要があります。

警告 : クライアント・アプリケーションの MQCSP 構造のパスワードは、ネットワークを経由してプレー
ン・テキストで送信される場合があります。 クライアント・アプリケーションのパスワードが適切に保護
されるようにするには、IBM MQCSP パスワード保護を参照してください。
xa_open ストリングの例は次のとおりです。
channel=MARS.SVR,trptype=tcp,conname=MARS(1415),qmname=MARS,tpm=cics

xa_open ストリングの CHANNEL、TRPTYPE、CONNAME、および QMNAME パラメータ
ー
以下の情報を使用して、拡張トランザクション・クライアントがこれらのパラメーターを使用して、接続
先のキュー・マネージャーを判別する方法を理解します。
CHANNEL および CONNAME パラメーターが xa_open ストリングに指定される場合、拡張トランザクショ
ン・クライアントはこれらのパラメーターと TRPTYPE パラメーターを使用して、サーバー・キュー・マネ
ージャーとの MQI チャネルを開始します。
CHANNEL および CONNAME パラメーターが xa_open ストリングで指定されない場合、拡張トランザクショ
ン・クライアントは、MQSERVER 環境変数の値を使用して MQI チャネルを開始します。 MQSERVER 環境
変数が定義されていない場合、拡張トランザクション・クライアントは、QMNAME パラメーターによって識
別されるクライアント・チャネル定義内の項目を使用します。
上記のそれぞれの場合、拡張トランザクション・クライアントは、QMNAME パラメーターの値が、MQI チ
ャネルのサーバー側にあるキュー・マネージャーの名前であるかどうかを調べます。 その名前でない場合、
xa_open 呼び出しは失敗し、トランザクション・マネージャーはその失敗をアプリケーションに報告しま
す。

アプリケーションが QMNAME パラメーター・フィールドでキュー共有グループ名を使用して
いる状態で、接続先のキュー・マネージャーで GROUPUR プロパティーが無効の場合は、xa_open 呼び出
しは失敗します。

アプリケーション・クライアントが z/OS キュー・マネージャーに接続している場合は、
QMNAME パラメーターにキュー共有グループ (QSG) 名を指定できます。 これにより、アプリケーション・
クライアントは、リカバリー単位属性指定として GROUP を使用してトランザクションに参加することがで
きます。 GROUPリカバリー単位処理の詳細については、リカバリー単位の処理を参照してください。
トランザクション・マネージャーが xa_open 呼び出しを発行するために使用したのと同じスレッド上で、
クライアント・アプリケーションがそれ以降に MQCONN または MQCONNX を呼び出す場合、アプリケー
ションは、xa_open 呼び出しによって開始された MQI チャネルの接続ハンドルを受け取ります。 2 番目の
MQI チャネルは開始されません。 拡張トランザクション・クライアントは、MQCONN または MQCONNX
呼び出しの QMgrName パラメーターの値が、MQI チャネルのサーバー側にあるキュー・マネージャーの名
前であるかどうかを調べます。 その名前でない場合、MQCONN または MQCONNX 呼び出しは失敗し、理
由コード MQRC_ANOTHER_Q_MGR_CONNECTED が出されます。 QMgrName パラメーターの値がブラン
クであるか、単一アスタリスク (*) である場合、または先頭の文字がアスタリスクである場合、MQCONN
または MQCONNX 呼び出しは失敗し、理由コード MQRC_Q_MGR_NAME_ERROR が出されます。
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トランザクション・マネージャーが同じスレッド上で xa_open を呼び出す前に、クライアント・アプリケ
ーションが MQCONN または MQCONNX を呼び出して、MQI チャネルをすでに開始している場合、トラン
ザクション・マネージャーは代わりにこの MQI チャネルを使用します。 2 番目の MQI チャネルは開始され
ません。 拡張トランザクション・クライアントは、xa_open ストリング内の QMNAME パラメーターの値が、
サーバー・キュー・マネージャーの名前であるかどうかを調べます。 その名前でない場合、xa_open 呼び
出しは失敗します。
クライアント・アプリケーションが最初に MQI チャネルを開始する場合、MQCONN または MQCONNX 呼
び出しの QMgrName パラメーターの値は、ブランクまたは単一アスタリスク (*) にすることができます。ま
たは、先頭をアスタリスクにすることができます。 しかし、この状態では、トランザクション・マネージ
ャーが同じスレッド上で後で xa_open を呼び出すときに、リソース・マネージャーとして開く予定のキュ
ー・マネージャーとアプリケーションの接続先のキュー・マネージャーとが同じであることを確認する必
要があります。 したがって、QMgrName パラメーターの値が、キュー・マネージャーを名前で明示的に識
別する場合の方が、発生する問題が少なくなります。
TPM および AXLIB パラメーター
拡張トランザクション・クライアントは、TPM および AXLIB パラメーターを使用して、トランザクショ
ン・マネージャーの ax_reg 関数および ax_unreg 関数を見付けます。 これらの関数が使用されるのは、キ
ュー・マネージャーが動的登録を使用する場合だけです。
xa_open ストリングで TPM パラメーターが指定されるときに、AXLIB パラメーターが指定されない場合、
拡張トランザクション・クライアントは、TPM パラメーターの値に基づいて、AXLIB パラメーターの値を
想定します。 想定される AXLIB パラメーターの値については、26 ページの表 3 を参照してください。
表 3. 想定される AXLIB パラメーターの値
TPM の値 プラットフォーム 想定される AXLIB の値
CICS AIX /usr/lpp/encina/lib/libEncServer.a(EncServer_shr.o)

CICS
Windows システム

libEncServer

Tuxedo AIX /usr/lpp/tuxedo/lib/libtux.a(libtux.so.60)

Tuxedo
Windows システム

libtux

xa_open ストリングで AXLIB パラメーターが指定される場合、拡張トランザクション・クライアントは、
その値を使用して、TPM パラメーターの値に基づいて想定された値をオーバーライドします。 また、TPM
パラメーターに指定された値がないトランザクション・マネージャーにも、AXLIB パラメーターを使用で
きます。
xa_open の追加のエラー処理
特定の状況で、xa_open 呼び出しは失敗します。
このセクションのトピックでは、xa_open 呼び出しが失敗する状態について説明しています。 次のいずれ
かの状態が発生する場合も、失敗します。
• xa_open ストリングにエラーがある。
• MQI チャネルを開始する十分な情報がない。
• MQI チャネルを開始しようとするときに問題がある (例えば、サーバー・キュー・マネージャーが動作し
ていない)。
拡張トランザクション処理における障害後のリカバリー
障害後、トランザクション・マネージャーは未完了の作業単位をリカバリーできなければなりません。 こ
れを行うには、トランザクション・マネージャーは、障害の時点で未完了の作業単位に参加していたすべ
てのキュー・マネージャーを、リソース・マネージャーとして開くことができなければなりません。
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そのため、構成情報を変更する前に、未完了の作業単位がすべて解決されていることを確認する必要があ
ります。
または、トランザクション・マネージャーが必要なキュー・マネージャーを開く機能に、構成の変更が影
響を与えないことを確認する必要があります。 このような構成変更の例を以下に示します。
• xa_open ストリングの内容の変更
• MQSERVER 環境変数の値の変更
• クライアント・チャネル定義テーブル (CCDT) 内の項目の変更
• サーバー接続チャネル定義の削除
XA スイッチ構造
各プラットフォームでは、次の 2 つの XA スイッチ構造が拡張トランザクション・クライアントと一緒に提
供されています。
これらのスイッチ構造は、次のとおりです。
MQRMIXASwitch
このスイッチ構造は、リソース・マネージャーの役目をするキュー・マネージャーが動的登録を使用し
ない場合に、トランザクション・マネージャーによって使用されます。

MQRMIXASwitchDynamic
このスイッチ構造は、リソース・マネージャーの役目をするキュー・マネージャーが動的登録を使用す
る場合に、トランザクション・マネージャーによって使用されます。

これらのスイッチ構造は、27 ページの表 4 に表示されているライブラリー内にあります。
表 4. XA スイッチ構造が入っている IBM MQ ライブラリー
プラットフォーム XA スイッチ構造が入っているライブラリー

AIX

Linux

MQ_INSTALLATION_PATH/lib/libmqcxa

Windows
システム

MQ_INSTALLATION_PATH&#xa5;bin&#xa5;mqcxa.dll 1

MQ_INSTALLATION_PATH は、IBM MQ がインストールされている上位ディレクトリーを表します。
各スイッチ構造内の IBM MQ リソース・マネージャーの名前は MQSeries_XA_RMI ですが、複数のキュー・
マネージャーが同じスイッチ構造を共有することもできます。
関連概念
27 ページの『動的登録および拡張トランザクション処理』
動的登録の使用は、最適化の 1 つの形式です。これは、動的登録が、トランザクション・マネージャーに
よって発行される xa_ 関数呼び出しの数を減らすことができるからです。
動的登録および拡張トランザクション処理
動的登録の使用は、最適化の 1 つの形式です。これは、動的登録が、トランザクション・マネージャーに
よって発行される xa_ 関数呼び出しの数を減らすことができるからです。
キュー・マネージャーが動的登録を使用しない場合、トランザクション・マネージャーは、すべての作業
単位にキュー・マネージャーを関与させます。 作業単位内で更新されるリソースがキュー・マネージャー
にない場合であっても、トランザクション・マネージャーは xa_start、xa_end、および xa_prepare を呼び
出して、キュー・マネージャーを関与させます。
キュー・マネージャーが動的登録を使用する場合、トランザクション・マネージャーは、キュー・マネー
ジャーが作業単位に関係ないものと想定して開始し、xa_start を呼び出しません。 キュー・マネージャー
が作業単位に関与するのは、そのリソースが同期点制御内で更新される場合だけです。 キュー・マネージ
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ャーのリソースが同期点制御内で更新される場合、拡張トランザクション・クライアントは ax_reg を呼び
出して、キュー・マネージャーの関与を登録します。
TLS チャネルを持つ拡張トランザクション・クライアントの使用
TLS チャネルは xa_open ストリングを使用してセットアップすることができません。 クライアント・チャ
ネル定義テーブル (CCDT) を使用するには、以下の指示に従ってください。

このタスクについて
xa_open xa_info ストリングのサイズには限界があるため、キュー・マネージャーに接続する xa_open スト
リング・メソッドを使って TLS チャネルのセットアップに必要なすべての情報を渡すことができません。
そのため、クライアント・チャネル定義テーブルを使用するか、またはトランザクション・マネージャー
が許可する場合は xa_open 呼び出しを発行する前に MQCONNX を使ってチャネルを作成する必要があり
ます。
クライアント・チャネル定義テーブルを使用するには、以下の手順に従ってください。

手順
1.必須の qmname (キュー・マネージャーの名前) パラメーターだけを含む xa_open ストリングを指定し
ます (例えば XA_Open_String=qmname=MYQM)。

2.キュー・マネージャーを使って、必須の TLS パラメーターと共に CLNTCONN (クライアント接続) チャ
ネルを定義します。 CLNTCONN 定義の QMNAME 属性にキュー・マネージャーの名前を組み込みます。
これは xa_open ストリングの qmname とマッチングされます。

3.クライアント・システムのクライアント・チャネル定義テーブル (CCDT) または Windows の場合はアク
ティブ・ディレクトリーで CLNTCONN 定義を利用できるようにします。

4. CCDT を使用している場合は、環境変数 MQCHLLIB および MQCHLTAB を使用している CLNTCONN チャ
ネルの定義を含む CCDT を識別します。 クライアント・アプリケーションとトランザクション・マネー
ジャーの両方で使用される環境でこれらの変数を設定します。

タスクの結果
これにより、トランザクション・マネージャーに、適切なキュー・マネージャーに対するチャネル定義と
CipherSpec の正確な認証に必要な TLS 属性 (SSLCIPH を含む) が与えられます。
CICS 用の拡張トランザクション・クライアントの構成
CICS によって使用されるように拡張トランザクション・クライアントを構成するには、CICS 領域に XAD
リソース定義を追加します。
XAD リソース定義を追加するには、CICS オンライン・リソース定義 (RDO) コマンド cicsadd を使用しま
す。 XAD リソース定義は、次の情報を指定します。
• xa_open ストリング
• スイッチ・ロード・ファイルの完全修飾パス名
以下のプラットフォームごとに、CICS が使用するためのスイッチ・ロード・ファイルが 1 つ用意されてい
ます。
• AIX

• Windows

各スイッチ・ロード・ファイルには、動的登録に使用される XA スイッチ構造 MQRMIXASwitchDynamic を
指すポインターを戻す関数が含まれています。 各スイッチ・ロード・ファイルの完全修飾パス名について
は、29 ページの表 5 を参照してください。
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表 5. スイッチ・ロード・ファイル
プラットフォーム スイッチ・ロード・ファイル

AIX

Linux

MQ_INSTALLATION_PATH/lib/amqczsc (lib/amqczsc)

Windows MQ_INSTALLATION_PATH&#xa5;bin&#xa5;mqcc4swi.dll 1

MQ_INSTALLATION_PATH は、IBM MQ がインストールされている上位ディレクトリーを表します。
Windows システム用の XAD リソース定義の例は、次のとおりです。
cicsadd -c xad -r REGION1 WMQXA \
    ResourceDescription="IBM MQ queue manager MARS" \
    XAOpen="channel=MARS.SVR,trptype=tcp,conname=MARS(1415),qmname=MARS,tpm=cics" \
    SwitchLoadFile="C:&#xa5;Program Files&#xa5;IBM&#xa5;MQ\bin\mqcc4swi.dll"

CICS 領域に XAD リソース定義を追加する場合の詳細については、ご使用のプラットフォーム用の「CICS
Administration Reference」および「CICS Administration Guide」を参照してください。
拡張トランザクション・クライアントと一緒に CICS を使用する場合、次の情報に注意してください。
• CICS 領域に追加できる IBM MQ の XAD リソース定義は 1 つのみです。 つまり、1 つの領域には 1 つの
キュー・マネージャーしか関連付けることができません。また、領域内で実行されるすべての CICS アプ
リケーションは、そのキュー・マネージャーにしか接続できません。 別のキュー・マネージャーに接続
する CICS アプリケーションを実行したい場合は、別の領域でそのアプリケーションを実行する必要があ
ります。

• 領域内の各アプリケーション・サーバーは、初期化時に xa_open を呼び出し、その領域に関連したキュ
ー・マネージャーとの MQI チャネルを開始します。 つまり、アプリケーション・サーバーが始動する前
に、キュー・マネージャーを始動しておく必要があります。そうしないと、xa_open 呼び出しが失敗しま
す。 それ以降にアプリケーション・サーバーによって処理されるすべての IBM MQ MQI client・アプリケ
ーションは、同じ MQI チャネルを使用します。

• MQI チャネルが開始するときに、チャネルのクライアント側にセキュリティー出口がない場合、クライ
アント・システムからサーバー接続 MCA に流れるユーザー ID は cics です。 特定の状況では、サーバ
ー接続 MCA がクライアント・アプリケーションに代わって後でキュー・マネージャー・リソースにアク
セスしようとするときに、キュー・マネージャーはこのユーザー ID を権限検査に使用します。 このユー
ザー ID が権限検査に使用される場合、必要なすべてのリソースにアクセスする権限がこのユーザー ID
にあることを確認する必要があります。
キュー・マネージャーがこのユーザー ID を権限検査に使用する場合については、保護を参照してくださ
い。

• IBM MQ クライアント・システムで使用するために提供されている CICS タスク終了出口は、 29 ページ
の表 6 にリストされています。 これらの出口の構成方法は、IBM MQ サーバー・システム用の対応する
出口の構成方法と同じです。 したがって、この情報については、CICSユーザー出口の有効化を参照して
ください。
表 6. CICS タスク終了出口
プラットフォーム Source ライブラリー

AIX

Linux

amqzscgx.c amqczscg
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表 6. CICS タスク終了出口 (続き)

プラットフォーム Source ライブラリー
Windows システム amqzscgn.c mqcc1415.dll

Tuxedo 用の拡張トランザクション・クライアントの構成
Tuxedo で使用される XAD リソース定義を構成するには、UBBCONFIG ファイルおよびリソース・マネージ
ャー・テーブルを更新します。
Tuxedo で使用される XAD リソース定義を構成するには、以下のアクションを実行します。
• アプリケーション用の Tuxedo UBBCONFIG ファイルの GROUPS セクションで、OPENINFO パラメーター
を使用して xa_open ストリングを指定します。 この方法の例は、UBBCONFIG サンプル・ファイルを参
照してください。このファイルは、Tuxedo サンプル・プログラムで使用するために提供されています。

以下のプラットフォームでは、ファイルの名前は ubbstxcx.cfgです:

– AIX

Windows、ファイルの名前は ubbstxcn.cfgです。
• Tuxedo リソース・マネージャー・テーブル内のキュー・マネージャーの項目で、XA スイッチ構造の名
前、およびその構造が入っているライブラリーの完全修飾パス名を指定します。
– で AIX、udataobj/RMを指定する。
– Windowsで、udataobj\rmを指定します。
プラットフォームごとにこれを行う方法の例については、TUXEDO サンプルを参照してください。
Tuxedo は、リソース・マネージャーの動的登録をサポートするので、MQRMIXASwitch か
MQRMIXASwitchDynamic のどちらでも使用できます。

Microsoft トランザクション・サーバー
Microsoft Transaction Server (MTS) をトランザクション・マネージャーとして使用する前に必要な追加の
構成はありません。 ただし、注意すべきいくつかのポイントがあります。
拡張トランザクション・クライアントと一緒に MTS を使用する場合、次の情報に注意してください。
• MTS アプリケーションは、サーバー・キュー・マネージャーに接続すると、常に MQI チャネルを開始し
ます。 その後、トランザクション・マネージャーの役割をする MTS は、同じ MQI チャネルを使用して
キュー・マネージャーと情報を交換します。

• 障害後、MTS は未完了の作業単位をリカバリーできなければなりません。 これを行うには、MTS は、障
害の時点で未完了の作業単位に参加していたすべてのキュー・マネージャーと情報を交換できなければな
りません。
MTS アプリケーションがサーバー・キュー・マネージャーに接続し、MQI チャネルを開始すると、拡張
トランザクション・クライアントは、MQCONN または MQCONNX 呼び出しのパラメーターから十分な情
報を抽出して、必要に応じて、障害後にチャネルを再開できるようにします。 拡張トランザクション・
クライアントは、この情報を MTS に渡し、MTS はこの情報をログに記録します。
MTS アプリケーションが MQCONN 呼び出しを発行する場合、この情報は、単にキュー・マネージャーの
名前です。 MTS アプリケーションが MQCONNX 呼び出しを発行し、チャネル定義構造 MQCD を提供する
場合、その情報には、MQI チャネルの名前、サーバー・キュー・マネージャーのネットワーク・アドレ
ス、およびチャネルの通信プロトコルも含まれます。
リカバリー状態では、MTS はこの情報を拡張トランザクション・クライアントに戻し、拡張トランザク
ション・クライアントはこの情報を使用して MQI チャネルを再開します。
したがって、構成情報を変更する必要がある場合は、変更を加える前に、未完了の作業単位がすべて解決
されていることを確認してください。 または、拡張トランザクション・クライアントが MTS によって記
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録された情報を使用して MQI チャネルを再開する機能に、構成の変更が影響を与えないことを確認して
ください。 このような構成変更の例を以下に示します。
– MQSERVER 環境変数の値の変更
– クライアント・チャネル定義テーブル (CCDT) 内の項目の変更
– サーバー接続チャネル定義の削除

• MTS と一緒に拡張トランザクション・クライアントを使用する場合は、次の条件に注意してください。
– 単一スレッド内で、クライアント・アプリケーションは一度に 1 つのキュー・マネージャーにしか接
続できない。

– クライアント・アプリケーションの各スレッドは、別々のキュー・マネージャーに接続できる。
– クライアント・アプリケーションは、共有接続ハンドルを使用できない。

MQI チャネルの定義
新しいチャネルを作成するには、同じチャネル名および互換性のあるチャネル・タイプを使用して、接続
の両端について 1 つずつ、合わせて 2 つのチャネル定義を作成する必要があります。 この場合、チャネル
タイプは server-connectionと client-connectionです。

ユーザー定義チャネル
サーバーがチャネルを自動的に定義しない場合、チャネル定義を作成し、 IBM MQ MQI client マシン上の
IBM MQ アプリケーションにチャネルへのアクセス権限を付与する方法は 2 つあります。
この 2 つの方法については、以下で詳しく説明します。
1.一方のチャネル定義を IBM MQ クライアント側、もう一方をサーバー側で作成する方法
これは、IBM MQ MQI client・プラットフォームおよびサーバー・プラットフォームの任意の組み合わ
せに適用されます。 この方法は、システムを始動するとき、またはセットアップをテストするときに利
用してください。
この方式を使用する方法についての詳細は、37 ページの『異なるプラットフォーム上でのサーバー接
続およびクライアント接続の定義の作成』を参照してください。

2.両方のチャネル定義をサーバー・マシン側で作成する方法
複数のチャネルおよび IBM MQ MQI client・マシンを同時にセットアップする場合は、この方法を使用
してください。
この方式を使用する方法についての詳細は、43 ページの『サーバー側でのサーバー接続およびクライ
アント接続の定義の作成』を参照してください。

チャネルの自動定義
Multiplatforms の IBM MQ 製品には、チャネル定義が存在しない場合にサーバー上で自動的に作成できる
機能が含まれています。
クライアントからインバウンド接続要求を受信したときに、該当のチャネル接続が見つからないと、IBM
MQ は自動的に定義を作成して、キュー・マネージャーに追加します。 自動定義は、デフォルトのサーバ
ー接続チャネル SYSTEM.AUTO.SVRCONN の定義に基づいて行われます。 サーバー接続定義の自動定義を
使用可能にするには、ALTER QMGR コマンドに CHAD パラメーターを付けて (または、PCF コマンド
Change Queue Manager に ChannelAutoDef パラメーターを付けて) 使用し、キュー・マネージャー・オブ
ジェクトを更新します。
関連概念
228 ページの『チャネル制御機能』
チャネル制御機能は、チャネルを定義、モニター、および制御するための機能を備えています。
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AMQP チャネルの作成および使用
AMQP サービス・コンポーネントの IBM MQ サポートを IBM MQ インストール済み環境にインストールす
ると、IBM MQ MQSC コマンド (runmqsc) を実行して、チャネルの定義、変更、削除、開始、および停止
を行うことができます。 チャネルの状況を表示することもできます。

始める前に
このタスクは、AMQP チャネルがインストールされていることを前提としています。 これは、IBM MQ の
インストール時に AMQP サービス・コンポーネントを選択することで実行します。 詳しくは、プラットフ
ォームのリンクに従い、「AMQP サービス」のテーブル行を検出します。
• AIX システム用の IBM MQ コンポーネント
• Linux システム用の IBM MQ rpm コンポーネント
• Linux Ubuntu システム用の IBM MQ Debian コンポーネント
• Windows システム用の IBM MQ 機能
注 : SERVICE コンポーネントの例と、AMQP サービスが正常に機能しなくなった場合の詳細については、
AMQP 用の IBM MQ サービスの再始動 を参照してください。
この作業は、既存のキュー・マネージャーがあることも前提としています。
キュー・マネージャーへのテスト接続を行うには、OASIS AMQP 1.0 プロトコルを実装する任意の AMQP
クライアント (Apache Qpid Proton や Apache Qpid JMS などの MQ Light および Apache Qpid クライアン
トなど) を使用できます。
IBM MQ 9.3.0からは、デフォルト・チャネル SYSTEM.DEF.AMQPのみを使用して、キュー・マネージャー
への MQ Light接続をテストすることができます。 以下の手順では、デフォルトのチャネルを使用します。
以下の操作は MQ Light Node.js クライアントを想定しています。 しかし、IBM MQ キュー・マネージャー
に関連する手順はどのクライアントでも同じです。
注 : AMQP チャネルはユーザー定義の AMQP サービスをサポートしていません。 AMQP チャネルはシステ
ム・デフォルトの SYSTEM.AMQP.SERVICE サービスのみをサポートしています。 このサービスのインスタ
ンスは、キュー・マネージャーごとに 1 つだけ定義できます。

手順
1. mqinstall/bin/ ディレクトリーから runmqsc を開始します。

runmqsc QMNAME

2. (キュー・マネージャーが from IBM MQ 9.4.0 の場合、または IBM MQ 9.0.4
以前の場合にのみ必要です。) AMQP 機能がインストールされ、正常に動作していることを確認します。
START SERVICE コマンドを使用して、JVM を制御する IBM MQ サービスを開始します。

START SERVICE(SYSTEM.AMQP.SERVICE)

注 : IBM MQ 9.4.0 から SYSTEM.AMQP.SERVICE の CONTROL 属性は
MANUALに設定されています。 これにより、キュー・マネージャーの開始時にサービスが開始されな
くなります。 CONTROL プロパティーを QMGRに設定すると、キュー・マネージャーの開始時に自動的
に開始されます。
IBM MQ 9.1 から IBM MQ 9.3への場合は、 SYSTEM.AMQP.SERVICE の CONTROL 属性は QMGRに設定
されています。

3. MCAUSER ユーザー ID を設定します。
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AMQP クライアントがチャネルに接続する際に、チャネルは MCAUSER ユーザー ID を指定します。キ
ュー・マネージャーへの接続では、このユーザー ID が使用されます。 MCAUSER のデフォルト値はブ
ランクです。 AMQP クライアントがキュー・マネージャーに接続できるようにするには、その前に
MCAUSER 値を指定する必要があります。この値は、 IBM MQ トピックでのパブリッシュおよびサブス
クライブを許可されている有効な IBM MQ ユーザーでなければなりません。
a) ALTER CHANNEL コマンドを使用して、 MCAUSER ユーザー ID を設定します。

ALTER CHANNEL(SYSTEM.DEF.AMQP) CHLTYPE(AMQP) MCAUSER(User ID)

b)以下の 2 つの setmqaut コマンドを使用して、MCAUSER ユーザー ID にトピックのパブリッシュと
サブスクライブを許可します。
setmqaut -m QMNAME -t topic -n SYSTEM.BASE.TOPIC -p MCAUSER
 -all +pub +sub

および
setmqaut -m QMNAME -t qmgr -p MCAUSER -all +connect

MCAUSER ユーザー ID を追加または変更する際にチャネルが実行中の場合、チャネルを停止して再始
動する必要があります。
注 : MCAUSER ユーザー ID が設定されていない、または MCAUSER ユーザー ID が IBM MQ トピックへ
のパブリッシュまたはサブスクライブを許可されていない場合、AMQP クライアントでエラー・メッ
セージを受け取ります。

4. START CHANNEL コマンドを使用して、デフォルトの SYSTEM.DEF.AMQP チャネル:

START CHANNEL(SYSTEM.DEF.AMQP)

5.チャネル状況を確認する場合は、 DISPLAY CHSTATUS コマンドを使用します。

DISPLAY CHSTATUS(SYSTEM.DEF.AMQP) CHLTYPE(AMQP)

チャネルが正しく実行されると、コマンド出力に STATUS(RUNNING) が表示されます。
6.デフォルトのポートを変更します。

AMQP 1.0 接続のデフォルト・ポートは 5672 です。 MQ Light がインストールされていたなどの理由
で、すでにポート 5672 が使用されている場合は、AMQP チャネルが使用するポートを変更する必要が
あります。 ポートを変更するには、次の ALTER CHANNEL コマンドを使用します。

ALTER CHANNEL(SYSTEM.DEF.AMQP) CHLTYPE(AMQP) PORT(NEW PORT NUMBER)

7.チャネル認証 (CHLAUTH) 規則を使用して AMQP チャネルへの接続をブロックまたはフィルタリング
する必要がない場合は、 次のコマンドを実行してキュー・マネージャーでのチャネル認証を無効にし
ます。
alter qmgr chlauth(disabled) 

実動キュー・マネージャーでは接続認証を無効にしないことをお勧めします。 接続認証を無効にして
よいのは、開発環境に限られます。
または、キュー・マネージャーのチャネル認証規則を構成して、AMQP チャネルへの特定の接続を許
可することができます。

8.オプション: キュー・マネージャーの構成済み鍵リポジトリーを使用してチャネルの SSL/TLS 暗号化を
有効にするには、 チャネルの SSLCIPH 属性に適切な暗号仕様を設定する必要があります。 デフォルト
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では、暗号仕様はブランクで、これはチャネルで SSL/TLS 暗号化が使用されないことを意味します。
暗号仕様を設定するには、ALTER CHANNEL コマンドを使用します。 以下に例を示します。

ALTER CHANNEL(SYSTEM.DEF.AMQP) CHLTYPE(AMQP) SSLCIPH(CIPHER SPECIFICATION)

加えて、SSL/TLS 暗号化に関連するチャネル構成オプションは他にいくつもあり、以下のようにして
設定することが可能です。
• デフォルトでは、キュー・マネージャーの CERTLABL 属性に対応するラベルを持つキュー・マネー
ジャーのキー・リポジトリー証明書は、チャネルの SSL/TLS 暗号化によって使用される名前です。
CERTLABL を設定することにより、別の証明書を選択できます。 ALTER CHANNEL コマンドを使用
して、必要な証明書のラベルを指定します。
ALTER CHANNEL(SYSTEM.DEF.AMQP) CHLTYPE(AMQP) CERTLABL(CERTIFICATE LABEL)

• チャネルが SSL/TLS クライアント接続で証明書を必要とするように設定することができます。
SSLCAUTH 属性を設定することにより、SSL/TLS クライアント接続からの証明書が必要かどうかを選
択できます。 ALTER CHANNEL コマンドを使用して、SSL/TLS クライアント接続で証明書を必要と
するかどうかを設定します。 以下に例を示します。
ALTER CHANNEL(SYSTEM.DEF.AMQP) CHLTYPE(AMQP) SSLCAUTH(REQUIRED or OPTIONAL)

• SSLCAUTH 属性を REQUIRED に設定すると、クライアントからの証明書の識別名 (DN) を確認できま
す。 クライアントからの証明書の識別名を確認するには、SSLPEER 属性を設定します。 ALTER
CHANNEL コマンドを使用して、クライアントからの証明書の識別名を確認します。 以下に例を示し
ます。
ALTER CHANNEL(SYSTEM.DEF.AMQP) CHLTYPE(AMQP) SSLPEER (DN SPECIFICATION)

あるいは、チャネル認証レコードを使用して接続を許可またはブロックすることもできます。この方
法は、SSLPEER 属性を使用する場合よりも細分性が高いためです。 SSLPEER の設定および代替方
法としてのチャネル認証レコードの使用についての詳細情報は、SSL ピアを参照してください。

9.次のコマンドを実行して、MQ Light Node.js クライアントをインストールします。
npm install mqlight

10. node_modules/mqlight/samples ディレクトリーに移動し、サンプルの受信側アプリケーション
を実行します:

• デフォルトのポート番号を使用している場合は、このサンプルの受信側アプリケーションを実行で
きます。
node recv.js

• 別のポート番号を使用するように AMQP チャネルを構成してある場合は、次のようにその新しいポ
ート番号をパラメーターに指定して、サンプルの受信側アプリケーションを実行できます。
node recv.js -s amqp://localhost:6789

デフォルトのチャネルへの接続が成功すると、次のメッセージが表示されます。
Connected to amqp://localhost:5672 using client-id recv_e79c55d
Subscribed to pattern: public

アプリケーションはキュー・マネージャーに接続され、メッセージの受信を待機しています。 これは
トピック「 public」にサブスクライブされます。
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注 : -i パラメーターを使用して指定しない限り、client-id は自動的に生成されます。
11.新規コマンド・ウィンドウで、node_modules/mqlight/samples ディレクトリーに移動し、以下
のコマンドを実行してサンプルの送信側アプリケーションを実行します:

node send.js

受信側アプリケーションのコマンド・ウィンドウに、Hello World メッセージが表示されます。
12. AMQSSUB IBM MQ サンプルを使用して、MQ Light サンプル・メッセージを受信します。

LinuxおよびWindowsでは、サンプルは以下の場所にあります:

• Linux上の mqinstall/samp/bin ディレクトリー
• Windows上の mqinstall/Tools\c\Samples\Bin ディレクトリー
a)次のコマンドを実行して、サンプルを実行します。

amqssub public QM-name.

b)次のコマンドを再度実行して、IBM MQ アプリケーションにメッセージを送信します。
node send.js

13.次の DEFINE CHANNEL コマンドを使用して、さらに AMQP チャネルを作成します。

DEFINE CHANNEL(MY.AMQP.CHANNEL) CHLTYPE(AMQP) PORT(2345)

チャネルを定義したときは、START CHANNEL コマンドを使用して、そのチャネルを手動で開始する
必要があります。
START CHANNEL(MY.AMQP.CHANNEL)

チャネルが正常に動作しているかを確認するために、その新しいチャネルのポートを指定して、サン
プルの受信側アプリケーションを実行することができます。
node recv.js -s amqp://localhost:2345

次のタスク
以下のコマンドを使用して、IBM MQ 接続の表示、チャネルの停止、およびチャネルの削除を行うことがで
きます。
DISPLAY CONN(*) TYPE(CONN) WHERE (CHANNEL EQ SYSTEM.DEF.AMQP)

AMQP チャネルによってキュー・マネージャーに作成された IBM MQ 接続を表示します。
DISPLAY CHSTATUS(*) CHLTYPE(AMQP) CLIENTID(*) ALL
指定されたチャネルに接続されている AMQP クライアントのリストを表示します。

STOP CHANNEL (MY.AMQP.CHANNEL)
AMQP チャネルを停止し、リスニング中のポートを閉じます。

DELETE CHANNEL (MY.AMQP.CHANNEL)
作成したすべてのチャネルを削除します。
注 : デフォルトのチャネル SYSTEM.DEF.AMQP は削除しないでください。

AMQP 機能が IBM MQ インストール済み環境にインストールされているかどうか、およびその機能に関連
付けられているキュー・マネージャーがあるかどうかを、runmqsc または PCF のいずれかを使用して判別
できます。
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• runmqsc を使用する場合は、キュー・マネージャーの属性を表示して、AMQPCAP(YES) が指定されてい
るかどうかを確認します。

• PCF を使用する場合は、MQCMD_INQUIRE_Q_MGR コマンドを実行して、MQIA_AMQP_CAPABILITY の値
を確認します。
関連タスク
AMQP クライアント・アプリケーションの開発
AMQP クライアントの保護
関連資料
strmqm

キュー・マネージャーからの AMQP チャネルの削除
キュー・マネージャーから AMQP チャネルを削除するには、インストール・ディレクトリーからフォルダ
ーを削除します。

手順
1.キュー・マネージャーを停止させます。
2. AMQP サービス・コンポーネント API の IBM MQ サポートを削除します。

• AIX では、 以下のコマンドを実行します。
installp -u mqm.amqp.rte

• Linux の場合、AMQP RPM を削除します。 この RPM をインストールする前に再パッケ
ージしている場合は、再パッケージした RPM の名前を指定してください。
rpm -e MQSeriesAMQP

• Windowsで、IBM MQインストール済み環境から amqpフォルダーを除去します。 そ
れ以外のファイルやフォルダーを IBM MQ インストール・パスから削除することがないように注意
してください。

3.キュー・マネージャーを再始動する。
関連タスク
AMQP クライアント・アプリケーションの開発
AMQP クライアントの保護

AMQP チャネルのログ・ファイル
AMQP チャネルのログ・ファイルは、IBM MQ ログ・ファイルと同じ IBM MQ データ・ディレクトリーに
保管されます。
Windows上のデフォルトのデータ・ディレクトリーは C:\ProgramData\IBM\MQです。
Linux上のデフォルトのデータ・ディレクトリーは /var/mqmです。
AMQP チャネルは、ログ情報を IBM MQ データ・ディレクトリーの以下のファイルに書き込みます。
• amqp.stdoutは、qmgrs/QM-nameフォルダーに書き込まれます。
• amqp.stderrは、qmgrs/QM-nameフォルダーに書き込まれます。
• amqp_*.log は、qmgrs/QM-name/errorsフォルダーに書き込まれます。
• amqp_*.json は、qmgrs/QM-name/errorsフォルダーに書き込まれま
す。
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MQ Light クライアントが認証エラーまたは許可エラーを受け取った場合、管理者は amqp_0.log ファイ
ル、 amqp_0.json file、および MQ AMQERR*.log ファイルでセキュリテ
ィー障害の理由に関する詳細情報を見つけることができます。
すべての FDCファイルは、AMQP*.FDCファイルとして作成されます。このファイルは、data-
directory/errorsフォルダーに書き込まれます。
一部の構成ファイルは、qmgrs/QM-name/amqpディレクトリーに書き込まれます。

AMQP の JSON 形式のログはオプションであり、手動で有効にする必要があり
ます。 これを行うには、 AMQP ログ、エラー・ログ、および構成ファイルを変更します。
関連概念
AIX, Linux, and Windows 用エラー・ログ
関連タスク
AMQP クライアント・アプリケーションの開発
AMQP クライアントの保護
AMQP の JSON 形式のログの有効化

異なるプラットフォーム上でのサーバー接続およびクライアント接続の定義の作
成

各チャネル定義を適用先のコンピューター上で作成できます。 ただし、クライアント・コンピューター上
でチャネル定義を作成する方法に関して制限があります。

このタスクについて
すべてのプラットフォームで、IBM MQ Script (MQSC) コマンド、プログラマブル・コマンド・フォーマッ
ト (PCF) コマンド、または IBM MQ Explorerを使用して、サーバー・マシンでサーバー接続チャネルを定
義できます。

z/OS では、操作パネルおよび制御パネルも使用できます。
IBM i では、パネル・インターフェースも使用できます。

MQSC コマンドは、IBM MQ が IBM MQ MQI clientとしてのみインストールされているマシンでは使用でき
ないので、別の方法を使用して、クライアント・マシンでクライアント接続チャネルを定義する必要があ
ります。
runmqsc の場合、以下の考慮事項が適用されます。
• -c パラメーターを指定し、オプションで -u パラメーターを指定して、 管理するキュー・マネージャー
へのクライアントとして runmqsc を接続することができます。

• -u パラメーターを使用してユーザー ID を指定する場合、対応するパスワードを求めるプロンプトが出さ
れます。

• CHCKLOCL(REQUIRED) または CHCKLOCL(REQDADM) を指定して CONNAUTH AUTHINFO レコードを構
成した場合、-u パラメーターを使用する必要があります。このパラメーターを使用しないと runmqsc
でキュー・マネージャーを管理することはできません。

手順
• サーバーでサーバー接続チャネルを定義するには、38 ページの『サーバー側でのサーバー接続チャネ
ルの定義』を参照してください。

• MQSERVER 環境変数を使用して IBM MQ MQI client 上にクライアント接続チャネルを作成するには、
38 ページの『MQSERVER を使用した IBM MQ MQI client でのクライアント接続チャネルの作成』を参
照してください。
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• MQCONNX 呼び出しで MQCNO 構造を使用して IBM MQ MQI client上にクライアント接続チャネルを
作成するには、 42 ページの『MQCNO を使用した IBM MQ MQI client でのクライアント接続チャネル
の作成』を参照してください。

サーバー側でのサーバー接続チャネルの定義
必要に応じて、MQSC を開始し、次にサーバー接続チャネルを定義します。

手順
1.オプション: Multiplatforms サーバーを使用している場合は、まずキュー・マネージャーを作成して開始
してから、MQSC コマンドを開始します。
a)例えば QM1 と呼ばれるキュー・マネージャーを作成します。

crtmqm QM1

b)キュー・マネージャーを始動します。
strmqm QM1

c) MQSC コマンドを始動します。
runmqsc QM1

2.選択した名前をもつチャネル、およびサーバー接続 のチャネル・タイプを定義します。
DEFINE CHANNEL(CHAN1) CHLTYPE(SVRCONN) TRPTYPE(TCP) +
DESCR('Server-connection to Client_1')

このチャネル定義は、サーバー上で稼働するキュー・マネージャーに関連しています。
3.以下のコマンドを使用して、キュー・マネージャーへのインバウンド接続アクセスを許可します。

SET CHLAUTH(CHAN1) TYPE(ADDRESSMAP) ADDRESS('IP address') MCAUSER('userid')

• ここで、SET CHLAUTH は前のステップで定義されたチャネルの名前を使用します。
• 'IP address' とは、クライアントの IP アドレスのことです。
• 'userid' とは、ターゲット・キューへのアクセス制御のためにチャネルに提供する ID のことです。 こ
のフィールドは、大文字と小文字が区別されます。
いくつかの異なる属性を使用して、インバウンド接続の識別を選択することができます。 例では、IP ア
ドレスを使用しています。 代替属性には、クライアントのユーザー ID および TLS のサブジェクト識別
名が含まれています。 詳しくは、チャネル認証レコードを参照してください。

MQSERVER を使用した IBM MQ MQI client でのクライアント接続チャネルの作
成
MQSERVER 環境変数を使用して、クライアント・ワークステーション上にクライアント接続チャネルを定
義できます。

このタスクについて
MQSERVER 環境変数を使用して、クライアント接続チャネルの単純な定義を指定できます。 つまり、この
メソッドを使用すると、チャネルの属性をいくつか指定するだけで済みます。
MQSERVER 環境変数を使用して IBM MQ MQI client マシンとサーバー・マシンの間のチャネルを定義する
場合、これはアプリケーションで使用可能な唯一のチャネルであり、クライアント・チャネル定義テーブ
ル (CCDT) に対する参照は行われません。
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MQCONN 要求または MQCONNX 要求で、リスナーが接続されているキュー・マネージャー以外のキュー・
マネージャーが指定されている場合、または MQSERVER パラメーター TransportType が認識されない場合、
MQCONN 要求または MQCONNX 要求は戻りコード MQRC_Q_MGR_NAME_ERRORで失敗します。

AIX and Linuxでは、以下のいずれかの例のように MQSERVER を定義できます。

export MQSERVER=CHANNEL1/TCP/'9.20.4.56(2002)'
export MQSERVER=CHANNEL1/LU62/BOX99

すべての MQCONN または MQCONNX 要求は、MQCD 構造体が MQCONNX に提供された MQCNO 構造体か
ら参照されていない限り、定義されたチャネルを使用しようとします。参照されている場合、MQCD 構造
体によって指定されたチャネルが、 MQSERVER 環境変数によって指定されたチャネルより優先されます。
MQSERVER 環境変数は、 MQCHLLIB および MQCHLTAB 環境変数が指すどのクライアント・チャネル定義よ
りも優先されます。

手順
• ご使用のプラットフォームに応じて、以下のいずれかのコマンドを使用して、 MQSERVERでチャネル定
義を指定します。
– Windowsでは、以下のように単純なチャネル定義を指定します。

SET MQSERVER=ChannelName/TransportType/ConnectionName

以下に例を示します。
export  MQSERVER='SYSTEM.DEF.SVRCONN/TCP/AMACHINE.ACOMPANY.COM(1414)' 

– AIX and Linuxでは、以下のように単純なチャネル定義を指定します。
export MQSERVER=ChannelName/TransportType/ConnectionName

以下に例を示します。
SET  MQSERVER=SYSTEM.DEF.SVRCONN/TCP/AMACHINE.ACOMPANY.COM(1414) 

– IBM iでは、以下のように単純なチャネル定義を指定します。
ADDENVVAR ENVVAR(MQSERVER) VALUE('ChannelName/TransportType/ConnectionName')

以下に例を示します。
ADDENVVAR ENVVAR(MQSERVER) VALUE('SYSTEM.DEF.SVRCONN/TCP/AMACHINE.ACOMPANY.COM(1414)')

注 :

– ChannelName は、サーバーで定義されているものと同じ名前でなければなりません。 スラッシュ (/)
文字を含めることはできません。この文字は、チャネル名、トランスポート・タイプ、および接続名
を区切るために使用されるためです。 MQSERVER 環境変数を使用してクライアント・チャネルを定義
する場合、最大メッセージ長 (MAXMSGL) として 100 MB が使用されます。 そのため、チャネルの最
大メッセージ・サイズは、実際にはサーバーの SVRCONN チャネルに指定した値となります。

– TransportType は、 IBM MQ クライアント・プラットフォームに応じて、 LU62、 TCP、 NETBIOS、
SPXのいずれかになります。

IBM MQの構成  39



– AIX and Linuxでは、 TransportType に大/小文字の区別があり、大文字に
する必要があります。 トランスポート・タイプが認識されない場合、 MQCONN または MQCONNX 呼び
出しは 2058 を返します。

– ConnectionName は、通信プロトコル (TransportType) に定義されているサーバーの名前です。 これ
は、完全修飾ネットワーク名 (例えば、 AMACHINE.ACOMPANY.COM(1414)) でなければなりません。

– ConnectionName は、接続名のコンマ区切りリストにすることができます。 リスト内の接続名は、ク
ライアント接続テーブルでの複数接続の場合と同じように使用されます。 接続名リストは、クライア
ントが試行する複数の接続を指定するために、キュー・マネージャー・グループの代わりに使用され
る場合があります。 複数インスタンス・キュー・マネージャーを構成する場合は、接続名リストを使
用して別のキュー・マネージャー・インスタンスを指定することができます。

• MQSERVER を取り消して、 MQCHLLIB および MQCHLTABが指すクライアント・チャネル定義テーブル
に戻るには、次のコマンドを入力します。
– On AIX and Linux:

unset MQSERVER

– On Windows:

SET MQSERVER=

例

IBM MQ
アプリケーション

CLIENT_1 サーバー _1
ネットワーク・アドレス = MCID66499

IBM MQ
MQI クライアント

MQI チャネル (MQI channel)

サーバー接続
 

クライアント接続 IBM MQ
キュー・マネージャー

QM1

CHAN1

図 1. 単純なチャネル定義の例
40 ページの図 1に示されている単純なチャネル定義を作成するには、以下のコマンドを使用します。
• On AIX and Linux:

export MQSERVER=CHANNEL1/TCP/'MCID66499'

• On Windows:

SET MQSERVER=CHANNEL1/TCP/MCID66499

注 : TCP/IP ポート番号の変更方法については、 41 ページの『TCP/IP デフォルト・ポートの変更』を参照
してください。
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簡単なチャネル定義の例をさらにいくつか挙げます。
• On Windows:

SET MQSERVER=CHANNEL1/TCP/9.20.4.56
SET MQSERVER=CHANNEL1/NETBIOS/BOX643

• On AIX and Linux:

export MQSERVER=CHANNEL1/TCP/'9.20.4.56'
export MQSERVER=CHANNEL1/LU62/BOX99

この BOX99 は、LU 6.2 ConnectionName です。
• On IBM i:

ADDENVVAR ENVVAR(MQSERVER) VALUE('CHANNEL1/TCP/9.20.4.56(1416)')

IBM MQ MQI client では、定義したチャネルが MQCONNX に提供された MQCNO 構造体が参照する MQCD 構
造体でオーバーライドされていない限り、すべての MQCONN または MQCONNX 要求で、このチャネルの使用
が試行されます。
関連タスク
64 ページの『IBM MQ 環境変数の使用』
コマンドを使用して、現在の設定を表示したり、IBM MQ 環境変数の値をリセットしたりすることができま
す。
42 ページの『MQCNO を使用した IBM MQ MQI client でのクライアント接続チャネルの作成』
MQCONNX 呼び出しで MQCNO 構造を使用することにより、クライアント・ワークステーションでクライ
アント接続チャネルを定義できます。
TCP/IP デフォルト・ポートの変更
TCP/IP の場合、IBM MQ は、デフォルトではチャネルがポート 1414 に接続されるものと想定します。 必
要に応じて、デフォルト値を変更できます。

このタスクについて
以下の 3 つのオプションのいずれかを使用して、ポート番号を変更できます。
• MQSERVER 環境変数を使用します。
• mqclient.ini ファイルを変更する。
• IBM MQ をサービス・ファイルに追加します。

手順
• MQSERVER 環境変数を使用してポート番号を変更するには、 ConnectionNameの最後の部分として、大
括弧で囲んだポート番号を追加します。以下に例を示します。
– On AIX and Linux:

export  MQSERVER='ChannelName/TransportType/ConnectionName(PortNumber)'

– On Windows:

SET  MQSERVER=ChannelName/TransportType/ConnectionName(PortNumber)
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• mq.ini ファイルを使用してポート番号を変更するには、プロトコル名にポート番号を追加します。以
下に例を示します。
TCP:
port=2001

• IBM MQ をサービス・ファイルに追加してポート番号を変更するには、 270 ページの『AIX and Linux
での TCP/IP リスナーの使用』で説明されている手順を実行します。

SPX デフォルト・ソケットの変更
デフォルトでは、SPXの場合、IBM MQ は、チャネルがソケット 5E86に接続されることを前提としていま
す。 必要に応じて、デフォルト値を変更できます。

このタスクについて
以下のいずれかのオプションを使用して、ポート番号を変更できます。
• MQSERVER 環境変数を使用します。

SPX 接続の場合は、ConnectionName とソケットを network.node(socket) の形式で指定します。
IBM MQ クライアントとサーバーが同じネットワークにある場合は、ネットワークを指定する必要はあり
ません。 デフォルトのソケットを使用する場合は、ソケットを指定する必要はありません。

• mqclient.ini file.Changing qm.ini ファイルを変更する。

手順
• MQSERVER 環境変数を使用して SPX 接続のポート番号を変更するには、以下の例に示すように、

ConnectionName とソケットを network.node(socket) の形式で指定します。

SET  MQSERVER=ChannelName/TransportType/ConnectionName(SocketNumber)

注 : IBM MQ クライアントとサーバーが同じネットワーク上にある場合は、ネットワークを指定する必
要はありません。 デフォルト・ソケットを使用している場合は、ソケットを指定する必要はありませ
ん。

• qm.ini ファイルを使用してポート番号を変更するには、プロトコル名にポート番号を追加します。以
下に例を示します。
SPX:
socket=5E87

MQCNO を使用した IBM MQ MQI client でのクライアント接続チャネルの作成
MQCONNX 呼び出しで MQCNO 構造を使用することにより、クライアント・ワークステーションでクライ
アント接続チャネルを定義できます。

このタスクについて
IBM MQ MQI client・アプリケーションは、MQCONNX 呼び出しで接続オプション構造体 MQCNO を使用し
て、クライアント接続チャネルの定義を含むチャネル定義構造体 MQCD を参照できます。
それにより、クライアント・アプリケーションは、実行時にチャネルの ChannelName、TransportType、
および ConnectionName 属性を指定でき、クライアント・アプリケーションは、同時に複数のサーバー・
キュー・マネージャーに接続できます。
MQSERVER 環境変数を使用してチャネルを定義した場合、 実行時に ChannelName、TransportType、
および ConnectionName 属性を指定できないことに注意してください。
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また、クライアント・アプリケーションは、MaxMsgLength や SecurityExit など、チャネルの属性を
指定できます。 それらの属性を指定することにより、クライアント・アプリケーションは、属性にデフォ
ルト値以外の値を指定することができます。 また、MQI チャネルのクライアント側でチャネル出口プログ
ラムを呼び出すことができます。
チャネルで Transport Layer Security (TLS) が使用されている場合、クライアント・アプリケーションは、
MQCD 構造体で TLS に関する情報も提供できます。 TLS に関連する追加情報は、TLS 構成オプション構造
体 MQSCO で提供できます。この情報は、MQCONNX 呼び出しで MQCNO 構造体によって参照することもで
きます。
MQCNO、MQCD、および MQSCO 構造体の詳細については、MQCNO、MQCD、および MQSCO を参照して
ください。
注 : MQCONNX のサンプル・プログラムは amqscnxc です。 amqssslc という別のサンプル・プログラム
は、MQSCO 構造体の使用方法を示します。
関連タスク
38 ページの『MQSERVER を使用した IBM MQ MQI client でのクライアント接続チャネルの作成』
MQSERVER 環境変数を使用して、クライアント・ワークステーション上にクライアント接続チャネルを定
義できます。

サーバー側でのサーバー接続およびクライアント接続の定義の作成
サーバー側で両方の定義を作成でき、次にクライアント接続定義をクライアントで使用可能にできます。

このタスクについて
最初にサーバー接続チャネルを定義し、次にクライアント接続チャネルを定義します。
• すべてのプラットフォームで、IBM MQ Script (MQSC) コマンド、プログラマブル・コマンド・フォーマ
ット (PCF) コマンドを使用して、サーバー・マシンでサーバー接続チャネルを定義できます。

• Linux および Windows では、IBM MQ Explorerを使用することもできます。
• z/OS では、操作パネルおよび制御パネルも使用できます。
• IBM i では、パネル・インターフェースも使用できます。
サーバー側で作成されたクライアント接続チャネルの定義は、クライアント・チャネル定義テーブル (CCDT)
を使用して、クライアントで使用可能にできます。

手順
1.サーバー接続チャネルを定義するには、56 ページの『サーバー側でのサーバー接続チャネルの定義』
を参照してください。

2.クライアント接続チャネルを定義するには、57 ページの『サーバー側でのクライアント接続チャネル
の定義』を参照してください。

関連タスク
44 ページの『バイナリー形式の CCDT の構成』
クライアント・チャネル定義テーブル (CCDT) は、クライアント・アプリケーションがキュー・マネージャ
ーに接続するために使用するチャネル定義と認証情報を判別します。 Multiplatforms では、キュー・マネ
ージャーの作成時に、デフォルト設定が組み込まれたバイナリー CCDT が自動的に作成されます。 バイナ
リー CCDT を更新する場合は、runmqsc コマンドを使用します。
56 ページの『サーバー側でのサーバー接続チャネルの定義』
キュー・マネージャー用にサーバー接続チャネルの定義を作成します。
57 ページの『サーバー側でのクライアント接続チャネルの定義』
サーバー接続チャネルを定義した後、対応するクライアント接続チャネルを定義することができます。
58 ページの『クライアント接続チャネル定義へのアクセス』
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クライアント・チャネル定義テーブル (CCDT) をクライアント・アプリケーションで使用できるようにする
には、CCDT をコピーまたは共有してからクライアント・コンピューターでその位置と名前を指定します。
URL を使用してクライアント・チャネル定義テーブル (CCDT) を見つけることもできます。
クライアント・チャネル定義テーブルの構成
クライアント・チャネル定義テーブル (CCDT) では、クライアント接続チャネルとそれぞれの属性を定義し
ます。 クライアントはこのファイルを読み取って、接続先のキュー・マネージャーを判別します。 CCDT
ファイルは、JSON 形式またはバイナリー形式のいずれかにすることができます。

このタスクについて
キュー・マネージャーは、CCDT ファイルを読み取りません。 用途は、クライアントにチャネル定義と認
証情報を提供することに限られています。
バイナリー形式の CCDT は、キュー・マネージャーの作成時に自動的に作成されます。 このテーブルに保
管されているクライアント・チャネル定義を更新するには、runmqsc コマンドのみを使用します。
JSON 形式の CCDT は、.json という拡張子の付いたフラット・テキスト・ファイルです。 このテーブルの
作成や更新は手作業で行うので、runmqsc コマンドを使用する場合よりも制限が少なくなります。

アプリケーション・サーバーで実行する z/OS JMS クライアントは、CCDT を使用して、リモ
ート・キュー・マネージャーへの接続の詳細情報を参照します。 IBM MQ for z/OS 9.1 以降、IBM MQ
Advanced for z/OS Value Unit Edition では、JMS クライアントが他の z/OS LPAR にあるキュー・マネージ
ャーにリモート接続できるようになりました。 したがって、そのクライアントも CCDT を使用できます。
クライアントで使用する CCDT の構成に役立つ資料を以下のタスクの中から選択してください。

手順
• 44 ページの『バイナリー形式の CCDT の構成』
• 46 ページの『JSON 形式の CCDT の構成』
• 54 ページの『CCDT の場所』
• 55 ページの『CCDT への URL アクセス』
関連概念
MQI クライアント: クライアント・チャネル定義テーブル (CCDT)
関連タスク
421 ページの『均一クラスターの構成』
均一クラスターによって、スケーリングと可用性を重視したアプリケーションを設計することができます。
また均一クラスターは、均一クラスター内のどのキュー・マネージャーにも接続できます。
バイナリー形式の CCDT の構成
クライアント・チャネル定義テーブル (CCDT) は、クライアント・アプリケーションがキュー・マネージャ
ーに接続するために使用するチャネル定義と認証情報を判別します。 Multiplatforms では、キュー・マネ
ージャーの作成時に、デフォルト設定が組み込まれたバイナリー CCDT が自動的に作成されます。 バイナ
リー CCDT を更新する場合は、runmqsc コマンドを使用します。

始める前に
JavaScript Object Notation (JSON) 形式で CCDT を作成することもできます。この代替形式を使用するこ
とには、バイナリー CCDT を使用するよりもいくつかの利点があります。 46 ページの『JSON 形式の
CCDT の構成』 を参照してください。
どのプラットフォームのクライアントも CCDT を表示したり使用したりできます。 ただし、バイナリー
CCDT を作成したり変更したりできるのは、IBM MQ for Multiplatforms の場合に限られます。
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このタスクについて
On マルチプラットフォーム:

• バイナリー CCDTは、キュー・マネージャーのデータ・ディレクトリーの下の@ipccディレクトリーに
自動的に作成されます。

• キュー・マネージャーに関連付けられたバイナリー CCDT は、自動的に作成されるだけでなく、オブジェ
クト定義との同期状態が保持されます。 クライアント・チャネル・オブジェクトを定義、変更、削除す
る場合、同じ操作の一部としてキュー・マネージャー・オブジェクト定義と CCDT 内のエントリーの両方
が更新されます。
注 :

– IBM MQ CCDT ファイルの設計では、ユーザーが定義したすべてのクライアント接続チャネルが実際に
定義された後にのみ、CCDT ファイルが縮小されます。 クライアント接続チャネルが削除されると、
CCDT ファイルで削除済みのマークが付けられますが、物理的に削除されたわけではありません。

– CCDT ファイルの縮小を強制するには、1 つ以上のクライアント接続チャネルを削除した後に以下のコ
マンドを実行します。
rcrmqobj -m QM80 -t clchltab

• バイナリー CCDT の場所や内容を変更する場合は、runmqsc コマンドを使用します。
どのプラットフォームのクライアントもバイナリー CCDT を表示したり使用したりできます。

手順
•
デフォルトのバイナリー CCDT を作成します。
マルチプラットフォームでは、キュー・マネージャーを作成すると、デフォルトのバイナリー CCDTが
AMQCLCHL.TABという名前で作成されます。
デフォルトでは、AMQCLCHL.TAB はサーバー上の以下のディレクトリーに置かれています。
– IBM i では、統合ファイル・システムに置かれています。

 /QIBM/UserData/mqm/qmgrs/QUEUEMANAGERNAME/&ipcc

– AIX and Linux システムの場合:
/prefix/qmgrs/QUEUEMANAGERNAME/@ipcc

AIX and Linux システムでは、 QUEUEMANAGERNAME によって参照されるディレクトリーの名前には
大/小文字の区別があります。 キュー・マネージャー名に特殊文字が含まれている場合、ディレクト
リー名は、キュー・マネージャー名と同じにならない可能性があります。

– On Windows:

MQ_INSTALLATION_PATH\data\qmgrs\QUEUEMANAGERNAME\@ipcc

MQ_INSTALLATION_PATH は、IBM MQ がインストールされている上位ディレクトリーを表します。
ただし、キュー・マネージャー・データ用に別のディレクトリーの使用を選択している場合もありま
す。 crtmqm コマンドを使用した場合は、パラメーター -md DataPath を指定できます。 これを行う
と、AMQCLCHL.TABは指定したデータ・パスの@ipccディレクトリーに置かれます。

• 以下で CCDT を見つけます。
– クライアント・コンピューター上
– 複数のクライアントが共有する場所
– サーバー上で、共有ファイルとして
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54 ページの『CCDT の場所』 を参照してください。
a)クライアント・マシンでバイナリー CCDT を直接作成します。

– -n パラメーターを指定して runmqsc コマンドを使用します。
– CCDT は、MQCHLLIB で指定した場所に、MQCHLTAB で指定したファイル名 (デフォルトは
AMQCLCHL.TAB) で作成されます。

– 重要:-nパラメーターを指定する場合は、他のパラメーターを指定してはなりません。
b)場所を変更します。

CCDT のパスを変更する場合は、MQCHLLIB を設定します。 なお、同じサーバーに複数のキュー・マ
ネージャーがある場合は、どのキュー・マネージャーも CCDT の場所を共有します。

• CCDT にアクセスします。
以下のようにして、CCDT にアクセスできます。
– MQCCDTURL 環境変数を定義することにより、ファイル、FTP、または HTTP URL からリモートでア
クセスする。

– MQCHLLIB 環境変数と MQCHLTAB 環境変数を設定することによりローカルでアクセスする。
– クライアント構成ファイル内の CHANNELS スタンザの ChannelDefinitionDirectory 属性およ
び ChannelDefinitionFile 属性を定義することにより、ローカルでアクセスする。

さまざまな例については、54 ページの『CCDT の場所』 を参照してください。
• CCDT の内容を表示したり編集したりします。

CCDT の内容を表示するには、runmqsc コマンドを使用します。
1. CCDT にアクセスするための環境変数を設定します。
2. runmqsc -n コマンドを実行します。
3. DISPLAY CHANNEL(*) コマンドなどを実行します。

マルチプラットフォーム では、runmqsc コマンドを使用してバイナリー CCDT の内容を
編集することもできます。 CCDT の各項目は、特定のキュー・マネージャーへのクライアント接続を表
します。 DEFINE CHANNEL コマンドを使用してクライアント接続チャネルを定義すると新しい項目が
追加され、ALTER CHANNEL コマンドを使用してクライアント接続チャネルを変更すると項目が更新さ
れます。 このコマンドの使用例をさらに確認したい場合は、runmqsc を参照してください。

• クライアントに認証情報を提供し、TLS 証明書が失効しているかどうかの検査を行うことができます。
a)認証情報オブジェクトを含んだ名前リストを定義します。
b)キュー・マネージャー属性 SSLCRLNL を名前リストの名前に設定します。

関連概念
取り消された証明書の取り扱い
関連タスク
46 ページの『JSON 形式の CCDT の構成』
クライアント・チャネル定義テーブル (CCDT) は、クライアント・アプリケーションがキュー・マネージャ
ーに接続するために使用するチャネル定義と認証情報を判別します。 テキスト・エディターを使用して、
JavaScript Object Notation (JSON) CCDT を作成したり更新したりできます。
JSON 形式の CCDT の構成
クライアント・チャネル定義テーブル (CCDT) は、クライアント・アプリケーションがキュー・マネージャ
ーに接続するために使用するチャネル定義と認証情報を判別します。 テキスト・エディターを使用して、
JavaScript Object Notation (JSON) CCDT を作成したり更新したりできます。
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始める前に
IBM MQ for Multiplatforms を使用している場合は、キュー・マネージャーの作成時に自動的

に作成されるバイナリー CCDT を使用することも可能です。 44 ページの『バイナリー形式の CCDT の構
成』を参照してください。

このタスクについて
JSON 形式の CCDT スキーマのファイル名は次のとおりです。
Linux

/opt/mqm/lib/ccdt_schema.json
Windows

C:\Program Files\IBM\MQ\bin\ccdt_schema.json

デフォルトの JSON CCDT はありません。また IBM MQ には、JSON 形式の CCDT を作成したり編集したり
するためのツールは用意されていません。 それでも、runmqsc コマンドでバイナリー CCDT を操作するよ
りも、JSON CCDT を手動で作成する方が、構成オプションの幅が広がります。
• IBM MQ for Multiplatforms を使用していなくても、JSON CCDT ファイルの作成や編集は可能です。
• JSON 形式では、同じ名前の重複チャネル定義を作成できます。 クラウドに IBM MQ をデプロイする時
には、この形式を使用して、デプロイメントのスケーラビリティーと可用性を強化できます。

• JSON ファイルは人間が読めるので、キュー・マネージャーの構成がシンプルになります。
• フラット・ファイル形式なので、以下のツールとの統合が可能です。

– CCDT のヒストリーをトラッキングするためのバージョン管理ツール
– 継続的デリバリーのためのオートメーション・ツール

• CCDT ファイルの保守のために特別なツールは必要ありません。
• ファイルのサイズが小さくなります。
• この形式には、逆方向と順方向の互換性があります。
注 :

1. JSON 標準は重複キーを有効と見なしていますが、JSON パーサーは、重複キーの最終読み取り値だけ
を取り込んで属性に割り当てます。 したがって、重複するチャネルを定義する場合、各チャネルは、
「channel」キーに割り当てられる配列値のエレメントでなければなりません。

2. JSON CCDT では、Lightweight Directory Access Protocol (LDAP) サーバー上の証明書失効リスト (CRL)
の場所と Online Certificate Status Protocol (OCSP) の応答側の場所に関する情報を保管できません。

表 7. プラットフォームごとのエンコード要件
プラットフォーム JMS クライアントのエ

ンコード
C クライアントのエンコ
ード

IBM i ASCII EBCDIC

AIX, Linux, and Windows ASCII ASCII

z/OS ASCII または EBCDIC 適用外

重要 : JSON CCDT (すべての属性を含まない スパース を含む) を使用してチャネルの定義を指定す
ると、JSON で指定されていないものにデフォルトを使用して、すべての属性が定義された完全な
チャネル定義が作成されます。
したがって、デフォルト値を必要としない属性ごとに特定の値を指定する必要があります。

手順
• JSON CCDT を作成します。
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a)汎用テキスト・エディターを使用して、.json拡張子を持つフラット・ファイルを作成します。
b) CCDT を定義します。

51 ページの『JSON CCDT の例』 および 49 ページの『JSON CCDT でサポートされているチャネ
ル属性』 を参照してください。

• 以下で CCDT を見つけます。
– クライアント・コンピューター上
– 複数のクライアントが共有する場所
– サーバー上で、共有ファイルとして
54 ページの『CCDT の場所』 を参照してください。

• JSON CCDT を検証します。
JSON 検証ツールを使用して、スキーマに照らして CCDT を検証します。
2 つのチャネルを使用して CCDT ファイルを作成し、それが機能することを検証する方法については、
スキーマに照らして IBM MQ CCDT JSON ファイルを検証する方法 を参照してください。
CCDT スキーマは、製品パッケージとクライアント・パッケージに含まれています。
– AIX and Linux システムの場合:

製品パッケージおよびクライアント・パッケージ内の$MQ_INSTALLATION_PATH/libと/lib。
– On Windows:

製品パッケージおよびクライアント・パッケージ内の%MQ_INSTALLATION_PATH%\binと\bin。
注 :

– JSON 検証ツールはオンラインで入手できます。
– スキーマは、「required」キーを使用して必須属性を定義します。
– スキーマは、「type」キーを使用して属性データ・タイプを定義します。

• CCDT にアクセスします。
以下のようにして、CCDT にアクセスできます。
– MQCCDTURL 環境変数を定義することにより、ファイル、FTP、または HTTP URL からリモートでア
クセスする。

– MQCHLLIB 環境変数と MQCHLTAB 環境変数を設定することによりローカルでアクセスする。
– クライアント構成ファイル内の CHANNELS スタンザの ChannelDefinitionDirectory 属性およ
び ChannelDefinitionFile 属性を定義することにより、ローカルでアクセスする。

さまざまな例については、54 ページの『CCDT の場所』 を参照してください。
• CCDT の内容を表示したり編集したりします。

CCDT の各項目は、特定のキュー・マネージャーへのクライアント接続を表します。 テキスト・エディ
ターで CCDT の内容を表示したり編集したりできます。
CCDT を表示するだけなら、以下の要領で runmqsc コマンドを使用するという方法もあります。
1.環境変数で CCDT へのアクセス権を設定します (前の手順を参照)。
2.コマンド runmqsc -n を実行します。 詳しくは、runmqsc を参照してください。
3. DISPLAY CHANNEL コマンドを実行します。 例えば、 DISPLAY CHANNEL(*)を実行します。

関連概念
取り消された証明書の取り扱い
関連タスク
44 ページの『バイナリー形式の CCDT の構成』
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クライアント・チャネル定義テーブル (CCDT) は、クライアント・アプリケーションがキュー・マネージャ
ーに接続するために使用するチャネル定義と認証情報を判別します。 Multiplatforms では、キュー・マネ
ージャーの作成時に、デフォルト設定が組み込まれたバイナリー CCDT が自動的に作成されます。 バイナ
リー CCDT を更新する場合は、runmqsc コマンドを使用します。
421 ページの『均一クラスターの構成』
均一クラスターによって、スケーリングと可用性を重視したアプリケーションを設計することができます。
また均一クラスターは、均一クラスター内のどのキュー・マネージャーにも接続できます。
JSON CCDT でサポートされているチャネル属性
JSON CCDT でサポートされているクライアント接続チャネル属性のリストです。 このリストは、バイナリ
ー CCDT でサポートされている属性のサブセットになります。

属性マッピング
以下のチャネル・オブジェクトに属性が挿入されます。
{ "channel": [ {$CHANNEL_1_KEY_VALUE_LIST },..., {$CHANNEL_N_KEY_VALUE_LIST } ] }

$CHANNEL_X_KEY_VALUE_LIST は、以下の表にまとめられている属性のコンマ区切りリストです。
基本的なユース・ケースについては、51 ページの『JSON CCDT の例』を参照してください。
JSON スキーマは /opt/mqm/lib/ccdt_schema.jsonに同梱されています。 各属性に有効な値を確認
するには、JSON スキーマを参照してください。
JSON オブジェクト、JSON キー、JSON データ型、対応するバイナリー・チャネル属性定義を以下の表に
まとめます。

重要 : 必須属性は、channel の name と channel の type です。 portRange を定義する場合は、low
と high も必須属性になります。

JSON オブジェクト JSON キー JSON デー
タ型

バイナリー属性
定義

channel (配列) 名前 STRING CHANNEL

channel (配列) タイプ STRING CHLTYPE

channel.clientConnection queueManager STRING QMNAME

channel.clientConnection.connection (配列) host STRING CONNAME

channel.clientConnection.connection port INT CONNAME

channel.compression.header (配列) ヘッダー STRING COMPHDR

channel.compression.message (配列) メッセージ STRING COMPMSG

channel.connectionManagement アフィニティー
(affinity)

STRING AFFINITY

channel.connectionManagement clientWeight INT CLNTWGHT

channel.connectionManagement defaultReconnect STRING DEFRECON

channel.connectionManagement disconnectInterval INT DISCINT

channel.connectionManagement heartInterval INT HBINT

channel.connectionManagement keepAliveInterval INT KAINT

channel.connectionManagement sharingConversations INT SHARECNV

channel.connectionManagement.localAddress
(配列)

host STRING LOCLADDR
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JSON オブジェクト JSON キー JSON デー
タ型

バイナリー属性
定義

channel.connectionManagement.localAddress
(配列)

port INT LOCLADDR

channel.connectionManagement.localAddress.
portRange

high INT LOCLADDR

channel.connectionManagement.localAddress.
portRange

low INT LOCLADDR

channel.exits.receive (配列) 名前 STRING RCVEXIT

channel.exits.receive (配列) userData STRING RCVDATA

channel.exits.security 名前 STRING SCYEXIT

channel.exits.security userData STRING SCYDATA

channel.exits.send (配列) 名前 STRING SENDEXIT

channel.exits.send (配列) userData STRING SENDDATA

channel.general description STRING DESCR

channel.general maximumMessageLen
gth

INT MAXMSGL

channel.timestamps altered STRING ALTDATE と
ALTTIME

channel.transmissionSecurity certificateLabel STRING CERTLABL

channel.transmissionSecurity certificatePeerName STRING SSLPEER

channel.transmissionSecurity cipherSpecification STRING SSLCIPH

注 :

• channel.connectionManagement.localAddress は、以下のいずれかのキーの組み合わせで定義で
きます。
– host と port
– host と portRange
– port
– portRange

• channel.timestamps altered JSON キーはオプションであり、定義されていない場合、値はデフォ
ルトで JSON CCDT ファイルの最終変更日時になります。 ただし、環境が URL から CCDT をフェッチす
るように構成されている場合、デフォルト値はファイルが最後にダウンロードされた時刻です。

• channel.clientConnection.connection には、host と port の両方のキーを組み込む必要がありま
す。

• altered キーは、ALTDATE 属性と ALTTIME 属性の両方をカプセル化した 1 つのストリングです。
• トランスポート・タイプは TCP だけなので、以下の属性はスキーマで定義されていません。

– TRPTYPE
– USERID
– PASSWORD
– MODENAME
– TPNAME
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関連資料
チャネル・タイプのチャネル属性
JSON CCDT の例
このトピックで示す例に基づいて、それぞれの要件に合わせて構成できます。
汎用のテキスト・エディターを開いて、以下の例の 1 つをコピーします。
• 51 ページの『シンプルなクライアント接続の定義』
• 51 ページの『TLS を使用して 1 つのチャネルと 1 つのキュー・マネージャーを定義する』
• 52 ページの『TLS を使用しない 1 つのチャネルと 1 つのキュー・マネージャーの定義』
• 52 ページの『同じ名前の 2 つのチャネルの定義』
• 52 ページの『クライアント接続チャネルの CCDT チャネル属性定義の完全なリスト』

シンプルなクライアント接続の定義
{
  "channel":
  [
    {
      "general":
      {
        "description": "a channel"
      },
      "name": "channel",
      "clientConnection":
      {
        "connection":
        [
          {
            "host": "localhost",
            "port": 1414
          }
        ],
        "queueManager": "QM1"
      },
      "type": "clientConnection"
    }
  ]
}

TLS を使用して 1 つのチャネルと 1 つのキュー・マネージャーを定義する
{
  "channel": [
    {
      "name": "SSL.SVRCONN",
      "clientConnection": {
        "connection": [
          {
            "host": "aztlan1.fyre.ibm.com",
            "port": 1419
          }
        ],
        "queueManager": "QM92TLS"
      },
      "transmissionSecurity":
      {
        "cipherSpecification": "TLS_AES_128_GCM_SHA256",
        "certificateLabel": "ibmwebspheremqadministrator",
      },
      "type": "clientConnection"
    }
  ]
}
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TLS を使用しない 1 つのチャネルと 1 つのキュー・マネージャーの定義
{
  "channel": [
    {
      "name": "SYSTEM.DEF.SVRCONN",
      "clientConnection": {
        "connection": [
          {
            "host": "aztlan1.fyre.ibm.com",
            "port": 1414
          }
        ],
        "queueManager": "QM92"
      },
      "type": "clientConnection"
    }
  ]
}

同じ名前の 2 つのチャネルの定義
各チャネルを 2 つの別々のキュー・マネージャーに接続します。
{
  "channel":
  [
    {
      "general":
      {
        "description": "First channel"
      },
      "name": "channel",
      "clientConnection":
      {
        "connection":
        [
          {
            "host": "localhost",
            "port": 1414
          }
        ],
        "queueManager": "QM1"
      },
      "type": "clientConnection"
    },
    {
      "general":
      {
        "description": "Second channel"
      },
      "name": "channel",
      "clientConnection":
      {
        "connection":
        [
          {
            "host": "localhost",
            "port": 1415
          }
        ],
        "queueManager": "QM2"
      },
      "type": "clientConnection"
    }
  ]
}

クライアント接続チャネルの CCDT チャネル属性定義の完全なリスト
{
  "channel":
  [
    {
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      "compression":
      {
        "header": [ "system" ],
        "message": [ "zlibfast" ]
      },
      "connectionManagement":
      {
        "sharingConversations": 10,
        "clientWeight": 1,
        "affinity": "none",
        "defaultReconnect": "yes",
        "heartbeatInterval": 600,
        "keepAliveInterval": -1,
        "localAddress":
        [
          {
            "portRange":
            {
              "low": 2020,
              "high": 3030
            }
          }
        ]
      },
      "exits":
      {
        "receive":
        [
          {
          "name": "",
          "userData": ""
          }
        ],
        "security":
        {
          "name": "",
          "userData": ""
        },
        "send":
        [
           {
             "name": "",
             "userData": ""
           }
        ]
      },
      "general":
      {
        "description": "First channel",
        "maximumMessageLength": 4194304
      },
      "name": "the_channel",
      "clientConnection":
      {
        "connection":
        [
          {
            "host": "localhost",
            "port": 1414
          }
        ],
        "queueManager": "QM1"
      },
      "timestamps":
      {
        "altered": "2018-12-04T15:37:22.000Z"
      },
      "transmissionSecurity":
      {
        "cipherSpecification": "",
        "certificateLabel": "",
        "certificatePeerName": ""
      },
      "type": "clientConnection"
    }
  ]
}

関連資料
チャネル・タイプのチャネル属性
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チャネル属性 (アルファベット順)

CCDT の場所
IBM MQ では、ファイル、FTP、または HTTP の URL からの CCDT の取得がサポートされます。 CCDT がサ
ーバー上に置かれたまま、共有ファイルとしてクライアントからアクセス可能にすることができます。 あ
るいは、CCDT を分散させることも可能です。その場合は、各クライアント・コンピューターに CCDT をコ
ピーするか、複数のクライアントが共有できる場所に CCDT をコピーします。
FTP を使用してファイルをコピーする場合は、bin オプションを使用してバイナリー・モードを設定して
ください。デフォルトの ASCII モードは使用しないでください。 CCDT を使用可能にするためにどの方法
を選択するにしても、位置が安全で、チャネルに対する不正な変更から保護されている必要があります。

サーバー上で CCDT ファイルをホストする方法
CCDT は、URL を介してアクセス可能な中央の場所でホストすることができ、デプロイされたクライアント
ごとに個別に CCDT を更新する必要がなくなります。 ネイティブ (C/C++、COBOL および RPG) および非管
理対象 .NET アプリケーションは、ローカル・ファイル、FTP、または HTTP リソースのいずれであっても、
URL から CCDT をプルできます。
IBM MQ クライアントのデフォルトのキャッシング動作では、CCDT ファイルの変更時刻が最後にファイル
を取得した時刻と異なる場合にのみ、ファイルを取得します。 ほとんどのクライアント構成オプションと
同じく、次に示すさまざまな方法で URL の位置を指定できます。
• CCDTUrlPtr と CCDTUrlOffset (MQCNO 構造を MQCONNX MQI 呼び出しに渡す)
• MQCCDTURL 環境変数
• mqclient.ini の Channels スタンザの ChannelDefinitionDirectory 属性
認証 URL および非認証 URL の両方がサポートされます。 例えば、次のとおりです。
export MQCCDTURL=ftp://myuser:password@myhost.sample.com//var/mqm/qmgrs/QMGR/@ipcc/AMQCLCHL.TAB

export MQCCDTURL=http://myhost.sample.com/var/mqm/qmgrs/QMGR/@ipcc/AMQCLCHL.TAB

このサポートを FTP または HTTP で使用する場合でも、サーバー上で CCDT ファイルをホストする必要が
ありますが、 すべてのクライアント・アプリケーションは、手動で更新をプッシュしたり、ネットワーク・
ファイル・システムを各クライアントにマウントしたりすることなく、チャネル定義に対する変更を自動
的に取得することができます。 詳しくは、55 ページの『CCDT への URL アクセス』を参照してください。

クライアントで CCDT の位置を指定する方法
クライアント・システムでは、以下の方法で CCDT の位置を指定できます。
• 環境変数 MQCHLLIB を使用してテーブルが置かれているディレクトリーを指定し、 MQCHLTAB を使用し
てテーブルのファイル名を指定します。

• クライアント構成ファイルを使用します。 CHANNELS スタンザで、 ChannelDefinitionDirectory
属性を使用してテーブルが置かれているディレクトリーを指定し、 ChannelDefinitionFile 属性を
使用してファイル名を指定します。

• 中央の位置でホストされている CCDT の URL (ファイル、FTP、HTTP) を指定します (前述の説明を参照)。
クライアント構成ファイルと環境変数の両方で場所が指定されている場合は、環境変数が優先します。 こ
の機能を使用して、標準の位置をクライアント構成ファイルで指定し、必要な場合に環境変数を使用して
標準の位置をオーバーライドすることができます。
URL を使用して CCDT の位置を指定する場合、ネイティブ・クライアント・アプリケーションがクライア
ント・チャネル定義を検索する順序は、55 ページの『CCDT への URL アクセス』に記載している順序に
なります。
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CCDT への URL アクセス
URL でアクセスできる中央ロケーションにクライアント・チャネル定義テーブル (CCDT) をホストできるの
で、デプロイされたクライアントごとに CCDT を個別に更新する必要がありません。
クライアント・チャネル定義テーブルは、次のいずれかの方法で、URL を使用して配置できます。
• MQCNO を使用したプログラミング
• 環境変数を使用

重要 : 環境変数オプションを使用して、クライアントとして接続するネイティブ・プログラム (つ
まり、C、COBOL、または C++ アプリケーション) に対してのみ URL を指定することができます。
Java、JMS、および管理対象 .NET アプリケーションの場合、環境変数は効果がありません。
IBM MQ では、ファイル、FTP、または HTTP の URL からの CCDT の取得がサポートされます。

• mqclient.iniファイルの CHANNELSスタンザを使用する。
環境変数 MQCCDTURL を使用すると、ファイル、ftp、または http URL を単一値として指定し、そこからク
ライアント・チャネル定義テーブルを取得することができます。
また、 MQCHLLIB 環境変数で指定されたディレクトリー・パス (または 180 ページの『クライアント構成
ファイルの CHANNELS スタンザ』の ChannelDefinitionDirectory 属性で指定されたパス) を使用し
て、既存のローカル・ファイル・システム・ディレクトリー ( /var/mqm) に加えて、ファイル、ftp、また
は http URL を介して CCDT ファイルを見つけることもできます。 MQCHLLIB 値はディレクトリー・ステム
であり、 MQCHLTAB と組み合わせて機能し、完全修飾 URL を導出することに注意してください。
接続に関する基本認証は、URL 内にエンコードされる資格情報を使用してサポートされます:
認証される接続

export MQCHLLIB=ftp://myuser:password@myhost.sample.com/var/mqm/qmgrs/QMGR/@ipcc
export MQCHLLIB=http://myuser:password@myhost.sample.com/var/mqm/qmgrs/QMGR/@ipcc

認証されない接続
export MQCHLLIB=ftp://myhost.sample.com/var/mqm/qmgrs/QMGR/@ipcc
export MQCHLLIB=http://myhost.sample.com/var/mqm/qmgrs/QMGR/@ipcc
export MQCHLLIB=file:///var/mqm/qmgrs/QMGR/@ipcc

注 : 認証される接続を使用する場合は、JMS と同様に、URL 内にエンコードされたユーザー名とパスワー
ドを指定する必要があります。
クライアント・チャネル定義を検索するため、ネイティブ・クライアント・アプリケーションの優先順位
は次のとおりです:

1. MQCNO内の ClientConnOffsetおよび ClientConnPtrによって提供される MQCD。
2. MQCNO の CCDTUrlOffset および CCDTUrlPtr によって指定される URL。
3. MQSERVER 環境変数。
4. mqclient.ini ファイルが定義されていて、Channels スタンザに ServerConnectionParms 属性が
含まれている場合は、そのファイルで定義されているチャネルが使用されます。 詳細については、166
ページの『IBM MQ MQI client 構成ファイル、 mqclient.ini』および 180 ページの『クライアント構成
ファイルの CHANNELS スタンザ』を参照してください。

5. MQCCDTURL 環境変数。
6. MQCHLLIB および MQCHLTAB 環境変数。
7. 180 ページの『クライアント構成ファイルの CHANNELS スタンザ』の
ChannelDefinitionDirectory および ChannelDefinitionFile。

重要 : URLを使用して、CCDTファイルにアクセスすると、file://プロトコルを使用している場合でも、
読み取り専用のファイルのコピーが常に開けます。
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書き込みアクセスのために CCDT ファイルを開こうとすると (例えば、クライアントから DEFINE
CHANNEL MQSC コマンドを使用する場合)、書き込みアクセスのためにファイルを開くことができなかった
ことを示すエラー・メッセージが返されます。
ただし、runmqsc を使用してチャネルおよび認証情報の定義を読み取ることはできます。
関連タスク
58 ページの『クライアント接続チャネル定義へのアクセス』
クライアント・チャネル定義テーブル (CCDT) をクライアント・アプリケーションで使用できるようにする
には、CCDT をコピーまたは共有してからクライアント・コンピューターでその位置と名前を指定します。
URL を使用してクライアント・チャネル定義テーブル (CCDT) を見つけることもできます。
44 ページの『バイナリー形式の CCDT の構成』
クライアント・チャネル定義テーブル (CCDT) は、クライアント・アプリケーションがキュー・マネージャ
ーに接続するために使用するチャネル定義と認証情報を判別します。 Multiplatforms では、キュー・マネ
ージャーの作成時に、デフォルト設定が組み込まれたバイナリー CCDT が自動的に作成されます。 バイナ
リー CCDT を更新する場合は、runmqsc コマンドを使用します。
IBM MQ classes for JMS での CCDT の使用
関連資料
CCDTURL
MQCNO - 接続オプション
XMSC_WMQ_CCDTURL

Active Directory 内のクライアント接続チャネル
Active Directory をサポートする Windows システムでは、IBM MQ は Active Directory 内のクライアント接
続チャネルを公開して、動的クライアント/サーバーのバインディングを提供します。
クライアント接続チャネル・オブジェクトが定義されると、デフォルトでは AMQCLCHL.TAB というクライ
アント・チャネル定義ファイルに書き込まれます。 クライアント接続チャネルが TCP/IP プロトコルを使用
する場合、IBM MQ サーバーは、Active Directory 内のクライアント接続チャネルも公開します。 IBM MQ
クライアントがサーバーへの接続方法を決定するとき、以下の検索順序で、関連するクライアント接続チ
ャネルのオブジェクト定義を検索します。
1. MQCONNX MQCD データ構造
2. MQSERVER 環境変数
3.クライアント・チャネル定義ファイル
4. Active Directory

この順序であれば、現行のアプリケーションは変更によって何も影響を受けることはありません。 Active
Directory 内のこれらの項目をクライアント・チャネル定義ファイル内のレコードと見なすことができます。
IBM MQ クライアントは同じ方法でこれらの項目を処理します。 Active Directoryでクライアント接続チ
ャネル定義を公開するためのサポートを構成および管理するには、 setmqscpで説明されているように、
setmqscp コマンドを使用します。
サーバー側でのサーバー接続チャネルの定義
キュー・マネージャー用にサーバー接続チャネルの定義を作成します。

手順
1.サーバー・マシン側で、選択した名前をもつチャネル、およびサーバー接続 のチャネル・タイプを定義
します。
以下に例を示します。
DEFINE CHANNEL(CHAN2) CHLTYPE(SVRCONN) TRPTYPE(TCP) +
DESCR('Server-connection to Client_2')
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2.以下のコマンドを使用して、キュー・マネージャーへのインバウンド接続アクセスを許可します。
SET CHLAUTH(CHAN2) TYPE(ADDRESSMAP) ADDRESS('IP address') MCAUSER('userid')

• ここで、 SET CHLAUTH は、前のステップで定義したチャネルの名前を使用します。
• 'IP address' とは、クライアントの IP アドレスのことです。
• 'userid' とは、ターゲット・キューへのアクセス制御のためにチャネルに提供する ID のことです。 こ
のフィールドは、大文字と小文字が区別されます。
いくつかの異なる属性を使用して、インバウンド接続の識別を選択することができます。 例では、IP ア
ドレスを使用しています。 代替属性には、クライアントのユーザー ID および TLS のサブジェクト識別
名が含まれています。 詳しくは、チャネル認証レコードを参照してください。
このチャネル定義は、サーバー上で稼働するキュー・マネージャーに関連しています。

IBM MQ
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サーバー接続
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図 2. サーバー接続チャネルの定義
関連タスク
57 ページの『サーバー側でのクライアント接続チャネルの定義』
サーバー接続チャネルを定義した後、対応するクライアント接続チャネルを定義することができます。
サーバー側でのクライアント接続チャネルの定義
サーバー接続チャネルを定義した後、対応するクライアント接続チャネルを定義することができます。

始める前に
サーバー接続チャネルを定義します。 詳細については、56 ページの『サーバー側でのサーバー接続チャネ
ルの定義』を参照してください。

手順
1.サーバー接続チャネルと同じ名前で、チャネル・タイプがクライアント接続 のチャネルを定義します。
接続名 (CONNAME) を指定する必要があります。 TCP/IP の場合、接続名はサーバー・マシンのネット
ワーク・アドレスまたはホスト名です。 また、クライアント環境で実行される IBM MQ アプリケーショ
ンの接続先のキュー・マネージャー名 (QMNAME) を指定することをお勧めします。 キュー・マネージ
ャー名を変更することにより、異なるキュー・マネージャーに接続するチャネルのセットを定義できま
す。
DEFINE CHANNEL(CHAN2) CHLTYPE(CLNTCONN) TRPTYPE(TCP) +
CONNAME(9.20.4.26) QMNAME(QM2) DESCR('Client-connection to Server_2')

2.以下のコマンドを使用して、キュー・マネージャーへのインバウンド接続アクセスを許可します。
SET CHLAUTH(CHAN2) TYPE(ADDRESSMAP) ADDRESS('IP-address') MCAUSER('userid')

• ここで、 SET CHLAUTH コマンドは、前のステップで定義されたチャネルの名前を使用します。
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• 'IP address' とは、クライアントの IP アドレスのことです。
• 'userid' とは、ターゲット・キューへのアクセス制御のためにチャネルに提供する ID のことです。 こ
のフィールドは、大文字と小文字が区別されます。
いくつかの異なる属性を使用して、インバウンド接続の識別を選択することができます。 例では、IP ア
ドレスを使用しています。 代替属性には、クライアントのユーザー ID および TLS のサブジェクト識別
名が含まれています。 詳しくは、チャネル認証レコードを参照してください。

タスクの結果
マルチプラットフォーム では、このチャネル定義は、キュー・マネージャーに関連付けられ

たクライアント・チャネル定義テーブル (CCDT) と呼ばれるファイルに格納されます。 クライアント・チャ
ネル定義テーブルには、複数のクライアント接続チャネル定義を 組み込むことができます。
クライアント・チャネル定義テーブル について、およびクライアント接続チャネル定義が z/OSにどのよう
に保管されるかについての対応する情報について詳しくは、 44 ページの『バイナリー形式の CCDT の構
成』を参照してください。

IBM MQ

Client_2
ネットワーク・アドレス = 9.20.4.26

IBM MQ MQI チャネル (MQI channel)

サーバー接続
 

クライアント接続 IBM MQ

QM2

CHAN2

アプリケーション

MQI クライアント

キュー・マネージャー

Server_2

図 3. クライアント接続チャネルの定義
関連資料
DEFINE CHANNEL (新規チャネルの定義)
SET CHLAUTH (チャネル認証レコードの作成または変更)

クライアント接続チャネル定義へのアクセス
クライアント・チャネル定義テーブル (CCDT) をクライアント・アプリケーションで使用できるようにする
には、CCDT をコピーまたは共有してからクライアント・コンピューターでその位置と名前を指定します。
URL を使用してクライアント・チャネル定義テーブル (CCDT) を見つけることもできます。

始める前に
必要なクライアント接続チャネルがすでに CCDT で定義されていることがこのタスクの前提になります。
44 ページの『クライアント・チャネル定義テーブルの構成』 を参照してください。

このタスクについて
クライアント・アプリケーションでクライアント・チャネル定義テーブル (CCDT) を使用するには、CCDT
をアプリケーションで使用可能にして、位置と名前を指定する必要があります。 これはいくつかの方法で
行うことができます。
• CCDT をクライアント・コンピューターにコピーすることができます。
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• 複数のクライアントが共有する位置に、CCDT をコピーすることができます。
• CCDT がサーバー上に置かれたまま、共有ファイルとしてクライアントからアクセス可能にすることがで
きます。

IBM MQ ネイティブ (C/C++、COBOL および RPG) および非管理 .NET アプリケーションは、ローカル・フ
ァイル、ftp、または http リソースのいずれであっても、中央の場所でホストされている CCDT を URL から
プルできます。

手順
1.以下のいずれかの方法で、CCDT をクライアント・アプリケーションで使用できるようにします。

a)オプション: クライアントのコンピューターに CCDT をコピーします。
b)オプション: 複数のクライアントが共有する位置に CCDT をコピーします。
c)オプション: CCDT をサーバーに残しますが、クライアントが共有できるようにします。
d)オプション: 中央の位置でホストする CCDT に対するローカル・ファイル、ftp、または http の URL
を定義して、その URL からネイティブ (C/C++、 COBOL および RPG) および非管理 .NET アプリケー
ションが CCDT を取得できるようにします。

CCDT の位置としていずれを選択する場合でも、位置は安全で、チャネルに対する不正な変更から保護
されている必要があります。

2.クライアント上で、CCDT が含まれるファイルの位置と名前を、次の 3 つのいずれかの方法で指定しま
す。
a)オプション: クライアント構成ファイルの CHANNELS スタンザを使用します。 詳細については、

180 ページの『クライアント構成ファイルの CHANNELS スタンザ』を参照してください。
b)オプション: 環境変数 MQCHLLIB および MQCHLTABを使用します。
例えば、次のように入力して環境変数を設定できます。
• AIX and Linux システムの場合:

export MQCHLLIB= MQ_INSTALLATION_PATH/qmgrs/ QUEUEMANAGERNAME /@ipcc
export MQCHLTAB=AMQCLCHL.TAB

• IBM i システムの場合:

ADDENVVAR ENVVAR(MQCHLLIB) VALUE('/QIBM/UserData/mqm/qmgrs/QUEUEMANAGERNAME/@ipcc')
ADDENVVAR ENVVAR(MQCHLTAB) VALUE(AMQCLCHL.TAB)

MQ_INSTALLATION_PATH は、IBM MQ がインストールされている上位ディレクトリーを表します。
c)オプション: Windows でのみ、setmqscp 制御コマンドを使用して、Active Directory でクライアン
ト接続チャネル定義を公開することができます。

d)環境変数を使用して、MQCNOを使用するか、環境変数を使用してプログラミングするか、または
mqclient.iniファイル・スタンザを使用することにより、中央でホストされる CCDTのロケーシ
ョンを URLで提供します。 詳しくは、54 ページの『CCDT の場所』 および 55 ページの『CCDT へ
の URL アクセス』 を参照してください。

MQSERVER 環境変数が設定されている場合、 IBM MQ クライアントは、 MQSERVER によって指定された
クライアント接続チャネル定義を、クライアント・チャネル定義テーブル内の定義より優先して使用し
ます。

関連タスク
44 ページの『バイナリー形式の CCDT の構成』
クライアント・チャネル定義テーブル (CCDT) は、クライアント・アプリケーションがキュー・マネージャ
ーに接続するために使用するチャネル定義と認証情報を判別します。 Multiplatforms では、キュー・マネ
ージャーの作成時に、デフォルト設定が組み込まれたバイナリー CCDT が自動的に作成されます。 バイナ
リー CCDT を更新する場合は、runmqsc コマンドを使用します。
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関連資料
MQI クライアント: クライアント・チャネル定義テーブル (CCDT)

MQI チャネル用のチャネル出口プログラム
AIX, Linux, and Windows上の IBM MQ MQI client 環境では、3 つのタイプのチャネル出口を使用できます。
次のとおりです。
• 送信出口
• 受信出口
• セキュリティー出口
これらの出口は、チャネルのクライアント側とサーバー側の両方で使用できます。 MQSERVER 環境変数を
指定している場合はアプリケーションで出口を使用することはできません。 チャネル出口については、 チ
ャネル・メッセージ用のチャネル出口プログラムで説明しています。
送信出口と受信出口は同時に機能します。 これらの出口を使用する方法は、次のようにいくつかあります。
• メッセージを分割し、再アセンブルする。
• メッセージ内のデータを圧縮し、解凍する (この機能は、IBM MQ の一部として提供されていますが、別
の圧縮技術を使用することもできます)。

• ユーザー・データを暗号化し、復号する (この機能は、IBM MQ の一部として提供されていますが、別の
暗号化技術を使用することもできます)。

• 送受信される各メッセージのジャーナル記録を行う。
セキュリティー出口を使用して、IBM MQ クライアントとサーバーが正しく識別されるようにし、アクセス
を制御することができます。
チャネル・インスタンスのサーバー接続サイドの送信または受信出口が、関連先の接続上で MQI 呼び出し
を実行する必要がある場合、MQCXP Hconn フィールドで提供される接続ハンドルを使用します。 注意すべ
き点として、クライアント接続の送信および受信出口は MQI 呼び出しを実行できません。
関連概念
61 ページの『クライアント接続でのセキュリティー出口』
セキュリティー出口プログラムを使用して、チャネルの反対側のパートナーが正しいかを確かめることが
できます。 セキュリティー出口がクライアント接続に適用される場合は、特別な考慮事項が適用されます。
ユーザー出口、API 出口、および IBM MQ インストール可能サービス
関連タスク
キュー・マネージャーの機能の拡張
関連資料
60 ページの『出口へのパス』
チャネル出口の位置へのデフォルト・パスは、クライアント構成ファイルで定義されます。 チャネルが初
期化されるときに、チャネル出口がロードされます。
62 ページの『送信または受信出口プログラムでの API 呼び出しの識別』
クライアントに MQI チャネルを使用する際に、 エージェント・バッファーの 10 バイト目で、送信または
受信出口が呼び出されるときに使用される API 呼び出しを識別します。 これは、ユーザー・データを含み、
かつ暗号化やデジタル署名などの処理を必要とする可能性があるチャネル・フローを識別する場合に役立
ちます。

出口へのパス
チャネル出口の位置へのデフォルト・パスは、クライアント構成ファイルで定義されます。 チャネルが初
期化されるときに、チャネル出口がロードされます。
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AIX, Linux, and Windows システムでは、IBM MQ MQI clientのインストール中に、クライアント構成ファ
イルがシステムに追加されます。 次のスタンザを使用して、クライアント上のチャネル出口の位置へのデ
フォルト・パスがこのファイルで定義されます。
ClientExitPath:
ExitsDefaultPath= string
ExitsDefaultPath64= string

この string は、プラットフォームに適した形式のファイルの場所です。
チャネルが初期設定されると、MQCONN 呼び出しまたは MQCONNX 呼び出しの後で、クライアント構成ファ
イルが検索されます。 ClientExitPath スタンザが読み込まれ、チャネル定義で指定されている任意のチャネ
ル出口がロードされます。

クライアント接続でのセキュリティー出口
セキュリティー出口プログラムを使用して、チャネルの反対側のパートナーが正しいかを確かめることが
できます。 セキュリティー出口がクライアント接続に適用される場合は、特別な考慮事項が適用されます。
62 ページの図 4 は、クライアント接続でのセキュリティー出口の使用を示しており、ここでは IBM MQ
オブジェクト権限マネージャーを使用してユーザーを認証します。
MQCNO 構造体の SecurityParmsPtr または SecurityParmsOffset フィールドのいずれかがクライ
アントによって設定され、チャネルの両端にセキュリティー出口があります。 通常のセキュリティー・メ
ッセージ交換が終了し、チャネルが実行可能になると、MQCSP 構造がクライアント・セキュリティー出口
に渡されます。 出口は、MQCXP 構造体の SecurityParms フィールドを使用して MQCSP 構造体にアク
セスできます。 出口タイプは MQXR_SEC_PARMS に設定されています。 セキュリティー出口は、MQCSP
構造内の資格情報を変更するか、変更しないままにすることができます。
その後、出口から返されたデータは、チャネルのサーバー接続側に送信されます。 MQCSP 構造体は、チャ
ネルのサーバー接続側で再作成され、サーバー接続セキュリティー出口に渡されます。 出口は、MQCXP 構
造体の SecurityParms フィールドを使用して MQCSP 構造体にアクセスできます。 セキュリティー出口
はこのデータを受信して処理します。 この処理は通常、キュー・マネージャー接続を許可するために使用
される、クライアント出口によって MQCSP 構造体内の資格情報に加えられた変更を元に戻すためのもので
す。 結果の MQCSP 構造体は、キュー・マネージャー・システム上の MQCNO 構造体の SecurityParmsPtr
を使用して参照されます。
MQCXP 構造体の SecurityParms フィールドで返されるメモリー・アドレスは、MQXR_TERM までアド
レス可能のままで変更されないようにする必要があります。 出口が MQXR_TERM に対して呼び出される
前に、その出口がメモリーを無効にしたり、解放してシステムに戻したりすることはできません。
MQCNO 構造体の SecurityParmsPtr または SecurityParmsOffset フィールドが設定されていて、チ
ャネルの一方の側にのみセキュリティー出口がある場合、セキュリティー出口は MQCSP 構造体を受信して
処理します。 補足的な処置を実行する出口がないため、暗号化などの処置は単一のユーザー出口には不適
切です。
MQCNO 構造体の SecurityParmsPtr フィールドと SecurityParmsOffset フィールドが設定されて
おらず、チャネルの一方または両方にセキュリティー出口がある場合は、セキュリティー出口が呼び出さ
れます。 どちらのセキュリティー出口も、 SecurityParmsPtr フィールドによってアドレス指定される
独自の MQCSP 構造体を返すことができます。 セキュリティー出口は、終了するまで再び呼び出されるこ
とはありません (MQXR_TERM の ExitReason )。 出口ルーチンは、その段階で MQCSP に使用されるメモリ
ーを解放することができます。
サーバー接続チャネル・インスタンスが複数の会話を共有している場合は、セキュリティー出口の呼び出
しパターンが、2 番目以降の会話に対して制限されます。
最初の会話のパターンは、チャネル・インスタンスが会話を共有していない場合と同じです。 2 番目以降
の会話の場合、MQXR_INIT、MQXR_INIT_SEC または MQXR_SEC_MSG を使用して、セキュリティー出口
が呼び出されることは絶対にありません。 呼び出しは MQXR_SEC_PARMS を使用して行われます。
共有会話を行うチャネル・インスタンスで MQXR_TERM が呼び出されるのは、最後に実行された会話に対
してのみです。
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各会話では、出口の MQXR_SEC_PARMS 呼び出しで MQCD を変更することができます。このフィーチャー
は、チャネルのサーバー接続側で、例えば、キュー・マネージャーへの接続を確立する前に、
MCAUserIdentifier 値または LongMCAUserIdPtr 値を変更する場合に役立ちます。

図 4. クライアント接続で開始された、セキュリティー・パラメーターを使用したクライアント接続に対す
る合意のやりとり
注 : IBM WebSphere MQ 7.1 のリリースより前に構成されたセキュリティー出口アプリケーションは、更新
が必要になる場合があります。 詳しくは、 チャネル・セキュリティー出口プログラムを参照してくださ
い。

送信または受信出口プログラムでの API 呼び出しの識別
クライアントに MQI チャネルを使用する際に、 エージェント・バッファーの 10 バイト目で、送信または
受信出口が呼び出されるときに使用される API 呼び出しを識別します。 これは、ユーザー・データを含み、
かつ暗号化やデジタル署名などの処理を必要とする可能性があるチャネル・フローを識別する場合に役立
ちます。
次の表には、API 呼び出しの処理中に チャネル・フローの 10 バイト目に出現するデータを示します。
注 : このバイトには、 これらの値のみが出現するわけではありません。 その他に予約済みの値があります。
表 8. API 呼び出しの識別
API 呼び出し 要求用のバイト 10 の値 応答用のバイト 10 の値
MQCONN 63 ページの『1』, 63 ページの『2』 X'81' X'91'
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表 8. API 呼び出しの識別 (続き)

API 呼び出し 要求用のバイト 10 の値 応答用のバイト 10 の値
MQDISC 63 ページの『1』 X'82' X'92'

MQOPEN 63 ページの『3』 X'83' X'93'

MQCLOSE X'84' X'94'

MQGET 63 ページの『4』 X'85' X'95'

MQPUT 63 ページの『4』 X'86' X'96'

MQPUT1 要求 63 ページの『4』 X'87' X'97'

MQSET 要求 X'88' X'98'

MQINQ 要求 X'89' X'99'

MQCMIT 要求 X'8A' X'9A'

MQBACK 要求 X'8B' X'9B'

MQSTAT 要求 X'8D' X'9D'

MQSUB 要求 X'8E' X'9E'

MQSUBRQ 要求 X'8F' X'9F'

xa_start 要求 X'A1' X'B1'

xa_end 要求 X'A2' X'B2'

xa_open 要求 X'A3' X'B3'

xa_close 要求 X'A4' X'B4'

xa_prepare 要求 X'A5' X'B5'

xa_commit 要求 X'A6' X'B6'

xa_rollback 要求 X'A7' X'B7'

xa_forget 要求 X'A8' X'B8'

xa_recover 要求 X'A9' X'B9'

xa_complete 要求 X'AA' X'BA'

注 :

1.クライアントとサーバーの間の接続は、 クライアント・アプリケーションによって MQCONN を使用し
て開始されます。 そのため、 特にこのコマンド用に、その他のいくつかのネットワーク・フローがあり
ます。 同じことが、 ネットワーク接続を終了する MQDISC にも該当します。

2. MQCONNX は、クライアント/サーバー接続において、 MQCONN と同じ方法で処理されます。
3.大きな配布リストを開いている場合、 必要なすべてのデータを SVRCONN MCA に渡すために、 MQOPEN
呼び出しごとに複数のネットワーク・フローが発生する可能性があります。

4.大容量のメッセージは伝送セグメント・サイズを超過します。 この場合、単一の API 呼び出しから 多
くのネットワーク・フローが発生する可能性があります。

Connecting a client to a queue sharing group
You can connect a client to a queue sharing group by creating an MQI channel between a client and a
queue manager on a server that is a member of a queue sharing group.
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About this task
A queue sharing group is formed by a set of queue managers that can access the same set of shared
queues. For more information about shared queues, see Shared queues and queue sharing groups.

A client putting to a shared queue can connect to any member of the queue sharing group. The benefits of
connecting to a queue sharing group are possible increases in front-end and back-end availability, and
increased capacity. You can connect to a specific queue manager or to the generic interface.

Connecting directly to a queue manager in a queue sharing group gives the benefit that you can put
messages to a shared target queue, which increases back-end availability.

Connecting to the generic interface of a queue sharing group opens a session with one of the queue
managers in the group. This increases front-end availability, because the client queue manager can
connect with any queue manager in the group. You connect to the group using the generic interface when
you do not want to connect to a specific queue manager within the queue sharing group.

The generic interface can be a Sysplex Distributor VIPA address or a VTAM generic resource name, or
another common interface to the queue sharing group. For more details on setting up a generic interface,
see Setting up communication for IBM MQ for z/OS using queue sharing groups.

Procedure
To connect to the generic interface of a queue sharing group you need to create channel definitions that
can be accessed by any queue manager in the group. To do this you must have the same definitions on
each queue manager in the group.
1. Define the SVRCONN channel as shown in the following example:

DEFINE CHANNEL(CHANNEL1) CHLTYPE(SVRCONN) TRPTYPE(TCP) +
QSGDISP(GROUP)

Channel definitions on the server are stored in a shared Db2® repository. Each queue manager in the
queue sharing group makes a local copy of the definition, ensuring that you will always connect to the
correct server-connection channel when you issue an MQCONN or MQCONNX call.

2. Define the CLNTCONN channel as shown in the following example:

DEFINE CHANNEL(CHANNEL1) CHLTYPE(CLNTCONN) TRPTYPE(TCP) +
CONNAME( VIPA address ) QMNAME(QSG1) +
DESCR('Client-connection to Queue Sharing Group QSG1') QSGDISP(GROUP)

Results
Because the generic interface of the queue sharing group is stored in the CONNAME field in the client-
connection channel, you can now connect to any queue manager in the group, and put to shared queues
owned by that group.

IBM MQ 環境変数の使用
コマンドを使用して、現在の設定を表示したり、IBM MQ 環境変数の値をリセットしたりすることができま
す。

このタスクについて
以下の方法で環境変数を使用できます。
• システム・プロファイル内の変数を設定して永続的な変更を行う
• コマンド・ラインからコマンドを発行し、このセッションのみの変更を行う
• 実行中のアプリケーションに応じて 1 つ以上の変数に特定の値を指定するために、そのアプリケーショ
ンが使用するコマンド・スクリプト・ファイルにコマンドを追加する
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環境変数ごとに、コマンドを使用して現在の設定を表示したり、環境変数の値をリセットしたりすること
ができます。 これらのコマンドは、特に明記されていない限り、サポートされているすべてのプラットフ
ォームで使用可能です。 コマンドの形式は、ご使用のプラットフォームによって異なります。 以下に例を
示します。
• On AIX and Linux:

export [environment variable]=value

• On Windows:

Set [environment variable]=value

• On IBM i:

ADDENVVAR ENVVAR(environment variable) VALUE(xx) 

• IBM MQ Applianceについては、 IBM MQ Appliance 資料の「 IBM MQ Applianceでの環境
変数の構成 」を参照してください。
該当する場合、 IBM MQ は、設定されていない環境変数に対してデフォルト値を使用します。
注 : IBM MQ for z/OS は、いずれの IBM MQ 環境変数もサポートしていません。 このプラッ
トフォームをサーバーとして使用している場合は、 z/OSでのクライアント・チャネル定義テーブルの生成
方法について、 クライアント・チャネル定義テーブル を参照してください。 クライアント・プラットフォ
ームでは、引き続き IBM MQ 環境変数を使用できます。

手順
•

Windows では、環境変数ごとに次のコマンドを使用して、現在の設定を表示するか、変数の値をリセッ
トします。
– 環境変数の値を削除するには、以下のコマンドを使用します。

SET MQSERVER=

– 環境変数の現行設定を表示するには、以下のコマンドを使用します。
SET MQSERVER

– セッションのすべての環境変数を表示するには、以下のコマンドを使用します。
set

•
AIX and Linux では、環境変数ごとに次のコマンドを使用して、現在の設定を表示するか、変数の値をリ
セットします。
– 環境変数の値を削除するには、以下のコマンドを使用します。

unset MQSERVER

– 環境変数の現行設定を表示するには、以下のコマンドを使用します。
echo $MQSERVER

– セッションのすべての環境変数を表示するには、以下のコマンドを使用します。
set
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関連タスク
IBM MQ classes for JMS/Jakarta Messaging の環境変数の設定
IBM MQ classes for Java に関連する環境変数
service.env ファイルでの追加の環境変数の定義
92 ページの『Multiplatforms での .ini ファイルの IBM MQ 構成情報の変更』
構成 (.ini) ファイル内の情報を編集することにより、 IBM MQ または個々のキュー・マネージャーの動作
を、ご使用のインストール済み環境のニーズに合わせて変更できます。 IBM MQ MQI clientsの構成オプシ
ョンを変更することもできます。
関連資料
MFT プロパティーでの環境変数の使用

環境変数の説明
お客様が使用することを意図したサーバー環境変数およびクライアント環境変数の説明。

使用例
• AIX and Linux システムでは、 export [environment variable]=value
という形式を使用します。

• Windows システムでは、 Set [environment variable]=valueという形式を使用し
ます。

• IBM i システムでは、 ADDENVVAR ENVVAR(environment variable) VALUE(xx)とい
う形式を使用します。

• IBM MQ Applianceについては、 IBM MQ Appliance 資料の「 IBM MQ Applianceでの環境
変数の構成 」を参照してください。
表 9. 環境変数の要約
名前 説明 サーバー上? お客様ですか?

AMQ_ALLOWED_CIPH
ERS

IBM MQ チャネルで使用可能な
CipherSpecs のカスタム・リストを指定し
ます。

AMQ_BAD_COMMS_D
ATA_FDCS

IBM MQ が TCP/IP を介してホストから誤
った形式のデータを受信した場合に、単純
な既知の形式を含む不正なデータに対し
て FFST ファイルが書き込まれるようにし
ます。

AMQ_CONVEBCDICNE
WLINE

IBM MQ が EBCDIC NL 文字を ASCII フォ
ーマットに変換する方法を指定します。

AMQ_DIAGNOSTIC_M
SG_SEVERITY

IBM MQ プロセスがメッセージをエラー・
ログまたはコンソールに書き込むときに、
メッセージ重大度をメッセージ番号に付
加するかどうかを指定します。

AMQ_DISABLE_CLIEN
T_AMS

Java クライアントの場合、旧バージョンの
製品からキュー・マネージャーに接続する
には、クライアント側で IBM MQ
Advanced Message Security (AMS) を無効
にします。

AMQ_DMPMQCFG_QS
GDISP_DEFAULT

キュー・マネージャーの属性指定を照会す
るときに含める定義のタイプを指定しま
す。
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表 9. 環境変数の要約 (続き)

名前 説明 サーバー上? お客様ですか?

AMQ_IODELAY、
AMQ_IODELAY_INMS
および
AMQ_IODELAY_FFST

キュー・マネージャー・ログおよびストレ
ージ・ファイル・システムの入出力が遅い
場合に、診断およびタイミングを微調整す
るために使用されます。

AMQ_LDAP_TRACE キュー・マネージャーを停止または開始す
ることなく、LDAP クライアント・トレー
スのオン/オフを切り替えることができま
す。

AMQ_LICENSING_ME
TRIC

キュー・マネージャーが、時間単位のコン
テナー・ベース・ライセンスに関連するデ
ータをアップロードするデフォルトの動
作ではなく、月単位の VPC ライセンス・タ
イプに関連するデータをアップロードす
るようにします。

AMQ_MQS_INI_LOCA
TION

mqs.ini ファイルに使用する場所を指定
します。

AMQ_NO_BAD_COMM
S_DATA_FDCS
(AMQ_NO_BAD_COMM
S_DATA_FDCS)

IBM MQ が TCP/IP を介してホストから受
信したデータが誤った形式である場合に、
初期通信フローでエラー・メッセージを報
告するときに、FFST の生成を抑止します。

AMQ_NO_IPV6 接続の試行中に IPv6 を使用不可にしま
す。

AMQ_REVERSE_COMM
IT_ORDER

XA トランザクションで、対応するデータ
ベース更新の完了後に IBM MQ キュー・マ
ネージャーの変更がコミットされるよう
に、キュー・マネージャーを構成します。

AMQ_SSL_ALLOW_DE
FAULT_CERT

デフォルト証明書が鍵リポジトリーに存
在し、鍵リポジトリーに
ibmwebspheremquseridという接頭部
の個人証明書が含まれていない場合に、ア
プリケーションがキュー・マネージャーに
接続するために使用する証明書をデフォ
ルト証明書にすることを許可します。

AMQ_SSL_LDAP_SERV
ER_VERSION

CRL サーバーで特定のバージョンの LDAP
プロトコルを使用する必要がある場合に、
IBM MQ 暗号コンポーネントが LDAP v2
または LDAP v3 のいずれかを使用するこ
とを指定します。

AMQ_USE_ZLIBNX
AIXでは、ZLIBFAST または ZLIBHIGH 技
法を使用する場合に、メッセージ・チャネ
ル・エージェント (MCA) がメッセージ・デ
ータの圧縮および圧縮解除にハードウェ
ア加速 zlibNX ライブラリーを使用できる
ようにします。
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表 9. 環境変数の要約 (続き)

名前 説明 サーバー上? お客様ですか?

GMQ_MQ_LIB IBM MQ Automation Classes for ActiveX
(MQAX) がサーバーではなくクライアント
に対して実行される場合に、クライアン
ト・バインディング・ライブラリーを指定
します。

重要 : この環境変数は、 9.2で削除
されました。

ホーム

AIX、 Linux 、および IBM iでは、
mqclient.ini ファイルを検索するディ
レクトリーの名前を指定します。

HOMEDRIVE および
HOMEPATH

Windowsでは、一緒に使用して、
mqclient.ini ファイルを検索するディ
レクトリーの名前を指定します。

LDAP_BASEDN LDAP サンプル・プログラムを実行するた
めに必要な環境。 ディレクトリー検索の
基本識別名を指定します。

LDAP_HOST LDAP サンプル・プログラムを実行する場
合はオプションです。 LDAP サーバーが
稼働しているホストの名前を指定します。

LDAP_VERSION LDAP サンプル・プログラムを実行する場
合はオプションです。 使用する LDAP プ
ロトコルのバージョンを指定します。

MQ_CHANNEL_SUPPR
ESS_INTERVAL

MQ_CHANNEL_SUPPRESS_MSGS で定義さ
れたメッセージがエラー・ログに書き込ま
れないようにする時間間隔を秒単位で指
定します。また、指定された時間間隔中に
メッセージの発生が許可される回数も指
定します。この回数を超えると、メッセー
ジは抑止されます。

MQ_CHANNEL_SUPPR
ESS_MSGS

エラー・ログのチャネルのエラー・メッセ
ージを抑制します。

MQ_CONNECT_TYPE MQCONNX 呼び出しで使用される
MQCNO 構造体の Options フィールドに指
定されたバインディングのタイプと組み
合わせて使用されます。

MQ_CROSS_QUEUE_O
RDER_ALL

メッセージ書き込み順序が作業単位で維
持されることを指定します。

MQ_EPHEMERAL_PRE
FIX

キュー・マネージャーの実行中に一時キュ
ー・マネージャー・データが保持される、
キュー・マネージャーの一時ディレクトリ
ーへのパスを指定します。

MQ_FILE_PATH
ランタイム・パッケージのインストール中
に作成されます。 Windows レジストリー
と同じデータが含まれます。
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表 9. 環境変数の要約 (続き)

名前 説明 サーバー上? お客様ですか?

MQ_JAVA_DATA_PATH IBM MQ classes for JMS と IBM MQ
classes for Jakarta Messaging、および
IBM MQ classes for Javaのログおよびト
レース出力用のディレクトリーを指定し
ます。

MQ_JAVA_INSTALL_P
ATH

IBM MQ classes for JMS と IBM MQ
classes for Jakarta Messaging、および
IBM MQ classes for Java がインストール
されているディレクトリーを指定します。

MQ_JAVA_LIB_PATH IBM MQ classes for JMS と IBM MQ
classes for Jakarta Messaging、および
IBM MQ classes for Java ライブラリーが
保管されているディレクトリーを指定し
ます。

79 ページの
『MQ_OVERRIDE デー
タ・パス』

IBM MQ データ・パスのデフォルト・ディ
レクトリーをオーバーライドします。

MQ_SET_NODELAYAC
K

AIXで、TCP 遅延確認応答をオフに切り替
えます。

79 ページの『MQ ユ
ーザー名
(MQ_USER_NAME)』

Linux 上の未登録のインストール済み環境
が名前なしユーザーの名前を選択できる
ようにします。

MQAPI_TRACE_LOGFI
LE

サンプル API 出口プログラムが MQI トレ
ースを生成するユーザー指定ファイルの
接頭部を定義します。

MQAPPLNAME
アプリケーション名がまだ選択されてい
ない場合は、キュー・マネージャーへの接
続を識別するために使用する名前を指定
します。

MQCCSID 使用するコード化文字セット番号を指定
し、サーバーが構成されている CCSID 値
をオーバーライドします。

MQCCDTURL MQCHLLIB 環境変数と MQCHLTAB 環境変
数の組み合わせを設定する機能と同等の
機能を提供します。

MQCERTLABL TLS ハンドシェーク中に送信される個人
証明書を見つけるために IBM MQ が使用
するチャネル定義の証明書ラベルを定義
します。

MQCERTVPOL 使用する証明書妥当性検査ポリシーのタ
イプを指定します。

MQCHLLIB クライアント・チャネル定義テーブル
(CCDT) が含まれているファイルのディレ
クトリー・パスを指定します。
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表 9. 環境変数の要約 (続き)

名前 説明 サーバー上? お客様ですか?

MQCHLTAB クライアント・チャネル定義テーブル
(CCDT) を含むファイルの名前を指定しま
す。

MQCLNTCF IBM MQ MQI client の構成ファイルの場所
を指定します。

MQDOTNET_TRACE_O
N

IBM MQ .NET 再配布可能クライアントの
トレースを使用可能にします。

MQIPADDRV チャネル接続に使用する IP プロトコルを
指定します。

MQKEYRPWD
(MQKEYRPWD)

ユーザーに属するデジタル証明書を保持
する鍵リポジトリーのパスワードを指定
します。

MQLICENSE
Linux システムでは、製品のインストール
後に IBM MQ ライセンスを受け入れるか
表示するために使用されます。

MQMAXERRORLOGSIZ
E

バックアップにコピーされるキュー・マネ
ージャー・エラー・ログのサイズを指定し
ます。

MQNAME
IBM MQ プロセスが使用できるローカル
NetBIOS 名を指定します。

MQNOREMPOOL チャネル・プーリングをオフに切り替え、
チャネルをリスナーのスレッドとして実
行させます。

MQPSE_TRACE_LOGFI
LE

パブリッシュ出口サンプル・プログラムの
トレース・ファイルを書き込む必要がある
場所について説明します。

MQS_AMSCRED_KEYF
ILE

IBM MQ Advanced Message Security
(AMS) アプリケーションの実行時、または
runamscred コマンドを使用して鍵スト
ア構成ファイルを保護する場合に使用す
る初期鍵ファイルをオーバーライドまた
は提供します。

MQS_DISABLE_ALL_I
NTERCEPT
(MQS_DISABLE_ALL_I
NTERCEPT)

ネイティブ C クライアントの場合、旧バー
ジョンの製品からキュー・マネージャーに
接続するには、そのクライアントで IBM
MQ Advanced Message Security (AMS) を
使用不可にします。

MQS_IPC_HOST ディレクトリー・パスに追加されるホスト
名を設定します。

MQS_KEYSTORE_CON
F

ファイルがデフォルトの場所にない場合
に、 IBM MQ Advanced Message Security
(AMS) の鍵ストア構成ファイルの場所を
指定します。
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表 9. 環境変数の要約 (続き)

名前 説明 サーバー上? お客様ですか?

MQS_MQI_KEYFILE
(MQS_MQI_KEYFILE)

パスワード保護操作に使用される初期鍵
が入っている初期鍵ファイルの場所を指
定します。

MQS_SSLCRYP_KEYFI
LE

PKCS #11 暗号ハードウェア構成ストリン
グ内のパスワードを暗号化するために使
用される初期鍵が入っているファイルの
絶対パスおよび名前を指定します。

MQS_TRACE_OPTION
S

AIXでの選択的なコンポーネント・トレー
スの場合、高詳細トレース機能とパラメー
ター・トレース機能を個別に活動化しま
す。

MQSERVER IBM MQ サーバーの場所と使用する通信
方式を指定して、最小チャネルを定義しま
す。

MQSNOAUT オブジェクト権限マネージャー (OAM) を
使用不可にし、テスト環境などでセキュリ
ティー検査を行わないようにします。

MQSPREFIX デフォルトの接頭部を変更する代わりに、
crtmqm コマンドの DefaultPrefix を
オーバーライドします。

MQSSLCRYP
システムに存在する暗号ハードウェアを
構成するために使用できるパラメーター・
ストリングを保持します。

MQSSLFIPS IBM MQ で暗号化を実行する場合に FIPS
認証アルゴリズムのみを使用するかどう
かを指定します。

MQSSLKEYR ユーザーに属するデジタル証明書を保持
するキー・リポジトリーの場所を指定しま
す。

 クライアント
および
mqcertck ツー
ル

MQSSLPROXY IBM Global Security Kit (GSKit) が OCSP
検査に使用する HTTP プロキシー・サーバ
ーのホスト名とポート番号を指定します。

MQSSLRESET TLS 秘密鍵が再ネゴシエーションされる
前に、TLS チャネルで送受信される暗号化
されていないバイト数を指定します。

MQSUITEB
スイート B 準拠の暗号方式を使用するか
どうかを指定します。 スイート B 暗号方
式が使用されている場合は、以下のように
なります。

MQTCPTIMEOUT IBM MQ が TCP 接続呼び出しを待機する
時間を指定します。

ODQ_MSG runmqdlqとは異なる送達不能キュー・ハ
ンドラーを使用する場合、エラー・メッセ
ージおよび情報メッセージを含むファイ
ルの名前を設定します。
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表 9. 環境変数の要約 (続き)

名前 説明 サーバー上? お客様ですか?

ODQ_TRACE runmqdlqとは異なる送達不能キュー・ハ
ンドラーを使用する場合にトレースを使
用可能にします。

WCF_TRACE_ON WCF カスタム・チャネルのトレースを有効
にします。

WMQSOAP_HOME .NET SOAP over JMS サービス・ホスティ
ング環境が正しくインストールされ、 IBM
MQで構成された後で、追加の構成ステッ
プを実行するときに使用されます。

XMS_TRACE_ON、
XMS_TRACE_FILE_PA
TH、
XMS_TRACE_FORMAT
、および
XMS_TRACE_SPECIFI
CATION

XMS トレースを使用可能にして構成する
ために使用されます。

AMQ_ALLOWED_CIPHERS

AMQ_ALLOWED_CIPHERS 環境変数を使用して、Multiplatforms の IBM MQ チャネルで使用可能な
CipherSpecs のカスタム・リストを指定できます。 この環境変数は、.ini ファイルの
AllowedCipherSpecs SSL スタンザ属性と同じ値を取ります。
• 単一の CipherSpec 名
• 再有効化する IBM MQ CipherSpec 名のコンマ区切りリスト。または
• すべての CipherSpec を表す特殊値 ALL (推奨されません)。
注 : ALL CipherSpecs を有効化すると、SSL 3.0 プロトコルおよび TLS 1.0 プロトコルと多数の脆弱な暗号
アルゴリズムが有効化されるため、これは推奨されません。
詳しくは、 TLS ハンドシェークでの CipherSpec の順序の「 Multiplatforms での有効な CipherSpecs のカ
スタム・リストの提供 」を参照してください。

AMQ_BAD_COMMS_DATA_FDCS
AMQ_BAD_COMMS_DATA_FDCS 環境変数は、任意の値に設定すると有効になります。
IBM MQ が TCP/IP を介してホストから受信するデータの形式が正しくない場合 (例えば、ネットワーク・
クライアントが IBM MQ リスナー・ポートに接続していて、サポートされないアプリケーション・プロト
コルと通信しようとした場合)、キュー・マネージャーは AMQ9207E エラー・メッセージをキュー・マネ
ージャーのエラー・ログに書き込みます。 IBM MQ リスナーは、キュー・マネージャー・メッセージ・チ
ャネル・エージェント (MCA) および MQI クライアント・アプリケーション、 JMS および XMS クライアン
ト・アプリケーションからの TCP/IP 接続をサポートします。
注 : IBM MQ リスナーは、AMQP および MQTT クライアントによって使用されるアプリケーション・プロト
コルをサポートしません。これらのクライアントは、代わりに、該当する AMQP チャネルまたは MQXR テ
レメトリー・サービスで構成されたネットワーク・ポートに接続する必要があります。
IBM MQ が受信した無効データを含む障害データ・キャプチャー機能 (FDC) レコードも書き込まれる可能性
があります。 ただし、これがリモート側との会話の開始であり、形式が HTTP Web ブラウザーからの GET
要求などの単純な既知の形式である場合、FFST ファイルは生成されません。 これをオーバーライドして、
単純な既知の形式を含むすべての不良データに対して FFST ファイルが書き込まれるようにするには、
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AMQ_BAD_COMMS_DATA_FDCS 環境変数を任意の値 (例えば、 TRUE) に設定して、キュー・マネージャーを
再始動します。

AMQ_CONVEBCDICNEWLINE

AMQ_CONVEBCDICNEWLINE 環境変数を使用して、 IBM MQ が EBCDIC NL 文字を ASCII フォーマットに変
換する方法を指定できます。 環境変数は、 mqs.iniの ConvEBCDICNewline 属性 ( NL_TO_LF、
TABLE、または ISO ) と同じ値を取ります ( mqs.ini ファイルのすべてのキュー・マネージャー・スタンザ
を参照)。 例えば、mqs.ini ファイルを使用できない状況でも、ConvEBCDICNewline スタンザ属性の代
わりに AMQ_CONVEBCDICNEWLINE 環境変数を使用すれば、クライアント・サイドで
ConvEBCDICNewline 機能を利用できます。 スタンザ属性と環境変数の両方が設定されている場合は、ス
タンザ属性のほうが優先されます。
詳しくは、 コード化文字セット間のデータ変換 を参照してください。

AMQ_DIAGNOSTIC_MSG_SEVERITY
IBM MQ プロセスの AMQ_DIAGNOSTIC_MSG_SEVERITY 環境変数が 1 に設定されている場合、 IBM MQ プ
ロセスがメッセージをエラー・ログまたはコンソールに書き込むときに、メッセージ重大度が単一の大文
字の英字としてメッセージ番号に付加されます。
AMQ_DIAGNOSTIC_MSG_SEVERITY が有効にする動作は、デフォルトで設定されています。 この動作をオ
フにするには、環境変数を 0 に設定します。
詳しくは、『エラー・ログの使用』を参照してください。

AMQ_DISABLE_CLIENT_AMS
旧バージョンの製品のキュー・マネージャーに接続しようとしたときに 2085
(MQRC_UNKNOWN_OBJECT_NAME) エラーが報告され、以下のいずれかのクライアントを使用している場合
は、 AMQ_DISABLE_CLIENT_AMS 環境変数を使用してクライアントで IBM MQ Advanced Message
Security (AMS) を無効にすることができます。
• Java runtime environment (JRE) ( IBM Java runtime environment (JRE) 以外)
• IBM MQ IBM MQ classes for JMS または IBM MQ classes for Java クライアント。
注 : C クライアントに対して AMQ_DISABLE_CLIENT_AMS 環境変数を使用することはできません。 代わ
りに、 MQS_DISABLE_ALL_INTERCEPT 環境変数を使用する必要があります。
詳しくは、 クライアントでの Advanced Message Security の無効化を参照してください。

AMQ_DMPMQCFG_QSGDISP_DEFAULT
dmpmqcfg コマンドで使用されるキュー・マネージャーの属性指定に関する照会では、デフォルトで
QSGDISP (QMGR) 定義のみが照会されます。 AMQ_DMPMQCFG_QSGDISP_DEFAULT 環境変数を使用して、
追加の定義を照会できます。この環境変数は、以下のいずれかの値に設定できます。
LIVE

QSGDISP(QMGR) または QSGDISP(COPY) で定義されたオブジェクトのみを含みます。
ALL

QSGDISP(QMGR) および QSGDISP(COPY) で定義されたオブジェクトを含みます。 キュー・マネージャ
ーがキュー共有グループのメンバーである場合、QSGDISP(GROUP) および QSGDISP(SHARED) も含ま
れます。

COPY
QSGDISP(COPY) で定義されたオブジェクトのみを含みます。
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GROUP
QSGDISP(GROUP) で定義されたオブジェクトのみを含みます。ターゲット・キュー・マネージャーが
キュー共有グループのメンバーである必要があります。

QMGR
QSGDISP(QMGR) で定義されたオブジェクトのみを含みます。 これは、この環境変数を使用している
場合、dmpmqcfg の既存の動作と一致させるためのデフォルトの動作です。

PRIVATE
QSGDISP(QMGR) または QSGDISP(COPY) で定義されたオブジェクトのみを含みます。

SHARED
QSGDISP(SHARED) で定義されたオブジェクトのみを含みます。

AMQ_IODELAY、AMQ_IODELAY_INMS および AMQ_IODELAY_FFST

IBM MQ は、ログの読み取りと書き込み、または入出力操作に予想より長い時間がかかることを検出しま
す。 これは、オペレーティング・システムまたはストレージ・システムの問題が原因である可能性があり、
キュー・マネージャーのパフォーマンスに影響を与える可能性があります。 IBM MQ 9.4.0以降、
AMQ_IODELAY 環境変数を使用して、キュー・マネージャー・ログおよびストレージ・ファイル・システム
の入出力が遅い場合の診断とタイミングを微調整できます。 キュー・マネージャーのエラー・ログに
AMQ6729W 「ログ入出力操作がしきい値を超えました (Log I/O operation exceeded
threshold)」 というメッセージが表示された場合は、原因を調査し、それに応じて調整してください。
以下の例に示すように、変数を使用します。
AMQ 入出力遅延
しきい値時間 (秒)。デフォルトは 1 秒です。 入出力操作にかかる時間がこのしきい値を超えると、エ
ラー・メッセージ AMQ6729W が IBM MQ ログ・ファイルに報告されます。 遅延が続く場合、警告メッ
セージは最大で 10 秒ごとに繰り返されます。 これを増やしてエラーを抑止するか、特定のパフォーマ
ンス問題を調査するために減らすことができます。 例:

export AMQ_IODELAY=200000

AMQ 入出力遅延 (INMS)
時間測定を秒ではなくマイクロ秒に変更してください。 これは、キュー・マネージャー・ログにメッ
セージ AMQ6729 が記録される前に下限しきい値を設定するために使用します。
export AMQ_IODELAY_INMS=YES

AMQ 入出力遅延 (FFST)
エラー・ログ内の警告メッセージに加えて、しきい値を超えるたびに診断情報を含む FFST ファイルが
生成されます。
export AMQ_IODELAY_FFST=YES

この例のようにキュー・マネージャーを開始すると、入出力操作に 200000 マイクロ秒 (0.2s) より長い時
間がかかる場合に、FDC ファイルまたは FFST ファイルが書き込まれます。これは比較的大きなしきい値で
す。
詳しくは、 キュー・マネージャーのヘルス・チェックの動作を参照してください。

AMQ_LDAP_TRACE
AMQ_LDAP_TRACE 環境変数がヌル以外の値に設定されている場合、キュー・マネージャーを停止または開
始することなく、LDAP クライアント・トレースのオン/オフを切り替えることができます。
詳しくは、LDAP クライアント・ライブラリー・コードの動的トレースの有効化を参照してください。

AMQ_LICENSING_METRIC
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AMQ_LICENSING_METRIC=VPCMonthlyPeak 環境変数を設定すると、キュー・マネージャーは、時間単
位のコンテナー・ベースのライセンスに関連するデータをアップロードするというデフォルトの動作では
なく、月単位の VPC ライセンス・タイプに関連するデータをアップロードします。
IBM Cloud® Private 計量サービスで使用するための IBM MQ の構成について詳しくは、 IBM Cloud Private
資料の IBM Cloud Private 計量サービス を参照してください。

AMQ_MQS_INI_LOCATION

AIX and Linux システムでは、 AMQ_MQS_INI_LOCATION 環境変数に mqs.ini ファイルの場所を設定する
ことで、 mqs.ini ファイルに使用される場所を変更できます。 この環境変数は、システム・レベルで設
定する必要があります。
ディレクトリーの場所など、 mqs.ini ファイルについて詳しくは、 IBM MQ 構成ファイル mqs.iniを参照
してください。

AMQ_NO_BAD_COMMS_DATA_FDCS
AMQ_NO_BAD_COMMS_DATA_FDCS 環境変数は、任意の値に設定すると有効になります。
IBM MQ 以外のクライアントを IBM MQ TCP/IP リスナーに接続しようとしたときに IBM MQ が初期データ
伝送を認識しない場合、キュー・マネージャーは AMQ9207E エラー・メッセージをキュー・マネージャー
のエラー・ログに書き込みます。 障害データ・キャプチャー機能 (FDC) レコードも書き込まれます。
AMQ_NO_BAD_COMMS_DATA_FDCS 環境変数を使用して、これらの診断ファイルの生成を抑止することがで
きます。 AMQ_NO_BAD_COMMS_DATA_FDCS が任意の値 (例えば、 TRUE) に設定されている場合、これは、
初期通信フローで AMQ9207E エラー・メッセージを報告するときに FFST を生成しないように IBM MQ に
指示します。 有効にするには、キュー・マネージャーおよびリスナー・プロセスを開始する前に環境変数
を設定する必要があります。
クライアントが有効な IBM MQ プロトコル・フローをキュー・マネージャーに送信してから、無効なデー
タを送信する場合は、引き続き FDC が生成されます。これは、さらなる調査を必要とするクライアントの
問題を示しています。
注 : 初期通信フローでの AMQ9207E エラー・メッセージの報告時の FFST のキャプチャーは、デフォルト
では抑止されています。

AMQ_NO_IPV6
AMQ_NO_IPV6 環境変数は、任意の値に設定すると有効になります。 この環境変数を設定すると、接続の
試行中に IPv6 を使用できなくなります。

AMQ_REVERSE_COMMIT_ORDER
AMQ_REVERSE_COMMIT_ORDER 環境変数は、XA トランザクションで、対応するデータベース更新が完了
した後に IBM MQ キュー・マネージャーの変更がコミットされるように、キュー・マネージャーを構成し
ます。 キューからメッセージを読み取るアプリケーションには、対応するデータベース更新が完了した後
にのみメッセージが表示されます。
注 : 分離レベルで説明されているシナリオを読んで理解しない限り、 AMQ_REVERSE_COMMIT_ORDER を設
定しないでください。

AMQ_SSL_ALLOW_DEFAULT_CERT
AMQ_SSL_ALLOW_DEFAULT_CERT 環境変数が設定されていない場合、アプリケーションは、証明書に
ibmwebspheremquseridのラベル名が含まれている場合にのみ、クライアント鍵ストア内の個人証明書
を使用してキュー・マネージャーに接続できます。 AMQ_SSL_ALLOW_DEFAULT_CERT 環境変数が設定さ
れているとき、証明書に ibmwebspheremquserid のラベル名は必要ありません。 つまり、キュー・マネ
ージャーへの接続に使用される証明書をデフォルトの証明書にすることができます。ただし、デフォルト
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の証明書が鍵リポジトリーに存在し、鍵リポジトリーに接頭部 ibmwebspheremquseridを持つ個人証明
書が含まれていない場合に限ります。
値 1 は、デフォルトの証明書の使用を有効にします。
アプリケーションは、 AMQ_SSL_ALLOW_DEFAULT_CERT 環境変数を使用する代わりに、 mqclient.ini
ファイル内の SSL スタンザの CertificateLabel 設定を使用できます。 詳しくは、デジタル証明書ラベ
ルの要件に関する説明およびクライアント構成ファイルの SSL スタンザを参照してください。

AMQ_SSL_LDAP_SERVER_VERSION
CRL サーバーで特定のバージョンの LDAP プロトコルを使用する必要がある場合、
AMQ_SSL_LDAP_SERVER_VERSION 環境変数を使用して、LDAP v2 または LDAP v3 のいずれかが IBM MQ
暗号コンポーネントによって使用されるようにすることができます。
環境変数を、キュー・マネージャーまたはチャネルの開始に使用される環境内の適切な値に設定します。
• LDAP v2 が使用されるように要求するには、AMQ_SSL_LDAP_SERVER_VERSION=2 と設定します。
• LDAP v3 が使用されるように要求するには、AMQ_SSL_LDAP_SERVER_VERSION=3 と設定します。
この環境変数は、ユーザー認証またはユーザー許可のために IBM MQ キュー・マネージャーによって確立
された LDAP 接続には影響しません。

AMQ_USE_ZLIBNX

AIXでは、ZLIBFAST または ZLIBHIGH 技法を使用する場合に、 AMQ_USE_ZLIBNX 環境変数を使用して、
メッセージ・チャネル・エージェント (MCA) がハードウェア加速 zlibNX ライブラリーを使用してメッセー
ジ・データの圧縮および圧縮解除を行えるようにすることができます。
ヒント : 2 KB を超えるサイズの高度に圧縮可能なメッセージは、CPU 使用量を削減することにより、
zlibNX ライブラリーの使用を選択することで最も効果が得られる可能性があります。
zlibNX ライブラリーは、 IBM AIX 7.2 (Technology Level 4 Expansion Pack 適用済み) 以降で使用可能です。
環境変数が設定されていても、zlibNX ライブラリー (/usr/opt/zlibNX/lib/libz.a) がインストールさ
れていなければ、メッセージング・チャネル・エージェントは IBM MQ for AIX のインストール済み環境に
用意されている標準の zlib ライブラリーを使用することになります。

HOME

AIX、 Linux 、および IBM iでは、 HOME 環境変数は、 mqclient.ini ファイルを検索するディレクトリ
ーの名前を指定します。 このファイルには、 IBM MQ MQI clientsで使用される構成情報が含まれていま
す。
詳しくは、 IBM MQ MQI クライアント構成ファイル mqclient.ini および クライアント構成ファイルの場所
を参照してください。

HOMEDRIVE と HOMEPATH

使用するには、 HOMEDRIVE 環境変数と HOMEPATH 環境変数の両方を設定する必要があります。 これらは、
mqclient.ini ファイルを検索するディレクトリーの名前を指定するために Windows システムで使用さ
れます。 このファイルには、 IBM MQ MQI clientsによって使用される構成情報が含まれています。
詳しくは、 IBM MQ MQI クライアント構成ファイル mqclient.ini および クライアント構成ファイルの場所
を参照してください。
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LDAP_BASEDN
LDAP_BASEDN は、LDAP サンプル・プログラムを実行するために必要な環境変数です。 ディレクトリー検
索の基本識別名を指定します。

LDAP_HOST
LDAP_HOST は、LDAP サンプル・プログラムを実行するためのオプションの環境変数です。 LDAP サーバ
ーが稼働しているホストの名前を指定します。指定しなければ、デフォルトでローカル・ホストになりま
す。

LDAP_VERSION
LDAP_VERSION は、LDAP サンプル・プログラムを実行するためのオプションの環境変数です。 使用する
LDAP プロトコルのバージョンを指定します。2 または 3 のいずれかを指定できます。 ほとんどの LDAP
サーバーは、バージョン 3 のプロトコルをサポートするようになりましたが、すべての LDAP サーバーは、
旧バージョン 2 もサポートしています。 このサンプルは、どちらのバージョンのプロトコルでも同様に機
能します。指定しなければ、デフォルトでバージョン 2 になります。

MQ_CHANNEL_SUPPRESS_INTERVAL
MQ_CHANNEL_SUPPRESS_INTERVAL 環境変数は、 MQ_CHANNEL_SUPPRESS_MSGS で定義されたメッセ
ージがエラー・ログに書き込まれないように抑止される時間間隔を秒単位で指定します。また、指定され
た時間間隔内にメッセージが発生できる回数も指定します。この回数を超えると、そのメッセージは抑止
されます。 デフォルト値は 60,5 です。これは、指定されたメッセージの最初の 5 回の出現の後、60 秒の
間隔でそれ以降のすべての出現が抑制されることを意味します。 詳しくは、 Suppressing channel error
messages from error logs on Multiplatforms (Multiplatforms で エラー・ログからチャネルのエラー・メッ
セージを抑制する) を参照してください。
MQ_CHANNEL_SUPPRESS_INTERVAL 環境変数は、 qm.ini ファイルの SuppressInterval に相当します。

MQ_CHANNEL_SUPPRESS_MSGS
MQ_CHANNEL_SUPPRESS_MSGS 環境変数は、エラー・ログ内のチャネル・エラー・メッセージを抑止しま
す。 抑制されるメッセージのリストを指定できます。 MQ_CHANNEL_SUPPRESS_MSGS は、抑止される前
に各メッセージが表示される回数、およびメッセージが抑止される時間の長さを指定する
MQ_CHANNEL_SUPPRESS_INTERVALと一緒に使用されます。 詳しくは、 Suppressing channel error
messages from error logs on Multiplatforms (Multiplatforms で エラー・ログからチャネルのエラー・メッ
セージを抑制する) を参照してください。
MQ_CHANNEL_SUPPRESS_MSGS 環境変数は、 qm.ini ファイル内の SuppressMessage と同等ですが、環
境変数を使用してチャネル・メッセージを抑止できる点が異なります。一方、 qm.ini メソッドには制限
リストがあります。

MQ_CONNECT_TYPE

Multiplatforms では、 MQ_CONNECT_TYPE 環境変数を、MQCONNX 呼び出しで使用される MQCNO 構造の
Options フィールドで指定されたバインディングのタイプと組み合わせて使用できます。
MQ_CONNECT_TYPE は、STANDARD バインディングに対してのみ有効です。 その他のバインディングの場
合、 MQ_CONNECT_TYPE は無視されます。
詳しくは、 MQ_CONNECT_TYPE での MQCONNX 呼び出しオプションの使用を参照してください。

MQ_CROSS_QUEUE_ORDER_ALL
MQ_CROSS_QUEUE_ORDER_ALL 環境変数をゼロ以外の値に設定すると、メッセージ書き込み順序は作業単
位内で維持されます。 つまり、作業単位 (UoW) のメッセージが複数のキュー (例えば Q1 と Q2) に書き込
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まれる場合、MQCMIT が発行されると、メッセージはキューに書き込まれたときと同じ順序で送信され使
用可能になります。
複数キュー・マネージャー環境では、各キュー・マネージャーを開始する前に、送信側と受信側の両方に
MQ_CROSS_QUEUE_ORDER_ALL が存在し、空でない値を持っている必要があります。

MQ_EPHEMERAL_PREFIX
MQ_EPHEMERAL_PREFIX 環境変数は、キュー・マネージャーの実行中に一時キュー・マネージャー・デー
タが保持される、キュー・マネージャーの一時ディレクトリーへのパスを指定します。
mqs.ini ファイルの AllQueueManagers スタンザの DefaultEphemeralPrefix 属性で
EphemeralPrefix 属性を変更することによって一時接頭部を変更する代わりに、環境変数
MQ_EPHEMERAL_PREFIX を使用して、 crtmqm コマンドの EphemeralPrefix をオーバーライドするこ
とができます。 詳しくは、構成可能な一時ディレクトリーを参照してください。

MQ_FILE_PATH

MQ_FILE_PATH 環境変数は、 Windows プラットフォームへのランタイム・パッケージのインストール時
に構成されます。 この環境変数には、Windows レジストリーの以下のキーと同じデータが入ります。
HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\IBM\WebSphere MQ\Installation\InstallationName\FilePath

詳しくは、 setmqenv ( IBM MQ 環境の設定) および crtmqenv ( IBM MQ 環境の作成)を参照してください。

MQ_JAVA_DATA_PATH
MQ_JAVA_DATA_PATH 環境変数は、 IBM MQ classes for JMS および IBM MQ classes for Jakarta
Messaging と IBM MQ classes for Javaのログおよびトレース出力のディレクトリーを指定します。 これ
は、 IBM MQ classes for JMS 、 IBM MQ classes for Jakarta Messaging 、および IBM MQ classes for Java
で提供されるスクリプトによって使用されます。
詳しくは、 JMS/Jakarta Messaging 用の IBM MQ クラスの環境変数の設定 および IBM MQ classes for Java
に関連する環境変数を参照してください。

MQ_JAVA_INSTALL_PATH
MQ_JAVA_INSTALL_PATH 環境変数は、 What is installed for IBM MQ classes for JMSに示されているよう
に IBM MQ classes for JMS および IBM MQ classes for Jakarta Messaging がインストールされているディ
レクトリー、および IBM MQ classes for Java インストール・ディレクトリー に示されているように IBM
MQ classes for Java がインストールされているディレクトリーを指定します。
詳しくは、 JMS/Jakarta Messaging 用の IBM MQ クラスの環境変数の設定 および IBM MQ classes for Java
に関連する環境変数を参照してください。

MQ_JAVA_LIB_PATH
MQ_JAVA_LIB_PATH 環境変数は、 IBM MQ classes for JMS と IBM MQ classes for Jakarta Messaging、お
よび IBM MQ classes for Java ライブラリーが保管されているディレクトリーを指定します。 一部のスク
リプト ( IVTRunなど) は、 IBM MQ classes for JMS および IBM MQ classes for Jakarta Messaging または
IBM MQ classes for Java に付属しており、この環境変数を使用します。
詳しくは、 JMS/Jakarta Messaging 用の IBM MQ クラスの環境変数の設定 および IBM MQ classes for Java
に関連する環境変数を参照してください。
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MQ_OVERRIDE データ・パス
MQ_OVERRIDE_DATA_PATH 環境変数を使用して、 IBM MQ データ・パスのデフォルト・ディレクトリー
を変更できます。

MQ_SET_NODELAYACK

MQ_SET_NODELAYACK 環境変数は、 AIX上の TCP 遅延確認応答をオフに切り替えます。
この環境変数を設定すると、オペレーティング・システムの setsockopt 呼び出しに TCP_NODELAYACK オ
プションを指定して呼び出すことにより、TCP 遅延確認応答がオフに切り替わります。 AIX のみがこの機
能をサポートするため、 MQ_SET_NODELAYACK 環境変数は AIXにのみ影響します。

MQ ユーザー名 (MQ_USER_NAME)

MQ_USER_NAME 環境変数を使用すると、 Linux 上の未登録のインストール済み環境で無名ユーザーの名前
を選択することができます。 これは、例えば、 OpenShiftでパブリッシュ/サブスクライブ階層を使用する
ために必要です。
MQ_USER_NAME の値は、システム上の既存のユーザーと一致してはならず、12 バイト以下でなければなり
ません。

MQAPI_TRACE_LOGFILE
サンプル API 出口プログラムは、 MQAPI_TRACE_LOGFILE 環境変数で定義された接頭部を持つユーザー
指定ファイルに MQI トレースを生成します。
詳しくは、 API 出口サンプル・プログラムを参照してください。

MQAPPLNAME

アプリケーション名がまだ選択されていない場合は、キュー・マネージャーへの接続を識別するために使
用する名前として MQAPPLNAME 環境変数を使用できます。 最初の 28 文字だけが使用されます。すべてを
ブランクにしたりすべてを NULL にしたりすることはできません。
詳しくは、 サポートされるプログラミング言語でのアプリケーション名の使用を参照してください。

MQCCSID
MQCCSID 環境変数は、使用されるコード化文字セット番号を指定し、サーバーの構成に使用された CCSID
値をオーバーライドします。 MQCCSID を使用して、アプリケーションのネイティブ CCSID をオーバーラ
イドし、使用するコード化文字セット番号を指定することができます。例えば、ネイティブ CCSID がサポ
ートされていない CCSID である場合や、必要な CCSID ではない場合などです。
MQCCSIDを設定するには、以下のいずれかのコマンドを使用します。
• On AIX and Linux:

export MQCCSID=number

• On Windows:

SET MQCCSID=number
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• On IBM i:

ADDENVVAR ENVVAR(MQCCSID) VALUE(number)

詳しくは、 クライアントまたはサーバーの CCSID の選択を参照してください。

MQCCDTURL
MQCCDTURL 環境変数は、 MQCHLLIB 環境変数と MQCHLTAB 環境変数の組み合わせを設定する機能と同等
の機能を提供します。 これにより、クライアントとして接続するネイティブ・プログラム (C、COBOL、ま
たは C++ アプリケーション) のクライアント・チャネル定義テーブルを取得できる単一値として、ファイ
ル、ftp、または http URL を指定できます。
注 : 環境変数を使用して URL を指定しても、 Java、 JMS 、または管理対象 .NET アプリケーションには影
響しません。
IBM MQ では、ファイル、FTP、または HTTP の URL からの CCDT の取得がサポートされます。 ただし、
MQCCDTURL は URL 値のみを受け入れます。 既存のローカル・ファイル・システム・ディレクトリー・フ
ォーマットは受け入れません。
ローカル・ファイルで MQCHLLIB および MQCHLTAB の代わりに MQCCDTURL を使用するには、 'file://'
プロトコルを使用できます。 したがって、 AIX および Linuxの例に示されているように、以下のようにな
ります。

export MQCCDTURL=file:///var/mqm/qmgrs/QMGR/@ipcc/MYCHL.TAB

これは、下記と同じです。
export MQCHLLIB=/var/mqm/qmgrs/QMGR/@ipcc
export MQCHLTAB=MYCHL.TAB

Windowsの以下の例に示すように、JSON ファイルを指定することもできます。
set MQCCDTURL=file:/c:/mq-channels/CCDT-QMGR1.json

これは、下記と同じです。
set MQCHLLIB=C:\mq-channels
set MQCHLTAB=CCDT-QMGR1.json

詳しくは、 CCDT への URL アクセスを参照してください。

MQCERTLABL
MQCERTLABL 環境変数は、TLS ハンドシェーク中に送信される個人証明書を見つけるために IBM MQ が使
用するチャネル定義の証明書ラベルを定義します。
詳しくは、 デジタル証明書ラベル、要件の理解を参照してください。

MQCERTVPOL
MQCERTVPOL 環境変数は、使用する証明書妥当性検査ポリシーのタイプを指定します。 この環境変数は、
クライアント構成ファイルの SSL スタンザの CertificateValPolicy 属性をオーバーライドします。
MQCERTVPOL は、以下の 2 つの値のいずれかに設定できます。
ANY
基礎となるセキュア・ソケット・ライブラリーによってサポートされているいずれかの証明書妥当性検
査ポリシーを使用します。 この設定はデフォルト設定です。

RFC5280
RFC 5280 標準に準拠する証明書妥当性検査のみを使用します。

MQCERTVPOLを設定するには、以下のいずれかのコマンドを使用します。
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• AIX and Linux システムの場合:

export MQCERTVPOL= value

• Windows システムの場合:

SET MQCERTVPOL= value

• IBM i システムの場合:

ADDENVVAR ENVVAR(MQCERTVPOL) VALUE(value)

詳しくは、 IBM MQでの証明書妥当性検査ポリシー および IBM MQを参照してください。

MQCHLLIB
MQCHLLIB 環境変数は、クライアント・チャネル定義テーブル (CCDT) を含むファイルへのディレクトリ
ー・パスを指定します。 ファイルはサーバー上に作成されますが、IBM MQ MQI client・ワークステーショ
ンにコピーすることができます。
MQCHLLIBを設定するには、以下のいずれかのコマンドを使用します。
• On Windows:

SET MQCHLLIB=pathname

以下に例を示します。
SET MQCHLLIB=C:\wmqtest

• AIX and Linux システムの場合:

export MQCHLLIB=pathname

• IBM i の場合:

ADDENVVAR ENVVAR(MQCHLLIB) VALUE(pathname)

MQCHLLIB を設定しない場合、クライアントのパスは次のようにデフォルト指定されます。
• AIX and Linux 上: /var/mqm/

• Windows 上: MQ_INSTALLATION_PATH

• IBM i の場合、/QIBM/UserData/mqm/
crtmqm コマンドおよび strmqm コマンドの場合、パスはデフォルトで以下の 2 つのパス・セットのいず
れかになります。 datapath が設定される場合、パスはデフォルトで 1 つ目のセットのいずれかになりま
す。 datapath が設定されない場合、パスはデフォルトで 2 つ目のセットのいずれかになります。
• AIX and Linux 上: datapath/@ipcc

• Windows 上: datapath\@ipcc

• IBM i 上: datapath/&ipcc

または:
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• AIX and Linux 上: /prefix/qmgrs/qmgrname/@ipcc

• Windows 上: MQ_INSTALLATION_PATH\data\qmgrs\qmgrname\@ipcc

• IBM i 上: /prefix/qmgrs/qmgrname/&ipcc

ここで、
• MQ_INSTALLATION_PATH は、IBM MQ がインストールされている上位ディレクトリーを表します。
• datapath は、キュー・マネージャー・スタンザで定義される DataPath の値です (存在する場合)。
• prefix は、キュー・マネージャー・スタンザで定義されるプレフィックスの値です。 プレフィックス
は、通常は以下のいずれかの値になります。
– AIX and Linuxシステム上の。/var/mqm
– IBM i 上の /QIBM/UserData/mqm/。

• qmgrname は、キュー・マネージャー・スタンザで定義される Directory 属性の値です。 この値は、
実際のキュー・マネージャー名とは異なる場合があります。 この値は、特殊文字の置換により変更され
ている可能性があります。

• キュー・マネージャー・スタンザが定義されている場所は、プラットフォームによって異なります。
– mqs.ini ファイル ( IBM i、 AIX and Linux の場合)。
– レジストリー (Windows の場合)。
注 :

1. IBM MQ for z/OS をサーバーとして使用する場合、このファイルは IBM MQ クライアン
ト・ワークステーション上に保持する必要があります。

2. MQCHLLIB を設定すると、CCDT の配置に使用されるパスをオーバーライドします。
3. MQCHLLIB には、MQCHLTAB 環境変数との組み合わせで機能する URL を含めることができます (55 ペ
ージの『CCDT への URL アクセス』 を参照してください)。

4. MQCHLLIB などの環境変数は、プラットフォーム固有の方法で、単一のプロセスまたはジョブをスコ
ープにするか、あるいはシステム全体をスコープにすることができます。

5.サーバーで MQCHLLIB をシステム全体に設定すると、そのサーバー上のすべてのキュー・マネージャ
ーの CCDT ファイルに同じパスが設定されます。 MQCHLLIB 環境変数を設定しないと、このパスはキ
ュー・マネージャーごとに違うものになります。 キュー・マネージャーは、 MQCHLLIB(設定されてい
る場合) の値を crtmqm コマンドまたは strmqm コマンドで読み取ります。

6.単一のサーバーに複数のキュー・マネージャーを作成する場合には、以下の理由でそれらの区別が重
要となります。 MQCHLLIB をシステム全体に設定すると、各キュー・マネージャーが同じ CCDT ファ
イルを更新します。 ファイルには、そのサーバー上にあるすべてのキュー・マネージャーからのクラ
イアント接続定義が含まれます。 複数のキュー・マネージャーに同じ定義 (例えば、
SYSTEM.DEF.CLNTCONN) が存在する場合、ファイルには最新の定義が含まれます。 キュー・マネー
ジャーの作成時に MQCHLLIB が設定されている場合、CCDT で SYSTEM.DEF.CLNTCONN が更新されま
す。 この更新により、別のキュー・マネージャーによって作成された SYSTEM.DEF.CLNTCONN が上
書きされます。 以前の定義を変更していた場合、その変更は失われます。 そのため、サーバーで
MQCHLLIB をシステム全体の環境変数に設定する代わりに、他の方法を探すことを検討する必要があ
ります。

7.クライアント接続定義の MQSC および PCF NOREPLACE オプションは、CCDT ファイルの内容を検査し
ません。 以前に別のキュー・マネージャーによって作成された同じ名前のクライアント接続チャネル
定義は、NOREPLACE オプションの指定に関係なく置換されます。 以前に同じキュー・マネージャーに
よって作成された定義の場合は、置換されません。

8.コマンド rcrmqobj -t clchltab は、CCDT ファイルを削除し、再作成します。 　このファイルは、
そのコマンドの実行対象となるキュー・マネージャーで作成されたクライアント接続定義のみを使用
して再作成されます。
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9. CCDT を更新する他のコマンドは、同じチャネル名を持つクライアント接続チャネルのみを変更しま
す。 そのファイル内の他のクライアント接続チャネルは変更されません。

10. MQCHLLIB のパスには、引用符は必要ありません。
詳しくは、 CCDT の場所、 CCDT への URL アクセス、および 環境変数を使用したキュー・マネージャーへ
のクライアント・アプリケーションの接続を参照してください。

MQCHLTAB
MQCHLTAB 環境変数は、クライアント・チャネル定義テーブル (CCDT) を含むファイルの名前を指定しま
す。 デフォルトのファイル名は AMQCLCHL.TABです。
MQCHLTABを設定するには、以下のいずれかのコマンドを使用します。
• On AIX and Linux:

export MQCHLTAB=filename

• On Windows:

SET MQCHLTAB=filename

• On IBM i:

ADDENVVAR ENVVAR(MQCHLTAB) VALUE(filename)

以下に例を示します。
SET MQCHLTAB=ccdf1.tab

クライアントの場合と同様に、サーバー上の MQCHLTAB 環境変数は、クライアント・チャネル定義テーブ
ルの名前を指定します。
詳しくは、 CCDT の場所、 CCDT への URL アクセス、および 環境変数を使用したキュー・マネージャーへ
のクライアント・アプリケーションの接続を参照してください。

MQCLNTCF
MQCLNTCF 環境変数は、 IBM MQ MQI client 構成ファイルの場所を指定します。 このファイルには、 IBM
MQ MQI clientsによって使用される構成情報が含まれています。
MQCLNTCF 環境変数を使用して、 mqclient.ini ファイルのファイル・パスを変更できます。
この環境変数の形式は、完全な URL です。 これは、ファイル名が必ずしも mqclient.iniであるとは限
らないことを意味します。これにより、ネットワーク接続されたファイル・システム上にファイルを配置
することが容易になります。 詳しくは、 IBM MQ MQI クライアント構成ファイル mqclient.ini および クラ
イアント構成ファイルの場所を参照してください。

MQDOTNET_TRACE_ON
MQDOTNET_TRACE_ON 環境変数は、 IBM MQ .NET 再配布可能クライアントのトレースを有効にするために
使用されます。 0 以下の値はトレースを使用可能にしません。1 はデフォルトのトレースを使用可能に
し、1 より大きい値は詳細トレースを使用可能にします。
詳しくは、 環境変数を使用した IBM MQ .NET アプリケーションのトレース および 環境変数を使用した
IBM MQ .NET アプリケーションのトレースを参照してください。
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MQIPADDRV
MQIPADDRV 環境変数は、チャネル接続に使用する IP プロトコルを指定します。 可能なストリング値は、
"MQIPADDR_IPV4" または "MQIPADDR_IPV6"です。 これらの値は、 ALTER QMGR IPADDRV の IPv4 お
よび IPv6 、およびクライアント構成ファイルの TCP スタンザの IPAddressVersion 属性と同じ意味を持
ちます。 環境変数が設定されていない場合は、 "MQIPADDR_IPV4" が想定されます。
MQIPADDRVを設定するには、以下のいずれかのコマンドを使用します。
• On AIX and Linux:

export MQIPADDRV=MQIPADDR_IPV4|MQIPADDR_IPV6"/>

• On Windows:

SET MQIPADDRV=MQIPADDR_IPV4|MQIPADDR_IPV6

• On IBM i:

ADDENVVAR ENVVAR(MQIPADDRV) VALUE(MQIPADDR_IPV4|MQIPADDR_IPV6)

MQKEYRPWD
MQKEYRPWD 環境変数を設定する場合は、ユーザーに属するデジタル証明書を保持する鍵リポジトリーの
パスワードを指定します。 MQKEYRPWD を使用する場合は、環境変数の値を設定する前にパスワードを暗
号化する必要があります。
MQKEYRPWDを設定するには、以下のいずれかのコマンドを使用します。
• AIX and Linux システムの場合:

export MQKEYRPWD=passphrase

• Windows システムの場合:

SET MQKEYRPWD=passphrase

• On IBM i:

ADDENVVAR ENVVAR(MQKEYRPWD) VALUE(passphrase)

この環境変数にはデフォルト値はありません。
詳細については、
• AIX, Linux, and Windows 上の IBM MQ MQI client の鍵リポジトリー・パスワードの指定 お
よび 鍵リポジトリー・パスワードの暗号化

• IBM i 上の IBM MQ MQI client の鍵リポジトリー・パスワードの指定 および 鍵リポジトリ
ー・パスワードの暗号化。

mqlicense

Linux システムでは、 MQLICENSE 環境変数を使用して、製品のインストール後に IBM MQ ライセンスを受
け入れるか表示することができます。
これを行う必要がある理由について詳しくは、 IBM MQ for Linuxでのライセンスの受け入れ を参照してく
ださい。
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MQLICENSE 環境変数は、以下の 2 つの値のいずれかに設定できます。
accept
インストール後にライセンスに同意します。

ビュー
ライセンスが受け入れられている場合は、ライセンスを表示します。

ライセンスのインストール後に同意するには、次のコマンドを使用します。
export MQLICENSE=accept

ライセンスを表示するには、次のコマンドを使用します。
export MQLICENSE=view

注 : 以下のコマンドを使用して、ライセンスを受け入れて表示することもできます。
• mqlicense (インストール後のライセンスの受け入れ)
• dspmqlic ( IBM MQ ライセンスの表示)

MQMAXERRORLOGSIZE

MQMAXERRORLOGSIZE 環境変数は、バックアップにコピーされるキュー・マネージャー・エラー・ログの
サイズを指定します。
詳しくは、『エラー・ログの使用』を参照してください。

MQNAME

MQNAME 環境変数は、 IBM MQ プロセスが使用できるローカル NetBIOS 名を指定します。 NetBIOS 接続
は、Windows 稼働中のクライアントおよびサーバーにのみ適用されます。
MQNAMEを設定するには、次のコマンドを使用します。

SET MQNAME=Your_env_Name

以下に例を示します。
SET MQNAME=CLIENT1

一部の NetBIOS 実装では、 IBM MQ MQI client上で複数の IBM MQ アプリケーションを同時に実行する場
合、アプリケーションごとに MQNAMEによって設定された固有の名前が必要です。
詳しくは、 IBM MQ ローカル NetBIOS 名の定義を参照してください。

MQNOREMPOOL
MQNOREMPOOL 環境変数を設定すると、チャネル・プールがオフに切り替わり、チャネルがリスナーのスレ
ッドとして実行されます。
詳しくは、 MCATYPE (メッセージ・チャネル・エージェント・タイプ)を参照してください。

MQPSE_TRACE_LOGFILE
パブリッシュ出口サンプル・プログラム AMQSPSE0を実行するときに、 MQPSE_TRACE_LOGFILE 環境変
数を使用します。これは、パブリケーションがサブスクライバーに配信される前にインターセプトする出
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口のサンプル C プログラムです。 アプリケーション・プロセスのトレースのために、この環境変数では、
トレース・ファイルの書き込み先を指定します。
詳しくは、 パブリッシュ出口サンプル・プログラムを参照してください。

MQS_AMSCRED_KEYFILE
MQS_AMSCRED_KEYFILE 環境変数を使用して、 IBM MQ Advanced Message Security (AMS) アプリケーシ
ョンの実行時、または runamscred コマンドを使用して鍵ストア構成ファイルを保護する場合に使用する
初期鍵ファイルをオーバーライドまたは指定できます。
詳しくは、 AMSでの鍵ストアと証明書の使用 および IBM MQ コンポーネント構成ファイルでのパスワード
の保護を参照してください。

MQS_DISABLE_ALL_INTERCEPT
旧バージョンの製品のキュー・マネージャーに接続しようとして、ネイティブ C クライアントで IBM MQ
を使用している場合に 2085 (MQRC_UNKNOWN_OBJECT_NAME) エラーが報告される場合は、
MQS_DISABLE_ALL_INTERCEPT 環境変数を使用して IBM MQ Advanced Message Security (AMS) を無効
にすることができます。
注 : MQS_DISABLE_ALL_INTERCEPT 環境変数は、C クライアントにのみ使用できます。 Java クライアン
トの場合は、代わりに AMQ_DISABLE_CLIENT_AMS 環境変数を使用する必要があります。
詳しくは、 クライアントでの Advanced Message Security の無効化を参照してください。

MQS_IPC_HOST
IPC ファイル・システム・オブジェクトはシステムによって区別される必要があるため、キュー・マネージ
ャーが実行される各システムのサブディレクトリーがディレクトリー・パスに追加されます。 生成された
ホスト名の値に問題がある場合は、 MQS_IPC_HOST 環境変数を使用してホスト名を設定できます。
詳しくは、 Multiplatforms での IBM MQ ファイルの共有を参照してください。

MQ_keystore_conf
MQS_KEYSTORE_CONF 環境変数は、 IBM MQ Advanced Message Security (AMS) の鍵ストア構成ファイル
がデフォルトの場所 home_directory/.mqs/keystore.confにない場合に、そのファイルの場所を指
定します。
詳しくは、 AMSでの鍵ストアおよび証明書の使用を参照してください。
Managed File Transferで問題が発生している場合は、 MFT が AMS の鍵ストア・プロパティーを読み取ら
ない場合のトラブルシューティングを参照してください。

MQS_MQI_KEYFILE
MQS_MQI_KEYFILE 環境変数を設定すると、パスワード保護操作に使用される初期鍵を含む初期鍵ファイ
ルの場所が指定されます。 初期鍵ファイルが指定されていない場合、デフォルトの初期鍵が IBM MQ パス
ワード保護システムによって使用されます。
MQS_MQI_KEYFILEを設定するには、以下のいずれかのコマンドを使用します。
• AIX and Linux システムの場合:

export MQS_MQI_KEYFILE=key file location

• Windows システムの場合:

SET MQS_MQI_KEYFILE=key file location
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• On IBM i:

ADDENVVAR ENVVAR(MQS_MQI_KEYFILE) VALUE(key file location)

詳しくは、 AIX, Linux, and Windowsでの IBM MQ MQI client の初期キーの提供 および IBM iでの IBM MQ
MQI client の初期キーの提供を参照してください。

MQS_SSLCRYP_KEYFILE
MQS_SSLCRYP_KEYFILE 環境変数は、 qm.iniの SSL スタンザ で SSLCryptoHardwareKeyFile 属性
を指定する代わりに、PKCS #11 暗号ハードウェア構成ストリングでパスワードを暗号化するために使用さ
れる初期鍵を含むファイルの絶対パスと名前を指定する別の方法です。 MQS_SSLCRYP_KEYFILE の優先
順位は qm.ini ファイルよりも高いため、その値が他のどの値よりも優先されます。 詳しくは、暗号化ハ
ードウェアを使用する IBM MQ クライアントを参照してください。

MQS_TRACE_OPTIONS

AIXでのコンポーネント・トレースを選択するには、 MQS_TRACE_OPTIONS 環境変数を使用して、詳細お
よびパラメーターのトレース機能を個別に活動化します。
注 : MQS_TRACE_OPTIONS 環境変数を設定するのは、 IBM サポートから指示された場合のみにしてくださ
い。
詳しくは、 AIX and Linuxでのトレースを参照してください。

MQSERVER
MQSERVER 環境変数は、最小チャネルを定義するために使用されます。 MQSERVER は、 IBM MQ サーバー
の場所と使用する通信方式を指定します。
注 : MQSERVER を使用して、TLS チャネルまたはチャネル出口を持つチャネルを定義することはできませ
ん。 TLS チャネルの定義方法について詳しくは、 TLS を使用したチャネルの保護を参照してください。
以下の例は、 MQSERVERの設定方法を示しています。
• On AIX and Linux:

export  MQSERVER='SYSTEM.DEF.SVRCONN/TCP/AMACHINE.ACOMPANY.COM(1414)' 

• On Windows:

SET  MQSERVER=SYSTEM.DEF.SVRCONN/TCP/AMACHINE.ACOMPANY.COM(1414) 

• On IBM i:

ADDENVVAR ENVVAR(MQSERVER) VALUE('SYSTEM.DEF.SVRCONN/TCP/AMACHINE.ACOMPANY.COM(1414)')

注 :

• チャネル名にスラッシュ (/) 文字を含めることはできません。この文字は、チャネル名、トランスポート・
タイプ、および接続名を区切るために使用されるためです。 MQSERVER 環境変数を使用してクライアン
ト・チャネルを定義する場合、最大メッセージ長 (MAXMSGL) として 100 MB が使用されます。 そのた
め、チャネルの最大メッセージ・サイズは、実際にはサーバーの SVRCONN チャネルに指定した値となり
ます。

• トランスポート・タイプは、 IBM MQ クライアント・プラットフォームに応じて、 LU62 、 TCP 、
NETBIOS、 SPXのいずれかになります。
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• 接続名は完全修飾ネットワーク名でなければなりません。 例えば、AMACHINE.ACOMPANY.COM(1414)
などです。

• 接続名は、接続名のコンマ区切りリストにすることができます。 リスト内の接続名は、クライアント接
続テーブルでの複数接続の場合と同じように使用されます。 接続名リストは、クライアントが試行する
複数の接続を指定するために、キュー・マネージャー・グループの代わりに使用される場合があります。
複数インスタンス・キュー・マネージャーを構成する場合は、接続名リストを使用して別のキュー・マネ
ージャー・インスタンスを指定することができます。

MQSERVER 環境変数を使用して IBM MQ MQI client マシンとサーバー・マシンの間のチャネルを定義する
場合、これはアプリケーションで使用可能な唯一のチャネルであり、クライアント・チャネル定義テーブ
ル (CCDT) に対する参照は行われません。
詳しくは、 MQSERVER を使用した IBM MQ MQI クライアントでのクライアント接続チャネルの作成を参照
してください。

MQSNOAUT
警告 : この機能は推奨されません。

MQSNOAUT 環境変数を任意の値に設定すると、オブジェクト権限マネージャー (OAM) が使用不可になり、
セキュリティー検査が行われなくなります。 テスト環境では、その設定が適している場合もあります。 こ
れには、許可機能と接続認証機能の両方が含まれます。 TLS、チャネル認証レコード、およびセキュリティ
ー出口は影響を受けません。
MQSNOAUT 環境変数は、キュー・マネージャーの作成時にのみ有効になります。

警告 : OAM を使用可能にするには、キュー・マネージャーを削除し、環境変数を削除してから、
MQSNOAUTを指定せずにキュー・マネージャーを再作成する必要があります。

詳しくは、 AIX、 Linux、および Windows システムでのセキュリティー・アクセス検査の防止を参照して
ください。

MQSPREFIX
デフォルトの接頭部を変更する代わりに、 MQSPREFIX 環境変数を使用して、 crtmqm コマンドの
DefaultPrefix をオーバーライドすることもできます。
詳しくは、 mqs.ini ファイルの IBM MQ ファイル名 および AllQueueManagers スタンザを参照してくださ
い。

MQSSLCRYP

MQSSLCRYP 環境変数は、システム上に存在する暗号ハードウェアを構成するために使用できるパラメータ
ー・ストリングを保持します。
許可される値は、クライアント構成ファイルの SSL スタンザ内の SSLCryptoHardware フィールド用と同じ
です。
MQSSLCRYPを設定するには、以下のいずれかのコマンドを使用します。
• AIX and Linux システムの場合:

export MQSSLCRYP=string

• Windows システムの場合:

SET MQSSLCRYP=string
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詳しくは、 IBM MQ コンポーネント構成ファイルでのパスワードの保護の「 暗号ハードウェアを使用する
AIX, Linux, and Windows および IBM MQ clients での暗号ハードウェアの構成 」を参照してください。

MQSSLFIPS
MQSSLFIPS 環境変数は、 IBM MQで暗号化が実行される場合に FIPS 認証アルゴリズムのみを使用するか
どうかを指定します。 この環境変数を YES または NO に設定できます。デフォルトは NOです。 これらの
値は、 ALTER QMGR コマンドの SSLFIPS パラメーターと同じです。
MQSSLFIPSを設定するには、以下のいずれかのコマンドを使用します。
• AIX and Linux システムの場合:

export MQSSLFIPS=YES|NO

• Windows システムの場合:

SET MQSSLFIPS=YES|NO

• On IBM i:

ADDENVVAR ENVVAR(MQSSLFIPS) VALUE(YES|NO)

FIPS 認証アルゴリズムの使用は、暗号ハードウェアの使用によって影響を受けます。 詳しくは、 MQI ク
ライアントでの実行時に FIPS 認証 CipherSpecs のみを使用することの指定を参照してください。

MQSSLKEYR
MQSSLKEYR 環境変数は、ユーザーに属するデジタル証明書を保持する鍵リポジトリーの場所を指定しま
す。
キー・リポジトリーの絶対パスとファイル名を指定します。 ファイル・サフィックスが指定されていない
場合は、 .kdbと想定されます。
MQSSLKEYRを設定するには、以下のいずれかのコマンドを使用します。
• AIX and Linux システムの場合:

export MQSSLKEYR=pathname

• Windows システムの場合:

SET MQSSLKEYR=pathname

• On IBM i:

ADDENVVAR ENVVAR(MQSSLKEYR) VALUE(pathname)

この環境変数にはデフォルト値はありません。
詳しくは、 ALTER QMGR コマンドの SSLKEYR パラメーターを参照してください。

MQSSLPROXY
MQSSLPROXY 環境変数は、 GSKit が OCSP 検査に使用する HTTP プロキシー・サーバーのホスト名とポー
ト番号を指定します。
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MQSSLPROXYを設定するには、以下のいずれかのコマンドを使用します。
• AIX and Linux システムの場合:

export MQSSLPROXY="string"

• Windows システムの場合:

SET MQSSLPROXY= string

MQSSLPROXY で指定するストリングは、 GSKit が OCSP 検査に使用する HTTP プロキシー・サーバーのホ
スト名またはネットワーク・アドレスのいずれかにすることができます。 このアドレスの後に、オプショ
ンのポート番号が括弧で囲まれて続く場合もあります。 ポート番号を指定しないと、デフォルトの HTTP
ポートである 80 が使用されます。

例えば、AIX and Linux システムでは、以下のコマンドのいずれかを使用できま
す。
•

export MQSSLPROXY="proxy.example.com(80)"

•
export MQSSLPROXY="127.0.0.1"

詳しくは、 Online Certificate Status Protocol (OCSP) の操作を参照してください。

MQSSLRESET
MQSSLRESET 環境変数は、TLS 秘密鍵が再ネゴシエーションされる前に TLS チャネルで送受信される暗号
化されていないバイト数を指定します。 これは、0 から 999 999 999 の範囲の整数に設定することができ
ます。 デフォルトは 0 で、これは秘密鍵が再ネゴシエーションされないことを示します。 TLS 秘密鍵のリ
セット・カウントを 1 バイトから 32 KB の範囲で指定すると、TLS チャネルは 32 KB の秘密鍵リセット・
カウントを使用します。 この秘密鍵リセット・カウントは、TLS の秘密鍵のリセット値が小さい場合に生
じる可能性のある、鍵の過度のリセットを防ぐためにあります。
MQSSLRESETを設定するには、以下のいずれかのコマンドを使用します。
• AIX and Linux システムの場合:

export MQSSLRESET=integer

• Windows システムの場合:

SET MQSSLRESET=integer

• On IBM i:

ADDENVVAR ENVVAR(MQSSLRESET) VALUE(integer)

詳しくは、 SSL および TLS 秘密鍵のリセットを参照してください。

MQSUITEB

IBM MQ は、AIX, Linux, and Windows プラットフォーム上で、NSA Suite B 規格に準拠して動作するよう構
成することができます。
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MQSUITEB 環境変数は、Suite B 準拠の暗号方式を使用するかどうかを指定します。 Suite B 暗号方式を使
用する場合は、 MQSUITEB を以下のいずれかに設定して、暗号方式の強度を指定できます。
• NONE
• 128_BIT, 192_BIT
• 128_BIT
• 192_BIT

コンマ区切りリストを使用して、複数の値を指定することができます。 値 NONE を他の値と一緒に使用す
ることは無効です。
詳しくは、 Suite B 用の IBM MQ の構成を参照してください。

MQTCPTIMEOUT
MQTCPTIMEOUT 環境変数は、 IBM MQ が TCP 接続呼び出しを待機する時間を指定します。

ODQ_MSG
runmqdlq以外の送達不能キュー・ハンドラーを使用する場合は、サンプルのソース amqsdlqをベースと
して使用することができます。 このサンプルは、製品に用意されている送達不能キュー処理プログラムと
よく似ていますが、トレースとエラーの報告の動作が異なっています。 ODQ_MSG 環境変数を使用して、エ
ラー・メッセージおよび情報メッセージを含むファイルの名前を設定します。 提供されているファイルの
名前は amqsdlq.msgです。
詳しくは、 送達不能キュー・ハンドラー・サンプルを参照してください。

ODQ_TRACE
runmqdlq以外の送達不能キュー・ハンドラーを使用する場合は、サンプルのソース amqsdlqをベースと
して使用することができます。 このサンプルは、製品に用意されている送達不能キュー処理プログラムと
よく似ていますが、トレースとエラーの報告の動作が異なっています。 トレースを有効にするには、
ODQ_TRACE 環境変数を YES または yesに設定します。
詳しくは、 送達不能キュー・ハンドラー・サンプルを参照してください。

WCF_TRACE_ON
WCF カスタム・チャネルでは、2 つの異なるトレース方式が使用可能です。 これらの 2 つのトレース方式
は、独立して、または一緒に活動化されます。 それぞれの方式で独自のトレース・ファイルが生成される
ので、両方のトレース方式をアクティブ化すると、2 つのトレース出力ファイルが生成されます。 この 2
種類のトレース方式を有効/無効にする操作には、4 つの組み合わせがあります。 WCF トレースを使用可能
にするためのこれらの組み合わせだけでなく、 WCF_TRACE_ON 環境変数を使用して XMS .NET トレースを
使用可能にすることもできます。
詳しくは、 IBM MQの WCF カスタム・チャネルのトレースを参照してください。

WMQSOAP_HOME
WMQSOAP_HOME 環境変数は、 .NET SOAP over JMS サービス・ホスティング環境が正しくインストールさ
れ、 IBM MQで構成された後に、追加の構成ステップを実行する際に使用されます。 これは、ローカル・
キュー・マネージャーからアクセスできる場所です。
詳しくは、 WCF client to a .NET service hosted by IBM MQ sample および WCF client to an Axis Java
service hosted by IBM MQ sampleを参照してください。
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XMS_TRACE_ON、XMS_TRACE_FILE_PATH、XMS_TRACE_FORMAT、および
XMS_TRACE_SPECIFICATION
IBM MQ classes for XMS .NET Frameworkを使用している場合は、 XMS 環境変数だけでなく、アプリケー
ション構成ファイルからもトレースを構成できます。 IBM MQ classes for XMS .NET (.NET Standard およ
び .NET 6 ライブラリー)を使用している場合は、 XMS 環境変数からトレースを構成する必要があります。
一般に、トレースは IBM サポートの指導に従って使用します。
XMS .NET アプリケーションのトレースを有効にして構成するには、アプリケーションを実行する前に以下
の環境変数を設定します。
XMS_TRACE_ON

XMS_TRACE_ON 環境変数が設定されている場合、デフォルトですべてのトレースが有効になります。
XMS_TRACE_FILE_PATH

XMS_TRACE_FILE_PATH 環境変数は、トレース・レコードおよび FFDC レコードが書き込まれるディ
レクトリーの完全修飾パス名を指定します (これらのレコードを現行作業ディレクトリーから別の場所
に書き込む場合)。

XMS_TRACE_FORMAT
XMS_TRACE_FORMAT 環境変数は、必要なトレース・フォーマット ( BASIC または ADVANCEDのいずれ
か) を指定します。

XMS_TRACE_SPECIFICATION
XMS_TRACE_SPECIFICATION 環境変数は、 アプリケーション構成ファイルのトレース・セクション
で定義されたトレース設定をオーバーライドします。 XMS_TRACE_SPECIFICATION は IBM MQ
classes for XMS .NET Framework にのみ適用されます。

詳しくは、 XMS .NET アプリケーションのトレース および XMS 環境変数を使用した XMS .NET アプリケー
ションのトレースを参照してください。

Multiplatforms での .ini ファイルの IBM MQ 構成情報の変更
構成 (.ini) ファイル内の情報を編集することにより、 IBM MQ または個々のキュー・マネージャーの動作
を、ご使用のインストール済み環境のニーズに合わせて変更できます。 IBM MQ MQI clientsの構成オプシ
ョンを変更することもできます。

このタスクについて
IBM MQを管理する一連の構成属性 (またはパラメーター) に指定されている値を変更することにより、ノ
ードまたはキュー・マネージャーのレベルで IBM MQ 構成情報を変更できます。
構成ファイル(またはスタンザ・ファイル)には、一つ以上のスタンザが含まれています。これらのスタンザ
は、.iniファイル内の行のグループです。これらの行のグループは、共通の機能を持つか、ログ機能、チ
ャネル機能、およびインストール可能サービスなどのシステムの一部を定義します。 IBM MQ 構成属性は、
以下の構成ファイル内で変更できます。
IBM MQ 構成ファイル、 mqs.ini

mqs.ini ファイルは、ノード全体に影響を与えます。 mqs.ini ファイルは、IBM MQ のインストール
済み環境ごとに 1 つあります。
IBM MQ 構成ファイルは、キュー・マネージャーに関連したデータを見つけるために使用されるので、
構成ファイルが存在しなかったり、正しくなかったりすると、一部または全部の MQSC コマンドが失敗
します。 また、アプリケーションは、IBM MQ 構成ファイルに定義されていないキュー・マネージャー
には接続できません。

インストール構成ファイル、mqinst.ini
 AIX and Linux システムの場合、インストール構成ファイル mqinst.ini

には、すべての IBM MQ インストールに関する情報が含まれています。 mqinst.ini ファイルの形式
は固定されておらず、変更される可能性があるため、このファイルは編集したり、直接参照したりしな
いでください。 代わりに、コマンドを使用して編集する必要があります。
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キュー・マネージャー構成ファイル、 qm.ini
qm.ini ファイルは、特定のキュー・マネージャーの変更に影響します。 ノード上のキュー・マネージ
ャーごとに一つの qm.iniファイルがあります。

IBM MQ MQI client 構成ファイル、 mqclient.ini
IBM MQ MQI clients の構成オプションは、クライアント構成ファイル (通常は mqclient.iniという
名前) に別個に保持されます。

アクティビティー・トレース構成ファイル mqat.ini
mqat.ini ファイルは、アクティビティー・トレースの動作を構成するために使用されます。

構成ファイルを編集する必要があるのは、次のような場合です。
• 構成ファイルが失われる場合。 (可能であれば、バックアップからリカバリーしてください。)
• 1 以上のキュー・マネージャーを新しいディレクトリーに移す必要がある場合。
• デフォルトのキュー・マネージャーを変更する必要があります。 これは、既存のキュー・マネージャー
を誤って削除した場合に発生する可能性があります。

• IBM サポートからこれを行うようお勧めします。
重要 : 通常、構成ファイルに対して行った変更は、キュー・マネージャーが次に開始されるまで有効になり
ません。
構成ファイルの編集に関する注意点 :

• 構成ファイルの属性の値は、以下の優先順位に従って設定されます。
– コマンド行に入力されたパラメーターは、構成ファイルに定義されている値よりも優先されます。
– qm.ini ファイルに定義されている値は、 mqs.ini ファイルに定義されている値よりも優先されま
す。

• インストール後に、 IBM MQ 構成ファイル内のデフォルト値を編集できます。
• キュー・マネージャーをバックアップする場合は、その構成ファイル (qm.ini) と中央の IBM MQ 構成フ
ァイル (mqs.ini) の両方を必ず含めてください。

• 構成ファイル属性に誤った値を設定すると、属性全体が欠落しているのと同じ結果になります。 値は無
視され、問題を示すオペレーター・メッセージが出されます。

• IBM iでは、 .ini ファイルは IFS に常駐するストリーム・ファイルです。
• mqat.ini ファイルのフォーマットには、いくつかの構文規則があります。 詳しくは、「アプリケーショ
ン・アクティビティー・トレース」 「 mqat.iniを使用したアクティビティー・トレース動作の構成」
を参照してください。

手順
1.構成ファイルを編集する前に、構成ファイルをバックアップして、必要に応じて元に戻すことができる
コピーを用意します。

2.以下のいずれかの方法で .ini 構成ファイルを編集します。
• 標準のテキスト・エディターを使用して手動で行う。 コメントは、コメント・テキストの前に";"また
は"#"文字を追加することによって、構成ファイルに組み込むことができます。 コメントを表示しな
い ";" または "#" 文字を使用する場合は、文字の前に "¥" 文字を付けることができます。 この文字は、
構成データの一部として使用されます。

• ノード上のキュー・マネージャーの構成を変更するコマンドを使用して、自動的に。 詳しくは、 コマ
ンド・リファレンスを参照してください。

例えば、 Windows specific コマンド amqmdain は、 qm.ini プロパティーのサブセッ
トを自動的に更新します。 詳しくは、amqmdain を参照してください。

• Linux (x86 および x86-64) および Windowsでは、 IBM MQ Explorerを使
用して qm.ini プロパティーのサブセットを更新できます。 詳しくは、MQ エクスプローラーを使用
した IBM MQ の構成 を参照してください。
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注 : インストール可能サービスとそのコンポーネントの変更には重大な影響があるため、 IBM MQ
Explorerではインストール可能サービスは読み取り専用です。 そのため、 qm.ini ファイルを編集し
て、インストール可能サービスに変更を加える必要があります。 詳しくは、149 ページの『qm.ini フ
ァイルの Service スタンザ』を参照してください。

関連タスク
IBM MQ の管理

IBM MQ 構成ファイル mqs.ini
IBM MQ構成ファイル mqs.iniには、ノード上のすべてのキュー・マネージャーに関連する情報が含まれ
ています。 これは、インストール時に自動的に作成されます。
注 : mqs.ini ファイルを編集する方法とタイミング、およびファイルに加えた変更が有効になるタイミン
グについて詳しくは、 92 ページの『Multiplatforms での .ini ファイルの IBM MQ 構成情報の変更』を参照
してください。

ディレクトリーの場所
AIX and Linuxでは、データ・ディレクトリーとログ・ディレクトリーはそれぞ

れ、/var/mqmと/var/mqm/logです。
Windowsシステムでは、データ・ディレクトリー mqs.iniのロケーションとログ・ディレ

クトリーのロケーションがレジストリーに保管されます。これは、そのロケーションが変わる可能性があ
るためです。 Windowsに mqinst.iniファイルがないため、AIX and Linuxシステム上に mqinst.ini
含まれているインストール設定情報もレジストリにあります（165 ページの『インストール構成ファイル、
mqinst.ini』を参照）。

Windows システムの mqs.ini ファイルは、 HKLM\SOFTWARE\IBM\IBM MQ キーで指定さ
れた WorkPath によって指定されます。 このファイルの内容は、次のとおりです。
• キュー・マネージャーの名前
• デフォルト・キュー・マネージャーの名前
• 各キュー・マネージャーに関連したファイルの位置

IBM iでは、 mqs.ini ファイルは /QIBM/UserData/mqmに保管されます。 ファイルには以
下が含まれます。
• キュー・マネージャーの名前。
• デフォルト・キュー・マネージャーの名前。
• 各キュー・マネージャーに関連したファイルの位置。
• API 出口を識別する情報 (詳細については、API 出口の構成を参照)。
特に、mqs.ini 構成ファイルは、各キュー・マネージャーに関連したデータを見つけるために使用されま
す。

AIX and Linux 用の mqs.ini ファイルの例

#***********************************************************************#
#* Module Name: mqs.ini                                                *#
#* Type       : IBM MQ Machine-wide Configuration File                 *#
#* Function   : Define IBM MQ resources for an entire machine          *#
#***********************************************************************#
#* Notes      :                                                        *#
#* 1) This is the installation time default configuration              *#
#*                                                                     *#
#***********************************************************************#
AllQueueManagers:
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#***********************************************************************#
#* The path to the qmgrs directory, below which queue manager data     *#
#* is stored                                                           *#
#***********************************************************************#
DefaultPrefix=/var/mqm

LogDefaults:
   LogPrimaryFiles=3
   LogSecondaryFiles=2
   LogFilePages=4096
   LogType=CIRCULAR
   LogBufferPages=0
   LogDefaultPath=/var/mqm/log

QueueManager:
   Name=saturn.queue.manager
   Prefix=/var/mqm
   Directory=saturn!queue!manager
   InstallationName=Installation1

QueueManager:
   Name=pluto.queue.manager
   Prefix=/var/mqm
   Directory=pluto!queue!manager
   InstallationName=Installation2

DefaultQueueManager:
   Name=saturn.queue.manager

ApiExitTemplate:
   Name=OurPayrollQueueAuditor
   Sequence=2
   Function=EntryPoint
   Module=/usr/ABC/auditor
   Data=123

ApiExitCommon:
   Name=MQPoliceman
   Sequence=1
   Function=EntryPoint
   Module=/usr/MQPolice/tmqp
   Data=CheckEverything

Windows 用の mqs.ini ファイルの例

#***********************************************************************#
#* Module Name: mqs.ini                                                *#
#* Type       : IBM MQ Machine-wide Configuration File                 *#
#* Function   : Define IBM MQ resources for an entire machine          *#
#***********************************************************************#
#* Notes      :                                                        *#
#* 1) This is the installation time default configuration              *#
#*                                                                     *#
#***********************************************************************#
AllQueueManagers:
#***********************************************************************#
#* The path to the qmgrs directory, below which queue manager data     *#
#* is stored                                                           *#
#***********************************************************************#
DefaultPrefix=C:\ProgramData\IBM\MQ

LogDefaults:
   LogPrimaryFiles=3
   LogSecondaryFiles=2
   LogFilePages=4096
   LogType=CIRCULAR
   LogBufferPages=0
   LogDefaultPath=C:\ProgramData\IBM\MQ\log

QueueManager:
   Name=saturn.queue.manager
   Prefix=C:\ProgramData\IBM\MQ
   Directory=saturn!queue!manager
   InstallationName=Installation1

QueueManager:
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   Name=pluto.queue.manager
   Prefix=C:\ProgramData\IBM\MQ
   Directory=pluto!queue!manager
   InstallationName=Installation2

DefaultQueueManager:
   Name=saturn.queue.manager

ApiExitTemplate:
   Name=OurPayrollQueueAuditor
   Sequence=2
   Function=EntryPoint
   Module=C:\usr\ABC\auditor
   Data=123

ApiExitCommon:
   Name=MQPoliceman
   Sequence=1
   Function=EntryPoint
   Module=C:\usr\MQPolice\tmpq
   Data=CheckEverything

IBM i 用の mqs.ini ファイルの例

#***********************************************************************#
#* Module Name: mqs.ini                                                *#
#* Type       : IBM MQ Configuration File                              *#
#* Function   : Define IBM MQ resources for the node                   *#
#*                                                                     *#
#***********************************************************************#
#* Notes      :                                                        *#
#* 1) This is an example IBM MQ configuration file                     *#
#*                                                                     *#
#***********************************************************************#
AllQueueManagers:
#***********************************************************************#
#* The path to the qmgrs directory, within which queue manager data    *#
#* is stored                                                           *#
#***********************************************************************#
DefaultPrefix=/QIBM/UserData/mqm

QueueManager:
Name=saturn.queue.manager
Prefix=/QIBM/UserData/mqm
Library=QMSATURN.Q
Directory=saturn!queue!manager

QueueManager:
Name=pluto.queue.manager
Prefix=/QIBM/UserData/mqm
Library=QMPLUTO.QU
Directory=pluto!queue!manager

DefaultQueueManager:
Name=saturn.queue.manager

注 :

1.ノード上の IBM MQ は、キュー・マネージャー用とジャーナル用にデフォルト・ロケーションを使用し
ます。

2.キュー・マネージャー saturn.queue.manager は、ノードでのデフォルト・キュー・マネージャーです。
このキュー・マネージャーに関連したファイルのディレクトリーは、ファイル・システムで有効なファ
イル名に自動的に変換されています。

3. IBM MQ 構成ファイルは、キュー・マネージャーに関連するデータを見つけるために使用されるので、
構成ファイルが存在しなかったり、正しくなかったりすると、一部または全部の IBM MQ コマンドが失
敗します。 また、アプリケーションは、IBM MQ 構成ファイルに定義されていないキュー・マネージャ
ーには接続できません。
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mqs.ini スタンザ
重要 : このトピックは、 mqs.ini ファイル内のスタンザに関する詳細情報にリンクしています。
各スタンザには、そのスタンザ内のパラメーターに関する情報が含まれています。

mqs.ini ファイルのスタンザと属性の要約
IBM MQ構成ファイル mqs.iniのスタンザの属性の要約で、より多くの情報へのリンクがあります。
表 10. mqs.ini ファイルのスタンザ
スタンザと属性 属性の説明
AllQueueManagers スタンザ
DefaultPrefix qmgrsディレクトリーへのパスはキュー・マネージャーの

データが保持されます。
DefaultEphemeral接頭部 キュー・マネージャーの一時データが保管されているディ

レクトリーへのパス。
ConvEBCDICNewline IBM MQ が EBCDIC の NL 文字を ASCII 形式に変換する方

法
ApiExitCommon スタンザと ApiExitTemplate スタンザ
名前 MQAXP 構造体の ExitInfoName フィールドで、API 出口に

渡される API 出口の記述名。
機能 API 出口コードを含むモジュールへの関数エントリー・ポ

イントの名前。
モジュール API 出口コードを含むモジュール。
データ MQAXP 構造体の ExitData フィールドで API 出口に渡され

るデータ。
Sequence その他の API 出口に関してこの API 出口が呼び出される

順序。
DefaultQueueManager スタンザ
名前 キュー・マネージャー名が明示的に指定されていないコマ

ンドを処理するキュー・マネージャーの名前。
ExitProperties スタンザ
CLWLMode クラスター・ワークロード (CLWL) 出口を FAST モードと

SAFE モードのどちらで実行するか。
LogDefaults スタンザ
LogPrimaryFiles キュー・マネージャーの作成時に割り振られるログ・ファ

イル。
LogSecondaryFiles 1 次ファイルが足りなくなったときに割り振られるログ・

ファイル。
LogFilePages ログ・ファイルのページ数。 (ログ・ファイル・サイズは、

4 KB ページ単位で指定します。)
LogType キュー・マネージャーで使用するロギングのタイプ (循環ま

たはリニア)。
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表 10. mqs.ini ファイルのスタンザ (続き)

スタンザと属性 属性の説明
LogBufferPages 書き込み用としてバッファー・レコードに割り振るメモリ

ーの量。バッファーのサイズは 4 KB ページ単位で指定し
ます。

LogDefaultPath キュー・マネージャーのログ・ファイルが置かれるディレ
クトリー。

LogWriteIntegrity 高信頼ログ・レコードを書き込むためにロガーが使用する
方式。

QueueManager スタンザ
名前 キュー・マネージャーの名前。
PREFIX キュー・マネージャーのファイルが保管される場所。
Directory キュー・マネージャー・ファイルが保管されている

prefix\QMGRSディレクトリーの下にあるサブディレク
トリーの名前。

DataPath キュー・マネージャーの作成時に指定された明示的なデー
タ・パス。 このパスは、キュー・マネージャー・データの
パスとして設定された Prefix と Directory をオーバーライ
ドします。

InstallationName このキュー・マネージャーに関連付けられている IBM MQ
インストールの名前。

EphemeralPrefix キュー・マネージャーの一時的データが保管される場所。

mqs.ini ファイルの AllQueueManagers スタンザ
AllQueueManagers スタンザは、キュー・マネージャーに関連付けられたファイルが保管される qmgrs デ
ィレクトリーへのパス、実行可能ライブラリーへのパス、および EBCDIC 形式のデータを ASCII 形式に変
換する方法を指定できます。
mqs.ini ファイル内の AllQueueManagers スタンザを使用して、すべてのキュー・マネージャーに関する
情報を指定します。

あるいは、 Linux (x86 および x86-64) および Windowsでは、 IBM MQ Explorer
General および Extended IBM MQ のプロパティー・ページを使用します。
DefaultPrefix=directory_name
この属性は、キュー・マネージャーのデータが保持される qmgrsディレクトリーへのパスを指定しま
す。
キュー・マネージャーのデフォルト・プレフィックスを変更した場合、インストール時に作成されたデ
ィレクトリー構造を複製してください。 特に、qmgrs 構造を作成する必要があります。 デフォルト接
頭部を変更する前に IBM MQ を停止してください。IBM MQ の再始動は、構造を新しい位置に移し、デ
フォルト接頭部を変更した後に行ってください。
注 : AIX and Linux システムの場合は /var/mqm/errors ディレクトリー、 Windows シ
ステムの場合は \errors ディレクトリーを削除しないでください。
デフォルトの接頭部を変更する代わりに、環境変数 MQSPREFIX を使用して、 crtmqm コマンドの
DefaultPrefix をオーバーライドすることができます。
オペレーティング・システムの制約があるため、指定するパスをできるだけ短くして、パス長とすべて
のキュー・マネージャー名の長さの合計が最大 70 文字になるようにしてください。
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DefaultEphemeralPrefix= directory_name
この属性には、キュー・マネージャーの一時データ (IPC ソケットなど) を保持し、キュー・マネージャ
ーの作成時にキュー・マネージャーの EphemeralPrefix を設定するときにのみ使用される、ディレ
クトリーのパスを指定します。 また、デフォルト値を変更する場合は、ディレクトリーを自分で作成
する必要があります。 IBM MQ グループがそのディレクトリーに書き込むためのアクセス許可を持つ
一時データ・ディレクトリーを作成する必要があります。
mqs.ini ファイルを変更する代わりに、環境変数 MQ_EPHEMERAL_PREFIX を使用して、 crtmqm コ
マンドの DefaultEphemeralPrefix をオーバーライドすることもできます。
オペレーティング・システムの制約事項のため、デフォルトの一時接頭部は以下のように制限されま
す。
• 12 文字 (AIX and Linux プラットフォーム)。
• 24 文字 (IBM i)。

DefaultEphemeralPrefix は IBM MQ Appliance ではサポートされていません。
ConvEBCDICNewline=NL_TO_LF|TABLE|ISO

EBCDIC コード・ページには、ASCII コード・ページではサポートされない改行 (NL) 文字が含まれてい
ます (ただし、ISO 仕様の ASCII には、この改行文字と同等の文字が含まれているものもいくつかあり
ます)。 ConvEBCDICNewline 属性を使用して、IBM MQ が EBCDIC の NL 文字を ASCII フォーマット
に変換する方法を指定します。

IBM MQ for IBM i では CCSID 1253 は ISO CCSID と見なされ、NL_TO_LF は ISO と ASCII
の両方の変換に影響を及ぼします。

ConvEBCDICNewline 属性は、z/OS では使用できません。 z/OS での動作は、
ConvEBCDICNewline=TABLE と同等です。 他のプラットフォームでのデフォルトは異なる場合があ
るので注意してください。
NL_TO_LF

EBCDIC から ASCII へのすべての変換について、EBCDIC NL 文字 (X'15') を ASCII 改行 (LF) 文字
(X'0A') に変換します。
NL_TO_LF はデフォルトです。

TABLE
EBCDIC から ASCII への 変換に使用している変換テーブルに従って、EBCDIC の NL 文字を変換し
ます。
このタイプの変換の結果は、プラットフォームと言語によって 異なる場合があります。同じプラッ
トフォーム上でも、使用する CCSID が異なれば動作が違ってくる場合があります。

ISO
次のものを変換します。
• ISO CCSID (TABLE メソッドを使用)
• その他のすべての CCSID (NL_TO_CF メソッドを使用)

使用できる ISO CCSID は、99 ページの表 11 に示されています。
表 11. 使用できる ISO CCSID のリスト
CCSID コード・セット
819 ISO8859-1

912 ISO8859-2

915 ISO8859-5

1089 ISO8859-6
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表 11. 使用できる ISO CCSID のリスト (続き)

CCSID コード・セット
813 ISO8859-7

916 ISO8859-8

920 ISO8859-9

1051 roman8

ASCII CCSID が ISO サブセットの 1 つではない場合は、デフォルトにより、ConvEBCDICNewline
は NL_TO_LF に設定されます。

IBM MQ 9.1.0 Fix Pack 2 および IBM MQ 9.1.2以降では、 ConvEBCDICNewline スタンザ属性の代わ
りに AMQ_CONVEBCDICNEWLINE 環境変数 を使用できます。例えば、 mqs.ini ファイルを使用できな
い状況で、クライアント・サイドで ConvEBCDICNewline 機能を提供することができます。 この環境
変数では、ConvEBCDICNewline 属性と同じ値 (NL_TO_LF、TABLE、ISO) を設定できます。 スタン
ザ属性と環境変数の両方が設定されている場合は、スタンザ属性の方が優先されます。

mqs.ini ファイルの ApiExitCommon スタンザおよび
ApiExitTemplate スタンザ
ApiExitテンプレートおよび ApiExit共通スタンザは、すべてのキュー・マネージャーの API 出口ルーチン
を識別します。
mqs.ini ファイル内の ApiExitテンプレートおよび ApiExit共通スタンザを使用して、すべてのキュー・マ
ネージャーの API 出口ルーチンを識別します。 (個々のキュー・マネージャーの API 出口ルーチンを識別す
るには、 118 ページの『qm.ini ファイルの ApiExitLocal スタンザ』で説明されているように、 ApiExitロ
ーカル・スタンザを使用します。)

あるいは、 Linux (x86 および x86-64) および Windowsでは、 IBM MQ Explorer
Exits IBM MQ のプロパティー・ページを使用します。

Windowsでは、 amqmdain コマンドを使用して、API 出口の項目を変更することもできま
す。
これらの属性の使用方法について詳しくは、API 出口の構成を参照してください。
Name=ApiExit_name

MQAXP 構造体の ExitInfoName フィールドで、API 出口に渡される API 出口の記述名。
この名前は一意で、48 文字以内であり、さらに IBM MQ オブジェクト名 (例えばキュー名) に有効な文
字のみを含む必要があります。

Function=function_name
API 出口コードを含むモジュールへの関数エントリー・ポイントの名前。 このエントリー・ポイントは
MQ_INIT_EXIT 関数です。
このフィールドの長さは MQ_EXIT_NAME_LENGTH に限定されます。

Module=module_name
API 出口コードを含むモジュール。
このフィールドにモジュールの絶対パス名が入っている場合、それがそのまま使用されます。 このフ
ィールドにモジュール名のみが入っている場合、モジュールは、 qm.ini ファイルの ExitPath スタ
ンザ内の ExitsDefaultPath 属性を使用して配置されます。
異なるスレッド化ライブラリーをサポートするプラットフォームで、API 出口モジュールの非スレッド
化バージョンとスレッド化バージョンの両方を提供する必要があります。 スレッド化バージョンは、
接尾部 _r を持っている必要があります。 IBM MQ アプリケーション・スタブのスレッド化バージョン
は、指定のモジュールがロードされる前にその名前に _r を暗黙的に追加します。
このフィールドの長さは、プラットフォームがサポートする最大パス長に限定されます。
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Data=data_name
MQAXP 構造体の ExitData フィールドで API 出口に渡されるデータ。
この属性を指定すると、先行および末尾のブランクが除去されて残りのストリングは 32 文字に切り捨
てられ、その結果が出口に渡されます。 この属性を省略すると、デフォルト値の 32 文字のブランクが
出口に渡されます。
このフィールドの最大長は、32 文字です。

Sequence=sequence_number
その他の API 出口に関してこの API 出口が呼び出される順序。 小さなシーケンス番号の出口は、より
大きなシーケンス番号の出口よりも先に呼び出されます。 出口のシーケンス番号は連続である必要は
ありません。 つまり、1、2、3 の順序は、7、42、1096 の順序と同じ結果となります。 2 つの出口の
シーケンス番号が同じ場合は、キュー・マネージャーが最初に呼び出す出口を決定します。 MQAXP の
ExitChainAreaPtr で示される ExitChainArea に時刻またはマーカーを設定するかまたは独自のログ・フ
ァイルを作成して、イベントの後に呼び出された出口を判別できます。
この属性は、符号なし数値です。

mqs.ini ファイルの DefaultQueueManager スタンザ
DefaultQueueマネージャー・スタンザは、ノードのデフォルト・キュー・マネージャーを指定します。
mqs.ini ファイルの DefaultQueueマネージャー・スタンザを使用して、デフォルト・キュー・マネージ
ャーを指定します。

あるいは、 Linux (x86 および x86-64) および Windowsでは、 IBM MQ Explorer
General IBM MQ のプロパティー・ページを使用します。
Name=default_queue_manager
デフォルト・キュー・マネージャーは、キュー・マネージャー名が明示的に指定されていないすべての
コマンドを処理します。 DefaultQueueManager 属性は、新規のデフォルト・キュー・マネージャー
を作成すると、自動的に更新されます。 誤って新規のデフォルト・キュー・マネージャー作成した場
合、それを元のプログラムに戻すときは、DefaultQueueManager 属性を手動で変更してください。

mqs.ini ファイルの ExitProperties スタンザ
ExitProperties スタンザは、キュー・マネージャー出口プログラムによって使用される構成オプションを指
定します。
mqs.ini ファイルの ExitProperties スタンザを使用して、キュー・マネージャー出口プログラムによって
使用される構成オプションを指定します。

あるいは、 Linux (x86 および x86-64) および Windowsでは、 IBM MQ Explorer
Extended IBM MQ のプロパティー・ページを使用します。
CLWLMode = SAFE (デフォルト) | 高速
クラスター・ワークロード (CLWL) 出口を使用すると、MQI 呼び出し (例えば、 MQOPEN、 MQPUT) への
応答として、クラスター内のどのクラスター・キューを開くかを指定できます。 CLWL 出口は、
CLWLMode 属性に指定した値に応じて、FAST モードまたは SAFE モードのいずれかで実行されます。
CLWLMode 属性を省略すると、クラスター・ワークロード出口は SAFE モードで実行されます。
SAFE

CLWL 出口をキュー・マネージャーから独立したプロセスで実行します。 これはデフォルトです。
SAFE モードでの実行中にユーザー作成の CLWL に問題が起きた場合は、次のような結果が生じま
す。
• CLWL サーバー・プロセス (amqzlwa0) は失敗します。
• キュー・マネージャーは CLWL サーバー・プロセスを再始動します。
• エラーがエラー・ログに記録されます。 進行中の MQI 呼び出しがある場合は、戻りコードが戻さ
れます。
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キュー・マネージャーの保全性は維持されます。
注 : CLWL 出口を別のプロセスで実行すると、パフォーマンスに影響を与える可能性があります。

FAST
クラスター出口は、キュー・マネージャー・プロセスでインラインで実行します。
このオプションを指定すると、SAFE モードで実行した場合のプロセスの切り替えコストを回避で
きるのでパフォーマンスは向上しますが、代わりにキュー・マネージャーの保全性が保証されない
ことになります。 CLWL 出口を FAST モードで実行する必要があるのは、CLWL 出口に問題がなく、
特にパフォーマンスについて懸念があると確信している場合のみです。
CLWL 出口を FAST モードで実行しているときに問題が発生すると、キュー・マネージャーは失敗
し、キュー・マネージャーの保全性が損なわれる恐れがあります。

mqs.ini ファイルの LogDefaults スタンザ
LogDefaults スタンザは、すべてのキュー・マネージャーのログ・デフォルトに関する情報を指定します。
mqs.ini ファイルの LogDefaults スタンザを使用して、すべてのキュー・マネージャーのログ・デフォル
トに関する情報を指定します。

あるいは、 Linux (x86 および x86-64) および Windowsでは、 IBM MQ Explorer
Default log settings IBM MQ のプロパティー・ページを使用します。
デフォルト以外の値が必要な場合は、 LogDefaults スタンザにその値を明示的に指定する必要があります。
LogDefaults スタンザが存在しない場合、 IBM MQ デフォルトが使用されます。 ログ属性は、ユーザーが
キュー・マネージャーを作成するときにデフォルト値として使用されますが、crtmqm コマンドにログ属性
を指定することにより、指定変更することができます。 このコマンドについて詳しくは、「 crtmqm」を参
照してください。
キュー・マネージャーが作成された後は、そのキュー・マネージャーのログ属性は、140 ページの『qm.ini
ファイルの Log スタンザ』に説明されている設定値から取られます。
注 : 新規 IBM MQ インストール用に提供された LogDefaults スタンザには、属性の明示的な値は含まれませ
ん。 属性が欠けている場合は、新規キュー・マネージャーの作成時にこの値のデフォルトが使用されます。
LogDefaults スタンザのデフォルト値は、 94 ページの『AIX and Linux 用の mqs.ini ファイルの例』 および
95 ページの『Windows 用の mqs.ini ファイルの例』に示されています。 LogBufferPages 属性に値 0 を
指定した場合は、512 を意味します。
98 ページの『mqs.ini ファイルの AllQueueManagers スタンザ』に指定されているデフォルトの接頭部、
および 140 ページの『qm.ini ファイルの Log スタンザ』に指定されている特定のキュー・マネージャーの
ログ・パスにより、キュー・マネージャーとそのログを異なる物理ドライブに置くことができます。 デフ
ォルトではこの 2 つは同じドライブに入りますが、別々のドライブを使用することをお勧めします。
ログ・サイズの計算方法については、670 ページの『ログのサイズの計算』を参照してください。
注 : 次のパラメーター・リストに示す制限は、IBM MQ により設定される制限です。 オペレーティング・シ
ステムの制限により、最大可能ログ・サイズがさらに減少することもあります。
LogPrimaryFiles = 3 (デフォルト) |2-254 (Windows) |2-510 (AIX and Linux)
キュー・マネージャーの作成時に割り振られるログ・ファイル。
1 次ログ・ファイルの最小数は 2 であり、最大数は Windows では 254、AIX and Linux では 510 です。
デフォルトは 3 です。
1 次ログ・ファイルと 2 次ログ・ファイルの合計数は 3 以上にする必要があり、かつ Windows では 255
以下、AIX and Linux では 511 以下にする必要があります。
この値は、キュー・マネージャーの作成時または開始時に調べられます。 キュー・マネージャーが作
成された後に、この値を変更することができます。 ただし、この変更された値は、キュー・マネージ
ャーが再始動されるまで有効にならないので、効果はただちに現れません。

LogSecondaryFiles = 2 (デフォルト) |1-253 (Windows) |1-509 (AIX and Linux)
1 次ファイルが足りなくなったときに割り振られるログ・ファイル。
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2 次ログ・ファイルの最小数は 1 であり、最大数は Windows では 253、AIX and Linux では 509 です。
デフォルトの数は 2 です。
1 次ログ・ファイルと 2 次ログ・ファイルの合計数は 3 以上にする必要があり、かつ Windows では 255
以下、AIX and Linux では 511 以下にする必要があります。
この値は、キュー・マネージャーの始動時に検査されます。 この値は変更することができます。ただ
し、変更された値は、キュー・マネージャーが再始動されるまでは有効にはなりません。有効になった
場合でも効果がただちに現れるとは限りません。

LogFilePages=number
ログ・データは、ログ・ファイルと呼ばれる一連のファイルに保持されます。 ログ・ファイル・サイ
ズは、4 KB ページ単位で指定します。
ログ・ファイルのデフォルトのページ数は 4096 です。 これは、16 MB のログ・ファイル・サイズと
同じです。
AIX and Linux では、ログ・ファイルの最小ページ数は 64 です。 Windows では、ログ・ファイルの最
小ページ数は 32 です。最大ページ数はどちらも 65 535 です。
注 : キュー・マネージャーの作成時に指定したログ・ファイルのサイズを、個々のキュー・マネージャ
ーについて変更することはできません。

LogType = 循環 (デフォルト) | LINEAR
使用するログのタイプ。 デフォルトは 循環です。
CIRCULAR
システムの停止時に進行中だったトランザクションをロールバックするログを使用して、再始動リ
カバリーを開始します。
循環ロギングの詳細については、664 ページの『ログのタイプ』を参照してください。

LINEAR
再始動リカバリーと、メディアまたは順方向リカバリー (ログの内容を再生することにより、消失
または損傷したデータを作成する) の両方を可能にします。
リニア・ロギングの詳細については、664 ページの『ログのタイプ』を参照してください。

デフォルトを変更する場合は、LogType 属性を編集するか、crtmqm コマンドでリニア・ロギングを
指定します。
キュー・マネージャーの作成後にロギング方式を変更できます。 詳しくは、migmqlog を参照してくだ
さい。

LogBufferPages=0 (デフォルト) |0 から 4096
書き込み用としてバッファー・レコードに割り振るメモリーの量。バッファーのサイズは 4 KB ページ
単位で指定します。
バッファーの最小ページ数は 18 であり、最大ページ数は 4096 です。 バッファーが大きいとスループ
ットが高くなりますが、これは特に大きなメッセージに適用されます。
0 (デフォルト) を指定すると、キュー・マネージャーは 512 (2048 KB) のサイズを選択します。
1 から 17 の範囲の数を指定すると、キュー・マネージャーはデフォルトで 18 (72 KB) になります。 18
から 4096 の範囲の数を指定すると、キュー・マネージャーは指定された数を使用して割り振るメモリ
ーを設定します。

LogDefaultPath=directory_name
キュー・マネージャーのログ・ファイルが置かれるディレクトリー。 ディレクトリーは、キュー・マ
ネージャーが書き込みを行える ローカル装置に置くか、できればメッセージ・キューとは異なるドラ
イブに置きます。 異なるドライブを指定すると、システム障害時の保護機能が加わります。
デフォルトは次のとおりです。
• DefaultPrefix\log for IBM MQ for Windows 。ここで、 DefaultPrefix は、 All
Queue Managers IBM MQ プロパティー・ページの DefaultPrefix 属性で指定された値です。 こ
の値は、インストール時に設定されます。
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• AIX and Linux システムの場合 /var/mqm/log

あるいは、 -ld フラグを使用して、 crtmqm コマンドでディレクトリーの名前を指定することもでき
ます。 キュー・マネージャーが作成されると、キュー・マネージャー・ディレクトリーの下にもう 1
つディレクトリーが作成され、ログ・ファイルの保存に使用されます。 このディレクトリーの名前は
キュー・マネージャー名に基づいて付けられます。 これによってログ・ファイル・パスが確実に固有
になり、ディレクトリー名の長さに関する制限にも抵触しないことになります。
crtmqm コマンドで -ld を指定しない場合、 mqs.ini ファイル内の LogDefaultPath 属性の値が使
用されます。
複数のキュー・マネージャーで別々のログ・ディレクトリーが使用されるように、キュー・マネージャ
ー名がディレクトリー名に付加されます。
キュー・マネージャーが作成されると、 構成情報内のログ属性の中に LogPath 値が作成されて、キュ
ー・マネージャーのログに完全ディレクトリー名が与えられます。 この値は、キュー・マネージャー
の開始時または削除時に、ログを見つけるために使用されます。

LogWriteIntegrity =SingleWrite|DoubleWrite|TripleWrite (デフォルト)
高信頼ログ・レコードを書き込むためにロガーが使用する方式。
TripleWrite (デフォルト)

なお、DoubleWrite を選択可能ですが、そのようにした場合、システムでは TripleWrite と解
釈されます。

SingleWrite
SingleWrite は、IBM MQ リカバリー・ログをホスティングしているファイル・システムおよび
デバイスが、最小単位 4KB の書き込みを明示的に保証している場合にのみ使用してください。
すなわち、何らかの原因で 4KB ページの書き込みが失敗した場合、変更前イメージまたは変更後イ
メージの 2 つの状態しかありません。 中間の状態は考えられません。
注 : 持続するワークロードにおける並行性が十分であるなら、デフォルト値 TripleWrite 以外の
値に設定することで得られる利点はほとんどありません。
詳細については、143 ページの『LogWriteIntegrity-using SingleWrite または TripleWrite』を参照し
てください。

mqs.ini ファイルの QueueManager スタンザ
QueueManager スタンザは、キュー・マネージャー・ディレクトリーの場所を指定します。
キュー・マネージャーごとに 1 つの QueueManager スタンザがあります。 このスタンザの属性は、キュ
ー・マネージャー名と、そのキュー・マネージャーに関連付けられたファイルを含むディレクトリーの名
前を指定します。 ディレクトリーの名前はキュー・マネージャー名に基づいていますが、キュー・マネー
ジャー名が有効なファイル名でない場合は、変換されます。 名前変換について詳しくは、 IBM MQ ファイ
ル名についての理解を参照してください。
Name=queue_manager_name
キュー・マネージャーの名前。

Prefix=prefix
キュー・マネージャーのファイルが保管される場所。 デフォルトでは、この値は、 mqs.ini ファイル
内の All Queue Managers スタンザの DefaultPrefix 属性で指定された値と同じです。

Directory=name
キュー・マネージャー・ファイルが保管されている prefix\QMGRSディレクトリーの下にあるサブデ
ィレクトリーの名前。 この名前はキュー・マネージャー名に基づいていますが、重複する名前がある
場合、またはキュー・マネージャー名が無効なファイル名の場合は、変換される場合があります。

DataPath=path
キュー・マネージャーの作成時に指定された明示的なデータ・パス。これは、キュー・マネージャー・
データへのパスとして Prefix および Directory をオーバーライドします。
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InstallationName=name
このキュー・マネージャーに関連付けられている IBM MQ インストールの名前。 このキュー・マネー
ジャーと対話するときには、このインストールからコマンドを使用する必要があります。

Library=name
このキュー・マネージャーに関連する IBM i オブジェクト (例えばジャーナルやジャーナル・レシーバ
ー) を保管するライブラリーの名前。 この名前はキュー・マネージャー名に基づくものですが、重複す
る名前がある場合、またはキュー・マネージャー名が無効なライブラリー名の場合は、変換される場合
があります。

EphemeralPrefix= name
キュー・マネージャーの一時的データが保管される場所。
デフォルトでは、この値は存在しません。つまり、データは接頭部の場所の下に保管されます。
この値は、キュー・マネージャーの作成時に、 MQ_EPHEMERAL_PREFIX 環境変数の値、または mqs.ini
ファイル内の AllQueueManagers スタンザの DefaultEphemeralPrefix 属性から設定されます。

オペレーティング・システムの制約事項のため、デフォルトの一時接頭部は IBM i では 24
文字に制限されます。

関連タスク
476 ページの『キュー・マネージャーとインストールの関連付け』
キュー・マネージャーを作成すると、そのキュー・マネージャーは、crtmqm コマンドを実行したインスト
ールに自動的に関連付けられます。 AIX, Linux, and Windows では、setmqm コマンドを使用して、キュー・
マネージャーに関連付けられているインストールを変更できます。

Advanced Configuration and Power Interface (ACPI)
Windows は、Advanced Configuration and Power Interface (ACPI) 規格をサポートしています。 この規格
により、ACPI 対応のハードウェアを使用する Windows ユーザーは、システムがサスペンド・モードに入
るときと、サスペンド・モードからレジュームするときに、チャネルを停止および再始動することができ
ます。
IBM MQ Explorer の ACPI IBM MQ プロパティー・ページを使用して、システムが中断要求を受信したとき
の IBM MQ の動作を指定します。
ACPI IBM MQ のプロパティー・ページで指定されている設定は、アラート・モニターの実行時にのみ適用
されることに注意してください。 アラート・モニター・アイコンは、アラート・モニター が実行中である
場合にタスクバーに表示されます。
DoDialog=Y | N
サスペンド要求があったときにダイアログを表示します。

DenySuspend=Y | N
サスペンド要求を拒否します。 これは、DoDialog=N の場合、または DoDialog=Y を指定していても、
ノートブックのふたが閉じられているなどの理由でダイアログを表示できない場合に使用されます。

CheckChannelsRunning=Y | N
実行中のチャネルがないか確認します。 この結果によって、他の設定の結果が分かります。

次の表は、これらのパラメーターのそれぞれの組み合わせの効果を示しています。
DoDialog DenySuspend CheckChannels Running アクション
N N N サスペンド要求を受け入れます。
N N Y サスペンド要求を受け入れます。
N Y N サスペンド要求を拒否します。
N Y Y チャネルが実行中の場合はサスペンド要

求を拒否し、チャネルが実行中でない場合
はサスペンド要求を受け入れます。
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Y N N ダイアログを表示します (注を参照。サス
ペンド要求を受け入れます)。 これはデフ
ォルトです。

Y N Y 実行中のチャネルがない場合はサスペン
ド要求を受け入れ、チャネルが実行中の場
合はダイアログを表示します (注を参照。
サスペンド要求を受け入れます)。

Y Y N ダイアログを表示します (注を参照。サス
ペンド要求を拒否します)。

Y Y Y 実行中のチャネルがない場合はサスペン
ド要求を受け入れ、チャネルが実行中の場
合はダイアログを表示します (注を参照。
サスペンド要求を拒否します)。

注 : アクションがダイアログを表示するようになっている場合で、ダイアログを表示できない場合 (ノート
ブックのふたが閉じられているなどの理由で) は、サスペンド要求を受け入れるか拒否するかを判別するた
めに、DenySuspend オプションが使用されます。

キュー・マネージャー構成ファイル qm.ini
キュー・マネージャー構成ファイル qm.iniには、特定のキュー・マネージャーに関連する情報が含まれ
ています。 個々のキュー・マネージャーの構成を変更するために使用できる属性によって、IBM MQ の設
定がオーバーライドされます。
各キュー・マネージャーごとに、1 つのキュー・マネージャー構成ファイルがあります。 qm.iniファイ
ルは、それが関連付けられているキュー・マネージャーが作成されると、自動的に作成されます。
注 : qm.ini ファイルを編集する方法とタイミング、およびファイルに加えた変更がいつ有効になるかにつ
いて詳しくは、 92 ページの『Multiplatforms での .ini ファイルの IBM MQ 構成情報の変更』を参照してく
ださい。
strmqm コマンドは、キュー・マネージャーを完全に開始する前に、 qm.ini ファイル内の CHANNELS お
よび SSL スタンザの構文を検査します。これにより、何が間違っているかを確認しやすくなり、 strmqm
が qm.ini ファイルにエラーが含まれていることを検出した場合は、すぐに訂正することができます。 詳
しくは、strmqm を参照してください。

qm.iniファイルの場所
AIX and Linux システムでは、qm.iniファイルは、キュー・マネージャーがデ

ィレクトリー・ツリーのルートに保持されます。 例えば、QMNAME という名前のキュー・マネージャーの
構成ファイルのパスと名前は、次のとおりです。
/var/mqm/qmgrs/QMNAME/qm.ini

Windows システムでは、 qm.ini ファイルの場所は、 HKLM\SOFTWARE\IBM\WebSphere
MQ キーで指定された WorkPath によって指定されます。 例えば、QMNAME という名前のキュー・マネー
ジャーの構成ファイルのパスと名前は、以下のとおりです。
 C:\ProgramData\IBM \MQ\qmgrs\QMNAME\qm.ini

qm.iniファイルは、mqmdata directory/QMNAME/qm.iniで保持されています。ここ
で、mqmdata directoryデフォルトでは/QIBM/UserData/mqmQMNAMEは初期設定ファイルが適用さ
れるキュー・マネージャーの名前です。
注 : mqs.ini ファイル内の mqmdata directoryを変更することができます。
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キュー・マネージャーの名前の長さは 48 文字までです。 ただし、この名前が有効である、または固有で
あるかは保証されません。 このため、キュー・マネージャー名に基づいてディレクトリー名が生成されま
す。 このプロセスは名前変換 と呼ばれています。 詳しくは、 IBM MQ ファイル名 および IBM i上のオブジ
ェクト名を参照してください。

qm.ini スタンザ
重要 :

• このトピックは、 qm.ini ファイル内のスタンザに関する詳細情報にリンクしています。 各スタ
ンザには、該当する場合の例を含め、そのスタンザ内のパラメーターに関する情報が含まれてい
ます。

• 各スタンザは、そのスタンザが適用される IBM MQ for Multiplatforms のプラットフォームを示し
ます。
始動時の qm.ini の自動構成

キュー・マネージャーの開始時に毎回、 qm.ini オーバーライドを含むファイルまたはファイル・セット
の内容を自動的に適用するように、キュー・マネージャーを構成することができます。
これを利用すると、構成を変更してキュー・マネージャーの次の再始動時に自動的に再生することができ
ます。 例えば、qm.iniオーバーライドがマウントされたドライブ上にある場合は、開始時にすべてのキ
ュー・マネージャーに最新バージョンが適用される集中構成を使用することができます。
この機能を使用すると、均一なクラスターを自動クラスター機能で作成する作業が簡単になります。 この
例については、437 ページの『均一クラスターの新規作成』 を参照してください。
注 : これらのオーバーライドは、キュー・マネージャーの始動時にのみ適用されるので、キュー・マネージ
ャーの作成には影響を与えられません。 例えば、この機能を使用して 1 次ログ・ファイルの数を設定する
ことはできません。

始める前に
以下を使用できます。
1.単一のファイルで、qm.iniファイルに対する変更を含むテキスト・ファイルを作成します。
2. qm.iniフォーマット・ファイルのセット:

• 構成が存在するディレクトリーを指定する。
• そのディレクトリーでファイルを作成し、それぞれに拡張子.iniを付けてください。例えば、
qminisettings.iniなどです。

ファイルには、変更する項目のスタンザおよび attribute=value 設定のみを含める必要があります。 例
えば、Channels スタンザの MaxChannels 属性を更新する場合は、以下のようなファイルになります。

Channels: 
 MaxChannels=1234

qm.ini オーバーライド・ファイルでは、# から始まる行はコメントとして扱われます。

qm.ini ファイル属性の自動構成の有効化
新しいキュー・マネージャーを構成するには、 crtmqm コマンドに対して -ii フラグを使用し、特定のフ
ァイルまたはディレクトリーを指定します。 指定された値は、属性 IniConfigとして AutoConfig スタ
ンザの下の qm.ini ファイルに保管されます。
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有効なファイルまたはディレクトリーを指す AutoConfig スタンザ属性 IniConfigを追加することによ
り、自動 MQSC 構成を有効にするように既存のキュー・マネージャーを構成できます。 以下に例を示しま
す。
AutoConfig:
   IniConfig=C:\MQ_Configuration\uniclus.ini

自動構成の仕組み
キュー・マネージャーの始動時に、AutoConfig スタンザ属性 IniConfig によって識別される構成が検証
され、有効な構文が確認されてから、キュー・マネージャーのデータ・ツリーで単一の cached.ini ファ
イルとして autocfg ディレクトリーに保管されます。
ディレクトリー内の複数のファイルが処理される場合、それらのファイルはアルファベット順に処理され
ます。
キュー・マネージャーの最初の始動時にファイルまたはディレクトリーを読み取れないと、キュー・マネ
ージャーは始動できません。 この場合は、該当するエラー・メッセージがコンソール、およびキュー・マ
ネージャーのエラー・ログの両方に出力されます。
2 回目以降の始動時に、指定されたファイルまたはディレクトリーを読み取れなかった場合は、前にキャッ
シュされたファイルが使用され、 キュー・マネージャーのエラー・ログに、そのことを示すメッセージが
書き込まれます。
strmqm コマンドを使用する場合は、キュー・マネージャーが呼び出される前に、cached.ini ファイル
の内容がオーバーライドとして qm.ini ファイルに適用されます。
つまり、スタンバイ・キュー・マネージャーでは、キュー・マネージャーがアクティブになるときではな
く、strmqm コマンドが処理されるときに設定が読み取られることになります。

置換 qm.ini ファイルが構築される方法
自動初期設定構成が初めて構成され、キュー・マネージャーが始動すると、現行の qm.iniファイルのコ
ピーが、base_qm.iniとしてキュー・マネージャーのデータ・ディレクトリー内の autoconfigサブデ
ィレクトリーにコピーされます。 これが、これ以降のベースラインと見なされます。
キュー・マネージャーが始動するたびに、つまり strmqm が実行されるたびに、現行のアクティブな
qm.ini ファイルが破棄されて、base_qm.ini のコピーに置き換えられます。 その後、cached.iniフ
ァイルからの構成がこのファイルに適用されます。
キュー・マネージャーが自動構成制御下に置かれると、qm.ini ファイルに対するすべての変更は、
AutoConfig スタンザの IniConfig 属性を使用して指定する 1 つ以上のファイルを介して実行する必要が
あります。
キュー・マネージャーの始動時に既存の qm.ini ファイルは削除されるので、 IniConfig 属性を使用し
て提供した qm.ini ファイル内の構成のみが、キュー・マネージャーのベースラインに適用されます。
前にキュー・マネージャーが始動したときに自動初期設定構成によってスタンザまたは属性が変更されて
いた場合、それらの変更は削除されます。 ただし、IniConfig 属性で指定した 1 つ以上のファイルにも
指定されている変更は別です。
キュー・マネージャーの開始時に、qm.iniファイルを再作成することにより、qm.iniファイルに対する
手動変更が失われることを意味します。 実際に変更を永続的なものにする必要があり、IniConfig 属性を
使用してその変更を行うことができない場合は、以下のいずれかを実行できます。
• base_qm.iniファイルに変更を加えます。
• base_qm.ini ファイルを削除します。
このファイルを削除すると、base_qm.iniは、qm.iniファイルの現在の内容に基づいて、次のキュ
ー・マネージャーの開始時に再作成されます。 これにより、現在のすべての変更が、将来の始動のため
の新しいベースラインとして「固定化」されます。
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関連概念
109 ページの『qm.ini ファイルのスタンザと属性の要約』
キュー・マネージャー構成ファイル qmi.iniのスタンザの属性の要約。詳細情報へのリンクが含まれてい
ます。

qm.ini ファイルのスタンザと属性の要約
キュー・マネージャー構成ファイル qmi.iniのスタンザの属性の要約。詳細情報へのリンクが含まれてい
ます。
表 12. qm.ini ファイルのスタンザ
スタンザと属性 属性の説明

AccessMode スタンザ
アクセス・グループ 1 Windows のセキュリティー・グループ。このグループのメ

ンバーには、 キュー・マネージャーのすべてのデータ・フ
ァイルに対する全アクセス権限が付与されます。

ApiExitLocal スタンザ
名前 MQAXP 構造体の ExitInfoName フィールドで、API 出口に

渡される API 出口の記述名。
機能 API 出口コードを含むモジュールへの関数エントリー・ポ

イントの名前。
モジュール API 出口コードを含むモジュール。
データ MQAXP 構造体の ExitData フィールドで API 出口に渡され

るデータ。
Sequence その他の API 出口に関してこの API 出口が呼び出される

順序。
AuthToken スタンザ

KeyStore トラステッド発行者の公開鍵証明書または対称鍵を含む鍵
ストアのファイル・パス。

KeyStorePwdFile 鍵ストアの暗号化されたパスワードを含むファイルのファ
イル・パス。

CertLabel 認証トークンの検証に使用される、鍵ストア内の公開鍵証
明書または対称鍵の証明書ラベル。

UserClaim キュー・マネージャーが許可検査に採用できるユーザー ID
情報を含むトークン内のクレーム。

AllowOSGroups この属性は、借用ユーザーのグループ・メンバーシップを
検査するかどうかを決定します。

AutoCluster スタンザ
タイプ 自動クラスターのタイプ。 有効なオプションは、均一クラ

スターを表す Uniform のみです。
ClusterName 自動クラスターの名前。
RepositoryName1 自動クラスター内の最初の完全リポジトリーのキュー・マ

ネージャー名。
Repository1Conname 自動クラスターのメンバーがキュー・マネージャーに接続

する方法を示す接続名 (CONNAME) の値。
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表 12. qm.ini ファイルのスタンザ (続き)

スタンザと属性 属性の説明
RepositoryName2 自動クラスター内の 2 番目の完全リポジトリーのキュー・

マネージャー名。
Repository2Conname 自動クラスターのメンバーがキュー・マネージャーに接続

する方法を示す接続名 (CONNAME) の値。
AutoConfig スタンザ
MQSCConfig 構成 キューマネージャの起動ごとに、すべての*.mqscファイ

ルのフルパスまたはディレクトリーへのパスのいずれかフ
ァイルがキュー・マネージャーに適用される。

IniConfig 完全なファイルパス、または qm.iniディレクトリへのパ
スのどちらかで、キューマネージャの起動ごとにすべての
*.iniファイルが適用されます。

Channels スタンザ
MaxChannels 使用できる現行チャネルの最大数。
MaxActiveChannels 任意の時点でアクティブにできるチャネルの最大数。
MaxInitiators 開始プログラムの最大数。
MQIBindType アプリケーションのバインディング。
PipeLineLength チャネルが使用する並行スレッドの最大数。
AdoptNewMCA IBM MQ がチャネルの開始要求を受け取ったが、 そのチャ

ネルのインスタンスが既に実行中であることが検出された
場合に、新しいチャネル・インスタンスが開始できるよう
に、 既存のチャネル・インスタンスを停止させることがで
きるチャネルのタイプ。

AdoptNewMCATimeout 新しいチャネル・インスタンスが古いチャネル・インスタ
ンスの終了を待つ時間 (秒)。

AdoptNewMCACheck AdoptNewMCA 属性を使用可能にするときに必要な検査の
タイプ。

ChlauthEarlyAdopt 接続認証規則とチャネル認証規則の処理順序。
PasswordProtection チャネルが TLS 暗号化を使用しない場合に、アプリケーシ

ョンによって指定された資格情報を MQCSP パスワード保
護で保護する必要があるかどうか。

IgnoreSeqNumberMismatch チャネル始動時にキュー・マネージャーがシーケンス番号
の不一致を処理する方法を制御します。

Connection スタンザ
DefaultBindType 別々のプロセスで実行されているアプリケーションとキュ

ー・マネージャーの間で、一部のリソースを共有するか、
リソースをまったく共有しないか。

DiagnosticMessages スタンザ
name スタンザの名前。
サービス このスタンザで有効にするサービス。
ExcludeMessage キュー・マネージャーのエラー・ログに書き込まれないメ

ッセージ。
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表 12. qm.ini ファイルのスタンザ (続き)

スタンザと属性 属性の説明
SuppressMessage 指定した時間内に 1 回のみ、キュー・マネージャーのエラ

ー・ログに書き込まれるメッセージ。
SuppressInterval 秒単位の時間。SuppressMessage に指定したメッセー

ジは、この時間内に 1 回しかキュー・マネージャーの エラ
ー・ログに書き込まれません。

Severities 重大度レベルをコンマで区切ったリスト。
FilePath ログ・ファイルの書き込み先のパス。 (Service 属性を File

に設定した場合にのみ サポートされます。)
FilePrefix ログ・ファイルの接頭部。 (Service 属性を File に設定した

場合にのみ サポートされます。)
FileSize ログがロールオーバーするサイズ。 (Service 属性を File

に設定した場合にのみ サポートされます。)
形式 ファイルの形式。 (Service 属性を File に設定した場合に

のみ サポートされます。)
Syslog JSON 形式の診断メッセージ仕様を使用して、 フィルタリ

ングされていないすべてのメッセージを syslog に送信す
る Syslog サービス。

Ident syslog 項目に関連付けられた ident値。 (Service 属性を
Syslog に設定した場合にのみ サポートされます。)

ExitPath スタンザ
ExitsDefaultPath キュー・マネージャー・システム (32 ビット) 上のユーザー

出口プログラムのパス。
ExitsDefaultPath64 キュー・マネージャー・システム (64 ビット) 上のユーザー

出口プログラムのパス。
ExitPropertiesLocal スタンザ
CLWLMode クラスター・ワークロード (CLWL) 出口を FAST モードと

SAFE モードのどちらで実行するか。
Filesystem スタンザ

ValidateAuth
mqm グループのメンバーでないユーザーがエラーのディレ
クトリーとファイルに アクセスできるようにします。

Log スタンザ
LogPrimaryFiles キュー・マネージャーの作成時に割り振られるログ・ファ

イル。
LogSecondaryFiles 1 次ファイルが足りなくなったときに割り振られるログ・

ファイル。
LogFilePages ログ・ファイルのページ数。 (ログ・ファイル・サイズは、

4 KB ページ単位で指定します。)
LogType キュー・マネージャーで使用するロギングのタイプ (循環ま

たはリニア)。
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表 12. qm.ini ファイルのスタンザ (続き)

スタンザと属性 属性の説明
LogBufferPages 書き込み用としてバッファー・レコードに割り振るメモリ

ーの量。バッファーのサイズは 4 KB ページ単位で指定し
ます。

LogPath キュー・マネージャーのログ・ファイルが置かれるディレ
クトリー。

LogWriteIntegrity 高信頼ログ・レコードを書き込むためにロガーが使用する
方式。

LogManagement ログ・エクステントを手動またはキュー・マネージャーに
よって管理するために使用される方式。

LU62 スタンザ
TPName リモート・サイトで始動する TP 名。
Library1 APPC DLL の名前。
Library2 Library1 と同様に、コードが 2 つの別個のライブラリーに

格納されている場合に使用されます。
NativeHAInstance stanza

144 ページの『名前』 キュー・マネージャー・インスタンスが作成されたときに
使用されたインスタンス名。

144 ページの『ReplicationAddress』 インスタンスのホスト名、小数点付き 10進数 IPv4、また
は小数点付き 16進数 IPv6アドレス。

NativeHALocalInstance stanza

145 ページの『LocalName』 NativeHALocalInstanceスタンザの名前。ネイティブ HA
キュー・マネージャーの作成時に指定されたログ・レプリ
カ・インスタンス名から取得されます。

145 ページの『KeyRepository』 ログ複製トラフィックの保護のために、使用するデジタル
証明書を保持する鍵リポジトリーのロケーション。

145 ページの『CertificateLabel』 ログ複製トラフィックの保護に使用するデジタル証明書を
識別する証明書ラベル。

145 ページの『CipherSpec』 ログ複製トラフィックを保護するために使用する
MQCipherSpec。

145 ページの『LocalAddress』 ログ複製トラフィックを受け入れるローカル・ネットワー
ク・インターフェース・アドレス。

146 ページの『HeartbeatInterval』 ハートビート間隔は、ネイティブ HA キュー・マネージャ
ーのアクティブ・インスタンスがネットワーク・ハートビ
ートを送信する頻度をミリ秒単位で定義します。

146 ページの『HeartbeatTimeout』 ハートビート・タイムアウトは、ネイティブ HA キュー・
マネージャーのレプリカ・インスタンスが、アクティブ・
インスタンスが応答しないと判断するまで待機する時間の
長さを定義します。

146 ページの『RetryInterval』 再試行間隔は、障害が発生した複製リンクがネイティブ HA
キュー・マネージャーで再試行される頻度をミリ秒単位で
定義します。
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表 12. qm.ini ファイルのスタンザ (続き)

スタンザと属性 属性の説明
NETBIOS スタンザ
LocalName このマシンが LAN 上で識別される名前。
AdapterNum LAN アダプターの番号。
NumSess 割り振るセッションの数。
NumCmds 割り振るコマンドの数。
NumNames 割り振る名前の数。
Library1 NetBIOS DLL の名前。

QMErrorLog スタンザ
ErrorLogサイズ キュー・マネージャーのエラー・ログがバックアップにコ

ピーされるときのサイズを指定します。
ExcludeMessage キュー・マネージャーのエラー・ログに書き込まれないメ

ッセージを指定します。
SuppressMessage 指定した時間間隔内で 1 回だけキュー・マネージャーのエ

ラー・ログに書き込まれるメッセージを指定します。
SuppressInterval SuppressMessage に指定したメッセージを 1 回だけキュ

ー・マネージャーのエラー・ログに書き込む時間間隔を秒
単位で指定します。

制限モード・スタンザ (RestrictedMode スタンザ) 2

ApplicationGroup
伝送キューが宛先について明示的に定義されなかったとき
にリモート・メッセージが置かれるローカル伝送キューの
名前。

Security スタンザ
ClusterQueueAccessControl クラスター・キュー・マネージャーでホストされているク

ラスター・キューまたは完全修飾キューのアクセス制御を
検査します。

GroupModel オブジェクト権限マネージャー (OAM) が Windows のユー
ザーのグループ・メンバーシップを判別する際に、 グロー
バル・グループを検査するかどうか。

サービス・スタンザ
名前 必要なサービスの名前。
EntryPoints このサービス用として定義するエントリー・ポイントの数。

SecurityPolicy Windows のキュー・マネージャーごとのセキュリティー・
ポリシー

SecurityPolicy AIX and Linux のキュー・マネージャーがユーザー・ベース
と グループ・ベースのどちらの権限を使用するか。
IBM MQ 9.3.0 以降は、稼働していないシステムのシステ
ム・ユーザー名も作成できるようになりました。
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表 12. qm.ini ファイルのスタンザ (続き)

スタンザと属性 属性の説明
SharedBindingsUserId 共有バインディングの場合にのみ、

MQZ_AUTHENTICATE_USER 関数の IdentityContext 構造
体の UserIdentifier フィールドが 有効ユーザー ID と実ユ
ーザー ID のどちらであるか。

FastpathBindingsUserId ファースト・パス・バインディングの場合にのみ、
MQZ_AUTHENTICATE_USER 関数の IdentityContext 構造
体の UserIdentifier フィールドが 有効ユーザー ID と実ユ
ーザー ID のどちらであるか。

IsolatedBindingsUserId 分離されたバインディングの場合にのみ、
MQZ_AUTHENTICATE_USER 関数の IdentityContext 構造
体の UserIdentifier フィールドが 有効ユーザー ID と実ユ
ーザー ID のどちらであるか。

ServiceComponent スタンザ
サービス 必要なサービスの名前。
名前 サービス・コンポーネントの記述名を指定します。
モジュール このコンポーネントのコードを含むモジュールの名前。
ComponentDataSize 各呼び出しでコンポーネントに渡される コンポーネント・

データ域のバイト単位のサイズ。
SPX スタンザ
Socket 16 進表記の SPX ソケット番号。
BoardNum LAN アダプターの番号。
KeepAlive KeepAlive 機能のオン/オフを切り替えます。
Library1 SPX DLL の名前。
Library2 LibraryName1 と同じもので、コードが 2 つの異なるライ

ブラリーに保管されている場合に使用されます。
ListenerBacklog SPX リスナーの場合のデフォルトの未解決要求数を指定変

更します。
SSL スタンザ
OutboundSNI SNI 対応クライアントが、TLS 接続の開始時に、SNI をリ

モート・システムへのターゲット IBM MQ チャネル名に設
定するか、ホスト名に設定するかを指定します。

AllowOutbound「SNI」 SNI 対応クライアントが、TLS 接続の開始時に、SNI をリ
モート・システムへのターゲット IBM MQ チャネル名に設
定するかどうかを指定します。

重要 : IBM MQ 9.3.0 以降、このプロ
パティーは非推奨になりました。 代わりに
OutboundSNI を使用してください。

AllowedCipherSpecs Multiplatforms の IBM MQ チャネルで順序付けされ、使用
可能な CipherSpec のカスタム・リストを指定します。
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表 12. qm.ini ファイルのスタンザ (続き)

スタンザと属性 属性の説明
AllowTLSV13 キュー・マネージャーが TLS 1.3 CipherSpec を使用できる

かどうか。
CDPCheckExtensions このキュー・マネージャーの TLS チャネルが、

CrlDistributionPoint 証明書拡張で指定されている CDP サ
ーバーの 検査を試行するかどうか。

MinimumRSAKeyサイズ RSA 証明書を受け入れるために必要な最小の鍵サイズを
指定します。

OCSPAuthentication 失効状況を OCSP サーバーで判別できない場合に実行する
アクション。

OCSPCheckExtensions このキュー・マネージャーの TLS チャネルが、
AuthorityInfoAccess 証明書拡張で指定されている OCSP
サーバーの 検査を試行するかどうか。

OCSPTimeout (OCSPTimeout) 失効検査の実行時に OCSP 応答側を待機する秒数。
PeerCertChainValidation IBM Global Security Kit (GSKit) 証明書の妥当性検査設定。

SSLHTTPProxyName GSKit が OCSP 検査に使用する HTTP プロキシー・サーバ
ーのホスト名またはネットワーク・アドレスのいずれか。

SSLHTTPConnectTimeout 失効検査の実行時に HTTP サーバーへのネットワーク接続
が正常に確立されるのを待機する秒数。

サブプール・スタンザ 117 ページの『3』 このスタンザは、IBM MQ によって作成されます。 変更は
しないでください。

ShortSubpoolName 117 ページの『3』 /var/mqm/sockets ディレクトリー内に作成されたディレ
クトリーおよびシンボリック・リンクに対応する名前。
IBM MQ は、実行中のプロセス間の内部通信に、この名前
を使用します。

TCPスタンザ
ポート TCP/IP セッション用の 10 進表記のデフォルトのポート番

号。
Library1 TCP/IP ソケット DLL の名前。

KeepAlive KeepAlive 機能のオン/オフを切り替えます。
ListenerBacklog TCP/IP リスナーの場合のデフォルトの未解決要求数を指

定変更します。
Connect_Timeout ソケットへの接続試行がタイムアウトになるまでの秒数。
SndBuffSize チャネルの送信側で使用される TCP/IP 送信バッファーの

サイズ (バイト)。
RcvBuffSize チャネルの受信側で使用される TCP/IP 受信バッファーの

サイズ (バイト)。
RcvSndBuffSize 受信側チャネルの送信側で使用される TCP/IP 送信バッフ

ァーのサイズ (バイト)。
RcvRcvBuffSize 受信側チャネルの受信側で使用される TCP/IP 受信バッフ

ァーのサイズ (バイト)。
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表 12. qm.ini ファイルのスタンザ (続き)

スタンザと属性 属性の説明
SvrSndBuffSize クライアント接続チャネルとサーバー接続チャネルのサー

バー側で使用される TCP/IP 送信バッファーのサイズ (バ
イト)。

SvrRcvBuffSize クライアント接続チャネルとサーバー接続チャネルのサー
バー側で使用される TCP/IP 受信バッファーのサイズ (バ
イト)。

SecureCommsOnly プレーン・テキスト通信を許可するか、デフォルト値を使
用するか、許可しないかを指定します。

チューニング・パラメーター・スタンザ
SuppressDspAuthFail 接続にオブジェクトへの+dsp権限がない場合、キューマネ

ージャが認証チェックに失敗したときの認証イベントの生
成とエラーログへの AMQ8077エラーメッセージの書き込
みを抑止するかどうかを指定します。

ImplSyncOpenOutput 書き込みのためにキューを開いているアプリケーションの
最小数。これより多ければ、 同期点以外で、永続書き込み
のために暗黙的同期点を使用できることがあります。

UniformCluster名 均一クラスターとして使用している IBM MQ クラスター
の名前。

OAMLdapConnectタイムアウト LDAPクライアントがサーバーへの TCP接続を確立するた
めに待機する最大時間(秒単位)。

OAMLdapQueryTimeLimit LDAPクライアントが LDAP要求に対する応答をサーバー
から受信するまでに待機する最大時間(秒)。

OAMLdapResponseWarningTime LDAP サーバーへの接続にかかった時間が、
OAMLdapResponseWarningTime パラメーターで指定さ
れたしきい値 (秒数) を超えた場合、 AMQ5544W メッセー
ジがエラー・ログに書き込まれます。

ExpiryInterval キュー・マネージャーがキューをスキャンして、他のキュ
ー・アクティビティーによってまだクリーンアップされて
いない有効期限切れメッセージを探す頻度を示します。
これは秒単位の時間間隔です。

LivenessHeartBeatLen ログへの書き込みを行うキュー・マネージャー検査が適切
な頻度で行われる頻度を構成します。

ECHeartBeatLen キュー・マネージャーの一般的なヘルス・チェックの頻度
を構成します。

FileLockHeartBeatLen 実行コントローラーが定期的に実行する複数インスタン
ス・キュー・マネージャーのファイル・ロック検査のデフ
ォルト値を変更して、1 次複数インスタンス・ファイルの
排他ロックを保持していることを確認します。

Variables スタンザ
属性 = 値 MQSC の定義中に挿入するために使用する名前と関連値。
XAResourceManager スタンザ
名前 リソース・マネージャー・インスタンス。
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表 12. qm.ini ファイルのスタンザ (続き)

スタンザと属性 属性の説明
SwitchFile リソース・マネージャーの XA スイッチ構造を収容するロ

ード・ファイルの完全修飾名。
XAOpenString リソース・マネージャーの xa_open エントリー・ポイント

に渡されるデータのストリング。
XACloseString リソース・マネージャーの xa_close エントリー・ポイント

に渡されるデータのストリング。
ThreadOfControl キュー・マネージャーが、自身のマルチスレッド・プロセ

スの 1 つからリソース・マネージャーを呼び出す 必要があ
る場合に、シリアライゼーション (直列化) に使用する値。
Windows の場合は必須。

注 :

1. AccessMode スタンザは、 crtmqm コマンドの -a [r] オプションによって設定されます。 キュー・マ
ネージャーの作成後には、AccessMode スタンザを変更しないでください。

2. RestrictedMode スタンザは、 crtmqm コマンドの -g オプションによって設定されます。 キュー・マネ
ージャーの作成後には、このスタンザを変更しないでください。 -g オプションを使用しない場合、ス
タンザは qm.ini ファイルに作成されません。

3. Subpool スタンザおよびこのスタンザ内の属性 ShortSubpoolName は、キュー・マネージャーの作成時
に、 IBM MQ によって自動的に書き込まれます。 IBM MQ は ShortSubpoolName の値を選択します。
この値は変更しないでください。

qm.ini ファイルの AccessMode スタンザ
アクセス・モードは Windows サーバーのみに適用されます。 qm.ini ファイルの AccessMode スタンザは、
crtmqm コマンドの -a [r] オプションで設定します。 キュー・マネージャーの作成後には、AccessMode
スタンザを変更しないでください。
アクセス・グループの使用 ( -a [r] ) crtmqm コマンドのオプション。 Windows セキュリティー・グルー
プを指定します。このグループのメンバーには、すべてのキュー・マネージャー・データ・ファイルに対
する全アクセス権限が付与されます。 このグループは、使用する構文に応じて、ローカル・グループかグ
ローバル・グループのいずれかになります。 グループ名の有効な構文は次のとおりです。

LocalGroup
Domain name &#xa5; GlobalGroup name
GlobalGroup name@Domain name

-a [r] オプションを指定して crtmqm コマンドを実行する前に、追加のアクセス・グループを定義する
必要があります。
-a の代わりに -ar を使用してグループを指定すると、ローカル mqm グループはキュー・マネージャー・
データ・ファイルへのアクセス権を付与されません。 キュー・マネージャー・データ・ファイルをホスト
するファイル・システムが、ローカルに定義されたグループのアクセス制御項目をサポートしていない場
合は、このオプションを使用してください。
このグループは通常はグローバル・セキュリティー・グループです。グローバル・セキュリティー・グル
ープは、複数インスタンス・キュー・マネージャーに、キュー・マネージャーの共有データ・フォルダー
と共有ログ・フォルダーに対するアクセス権を付与するために使用されます。 このような追加のセキュリ
ティー・アクセス・グループを使用すれば、キュー・マネージャーのデータ・ファイルとログ・ファイル
が含まれているフォルダーや共有フォルダーに対する読み取り/書き込み権限を設定できます。
キュー・マネージャーのデータとログが含まれているフォルダーに対する権限を設定するために、追加の
セキュリティー・アクセス・グループを、mqm という名前のローカル・グループを使用する代わりに使用
することもできます。 ローカル・グループ mqm とは異なり、追加のセキュリティー・アクセス・グループ
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をローカル・グループまたはグローバル・グループにすることができます。 複数インスタンス・キュー・
マネージャーが使用するデータ・ファイルとログ・ファイルが含まれている共有フォルダーに対する権限
を設定する場合は、グローバル・グループを使用する必要があります。
Windows オペレーティング・システムは、キュー・マネージャーのデータ・ファイルとログ・ファイルに
対する読み取り/書き込み権限を検査します。 検査の対象になるのは、キュー・マネージャーのプロセスを
実行しているユーザー ID の権限です。 検査対象になるユーザー ID は、キュー・マネージャーをサービス
として開始したか、それとも対話式に開始したかによって異なります。 キュー・マネージャーをサービス
として開始した場合、Windows システムによって検査されるユーザー ID は、「IBM MQ の準備」ウィザー
ドで構成したユーザー ID です。 キュー・マネージャーを対話式に開始した場合、Windows システムによ
って検査されるユーザー ID は、strmqm コマンドを実行したユーザー ID です。
キュー・マネージャーを開始するには、ユーザー ID がローカル mqm グループのメンバーでなければなりま
せん。 そのユーザー ID が追加のセキュリティー・アクセス・グループのメンバーになっていれば、キュ
ー・マネージャーで、そのグループに基づいて権限が与えられているファイルを読み書きすることが可能
になります。
制約事項 : 追加のセキュリティー・アクセス・グループを指定できるのは、Windows オペレーティング・
システムだけです。 他のオペレーティング・システムで追加のセキュリティー・アクセス・グループを指
定すると、crtmqm コマンドでエラーが返されます。

スタンザの例
AccessMode:
SecurityGroup=wmq\wmq

関連概念
555 ページの『Windows でキュー・マネージャーのデータとログの非共有ディレクトリーおよびファイル
を保護する操作』
552 ページの『共有されるキュー・マネージャーのデータおよびログのディレクトリーとファイルの保護
(Windows)』
関連タスク
525 ページの『ドメイン・ワークステーションまたはドメイン・サーバーでの複数インスタンス・キュー・
マネージャーの作成 (Windows)』
関連資料
crtmqm (キュー・マネージャーの作成)

qm.ini ファイルの ApiExitLocal スタンザ
ApiExitローカル・スタンザは、キュー・マネージャーの API 出口ルーチンを指定します。
サーバーの場合、 qm.ini ファイルの ApiExitローカル・スタンザを変更して、キュー・マネージャーの
API 出口ルーチンを識別します。

あるいは、 Linux (x86 および x86-64) および Windowsでは、 IBM MQ Explorer
Exits キュー・マネージャーのプロパティー・ページを使用します。
クライアントの場合は、 mqclient.ini ファイルの ApiExitローカル・スタンザを変更して、キュー・マ
ネージャーの API 出口ルーチンを識別します。

概要
ApiExitLocal スタンザでは、単一の Module のみを指定できます。 また、以下のように 4 つのモジュー
ルを提供する必要があります。
• 32 ビット、スレッドなし
• 32 ビット、スレッドあり
• 64 ビット、スレッドなし
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• 64 ビット、スレッドあり
IBM MQ は提供されるモジュール名に _r を付加して、スレッドのあるバージョンの出口を識別しますが、
IBM MQ は 32 ビットと 64 ビットのバリアントに関しては、同等のメカニズムを直接提供していないこと
に注意してください。
prefix/mqm/samp/bin に同梱されている amqsaxe0 および amqsaxe0_r のバージョンは、作成された
プラットフォーム上のキュー・マネージャーのネイティブ・サイズ (現在はすべて 64 ビット) 用に作成さ
れ、 同じネイティブ・サイズで実行されているアプリケーションでのみ使用できます。
非修飾のモジュール名が提供されている場合は、/var/mqm/exitsと /var/mqm/exits64で IBM
MQ32ビットバリアントと 64ビットバリアントを検索します
例えば、module=amqsaxe は以下を暗黙に示します。

 /var/mqm/exits/amqsaxe  - 32 bit unthreaded variant
 /var/mqm/exits/amqsaxe_r - 32 bit threaded variant
 /var/mqm/exits64/amqsaxe - 64 bit unthreaded variant
 /var/mqm/exits64/amqsaxe_r - 64 bit threaded variant

Windows システムでは、API 出口の項目を変更するために、amqmdain コマンドを使用する
こともできます。 (すべてのキュー・マネージャーの API 出口ルーチンを識別するには、100 ページの
『mqs.ini ファイルの ApiExitCommon スタンザおよび ApiExitTemplate スタンザ』に説明されているとおり
に、ApiExitCommon および ApiExitTemplate スタンザを使用します。)
API 出口が正しく機能するためには、サーバーからのメッセージを変換されていない状態でクライアントに
送信する必要があるので、注意してください。 そのメッセージは、API 出口がメッセージを処理した後に、
クライアントで変換される必要があります。 そのため、すべての変換出口がクライアントにインストール
されている必要があります。
これらの属性の使用方法について詳しくは、API 出口の構成を参照してください。

パラメーター
Name=ApiExit_name

MQAXP 構造体の ExitInfoName フィールドで、API 出口に渡される API 出口の記述名。
この名前は一意で、48 文字以内であり、さらに IBM MQ オブジェクト名 (例えばキュー名) に有効な文
字のみを含む必要があります。

Function=function_name
API 出口コードを含むモジュールへの関数エントリー・ポイントの名前。 このエントリー・ポイントは
MQ_INIT_EXIT 関数です。
このフィールドの長さは MQ_EXIT_NAME_LENGTH に限定されます。

Module=module_name
API 出口コードを含むモジュール。
このフィールドにモジュールの絶対パス名が入っている場合、それがそのまま使用されます。 このフ
ィールドにモジュール名のみが入っている場合、モジュールは、 qm.ini ファイルの ExitPath スタ
ンザ内の ExitsDefaultPath 属性を使用して配置されます。
異なるスレッド化ライブラリーをサポートするプラットフォームで、API 出口モジュールの非スレッド
化バージョンとスレッド化バージョンの両方を提供する必要があります。 スレッド化バージョンは、
接尾部 _r を持っている必要があります。 IBM MQ アプリケーション・スタブのスレッド化バージョン
は、指定のモジュールがロードされる前にその名前に _r を暗黙的に追加します。
このフィールドの長さは、プラットフォームがサポートする最大パス長に限定されます。

Data=data_name
MQAXP 構造体の ExitData フィールドで API 出口に渡されるデータ。
この属性を指定すると、先行および末尾のブランクが除去されて残りのストリングは 32 文字に切り捨
てられ、その結果が出口に渡されます。 この属性を省略すると、デフォルト値の 32 文字のブランクが
出口に渡されます。
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このフィールドの最大長は、32 文字です。
Sequence=sequence_number
その他の API 出口に関してこの API 出口が呼び出される順序。 小さなシーケンス番号の出口は、より
大きなシーケンス番号の出口よりも先に呼び出されます。 出口のシーケンス番号は連続である必要は
ありません。 つまり、1、2、3 の順序は、7、42、1096 の順序と同じ結果となります。 2 つの出口の
シーケンス番号が同じ場合は、キュー・マネージャーが最初に呼び出す出口を決定します。 MQAXP の
ExitChainAreaPtr で示される ExitChainArea に時刻またはマーカーを設定するかまたは独自のログ・フ
ァイルを作成して、イベントの後に呼び出された出口を判別できます。
この属性は、符号なし数値です。

スタンザの例
ApiExitLocal:
   Name=ClientApplicationAPIchecker
   Sequence=3
   Function=EntryPoint
   Module=/usr/Dev/ClientAppChecker
   Data=9.20.176.20 

qm.ini ファイルの AuthToken スタンザ
AuthToken スタンザを使用して、接続アプリケーションによって提供される認証トークンを検証するよう
にキュー・マネージャーを構成します。 ご使用の認証サービスが鍵構成用の JWKS エンドポイントをサポ
ートしている場合は、通常、これが推奨されるオプションです。
詳しくは、 JWKS エンドポイントを使用して認証トークンを受け入れるためのキュー・マネージャーの構
成 を参照してください。

AuthToken スタンザ
KeyStore= ストリング
トラステッド発行者の公開鍵証明書および対称鍵を含む鍵ストアのファイル・パス。 既存の鍵ストア
に鍵を追加することも、新しい鍵ストアを作成することもできます。 詳しくは、 認証トークンを受け
入れるためのキュー・マネージャーの構成を参照してください。 キュー・マネージャーは、鍵ストア
内の鍵を使用して、アプリケーションが提示する認証トークンがトラステッド発行者によって署名され
ていることを検証します。
ファイル拡張子が .kdb の CMS 鍵ストア、またはファイル拡張子が .p12の PKCS#12 鍵ストアのいず
れかを使用できます。 鍵ストア・ファイルが存在しないか、アクセスできない場合、「 AMQ7076E: ini
ファイルの属性の値が無効です (Invalid value for attribute in ini file) 」というエラ
ーがキュー・マネージャーのエラー・ログに出力されます。
鍵ストア・タイプが、鍵ストアのファイル名拡張子と一致していることを確認してください。 IBM MQ
は、鍵ストアの正しい形式を検出します。不整合があると、鍵ストア・タイプとファイル名拡張子が一
致しない場合に、他の管理上の問題が発生する可能性があります。
鍵ストア・ファイル・パスの最大長は 256 文字です。

KeyStorePwdFile= ストリング
鍵ストアの暗号化されたパスワードを含むファイルのファイル・パス。 ファイルには、暗号化された
パスワードが 1 行のテキストとして含まれている必要があります。 プレーン・テキストのパスワード
は受け入れられません。
パスワードを鍵ストア・パスワード・ファイルに保存する前に、 runqmcred コマンドを使用してパス
ワードを暗号化します。 鍵ストア・パスワード・ファイルには、 runqmcred コマンドを実行して作成
された暗号化パスワードのみが含まれている必要があります。
暗号化される前のプレーン・テキスト・パスワードの最大長は 1024 文字です。
このパラメーターはオプションです。 これが指定されていない場合、キュー・マネージャーは、パス
ワードを持つ stash ファイルを同じディレクトリー内で、鍵ストアと同じ名前 (ファイル拡張子
は .sth) で検索します。 stash ファイルが見つからない場合、構成は拒否され、エラー・メッセージ
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AMQ7006E がキュー・マネージャーのエラー・ログに出力されます。 鍵ストア・パスワードを保管す
るためのオプションについて詳しくは、 鍵リポジトリー・パスワードの暗号化を参照してください。
パスワード・ファイル・パスの最大長は 256 文字です。

CertLabel= ストリング
認証トークンの検証に使用される、鍵ストア内の公開鍵証明書または対称鍵の証明書ラベル。
CertLabel 属性を繰り返すことにより、最大 32 個の証明書ラベルを指定できます。
キュー・マネージャーの鍵ストアに証明書を追加する場合は、それらの証明書に意味のあるラベルを付
けます。 証明書ラベルには大/小文字の区別があります。 英数字、句読文字、およびスペースを含める
ことができます。 無効文字が検出されると、エラーが戻され、エラー・メッセージが IBM MQ エラー・
ログに書き込まれます。
トラステッド・トークン発行者は、複数の公開鍵証明書と対称鍵を提供する場合があります。 例えば、
公開鍵証明書には有効期間があります。 有効期限が近づいている場合、トークン発行者は、新しい有
効期限日付を持つ新しい証明書を提供します。 しばらくの間、両方の証明書が有効である可能性があ
ります。
アプリケーションが認証用のトークンを提示すると、トークンの署名に使用された有効な鍵が見つかる
まで、 CertLabels のリストが検査されます。 一致するものが見つかると、トークン署名が検証され
ます。
CertLabel が指定されていない場合、トークンを提示するアプリケーションからの接続は理由コード
2063 MQRC_SECURITY_ERRORで失敗し、メッセージ「 AMQ5786E: 認証トークン構成エラー 」がキ
ュー・マネージャーのエラー・ログに書き込まれます。
証明書ラベルの最大長は 64 文字です。
例:

AuthToken:
   KeyStore=/var/mqm/qmgrs/qmgrs/qm1/tokenissuer/key.kdb
   KeyStorePwdFile=/var/mqm/qmgrs/qm1/tokenissuer/key.pw
   CertLabel=token
   CertLabel=rsakey
   CertLabel=mark
   ... up to 32 CertLabel fields

UserClaim= ストリング
キュー・マネージャーが許可検査に採用するユーザー ID を含むトークン内のクレーム。
キュー・マネージャーが ADOPTCTX(NO)で構成されている場合、このパラメーターはオプションです。
ADOPTCTX(YES) を使用する場合、このパラメーターは必須です。 ADOPTCTX は、キュー・マネージ
ャーの CONNAUTH 属性によって参照される認証情報 (AUTHINFO) オブジェクト内に存在する属性で
す。
ID を採用するには、 AuthToken スタンザの UserClaim 属性に指定されている名前を持つクレームが
トークンに含まれている必要があり、 ADOPTCTX(YES) を使用する必要があります。
例えば、トークンにクレーム "AppUser": "MyUserName"が含まれている場合、 qm.ini ファイルの
AuthToken スタンザに UserClaim=AppUser を指定して、許可のために ID "MyUserName" を採用す
る必要があります。
UserClaim 属性値の最大長は 128 文字です。
注 : IBM MQ 9.4.0以降、 AuthToken スタンザが指定されている場合、Service スタンザの
SecurityPolicy 属性の有効値は UserExternalに設定されます。 Service スタンザで
SecurityPolicy が明示的に Group に設定されている場合、トークン認証は使用できません。
SecurityPolicy が Groupに設定されている場合は、Service スタンザから SecurityPolicy 属性
を削除してから、キュー・マネージャーを再始動します。 詳しくは、 SecurityPolicyを参照してくださ
い。
注 : 認証情報オブジェクトの ADOPTCTX 属性を使用して、トークン内のユーザー ID が許可検査に採用
されるかどうかを制御します。 キュー・マネージャーを作成すると、この属性は ADOPTCTX(YES)に
設定されます。 この値により、トークンからのユーザー ID が採用されます。 ユーザー ID は、認証ト
ークン内のユーザー ID の要件を満たしている必要があります。 詳しくは、 認証トークン内のユーザー
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IDを参照してください。 トークン・ユーザー・クレームに、要件を満たさないユーザー ID が含まれて
いる場合、接続は理由コード 2035 MQRC_NOT_AUTHORIZEDで拒否されます。 ADOPTCTX(NO) が設
定されている場合、トークンは認証にのみ使用され、許可には別のユーザーを使用する必要がありま
す。

AllowOSGroups=NO (デフォルト) |YES
デフォルト値は NO です。 トークンから採用された ID がオペレーティング・システム (OS) ユーザーと
して扱われるかどうか、および一致する OS ユーザーのグループ・メンバーシップが許可時に受け入れ
られるかどうかを決定します。
AllowOSGroups= NO | N
許可検査は、トークンから採用されたユーザーの名前にのみ基づいて行われます。

AllowOSGroups= YES | Y
許可検査はユーザーの名前に基づいて行われ、ユーザーが属する可能性のあるグループも検査され
ます。

注 : AuthToken スタンザの allowOSGroups 属性は、他のすべてのトークン検証構成が JWKS スタン
ザによって管理されている場合でも、トークン認証全体で有効になります。

スタンザの例-認証のみ
このスタンザには、 AllowOSGroups 属性のみを含めることができます。 ただし、ローカル鍵ストア構成
が含まれている場合は、少なくとも以下が含まれている必要があります。
• KeyStore ファイル・パス、および
• CertLabel 名。
AuthToken:
   KeyStore=/var/mqm/qmgrs/qmgrs/qm1/tokenissuer/key.kdb
   CertLabel=token
   ... up to 32 CertLabel fields

2 つの最小パラメーターのみを指定した場合は、以下のようになります。
• 鍵ストア・パスワード・ファイルが必要ないように、暗号化された鍵ストア・パスワードを持つ stash フ
ァイル key.sth が存在している必要があります。

• 許可のために IBM MQ に渡されるユーザー名がトークンに含まれていません。 アプリケーションは接続
して認証することができますが、アプリケーションが接続後に作業を行うための許可を提供するために
は、別のメカニズムを設定する必要があります。
キュー・マネージャーの構成に応じて、許可に使用されるユーザー名は、MCA 規則を介してチャネルで定
義されたユーザー名、またはサーバー上に存在し、権限を持つグループに属しているクライアント・アプ
リケーションの実行に使用されたユーザー名のいずれかになります。 トークンを使用する場合は、以下の
点に留意してください。
• キュー・マネージャーが UserExternal モードになります。これは、キュー・マネージャーが実行され
ているオペレーティング・システムに存在しないユーザーを認証に使用できることを意味します。

• AuthToken qm.ini スタンザに AllowOSGroups オプションを含めない場合でも、デフォルトは Noに
設定されます。 したがって、 UserClaim を含めるが、 AllowOSGroups=Yesを指定しない場合、許可
に採用されるトークン・ユーザーは、キュー・マネージャーが実行されているオペレーティング・システ
ムに属する可能性のあるグループについては検査されません。

スタンザの例-認証と許可
すべての AuthToken パラメーターを定義できます。
• KeyStore ファイル・パス
• KeyStorePwdFile ファイル・パス
• CertLabel 名、
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• UserClaim 名および
• AllowOSGroups オプション。
AuthToken:
   KeyStore=/var/mqm/qmgrs/qmgrs/QMJWT/ssl/key.kdb
   KeyStorePwdFile=/var/mqm/qmgrs/QMJWT/ssl/key.pw
   CertLabel=token
   CertLabel=rsakey
   CertLabel=mark
   ... up to 32 CertLabel fields
   UserClaim=AppUser
   AllowOSGroups=Y

使用可能なすべてのパラメーターを含めた場合は、以下のようになります。
• runqmcred コマンドを使用して、鍵ストアのパスワードを暗号化します。 ファイルに保存してから、
AuthToken スタンザにファイル・パスを含めます。

• 認証トークン・ユーザー・クレーム内のユーザー名は、認証と許可の両方に使用されます。
– トークン・ユーザーは、キュー・マネージャーが実行されているオペレーティング・システム上のユ
ーザーとして存在する可能性があります。

– ユーザー検査を使用可能にする認証情報オブジェクトを定義しました。
– チャネル認証レコードをセットアップして、チャネル認証または MCA 規則に基づいて、 IBM MQ オブ
ジェクトと対話する許可を持つユーザーを採用します。

トークン・ユーザーを認証および許可するための戦略は、要件と、 IBM MQ キュー・マネージャーが既に
どのように構成されているかによって異なります。 詳しくは、 認証トークンの処理を参照してください。
関連概念
トークンの処理
関連タスク
AuthTokens を受け入れるためのキュー・マネージャーの構成
アプリケーションでの認証トークンの使用

qm.ini ファイルの AutoCluster スタンザ
AutoCluster スタンザは、キュー・マネージャーがクラスターが自動クラスターのメンバーであるかどうか
の識別を開始し、クラスターの完全リポジトリーを識別できる場合に使用されます。
次の属性は、AutoCluster スタンザの必須の属性です。
Type=Uniform
自動クラスターのタイプを指定します。有効なオプションは、均一クラスターを表す Uniform のみで
す。

ClusterName=<String>
クラスターの名前 (自動クラスター名)。

次の属性は、AutoCluster スタンザのオプションの属性ですが、指定はペアで行う必要があります。
RepositoryName1 =< ストリング>
これは、自動クラスター内の最初の完全リポジトリーのキュー・マネージャー名です。 この名前は、
このキュー・マネージャーの名前でも、別のキュー・マネージャーの名前でも構いません。

Repository1Conname=< 接続名ストリング>
これは、自動クラスターのメンバーがこのキュー・マネージャーに接続する方法を示す接続名
(CONNAME) の値です。

Repository2Name=< ストリング>
これは、自動クラスター内の 2 番目の完全リポジトリーのキュー・マネージャー名です。 この名前は、
このキュー・マネージャーの名前でも、別のキュー・マネージャーの名前でも構いません。

Repository2Conname=< 接続名ストリング>
これは、自動クラスターのメンバーがこのキュー・マネージャーに接続する方法を示す接続名
(CONNAME) の値です。
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スタンザの例
AutoCluster:
         Repository1Name=QM1
         Repository2Name=QM2
         Repository1Conname=127.0.0.1(1414)
         Repository2Conname=127.0.0.1(1415)
         ClusterName=UNIFORMCLUSTER1
         Type=Uniform
 

関連概念
424 ページの『自動アプリケーション・バランシング』
IBM MQ の均一クラスターによってクラスター内のアプリケーションの分散度を緊密に管理できるように
なり、ランダム化や特定のキュー・マネージャーにアプリケーションを手動でピン留めする操作に依存し
なくてよくなりました。その結果、自動アプリケーション・バランシングによるアプリケーションの分散
度と可用性が大幅に高まっています。
関連タスク
437 ページの『均一クラスターの新規作成』
新しい均一クラスターの作成方法。
関連資料
441 ページの『自動クラスター構成の使用』
qm.iniコンフィギュレーション情報を変更することで、IBM MQ自動コンフィギュレーションを有効にす
るように設定します。

qm.ini ファイルの AutoConfig スタンザ
AutoConfig スタンザの属性は、均一クラスターのセットアップの一部として頻繁に使用されます。
注 : AutoCluster スタンザは、均一クラスターでのみ使用できます。
MQSCConfig=<Path>
このパスは、完全ファイル・パスまたはディレクトリーへのパスのいずれかです。すべての*.mqscフ
ァイルは、キュー・マネージャーの開始時にキュー・マネージャーに適用されます。
詳しくは、開始時の MQSC スクリプトからの自動構成を参照してください。

IniConfig=<Path>
このパスは、完全ファイル・パスまたはディレクトリーへのパスのいずれかです。すべての *.iniフ
ァイルは、キュー・マネージャーの開始時に qm.iniファイルに適用されます。
詳細については、107 ページの『始動時の qm.ini の自動構成』を参照してください。

ConfigTimeout
キュー・マネージャーが自動構成の完了を待機する時間の長さ (秒単位)。 この時間が経過すると、キュ
ー・マネージャーは起動を続行し、アプリケーションの接続ができるようになります。
デフォルトの動作はタイムアウトなしです。 つまり、すべての自動構成コマンドが完了するまで、ア
プリケーションの接続にキュー・マネージャーを使用することはできません。
この属性を構成すべきではない理由は、単純に構成に時間がかかること、そしてアプリケーションに適
用される構成が完了する前に、アプリケーションが接続できるようになる可能性がある (アプリケーシ
ョンに必要なキューの作成など) からです。

スタンザの例
AutoConfig:
         MQSCConfig=/tmp/auto.mqsc
         IniConfig=/tmp/auto.ini
         ConfigTimeout=120
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関連概念
424 ページの『自動アプリケーション・バランシング』
IBM MQ の均一クラスターによってクラスター内のアプリケーションの分散度を緊密に管理できるように
なり、ランダム化や特定のキュー・マネージャーにアプリケーションを手動でピン留めする操作に依存し
なくてよくなりました。その結果、自動アプリケーション・バランシングによるアプリケーションの分散
度と可用性が大幅に高まっています。
関連タスク
437 ページの『均一クラスターの新規作成』
新しい均一クラスターの作成方法。
関連資料
441 ページの『自動クラスター構成の使用』
qm.iniコンフィギュレーション情報を変更することで、IBM MQ自動コンフィギュレーションを有効にす
るように設定します。

qm.ini ファイルの Channels スタンザ
Channels スタンザの属性は、チャネルの構成を決定します。

ただし、この情報は IBM MQ for z/OS には適用されません。
qm.ini ファイル内の CHANNELS スタンザを使用して、チャネルに関する情報を指定します。

あるいは、 Linux (x86 および x86-64) および Windowsでは、 IBM MQ Explorer
Channels キュー・マネージャーのプロパティー・ページを使用します。
MaxChannels = 100 (デフォルト) |number
使用できる現行チャネルの最大数。
デフォルトは 100 です。
必要に応じて、MaxChannels を別の値に設定し、現行チャネルの最大数を制限することができます。
IBM MQ Appliance では、デフォルト値は 999 999 999 です。この値は変更しないでください。

MaxActiveChannels=MaxChannels_value
任意のある時点でアクティブ にできるチャネルの最大数。 デフォルトは、MaxChannels 属性に指定
されている値です。

MaxInitiators = 3 (デフォルト) |number
開始プログラムの最大数。 デフォルト値と最大値は 3 です。

MQIBindType=FASTPATH|STANDARD
アプリケーション用のバインディング方法。次のとおりです。
FASTPATH
チャネルは MQCONNX FASTPATH を使用して接続されます。つまり、エージェント・プロセスはあ
りません。

STANDARD
チャネルは STANDARD を使用して接続されます。

PipeLineLength=1|number
チャネルが使用する並行スレッドの最大数。 デフォルトは 1 です。 1 より大きい値は 2 として扱われ
ます。
パイプラインを使用する場合は、PipeLineLength が 1 より大きくなるようにチャネルの両端のキュ
ー・マネージャーを構成してください。
注 : パイプラインは、TCP/IP チャネルでのみ有効です。
詳しくは、 マルチスレッド・サポート-パイプライン を参照してください。

AdoptNewMCA = NO (デフォルト) | SVR | SDR | RCVR | CLUSRCVR | ALL | FASTPATH
IBM MQ がチャネル開始要求を受け取ったときに、チャネルのインスタンスが既に実行中であることが
検出された場合、新しいインスタンスを開始する前に、既存のチャネル・インスタンスを停止する必要
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がある場合もあります。 AdoptNewMCA 属性を使用すると、どの種類のチャネルをこの方法に従って終
了可能にするかを制御できます。
特定のチャネル・タイプについて AdoptNewMCA 属性を指定すると、一致するチャネル・インスタンス
がすでに実行中であるために新規チャネルが始動できない場合は、次のようになります。
1.新規チャネルは、終了要求を出して既存のチャネルを停止しようとします。
2.既存のチャネル・サーバーが、AdoptNewMCATimeout に指定されている待ち時間が満了するまで
にこの要求に応じない場合は、既存のチャネル・サーバーのスレッドまたはプロセスが終了されま
す。

3.ステップ 2 の実行後も既存のチャネル・サーバーが終了していない場合は、AdoptNewMCATimeout
の待ち時間が 2 回目に満了した時点で、IBM MQ はそのチャネルを終了し、CHANNEL IN USE エラ
ーを返します。

AdoptNewMCA 機能は、サーバー、送信側、受信側、およびクラスター受信側の各チャネルに適用され
ます。 送信側チャネルまたはサーバー・チャネルの場合、受信側のキュー・マネージャーでは、特定
の名前を持つチャネルの 1 つのインスタンスだけが実行可能です。 受信側チャネルまたはクラスター
受信側チャネルの場合、受信側のキュー・マネージャーでは、特定の名前を持つチャネルの複数のイン
スタンスが実行可能です。 ただし、特定のリモート・キュー・マネージャーからは、ある時点で 1 つ
のインスタンスだけが実行可能です。
注 : リクエスター・チャネルまたはサーバー接続チャネルに対しては、AdoptNewMCA はサポートされ
ません。
以下のリストから 1 つ以上の値を選んで、コンマまたはブランクで区切って指定します。
NO

AdoptNewMCA 機能が不要であることを意味します。 これはデフォルトです。
SVR
サーバー・チャネルが採用されます。

SDR
送信側チャネルが採用されます。

RCVR
受信側チャネルが採用されます。

CLUSRCVR
クラスター受信側チャネルが採用されます。

ALL
FASTPATH チャネル以外のすべてのチャネル・タイプが採用されます。

FASTPATH
該当チャネルが FASTPATH チャネルのときは、そのチャネルが採用されます。 これが起きるのは、
AdoptNewMCA=RCVR,SVR,FASTPATH などのように 該当するチャネル・タイプも指定されている
場合のみです。
重要! : FASTPATH チャネルの場合は、AdoptNewMCA 属性が予期しない動作をすることがありま
す。 FASTPATH チャネルの AdoptNewMCA 属性を使用可能にするときは、十分な注意が必要です。

AdoptNewMCATimeout= 60 (デフォルト) | 1-3600
新しいチャネル・インスタンスが古いチャネル・インスタンスの終了を待つ時間 (秒)。 1 から 3600 ま
での範囲の値を指定します。 デフォルト値は 60 です。

AdoptNewMCACheck=QM|ADDRESS|NAME|ALL
AdoptNewMCA 属性を使用可能にするときに必要な検査のタイプ。 可能な場合は、故意または不注意に
よりチャネルがシャットダウンされるのを防ぐために、すべての検査を実行してください。 最低限、
チャネル名が一致することだけは確認してください。
QM、NAME、または ALL の場合はコンマまたはブランクで区切って、以下の 1 つ以上の値を指定しま
す。
QM
キュー・マネージャー名が一致することを検査します。
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QMID ではなく、キュー・マネージャー名自体が突き合わされることに注意してください。
ADDRESS
通信ソースの IP アドレスを検査します。 例えば、TCP/IP アドレス。
注 : コンマ区切りの CONNAME 値は、ターゲット・アドレスに適用されるため、このオプションに
は関係ありません。
複数インスタンス・キュー・マネージャーが hosta から hostb にフェイルオーバーした場合、そ
のキュー・マネージャーのすべてのアウトバウンド・チャネルは hostb のソース IP アドレスを使
用します。 これが hosta と異なる場合、AdoptNewMCACheck=ADDRESS の突き合わせは失敗しま
す。
相互認証に SSL または TLS を使用することで、実行中の既存のチャネルがアタッカーによって中断
されるのを防止できます。 別の方法として、複数インスタンス・キュー・マネージャーの代わり
に、IP テークオーバーを行う HACMP タイプのソリューションを使用する方法と、ネットワーク・
ロード・バランサーを使用してソース IP アドレスをマスクする方法があります。

名前
チャネル名が一致することを検査します。

ALL
キュー・マネージャー名の一致、通信アドレス、およびチャネル名の一致を検査します。

デフォルトは AdoptNewMCACheck=NAME,ADDRESS,QM です。
ChlauthEarlyAdopt = Y (デフォルト) | N

IBM MQ クライアント・アプリケーション接続のセキュリティー・コンテキストを決定するときに、接
続認証規則とチャネル認証規則の処理順序が重要な要素になります。

重要 : ChlauthEarlyAdopt が qm.ini ファイルに存在しない場合のデフォルトは Nです。 た
だし、 すべてのキュー・マネージャーが ChlauthEarlyAdopt=Y で作成され、 qm.ini ファイ
ルに自動的に追加されます。
キュー・マネージャー上の接続認証 AUTHINFO オブジェクトに ADOPTCTX(YES) が設定されて
いる場合、ChlauthEarlyAdopt は、接続認証のためにキュー・マネージャーに指定されたユ
ーザー ID のみを採用します。

ChlauthEarlyAdopt の有効値は、以下の値です。
Y
チャネルは、チャネル認証規則を適用する前に、キュー・マネージャー接続認証を使用して、アプ
リケーションから提供されたユーザー ID とパスワードの資格情報を検証し、採用します。 この操
作モードでは、チャネル認証規則は、接続認証チェックの結果生成されるユーザー ID と照合され
ます。

N
チャネルは、チャネル認証規則が適用されるまで、アプリケーションから提供されたユーザー ID
とパスワードの資格情報の接続認証検証を遅らせます。 この操作モードでは、チャネル認証のブロ
ッキング規則とマッピング規則は、ユーザー ID とパスワードの検証結果を考慮できません。

例えば、デフォルトの認証情報オブジェクトが ADOPTCTX(YES) に設定され、ユーザー fred がログイ
ンしているとします。 次の 2 つの CHLAUTH 規則が構成されています。
SET CHLAUTH('MY.CHLAUTH') TYPE(ADDRESSMAP) DESCR('Block all access by
default') ADDRESS('*') USERSRC(NOACCESS) ACTION(REPLACE)
SET CHLAUTH('MY.CHLAUTH') TYPE(USERMAP) DESCR('Allow user bob and force
CONNAUTH') CLNTUSER('bob') CHCKCLNT(REQUIRED) USERSRC(CHANNEL)

次のコマンドを、ユーザー bob のセキュリティー・コンテキストを採用してコマンドを認証する目的
で発行します。
runmqsc -c -u bob QMGR

実際には、キュー・マネージャーは bob ではなく fred のセキュリティー・コンテキストを使用するた
め、接続に失敗します。
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bob のセキュリティー・コンテキストを使用するには、ChlauthEarlyAdopt を Y に設定する必要が
あります。

PasswordProtection = Compatible (デフォルト) |always|optional|warn

IBM MQ client アプリケーションがキュー・マネージャーに接続するときに指定する認証資格情報は、
接続で TLS 暗号化を使用しない場合、 IBM MQ MQCSP パスワード保護機能を使用して保護することが
できます。
MQCSP パスワード保護は TLS 暗号化より設定が簡単なので、テストや開発目的に役立ちます。ただし、
それほど安全ではありません。
MQCSP 構造で資格情報を保護する方法、およびこの属性に設定できる値について詳しくは、 MQCSP
パスワード保護を参照してください。

IgnoreSeqNumberMismatch = NO (デフォルト) | YES
チャネルの両端のメッセージ・チャネル・エージェント (MCA) はそれぞれ、同期を維持するために、
チャネルを介して送信されたメッセージ数を記録します。 例えば、片側のチャネル定義が削除された
後、再作成されると、同期が失われる可能性があります。 このような状況では、同期データが失われ
ていることを確認し、チャネルの始動の続行を許可するするために RESET CHANNEL が必要になること
があります。
IgnoreSeqNumberMismatch 属性は、受信側キュー・マネージャー上で設定する必要があります。
事実上、この属性は受信側チャネル上で reset channelコマンドを実行します。
この属性は、以下の値を使用して、チャネル始動時にキュー・マネージャーがシーケンス番号の不一致
を処理する方法を制御します。
NO
チャネル再同期中にチャネル・シーケンス番号が検査されます。2 つの MCA が同じシーケンス番号
で一致していない場合は、エラー・メッセージ AMQ9526 が報告され、チャネルは始動に失敗しま
す。

YES
チャネル再同期中にチャネル・シーケンス番号が検査されます。2 つの MCA が同じシーケンス番号
で一致していない場合は、警告メッセージ AMQ9703 が報告され、チャネルの始動が継続されま
す。 この属性値は、通常の環境では必要ありません。 災害復旧時などに、同期データが失われたこ
とが判明した場合、このオプションにより、各シーケンス番号の不一致を手動で確認する必要がな
くなります。 この値を指定すると、各シーケンス番号の不一致に対応して、管理者が自動的に
RESET CHANNEL を発行する場合と同様の効果が得られます。

ChlauthIgnoreUserCase = N (デフォルト) | Y
キュー・マネージャーが CHLAUTH 規則内で、ユーザー名を大/小文字を区別しないで一致させるよう
にします。 このオプションを選択すると、以下が許可されます。
• CHLAUTH TYPE(USERMAP) 規則の CLNTUSER で、大/小文字を区別しない一致。
• CHLAUTH TYPE(BLOCKUSER) 規則の USERLIST で、大/小文字を区別しない一致。
ChlauthIgnoreUserCase の有効値は、以下の値です。
N
チャネル認証規則は、大/小文字を区別して、クライアント・ユーザー ID を一致させようとします
(例: CLNTUSER('Fred') を指定する規則が 'fred' または 'FRED' と一致せず、'Fred' のユーザー ID に
のみ一致)。 これがデフォルト値です。

Y
チャネル認証規則は、大/小文字を区別しないで、クライアント・ユーザー ID と一致させようとし
ます (例: CLNTUSER('Fred') を指定した TYPE (USERMAP) または TYPE(USERBLOCK) のチャネル認
証規則は、ユーザー ID 'Fred'、'FRED'、'fred' など、大/小文字のあらゆる組み合わせの ID と一致)。

チャネル認証規則と一致させるときに、ユーザー ID の大/小文字を無視する場合は、複数の規則が一致
する可能性があることに注意してください。 これが発生した場合、一致する規則は不明確になります。
例えば、次のような規則では、ユーザー 'fred' が CLIENT チャネルを介してキュー・マネージャーに接
続した場合、それらは 'mquser1' または 'mquser2' にマップされる可能性があります。
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SET CHLAUTH('CLIENT') TYPE(USERMAP) CLNTUSER('fred') USERSRC(MAP) MCAUSER('mquser1')
SET CHLAUTH('CLIENT') TYPE(USERMAP) CLNTUSER('FRED') USERSRC(MAP) MCAUSER('mquser2')

ChlauthIgnoreUserCase=Y の使用時に生じうる不確実性を回避するには、大/小文字を区別しない
一致を使用すると重複し、結果として異なる動作を引き起こす CHLAUTH 規則は、定義しないようにし
ます。

ChlauthIssueWarn = y
SET CHLAUTH コマンドで WARN = YES 属性を設定した場合にメッセージ AMQ9787 を生成するには、
この属性を設定します。

スタンザの例
Channels: 
   MaxChannels=200
   MaxActiveChannels=100
   MQIBindType=STANDARD 
   PipelineLength=2
 

関連概念
230 ページの『チャネルの状態』
チャネルは、いつでも多くの状態のうちの 1 つであることができます。 いくつかの状態には、副状態もあ
ります。 チャネルは、指定された状態から他の状態に移動することができます。

qm.ini ファイルの Connection スタンザ
Connection スタンザは、デフォルトのバインド・タイプを定義します。
qm.ini ファイル内の Connection スタンザを使用して、デフォルトのバインド・タイプを指定します。

あるいは、 Linux (x86 および x86-64) および Windowsでは、 IBM MQ Explorer
Extended キュー・マネージャーのプロパティー・ページを使用します。
注 : Connection スタンザが必要な場合は、作成する必要があります。
DefaultBindタイプ = SHARED (デフォルト) |ISOLATED

DefaultBindType を ISOLATED に設定すると、アプリケーションとキュー・マネージャーは別個の
プロセスで実行され、両者間でリソースは共有されません。
DefaultBindType を SHARED に設定すると、アプリケーションとキュー・マネージャーは別個のプ
ロセスで実行されますが、いくつかのリソースは両者間で共有されます。
デフォルト値 SHARED です。

重要 : DefaultBindType はすべての MQCONN 呼び出しに適用されます。また、
MQCNO_STANDARD_BINDING を指定して MQCONNX を使用する場合にも適用されます。
DefaultBindType を変更すると、一部のアプリケーションでパフォーマンスが低下する場合
があります。

スタンザの例
      Connection:
        DefaultBindType=SHARED
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診断メッセージ・ロギング
IBM MQ の診断メッセージ・ログは、IBM MQ システムのさまざまなコンポーネントを使用して IBM MQ 構
成やランタイムの状態変更および問題に関連する診断メッセージを報告するメカニズムです。
これらのログは、IBM MQ エラー・ログ と呼ばれる場合もありますが、IBM MQ エラー・メッセージ以外
に、情報メッセージや警告メッセージが常に含まれます。 これらのログに報告を行う 3 つの主な IBM MQ
コンポーネントは以下のとおりです。
• キュー・マネージャー
• IBM MQクライアント
• IBM MQ システムの残り
IBM MQ では、診断メッセージ・サービス と呼ばれるさまざまな方式を介した診断メッセージの報告がサ
ポートされているため、以下の情報を記録およびコンシュームするためのアプローチを調整できます。
• AMQERRnn ログ・ファイル
• JSON 形式のログ・ファイル
• JSON 形式の Syslog

IBM MQ による JSON 出力は、1 行の JSON オブジェクトとしてフォーマットされます。つまり、JSON ロ
グまたは Syslog レコードの各行は、有効な JSON オブジェクトを表します。 ログの全体は、単一の JSON
オブジェクトとしてカプセル化されません。
以下の図は、キュー・マネージャー、IBM MQ クライアント、および IBM MQ システムのすべてが、説明
される方式を使用して診断メッセージを報告できることを示しています。
図 5. IBM MQ の各部分が診断メッセージを報告する方法

IBM MQ 診断ログの構成方法
診断ログは、qm.iniファイル内のスタンザを使用して、それを必要とする IBM MQコンポーネントに応
じて、スタンザを使用して定義およびカスタマイズされます。 それぞれ固有のロギング・エンドポイント
が、ini ファイル内の独自のスタンザ・ヘッディングの下で、カスタマイズと共に定義されます。 カスタマ
イズには以下のことが含まれます。
• ロールオーバーが発生する前に循環させるログ・ファイルのサイズ (Syslog には適用されない)
• ログ・メッセージの重大度に基づくフィルター処理
• 特定のメッセージ・コードの抑止
IBM MQ は 3 つのタイプのロギング・エンドポイントのいずれかまたはすべてに書き込むように構成でき
るため、特定のログ・スタンザが特定の役割を果たすようにできます。 同様に、複数のファイル・サービ
スも定義できます。 以下に例を示します。
• JSON 形式を使用すると、ローカル環境および Cloud 環境内で自動化ツールを介して容易に解析できるよ
うになります。
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• Syslog 出力を使用すると、IBM MQ コンポーネントで、システムの他の製品に合わせた共通 OS ロギング
の場所に診断情報を統合できます。

• 重大度に基づいてフィルター処理されるログ・エンドポイントでは、例えば、システム内の重大エラーの
みを特定のログ・ファイルに記録できます。
構成されている診断ロギングのスタイルに関係なく、IBM MQシステム・ログ・ディレクトリー(/var/mqm/
errors/AMQERRnn.log)および特定のキュー・マネージャー・ログ・ディレクトリー(/var/mqm/qmgrs/
<qmgr_name>/errors/AMQERRnn.log)の下に保持されている従来の診断ファイルは、使用されるその
他のロギング構成に加えて、常に書き込まれます。
キュー・マネージャーの場合のみ、133 ページの『診断メッセージ・サービス・スタンザ』の属性を指定
して、これらの必須ログのオプション構成を実行できます。

さまざまなスタンザ領域
IBM MQ のさまざまな領域に追加スタンザを適用できます。
Qmgr(qm.ini)
キュー・マネージャーによって生成されるログ・メッセージに適用されます。

System(mqs.ini)
システムによって生成されるログ・メッセージに適用されます。 このオプションは、キュー・マネー
ジャーがそれ自体のログにアクセスまたは書き込みできない場合を除き、キュー・マネージャーに固有
ではありません。

Templates(mqs.ini)
テンプレートとしての 1つ以上のスタンザ。キュー・マネージャーが作成されるときに qm.iniにコ
ピーされます。

Client(mqclient.ini)
クライアント操作に適用されます (例えば、リモート・キュー・マネージャーへのクライアント・モー
ドでの runmqsc)。

JSON 形式のログと従来形式のログの間の変換
mqrc コマンドが拡張され、JSON 形式のログと従来形式のログの間、および異なる言語間での多くの変換
が可能になりました。
関連資料
133 ページの『診断メッセージ・サービス・スタンザ』
使用可能な診断メッセージ・サービス・オプションによって IBM MQ 診断ロギングをカスタマイズできる
ので、さまざまな IBM MQ コンポーネントのさまざまなログ・エンドポイントにログ出力を送信できます。
131 ページの『QMErrorLogスタンザ』
qm.iniファイル内のキュー・マネージャー・エラー・ログ・スタンザ QMErrorLogを使用して、IBM MQ
エラー・ログの操作と内容を調整します。
135 ページの『診断メッセージ・サービス』
以下の診断メッセージ・サービスおよびそれらのサービス固有の属性 (構成ファイルの
DiagnosticSystemMessages、DiagnosticMessages および DiagnosticMessagesTemplate の各スタンザの下
で指定される) を定義できます。

QMErrorLogスタンザ
qm.iniファイル内のキュー・マネージャー・エラー・ログ・スタンザ QMErrorLogを使用して、IBM MQ
エラー・ログの操作と内容を調整します。
QMErrorLog サービスは、キュー・マネージャーに関する診断メッセージの出力に使用される従来型の IBM
MQ 診断ロギング・サービスです。 QMErrorLog サービスは、継続的に実行され、オフにすることはできま
せんが、ある程度カスタマイズすることができます。
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qm.iniファイル内の QMErrorLogスタンザを使用すると、特定のメッセージがキュー・マネージャーのエ
ラー・ログに書き込まれないようにすることができます。 また、特定の期間、エラー・ログにメッセージ
が書き込まれないようにすることも可能です。

また、qm.iniファイルを直接編集する代わりに、Extended Queue Managerの
プロパティページで IBM MQ Explorer、Excluded messages、Suppressed messages、Suppressed
messages intervalの属性を使用して、メッセージを除外したり抑制したりすることもできます。

重要 :

• IBM MQ Explorerを使用して、Windowsプラットフォーム上でローカル・キュー・
マネージャーを使用している場合にのみ変更を行うことができます。

• QMErrorLogスタンザは、IBM MQシステム構成ファイル、mqs.ini、またはクライアント構成フ
ァイル(一般的には mqclient.iniという名前)には適用されません。

次の属性を QMErrorLog スタンザに含めることができます。
ErrorLogSize=maxsize
バックアップにコピーされるキュー・マネージャー・エラー・ログのサイズを指定します。 maxsize
は、32768 から 2147483648 バイトの範囲でなければなりません。 ErrorLogSize が指定されてい
ないと、デフォルト値である 33554432 バイト (32 MB) が使用されます。
この属性を使用して、最大サイズを必要に応じて以前の最大サイズである 2 MB に戻すことができま
す。
ログのサイズは、 MQMAXERRORLOGSIZE 環境変数を使用して設定できます。

ExcludeMessage= msgIds
キュー・マネージャーのエラー・ログに書き込まれないメッセージを指定します。
詳しくは、133 ページの『診断メッセージ・サービス・スタンザ』の ExcludeMessage を参照してくだ
さい。

SuppressMessage= msgIds
指定した時間間隔内で 1 回だけキュー・マネージャーのエラー・ログに書き込まれるメッセージを指定
します。 同一のメッセージ ID が SuppressMessage と ExcludeMessage の両方で指定されている
と、そのメッセージは除外されます。
オプションは、mqclient.iniで定義された診断メッセージ・サービスには適用できません。 詳しく
は、133 ページの『診断メッセージ・サービス・スタンザ』 の SuppressMessage を参照してくださ
い。

SuppressInterval=length
SuppressMessage に指定したメッセージを 1 回だけキュー・マネージャーのエラー・ログに書き込
む時間間隔を秒単位で指定します。 length は、1 から 86400 秒の範囲でなければなりません。
SuppressInterval が指定されて いないと、デフォルト値の 30 秒が使用されます。

スタンザの例
      
QMErrorLog:
   ErrorLogSize=262144
   ExcludeMessage=7234
   SuppressMessage=9001,9002,9202
   SuppressInterval=30
 

関連概念
106 ページの『キュー・マネージャー構成ファイル qm.ini』
キュー・マネージャー構成ファイル qm.iniには、特定のキュー・マネージャーに関連する情報が含まれ
ています。 個々のキュー・マネージャーの構成を変更するために使用できる属性によって、IBM MQ の設
定がオーバーライドされます。
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関連資料
133 ページの『診断メッセージ・サービス・スタンザ』
使用可能な診断メッセージ・サービス・オプションによって IBM MQ 診断ロギングをカスタマイズできる
ので、さまざまな IBM MQ コンポーネントのさまざまなログ・エンドポイントにログ出力を送信できます。

診断メッセージ・サービス・スタンザ
使用可能な診断メッセージ・サービス・オプションによって IBM MQ 診断ロギングをカスタマイズできる
ので、さまざまな IBM MQ コンポーネントのさまざまなログ・エンドポイントにログ出力を送信できます。
以下のいずれかの名前のスタンザを使用して、追加の診断メッセージ・サービスを有効にします。
• DiagnosticSystemMessages

システム・エラー・ログに送信される診断メッセージの生成時に使用されるサービスを定義します。
mqs.iniまた mqclient.iniファイルで有効です。
クライアント・アプリケーションは DiagnosticSystemMessages スタンザを mqclient.ini および
mqs.ini ファイルで使用し、DiagnosticSystemMessages スタンザはキュー・マネージャー・コンテ
キストがないサーバー・アプリケーションのメッセージを制御します。
すべてのメッセージを syslog サービスに追加で書き込むキュー・マネージャーとアプリケーションを構
成できます。

• DiagnosticMessages

キュー・マネージャー・エラー・ログに送信される診断メッセージの生成時に使用されるサービスを定義
します。 qm.iniファイルでのみ有効です。

• DiagnosticMessagesTemplate

キュー・マネージャーの作成時に mqs.ini ファイルから qm.ini ファイルの DiagnosticMessages に
コピーされるスタンザです。
診断メッセージを表示するには、mqrc コマンドを使用します。

スタンザの属性
重要 : Service およびスタンザ名は必須です。

name=<stanzaname>
スタンザの名前。 値は ini ファイル内で一意である必要があります。

Service= type of service

この属性では、このスタンザで有効にするサービスを定義します。サービスの名前は、大/小文字を区
別しません。
例えば、syslog を追加サービスとして有効にするには、以下のように入力します。

Service=syslog

135 ページの『診断メッセージ・サービス』と、診断メッセージ・サービス・スタンザで使用可能なそ
れらのサービス固有の属性を参照してください。

以下のオプション属性をスタンザに追加できます。
• ExcludeMessage
• SuppressMessage
• SuppressInterval
• 135 ページの『Severities』
ExcludeMessage= msgIds
キュー・マネージャーのエラー・ログに書き込まれないメッセージを指定します。 IBM MQシステムが
大量に使用されている場合、多数のチャネルが停止して開始している場合は、多数の情報メッセージが
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z/OSコンソールおよびハードコピー・ログに送信されます。 IBM MQ-IMS ブリッジとバッファー管理
プログラムも、大量の通知メッセージを生成する場合があるので、必要な場合に、メッセージを除外す
ると、大量のメッセージは受信されません。 msgIds には、次のメッセージ ID のコンマ区切りリスト
が含まれています。

5211 - プロパティー名の最大長を超えました。
5973 - 分散パブリッシュ/サブスクライブのサブスクリプションは禁止されています
5974 - 分散パブリッシュ/サブスクライブのパブリッシュは禁止されています
6254 - システムは共有ライブラリーを動的にロードできませんでした

7163 - Job started message (ジョブがメッセージを開始しました) (IBM i のみ)
7234 - Number of messages loaded (いくつかのメッセージが読み込まれました)
8245 - エンティティーには、オブジェクトを表示するための十分な権限がありません (Entity has
insufficient authority to display object)
9001 - Channel program ended normally (チャネル・プログラムが正常に終了しました)
9002 - Channel program started (チャネル・プログラムが開始されました)
9202 - Remote host not available (リモート・ホストは使用できません)
9208 - ホストからの受信エラー
9209 - 接続の閉止
9228 - チャネル・レスポンダーの開始不能
9489 - SVRCONN インスタンス数の最大限度を超えました
9490 - クライアントあたりの SVRCONN インスタンス数の最大限度を超えました
9508 - キュー・マネージャーに接続不能
9524 - Remote queue manager unavailable (リモート・キュー・マネージャーは使用できません)
9528 - User requested closure of channel (ユーザーがチャネルの閉止を要求しました)
9545 - 切断間隔の有効期限切れ
9558 - リモート・チャネルは使用不可
9637 - チャネルに証明書がありません。
9776 - ユーザー ID によるチャネルのブロック
9777 - NOACCESS マップによるチャネルのブロック
9782 - アドレスによる接続のブロック
9999 - Channel program ended abnormally (チャネル・プログラムが異常終了しました)

SuppressMessage= msgIds
指定した時間間隔内で 1 回だけキュー・マネージャーのエラー・ログに書き込まれるメッセージを指定
します。 IBM MQシステムが大量に使用されている場合、多数のチャネルが停止して開始している場合
は、多数の情報メッセージが z/OSコンソールおよびハードコピー・ログに送信されます。 IBM MQ-
IMS ブリッジとバッファー管理プログラムも、大量の通知メッセージを生成する場合があるので、必要
な場合に、メッセージを抑止すると、大量の反復メッセージは受信されません。 時間間隔は、
SuppressInterval で指定します。 msgIds には、次のメッセージ ID のコンマ区切りリストが含まれ
ています。

5211 - プロパティー名の最大長を超えました。
5973 - 分散パブリッシュ/サブスクライブのサブスクリプションは禁止されています
5974 - 分散パブリッシュ/サブスクライブのパブリッシュは禁止されています
6254 - システムは共有ライブラリーを動的にロードできませんでした

7163 - Job started message (ジョブがメッセージを開始しました) (IBM i のみ)
7234 - Number of messages loaded (いくつかのメッセージが読み込まれました)
8245 - エンティティーには、オブジェクトを表示するための十分な権限がありません (Entity has
insufficient authority to display object)
9001 - Channel program ended normally (チャネル・プログラムが正常に終了しました)
9002 - Channel program started (チャネル・プログラムが開始されました)
9202 - Remote host not available (リモート・ホストは使用できません)
9208 - ホストからの受信エラー
9209 - 接続の閉止
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9228 - チャネル・レスポンダーの開始不能
9489 - SVRCONN インスタンス数の最大限度を超えました
9490 - クライアントあたりの SVRCONN インスタンス数の最大限度を超えました
9508 - キュー・マネージャーに接続不能
9524 - Remote queue manager unavailable (リモート・キュー・マネージャーは使用できません)
9528 - User requested closure of channel (ユーザーがチャネルの閉止を要求しました)
9545 - 切断間隔の有効期限切れ
9558 - リモート・チャネルは使用不可
9637 - チャネルに証明書がありません。
9776 - ユーザー ID によるチャネルのブロック
9777 - NOACCESS マップによるチャネルのブロック
9782 - アドレスによる接続のブロック
9999 - Channel program ended abnormally (チャネル・プログラムが異常終了しました)

同一のメッセージ ID が SuppressMessage と ExcludeMessage の両方で指定されていると、そのメ
ッセージは除外されます。
オプションは、MQ client.iniで定義された診断メッセージ・サービスには適用できません。

SuppressInterval=length
SuppressMessage に指定したメッセージを 1 回だけキュー・マネージャーのエラー・ログに書き込
む時間間隔を秒単位で指定します。 length は、1 から 86400 秒の範囲でなければなりません。
SuppressInterval が指定されて いないと、デフォルト値の 30 秒が使用されます。

Severities
重大度レベルのコンマ区切りリスト。重大度レベルの名前は大/小文字を区別しません。 許容値は以下
のとおりです。
• I (または、Information か 0)
• W (または、Warning か 10)
• E (または、Error か 20 と 30)
• S (または、Stop か 40)
• T (または、System か 50)

注 :

1.デフォルト値は all です。
2.選択した重大度レベルのメッセージのみがサービスに提示されます。
または、プラス文字 (+) を使用して、指定したエラー・レベル以上のメッセージを表示することもで
きます。 例えば、すべてのエラーを表示するには、以下のように入力します。

Severities=E+

関連資料
131 ページの『QMErrorLogスタンザ』
qm.iniファイル内のキュー・マネージャー・エラー・ログ・スタンザ QMErrorLogを使用して、IBM MQ
エラー・ログの操作と内容を調整します。
135 ページの『診断メッセージ・サービス』
以下の診断メッセージ・サービスおよびそれらのサービス固有の属性 (構成ファイルの
DiagnosticSystemMessages、DiagnosticMessages および DiagnosticMessagesTemplate の各スタンザの下
で指定される) を定義できます。

診断メッセージ・サービス
以下の診断メッセージ・サービスおよびそれらのサービス固有の属性 (構成ファイルの
DiagnosticSystemMessages、DiagnosticMessages および DiagnosticMessagesTemplate の各スタンザの下
で指定される) を定義できます。
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以下の診断メッセージ・サービスが定義されています。
ファイル
このサービスでは、QMErrorLog サービスと同様の方法でフィルター処理されていないメッセージをフ
ァイルに送信します。 Format の指定値に基づいて、指定されている既存のテキスト形式か JSON 形式
のどちらかが使用されます。 デフォルトでは、 Format プロパティーに応じて AMQERR01.LOG、
AMQERR02.LOG、および AMQERR03.LOG または AMQERR01.json、 AMQERR02.json、および
AMQERR03.jsonという 3 つのファイルがあり、これらのロールオーバーは構成されたサイズに基づい
ています。
以下の属性は、File スタンザだけでサポートされています。
FilePath
ログ・ファイルの書き込み先のパス。 デフォルトは、システムまたはキュー・マネージャーである
AMQERR01.logファイルと同じロケーションです。 このパスは絶対パスである必要があります
が、置き換え可能な挿入を含めることができます。 以下に例を示します。
+MQ_Q_MGR_DATA_PATH+
キュー・マネージャー診断メッセージ・ディレクトリーの親への絶対パス。 デフォルト値は以
下のとおりです。
• AIX and Linuxプラットフォームで: /var/mqm/qmgrs/
<QM_name>

• でWindows、C:\Program Data\IBM\MQ\qmgrs\<QM_name>
+MQ_DATA_PATH+
システム診断メッセージ・ディレクトリーの親への絶対パス。 デフォルト値は以下のとおりで
す。
• で AIX and Linuxプラットフォーム:/var/mqm

• Windows 上: C:\Program Data\IBM\MQ

既存のエラー・ディレクトリーを使用しない場合は、適切な権限を使用してこのパスを作成す
る必要があります。

FilePrefix
ログ・ファイルの接頭部。 デフォルトは AMQERR です。

FileSize
ログがロールオーバーするサイズ。 131 ページの『QMErrorLogスタンザ』の ErrorLogSize プ
ロパティーと同様に、デフォルトは 32MBです。これは意味的には同一です。
注 : ErrorLogSizeプロパティーは、カスタム診断サービスではなく、デフォルトのエラー・ロ
グ・サービスにのみ適用されます。
ログのサイズは、 MQMAXERRORLOGSIZE 環境変数を使用して設定できます。

Format
ファイルの形式。 値は、text (追加の QMErrorLog スタイル・サービスの場合) または json (デフォル
ト) のどちらかです。
ファイルの接尾部は、この属性の設定に基づいて、.LOG と .json のどちらかになります。
例えば、キュー・マネージャーの qm.iniファイルを編集し、以下のスタンザを追加します:

DiagnosticMessages:
   Service = File
   Name = JSONLogs
   Format = json
   FilePrefix = AMQERR

再始動後、キュー・マネージャーは、ERRORSディレクトリーに AMQERR0x.jsonファイルを持つ
ことになります。
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複数の File サービスを定義できます。 これにより、以下の例に示す構成が可能になります。異なる
タグのメッセージは、異なるログのセットに分割されます。

DiagnosticMessages:
  Name=ErrorsToFile
  Service=File
  Severities=E+
  FilePrefix=OnlyErrors

DiagnosticMessages:
  Name=NonErrorstoFile
  Service=File
  Severities=1 W
  FilePrefix=Information

Syslog
Syslog サービスは、Windows または IBM i では使用できません。
定義できる Syslog サービスは 1 つのみであり、Syslog サービスでは、JSON 形式の診断メッセージ仕
様を使用して、フィルター処理されていないメッセージが syslog に送信されます。 情報は表に示され
ている順序で syslog に追加され、msgID と挿入で開始されます。
メッセージの重大度は、以下のように syslog レベルにマップされます。
表 13. メッセージの重大度と syslog レベルのマッピング
重大度 レベル
0 LOG_INFO

10 LOG_WARNING

20 LOG_ERR

30 LOG_ERR

40 LOG_ALERT

50 LOG_ALERT

以下の属性は、syslog スタンザだけでサポートされています。
Ident

syslog 項目に関連付けられた ident 値を定義します。 デフォルト値は ibm-mq です。
Syslog に送信されるエラー・メッセージの例を以下に示します。

DiagnosticMessages:
  Name=ErrorsToSyslog
  Ident=mq 
  Service=Syslog
  Severities=E+
  

スタンザの一般的な属性について詳しくは、133 ページの『診断メッセージ・サービス・スタンザ』を参
照してください。
注 :

1. File サービスの場合のみ、それぞれ名前が異なる複数のスタンザを持つことができます。 シーケンス内
の最後の名前を使用した定義のみが有効になります。

2.スタンザの値に加えた変更は、キュー・マネージャーを再始動した場合にのみ有効になります。
qm.ini ファイルの ExitPath スタンザ

ExitPath スタンザは、キュー・マネージャー・システム上のユーザー出口プログラムのパスを指定します。
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qm.ini ファイルの ExitPath スタンザを使用して、キュー・マネージャー・システム上のユーザー出口
プログラムのパスを指定します。

あるいは、 Linux (x86 および x86-64) および Windowsでは、 IBM MQ Explorer
Exits キュー・マネージャーのプロパティー・ページを使用します。
ExitsDefaultPath=string

ExitsDefaultPath 属性は、次の出口の位置を指定します。
• クライアントの 32 ビット・チャネル出口
• サーバーの 32 ビット・チャネル出口およびデータ変換出口
• 非修飾 XA スイッチ・ロード・ファイル

ExitsDefaultPath64= string
ExitsDefaultPath64 属性は、次の出口の位置を指定します。
• クライアントの 64 ビット・チャネル出口
• サーバーの 64 ビット・チャネル出口およびデータ変換出口
• 非修飾 XA スイッチ・ロード・ファイル

スタンザの例
 
ExitPath:
   ExitsDefaultPath=/var/mqm/exits
   ExitsDefaultPath64=/var/mqm/exits64
 

qm.ini ファイルの ExitPropertiesLocal スタンザ
ExitPropertiesローカル・スタンザは、キュー・マネージャーの出口プロパティーに関する情報を指定しま
す。
qm.ini ファイルの ExitPropertiesローカル・スタンザを使用して、キュー・マネージャーの出口プロパテ
ィーに関する情報を指定します。

あるいは、 Linux (x86 および x86-64) および Windowsでは、 IBM MQ Explorer
クラスター・キュー・マネージャーのプロパティー・ページを使用します。

あるいは、 Windows では、 amqmdain コマンドを使用してこの情報を指定できます。
デフォルトでは、この設定は、マシン全体の構成の ExitProperties スタンザに含まれている CLWLMode 属
性から継承されます (101 ページの『mqs.ini ファイルの ExitProperties スタンザ』を参照してください)。
この設定を変更するのは、このキュー・マネージャーを別の方法で構成する場合のみにしてください。 こ
の値は、クラスター・キュー・マネージャー・プロパティー・ページのクラスター・ワークロード・モー
ド属性を使用して、キュー・マネージャーごとに個別にオーバーライドできます。
mqs.ini ファイルの ExitProperties スタンザを使用して、キュー・マネージャー出口プログラムによって
使用される構成オプションを指定します。

あるいは、 Linux (x86 および x86-64) および Windowsでは、 IBM MQ Explorer
Extended IBM MQ のプロパティー・ページを使用します。
CLWLMode = SAFE (デフォルト) | 高速
クラスター・ワークロード (CLWL) 出口を使用すると、MQI 呼び出し (例えば、 MQOPEN、 MQPUT) への
応答として、クラスター内のどのクラスター・キューを開くかを指定できます。 CLWL 出口は、
CLWLMode 属性に指定した値に応じて、FAST モードまたは SAFE モードのいずれかで実行されます。
CLWLMode 属性を省略すると、クラスター・ワークロード出口は SAFE モードで実行されます。
SAFE

CLWL 出口をキュー・マネージャーから独立したプロセスで実行します。 これはデフォルトです。
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SAFE モードでの実行中にユーザー作成の CLWL に問題が起きた場合は、次のような結果が生じま
す。
• CLWL サーバー・プロセス (amqzlwa0) は失敗します。
• キュー・マネージャーは CLWL サーバー・プロセスを再始動します。
• エラーがエラー・ログに記録されます。 進行中の MQI 呼び出しがある場合は、戻りコードが戻さ
れます。
キュー・マネージャーの保全性は維持されます。
注 : CLWL 出口を別のプロセスで実行すると、パフォーマンスに影響を与える可能性があります。

FAST
クラスター出口は、キュー・マネージャー・プロセスでインラインで実行します。
このオプションを指定すると、SAFE モードで実行した場合のプロセスの切り替えコストを回避で
きるのでパフォーマンスは向上しますが、代わりにキュー・マネージャーの保全性が保証されない
ことになります。 CLWL 出口を FAST モードで実行する必要があるのは、CLWL 出口に問題がなく、
特にパフォーマンスについて懸念があると確信している場合のみです。
CLWL 出口を FAST モードで実行しているときに問題が発生すると、キュー・マネージャーは失敗
し、キュー・マネージャーの保全性が損なわれる恐れがあります。

スタンザの例
 ExitPropertiesLocal:
        CLWLMode=SAFE
 

qm.ini ファイルの Filesystem スタンザ
Filesystem スタンザは、キュー・マネージャーのエラー・ログに設定された許可を未変更のままにするか、
デフォルト値に戻すかを指定します。
エラー・ログ・ファイルに設定されたデフォルトの権限は、ほとんどの環境で役に立つことが予想されま
す。したがって、ほとんどの IBM MQ管理者は、これらを変更する必要はありません。
ただし、 IBM MQ 管理者は、エラー・ログ・ファイルの許可を変更したい場合があります。その場合は、
Filesystem スタンザ・オプション ValidateAuth=Noを設定する必要があります。これにより、キュ
ー・マネージャーは許可を未変更のままにします。
デフォルトの動作 ( ValidateAuth=Noを指定しない場合) では、キュー・マネージャーはキュー・マネー
ジャーのエラー・ログのファイル許可を検査し、それらをデフォルト値に戻します。 検査は、キュー・マ
ネージャーの終了時や操作開始時など、いつでも発生することがあります。

スタンザの例
 Filesystem:
        ValidateAuth=No
 

mq.ini ファイルの JWKS スタンザ
JWKS スタンザを使用して、この発行者によって署名されたトークンを検証できる公開鍵のセットを取得す
る方法をキュー・マネージャーに通知します。
EndPoint=ストリング
この発行者によって署名されたトークンを検証するために必要な公開鍵を提供する JWKS 文書の URL
を指定します。
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指定されたこのサーバーは、鍵を取得するためにセキュア (HTTPS) 接続を提供する必要があります。
キュー・マネージャーは、セキュア HTTP 接続を確立するようにも構成されている必要があります。
HTTPSKeyStoreを参照してください。
この属性の正しい値がわからない場合は、認証サーバー管理者に問い合わせてください。

IssuerName=ストリング
これは、この発行者によって提供/署名された JWT 認証トークンに存在する IssuerName でなければ
なりません。
これを確立するには、認証サーバーの資料を確認するか、サービスによって発行された JWT の例を調
べます。

UserClaim=ストリング
これは、キュー・マネージャーが IBM MQ 権限の確立時に IBM MQ ユーザー ID として使用するクレー
ム (認証トークン内のキー/値のペア) の名前を指定します。
このエンドポイントからのトークンが認証にのみ使用されている場合 (つまり、 ADOPTCTX が NOの場
合)、この属性はオプションです。それ以外の場合は必須です。

スタンザの例
JWKS:
    Endpoint=https://myauthserver.example/jwks
    IssuerName=https://myauthserver.example/jwks
    UserClaim=MQUser
 

関連情報
JWKS エンドポイントを使用して認証トークンを受け入れるためのキュー・マネージャーの構成

qm.ini ファイルの Log スタンザ
Log スタンザは、キュー・マネージャーでのロギングに関する情報を指定します。
qm.ini ファイル内の Log スタンザを使用して、キュー・マネージャーでのロギングに関する情報を指定し
ます。

あるいは、 Linux (x86 および x86-64) および Windowsでは、 IBM MQ Explorer
「ログ・キュー・マネージャー」 プロパティー・ページを使用します。
デフォルトでは、これらの設定は、キュー・マネージャーのデフォルト・ログ設定に指定された設定から
継承されます ( 102 ページの『mqs.ini ファイルの LogDefaults スタンザ』を参照)。 これらの設定を変更す
るのは、このキュー・マネージャーを別の方法で構成する場合のみにしてください。
ログ・サイズの計算について詳しくは、 670 ページの『ログのサイズの計算』を参照してください。
注 : 以下のパラメーター・リストに示されている制限は、 IBM MQによって設定されます。 オペレーティ
ング・システムの制限により、最大可能ログ・サイズがさらに減少することもあります。
LogPrimaryFiles = 3 (デフォルト) |2-254 ( Windows ) |2-510 ( AIX and Linux システム)
キュー・マネージャーの作成時に割り振られるログ・ファイル。
1 次ログ・ファイルの最小数は 2 であり、最大数は Windows では 254、AIX and Linux システムでは
510 です。 デフォルトは 3 です。
1 次ログ・ファイルと 2 次ログ・ファイルの合計数は 3 以上にする必要があり、かつ Windows では 255
以下、AIX and Linux システムでは 511 以下にする必要があります。
この値は、キュー・マネージャーの作成時または開始時に調べられます。 キュー・マネージャーが作
成された後に、この値を変更することができます。 ただし、この変更された値は、キュー・マネージ
ャーが再始動されるまで有効にならないので、効果はただちに現れません。

LogSecondaryFiles = 2 (デフォルト) |1-253 ( Windows ) |1-509 ( AIX and Linux システム)
1 次ファイルが足りなくなったときに割り振られるログ・ファイル。
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2 次ログ・ファイルの最小数は 1 であり、最大数は Windows では 253、AIX and Linux システムでは
509 です。 デフォルトの数は 2 です。
1 次ログ・ファイルと 2 次ログ・ファイルの合計数は 3 以上にする必要があり、かつ Windows では 255
以下、AIX and Linux システムでは 511 以下にする必要があります。
この値は、キュー・マネージャーの始動時に検査されます。 この値は変更することができます。ただ
し、変更された値は、キュー・マネージャーが再始動されるまでは有効にはなりません。有効になった
場合でも効果がただちに現れるとは限りません。

LogFilePages=number
ログ・データは、ログ・ファイルと呼ばれる一連のファイルに保持されます。 ログ・ファイル・サイ
ズは、4 KB ページ単位で指定します。
ログ・ファイルのデフォルトのページ数は 4096 です。 これは、16 MB のログ・ファイル・サイズと
同じです。
AIX and Linux システムの場合、ログ・ファイルの最小ページ数は 64 です。Windows の場合、ログ・
ファイルの最小ページ数は 32 です。最大ページ数はどちらも 65 535 です。
注 : キュー・マネージャーの作成時に指定されたログ・ファイルのサイズは、キュー・マネージャーで
は変更できません。

LogType = 環状 (デフォルト) | LINEAR| REPLICATED
キュー・マネージャーで使用するロギングのタイプ。 デフォルトは 循環です。 必要なタイプのロギン
グを使用してキュー・マネージャーを作成する方法について詳しくは、 102 ページの『mqs.ini ファイ
ルの LogDefaults スタンザ』の LogType 属性の説明を参照してください。
CIRCULAR
ログを使用して再始動リカバリーを開始し、システムの停止時に進行中であったトランザクション
をロールバックします。
循環ロギングの詳細については、664 ページの『ログのタイプ』を参照してください。

LINEAR
再始動リカバリーと、メディアまたは順方向リカバリー (ログの内容を再生することにより、消失
または損傷したデータを作成する) の両方を可能にします。
リニア・ロギングの詳細については、664 ページの『ログのタイプ』を参照してください。

REPLICATED
ログ・データをアクティブ・インスタンスから複製インスタンスに複製するために、Native HA グ
ループによって使用されます。
複製ロギングの詳細については、664 ページの『ログのタイプ』を参照してください。

注 : qm.ini ファイル内のこの属性を変更してキュー・マネージャーの LogType を変更することはで
きません。 キュー・マネージャーの LogType を変更するには、migmqlog コマンドを使用する必要が
あります。

LogBufferPages=0 (デフォルト) |0 から 4096
書き込み用としてバッファー・レコードに割り振るメモリーの量。バッファーのサイズは 4 KB ページ
単位で指定します。
バッファーの最小ページ数は 18 であり、最大ページ数は 4096 です。 バッファーが大きいとスループ
ットが高くなりますが、これは特に大きなメッセージに適用されます。
0 (デフォルト) を指定すると、サイズはキュー・マネージャーによって選択されます。
1 から 17 の範囲の数を指定すると、キュー・マネージャーはデフォルトで 18 (72 KB) になります。 18
から 4096 の範囲の数値を指定すると、キュー・マネージャーは指定された数値を使用して、割り振ら
れるメモリーの量を設定します。
この値は、キュー・マネージャーの始動時に検査されます。 値は、制限内で増減できます。 ただし、
この値の変更は、 キュー・マネージャーが次に始動されるまで有効になりません。
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LogPath=directory_name
キュー・マネージャーのログ・ファイルが置かれるディレクトリー。 ディレクトリーは、キュー・マ
ネージャーが書き込みを行える ローカル装置に置くか、できればメッセージ・キューとは異なるドラ
イブに置く必要があります。 異なるドライブを指定すると、システム障害時の保護機能が加わります。
デフォルトは次のとおりです。
• Windows の C:\ProgramData\IBM \MQ\log。
• AIX and Linux システムの /var/mqm/log 。
-ld フラグを使用して、 crtmqm コマンドでディレクトリーの名前を指定できます。 キュー・マネー
ジャーが作成されると、キュー・マネージャー・ディレクトリーの下にもう 1 つディレクトリーが作成
され、ログ・ファイルの保存に使用されます。 このディレクトリーの名前はキュー・マネージャー名
に基づいて付けられます。 これによってログ・ファイル・パスが確実に固有になり、ディレクトリー
名の長さに関する制限にも抵触しないことになります。
crtmqm コマンドで -ld を指定しない場合は、 LogDefaultPath 属性の値が使用されます。

AIX and Linux システムでは、ユーザー ID mqm およびグループ mqm に、
ログ・ファイルに対する全権限が必要です。 これらのファイルの位置を変更する場合は、それらの権
限を取得する必要があります。 ログ・ファイルがプロダクトで提供されたデフォルト位置にある場合、
これは必要ありません。

LogWriteIntegrity =SingleWrite|DoubleWrite|TripleWrite (デフォルト)
高信頼ログ・レコードを書き込むためにロガーが使用する方式。
TripleWrite (デフォルト)

なお、DoubleWrite を選択可能ですが、そのようにした場合、システムでは TripleWrite と解
釈されます。

SingleWrite
SingleWrite は、IBM MQ リカバリー・ログをホスティングしているファイル・システムおよび
デバイスが、最小単位 4KB の書き込みを明示的に保証している場合にのみ使用してください。
すなわち、何らかの原因で 4KB ページの書き込みが失敗した場合、変更前イメージまたは変更後イ
メージの 2 つの状態しかありません。 中間の状態は考えられません。
注 : 持続するワークロードにおける並行性が十分であるなら、デフォルト値 TripleWrite 以外の
値に設定することで得られる利点はほとんどありません。
詳細については、143 ページの『LogWriteIntegrity-using SingleWrite または TripleWrite』を参照し
てください。

LogManagement = Manual (デフォルト) | Automatic | Archive
ログ・エクステントを手動またはキュー・マネージャーによって管理するために使用される方式。 デ
フォルト値は 「手動」です。
この属性は、 LogType が LINEARの場合にのみ適用されます。
LogManagement の値を変更しても、キュー・マネージャーを再始動するまでその変更は有効になりま
せん。
属性に認識されない値が見つかると、その値が修正されるまでキュー・マネージャーは始動しません。

LogManagement プロパティーは、IBM i では無効です。
手動 (デフォルト)
手動でログ・エクステントを管理します。 このオプションを指定すると、リカバリー用のログ・エ
クステントが不要になった場合でも、キュー・マネージャーは、ログ・エクステントを再使用した
り削除したりしません。

自動
キュー・マネージャーによってログ・エクステントが自動的に管理されます。 このオプションを指
定すると、リカバリー用のログ・エクステントが不要になった時点で、キュー・マネージャーがロ
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グ・エクステントを再使用したり削除したりできるようになります。 アーカイブ保存はできませ
ん。

アーカイブ
キュー・マネージャーによってログ・エクステントが管理されますが、それぞれのログ・エクステ
ントのアーカイブ保存が完了したことをキュー・マネージャーに通知する必要があります。
このオプションを指定すると、不要になったリカバリー用のログ・エクステントのアーカイブ保存
が完了したことをキュー・マネージャーに通知した時点で、キュー・マネージャーがログ・エクス
テントを自由に再使用したり削除したりできるようになります。
この通知は、 RESET QMGR MQSC コマンドまたは Reset Queue Manager PCF コマンドを使用して
行います。

スタンザの例
Log:
   LogPrimaryFiles=3
   LogSecondaryFiles=2
   LogFilePages=4096
   LogType=CIRCULAR
   LogBufferPages=0 
   LogPath=/var/mqm/log/saturn!queue!manager/
 

注 : LogBufferPages の値を 0 にすると、値 512 が使用されます。
LogWriteIntegrity-using SingleWrite または TripleWrite

qm.ini ファイルの Log スタンザにある LogWriteIntegrity オプションの設定によって、 IBM MQ のロ
ガーがログ・レコードをリカバリー・ログに書き込むために使用するアルゴリズムが決まります。 デフォ
ルト設定は TripleWrite で、この設定はほぼすべてのシナリオで安全です。
LogWriteIntegrity の設定は、部分的なログ・ページが書き込まれる場合にのみ効果があります。 並行
アクティビティーの量が適切なキュー・マネージャーでは、このような状況はほとんど発生しません。

SingleWrite
SingleWrite は、非常にまれな状況でデフォルトの TripleWrite 設定よりも優れたパフォーマンスを
出すアルゴリズムを選択します。 SingleWrite 設定は、 IBM MQ リカバリー・ログに同期的に書き込ま
れる 4KB ページがアトミックに書き込まれることを、基礎となるストレージ・プラットフォームがあらゆ
る状況下で絶対に保証できる場合にのみ安全です。
SingleWrite 設定は、 IBM MQ リカバリー・ログをホストするファイル・システムまたはデバイスが 4KB
書き込みのアトミシティを明示的に保証する場合にのみ使用してください。 つまり、何らかの理由で 4 KB
のページの書き込みが失敗した場合は、 変更前イメージまたは変更後イメージの 2 つの状態しか存在せず、
中間の状態が存在しないことになります。 それ以外の場合は、 TripleWriteを使用してください。
並行性が十分にあるシステムでは、キュー・マネージャーはログ・データのフル・ページのみを書き込み
ます。 フル・ページの割合が高い場合は、SingleWrite と TripleWrite の間にパフォーマンス上の大
きな違いはありません。
並行性がほとんどないシステムでは、SingleWrite にパフォーマンス上の大きな利点があります。 ただ
し、通常は、SingleWrite を使用するよりも並行性を高める方法をお勧めします。
4 KB 書き込みのアトミシティを確実に判断することは難しく、また、基礎のソフトウェアまたはハードウ
ェアを変更すると、そのような保証が無効になる可能性があることに注意してください。
現在かつ今後いかなるときも、あらゆる状況下で、必要な保証を与えてくれるストレージ・インフラスト
ラクチャーであるという確信がない場合は、 TripleWrite を使用する必要があります。
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qm.ini ファイルの LU62 スタンザ (Windows のみ)
LU62 スタンザは、SNA LU 6.2 プロトコル構成パラメーターを指定します。 これらのパラメーターは、チ
ャネルのデフォルト属性をオーバーライドします。
qm.ini ファイルの LU62 スタンザを使用して、SNA LU 6.2 プロトコル構成パラメーターを指定します。
これらのスタンザは、チャネルのデフォルトの属性を指定変更します。

あるいは、 Linux (x86 および x86-64) および Windowsでは、 IBM MQ Explorer
LU6.2 キュー・マネージャーのプロパティー・ページを使用します。
TPName
リモート・サイトで始動する TP 名。

Library1=DLLName 1
APPC DLL の名前。
デフォルト値は WCPIC32 です。

Library2= DLLName2
Library1 と同様に、コードが 2 つの別個のライブラリーに格納されている場合に使用されます。
デフォルト値は WCPIC32 です。

qm.ini ファイルの NativeHAInstance スタンザ
コンテナー内の IBM MQ の場合、 NativeHAInstance スタンザは、ネイティブ HA 構成内の 3 つのノー
ドが相互に通信する方法を指定します。
注 : この情報は、コンテナー環境にのみ適用されます。 IBM MQ オペレーターを使用したネイティブ HA の
構成 、または 独自のコンテナーを作成する場合のネイティブ HA グループの作成を参照してください。
ネイティブ HA グループ内のキュー・マネージャー・インスタンス (ローカル・インスタンスを含む) ごと
に 1 つずつ、合計 3 つの NativeHAInstance スタンザを追加します。 以下の属性を追加します。
名前
キュー・マネージャー・インスタンスの作成時に使用したインスタンス名を指定します。

ReplicationAddress
インスタンスのホスト名、 IPv4 ドット 10 進または IPv6 16 進形式のアドレスを指定します。 アドレ
スは、ホスト名、 IPv4 小数点付き 10 進数、または IPv6 16 進形式のアドレスとして指定できます。
複製アドレスは、グループ内の各インスタンスから解決可能かつルーティング可能でなければなりませ
ん。 ログ複製に使用するポート番号は、大括弧で囲んで指定する必要があります。以下に例を示しま
す。
ReplicationAddress=host1.example.com(4444)

スタンザの例
以下の例は、ネイティブ HA 構成の 3 つのノードを指定するために qm.ini ファイルで使用される
NativeHAInstance スタンザを示しています。
NativeHAInstance:
  Name=node-1
  ReplicationAddress=host1.example.com(4444)
NativeHAInstance:
  Name=node-2
  ReplicationAddress=host2.example.com(4444)
NativeHAInstance:
  Name=node-3
  ReplicationAddress=host3.example.com(4444)

関連概念
145 ページの『qm.ini ファイルの NativeHALocalInstance スタンザ』
コンテナー内の IBM MQ の場合、 NativeHALocalInstance スタンザはネイティブ HA 構成の操作を制
御します。
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qm.ini ファイルの NativeHALocalInstance スタンザ
コンテナー内の IBM MQ の場合、 NativeHALocalInstance スタンザはネイティブ HA 構成の操作を制
御します。
注 : この情報は、コンテナー環境にのみ適用されます。 IBM MQ オペレーターを使用したネイティブ HA の
構成 、または 独自のコンテナーを作成する場合のネイティブ HA グループの作成を参照してください。
ネイティブ HA 構成を作成すると、各ノードの qm.ini ファイルに NativeHALocalInstance スタンザ
が自動的に追加されます。 その後、 qm.ini ファイルを編集し、 NativeHALocalInstance スタンザ内
の属性をカスタマイズできます。
LocalName

NativeHALocalInstance スタンザの名前は、ネイティブ HA キュー・マネージャーの作成時に指定
されたログ・レプリカ・インスタンス名から取得されます。

オプションで、以下の属性を NativeHALocalInstance スタンザに追加できます。
KeyRepository
ログ複製トラフィックを保護するために使用されるデジタル証明書を保持する鍵リポジトリーの絶対
パスおよびファイル名。 ファイル拡張子が指定されていない場合、 .kdbであると想定されます。
KeyRepository スタンザ属性を省略すると、インスタンス間でログ複製データがプレーン・テキスト
で交換されます。

KeyRepositoryPassword
鍵リポジトリーには機密情報が含まれているため、鍵リポジトリーはパスワードで保護されます。 鍵
リポジトリーの内容にアクセスできるようにするには、 IBM MQ が鍵リポジトリーのパスワードを取得
できる必要があります。 パスワードが鍵リポジトリー stash ファイルに保管されていない場合は、
KeyRepositoryPassword 属性にパスワードを指定できます。 以下に例を示します。
KeyRepositoryPassword=passw0rd

重要 : この属性を使用してパスワードを指定する場合は、 IBM MQ パスワード保護システムを使
用してパスワードを暗号化します。 詳しくは、147 ページの『鍵リポジトリー・パスワードの
暗号化』を参照してください。
InitialKeyFile

KeyRepositoryPassword 属性で指定された鍵リポジトリー・パスワードが特定の初期鍵で暗号化さ
れている場合は、この属性を指定します。 初期鍵を含むファイルの名前は、 runmqicred コマンドを
使用して鍵リポジトリー・パスワードを暗号化するときに、 -sf パラメーターを使用して指定できま
す。
この属性の値を、パスワードの暗号化に使用される初期鍵を含むファイルの名前に設定します。 例え
ば、 mykey.key というファイルに初期キーが含まれているとします。
InitialKeyFile=/mykey.key

詳細については、147 ページの『鍵リポジトリー・パスワードの暗号化』を参照してください。
CertificateLabel
ログ複製トラフィックの保護に使用するデジタル証明書を識別する証明書ラベル。 KeyRepository
が指定されているが、 CertificateLabel が省略されている場合は、デフォルト値
ibmwebspheremqqueue_manager が使用されます。

CipherSpec
ログ複製トラフィックを保護するために使用する CipherSpec 。 このスタンザ属性を指定する場合は、
KeyRepository も指定する必要があります。 KeyRepository が指定されているが、 CipherSpec
が省略されている場合は、デフォルト値 ANY が使用されます。

LocalAddress
ログ複製トラフィックを受け入れるローカル・ネットワーク・インターフェース・アドレス。 このス
タンザ属性が指定されている場合は、「[addr] [(port)]」の形式を使用してローカル・ネットワーク・イ
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ンターフェースまたはポート (あるいはその両方) を識別します。 ネットワーク・アドレスは、ホスト
名、 IPv4 小数点付き 10 進数、または IPv6 16 進形式で指定できます。 この属性を省略すると、キュ
ー・マネージャーはすべてのネットワーク・インターフェースへのバインドを試行し、ローカル・イン
スタンス名と一致する NativeHAInstances スタンザの ReplicationAddress に指定されている
ポートを使用します。

HeartbeatInterval
ハートビート間隔は、ネイティブ HA キュー・マネージャーのアクティブ・インスタンスがネットワー
ク・ハートビートを送信する頻度をミリ秒単位で定義します。 ハートビート間隔値の有効範囲は 500
(0.5 秒) から 60000 (1 分) で、この範囲外の値を使用するとキュー・マネージャーの開始が失敗しま
す。 この属性を省略すると、デフォルト値の 5000 (5 秒) が使用されます。 各インスタンスで同じハー
トビート間隔を使用する必要があります。

HeartbeatTimeout
ハートビート・タイムアウトは、ネイティブ HA キュー・マネージャーのレプリカ・インスタンスが、
アクティブ・インスタンスが応答しないと判断するまで待機する時間の長さを定義します。 ハートビ
ート間隔タイムアウト値の有効範囲は 500 (0.5 秒) から 120000 (2 分) です。 ハートビート・タイムア
ウトの値は、ハートビート間隔以上でなければなりません。
無効な値を指定すると、キュー・マネージャーの開始が失敗します。 この属性が省略されると、レプ
リカは、新しいアクティブ・インスタンスを選択するプロセスを開始する前に 2 x
HeartbeatInterval 待機します。 各インスタンスで同じハートビート・タイムアウトを使用する必
要があります。

RetryInterval

再試行間隔は、障害が発生した複製リンクがネイティブ HA キュー・マネージャーで再試行される頻度
をミリ秒単位で定義します。 再試行間隔の有効範囲は 500 (0.5 秒) から 120000 (2 分) です。 この属
性が省略されると、レプリカは、障害が発生した複製リンクを再試行する前に 2 x
HeartbeatInterval 待機します。

SSLFipsRequired

ログ複製トラフィックの送信に暗号化が使用される場合に、FIPS 認証アルゴリズムのみを使用するか
どうかを指定します。 Yes または No に設定します。

EncryptionPolicySuiteB

ログ複製トラフィックが Suite-B 準拠の暗号化を使用するかどうか、および使用する強度のレベルを指
定します。 以下のいずれかの値に設定します。
NONE

Suite-B 準拠の暗号化を使用しない。 この設定はデフォルト設定です。
128_BIT,192_BIT
セキュリティー強度を 128 ビットと 192 ビットの両方のレベルに設定する。

128_BIT
セキュリティー強度を 128 ビット・レベルに設定する。

192_BIT
セキュリティー強度を 192 ビット・レベルに設定する。

CompressionThreshold
これを超えるとログ・データの圧縮をトリガーするバイトしきい値を設定します。 しきい値より大き
いログ・データは圧縮されます。 値 0 (想定されるデフォルト) を指定すると、すべての圧縮がオフに
なり、値 1 を指定するとすべてのログ追加が圧縮されます。 最大値は 268435456 (256 MB) です。

LZ4Acceleration
LZ4 アルゴリズムがログ・データ内で圧縮可能なシーケンスを検索する方法を制御するチューニング・
パラメーター。 加速値が 1 ずつ増加するたびに、圧縮可能なシーケンスに対してアルゴリズムはそれ
ほど慎重には見えず、小さなパフォーマンス向上のために圧縮率を交換します。 最小値 (および想定さ
れるデフォルト値) は 1、最大値は 65537 です。
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鍵リポジトリー・パスワードの暗号化
鍵リポジトリー・パスワードは、 IBM MQ パスワード保護システムまたは鍵リポジトリー stash ファイル
を使用して保護できます。 これら 2 つの方法について詳しくは、 鍵リポジトリー・パスワードの暗号化を
参照してください。
NativeHALocalInstance スタンザの KeyRepositoryPassword 属性を使用してリポジトリー・パス
ワードを指定する場合は、 IBM MQ パスワード保護システムを使用してパスワードを暗号化します。 パス
ワードを暗号化するには、 runmqicred コマンドを使用します。 このコマンドは、
KeyRepositoryPassword 属性で指定できる暗号化されたパスワードを返します。
固有の初期鍵を使用して、パスワードを安全に暗号化します。 初期キーを含むファイルの名前は、
runmqicred コマンドに対して -sf パラメーターを使用して指定できます。 固有キーを指定しない場合
は、デフォルトのキーが使用されます。
固有の初期鍵を使用して鍵リポジトリー・パスワードを暗号化する場合は、 NativeHALocalInstance
スタンザの InitialKeyFile 属性を使用して、同じ初期鍵も指定する必要があります。

スタンザの例
以下の例は、ノードのローカル名を指定するために qm.ini ファイルで使用される
NativeHALocalInstance スタンザを示しています。
NativeHALocalInstance:
  LocalName=node-1

関連概念
144 ページの『qm.ini ファイルの NativeHAInstance スタンザ』
コンテナー内の IBM MQ の場合、 NativeHAInstance スタンザは、ネイティブ HA 構成内の 3 つのノー
ドが相互に通信する方法を指定します。
関連資料
runmqicred ( IBM MQ クライアント・パスワードの保護)

qm.ini ファイルの NETBIOS スタンザ (Windows のみ)
qm.ini ファイル内の NETBIOS スタンザは、 NetBIOS プロトコル構成パラメーターを指定します。 これ
らのパラメーターは、チャネルのデフォルト属性をオーバーライドします。
NetBIOS プロトコル構成パラメーターを指定するには、 qm.ini ファイルの NETBIOS スタンザを使用し
ます。 これらのスタンザは、チャネルのデフォルトの属性を指定変更します。

あるいは、 Linux (x86 および x86-64) および Windowsでは、 IBM MQ Explorer
Netbios キュー・マネージャー・プロパティー・ページを使用します。
LocalName=name
このマシンが LAN 上で識別される名前。

AdapterNum = 0 (デフォルト) | adapter_number
LAN アダプターの番号。 デフォルトはアダプター 0 です。

NumSess = 1 (デフォルト) | number_of_sessions
割り振るセッションの数。 デフォルトは 1 です。

NumCmds = 1 (デフォルト) | number_of_commands
割り振るコマンドの数。 デフォルトは 1 です。

NumNames = 1 (デフォルト) | number_of_names
割り振る名前の数。 デフォルトは 1 です。

Library1= DLLName1
NetBIOS DLL の名前。
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デフォルト値は NETAPI32 です。
関連概念
265 ページの『IBM MQ ローカル NetBIOS 名の定義』
IBM MQ チャネル・プロセスで使用されるローカル NetBIOS 名は、3 つの方法で指定できます。

qm.ini ファイルの RestrictedMode スタンザ
RestrictedMode スタンザは、MQI アプリケーションの実行、すべての IPCC リソースの更新、および一部
のキュー・マネージャー・ディレクトリーの内容の変更を許可されるメンバーを含むグループの名前を指
定します。 このスタンザは、 AIX and Linux システムにのみ適用されます。
RestrictedMode スタンザは、crtmqm コマンドの -g オプションにより設定します。 -g オプションを使用
しなかった場合は、qm.ini ファイル内にこのスタンザは作成されません。
キュー・マネージャー・データ・ディレクトリー内には、 IBM MQ アプリケーションが、キュー・マネー
ジャーに接続している間に ファイルを作成するディレクトリーがあります。 これらのディレクトリー内
にファイルを作成できるように、 アプリケーションには、以下の world write アクセス権限が付与されま
す。
• /var/mqm/sockets/QMgrName/@ipcc/ssem/hostname/
• /var/mqm/sockets/QMgrName/@app/ssem/hostname/
• /var/mqm/sockets/QMgrName/zsocketapp/hostname/

ここで、QMGRNAMEはキュー・マネージャーの名前で、hostnameはホスト名です。
一部のシステムでは、すべてのユーザーにこれらのディレクトリーへの書き込みアクセス権限を付与する
ことは望ましくありません。 例えば、ユーザーによっては、キュー・マネージャーへのアクセス権限は必
要ありません。 制限モードでは、キュー・マネージャー・データを保管するディレクトリーに関する許可
が変更されます。 その後、これらのディレクトリーには指定されたアプリケーション・グループのメンバ
ーだけがアクセスできるようになります。 キュー・マネージャーとの通信に使用される System V IPC 共有
メモリーに対する許可も、同様の仕方で変更されます。
アプリケーション・グループは、以下の内容を許可されるメンバーで構成されるグループの名前です。
• MQI アプリケーションの実行
• すべての IPCC リソースの更新
• 一部のキュー・マネージャー・ディレクトリーの内容の変更
キュー・マネージャーの制限モードを使用するには、 次の条件を満たす必要があります。
• キュー・マネージャーの作成者は、mqm グループとアプリケーション・グループに含まれている必要があ
ります。

• mqm ユーザー ID は、アプリケーション・グループに含まれている必要があります。
• キュー・マネージャーを管理するすべてのユーザーは、mqm グループとアプリケーション・グループに含
まれている必要があります。

• IBM MQ アプリケーションを実行するすべてのユーザーは、 アプリケーション・グループに含まれてい
る必要があります。
アプリケーション・グループに入っていないユーザーが実行した MQCONN または MQCONNX の呼び出し
は、理由コード MQRC_Q_MGR_NOT_AVAILABLE で失敗します。
重要 : 多くのオペレーティング・システムでは、グループにユーザーを追加して認識させるには、問題のユ
ーザーがログオフしてから再度ログオンする必要があります。
制限モードは、IBM MQ 許可サービスで作動します。 そのため、 ユーザーには、IBM MQ に接続し、 IBM
MQ 許可サービスを使用して必要なリソースにアクセスする権限も付与する必要があります。

IBM MQ 許可サービスの構成について詳しくは、 AIX, Linux, and Windows システムでのセキ
ュリティーのセットアップをご覧ください。
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IBM MQ の制限モードは、 許可サービスによって提供される制御によってキュー・マネージャー・リソー
スが十分に分離されない場合にのみ使用してください。
関連資料
crtmqm (キュー・マネージャーの作成)

qm.ini ファイルの Security スタンザ
Security スタンザは、オブジェクト権限マネージャー (OAM) のオプションを指定します。
ClusterQueueAccessControl=RQMName|Xmitq
クラスター・キュー・マネージャー上でホストされるクラスター・キューまたは完全修飾キューのアク
セス制御を検査するには、この属性を設定します。
RQMName
リモート側でホストされるキューのアクセス制御について検査されるプロファイルは、指定された
キューのプロファイルまたは指定されたキュー・マネージャーのプロファイルです。

Xmitq
リモート側でホストされるキューのアクセス制御について検査されるプロファイルは、
SYSTEM.CLUSTER.TRANSMIT.QUEUE に解決されます。
Xmitqはデフォルト値です。

GroupModel=GlobalGroups
この属性は、Windows 上でユーザーのグループ・メンバーシップを判別する際に、OAM がグローバ
ル・グループを検査するかどうかを決定します。
デフォルトでは、グローバル・グループを検査しません。
GlobalGroups

OAM はグローバル・グループを検査します。
GlobalGroups を設定すると、許可コマンド setmqaut、 dspmqaut、および dmpmqaut はグロ
ーバル・グループ名を受け入れます。 setmqaut -g パラメーターを参照してください。

注 : ClusterQueueAcessControl=RQMName を設定したときに、許可サービスのカスタム実装が
MQZAS_VERSION_6 未満である場合は、キュー・マネージャーは開始しません。 この場合には、
ClusterQueueAcessControl=Xmitq を設定するか、またはカスタム許可サービスを
MQZAS_VERSION_6以上にアップグレードしてください。

スタンザの例
 Security:
        ClusterQueueAccessControl=Xmitq
        GroupModel=GlobalGroups
 

qm.ini ファイルの Service スタンザ
サービス・スタンザは、インストール可能サービスに変更を加えるために使用されます。 このスタンザに
は、サービスの名前と、サービスに定義されているエントリー・ポイントの数が含まれます。
注 : インストール可能サービスとそのコンポーネントを変更することには、大
きな影響があります。 このため、 IBM MQ Explorerでは、インストール可能サービスは読み取り専用です。
1 つのサービス内の各コンポーネントについて、そのコンポーネントのコードを含むモジュールの名前とパ
スも指定する必要があります。 これには、 ServiceComponent スタンザを使用します。
Service および ServiceComponent スタンザは任意の順序で指定できます。スタンザにあるスタンザ・
キーも、任意の順序で指定できます。 これらのスタンザの両方に、すべてのスタンザ・キーが存在する必
要があります。 スタンザ・キーが重複する場合は、最後のキーが使用されます。
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起動時に、キュー・マネージャーは構成ファイル内の各サービス・コンポーネント項目を順番に処理しま
す。 その後、指定のコンポーネント・モジュールをロードし、コンポーネントのエントリー・ポイント (こ
れはコンポーネントの初期化のエントリー・ポイントでなければなりません) を呼び出して、それに構成ハ
ンドルを渡します。
名前 = AuthorizationService (デフォルト) |NameService
必要なサービスの名前。
AuthorizationService

IBM MQの場合、 AuthorizationService コンポーネントはオブジェクト権限マネージャー
(OAM) と呼ばれます。 Service スタンザおよびその関連 ServiceComponent スタンザは、キュ
ー・マネージャーの作成時に自動的に追加されますが、 MQSNOAUT 環境変数によってオーバーラ
イドすることができます。 その他の ServiceComponent スタンザは、手動で追加します。

以下の qm.ini ファイル内のスタンザの例では、 IBM MQ for AIX上に
2 つの許可サービス・コンポーネントを定義します。 MQ_INSTALLATION_PATH は、IBM MQ がイ
ンストールされている上位ディレクトリーを表します。
 Service:
    Name=AuthorizationService
    EntryPoints=13
 
 ServiceComponent:
    Service=AuthorizationService
    Name=MQSeries.UNIX.auth.service
Module=MQ_INSTALLATION_PATH/lib/amqzfu
    ComponentDataSize=0
 
 ServiceComponent:
    Service=AuthorizationService
    Name=user.defined.authorization.service
    Module=/usr/bin/udas01
    ComponentDataSize=96

ServiceComponent スタンザ MQSeries.UNIX.auth.service は、デ
フォルトの許可サービス・コンポーネントである OAM を定義します。 このスタンザを削除してキ
ュー・マネージャーを再始動すると、OAM は使用不可となり、許可検査は行われません。

さらに、SecurityPolicy 属性も IBM MQ サービスを使用して追加できます。
SecurityPolicy 属性は、サービス・スタンザに指定されているサービスが許可サービス、つま
りデフォルトの OAM である場合にのみ適用されます。 SecurityPolicy 属性は、各キュー・マネ
ージャーの セキュリティー・ポリシーを指定するために使用できます。 指定できる値は以下のとお
りです。
デフォルト
デフォルトのセキュリティー・ポリシーを有効にする場合は、Default を指定します。 ある特
定のユーザー ID の Windows セキュリティー ID (NT SID) が OAM に渡されなかった場合は、関
連のセキュリティー・データベース内の検索によって、該当する SID が取得されます。

NTSIDsRequired
セキュリティー検査を行うときに、NT SID を OAM に渡す必要があります。

ServiceComponent スタンザ MQSeries.WindowsNT.auth.service は、デフォル
トの許可サービス・コンポーネントである OAM を定義します。 このスタンザを削除してキュー・
マネージャーを再始動すると、OAM は使用不可となり、許可検査は行われません。

NameService
デフォルトではネーム・サービスが提供されていません。 ネーム・サービスが必要な場合は、
NameService スタンザを手動で追加する必要があります。
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以下のネーム・サービスの AIX and Linux qm.ini ファイル・スタンザ
の例では、(架空の) ABC 社によって提供されるネーム・サービス・コンポーネントを指定します。
# Stanza for name service
 Service:
    Name=NameService
    EntryPoints=5
 
# Stanza for name service component, provided by ABC
 ServiceComponent:
    Service=NameService
    Name=ABC.Name.Service
    Module=/usr/lib/abcname
    ComponentDataSize=1024

注 : Windows システムでは、 NameService スタンザ情報はレジストリーに保管され
ます。

EntryPoints=number-of-entries
このサービス用として定義するエントリー・ポイントの数。
これには、初期化エントリー・ポイントと終了エントリー・ポイントも含まれています。

SecurityPolicy= Default|NTSIDsRequired
Windows システムでは、SecurityPolicy 属性が適用されるのは、指定されたサービスがデフォルト
の許可サービス、つまり OAM である場合のみです。 SecurityPolicy 属性は、各キュー・マネージ
ャーの セキュリティー・ポリシーを指定するために使用できます。
指定できる値は以下のとおりです。
デフォルト
有効にするデフォルトのセキュリティー・ポリシーを使用します。 ある特定のユーザー ID の
Windows セキュリティー ID (NT SID) が OAM に渡されなかった場合は、関連のセキュリティー・
データベース内の検索によって、該当する SID が取得されます。

NTSIDsRequired
セキュリティー検査を行うときに、NT SID を OAM に渡します。
詳しくは、 Windows セキュリティー ID (SID)を参照してください。

SecurityPolicy=user|group|UserExternal|デフォルト
AIX and Linux システムでは、この値は、キュー・マネージャーがユーザー・ベースの許可を使用する
か、グループ・ベースの許可を使用するかを指定します。 値には大/小文字の区別はありません。
値は、次の値のうちのいずれかです。
group
キュー・マネージャーはグループ・ベースの許可を使用します。 リソースにアクセスする権限は、
グループに付与されます。
ユーザーは、そのユーザーが属する各グループに付与されたすべての権限の集合を受け取ります。
ユーザー ID とグループは、ローカル・オペレーティング・システムに対して定義する必要があり
ます。

ユーザー
キュー・マネージャーはユーザー・ベースの許可を使用します。 リソースにアクセスする権限は、
グループまたは特定のユーザー ID に付与できます。
ユーザーは、以下の権限の集合を受け取ります。
• 特定のユーザーに付与される権限。
• ユーザーが所属する各グループに付与される権限。
ユーザー ID とグループは、ローカル・オペレーティング・システムに対して定義する必要があり
ます。
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UserExternal
キュー・マネージャーはユーザー・ベースの許可を使用します。 ただし、ローカル・オペレーティ
ング・システムに認識されていないユーザー ID に権限を付与することはできます。
リソースにアクセスする権限は、グループまたは特定のユーザー ID に付与できます。
ユーザーは、以下の権限の集合を受け取ります。
• 特定のユーザーに付与される権限。
• ユーザーが所属する各グループに付与される権限。
ユーザーがローカル・オペレーティング・システムに認識されていない場合、そのユーザーは
nobody グループにのみ属していると見なされます。 グループについて詳しくは、AIX, Linux, and
Windows のプリンシパルおよびグループを参照してください。 ユーザー ID は、最大 12 文字の長
さで、 IBM MQ オブジェクトの命名規則に準拠している必要があります。
現在の構成を失うことなく、この追加オプションを使用するように既存のキュー・マネージャーを
変更できます。

これは、 AuthToken スタンザが指定されている場合のデフォルト値です。
default
キュー・マネージャーはグループ・ベースの許可を使用します。 この動作は、 group オプション
の場合と同じです。
これは、 AuthToken スタンザが指定されていない場合のデフォルト値です。

属性値に対する変更を有効にするには、キュー・マネージャーを再始動します。
注 : IBM MQ 9.4.0以降、 AuthToken スタンザが指定されてい
る場合、Service スタンザの SecurityPolicy 属性の有効値は UserExternalに設定されます。
Service スタンザで SecurityPolicy が明示的に Group に設定されている場合、トークン認証は使用
できません。 SecurityPolicy が Groupに設定されている場合は、Service スタンザから
SecurityPolicy 属性を削除してから、キュー・マネージャーを再始動します。 詳細については、
120 ページの『qm.ini ファイルの AuthToken スタンザ』を参照してください。

SharedBindingsUserId=user-type
SharedBindingsUserId 属性は、指定されたサービスがデフォルトの承認サービス、つまり OAM で
ある場合にのみ適用されます。 SharedBindingsUserId 属性は、共有バインディングとの関係での
み使用されます。 この値により、MQZ_AUTHENTICATE_USER 関数から、IdentityContext 構造体の
UserIdentifier フィールドを有効ユーザー ID と実ユーザー ID のどちらかに指定できます。
MQZ_AUTHENTICATE_USER 関数については、MQZ_AUTHENTICATE_USER - ユーザーの認証を参照し
てください。
指定できる値は以下のとおりです。
デフォルト

UserIdentifier フィールドの値は、実ユーザー ID として設定されます。
Real

UserIdentifier フィールドの値は、実ユーザー ID として設定されます。
Effective

UserIdentifier フィールドの値は、有効ユーザー ID として設定されます。
FastpathBindingsUserId=user-type

FastpathBindingsUserId 属性は、指定されたサービスがデフォルトの承認サービス、つまり OAM
である場合にのみ適用されます。 FastpathBindingsUserId 属性は、ファースト・パス・バインデ
ィングとの関係でのみ使用されます。 この値により、MQZ_AUTHENTICATE_USER 関数から、
IdentityContext 構造体の UserIdentifier フィールドを有効ユーザー ID と実ユーザー ID のどちらかに指
定できます。
MQZ_AUTHENTICATE_USER 関数については、MQZ_AUTHENTICATE_USER - ユーザーの認証を参照し
てください。
指定できる値は以下のとおりです。
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デフォルト
UserIdentifier フィールドの値は、実ユーザー ID として設定されます。

Real
UserIdentifier フィールドの値は、実ユーザー ID として設定されます。

Effective
UserIdentifier フィールドの値は、有効ユーザー ID として設定されます。

IsolatedBindingsUserId=user-type
IsolatedBindingsUserId 属性は、指定されたサービスがデフォルトの承認サービス、つまり OAM
である場合にのみ適用されます。 IsolatedBindingsUserId 属性は、分離されたバインディングと
の関係でのみ使用されます。 この値により、MQZ_AUTHENTICATE_USER 関数から、IdentityContext
構造体の UserIdentifier フィールドを有効ユーザー ID と実ユーザー ID のどちらかに指定できます。
MQZ_AUTHENTICATE_USER 関数については、MQZ_AUTHENTICATE_USER - ユーザーの認証を参照し
てください。
指定できる値は以下のとおりです。
デフォルト

UserIdentifier フィールドの値は、有効ユーザー ID として設定されます。
Real

UserIdentifier フィールドの値は、実ユーザー ID として設定されます。
Effective

UserIdentifier フィールドの値は、有効ユーザー ID として設定されます。
インストール可能なサービスとコンポーネントの詳細については、AIX, Linux, and Windows 用のインスト
ール可能なサービスとコンポーネントを参照してください。
セキュリティー・サービス全般について詳しくは、AIX and Linux システムでのセキュリティーのセットア
ップを参照してください。

スタンザの例
 
Service:
   Name=AuthorizationService
   EntryPoints=14
 

関連概念
AIX、 Linux、および Windows 用のインストール可能サービスとコンポーネント
関連資料
IBM i でのインストール可能サービスとコンポーネント
インストール可能サービスの参照情報

qm.ini ファイルの ServiceComponent スタンザ
ServiceComponent スタンザは、サービス・コンポーネントの情報を指定します。 新しいインストール可
能サービスを追加する場合は、サービス・コンポーネント情報を指定する必要があります。 デフォルトで
は、許可サービス・スタンザが事前に提供され、関連するコンポーネントである OAM がアクティブになっ
ています。
Service および ServiceComponent スタンザは任意の順序で指定できます。スタンザにあるスタンザ・
キーも、任意の順序で指定できます。 これらのスタンザの両方に、すべてのスタンザ・キーが存在する必
要があります。 スタンザ・キーが重複する場合は、最後のキーが使用されます。
起動時に、キュー・マネージャーは構成ファイル内の各サービス・コンポーネント項目を順番に処理しま
す。 その後、指定のコンポーネント・モジュールをロードし、コンポーネントのエントリー・ポイント (こ
れはコンポーネントの初期化のエントリー・ポイントでなければなりません) を呼び出して、それに構成ハ
ンドルを渡します。
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Service=service_name
必要なサービスの名前。 これは、サービス構成情報の Name 属性に指定されている値に一致しているこ
とが必要です。

Name=component_name
サービス・コンポーネントの記述名を指定します。 これは、固有名でなければならず、しかも IBM MQ
オブジェクトの名前 (例えばキュー名) として有効な文字のみが使用されていなければなりません。 こ
の名前は、サービスで生成されるオペレーター・メッセージに表示されます。 この名前は、企業の商
標やそれに類似した識別性の高いストリングで 始めることをお勧めします。

Module=module_name
このコンポーネントのコードを含むモジュールの名前。 これは、絶対パス名でなければなりません。

ComponentDataSize=size
各呼び出しでコンポーネントに渡される コンポーネント・データ域のバイト単位のサイズ。 コンポー
ネント・データが必要ない場合は、ゼロを指定します。

スタンザの例
ServiceComponent:
   Service=AuthorizationService
   Name=MQSeries.UNIX.auth.service
   Module=amqzfu
   ComponentDataSize=0
 

AuthorizationService スタンザとそれに関連する ServiceComponent スタンザ、および NameService スタ
ンザとそれに関連する ServiceComponent スタンザを示すその他の例については、 149 ページの『qm.ini
ファイルの Service スタンザ』を参照してください。
関連概念
AIX、 Linux、および Windows 用のインストール可能サービスとコンポーネント
関連資料
149 ページの『qm.ini ファイルの Service スタンザ』
サービス・スタンザは、インストール可能サービスに変更を加えるために使用されます。 このスタンザに
は、サービスの名前と、サービスに定義されているエントリー・ポイントの数が含まれます。
IBM i でのインストール可能サービスとコンポーネント
インストール可能サービスの参照情報

qm.ini ファイルの SPX スタンザ (Windows のみ)
SPX スタンザは、SPX プロトコル構成パラメーターを指定します。 これらのパラメーターは、チャネルの
デフォルト属性をオーバーライドします。
SPX プロトコル構成パラメーターを指定するには、 qm.ini ファイル内の SPX スタンザを使用します。

あるいは、 Linux (x86 および x86-64) および Windowsでは、 IBM MQ Explorer
SPX キュー・マネージャーのプロパティー・ページを使用します。
Socket = 5E86 (デフォルト) | socket_number

16 進表記の SPX ソケット番号。 デフォルトは X'5E86' です。
BoardNum = 0 (デフォルト) | adapter_number

LAN アダプターの番号。 デフォルトはアダプター 0 です。
KeepAlive=NO|YES

KeepAlive 機能のオン/オフを切り替えます。
KeepAlive=YES を指定すると、SPX は、接続の相手側がまだ使用可能かどうかを定期的に検査します。
有効でない場合、チャネルは閉じた状態です。

Library1= DLLName1
SPX DLL の名前。
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デフォルトは WSOCK32.DLL です。
Library2= DLLName2

LibraryName1 と同じもので、コードが 2 つの異なるライブラリーに保管されている場合に使用されま
す。
デフォルトは WSOCK32.DLL です。

ListenerBacklog=number
SPX リスナーの場合のデフォルトの未解決要求数を指定変更します。
SPX で受信するときに、未解決の接続要求の最大数を設定します。 これは、SPX ソケット上でリスナ
ーからの受け入れを待っている要求のバックログと考えることができます。 デフォルトのリスナー・
バックログ値は、155 ページの表 14 に示すとおりです。
表 14. デフォルトの未解決接続要求数 (SPX)

プラットフォーム ListenerBacklog のデフォルト値
Windows Server 100

Windows ワークステーション 5

注 : オペレーティング・システムの中には、表に示されているデフォルトより大きい値をサポートする
ものもあります。 接続限度に達しないようにするために、この表の値を使用してください。
これとは反対に、オペレーティング・システムの中には、SPX バックログのサイズを制限する可能性の
あるものがあり、有効な SPX バックログは、ここで要求されるよりも小さい可能性があります。
バックログが 155 ページの表 14 に示されている値に達すると、SPX 接続は拒否され、チャネルは開始
できなくなります。 メッセージ・チャネルの場合は、結果としてチャネルは RETRY 状態になり、後で
接続を再試行することになります。 クライアント接続の場合は、クライアントは、MQCONN から理由コ
ード MQRC_Q_MGR_NOT_AVAILABLE を受け取り、後で接続を再試行することが必要になります。

qm.ini ファイルの SSL スタンザ
SSL スタンザは、キュー・マネージャー上の TLS チャネルを構成するために使用されます。

Online Certificate Status Protocol (OCSP)
証明書には、AuthorityInfoAccess 拡張を含めることができます。 この拡張は、サーバーへの通信に Online
Certificate Status Protocol (OCSP) を使用することを指定します。 ご使用のキュー・マネージャーの SSL チ
ャネルまたは TLS チャネルが AuthorityInfoAccess 拡張を使用できるようにするには、それらの拡張で指定
されている OCSP サーバーが使用可能で、正しく構成されており、ネットワークを通じてアクセスできる
ことを確認してください。 詳しくは、失効した証明書の取り扱いを参照してください。

CrlDistributionPoint (CDP)
証明書には、CrlDistributionPoint 拡張を含めることができます。 この拡張には、証明書取り消しリスト
(CRL) のダウンロードに使用されるプロトコルと通信先のサーバーの両方を識別する URL が含まれます。
ご使用のキュー・マネージャーの SSL チャネルまたは TLS チャネルが CrlDistributionPoint 拡張を使用でき
るようにするには、それらの拡張で指定されている CDP サーバーが使用可能で、正しく構成されており、
ネットワークを通じてアクセスできることを確認してください。

SSL スタンザ
qm.iniファイル内の SSLスタンザを使用して、キュー・マネージャー上の TLSチャネルが以下の機能を
使用しようとする方法、およびそれらを使用するときに問題が発生した場合の対応方法を構成します。
以下の各ケースでは、指定された値がリストされている有効な値のいずれでもない場合、デフォルトの値
が使用されます。 無効な値が指定されたことを示すエラー・メッセージは書き込まれません。
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OutboundSNI = CHANNEL | HOSTNAME
OutboundSNI がチャネルに設定されている場合、SNI 対応クライアントは、TLS 接続の開始時に SNI
をリモート・システムのターゲット IBM MQ チャネル名に設定します。
この属性が HOSTNAME に設定されている場合、SNI 対応クライアントは、アウトバウンド接続要求によ
って TLS ハンドシェーク時にリモート・キュー・マネージャーのデフォルト証明書を受信するように
SNI ヘッダーをホスト名に設定します。 したがって、チャネルごとの証明書は使用できません。
注 : OutboundSNI=HOSTNAME を使用して、証明書ラベルが構成されているリモート・チャネルに接続
する場合、接続は MQRC_SSL_INITIALIZATION_ERROR で拒否され、 AMQ9673 メッセージがリモー
ト・キュー・マネージャーのエラー・ログに出力されます。

AllowOutboundSNI = YES (デフォルト) | いいえ
使用可能にすると、SNI 対応クライアントは、TLS 接続の開始時に、SNI をリモート・システムへのタ
ーゲット IBM MQ チャネル名に設定します。 この属性が NO に設定されている場合、SNI 対応クライア
ントは、アウトバウンド接続要求によって TLS ハンドシェーク時にリモート・キュー・マネージャーの
デフォルト証明書を受信するように SNI ヘッダーを設定しません。したがって、チャネルごとの証明書
は使用できません。

重要 : IBM MQ 9.3.0 以降、AllowOutboundSNI プロパティーは非推奨になり、
後方互換性の目的でのみ使用できます。
はいに設定された AllowOutboundSNI は、チャネルに設定された OutboundSNI と同じ機能
を提供します。一方、いいえに設定された AllowOutboundSNI は、ホスト名に設定された
OutboundSNI と同じ機能を提供します。
AllowOutboundSNI 属性と OutboundSNI 属性の両方が SSL スタンザに存在する場合は、
OutboundSNI の設定が優先されます。

AllowedCipherSpecs=name|name list|ALL
Multiplatforms の IBM MQ チャネルで順序付けされ、使用可能な CipherSpec のカスタム・リストを指
定します。
• 単一の CipherSpec 名。
• 再有効化する IBM MQ CipherSpec 名のコンマ区切りリスト。
• すべての CipherSpec を表す特殊値 ALL (推奨されません)。
注 : ALL CipherSpecs を選択しないでください。これを選択すると、SSL 3.0 プロトコルと TLS 1.0 プロ
トコル、および多数の脆弱な暗号アルゴリズムが有効になります。
詳しくは、 TLS ハンドシェークでの CipherSpec の順序の「 IBM MQ for Multiplatforms での順序付けと
有効化された CipherSpecs のカスタム・リストの提供 」を参照してください。

AllowTLSV13 =Y | YES | T | TRUE (デフォルト) | N | NO | F | FALSE

キュー・マネージャーが TLS 1.3 CipherSpec を使用できるかどうかを指定します。
• Y (デフォルト)、 YES (デフォルト)、 T (デフォルト)、または TRUE (デフォルト): TLS 1.3 を有効にし
て、キュー・マネージャーが TLS 1.3 CipherSpecsを使用できるようにします。

• N、NO、F、または FALSE: TLS 1.3 を無効にします。 これは、キュー・マネージャーが TLS 1.3
CipherSpec を使用できないことを意味します。
詳しくは、CipherSpec の有効化を参照してください。

CDPCheckExtensions= YES |NO (デフォルト)

このキュー・マネージャーの TLS チャネルが、CrlDistributionPoint 証明書拡張で指定されている CDP
サーバーの検査を試行するかどうかを指定します。
• YES: TLS チャネルまたは TLS チャネルは、CDP サーバーを検査して、デジタル証明書が取り消され
ているかどうかを判別しようとします。

• NO (デフォルト): TLS チャネルは CDP サーバーの検査を試行しません。 この値はデフォルトです。
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HTTPSKeyStore= ストリング
このストリングは、例えば JWKS エンドポイントへの発信 https 接続を作成する際に、キュー・マネー
ジャーがトラストストアとして使用できる pkcs12 鍵リポジトリーへのパスを提供します。
このファイルは暗号化されている必要があり、キュー・マネージャーがこのファイルにアクセスする必
要がある場合に使用される、同じ名前の「stash」ファイル (拡張子が .sth のファイル) が付随してい
る必要があります。 デフォルトでは、この属性が指定されていない場合、キュー・マネージャーはキ
ュー・マネージャー・データの ssl サブディレクトリーで mqdefcer.p12という名前のファイルを探
します。
この属性が更新された場合、指定された新しいキー・リポジトリー・ファイルの使用を開始するには、
キュー・マネージャーを再始動する必要があります。
ご使用のオペレーティング・システム環境に基づくトラストストアの作成に関するガイダンスについて
は、 TLS トラストストアとして使用するための鍵リポジトリーの作成 を参照してください。

MinimumRSAKeySize=int
TLS のハンドシェーク中に RSA 証明書を受け入れるために必要な最小の鍵サイズを指定します。 0 以
上の任意の値が許可されます。 指定しない場合は、デフォルトの 1 になります。

OCSPAuthentication=REQUIRED (デフォルト) | WARN | OPTIONAL

取り消し状況を OCSP サーバーから判別できない場合に実行されるアクションを指定します。
OCSP 検査が使用可能になっている場合、TLS のチャネル・プログラムは、OCSP サーバーとの通信を
試行します。
チャネル・プログラムがどの OCSP サーバーとも通信できない場合、あるいは証明書の取り消し状況を
提供できるサーバーがない場合は、OCSPAuthentication パラメーターの値が使用されます。
• REQUIRED (デフォルト): 取り消し状況を判別できない場合、接続はエラーでクローズされます。 こ
の値はデフォルトです。

• WARN: 取り消し状況の判別に失敗すると、キュー・マネージャーのエラー・ログに警告メッセージを
書き込みますが、接続の続行は許可します。

• OPTIONAL: 取り消し状況の判別に失敗しても、通知なしで接続の続行を許可します。 警告やエラー
は生成されません。

OCSPCheckExtensions = YES (デフォルト) | いいえ
このキュー・マネージャーの TLS チャネルおよび TLS チャネルが、AuthorityInfoAccess 証明書拡張で
指定されている OCSP サーバーの検査を試行するかどうかを指定します。
• YES (デフォルト): TLS チャネルは、デジタル証明書が失効しているかどうかを判別するために OCSP
サーバーの検査を試行します。 この値はデフォルトです。

• NO: TLS チャネルおよび TLS チャネルは、OCSP サーバーの検査を試行しません。
OCSPTimeout= number

失効検査の実行時に OCSP 応答側を待機する秒数。
IBM MQ 9.3.0以降では、値 0 が設定されている場合、デフォルトのタイムアウトである 30 秒が使用さ
れます。
値を設定しない場合は、IBM MQ のデフォルトの 30 秒が使用されます。

SSLHTTPProxyName=string
このストリングは、 IBM Global Security Kit (GSKit) が OCSP 検査に使用する HTTP プロキシー・サー
バーのホスト名またはネットワーク・アドレスのいずれかです。 このアドレスの後に、オプションの
ポート番号が括弧で囲まれて続く場合もあります。 ポート番号を指定しないと、デフォルトの HTTP ポ
ートである 80 が使用されます。

32ビット・クライアントでは AIXの上で、ネットワーク・アドレスは IPv4アドレスの
みとなります。
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その他のプラットフォームでは、ネットワーク・アドレスには IPv4 または IPv6 アドレスを使用できま
す。
例えば、ファイアウォールが OCSP 応答側の URL へのアクセスを回避する場合など、この属性が必要
になる場合があります。

PeerCertChainValidation=string
このストリングは、次のいずれかの値に設定できます。
• Usepeerchain [デフォルト]: ピアによって提供される証明書チェーンを使用して、証明書の検証時
にトラスト・チェーンのギャップを埋めることができます。 ルート証明書は例外です。

• Truststoreonly [推奨されません]: トラストストア内の証明書のみがピアの証明書の検証に使用さ
れます。

SSLHTTPConnectTimeout = number|0
失効検査の実行時に HTTP サーバーへのネットワーク接続が正常に確立されるのを待機する秒数。
値を設定しない場合は、IBM MQ のデフォルトの 0 (オフ) が使用されます。

スタンザの例
SSL:
        OutboundSNI=CHANNEL
        AllowedCipherSpecs=TLS13 CipherSpec list 
        AllowTLSV13=Y
        CDPCheckExtensions=NO
        MinimumRSAKeySize=1
        OCSPAuthentication=REQUIRED
        OCSPCheckExtensions=YES
        OCSPTimeout=30
        PeerCertChainValidation=Usepeerchain
        SSLHTTPConnectTimeout=0

 

注 :

• OutboundSNI のデフォルト値は Channelです。
• TLS13 CipherSpec リストは、別名暗号ではなく、特定の CipherSpecs のリストです。 TLS1.3 暗号の
みが必要な場合は、それらをリストする必要があります。 以下に例を示します。

TLS_CHACHA20_POLY1305_SHA256
TLS_AES_256_GCM_SHA384
TLS_AES_128_GCM_SHA256
TLS_AES_128_CCM_SHA256
TLS_AES_128_CCM_8_SHA256

• 弱い暗号を使用可能にしていない限り、 AllowTLSV13 のデフォルト値は Y です。弱い暗号を使用可能
にしている場合は、(明示的にオンにしない限り) オフになります。

• CDPCheckExtensions の値は、 「はい」 または 「いいえ」のみです。
• PeerCertChainValidation の値は、 Usepeerchain または Truststoreonlyのみです。

qm.ini ファイルの Subpool スタンザ
このスタンザは、IBM MQ によって作成されます。 変更はしないでください。
Subpool スタンザとそのスタンザ内の属性 ShortSubpoolName は、キュー・マネージャーを作成すると
きに、IBM MQ によって自動的に作成されます。 IBM MQ は ShortSubpoolName の値を選択します。 こ
の値は変更しないでください。
この名前は、 /var/mqm/sockets ディレクトリー内に作成されたディレクトリーおよびシンボリック・
リンクに対応します。 IBM MQ は、実行中のプロセス間の内部通信にこのディレクトリーを使用します。
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qm.ini ファイルの TCP スタンザ
TCP スタンザは、伝送制御プロトコル/Internet Protocol (TCP/IP) 構成パラメーターを指定します。 これら
のパラメーターは、チャネルのデフォルト属性をオーバーライドします。
qm.ini ファイル内の TCP スタンザを使用して、TCP/IP 構成パラメーターを指定します。

あるいは、 Linux (x86 および x86-64) および Windowsでは、 IBM MQ Explorer
SPX TCP キュー・マネージャーのプロパティー・ページを使用します。
ポート = 1414 (デフォルト) | port_number

TCP/IP セッション用の 10 進表記のデフォルトのポート番号。 IBM MQ の 事前割り当て ポート番号は
1414 です。

Library1= DLLName1 ( Windows のみ)
TCP/IP ソケット DLL の名前。
デフォルトは WSOCK32 です。

SecureCommsのみ = NO | N | FALSE | F (デフォルト) |TRUE | T | YES | Y
非暗号化テキストの通信を許可するかどうかを指定します。
SecureCommsOnly=NO|N|FALSE|F
非暗号化テキストの通信が許可され、キュー・マネージャーの開始時に警告メッセージが出力され
ます。

SecureCommsOnly=YES|Y|TRUE|T
非暗号化テキストの通信は許可されません。また、キュー・マネージャーの開始時に情報メッセー
ジが出力されます。

KeepAlive = NO (デフォルト) | はい
KeepAlive 機能のオン/オフを切り替えます。 KeepAlive=YES を指定すると、TCP/IP は、接続の相手側
がまだ使用可能かどうかを定期的に検査します。 有効でない場合、チャネルは閉じた状態です。

ListenerBacklog=number
TCP/IP リスナーの場合のデフォルトの未解決要求数を指定変更します。
TCP/IP で受信するときに、未解決の接続要求の最大数を設定します。 これは、TCP/IP ポート上で
listener からの受け入れを待っている要求のバックログと考えることができます。 デフォルトのリス
ナー・バックログ値は、159 ページの表 15 に示すとおりです。
表 15. デフォルトの未解決接続要求数 (TCP)

プラットフォーム ListenerBacklog のデフォルト値
Windows サーバー 100

Linux 100

AIX V5.3 以降 100

注 : オペレーティング・システムの中には、表に示されているデフォルトより大きい値をサポートする
ものもあります。 接続限度に達しないようにするために、この表の値を使用してください。
これとは反対に、オペレーティング・システムの中には、TCP バックログのサイズを制限する可能性の
あるものがあり、有効な TCP バックログは、ここで要求されるよりも小さい可能性があります。
バックログが 159 ページの表 15 に示されている値に達すると、TCP/IP 接続は拒否され、チャネルは
開始できなくなります。 メッセージ・チャネルの場合は、結果としてチャネルは RETRY 状態になり、
後で接続を再試行することになります。 クライアント接続の場合は、クライアントは、MQCONN から理
由コード MQRC_Q_MGR_NOT_AVAILABLE を受け取り、後で接続を再試行します。

以下のプロパティーのグループは、TCP/IP によって使用されるバッファーのサイズを制御するために使用
できます。 値は、オペレーティング・システムの TCP/IP 層に直接渡されます。 これらのプロパティーを
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使用する際は、十分注意する必要があります。 値が正しく設定されないと、TCP/IP のパフォーマンスに悪
影響が及ぶ可能性があります。 値が正しく設定されない場合にパフォーマンスに及ぶ影響について詳しく
は、ご使用の環境の TCP/IP の資料を参照してください。 値 0 は、IBM MQ によってバッファー・サイズが
修正されるのではなく、オペレーティング・システムがバッファー・サイズを管理することを意味します。
Connect_Timeout = 0 (デフォルト) |number
ソケットへの接続試行がタイムアウトになるまでの秒数。 デフォルト値である 0 は、接続のタイムア
ウトがないことを指定します。
IBM MQ チャネル・プロセスは非ブロッキング・ソケットを介して接続します。 このため、ソケットの
もう一方の側の準備ができていない場合、connect() は即時に EINPROGRESSまたは EWOULDBLOCKを
返します。 これに続いて接続が最大 20 回まで再試行された後、通信エラーがレポートされます。
Connect_Timeout がゼロ以外の値に設定されている場合、IBM MQ は、ソケットの準備ができるま
で、select() 呼び出しに対して規定された期間待機します。 これにより、後続の connect() 呼び出しが
成功する確率は上昇します。 このオプションは、ネットワークの負荷が高くなっていて、接続に多少
の待機時間が必要なときに役に立つ場合があります。

SndBuffSize = number |0 (デフォルト)
チャネルの送信側で使用される TCP/IP 送信バッファーのサイズ (バイト)。 このスタンザ値は、このチ
ャネル・タイプをさらに具体的に指定するスタンザ (例えば RcvSndBuffSize) でオーバーライドされる
場合があります。 値がゼロとして設定されている場合、オペレーティング・システムのデフォルトが
使用されます。 値が設定されていない場合、IBM MQ は、デフォルトの 32768 が使用されます。

新規キュー・マネージャーは、デフォルト設定の 0 で自動的に作成されます ( 161 ページ
の『スタンザの例』を参照)。

RcvBuffSize = number |0 (デフォルト)
チャネルの受信側で使用される TCP/IP 受信バッファーのサイズ (バイト)。 このスタンザ値は、このチ
ャネル・タイプをさらに具体的に指定するスタンザ (例えば RcvRcvBuffSize) でオーバーライドされる
場合があります。 値がゼロとして設定されている場合、オペレーティング・システムのデフォルトが
使用されます。 値が設定されていない場合、IBM MQ は、デフォルトの 32768 が使用されます。

新規キュー・マネージャーは、デフォルト設定の 0 で自動的に作成されます ( 161 ページ
の『スタンザの例』を参照)。

RcvSndBuffSize = number |0 (デフォルト)
受信側チャネルの送信側で使用される TCP/IP 送信バッファーのサイズ (バイト)。 値がゼロとして設
定されている場合、オペレーティング・システムのデフォルトが使用されます。 値が設定されていな
い場合、IBM MQ は、デフォルトの 32768 が使用されます。

新規キュー・マネージャーは、デフォルト設定の 0 で自動的に作成されます ( 161 ページ
の『スタンザの例』を参照)。

RcvRcvBuffSize = number |0 (デフォルト)
受信側チャネルの受信側で使用される TCP/IP 受信バッファーのサイズ (バイト)。 値がゼロとして設
定されている場合、オペレーティング・システムのデフォルトが使用されます。 値が設定されていな
い場合、IBM MQ は、デフォルトの 32768 が使用されます。

新規キュー・マネージャーは、デフォルト設定の 0 で自動的に作成されます ( 161 ページ
の『スタンザの例』を参照)。

SvrSndBuffSize = number |0 (デフォルト)
クライアント接続チャネルとサーバー接続チャネルのサーバー側で使用される TCP/IP 送信バッファー
のサイズ (バイト)。 値がゼロとして設定されている場合、オペレーティング・システムのデフォルトが
使用されます。 値が設定されていない場合、IBM MQ は、デフォルトの 32768 が使用されます。

新規キュー・マネージャーは、デフォルト設定の 0 で自動的に作成されます ( 161 ページ
の『スタンザの例』を参照)。

SvrRcvBuffSize = number |0 (デフォルト)
クライアント接続チャネルとサーバー接続チャネルのサーバー側で使用される TCP/IP 受信バッファー
のサイズ (バイト)。 値がゼロとして設定されている場合、オペレーティング・システムのデフォルトが
使用されます。 値が設定されていない場合、IBM MQ は、デフォルトの 32768 が使用されます。
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新規キュー・マネージャーは、デフォルト設定の 0 で自動的に作成されます ( 161 ページ
の『スタンザの例』を参照)。

スタンザの例
 TCP:
   SndBuffSize=0
   RcvBuffSize=0
   RcvSndBuffSize=0
   RcvRcvBuffSize=0
   ClntSndBuffSize=0
   ClntRcvBuffSize=0
   SvrSndBuffSize=0
   SvrRcvBuffSize=0
 

注 : Multiplatforms での新規キュー・マネージャーの場合、 qm.ini file の TCP スタンザ
内のデフォルトの TCP 送受信バッファー・サイズは、オペレーティング・システムによって管理されるよ
うに設定されます。 前の例に示すように、新しいキュー・マネージャーは、送信バッファーと受信バッフ
ァーのデフォルト設定 0 で自動的に作成されます。 これは、新しいキュー・マネージャーにのみ適用され
ます。 以前のバージョンの IBM MQ からマイグレーションしたキュー・マネージャーの TCP 送受信バッフ
ァー設定は保持されます。
TCP バッファー・サイズ・プロパティーが qm.ini ファイルから削除されると、デフォルト・バッファー
は 32Kに設定されます。 すべてのメッセージング・シナリオで 32K が適切なバッファーではない可能性が
あるため、このデフォルトを使用する場合は注意が必要です。
TCP 送信および受信バッファーのプロパティーがゼロに設定されている場合は、OS のデフォルト値が使用
されます。 これらのデフォルトを選択する方法はオペレーティング・システムによって異なりますが、通
常は「tcp」または get/setsockopt () OS マニュアル・ページにあります。

qm.ini ファイルの TuningParameters スタンザ
TuningParameters スタンザは、キュー・マネージャーをチューニングするためのオプションを指定しま
す。
SuppressDspAuthFail= YES |NO (デフォルト)

YESに設定すると、キュー・マネージャーは、オブジェクトに対する + dsp 権限が接続にない場合、許
可検査が失敗したときに、許可イベントの生成とエラー・ログへの AMQ8077 エラー・メッセージの書
き込みを抑止します。

ImplSyncOpenOutput=value
ImplSyncOpenOutput は、書き込みのためにキューを開いておくアプリケーションの最小数です。そ
の数に達すると、同期点以外で永続書き込みのための暗黙的同期点が有効になることがあります。
ImplSyncOpenOutput のデフォルト値は 2 です。
PUT 操作のためにキューを開いておくアプリケーションが 1 つだけの場合は、ImplSyncOpenOutput
がオフに切り替えられます。
ImplSyncOpenOutput=1を指定すると、暗黙の同期が常に考慮されます。 任意の正整数値を設定で
きます。 暗黙の同期を追加したくない場合は、ImplSyncOpenOutput=OFFを設定します。

UniformClusterName=name of cluster
ユニフォーム・クラスターとして使用している IBM MQクラスターの名前。

OAMLdapConnectTimeout=time|0 (デフォルト)
LDAPクライアントがサーバーへの TCP接続を確立するために待機する最大時間(秒単位)。 接続名前
リストを介して、複数の LDAPサーバーを提供している場合、タイムアウトは個々の接続試行に適用さ
れるため、このタイムアウトに達すると、名前リスト内の次のエントリーへの接続が試行されます。
time の最大値は 3600 秒で、デフォルト値だけでなく最小値も 0という値は、待機が無制限であるこ
とを意味します。
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OAMLdapQueryTimeLimit=time|0 (デフォルト)
接続が確立され、LDAP要求が送信された後、LDAPクライアントがサーバーからの LDAP要求への応
答を受信するのを待機する最大時間を秒単位で指定します。
time の最大値は 3600 秒で、デフォルト値だけでなく最小値も 0という値は、待機が無制限であるこ
とを意味します。

OAMLdapResponseWarningTime=しきい値
LDAP サーバーへの接続にかかった時間が、 OAMLdapResponseWarningTime パラメーターで指定さ
れたしきい値 (秒数) を超えた場合、 AMQ5544W メッセージがエラー・ログに書き込まれます。 デフ
ォルトのしきい値は 10 秒です。

ExpiryInterval
キュー・マネージャーがキューをスキャンして、他のキュー・アクティビティーによってまだクリーン
アップされていない有効期限切れメッセージを探す頻度を示します。 これは秒単位の時間間隔です。
デフォルトでは、有効期限スキャナーは、実動 IBM MQ ビルドで約 5 分ごとに実行されます。

注意 : 通常、 ExpiryInterval 値を変更する必要はありません。この値は、 IBM サポートの
指導の下でのみ変更してください。

LivenessHeartBeatLen
ログへの書き込みを行うキュー・マネージャー検査が適切な頻度で行われる頻度を構成します。
LivenessHeartBeatLen の最大値は 600 秒 (10 分) で、最小値は 0 です。これは、チェックを完全に
無効にする効果があります。

注意 : ほとんどの場合、これらのチェックの頻度を変更する必要はありません。 IBM サポート
からの指示がない限り、変更を加えないでください。

ECHeartBeatLen
キュー・マネージャーの一般的なヘルス・チェックの頻度を構成します。 ECHeartBeatLen の最小値
は 10000 ミリ秒 (10 秒) で、最大値は 60000 ミリ秒 (60 秒) です。

注意 : ほとんどの場合、これらのチェックの頻度を変更する必要はありません。 IBM サポート
からの指示がない限り、変更を加えないでください。

FileLockHeartBeatLen
実行コントローラーが定期的に実行する複数インスタンス・キュー・マネージャーのファイル・ロック
検査のデフォルト値を変更して、1 次複数インスタンス・ファイルの排他ロックを保持していることを
確認します。 デフォルトでは、これらのファイル・ロック検査は 20 秒ごとに行われます。
FileLockHeartBeatLen の最小値は 10 秒で、最大値は 600 秒 (10 分) です。

注意 : ほとんどの場合、これらのチェックの頻度を変更する必要はありません。 IBM サポート
からの指示がない限り、変更を加えないでください。

スタンザの例
TuningParameters:
        SuppressDspAuthFail=NO
        ImplSyncOpenOutput=2
        OAMLdapConnectTimeout=60
        OAMLdapQueryTimeLimit=60
        OAMLdapResponseWarningTime=10
        ExpiryInterval=300

 

関連概念
暗黙の同期点

qm.ini ファイルの Variables スタンザ
変数スタンザは、自動均一クラスターで使用する構成変数を指定します。

162  IBM MQ の構成



Variables スタンザにリストされる属性は、クラスター受信側チャネルの CONNAME およびチャネル名
MQSC フィールドの自動クラスター構成時に使用できます。 構成変数は、MQSCスクリプトの他のエレメ
ントでは使用できません。
attribute=value

MQSC の定義中に挿入するために使用する名前と関連値を指定します。
attribute=value のペアは、キュー・マネージャーの作成時に crtmqm コマンドで -iv コマンド行オプショ
ンを使用して指定できます。

スタンザの例
 Variables:
         CONNAME=127.0.0.1(1414)

 

関連概念
424 ページの『自動アプリケーション・バランシング』
IBM MQ の均一クラスターによってクラスター内のアプリケーションの分散度を緊密に管理できるように
なり、ランダム化や特定のキュー・マネージャーにアプリケーションを手動でピン留めする操作に依存し
なくてよくなりました。その結果、自動アプリケーション・バランシングによるアプリケーションの分散
度と可用性が大幅に高まっています。
関連タスク
437 ページの『均一クラスターの新規作成』
新しい均一クラスターの作成方法。
関連資料
441 ページの『自動クラスター構成の使用』
qm.iniコンフィギュレーション情報を変更することで、IBM MQ自動コンフィギュレーションを有効にす
るように設定します。

qm.ini ファイルの XAResourceManager スタンザ
XAResourceManager スタンザ。キュー・マネージャーによって調整されるグローバル作業単位に関与する
リソース・マネージャーに関する情報を指定します。
qm.ini ファイル内の XAResourceManager スタンザを使用して、キュー・マネージャーによって調整され
るグローバル作業単位に関与するリソース・マネージャーに関する情報を指定します。

あるいは、 Linux (x86 および x86-64) および Windowsでは、 IBM MQ Explorer
XA リソース・マネージャーのキュー・マネージャー・プロパティー・ページを使用します。
グローバル作業単位に関係するリソース・マネージャーのインスタンスごとに XA リソース・マネージャー
構成情報を手動で追加します。デフォルト値はありません。
リソース・マネージャーの属性について詳しくは、データベースの調整を参照してください。
Name=name (mandatory)
この属性は、リソース・マネージャーのインスタンスを識別します。
Name 値は長さが 31 文字までです。 XA スイッチ構造で定義されている リソース・マネージャーの名
前を使用することができます。 ただし、同じリソース・マネージャーの 複数のインスタンスを使用し
ている場合は、各インスタンスごとに固有の名前を作成する必要があります。 例えば、次のように、
データベースの名前を Name ストリングに組み込むことによって、それぞれの名前を固有に保つことが
できます。
IBM MQ は、メッセージおよび dspmqtrn コマンドからの出力で Name 値を使用します。
関連するキュー・マネージャーが開始され、リソース・マネージャー名が有効になったら、リソース・
マネージャーのインスタンスの名前変更、あるいは構成情報からの項目の削除は行わないでください。
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SwitchFile=name (mandatory)
リソース・マネージャーの XA スイッチ構造を収容するロード・ファイルの完全修飾名。
64 ビットのキュー・マネージャーを 32 ビット・アプリケーションと一緒に使用する場合、 name 値に
含まれるのは、リソース・マネージャーの XA スイッチ構造を含むロード・ファイルのベース名のみで
なければなりません。
32 ビット・ファイルは、ExitsDefaultPath によって指定されたパスからアプリケーションへロー
ドされます。
64 ビット・ファイルは、ExitsDefaultPath64 によって指定されたパスからキュー・マネージャー
へロードされます。

XAOpenString=string (オプション)
リソース・マネージャーの xa_open エントリー・ポイントに渡されるデータのストリング。 このスト
リングの内容は、リソース・マネージャーによって異なります。 例えば、このリソース・マネージャ
ーのインスタンスがアクセスする データベースを識別します。 この属性の定義方法については、以下
のセクションを参照してください。
• Db2のリソース・マネージャー構成情報の追加
• Oracleのリソース・マネージャー構成情報の追加
• Sybase 用のリソース・マネージャー構成情報の追加
• Informix®のリソース・マネージャー構成情報の追加
また、適切なストリングについては、リソース・マネージャーの資料を参照してください。

XACloseString=string (オプション)
リソース・マネージャーの xa_close エントリー・ポイントに渡されるデータのストリング。 このスト
リングの内容は、リソース・マネージャーによって異なります。 この属性の定義方法については、以
下のセクションを参照してください。
• Db2のリソース・マネージャー構成情報の追加
• Oracleのリソース・マネージャー構成情報の追加
• Sybase 用のリソース・マネージャー構成情報の追加
• Informixのリソース・マネージャー構成情報の追加
また、適切なストリングについては、データベースの資料を参照してください。

ThreadOfControl=THREAD|PROCESS
この属性は、Windows に必須です。 キュー・マネージャーは、自身のマルチスレッド・

プロセスの 1 つから リソース・マネージャーを呼び出す必要がある場合に、この値を使用してシリア
ライゼーションの処理をします。
スレッド
リソース・マネージャーは完全にスレッド認識型 です。 マルチスレッド IBM MQ プロセスでは、
外部のリソース・マネージャーに対して複数のスレッドから XA 関数呼び出しを同時に行うことが
できます。

PROCESS
リソース・マネージャーはスレッド安全 ではありません。 マルチスレッド IBM MQ プロセスでは、
リソース・マネージャーに対して行える XA 関数呼び出しは一度に 1 つのみです。

ThreadOfControl 項目は、マルチスレッド・アプリケーション・プロセスの キュー・マネージャー
によって発行される XA 関数呼び出しには 適用されません。 通常、別々のスレッドに並行する複数の
作業単位を持つアプリケーションは、各リソース・マネージャーでサポートされるためにこのモードの
操作が必要となります。

スタンザの例
XAResourceManager:
   Name=DB2 Resource Manager Bank
   SwitchFile=/usr/bin/db2swit
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   XAOpenString=MQBankDB
   XACloseString=
   ThreadOfControl=THREAD

注 : XAResourceManager スタンザの最大数は 255 に制限されています。 ただし、トランザクションの性能
低下を防ぐため、少数のスタンザのみを使用してください。

IBM i 用の qm.ini ファイルの例
IBM iのキュー・マネージャー構成ファイルで属性のグループがどのように配置されるかを示す例。

#*******************************************************************#
#* Module Name: qm.ini                                             *#
#* Type       : IBM MQ queue manager configuration file            *#
# Function    : Define the configuration of a single queue manager *#
#*                                                                 *#
#*******************************************************************#
#* Notes      :                                                    *#
#* 1) This file defines the configuration of the queue manager     *#
#*                                                                 *#
#*******************************************************************#
Log:
LogPath=QMSATURN.Q
LogReceiverSize=65536

CHANNELS:
MaxChannels = 20       ; Maximum number of channels allowed.
                       ; Default is 100.
MaxActiveChannels = 10 ; Maximum number of channels allowed to be
                       ; active at any time. The default is the
                       ; value of MaxChannels.

TCP:                   ; TCP/IP entries.
KeepAlive = Yes        ; Switch KeepAlive on.
SvrSndBuffSize=20000   ; Size in bytes of the TCP/IP send buffer for each
                       ; channel instance. Default is 32768.
SvrRcvBuffSize=20000   ; Size in bytes of the TCP/IP receive buffer for each
                       ; channel instance. Default is 32768.
Connect_Timeout=10000  ; Number of seconds before an attempt to connect the
                       ; channel instance times out. Default is zero (no timeout).

QMErrorLog:
ErrorLogSize = 262144
ExcludeMessage = 7234
SuppressMessage = 9001,9002,9202
SuppressInterval = 30

TuningParameters:
   ImplSyncOpenOutput=2

インストール構成ファイル、mqinst.ini
AIX and Linux システムの場合、インストール構成ファイル mqinst.iniには、すべての IBM MQ インス
トールに関する情報が含まれています。 Windows システムでは、インストール構成情報はレジストリーに
あります。

mqinst.iniファイルのロケーション

mqinst.iniファイルは、AIX and Linuxシステム上の/etc/opt/mqm ディレクトリーにあります。 これ
には、どのインストール済み環境がプライマリーのインストール済み環境 (もしあれば) であるかが、各イ
ンストール済み環境に関する以下の情報とともに書き込まれています。
• インストール名
• インストールの説明
• インストール ID
• インストール・パス
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重要 : mqinst.ini ファイルは、フォーマットが固定されておらず、変更される可能性があるため、編集
または参照することはできません。
内部でのみ使用されるインストール ID は、自動的に設定され、変更することはできません。
mqinst.iniファイルを直接編集する代わりに、以下のコマンドを使用して、ファイル内の値を作成、削
除、照会、および変更する必要があります:

crtmqinst は、項目を作成します。
dltmqinst は、項目を削除します。
dspmqinst は、項目を表示します。
setmqinst は、項目を設定します。

Windows でのインストール構成情報
Windows上に mqinst.iniファイルがありません。 インストール構成情報はレジストリーにあり、以下
のキーで保持されます。

HKLM\SOFTWARE\IBM\WebSphere MQ\Installation\InstallationName

重要 : このキーの形式は固定されておらず、変更される可能性があるため、このキーは編集したり、直接参
照したりしないでください。
その代わりに、以下のコマンドを使用して、レジストリーの値を照会および変更する必要があります。

dspmqinst は、項目を表示します。
setmqinst は、項目を設定します。

Windows では、crtmqinst コマンドおよび dltmqinst コマンドは使用できません。 必要なレジストリ
ー項目の作成および削除は、インストール・プロセスおよびアンインストール・プロセスによって処理さ
れます。

IBM MQ MQI client 構成ファイル、 mqclient.ini
テキスト・ファイル内の属性を使用して、クライアントを構成することができます。 この属性は、環境変
数、または他のプラットフォーム固有の方法を使用してオーバーライドすることができます。
IBM MQ MQI clients は、キュー・マネージャー構成ファイル qm.iniと同様に、テキスト・ファイルを使
用して構成します。 ファイルには多数のスタンザがあり、各スタンザには attribute-name=value 形式
の行が多数含まれています。
IBM MQ MQI client通常、構成ファイルは mqclient.iniという名前になりますが、別の名前を付けるこ
とを選択できます。 このファイルの構成情報は、以下のプラットフォームに適用されます。
• AIX, Linux, and Windows

• IBM i

注 : IBM iでは、デフォルトの mqclient.ini ファイルはありません。 ただし、 IBM i Integrated File
System (IFS) でファイルを作成することはできます。
詳細については、168 ページの『クライアント構成ファイルの場所』を参照してください。
注 : z/OS プラットフォームを使用して IBM MQ クライアントを実行することはできません。
したがって、 IBM MQ for z/OSには mqclient.ini ファイルは存在しません。
IBM MQ MQI client 構成ファイル内の属性は、以下を使用するクライアントに適用されます。
• MQI
• IBM MQ classes for Java
• IBM MQ classes for JMS
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• IBM MQ classes for .NET
• XMS

IBM MQ MQI client構成ファイル内の属性はほとんどの IBM MQクライアントに適用されますが、管理対象
の.NETクライアントまたは XMS .NETクライアントによって、読み取られない属性、IBM MQ classes for
Javaまたは IBM MQ classes for JMSを使用するクライアントによって読み取られない属性がいくつかあ
ります。 詳しくは、169 ページの『各属性を読み取ることができる IBM MQ クライアント』を参照してく
ださい。
構成機能は、クライアント・アプリケーションがあらゆるキュー・マネージャーに対して行うすべての接
続に適用されます。1 つのキュー・マネージャーに対する個々の接続に固有のものではありません。 個々
のキュー・マネージャーへの接続に関する属性は、プログラムで構成することができます。例えば、MQCD
構造体やクライアント・チャネル定義テーブル (CCDT) を使用して構成可能です。
以下にクライアント構成ファイルの例を示します。
#* Module Name: mqclient.ini                                       *#
#* Type       : IBM MQ MQI client configuration file               *#
#  Function   : Define the configuration of a client               *#
#*                                                                 *#
#*******************************************************************#
#* Notes      :                                                    *#
#* 1) This file defines the configuration of a client              *#
#*                                                                 *#
#*******************************************************************#

ClientExitPath:
   ExitsDefaultPath=/var/mqm/exits
   ExitsDefaultPath64=/var/mqm/exits64

TCP:
   Library1=DLLName1
   KeepAlive = Yes
   ClntSndBuffSize=32768
   ClntRcvBuffSize=32768
   Connect_Timeout=0 

MessageBuffer:
   MaximumSize=-1
   Updatepercentage=-1
   PurgeTime=0

LU62:
   TPName
   Library1=DLLName1
   Library2=DLLName2

PreConnect:
    Module=myMod
    Function=myFunc
    Data=ldap://myLDAPServer.com:389/cn=wmq,ou=ibm,ou=com
    Sequence=1

CHANNELS:
DefRecon=YES
      ServerConnectionParms=SALES.SVRCONN/TCP/hostname.x.com(1414)

Connection:
     ApplName=ExampleApplName

クライアント構成ファイルを使用して複数のチャネル接続をセットアップすることはできません。
IBM WebSphere MQ 7.0 より前のリリースでサポートされていた環境変数は後のリリースでの引き続きサ
ポートされます。このような環境変数がクライアント構成ファイル内の同等の値と一致する場合は、環境
変数によってクライアント構成ファイルの値がオーバーライドされます。
IBM MQ classes for JMS を使用するクライアント・アプリケーションの場合は、以下の方法でクライアン
ト構成ファイルをオーバーライドすることもできます。
• JMS 構成ファイルのプロパティーを設定する。
• Java システム・プロパティーを設定する (このプロパティーは JMS 構成ファイルもオーバーライドしま
す)。
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.NET クライアントの場合は、.NET アプリケーション構成ファイルを使用して、クライアント構成ファイル
および同等の環境変数をオーバーライドすることもできます。

構成ファイル内のコメント
セミコロン「;」およびハッシュ文字「#」を使用して、構成ファイル内のコメントの開始を示すことがで
きます。 これにより、行全体をコメントとしてマークしたり、設定の値に含まれることのない行末のコメ
ントを表示したりできます。
値がこれらの文字のいずれかを必要とする場合は、円記号 ('\') を使用してその文字をエスケープする必要
があります。
以下の例は、構成ファイルでのコメントの使用方法を示しています。
# Example of an SSL stanza with comments
SSL:
    ClientRevocationChecks=REQUIRED ; Example of an end of line comment
    SSLCryptoHardware=GSK_PKCS11=/driver\;label\;password\;SYMMETRIC_CIPHER_ON # Example of 
escaped comment characters.

関連概念
IBM MQ classes for Java 構成ファイル

クライアント構成ファイルの場所
IBM MQ MQI client 構成ファイルは複数の場所で保持することができます。
クライアント・アプリケーションは、以下の検索パスを使用して IBM MQ MQI client 構成ファイルを見つ
けます。
1.環境変数 MQCLNTCFで指定された場所。
この環境変数の形式は、完全な URL です。 これは、ファイル名が必ずしも mqclient.ini とは限らな
い場合があることを意味し、これにより、ネットワークに接続されているファイル・システムにファイ
ルを配置することが容易になります。
注 :

• C、 .NET 、および XMS クライアントは、 file: プロトコルのみをサポートします。URL ストリング
が protocol: で始まらない場合は、 file: プロトコルが想定されます。

• 環境変数の読み取りをサポートしない Java 1.4.2 JRE を許可するために、 MQCLNTCF 環境変数を
MQCLNTCF Java システム・プロパティーでオーバーライドできます。

2.アプリケーションの現行作業ディレクトリー内の mqclient.ini というファイル。
3. AIX, Linux, and Windows システムの IBM MQ データ・ディレクトリー内の mqclient.ini というファ
イル。
注 :

• 以下の場合、 IBM MQ データ・ディレクトリーは存在しません。
– IBM i 上
– z/OS 上
– クライアントに別の製品が提供されている場合

IBM iでは、デフォルトの mqclient.ini ファイルはありません。 ただし、このファイ
ルは、 IBM i Integrated File System (IFS) のディレクトリー /QIBM/UserData/mqm/、およびこのフ
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ァイルを指すように定義された環境変数 MQCLNTCF に作成することができます。 以下に例を示しま
す。
ADDENVVAR ENVVAR(MQCLNTCF) VALUE('QIBM/UserData/mqm/mqclient.ini') REPLACE(*YES)

その他の環境変数の例については、 66 ページの『環境変数の説明』を参照してください。
z/OS プラットフォームを使用して IBM MQ クライアントを実行することはできませ

ん。 したがって、 IBM MQ for z/OSには mqclient.ini ファイルは存在しません。
• AIX and Linux システムの場合、このディレクトリーは /var/mqmです。
• Windows プラットフォームでは、データ・ディレクトリーを指すように、インストール
時に環境変数 MQ_DATA_PATH を構成します。 通常は C:\ProgramData\IBM \MQ. です。
注 : クライアントのみをインストールする場合、環境変数は MQ_FILE_PATHのようになります。

• 環境変数の読み取りをサポートしない Java 1.4.2 JRE を使用できるようにするには、 MQ_DATA_PATH
環境変数を MQ_DATA_PATH Java システム・プロパティーで手動でオーバーライドします。

4.各プラットフォームに該当する、ユーザー・アクセス可能な標準ディレクトリー内の mqclient.ini
というファイル。
• すべての Java クライアントでは、これは user.home Java システム・プロパティーの値になります。
• AIX and Linux プラットフォーム上の C クライアントの場合、これは HOME
環境変数の値です。

• Windows 上の C クライアントの場合、これは HOMEDRIVE 環境変数と HOMEPATH 環境
変数を連結した値です。

各属性を読み取ることができる IBM MQ クライアント
IBM MQ MQI client構成ファイル内のほとんどの属性は、C クライアントおよび非管理対象 .NET クライア
ントで使用できます。 ただし、一部の属性は、管理対象 .NET および XMS .NET クライアントによって、ま
たは IBM MQ classes for Java や IBM MQ classes for JMS を使用するクライアントによって読み取られま
せん。
表 16. 各タイプのクライアントに適用される属性
mqclient.i
niスタンザ
名および属性

説明 C および非管
理対象 .NET

Java JMS マネージ
ド.NET

マネージド
XMS .NET

CHANNELS スタンザ
CCSID 使用するコー

ド化文字セッ
ト番号。

はい いいえ いいえ はい はい

ChannelDefin
itionDirector
y

クライアン
ト・チャネル
定義テーブル
を含むファイ
ルのディレク
トリー・パス。

はい いいえ いいえ はい はい

ChannelDefin
itionFile

クライアン
ト・チャネル
定義テーブル
を含むファイ
ルの名前。

はい いいえ いいえ はい はい
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表 16. 各タイプのクライアントに適用される属性 (続き)

mqclient.i
niスタンザ
名および属性

説明 C および非管
理対象 .NET

Java JMS マネージ
ド.NET

マネージド
XMS .NET

ReconDelay 自動再接続が
可能なクライ
アント・プロ
グラムに対し
て再接続遅延
を構成するた
めの管理オプ
ション。

はい いいえ はい はい はい

DefRecon クライアン
ト・プログラ
ムが自動的に
再接続できる
ようにした
り、自動的に
再接続するよ
うに作成され
たクライアン
ト・プログラ
ムの自動再接
続を無効にし
たりするため
の管理オプシ
ョン。

はい いいえ はい はい はい

MQReconnec
tTimeout

クライアント
に再接続する
タイムアウト
(秒)。

はい いいえ いいえ はい いいえ

ServerConne
ctionParms

IBM MQ サー
バーの位置お
よび使用する
通信方式。

はい いいえ いいえ はい はい

Put1DefaultA
lwaysSync

オプション
MQPMO_RESP
ONSE_AS_Q_
DEF を指定し
て MQPUT1
関数呼び出し
の動作を制御
します。

はい はい はい はい はい

PasswordPro
tection

SSL または
TLS を使用す
る代わりに、
保護されたパ
スワードを
MQCSP 構造
に設定できま
す。

はい はい はい はい はい

ClientExitPath スタンザ
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表 16. 各タイプのクライアントに適用される属性 (続き)

mqclient.i
niスタンザ
名および属性

説明 C および非管
理対象 .NET

Java JMS マネージ
ド.NET

マネージド
XMS .NET

ExitsDefaultP
ath

クライアント
の 32 ビッ
ト・チャネル
出口の位置を
指定します。

はい はい はい はい はい

ExitsDefaultP
ath64

クライアント
の 64 ビッ
ト・チャネル
出口の位置を
指定します。

はい はい はい はい はい

JavaExitsCla
ssPath

Java 出口の
実行時に、ク
ラスパスに追
加される値。

いいえ はい はい いいえ いいえ

Connection スタンザ
ApplName クライアント

構成ファイル
で指定されて
いるアプリケ
ーション名。

はい いいえ いいえ いいえ いいえ

JMQI スタンザ
useMQCSPau
thentication

IBM MQ
classes for
Java および
IBM MQ
classes for
JMS のアプ
リケーション
がキュー・マ
ネージャーへ
の認証で互換
モードと
MQCSP 認証
モードのどち
らを使用する
かを制御しま
す。

いいえ はい はい いいえ いいえ

MessageBuffer スタンザ
MaximumSiz
e

1 から
999 999 の
範囲の先読み
バッファーの
サイズ (キロ
バイト単位)。

はい はい はい はい はい
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表 16. 各タイプのクライアントに適用される属性 (続き)

mqclient.i
niスタンザ
名および属性

説明 C および非管
理対象 .NET

Java JMS マネージ
ド.NET

マネージド
XMS .NET

PurgeTime 先読みバッフ
ァーに残った
メッセージが
除去される間
隔 (秒単位)。

はい はい はい はい はい

UpdatePerce
ntage

クライアン
ト・アプリケ
ーションがサ
ーバーに対し
て新しい要求
をいつ行うか
を決定するし
きい値の計算
に使用され
る、1 から
100 の範囲の
更新のパーセ
ント値。

はい はい はい はい はい

PreConnect スタンザ
データ 接続定義が保

管されるリポ
ジトリーの
URL。

はい いいえ いいえ いいえ いいえ

機能 PreConnect
出口コードを
含むライブラ
リーへの、関
数のエントリ
ー・ポイント
の名前。

はい いいえ いいえ いいえ いいえ

モジュール API 出口コー
ドを含むモジ
ュールの名
前。

はい いいえ いいえ いいえ いいえ

Sequence その他の出口
に関してこの
出口が呼び出
される順序。

はい いいえ いいえ いいえ いいえ

セキュリティー・スタンザ
DisableClient
AMS

キュー・マネ
ージャーへの
クライアント
接続で AMS
を無効/有効
にします。

はい はい はい いいえ いいえ

SSL スタンザ
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表 16. 各タイプのクライアントに適用される属性 (続き)

mqclient.i
niスタンザ
名および属性

説明 C および非管
理対象 .NET

Java JMS マネージ
ド.NET

マネージド
XMS .NET

OutboundSN
I

SNI 対応クラ
イアントが、
TLS 接続の開
始時に、SNI
をリモート・
システムへの
ターゲット
IBM MQ チャ
ネル名に設定
するか、ホス
ト名に設定す
るかを指定し
ます。

はい はい はい はい いいえ

AllowOutbou
nd「SNI」

SNI 対応クラ
イアントが、
TLS 接続の開
始時に、SNI
をリモート・
システムへの
ターゲット
IBM MQ チャ
ネル名に設定
するかどうか
を指定しま
す。

重要 :

IBM MQ 9.3.0
以降、このプロ
パティーは非
推奨になりま
した。 代わり
に
OutboundSNI
を使用してく
ださい。

はい はい はい いいえ いいえ

AllowTLSV13 キュー・マネ
ージャーが
TLS 1.3
CipherSpec
を使用できる
かどうか。

はい (C/C++
クライアン
ト)

いいえ いいえ いいえ いいえ
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表 16. 各タイプのクライアントに適用される属性 (続き)

mqclient.i
niスタンザ
名および属性

説明 C および非管
理対象 .NET

Java JMS マネージ
ド.NET

マネージド
XMS .NET

CDPCheckEx
tensions

このキュー・
マネージャー
の SSL チャ
ネルまたは
TLS チャネル
が、
CrlDistributio
nPoint 証明
書拡張で指定
されている
CDP サーバ
ーの検査を試
行するかどう
かを指定しま
す。

はい いいえ いいえ いいえ いいえ

CertificateLa
bel

チャネル定義
の証明書ラベ
ル。

はい いいえ いいえ いいえ いいえ

CertificateVal
Policy

使用する証明
書妥当性検査
のタイプを決
定します。

はい いいえ いいえ いいえ いいえ

ClientRevoca
tionChecks

クライアント
接続呼び出し
で SSL/TLS
チャネルを使
用する場合の
証明書の失効
検査をどのよ
うに構成する
かを指定しま
す。

はい いいえ いいえ いいえ いいえ

EncryptionPo
licySuiteB

チャネルで
Suite-B 準拠
の暗号化を使
用するかどう
か、および使
用する際の強
度のレベルを
決定します。

はい いいえ いいえ いいえ いいえ
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表 16. 各タイプのクライアントに適用される属性 (続き)

mqclient.i
niスタンザ
名および属性

説明 C および非管
理対象 .NET

Java JMS マネージ
ド.NET

マネージド
XMS .NET

Environment
Scope

IBM MQ がプ
ロセス全体に
対して単一の
IBM Global
Security Kit
(GSKit) 環境
を使用する
か、接続ごと
に GSKit 環境
を使用するか
を制御しま
す。

はい (C クラ
イアント)

いいえ いいえ いいえ いいえ

MinimumRSA
Keyサイズ

RSA 証明書
を受け入れる
ために必要な
最小の鍵サイ
ズを指定しま
す。

はい (C/C++
クライアン
ト)

いいえ いいえ いいえ いいえ

OCSPAuthent
ication

OCSP が有効
な状態で、
OCSP 取り消
し検査で証明
書取り消し状
況を判別でき
ない場合の、
IBM MQ の動
作を定義しま
す。

はい いいえ いいえ いいえ いいえ

OCSPCheckE
xtensions

IBM MQ が
AuthorityInfo
Access 証明
書拡張に反応
するかどうか
を制御しま
す。

はい いいえ いいえ いいえ いいえ

OCSPTimeou
t
(OCSPTimeo
ut)

失効検査の実
行時に OCSP
応答側を待機
する秒数。

はい いいえ いいえ いいえ いいえ

PeerCertChai
nValidation

GSKit 証明書
の妥当性検査
設定。

はい いいえ いいえ いいえ いいえ
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表 16. 各タイプのクライアントに適用される属性 (続き)

mqclient.i
niスタンザ
名および属性

説明 C および非管
理対象 .NET

Java JMS マネージ
ド.NET

マネージド
XMS .NET

SSLCryptoHa
rdware

システム上に
存在する
PKCS #11 暗
号ハードウェ
アの構成に必
要なパラメー
ター・ストリ
ングを設定し
ます。

はい いいえ いいえ いいえ いいえ

SSLCryptoHa
rdwareKeyFil
e

SSLCryptoH
ardware 属
性で指定され
た PKCS #11
暗号ハードウ
ェア構成スト
リングでパス
ワードを暗号
化するために
使用された初
期鍵が入って
いるファイル
の絶対パスと
名前を指定し
ます。

はい いいえ いいえ いいえ いいえ

SSLFipsRequ
ired

IBM MQ で暗
号化を実行す
る場合に
FIPS 認証ア
ルゴリズムの
みを使用する
かどうかを指
定します。

はい いいえ いいえ いいえ いいえ

SSLHTTPPro
xyName

このストリン
グは、 GSKit
が OCSP 検査
に使用する
HTTP プロキ
シー・サーバ
ーのホスト名
またはネット
ワーク・アド
レスのいずれ
かです。

はい いいえ いいえ いいえ いいえ
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表 16. 各タイプのクライアントに適用される属性 (続き)

mqclient.i
niスタンザ
名および属性

説明 C および非管
理対象 .NET

Java JMS マネージ
ド.NET

マネージド
XMS .NET

SSLHTTPCon
nectTimeout

失効検査の実
行時に HTTP
サーバーへの
ネットワーク
接続が正常に
確立されるの
を待機する秒
数。

はい いいえ いいえ いいえ いいえ

SSLKeyRepo
sitory

ユーザーのデ
ジタル証明書
を保持するキ
ー・リポジト
リーの位置
(語幹形式で
指定)。

はい いいえ いいえ いいえ いいえ

SSLKeyRepo
sitoryパスワ
ード

鍵リポジトリ
ーにアクセス
するためのパ
スフレーズ。

はい いいえ いいえ いいえ いいえ

SSLKeyReset
Count

秘密鍵が再ネ
ゴシエーショ
ンされる前
に、SSL チャ
ネルまたは
TLS チャネル
で送受信され
た暗号化され
ていないバイ
トの数。

はい いいえ いいえ いいえ いいえ

TCP スタンザ
ClntRcvBuffS
ize

クライアント
接続チャネル
とサーバー接
続チャネルの
クライアント
側で使用され
る TCP/IP 受
信バッファー
のサイズ (バ
イト)。

はい はい はい はい はい
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表 16. 各タイプのクライアントに適用される属性 (続き)

mqclient.i
niスタンザ
名および属性

説明 C および非管
理対象 .NET

Java JMS マネージ
ド.NET

マネージド
XMS .NET

ClntSndBuffS
ize

クライアント
接続チャネル
とサーバー接
続チャネルの
クライアント
側で使用され
る TCP/IP 送
信バッファー
のサイズ (バ
イト)。

はい はい はい はい はい

Connect_Tim
eout

ソケットへの
接続試行がタ
イムアウトに
なるまでの秒
数。

はい はい はい いいえ いいえ

IPAddressVe
rsion

チャネル接続
に使用する
IP プロトコ
ルを指定しま
す。

はい いいえ いいえ はい はい

KeepAlive KeepAlive 機
能をオンまた
はオフに切り
替えます。

はい はい はい はい はい

Library1
Windows の
み。TCP/IP
ソケット DLL
の名前。

はい いいえ いいえ いいえ いいえ

Trace スタンザ
注 : Trace スタンザは、 IBM MQ .NET および XMS .NET クライアントにのみ適用されます。

MQDotnetTra
ceレベル

IBM MQ .NET
トレースを使
用可能にする
ために使用さ
れます。

いいえ いいえ いいえ はい いいえ

MQDotnetTra
ceパス

IBM MQ .NET
トレース・フ
ァイルが作成
されるフォル
ダーを指しま
す。

いいえ いいえ いいえ はい いいえ
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表 16. 各タイプのクライアントに適用される属性 (続き)

mqclient.i
niスタンザ
名および属性

説明 C および非管
理対象 .NET

Java JMS マネージ
ド.NET

マネージド
XMS .NET

MQDotnetErr
orパス

IBM MQ .NET
トレース用の
エラー・ロ
グ・ファイル
が作成される
フォルダーを
指します。

いいえ いいえ いいえ はい いいえ

XMSDotnetTr
aceレベル

XMS .NET ト
レースを使用
可能にするた
めに使用され
ます。

いいえ いいえ いいえ いいえ はい

XMSDotnetTr
aceFilePath

XMS .NET ト
レース・ファ
イルが作成さ
れるフォルダ
ーを指しま
す。

いいえ いいえ いいえ いいえ はい

XMSDotnetTr
ace仕様

XMS .NETに
ついてトレー
スしたいクラ
スの名前を指
定します。

いいえ いいえ いいえ いいえ はい

XMSDotnetTr
ace仕様

XMS .NET用
に生成するト
レース・ファ
イルの最大サ
イズを指定し
ます。

いいえ いいえ いいえ いいえ はい

XMSDotnetTr
aceFileSize

XMS .NET用
に保存される
トレース・フ
ァイルの数。

いいえ いいえ いいえ いいえ はい

クライアント構成ファイルの Application スタンザ
Application スタンザを使用して、この構成を使用して接続する特定のアプリケーションの均一クラスタ
ー・バランシング動作に影響を与える属性を指定します。 このスタンザ内の値は、
ApplicationDefaultsスタンザよりも優先されますが、プログラムと提供される MQBNO構造体によっ
て、オーバーライドすることができます。
注 : このスタンザの各属性に関する記述は、どの IBM MQ クライアントがその属性を読み取ることができる
のかを示しています。 すべての IBM MQ MQI client 構成ファイルのスタンザを示す要約表は、「Which IBM
MQ attributes can be read by each client」を参照してください。
アプリケーション・スタンザには、以下の属性を含めることができます:
Name = ApplicationName
オプションが適用されるアプリケーション名を識別します。
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タイプ = Simple,ReqRep
このアプリケーションが参加するアクティビティーの一般的な IBM MQパターンを IBM MQに示しま
す。

BalanceTimeout = Never,Immediate,0-999999999、デフォルト
アプリケーション・アクティビティーが再平衡化を許可するために中断される前のタイムアウトを IBM
MQ に指示します。再平衡化を許可しないか、または最大 999,999,999 秒 (デフォルト値は 10 秒) まで
の値を指定します。

BalanceOptions=None,IgnTrans
バランシング・オプションが設定されていないか、トランザクションに現在関与しているアプリケーシ
ョンの即時中断を許可します。

クライアント構成ファイルの ApplicationDefaults スタンザ
ApplicationDefaultsスタンザを使用して、この構成を使用して、接続するクライアント・アプリケー
ションのデフォルトのクラスター・バランシング動作に影響を与える属性を指定します。 これらのデフォ
ルトは、アプリケーション固有の Application スタンザ、またはプログラムによって提供される MQBNO
構造体のいずれかによってオーバーライドできます。
注 : このスタンザの各属性に関する記述は、どの IBM MQ クライアントがその属性を読み取ることができる
のかを示しています。 すべての IBM MQ MQI client 構成ファイルのスタンザを示す要約表は、「Which IBM
MQ attributes can be read by each client」を参照してください。
ApplicationDefaultsスタンザには、以下の属性を含めることができます:
タイプ = Simple,ReqRep
このアプリケーションが参加するアクティビティーの一般的な IBM MQパターンを IBM MQに示しま
す。

BalanceTimeout = Never,Immediate,0-999999999、デフォルト
アプリケーション・アクティビティーが再平衡化を許可するために中断される前のタイムアウトを IBM
MQ に指示します。再平衡化を許可しないか、または最大 999,999,999 秒 (デフォルト値は 10 秒) まで
の値を指定します。

BalanceOptions=None,IgnTrans
バランシング・オプションが設定されていないか、トランザクションに現在関与しているアプリケーシ
ョンの即時中断を許可します。

クライアント構成ファイルの CHANNELS スタンザ
CHANNELS スタンザを使用して、クライアント・チャネルに関する情報を指定します。
注 : このスタンザの各属性に関する記述は、どの IBM MQ クライアントがその属性を読み取ることができる
のかを示しています。 すべての IBM MQ MQI client 構成ファイルのスタンザを示す要約表は、「Which IBM
MQ attributes can be read by each client」を参照してください。
次の属性を CHANNELS スタンザに含めることができます。
CCSID = number
使用するコード化文字セット番号。
属性は、C、非管理対象.NET、管理対象.NET、および管理対象 XMS .NETクライアントによって読み取
ることができます。
CCSID 番号は、MQCCSID 環境変数と同等です。

ChannelDefinitionDirectory = path
クライアント・チャネル定義テーブルを含むファイルのディレクトリー・パス。
属性は、C、非管理対象.NET、管理対象.NET、および管理対象 XMS .NETクライアントによって読み取
ることができます。

Windowsシステムでは、デフォルトは IBM MQデータ・ファイルおよびログ・ファイル・
ディレクトリー(通常は C:\ProgramData\IBM \MQ)です。
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AIX and Linuxシステムでは、デフォルトは/var/mqmです。
ChannelDefinitionDirectory には、ChannelDefinitionFile 属性との組み合わせで機能する URL を含める
ことができます (55 ページの『CCDT への URL アクセス』 を参照してください)。
ChannelDefinitionDirectory パスは、MQCHLLIB 環境変数と同等です。

ChannelDefinitionFile = filename|AMQCLCHL.TAB
クライアント・チャネル定義テーブルを含むファイルの名前。
属性は、C、非管理対象.NET、管理対象.NET、および管理対象 XMS .NETクライアントによって読み取
ることができます。
クライアント・チャネル定義テーブルは、MQCHLTAB 環境変数と同等です。

ReconDelay=(delay[、rand])(delay[、rand])...
ReconDelay 属性は、自動的に再接続できるクライアント・プログラムに対して再接続遅延を構成する
ための管理オプションを提供します。
属性は、C、非管理対象.NET、IBM MQ classes for JMS、管理対象.NET、および管理対象 XMS .NET ク
ライアントによって読み取ることができます。
構成の例は以下のとおりです。
ReconDelay=(1000,200)(2000,200)(4000,1000)

示されている例では、初回の遅延を 1 秒に 200 ミリ秒までのランダム間隔を加算した値として定義し
ます。 その次の遅延は 2 秒に 200 ミリ秒までのランダム間隔を加算した値です。 その後の遅延はす
べて、4 秒に 1000 ミリ秒までのランダム間隔を加算した値です。

DefRecon = NO|YES|QMGR |DISABLED
DefRecon 属性は、 クライアント・プログラムによる自動再接続を有効にするか、 自動的に再接続する
ように作成されたクライアント・プログラムの自動再接続を無効にするための 管理オプションを提供
します。 プログラムが再接続との互換性がない MQPMO_LOGICAL_ORDER のようなオプションを使用
する場合は、後者の設定を選択できます。
属性は、C、非管理対象.NET、IBM MQ classes for JMS、管理対象.NET、および管理対象 XMS .NETク
ライアントによって読み取ることができます。
IBM MQ classes for Java は自動クライアント再接続をサポートしていません。
自動クライアント再接続は通常、以下の 2 つの値に依存します。
• アプリケーション MQCONNX (または JMS 接続ファクトリー) で設定された再接続オプション
• 使用中の任意のクライアント接続定義 (例えば、CCDT ファイルを使用して提供される MQCD 構造体)
で提供されるデフォルトの再接続オプション。

mqclient.ini ファイル属性は、 DefReconnect 属性を設定するチャネル定義が使用されていない場
合に のみ 適用されます。この場合、この属性は指定された場合と同様に動作します。 チャネルの
DefReconnect 属性 (および該当する場合はこの属性):

• いずれかが DISABLED に設定されている場合は、アプリケーション・コードをオーバーライドしま
す。

• オプションが MQCONNX で指定されている場合は、他のすべての場合にアプリケーション・コードに
よってオーバーライドされます。
アプリケーションとチャネル定義の提供値の考えられるすべての組み合わせを示す表については、
DEFRECON の説明を参照してください。
注 :

• MQCD が使用されているが、 MQCD_VERSION_10より前の日付の場合、 DefReconnnect パラメー
ターは構造体の一部ではありません。 この場合、欠落しているパラメーターの値には、
mqclient.ini file DefReconnnect 値が指定されている場合はその値が取り込まれます。 これは、
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例えば、旧バージョンの IBM MQ で生成されたバイナリー・フォーマットの CCDT がクライアント・
アプリケーションによって引き続き使用されている場合に発生する可能性があります。

• IBM MQ クライアント・コード ( 46 ページの『JSON 形式の CCDT の構成』を参照) によって解釈され
る場合、JSON CCDT は常に最新バージョンの MQCD 構造体を生成するため、明示的に別の値を指定
しない限り、この属性のデフォルト値 (NO) を常に提供します。

MQReconnectTimeout

クライアント内の自動クライアント再接続機能が接続の再確立を試行する最大時間 (秒数)。 デフォル
ト値は 1800 秒 (30 分) です。
この属性は、C および非管理対象 .NET クライアント、および管理対象 .NET クライアントが読み取るこ
とができます。
IBM MQ classes for JMS クライアントは、接続ファクトリー・プロパティー
CLIENTRECONNECTTIMEOUT を使用して、再接続するタイムアウトを指定できます。 このプロパティ
ーのデフォルト値は 1800 秒 (30 分) です。
IBM MQ classes for XMS .NET クライアントは、以下のプロパティーを使用して、再接続するタイムア
ウトを指定できます。
• 接続ファクトリー・プロパティー CLIENTRECONNECTTIMEOUT。 このプロパティーのデフォルト値
は 1800 秒 (30 分) です。 このプロパティーは、管理対象モードでのみ有効です。

• プロパティー XMSC.WMQ_CLIENT_RECONNECT_TIMEOUT。 このプロパティーのデフォルト値は
1800 秒 (30 分) です。 このプロパティーは、管理対象モードでのみ有効です。

ServerConnectionParms
ServerConnectionParms は、 MQSERVER 環境変数と同等であり、使用する IBM MQ サーバーおよび通
信方式の場所を指定します。
属性は、C、非管理対象.NET、管理対象.NET、および管理対象 XMS .NETクライアントによって読み取
ることができます。
ServerConnectionParms 属性で定義するのは単純なチャネルのみです。この属性を使用して、TLS チャ
ネルやチャネル出口があるチャネルを定義することはできません。 これは ChannelName/
TransportType/ConnectionName という形式のストリングで、ConnectionName は完全修飾ネットワー
ク名であることが必要です。 ChannelName に、スラッシュ文字 (/) を使用することはできません。ス
ラッシュ文字はチャネル名、トランスポート・タイプ、および接続名を区切るために使用されるからで
す。
クライアント・チャネルを定義するために ServerConnectionParms が使用されている場合は、最大メ
ッセージ長として 100 MB が使用されます。 そのため、チャネルの最大メッセージ・サイズは、実際
にはサーバーの SVRCONN チャネルに指定した値となります。
クライアント・チャネル接続は 1 つしか作成できないことに注意してください。 例えば、次のような
2 つの項目があるとします。
ServerConnectionParms=R1.SVRCONN/TCP/localhost(1963)
ServerConnectionParms=R2.SVRCONN/TCP/localhost(1863)

この場合、2 番目だけが使用されます。
ConnectionName を、記述済みトランスポート・タイプ名のコンマ区切りのリストとして指定します。
通常、必要な名前は 1 つのみです。 複数の hostnamesを指定して、同じプロパティーで複数の接続を
構成することができます。 接続は、正常に確立されるまで、接続リストに指定された順序で試行され
ます。 正常に接続が行われなかった場合は、クライアントが再び処理を開始します。 接続リストは、
キュー・マネージャー・グループの代替として、再接続可能なクライアントの接続を構成するために使
用されます。

Put1DefaultAlwaysSync = NO (デフォルト) | YES
オプション MQPMO_RESPONSE_AS_Q_DEF を指定して MQPUT1 関数呼び出しの動作を制御します。
この属性は、C、管理されていない.NET、IBM MQ classes for Java、IBM MQ classes for JMS、管理対
象.NET、および管理対象 XMS .NETクライアントから読み取ることができる。
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NO
MQPUT1 が MQPMO_SYNCPOINT で設定される場合、MQPMO_ASYNC_RESPONSE として動作します。
同様に、 MQPUT1 が MQPMO_NO_SYNCPOINT で設定される場合、MQPMO_SYNC_RESPONSE として
動作します。 これがデフォルト値です。

YES
MQPUT1 は、MQPMO_SYNCPOINT または MQPMO_NO_SYNCPOINT が設定されているかどうかに関
係なく MQPMO_SYNC_RESPONSE が設定されている場合のように動作します。

PasswordProtection = Compatible (デフォルト) |always|オプション
IBM MQ 8.0以降、 IBM MQ client アプリケーションがキュー・マネージャーに接続するときに指定す
る認証資格情報は、接続で TLS 暗号化を使用しない場合、 IBM MQ MQCSP パスワード保護機能を使用
して保護することができます。
この属性は、C、管理されていない.NET、IBM MQ classes for Java、IBM MQ classes for JMS、管理対
象.NET、および管理対象 XMS .NETクライアントから読み取ることができる。
MQCSP パスワード保護は TLS 暗号化より設定が簡単なので、テストや開発目的に役立ちます。ただし、
それほど安全ではありません。
MQCSP 構造で資格情報を保護する方法、およびこの属性に設定できる値について詳しくは、 MQCSP
パスワード保護を参照してください。

関連タスク
キュー・マネージャーへの IBM MQ MQI アプリケーションの接続

クライアント構成ファイルの ClientExitPath スタンザ
ClientExitPath スタンザを使用して、クライアントのチャネル出口のデフォルト位置を指定します。
注 : このスタンザの各属性に関する記述は、どの IBM MQ クライアントがその属性を読み取ることができる
のかを示しています。 すべての IBM MQ MQI client 構成ファイルのスタンザを示す要約表は、「Which IBM
MQ attributes can be read by each client」を参照してください。
次の属性を ClientExitPath スタンザに含めることができます。
ExitsDefaultPath = string
クライアント用の 32 ビット・チャネル出口の場所を指定します。
この属性は、C、非管理対象 .NET、管理対象 .NET、管理対象 XMS .NET、IBM MQ classes for Java、お
よび IBM MQ classes for JMS クライアントが読み取ることができます。 IBM MQ classes for Java およ
び IBM MQ classes for JMS クライアントは、この属性を使用して、Java で記述されていない 32 ビッ
ト・チャネル出口を見つけます。

ExitsDefaultPath64 = string
クライアントに対する 64 ビット・チャネル出口の場所を指定します。
この属性は、C、非管理対象 .NET、管理対象 .NET、管理対象 XMS .NET、IBM MQ classes for Java、お
よび IBM MQ classes for JMS クライアントが読み取ることができます。 IBM MQ classes for Java およ
び IBM MQ classes for JMS クライアントは、この属性を使用して、Java で記述されていない 64 ビッ
ト・チャネル出口を見つけます。

JavaExitsClassPath = string
Java 出口の実行時に、クラスパスに追加される値。 これは、他言語の出口では無視されます。
この属性は、IBM MQ classes for Java および IBM MQ classes for JMS クライアントが読み取ることが
できます。
JMS 構成ファイルでは、 JavaExitsClassパス名に標準 com.ibm.mq.cfgが与えられます。 接頭部とこ
のフルネームは、 IBM MQ システム・プロパティーでも使用されます。

クライアント構成ファイルの Connection スタンザ
Connection スタンザを使用してアプリケーション名を指定します。
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注 : このスタンザの各属性に関する記述は、どの IBM MQ クライアントがその属性を読み取ることができる
のかを示しています。 すべての IBM MQ MQI client 構成ファイルのスタンザを示す要約表は、「Which IBM
MQ attributes can be read by each client」を参照してください。
Connection スタンザに以下の属性を組み込めます。
ApplName = ExampleApplname
クライアント構成ファイルでアプリケーション名を指定できます。
この属性は、C および非管理対象 .NET クライアントが使用することができます。

クライアント構成ファイルの JMQI スタンザ
JMQI スタンザを使用して、 IBM MQ classes for Java および IBM MQ classes for JMSによって使用される
Java Message Queuing Interface (JMQI) の構成パラメーターを指定します。
注 : このスタンザの各属性に関する記述は、どの IBM MQ クライアントがその属性を読み取ることができる
のかを示しています。 すべての IBM MQ MQI client 構成ファイルのスタンザを示す要約表は、「Which IBM
MQ attributes can be read by each client」を参照してください。
次の属性を JMQI スタンザに含めることができます。
useMQCSPauthentication = NO | YES

IBM MQ classes for Java および IBM MQ classes for JMS のアプリケーションがキュー・マネージャー
への認証で互換モードと MQCSP 認証モードのどちらを使用するかを制御します。
この属性は、IBM MQ classes for Java および IBM MQ classes for JMS クライアントが読み取ることが
できます。
この属性には、以下の値を設定できます。
NO
キュー・マネージャーへの認証で互換モードを使用します。 これは IBM MQ 9.3.0 より前のバージ
ョンでのデフォルト値です。

YES
キュー・マネージャーへの認証で MQCSP 認証モードを使用します。 これは、 IBM MQ 9.3.0から
のデフォルト値です。

useMQCSPauthentication 属性の値よりも優先される認証モードを設定する方法は、他にもいくつ
かあります。 互換モードと MQCSP 認証モードの詳細については、Java クライアントを使用した接続
認証を参照してください。

クライアント構成ファイルの LU62、NETBIOS および SPX の各スタン
ザ
Windows システム上でのみ、以下のスタンザを使用して、特定のネットワーク・プロトコル用の構成パラ
メーターを指定します。

LU62 スタンザ
SNA LU 6.2 プロトコル構成パラメーターを指定する場合は、LU62 スタンザを使用します。 次の属性をこ
のスタンザに含めることができます。
Library1 = DLLName|WCPIC32

APPC DLL の名前。
Library2 = DLLName|WCPIC32

Library1 と同様に、コードが 2 つの別個のライブラリーに格納されている場合に使用されます。
TPName
リモート・サイトで始動する TP 名。
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NETBIOS スタンザ
NetBIOS プロトコル構成パラメーターを指定する場合は、NETBIOS スタンザを使用します。 次の属性をこ
のスタンザに含めることができます。
AdapterNum = number|0

LAN アダプターの番号。
Library1 = DLLName|NETAPI32

NetBIOS DLL の名前。
LocalName = name
このコンピューターを LAN 上で認識する際に使用する名前。
これは MQNAME 環境変数と同等です。

NumCmds = number|1
割り振るコマンドの数。

NumSess = number|1
割り振るセッションの数。

SPX スタンザ
SPX プロトコル構成パラメーターを指定する場合は、SPX スタンザを使用します。 次の属性をこのスタン
ザに含めることができます。
BoardNum = number|0

LAN アダプターの番号。
KeepAlive = YES|NO

KeepAlive 機能のオン/オフを切り替えます。
KeepAlive=YES にすると、SPX で、接続の相手側が引き続き有効であるかが定期的に確認されます。
有効でない場合、チャネルは閉じた状態です。

Library1 = DLLName|WSOCK32.DLL
SPX DLL の名前。

Library2 = DLLName|WSOCK32.DLL
Library1 と同様に、コードが 2 つの別個のライブラリーに格納されている場合に使用されます。

Socket = number|5E86
16 進表記の SPX ソケット番号。

クライアント構成ファイルの MessageBuffer スタンザ
MessageBuffer スタンザを使用して、メッセージ・バッファーに関する情報を指定します。
注 : このスタンザの各属性に関する記述は、どの IBM MQ クライアントがその属性を読み取ることができる
のかを示しています。 すべての IBM MQ MQI client 構成ファイルのスタンザを示す要約表は、「Which IBM
MQ attributes can be read by each client」を参照してください。
次の属性を MessageBuffer スタンザに含めることができます。
MaximumSize = integer|1

1 から 999 999 の範囲の先読みバッファーのサイズ (キロバイト単位)。
この属性は、C、管理されていない.NET、IBM MQ classes for Java、IBM MQ classes for JMS、管理対
象.NET、および管理対象 XMS .NETクライアントから読み取ることができる。
以下の特殊値があります。
-1
クライアントが適切な値を決定します。

0
クライアントでは先読みは無効です。
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PurgeTime = integer|600
先読みバッファーに残ったメッセージが除去される間隔 (秒単位)。
この属性は、C、管理されていない.NET、IBM MQ classes for Java、IBM MQ classes for JMS、管理対
象.NET、および管理対象 XMS .NETクライアントから読み取ることができる。
クライアント・アプリケーションが MsgId または CorrelId に基づいてメッセージを選択している場合、
前に要求した MsgId または CorrelId でクライアントに送信されたメッセージが先読みバッファーに含
まれている場合があります。 その場合、こうしたメッセージは、適切な MsgId または CorrelId を付け
て MQGET が発行されるまで先読みバッファー内に保留になります。 先読みバッファーからのメッセ
ージの除去は、PurgeTime を設定して行うことができます。 除去間隔より長く先読みバッファーに残
っているメッセージは、自動的に除去されます。 こうしたメッセージはキュー・マネージャー上のキ
ューから既に削除されているので、ブラウズされていない限り失われています。
有効な範囲は 1 から 999 999 秒、または特殊値 0 (除去が行われないことを意味します) です。

UpdatePercentage = integer|-1
クライアント・アプリケーションがサーバーに対して新しい要求をいつ行うかを決定するしきい値の計
算に使用される、1 から 100 の範囲の更新のパーセント値。 特殊値 -1 は、クライアントが適切な値を
決定することを示します。
この属性は、C、管理されていない.NET、IBM MQ classes for Java、IBM MQ classes for JMS、管理対
象.NET、および管理対象 XMS .NETクライアントから読み取ることができる。
クライアントは要求を定期的にサーバーに送信して、クライアント・アプリケーションがコンシューム
したデータの量を示します。 MQGET 呼び出しによってクライアントが取得したバイト数 nがしきい
値 Tを超えると、要求が送信されます。 n は、新しい要求がサーバーに送信されるたびにゼロにリセッ
トされます。
しきい値 T は次のように計算されます。
T = Upper - Lower

上位値は先読みバッファーのサイズと同じであり、MaximumSize 属性によってキロバイト単位で指定
されます。 デフォルトは 100 キロバイトです。
下位値は、上位値より低く、UpdatePercentage 属性によって指定されます。 この属性は、1 から 100
の範囲の数値であり、デフォルトは 20 です。 下位値は、次のように計算されます。
Lower = Upper x UpdatePercentage / 100

例 1:
MaximumSize 属性と UpdatePercentage 属性は、デフォルトとして、100 キロバイトと 20 キロバ
イトを取ります。
クライアントは、MQGET を呼び出してメッセージを取得して、これを繰り返します。 これは、
MQGET が n バイトをコンシュームするまで続きます。
次の計算を使用します。
T = Upper - Lower

T は (100 - 20) = 80 キロバイトとなります。
MQGET 呼び出しがキューから 80 キロバイトを除去した場合、クライアントは自動的に新しい要求
を行います。

例 2:
MaximumSize 属性のデフォルトは 100 キロバイトであり、UpdatePercentage の値は 40 です。
クライアントは、MQGET を呼び出してメッセージを取得して、これを繰り返します。 これは、
MQGET が n バイトをコンシュームするまで続きます。
次の計算を使用します。
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T = Upper - Lower

T は (100 - 40) = 60 キロバイトとなります。
MQGET 呼び出しがキューから 60 キロバイトを除去した場合、クライアントは自動的に新しい要求
を行います。 これは、デフォルトを使用する例 1 よりもすぐに生じます。

そのため、しきい値 T に大きな値を選択した場合は、クライアントからサーバーに要求が送信される頻
度が減少する傾向にあります。 逆に、しきい値 T に小さな値を選択した場合は、クライアントからサ
ーバーに要求が送信される頻度が増加する傾向にあります。
ただし、しきい値 T に大きな値を選択するということは、先読みバッファーが空になる機会が増える可
能性があるため、先読みによるパフォーマンス向上の効果が小さくなるという意味にもなります。 こ
れが生じると、MQGET 呼び出しは、サーバーからデータが届くのを待つために休止しなければならな
い場合があります。

クライアント構成ファイルの PreConnect スタンザ
PreConnectスタンザを使用して、mqclient.iniファイル内の PreConnect出口を構成します。
注 : このスタンザの各属性に関する記述は、どの IBM MQ クライアントがその属性を読み取ることができる
のかを示しています。 すべての IBM MQ MQI client 構成ファイルのスタンザを示す要約表は、「Which IBM
MQ attributes can be read by each client」を参照してください。
次の属性を PreConnect スタンザに含めることができます。
Data = user_data
この属性では、接続前出口に渡すユーザー・データを指定します。 接続前出口に渡すデータは、その
接続前出口の実装と、渡すデータに合わせた固有のデータになります。
この属性は、C および非管理対象 .NET クライアントが読み取ることができます。
例えば、LDAP サーバーを使用する場合などでは、この属性を使用して、接続定義の保管場所であるリ
ポジトリーの URL を指定できます。
Data = ldap://myLDAPServer.com:389/cn=wmq,ou=ibm,ou=com 

Function = myFunc
PreConnect 出口コードを含むライブラリーへの、関数のエントリー・ポイントの名前。
この属性は、C および非管理対象 .NET クライアントが読み取ることができます。
関数定義は、PreConnect 出口のプロトタイプ MQ_PRECONNECT_EXIT に従います。
このフィールドの最大長は MQ_EXIT_NAME_LENGTH です。

Module = myMod
API 出口コードを含むモジュールの名前。
この属性は、C および非管理対象 .NET クライアントが読み取ることができます。
このフィールドにモジュールの絶対パス名が指定されていると、そのまま使用されます。

Sequence = sequence_number
その他の出口に関してこの出口が呼び出される順序。 小さなシーケンス番号の出口は、より大きなシ
ーケンス番号の出口よりも先に呼び出されます。 出口のシーケンス番号は連続である必要はありませ
ん。つまり、1、2、3 の順序は、7、42、1096 の順序と同じ結果となります。 この属性は、符号なし
数値です。
この属性は、C および非管理対象 .NET クライアントが読み取ることができます。
複数の PreConnectスタンザは、mqclient.iniファイル内で定義できます。 各出口の処理順序は、
スタンザの Sequence 属性によって決定されます。

関連タスク
リポジトリーから接続前出口を使用した接続定義の参照
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クライアント構成ファイルの Security スタンザ
Security スタンザを使用して、キュー・マネージャーへのクライアント接続で AMS を無効/有効にします。
注 : このスタンザの各属性に関する記述は、どの IBM MQ クライアントがその属性を読み取ることができる
のかを示しています。 すべての IBM MQ MQI client 構成ファイルのスタンザを示す要約表は、「Which IBM
MQ attributes can be read by each client」を参照してください。
セキュリティー・スタンザには、以下の属性を含めることができます:
DisableClientAMS = NO|YES

DisableClientAMS 属性を使用すると、 IBM MQ クライアントを使用して旧バージョンの製品のキュー・
マネージャーに接続していて、 2085 (MQRC_UNKNOWN_OBJECT_NAME) エラーが報告された場合に、
IBM MQ Advanced Message Security (AMS) を無効にすることができます。
IBM MQ Advanced Message Security (AMS) は IBM MQ クライアントで自動的に使用可能になるため、
デフォルトでは、クライアントはキュー・マネージャーでオブジェクトのセキュリティー・ポリシーを
検査しようとします。
DisableClientAMS 属性の使用例を以下に示します。
• AMS を無効にするには、次のようにします。

Security:
DisableClientAMS=Yes

• を使用可能にする場合 AMS：
Security:
DisableClientAMS=No

この属性は、C、IBM MQ classes for Java、および IBM MQ classes for JMS クライアントが読み取るこ
とができます。

MQIInitialKeyファイル = パス名
クライアントによって提供された資格情報を暗号化するために使用された初期鍵を含むファイルの絶
対パスと名前。 鍵リポジトリー・パスフレーズが runmqicred ユーティリティーを使用して暗号化さ
れたときに初期鍵ファイルが指定された場合は、初期鍵を指定する必要があります。
この属性は、Cおよび非管理の.NETクライアントによって、読み取ることができます。

関連タスク
クライアントでの Advanced Message Security の無効化

クライアント構成ファイルの SSL スタンザ
SSL スタンザを使用して、TLS の使用に関する情報を指定します。
注 : このスタンザの各属性に関する記述は、どの IBM MQ クライアントがその属性を読み取ることができる
のかを示しています。 すべての IBM MQ MQI client 構成ファイルのスタンザを示す要約表は、「Which IBM
MQ attributes can be read by each client」を参照してください。
次の属性を SSL スタンザに含めることができます。
OutboundSNI = CHANNEL | HOSTNAME

OutboundSNI がチャネルに設定されている場合、SNI 対応クライアントは、TLS 接続の開始時に SNI
をリモート・システムのターゲット IBM MQ チャネル名に設定します。
この属性が HOSTNAME に設定されている場合、SNI 対応クライアントは、アウトバウンド接続要求によ
って TLS ハンドシェーク時にリモート・キュー・マネージャーのデフォルト証明書を受信するように
SNI ヘッダーをホスト名に設定します。 したがって、チャネルごとの証明書は使用できません。
この属性は C、管理されていない.NET、IBM MQ classes for Java、および IBM MQ classes for JMSク
ライアントによって、読み取ることができます。
プロパティー値は、Java/JMSクライアントによって、大/小文字が区別されるため、YES/NO値は大文
字で設定する必要があります。
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IBM MQ 9.3.0以降、 IBM MQ 管理対象 .NET クライアントが更新され、 OutboundSNI プロパティー
が HOSTNAMEに設定されている場合に SERVERNAME がそれぞれのホスト名に設定されるようになり
ました。これにより、 IBM MQ 管理対象 .NET クライアントは Red Hat OpenShift 経路を使用してキュ
ー・マネージャーに接続できます。
注 : OutboundSNI が HOSTNAME に設定されているアプリケーションが、証明書ラベルが構成されてい
るチャネルに接続すると、アプリケーションは MQRC_SSL_INITIALIZATION_ERROR で拒否され、キ
ュー・マネージャーのエラー・ログに AMQ9673 メッセージが出力されます。

AllowOutboundSNI = YES (デフォルト) | いいえ
使用可能にすると、SNI 対応クライアントは、TLS 接続の開始時に、SNI をリモート・システムへのタ
ーゲット IBM MQ チャネル名に設定します。 この属性が NO に設定されている場合、SNI 対応クライア
ントは、アウトバウンド接続要求によって TLS ハンドシェーク時にリモート・キュー・マネージャーの
デフォルト証明書を受信するように SNI ヘッダーを設定しません。したがって、チャネルごとの証明書
は使用できません。
この属性は C、管理されていない.NET、IBM MQ classes for Java、および IBM MQ classes for JMSク
ライアントによって、読み取ることができます。
プロパティー値は、Java/JMSクライアントによって、大/小文字が区別されるため、YES/NO値は大文
字で設定する必要があります。

重要 : IBM MQ 9.3.0 以降、AllowOutboundSNI プロパティーは非推奨になり、
後方互換性の目的でのみ使用できます。
はいに設定された AllowOutboundSNI は、チャネルに設定された OutboundSNI と同じ機能
を提供します。一方、いいえに設定された AllowOutboundSNI は、ホスト名に設定された
OutboundSNI と同じ機能を提供します。
AllowOutboundSNI 属性と OutboundSNI 属性の両方が SSL スタンザに存在する場合は、
OutboundSNI の設定が優先されます。

AllowTLSV13 =Y | YES | T | TRUE (デフォルト) | N | NO | F | FALSE
キュー・マネージャーが TLS 1.3 CipherSpec を使用できるかどうかを指定します (CipherSpec の有効化
を参照)。
この属性は、C/C++ クライアントが読み取ることができます。
この属性に指定できる値は以下のとおりです。
• Y (デフォルト)、 YES (デフォルト)、 T (デフォルト)、または TRUE (デフォルト): TLS 1.3 を有効にし
て、キュー・マネージャーが TLS 1.3 CipherSpecsを使用できるようにします。

• N、NO、F、または FALSE: TLS 1.3 を無効にします。 これは、キュー・マネージャーが TLS 1.3
CipherSpec を使用できないことを意味します。
注 : MQI クライアントを使用している場合、 AllowTLSV13 の値は、アプリケーションによって使用さ
れている 188 ページの『クライアント構成ファイルの SSL スタンザ』 ファイルの SSL スタンザで明示
的に指定されていない限り、推測されます。 詳しくは、IBM MQ MQI クライアントと TLS 1.3を参照し
てください。

CDPCheckExtensions = YES|NO (デフォルト)

CDPCheckExtensions は、このキュー・マネージャーの TLS チャネルまたは TLS チャネルが、
CrlDistributionPoint 証明書拡張で指定されている CDP サーバーの検査を試行するかどうかを指定しま
す。
この属性は、C および非管理対象 .NET クライアントが読み取ることができます。
この属性に指定できる値は以下のとおりです。
• YES (デフォルト): TLS チャネルは、CDP サーバーを検査して、デジタル証明書が失効しているかどう
かを判別しようとします。

IBM MQの構成  189



• NO: TLS チャネルまたは TLS チャネルは、CDP サーバーの検査を試行しません。 この値はデフォルト
です。

CertificateLabel = string
チャネル定義の証明書ラベル。
この属性は、C および非管理対象 .NET クライアントが読み取ることができます。
詳しくは、証明書ラベル (CERTLABL) を参照してください。

CertificateValPolicy = string
使用する証明書妥当性検査のタイプを決定します。
この属性は、C および非管理対象 .NET クライアントが読み取ることができます。
この属性に指定できる値は以下のとおりです。
ANY
基礎となるセキュア・ソケット・ライブラリーによってサポートされているいずれかの証明書妥当
性検査ポリシーを使用します。 この設定はデフォルト設定です。

RFC5280
RFC 5280 標準に準拠する証明書妥当性検査のみを使用します。

NONE
証明書の検証を使用しません。

ClientRevocationChecks = REQUIRED|OPTIONAL|DISABLED
クライアント接続呼び出しで TLS チャネルを使用する場合の証明書の失効検査をどのように構成する
かを指定します。 OCSPAuthentication も参照してください。
この属性は、C および非管理対象 .NET クライアントが読み取ることができます。
この属性に指定できる値は以下のとおりです。
REQUIRED (デフォルト)

CCDT から証明書失効構成をロードし、構成に従って失効検査を実行することを試みます。 CCDT
ファイルを開くことができない場合、または証明書を検証できない場合 (例えば、OCSP または CRL
サーバーを使用できないため) には、MQCONN 呼び出しは失敗します。 CCDT に失効構成が含まれ
ない場合には、失効検査が実行されませんが、これによりチャネルが失敗することはありません。

Windows システムでは、CRL 失効検査に Active Directory を使用することもできま
す。 OCSP 失効検査に Active Directory を使用することはできません。
MQSCO または CCDT のいずれかを使用している場合、接続は成功します。 CCDT ファイルがなく、
MQSCO も指定されていない場合、接続は理由コード 2059 で失敗し、エラー・ログに AMQ9518E:
File '/var/mqm/AMQCLCHL.TAB' not found。

オプション
REQUIRED と同様ですが、証明書失効構成をロードできない場合にはチャネルは失敗しません。

DISABLED
CCDT から証明書失効構成をロードしようとせず、証明書の失効検査を実行しません。

注 : MQCONN 呼び出しではなく、MQCONNX 呼び出しを使用する場合は、MQSCO により認証情報レコ
ード (MQAIR) を設定することもできます。 そのため、CCDT ファイルを開くことができない場合の
MQCONNX のデフォルト動作は、失敗することではなく、MQAIR が設定されていると見なすことです
(設定しないことにした場合も含む)。

EncryptionPolicySuiteB = string
チャネルで Suite-B 準拠の暗号化を使用するかどうか、および使用する際の強度のレベルを決定しま
す。
この属性は、C および非管理対象 .NET クライアントが読み取ることができます。
この属性に指定できる値は以下のとおりです。
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NONE
Suite-B 準拠の暗号化を使用しない。 この設定はデフォルト設定です。

128_BIT,192_BIT
セキュリティー強度を 128 ビットと 192 ビットの両方のレベルに設定する。

128_BIT
セキュリティー強度を 128 ビット・レベルに設定する。

192_BIT
セキュリティー強度を 192 ビット・レベルに設定する。

EnvironmentScope=PROCESS|CONNECTION
IBM MQ がプロセス全体に対して単一の IBM Global Security Kit (GSKit) 環境を使用するか、接続ごとに
GSKit 環境を使用するかを制御します。
この属性は Cクライアントによって、読み取ることができます。
この属性に指定できる値は以下のとおりです。
PROCESS
プロセスによって作成される複数の接続には、単一の GSKit 環境が使用されます。 この設定を使用
すると、プロセス内のすべてのアクティブな TLS接続が停止するまで、TLS鍵ストアの変更は使用
可能になりません。
この値がデフォルト値です。

接続
GSKit 環境は、同じプロセス内の接続ごとに作成されます。 これを有効にすると、プロセスによっ
て開始された新しい TLS接続によって、TLS鍵ストアの変更が即時に取得されます。

警告 : この操作モードを有効にすると、アプリケーションは追加の CPU およびメモリー・リ
ソースを使用して各 GSKit 環境を作成します。 このリソース使用量は、それぞれの追加の同
時 TLS接続が増加する。

MinimumRSAKeySize=int

RSA 証明書を受け入れるために必要な最小の鍵サイズを指定します。 0 以上の任意の値が許可されま
す。 指定しない場合は、デフォルトの 1 になります。
この属性は、C/C++ クライアントが読み取ることができます。

OCSPAuthentication = OPTIONAL|REQUIRED|WARN
OCSP が有効な状態で、OCSP 取り消し検査で証明書取り消し状況を判別できない場合の、IBM MQ の
動作を定義します。 ClientRevocationChecks も参照してください。
この属性は、C および非管理対象 .NET クライアントが読み取ることができます。
この属性に指定できる値は以下のとおりです。
オプション

OCSP 検査で取り消し状況を判別できない証明書が受け入れられ、警告メッセージやエラー・メッ
セージは生成されません。 取り消し検査が行われなかった場合と同じように、SSL または TLS 接続
が続行されます。

REQUIRED
OCSP 検査で、検査されたすべての SSL または TLS 証明書に対して最終的な取り消し結果を示す必
要があります。 取り消し状況が確認できない SSL または TLS 証明書はすべて拒否され、エラー・メ
ッセージが表示されます。 キュー・マネージャーの SSL イベント・メッセージが有効な場合は、
ReasonQualifier が MQRQ_SSL_HANDSHAKE_ERROR である MQRC_CHANNEL_SSL_ERROR メッ
セージが生成されます。 接続はクローズされます。
この値がデフォルト値です。

WARN
OCSP 取り消し検査で任意の SSL または TLS 証明書の取り消し状況を判別できない場合に、キュ
ー・マネージャーのエラー・ログに警告が報告されます。 キュー・マネージャーの SSL イベント・
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メッセージが有効な場合は、ReasonQualifier が MQRQ_SSL_UNKNOWN_REVOCATION である
MQRC_CHANNEL_SSL_WARNING メッセージが生成されます。 接続は続行可能です。

OCSPCheckExtensions=YES|NO
IBM MQ が AuthorityInfoAccess 証明書拡張に反応するかどうかを制御します。
この属性は、C および非管理対象 .NET クライアントが読み取ることができます。
値を NO に設定すると、IBM MQ は AuthorityInfoAccess 証明書拡張を無視し、OCSP セキュリティー検
査を試行しません。 デフォルト値は YES です。

OCSPTimeout = number
失効検査の実行時に OCSP 応答側を待機する秒数。
この属性は、C および非管理対象 .NET クライアントが読み取ることができます。
IBM MQ 9.3.0以降では、値 0 が設定されている場合、デフォルトのタイムアウトである 30 秒が使用さ
れます。
値を設定しない場合は、IBM MQ のデフォルトの 30 秒が使用されます。

PeerCertChainValidation=string
この属性は、Cおよび非管理の.NETクライアントによって、読み取ることができます。
このストリングは、次のいずれかの値に設定できます。
• Usepeerchain [デフォルト]: ピアによって提供される証明書チェーンを使用して、証明書の検証時
にトラスト・チェーンのギャップを埋めることができます。 ルート証明書は例外です。

• Truststoreonly [推奨されません]: トラストストア内の証明書のみがピアの証明書の検証に使用さ
れます。

SSLCryptoHardware = string
システム上に存在する PKCS #11 暗号ハードウェアの構成に必要なパラメーター・ストリングを設定し
ます。
この属性は、C および非管理対象 .NET クライアントが読み取ることができます。
GSK_PKCS11 = driver path and filename;token label;token password;symmetric
cipher setting; の形式でストリングを指定します。
例:GSK_PKCS11=/usr/lib/pkcs11/
PKCS11_API.so;tokenlabel;passw0rd;SYMMETRIC_CIPHER_ON

ドライバーのパスは、PKCS #11 カードをサポートする共有ライブラリーの絶対パスです。 ドライバー
のファイル名は共有ライブラリーの名前です。 PKCS #11 ドライバー・パスおよびファイル名に必要な
値の例は、/usr/lib/pkcs11/PKCS11_API.soです。 GSKitを介して対称暗号操作にアクセスする
には、対称暗号設定パラメーターを指定します。 このパラメーターの値は次のいずれかです。
SYMMETRIC_CIPHER_OFF
対称暗号操作を使用しません。 この設定はデフォルト設定です。

SYMMETRIC_CIPHER_ON
対称暗号操作を使用します。

ストリングのさまざまな構成要素を指定する場合、円記号 (&#xa5;) 文字を
使用してセミコロン文字をエスケープする必要があります。セミコロン文字はコメントとして扱われ
るためです。 例: '\;'

SSLCryptoHardware 属性のストリングに含まれているトークン・パスワードを保護する必要があり
ます。 詳しくは、 暗号ハードウェアを使用する IBM MQ クライアント を参照してください。
暗号化されたパスワードを処理する場合、ストリングの長さに制限がなくなりました。
デフォルト値はブランクです。 形式が正しくないストリングを指定すると、エラーが発生します。
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SSLCryptoHardwareKeyFile = パス名
SSLCryptoHardware 属性で指定された PKCS #11 暗号化ハードウェア構成ストリング内のパスワー
ドの暗号化に使用された初期鍵を含むファイルの絶対パスと名前。 暗号ハードウェア構成ストリング
内のパスワードが runp11cred コマンドを使用して暗号化されたときに初期鍵ファイルが指定された
場合は、初期鍵を指定する必要があります。 詳しくは、暗号化ハードウェアを使用する IBM MQ クラ
イアントを参照してください。
この属性は、Cおよび非管理の.NETクライアントによって、読み取ることができます。

SSLFipsRequired = YES|NO
IBM MQ で暗号化を実行する場合に FIPS 認証アルゴリズムのみを使用するかどうかを指定します。
この属性は、Cおよび非管理の.NETクライアントによって、読み取ることができます。
暗号ハードウェアが構成されている場合、ハードウェア製品で提供される暗号モジュールが使用されま
す。 それらは、使用されているハードウェア製品によって一定レベルまで FIPS の認定を受けている場
合もあれば、そうではない場合もあります。

SSLHTTPProxyName = string
このストリングは、 GSKit が OCSP 検査に使用する HTTP プロキシー・サーバーのホスト名またはネッ
トワーク・アドレスのいずれかです。 このアドレスの後に、オプションのポート番号が括弧で囲まれ
て続く場合もあります。 ポート番号を指定しないと、デフォルトの HTTP ポートである 80 が使用され
ます。
この属性は、Cおよび非管理の.NETクライアントによって、読み取ることができます。

32 ビットクライアントの場合 AIX、ネットワークアドレスは IPv4アドレスのみである可
能性があります。
その他のプラットフォームでは、ネットワーク・アドレスには IPv4 または IPv6 アドレスを使用できま
す。
例えば、ファイアウォールが OCSP 応答側の URL へのアクセスを回避する場合など、この属性が必要
になる場合があります。

SSLHTTPConnectTimeout = number|0
失効検査の実行時に HTTP サーバーへのネットワーク接続が正常に確立されるのを待機する秒数。
この属性は、C および非管理対象 .NET クライアントが読み取ることができます。
値を設定しない場合は、IBM MQ のデフォルトの 0 (オフ) が使用されます。

SSLKeyRepository = pathname
ユーザーのデジタル証明書を保持するキー・リポジトリーの絶対パスおよびファイル名。 ファイル拡
張子が指定されていない場合、 .kdbであると想定されます。
この属性は、Cおよび非管理の.NETクライアントによって、読み取ることができます。

SSLKeyRepositoryPassword = passphrase
鍵リポジトリーにアクセスするためのパスフレーズ。 値は、プレーン・テキスト・ストリング、また
は runmqicred ユーティリティーを使用して暗号化されたパスフレーズにすることができます。
この属性は、Cおよび非管理の.NETクライアントによって、読み取ることができます。

SSLKeyResetCount = integer|0
秘密鍵が再ネゴシエーションされる前に、TLS チャネルまたは TLS チャネルで送受信された暗号化され
ていないバイトの数。
この属性は、Cおよび非管理の.NETクライアントによって、読み取ることができます。
値は 0 から 999999999 の範囲でなければなりません。
デフォルトは 0 で、これは秘密鍵が絶対に再ネゴシエーションされないことを意味します。
1 から 32768 の値を指定すると、TLS チャネルと TLS チャネルは、秘密鍵のリセット・カウントとし
て 32768 (32 キロバイト) を使用します。 これは、秘密鍵のリセット値が小さい場合に生じる可能性の
ある、鍵の過度のリセットを防ぐためです。
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クライアント構成ファイルの TCP スタンザ
TCP スタンザを使用して、TCP ネットワーク・プロトコル構成パラメーターを指定します。
注 : このスタンザの各属性に関する記述は、どの IBM MQ クライアントがその属性を読み取ることができる
のかを示しています。 すべての IBM MQ MQI client 構成ファイルのスタンザを示す要約表は、「Which IBM
MQ attributes can be read by each client」を参照してください。
次の属性を TCP スタンザに含めることができます。
ClntRcvBuffSize = number|0
クライアント接続チャネルとサーバー接続チャネルのクライアント側で使用される TCP/IP 受信バッフ
ァーのサイズ (バイト)。
この属性は、C、管理されていない.NET、IBM MQ classes for Java、IBM MQ classes for JMS、管理対
象.NET、および管理対象 XMS .NETクライアントから読み取ることができる。
値 0 は、IBM MQ によってバッファー・サイズが修正されるのではなく、オペレーティング・システム
がバッファー・サイズを管理することを意味します。 値がゼロとして設定されている場合、オペレー
ティング・システムのデフォルトが使用されます。 値が設定されていない場合、IBM MQ は、デフォル
トの 32768 が使用されます。

ClntSndBuffSize = number|0
クライアント接続チャネルとサーバー接続チャネルのクライアント側で使用される TCP/IP 送信バッフ
ァーのサイズ (バイト)。
この属性は、C、管理されていない.NET、IBM MQ classes for Java、IBM MQ classes for JMS、管理対
象.NET、および管理対象 XMS .NETクライアントから読み取ることができる。
値 0 は、IBM MQ によってバッファー・サイズが修正されるのではなく、オペレーティング・システム
がバッファー・サイズを管理することを意味します。 値がゼロとして設定されている場合、オペレー
ティング・システムのデフォルトが使用されます。 値が設定されていない場合、IBM MQ は、デフォル
トの 32768 が使用されます。

Connect_Timeout = number
ソケットへの接続試行がタイムアウトになるまでの秒数。
ConnectTimeout = 0 で、非同期 connect () 呼び出しの前に SOCK_NONBLOCK が発行された場合、呼
び出しは非ブロック化されます。 デフォルトのタイムアウト値である 20 秒 (CONNECT_WAIT_MAX)
は、接続状況の検査に適用されます。
この属性は C、管理されていない.NET、IBM MQ classes for Java、および IBM MQ classes for JMSク
ライアントによって、読み取ることができます。
IBM MQ チャネル・プロセスは非ブロッキング・ソケットを介して接続します。 このため、ソケットの
もう一方の側の準備ができていない場合、connect() は即時に EINPROGRESSまたは EWOULDBLOCKを
返します。 その後、再接続は試行されません。
Connect_Timeout がゼロ以外の値に設定されている場合、IBM MQ は、ソケットの準備ができるまで、
select() 呼び出しに対して規定された期間待機します。 これにより、後続の connect() 呼び出しが成功
する確率は上昇します。 このオプションは、ネットワークの負荷が高くなっていて、接続に多少の待
機時間が必要なときに役に立つ場合があります。
Connect_Timeout、ClntSndBuffSize、および ClntRcvBuffSize パラメーターの間に関係はありません。

IPAddressVersion = MQIPADDR_IPV4|MQIPADDR_IPV6
チャネル接続に使用する IP プロトコルを指定します。
属性は、C、非管理対象.NET、管理対象.NET、および管理対象 XMS .NETクライアントによって読み取
ることができます。
指定可能なストリング値は MQIPADDR_IPV4 または MQIPADDR_IPV6 です。 これらの値は、 ALTER
QMGR IPADDRV の IPV4 および IPV6 および MQIPADDRV 環境変数と同じ意味を持ちます。
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KeepAlive = YES|NO
KeepAlive 機能のオン/オフを切り替えます。 KeepAlive=YES を指定すると、TCP/IP は、接続の相手側
がまだ使用可能かどうかを定期的に検査します。 有効でない場合、チャネルは閉じた状態です。
この属性は、C、管理されていない.NET、IBM MQ classes for Java、IBM MQ classes for JMS、管理対
象.NET、および管理対象 XMS .NETクライアントから読み取ることができる。

Library1 = DLLName|WSOCK32
(Windows のみ) TCP/IP ソケット DLL の名前。
この属性は、C および非管理対象 .NET クライアントが読み取ることができます。

クライアント構成ファイルのトレース・スタンザ
Trace スタンザを使用して、 IBM MQ .NET および XMS .NET クライアント・ライブラリーのトレースを有
効にします。
TRACE スタンザには、以下の属性を含めることができます。
MQDotnetTraceLevel=0 (デフォルト) |1|2

MQDotnetTraceLevel 属性は、 IBM MQ .NET トレースを開始または停止するために使用されます。
• 0: トレースを停止します - これはデフォルト値です。
• 1: より少ない詳細でトレースを開始します。
• 2: 詳細トレースを開始します - 推奨。
この属性は、管理対象 IBM MQ .NET クライアントが読み取ることができます。

MQDotnetTraceパス =パス名
MQDotnetTracePath 属性は、 IBM MQ .NET トレース・ファイルが作成されるフォルダーを指しま
す。 パスがブランクの場合、または MQDotnetTracePath プロパティーが定義されていない場合は、
アプリケーションの現行ディレクトリーが使用されます。
この属性は、管理対象 IBM MQ .NET クライアントが読み取ることができます。

MQDotnetErrorパス =パス名
MQDotnetErrorPath 属性は、 IBM MQ .NET トレース用のエラー・ログ・ファイルが作成されるフォ
ルダーを指します。 パスがブランクの場合、または MQDonetErrorPath 属性が定義されていない場
合は、アプリケーションの現行ディレクトリーが使用されます。
この属性は、管理対象 IBM MQ .NET クライアントが読み取ることができます。

XMSDotnetTraceLevel=0 (デフォルト) |1|2
XMSDotnetTraceLevel 属性は、 XMS .NET トレースを開始または停止するために使用されます。
• 0: トレースを停止します - これはデフォルト値です。
• 1: 基本フォーマットでトレースを開始します。
• 2: 拡張フォーマットでトレースを開始します。
この属性は、管理対象 XMS .NET クライアントが読み取ることができます。

XMSDotnetTraceFilePath=filename
XMSDotnetTraceFilePath 属性に値が設定されていない場合、またはこの属性が存在するが空スト
リングが含まれている場合は、 XMS .NET のトレース・ファイルが現行ディレクトリーに配置されま
す。 指定されたディレクトリーにトレース・ファイルを保管するには、 XMSDotnettraceFilePath
にディレクトリー名を指定します (例: XMSDotnetTraceFilePath="c:\somepath")。
この属性は、管理対象 XMS .NET クライアントが読み取ることができます。

XMSDotnetTrace仕様 =ComponentName=type=state
XMSDotnetTraceSpecification 属性は、トレースするクラスの名前と、 XMS .NETに必要なトレ
ースのタイプを指定します。
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• ComponentName は、トレースするクラスの名前です。 この名前には、ワイルドカード文字 * を使用
できます。 例えば *=all=enabled はすべてのクラスをトレースすることを指定し、
IBM.XMS.impl.*=all=enabled は API トレースのみが必要であることを指定します。

• type には、all、debug、event、 EntryExitのいずれかのトレース・タイプを指定できます。
• state は、「enabled」または「disabled」のいずれかに指定できます。
複数のトレース・エレメントを続けて入力するには、「:」(コロン) 区切り文字を使用します。
この属性は、管理対象 XMS .NET クライアントが読み取ることができます。

XMSDotnetTraceFileSize=size
XMSDotnetTraceFileSize 属性は、 XMS .NET用に生成されるトレース・ファイルの最大サイズを
指定します。 デフォルトの最大値は 20 MB です。これは、 XMSDotnetTraceFileSize=20として指
定されます。
この属性は、管理対象 XMS .NET クライアントが読み取ることができます。

XMSDotnetTraceFileNumber=number
XMSDotnetTraceFileNumber 属性は、 XMS .NET用に保存するトレース・ファイルの数を指定しま
す。 デフォルトは 4 (1 つのアクティブ・ファイルと 3 つのアーカイブ・ファイル) です。 許可される
最小数は 2です。
この属性は、管理対象 XMS .NET クライアントが読み取ることができます。

関連タスク
mqclient.ini を使用した IBM MQ .NET アプリケーションのトレース
mqclient.ini を使用した XMS .NET アプリケーションのトレース

アクティビティー・トレース構成ファイル mqat.ini
アクティビティー・トレースの動作を構成するには、アクティビティー・トレース構成ファイル mqat.ini
を使用します。 このファイルは、アクティビティー・トレース・データの報告のレベルと頻度の定義に使
用します。 また、このファイルでは、アプリケーションの名前に基づいてアクティビティー・トレースを
有効化および無効化するルールを定義できます。
mqat.ini ファイルは、 mqs.ini ファイルおよび qm.ini ファイルと同じスタンザ・キーとパラメーター
と値のペアのフォーマットに従います。 このファイルは、単一のスタンザ AllActivityTrace で構成されま
す。このスタンザは、すべてのアクティビティー・トレースについてデフォルトでアクティビティー・ト
レース・データを報告するレベルと頻度を構成するために使用されます。 このファイルには、複数の
ApplicationTrace スタンザを含めることもできます。 これらのスタンザのそれぞれが、接続のアプリケー
ション名とルールのマッチングに基づいて、1 つ以上の接続のトレース動作のルールを定義します。 詳し
くは、 アプリケーション・アクティビティー・トレース および mqat.iniを使用したアクティビティー・
トレース動作の構成を参照してください。
キュー・マネージャーはいくつかの規則を適用して、接続に使用するスタンザ設定を決定します。 オプシ
ョンで、 ApplicationTrace スタンザに一致する接続について、 AllActivityTrace スタンザの下のグローバ
ル・トレース・レベルと頻度の設定をオーバーライドできます。 詳しくは、 mqat.iniを使用したアクテ
ィビティー・トレース動作の構成を参照してください。

ディレクトリーの場所
AIX and Linux および IBM i システムでは、 mqat.ini はキュー・

マネージャーのデータ・ディレクトリーにあります。このディレクトリーは、 qm.ini ファイルと同じ場
所です。

Windows システムでは、mqat.ini はキュー・マネージャーのデータ・ディレクトリー
C:\Program Files\IBM\WebSphere MQ\qmgrs\queue_manager_nameに配置されています。 トレ
ースされるアプリケーションを実行するユーザーには、このファイルの読み取りアクセス権が必要です。
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AllActivity mqat.ini ファイルの Trace スタンザ
mqat.ini 構成ファイルの AllActivityTrace スタンザは、キュー・マネージャーのトレース・レベルを構成
するために使用されるパラメーターを指定します。
単一の AllActivityTrace スタンザは、オーバーライドされない限り、すべての IBM MQ 接続に適用されるア
クティビティー・トレースの設定を定義します。
AllActivityTrace スタンザの個々の値は、 ApplicationTrace スタンザのより具体的な情報によってオーバー
ライドできます。
複数の AllActivityTrace スタンザが指定された場合、最後のスタンザにある値が使用されます。 選択された
AllActivityTrace に欠落しているパラメーターは、デフォルト値を取ります。 以前の AllActivityTrace スタン
ザのパラメーターと値は無視されます。
ActivityInterval
トレース・メッセージ間の時間間隔 (秒単位)。 アクティビティー・トレースではタイマー・スレッドが
使用されないため、トレース・メッセージは、この時間が経過した瞬間に書き込まれるのではなく、 こ
の時間が経過した後に初めて MQI 操作が実行されたときに書き込まれます。 この値が 0 の場合、トレ
ース・メッセージは、接続が切断されたとき (またはアクティビティー・カウントに達したとき) に書き
込まれます。 デフォルトは 1 です。

ActivityCount
トレース・メッセージ間の MQI 操作の数。 この値が 0 の場合、トレース・メッセージは、接続が切断
されたとき (またはアクティビティー間隔が経過したとき) に書き込まれます。 デフォルトは 100 で
す。

TraceLevel
各操作ごとにトレースされるパラメーター詳細の量。 個々の操作の説明では、どのパラメーターが各
トレース・レベルに含まれているかを詳しく示しています。 LOW、 MEDIUM、または HIGHに設定しま
す。 デフォルトは MEDIUMです。

TraceMessageData
MQGET、MQPUT、 MQPUT1、およびコールバック操作でトレースされたメッセージ・データの量 (バ
イト単位)。 デフォルトは 0 です。

StopOnGetTraceMsg
ON または OFFに設定できます。 デフォルトは ONです。

SubscriptionDelivery
BATCHED または IMMEDIATEに設定できます。 1 つ以上のアクティビティー・トレース・サブスクリ
プションが存在する場合に、 ActivityInterval パラメーターと ActivityCount パラメーターを
使用するかどうかを決定します。 このパラメーターを IMMEDIATE に設定すると、トレース・データに
一致するサブスクリプションがある場合に、 ActivityInterval および ActivityCount の値が有
効値 1 でオーバーライドされます。 すべてのアクティビティー・トレース・レコードが、同じ接続に
由来する他のレコードとまとめられることなく、遅延なしで即時にサブスクリプションに配信されま
す。 IMMEDIATE 設定を使用すると、アクティビティー・トレース・データを収集する際のパフォーマ
ンス・オーバーヘッドが増加します。 デフォルト設定は BATCHEDです。

関連タスク
mqat.ini を使用したアクティビティー・トレース動作の構成

mqat.ini ファイルの ApplicationTrace スタンザ
mqat.ini 構成ファイルには、複数の ApplicationTrace スタンザを含めることができます。 これらのスタ
ンザはそれぞれ、接続のアプリケーション名とルールのマッチングに基づいて、1 つ以上の接続のトレース
動作のルールを定義します。
ApplicationTrace スタンザには、以下の値を設定できます。
トレース

ON または OFFに設定できるアクティビティー・トレース・スイッチ。 Trace パラメーターは、デフォ
ルト値のない必須パラメーターです。 これをアプリケーション固有のスタンザで使用して、現行アプ
リケーション・スタンザの有効範囲に対してアクティビティー・トレースがアクティブであるかどうか
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を判別できます。 この値は、キュー・マネージャーの ACTVTRC 設定および ACTVCONO 設定をオーバー
ライドすることに注意してください。

ApplName
ApplName パラメーターは、文字ストリングとして指定され、デフォルトのない必須パラメーターで
す。 この値を使用して、ApplicationTrace スタンザが適用されるアプリケーションを決定します。 こ
れは、API 出口コンテキスト構造体 ( MQMD.PutApplNameと同等) の ApplName 値と一致します。
ApplName 値の内容は、アプリケーション環境によって異なります。
Multiplatforms では、 MQAXC.ApplName は、スタンザ内の値と一致します。 比較が行われるときに、
右端のパス・セパレーターの左側の文字は無視されます。
ApplName 値の末尾に単一のワイルドカード文字 (*) を使用して、そのポイント以降の任意の数の文字
に一致させることができます。 ApplName 値が単一のワイルドカード文字 (*) に設定されている場合、
ApplName 値はすべてのアプリケーションに一致します。

ApplFunction
ApplFunction パラメーターは、文字ストリングとして指定されます。 デフォルト値は * です。 この
パラメーターの値は、 ApplicationTrace スタンザおよび ApplName 値が適用されるアプリケーション・
プログラムを修飾するために使用されます。
このスタンザはオプションであり、 IBM i キュー・マネージャーに対してのみ有効です。 単一のワイル
ドカード文字 (*) を ApplName 値の最後に使用すると、任意の数の文字に一致するようにできます。 例
えば、 ApplName = * および ApplFunction = AMQSPUT0 を指定した ApplicationTrace スタンザは、
任意のジョブからの AMQSPUT0 プログラムのすべての呼び出しに適用されます。

ApplClass
ApplClass パラメーターは、アプリケーションのクラスを定義し、以下の値に設定できます。
• USER
• MCA
• ALL (これはデフォルト値です)

AppType 値が IBM MQ 接続にどのように対応するかについては、 mqat.iniを使用したアクティビティ
ー・トレース動作の構成の 表 3 を参照してください。

オプションで、 ApplicationTrace スタンザと一致する接続について、 AllActivityTrace スタンザの下のグロ
ーバル・トレース・レベルおよび頻度の設定をオーバーライドすることができます。
ApplicationTrace スタンザの下に以下のパラメーターを設定できます。 これらが設定されていない場合、
値は AllActivity トレース・スタンザ 設定から継承されます。
ActivityInterval
トレース・メッセージ間の時間間隔 (秒単位)。 アクティビティー・トレースではタイマー・スレッドが
使用されないため、トレース・メッセージは、この時間が経過した瞬間に書き込まれるのではなく、 こ
の時間が経過した後に初めて MQI 操作が実行されたときに書き込まれます。 この値が 0 の場合、トレ
ース・メッセージは、接続が切断されたとき (またはアクティビティー・カウントに達したとき) に書き
込まれます。 デフォルトは 1 です。

ActivityCount
トレース・メッセージ間の MQI 操作の数。 この値が 0 の場合、トレース・メッセージは、接続が切断
されたとき (またはアクティビティー間隔が経過したとき) に書き込まれます。 デフォルトは 100 で
す。

TraceLevel
各操作ごとにトレースされるパラメーター詳細の量。 個々の操作の説明では、どのパラメーターが各
トレース・レベルに含まれているかを詳しく示しています。 LOW、 MEDIUM、または HIGHに設定しま
す。 デフォルトは MEDIUMです。

TraceMessageData
MQGET、MQPUT、 MQPUT1、およびコールバック操作でトレースされたメッセージ・データの量 (バ
イト単位)。 デフォルトは 0 です。
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StopOnGetTraceMsg
ON または OFFに設定できます。 デフォルトは ONです。

関連タスク
mqat.ini を使用したアクティビティー・トレース動作の構成

分散キューイングの構成
このセクションでは、キュー定義、チャネル定義、トリガー操作および同期点プロシージャーを含む、IBM
MQ インストール間の相互通信の詳細について説明します。

始める前に
このセクションを読む前に、チャネル、キュー、および分散キューイングおよびクラスターで導入された
その他の概念について理解しておくと役に立ちます。
別々の物理ネットワーク上に存在する 2 つのキュー・マネージャー、またはファイアウォールを介して通
信する 2 つのキュー・マネージャーを接続する必要がある場合は、 IBM MQ Internet Pass-Thru を使用する
と構成が簡単になる可能性があります。 詳しくは、 IBM MQ Internet Pass-Thruを参照してください。

手順
• 以下のサブトピックにある情報を使用し、分散キューイングを使用してアプリケーションを接続しま
す。
– 200 ページの『IBM MQ 分散キューイング技法』
– 219 ページの『分散キュー管理の概要』
– 222 ページの『別のキュー・マネージャーへのメッセージの送信方法』
– 243 ページの『チャネルのトリガー操作』
– 241 ページの『メッセージの安全性』
– 250 ページの『AIX, Linux, and Windows上のチャネルのモニターおよび制御』
– 274 ページの『IBM i上のチャネルのモニターおよび制御』

関連概念
886 ページの『Setting up IBM MQ for z/OS』
Use this topic as a step by step guide for customizing your IBM MQ for z/OS system .
関連タスク
16 ページの『クライアントとサーバー間の接続の構成』
IBM MQ MQI clientsとサーバーの間の通信リンクを構成するには、通信プロトコルを決定し、リンクの両
端の接続を定義し、リスナーを開始し、チャネルを定義します。
296 ページの『キュー・マネージャー・クラスターの構成』
クラスターによって提供されるキュー・マネージャーを相互接続するためのメカニズムにより、初期構成
と継続的な管理を簡単に行えます。 クラスター・コンポーネントを定義し、クラスターを作成および管理
できます。
92 ページの『Multiplatforms での .ini ファイルの IBM MQ 構成情報の変更』
構成 (.ini) ファイル内の情報を編集することにより、 IBM MQ または個々のキュー・マネージャーの動作
を、ご使用のインストール済み環境のニーズに合わせて変更できます。 IBM MQ MQI clientsの構成オプシ
ョンを変更することもできます。
881 ページの『Configuring queue managers on z/OS』
Use these instructions to configure queue managers on IBM MQ for z/OS.
959 ページの『Setting up communications with other queue managers on z/OS』
This section describes the IBM MQ for z/OS preparations you need to make before you can start to use
distributed queuing.
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IBM MQ 分散キューイング技法
このセクションのサブトピックでは、チャネルを計画する際に役立つ技法について説明します。 これらの
サブトピックでは、キュー・マネージャー同士を接続して、アプリケーション間のメッセージのフローを
管理する方法を計画するのに役立つ技法について説明します。
メッセージ・チャネルの計画の例については、以下を参照してください。
• AIX, Linux, and Windows におけるメッセージ・チャネルの計画例
• IBM i におけるメッセージ・チャネルの計画例
• z/OS におけるメッセージ・チャネルの計画例
• キュー共有グループを使用する z/OS におけるメッセージ・チャネルの計画例
関連概念
チャネル
メッセージ・キューイングの概要
分散キューイングとクラスター
関連タスク
199 ページの『分散キューイングの構成』
このセクションでは、キュー定義、チャネル定義、トリガー操作および同期点プロシージャーを含む、IBM
MQ インストール間の相互通信の詳細について説明します。
関連資料
構成情報の例
メッセージ・フロー制御
メッセージ・フロー制御は、キュー・マネージャーを結ぶメッセージ経路を準備し、維持するタスクです。
これは、多数のキュー・マネージャーを介するマルチ・ホップ経路の場合には重要です。 このセクション
では、運用システム上のキュー、別名キュー定義、およびメッセージ・チャネルを使用してメッセージ・
フロー制御を行う方法を説明します。
メッセージ・フローは、199 ページの『分散キューイングの構成』で紹介したいくつかの技法で制御しま
す。 キュー・マネージャーがクラスター内にある場合は、メッセージ・フローは、200 ページの『メッセ
ージ・フロー制御』で説明されているように、別の方法を使用して制御されます。 キュー・
マネージャーがキュー共有グループ内にあり、グループ内キューイング (IGQ) が使用可能である場合は、
メッセージ・フローを IGQ エージェントで制御することができます。 これらのエージェントについては、
グループ内キューイングで説明します。
以下のオブジェクトを使用して、メッセージ・フロー制御を行うことができます。
• 伝送キュー
• メッセージ・チャネル
• リモート・キュー定義
• キュー・マネージャー別名定義
• 応答先キュー別名定義
キュー・マネージャーおよびキュー・オブジェクトは、オブジェクト・タイプで説明されています。 メッ
セージ・チャネルについては、分散キューイング・コンポーネントに説明します。 以下の技法では、この
ようなオブジェクトを使用して運用システム内のメッセージ・フローを作成します。
• リモート・キューへのメッセージの書き込み
• 特定の伝送キューを介した転送
• メッセージの受信
• メッセージのユーザー・システム通過
• メッセージ・フローの分離

200  IBM MQ の構成



• 別の宛先へのメッセージ・フローの切り替え
• 応答先キュー名から別名への解決

注記
このセクションで説明するすべての概念は、ネットワーク内のすべてのノードに関連するものであり、メ
ッセージ・チャネルの送信側と受信側に関与します。 したがって、ほとんどの例ではノードは 1 つだけが
示されています。 例外は、メッセージ・チャネルの反対側で管理者が明示的な協調を行う必要がある例で
す。
個々の技法の説明に進む前に、解決の概念、およびリモート・キュー定義の 3 つの使用法を復習しておく
と役に立ちます。 分散キューイングおよびクラスターを参照してください。
関連概念
201 ページの『伝送ヘッダー内のキュー名』
宛先キュー名は、宛先キューに到達するまで、伝送ヘッダーをメッセージと共に移動します。
201 ページの『キュー・マネージャーと応答先別名の作成方法』
このトピックでは、リモート・キュー定義を作成できる 3 つの方法について説明しています。
伝送ヘッダー内のキュー名
宛先キュー名は、宛先キューに到達するまで、伝送ヘッダーをメッセージと共に移動します。
アプリケーションによって使用されるキュー名 (すなわち論理キュー名) は、キュー・マネージャーによっ
て、宛先キュー名として解決されます。 すなわち、物理キュー名です。 この宛先キュー名は、宛先キュー
に到達するまで、別個のデータ域 (伝送ヘッダー) をメッセージと共に移動します。 その後、伝送ヘッダー
は除去されます。
並列のサービス・クラスを作成するときには、このキュー名のキュー・マネージャー部分を変更します。
サービス・クラスの迂回経路の終わりに達したときには、キュー・マネージャー名を必ず元の名前に戻し
てください。
キュー・マネージャーと応答先別名の作成方法
このトピックでは、リモート・キュー定義を作成できる 3 つの方法について説明しています。
リモート・キュー定義オブジェクトは 3 つの異なる方法で使用されます。 202 ページの表 17 は、この 3
つの定義方法を示しています。
• リモート・キュー定義を使用してローカル・キュー名を再定義する。
アプリケーションはキューのオープン時にキュー名だけを提供します。このキュー名は、リモート・キュ
ー定義の名前です。
リモート・キュー定義にはターゲット・キューとキュー・マネージャーの名前が含まれています。 オプ
ションで、この定義には、使用される伝送キューの名前を含めることができます。 伝送キュー名が指定
されないと、キュー・マネージャーは、リモート・キュー定義からとったキュー・マネージャー名を伝送
キュー名として使用します。 この名前の伝送キューが定義されていないが、デフォルト伝送キューが定
義されている場合は、デフォルト伝送キューを使用します。

• リモート・キュー定義を使用してキュー・マネージャー名を再定義する。
アプリケーションまたはチャネル・プログラムは、キューのオープン時にリモート・キュー・マネージャ
ー名と共にキュー名を指定します。
すでに指定されているリモート・キュー定義がキュー・マネージャー名と同じ名前になっている場合、定
義内のキュー名がブランクのままになっていると、キュー・マネージャーは、オープン・コールで指定さ
れたキュー・マネージャー名を定義内のキュー・マネージャー名で置き換えます。
さらにこの定義には、使用される伝送キューの名前を指定することができます。 伝送キュー名が指定さ
れないと、キュー・マネージャーは、リモート・キュー定義からとったキュー・マネージャー名を伝送キ
ュー名としてとります。 この名前の伝送キューが定義されていないが、デフォルト伝送キューが定義さ
れている場合は、デフォルト伝送キューを使用します。
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• リモート・キュー定義を使用して応答先キュー名を再定義する。
アプリケーションは、キューにメッセージを入れるたびに、応答メッセージ用に、キュー・マネージャー
名をブランクにしたまま応答先キューの名前を指定することがあります。
応答先キューと同じ名前のリモート・キュー定義を指定すると、ローカル・キュー・マネージャーは、そ
の応答先キュー名を定義で指定されたキュー名によって置き換えます。
キュー・マネージャー名を定義で指定することはできますが、伝送キュー名は指定できません。
表 17. リモート・キュー定義オブジェクトの 3 つの使用方法
使用法 キュー・マネージャ

ー名
キュー名 伝送キュー名

1. リモート・キュー定義 (OPEN 呼び出しで)

呼び出しで指定 ブランクまたはロー
カル QM

(*) 必須 適用外

定義で指定 required required オプション
2. キュー・マネージャー別名 (OPEN 呼び出しで)

呼び出しで指定 (*) 必須かつ非ローカ
ル QM

required 適用外

定義で指定 required ブランク オプション
3. 応答先キュー別名 (PUT 呼び出しで)

呼び出しで指定 ブランク (*) 必須 適用外
定義で指定 オプション オプション ブランク
注 : (*) は、この名前が定義オブジェクトの名前であることを示しています。
詳しくは、キュー名の解決を参照してください。
リモート・キューへのメッセージの書き込み
リモート・キュー定義オブジェクトを使用して、キュー名を隣接するキュー・マネージャーに通じる伝送
キューとして解決できます。
分散キューイング環境では、伝送キューとチャネルは、メッセージが運用しているローカル・システムの
アプリケーションから出される場合にも、隣接システムからチャネルを介して到達する場合にも、あるロ
ケーションに送られるすべてのメッセージの中心拠点になります。 203 ページの図 6 では、アプリケーシ
ョンが 'QA_norm' という名前の論理キューにメッセージを入れています。 このネーム・レゾリューション
では、'QA_norm' というリモート・キュー定義を使用して伝送キュー QMB を選択します。 次に、'QA_norm
at QMB' というメッセージに伝送ヘッダーを追加します。
隣接システムから 'Channel_back' に到着するメッセージには伝送ヘッダーが付いていて、 例えば
'QA_norm at QMB' などの物理キュー名を示します。 これらのメッセージは、未変更のまま伝送キュー
QMB に入ります。
チャネルは、このメッセージを隣接するキュー・マネージャーに送ります。
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図 6. リモート・キュー定義が使用されて、キュー名が解決され、隣接するキュー・マネージャーに通じる
伝送キューが得られます

IBM MQ システム管理者は、以下を行ってください。
• 隣接システムからのメッセージ・チャネルを定義する。
• 隣接システムに向かうメッセージ・チャネルを定義する。
• 伝送キュー QMB を作成する。
• リモート・キュー・オブジェクト 'QA_norm' を定義し、 アプリケーションによって使用されるキュー名
を解決して宛先キュー名、宛先キュー・マネージャー名、および伝送キュー名が得られるようにする。

クラスター化環境では、ローカル・キュー・マネージャーにクラスター受信側チャネルを定義するだけで
十分です。 伝送キューまたはリモート・キュー・オブジェクトを定義する必要はありません。 クラスター
を参照します。

解決に関する補足説明
リモート・キュー定義により、物理的な宛先キュー名およびキュー・マネージャー名が定義されます。 こ
れらの名前は、メッセージの伝送ヘッダーに書き込まれます。
隣接システムからの着信メッセージでは、既に元のキュー・マネージャーによってこのタイプのネーム・
レゾリューションが実行されています。 したがって、物理的な宛先キュー名およびキュー・マネージャー
名が示されている伝送ヘッダーがあります。 これらのメッセージは、リモート・キュー定義による影響を
受けません。
関連資料
キュー名の解決
伝送キューの選択
リモート・キュー定義を使用すると、別の伝送キューが同じ隣接キュー・マネージャーにメッセージを送
信することができます。
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図 7. リモート・キュー定義による異なる伝送キューの使用可能化
分散キューイング環境では、メッセージ・フローをあるチャネルから別のチャネルに変更する必要がある
場合には、202 ページの『リモート・キューへのメッセージの書き込み』の 203 ページの図 6 と同じシス
テム構成を使用してください。 このトピックの 204 ページの図 7 はリモート・キュー定義を使用し、別の
伝送キューを介して (したがってまた、別のチャネルを介して) 同じ隣接キュー・マネージャーへメッセー
ジを送る方法を示しています。
204 ページの図 7 に示されている構成の場合には、リモート・キュー・オブジェクト「QA_norm」および
伝送キュー「TX1」を提供する必要があります。 「QA_norm」を提供して、リモート・キュー・マネージ
ャーで「QA_norm」キュー、伝送キュー「TX1」、およびキュー・マネージャー「QMB_priority」を選択す
る必要があります。 隣接システムへのチャネルの定義で、「TX1」を指定します。
メッセージは、'QA_norm at QMB_priority' という内容の伝送ヘッダーと共に伝送キュー 'TX1' に入り、チ
ャネルを介して隣接システムに送られます。
channel_back には、キュー・マネージャー別名が必要なため、この図には示されていません。
クラスター化環境では、伝送キューまたはリモート・キュー定義を定義する必要はありません。 詳しくは、
297 ページの『クラスター・キューの定義』 を参照してください。
メッセージの受信
他のキュー・マネージャーからメッセージを受信するようにキュー・マネージャーを構成できます。 意図
されないネーム・レゾリューションが起きないことを確認する必要があります。

図 8. メッセージの直接受信によるキュー・マネージャー別名の解決

204  IBM MQ の構成



システム管理者は、メッセージを送信する準備のほかに、隣接キュー・マネージャーからのメッセージの
受信を準備する必要もあります。 受信されたメッセージの伝送ヘッダーには、宛先キュー・マネージャー
とキューの物理名が指定されています。 これらのメッセージは、キュー・マネージャー名とキュー名の両
方が指定されたローカル・アプリケーションからのメッセージと同じように扱われます。 この処理のため、
運用システムに入ってくるメッセージに対して意図されないネーム・レゾリューションが行われないよう
にしなければなりません。 このシナリオについては 204 ページの図 8 を参照してください。
この構成では、次のものを準備する必要があります。
• 隣接キュー・マネージャーからメッセージを受信するメッセージ・チャネル
• 着信メッセージ・フロー 'QMB_priority' を解決してローカル・キュー・マネージャー名 'QMB' を得るため
の、キュー・マネージャー別名定義

• ローカル・キュー 'QA_norm' (存在していない場合)

キュー・マネージャー別名の受信
この図におけるキュー・マネージャー別名定義の使用では、別の宛先キュー・マネージャーは選択されて
いません。 'QMB_priority' とアドレッシングされて、このローカル・キュー・マネージャーを通過するメッ
セージは、キュー・マネージャー 'QMB' に送られます。 このキュー・マネージャー別名が使用されて、別
のメッセージ・フローが作成されます。
メッセージのユーザー・システム通過
ロケーション名の使用、キュー・マネージャーの別名の使用、または伝送キューの選択の 3 つの方法で、
メッセージにシステムを通過させることができます。

図 9. メッセージが運用システムを通過する 3 つの方法
204 ページの『メッセージの受信』の 204 ページの図 8 では、別名フローを取り込む方法を説明しました。
205 ページの図 9 では、前に説明した技法を組み合わせてネットワークを構成する方法を説明しています。
この構成で示されるチャネルは、次のようなさまざまな宛先を指定された 3 つのメッセージを送達します。
1. QMC の QB
2. QMD_norm の QB
3. QMD_PRIORITY の QB
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最初のメッセージ・フローは変更せずにシステムを通過させる必要があります。 2 番目のメッセージ・フ
ローは別の伝送キューおよびチャネルを通過させる必要があります。 2 番目のメッセージ・フローでは、
別名キュー・マネージャー名 QMD_norm のメッセージをキュー・マネージャー QMD に解決する必要もあり
ます。 3 番目のメッセージ・フローでは、別の伝送キューが選択されるだけで、それ以外の変更は行われ
ません。
クラスター化環境では、メッセージがクラスター伝送キューを通過します。 通常、単一の伝送キュー
SYSTEM.CLUSTER.TRANSMIT.QUEUEは、そのキュー・マネージャーがメンバーになっているすべてのク
ラスター内のすべてのキュー・マネージャーにすべてのメッセージを転送します。 キュー・マネージャー
のクラスターを参照してください。 キュー・マネージャーがメンバーとなっているクラスター内のすべて
のキュー・マネージャー、またはその一部に使用する別個の伝送キューを定義できます。
次の方法は、分散キューイング環境に適用できる技法を説明しています。

これらの方法の使用法
これらの構成では、次のものを準備する必要があります。
• 入力チャネル定義
• 出力チャネル定義
• 伝送キュー

– QMC
– TX1
– QMD_fast

• キュー・マネージャー別名定義
– TX1 経由の QMD への QMD_norm を指定した QMD_norm
– QMD_fast 経由の QMD_PRIORITY への QMD_PRIORITY を指定した QMD_PRIORITY

注 : この例で示されているいずれのメッセージ・フローでも、宛先キューは変更されていません。 キュー・
マネージャー名の別名では、メッセージ・フローの分離が行われています。

方法 1: 着信ロケーション名の使用
伝送ヘッダーに別のロケーション名 (例えば、QMC) が格納されたメッセージを受信するとします。 その場
合、最も単純な構成となるのは、その名前 (QMC) を設定した伝送キューを作成することです。 この伝送キ
ューを処理するチャネルが、メッセージをそのままの状態で次の宛先に配信します。

方法 2: キュー・マネージャーの別名の使用
2 番目の方法は、キュー・マネージャー別名オブジェクト定義を使用することです。ただし、新しいロケー
ション名 QMD および特定の伝送キュー TX1 を指定します。 この処置を行うと、
• キュー・マネージャー名の別名 QMD_norm でセットアップされた別名メッセージ・フローが終了します。
これは、指定されたサービス・クラス QMD_norm です。

• メッセージの伝送ヘッダーを QMD_norm から QMD に変更します。

方法 3: 伝送キューの選択
3 番目の方法は、宛先ロケーション QMD_PRIORITY と同じ名前を指定してキュー・マネージャー別名オブ
ジェクトを定義することです。 このキュー・マネージャー別名定義を使用して、特定の伝送キュー
QMD_fast、つまり別チャネルを選択します。 これらのメッセージの伝送ヘッダーは、未変更のままにな
ります。
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メッセージ・フローの分離
キュー・マネージャー別名を使用して、同じキュー・マネージャーにメッセージを送信するための別個の
メッセージ・フローを作成できます。

メッセージを異なるメッセージ・フローに分離する理由
分散キューイング環境では、いくつかの理由で、同じキュー・マネージャーに送られるメッセージを別の
メッセージ・フローに分離する必要が生じることがあります。 以下に例を示します。
• 大中小のそれぞれの大きさのメッセージに合わせて別々のフローを用意する必要がある場合。 この必要
はクラスター化環境にも当てはまり、その場合、重なり合ったクラスターを作成することもできます。
そのようにする理由は、次のようにいろいろあります。
– 組織ごとに独自の管理ができるようにする。
– 独立したアプリケーションを個別に管理できるようにする。
– サービス・クラスを作成するため。 例えば、STUDENTS というクラスターのサブセットとして STAFF
というサブセットを作成できます。 STAFF クラスター内で公示されたキューへメッセージを入れた場
合は、制限されたチャネルが使用されます。 STUDENTS クラスター内で公示されたキューへメッセー
ジを入れた場合は、一般チャネルと制限されたチャネルのどちらかが使用されます。

– テスト環境または実稼働環境を作成する。
• 着信メッセージを、ローカルで生成されたメッセージのパスと異なるパスで経路指定する必要がある場
合。

• インストール先で特定の時刻 (例えば、深夜) にメッセージの移動をスケジュールする必要があり、その
メッセージを、スケジュールされるまで用意されたキューに保管しておく必要がある場合。

メッセージ・フローの例

図 10. メッセージ・フローの分離
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207 ページの図 10 の例で、2 つの着信フローはキュー・マネージャー名の別名 'QMC_small' および
'QMC_large' を宛先としています。 これらのフローにキュー・マネージャー別名定義を提供して、ローカ
ル・キュー・マネージャーのためにこれらのフローを獲得できるようにしてください。 2 つのリモート・
キューをアドレッシングするアプリケーションがあり、これらのメッセージ・フローを別個に分けておく
必要があるものとします。 ロケーションには同じ値 'QMC' を指定し、伝送キューには別の値を指定して、
2 つのリモート・キュー定義を提供します。 この定義は、フローが分離されます。伝送ヘッダーに同じ宛
先キュー・マネージャー名が入っているため、相手側での追加処置は必要ありません。 ローカル・システ
ムでは次のものを指定してください。
• 着信チャネル定義
• 2 つのリモート・キュー定義 QB_small および QB_large
• 2 つのキュー・マネージャー別名定義 QMC_small および QMC_large
• 3 つの送信チャネル定義
• 3 つの伝送キュー TX_small、TX_large、および TX_external

隣接システムとの調整
別個のメッセージ・フローを作成するためにキュー・マネージャー別名を使用するときには、メッセージ・
チャネルのリモート側のシステム管理者と連携してこの作業を行い、リモート側で対応するキュー・マネ
ージャーの別名が有効になるようにする必要があります。
さまざまなロケーションに送られるメッセージの集中
さまざまなロケーションにあてられたメッセージを単一のチャネルに集中させます。

図 11. チャネルへのメッセージ・フローの結合
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208 ページの図 11 は、さまざまなロケーションにあてられたメッセージを 1 つのチャネルに集中させる分
散キューイングの技法を示しています。 可能な使用法には次の 2 つがあります。
• ゲートウェイを使用してメッセージ・トラフィックを集中させる
• ノード間で通信容量の高い高速経路を使用する
この例では、ローカル・システムおよび隣接システムのさまざまなソースからメッセージが発行されます。
これらメッセージは、宛先キューも取り扱うキュー・マネージャーも異なっていますが、いずれも伝送キ
ュー 'TX1' を介してキュー・マネージャー QMC に送られています。 キュー・マネージャー QMC は、宛先
に応じてメッセージを送信します。 あるものは伝送キュー 'QMD' に、さらにキュー・マネージャー QMD
に伝送されるように設定されます。 別のものは、伝送キュー 'QME' に、さらにキュー・マネージャー QME
に伝送されるように設定されます。 他のメッセージは、ローカル・キュー 'QA' に書き込まれます。
以下を指定してください。
• チャネル定義
• 伝送キュー TX1
• リモート・キュー定義

– 'TX1 経由の QMC の QA' を指定した QA
– 'TX1 経由の QMD の QB' を指定した QB

• キュー・マネージャー別名定義
– 'TX1 経由の QME' を指定した QME

QMC を構成する管理者アシスタントは以下を指定してください。
• 同じチャネル名を指定した受信側チャネル定義
• 関連する送信側チャネル定義を指定した伝送キュー QMD
• 関連する送信側チャネル定義を指定した伝送キュー QME
• ローカル・キュー・オブジェクト QA

別の宛先へのメッセージ・フローの転送
キュー・マネージャー別名および伝送キューを使用して、特定のメッセージの宛先を再定義できます。

図 12. 別の宛先へのメッセージ・ストリームの転送
209 ページの図 12 では、特定のメッセージの宛先を再定義する方法を示しています。 QMA への着信メッ
セージは 'QMC の QB' に宛てて送られます。 通常は QMA に到達して、QMC に至るチャネルの一部である
QMC という伝送キューに入ります。 QMA はこのメッセージを QMD に転送する必要がありますが、QMD
には QMB を通らなければ到達できません。 この方法は、あるロケーションから別のロケーションにサービ
スを移動する場合に便利であり、加入者は、メッセージが新しいアドレスに合わせて調整されるまでの間、
一時的な方法でメッセージの送信を続けることができます。
特定のキュー・マネージャーに向けられた着信メッセージを別のキュー・マネージャーに再経路指定する
方法では、次のものを使用します。
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• 宛先キュー・マネージャーを別のキュー・マネージャーに変更して、隣接システムに至る伝送キューを選
択するための、キュー・マネージャー別名

• 隣接キュー・マネージャーで使用される伝送キュー
• 宛先キュー・マネージャーに向けてさらにルーティングするための、隣接キュー・マネージャーにおける
伝送キュー
以下を指定してください。
• Channel_back 定義
• QMB 経由の QMD の QB を指定したキュー・マネージャー別名オブジェクト定義 QMC
• Channel_out 定義
• 関連の伝送キュー QMB

QMB を構成する管理者アシスタントは以下を指定してください。
• 対応する channel_back 定義
• 伝送キュー QMD
• QMD に通じる関連チャネル定義
クラスター化環境の中では、別名が使用できます。 詳細については、395 ページの『キュー・マネージャ
ー別名とクラスター』を参照してください。
配布先リストへのメッセージの送信
Multiplatforms では、単一の MQPUT 呼び出しを使用して、アプリケーションに複数の宛先にメッセージを
送信させることができます。
Multiplatforms の IBM MQ では、アプリケーションは単一の MQPUT 呼び出しで複数の宛先にメッセージを
送信できます。 分散キューイング環境とクラスター化環境の両方でそれを行うことができます。 配布先
リストで説明されているように、宛先を配布先リストで定義する必要があります。
すべてのキュー・マネージャーが配布先リストをサポートしているとは限りません。 MCA は、パートナー
との接続を確立するときに、パートナーが配布先リストをサポートしているかどうかを判別し、 それに応
じて伝送キューにフラグを設定します。 アプリケーションが、配布先リストに指定されているメッセージ
を送信しようとしたところ、パートナーが配布先リストをサポートしていない場合、送信側の MCA がメッ
セージを代行受信して、各宛先ごとに 1 回、伝送キューに書き込みます。
受信側の MCA は、配布先リストに送信したメッセージがすべての宛先で安全に受信されたことを確認しま
す。 いずれかの宛先で受信が失敗した場合、MCA は、どれが失敗したかを特定します。 その後、例外報告
書を作成し、メッセージの送信の再試行を行うことができます。
応答先キュー
応答先キューを使用すると、完全なリモート・キュー処理ループを 作成できます。
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図 13. 書き込み (PUT) 呼び出し時の応答先キュー名の置換
応答先キューを使用する完全なリモート・キュー処理ループが 211 ページの図 13 に示されています。 こ
のループは、分散キューイング環境とクラスター化環境の両方に適用されます。 詳細については、218 ペ
ージの表 21 を参照してください。
アプリケーションは QMB にある QA をオープンし、そのキューにメッセージを書き込みます。 このメッセ
ージには QR という応答先キュー名が指定され、キュー・マネージャー名は指定されません。 キュー・マ
ネージャー QMA は応答先キュー・オブジェクト QR を検出し、その中から QRR という別名とキュー・マ
ネージャー名 QMA_class1 を取り出します。 これらの名前はメッセージの応答先フィールドに書き込まれ
ます。
QMB にあるアプリケーションから発行されたメッセージは、QMA_class1 にある QRR に向けてアドレッシ
ングされます。 キュー・マネージャーによってキュー・マネージャー別名定義 QMA_class1 が使用され、
メッセージがそのキュー・マネージャー自体およびキュー QRR に流れるようになります。
このシナリオでは、応答メッセージのサービス・クラスを選択する機能を、 アプリケーションに与える方
法を示しています。 クラスは、 QMB 上の伝送キュー QMA_class1 と、 QMA 上のキュー・マネージャー別
名定義 QMA_class1 を併用することによって実装されています。 この方法で、アプリケーションの応答先
キューを変更して、アプリケーションには影響を与えずにフローを分離できます。 アプリケーションでは、
常に、この特定のサービス・クラスの QR を選択します。 この応答先キュー定義 QR を使用して、 サービ
ス・クラスを変更することができます。
以下を作成してください。
• 応答先キュー定義 QR
• 伝送キュー・オブジェクト QMB
• Channel_out 定義
• Channel_back 定義
• キュー・マネージャー別名定義 QMA_class1
• ローカル・キュー・オブジェクト QRR (まだ存在していない場合)

隣接システムの管理者アシスタントは、以下を作成してください。
• 受信チャネル定義
• 伝送キュー・オブジェクト QMA_class1
• 関連する送信チャネル
• ローカル・キュー・オブジェクト QA
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アプリケーション・プログラムでは以下のものを使用します。
• 書き込み呼び出しで応答先キュー名 QR
• 読み取り呼び出しでキュー名 QRR

このようにして、アプリケーションの関与なしで、 必要に応じてサービス・クラスを変更することができ
ます。 応答先別名「QR」を、 伝送キュー「QMA_class1」およびキュー・マネージャー別名 「QMA_class1」
と共に変更します。
メッセージがキューに書き込まれるときに応答先別名オブジェクトが検出されなかった場合は、 ブランク
の応答先キュー・マネージャー名フィールドに ローカル・キュー・マネージャー名が挿入されます。 応答
先キュー名は未変更のままになります。

解決の制約事項
元のメッセージが書き込まれたときに 「QMA」上で応答先キューのネーム・レゾリューションが行われて
いるため、 「QMB」上ではそれ以上のネーム・レゾリューションは実行できません。 したがって、応答側
アプリケーションは、 応答先キューの物理名を指定してメッセージをキューに書き込みます。
応答先キューとして使用する名前と、 戻りメッセージが検出される実際のキューの名前とは異なることを、
アプリケーションが認識している必要があります。
例えば、アプリケーションが使用するための 2 つのサービス・クラスが、「C1_alias」および「C2_alias」
という応答先キュー別名で指定された場合、アプリケーションはメッセージ書き込み呼び出しでこれらの
名前を応答先キュー名として使用します。 ただし、アプリケーションは、実際にはメッセージが、
「C1_alias」の場合はキュー「C1」に、 「C2_alias」の場合はキュー「C2」に入ることを予期します。
ただし、アプリケーションは、応答先別名キューに対して照会呼び出しを出して、応答メッセージを取得
するために使用する必要のある実際のキューの名前を調べることができます。
関連概念
201 ページの『キュー・マネージャーと応答先別名の作成方法』
このトピックでは、リモート・キュー定義を作成できる 3 つの方法について説明しています。
212 ページの『応答先キュー別名の例』
この例では、戻されるメッセージ用に別の経路 (伝送キュー) を選択するために応答先別名を使用する方法
が示されています。 この機能を使用するためには、アプリケーションと連携して応答先キュー名を変更す
る必要があります。
214 ページの『この例の作業内容』
例およびキュー・マネージャーが応答先キュー別名を使用する方法についての説明。
215 ページの『応答先キュー別名の概要』
アプリケーションがリモート・キューにメッセージを書き込んでから、同じアプリケーションが応答先キ
ューの別名から応答メッセージを削除するまでのプロセスのウォークスルーです。
応答先キュー別名の例
この例では、戻されるメッセージ用に別の経路 (伝送キュー) を選択するために応答先別名を使用する方法
が示されています。 この機能を使用するためには、アプリケーションと連携して応答先キュー名を変更す
る必要があります。
213 ページの図 14 に示すように、応答メッセージが、伝送キュー、チャネル、およびキュー・マネージャ
ー別名の入った戻り経路を利用できなければなりません。
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図 14. 応答先キュー別名の例
この例は、'QM2' にあるサーバー・アプリケーションにメッセージを送る、'QM1' にある要求側アプリケー
ションを表しています。 サーバーのメッセージは、伝送キュー 'QM1_relief' を使用して、代替チャネルを
介して返されます (デフォルトの戻りチャネルは、伝送キュー 'QM1' によって提供されます)。
この応答先キュー別名には、'Answer_alias' というリモート・キュー定義が特定の方法で使用されていま
す。 QM1 にあるアプリケーションは、キュー 'Inquiry' に入れるすべてのメッセージの応答先フィールド
に、この 'Answer_alias' という名前を書き込みます。
応答先キュー定義 'Answer_alias' は、'Answer at QM1_relief' として定義されます。 QM1 にあるアプリケー
ションは、応答が 'Answer' というローカル・キューに入るものと想定します。
QM2 にあるサーバー・アプリケーションは、受信したメッセージの応答先フィールドを使用して、QM1 に
ある要求側に対する応答メッセージ用のキューおよびキュー・マネージャーの名前を取得します。

この例の QM1 で使用されている定義
QM1 の IBM MQ システム管理者は、他のオブジェクトと共に応答先キュー 'Answer' が作成されるようにし
なければなりません。 '*' が付いているキュー・マネージャー別名の名前は、'*' が付いている応答先のキュ
ー別名定義のキュー・マネージャー名と一致している必要があります。
オブジェクト 定義
ローカル伝送キュー QM2

リモート・キュー定義 オブジェクト名 照会
リモート・キュー・マネージャー
名

QM2

リモート・キュー名 照会
伝送キュー名 QM2 (DEFAULT)

キュー・マネージャー別名 オブジェクト名 QM1_relief *

キュー・マネージャー名 QM1

キュー名 (ブランク)

応答先キュー別名 オブジェクト名 Answer_alias

リモート・キュー・マネージャー
名

QM1_relief *
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オブジェクト 定義
リモート・キュー名 Answer

QM1 での書き込み定義
アプリケーションは応答先フィールドに応答先キュー別名を入れ、キュー・マネージャー名フィールドを
ブランクのままにします。
フィールド 内容
キュー名 照会
キュー・マネージャー名 (ブランク)

応答先キュー名 Answer_alias

応答先キュー・マネージャー (ブランク)

この例の QM2 で使用されている定義
QM2 の IBM MQ システム管理者は、着信メッセージのためのローカル・キューが存在していることを確認
し、正しい名前の伝送キューを応答メッセージで利用できるようにしなければなりません。
オブジェクト 定義
ローカル・キュー 照会
伝送キュー QM1_relief

QM2 での書き込み定義
QM2 にあるアプリケーションは元のメッセージから応答先キュー名とキュー・マネージャー名を取り出し、
応答先キューに応答メッセージを書き込むときにはその名前を使用します。
フィールド 内容
キュー名 Answer

キュー・マネージャー名 QM1_relief

この例の作業内容
例およびキュー・マネージャーが応答先キュー別名を使用する方法についての説明。
この例で、QM1 にある要求側アプリケーションは常に、書き込み呼び出しの関連フィールド内で応答先キ
ューとして 'Answer_alias' を使用します。 それらは常に 'Answer' というキューからメッセージを取り出し
ます。
応答先キュー 'Answer' の名前および戻り経路 'QM1_relief' の名前を変更するために、応答先キュー別名定
義を QM1 のシステム管理者が使用できるようになっています。
QM1 のアプリケーションは応答がキューに入ることを予想しているため、このキュー名 'Answer' を変更す
ることは通常は有効ではありません。 ただし、QM1 システム管理者は、必要に応じて戻り経路 (サービス・
クラス) を変更できます。

キュー・マネージャーが応答先キュー別名を使用する方法
キュー・マネージャー QM1 は、アプリケーションによって書き込み呼び出しで指定された応答先キュー名
が応答先キュー別名と同じであって、キュー・マネージャー部分がブランクになっている場合は、応答先
キュー別名から定義を取り出します。
キュー・マネージャーは、書き込み呼び出しで指定された応答先キュー名を定義内の応答先キュー名によ
って置き換えます。 また、書き込み呼び出しでブランクになっているキュー・マネージャー名を定義内の
キュー・マネージャー名によって置き換えます。
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これらの名前は、メッセージ記述子に入ってメッセージと共に送られます。
表 18. 応答先キュー別名
フィールド名 書き込み呼び出し 伝送ヘッダー
応答先キュー名 Answer_alias Answer

応答先キュー・マネージャー名 (ブランク) QM1_relief

応答先キュー別名の概要
アプリケーションがリモート・キューにメッセージを書き込んでから、同じアプリケーションが応答先キ
ューの別名から応答メッセージを削除するまでのプロセスのウォークスルーです。
この例を完成するために、プロセスについて説明します。

1.アプリケーションが 'Inquiry' というキューをオープンして、その中にメッセージを書き込みます。 ア
プリケーションは、メッセージ記述子の応答先フィールドに次の値を入れます。
応答先キュー名 Answer_alias

応答先キュー・マネージャー名 (ブランク)

2.キュー・マネージャー 'QM1' が 'Answer_alias' という名前のリモート・キュー定義の有無を調べて、ブ
ランクのキュー・マネージャー名に応答します。 この名前のリモート・キュー定義がない場合、キュ
ー・マネージャーは、メッセージ記述子の応答先キュー・マネージャー・フィールドにそれ自身の名
前 'QM1' を入れます。

3. 'Answer_alias' という名前のリモート・キュー定義が見つかった場合、キュー・マネージャーは、その
定義からキュー名 ('Answer') およびキュー・マネージャー名 ('QM1_relief') を取り出します。 次に、そ
れをメッセージ記述子の応答先フィールドに入れます。

4.キュー・マネージャー「QM1」は、リモート・キュー定義「Inquiry」を使用して、送信先キューがキ
ュー・マネージャー 「QM2」 であるかどうかを判別し、メッセージが伝送キュー「QM2」に置かれて
いることを判別します。 「QM2」は、キュー・マネージャー「QM2」のキューに向けられたメッセー
ジのデフォルトの送信キュー名である。

5.キュー・マネージャー 'QM1' は、メッセージをこの伝送キューに入れるときに、メッセージに伝送ヘ
ッダーを追加します。 このヘッダーには、宛先キューの名前 'Inquiry' と宛先キュー・マネージャー
'QM2' が入っています。

6.メッセージはキュー・マネージャー 'QM2' に到達し、ローカル・キュー 'Inquiry' に入ります。
7.アプリケーションはこのキューからメッセージを受け取り、メッセージを処理します。 そして、応答
メッセージを用意して、元のメッセージのメッセージ記述子から得られた応答先キュー名にその応答
メッセージを入れます。
応答先キュー名 Answer

応答先キュー・マネージャー名 QM1_relief

8.キュー・マネージャー 'QM2' は書き込みコマンドを実行します。 さらに、キュー・マネージャー名
'QM1_relief' がリモート・キュー・マネージャーであることを調べ、同じ名前の伝送キュー 'QM1_relief'
にメッセージを入れます。 このメッセージには、宛先キューの名前 'Answer' と宛先キュー・マネージ
ャー 'QM1_relief' の入った伝送ヘッダーが付けられます。

9.メッセージはキュー・マネージャー 'QM1' に転送されます。 キュー・マネージャーは、キュー・マネ
ージャー名 'QM1_relief' が別名であることを認識し、別名定義 'QM1_relief' から物理キュー・マネー
ジャー名 'QM1' を取り出します。

10.キュー・マネージャー 'QM1' は、伝送ヘッダーに収められているキュー名 'Answer' にメッセージを入
れます。

11.アプリケーションがキュー 'Answer' から応答メッセージを取り出します。
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ネットワーキングの考慮事項
分散キューイング環境では、メッセージの宛先は、キュー名とキュー・マネージャー名だけでアドレッシ
ングされるため、特定の規則が適用されます。
1.キュー・マネージャー名が指定され、その名前がローカル・キュー・マネージャーの名前と異なってい
る場合、次のいずれかが成立すること。
• 伝送キューは同じ名前が使用可能でなければならない。 この伝送キューが別のキュー・マネージャー
にメッセージを移動するためのメッセージ・チャネルの一部でなければならない。

• キュー・マネージャー名を解決して同じキュー・マネージャー名または別のキュー・マネージャー名、
およびオプションの伝送キューを得るためにキュー・マネージャー別名定義が存在していること。

• 伝送キュー名が解決できないで、デフォルト伝送キューが定義されている場合は、デフォルト伝送キ
ューが使用される。

2.キュー名だけが指定された場合は、同じ名前の任意のタイプのキューがローカル・キュー・マネージャ
ーで使用可能でなければなりません。 このキューは、隣接キュー・マネージャーへの伝送キュー、キュ
ー・マネージャー名、およびオプションの伝送キューを解決する、リモート・キュー定義である場合が
あります。

これがクラスタリング環境でどのように機能するかを調べるには、クラスターを参照してください。
キュー共有グループ内でキュー・マネージャーを実行している場合に、グループ内キューイ

ング (IGQ) が使用可能であると、SYSTEM.QSG.TRANSMIT.QUEUE を使うことができます。 詳しくは、グル
ープ内キューイングを参照してください。
分散キューイング環境で、あるキュー・マネージャーから別のキュー・マネージャーへメッセージを移動
するメッセージ・チャネルのシナリオについて考えてみます。
移動されるメッセージは、ネットワーク内の他のいずれかのキュー・マネージャーから出されたものであ
り、それらのメッセージのうちには、未知のキュー・マネージャー名が宛先として指定されて到達するも
のもあります。 例えば、キュー・マネージャー名が変更されたりシステムから削除されたりした場合に、
この問題が発生することがあります。
チャネル・プログラムは、これらのメッセージの伝送キューを見つけられない場合にこの状況を認識し、
メッセージを未配布メッセージ (送達不能) キューに入れます。 このようなメッセージの有無を調べて正し
い宛先に転送できるようにする必要があります。 または、宛先が確認できる、発信元にメッセージを戻し
ます。
元のメッセージでレポート・メッセージが要求されていた場合は、このような状況になると例外報告書が
生成されます。

解決の規則
宛先キューの識別名を変更するネーム・レゾリューション (すなわち、論理名から物理名への変更) は、発
信元のキュー・マネージャーでのみ、1 回だけなされます。
それ以降は、各種の可能な別名は、メッセージ・フローの分離および組み合わせを行うときにのみ使用し
なければなりません。
戻り経路
メッセージには、キューおよびキュー・マネージャーの名前の形式で戻りアドレスが入ることがあります。
この戻りアドレスの形式は、分散キューイング環境とクラスター化環境の両方で使用できます。
このアドレスは、通常はメッセージを作成するアプリケーションによって指定されます。 それは、あとで
そのメッセージを取り扱うアプリケーション (ユーザー出口アプリケーションを含む) によって変更できま
す。
このアドレスの発信元とは関係なく、メッセージを扱うアプリケーションは、応答、状況、またはレポー
ト・メッセージをメッセージ発信元アプリケーションに戻すためにこのアドレスを選択できます。
これらの応答メッセージの経路指定方法は、元のメッセージの経路指定方法と変わりません。 別のキュ
ー・マネージャーに向けて作成するメッセージ・フローには、対応する戻りフローが必要です。
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物理名の矛盾
宛先の応答先キュー名は、解決されて元のキュー・マネージャーにある物理キュー名になっています。 応
答元のキュー・マネージャーで再び解決してはなりません。
そのようにすると、名前の矛盾の問題が発生することがあります。 この矛盾は、ネットワーク全体で物理
キュー名と論理キュー名に関する合意を得なければ回避できません。
キュー名変換の管理
キュー・マネージャー別名定義またはリモート・キュー定義を作成するときには、その名前を伴う各メッ
セージごとにネーム・レゾリューションが行われます。 この状態は管理されていなければなりません。
以下の説明は、隣接システムへのメッセージ・チャネルを備えた個々のシステムを扱うアプリケーション
設計者およびチャネル計画者向けの説明です。 ここでは、ローカル側から見たチャネルの計画と制御につ
いて説明します。
キュー・マネージャー別名定義またはリモート・キュー定義を作成するときには、メッセージのソースと
は無関係に、その名前を伴う各メッセージごとに解決が行われます。 キュー・マネージャー・ネットワー
ク内の多数のキューが関連している可能性があるため、この状況を把握するには、以下の内容を示す表を
保持する必要があります。
• 発信元キューと発信元キュー・マネージャーの名前、それに関連する解決されたキュー名、解決されたキ
ュー・マネージャー名、解決された伝送キュー名、および解決方法

• 発信元キューの名前と以下のものとの関係
– 解決された宛先キュー名
– 解決された宛先キュー・マネージャー名
– 伝送キュー
– メッセージ・チャネル名
– 隣接システム名
– 応答先キュー名
注 : このコンテキストで使用されるソース (発信元) という用語は、アプリケーションが提供するキュー名
またはキュー・マネージャー名、あるいはメッセージを書き込むためにキューをオープンする場合のチャ
ネル・プログラムを指します。
これらのそれぞれの表の例が 217 ページの表 19、218 ページの表 20、および 218 ページの表 21 に示さ
れています。
これらの表で使用されている名前は、このセクションの例から取られたものであり、この表は 1 つのノー
ドのキュー名解決の実例として示されたものではありません。

表 19. キュー・マネージャー QMA におけるキュー名解決
キューがオ
ープンされ
るときに、入
力元キュー
が指定され
る

キューのオープン時
に、指定されたソー
ス・キュー・マネージ
ャー

解決された
キュー名

解決されたキュ
ー・マネージャ
ー名

解決された伝送キ
ュー名

解決タイプ

QA_norm - QA_norm QMB QMB リモート・キュー
(任意) QMB - - QMB (なし)

QA_norm - QA_norm QMB TX1 リモート・キュー
QB QMC QB QMD QMB キュー・マネージャー

別名
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表 20. キュー・マネージャー QMB におけるキュー名解決
キューがオ
ープンされ
るときに、入
力元キュー
が指定され
る

キューのオープン
時に、指定されたソ
ース・キュー・マネ
ージャー

解決された
キュー名

解決されたキュ
ー・マネージャー
名

解決された伝送キ
ュー名

解決タイプ

QA_norm - QA_norm QMB - (なし)

QA_norm QMB QA_norm QMB - (なし)

QA_norm QMB_PRIORITY QA_norm QMB - キュー・マネージャ
ー別名

(任意) QMC (任意) QMC QMC (なし)

(任意) QMD_norm (任意) QMD_norm TX1 キュー・マネージャ
ー別名

(任意) QMD_PRIORITY (任意) QMD_PRIORITY QMD_fast キュー・マネージャ
ー別名

(任意) QMC_small (任意) QMC_small TX_small キュー・マネージャ
ー別名

(任意) QMC_large (任意) QMC_large TX_external キュー・マネージャ
ー別名

QB_small QMC QB_small QMC TX_small リモート・キュー
QB_large QMC QB_large QMC TX_large リモート・キュー
(任意) QME (任意) QME TX1 キュー・マネージャ

ー別名
QA QMC QA QMC TX1 リモート・キュー
QB QMD QB QMD TX1 リモート・キュー

表 21. キュー・マネージャー QMA における応答先キュー名変換
アプリケーション設計 応答先別名定義
ローカル QMGR メッセージ用のキュー名 応答先キュー別名 定義後
QMA QRR QR QMA_class1 の QRR

チャネル・メッセージ・シーケンス番号付け
チャネルはシーケンス番号を使用して、メッセージが伝送キューから取り出された順序と同じ順序で送達
されることを検査します。
チャネルの開始時にチャネル・シーケンス番号が検査され、不一致が発生した場合は、チャネルの両側で
永続同期データが失われたことを意味します。例えば、災害復旧 (DR) 構成の場合や、チャネルの未確定時
にバッチ処理の終了が中断された場合などです。
シーケンス番号の不一致をリセットまたは無視する ( qm.ini ファイルの Channels スタンザの
IgnoreSeqNumberMismatch を参照) と、メッセージのバッチが失われたり重複したりするリスクはな
く、チャネルの未確定状況はリセットされません。
この情報は、 DISPLAY CHSTATUS を使用して表示できます。 最後にバッチで転送されたメッセージのシー
ケンス番号と LUWID という名前の ID は、持続ストレージに保管されます。 これらの値をチャネルの開始
時に使用して、どのメッセージの転送が正常に完了したかをリンクの両側で確認することができます。
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メッセージの順次検索
アプリケーションが一連のメッセージを同じ宛先キューに書き込んだ場合に、以下の条件が満たされると、
1 つの アプリケーションでの一連の MQGET 操作でそれらのメッセージを順次検索することができます。
• すべての書き込み要求が同じアプリケーションから出された。
• すべての書き込み要求が同じ作業単位から行われたか、あるいはすべての書き込み要求が作業単位の外部
で行われた。

• どのメッセージも同じ優先順位をもっている。
• どのメッセージも同じ持続性をもっている。
• リモート・キューイングの場合に、書き込み要求を行うアプリケーションから、キュー・マネージャーま
たは相互通信を経由して、宛先キュー・マネージャーとターゲット・キューにつながる経路が 1 つしか
ないように構成されている。

• メッセージが送達不能キューに入れられない (例えば、キューが一時的に満杯になっているため)。
• メッセージを読み取るアプリケーションが、例えば特定の MsgId または CorrelId を指定するなどの方
法で、検索順序を意図的に変更していない。

• 宛先キューからのメッセージを検索するために、1 つのアプリケーションだけが読み取り操作を行う。
複数のアプリケーションがある場合、送信側アプリケーションによって書き込まれた各メッセージ順序内
のすべてのメッセージを読み取れるようにすべてのアプリケーションを設計しなければなりません。
注 : 一連のメッセージが単一の作業単位によって書き込まれた場合であっても、他のタスクおよび作業単位
からのメッセージがこれらのメッセージ順序の間に散在していることがあります。
上記の条件が満たされない場合に、ターゲット・キューでのメッセージの順序は重要なので、その順序を
守りたいときは、メッセージに独自のメッセージ・シーケンス番号を組み込むようにアプリケーションを
コード化してもかまいません。

高速、非持続メッセージの順次検索
高速チャネル上の非持続メッセージは、同じチャネル上の持続メッセージに置き換わるため、順序どおり
に到着しません。 受信 MCA は、非持続メッセージを宛先キューに即時に書き込み、それらを可視にしま
す。 持続性メッセージは次の同期点まで可視になりません。
ループバック・テスト
ループバック・テスト は、実際に別のマシンにリンクせずに通信リンクをテストできるようにする、
Multiplatforms での技法です。
接続は、別々のマシン上にあるかのように 2 つのキュー・マネージャー間にセットアップされますが、同
じマシンの別のプロセスにループバックして接続をテストします。 この技法は、アクティブなネットワー
クを必要とせずに通信コードをテストできることを意味します。
それを行う方法は、使用している製品およびプロトコルによって異なります。
Windows システムでは、「ループバック」アダプターを使用できます。
詳細については、使用している製品の資料を参照してください。
経路トレースおよびアクティビティー記録
2 つの方法で、メッセージが一連のキュー・マネージャーを通る経路を確認することができます。
IBM MQ 経路表示アプリケーション (制御コマンド dspmqrte によって使用可能) を使用するか、アクティ
ビティー記録を使用できます。 これらの両方のトピックは、モニター・リファレンスで説明されています。

分散キュー管理の概要
分散キュー管理 (DQM) は、キュー・マネージャー間の通信を定義および制御するのに使用します。
分散キュー管理は以下のことを行います。
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• キュー・マネージャー間の通信チャネルを定義および制御できるようにします。
• あるタイプのローカル・キュー (伝送キュー) からローカル・システム上の通信リンクに、また通信リン
クから宛先キュー・マネージャーのロケーションにあるローカル・キューにメッセージを移動するため
の、メッセージ・チャネル・サービスを提供します。

• パネル、コマンド、およびプログラムを使用して、チャネルの作動のモニターと問題の診断を行うための
機能を提供します。
チャネル定義は、伝送キュー、通信リンク ID 、およびチャネル属性にチャネル名を関連付けます。 チャネ
ル定義の実現方法は、プラットフォームごとに異なります。 メッセージの送受信はメッセージ・チャネル・
エージェント (MCA) と呼ばれるプログラムによって制御されます。このプログラムは、チャネル定義を使
用して、通信の開始および制御を行います。
MCA は DQM によって直接制御されます。 この制御構造はプラットフォームによって決まりますが、一般
的にはオペレーター・コマンドとパネルの他、リスナーとトリガー・モニターが含まれます。
メッセージ・チャネル とは、あるキュー・マネージャーから別のキュー・マネージャーにメッセージを移
動させるための、1 方向のパイプです。 したがって、1 つのメッセージ・チャネルは、MCA のペアによっ
て表される 2 つのエンドポイントをもつことになります。 各エンドポイントで、メッセージ・チャネルの
側が定義されています。 例えば、一方の側で送信側を定義し、他方の側で受信側を定義します。
チャネルの定義方法については、以下の章を参照してください。
• 250 ページの『AIX, Linux, and Windows上のチャネルのモニターおよび制御』
• 963 ページの『Monitoring and controlling channels on z/OS』
• 274 ページの『IBM i上のチャネルのモニターおよび制御』
メッセージ・チャネルの計画の例については、以下を参照してください。
• AIX, Linux, and Windows におけるメッセージ・チャネルの計画例
• IBM i におけるメッセージ・チャネルの計画例
• z/OS におけるメッセージ・チャネルの計画例
• キュー共有グループを使用する z/OS におけるメッセージ・チャネルの計画例
チャネル出口については、メッセージ・チャネル用のチャネル出口プログラムを参照してください。
関連概念
221 ページの『メッセージの送受信』
以下の図は、メッセージが送信されるときのエンティティー間の関係を詳しく表す、分散キュー管理モデ
ルを示しています。 また、制御のフローも示しています。
228 ページの『チャネル制御機能』
チャネル制御機能は、チャネルを定義、モニター、および制御するための機能を備えています。
241 ページの『メッセージを送達できない場合の処理』
メッセージを送達できない場合、MCA はメッセージをいくつかの方法で処理できます。 再試行するか、送
信側へ返信するか、または送達不能キューへ書き込むことができます。
246 ページの『初期設定および構成ファイル』
チャネル初期設定データの処理は、運用している IBM MQ プラットフォームによって異なります。
248 ページの『メッセージのデータ変換』
IBM MQ メッセージは、異なるキュー・マネージャーでのキュー間で送信したときには、データ変換を必要
とする場合があります。
248 ページの『独自のメッセージ・チャネル・エージェントの作成』
IBM MQ を使用すれば、独自のメッセージ・チャネル・エージェント (MCA) プログラムの記述、または独
立ソフトウェア・ベンダーからのインストールを行うことができます。
249 ページの『分散キュー管理に関するその他の考慮事項』
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分散キュー管理用に IBM MQ を準備する際に考慮する、その他のトピックです。 このトピックでは、未配
布メッセージ・キュー、使用中のキュー、システム拡張とユーザー出口プログラム、および信頼できるア
プリケーションとしてのチャネルとリスナーの実行について説明します。
関連資料
構成情報の例
メッセージの送受信
以下の図は、メッセージが送信されるときのエンティティー間の関係を詳しく表す、分散キュー管理モデ
ルを示しています。 また、制御のフローも示しています。

図 15. 分散キュー管理モデル
注 :

1.プラットフォームに応じて、チャネルごとに 1 つの MCA があります。 特定のキュー・マネージャーに
は、1 つまたは複数のチャネル制御機能が備わっていることがあります。

2. MCA の実装およびチャネル制御機能は、プラットフォームに強く依存しています。 これらは、プログ
ラム、プロセス、またはスレッドのいずれかです。それぞれは、1 つのエンティティーの場合もあり、
いくつかの独立した部分またはリンクしている部分から構成される、複数のエンティティーの場合もあ
ります。

3.星印の付いたコンポーネントはすべて MQI を使用できます。

チャネル・パラメーター
MCA は、次のようないくつかの方法でパラメーターを受信します。
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• コマンドで開始された場合は、データ域にチャネル名が渡されます。 すると、MCA はチャネル定義を直
接読み取り、その属性を取得します。

• 送信側の場合、および一部のサーバー・チャネルの場合、MCA は、キュー・マネージャーのトリガー操
作によって、自動的に開始されます。 必要に応じてトリガー・プロセス定義からチャネル名が取り出さ
れ、MCA に渡されます。 それ以外の処理は、上記の場合と同じです。 サーバー・チャネルが起動するよ
うに設定されるのは、完全修飾されている、つまり CONNAME を指定して接続する場合のみです。

• 送信側、サーバー、要求側またはクライアント接続からリモートで開始された場合、チャネル名はパート
ナーのメッセージ・チャネル・エージェントからの初期データに入って渡されます。 MCA はチャネル定
義を直接読み取り、その属性を取得します。
チャネル定義内で定められていない以下の属性は折衝することもできます。
分割メッセージ
いずれかの側で分割メッセージがサポートされていない場合には、分割メッセージは送信されません。

変換機能
コード・ページ変換または数値エンコード変換が必要なときに、一方の側でこのような変換が行えない
場合は、他方の側で行う必要があります。 必要な場合にいずれの側でもこの変換がサポートされない
場合には、チャネルは開始できません。

配布リスト・サポート
一方の側が配布先リストをサポートしない場合、パートナーの MCA は伝送キューにフラグを設定して、
複数の宛先に向けられたメッセージを代行受信することが分かるようにします。

チャネル状況およびシーケンス番号
メッセージ・チャネル・エージェント・プログラムは、各チャネルの現行シーケンス番号、論理作業単位
番号、およびチャネルの一般状況の記録を保持します。 プラットフォームによっては、この状況情報を表
示して、チャネルの制御に役立てることができるものもあります。
別のキュー・マネージャーへのメッセージの送信方法
このセクションでは、キュー・マネージャー間でメッセージを送信する最も簡単な方法を、前提条件およ
び必要な権限を含めて説明します。 他の方法を使用してリモート・キュー・マネージャーにメッセージを
送信することもできます。
あるキュー・マネージャーから別のキュー・マネージャーへメッセージを送信する前に、以下のステップ
を実行する必要があります。
1.選択した通信プロトコルが使用可能であることをチェックします。
2.キュー・マネージャーを開始します。
3.チャネル・イニシエーターを開始します。
4.リスナーを開始します。
また、必要なオブジェクトを作成するには、適切な IBM MQ セキュリティー権限をもっている必要があり
ます。
あるキュー・マネージャーから別のキュー・マネージャーへメッセージを送信するには、次のようにしま
す。
• 発信元キュー・マネージャーに次のオブジェクトを定義します。

– 送信側チャネル
– リモート・キュー定義
– 開始キュー ( z/OS の場合は必須、その他はオプション)
– 伝送キュー
– 送達不能キュー

• ターゲット・キュー・マネージャーに次のオブジェクトを定義します。
– 受信側チャネル
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– ターゲット・キュー
– 送達不能キュー
ご使用の IBM MQ プラットフォームに応じてそれぞれ異なる方法を使用してこれらのオブジェクトを定義
することができます。
• すべてのプラットフォームで、 MQSC コマンド 管理タスクの自動化で説明されているプログラマブル・
コマンド・フォーマット (PCF) コマンド、または IBM MQ エクスプローラーで説明されている IBM MQ ス
クリプト・コマンド (MQSC) を使用できます。

• z/OS では、IBM MQ for z/OS の管理で説明されている操作パネルおよび制御パネルも使用
できます。

• IBM i では、パネル・インターフェースも使用できます。
別のキュー・マネージャーにメッセージを送信するためのコンポーネントの作成についての詳細は、以下
のサブトピックを参照してください。
関連概念
200 ページの『IBM MQ 分散キューイング技法』
このセクションのサブトピックでは、チャネルを計画する際に役立つ技法について説明します。 これらの
サブトピックでは、キュー・マネージャー同士を接続して、アプリケーション間のメッセージのフローを
管理する方法を計画するのに役立つ技法について説明します。
219 ページの『分散キュー管理の概要』
分散キュー管理 (DQM) は、キュー・マネージャー間の通信を定義および制御するのに使用します。
243 ページの『チャネルのトリガー操作』
IBM MQ には、キューで特定の条件が満たされると自動的にアプリケーションを開始する機能が用意されて
います。 この機能は、トリガー操作と呼ばれています。
241 ページの『メッセージの安全性』
IBM MQ の通常のリカバリー機能の他に、分散キュー管理は、メッセージ・チャネルの両側で調整された同
期点プロシージャーを使用して、メッセージが適切に送達されることを確認します。 このプロシージャー
はエラーを検出すると、問題を調査できるようにチャネルをクローズし、チャネルが再開されるまでメッ
セージを伝送キューに安全に保管します。
関連タスク
7 ページの『Multiplatforms でのキュー・マネージャーの作成』
メッセージおよびキューを使用するには、事前に少なくとも 1 つのキュー・マネージャーとそれに関連す
るオブジェクトを作成し、開始しておく必要があります。 キュー・マネージャーは、関連したリソース、
特にキュー・マネージャー自体が所有しているキューを管理します。 キュー・マネージャーは、メッセー
ジ・キューイング・インターフェース (MQI) 呼び出しおよびコマンドで IBM MQ オブジェクトを作成、修
正、表示、および削除できるように、アプリケーションに対してキューイング・サービスを提供します。
250 ページの『AIX, Linux, and Windows上のチャネルのモニターおよび制御』
DQM では、リモート・キュー・マネージャーに対するチャネルの作成、モニターおよび制御が必要です。
コマンド、プログラム、IBM MQ Explorer、チャネル定義ファイル、および同期情報のストレージ域を使用
して、チャネルを制御できます。
274 ページの『IBM i上のチャネルのモニターおよび制御』
リモート・キュー・マネージャーにつながるチャネルの作成、モニターおよび制御を行うためには、DQM
コマンドおよびパネルを使用します。 各キュー・マネージャーには、互換性のあるリモート・キュー・マ
ネージャーとの相互接続を制御するための DQM プログラムが備わっています。
16 ページの『クライアントとサーバー間の接続の構成』
IBM MQ MQI clientsとサーバーの間の通信リンクを構成するには、通信プロトコルを決定し、リンクの両
端の接続を定義し、リスナーを開始し、チャネルを定義します。
296 ページの『キュー・マネージャー・クラスターの構成』
クラスターによって提供されるキュー・マネージャーを相互接続するためのメカニズムにより、初期構成
と継続的な管理を簡単に行えます。 クラスター・コンポーネントを定義し、クラスターを作成および管理
できます。
959 ページの『Setting up communications with other queue managers on z/OS』
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This section describes the IBM MQ for z/OS preparations you need to make before you can start to use
distributed queuing.

チャネルの定義
あるキュー・マネージャーから別のキュー・マネージャーにメッセージを送信するには、2 つのチャネルを
定義する必要があります。 1 つのチャネルはソース・キュー・マネージャーに、もう 1 つのチャネルはタ
ーゲット・キュー・マネージャーに定義する必要があります。
発信元キュー・マネージャーの場合
チャネル・タイプが SENDER のチャネルを定義します。 以下を指定する必要があります。
• 使用される伝送キューの名前 (XMITQ 属性)。
• パートナー・システムの接続名 (CONNAME 属性)。
• 使用している通信プロトコル名 (TRPTYPE 属性)。 IBM MQ for z/OSでは、プロトコルは TCP または

LU6.2でなければなりません。 Multiplatforms では、プロトコルを指定する必要はありません。 その
ままにしておき、デフォルトのチャネル定義から値を選ぶことができます。
すべてのチャネル属性の詳細は、チャネル属性に記載されています。

ターゲット・キュー・マネージャーの場合
チャネル・タイプ RECEIVER で、送信側チャネルと同じ名前のチャネルを定義します。
使用している通信プロトコル名を指定します (TRPTYPE 属性)。 IBM MQ for z/OSでは、プロトコルは
TCP または LU6.2でなければなりません。 Multiplatforms では、プロトコルを指定する必要はありませ
ん。 そのままにしておき、デフォルトのチャネル定義から値を選ぶことができます。
受信側チャネルの定義は汎用にすることができます。 これは、同じ受信側と通信する複数のキュー・
マネージャーがある場合に、送信側チャネルですべて受信側に同じ名前を指定でき、1 つの受信側の定
義がそれらすべてに適用されることを意味します。

チャネルを定義するとき、PING CHANNEL コマンドを使用してテストできます。 このコマンドは、送信側
チャネルから受信側チャネルに特別なメッセージを送信し、それが返されることをチェックします。
注 : TRPTYPE パラメーターの値は、応答メッセージ・チャネル・エージェントで無視されます。 例えば、
送信側チャネル定義の TRPTYPE が TCP であっても、パートナーの受信側チャネル定義の TRPTYPE は正し
く LU62 で始まります。
キューの定義
あるキュー・マネージャーから別のキュー・マネージャーにメッセージを送信するには、最大 6 個のキュ
ーを定義する必要があります。 そのうち 4 個以下のキューはソース・キュー・マネージャーに、2 個以下
のキューはターゲット・キュー・マネージャーに定義する必要があります。
発信元キュー・マネージャーの場合

• リモート・キュー定義
この定義では、以下を指定します。
リモート・キュー・マネージャー名
ターゲット・キュー・マネージャーの名前です。

リモート・キュー名
ターゲット・キュー・マネージャーのターゲット・キューの名前です。

伝送キュー名
伝送キューの名前です。 この伝送キューの名前を指定する必要はありません。 指定しない場合、
ターゲット・キュー・マネージャーと同じ名前の伝送キューが使用されます。 それが存在しない
場合には、デフォルトの伝送キューが使用されます。 伝送キューをターゲット・キュー・マネー
ジャーと同じ名前にして、デフォルトでキューが検出されるようにすることをお勧めします。

• 開始キュー定義
これは必須です。 SYSTEM.CHANNEL.INITQ という開始キューを使用しなければなり

ません。
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これはオプションです。 開始キュー SYSTEM.CHANNEL.INITQ の名前を指定すること
を考慮してください。

• 伝送キュー定義
XMITQ に設定された USAGE 属性をもつローカル・キューです。  IBM MQ for IBM i 固
有のインターフェースを使用する場合、USAGE 属性は *TMQ となります。

• 送達不能キュー定義
未配布メッセージを書き込むことのできる送達不能キューの定義を選択してください。

ターゲット・キュー・マネージャーの場合
• ローカル・キュー定義
ターゲット・キュー。 このキューの名前は、発信元キュー・マネージャーのリモート・キュー定義の
リモート・キュー名フィールドに指定された名前と同じでなければなりません。

• 送達不能キュー定義
未配布メッセージを書き込むことのできる送達不能キューの定義を選択してください。

関連概念
225 ページの『伝送キューの作成』
チャネル (要求側チャネル以外) を開始する前に、このセクションの説明に従って伝送キューを定義してお
く必要があります。 チャネル定義において、伝送キューの名前が指定されている必要があります。
225 ページの『IBM i での伝送キューの作成』
「MQM キューの作成」パネルを使用して、IBM i プラットフォームで伝送キューを作成できます。
伝送キューの作成
チャネル (要求側チャネル以外) を開始する前に、このセクションの説明に従って伝送キューを定義してお
く必要があります。 チャネル定義において、伝送キューの名前が指定されている必要があります。
それぞれの送信側メッセージ・チャネルについて、USAGE 属性を XMITQ に設定して、ローカル・キュー
を定義してください。 リモート・キュー定義で、特定の伝送キューを使用したい場合は、以下で示すよう
に、リモートのキューを作成してください。
伝送キューを作成するには、次の例に示すように、IBM MQ コマンド (MQSC) を使用してください。
伝送キューの作成例

DEFINE QLOCAL(QM2) DESCR('Transmission queue to QM2') USAGE(XMITQ)

リモート・キューの作成例
DEFINE QREMOTE(PAYROLL) DESCR('Remote queue for QM2') +
XMITQ(QM2) RNAME(PAYROLL) RQMNAME(QM2)

伝送キューには、上記の例のように、リモート・システムのキュー・マネージャーの名前を付けることを
考慮してください。
IBM i での伝送キューの作成
「MQM キューの作成」パネルを使用して、IBM i プラットフォームで伝送キューを作成できます。
それぞれの送信側メッセージ・チャネルについて、「Usage」フィールド属性を *TMQ に設定して、ローカ
ル・キューを定義する必要があります。
リモート・キュー定義を利用する場合、同じコマンドを使用して、タイプが *RMT で、使用法が *NORMAL
のキューを作成してください。
伝送キューを作成するには、コマンド行から CRTMQMQ コマンドを使用して、最初のキュー作成パネルを
表示します。226 ページの図 16 を参照してください。
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Create MQM Queue (CRTMQMQ)

Type choices, press Enter.

Queue name . . . . . . . . . . .

Queue type . . . . . . . . . . .  ____     *ALS, *LCL, *MDL, *RMT

Message Queue Manager name . . .  *DFT________________________________
_____

Bottom
F3=Exit  F4=Prompt  F5=Refresh  F12=Cancel  F13=How to use this display
F24=More keys
+

図 16. キューの作成 (1)

キューの名前を入力し、 作成したいキューのタイプとしてローカル (*LCL)、リモート (*RMT)、または別名
(*ALS) のいずれかを指定してください。 伝送キューの場合、このパネルにローカル (*LCL) を指定して
Enter キーを押してください。
「Create MQM Queue (MQM キューの作成)」パネルの 2 ページ目が表示されます。226 ページの図 17 を参
照してください。

Create MQM Queue (CRTMQMQ)

Type choices, press Enter.

Queue name . . . . . . . . . . . > HURS.2.HURS.PRIORIT

Queue type . . . . . . . . . . . > *LCL     *ALS, *LCL, *MDL, *RMT
Message Queue Manager name . . .  *DFT
Replace . . . . . . . . . . . .  *NO      *NO, *YES
Text 'description' . . . . . . .  '                 '
Put enabled . . . . . . . . . .  *YES     *SYSDFTQ, *NO, *YES
Default message priority . . . .  0       0-9, *SYSDFTQ
Default message persistence . .  *NO      *SYSDFTQ, *NO, *YES
Process name . . . . . . . . . .  '                 '
Triggering enabled . . . . . . .  *NO      *SYSDFTQ, *NO, *YES
Get enabled . . . . . . . . . .  *YES     *SYSDFTQ, *NO, *YES
Sharing enabled . . . . . . . .  *YES     *SYSDFTQ, *NO, *YES

More...
F3=Exit  F4=Prompt  F5=Refresh  F12=Cancel  F13=How to use this display
F24=More keys

図 17. キューの作成 (2)

表示されたデフォルト値を変更したい場合は、変更してください。 Page Down (次ページ) キーを押して次
の画面を表示させます。227 ページの図 18 を参照してください。
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Create MQM Queue (CRTMQMQ)

Type choices, press Enter.

Default share option . . . . . .  *YES     *SYSDFTQ, *NO, *YES
Message delivery sequence . . .  *PTY     *SYSDFTQ, *PTY, *FIFO
Harden backout count . . . . . .  *NO      *SYSDFTQ, *NO, *YES
Trigger type . . . . . . . . . .  *FIRST    *SYSDFTQ, *FIRST, *ALL...
Trigger depth . . . . . . . . .  1       1-999999999, *SYSDFTQ
Trigger message priority . . . .  0       0-9, *SYSDFTQ
Trigger data . . . . . . . . . .  '                 '
Retention interval . . . . . . .  999999999   0-999999999, *SYSDFTQ
Maximum queue depth . . . . . .  5000     1-24000, *SYSDFTQ
Maximum message length . . . . .  4194304    0-4194304, *SYSDFTQ
Backout threshold . . . . . . .  0       0-999999999, *SYSDFTQ
Backout requeue queue . . . . .  '                 '
Initiation queue . . . . . . . .  '                 '

More...
F3=Exit  F4=Prompt  F5=Refresh  F12=Cancel  F13=How to use this display
F24=More keys

図 18. キューの作成 (3)

このパネルの「Usage (使用法)」フィールドに伝送キューを意味する *TMQ を入力し、その他のフィールド
に表示されているデフォルト値を必要に応じて変更してください。

Create MQM Queue (CRTMQMQ)

Type choices, press Enter.

Usage . . . . . . . . . . . . .  *TMQ     *SYSDFTQ, *NORMAL, *TMQ
Queue depth high threshold . . .  80      0-100, *SYSDFTQ
Queue depth low threshold . . .  20      0-100, *SYSDFTQ
Queue full events enabled . . .  *YES     *SYSDFTQ, *NO, *YES
Queue high events enabled . . .  *YES     *SYSDFTQ, *NO, *YES
Queue low events enabled . . . .  *YES     *SYSDFTQ, *NO, *YES
Service interval . . . . . . . .  999999999   0-999999999, *SYSDFTQ
Service interval events . . . .  *NONE     *SYSDFTQ, *HIGH, *OK, *NONE
Distribution list support . . .  *NO      *SYSDFTQ, *NO, *YES
Cluster Name . . . . . . . . . .  *SYSDFTQ
Cluster Name List . . . . . . .  *SYSDFTQ
Default Binding . . . . . . . .  *SYSDFTQ   *SYSDFTQ, *OPEN, *NOTFIXED

Bottom
F3=Exit  F4=Prompt  F5=Refresh  F12=Cancel  F13=How to use this display
F24=More keys

図 19. キューの作成 (4)

フィールドに適切なデータが入っていることを確認してから、Enter キーを押してキューを作成してくださ
い。
チャネルの開始
発信元キュー・マネージャーで定義されるリモート・キューにメッセージを書き込むとき、これらのメッ
セージはチャネルが開始されるまで伝送キューに保管されます。 チャネルが開始されると、メッセージは
リモート・キュー・マネージャーのターゲット・キューに送達されます。
送信側キュー・マネージャーでチャネルを開始するには、START CHANNEL コマンドを使用します。 送信
側チャネルを開始すると、受信側チャネルは (リスナーによって) 自動的に開始され、メッセージがターゲ
ット・キューに送信されます。 メッセージを転送するには、メッセージ・チャネルの両側が共に実行され
ていなければなりません。 
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チャネルの両側には別のキュー・マネージャーがあるため、チャネルは別の属性で定義されている場合が
あります。 この差を解消するには、チャネルの開始時にチャネルの両側で初期データ折衝が行われます。
一般に、チャネルの両側はより少ないリソースを必要とする属性で作動します。 これにより、より大規模
なシステムが、メッセージ・チャネルの片側でより小規模なシステムのより少ないリソースに適応できま
す。
送信 MCA は、チャネル間の送信前に大きなメッセージを分割します。 分割されたメッセージは、リモー
ト・キュー・マネージャーで再度組み立てられます。 これは、ユーザーからは分かりません。
MCA は、複数のスレッドを使用してメッセージを転送できます。 パイプライン化 と呼ばれるこのプロセス
により、MCA は待ち状態になることが少なくなり、メッセージをより効率的に転送できます。 パイプライ
ン化により、チャネルのパフォーマンスが向上します。
チャネル制御機能
チャネル制御機能は、チャネルを定義、モニター、および制御するための機能を備えています。
コマンドは、パネル、プログラム、またはコマンド行から出されて、チャネル制御機能に渡されます。 パ
ネル・インターフェースは、チャネル状況およびチャネル定義データの表示も行います。 プログラマブル・
コマンド・フォーマットまたはそれらの IBM MQ コマンド (MQSC) を使用して、250 ページの『AIX, Linux,
and Windows上のチャネルのモニターおよび制御』に説明されているコマンドを制御することができます。
これらのコマンドは、以下のグループに分類されます。
• チャネル管理
• チャネル制御
• チャネル状況モニター

チャネル管理コマンドは、チャネルの定義について扱います。 これらを使用して以下のことができます。
• チャネル定義の作成
• チャネル定義のコピー
• チャネル定義の変更
• チャネル定義の削除

チャネル制御コマンドは、チャネルの動作を管理します。 これらを使用して以下のことができます。
• チャネルの開始
• チャネルの停止
• パートナーとの再同期 (一部のインストール先で)
• メッセージ・シーケンス番号のリセット
• メッセージの未確定バッチの解決
• ping。チャネルを介するテスト通信の送信

チャネル・モニターでは、以下のようなチャネルの状態が表示されます。
• 現行のチャネル設定
• チャネルがアクティブか非アクティブか
• チャネルが同期化状態で終了したか
関連概念
問題判別に役立つ情報の入手先
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チャネルの準備
メッセージ・チャネルまたは MQI チャネルを開始しようとする前に、 そのチャネルを準備しておく必要が
あります。 ローカルおよびリモートのチャネル定義の全属性が 正しく、かつ互換性のある設定になってい
なければなりません。
チャネル属性は、チャネルの定義と属性を説明しています。
明示的にチャネル定義を設定しても、 チャネル開始時に行われるチャネル折衝によって定義の値が部分的
に 指定変更される場合があります。 この動作は正常であり、ユーザーには意識されない仕方で行われま
す。 これは、そのままでは矛盾する定義同士を一緒に使用できるようにするために調整されている動作で
す。

受信側チャネルおよびサーバー接続チャネルの自動定義
Multiplatforms の IBM MQ では、適切なチャネル定義がない場合、自動定義が有効になっている受信側チ
ャネルまたはサーバー接続チャネルに対して、定義が自動的に作成されます。 定義は、以下のものを使用
して作成されます。
1.適切なモデルのチャネル定義、SYSTEM.AUTO.RECEIVER、または SYSTEM.AUTO.SVRCONN。 自動定義
用のモデル・チャネル定義は、システム・デフォルトの SYSTEM.DEF.RECEIVER、および
SYSTEM.DEF.SVRCONN と同じです。ただし、49 文字のブランクが続く「Auto-defined by (自動定義に
使用するモデル・チャネル定義)」の説明フィールドを除きます。 システム管理者は、システムに備え
られたモデル・チャネル定義の任意の部分を選択して変更できます。

2.パートナー・システムからの情報。 チャネル名およびシーケンス番号の折り返し値には、 パートナーの
値が使用されます。

3.自動定義で作成される値を変更するために使用できる、チャネル出口プログラム。 チャネル自動定義出
口プログラムを参照してください。

その後、記述がチェックされ、自動定義出口プログラムによって定義が変更されたのかまたはモデル定義
が変更されたためなのかを判別します。 最初の 44 文字がまだ 29 文字のブランクが続く「Auto-defined by
(自動定義に使用するモデル・チャネル定義)」の場合、キュー・マネージャー名が追加されます。 最終の
20 文字がまだすべてブランクの場合は、ローカルの時刻と日付が追加されます。
定義が作成され、保管されると、 その定義が以前から引き続き存在していた場合と同じ条件でチャネルの
開始が行われます。 バッチ・サイズ、伝送サイズ、メッセージ・サイズがパートナーと折衝されます。

その他のオブジェクトの定義
メッセージ・チャネルを開始するには、 チャネルの両端をそれぞれのキュー・マネージャーで 定義してお
く (または自動定義を使用可能にしておく) 必要があります。 チャネルがサービスを行う伝送キューを、 送
信側でキュー・マネージャーに対して定義しておく必要があります。 通信リンクを定義し、使用可能にし
ておかなければなりません。 場合によっては、その他の IBM MQ オブジェクト (リモート・キュー定義、キ
ュー・マネージャー別名定義、応答先キュー別名定義など) を準備して、199 ページの『分散キューイング
の構成』に記載しているシナリオを実現できるようにする必要もあります。
MQI チャネルの定義については、31 ページの『MQI チャネルの定義』を参照してください。

伝送キュー当たりの複数メッセージ・チャネル
1 つの伝送キューに複数のチャネルを定義することが可能ですが、これらのチャネルのうち、一度にアクテ
ィブにしておけるのは 1 つだけです。 このオプションは、 通信量の平衡化およびリンク障害の訂正アクシ
ョン用に、 キュー・マネージャー間に代替経路を用意する方法と考えてください。 伝送キューを使用した
直前のチャネルが送信側でメッセージのバッチを未確定なままで終了した場合、別のチャネルが伝送キュ
ーを使用することはできません。 詳しくは、239 ページの『未確定チャネルの処理』 を参照してくださ
い。

チャネルの開始
チャネルは、4つの方法のいずれかでメッセージの送信することができます。 次の方法にすることができ
ます:
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• オペレーターによって (受信側チャネル、クラスター受信側チャネル、サーバー接続チャネル以外)。
• 伝送キューから起動。 この方式は、 送信側チャネルおよび完全修飾サーバー・チャネル (CONNAME を指
定するチャネル) の場合にのみ 使用できます。 チャネルをトリガーするために、 必要なオブジェクトを
準備する必要があります。

• アプリケーション・プログラムからの開始 (受信側チャネル、クラスター受信側チャネル、またはサーバ
ー接続チャネル以外)。

• 送信側、クラスター送信側、要求側、サーバー、またはクライアント接続チャネルによるネットワークか
らのリモート開始。 受信側チャネル、クラスター受信側チャネル、および場合によってはサーバー・チ
ャネルと要求側チャネルによる伝送は、この方法で開始できます。サーバー接続チャネルもこの方法で開
始できます。 チャネル自体はすでに開始済み (つまり使用可能) になっていなければなりません。

注 : チャネルが 「開始済み」であっても、メッセージを伝送しているとは限りません。 前述の 4 つのイベ
ントのいずれかが発生して、 伝送の開始が「使用可能になっている」ことも考えられます。 チャネルは、
START および STOP オペレーター・コマンドを使用して使用可能または使用不可にします。
チャネルの状態
チャネルは、いつでも多くの状態のうちの 1 つであることができます。 いくつかの状態には、副状態もあ
ります。 チャネルは、指定された状態から他の状態に移動することができます。
230 ページの図 20 は、考えられるすべてのチャネル状態と各チャネル状態に対応する副状態の階層を示し
ています。
231 ページの図 21 は、チャネル状態間のリンクを示しています。 これらのリンクは、すべてのタイプの
メッセージ・チャネルおよびサーバー接続チャネルに適用されます。

図 20. チャネル状態および副状態
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図 21. チャネル状態間のフロー
現行およびアクティブ
チャネルは、非アクティブ以外の状態であれば、現行 です。 現行チャネルは、RETRYING、STOPPED、ま
たは STARTING状態でない限り、アクティブです。 チャネルはアクティブであるとき、リソースを消費し
ており、プロセスまたはスレッドが実行されています。 231 ページの図 21 では、アクティブ・チャネル
の 7 つの可能な状態 (INITIALIZING、BINDING、SWITCHING、REQUESTING、RUNNING、PAUSED、ま
たは STOPPING) が強調表示されています。
アクティブ・チャネルは、そのチャネルが今どの処理を実行しているかを詳細に表す副状態も示すことが
できます。 各状態の副状態は、230 ページの図 20 に示されています。
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現行およびアクティブ
チャネルは、非アクティブ以外の状態であれば、"現行"です。 現行チャネルは、RETRYING、STOPPED、
または STARTING状態でない限り、"アクティブ"です。
チャネルが「アクティブ」の状態であれば、そのチャネルが今どの処理を実行しているかを詳細に表す副
状態も示されます。 

図 22. チャネル状態間のフロー
注 :

1.チャネルは、232 ページの図 22 で強調表示されている 6 種類の状態 (初期化、バインディング、要求、
実行、休止、または停止) のいずれかのときは、リソースを 消費しており、プロセスまたはスレッドが
実行されています。すなわち、チャネルはアクティブ です。
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2.チャネル停止状態のとき、次の状態が何か分からないため、セッションがアクティブである場合があり
ます。

現行チャネルの最大数の指定
一度に現行チャネルにしてもよいチャネルの最大数を指定することができます。 この数は、チャネル状況
テーブルに項目があるチャネルの数で、これには再試行中のチャネルと停止中のチャネルが含まれます。
ご使用のプラットフォームに合わせて指定してください。
• ALTER QMGR MAXCHL コマンドを使用します。
• キュー・マネージャー初期設定ファイルを編集します。
• キュー・マネージャー構成ファイルを編集します。
• IBM MQ Explorer を使用する。
初期設定ファイルまたは構成ファイルを使用して設定する値について詳しくは、分散キューイング用の構
成ファイル・スタンザを参照してください。 チャネルの最大数を指定する方法の詳細については、以下の
トピックを参照してください。
• IBM MQ の管理。
• IBM MQ for IBM i の管理。
• IBM MQ for z/OS の管理。
注 :

1.この数にサーバー接続チャネルが含まれています。
2.アクティブのチャネルは現行チャネルであることが必要です。 開始したチャネルが、現行チャネルにな
れない場合、開始は失敗します。

アクティブのチャネルの最大数の指定
アクティブ・チャネルの最大数を指定して、多くの開始チャネルによってシステムの負荷が過大になるの
を防ぐことができます。 この方法を使用する場合は、切断時間間隔属性を低い値に設定して、他のチャネ
ルが終了したらすぐに待機中のチャネルを開始できるようにします。
再試行するチャネルがパートナーとの接続を確立しようとするたびに、アクティブのチャネルになる必要
があります。 試行が失敗した場合、次の試行が再開されるまで、非アクティブのチャネルは現行のままに
なります。 チャネルを再試行する回数および頻度は、再試行カウント属性および再試行間隔チャネル属性
によって決まります。 これらの属性には両方とも長い値と短い値があります。 詳細については、チャネル
属性を参照してください。
チャネルがアクティブのチャネルになる必要があるが (START コマンドが出されたか、または起動された
か、または別の再試行が試みられたため)、アクティブのチャネル数がすでに最大数に達しているためにア
クティブにできない場合、アクティブのスロットの 1 つが、アクティブになるのをやめた別のチャネル・
インスタンスによって解放されるまで、そのチャネルは待機します。 ただし、リモートで開始されたため
にチャネルが始動し、その時点で使用できるアクティブのスロットがない場合は、リモート開始は拒否さ
れます。
要求側チャネル以外のチャネルがアクティブになる直前には必ず、開始状態になります。 アクティブなス
ロットをすぐに利用できる場合でもこの状態が発生しますが、開始状態になるのは短時間のみです。 ただ
し、チャネルがアクティブのスロットを待っている必要がある場合は、その待機中に開始状態になります。
要求側チャネルは開始状態にはなりません。 アクティブにあるチャネルの数がすでに上限に達しているた
めに要求側チャネルを開始できない場合、そのチャネルは異常終了します。
要求側チャネル以外のチャネルがアクティブのスロットを確保できないため、待機している場合はいつで
も、メッセージがログ または z/OS コンソールに書き込まれ、イベントが生成されます。 そ
の後、スロットが解放され、チャネルがスロットを獲得できる場合、別のメッセージおよびイベントが生
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成されます。 チャネルがスロットをじかに獲得できる場合は、これらのイベントおよびメッセージはどち
らも生成されません。
チャネルがアクティブになるのを待っている間に STOP CHANNEL コマンドが出された場合、そのチャネル
は停止状態になります。 チャネル停止イベントが発生します。
アクティブ・チャネルの最大数にサーバー接続チャネルが含まれています。
アクティブ・チャネルの最大数を指定する方法の詳細については、以下のトピックを参照してください。
• IBM MQ の管理。
• IBM MQ for IBM i の管理。
• IBM MQ for z/OS の管理。
チャネル・エラー
チャネルでエラーが発生すると、それ以降の伝送が停止することになります。 チャネルが送信側またはサ
ーバーの場合、問題が自然に解決する場合もあるので、チャネルは再試行状態に入ります。 再試行状態に
できない場合、チャネルは停止状態になります。
送信側チャネルの場合は、関連する伝送キューは GET(DISABLED) に設定され、トリガー操作はオフにされ
ます。 (STATUS(STOPPED) を指定した STOP コマンドによってもチャネルは停止状態になります。切断時
間間隔の満了時に、または STATUS(INACTIVE) を指定した STOP コマンドによってのみ、チャネルは正常
に終了し、非アクティブになります。) STOPPED 状態のチャネルは、再始動する前にオペレーターの介入が
必要になります (239 ページの『停止したチャネルの再始動』を参照してください)。
注 :  IBM i、 AIX, Linux, and Windows システムの場合、再試行を行うにはチャネル・イニシ
エーターを実行しなければなりません。 チャネル・イニシエーターが利用不能の場合は、チャネルは非ア
クティブになるので手動で再始動する必要があります。 スクリプトを使用してチャネルを開始する場合
は、スクリプトを実行する前にチャネル・イニシエーターを実行するようにしてください。
長期再試行カウント (LONGRTY) は、再試行がどのように機能するかを説明しています。 エラーが解消され
ると、自動的にチャネルが再始動されて、伝送キューが再び使用可能になります。 エラーが解消されずに
再試行限界に達すると、チャネルは停止状態になります。 停止状態のチャネルは、オペレーターが手動で
再始動する必要があります。 エラーが持続している場合は、もう一度再始動を行うことはありません。 正
常に開始されると、再び伝送キューが使用可能になります。

チャネルが RETRYING または STOPPED の状況の間にチャネル・イニシエーターが停止した
場合、チャネル・イニシエーターの再開始時にチャネル状況が記憶されています。 ただし、SVRCONN チ
ャネル・タイプのチャネル状況は、チャネルが STOPPED の状況の間にチャネル・イニシエーターが停止す
ると再設定されます。

チャネルが RETRYING または STOPPED の状況の間にキュー・マネージャーが停止した場合、
キュー・マネージャーの再開始時にチャネル状況が記憶されています。 IBM MQ 8.0 以降、これは
SVRCONN チャネルにも当てはまります。 以前は、SVRCONN チャネル・タイプのチャネル状況は、チャネ
ルが STOPPED の状況の間にチャネル・イニシエーターが停止するとリセットされていました。
キューが満杯または使用禁止のためにチャネルがターゲット・キューにメッセージを書き込めない場合、
チャネルはある時間間隔 (メッセージ再試行間隔属性に指定された時間) で何度も (メッセージ再試行カウ
ント属性に指定された回数) 操作を再試行します。 また、メッセージ再試行出口を作成して、どのような状
態のときに何回再試行を行うかを決めることもできます。 チャネルは、メッセージ再試行間隔が終わるの
を待つ間、休止状態になります。
チャネル属性についてはチャネル属性を、メッセージ再試行出口についてはメッセージ・チャネル用のチ
ャネル出口プログラムを参照してください。
サーバー接続チャネルの制限
サーバー接続チャネル制限を設定して、クライアント・アプリケーションが MAXINST パラメーターを使用
してキュー・マネージャー・チャネル・リソースを使い果たさないようにしたり、単一のクライアント・
アプリケーションが MAXINSTC パラメーターを使用してサーバー接続チャネルの容量を使い果たさないよ
うにしたりすることができます。
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DEFINE CHANNEL コマンドを使用して、 MAXINST および MAXINSTC を設定します。
最大合計数のチャネルは、個々のキュー・マネージャーでいつでもアクティブにできます。 サーバー接続
チャネル・インスタンスの合計数は、アクティブ・チャネルの最大数に含まれます。
サーバー接続チャネルの同時インスタンスを最大でいくつ開始できるかを指定しないと、単一のサーバー
接続チャネルに接続する単一のクライアント・アプリケーションが、使用可能なアクティブ・チャネルの
最大数を使い果たす可能性があります。 アクティブ・チャネルの最大数に達すると、キュー・マネージャ
ー上で他のチャネルは開始できなくなります。 この状態を避けるために、どのクライアントが開始したか
に関係なく、個々のサーバー接続チャネルの開始可能な同時インスタンスの数を制限する必要があります。
制限の値が、現在実行中のサーバー接続チャネルのインスタンス数より少ない数まで引き下げられる場合
でも (たとえ 0 でも)、実行中のチャネルは影響を受けません。 十分な数の既存のインスタンスが実行を終
了して、現在実行中のインスタンスの数が制限の値を下回らないと、新規インスタンスは開始できません。
多くの異なるクライアント接続チャネルが、個々のサーバー接続チャネルに接続することもできます。 ど
のクライアントが開始したかに関係なく、個々のサーバー接続チャネルの開始可能な同時インスタンス数
の制限により、いずれのクライアントもキュー・マネージャーの最大アクティブ・チャネル容量を使い果
たせなくなります。 個々のクライアントから開始可能な個々のサーバー接続チャネルの同時インスタンス
数も制限しておかないと、欠陥のある単一のクライアント・アプリケーションが多くの接続をオープンし
て、個々のサーバー接続チャネルに割り振られているチャネル容量を使い果たしてしまうことがあります。
したがって、チャネルを使用する必要がある他のクライアントはそれに接続できなくなります。 この状態
を避けるために、個々のクライアントから開始可能な、個々のサーバー接続チャネルの同時インスタンス
の数を制限する必要があります。
個々のクライアントの制限値が、個々のクライアントから現在実行中のサーバー接続チャネルのインスタ
ンス数より少ない数まで引き下げられる場合でも (たとえ 0 でも)、実行中のチャネルは影響を受けません。
しかし、クライアントが開始した十分な数の既存のインスタンスが実行を終了して、現在実行中のインス
タンスの数がこのパラメーターの値を下回るまで、新しい制限を超過する個々のクライアントからサーバ
ー接続チャネルの新規インスタンスを開始することはできません。
関連資料
チャネル属性とチャネル・タイプ
DEFINE CHANNEL

チャネルの相手側がまだ使用可能であるかどうかの検査
チャネルの相手側が使用可能であることを検査するために、ハートビート間隔、キープアライブ間隔、お
よびタイムアウトの受信を使用できます。

ハートビート
ハートビート間隔チャネル属性を使用して、ハートビート間隔 (HBINT) の説明のように、伝送キューにメ
ッセージがない場合にそのフローが送信 MCA から渡されるように指定できます。

キープアライブ
z/OSでは、トランスポート・プロトコルとして TCP/IP を使用している場合、 Keepalive イ

ンターバル・チャネル属性 (KAINT) の値を指定することもできます。 Keepalive 間隔には、ハートビー
ト間隔よりも高い値を指定し、切断値よりも低い値を指定することをお勧めします。 この属性を使用して、
キープアライブ間隔 (KAINT) の説明のように、各チャネルのタイムアウト値を指定できます。

IBM i、 AIX, Linux, and Windows システムでは、トランスポート・プロトコルとして TCP を
使用する場合、 keepalive=yesを設定できます。 このオプションを指定すると、TCP は、接続の相手側
がまだ使用可能であるかどうかを定期的に検査します。 使用可能でない場合、チャネルは終了されます。
このオプションについては、キープアライブ間隔 (KAINT)を参照してください。
TCP エラーを報告する信頼性の低いチャネルがある場合は、Keepalive オプションを使用するとチャネル
がリカバリーしやすくなります。

IBM MQの構成  235



時間間隔を指定して、Keepalive オプションの動作を制御することができます。 時間間隔を変更すると
き、変更後に開始される TCP/IP チャネルだけが影響を受けます。 時間間隔として 選択する値は、チャネ
ルの切断間隔の値よりも小さい値にしなければなりません。
Keepalive オプションの使用について詳しくは、 DEFINE CHANNEL コマンドの KAINT パラメーターを
参照してください。

受信タイムアウト
トランスポート・プロトコルとして TCP を使用している場合、 一定の期間データを受信しないと、使用さ
れていない非 MQI チャネル接続の受信側もクローズされます。 この期間 ( 受信タイムアウト 値) は、
HBINT (ハートビート間隔) 値に従って決定されます。
IBM MQ for IBM i、AIX, Linux, and Windows システムでは、 receive time-out 値は次のように設定されま
す。
1.初期フロー数の場合、ネゴシエーションが行われる前の receive time-out 値は、チャネル定義の HBINT
値の 2 倍です。

2.チャネルが HBINT 値をネゴシエーションした後、 HBINT が 60 秒未満に設定されている場合、 receive
time-out 値はこの値の 2 倍に設定されます。 HBINT が 60 秒以上に設定されている場合、 receive time-
out 値は、HBINT の値より 60 秒大きい値に設定されます。

z/OSでは、 receive time-out 値は以下のように設定されます。
1.初期フロー数の場合、ネゴシエーションが行われる前の receive time-out 値は、チャネル定義の HBINT
値の 2 倍です。

2. RCVTIME が設定されている場合、タイムアウトは、 RCVTTYPE パラメーターに応じて以下のいずれか
の値に設定され、適用される場合は RCVTMIN によって課される制限に従います。
• 折衝された HBINT に定数を掛けた値
• 折衝された HBINT に定数 (秒数) を加えた値
• 定数 (秒数)

RCVTTYPE(EQUAL) が構成されている場合、 RCVTMIN は適用されません。 定数値 RCVTIME を使用し、
ハートビート間隔を使用する場合は、ハートビート間隔より小さい RCVTIME を指定しないでください。
RCVTIME属性、 RCVTMIN 属性、および RCVTTYPE 属性について詳しくは、 ALTER QMGR コマンドを
参照してください。

注 :

1.これらの値のいずれかがゼロの場合、タイムアウトは存在しません。
2.ハートビートをサポートしない接続の場合、 HBINT 値はステップ 2 でゼロにネゴシエーションされる
ため、タイムアウトはないため、 TCP/IP KEEPALIVEを使用する必要があります。

3.会話の共有を使用するクライアント接続では、MQGET が未解決のときだけでなく、常に (両端から) ハ
ートビートがチャネルを流れることができます。

4.会話の共有が使用されていないクライアント接続では、クライアントが待機条件付きの MQGET 呼び出
しを発行した場合のみ、ハートビートがサーバーから流れます。 この理由から、クライアント・チャネ
ルではハートビート間隔を極端に短く設定しないことをお勧めします。 例えば、 ハートビートが 10 秒
に設定されている場合に、 コミット処理にかかった時間が 20 秒を超えていると、 この処理中には何も
データが流れていないので MQCMIT 呼び出しは失敗します (MQRC_CONNECTION_BROKEN)。 このエ
ラーは、使用している作業単位が大きいほど、よく発生します。 ただし、 ハートビート間隔に対して適
切な値が選択されている場合、 極端に長い時間がかかるのは、待機条件を指定された MQGET しかない
ため、このエラーが発生することはありません。
SHARECNV がゼロでない場合、クライアントは全二重接続を使用します。これは、クライアントがすべ
ての MQI 呼び出し中にハートビートを実行できる (および実行する) ことを意味します。

5.ハートビート間隔の 2 倍の時間が経過した後で 接続を打ち切ることも有効です。これは、データまたは
ハートビート・フローが、 少なくとも各ハートビート間隔おきに発生するためです。 ハートビート間隔
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を小さく設定しすぎると、特にチャネル出口を使用している場合に問題が生じる可能性があります。 例
えば、 HBINT 値が 1 秒で、送信出口または受信出口が使用されている場合、受信側はチャネルを取り
消す前に 2 秒間だけ待機します。 MCA がメッセージの暗号化などの作業を実行している場合は、この
値は小さすぎる可能性があります。

推奨設定
IBM MQ for z/OS

初期の開始点として、次を使用できます。
/cpf ALTER QMGR TCPKEEP(YES) RCVTTYPE(ADD) RCVTIME(60) ADOPTMCA(ALL) ADOPTCHK(ALL)

ここで、cpf はキュー・マネージャー・サブシステムのコマンド接頭部です。
各種パラメーターについて詳しくは、「 ALTER QMGR 」および「 IBM MQ ネットワークの可用性 」を参照
してください。
送信側の IP アドレスが複数のアドレスに変換される可能性がある場合は、 ADOPTCHK を ALLではなく
QMNAME に設定する必要があります。

IBM MQ for Multiplatforms

qm.iniで、以下の情報を追加します:

TCP:
KeepAlive=Yes
CHANNELS:
AdoptNewMCA=ALL
AdoptNewMCACheck=ALL

詳しくは、 ALTER QMGR、 分散キューイング用の構成ファイル・スタンザ、および 125 ページの『qm.ini
ファイルの Channels スタンザ』 を参照してください。
送信側の IP アドレスが複数のアドレスに変換される可能性がある場合は、 AdoptNewMCACheck を ALLで
はなく QMNAME に設定する必要があります。
MCA の採用
MCA の採用機能を使用して、IBM MQ で、受信側チャネルを取り消してから、代わりの別のチャネルを起
動することができます。
チャネルで通信が失われると、受信側チャネルは「通信受信」状態のままになる可能性があります。 通信
が再確立されたら、送信側チャネルは再接続を試みます。 受信側チャネルがすでに実行されていることが
リモート・キュー・マネージャーで検出されると、同じ受信側チャネルの別のバージョンを開始すること
はできません。 この問題が生じたら、ユーザーが介入してそれを解決するか、またはシステム・キープア
ライブを使用する必要があります。
Adopt MCA 機能は、この問題を自動的に解決します。 IBM MQ でこの機能を使用して、受信側チャネルを
取り消してから、代わりの別のチャネルを起動することができます。
関連タスク
IBM MQ の管理

IBM MQ for z/OS の管理
IBM MQ for IBM i の管理

チャネルの停止および静止
切断時間間隔が満了する前に、チャネルを停止および静止することができます。
メッセージ・チャネルは、キュー・マネージャー間の接続を長時間保持するように設計されており、正規
の終了が切断時間間隔チャネル属性だけによって制御されるようになっています。 このメカニズムは、切
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断時間間隔が満了する前にオペレーターがチャネルを終了する必要がない限り、効率的に働きます。 この
ような必要が生じるのは、以下の場合です。
• システムの静止
• リソースの保存
• チャネルの片側からの一方的な処置
このような場合、チャネルを停止することができます。 以下の方法を使用します。
• STOP CHANNEL MQSC コマンド
• STOP CHANNEL PCF コマンド
• IBM MQ エクスプローラー
• プラットフォーム固有のその他のメカニズムは以下のとおりです。

z/OS の場合:
「Stop a Channel (チャネルの停止)」パネル

IBM i の場合:
ENDMQMCHL CL コマンドまたは WRKMQMCHL パネルの END オプション

これらのコマンドを使用してチャネルを停止する場合は、以下の 3 つのオプションを指定できます。
QUIESCE

QUIESCE オプションを指定すると、チャネルを停止する前にメッセージの現行バッチの終了が試みら
れます。

FORCE
FORCE オプションを指定すると、即時にチャネルの停止が試みられますが、再始動時には、チャネル
が未確定のままである可能性があるため、再同期化が必要になることがあります。

IBM MQ for z/OS では、FORCE は、進行中のメッセージ再割り振りをすべて中断します。
これにより、BIND_NOT_FIXED メッセージの再割り振りが不完全になったり、正しくない順序になっ
たりする場合があります。

TERMINATE
TERMINATE オプションを指定すると、即時にチャネルの停止が試みられ、 チャネルのスレッドまたは
処理が終了します。

IBM MQ for z/OS では、TERMINATE は、進行中のメッセージ再割り振りをすべて中断し
ます。これにより、BIND_NOT_FIXED メッセージの再割り振りが不完全になったり、正しくない順序
になったりする場合があります。

これらのすべてのオプションは、 チャネルを停止状態のままにしておくので、オペレーターの介入によっ
て再始動する必要があります。
送信側でチャネルを停止するのは効果的ですが、 再始動には、オペレーターの介入が必要です。 チャネル
の受信側では、MCA は送信側からのデータを待機しており、受信側からチャネルの正規の 終了を開始する
方法はないので、受信側でチャネルを終了させるのは困難です。停止コマンドは、MCA がデータ待ちから
解放されるまで保留されます。
必要とされる操作の特性によって、次の 3 つのチャネル使用法を推奨します。
• チャネルを長期間実行させたい場合は、 正規の方法でチャネルを終了できるのは、送信側からだけであ
ることに注意してください。 チャネルに割り込みが行われる (停止される) と、そのチャネルの再始動に
はオペレーターの介入 (START CHANNEL コマンド) が必要です。

• 送信するメッセージがあるときだけチャネルをアクティブにする場合は、 切断間隔を非常に小さな値に
設定してください。 デフォルト設定は高い値であるため、 このようなレベルの制御が必要なチャネルに
はお勧めできません。 受信側チャネルに割り込みを行うのは困難なため、最も効率的なオプションはワ
ークロードの需要に応じて自動的にチャネルの切断および再接続を行うことです。 ほとんどのチャネル
では、切断時間間隔に適切な値を見つけて設定することができます。

• ハートビート間隔属性を使用して、送信するメッセージがない期間に送信側 MCA から受信側 MCA へハ
ートビート・フローを送信させることができます。 このアクションによって、 受信側 MCA は待機状態か
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ら解放され、切断時間間隔の満了を待たずにチャネルを静止させる機会が与えられます。 ハートビート
間隔は、切断時間間隔値よりも小さい値にします。
注 :

1.サーバー・チャネルには特に小さい切断時間間隔値を設定するかまたはハートビートを使用すること
をお勧めします。 小さい値を使用するのは、 サーバー・チャネルから送信すべきメッセージがないと
きに、 (例えば、チャネルが取り消されて) 要求側のチャネルが異常終了するような場合に備えるため
です。 切断間隔の値が高く設定され、 ハートビートが使用されていない場合、 サーバーでは、要求
側の終了は検出されません (検出されるのは、次に要求側にメッセージを送信しようとした場合のみで
す)。 サーバーがまだ実行中の間、さらに伝送キューに入ってくるメッセージを入手するために、サー
バーは、入力専用としてそのキューをオープンしたままにしておきます。 要求側からチャネルを再始
動しようとすると、サーバーが入力専用としてまだ伝送キューをオープンにしているので、開始要求
はエラーを受け取ります。 サーバー・チャネルを停止して、要求側からサーバー・チャネルを再始動
する必要があります。

停止したチャネルの再始動
チャネルが STOPPED 状態になるときは、手動でチャネルを再始動しなければなりません。

このタスクについて
送信側またはサーバー・チャネルでは、チャネルが停止状態になった場合、関連する伝送キューは
GET(DISABLED) に設定され、トリガー操作はオフに設定されます。 開始要求が受信されたとき、これらの
属性は自動的にリセットされます。

チャネルが RETRYING または STOPPED の状況の間にチャネル・イニシエーターが停止した
場合、チャネル・イニシエーターの再開始時にチャネル状況が記憶されています。 ただし、SVRCONN チ
ャネル・タイプのチャネル状況は、チャネルが STOPPED の状況の間にチャネル・イニシエーターが停止す
ると再設定されます。

チャネルが RETRYING または STOPPED の状況の間にキュー・マネージャーが停止した場合、
キュー・マネージャーの再開始時にチャネル状況が記憶されています。 IBM MQ 8.0 以降、これは
SVRCONN チャネルにも当てはまります。 以前は、SVRCONN チャネル・タイプのチャネル状況は、チャネ
ルが STOPPED の状況の間にチャネル・イニシエーターが停止するとリセットされていました。

手順
• 以下のいずれかの方法で、チャネルを再始動します。

• START CHANNEL MQSC コマンドを使用します。
• Start Channel PCF コマンドを使用します。
• IBM MQ Explorerを使用します。
• z/OS で、「チャネルの開始 (Start a channel)」パネルを使用します。
• IBM i で、STRMQMCHL CL コマンドまたは WRKMQMCHL パネルの START オプション
を使用します。

未確定チャネルの処理
未確定チャネルとは、メッセージの送受信の対象となっているリモート・チャネルが未確定のチャネルの
ことです。

このタスクについて
これと、キューに対するメッセージ・コミットの対象になるキュー・マネージャーが未確定であることと
の相違点に注意してください。
バッチ・ハートビート・チャネル・パラメーター (BATCHHB) を使用すると、チャネルを未確定にする機会
を減らすことができます。 このパラメーターの値を指定すると、送信側チャネルは、リモート・チャネル
がまだアクティブであることを確認してから、追加のアクションを実行します。 応答が受信されない場合
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は、受信側チャネルはアクティブではないと見なされます。 メッセージのロールバックおよび再経路指定
が可能なので、送信側チャネルは未確定になりません。 このため、チャネルが未確定になるのは、受信側
チャネルがアクティブになっていることを送信側チャネルが確認する期間と、送信されたメッセージを受
信側チャネルが受信したことを送信側チャネルが確認する期間だけとなります。 バッチ・ハートビート・
パラメーターの詳細については、チャネル属性を参照してください。
未確定チャネルの問題は、通常は自動的に解決されます。 通信が中断され、受信状態が不明のメッセージ・
バッチが送信側に存在する状況でチャネルが未確定になる場合でも、その通信が再度確立されたときに、
この状態は解決されます。 そのために、シーケンス番号と LUWID レコードが保持されています。 LUWID
情報が交換されるまでチャネルは未確定になります。また、未確定になるメッセージ・バッチはチャネル
ごとに 1 つだけです。
必要な場合は、チャネルを手動で再同期化できます。 マニュアルという用語には、 IBM MQ システム管理
コマンドを含むオペレーターまたはプログラムの使用が含まれます。 手動による再同期プロセスは次のよ
うに行われます。 ここでは MQSC コマンドを使用しますが、PCF の同等コマンドを使用することもできま
す。

手順
1. DISPLAY CHSTATUS コマンドを使用して、チャネルの各サイドの最後にコミットされた作業論理単位

ID (LUWID) を見つけます。
次のコマンドを使用してこれを行います。
• 未確定側のチャネルの場合

DISPLAY CHSTATUS(name) SAVED CURLUWID

CONNAME パラメーターと XMITQ パラメーターを使用して、チャネルをさらに詳しく識別できます。
• 受信側チャネルの場合

DISPLAY CHSTATUS( name ) SAVED LSTLUWID

CONNAME パラメーターを使用して、チャネルをさらに詳しく識別できます。
注 : 未確定の可能性があるのはチャネルの送信側だけであるため、コマンドは異なります。 受信側が未
確定になることはありません。

IBM iでは、 DISPLAY CHSTATUS コマンドは、 STRMQMMQSC コマンドまたは「MQM チ
ャネル状況の処理」CL コマンド ( WRKMQMCHST) を使用してファイルから実行できます。

2. 2 つの LUWID が同じ場合は、 RESOLVE CHANNEL コマンドを使用して未確定メッセージをコミットし
ます。
2 つの LUWID が同じである場合、受信側は送信側が未確定であると見なす作業単位をすでにコミットし
ています。 したがって、送信側は伝送キューから未確定のメッセージを除去して、それを再度使用可能
にすることができます。 これは、以下の RESOLVE CHANNEL コマンドを使用して行います。

RESOLVE CHANNEL(name) ACTION(COMMIT)

3. 2 つの LUWID が異なる場合は、 RESOLVE CHANNEL コマンドを使用して未確定メッセージをバックア
ウトします。
2 つの LUWID が異なっている場合、受信側は送信側が未確定であると見なす作業単位をコミットしてい
ません。 送信側では、伝送キューに未確定のメッセージを保存しておき、それらを再送信する必要があ
ります。 これは、以下の RESOLVE CHANNEL コマンドを使用して行います。

RESOLVE CHANNEL( name ) ACTION(BACKOUT)

IBM iでは、「MQM チャネルの解決」コマンド RSVMQMCHLを使用できます。
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タスクの結果
以上の処理で、チャネルは未確定ではなくなります。 必要であれば伝送キューを別のチャネルで使用でき
ます。
関連資料
DISPLAY CHSTATUS (チャネル状況の表示)
RESOLVE CHANNEL (未確定メッセージを解決するためのチャネルへの要求)

メッセージの安全性
IBM MQ の通常のリカバリー機能の他に、分散キュー管理は、メッセージ・チャネルの両側で調整された同
期点プロシージャーを使用して、メッセージが適切に送達されることを確認します。 このプロシージャー
はエラーを検出すると、問題を調査できるようにチャネルをクローズし、チャネルが再開されるまでメッ
セージを伝送キューに安全に保管します。
同期点プロシージャーには、チャネルの開始時に未確定状態をリカバリーしようとするという利点が追加
されています。(未確定は、同期点が要求されたが、要求の結果がまだ認識されていない、リカバリー単位
の状況です。) また、この機能には、次の 2 つの機能が関連付けられています。
1.コミットまたはバックアウトによる解決
2.シーケンス番号のリセット
ほとんどの場合、チャネルは自動的にリカバリーするので、これらの機能は例外状況でのみ使用されます。

高速、非持続メッセージ
非持続メッセージ速度 (NPMSPEED) チャネル属性を使用して、チャネルのすべての非持続メッセージの送
達速度を上げるように指定できます。 この属性の詳細については、非持続メッセージ速度 (NPMSPEED) を
参照してください。
高速で、非持続メッセージの転送中にチャネルが終了した場合、メッセージは失われることがあります。
必要な場合にリカバリーの措置をとることはアプリケーション側の処理範囲です。
受信側チャネルが宛先キュー内にメッセージを入れられない場合、送達不能キューが定義されていれば、
メッセージはそのキューに入れられます。 定義されていないと、メッセージは廃棄されます。
注 : チャネルの片側でこのオプションをサポートしていない場合、そのチャネルは通常の速度で実行されま
す。

未配布メッセージ
メッセージを送達できない場合の処理については、241 ページの『メッセージを送達できない場合の処理』
を参照してください。
メッセージを送達できない場合の処理
メッセージを送達できない場合、MCA はメッセージをいくつかの方法で処理できます。 再試行するか、送
信側へ返信するか、または送達不能キューへ書き込むことができます。
242 ページの図 23 は、MCA が宛先キューにメッセージを入れることができないときに行われる処理を示
したものです。 (図に示したオプションはすべてのプラットフォームには当てはまりません。)
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図 23. メッセージを送達できない場合の処理
図に示すように、MCA は、送達できないメッセージについていくつかの処置を行うことができます。 行わ
れる処置は、チャネルの定義時に指定したオプションおよびメッセージの MQPUT レポート・オプションで
指定したオプションによって決まります。
1.メッセージ再試行
一時的な理由 (キューが満杯であるなど) で MCA がターゲット・キューにメッセージを書き込むことが
できない場合、MCA は待機して、あとで操作を再試行できます。 MCA が待機するかどうか、待機時間、
および試行の回数を決めることができます。
• チャネルを定義するときに、MQPUT エラーの場合のメッセージ再試行時間および間隔を指定すること
ができます。 キューが満杯または書き込み禁止のためメッセージを宛先キューに書き込むことがで
きない場合、MCA は、指定された時間間隔で指定された回数だけ操作を試行します。

• 独自のメッセージ再試行出口を作成することができます。 この出口を使用して、MCA に MQPUT 操作
または MQOPEN 操作を再試行させる条件を指定することができます。 チャネルの定義時に出口の名
前を指定します。

2.送信側への返信
メッセージ再試行が失敗した場合、または別のタイプのエラーが検出された場合、MCA は発信元にメッ
セージを送り返すことができます。 送信側への返信を可能にするには、メッセージを元のキューに書き
込むとき、メッセージ記述子に以下のオプションを指定する必要があります。
• MQRO_EXCEPTION_WITH_FULL_DATA レポート・オプション
• MQRO_DISCARD_MSG レポート・オプション
• 応答先キューおよび応答先キュー・マネージャーの名前
宛先キューにメッセージを書き込むことができない場合、MCA は、元のメッセージが入った例外レポー
トを生成し、伝送キューに書き込んで、元のメッセージで指定されている応答先キューに送信されるよ
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うにします。 (応答先キューが MCA と同じキュー・マネージャー上にある場合は、メッセージは伝送キ
ューには送られず、その応答先キューに直接書き込まれます。)

3.送達不能キュー
送達することも戻すこともできないメッセージは、送達不能キュー (DLQ) に入れられます。 DLQ ハンド
ラーを使用してメッセージを処理することができます。 この処理については、以下で説明します。
• 送達不能キューのメッセージの処理
• 送達不能キュー・ハンドラー・ユーティリティー (CSQUDLQH)

送達不能キューが使用できない場合、送信側 MCA は、伝送キューにメッセージを残したまま、チャネ
ルは停止します。 高速チャネルでは、送達不能キューに書き込めない非持続メッセージは失われます。
IBM WebSphere MQ 7.0 では、ローカル送達不能キューが定義されていない場合、リモート・キューは
使用できないか、定義されません。また、リモート送達不能キューがない場合、送信側チャネルは RETRY
状態となり、メッセージは自動的に伝送キューにロールバックされます。

関連資料
送達不能キューの使用 (USEDLQ)

チャネルのトリガー操作
IBM MQ には、キューで特定の条件が満たされると自動的にアプリケーションを開始する機能が用意されて
います。 この機能は、トリガー操作と呼ばれています。
ここでの説明は、トリガー操作のおおよその概念を示すことを目的としています。 完全な説明については、
トリガーによる IBM MQ アプリケーションの開始を参照してください。
プラットフォーム特有の情報については、以下のセクションを参照してください。
• AIX, Linux, and Windows については、244 ページの『AIX, Linux, and Windows でのチャネルのトリガー
操作』を参照してください。

• IBM i については、245 ページの『IBM MQ for IBM i におけるチャネルのトリガー操作』を
参照してください。

• z/OS については、962 ページの『Transmission queues and triggering channels』を参照し
てください。

図 24. トリガー操作の概念
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トリガー操作に必要なオブジェクトが、243 ページの図 24 に示されています。 この図には、以下のイベ
ント順序が示されています。
1.アプリケーションまたはメッセージ・チャネル・エージェント (MCA) からのメッセージがローカル・キ
ュー・マネージャーによって伝送キューに書き込まれます。

2.トリガー操作の条件が満たされると、開始キューにトリガー・メッセージがローカル・キュー・マネー
ジャーによって書き込まれます。

3.長期実行チャネル・イニシエーター・プログラムは開始キューをモニターし、到達したメッセージを取
り出します。

4.チャネル・イニシエーターは、トリガー・メッセージに入れられた情報に従ってそれらを処理します。
この情報には、チャネル名も入っていることがあります。その場合、対応する MCA が開始されます。

5.ローカル・アプリケーションまたは MCA は、起動されると、伝送キューからのメッセージを検索しま
す。

このシナリオを設定するには、以下のことを行う必要があります。
• 対応する属性の開始キューの名前 (つまり SYSTEM.CHANNEL.INITQ) でローカル・キューを作成する。
• 開始キュー (つまり、SYSTEM.CHANNEL.INITQ) が存在することを確認する。
• チャネル・イニシエーターが使用可能であって、しかも実行されていることを確認する。 チャネル・イ
ニシエーターには、開始コマンドに入れて開始キューの名前を提供しなければなりません。

z/OS では、開始キューの名前は固定であるため、開始コマンドでは使用されません。
• オプションで、トリガー操作用のプロセス定義が存在していない場合はそれを作成し、UserData フィー
ルドにサービス対象となるチャネルの名前が入っていることを確認する。 プロセス定義を作成する代わ
りに、伝送キューの TriggerData 属性にチャネル名を指定することもできます。 IBM MQ

(  IBM i、 AIX, Linux, and Windows システムの場合) では、チャネル名をブランクとして指
定できます。この場合、この伝送キューを持つ使用可能な最初のチャネル定義が使用されます。

• サービス対象となるプロセス定義名 (適用できる場合)、開始キュー名、および最適と思われるトリガー操
作特性が伝送キュー定義に入っていることを確認する。 トリガー制御属性は、必要に応じてトリガー操
作を有効/無効にします。
注 :

1.チャネル・イニシエーターは、チャネルの開始に使われる開始キューをモニターするための「トリガ
ー・モニター」として働きます。

2.開始キューおよびトリガー・プロセスを使用して、任意の数のチャネルを起動できます。
3.開始キューとトリガー・プロセスは、いくつでも定義できます。
4. FIRST トリガー・タイプを使用して、システムで過剰にチャネルが開始されないようにすることをお勧
めします。

AIX, Linux, and Windows でのチャネルのトリガー操作
トリガー操作の対象となるプロセスを定義するプロセス定義を IBM MQ 内に作成します。 MQSC コマンド
DEFINE PROCESS を使用して、伝送キューにメッセージが到達したときに起動されるプロセスを指定して、
プロセス定義を作成します。 プロセス定義の USERDATA 属性には、その伝送キューでサービスを受けるチ
ャネルの名前が含まれます。
ローカル・キュー (QM4) を定義します。そのためには、トリガー・メッセージを開始キュー (IQ) に書き込
んで、アプリケーションにトリガー操作を行うように指定します。それによって、チャネル (QM3.TO.QM4)
が開始されます。
DEFINE QLOCAL(QM4) TRIGGER INITQ(SYSTEM.CHANNEL.INITQ) PROCESS(P1) USAGE(XMITQ)
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開始するアプリケーション (プロセス P1) を定義します。
DEFINE PROCESS(P1) USERDATA(QM3.TO.QM4)

また、IBM MQ for UNIX、Linux および Windows システムの場合、伝送キューの TRIGDATA 属性にチャネ
ル名を指定すると、プロセスを定義する必要がなくなります。
ローカル・キュー (QM4) を定義します。 次のように、トリガー・メッセージをデフォルト開始キュー
SYSTEM.CHANNEL.INITQ に書き込んで、チャネル (QM3.TO.QM4) を開始させるアプリケーション (プロセ
ス P1) を起動するように指定します。
DEFINE QLOCAL(QM4) TRIGGER INITQ(SYSTEM.CHANNEL.INITQ)
USAGE(XMITQ) TRIGDATA(QM3.TO.QM4)

チャネル名を指定しないと、チャネル・イニシエーターが、指定された伝送キューと関連付けられたチャ
ネルを発見するまで、チャネル定義ファイルを探します。

IBM MQ for IBM i におけるチャネルのトリガー操作
IBM MQ for IBM i におけるチャネルのトリガー操作は、チャネル・イニシエーター・プロセスで実現され
ます。 開始キュー SYSTEM.CHANNEL.INITQ のチャネル・イニシエーター・プロセスは、キュー・マネー
ジャーで自動的に開始されます (キュー・マネージャーの SCHINIT 属性を変更してそれを使用不可にした
場合を除く)。
SYSTEM.CHANNEL.INITQ を開始キューとして指定し、そのキューでのトリガーを使用可能にすることで、
チャネルの伝送キューをセットアップします。 チャネル・イニシエーターは、この伝送キューを指定する、
使用可能な最初のチャネルを開始します。

CRTMQMQ QNAME(MYXMITQ1) QTYPE(*LCL) MQMNAME(MYQMGR)
TRGENBL(*YES) INITQNAME(SYSTEM.CHANNEL.INITQ)
USAGE(*TMQ)

STRMQMCHLI コマンドで最大 3 つのチャネル・イニシエーター・プロセスを手動で開始で
き、異なる開始キューを指定できます。 また、伝送キューを処理できるチャネルを複数指定し、開始する
チャネルを選択することもできます。 この機能は、以前のリリースと互換性を持たせるために今でも提供
されています。 この使用は推奨されません。
注 : 一度に 1 つのチャネルのみが伝送キューを処理できます。

STRMQMCHLI QNAME(MYINITQ)

TRGENBL(*YES) を指定して、チャネルの伝送キューをセットアップします。開始しようとするチャネルを
選択するには、TRIGDATA フィールドにチャネル名を指定します。 以下に例を示します。
CRTMQMQ QNAME(MYXMITQ2) QTYPE(*LCL) MQMNAME(MYQMGR)
TRGENBL(*YES) INITQNAME(MYINITQ)
USAGE(*TMQ) TRIGDATA(MYCHANNEL)

関連概念
246 ページの『チャネル・イニシエーターの開始と停止』
トリガー操作は、チャネル・イニシエーターのプロセスによって実行されます。
関連タスク
199 ページの『分散キューイングの構成』
このセクションでは、キュー定義、チャネル定義、トリガー操作および同期点プロシージャーを含む、IBM
MQ インストール間の相互通信の詳細について説明します。
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関連資料
AIX, Linux, and Windows でのチャネル・プログラム

IBM i における相互通信ジョブ
IBM i におけるチャネルの状態

チャネル・イニシエーターの開始と停止
トリガー操作は、チャネル・イニシエーターのプロセスによって実行されます。
このチャネル・イニシエーターの処理は、MQSC コマンド START CHINIT を使用して開始します。 デフォ
ルトの始動キューを使用していない場合、コマンドの始動キューの名前を指定します。 例えば、START
CHINIT コマンドを使用してデフォルト・キュー・マネージャーのキュー IQ を開始するには、以下のよう
に入力します。
START CHINIT INITQ(IQ)

デフォルトでは、チャネル・イニシエーターはデフォルトの開始キュー SYSTEM.CHANNEL.INITQ を使用
して自動的に開始されます。 すべてのチャネル・イニシエーターを手動で開始したい場合は、以下のステ
ップに従ってください:

1.キュー・マネージャーを作成して開始します。
2.キュー・マネージャーの SCHINIT プロパティーを MANUAL に変更します。
3.キュー・マネージャーを終了して再始動します。

IBM MQ for Multiplatforms システムでは、チャネル・イニシエーターが自動的に開始されます。 開始でき
るチャネル・イニシエーターの数は制限されています。 デフォルト値と最大値は 3 です。 AIX and Linux
システムの qm.iniファイル内の MAXINITIATORS、および Windowsシステムのレジストリー内で変更でき
ます。
チャネル・イニシエーター実行コマンド runmqchi、およびその他の制御コマンドについて詳しくは、 IBM
MQ 制御コマンド を参照してください。

チャネル・イニシエーターの停止
デフォルトのチャネル・イニシエーターは、キュー・マネージャーを開始すると自動的に開始します。 す
べてのチャネル・イニシエーターは、キュー・マネージャーが停止すると自動的に停止します。
初期設定および構成ファイル
チャネル初期設定データの処理は、運用している IBM MQ プラットフォームによって異なります。

IBM MQ for z/OS

IBM MQ for z/OSでは、 ALTER QMGR MQSC コマンドを使用して初期化情報と構成情報を指定します。
ALTER QMGR コマンドを CSQINP2 初期設定入力データ・セットに入れると、キュー・マネージャーが開
始されるたびにそれらのコマンドが処理されます。
チャネル・イニシエーターを開始するたびに START LISTENER などの MQSC コマンドを実行するには、
それらのコマンドを CSQINPX 初期設定入力データ・セットに入れ、オプションの DD ステートメント
CSQINPX をチャネル・イニシエーター開始タスク・プロシージャーに指定します。
CSQINP2 および CSQINPX について詳しくは、 初期化入力データ・セットのカスタマイズ、および ALTER
QMGRを参照してください。

IBM MQ for Multiplatforms
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IBM MQ for Multiplatformsには、 IBM MQ インストールに関する基本構成情報を保持するための構成ファ
イルがあります。
構成ファイルは 2 種類あり、1 つはマシンに適用されるもので、もう 1 つは個々のキュー・マネージャー
に適用されるものです。
IBM MQ 構成ファイル
このファイルには、IBM MQ システムのすべてのキュー・マネージャーに関連する情報が保持されてい
ます。 このファイルは mqs.iniと呼ばれます。 94 ページの『IBM MQ 構成ファイル mqs.ini』を参照
してください。

キュー・マネージャー構成ファイル
このファイルには、1 つの特別なキュー・マネージャーに関する構成情報が保持されています。 このフ
ァイルは qm.iniと呼ばれます。
このファイルは、キュー・マネージャーの作成時に作成され、キュー・マネージャーのどの面に関する
構成情報も保持することができます。 ファイルに保管される情報には、ログ構成が IBM MQ 構成ファ
イルのデフォルト設定とどのように異なるかの詳細情報が入っています。
キュー・マネージャー構成ファイルは、キュー・マネージャーが所有するディレクトリー・ツリーのル
ート内に入っています。 例えば、DefaultPath 属性の場合、QMNAME というキュー・マネージャーの
キュー・マネージャー設定ファイルは次のようになります。
AIX and Linux システムの場合:

/var/mqm/qmgrs/QMNAME/qm.ini

Windows システムの場合:

 C:\ProgramData\IBM \MQ\qmgrs\QMNAME\qm.ini

IBM i の場合:

/QIBM/UserData/mqm/qmgrs/QMNAME/qm.ini

これは、qm.iniからの抽出データです。 これは、TCP/IP リスナーがポート 2500 にあり、現行チャ
ネルの最大数が 200、アクティブのチャネルの最大数が 100 であることを指定します。
TCP:
Port=2500
CHANNELS:
MaxChannels=200
MaxActiveChannels=100

アウトバウンド・チャネルが使用する TCP/IP ポートの範囲を指定できます。 1つの方法は、qm.ini
ファイルを使用して、ポート値の範囲の開始と終了を指定することです。 以下の例は、チャネルの範
囲を指定する qm.iniファイルを示しています:

TCP:
StrPort=2500
EndPort=3000
CHANNELS:
MaxChannels=200
MaxActiveChannels=100

StrPort または EndPort に値を指定する場合は、両方に値を指定する必要があります。 EndPort の
値は、常に StrPort の値より大きくなければなりません。
チャネルは、指定した範囲の両方のポート値の使用を試みます。 接続が成功すると、ポート値はチャ
ネルが使用するポートになります。
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qm.ini ファイルについて詳しくは、 106 ページの『キュー・マネージャー構成ファイル qm.ini』を参
照してください。

メッセージのデータ変換
IBM MQ メッセージは、異なるキュー・マネージャーでのキュー間で送信したときには、データ変換を必要
とする場合があります。
IBM MQ メッセージは次の 2 つの部分から構成されています。
• メッセージ記述子内の制御情報
• アプリケーション・データ
2 つのいずれの部分についても、異なるキュー・マネージャーでのキュー間で送信したときにはデータ変換
を必要とする場合があります。 アプリケーション・データ変換について詳しくは、アプリケーション・デ
ータの変換を参照してください。
独自のメッセージ・チャネル・エージェントの作成
IBM MQ を使用すれば、独自のメッセージ・チャネル・エージェント (MCA) プログラムの記述、または独
立ソフトウェア・ベンダーからのインストールを行うことができます。
独自の MCA プログラムの作成は、IBM MQ にユーザー独自の専用通信プロトコルとの相互運用性をもたせ
たり、IBM MQ がサポートしていないプロトコルを介してメッセージを送信したい場合に、必要になること
があります。 (相手側にある IBM MQ 提供の MCA と相互運用性をもつユーザー独自の MCA を作成するこ
とはできません。)
IBM MQ で提供されたもの以外の MCA を使用することに決めた場合は、以下の点を考慮する必要がありま
す。
メッセージの送受信
アプリケーションがメッセージを置く場所、例えば伝送キューなどからメッセージを取得し、それらの
メッセージを、通信に使用するプロトコルで送信する送信アプリケーションを作成する必要がありま
す。 また、このプロトコルからメッセージを受け取って宛先キューに入れる受信アプリケーションも
作成する必要があります。 送信アプリケーションと受信アプリケーションは、特別のインターフェー
スではなくメッセージ・キュー・インターフェース (MQI) 呼び出しを使用します。
メッセージが一度しか送達されないようにする必要があります。 この送達には、同期点調整が役立ち
ます。

チャネル制御機能
チャネルを制御するための独自の管理機能を用意する必要があります。 IBM MQ チャネル管理機能は、
チャネルの構成用 (例えば、DEFINE CHANNEL コマンド) にもモニター用 (例えば、DISPLAY CHSTATUS)
にも使用できません。

初期設定ファイル
初期設定ファイルが必要な場合は、独自に用意する必要があります。

アプリケーション・データの変換
別のシステムに送信するメッセージのためのデータ変換を考えておく必要もあります。 その場合は、
アプリケーションが書き込む先の伝送キューなどの場所からメッセージを検索するときに、MQGET 呼
び出しで MQGMO_CONVERT オプションを使用してください。

ユーザー出口
ユーザー出口が必要かどうかを検討してください。 ユーザー出口が必要な場合は、IBM MQ が使用する
のと同じインターフェース定義を使用できます。

トリガー
アプリケーションが伝送キューにメッセージを書き込む場合、伝送キュー属性を設定して、メッセージ
がキューに到着したときに送信 MCA が起動されるように設定できます。

チャネル・イニシエーター
独自のチャネル・イニシエーターを用意する必要があります。
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分散キュー管理に関するその他の考慮事項
分散キュー管理用に IBM MQ を準備する際に考慮する、その他のトピックです。 このトピックでは、未配
布メッセージ・キュー、使用中のキュー、システム拡張とユーザー出口プログラム、および信頼できるア
プリケーションとしてのチャネルとリスナーの実行について説明します。

未配布メッセージ・キュー
未配布メッセージ・キュー (送達不能キュー、略して DLQ とも呼ぶ) に 到達したメッセージが確実に処理さ
れるように、 一定の間隔でトリガーされ、実行される、これらのメッセージを処理するプログラムを作成
します。

DLQ ハンドラーは、 AIX and Linux システム上の IBM MQ で提供されます。詳
しくは、 サンプル DLQ ハンドラー amqsdlqを参照してください。

IBM MQ for IBM i について詳しくは、IBM MQ for IBM i 送達不能キュー・ハンドラーを参照
してください。

使用中のキュー
受信側チャネルの MCA は、 メッセージが伝送されていないときでも宛先キューをオープンしておくことが
できます。 これにより、キューが"使用中"になることが示されます。

チャネルの最大数
IBM MQ for IBM i の場合は、システムで許可されるチャネルの最大数と、一度にアクティブ

化できるチャネルの最大数を指定できます。 これらの番号は、ディレクトリー QIBM/UserData/mqm/
qmgrs/queue_manager_name内の qm.ini ファイルに指定します。 分散キューイング用の構成ファイ
ル・スタンザを参照してください。

システム拡張部分およびユーザー出口プログラム
チャネル定義には、 メッセージ処理中の特定の時期に追加プログラムを実行できるようにする機能が 用意
されています。 これらのプログラムは IBM MQ 提供ではありませんが、ローカル要件に応じてそれぞれの
インストール先で用意することができます。
これらのユーザー出口プログラムを実行するには、定義済みの名前を割り当て、チャネル・プログラムに
対する呼び出しで利用できるようにしなければなりません。 ユーザー出口プログラムの名前はメッセー
ジ・チャネル定義に入っています。 

これらのプログラムに制御を渡したり、これらのプログラムから制御が戻ってきたりするときに必要な、
定義済み制御ブロック・インターフェースがあります。
これらのプログラムを呼び出す正確な位置、および制御ブロックと名前の詳細については、メッセージ・
チャネル用のチャネル出口プログラムを参照してください。

承認されたアプリケーションとしてのチャネルおよびリスナーの実行
ご使用の環境でパフォーマンスが重要な考慮事項であり、 その環境が安定している場合は、FASTPATH バ
インディングを使用して、 チャネルおよびリスナーを承認されたものとして実行することができます。 チ
ャネルおよびリスナーが承認されたものとして実行されるかどうかを左右する要因は 2 つあります。
• 環境変数 MQ_CONNECT_TYPE=FASTPATH または MQ_CONNECT_TYPE=STANDARD。 これは、大文字小
文字が区別されます。 無効な値を指定すると、無視されます。

• qm.iniまたはレジストリー・ファイルのチャネル・スタンザ内の MQIBindType。 これを FASTPATH ま
たは STANDARD に設定できます。これは、大文字小文字を区別しません。 デフォルトは STANDARD で
す。
必要な効果を達成するために、次のように環境変数と関連付けて MQIBindType を使用できます。
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MQIBindType 環境変数 結果
STANDARD UNDEFINED STANDARD

FASTPATH UNDEFINED FASTPATH

STANDARD STANDARD STANDARD

FASTPATH STANDARD STANDARD

STANDARD FASTPATH STANDARD

FASTPATH FASTPATH FASTPATH

STANDARD CLIENT CLIENT

FASTPATH CLIENT STANDARD

STANDARD ローカル STANDARD

FASTPATH ローカル STANDARD

つまり、実際にチャネルおよびリスナーを承認されたものとして実行させるには、次の 2 つの方法しかあ
りません。
1. qm.iniまたはレジストリーで MQIBindType=FASTPATHを指定し、環境変数を指定していない。
2. qm.iniまたはレジストリーで MQIBindType=FASTPATHを指定し、環境変数を FASTPATHに設定する
ことによって、以下のようにします。

リスナーは安定したプロセスなので、承認されたものとして実行することを検討してください。 不安定な
チャネル出口または STOP CHANNEL MODE(TERMINATE) コマンドを使用していないのであれば、 チャネ
ルを承認されたものとして実行することを検討してください。

AIX, Linux, and Windows上のチャネルのモニターおよび制御
DQM では、リモート・キュー・マネージャーに対するチャネルの作成、モニターおよび制御が必要です。
コマンド、プログラム、IBM MQ Explorer、チャネル定義ファイル、および同期情報のストレージ域を使用
して、チャネルを制御できます。

このタスクについて
以下のタイプのコマンドを使用して、チャネルを制御できます。
IBM MQ コマンド (MQSC)

AIX, Linux, and Windows システムの MQSC セッションでは、MQSC を単一コマンドとして使用するこ
とができます。 より複雑な、あるいは複数のコマンドを出すためには、MQSC をファイルとして組み立
て、それをコマンド行から実行することができます。 詳細については、MQSC コマンドを参照してくだ
さい。 このセクションでは、分散キューイングに対して MQSC を使用する簡単な例をいくつか記載し
ています。
チャネル・コマンドは、IBM MQ コマンド・セット (MQSC) のサブセットです。 MQSC と制御コマンド
を使用して、以下のことを行うことができます。
• チャネル定義の作成、コピー、表示、変更、および削除
• チャネルの開始と停止、ping、チャネル・シーケンス番号のリセット、およびリンクを再確立できな
いときの未確定メッセージの解決

• チャネルに関する状況情報の表示
制御コマンド
ある種の機能については、コマンド行から制御コマンド を出すこともできます。 詳しくは、 制御コマ
ンドを使用した IBM MQ for Multiplatforms の管理を参照してください。

プログラム式コマンド形式コマンド
詳細については、PCF コマンドを参照してください。
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IBM MQ Explorer
Linux、および Windows システムでは、IBM MQ Explorerを使用できます。 これは、制御コマンドまた
は MQSC コマンドを使用しないで管理タスクを実行す るためのグラフィカル管理インターフェースを
提供します。 チャネル定義はキュー・マネージャー・オブジェクトとして保持されます。

各キュー・マネージャーには、互換性のあるリモート・キュー・マネージャーとの相互接続を制御するた
めの DQM コンポーネントが備わっています。 保管域には、シーケンス番号と、作業論理単位 (LUW) ID が
あります。 これらはチャネルの同期をとる目的で使用されます。
異なるタイプのコマンドを使用して、メッセージ・チャネルのセットアップおよび制御を行う場合に使用
できる機能のリストについては、252 ページの表 22 を参照してください。

手順
• 251 ページの『チャネルのセットアップおよび制御に必要な機能』
• 253 ページの『オブジェクトの準備作業』
• 260 ページの『Windows における通信のセットアップ』
• 268 ページの『AIX and Linux における通信のセットアップ』
関連タスク
274 ページの『IBM i上のチャネルのモニターおよび制御』
リモート・キュー・マネージャーにつながるチャネルの作成、モニターおよび制御を行うためには、DQM
コマンドおよびパネルを使用します。 各キュー・マネージャーには、互換性のあるリモート・キュー・マ
ネージャーとの相互接続を制御するための DQM プログラムが備わっています。
関連資料

AIX, Linux, and Windows でのチャネル・プログラム
AIX, Linux, and Windows におけるメッセージ・チャネルの計画例

構成情報の例
チャネルの属性

チャネルのセットアップおよび制御に必要な機能
いくつかの IBM MQ 機能が、チャネルをセットアップおよび制御するのに必要となる場合があります。 チ
ャネルの機能についてはこのトピックで説明します。
チャネル定義を作成する際には、IBM MQ が提供するデフォルト値を使用して、チャネル名、作成しようと
するチャネルのタイプ、使用する通信方式、伝送キュー名、および接続名を指定することができます。
チャネル名はチャネルの両端で同じ名前になっていなければならず、またネットワーク内で固有の名前で
なければなりません。 ただし、IBM MQ オブジェクト名として有効な文字のみを使用するようにしてくだ
さい。
他のチャネル関連機能についての詳細は、以下のトピックを参照してください。
• 253 ページの『オブジェクトの準備作業』
• 254 ページの『関連オブジェクトの作成』
• 254 ページの『デフォルト・オブジェクトの作成』
• 254 ページの『チャネルの作成』
• 255 ページの『チャネルの表示』
• 255 ページの『チャネル状況の表示』
• 256 ページの『Ping を使用したリンクの検査』
• 256 ページの『チャネルの開始』
• 258 ページの『チャネルの停止』
• 259 ページの『チャネルの名前変更』
• 259 ページの『チャネルのリセット』
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• 259 ページの『チャネルの未確定メッセージの解決』
252 ページの表 22 は、必要になる場合のある IBM MQ 機能の全リストです。

表 22. AIX, Linux, and Windows システムで必要な機能
Function 制御コマンド MQSC IBM MQ エクスプロ

ーラーで同等のコマ
ンドがあるか

キュー・マネージャー機能
キュー・マネージャーの変更 ALTER QMGR はい
キュー・マネージャーの作成 crtmqm はい
キュー・マネージャーの削除 dltmqm はい
キュー・マネージャーの表示 DISPLAY QMGR はい
キュー・マネージャーの終了 endmqm はい
キュー・マネージャーの ping PING QMGR いいえ
キュー・マネージャーの始動 strmqm はい
コマンド・サーバー機能
コマンド・サーバーの表示 dspmqcsv いいえ
コマンド・サーバーの終了 endmqcsv いいえ
コマンド・サーバーの開始 strmqcsv いいえ
キュー機能
キューの変更 ALTER QALIAS

ALTER QLOCAL
ALTER QMODEL
ALTER QREMOTE

ALTER (キュー) を参
照してください。

はい

キューのクリア CLEAR QLOCAL はい
キューの作成 DEFINE QALIAS

DEFINE QLOCAL
DEFINE QMODEL
DEFINE QREMOTE

DEFINE (キュー) を
参照してください。

はい

キューの削除 DELETE QALIAS
DELETE QLOCAL
DELETE QMODEL
DELETE QREMOTE

DELETE (キュー) を
参照してください。

はい

キューの表示 DISPLAY QUEUE はい
プロセス機能
プロセスの変更 ALTER PROCESS はい
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表 22. AIX, Linux, and Windows システムで必要な機能 (続き)

Function 制御コマンド MQSC IBM MQ エクスプロ
ーラーで同等のコマ
ンドがあるか

プロセスの作成 DEFINE PROCESS はい
プロセスの削除 Delete Process はい
プロセスの表示 DISPLAY PROCESS はい
チャネル機能
チャネルの変更 ALTER CHANNEL はい
チャネルの作成 DEFINE CHANNEL はい
チャネルの削除 Delete Channel はい
チャネルの表示 DISPLAY CHANNEL はい
チャネル状況の表示 DISPLAY CHSTATUS はい
チャネルの終了 STOP CHANNEL はい
チャネルの ping PING CHANNEL はい
チャネルのリセット RESET CHANNEL はい
チャネルの解決 RESOLVE CHANNEL はい
チャネルの実行 runmqchl START CHANNEL はい

チャネル・イニシエーターの
実行

runmqchi START CHINIT いいえ

リスナー 1 の実行 runmqlsr START LISTENER いいえ
リスナーの終了 endmqlsr、以下のプ

ラットフォームでの
み使用可能:

• AIX

•
Windows システム

いいえ

注 :

1.リスナーは、キュー・マネージャーが開始されると自動的に開始されます。
オブジェクトの準備作業

チャネルを開始する前に、チャネルが定義されていて、それに関連するオブジェクトが存在し、使用可能
になっていなければなりません。 このセクションでは、その方法を示します。
IBM MQ コマンド (MQSC) または IBM MQ Explorerを使用して、以下のことを行います。
1.メッセージ・チャネルおよび関連オブジェクトの定義
2.メッセージ・チャネルのモニターと制御
定義が必要な関連オブジェクトは次のとおりです。
• 伝送キュー
• リモート・キュー定義
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• キュー・マネージャー別名定義
• 応答先キュー別名の定義
• 応答先ローカル・キュー
• トリガー操作のプロセス (MCA)
• メッセージ・チャネル定義
各チャネルに関する特定の通信リンクが定義されて、使用可能になっていなければ、チャネルを実行する
ことはできません。 LU 6.2、TCP/IP、NetBIOS、SPX、および DECnet リンクの定義方法については、ご使
用のシステムに関する特定の通信の手引きを参照してください。 構成情報の例も参照してください。
オブジェクトの作成および処理についての詳細は、以下のサブトピックを参照してください。

関連オブジェクトの作成
MQSC は関連オブジェクトを作成するのに使用されます。
MQSC を使用して、次のようなキューおよび別名オブジェクトを作成します。伝送キュー、リモート・キ
ュー定義、キュー・マネージャー別名定義、応答先キュー別名定義、および応答先ローカル・キュー。
トリガー操作のプロセス (MCA) の定義も同様に作成する必要があります。
必要なすべてのオブジェクトを作成する方法を示す例については、AIX, Linux, and Windows におけるメッ
セージ・チャネルの計画例を参照してください。

デフォルト・オブジェクトの作成
デフォルト・オブジェクトは、キュー・マネージャーが作成されると自動的に作成されます。 これらのオ
ブジェクトとは、キュー、チャネル、プロセス定義、管理キューです。 デフォルト・オブジェクトが作成
された後、-c オプションで strmqm コマンドを実行することによっていつでもそれらを置換できます。
crtmqm コマンドを使用して、キュー・マネージャーを作成すると、コマンドは、プログラムを開始して、
一連のデフォルト・オブジェクトも作成します。
1.次に、各デフォルト・オブジェクトが作成されます。 プログラムは、正しく定義されたオブジェクト、
存在していて置換されたオブジェクト、および試みが失敗したオブジェクトのカウントを保持します。

2.プログラムは作成者に結果を表示し、エラーが発生すると、詳細については該当するエラー・ログを参
照するように指示します。

プログラムが実行を終了したら、strmqm コマンドを使用して、キュー・マネージャーを開始します。
crtmqm および strmqm コマンドについて詳しくは、 制御コマンドを使用した IBM MQ for Multiplatforms
の管理 を参照してください。

デフォルト・オブジェクトの変更
-c オプションを指定すると、オブジェクトが作成されているとき、キュー・マネージャーが一時的に開始
されて、その後、再度終了します。 strmqm に -c オプションを付けて発行すると、既存のシステム・オブ
ジェクトがデフォルト値でリフレッシュされます (例えば、チャネル定義の MCAUSER 属性はブランクに設
定されます)。 キュー・マネージャーを開始したい場合は、-c オプションなしで、再度 strmqm コマンドを
使用する必要があります。
デフォルト・オブジェクトを変更する場合は、旧 amqscoma.tst ファイルの自分用のバージョンを作成し
て、それを編集できます。

チャネルの作成
2 つのチャネル定義、つまり接続の両端に 1 つずつの定義を作成します。 第 1 のキュー・マネージャーで
最初のチャネルを作成します。 次に、リンクのもう一方の第 2 のキュー・マネージャーで 2 番目のチャネ
ル定義を作成します。
両端とも同じチャネル名を使用して定義する必要があります。 チャネルの両端は、送信側と受信側のよう
に、互換性を備えたチャネル・タイプでなければなりません。
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リンクの一端でチャネル定義を作成するためには、MQSC コマンド DEFINE CHANNEL を使用します。 これ
には、チャネル名、該当接続側のチャネル・タイプ、接続名、記述 (必要な場合)、伝送キューの名前 (必要
な場合)、および伝送プロトコルを指定します。 また、すでに収集した情報を使用して、必要なチャネル・
タイプについて、システムのデフォルト値とは異なる値にしたい属性を指定します。
チャネル属性で説明されているチャネル属性の値を決めるためのヘルプ情報が用意されています。
注 : 使用するネットワーク内のすべてのチャネルに固有の名前を付けることをお勧めします。 発信元およ
び宛先のキュー・マネージャーの名前をチャネル名に入れるのもこのための 1 つの方法です。

チャネル作成の例
DEFINE CHANNEL(QM1.TO.QM2) CHLTYPE(SDR) +
DESCR('Sender channel to QM2') +
CONNAME(QM2) TRPTYPE(TCP) XMITQ(QM2) CONVERT(YES)

MQSC のすべての例で、このコマンドがコマンドのファイル内にあるように、また AIX, Linux, and Windows
で入力されているように表示されます。 2 つの方法は同じに思われますが、コマンドを対話形式で入力す
るにはまず、MQSC セッションを開始しておかなければならない点が異なります。 runmqsc(デフォルト・
キュー・マネージャーの場合) または runmqsc qmname ( qmname は必要なキュー・マネージャーの名前)
を入力します。 その後で、例に示されているように任意の数のコマンドを入力します。
移植性を考慮して、コマンド行の長さは、最高 72 文字に限定されています。 複数行にわたる場合は、上
で示したとおり、連結文字 + を使用します。
• Windows では、Ctrl-z を使用してコマンド・ラインの入力を終了します。
• AIX and Linux では、Ctrl-d を使用します。
• また、AIX, Linux, and Windows で、end コマンドを使用します。

チャネルの表示
MQSC コマンド DISPLAY CHANNEL は、チャネルの属性を表示するために使用されます。
特定の属性が要求されておらず、指定されているチャネル名が汎用でない場合、DISPLAY CHANNEL コマン
ドのすべてのパラメーターがデフォルトで使用されます。
属性については チャネル属性を参照してください。

チャネル表示の例
DISPLAY CHANNEL(QM1.TO.QM2) TRPTYPE,CONVERT

DISPLAY CHANNEL(QM1.TO.*) TRPTYPE,CONVERT

DISPLAY CHANNEL(*) TRPTYPE,CONVERT

DISPLAY CHANNEL(QM1.TO.QMR34) ALL

チャネル状況の表示
MQSC コマンド DISPLAY CHSTATUS は、チャネル名、およびチャネルの現在状況または保管済み情報の状
況を入手したいかどうかを指定して使用します。
DISPLAY CHSTATUS はすべてのメッセージ・チャネルに適用されます。 サーバー接続チャネル以外の MQI
チャネルには適用されません。
表示される情報は以下のとおりです。
• チャネル名
• 通信接続名
• チャネルの未確定状況 (該当する場合)

IBM MQの構成  255



• 最終シーケンス番号
• 伝送キュー名 (該当する場合)
• 未確定 ID (該当する場合)
• 最後にコミットされたシーケンス番号
• 論理作業単位 ID
• プロセス ID

• スレッド ID (Windows のみ)

チャネル状況の表示例
DISPLAY CHSTATUS(*) CURRENT

DISPLAY CHSTATUS(QM1.TO.*) SAVED

保存された状況は、メッセージの少なくとも 1 つのバッチがチャネルに伝送されるまでは適用されません。
状況は、チャネルが (STOP CHL コマンドで) 停止した場合、およびキュー・マネージャーが終了した場合に
も保管されます。

Ping を使用したリンクの検査
MQSC コマンド PING CHANNEL は、リモート・エンドと固定データ・メッセージを交換するために使用し
ます。
Ping により、システム監視プログラムは、リンクが使用可能であって機能していることをある程度確認す
ることができます。
Ping を選択しても、伝送キューとターゲット・キューが使用されることはありません。 チャネル定義、関
連する通信リンク、およびネットワーク設定が使用されます。 それは、現在チャネルがアクティブでない
場合にのみ使用できます。
Ping は、送信側チャネル、サーバー・チャネル、クラスター送信側チャネルからのみ使用できます。 リン
クの反対側で対応チャネルが開始され、開始パラメーターの折衝が実施されます。 エラーがある場合には、
通常どおり通知されます。
メッセージ交換の結果は、Ping complete またはエラー・メッセージで示されます。

LU 6.2 での ping
ping が呼び出されるとき、デフォルトでは、受信側には、ユーザー ID またはパスワードは送られません。
ユーザー ID やパスワードが必要な場合は、開始側のチャネル定義で作成することができます。 チャネル定
義にパスワードを入れると、それは、保管される前に IBM MQ によって暗号化されます。 その後、暗号解
読されて、会話を介して流されます。
関連タスク
ping を使用した通信のテスト
接続を検査するためのチャネルの Ping
関連資料
PING CHANNEL (チャネル応答の検査)

チャネルの開始
MQSC コマンド START CHANNEL は、送信側、サーバー、および要求側のチャネルに対して使用します。
アプリケーションがメッセージ交換を行えるようにするには、インバウンド接続に対してリスナー・プロ
グラムを開始する必要があります。
START CHANNEL は、チャネルがキュー・マネージャーによるトリガー操作で設定されている場合には必要
ありません。

256  IBM MQ の構成



送信側 MCA は、開始されると、チャネル定義を読み取り、伝送キューをオープンします。 チャネル開始シ
ーケンスが実行され、リモートで受信側またはサーバー側のチャネルの対応する MCA が開始されます。 そ
れらのチャネルが開始すると、送信側プロセスおよびサーバー・プロセスはメッセージが伝送キューに到
達するのを待ち、到達したメッセージを伝送します。 

トリガー操作を使用するか、チャネルをスレッドとして実行する場合には、チャネル・イニシエーターが
開始キューをモニターできるようにしておいてください。 チャネル・イニシエーターは、キュー・マネー
ジャーの一部としてデフォルトで始動します。
ただし、TCP および LU 6.2 は、その他に以下の機能を提供します。 

• AIX and Linux 上の TCP では、inetd を構成してチャネルを開始できます。
inetd は、独立したプロセスとして開始されます。

• AIX and Linux における LU 6.2 の場合、SNA 製品を構成して LU 6.2 応答側プ
ロセスを開始します。

• Windows での LU 6.2 では、SNA サーバーを使用すると、TpStart (SNA サーバーに付属のユ
ーティリティー) を使用してチャネルを開始できます。 TpStart は、独立したプロセスとして開始されま
す。

「Start (開始)」オプションを使用すると、必要な場合には必ずチャネルが再同期化されます。
開始手続きを正常に行うためには、次の条件が必要です。
• ローカルおよびリモートのチャネル定義が存在している。 受信側またはサーバー接続のチャネルに該当
するチャネル定義がない場合は、チャネルが自動定義されていると、自動的にデフォルトのチャネル定義
が作成されます。 チャネル自動定義出口プログラムを参照してください。

• 伝送キューが存在していて、しかも他のチャネルで使用されていない。
• ローカルおよびリモートの MCA が存在している。
• 通信リンクが利用可能である。
• ローカルおよびリモートのキュー・マネージャーが実行されている。
• メッセージ・チャネルがまだ実行されていない状態である。

チャネル開始要求が受け入れられたことを確認させるメッセージが画面に戻されます。 開始コマンドが正
常に行われたかどうかを確認するためには、エラー・ログを調べるか、DISPLAY CHSTATUS を使用してく
ださい。 エラー・ログは次のとおりです。

Windows
MQ_DATA_PATH\qmgrs\qmname\errors\AMQERR01.LOG ( qmnameというキュー・マネージャーご
とに)

MQ_DATA_PATH\qmgrs\@SYSTEM\errors\AMQERR01.LOG (一般エラーの場合)

MQ_DATA_PATH は、 IBM MQ がインストールされている上位ディレクトリーを表します。
注 : Windows では、Windows システム・アプリケーション・イベント・ログでメッセージを取得する
こともできます。

AIX and Linux
/var/mqm/qmgrs/qmname/errors/AMQERR01.LOG ( qmnameというキュー・マネージャーごとに)

/var/mqm/qmgrs/@SYSTEM/errors/AMQERR01.LOG (一般エラーの場合)

AIX, Linux, and Windows では、runmqlsr コマンドを使用して IBM MQ リスナー・プロセスを開始しま
す。 デフォルトでは、チャネル接続インバウンド要求によってリスナー・プロセスが MCA を amqrmppa
プロセスのスレッドとして開始します。
runmqlsr -t tcp -m QM2
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アウトバウンド接続については、次の 3 つの方法のどれか 1 つでチャネルを開始する必要があります。
1. MCATYPE パラメーターに基づいて、プロセスまたはスレッドとしてチャネルを開始させるには、チャ
ネル名を指定して、MQSC コマンド START CHANNEL を使用します。 (チャネルがスレッドとして開始
されるときには、チャネルがチャネル・イニシエーターのスレッドです。)
START CHANNEL(QM1.TO.QM2)

2.制御コマンド runmqchl を使用して、プロセスとしてチャネルを開始させます。
runmqchl -c QM1.TO.QM2 -m QM1

3.チャネル・イニシエーターを使用して、チャネルを起動します。
チャネルの停止

MQSC コマンド STOP CHANNEL は、チャネルに活動の停止を要求するために使用します。 オペレーターが
チャネルを再始動させるまで、チャネルは新しいメッセージのバッチを開始しません。
停止したチャネルの再始動に関する情報については、239 ページの『停止したチャネルの再始動』を参照
してください。
このコマンドは、MQCHT_CLNTCONN 以外のどのタイプのチャネルに対しても発行できます。
必要な停止のタイプを選択できます。

静止の停止例
STOP CHANNEL(QM1.TO.QM2) MODE(QUIESCE)

このコマンドは、通常の手順でチャネルがクローズされることを要求します。 現行のメッセージ・バッチ
は完了され、チャネルの他方の側で同期点手順が行われます。 チャネルがアイドル状態であると、このコ
マンドは受信側チャネルを終了させません。

強制停止の例
STOP CHANNEL(QM1.TO.QM2) MODE(FORCE)

このオプションは、チャネルを即時に停止しますが、チャネルのスレッドやプロセスを終了しません。 チ
ャネルは、メッセージの現行バッチの処理を完了しないため、そのチャネルが未確定のままになることが
あります。 一般的には、静止の停止オプションの使用を考慮します。

終了停止の例
STOP CHANNEL(QM1.TO.QM2) MODE(TERMINATE)

このオプションは、チャネルを即時に停止し、チャネルのスレッドやプロセスを終了します。

停止 (静止) 停止の例
STOP CHANNEL(QM1.TO.QM2) STATUS(STOPPED)

このコマンドでは MODE を指定しないため、デフォルトで MODE(QUIESCE) になります。 このコマンドは
チャネルの停止を要求するので、チャネルの自動的な再始動は行えません。したがって、手動で開始する
必要があります。
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停止 (静止) の非アクティブ状態の例
STOP CHANNEL(QM1.TO.QM2) STATUS(INACTIVE)

このコマンドでは MODE を指定しないため、デフォルトで MODE(QUIESCE) になります。 このコマンドは
チャネルの非アクティブ化を要求するので、必要に応じて、チャネルは自動的に再始動されます。

チャネルの名前変更
MQSC を使用して、メッセージ・チャネルを名前変更します。
MQSC を使用して、以下のステップを行ってください。
1. STOP CHANNEL を使用してチャネルを停止させる。
2. DEFINE CHANNEL を使用して、新しい名前で重複したチャネル定義を作成する。
3. DISPLAY CHANNEL を使用して正常に作成されたかを検査する。
4. DELETE CHANNEL を使用して元のチャネル定義を削除する。
メッセージ・チャネルの名前を変更することを決めた場合は、チャネルは両側に 1 つずつ、計 2 個のチャ
ネル定義をもっていることに注意してください。 必ず両側のチャネルを同時に名前変更するようにしま
す。

チャネルのリセット
MQSC コマンド RESET CHANNEL は、メッセージ・シーケンス番号を変更するために使用します。
RESET CHANNEL コマンドはどのメッセージ・チャネルに対しても使用できますが、MQI チャネル (クライ
アント接続またはサーバー接続) には使用できません。 次にそのチャネルが開始されると、最初のメッセー
ジは新しいシーケンス番号になります。
送信側またはサーバーのチャネルでコマンドが出されると、他方のチャネルが再始動されたときに、変更
が通知されます。
関連概念
253 ページの『オブジェクトの準備作業』
チャネルを開始する前に、チャネルが定義されていて、それに関連するオブジェクトが存在し、使用可能
になっていなければなりません。 このセクションでは、その方法を示します。
228 ページの『チャネル制御機能』
チャネル制御機能は、チャネルを定義、モニター、および制御するための機能を備えています。
関連タスク
199 ページの『分散キューイングの構成』
このセクションでは、キュー定義、チャネル定義、トリガー操作および同期点プロシージャーを含む、IBM
MQ インストール間の相互通信の詳細について説明します。
関連資料
RESET CHANNEL

チャネルの未確定メッセージの解決
MQSC コマンド RESOLVE CHANNEL は、送信側またはサーバーによってメッセージが未確定のままにされ
ているときに使用します。 例えば、リンクの反対側が終了していて、メッセージが戻される見込みがない
などの理由によります。
RESOLVE CHANNEL コマンドは、2 つのパラメーター、BACKOUT または COMMIT のいずれかを受信しま
す。 バックアウトではメッセージは伝送キューに復元され、コミットではメッセージは廃棄されます。
チャネル・プログラムは、パートナーとのセッションの確立を試みません。 その代わりに、未確定メッセ
ージを表す作業論理単位 ID (LUWID) を判別します。 そのあとで、要求に応じて次のいずれかを発行しま
す。
• メッセージを伝送キューに復元するための BACKOUT
• メッセージを伝送キューから削除するための COMMIT
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解決を正常に行うためには、次の条件が必要です。
• チャネルが非アクティブになっている。
• チャネルが未確定になっている。
• チャネル・タイプが送信側、サーバー、またはクラスター送信側である。
• ローカルのチャネル定義が存在している。
• ローカル・キュー・マネージャーが実行している。
関連概念
253 ページの『オブジェクトの準備作業』
チャネルを開始する前に、チャネルが定義されていて、それに関連するオブジェクトが存在し、使用可能
になっていなければなりません。 このセクションでは、その方法を示します。
228 ページの『チャネル制御機能』
チャネル制御機能は、チャネルを定義、モニター、および制御するための機能を備えています。
関連タスク
199 ページの『分散キューイングの構成』
このセクションでは、キュー定義、チャネル定義、トリガー操作および同期点プロシージャーを含む、IBM
MQ インストール間の相互通信の詳細について説明します。
関連資料
RESOLVE CHANNEL

Windows における通信のセットアップ
分散キューイング管理チャネルは、開始時に、チャネル定義で指定された接続の使用を試みます。 これが
成功するためには、接続が定義されていて、使用可能になっていなければなりません。 このセクションで
は、IBM MQ for Windows システムで使用可能な通信の形式を使用して、これを行う方法について説明して
います。

始める前に
構成例 - IBM MQ for Windowsを参照すると役に立つ場合があります。

TCP/IP を使用するメッセージ・チャネルは、ネットワーク・スループットを大
幅に向上させることができる高速 TCP/IP トンネルを提供する IBM Aspera faspio Gatewayを指すことが
できます。 資格のあるプラットフォームで実行されているキュー・マネージャーは、 Aspera gatewayを介
して接続できます。 ゲートウェイ自体は、 Red Hat 、 Ubuntu Linux、または Windowsにデプロイされま
す。 Linux または Windowsでの Aspera gateway 接続の定義を参照してください。

このタスクについて
Windows上の IBM MQ の通信をセットアップする場合、以下のタイプの通信から選択できます。
• TCP/IP
• LU 6.2
• NetBIOS

手順
• Windows システムの通信のセットアップについては、選択した通信タイプのサブトピックを参照してく
ださい。
– 261 ページの『Windows での TCP 接続の定義』
– 263 ページの『Windows での LU 6.2 接続の定義』
– 265 ページの『Windows での NetBIOS 接続の定義』

260  IBM MQ の構成



TCP/IP 以外の通信プロトコルを使用している環境では、IBM MQ for Windows のすべての機能を利用で
きるとは限りません。 使用できない項目は IBM MQ Explorer です。

関連タスク
250 ページの『AIX, Linux, and Windows上のチャネルのモニターおよび制御』
DQM では、リモート・キュー・マネージャーに対するチャネルの作成、モニターおよび制御が必要です。
コマンド、プログラム、IBM MQ Explorer、チャネル定義ファイル、および同期情報のストレージ域を使用
して、チャネルを制御できます。
16 ページの『クライアントとサーバー間の接続の構成』
IBM MQ MQI clientsとサーバーの間の通信リンクを構成するには、通信プロトコルを決定し、リンクの両
端の接続を定義し、リスナーを開始し、チャネルを定義します。
268 ページの『AIX and Linux における通信のセットアップ』
分散キューイング管理チャネルは、開始時に、チャネル定義で指定された接続の使用を試みます。 これが
成功するためには、接続が定義されていて、使用可能になっていなければなりません。 このセクションで
は、IBM MQ for UNIX or Linux システムで使用可能な通信の形式を使用して、これを行う方法について説明
しています。
関連資料
17 ページの『使用する通信タイプ』
サポートされる通信プロトコルはプラットフォームによって異なります。 どの伝送プロトコルを選択する
かは、IBM MQ MQI clientとサーバー双方のプラットフォームの組み合わせ方によります。

Windows での TCP 接続の定義
送信側でチャネルを構成してターゲットのアドレスを指定し、受信側でリスナー・プログラムを実行する
ことにより、TCP 接続を定義します。

始める前に
TCP/IP を使用するメッセージ・チャネルは、ネットワーク・スループットを大

幅に向上させることができる高速 TCP/IP トンネルを提供する IBM Aspera faspio Gatewayを指すことが
できます。 資格のあるプラットフォームで実行されているキュー・マネージャーは、 Aspera gatewayを介
して接続できます。 ゲートウェイ自体は、 Red Hat 、 Ubuntu Linux、または Windowsにデプロイされま
す。 Linux または Windowsでの Aspera gateway 接続の定義を参照してください。

送信側
チャネル定義の「Connection name (接続名)」フィールドにホスト名またはターゲット・マシンの TCP ア
ドレスを指定します。
接続されるポートのデフォルト値は 1414 です。 Internet Assigned Numbers Authority (インターネット
による番号割り当て権限) によってポート番号 1414 が IBM MQ に割り当てられます。
デフォルト以外のポート番号を使用する場合は、チャネル・オブジェクト定義の接続名フィールドに次の
ようにポート番号を指定します。
DEFINE CHANNEL('channel name') CHLTYPE(SDR) +   
          TRPTYPE(TCP) +
          CONNAME('OS2ROG3(1822)') +  
          XMITQ('XMitQ name') +  
          REPLACE
        

ここで、OS2ROG3 はリモート・キュー・マネージャーの DNS ホスト名、1822 は必要なポート番号です。
(これは受信側のリスナーが待機するポートでなければなりません。)
チャネル・オブジェクト定義の変更を反映させるには、実行中のチャネルを停止して再始動する必要があ
ります。
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IBM MQ for Windowsの .iniファイルでデフォルトのポート番号を指定することにより、デフォルトのポ
ート番号を変更できます:

TCP:
Port=1822

注 : IBM MQ は、使いたい TCP/IP ポート番号を選択するときに、次のような順序で最初に見つけたポート
番号を使います。
1.チャネル定義またはコマンド行で明示的に指定されたポート番号。 この番号を指定すると、チャネルの
デフォルト・ポート番号を変更することができます。

2. .iniファイルの TCPスタンザに指定されているポート属性。 この番号を指定すると、キュー・マネー
ジャーのデフォルト・ポート番号を変更することができます。

3.デフォルト値 1414。 これは、インバウンドとアウトバウンドの両方の接続用に Internet Assigned
Numbers Authority が IBM MQ に割り当てた番号です。

qm.ini を使用して設定する値について詳しくは、分散キューイング用の構成ファイル・スタンザを参照し
てください。

TCP での受信
受信側のチャネル・プログラムを開始するには、着信ネットワーク要求を検出し、関連チャネルを開始す
るリスナー・プログラムが起動されている必要があります。 IBM MQ リスナーを使用することができます。
受信側のチャネル・プログラムは、送信側チャネルからの開始要求に応じて開始されます。
受信側のチャネル・プログラムを開始するには、着信ネットワーク要求を検出し、関連チャネルを開始す
るリスナー・プログラムが起動されている必要があります。 IBM MQ リスナーを使用することができます。
IBM MQ が提供するリスナーは、新しいチャネルをスレッドとして開始させますが、これを実行させるため
には、runmqlsr コマンドを使用します。
runmqlsr コマンドを使用する基本的な例を次に示します。

runmqlsr -t tcp [-m QMNAME] [-p 1822]

大括弧は、オプション・パラメーターを示します。デフォルト・キュー・マネージャーの場合は QMNAME
は必要ありません。また、デフォルト・ポート番号 (1414) を使用する場合はポート番号は必要ありませ
ん。 ポート番号は 65535 以下でなければなりません。
注 : IBM MQ は、使いたい TCP/IP ポート番号を選択するときに、次のような順序で最初に見つけたポート
番号を使います。
1.チャネル定義またはコマンド行で明示的に指定されたポート番号。 この番号を指定すると、チャネルの
デフォルト・ポート番号を変更することができます。

2. .iniファイルの TCPスタンザに指定されているポート属性。 この番号を指定すると、キュー・マネー
ジャーのデフォルト・ポート番号を変更することができます。

3.デフォルト値 1414。 これは、インバウンドとアウトバウンドの両方の接続用に Internet Assigned
Numbers Authority が IBM MQ に割り当てた番号です。

最良のパフォーマンスを得るには、 249 ページの『承認されたアプリケーションとしてのチャネルおよび
リスナーの実行』で説明されているように、 IBM MQ リスナーをトラステッド・アプリケーションとして
実行します。 承認されたアプリケーションについては、承認されたアプリケーションに関する制限を参照
してください。
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TCP/IP SO_KEEPALIVE オプションの使用
Windows SO_KEEPALIVE オプションを使用する場合、レジストリーに以下の項目を追加する必要がありま
す。
TCP:
KeepAlive=yes

SO_KEEPALIVE オプションの詳細については、235 ページの『チャネルの相手側がまだ使用可能であるか
どうかの検査』を参照してください。
Windowsでは、 Windows KeepAliveTime オプションの
HKLM\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\Tcpip\Parameters レジストリー値によって、接続
が検査される前に経過する間隔が制御されます。 デフォルト値は 2 時間です。

TCP リスナー・バックログ・オプションの使用
TCP では、サーバーとクライアントとの間で 3 ウェイ・ハンドシェークが実行されない限り、接続は不完
全として扱われます。 これらの接続は、未解決接続要求と呼ばれます。 最大値をこれらの未解決接続要求
に設定し、リスナーが要求を受け入れるのを TCP ポート上で待っている要求のバックログと考えることが
できます。
詳細については、 271 ページの『IBM MQ for Multiplatformsでの TCPリスナー・バックログ・オプション
の使用』 を参照してください。また、 Windowsの特定の値を参照してください。

Windows での LU 6.2 接続の定義
2 つのマシン間で LU 6.2 の会話が確立できるように SNA を構成する必要があります。
SNA が構成された後、次のように進んでください。 

詳細は以下の表を参照してください。
表 23. ローカル Windows システムにおけるリモート・キュー・マネージャー・プラットフォーム用の設
定値
リモート・プラット
フォーム

TPNAME TPPATH

z/OS または MVS
™/ESA (CICS を使用
しない)

リモート・キュー・マネージャーの対応
するサイド情報内と同じ。

-

z/OS または
MVS/ESA (CICS を
使用する)

CKRC (送信側) CKSV (要求側) CKRC (サ
ーバー)

-

IBM i IBM i システムにおいて経路指定項目の
比較値と同じ。

-

AIX and Linux シス
テム

リモート・キュー・マネージャーの対応
するサイド情報内と同じ。

MQ_INSTALLATION_PATH/bin/amqcrs6a

Windows Windows Run Listener コマンドで指定さ
れたとおり、または Windows において
TpSetup を使用して定義された呼び出し
可能なトランザクション・プログラム。

MQ_INSTALLATION_PATH\bin\amqcrs6a

MQ_INSTALLATION_PATH は、IBM MQ がインストールされている上位ディレクトリーを表します。
同一のマシン上に複数のキュー・マネージャーがある場合は、チャネル定義内の TPname をそれぞれ固有
にする必要があります。
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AnyNet® SNA over TCP/IP の構成に関する最新情報については、オンラインの IBM 資料である AnyNet SNA
over TCP/IP および SNA ノード操作を参照してください。
関連概念
264 ページの『Windows における LU 6.2 での送信側』
使用している LU 6.2 製品の管理アプリケーションから CPI-C 側オブジェクト (シンボリック宛先) を作成
します。 その名前をチャネル定義の「接続名」フィールドに入れます。 また、パートナーに対する LU 6.2
リンクも作成します。
264 ページの『Windows における LU 6.2 での受信』
受信側のチャネル・プログラムは、送信側チャネルからの開始要求に応じて開始されます。

Windows における LU 6.2 での送信側
使用している LU 6.2 製品の管理アプリケーションから CPI-C 側オブジェクト (シンボリック宛先) を作成
します。 その名前をチャネル定義の「接続名」フィールドに入れます。 また、パートナーに対する LU 6.2
リンクも作成します。
CPI-C サイド・オブジェクトには、受信側マシンのパートナー LU 名、TP 名、およびモード名を入れます。
以下に例を示します。
Partner LU Name              OS2ROG2
Partner TP Name              recv
Mode Name                    #INTER

Windows における LU 6.2 での受信
受信側のチャネル・プログラムは、送信側チャネルからの開始要求に応じて開始されます。
受信側のチャネル・プログラムを開始するには、着信ネットワーク要求を検出し、関連チャネルを開始す
るリスナー・プログラムが起動されている必要があります。 このリスナー・プログラムは、待機の対象と
なる TpName を指定して、RUNMQLSR コマンドを使用して開始させます。 または、Windows では、SNA
サーバー配下の TpStart を使用することもできます。

RUNMQLSR コマンドの使用
次は、リスナーを開始するコマンドの一例です。
RUNMQLSR -t LU62 -n RECV -m QMNAME

ここで RECV は、相手側 (送信側) で「TpName to start on the remote side (リモート側で開始する際の
TpName)」として指定されている TpName です。 このコマンドの最後の部分で使用される -m パラメータ
ーはオプションであり、デフォルトのキュー・マネージャーでは必須ではありません。
1 つのマシンで、複数のキュー・マネージャーを実行することが可能です。 どのキュー・マネージャーに
も異なる TpName を割り当ててから、それぞれに対してリスナー・プログラムを開始する必要があります。
以下に例を示します。
RUNMQLSR -t LU62 -m QM1 -n TpName1
RUNMQLSR -t LU62 -m QM2 -n TpName2

最良のパフォーマンスを得るには、 トラステッド・アプリケーションとしてのチャネルおよびリスナーの
実行で説明されているように、 IBM MQ リスナーをトラステッド・アプリケーションとして実行します。
承認されたアプリケーションについては、承認されたアプリケーションの制約事項を参照してください。
次のコマンドを使用して、非アクティブであるキュー・マネージャーで実行されているすべての IBM MQ
リスナーを停止できます。
ENDMQLSR -m QMNAME
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Windowsでの MicrosoftSNAサーバーの使用
TpSetup を (SNA サーバー SDK から) 使用して呼び出し可能 TP を定義して、amqcrs6a.exe を取り出すか、
または手動で各種の登録値を設定することができます。 amqcrs6a.exe に渡す必要のあるパラメーターは、
次のとおりです。
-m QM -n TpName

ここで、QM はキュー・マネージャー名であり、TpName は TP 名です。 詳細については、「 Microsoft SNA
Server APPC Programmers Guide」または「 Microsoft SNA Server CPI-C Programmers Guide」を参照してく
ださい。
キュー・マネージャー名を指定しないと、デフォルトのキュー・マネージャーが想定されます。

Windows での NetBIOS 接続の定義
NetBIOS 接続は、Windows 稼働中のクライアントおよびサーバーにのみ適用されます。 IBM MQ は、他の
IBM MQ 製品との NetBIOS 接続を確立するとき、3 つのタイプの NetBIOS リソース (セッション、コマン
ド、名前) を使用します。 これらの各リソースには制限があり、それはデフォルトで、または NetBIOS の
インストール中に選択によって設定されます。
タイプに関係なく、実行中のチャネルは、1 つの NetBIOS セッションおよび 1 つの NetBIOS コマンドを使
用します。 IBM NetBIOS 環境では、複数のプロセスで同一のローカル NetBIOS 名を使用できます。 した
がって、IBM MQ で使用する場合は、1 つの NetBIOS 名のみが使用可能になっている必要があります。 例
えば、Novell の NetBIOS エミュレーションなど、他のベンダー環境では、プロセスごとに異なるローカル
名が要求されます。 使用している NetBIOS 製品の資料で、必要な条件を確認してください。
必ず各タイプの十分なリソースがすでに使用可能になっていることを確認してください。あるいは、構成
情報として指定されている最大値を大きくします。 値を変更した場合は常に、システムを再開する必要が
あります。
システム再開中、NetBIOS 装置ドライバーは、アプリケーションで使用するときに使用可能なセッション、
コマンド、および名前の数を表示します。 これらのリソースは、同一システムで実行しているすべての
NetBIOS ベース・アプリケーションに使用可能です。 したがって、IBM MQ がそれらのリソースの獲得を
必要とする前に、別のアプリケーションがそれらを消費してしまう可能性があります。 この問題への対処
法については、LAN ネットワーク管理者に相談してください。
関連概念
265 ページの『IBM MQ ローカル NetBIOS 名の定義』
IBM MQ チャネル・プロセスで使用されるローカル NetBIOS 名は、3 つの方法で指定できます。
266 ページの『キュー・マネージャーの NetBIOS セッション、コマンド、および名前制限の設定』
NetBIOS セッション、コマンド、および名前に関するキュー・マネージャー制限は、2 つの方法で指定で
きます。
267 ページの『LAN アダプター番号の設定』
チャネルが NetBIOS 間で正常に動作するためには、それぞれの側のアダプター・サポートに互換性がなけ
ればなりません。 IBM MQ では、qm.ini ファイルの NETBIOS スタンザの中で AdapterNum 値を使用し、
runmqlsr コマンドに -a パラメーターを指定することによって、LAN アダプター (LANA) 番号の選択を制御
できます。
267 ページの『NetBIOS 接続の開始』
接続を開始するのに必要なステップを定義します。
267 ページの『NetBIOS 接続のターゲット・リスナーの定義』
NetBIOS 接続の受信側で行われるステップを定義します。

IBM MQ ローカル NetBIOS 名の定義
IBM MQ チャネル・プロセスで使用されるローカル NetBIOS 名は、3 つの方法で指定できます。
3 つの方法を優先順位に従って示してあります。
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1. runmqlsr コマンドの -l パラメーターに指定された値。以下に例を示します。

runmqlsr -t netbios -l my_station

2.コマンドによって設定された値を持つ MQNAME 環境変数:

SET MQNAME= my_station

以下に例を示します。
SET MQNAME=CLIENT1

プロセスごとに MQNAME 値を設定できます。 または、システム・レベルで、Windows レジストリー内
に設定することもできます。
固有の名前を必要とする NetBIOS 実装を使用している場合は、 IBM MQ プロセスが開始される各ウィ
ンドウで SET MQNAME コマンドを発行する必要があります。 MQNAME 値は任意ですが、プロセスごと
に固有でなければなりません。

3.キュー・マネージャー構成ファイル qm.iniの NETBIOS スタンザ 。 以下に例を示します。

NETBIOS:

LocalName= my_station

注 :

1.サポートされる NetBIOS 製品の環境のバリエーションに応じて、ネットワークでは、各 NetBIOS 名を
固有にしておくことが重要です。 名前を固有にしておかないと、予測不能な結果が生じることがありま
す。 NetBIOS チャネルの確立で問題が生じ、キュー・マネージャー・エラー・ログに NetBIOS 戻りコ
ード X'15' を示すエラー・メッセージがある場合は、NetBIOS 名の使用を検討してください。

2. Windows では、マシン名を NetBIOS 名として使用することはできません。それは、Windows が既にそ
の名前を使用しているためです。

3.送信側のチャネルを開始するには、NetBIOS 名が、qm.ini ファイルの中で、MQNAME 環境変数または
LocalName を使用して指定されていなければなりません。

キュー・マネージャーの NetBIOS セッション、コマンド、および名前制限の設定
NetBIOS セッション、コマンド、および名前に関するキュー・マネージャー制限は、2 つの方法で指定で
きます。
これらの方法を優先順位に従って示してあります。
1. RUNMQLSR コマンドで指定された値。

-s Sessions
-e Names
-o Commands

コマンドに -m オペランドが指定されていない場合、値はデフォルトのキュー・マネージャーにのみ適
用されます。

2.キュー・マネージャー構成ファイル qm.ini の中の NETBIOS スタンザ。 以下に例を示します。
NETBIOS:

NumSess= Qmgr_max_sess
NumCmds= Qmgr_max_cmds
NumNames= Qmgr_max_names

266  IBM MQ の構成



LAN アダプター番号の設定
チャネルが NetBIOS 間で正常に動作するためには、それぞれの側のアダプター・サポートに互換性がなけ
ればなりません。 IBM MQ では、qm.ini ファイルの NETBIOS スタンザの中で AdapterNum 値を使用し、
runmqlsr コマンドに -a パラメーターを指定することによって、LAN アダプター (LANA) 番号の選択を制御
できます。
IBM MQによって、NetBIOS接続に使用されるデフォルトの LANアダプター番号は 0です。 次のように、
システムで使用されている番号を確認します。
Windows 上では、オペレーティング・システムから直接 LAN アダプター番号を照会することはできませ
ん。 代わりに、Microsoft から入手可能な LANACFG.EXE コマンド行ユーティリティーを使用します。 ツー
ルの出力は、仮想 LAN アダプター番号と、その有効なバインディングを示します。 LAN アダプター番号の
詳細については、Microsoft サポート技術情報の記事 138037『HOWTO: Use LANA Numbers in a 32-bit
Environment』を参照してください。
次のように、キュー・マネージャー構成ファイル qm.ini の NETBIOS スタンザに正しい値を指定します。
NETBIOS:
AdapterNum= n

ここで、n は、このシステムの正しい LAN アダプター番号です。
NetBIOS 接続の開始

接続を開始するのに必要なステップを定義します。
接続を開始するには、送信側で次のステップに従ってください。
1. MQNAME または LocalName 値を使用して、NetBIOS ステーション名を定義します。
2.システムで使用している LAN アダプター番号を確認し、AdapterNum を使用して正しいファイルを指定
します。

3.チャネル定義の「ConnectionName」フィールドで、ターゲット・リスナー・プログラムが使用する
NetBIOS 名を指定します。 Windows では、NetBIOS チャネルをスレッドとして実行しなければなりま
せん。 チャネル定義で MCATYPE (THREAD) を指定して、これを実行してください。
DEFINE CHANNEL (chname) CHLTYPE(SDR) +
TRPTYPE(NETBIOS) +
CONNAME(your_station) +
XMITQ(xmitq) +
MCATYPE(THREAD) +
REPLACE

NetBIOS 接続のターゲット・リスナーの定義
NetBIOS 接続の受信側で行われるステップを定義します。
受信側では、次のステップに従ってください。
1. MQNAME または LocalName 値を使用して、NetBIOS ステーション名を定義します。
2.システムで使用している LAN アダプター番号を確認し、AdapterNum を使用して正しいファイルを指定
します。

3.次のように受信側チャネルを定義します。
DEFINE CHANNEL (chname) CHLTYPE(RCVR) +
TRPTYPE(NETBIOS) +
REPLACE

4. IBM MQ リスナー・プログラムを開始してステーションを設定し、連絡を受けられる状態にします。 以
下に例を示します。
RUNMQLSR -t NETBIOS -l your_station [-m qmgr]

IBM MQの構成  267



このコマンドは、your_station を連絡待ちの NetBIOS ステーションとして設定します。 NetBIOS ス
テーション名は、NetBIOS ネットワークで固有のものでなければなりません。

最良のパフォーマンスを得るには、 249 ページの『承認されたアプリケーションとしてのチャネルおよび
リスナーの実行』で説明されているように、 IBM MQ リスナーをトラステッド・アプリケーションとして
実行します。 承認されたアプリケーションについては、承認されたアプリケーションの制約事項を参照し
てください。
次のコマンドを使用して、非アクティブであるキュー・マネージャーで実行されているすべての IBM MQ
リスナーを停止できます。
ENDMQLSR [-m QMNAME]

キュー・マネージャー名を指定しないと、デフォルトのキュー・マネージャーが想定されます。
AIX and Linux における通信のセットアップ

分散キューイング管理チャネルは、開始時に、チャネル定義で指定された接続の使用を試みます。 これが
成功するためには、接続が定義されていて、使用可能になっていなければなりません。 このセクションで
は、IBM MQ for UNIX or Linux システムで使用可能な通信の形式を使用して、これを行う方法について説明
しています。

始める前に
次のセクションを参照すると役立つ場合があります。
• 構成例 - IBM MQ for AIX

• 構成例 - IBM MQ for Linux

TCP/IP を使用するメッセージ・チャネルは、ネットワーク・スループットを大
幅に向上させることができる高速 TCP/IP トンネルを提供する IBM Aspera faspio Gatewayを指すことが
できます。 資格のあるプラットフォームで実行されているキュー・マネージャーは、 Aspera gatewayを介
して接続できます。 ゲートウェイ自体は、 Red Hat 、 Ubuntu Linux、または Windowsにデプロイされま
す。 Linux または Windowsでの Aspera gateway 接続の定義を参照してください。

このタスクについて
分散キューイング管理チャネルは、開始時に、チャネル定義で指定された接続の使用を試みます。 正常に
行うためには、その接続が定義されていて、使用可能になっていなければなりません。 このセクションで
は、そのための方法を説明します。
AIX and Linux上の IBM MQ の通信をセットアップする場合、以下のタイプの通信から選択できます。
• TCP/IP
• LU 6.2

どのチャネル定義も伝送プロトコル (Transport Type) 属性を 1 つだけ指定する必要があります。 1 つのキ
ュー・マネージャーが 1 つまたは複数のプロトコルを使用することができます。
IBM MQ MQI clientsの場合、別の伝送プロトコルを使用する代替チャネルがあると役に立つことがありま
す。 IBM MQ MQI clientsを参照してください。

手順
AIX システムまたは Linux システムの通信のセットアップについては、選択した通信タイプのサブトピック
を参照してください。
• 269 ページの『AIX and Linux での TCP 接続の定義』
• 273 ページの『AIX and Linux での LU 6.2 接続の定義』
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• 872 ページの『Linux または Windows プラットフォームでの Aspera gateway
接続の定義』
関連タスク
250 ページの『AIX, Linux, and Windows上のチャネルのモニターおよび制御』
DQM では、リモート・キュー・マネージャーに対するチャネルの作成、モニターおよび制御が必要です。
コマンド、プログラム、IBM MQ Explorer、チャネル定義ファイル、および同期情報のストレージ域を使用
して、チャネルを制御できます。
16 ページの『クライアントとサーバー間の接続の構成』
IBM MQ MQI clientsとサーバーの間の通信リンクを構成するには、通信プロトコルを決定し、リンクの両
端の接続を定義し、リスナーを開始し、チャネルを定義します。
260 ページの『Windows における通信のセットアップ』
分散キューイング管理チャネルは、開始時に、チャネル定義で指定された接続の使用を試みます。 これが
成功するためには、接続が定義されていて、使用可能になっていなければなりません。 このセクションで
は、IBM MQ for Windows システムで使用可能な通信の形式を使用して、これを行う方法について説明して
います。
関連資料
17 ページの『使用する通信タイプ』
サポートされる通信プロトコルはプラットフォームによって異なります。 どの伝送プロトコルを選択する
かは、IBM MQ MQI clientとサーバー双方のプラットフォームの組み合わせ方によります。

AIX and Linux での TCP 接続の定義
送信側のチャネル定義では、宛先のアドレスを指定します。 受信側の接続については、リスナーまたは inet
デーモンが構成されます。

始める前に
TCP/IP を使用するメッセージ・チャネルは、ネットワーク・スループットを大

幅に向上させることができる高速 TCP/IP トンネルを提供する IBM Aspera faspio Gatewayを指すことが
できます。 資格のあるプラットフォームで実行されているキュー・マネージャーは、 Aspera gatewayを介
して接続できます。 ゲートウェイ自体は、 Red Hat 、 Ubuntu Linux、または Windowsにデプロイされま
す。 Linux または Windowsでの Aspera gateway 接続の定義を参照してください。

送信側
チャネル定義の「Connection Name (接続名)」フィールドにホスト名またはターゲット・マシンの TCP ア
ドレスを指定します。 接続されるポートのデフォルト値は 1414 です。 Internet Assigned Numbers
Authority (インターネットによる番号割り当て権限) によってポート番号 1414 が IBM MQ に割り当てられ
ます。
デフォルト以外のポート番号を使用するには、接続名フィールドを次のように変更します。
Connection Name REMHOST(1822)

ここで、REMHOST はリモート・マシンのホスト名、1822 は必要なポート番号です。 (これは受信側のリス
ナーが待機するポートでなければなりません。)
または、次のようにキュー・マネージャーの構成ファイル (qm.ini) にポート番号を指定して、変更するこ
ともできます。
TCP:
Port=1822

qm.ini を使用して設定する値について詳しくは、分散キューイング用の構成ファイル・スタンザを参照し
てください。
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TCP での受信
inet デーモンである TCP/IP リスナー (inetd)、または IBM MQ リスナーのいずれかを使用することができま
す。
一部の Linux ディストリビューションでは、inet デーモンの代わりに拡張 inet デーモン (xinetd) を使用し
ています。 Linux システムで拡張 inet デーモンを使用する方法について詳しくは、 例: Linuxでの IBM MQ
クロスプラットフォーム通信のセットアップの ステップ 2 を参照してください。
関連概念
270 ページの『AIX and Linux での TCP/IP リスナーの使用』
AIX and Linux上でチャネルを開始するには、/etc/servicesファイルと inetd.confファイルを編集
する必要があります
271 ページの『IBM MQ for Multiplatformsでの TCPリスナー・バックログ・オプションの使用』
TCP では、サーバーとクライアントとの間で 3 ウェイ・ハンドシェークが実行されない限り、接続は不完
全として扱われます。 これらの接続は、未解決接続要求と呼ばれます。 最大値をこれらの未解決接続要求
に設定し、リスナーが要求を受け入れるのを TCP ポート上で待っている要求のバックログと考えることが
できます。
272 ページの『IBM MQ リスナーの使用』
IBM MQ に提供されているリスナーは、新しいチャネルをスレッドとして起動します。このリスナーを実行
するには、runmqlsr コマンドを使用します。
272 ページの『TCP/IP SO_KEEPALIVE オプションの使用』
一部の AIX and Linux システムでは、接続がまだ利用できるかどうか検査する前の TCP の待機時間を指定
できます。また、最初の検査が失敗した場合の接続の再試行回数も指定できます。 それには、カーネル調
整パラメーターを使うか、またはコマンド行で指定できます。

AIX and Linux での TCP/IP リスナーの使用
AIX and Linux上でチャネルを開始するには、/etc/servicesファイルと inetd.confファイルを編集
する必要があります
次の指示に従ってください。
1. /etc/services ファイルを編集します:

注 : /etc/servicesファイルを編集するには、スーパーユーザーまたは rootユーザーとしてログイン
する必要があります。 このポート番号は変更できますが、送信側で指定したポート番号と一致しなけれ
ばなりません。
次の行をファイルに追加します。
MQSeries 1414/tcp

ここで、1414 は IBM MQ に必要なポート番号です。 ポート番号は 65535 以下でなければなりません。
2. inetd.confファイルに行を追加して、プログラム amqcrstaを呼び出します。ここで、

MQ_INSTALLATION_PATHは、IBM MQがインストールされている上位ディレクトリーを表します:

MQSeries stream tcp nowait mqm MQ_INSTALLATION_PATH/bin/amqcrsta amqcrsta
[-m Queue_Man_Name]

これらの更新は、inetd が構成ファイルを再度読み取ったあとでアクティブになります。 そのために、ルー
ト・ユーザー ID で次のコマンドを出します。
• On AIX:

refresh -s inetd
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• Linux システムの場合:

kill -1 process_number

inetd が開始したリスナー・プログラムが inetd からロケールを継承している場合は、MQMDE が使用 (マー
ジ) されずに、メッセージ・データとしてキューに書き込まれる可能性があります。 MQMDE を確実に使用
するには、ロケールを正しく設定しなければなりません。 inetd によって設定されるロケールは、IBM MQ
プロセスが使用する他のロケールとして選んだロケールと一致していないことがあります。 ロケールの設
定は以下の方法で行ってください。
1.ロケール環境変数 LANG、LC_COLLATE、LC_CTYPE、LC_MONETARY、LC_NUMERIC、LC_TIME、およ
び LC_MESSAGES を、他の IBM MQ プロセスが使用するロケールに設定するシェル・スクリプトを作成
します。

2.同じシェル・スクリプトで、リスナー・プログラムを呼び出します。
3. inetd.confファイルを変更して、リスナー・プログラムの代わりにシェル・スクリプトを呼び出すよ
うにします。

1 つのサーバーに複数のキュー・マネージャーを存在させることができます。 各キュー・マネージャーの
2 つのファイルのそれぞれに、1 行を追加します。 以下に例を示します。
MQSeries1   1414/tcp
MQSeries2   1822/tcp

MQSeries2 stream tcp nowait mqm MQ_INSTALLATION_PATH/bin/amqcrsta amqcrsta -m QM2

MQ_INSTALLATION_PATH は、IBM MQ がインストールされている上位ディレクトリーを表します。
このようにすると、1 つの TCP ポートのキューに入る未解決の接続要求の数に制限がある場合、エラー・
メッセージの生成が回避されます。 未解決の接続要求の数については、271 ページの『IBM MQ for
Multiplatformsでの TCPリスナー・バックログ・オプションの使用』を参照してください。

IBM MQ for Multiplatformsでの TCPリスナー・バックログ・オプションの使用
TCP では、サーバーとクライアントとの間で 3 ウェイ・ハンドシェークが実行されない限り、接続は不完
全として扱われます。 これらの接続は、未解決接続要求と呼ばれます。 最大値をこれらの未解決接続要求
に設定し、リスナーが要求を受け入れるのを TCP ポート上で待っている要求のバックログと考えることが
できます。
デフォルトのリスナー・バックログ値は、271 ページの表 24 に示すとおりです。
表 24. 1 つの TCP/IP ポートでキューに入れられる未解決の接続要求の最大数
サーバーのプラットフォーム 接続要求の最大数

AIX 100

Linux 100

IBM i 255

Windows サーバー 100

バックログが 271 ページの表 24 に示された値に到達すると、TCP/IP 接続は拒否され、チャネルを開始で
きません。
MCA チャネルでは、結果としてチャネルが RETRY 状態になり、後から接続を再試行します。
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ただし、このエラーを回避するために、qm.iniファイルにエントリーを追加することができます:

TCP:
ListenerBacklog = n

こうすると、TCP/IP リスナーのデフォルトの最大未解決要求数 (271 ページの表 24 を参照) が上書きされ
ます。
注 : 一部のオペレーティング・システムでは、デフォルトより大きい値がサポートされています。 必要で
あれば、この値を使用して接続限度に到達するのを回避できます。
backlog オプション有効にしたままリスナーを実行するには、以下のいずれかを使用します。
• runmqlsr -b コマンドを使用する。
• MQSC コマンドの DEFINE LISTENER を、 必要な値に設定した BACKLOG 属性を指定して使用する。
runmqlsr コマンドについては、runmqlsr を参照してください。 DEFINE LISTENER コマンドの詳細につ
いては、DEFINE LISTENER を参照してください。
関連概念
982 ページの『Using the TCP listener backlog option on z/OS』
When receiving on TCP/IP, a maximum number of outstanding connection requests is set. These
outstanding requests can be considered a backlog of requests waiting on the TCP/IP port for the listener
to accept the request.

IBM MQ リスナーの使用
IBM MQ に提供されているリスナーは、新しいチャネルをスレッドとして起動します。このリスナーを実行
するには、runmqlsr コマンドを使用します。
以下に例を示します。
runmqlsr -t tcp [-m QMNAME] [-p 1822]

大括弧は、オプション・パラメーターを示します。デフォルト・キュー・マネージャーの場合は QMNAME
は必要ありません。また、デフォルト・ポート番号 (1414) を使用する場合はポート番号は必要ありませ
ん。 ポート番号は 65535 以下でなければなりません。
最良のパフォーマンスを得るには、 249 ページの『承認されたアプリケーションとしてのチャネルおよび
リスナーの実行』で説明されているように、 IBM MQ リスナーをトラステッド・アプリケーションとして
実行します。 承認されたアプリケーションについては、承認されたアプリケーションの制約事項を参照し
てください。
次のコマンドを使用して、非アクティブであるキュー・マネージャーで実行されているすべての IBM MQ
リスナーを停止できます。
endmqlsr [-m QMNAME]

キュー・マネージャー名を指定しないと、デフォルトのキュー・マネージャーが想定されます。
TCP/IP SO_KEEPALIVE オプションの使用

一部の AIX and Linux システムでは、接続がまだ利用できるかどうか検査する前の TCP の待機時間を指定
できます。また、最初の検査が失敗した場合の接続の再試行回数も指定できます。 それには、カーネル調
整パラメーターを使うか、またはコマンド行で指定できます。
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SO_KEEPALIVE オプション (詳細は、235 ページの『チャネルの相手側がまだ使用可能であるかどうかの検
査』を参照) を使用する場合、キュー・マネージャー構成ファイル (qm.ini) に次の項目を追加する必要があ
ります。
TCP:
KeepAlive=yes

詳細については、ご使用の AIX システムまたは Linux システムの資料を参照してください。
AIX and Linux での LU 6.2 接続の定義

2 つのマシン間で LU 6.2 の会話が確立できるように SNA を構成する必要があります。
SNA over TCP/IP の構成に関する最新情報については、次に示すオンラインの IBM 資料を参照してくださ
い: Communications Server。
2 つのシステム間で LU 6.2 の会話が確立できるように SNA を構成する必要があります。 

詳細については、「Multiplatform APPC Configuration Guide」と次の表を参照してください。
表 25. ローカルの AIX システムまたは Linux システムにおけるリモート・キュー・マネージャー・プラッ
トフォーム用の設定値
リモート・プラット
フォーム

TPNAME TPPATH

z/OS (CICS なし) リモート・キュー・マネージャーのサイ
ド情報の中の対応する TPName と同じ。

-

z/OS 使用 CICS CKRC (送信側) CKSV (要求側) CKRC (サ
ーバー)

-

IBM i IBM i システムにおいて経路指定項目の
比較値と同じ。

-

AIX and Linux シス
テム

リモート・キュー・マネージャーのサイ
ド情報の中の対応する TPName と同じ。

MQ_INSTALLATION_PATH/bin/amqcrs6a

Windows Windows Run Listener コマンドで指定さ
れたとおり、または Windows において
TpSetup を使用して定義された呼び出し
可能なトランザクション・プログラム。

MQ_INSTALLATION_PATH\bin\amqcrs6a

MQ_INSTALLATION_PATH は、IBM MQ がインストールされている上位ディレクトリーを表します。
同一のマシン上に複数のキュー・マネージャーがある場合は、チャネル定義内の TPname をそれぞれ固有
にする必要があります。
関連概念
273 ページの『AIX and Linux における LU 6.2 での送信側』
AIX and Linux システムの場合、CPI-C サイド・オブジェクト (シンボリック宛先) を作成して、その名前を
チャネル定義の「Connection name (接続名)」フィールドに入れます。 また、パートナーに対する LU 6.2
リンクも作成します。
274 ページの『AIX and Linux における LU 6.2 での受信』
AIX and Linux システムでは、受信側で listen 接続機構、LU 6.2 論理接続プロファイル、TPN プロファイル
を作成します。

AIX and Linux における LU 6.2 での送信側
AIX and Linux システムの場合、CPI-C サイド・オブジェクト (シンボリック宛先) を作成して、その名前を
チャネル定義の「Connection name (接続名)」フィールドに入れます。 また、パートナーに対する LU 6.2
リンクも作成します。
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CPI-C サイド・オブジェクトには、受信側マシンのパートナー LU 名、トランザクション・プログラム名、
およびモード名を入れます。 以下に例を示します。
Partner LU Name              REMHOST
Remote TP Name               recv
Service Transaction Program  no
Mode Name                    #INTER

SECURITY PROGRAM が CPI-C にサポートされていれば、IBM MQ は SNA セッションの確立を試みるとき
に、それを使用します。

AIX and Linux における LU 6.2 での受信
AIX and Linux システムでは、受信側で listen 接続機構、LU 6.2 論理接続プロファイル、TPN プロファイル
を作成します。
TPN プロファイルには、実行可能ファイルへの絶対パス、およびトランザクション・プログラム名を入力
します。
Full path to TPN executable    MQ_INSTALLATION_PATH/bin/amqcrs6a
Transaction Program name      recv
User ID                       0

MQ_INSTALLATION_PATH は、IBM MQ がインストールされている上位ディレクトリーを表します。
ユーザー ID を設定できるシステムでは、mqm グループのメンバーであるユーザーを指定します。

AIX では、APPCTPN (トランザクション名) および APPCLLU (ローカル LU 名) 環境変数を設定
してください (呼び出すトランザクション・プログラム用の構成パネルを使用します)。
デフォルトのキュー・マネージャー以外のキュー・マネージャーを使用しなければならないこともありま
す。 その場合には、次のものを呼び出すコマンド・ファイルを定義します。
amqcrs6a -m Queue_Man_Name

その後で、コマンド・ファイルを呼び出します。
IBM i上のチャネルのモニターおよび制御

リモート・キュー・マネージャーにつながるチャネルの作成、モニターおよび制御を行うためには、DQM
コマンドおよびパネルを使用します。 各キュー・マネージャーには、互換性のあるリモート・キュー・マ
ネージャーとの相互接続を制御するための DQM プログラムが備わっています。

このタスクについて
次のリストに、チャネル制御機能のコンポーネントについて簡単に説明します。
• チャネル定義はキュー・マネージャー・オブジェクトとして保持されます。
• チャネル・コマンドは、IBM MQ for IBM i のコマンド・セットのサブセットです。

IBM MQ for IBM i コマンド・セット全体を表示するには、GO CMDMQM コマンドを使用します。
• チャネル定義パネルまたはコマンドは、以下の用途に使用します。

– チャネル定義の作成、コピー、表示、変更、および削除
– チャネルの開始と停止、ping、チャネル・シーケンス番号のリセット、およびリンクを再確立できな
いときの未確定メッセージの解決

– チャネルに関する状況情報の表示
• MQSC を使用してチャネルを管理することもできます。
• IBM MQ エクスプローラーを使用してチャネルを管理することもできます。
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• シーケンス番号と作業論理単位 (LUW) ID は同期ファイルに格納され、チャネル同期化のために使用され
ます。
コマンドおよびパネルを使用して、メッセージ・チャネルと関連するオブジェクトを定義し、メッセージ・
チャネルをモニターおよび制御できます。 F4=プロンプト・キーを使用することにより、関係のあるキュ
ー・マネージャーを指定できます。 プロンプトを使用しないと、デフォルトのキュー・マネージャーが想
定されます。 F4=プロンプトを使用すると、追加のパネルが表示されます。そのパネルで、関係のあるキ
ュー・マネージャーの名前と、場合によっては他のデータを入力することができます。
パネルを使用して定義するオブジェクトは、次のとおりです。
• 伝送キュー
• リモート・キュー定義
• キュー・マネージャー別名定義
• 応答先キュー別名の定義
• 応答先ローカル・キュー
• メッセージ・チャネル定義
これらのオブジェクトの使用に関連する概念の詳細については、199 ページの『分散キューイングの構成』
を参照してください。
チャネルは、完全に定義されていて、それに関連するオブジェクトが存在し、使用可能になっていなけれ
ば、開始することはできません。
また、各チャネルに関する特定の通信リンクが定義されて、使用可能になっていなければ、チャネルを実
行することはできません。 LU 6.2、および TCP/IP リンクの定義方法については、ご使用のシステムの特定
の通信の手引きを参照してください。

手順
• オブジェクトの作成および処理についての詳細は、以下を参照してください。

– 276 ページの『オブジェクトの作成 (IBM i)』
– 276 ページの『チャネルの作成 (IBM i)』
– 278 ページの『チャネルの開始 (IBM i)』
– 278 ページの『チャネルの選択 (IBM i)』
– 279 ページの『チャネルの表示 (IBM i)』
– 281 ページの『チャネルの名前変更 (IBM i)』
– 281 ページの『チャネル状況の操作 (IBM i)』
– 282 ページの『チャネル操作の選択項目 (IBM i)』

関連概念
288 ページの『IBM i における通信のセットアップ』
分散キューイング管理チャネルは、開始時に、チャネル定義で指定された接続の使用を試みます。 これを
正常に行うためには、その接続が定義されていて、使用可能になっていなければなりません。
関連タスク
16 ページの『クライアントとサーバー間の接続の構成』
IBM MQ MQI clientsとサーバーの間の通信リンクを構成するには、通信プロトコルを決定し、リンクの両
端の接続を定義し、リスナーを開始し、チャネルを定義します。
関連資料
構成例 - IBM MQ for IBM i
IBM MQ for IBM i におけるメッセージ・チャネルの計画例
IBM MQ for IBM i CL コマンド
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オブジェクトの作成 (IBM i)
CRTMQMQ コマンドを使用して、キュー・オブジェクトおよび別名オブジェクトを作成できます。
伝送キュー、リモート・キュー定義、キュー・マネージャー別名の定義、応答先キュー別名の定義、応答
先ローカル・キューなどのキュー・オブジェクトおよび別名オブジェクトを作成できます。
デフォルト・オブジェクトのリストについては、システムおよびデフォルト・オブジェクトを参照してく
ださい。

チャネルの作成 (IBM i)
「チャネルの作成」パネルから、またはコマンド行で CRTMQMCHL コマンドを使用して、チャネルを作成
できます。
チャネルを作成するには、次のようにします。
1.「Work with MQM Channels (MQM チャネルの処理)」パネル (WRKMQMCHL) で F6 キーを使用します。
あるいは、コマンド行から CRTMQMCHL コマンドを使用します。
どちらの場合にも、「チャネルの作成」パネルが表示されます。 タイプ:

• 表示されたフィールドにチャネルの名前を入力します。
• リンク側のチャネル・タイプを入力します。

2. Enter キーを押します。
注 : 使用するネットワーク内のすべてのチャネルに固有の名前を付ける必要があります。 すべてのチャネ
ルを示すネットワーク・ダイアグラムに示すように、発信元および宛先のキュー・マネージャー名をチャ
ネル名に含める方法を推奨します。
入力した項目は検査され、エラーがある場合にはただちに報告されます。 エラーがある場合には訂正し、
続行してください。
選択したチャネルのタイプに対応するチャネル設定パネルが表示されます。 あらかじめまとめておいた情
報を各フィールドに入力します。 Enter キーを押してチャネルを作成します。
チャネル定義パネルの記述を行うさまざまなフィールドの内容を決める際には、ヘルプ・パネルにヘルプ
情報が提供されます。また、チャネル属性を参照してください。

Create MQM Channel (CRTMQMCHL)
  
Type choices, press Enter.
  
Channel name . . . . . . . . . . > CHANNAME________________
Channel type . . . . . . . . . . > *SDR__    *RCVR, *SDR, *SVR, *RQSTR...
Message Queue Manager name     *DFT__________________________________
_____
Replace . . . . . . . . . . . .  *NO_     *NO, *YES
Transport type . . . . . . . . .  *TCP____   *LU62, *TCP, *SYSDFTCHL
Text 'description' . . . . . . . > 'Example Channel Definition'_______________
___________________________________
Connection name . . . . . . . .  *SYSDFTCHL_________________________________
______________________________________________________________________________
______________________________________________________________________________
______________________________________________________________________________
______________________________________________________________________________
______________________________________________________________________________
__________________________________________________
More...
F3=Exit  F4=Prompt  F5=Refresh  F12=Cancel  F13=How to use this display
F24=More keys

図 25. チャネルの作成 (1)
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Create MQM Channel (CRTMQMCHL)
  
Type choices, press Enter.
  
Transmission queue . . . . . . .  'TRANSMISSION_QUEUE_NAME'__________________
__________________
Message channel agent . . . . .  *NONE______  Name, *SYSDFTCHL, *NONE
Library . . . . . . . . . . .  __________  Name
Message channel agent user ID .  *SYSDFTCHL__ Character value...
Coded Character Set Identifier   *SYSDFTCHL__ 0-9999, *SYSDFTCHL
Batch size . . . . . . . . . . .  50_________  1-9999, *SYSDFTCHL
Disconnect interval . . . . . .  6000_______  1-999999, *SYSDFTCHL
Short retry interval . . . . . .  60_________  0-999999999, *SYSDFTCHL
Short retry count . . . . . . .  10_________  0-999999999, *SYSDFTCHL
Long retry interval . . . . . .  1200_______  0-999999999, *SYSDFTCHL
Long retry count . . . . . . . .  999999999__  0-999999999, *SYSDFTCHL
Security exit . . . . . . . . .  *NONE_____  Name, *SYSDFTCHL, *NONE
Library . . . . . . . . . . .  __________  Name
Security exit user data . . . .  *SYSDFTCHL______________________
  
More...
F3=Exit  F4=Prompt  F5=Refresh  F12=Cancel  F13=How to use this display
F24=More keys

図 26. チャネルの作成 (2)

Create MQM Channel (CRTMQMCHL)
  
Type choices, press Enter.
  
Send exit . . . . . . . . . . .  *NONE______  Name, *SYSDFTCHL, *NONE
Library . . . . . . . . . . .  ___________ Name
+ for more values   __________
Send exit user data . . . . . .  ________________________________
+ for more values  ________________________________
Receive exit . . . . . . . . . .  *NONE_____  Name, *SYSDFTCHL, *NONE
Library . . . . . . . . . . .  __________  Name
+ for more values  __________
__________
Receive exit user data . . . . .  ________________________________
+ for more values  ________________________________
Message exit . . . . . . . . . .  *NONE_____  Name, *SYSDFTCHL, *NONE
Library . . . . . . . . . . .  __________  Name
+ for more values  __________
__________
More...
F3=Exit  F4=Prompt  F5=Refresh  F12=Cancel  F13=How to use this display
F24=More keys

図 27. チャネルの作成 (3)
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Create MQM Channel (CRTMQMCHL)
  
Type choices, press Enter.
  
Message exit user data . . . . .  ________________________________
+ for more values  _____________________________
Convert message . . . . . . . .  *SYSDFTCHL_  *YES, *NO, *SYSDFTCHL
Sequence number wrap . . . . . .  999999999__  100-999999999, *SYSDFTCHL
Maximum message length . . . . .  4194304____  0-4194304, *SYSDFTCHL
Heartbeat interval . . . . . . .  300________  0-999999999, *SYSDFTCHL
Non Persistent Message Speed . .  *FAST_____  *FAST, *NORMAL, *SYSDFTCHL
Password . . . . . . . . . . . .  *SYSDFTCHL_  Character value, *BLANK...
Task User Profile . . . . . . .  *SYSDFTCHL_  Character value, *BLANK...
Transaction Program Name . . . .  *SYSDFTCHL

Bottom
F3=Exit  F4=Prompt  F5=Refresh  F12=Cancel  F13=How to use this display
F24=More keys

図 28. チャネルの作成 (4)

チャネルの開始 (IBM i)
「チャネルの処理」パネルから、またはコマンド行で STRMQMCHL コマンドを使用して、チャネルを開始
できます。
リスナーは TCP にのみ有効です。 SNA リスナーの場合は、通信サブシステムを構成しなければなりませ
ん。
アプリケーションがメッセージ交換を行えるようにするには、STRMQMLSR コマンドを使用して、インバ
ウンド接続に対してリスナー・プログラムを開始する必要があります。
アウトバウンド接続については、次のいずれかの方法でチャネルを開始させる必要があります。
1. MCATYPE パラメーターに基づいて、プロセスまたはスレッドとしてチャネルを開始させるには、チャ
ネル名を指定して、CL コマンド STRMQMCHL を使用します (チャネルがスレッドとして開始されるとき
には、チャネルがチャネル・イニシエーターのスレッドです。)
STRMQMCHL CHLNAME(QM1.TO.QM2) MQNAME(MYQMGR)

2.チャネル・イニシエーターを使用して、チャネルを起動します。 キュー・マネージャーが開始される
と、1 つのチャネル・イニシエーターが自動的に開始されます。 この自動開始は、そのキュー・マネー
ジャーの qm.ini ファイルの中の chinit スタンザを変更すると、除去できます。

3. WRKMQMCHL コマンドを使用して「Work with Channels (チャネルの処理)」パネルを開始し、オプショ
ン 14 を選択してチャネルを開始します。

チャネルの選択 (IBM i)
「チャネルの処理」パネルから、チャネルを選択できます。
チャネルを選択するには、WRKMQMCHL コマンドを使用して「Work with Channels (チャネルの処理)」パ
ネルで次の手順を実行してください。
1.必要なチャネル名に関連付けられたオプション・フィールドにカーソルを移動させます。
2.オプション番号を入力します。
3. Enter キーを押して選択項目をアクティブ化させます。
複数のチャネルを選択すると、オプションは順番にアクティブ化されます。
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Work with MQM Channels

Queue Manager Name . . :  CNX

Type options, press Enter.
2=Change  3=Copy  4=Delete  5=Display  8=Work with Status  13=Ping
14=Start  15=End  16=Reset  17=Resolve

Opt   Name           Type    Transport   Status
CHLNIC          *RCVR    *TCP     INACTIVE
CORSAIR.TO.MUSTANG    *SDR    *LU62    INACTIVE
FV.CHANNEL.MC.DJE1    *RCVR    *TCP     INACTIVE
FV.CHANNEL.MC.DJE2    *SDR    *TCP     INACTIVE
FV.CHANNEL.MC.DJE3    *RQSTR   *TCP     INACTIVE
FV.CHANNEL.MC.DJE4    *SVR    *TCP     INACTIVE
FV.CHANNEL.PETER     *RCVR    *TCP     INACTIVE
FV.CHANNEL.PETER.LU   *RCVR    *LU62    INACTIVE
FV.CHANNEL.PETER.LU1   *RCVR    *LU62    INACTIVE
More...
Parameters or command
===>
F3=Exit  F4=Prompt  F5=Refresh  F6=Create  F9=Retrieve  F12=Cancel
F21=Print

図 29. チャネルの操作
チャネルの表示 (IBM i)

「チャネルの表示」パネルから、またはコマンド行で DSPMQMCHL コマンドを使用して、チャネルをブラ
ウズできます。
チャネルの設定をブラウズするには、WRKMQMCHL コマンドを使用して「Display Channel (チャネルの表
示)」パネルで次の手順を実行してください。
1.必要なチャネル名に対してオプション 5 (表示) を入力します。
2. Enter キーを押して選択項目をアクティブ化させます。
複数のチャネルを選択すると、チャネルは順番に表示されます。
あるいは、コマンド行から DSPMQMCHL コマンドを使用します。
すると、そのチャネルの現行設定値の詳細を示した適切な「チャネルの表示」パネルが表示されます。 フ
ィールドについては、チャネル属性を参照してください。
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Display MQM Channel

Channel name . . . . . . . . . :  ST.JST.2TO1
Queue Manager Name . . . . . . :  QMREL
Channel type . . . . . . . . . :  *SDR
Transport type . . . . . . . . :  *TCP
Text 'description' . . . . . . :  John's sender to WINSDOA1

Connection name . . . . . . . :  MUSTANG
  
  
Transmission queue . . . . . . :  WINSDOA1

Message channel agent . . . . :
Library . . . . . . . . . . :
Message channel agent user ID :  *NONE
Batch interval . . . . . . . . :  0
Batch size . . . . . . . . . . :  50
Disconnect interval . . . . . :  6000
  
  
  
F3=Exit  F12=Cancel  F21=Print

図 30. TCP/IP チャネルの表示 (1)

Display MQM Channel

Short retry interval . . . . . :  60
Short retry count . . . . . . :  10
Long retry interval . . . . . :  6000
Long retry count . . . . . . . :  10
Security exit . . . . . . . . :
Library . . . . . . . . . . :
Security exit user data . . . :
Send exit . . . . . . . . . . :
Library . . . . . . . . . . :
Send exit user data . . . . . :
Receive exit . . . . . . . . . :
Library . . . . . . . . . . :
Receive exit user data . . . . :
Message exit . . . . . . . . . :
Library . . . . . . . . . . :
Message exit user data . . . . :
More...

F3=Exit  F12=Cancel  F21=Print

図 31. TCP/IP チャネルの表示 (2)
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Display MQM Channel

Sequence number wrap . . . . . :  999999999
Maximum message length . . . . :  10000
Convert message . . . . . . . :  *NO
Heartbeat interval . . . . . . .  300
Nonpersistent message speed . .  *FAST

Bottom

F3=Exit  F12=Cancel  F21=Print

図 32. TCP/IP チャネルの表示 (3)

チャネルの名前変更 (IBM i)
「チャネルの処理」パネルから、チャネルの名前を変更できます。
メッセージ・チャネルの名前を変更するためには、「Work with Channels (チャネルの処理)」パネルで次の
手順を実行してください。
1.チャネルを終了させます。
2.オプション「3 (Copy (コピー))」を選び、新しい名前でチャネルの複製を作ります。
3.オプション「5 (Display (表示))」を選び、その複製チャネルが正しく作成されたか確認します。
4.オプション「4 (Delete (削除))」を選び、元のチャネルを削除します。
メッセージ・チャネルの名前を変更する際には、チャネルの両側が同時に名前変更されるようにしてくだ
さい。

チャネル状況の操作 (IBM i)
「チャネル状況の処理」パネルからチャネル状況を処理できます。

WRKMQMCHST コマンドを使用すると、使用チャネルの状況を示す一連のパネルのうちの最初のパネルが
表示されます。 「パネルの変更」(F11) を選択すると、状況パネルを順番に見ることができます。
あるいは、「MQM チャネルの処理」パネルからオプション「8 (状況の処理)」を選択しても、最初の状況パ
ネルを表示することができます。
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MQSeries Work with Channel Status

Type options, press Enter.
5=Display  13=Ping  14=Start  15=End  16=Reset  17=Resolve

Opt Name         Connection      Indoubt   Last Seq
CARTS_CORSAIR_CHAN  GBIBMIYA.WINSDOA1    NO        1
CHLNIC        9.20.2.213       NO        3
FV.CHANNEL.PETER2   9.20.2.213       NO      6225
JST.1.2        9.20.2.201       NO       28
MP_MUST_TO_CORS    9.20.2.213       NO       100
MUSTANG.TO.CORSAIR  GBIBMIYA.WINSDOA1    NO       10
MP_CORS_TO_MUST    9.20.2.213       NO       101
JST.2.3        9.5.7.126        NO       32
PF_WINSDOA1_LU62   GBIBMIYA.IYA80020    NO       54
PF_WINSDOA1_LU62   GBIBMIYA.WINSDOA1    NO       500
ST.JCW.EXIT.2TO1.CHL 9.20.2.213       NO       216

Bottom
Parameters or command
===>
F3=Exit  F4=Prompt  F5=Refresh  F6=Create  F9=Retrieve  F11=Change view
F12=Cancel  F21=Print

図 33. 一連のチャネル状況パネルの最初のパネル
「Work with Channel Status (チャネル状況の処理)」パネルで利用できるオプションは、次のとおりです。
メニュー・オプション 説明
5=Display チャネル設定値を表示します。
13=Ping 該当する場合には、ping アクションを開始します。
14=Start チャネルを開始します。
15=End チャネルを停止します。
16=Reset チャネル・シーケンス番号をリセットします。
17=Resolve 未確定チャネル状況を手動で解決します。

チャネル操作の選択項目 (IBM i)
「Work with Channels (チャネルの処理)」パネルは、WRKMQMCHL コマンドによって表示でき、これを使用
して、リストされたすべてのチャネルの状況をモニターしたり、選択したチャネルに対してコマンドを実
行したりできます。
「Work with Channels (チャネルの処理)」パネルで利用できるオプションは、次のとおりです。
メニュー・オプション 説明
283 ページの
『2=Change』

チャネルの属性を変更します。

283 ページの『3=Copy』 あるチャネルの属性を新しいチャネルにコピーします。
283 ページの『4=Delete』チャネルを削除します。
283 ページの
『5=Display』

チャネルの現行設定値を表示します。

283 ページの『6=Create』「チャネルの作成」パネルの表示
284 ページの『8=Work
with Status』

チャネル状況パネルを表示します。

285 ページの『13=Ping』ping 機能を実行し、リモート側と固定データ・メッセージを交換して、隣接シ
ステムとの接続をテストします。
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メニュー・オプション 説明
285 ページの『14=Start』選択されたチャネルを開始するか、あるいは使用不可の受信側チャネルをリセ

ットします。
286 ページの『15=End』チャネルの終了を要求します。
287 ページの
『16=Reset』

リンク先でシーケンス番号をリセットするようにチャネルに要求します。 シ
ーケンス番号は、チャネルの両側で同じになっていなければ開始できません。

287 ページの
『17=Resolve』

反対側の接続を確立しないで未確定メッセージを解決するようにチャネルに
要求します。

287 ページの
『18=Display authority』

IBM MQ オブジェクト権限を表示します。

287 ページの『19=Grant
authority』

IBM MQ オブジェクト権限を付与します。

288 ページの
『20=Revoke authority』

IBM MQ オブジェクト権限を取り消します。

288 ページの
『21=Recover object』

IBM MQ オブジェクトをリカバリーします。

288 ページの
『22=Record image』

IBM MQ オブジェクト・イメージを記録します。

2=Change
「Change (変更)」オプションは、既存のチャネル定義を変更するときに使用します。
「Change (変更)」オプションまたは CHGMQMCHL コマンドは、チャネル名以外の既存のチャネル定義を変
更します。 チャネル定義パネル内で変更したいフィールドを上書きし、Enter キーを押して更新済みの定義
を保存してください。

3=Copy
「Copy (コピー)」オプションは、既存のチャネルをコピーするときに使用します。
「Copy (コピー)」オプションは CPYMQMCHL コマンドを使用して、既存のチャネルをコピーします。 「Copy

(コピー)」パネルを使用すると、新しいチャネル名を定義できます。 ただし、IBM i オブジェクト名として
有効な文字だけを使用するようにしてください。 IBM MQ for IBM i の管理を参照してください。
「Copy (コピー)」パネルで Enter キーを押して、現行設定値の詳細を表示してください。 任意の新規チャネ
ル設定値を変更できます。 Enter キーを押して、新しいチャネル定義を保管してください。

4=Delete
「Delete (削除)」オプションは、特定のチャネルを削除するために使用します。
要求の確認または取り消しを行うためのパネルが表示されます。

5=Display
「Display (表示)」オプションは、チャネルの現行定義を表示するために使用します。
これを選択すると、フィールドにパラメーターの現行値が入っているパネルが表示されます。これらのフ
ィールドは、ユーザー入力が行われないように保護されています。

6=Create
「Create (作成)」オプションは、「Create channel (チャネルの作成)」パネルを表示するときに使用します。
「Create (作成)」オプションを使用するか、またはコマンド行で CRTMQMCHL コマンドを入力して、「Create

Channel (チャネルの作成)」パネルを表示します。 276 ページの図 25 以降には、「Create Channel (チャネ
ルの作成)」パネルの例があります。
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このパネルを使用すると、IBM MQ for IBM i によって提供されるデフォルト値がフィールドに入った画面
に基づいて、チャネル定義を作成できます。 チャネルの名前を入力し、作成するチャネルのタイプおよび
使用する通信方式を入力してください。
Enter キーを押すと、パネルが表示されます。 このパネルとその他のパネル内の必要なすべてのフィールド
に情報を入力してから、Enter キーを押して定義を保存します。
チャネル名はチャネルの両端で同じ名前になっていなければならず、またネットワーク内で固有の名前で
なければなりません。 ただし、IBM MQ for IBM i オブジェクト名として有効な文字だけを使用するように
してください。 

どのパネルでも、いくつかのフィールドには IBM MQ for IBM i によってデフォルト値が提供されます。 こ
れらの値をカスタマイズしたり、またはチャネルの作成もしくはコピー時に値を変更したりできます。 値
のカスタマイズについては、「 IBM MQ for IBM i システム管理ガイド」を参照してください。
独自のチャネル・デフォルト値のセットを作成するには、各チャネル・タイプに必要なデフォルト値を指
定したダミー・チャネルを設定しておいて、新しいチャネル定義の作成が必要になるたびにそれらのチャ
ネルをコピーすることができます。
関連資料
チャネルの属性

8=Work with Status
「状況の処理」は、詳細なチャネルの状況情報を表示するときに使用します。
「status (状況)」列は、チャネルがアクティブ、または非アクティブかを示し、「Work with MQM channels

(MQM チャネルの処理)」パネルでも引き続き表示されます。 さらに状況情報を表示するには、オプション
「8 (Work with Status (状況の処理))」を選択します。 あるいは、コマンド行から WRKMQMCHST コマンド
を使用してこの情報を表示させることもできます。 281 ページの『チャネル状況の操作 (IBM i)』 を参照し
てください。
• チャネル名
• チャネル・タイプ
• チャネル状況
• チャネル・インスタンス
• リモート・キュー・マネージャー
• 伝送キュー名
• 通信接続名
• チャネルの未確定状況
• 最終シーケンス番号
• 未確定メッセージ数
• 未確定シーケンス番号
• 伝送キュー上のメッセージ数
• 論理作業単位 ID
• 未確定作業論理単位 ID
• チャネル副状態
• チャネル・モニター
• ヘッダー圧縮
• メッセージ圧縮
• 圧縮時間標識
• 圧縮率標識
• 伝送キュー時間標識
• ネットワーク時間標識
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• 終了時間標識
• バッチ・サイズ標識
• 現行共有会話
• 最大共有会話

13=Ping
固定データ・メッセージをリモート側に交換するには、Ping オプションを使用します。
IBM MQ の Ping に成功すると、システム監視プログラムは、チャネルが使用可能であって機能しているこ
とをある程度確認することができます。
Ping を選択しても、伝送キューとターゲット・キューが使用されることはありません。 チャネル定義、関
連する通信リンク、およびネットワーク設定が使用されます。
Ping は、送信側チャネル、およびサーバー・チャネルからのみ使用できます。 リンクの反対側で対応チャ
ネルが開始され、開始パラメーターの折衝が実施されます。 エラーがある場合には、通常どおり通知され
ます。
メッセージ交換の結果は Ping パネルに表示されます。これには、戻されたメッセージ・テキスト、メッセ
ージの送信時刻、および応答の受信時刻も表示されます。

LU 6.2 での ping
IBM MQ for IBM i で ping が呼び出されるときには、その機能を要求したユーザーのユーザー ID で実行され
ます。これに対し、チャネル・プログラムの通常の実行方法では、QMQM ユーザー ID がチャネル・プログ
ラム用に使用されます。 ユーザー ID は受信側まで流れるため、これが受信側で有効でなければ LU 6.2 の
会話を割り振ることはできません。

14=Start
「Start (開始)」オプションは、チャネルを手動で開始するときに使用します。
「Start (開始)」オプションは送信側、サーバー、および要求側のチャネルで利用できます。 これは、チャネ
ルがキュー・マネージャーによるトリガー操作でセットアップされている場合には必要ありません。
「Start (開始)」オプションは、受信側、サーバー接続、クラスター送信側、およびクラスター受信側の各チ
ャネルでも使用されます。 STOPPED 状態になっている受信側チャネルの開始は、リモート・チャネルから
そのチャネルを開始できることを意味しています。
送信側 MCA は、開始されると、チャネル定義ファイルを読み取り、伝送キューをオープンします。 チャネ
ル開始シーケンスが実行され、リモートで受信側またはサーバー側のチャネルの対応する MCA が開始され
ます。 それらのチャネルが開始すると、送信側プロセスおよびサーバー・プロセスはメッセージが伝送キ
ューに到達するのを待ち、到達したメッセージを伝送します。 

トリガー操作を使用する場合には、絶えず実行されているトリガー・プロセスを開始して、開始キューを
モニターする必要があります。 プロセスを開始するために、STRMQMCHLI コマンドを使用します。
チャネルの反対側では、送信側からのチャネル開始に応答して受信側プロセスが開始することがあります。
そのために使用される方式は、以下のように、LU 6.2 接続チャネルと TCP/IP 接続チャネルとでは異なりま
す。
• LU 6.2 接続チャネルの場合、チャネルの受信側では明示的なアクションは不要です。
• TCP 接続チャネルの場合は、リスナー・プロセスが絶えず実行されている必要があります。 このプロセ
スはリンクのリモート側からのチャネル開始要求を待ち、その接続に関してチャネル定義で定義されたプ
ロセスを開始します。 

リモート・システムが IBM i の場合には、STRMQMLSR コマンドを使用できます。
「Start (開始)」オプションを使用すると、必要な場合には必ずチャネルが再同期化されます。
開始手続きを正常に行うためには、次の条件が必要です。
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• ローカルおよびリモートのチャネル定義が存在している。 受信側またはサーバー接続のチャネルに該当
するチャネル定義がない場合は、チャネルが自動定義されていると、自動的にデフォルトのチャネル定義
が作成されます。 チャネル自動定義出口プログラムを参照してください。

• 伝送キューが存在していて、読み取りのために使用することが可能になっており、しかも他のチャネルで
使用されていない。

• ローカルおよびリモートの MCA が存在している。
• 通信リンクが利用可能になっている。
• ローカルおよびリモートのキュー・マネージャーが実行されている。
• メッセージ・チャネルが非アクティブになっている。
メッセージを転送するには、リモート・キューとリモート・キュー定義が存在していなければなりません。
チャネル開始要求が受け入れられたことを示すメッセージがパネルに表示されます。 開始プロセスが成功
したかどうかを確認するためには、システム・ログを調べるか、あるいは F5 (画面最新表示) キーを押して
ください。

15=End
「End (終了)」は、チャネル活動を停止するために使用します。
「End (終了)」オプションは、チャネル活動の停止を要求するために使用します。 チャネルは、これ以上メ
ッセージを送信しません。
Enter キーを押す前に F4 を選択し、チャネルが STOPPED と INACTIVE のどちらになるか、さらに
CONTROLLED と IMMEDIATE のどちらの停止を使用してチャネルを停止するかを選択します。 停止状態
のチャネルを再度アクティブにするは、オペレーターが再開する必要があります。 非アクティブのチャネ
ルはトリガーできます。

即時停止
「即時停止」を使用すると、 作業単位がある場合でもそれを完了せずにチャネルを停止します。
このオプションは、チャネル・プロセスを終了してしまいます。 チャネルはメッセージの現行バッチの処
理を完了しないため、そのチャネルを未確定のままにしておくことはできません。 一般に、オペレーター
は制御された停止オプションを使用する方が良いです。

制御された停止
「制御された停止」を使用すると、現在の作業単位が終わったらチャネルを停止します。
これを選択すると、チャネルが正常にクローズし、メッセージの現行バッチが完了するとともに、チャネ
ルの反対側の端点で同期点手順が実行されます。

停止したチャネルの再始動
チャネルが STOPPED 状態になるときは、手動でチャネルを再始動しなければなりません。 以下の方法で
チャネルを再始動できます。
• START CHANNEL MQSC コマンドを使用します。
• Start Channel PCF コマンドを使用します。
• IBM MQ Explorerを使用します。
• z/OS で、「チャネルの開始 (Start a channel)」パネルを使用します。
• IBM i で、STRMQMCHL CL コマンドまたは WRKMQMCHL パネルの START オプションを使
用します。
送信側またはサーバー・チャネルでは、チャネルが停止状態になった場合、関連する伝送キューは
GET(DISABLED) に設定され、トリガー操作はオフに設定されます。 開始要求が受信されたとき、これらの
属性は自動的にリセットされます。
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チャネルが RETRYING または STOPPED の状況の間にチャネル・イニシエーターが停止した
場合、チャネル・イニシエーターの再開始時にチャネル状況が記憶されています。 ただし、SVRCONN チ
ャネル・タイプのチャネル状況は、チャネルが STOPPED の状況の間にチャネル・イニシエーターが停止す
ると再設定されます。

チャネルが RETRYING または STOPPED の状況の間にキュー・マネージャーが停止した場合、
キュー・マネージャーの再開始時にチャネル状況が記憶されています。 IBM MQ 8.0 以降、これは
SVRCONN チャネルにも当てはまります。 以前は、SVRCONN チャネル・タイプのチャネル状況は、チャネ
ルが STOPPED の状況の間にチャネル・イニシエーターが停止するとリセットされていました。

16=Reset
「Reset (リセット)」オプションは、メッセージ・シーケンスを強制的に新しくするときに使用します。
「Reset (リセット)」オプションは、メッセージ・シーケンス番号を変更するために使用します。 このオプ
ションを使用する際には注意が必要です。未確定状態がある場合は、必ず、「Resolve (解決)」オプション
を使用してそれを解決してからこのオプションを使用するようにしてください。 このオプションは、送信
側チャネルまたはサーバー・チャネルだけで使用可能です。 次にそのチャネルが開始されると、最初のメ
ッセージは新しいシーケンス番号になります。

17=Resolve
「Resolve (解決)」オプションは、伝送キューに保持される未確定メッセージのローカル側でのコミットま
たはバックアウトを強制するときに使用します。
リンクの送信側かサーバー側が終了してしまいリカバリーの見込みがないなどの理由で、メッセージがい
ずれかの側で未確定のままの場合は、「(Resolve (解決)」オプションを使用します。 「Resolve (解決)」オ
プションには、BACKOUT か COMMIT のどちらかのパラメーターを設定できます。 バックアウトではメッ
セージは伝送キューに復元され、コミットではメッセージは廃棄されます。
チャネル・プログラムは、パートナーとのセッションの確立を試みません。 その代わりに、未確定メッセ
ージを表す作業論理単位 ID (LUWID) を判別します。 そのあとで、要求に応じて次のいずれかを発行しま
す。
• メッセージを伝送キューに復元するための BACKOUT
• メッセージを伝送キューから削除するための COMMIT

解決を正常に行うためには、次の条件が必要です。
• チャネルが非アクティブになっている。
• チャネルが未確定になっている。
• チャネル・タイプが送信側またはサーバーである。
• ローカルのチャネル定義が存在している。
• ローカルのキュー・マネージャーが実行されている。

18=Display authority
「Display authority (権限の表示)」オプションは、特定の IBM MQ オブジェクトに対してユーザーがどのア
クションの実行を許可されているかを表示するときに使用します。
DSPMQAUT コマンドは、選択したオブジェクトおよびユーザーについて、IBM MQ オブジェクトに対して
アクションを実行するための、ユーザーが持つ権限を表示します。 そのユーザーが複数のグループのメン
バーである場合は、そのオブジェクトへのすべてのグループの権限を組み合わせたものがこのコマンドで
表示されます。

19=Grant authority
「Grant authority (権限の付与)」オプションは、IBM MQ オブジェクトに対するアクションを実行する権限
を別のユーザーまたはユーザー・グループに付与するときに使用します。
GRTMQMAUT コマンドは、QMQMADM グループのユーザーのみに使用できます。 QMQMADM のユーザー
は、ユーザーを名前で指定するか、または *PUBLIC のすべてのユーザーに権限を付与するかのいずれかに
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より、コマンドで指定された IBM MQ オブジェクトに対してアクションを実行する権限を他のユーザーに
付与します。

20=Revoke authority
「Revoke authority (権限の取り消し)」は、オブジェクトに対するアクション実行の許可をユーザーから除
去するときに使用します。
RVKMQMAUT コマンドは、QMQMADM グループのユーザーのみに使用できます。 QMQMADM グループの
ユーザーは、ユーザーを名前で指定するか、または *PUBLIC のすべてのユーザーから権限を取り消すかの
いずれかにより、コマンドで指定された IBM MQ オブジェクトに対してアクションを実行する権限を他の
ユーザーから除去します。

21=Recover object
「Recover object (オブジェクトのリカバリー)」は、損傷したオブジェクトを、IBM MQ ジャーナルに保管
されている情報を使用してリカバリーするときに使用します。
「Recover object (オブジェクトのリカバリー)」では、「MQ オブジェクトの再作成」コマンド (RCRMQMOBJ)
を使用して、コマンドで指定された損傷したすべてのオブジェクトをリカバリーします。 オブジェクトが
損傷していなければ、そのオブジェクトに対してはアクションは実行されません。

22=Record image
「Record image (イメージの記録)」は、一連のオブジェクトのリカバリーのために必要なジャーナル・レシ
ーバーの数を削減するため、さらにリカバリー時間を最小化するために使用します。
RCDMQMIMG コマンドは、コマンドで選択されたすべてのオブジェクトでチェックポイントを取ります。
このコマンドは、統合ファイル・システム (IFS) 内のオブジェクトの現行値を、ジャーナル・レシーバーに
記録された MQPUT や MQGET などの、そのオブジェクトに関する後の情報と同期化します。
コマンドが完了すると、IFS 内のオブジェクトは最新になり、このオブジェクトをリカバリーするためのそ
れらジャーナル・レシーバーは、もはや必要なくなります。 切断されたジャーナル・レシーバーは切り離
すことができます (これらがその他のオブジェクトをリカバリーするために必要である場合を除く)。

IBM i における通信のセットアップ
分散キューイング管理チャネルは、開始時に、チャネル定義で指定された接続の使用を試みます。 これを
正常に行うためには、その接続が定義されていて、使用可能になっていなければなりません。
DQM は IBM MQ for IBM i 用のリモート・キューイング機能です。 これは IBM MQ for IBM i キュー・マネ
ージャーにチャネル制御プログラムを提供し、このプログラムによって、通信リンクに対する、システム・
オペレーターからの制御が可能なインターフェースが形成されます。
分散キューイング管理チャネルは、開始時に、チャネル定義で指定された接続の使用を試みます。 これを
正常に行うためには、その接続が定義されていて、使用可能になっていなければなりません。 このセクシ
ョンでは、確実に接続が定義され、使用可能になる方法について説明します。
チャネルを開始する前に、このセクションの説明に従って伝送キューを定義して、メッセージ・チャネル
定義に組み込んでおく必要があります。
IBM MQ for IBM i システム間の通信形式は次の 2 つから選択できます。
• 289 ページの『IBM i での TCP 接続の定義』

TCP の場合、ホスト・アドレスを使用することができ、これらの接続は「 IBM i Communication
Configuration Reference」で説明されているようにセットアップされます。
TCP 環境では、各分散サービスには、そのサービスにアクセスするためにリモートのマシンで使用される
可能性がある、固有の TCP アドレスが割り当てられます。 TCP アドレスは、ホストの名前/番号およびポ
ート番号で構成されます。 すべてのキュー・マネージャーは、この番号を使用して、TCP を介して相互
に通信します。

• 290 ページの『TCP での受信』
この通信を行うには、ローカル・キュー・マネージャーを備えた IBM i システムとリモート・キュー・マ
ネージャーを備えたシステムとの間の物理リンクを使用できるように、IBM i SNA 論理装置タイプ 6.2
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(LU 6.2) を定義しなければなりません。 IBM iでの通信の構成について詳しくは、「 IBM i Communication
Configuration Reference 」を参照してください。
必要に応じて、必要なプロセスとキューを定義してトリガーの準備も整えておく必要があります。

TCP/IP を使用するメッセージ・チャネルは、ネットワーク・スループットを大
幅に向上させることができる高速 TCP/IP トンネルを提供する IBM Aspera faspio Gatewayを指すことが
できます。 資格のあるプラットフォームで実行されているキュー・マネージャーは、 Aspera gatewayを介
して接続できます。 ゲートウェイ自体は、 Red Hat 、 Ubuntu Linux、または Windowsにデプロイされま
す。 Linux または Windowsでの Aspera gateway 接続の定義を参照してください。
関連タスク
274 ページの『IBM i上のチャネルのモニターおよび制御』
リモート・キュー・マネージャーにつながるチャネルの作成、モニターおよび制御を行うためには、DQM
コマンドおよびパネルを使用します。 各キュー・マネージャーには、互換性のあるリモート・キュー・マ
ネージャーとの相互接続を制御するための DQM プログラムが備わっています。
関連資料
構成例 - IBM MQ for IBM i
IBM MQ for IBM i におけるメッセージ・チャネルの計画例
IBM i における相互通信ジョブ
IBM i におけるチャネルの状態

IBM i での TCP 接続の定義
「接続名」フィールドを使用して、チャネル定義内に TCP 接続を定義できます。
チャネル定義には CONNECTION NAME フィールドがあり、ターゲットの TCP ネットワーク・アドレスか、
ホスト名 (例えば ABCHOST) が含まれています。 TCP ネットワーク・アドレスは、IPv4 小数点付き 10 進
数形式 (例えば、127.0.0.1) または IPv6 16 進数形式 (例えば、2001:DB8:0:0:0:0:0:0) になります。
CONNECTION NAME がホスト名またはネーム・サーバーである場合、ホスト名を TCP ホスト・アドレスに
変換するために、IBM i ホスト・テーブルが使用されます。
TCP アドレスを完成させるには、ポート番号が必要です。 ポート番号を指定しなければ、デフォルト・ポ
ート番号 1414 が使用されます。 接続の開始側 (送信側、要求側、およびサーバーのチャネル・タイプ) で
は、例えば、次のようにオプションの接続用ポート番号を指定できます。
Connection name 127.0.0.1 (1555)

この場合、接続の開始側ではポート 1555 で受信プログラムに接続しようとします。
TCP/IP を使用するメッセージ・チャネルは、ネットワーク・スループットを大

幅に向上させることができる高速 TCP/IP トンネルを提供する IBM Aspera faspio Gatewayを指すことが
できます。 資格のあるプラットフォームで実行されているキュー・マネージャーは、 Aspera gatewayを介
して接続できます。 ゲートウェイ自体は、 Red Hat 、 Ubuntu Linux、または Windowsにデプロイされま
す。 Linux または Windowsでの Aspera gateway 接続の定義を参照してください。

TCP リスナー・バックログ・オプションの使用
TCP では、サーバーとクライアントとの間で 3 ウェイ・ハンドシェークが実行されない限り、接続は不完
全として扱われます。 これらの接続は、未解決接続要求と呼ばれます。 最大値をこれらの未解決接続要求
に設定し、リスナーが要求を受け入れるのを TCP ポート上で待っている要求のバックログと考えることが
できます。
詳細については、 271 ページの『IBM MQ for Multiplatformsでの TCPリスナー・バックログ・オプション
の使用』 を参照してください。また、 IBM iの特定の値を参照してください。
関連概念
290 ページの『TCP での受信』
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受信側のチャネル・プログラムは、送信側チャネルからの開始要求に応じて開始されます。 開始要求に応
答するには、リスナー・プログラムを開始して着信ネットワーク要求を検出し、関連のチャネルを開始す
る必要があります。 このリスナー・プログラムは、STRMQMLSR コマンドで開始してください。

TCP での受信
受信側のチャネル・プログラムは、送信側チャネルからの開始要求に応じて開始されます。 開始要求に応
答するには、リスナー・プログラムを開始して着信ネットワーク要求を検出し、関連のチャネルを開始す
る必要があります。 このリスナー・プログラムは、STRMQMLSR コマンドで開始してください。
キュー・マネージャーごとに複数のリスナーを開始することができます。 デフォルトでは、STRMQMLSR
コマンドはポート 1414 を使用しますが、この値は指定変更できます。 デフォルト設定を指定変更するに
は、選択したキュー・マネージャーの qm.ini ファイルに以下のステートメントを追加します。 次の例で
は、リスナーはポート 2500 を使用する必要があります。
TCP:
Port=2500

qm.ini ファイルは次の IFS ディレクトリーにあります。/QIBM/UserData/mqm/qmgrs/queue manager
name

この新しい値は、TCP リスナー・プログラムが開始するときにだけ読み取られます。 リスナーがすでに開
始されている場合、この変更はそのプログラムからは見えません。 新しい値を使用するためには、リスナ
ーを停止して STRMQMLSR コマンドを実行し直します。 現時点では、STRMQMLSR コマンドを使用した場
合、リスナーは常に新しいポートにデフォルト解釈されます。
また、STRMQMLSR コマンドに異なるポート番号を指定することもできます。 以下に例を示します。
STRMQMLSR MQMNAME( queue manager name ) PORT(2500)

このように変更すると、リスナー・ジョブが続く限りリスナーのデフォルト値は新しいポートになります。

TCP SO_KEEPALIVE オプションの使用
SO_KEEPALIVE オプション (詳細は、235 ページの『チャネルの相手側がまだ使用可能であるかどうかの検
査』を参照) を使用するためには、キュー・マネージャー構成ファイル (IFS ディレクトリー /QIBM/
UserData/mqm/qmgrs/queue manager name にある qm.ini) に次の項目を追加する必要があります。
TCP:
KeepAlive=yes

そのあと、次のコマンドを実行する必要があります。
CFGTCP

オプション「3 (Change TCP Attributes (TCP 属性の変更))」を選択します。 ここで、時間間隔を分単位で指
定できます。 値は、1 から 40320 分の範囲内で指定できます。デフォルトは 120 です。

TCP リスナー・バックログ・オプションの使用
TCP 上で受信する場合、未解決の接続要求の最大数が設定されます。 この数は、リスナーが要求を受け入
れるのを TCP ポート上で待っている要求のバックログ と考えることができます。
IBM i でのデフォルト・リスナー・バックログ値は 255 です。 バックログがこの値に到達すると、TCP 接
続は拒否され、チャネルを開始できません。
MCA チャネルの場合は、チャネルが RETRY 状態になり、後で接続が再試行されます。
クライアント接続の場合は、クライアントは、MQCONN から理由コード MQRC_Q_MGR_NOT_AVAILABLE
を受け取り、後で接続を再試行することができます。

290  IBM MQ の構成



しかし、このエラーを回避するため、qm.ini ファイルに次の項目を追加できます。
ListenerBacklog = n

この項目は、TCP リスナーのデフォルトの最大未解決要求数 (255) を上書きします。
注 : 一部のオペレーティング・システムでは、デフォルトより大きい値がサポートされています。 必要で
あれば、この値を使用して接続限度に到達するのを回避できます。

IBM i での LU 6.2 接続の定義
完全修飾された LU 6.2 接続のモード名、TP 名、および接続名を使用して、LU 6.2 通信の詳細を定義しま
す。
リンクが開始される側では、この CSI オブジェクトを完成するための経路指定項目の定義が必要です。 リ
モート LU 6.2 システムからの作業要求の管理についての詳細は、「 IBM i Programming: Work Management
Guide」に記載されています。 

詳細については、「Multiplatform APPC Configuration Guide」と次の表を参照してください。
表 26. ローカル IBM i システムにおけるリモート・キュー・マネージャー・プラットフォーム用の設定値
リモート・プラットフォーム TPNAME

z/OS または MVS リモート・キュー・マネージャーの対応するサイド情報内と同じ。
IBM i IBM i システムにおいて経路指定項目の比較値と同じ。
AIX and Linux システム リモート LU 6.2 構成で定義された呼び出し可能なトランザクショ

ン・プログラム。
Windows Windows Run Listener コマンドで指定されたとおり、または

Windows において TpSetup を使用して定義された呼び出し可能なト
ランザクション・プログラム。

同一のコンピューター上に複数のキュー・マネージャーがある場合は、チャネル定義内の TPname をそれ
ぞれ固有にする必要があります。
関連概念
291 ページの『開始される側 (送信側)』
トランスポート・タイプ *LU62 のチャネルを定義するには、CRTMQMCHL コマンドを使用してください。
294 ページの『開始される側 (受信側)』
トランスポート・タイプ *LU62 のメッセージ・チャネル・リンクの受信側を定義するには、CRTMQMCHL
コマンドを使用してください。

開始される側 (送信側)
トランスポート・タイプ *LU62 のチャネルを定義するには、CRTMQMCHL コマンドを使用してください。
IBM MQ for IBM i V5.3 以降ではオプションとして、CSI オブジェクトを使用できます。
開始される側のパネルを、図 LU 6.2 通信セットアップ・パネル - 開始側に示しています。 図示されている
パネルの全体を確認するには、最初のパネルで F10 を押してください。 
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Create Comm Side Information (CRTCSI)

Type choices, press Enter.

Side information . . . . . . . . > WINSDOA1   Name
Library . . . . . . . . . . . >  QSYS    Name, *CURLIB
Remote location . . . . . . . . > WINSDOA1   Name
Transaction program . . . . . . > MQSERIES

Text 'description' . . . . . . .  *BLANK

Additional Parameters

Device . . . . . . . . . . . . .  *LOC     Name, *LOC
Local location . . . . . . . . .  *LOC     Name, *LOC, *NETATR
Mode . . . . . . . . . . . . . .  JSTMOD92   Name, *NETATR
Remote network identifier . . .  *LOC     Name, *LOC, *NETATR, *NONE
Authority . . . . . . . . . . .  *LIBCRTAUT  Name, *LIBCRTAUT, *CHANGE...

Bottom
F3=Exit  F4=Prompt  F5=Refresh  F12=Cancel  F13=How to use this display
F24=More keys

図 34. LU 6.2 通信セットアップ - 開始側
次のようにして、開始側のフィールドを完成させてください。
サイド情報
作成するサイド情報オブジェクトを保管するために使用する名前 (例えば、WINSDOA1) を、この定義
に付けてください。
注 : LU 6.2 の場合、メッセージ・チャネル定義と通信接続の間のリンクは、送信側のメッセージ・チャ
ネル定義における「Connection name (接続名)」フィールドになります。 このフィールドには、CSI オ
ブジェクトの名前が入ります。

ライブラリー
この定義が保管されるライブラリーの名前です。
CSI オブジェクトは、メッセージ・チャネルをサービスするプログラムからアクセスできるライブラリ
ー (例えば、QSYS、QMQM、および QGPL) で使用可能でなければなりません。
この 名前が誤っていたり、欠落していたり、検出できなかったりする場合には、 チャネル開始時にエ
ラーが発生します。

リモート・ロケーション (Remote location)
プログラムが通信するリモート・ロケーションの名前を指定してください。
この必須パラメーターには、2 つのシステム間の通信リンクに使用される装置記述で定義された、リモ
ート・システムのパートナーの論理装置名が入ります。
「Remote location (リモート・ロケーション)」名は、リモート・システムで DSPNETA コマンドを実行
し、デフォルト・ローカル・ロケーション名を調べることによって得られます。

トランザクション・プログラム (Transaction program)
開始するリモート・システムのトランザクション・プログラムの名前を指定します (64 文字まで)。 ト
ランザクション・プロセス名、プログラム名、チャネル名、または経路指定項目の「Compare value
(値の比較)」に一致する文字ストリングを指定することができます。
このパラメーターは必須です。
注 : SNA サービス・トランザクション・プログラム名を指定するには、サービス・トランザクション・
プログラム名を 16 進表記で入力してください。 例えば、16 進表記で 21F0F0F1 となるサービス・ト
ランザクション・プログラム名を指定する場合には、X'21F0F0F1' と入力します。
SNA サービス・トランザクション・プログラム名の詳細については、 LU タイプ 6.2 用の「SNA
Transaction Programmer's Reference」に 記載されています。
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受信側が別の IBM i システムである場合、送信側の CSI オブジェクトと受信側の経路指定項目を突き合
わせるために 「Transaction program (トランザクション・プログラム)」名が使用されます。 この名前
は、宛先 IBM i システム上のキュー・マネージャーごとに固有でなければなりません。 開始される側
(受信側) の「呼び出すプログラム」パラメーターを参照してください。 「経路指定項目の追加」パネル
の「比較データ: 値の比較」パラメーターも参照してください。

テキスト記述 (Text description)
この接続の使用目的を記録しておくための記述です (50 文字まで)。

デバイス
リモート・システム用の装置記述の名前を指定します。 指定できる値は以下のとおりです。
*LOC
この装置はシステムによって決められます。

装置名 (Device-name)
リモート・ロケーションと関連付けられる装置の名前を指定します。

ローカル・ロケーション (Local location)
ローカル・ロケーション名を指定します。 指定できる値は以下のとおりです。
*LOC
ローカル・ロケーション名はシステムによって決定されます。

*NETATR
システム・ネットワーク属性で指定した LCLLOCNAME 値が使用されます。

ローカル・ロケーション名 (Local-location-name)
ローカル・ロケーションの名前を指定します。 リモート・ロケーションとして特定のロケーション
名を指示したい場合には、ローカル・ロケーション名を指定してください。 ロケーション名は、
DSPNETA コマンドを使用して調べることができます。

モード (Mode)
セッションの制御に使用するモードを指定します。 この名前は、共通プログラミング・インターフェ
ース (CPI) - 通信 Mode_Name と同じです。 指定できる値は以下のとおりです。
*NETATR
ネットワーク属性で指定されたモードが使用されます。

BLANK
8 つのブランク文字が使用されます。

モード名
リモート・ロケーションのモード名を指定します。

注 : 通信セッションの伝送優先順位はモードによって決まるため、 送られるメッセージの優先順位に基
づいて、 例えば MQMODE_HI、MQMODE_MED、MQMODE_LOW のように、さまざまなモードを定義
しておくと便利な場合があります (同じロケーションを指す複数の CSI を持つことができます)。

リモート・ネットワーク ID (Remote network identifier)
リモート・ロケーションで使用されるリモート・ネットワーク ID を指定します。 指定できる値は以下
のとおりです。
*LOC
リモート・ロケーションのリモート・ネットワーク ID が使用されます。

*NETATR
ネットワーク属性で指定されたリモート・ネットワーク ID が使用されます。

*NONE 値
このリモート・ネットワークには名前がありません。

リモート・ネットワーク ID (Remote-network-id)
リモート・ネットワーク ID を指定します。 このネットワーク ID を調べるには、リモート・ロケー
ションで DSPNETA コマンドを使用してください。 これは、リモート・ロケーションのローカル・
ネットワーク ID です。

IBM MQの構成  293



権限
このオブジェクトに対する特別な権限をもたないユーザー、 許可リストに記載されていないユーザー、
およびグループ・プロファイルでそのオブジェクトに対する特別な権限が指定されていないユーザーに
対して与える権限を指定します。 指定できる値は以下のとおりです。
*LIBCRTAUT
このオブジェクトに関する共通権限は、指定されたライブラリーの CRTAUT パラメーターから得ら
れます。 この値は作成時に決定されます。 オブジェクトの作成後にライブラリーに関する
CRTAUT 値が変更された場合には、新しい値は既存のオブジェクトに影響を与えません。

*CHANGE
変更権限を与えられたユーザーは、そのオブジェクトに対して基本機能を実行できます。ただし、
ユーザーがオブジェクトを変更することはできません。 変更権限は、オブジェクト操作権限および
すべてのデータ権限が与えられます。

*ALL
ユーザーは、所有者に限定されている操作や権限リスト管理権限によって制御される操作を除き、
すべての操作を実行できます。 ユーザーは、そのオブジェクトの存在を制御したり、 オブジェクト
のセキュリティーを指定したり、オブジェクトを変更したり、 オブジェクトに対する基本機能を実
行したりすることができます。 また、オブジェクトの所有権を変更できます。

*USE
使用権限は、オブジェクト操作権限と読み取り権限を提供します。

*EXCLUDE
除外権限は、そのユーザーがオブジェクトにアクセスできないようにします。

許可リスト (Authorization-list)
サイド情報として使用する権限の入った許可リストの名前を指定します。

開始される側 (受信側)
トランスポート・タイプ *LU62 のメッセージ・チャネル・リンクの受信側を定義するには、CRTMQMCHL
コマンドを使用してください。
「Connection name (接続名)」フィールドはブランクのままにし、また対応する詳細がチャネルの送信側と
一致するようにしてください。 詳細については、チャネルの作成を参照してください。
開始する側が受信側チャネルを開始できるように、開始される側のサブシステムに経路指定項目を追加し
てください。 このサブシステムは、 LU 6.2 セッションで使用する APPC デバイスを割り振るもの でなけれ
ばなりません。 したがって、そのデバイスの有効な通信項目を保持している必要があります。 経路指定項
目は、メッセージ・チャネルの受信側を開始させるプログラムを呼び出します。
リンク上で通信セッションによって開始される側を定義するには、IBM i コマンド (例えば、ADDRTGE) を
使用してください。
開始される側のパネルを、図 LU 6.2 通信設定パネル - Add Routing Entryに示しています。
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Add Routing Entry (ADDRTGE)

Type choices, press Enter.

Subsystem description . . . . .  QCMN     Name
Library . . . . . . . . . . .   *LIBL    Name, *LIBL, *CURLIB
Routing entry sequence number .  1       1-9999
Comparison data:
Compare value . . . . . . . .  MQSERIES

Starting position . . . . . .  37      1-80
Program to call . . . . . . . .  AMQCRC6B   Name, *RTGDTA
Library . . . . . . . . . . .  QMAS400    Name, *LIBL, *CURLIB
Class . . . . . . . . . . . . .  *SBSD     Name, *SBSD
Library . . . . . . . . . . .  *LIBL     Name, *LIBL, *CURLIB
Maximum active routing steps . .  *NOMAX    0-1000, *NOMAX
Storage pool identifier . . . .  1       1-10

Bottom
F3=Exit  F4=Prompt  F5=Refresh  F12=Cancel  F13=How to use this display
F24=More keys

図 35. LU 6.2 通信設定パネル - 開始される側
サブシステム記述
この定義が置かれるサブシステムの名前です。 経路指定項目に該当するサブシステム記述を表示およ
び更新するには、IBM i WRKSBSD コマンドを使用してください。

経路指定項目のシーケンス番号 (Routing entry sequence number)
この通信定義を識別するための、サブシステム内で固有の番号です。 値は 1 から 9999 の範囲内で指定
できます。

比較データ: 値の比較 (Comparison data: Compare value)
Figure 1に示されているように、トランザクション・プログラムパラメーターによって、セッションが
開始されたときに受信されるストリングと比較するテキスト・ストリング。 文字ストリングは、送信
側 CSIの「トランザクション・プログラム」フィールドから導出されます。

比較データ: 開始位置 (Comparison data: Starting position)
ストリング内の、比較が開始される文字位置です。
注 : この開始位置フィールドは、 ストリング内の比較を行うための文字位置であり、常に 37 です。

呼び出すプログラム (Program to call)
セッションを開始するために呼び出されるインバウンド・メッセージ・プログラムを実行する、プログ
ラムの名前です。
プログラム AMQCRC6A は、デフォルト・キュー・マネージャーの場合に呼び出されます。 このプログ
ラムは、IBM MQ for IBM i に付属のプログラムであり、環境をセットアップしてから AMQCRS6A を呼
び出します。
追加キュー・マネージャーの場合:

• 各キュー・マネージャーには、そのライブラリーに置かれた特定の LU 6.2 呼び出し可能プログラムが
備わっています。 このプログラムは AMQCRC6B と呼ばれ、キュー・マネージャーの作成時に自動的
に生成されます。

• 各キュー・マネージャーには、追加する固有経路指定データを指定した特定の経路指定項目が必要で
す。 この経路指定データは、 要求側のシステムで指定するトランザクション・プログラムの名前 (開
始する側 (送信側)を参照) と一致している必要があります。
例を以下の LU 6.2 通信設定パネル - Display Routing Entries に示します。
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Display Routing Entries
System:  MY400
Subsystem description:  QCMN      Status:  ACTIVE

Type options, press Enter.
5=Display details

Start
Opt  Seq Nbr  Program    Library    Compare Value   Pos
10   *RTGDTA           'QZSCSRVR'     37
20   *RTGDTA           'QZRCSRVR'     37
30   *RTGDTA           'QZHQTRG'     37
50   *RTGDTA           'QVPPRINT'     37
60   *RTGDTA           'QNPSERVR'     37
70   *RTGDTA           'QNMAPINGD'    37
80   QNMAREXECD  QSYS     'AREXECD'     37
90   AMQCRC6A   QMQMBW    'MQSERIES'     37
100   *RTGDTA           'QTFDWNLD'     37
150   *RTGDTA           'QMFRCVR'     37

F3=Exit  F9=Display all detailed descriptions  F12=Cancel

図 36. LU 6.2 通信設定パネル - 開始される側
LU 6.2 通信設定パネル - Display Routing Entries のシーケンス番号 90 はデフォルト・キュー・マネー
ジャーを表しており、これによって、 IBM MQ for IBM i の旧リリース (すなわち、V3R2、V3R6、
V3R7、および V4R2) の構成との互換性を実現しています。 これらのリリースは、1 つのキュー・マネ
ージャーだけを使用できます。 シーケンス番号 92 および 94 は、ライブラリー QMALPHA および
QMBETA を使用して作成された ALPHA および BETA という 2 つの追加キュー・マネージャーを表しま
す。
注 : 異なる経路指定データを使用することにより、それぞれのキュー・マネージャーごとに別々の経路
指定項目を指定できます。 これらの項目によって、 使用するクラスに応じてジョブ優先順位を変える
ことができます。 

クラス
この経路指定項目を使用して開始されるステップに使用されるクラスの、名前とライブラリーです。
このクラスは、 経路指定ステップの実行環境の属性を定義し、ジョブ優先順位を指定します。 該当の
クラス項目を指定しなければなりません。 既存クラスの表示 または新規クラスの作成には、WRKCLS
コマンドなどを使用してください。 リモート LU 6.2 システムからの作業要求の管理についての詳細
は、「 IBM i Programming: Work Management Guide」に記載されています。

ワーク・マネジメントに関する注意
AMQCRS6A ジョブは、他の IBM MQ ジョブとは異なる方法で開始されるため、 実行管理機能 に記載され
ている通常の IBM i 実行管理機能を利用できません。 LU 62 受信側ジョブの実行時プロパティーを変更す
るには、 以下のいずれかの変更を行います。
• AMQCRS6A ジョブの経路指定項目に指定されているクラス記述の変更
• 通信項目に対するジョブ記述の変更
通信ジョブの構成についての詳細は、「 IBM i Programming: Work Management Guide」を参照してくださ
い。

キュー・マネージャー・クラスターの構成
クラスターによって提供されるキュー・マネージャーを相互接続するためのメカニズムにより、初期構成
と継続的な管理を簡単に行えます。 クラスター・コンポーネントを定義し、クラスターを作成および管理
できます。
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始める前に
クラスタリングの概念の導入については、クラスターを参照してください。
キュー・マネージャー・クラスターを設計するときは、いくつかの決定を行う必要があります。 サンプル・
クラスターおよびクラスターの設計を参照してください。
関連タスク
452 ページの『別のキュー・マネージャーへのクラスター・トピック定義の移動』
トピック・ホスト・ルーティング型または直接ルーティング型のいずれかのクラスターについて、キュー・
マネージャーを使用廃止するときに、またはクラスター・キュー・マネージャーで障害が発生したか長時
間にわたって使用不可であることが理由で、クラスター・トピック定義を移動する必要がある場合があり
ます。
関連資料
DELETE TOPIC

クラスターのコンポーネントの定義
クラスターは、キュー・マネージャー、クラスター・チャネル、およびクラスター・キューで構成されま
す。 クラスター・キューを定義したり、デフォルトのクラスター・オブジェクトのいくつかの側面を変更
したりできます。 個別のクラスター送信側チャネルと伝送キューの間の関係に関して、さらに自動定義チ
ャネルに関しての構成情報や状況情報を取得できます。
各クラスター・コンポーネントの定義については、以下のサブトピックを参照してください。
関連概念
クラスターのコンポーネント
クラスター・チャネル
関連タスク
クラスター・トピックの定義
311 ページの『新規クラスターのセットアップ』
クラスター例をセットアップするには、これらの手順に従ってください。 クラスターを設定する方法は、
TCP/IP、LU 6.2、および単一の伝送キューまたは複数の伝送キューを使用する場合で別々に説明されてい
ます。 あるキュー・マネージャーから別のキュー・マネージャーにメッセージを送信することによって、
クラスターの動作をテストします。
322 ページの『クラスターにキュー・マネージャーを追加する』
以下の指示に従って、作成したクラスターにキュー・マネージャーを追加します。 クラスター・キューお
よびトピックへのメッセージは、単一のクラスター伝送キュー SYSTEM.CLUSTER.TRANSMIT.QUEUE を使
用して転送されます。
クラスター・キューの定義
クラスター・キューとは、クラスター・キュー・マネージャーでホストされ、同じクラスター内の別のキ
ュー・マネージャーで使用できるキューです。 クラスター・キューは、キューをホストするクラスター・
キュー・マネージャーのローカル・キューとして定義します。 キューが属するクラスターの名前を指定し
ます。
次に示すのは、CLUSTER オプションを指定してクラスター・キューを定義する runmqsc コマンドの例で
す。
DEFINE QLOCAL(Q1) CLUSTER(SALES)

クラスター・キュー定義は、クラスター内の他のキュー・マネージャーに通知されます。 クラスター内に
あるその他のキュー・マネージャーは、対応するリモート・キュー定義がなくても、クラスター・キュー
にメッセージを書き込むことができます。 クラスター名前リストを使用して、クラスター・キューを複数
のクラスターに通知できます。
キューが通知されると、クラスター内のキュー・マネージャーはそのキューにメッセージを書き込めるよ
うになります。 メッセージを書き込むときには、キュー・マネージャーが、フルリポジトリーで、そのキ

IBM MQの構成  297



ューがホストされている場所を調べる必要があります。 格納場所が分かったら、宛先情報をメッセージに
追加して、クラスター伝送キューにメッセージを書き込みます。
クラスター・キューは、IBM MQ for z/OS でのキュー共用グループの メンバーによって共用されるキュー
にすることができます。

バインド中
クラスターを構築するときには、同じクラスター・キューをホストしている複数のキュー・マネージャー
で構成されるクラスターを構築することができます。 シーケンスに含まれるすべてのメッセージがキュー
の同一インスタンスに送信されるようにします。 このとき、MQOPEN 呼び出しの MQOO_BIND_ON_OPEN オ
プションを使用すると、一連のメッセージを特定のキューにバインドすることができます。

クラスター伝送キュー
キュー・マネージャーは、同じクラスター内の他のキュー・マネージャーのメッセージを複数の伝送キュ
ーに格納することができます。 複数のクラスター伝送キューにメッセージを格納するようキュー・マネー
ジャーを構成する方法は 2 つあります。 キュー・マネージャー属性 DEFCLXQ を CHANNELに設定すると、
クラスター送信側チャネルごとに異なるクラスター伝送キューが、
SYSTEM.CLUSTER.TRANSMIT.MODEL.QUEUE から自動的に作成されます。 CLCHNAME 伝送キュー・オプ
ションを 1 つ以上のクラスター送信側チャネルに一致するように設定すると、キュー・マネージャーは、
一致しているチャネルのメッセージを、そのチャネルの伝送キューに格納できます。

重要 : IBM WebSphere MQ 7.5 より前のバージョンの製品からアップグレードされたキュー・マネ
ージャーで専用の SYSTEM.CLUSTER.TRANSMIT.QUEUES を使用する場合は、
SYSTEM.CLUSTER.TRANSMIT.MODEL.QUEUE の SHARE/NOSHARE オプションが SHARE に設定
されている必要があります。

別のキュー・マネージャー上のクラスター・キューへのメッセージは、クラスター伝送キューに配置され
てから送信されます。 クラスター送信側チャネルは、メッセージをクラスター伝送キューから他のキュ
ー・マネージャーのクラスター受信側チャネルに転送します。 デフォルトでは、システムで定義された 1
つのクラスター伝送キューが、他のクラスター・キュー・マネージャーに転送するすべてのメッセージを
保持します。 このキューを SYSTEM.CLUSTER.TRANSMIT.QUEUE といいます。 クラスターの一部である
キュー・マネージャーは、 このクラスター伝送キューに入っているメッセージを、同じクラスター内の他
のキュー・マネージャーに送信できます。
単一の SYSTEM.CLUSTER.TRANSMIT.QUEUE キューの定義は、すべての Multiplatforms キュー・マネー
ジャーでデフォルトで作成されます。 z/OS では、提供サンプル CSQ4INSX を使用して定義できます。
複数の伝送キューを使用して他のクラスター化されたキュー・マネージャーにメッセージを転送するよう
に、キュー・マネージャーを構成できます。 追加のクラスター伝送キューを手動で定義するか、またはキ
ュー・マネージャーが自動的にキューを作成するように設定することもできます。
キューがキュー・マネージャーによって自動的に作成されるようにするには、キュー・マネージャー属性
DEFCLXQ を SCTQ から CHANNEL に変更します。 その結果、キュー・マネージャーはクラスター送信側チ
ャネルが作成されるたびに別個のクラスター伝送キューを作成します。 伝送キューは、モデル・キュー
SYSTEM.CLUSTER.TRANSMIT.MODEL.QUEUE から永続動的キューとして作成されます。 各永続動的キ
ューの名前は SYSTEM.CLUSTER.TRANSMIT. ChannelNameです。 各永続動的クラスターの伝送キュー
が関連付けられたクラスター送信側チャネルの名前は、ローカル伝送キュー属性 CLCHNAME に設定されま
す。 リモート・クラスター化されたキュー・マネージャーのメッセージは、
SYSTEM.CLUSTER.TRANSMIT.QUEUE ではなく、関連付けられたクラスター送信側チャネルの永続動的ク
ラスターの伝送キューに置かれます。
クラスター伝送キューを手動で作成するには、USAGE 属性を XMITQ に設定し、CLCHNAME 属性を 1 つ以上
のクラスター送信側チャネルに解決する汎用チャネル名に設定して、ローカル・キューを作成します。
ClusterChannelName を参照してください。 クラスター伝送キューを手動で作成する場合は、伝送キュー
を 1 つのクラスター送信側チャネルに関連付けるかまたは複数のクラスター送信側チャネルに関連付ける
かを選択できます。 CLCHNAMEの属性は総称名です。これは、名前に複数のワイルドカード文字"*"を入れ
ることができることを意味します。
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キュー・マネージャーを完全リポジトリーに接続するために手動で作成する初期クラスター送信側チャネ
ルを除いて、クラスター送信側チャネルは自動的に作成されます。 自動的に作成されるのは、クラスター・
キュー・マネージャーに転送するメッセージがあるときです。 クラスター送信側チャネルは、宛先キュー・
マネージャーで特定のクラスターに対するクラスター・メッセージを受信するクラスター受信側チャネル
の名前と同じ名前で作成されます。
クラスター受信側チャネルの命名規則に従うと、CLCHNAME の総称値を定義して、さまざまなクラスター・
メッセージをそれぞれの伝送キューにフィルタリングして転送することができます。 例えば、
ClusterName. QmgrNameのクラスター受信側チャネルの命名規則に従う場合、総称名 ClusterName.*
は、異なるクラスターのメッセージを異なる伝送キューにフィルタリングします。 伝送キューを手動で定
義し、各伝送キューの CLCHNAME を ClusterName.* に設定してください。
クラスター伝送キューからクラスター送信側チャネルへの関連付けを変更しても、即時には有効になりま
せん。 現在関連付けられていて、クラスター送信側チャネルがサービス中の伝送キューには、クラスター
送信側チャネルが転送処理中のメッセージが含まれている可能性があります。 キュー・マネージャーがク
ラスター送信側チャネルの関連付けを別の伝送キューに変更できるのは、現在関連付けられている伝送キ
ューにクラスター送信側チャネルで処理中のメッセージがないときにのみです。 それに該当するのは、ク
ラスター送信側チャネルで処理するメッセージが伝送キューに残っていないとき、またはメッセージの処
理が中断していてクラスター送信側チャネルに"未完了"メッセージがないときです。 この状態になると、
クラスター送信側チャネルの未処理メッセージはどれも新たに関連付けられた伝送キューに転送され、ク
ラスター送信側チャネルの関連付けが変更されます。
解決結果がクラスター伝送キューになるリモート・キュー定義を作成できます。 この定義では、ローカル・
キュー・マネージャーと同じクラスター内にキュー・マネージャー QMX があり、伝送キュー QMX はありま
せん。
DEFINE QREMOTE(A) RNAME(B) RQMNAME(QMX)

キュー名の解決時は、デフォルト伝送キューよりクラスター伝送キューが優先されます。 A に書き込まれ
たメッセージは、クラスター伝送キューに保管されてから、QMX 上のリモート・キュー B に送信されます。
また、キュー・マネージャーは、クラスターの一部ではない他のキュー・マネージャーと通信することも
できます。 分散キューイング環境の場合と同じように、他のキュー・マネージャーへのチャネルと伝送キ
ューを定義する必要があります。
注 : アプリケーションでは、解決結果がクラスター伝送キューになるキューに書き込むようにし、クラスタ
ー伝送キューには直接書き込まないようにしてください。

リモート・キューの自動定義
クラスター内のキュー・マネージャーは、クラスター内のリモート・キューに対して、リモート・キュー
定義を必要としません。 クラスター・キュー・マネージャーは、完全リポジトリーからリモート・キュー
のロケーションを見つけます。 メッセージにルーティング情報を追加し、それをクラスター伝送キューに
書き込みます。 IBM MQ は、リモート・キュー定義と同じ内容の定義を自動的に作成するため、メッセー
ジを送信することができます。
自動作成されたリモート・キュー定義を修正したり削除したりすることはできません。 しかし、CLUSINFO
属性を指定した DISPLAY QUEUE runmqsc コマンドを使用することにより、キュー・マネージャー上のロ
ーカル・キューをすべて表示できるだけでなく、リモート・キュー・マネージャー上のクラスター・キュ
ーも含めてすべてのクラスター・キューを表示できます。 以下に例を示します。
DISPLAY QUEUE(*) CLUSINFO

関連概念
クラスター・キュー
使用するクラスター伝送キュー・タイプの選択方法
関連資料
ClusterChannelName (MQCHAR20)
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自動定義クラスター送信側チャネルの処理
最初の CLUSSDR 定義と CLUSRCVR 定義を作成してキュー・マネージャーをクラスターに導入した後、IBM
MQ は、クラスター内の別のキュー・マネージャーにメッセージを移動する必要があるときに、他のクラス
ター送信側チャネル定義を自動的に作成します。 自動定義されたクラスター送信側チャネルについては、
情報を表示することはできますが、それを変更することはできません。 その動作を変更するには、チャネ
ル自動定義出口を使用することができます。

始める前に
自動定義チャネルの概要については、自動定義されたクラスター送信側チャネルを参照してください。

このタスクについて
自動定義クラスター送信側チャネルは、クラスターにより必要に応じて作成されます。その後、通常の切
断間隔規則を使ってシャットダウンされるまでアクティブ状態になります。
クラスター送信側チャネル (CLUSSDR) は、アプリケーション・メッセージと内部クラスター管理メッセー
ジの両方を移動するために自動定義できます。 例えば、パブリッシュ/サブスクライブ・クラスター (クラ
スター・トピックが定義されているもの) では、部分リポジトリー間でチャネルを定義して「プロキシー・
サブスクリプション」状態の交換を許可できます。 長期間にわたって必要ではない (非アクティブ) 場合、
自動定義 CLUSSDR が部分リポジトリーのクラスター情報のキャッシュから削除され、そのキュー・マネー
ジャーに表示されなくなります。

マルチプラットフォーム では、OAM (オブジェクト権限マネージャー) は、自動定義クラスタ
ー送信側チャネルの存在を認識しません。 自動定義クラスター送信側チャネルに対してコマンド start、
stop、ping、reset、または resolve を発行すると、OAM はコマンドを発行したユーザーが対応するク
ラスター受信側チャネルに対して同じアクションを実行する権限があるかどうかを検査します。

z/OS では、自動定義クラスター送信側チャネルを、他のチャネルと同じように保護すること
ができます。

手順
• 特定のクラスター・キュー・マネージャーの自動定義チャネルに関する情報を表示します。
自動的に定義されたチャネルは、DISPLAY CHANNEL runmqsc コマンドで表示することができません。
自動定義チャネルを調べるには、次のコマンドを使用します。
DISPLAY CLUSQMGR(qMgrName)

• 特定の CLUSRCVR の自動定義チャネルの状況を表示します。
作成した CLUSRCVR チャネル定義に対応する自動定義チャネル CLUSSDR の状況を表示するには、次の
コマンドを使用します。
DISPLAY CHSTATUS(channelname)

• チャネル自動定義出口を使用して、自動定義チャネルの動作を変更します。
クラスター送信側チャネルまたはクラスター受信側チャネルをユーザーの要求に合わせてカスタマイ
ズするために、ユーザー出口プログラムを作成したい場合、IBM MQ のチャネル自動定義出口を使用す
ることができます。 例えば、クラスター環境でチャネル自動定義出口を使用すると、以下のような変更
を行えます。
• 通信の定義 (SNA LU6.2 名) を変更する場合。
• 他の出口 (セキュリティー出口など) を追加または削除する場合。
• チャネル出口の名前を変更する場合。
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CLUSSDR チャネル出口の名前は CLUSRCVR チャネル定義から自動生成されるため、希望の名前にな
らない場合があります。異なるプラットフォーム上にチャネルの両端がある場合は特にそう言えま
す。
出口名の形式は、プラットフォームによって異なります。 以下に例を示します。
- z/OS プラットフォームでは、SCYEXIT (セキュリティー出口名) パラメーターの形式
は SCYEXIT('SECEXIT') です

- Windows プラットフォームでは、SCYEXIT (セキュリティー出口名) パラメーターの
形式は SCYEXIT(' drive:\path\library (secexit)') です。
注 : チャネル自動定義出口がない場合、z/OS キュー・マネージャーは CLUSSDR チャネ
ル出口名をチャネルの他方の端の CLUSRCVR チャネル定義から派生するものにします。 z/OS 以外
に派生する名前から z/OS 出口名を付けるために、以下のアルゴリズムが使用されます。
- マルチプラットフォーム における出口名の一般的な形式は、path/library(function) です。
- function が存在する場合は、8 文字までが使用されます。
- 存在しない場合は、library に含まれる最大 8 文字が使用されます。
以下に例を示します。
- /var/mqm/exits/myExit.so(MsgExit) MSGEXITによる変換
- /var/mqm/exits/myExit MYEXITによる変換
- /var/mqm/exits/myExit.so(ExitLongName) EXITLONGによる変換

• クラスターで PROPCTL を使用して、 IBM MQ キュー・マネージャーから前のバージョンの製品のキ
ュー・マネージャーに送信されるメッセージから RFH2 などのアプリケーション・ヘッダーを除去す
る必要がある場合は、 PROPCTL を NONEの値に設定するチャネル自動定義出口を作成する必要があ
ります。

• チャネル属性 LOCLADDR を使用して、アドレッシングの側面を制御します。
• アウトバウンド (TCP) チャネルが特定の IP アドレス、ポート、またはポートの範囲を使用できるよ
うにするには、チャネル属性 LOCLADDR を使用します。 これは、複数のネットワーク・カードがあ
り、 チャネルでアウトバウンド通信に特定のネットワーク・カードを使用する場合に有益です。

• CLUSSDR チャネルの仮想 IP アドレスを指定するには、手動で定義した CLUSSDR の LOCLADDR での
IP アドレスを使用します。 ポート範囲を指定するには、CLUSRCVR でのポート範囲を使用します。

• クラスターで LOCLADDR を使用して、アウトバウンド通信チャネルを特定の IP アドレスにバインド
する必要がある場合は、自動的に定義された CLUSSDR チャネルに LOCLADDR 値を強制的に指定する
ために、チャネル自動定義出口を作成することができます。 また、手動で定義された CLUSSDR チャ
ネルにもこの値を指定する必要があります。

• クラスター内のすべてのキュー・マネージャーで、すべてのアウトバウンド通信に特定のポートまた
はポートの範囲を使用するには、CLUSRCVR チャネルの LOCLADDR にポート番号またはポート範囲
を入力します。

注 : すべてのキュー・マネージャーが同一サーバー上にない限り、CLUSRCVR チャネルの LOCLADDR フ
ィールドに IP アドレスを入力しないでください。 LOCLADDR IP アドレスは、CLUSRCVR チャネルを使
用して接続するすべてのキュー・マネージャーの自動定義 CLUSSDR チャネルに伝搬されます。

マルチプラットフォーム では、ローカル・アドレスが定義されていないすべての送信側チ
ャネルで使用される、デフォルトのローカル・アドレス値を設定することができます。 このデフォルト
値を定義するには、キュー・マネージャーの開始前に MQ_LCLADDR 環境変数を設定します。 この値の
形式は、MQSC 属性の LOCLADDR の形式と同じです。

関連資料
ローカル・アドレス (LOCLADDR)
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デフォルト・クラスター・オブジェクトの処理
デフォルト・チャネル定義は、他のすべてのチャネル定義と同様に、MQSC または PCF コマンドを実行す
ることで変更できます。 SYSTEM.CLUSTER.HISTORY.QUEUE を除き、デフォルトのキュー定義は変更し
ないでください。
これらのオブジェクトの完全なリストについては、デフォルトのクラスタオブジェクトを参照してくださ
い。 以下のリストには、変更可能なオブジェクトしか含まれていません。
SYSTEM.CLUSTER.HISTORY.QUEUE
クラスター内の各キュー・マネージャーには、SYSTEM.CLUSTER.HISTORY.QUEUE という名前のロー
カル・キューがあります。 SYSTEM.CLUSTER.HISTORY.QUEUE は、サービス目的でクラスター状態
情報の履歴を保管するために使用されます。
デフォルトのオブジェクト設定では、SYSTEM.CLUSTER.HISTORY.QUEUE は PUT (ENABLED) に設定
されます。 履歴収集を抑止するには、設定を PUT (DISABLED) に変更します。

SYSTEM.CLUSTER.TRANSMIT.QUEUE
各キュー・マネージャーには、SYSTEM.CLUSTER.TRANSMIT.QUEUE というローカル・キューの定義
があります。 SYSTEM.CLUSTER.TRANSMIT.QUEUE は、クラスター内のすべてのキューおよびキュ
ー・マネージャーに対するすべてのメッセージのデフォルト伝送キューです。 キュー・マネージャー
属性 DEFXMITQ  (z/OS を除く) を変更することにより、各クラスター送信側チャネルのデ
フォルト伝送キューを SYSTEM.CLUSTER.TRANSMIT.ChannelName に変更できます。
SYSTEM.CLUSTER.TRANSMIT.QUEUE は削除できません。 また、使用されるデフォルト伝送キューが
SYSTEM.CLUSTER.TRANSMIT.QUEUE であるか SYSTEM.CLUSTER.TRANSMIT.ChannelName であ
るかの許可検査を定義するためにも使用されます。

関連概念
デフォルトのクラスター・オブジェクト
クラスター伝送キューとクラスター送信側チャネルの操作
クラスター・キュー・マネージャー間のメッセージは、クラスター伝送キューに保管されてから、クラス
ター送信側チャネルによって転送されます。 どの時点でも、クラスター送信側チャネルが関連付けられる
伝送キューは 1 つです。 チャネルの構成を変更すると、そのチャネルは次回開始したときに、別の伝送キ
ューに切り替わる可能性があります。 この切り替え処理は自動化されていて、トランザクションで実行さ
れます。
クラスター送信側チャネルが関連付けられている伝送キューを表示するには、以下の MQSC コマンドを実
行します。

DISPLAY CHSTATUS(*) WHERE(CHLTYPE EQ CLUSSDR)

AMQ8417: Display Channel Status details.
CHANNEL(TO.QM2)          CHLTYPE(CLUSSDR)
CONNAME(9.146.163.190(1416))    CURRENT
RQMNAME(QM2)            STATUS(STOPPED)
SUBSTATE( )            XMITQ(SYSTEM.CLUSTER.TRANSMIT.QUEUE)

停止したクラスター送信側チャネルの保存されたチャネル状況に示される伝送キューは、チャネルが再び
開始すると変更される可能性があります。 デフォルト伝送キューの選択プロセスについては、303 ページ
の『クラスター送信側チャネルによるデフォルト伝送キューの選択』で説明しています。手動で定義した
伝送キューの選択プロセスについては、304 ページの『クラスター送信側チャネルによる手動で定義され
た伝送キューの選択』で説明しています。
すべてのクラスター送信側チャネルは、開始時にその伝送キューとの関連付けを再チェックします。 伝送
キューの構成またはキュー・マネージャーのデフォルトが変更されている場合、チャネルと伝送キューの
関連付けが変更される可能性があります。 構成変更の結果として、チャネルが異なる伝送キューで再始動
した場合、新しく関連付けられた伝送キューにメッセージを転送するプロセスが発生します。 ある伝送キ
ューから別の伝送キューへのクラスター送信側チャネルの転送プロセスについては、305 ページの『クラ
スター送信側チャネルを異なる伝送キューに切り替えるプロセスの仕組み』で説明しています。
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クラスター送信側チャネルの動作は、送信側およびサーバー・チャネルとは異なります。 これらのチャネ
ルは、チャネル属性 XMITQ が変更されるまで、同じ伝送キューとの関連付けを維持します。 送信側または
サーバー・チャネルで伝送キュー属性を変更して、チャネルを再始動しても、メッセージは古い伝送キュ
ーから新しい伝送キューには転送されません。
クラスター送信側チャネルと送信者、またはサーバー・チャネルの相違点の一つは、複数のクラスター送
信側チャネルがクラスター伝送キューを開くことができるという点ですが、通常の伝送キューをオープン
できる送信側チャネルまたはサーバー・チャネルだけです。 伝送キューを共用しないクラスター送信側チ
ャネルのオプションがあります。 排他性は強制されません。これは、構成の結果です。 クラスター内でメ
ッセージが通るパスを構成して、そのメッセージが他のアプリケーション間を流れるメッセージと伝送キ
ューやチャネルを共有しないようにすることができます。 クラスター化: クラスター伝送キューの構成方
法の計画および 357 ページの『クラスターおよびクラスター伝送キューを追加して、ゲートウェイ・キュ
ー・マネージャーから送信されたクラスター・メッセージ・トラフィックを分離する』 を参照してくださ
い。

クラスター送信側チャネルによるデフォルト伝送キューの選択
クラスター伝送キューは、名前が SYSTEM.CLUSTER.TRANSMIT で始まるシステム・デフォルト・キュー、
または手動で定義されたキューのいずれかです。 クラスター送信側チャネルは、2 つの方法のいずれかで
クラスター伝送キューに関連付けられます。一方の方法はデフォルト・クラスター伝送キュー・メカニズ
ム、もう一方の方法は手動による構成です。
デフォルト・クラスター伝送キューは、キュー・マネージャー属性 DEFCLXQ として設定されます。 その
値は、SCTQ または CHANNEL です。 新しいキュー・マネージャーおよびマイグレーションされたキュー・
マネージャーは、SCTQ に設定されます。 この値を CHANNEL に変更することができます。
SCTQ が設定されている場合、デフォルト・クラスター伝送キューは SYSTEM.CLUSTER.TRANSMIT.QUEUE
となります。 このキューは、すべてのクラスター送信側チャネルがオープンできます。 このキューをオー
プンしないクラスター送信側チャネルは、手動で定義されたクラスター伝送キューに関連付けられていな
いものです。
CHANNEL が設定されている場合には、キュー・マネージャーがクラスター送信側チャネルごとに個別の永
続動的伝送キューを作成できます。 各キューは SYSTEM.CLUSTER.TRANSMIT. ChannelName という名
前で、モデル・キュー SYSTEM.CLUSTER.TRANSMIT.MODEL.QUEUEから作成されます。 手動で定義され
たクラスター伝送キューに関連付けられていないクラスター送信側チャネルは、それぞれ永続動的クラス
ター伝送キューに関連付けられます。 このキューは、このクラスター送信側チャネルが処理するクラスタ
ー宛先に別個のクラスター伝送キューが必要であるものの、キューが存在していない場合に、キュー・マ
ネージャーによって作成されます。
一部のクラスター宛先は、手動で定義された伝送キューに関連付けられたクラスター送信側チャネルによ
って処理できます。その他のクラスター宛先は、デフォルト・キューによって処理されます。 クラスター
送信側チャネルと伝送キューの関連付けでは、常に、手動で定義された伝送キューがデフォルト伝送キュ
ーに優先されます。
クラスター伝送キューの優先順位については、304 ページの図 37 で説明されています。 手動で定義され
たクラスター伝送キューに関連付けられていないクラスター送信側チャネルは、CS.QM1 だけです。 これ
が手動で定義された伝送キューに関連付けられない理由は、伝送キューの CLCHNAME 属性に設定されたチ
ャネル名の中に、CS.QM1 と一致する名前がないためです。
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図 37. 伝送キューとクラスター送信側チャネルの優先順位
クラスター送信側チャネルによる手動で定義された伝送キューの選択
手動で定義されたキューの伝送キュー属性 USAGE は XMITQ に設定され、クラスター・チャネル名属性
CLCHNAME は特定のチャネル名または総称チャネル名に設定されています。
CLCHNAME キュー属性に設定された名前がクラスター送信側チャネル名と一致する場合、そのチャネルが
キューに関連付けられます。 この名前は、完全一致 (名前にワイルドカードが含まれていない場合)、また
は最適一致 (名前にワイルドカードが含まれている場合) のいずれかです。
複数の伝送キューの CLCHNAME 定義が同じクラスター送信側チャネルに一致する場合、「定義がオーバーラ
ップしている」と言います。 あいまいさを解決するため、複数の一致の間には優先順位があります。 完全
一致が常に優先されます。 304 ページの図 37 に、伝送キューとクラスター送信側チャネルとの間の関連
付けを示します。 黒の矢印は実際の関連付けを表し、グレイの矢印は潜在的な関連付けを表します。 伝送
キューの優先順位については、304 ページの図 37 で説明されています。
XMITQ.CL1.QM1
伝送キュー XMITQ.CL1.QM1 の CLCHNAME 属性は CL1.QM1 に設定されています。 CLCHNAME 属性の
定義である CL1.QM1 はワイルドカードを取らず、他の伝送キューに定義されたワイルドカードに一致
する他のすべての CLCHNAME 属性よりも優先されます。 キュー・マネージャーは、CL1.QM1 クラスタ
ー送信側チャネルによって転送されるすべてのクラスター・メッセージを XMITQ.CL1.QM1 伝送キュ
ーに格納します。 唯一の例外は、複数の伝送キューで CLCHNAME 属性が CL1.QM1 に設定されている場
合です。 その場合、キュー・マネージャーは CL1.QM1 クラスター送信側チャネルのメッセージをそれ
らの伝送キューのいずれかに格納します。 チャネルが開始すると、キュー・マネージャーはキューを
任意に選択します。 再びチャネルが開始して、別のキューが選択されることもあります。

XMITQ.CL1
伝送キュー XMITQ.CL1 の CLCHNAME 属性は CL1.* に設定されています。 CLCHNAME 属性の定義で
ある CL1.* は末尾に 1 つのワイルドカードを取り、これは CL1. で始まる任意のクラスター送信側チ
ャネルの名前に一致します。 キュー・マネージャーは、CL1. で始まる名前を持つクラスター送信側チ
ャネルによって転送されるすべてのクラスター・メッセージを伝送キュー XMITQ.CL1 に格納します。
ただし、キュー XMITQ.CL1.QM1 などのように、より具体的に一致する伝送キューがあれば、そのキ
ューが使用されます。 末尾に 1 つのワイルドカードがある定義は、具体性の点で、ワイルドカードが
ない定義よりも劣り、複数のワイルドカードがある定義や、ワイルドカードの後にさらに文字が続く定
義よりも優れています。

XMITQ.CL.QM
XMITQ.CL.QM は、CLCHNAME 属性が CL*.QM* に設定された伝送キューの名前です。 CL*.QM* とい
う定義には 2 つのワイルドカードがあり、それらは任意のクラスター送信側チャネルの名前が CL. で
始まり、その名前が QM を含むかまたはそれで終わることに一致します。 ワイルドカードが 1 文字であ
るときの一致と比較すると、この一致は具体性の点で劣ります。

SYSTEM.CLUSTER.TRANSMIT. channelName|QUEUE
伝送キューの CLCHNAME 属性にキュー・マネージャーが使用する予定のクラスター送信側チャネルの
名前と一致するものがない場合、キュー・マネージャーはデフォルトのクラスター伝送キューを使用し
ます。 デフォルトのクラスター伝送キューは、単一システム・クラスター伝送キュー
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SYSTEM.CLUSTER.TRANSMIT.QUEUE、またはキュー・マネージャーが特定のクラスター送信側チャ
ネル SYSTEM.CLUSTER.TRANSMIT. channelName用に作成したシステム・クラスター伝送キューの
いずれかです。 どちらがデフォルトであるかは、キュー・マネージャーの DEFXMITQ 属性の設定によ
って決まります。

ヒント : オーバーラップする定義が明らかに必要であるのでなければ、構成がわかりにくくて複雑にならな
いようにするために、そのような定義は使わないようにしてください。

クラスター送信側チャネルを異なる伝送キューに切り替えるプロセスの仕組み
クラスター送信側チャネルとクラスター伝送キューとの関連付けを変更するには、随時、任意の伝送キュ
ーの CLCHNAME パラメーターを変更するか、キュー・マネージャー・パラメーター DEFCLXQ を変更しま
す。 すぐには何も起こりません。 変更はチャネルが開始した時にのみ行われます。 開始時に、引き続き同
じ伝送キューからメッセージを転送するかどうかをチェックします。 次の 3 種類の変更によって、クラス
ター送信側チャネルと伝送キューとの関連付けは変更されます。
1.クラスター送信側チャネルが現在関連付けられている伝送キューの CLCHNAME パラメーターをより限
定的でなくなるように再定義するか、またはブランクに再定義する。あるいは、チャネルが停止されて
いるときに、クラスター伝送キューを削除する。
他のクラスター伝送キューが、チャネル名により一致するようになる可能性があります。 あるいは、
クラスター送信側チャネルの名前と一致する伝送キューが他にない場合、関連付けはデフォルト伝送
キューに戻る必要があります。

2.他の任意のクラスター伝送キューの CLCHNAME パラメーターを再定義するか、クラスター伝送キューを
追加する。
クラスター送信側チャネルに現在関連付けられている伝送キューよりも、別の伝送キューの
CLCHNAME パラメーターのほうがクラスター送信側チャネルに一致するようになる可能性がありま
す。 クラスター送信側チャネルが現在デフォルト・クラスター伝送キューに関連付けられている場
合、手動で定義されたクラスター伝送キューに関連付けられることになる可能性があります。

3.クラスター送信側チャネルが現在デフォルト・クラスター伝送キューに関連付けられている場合、
DEFCLXQ キュー・マネージャー・パラメーターを変更する。

クラスター送信側チャネルの関連付けが変更された場合、チャネルは開始した時点で、その関連付けを新
しい伝送キューに切り替えます。 この切り替えの間、メッセージが失われないようにします。 メッセージ
は、チャネルによってリモート・キュー・マネージャーに転送される順序に従って、新しい伝送キューに
転送されます。
要確認 : クラスター内でメッセージを転送する場合と同様、メッセージをグループに書き出して、順番に送
信する必要のあるメッセージが順番に送信されているかどうかを確認します。 まれに、クラスター内でメ
ッセージの順序が狂うことがあります。
切り替えプロセスは、以下のトランザクション・ステップに従って行われます。 切り替えプロセスが中断
された場合は、チャネルが再始動した時点で、現行のトランザクション・ステップが再開されます。
ステップ 1 - 元の伝送キューのメッセージの処理
クラスター送信側チャネルが関連付けられた新しい伝送キューは、他のクラスター送信側チャネルと共
有している可能性があります。 クラスター送信側チャネルへのメッセージは、引き続き元の伝送キュ
ーに配置されます。 トランザクション切り替えプロセスにより、メッセージは元の伝送キューから新
しい伝送キューに転送されます。 クラスター送信側チャネルは、メッセージを新しい伝送キューから
クラスター受信側チャネルに転送します。 チャネル状況には、まだ古い伝送キューに関連付けられた
クラスター送信側チャネルが示されます。
切り替えプロセスは、新しく到着したメッセージの転送も継続します。 このステップは、切り替え
プロセスによって転送される残りのメッセージの数がゼロに達するまで続きます。 メッセージの数
がゼロに達すると、プロシージャーはステップ 2 に移ります。
ステップ 1 の間、チャネルのディスク・アクティビティーは増加します。 持続メッセージは、最初
の伝送キューからコミットされ、2 番目の伝送キューに渡されます。 このディスク・アクティビテ
ィーは、通常のメッセージ転送の一環として、メッセージが伝送キューに配置され、そこから削除
される際に、コミットされるメッセージに追加されます。 概念的には、切り替えプロセス中に到着
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するメッセージはないため、この遷移は可能な限り短時間で行われるはずです。 メッセージが到着
した場合は、切り替えプロセスによって処理されます。

ステップ 2 - 新しい伝送キューのメッセージの処理
クラスター送信側チャネルの元の伝送キューに残っているメッセージがなくなると同時に、新しいメッ
セージは直接新しい伝送キューに配置されるようになります。 チャネル状況には、クラスター送信側
チャネルが新しい伝送キューに関連付けられていることが示されます。 次のメッセージがキュー・マ
ネージャーのエラー・ログに書き込まれます。 " AMQ7341 チャネル ChannelName の伝送キューは
QueueName です。"

複数のクラスター伝送キューとクラスター伝送キュー属性
クラスター・メッセージを別のキュー・マネージャーへ転送する場合、1 つのクラスター伝送キューに格納
するか、または複数のキューに格納するかを選択できます。 1 つのキューを使用する場合は、クラスター
伝送キュー属性の 1 つのセットを設定および照会し、複数のキューを使用する場合は、複数のセットを設
定および照会します。 一部の属性では、複数のセットを設定すると有利です。例えば、キュー項目数を照
会することによって、すべてのチャネルではなく、1 つのチャネルまたはチャネルのセットについて、転送
を待機中のメッセージ数が分かります。 その他の属性については、複数のセットを設定すると不利になり
ます。例えば、すべてのクラスター伝送キューに同じアクセス権を構成することはしたくないはずです。
この理由から、アクセス権は特定のクラスター伝送キューのプロファイルではなく、常に
SYSTEM.CLUSTER.TRANSMIT.QUEUE のプロファイルに対してチェックされます。 より粒度の細かいセ
キュリティー検査を適用する必要がある場合には、アクセス制御と複数のクラスター伝送キューを参照し
てください。

複数のクラスター送信側チャネルと複数の伝送キュー
キュー・マネージャーは、メッセージをクラスター送信側チャネルに転送する前に、クラスター伝送キュ
ーに保管します。 そして、メッセージの宛先に接続されたクラスター送信側チャネルを選択します。 共通
して同じ宛先に接続された複数のクラスター送信側チャネルから選択できる場合もあります。 宛先は、複
数のクラスター送信側チャネルによって単一のキュー・マネージャーに接続された同じ物理的キューであ
る場合があります。 宛先が、同じクラスター内の異なる複数のキュー・マネージャーでホストされた、同
じキュー名を持つ多数の物理的キューである場合もあります。 宛先に接続されたクラスター送信側チャネ
ルから選択できる場合には、ワークロード・バランシング・アルゴリズムがクラスター送信側チャネルを
選択します。 この選択は、複数の要因に基づいて行われます。クラスター・ワークロード管理アルゴリズ
ムを参照してください。
307 ページの図 38 では、CL1.QM1、CL1.QM2、および CS.QM1 は、いずれも同じ宛先に至る可能性のあ
るチャネルです。 例えば、CL1 内での Q1 を QM1 および QM2 に定義した場合、CL1.QM1 と CL1.QM2 の両
方が、2 つの異なるキュー・マネージャー上にある同じ宛先 Q1 への経路を提供します。 チャネル CS.QM1
も CL1 内にある場合、Q1 へのメッセージはこのチャネルも使用できます。 CS.QM1 のクラスター・メンバ
ーシップはクラスター名前リストで定義できます。チャネル名がその構造にクラスター名を含めないの
は、このためです。 ワークロード・バランシング・パラメーターおよび送信側アプリケーションによって
は、Q1 への一部のメッセージが伝送キュー XMITQ.CL1.QM1、XMITQ.CL1、および
SYSTEM.CLUSTER.TRANSMIT.CS.QM1 のそれぞれに配置されることもあります。
メッセージ・トラフィックを分離して、同じ宛先へのメッセージが、それとは異なる宛先へのメッセージ
とキューやチャネルを共有しないようにする場合には、トラフィックを複数の異なるクラスター送信側チ
ャネルに分割する方法をまず検討してから、特定のチャネルのメッセージを別個の伝送キューに分離する
方法を検討する必要があります。 同じクラスターの同じキュー・マネージャー上にあるクラスター・キュ
ーは、一般に同じクラスター・チャネルを共有します。 複数のクラスター伝送キューを定義するだけでは、
クラスター・メッセージ・トラフィックを異なるキューに分離するには不十分です。 異なる宛先キューへ
のメッセージをそれぞれに異なるチャネルに分離しない限り、メッセージは同じクラスター伝送キューを
共有します。
メッセージが使用するチャネルを分離する簡単な方法は、複数のクラスターを作成することです。 各クラ
スターのあらゆるキュー・マネージャーには、1 つのクラスター・キューだけを定義します。 そうしてか
ら、クラスターとキュー・マネージャーの組み合わせごとに異なるクラスター受信側チャネルを定義すれ
ば、各クラスター・キューへのメッセージがクラスター・チャネルを他のクラスター・キューへのメッセ
ージと共有することはありません。 クラスター・チャネルに個々の伝送キューを定義すると、送信側キュ
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ー・マネージャーは、各伝送キューに 1 つのクラスター・キューへのメッセージだけを保管します。 例え
ば、2 つのクラスター・キューにリソースを共有させないようにするには、これらのクラスター・キューを
同じキュー・マネージャーでそれぞれに異なるクラスターに配置するか、あるいは同じクラスター内の異
なるキュー・マネージャーに配置することができます。
クラスター伝送キューの選択は、ワークロード・バランシング・アルゴリズムには影響しません。 ワーク
ロード・バランシング・アルゴリズムが、メッセージを転送するクラスター送信側チャネルを選択します。
そして、そのチャネルによって処理される伝送キューにメッセージを配置します。 チャネルを選択し直す
ためにワークロード・バランシング・アルゴリズムが必要になった場合 (例えば、チャネルが停止した場
合)、アルゴリズムはメッセージを転送するための別のチャネルを選択できる場合があります。 別のチャネ
ルを選択し、その新しいチャネルが別のクラスター伝送キューからのメッセージを転送する場合、ワーク
ロード・バランシング・アルゴリズムはメッセージをその別の伝送キューに転送します。
307 ページの図 38 では、2 つのクラスター送信側チャネル CS.QM1 と CS.QM2 が、デフォルト・システム
伝送キューに関連付けられています。 ワークロード・バランシング・アルゴリズムがメッセージを
SYSTEM.CLUSTER.TRANSMIT.QUEUE、または他のクラスター伝送キューに保管すると、そのメッセージ
の転送先クラスター送信側チャネルの名前が、メッセージの相関 IDに保管されます。 各チャネルは、相関
ID がチャネル名と一致するメッセージのみを転送します。

図 38. 複数のクラスター送信側チャネル
CS.QM1 が停止すると、このクラスター送信側チャネルの伝送キューに配置されたメッセージが検査されま
す。 別のチャネルで転送可能なメッセージは、ワークロード・バランシング・アルゴリズムによって再処
理されます。 それらの相関 ID は、代替クラスター送信側チャネル名に再設定されます。 代替クラスター
送信側チャネルが CS.QM2 の場合、メッセージは SYSTEM.CLUSTER.TRANSMIT.QUEUE に残ります。 代
替チャネルが CL1.QM1 の場合には、ワークロード・バランシング・アルゴリズムはメッセージを
XMITQ.CL1.QM1 に転送します。 クラスター送信側チャネルが再始動すると、新しいメッセージおよび異
なるクラスター送信側チャネルのフラグが立てられなかったメッセージは、このチャネルによって再び転
送されます。
実行中のシステムで、伝送キューとクラスター送信側チャネルの関連付けを変更することもできます。 そ
の場合、伝送キューの CLCHNAME パラメーターを変更するか、または DEFCLXQ キュー・マネージャー・
パラメーターを変更します。 変更によって影響を受けるチャネルが再始動すると、そのチャネルは伝送キ
ュー切り替えプロセスを開始します (305 ページの『クラスター送信側チャネルを異なる伝送キューに切り
替えるプロセスの仕組み』を参照)。
チャネルを再開すると、伝送キューを切り替えるプロセスが開始します。 チャネルが停止すると、ワーク
ロードの再バランシング・プロセスが開始します。 この 2 つのプロセスは、並列に実行できます。
単純なケースでは、クラスター送信側チャネルが停止しても、キューのあらゆるメッセージを転送するク
ラスター送信側チャネルを変更するための再バランシング・プロセスは発生しません。 このケースは、メ
ッセージを正しい宛先に転送できるクラスター送信側チャネルが他にない場合です。 メッセージをその宛
先に転送する代替クラスター送信側チャネルがないため、クラスター送信側チャネルが停止した後も、メ
ッセージには同じクラスター送信側チャネルのフラグが立てられたままになります。 切り替えが保留され
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ている場合、チャネルが開始すると、切り替えプロセスはメッセージを異なる宛先キューに移動します。
その宛先キューで、メッセージは同じクラスター送信側チャネルによって処理されます。
より複雑なケースでは、同じ宛先へのメッセージを複数のクラスター送信側チャネルが処理できます。 伝
送キュー切り替えをトリガーするには、クラスター送信側チャネルを停止してから再始動します。 多くの
場合、チャネルを再始動するまでには、ワークロード・バランシング・アルゴリズムが、すでにメッセー
ジを元の伝送キューから別のクラスター送信側チャネルが処理する別の伝送キューに移動し終えていま
す。 別のクラスター送信側チャネルで転送できないメッセージのみが、新しい伝送キューに転送されるた
めに残ります。 チャネルが短時間で再始動された場合には、ワークロード・バランシング・アルゴリズム
によって転送できなかったメッセージが残ることもあります。 その場合、残されたメッセージのなかには、
ワークロード・バランシング・プロセスによって切り替えられるものも、伝送キューを切り替えるプロセ
スによって切り替えられるものもあります。
関連概念
クラスター・チャネル
クラスター化: 複数のクラスター伝送キューの使用によるアプリケーションの分離
670 ページの『ログのサイズの計算』
キュー・マネージャーが必要とするログのサイズを見積もります。
関連タスク
クラスター化: クラスター伝送キューの構成方法の計画
346 ページの『ゲートウェイ・キュー・マネージャーを使用した 2 つのオーバーラップするクラスターの
作成』
このタスクの手順に従って、ゲートウェイ・キュー・マネージャーを使用したオーバーラップするクラス
ターを構成します。 このクラスターを、以降で説明するあるメッセージへのメッセージをクラスター内の
他のアプリケーションへのメッセージから分離する例の開始点として使用します。
325 ページの『クラスターへのキュー・マネージャーの追加: 別個の伝送キュー』
以下の指示に従って、作成したクラスターにキュー・マネージャーを追加します。 クラスター・キューお
よびトピックへのメッセージは、複数のクラスター伝送キューを使用して転送されます。
353 ページの『クラスター伝送キューを追加して、ゲートウェイ・キュー・マネージャーから送信された
クラスター・メッセージ・トラフィックを分離する』
ゲートウェイ・キュー・マネージャーを使用するオーバーラップするクラスターの構成を変更します。 変
更後、メッセージは、ゲートウェイ・キュー・マネージャーから、他のクラスター・メッセージと同じ伝
送キューやチャネルを使用せずにアプリケーションに転送されます。からアプリケーションに転送された
後 このソリューションは、追加のクラスター伝送キューを使用して、メッセージ・トラフィックをクラス
ター内の 1 つのキュー・マネージャーに分離します。
357 ページの『クラスターおよびクラスター伝送キューを追加して、ゲートウェイ・キュー・マネージャ
ーから送信されたクラスター・メッセージ・トラフィックを分離する』
ゲートウェイ・キュー・マネージャーを使用するオーバーラップするクラスターの構成を変更します。 変
更後、メッセージは、ゲートウェイ・キュー・マネージャーから、他のクラスター・メッセージと同じ伝
送キューやチャネルを使用せずにアプリケーションに転送されます。からアプリケーションに転送された
後、これは、追加のクラスターを使用して、特定のクラスター・キューにメッセージを分離します。
クラスター内での通信の確立
送達するメッセージがある場合に、通信チャネルを開始するには、チャネル開始プログラムが必要です。
チャネル・リスナーは、チャネルの相手側が開始されてメッセージが受信されるのを待ちます。

始める前に
クラスター内にあるキュー・マネージャー間の通信を確立するには、サポートされている通信プロトコル
のいずれかを使用してリンクを構成します。 サポートされるプロトコルは、以下のとおりです。
• TCP または LU 6.2 (すべてのプラットフォーム)

• NetBIOS または SPX (Windows システム)

分散キューイングの場合と同様に、この設定処理でもチャネル開始プログラムおよびチャネル・リスナー
を設定する必要があります。
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このタスクについて
すべてのクラスター・キュー・マネージャーには、システム定義の開始キュー SYSTEM.CHANNEL.INITQ
をモニターするためのチャネル・イニシエーターが必要です。 SYSTEM.CHANNEL.INITQ は、クラスター
伝送キューを含むすべての伝送キューの開始キューです。
各キュー・マネージャーには、チャネル・リスナーが必要です。 チャネル・リスナー・プログラムは、着
信ネットワーク要求を待機し、必要な場合は、該当する受信側チャネルを起動します。 チャネル・リスナ
ーの実装方法は、プラットフォームによって異なりますが、一部の機能は共通しています。
すべての IBM MQ プラットフォームで、リスナーは START LISTENER コマンドを使用して起動可能です。

Multiplatforms では、キュー・マネージャーと同時にリスナーを自動的に開始できます。 リ
スナーを自動的に起動するには、LISTENER オブジェクトの CONTROL 属性を QMGR または STARTONLY に
設定してください。

非共用リスナー・ポート(INDISP(QMGR))は、z/OSの CLUSRCVRチャネルおよび CLUSSDR
チャネルの場合は z/OSに使用する必要があります。

手順
1.チャネル・イニシエーターを開始します。

• z/OS では、キュー・マネージャーごとにチャネル・イニシエーターが 1 つずつあり、
別々のアドレス・スペースとして実行されます。 MQSC START CHINIT コマンドを使用してチャネ
ル開始プログラムを開始しますが、このコマンドは、キュー・マネージャーの始動時に発行します。

• AIX, Linux, and Windows で、キュー・マネージャー属性 SCHINIT が QMGR に設定され
ている場合は、キュー・マネージャーを始動すると、チャネル開始プログラムが自動的に開始されま
す。 それ以外の場合は、runmqsc START CHINIT コマンドまたは runmqchi 制御コマンドを使用
することで開始できます。

• IBM i で、キュー・マネージャー属性 SCHINIT が QMGR に設定されている場合は、キ
ュー・マネージャーを始動すると、チャネル開始プログラムが自動的に開始されます。 それ以外の
場合は、runmqsc START CHINIT コマンドまたは runmqchi 制御コマンドを使用することで開始
できます。

2.チャネル・リスナーを開始します。
• z/OS では、IBM MQ 提供のチャネル・リスナー・プログラムを使用します。 IBM MQ
チャネル・リスナーを起動するには、MQSC コマンドの START LISTENER を使用しますが、このコ
マンドは、チャネル開始プログラムの始動時に発行します。 以下に例を示します。
START LISTENER PORT(1414) TRPTYPE(TCP)

または:

START LISTENER LUNAME(LONDON.LUNAME) TRPTYPE(LU62)

キュー共有グループのメンバーは、キュー・マネージャーごとにリスナーを使用する代わりに、共有
リスナーを使用できます。 共有リスナーをクラスターと併用しないでください。 具体的に言うと、
CLUSRCVR チャネルの CONNAME を キュー共有グループの共有リスナーのアドレスに使用しないで
ください。 使用すると、キュー・マネージャーは、定義していないキューに関するメッセージを受
信する可能性があります。
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• IBM i では、IBM MQ 提供のチャネル・リスナー・プログラムを使用します。 IBM MQ
チャネル・リスナーを起動するには、CL コマンドの STRMQMLSR を使用します。 以下に例を示しま
す。
STRMQMLSR MQMNAME(QM1) PORT(1414)

• Windows では、IBM MQ 提供のチャネル・リスナー・プログラムまたはオペレーティ
ング・システム提供の機能を使用します。
IBM MQ 提供のチャネル・リスナーを起動するときには RUNMQLSR コマンドを使用します。 以下に
例を示します。
RUNMQLSR -t tcp -p 1414 -m QM1

• AIX and Linux では、IBM MQ 提供のチャネル・リスナー・プログラムか、
オペレーティング・システム提供の機能 (例えば、TCP 通信の場合には inetd) のどちらかを使用し
ます。
IBM MQ 提供のチャネル・リスナーを起動するときには runmqlsr コマンドを使用します。 以下に
例を示します。
runmqlsr -t tcp -p 1414 -m QM1

inetd によってチャネルを起動する場合には、次の 2 つのファイルを構成してください。
a. /etc/servicesファイルを編集します。 スーパーユーザーまたはルート・ユーザーとしてログ
インする必要があります。 このファイルに次の行がない場合は、それを以下のように追加しま
す。
MQSeries    1414/tcp   # WebSphere MQ channel listener

ここで、1414 は、IBM MQ に必要なポート番号です。 このポート番号は変更できますが、送信
側で指定したポート番号と一致しなければなりません。

b. /etc/inetd.confファイルを編集します。 以下に示す行がこのファイルにない場合には、次の
とおりに入力してファイルに追加してください。

MQSeries stream tcp nowait mqm MQ_INSTALLATION_PATH/bin/amqcrsta amqcrsta
-m queue.manager.name

MQ_INSTALLATION_PATH は、IBM MQ のインストール先の上位ディレクトリーに置き換えられま
す。

inetd により構成ファイルが再度読み取られると、新しい設定が有効になります。 次に、ルート・
ユーザー ID により、以下に示すコマンドを実行します。

On AIX:

refresh -s inetd

Linux の場合:

a.以下のコマンドにより、inetd のプロセス ID を調べる

ps -ef | grep inetd

b.該当するコマンドを実行する
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Linux の場合:

kill -1 inetd processid

新規クラスターのセットアップ
クラスター例をセットアップするには、これらの手順に従ってください。 クラスターを設定する方法は、
TCP/IP、LU 6.2、および単一の伝送キューまたは複数の伝送キューを使用する場合で別々に説明されてい
ます。 あるキュー・マネージャーから別のキュー・マネージャーにメッセージを送信することによって、
クラスターの動作をテストします。

始める前に
• 上記の手順に従う代わりに、IBM MQ Explorer に付属のウィザードの 1 つを使用して、このタスクで作成
されるものと同様のクラスターを作成することができます。 「キュー・マネージャー・クラスター」フ
ォルダーを右クリックしてから、「新規」 > 「キュー・マネージャー・クラスター」をクリックして、ウ
ィザードに示される指示に従います。

• クラスタのセットアップ手順を理解するための背景情報については、クラスタ・チャネルとリスナー 297
ページの『クラスター・キューの定義』を参照してください。

このタスクについて
これから、あるチェーン店で使用する新しい IBM MQ ネットワークを セットアップします。 このチェーン
店には、ロンドンとニューヨークにそれぞれ 1 つの支店があります。 各支店のデータとアプリケーション
は、各キュー・マネージャーを実行するシステムがそれぞれホストします。 この 2 つのキュー・マネージ
ャーの名前を LONDON および NEWYORK とします。 在庫管理アプリケーションは、ニューヨーク支店のシ
ステムで実行します。このシステムは、キュー・マネージャー NEWYORK に接続されます。 このアプリケ
ーションは、NEWYORK がホストしている INVENTQ というキューにメッセージが届くと起動されるように
します。 キュー・マネージャー LONDON および NEWYORK を INVENTORY というクラスターにリンクさせ
て、これらのキュー・マネージャーが INVENTQ キューにメッセージを書き込むことができるようにしま
す。
このクラスターは以下のようになります。

クラスター内の各キュー・マネージャーを、異なるクラスター伝送キューを使用してクラスター内の他の
キュー・マネージャーにメッセージを送信するように構成できます。
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クラスターをセットアップする手順は、トランスポート・プロトコル、伝送キューの数、またはプラット
フォームによって少し異なります。 3 つの組み合わせから選択できます。 どの組み合わせでも検査の手順
は同じです。
INVENTORY は小さいクラスターです。 クラスターの概念を具体的に示すのに適しています。 このクラス
ターについて理解する上で重要なのは、このクラスターには今後規模を拡大できる余地があるということ
です。

手順
• 312 ページの『キュー・マネージャーごとに 1 つの伝送キューを持ち、TCP/IP を使用するクラスターの
セットアップ』

• 315 ページの『キュー・マネージャーごとに複数の伝送キューを持ち TCP/IP を使用するクラスターの
セットアップ』

•
318 ページの『z/OS での LU 6.2 を使用するクラスターのセットアップ』

• 321 ページの『クラスターの検査』
関連概念
クラスター
クラスター化と分散キューイングとの比較
クラスターのコンポーネント
関連タスク
296 ページの『キュー・マネージャー・クラスターの構成』
クラスターによって提供されるキュー・マネージャーを相互接続するためのメカニズムにより、初期構成
と継続的な管理を簡単に行えます。 クラスター・コンポーネントを定義し、クラスターを作成および管理
できます。
キュー・マネージャーごとに 1 つの伝送キューを持ち、TCP/IP を使用するクラスターの
セットアップ
これは、単純なクラスターのさまざまな構成について説明している 3 つのトピックのうちの 1 つです。

始める前に
作成されるクラスターの概要については、 311 ページの『新規クラスターのセットアップ』を参照してく
ださい。
キュー・マネージャー属性 DEFCLXQ はデフォルト値 SCTQ のままにしておいてください。

このタスクについて
マルチプラットフォームでトランスポート・プロトコル TCP/IPを使用するクラスターをセットアップする
には、以下のステップに従います。  z/OSでは、ステップ 313 ページの『4』でリスナーを定
義するのではなく、 980 ページの『Defining a TCP connection on z/OS』 の説明に従って TCP/IP 接続をセ
ットアップする必要があります。 それ以外の場合、エラー・メッセージがキュー・マネージャーのエラー・
ログではなくコンソールに書き込まれることを除いて、手順は z/OS と同じです。

手順
1.クラスターの編成およびクラスター名を決める。
この例では、LONDON、NEWYORK という 2 つのキュー・マネージャーをリンクさせてクラスターを構築
します。 2 つのキュー・マネージャーのみが含まれるクラスターは、分散キューイングを使用するネッ
トワークに比べて利点はごくわずかです。 しかし、スタートするには有効な方法であり、将来拡張でき
る余地も備えています。 新しい支店をオープンするときに、新しいキュー・マネージャーをクラスター
に簡単に追加できます。 新しいキュー・マネージャーを追加しても、既存のネットワークが切断される
わけではありません (322 ページの『クラスターにキュー・マネージャーを追加する』を参照)。
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当分の間、実行するアプリケーションは在庫管理アプリケーションのみとします。 クラスター名は
INVENTORY とします。

2.完全リポジトリーを保持するキュー・マネージャーを決定する。
クラスター内の 1 つ以上の (できれば 2 つの) キュー・マネージャーに完全リポジトリーを格納するよう
にしてください。 この例では、キュー・マネージャーは 2 つだけ (LONDON と NEWYORK) であるため、
両方のキュー・マネージャーに完全リポジトリーを格納します。
a.以降の手順については、任意の順序で実行できます。
b.ステップを進めていくうちに、キュー・マネージャー・ログに警告メッセージが書き込まれることが
あります。 このメッセージは、まだ追加する必要がある定義が欠落していることの結果です。

Examples of the responses to the commands are shown in a box
like this after each step in this task.
These examples show the responses returned by IBM MQ for AIX.
The responses vary on other platforms.

c.以降の手順に進む前に、上述のキュー・マネージャーが 2 つとも起動していることを確認してくだ
さい。

3.キュー・マネージャー定義を変更してリポジトリー定義を追加する。
完全リポジトリーを保持する各キュー・マネージャーで、次のように ALTER QMGR コマンドを使用して
REPOS 属性を指定することにより、ローカル・キュー・マネージャー定義を変更します。

ALTER QMGR REPOS(INVENTORY)

1 : ALTER QMGR REPOS(INVENTORY)
AMQ8005: IBM MQ queue manager changed.

例えば、以下のように入力したとします。
a. runmqsc LONDON
b. ALTER QMGR REPOS(INVENTORY)

LONDON が完全リポジトリーに変更されます。
4.リスナーを定義します。
クラスター内のすべてのキュー・マネージャーに対して、他のキュー・マネージャーからのネットワー
ク要求を受け入れるリスナーを定義します。 LONDON キュー・マネージャーに以下のコマンドを発行し
ます。

DEFINE LISTENER(LONDON_LS) TRPTYPE(TCP) CONTROL(QMGR)

CONTROL 属性は、キュー・マネージャーの開始および停止と同時に、このリスナーも開始および停止す
るようにします。
リスナーは定義と同時に開始されないため、最初は以下の MQSC コマンドを使用して手動で開始する必
要があります。
START LISTENER(LONDON_LS)

クラスター内の他のすべてのキュー・マネージャーに対して同様のコマンドを発行します。ただし、各
リスナーの名前は変更します。
リスナーで示すように、これらのリスナーを定義する方法はいくつかあります。

5. LONDON キュー・マネージャーの CLUSRCVR チャネルを定義する。
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クラスター内のすべてのキュー・マネージャーで、キュー・マネージャーがメッセージを受信できるク
ラスター受信側チャネルを定義します。 クラスター受信側チャネル:CLUSRCVRを参照してください。
CLUSRCVR チャネルは、キュー・マネージャーの接続名を定義します。 接続名はリポジトリーに格納さ
れ、それを他のキュー・マネージャーが参照できます。 CLUSTER キーワードは、キュー・マネージャ
ーがクラスター内の他のキュー・マネージャーからメッセージを受信できることを示します。
この例では、チャネル名を INVENTORY.LONDON とし、接続名 (CONNAME) は、キュー・マネージャー
があるマシンのネットワーク・アドレスである LONDON.CHSTORE.COM とします。 ネットワーク・ア
ドレスは、 英数字の DNS ホスト名、または IPv4 小数点付き 10 進数形式の IP アドレスとして入力でき
ます。 例えば、192.0.2.0 です。あるいは IPv6 16 進数形式の場合は、例えば
2001:DB8:0204:acff:fe97:2c34:fde0:3485 です。 ポート番号は指定されていないため、 デフ
ォルト・ポート (1414) が使用されます。

DEFINE CHANNEL(INVENTORY.LONDON) CHLTYPE(CLUSRCVR) TRPTYPE(TCP)
CONNAME(LONDON.CHSTORE.COM) CLUSTER(INVENTORY)
DESCR('TCP Cluster-receiver channel for queue manager LONDON')

1 : DEFINE CHANNEL(INVENTORY.LONDON) CHLTYPE(CLUSRCVR) TRPTYPE(TCP)
CONNAME(LONDON.CHSTORE.COM) CLUSTER(INVENTORY)
DESCR('TCP Cluster-receiver channel for queue manager LONDON')
AMQ8014: WebSphere MQ channel created.
07/09/98 12:56:35 No repositories for cluster 'INVENTORY'

6. NEWYORK キュー・マネージャーの CLUSRCVR チャネルを定義する。
チャネル・リスナーがデフォルト・ポート (通常は 1414) を使用しており、クラスターに

z/OS上のキュー・マネージャーが含まれていない場合は、 CONNAMEを省略できます。

DEFINE CHANNEL(INVENTORY.NEWYORK) CHLTYPE(CLUSRCVR) TRPTYPE(TCP) CLUSTER(INVENTORY)
DESCR('TCP Cluster-receiver channel for queue manager NEWYORK')

7. LONDON キュー・マネージャーに対して CLUSSDR チャネルを定義します。
クラスターの各完全リポジトリー・キュー・マネージャーから、他の各完全リポジトリー・キュー・マ
ネージャーへの CLUSSDR チャネルを手動で定義します。 クラスター送信側チャネル:CLUSSDRを参照
します。 この場合、キュー・マネージャーは 2 つだけであるため、両方のキュー・マネージャーに完全
リポジトリーを格納します。 各キュー・マネージャーには、他方のキュー・マネージャーで定義された
CLUSRCVR チャネルを指す、手動で定義された CLUSSDR が必要です。 CLUSSDR 定義で指定するチャネ
ル名は、対応する CLUSRCVR 定義でのチャネル名と一致しなければなりません。 キュー・マネージャ
ーに、同じクラスターのクラスター受信側チャネルとクラスター送信側チャネル両方の定義が設定され
ると、クラスター送信側チャネルが開始します。

DEFINE CHANNEL(INVENTORY.NEWYORK) CHLTYPE(CLUSSDR) TRPTYPE(TCP)
CONNAME(NEWYORK.CHSTORE.COM) CLUSTER(INVENTORY)
DESCR('TCP Cluster-sender channel from LONDON to repository at NEWYORK')

1 : DEFINE CHANNEL(INVENTORY.NEWYORK) CHLTYPE(CLUSSDR) TRPTYPE(TCP)
CONNAME(NEWYORK.CHSTORE.COM) CLUSTER(INVENTORY)
DESCR('TCP Cluster-sender channel from LONDON to repository at NEWYORK')
AMQ8014: WebSphere MQ channel created.
07/09/98 13:00:18  Channel program started.

8. NEWYORK キュー・マネージャーに対して CLUSSDR チャネルを定義します。

DEFINE CHANNEL(INVENTORY.LONDON) CHLTYPE(CLUSSDR) TRPTYPE(TCP)
CONNAME(LONDON.CHSTORE.COM) CLUSTER(INVENTORY)
DESCR('TCP Cluster-sender channel from NEWYORK to repository at LONDON')

9.クラスター・キュー INVENTQ を定義する。

314  IBM MQ の構成



キーワード CLUSTER を指定して、キュー・マネージャー NEWYORK に INVENTQ というキューを定義し
ます。
DEFINE QLOCAL(INVENTQ) CLUSTER(INVENTORY)

1 : DEFINE QLOCAL(INVENTQ) CLUSTER(INVENTORY)
AMQ8006: WebSphere MQ queue created.

CLUSTER というキーワードによって、クラスターはキューを認識できるようになります。 キューは、
定義されるとすぐに、クラスター内の他のキュー・マネージャーでも使用できるようになります。 この
キューにメッセージを送信する際、キュー・マネージャーは、リモート・キュー定義を作成する必要は
ありません。
すべての定義が完了しました。 すべてのプラットフォームで、各キュー・マネージャー上でリスナー・
プログラムを開始します。 リスナー・プログラムは、着信ネットワーク要求を待機し、必要な場合にク
ラスター受信側チャネルを始動します。

次のタスク
これで、 クラスターを検証する準備ができました。
関連タスク
315 ページの『キュー・マネージャーごとに複数の伝送キューを持ち TCP/IP を使用するクラスターのセッ
トアップ』
これは、単純なクラスターのさまざまな構成について説明している 3 つのトピックのうちの 1 つです。
318 ページの『z/OS での LU 6.2 を使用するクラスターのセットアップ』
これは、単純なクラスターのさまざまな構成を説明するツリー・トピックの 1 つです。
キュー・マネージャーごとに複数の伝送キューを持ち TCP/IP を使用するクラスターのセ
ットアップ
これは、単純なクラスターのさまざまな構成について説明している 3 つのトピックのうちの 1 つです。

始める前に
作成されるクラスターの概要については、 311 ページの『新規クラスターのセットアップ』を参照してく
ださい。

このタスクについて
マルチプラットフォームでトランスポート・プロトコル TCP/IPを使用するクラスターをセットアップする
には、以下のステップに従います。リポジトリー・キュー・マネージャーは、リポジトリー・キュー・マ
ネージャー同士およびクラスター内の他のキュー・マネージャーとの間でメッセージを送信する際に、別
個のクラスター伝送キューを使用するように構成されています。 別々の伝送キューを使用するキュー・マ
ネージャーをクラスターに追加する場合は、325 ページの『クラスターへのキュー・マネージャーの追加:
別個の伝送キュー』に説明されている手順に従ってください。

手順
1.クラスターの編成およびクラスター名を決める。
この例では、LONDON、NEWYORK という 2 つのキュー・マネージャーをリンクさせてクラスターを構
築します。 2 つのキュー・マネージャーのみが含まれるクラスターは、分散キューイングを使用する
ネットワークに比べて利点はごくわずかです。 しかし、スタートするには有効な方法であり、将来拡
張できる余地も備えています。 新しい支店をオープンするときに、新しいキュー・マネージャーをク
ラスターに簡単に追加できます。 新しいキュー・マネージャーを追加しても、既存のネットワークが
切断されるわけではありません (322 ページの『クラスターにキュー・マネージャーを追加する』を参
照)。
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当分の間、実行するアプリケーションは在庫管理アプリケーションのみとします。 クラスター名は
INVENTORY とします。

2.完全リポジトリーを保持するキュー・マネージャーを決定する。
クラスター内の 1 つ以上の (できれば 2 つの) キュー・マネージャーに完全リポジトリーを格納するよ
うにしてください。 この例では、キュー・マネージャーは 2 つだけ (LONDON と NEWYORK) であるた
め、両方のキュー・マネージャーに完全リポジトリーを格納します。
a.以降の手順については、任意の順序で実行できます。
b.ステップを進めていくうちに、キュー・マネージャー・ログに警告メッセージが書き込まれること
があります。 このメッセージは、まだ追加する必要がある定義が欠落していることの結果です。

Examples of the responses to the commands are shown in a box
like this after each step in this task.
These examples show the responses returned by IBM MQ for AIX.
The responses vary on other platforms.

c.以降の手順に進む前に、上述のキュー・マネージャーが 2 つとも起動していることを確認してくだ
さい。

3.キュー・マネージャー定義を変更してリポジトリー定義を追加する。
完全リポジトリーを保持する各キュー・マネージャーで、次のように ALTER QMGR コマンドを使用し
て REPOS 属性を指定することにより、ローカル・キュー・マネージャー定義を変更します。

ALTER QMGR REPOS(INVENTORY)

1 : ALTER QMGR REPOS(INVENTORY)
AMQ8005: IBM MQ queue manager changed.

例えば、以下のように入力したとします。
a. runmqsc LONDON
b. ALTER QMGR REPOS(INVENTORY)

LONDON が完全リポジトリーに変更されます。
4.キュー・マネージャー定義を変更して、宛先ごとに別々のクラスター伝送キューを作成する。

ALTER QMGR DEFCLXQ(CHANNEL)

クラスターに追加するキュー・マネージャーのそれぞれで、個別の伝送キューを使用するかどうかを
決定します。 322 ページの『クラスターにキュー・マネージャーを追加する』および 325 ページの
『クラスターへのキュー・マネージャーの追加: 別個の伝送キュー』のトピックを参照してください。

5.リスナーを定義します。
クラスター内のすべてのキュー・マネージャーに対して、他のキュー・マネージャーからのネットワ
ーク要求を受け入れるリスナーを定義します。 LONDON キュー・マネージャーに以下のコマンドを発
行します。

DEFINE LISTENER(LONDON_LS) TRPTYPE(TCP) CONTROL(QMGR)

CONTROL 属性は、キュー・マネージャーの開始および停止と同時に、このリスナーも開始および停止
するようにします。
リスナーは定義と同時に開始されないため、最初は以下の MQSC コマンドを使用して手動で開始する
必要があります。
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START LISTENER(LONDON_LS)

クラスター内の他のすべてのキュー・マネージャーに対して同様のコマンドを発行します。ただし、
各リスナーの名前は変更します。
リスナーで示すように、これらのリスナーを定義する方法はいくつかあります。

6. LONDON キュー・マネージャーの CLUSRCVR チャネルを定義する。
クラスター内のすべてのキュー・マネージャーで、キュー・マネージャーがメッセージを受信できる
クラスター受信側チャネルを定義します。 クラスター受信側チャネル:CLUSRCVRを参照してくださ
い。 CLUSRCVR チャネルは、キュー・マネージャーの接続名を定義します。 接続名はリポジトリーに
格納され、それを他のキュー・マネージャーが参照できます。 CLUSTER キーワードは、キュー・マネ
ージャーがクラスター内の他のキュー・マネージャーからメッセージを受信できることを示します。
この例では、チャネル名を INVENTORY.LONDON とし、接続名 (CONNAME) は、キュー・マネージャ
ーがあるマシンのネットワーク・アドレスである LONDON.CHSTORE.COM とします。 ネットワーク・
アドレスは、 英数字の DNS ホスト名、または IPv4 小数点付き 10 進数形式の IP アドレスとして入力
できます。 例えば、192.0.2.0 です。あるいは IPv6 16 進数形式の場合は、例えば
2001:DB8:0204:acff:fe97:2c34:fde0:3485 です。 ポート番号は指定されていないため、 デフ
ォルト・ポート (1414) が使用されます。

DEFINE CHANNEL(INVENTORY.LONDON) CHLTYPE(CLUSRCVR) TRPTYPE(TCP)
CONNAME(LONDON.CHSTORE.COM) CLUSTER(INVENTORY)
DESCR('TCP Cluster-receiver channel for queue manager LONDON')

1 : DEFINE CHANNEL(INVENTORY.LONDON) CHLTYPE(CLUSRCVR) TRPTYPE(TCP)
CONNAME(LONDON.CHSTORE.COM) CLUSTER(INVENTORY)
DESCR('TCP Cluster-receiver channel for queue manager LONDON')
AMQ8014: WebSphere MQ channel created.
07/09/98 12:56:35 No repositories for cluster 'INVENTORY'

7. NEWYORK キュー・マネージャーの CLUSRCVR チャネルを定義する。
チャネル・リスナーがデフォルト・ポート (通常は 1414) を使用しており、クラスターに

z/OS上のキュー・マネージャーが含まれていない場合は、 CONNAMEを省略できます。

DEFINE CHANNEL(INVENTORY.NEWYORK) CHLTYPE(CLUSRCVR) TRPTYPE(TCP) CLUSTER(INVENTORY)
DESCR('TCP Cluster-receiver channel for queue manager NEWYORK')

8. LONDON キュー・マネージャーに対して CLUSSDR チャネルを定義します。
クラスターの各完全リポジトリー・キュー・マネージャーから、他の各完全リポジトリー・キュー・
マネージャーへの CLUSSDR チャネルを手動で定義します。 クラスター送信側チャネル:CLUSSDRを
参照します。 この場合、キュー・マネージャーは 2 つだけであるため、両方のキュー・マネージャー
に完全リポジトリーを格納します。 各キュー・マネージャーには、他方のキュー・マネージャーで定
義された CLUSRCVR チャネルを指す、手動で定義された CLUSSDR が必要です。 CLUSSDR 定義で指定
するチャネル名は、対応する CLUSRCVR 定義でのチャネル名と一致しなければなりません。 キュー・
マネージャーに、同じクラスターのクラスター受信側チャネルとクラスター送信側チャネル両方の定
義が設定されると、クラスター送信側チャネルが開始します。

DEFINE CHANNEL(INVENTORY.NEWYORK) CHLTYPE(CLUSSDR) TRPTYPE(TCP)
CONNAME(NEWYORK.CHSTORE.COM) CLUSTER(INVENTORY)
DESCR('TCP Cluster-sender channel from LONDON to repository at NEWYORK')
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1 : DEFINE CHANNEL(INVENTORY.NEWYORK) CHLTYPE(CLUSSDR) TRPTYPE(TCP)
CONNAME(NEWYORK.CHSTORE.COM) CLUSTER(INVENTORY)
DESCR('TCP Cluster-sender channel from LONDON to repository at NEWYORK')
AMQ8014: WebSphere MQ channel created.
07/09/98 13:00:18  Channel program started.

9. NEWYORK キュー・マネージャーに対して CLUSSDR チャネルを定義します。

DEFINE CHANNEL(INVENTORY.LONDON) CHLTYPE(CLUSSDR) TRPTYPE(TCP)
CONNAME(LONDON.CHSTORE.COM) CLUSTER(INVENTORY)
DESCR('TCP Cluster-sender channel from NEWYORK to repository at LONDON')

10.クラスター・キュー INVENTQ を定義する。
キーワード CLUSTER を指定して、キュー・マネージャー NEWYORK に INVENTQ というキューを定義
します。
DEFINE QLOCAL(INVENTQ) CLUSTER(INVENTORY)

1 : DEFINE QLOCAL(INVENTQ) CLUSTER(INVENTORY)
AMQ8006: WebSphere MQ queue created.

CLUSTER というキーワードによって、クラスターはキューを認識できるようになります。 キューは、
定義されるとすぐに、クラスター内の他のキュー・マネージャーでも使用できるようになります。 こ
のキューにメッセージを送信する際、キュー・マネージャーは、リモート・キュー定義を作成する必
要はありません。
すべての定義が完了しました。 すべてのプラットフォームで、各キュー・マネージャー上でリスナー・
プログラムを開始します。 リスナー・プログラムは、着信ネットワーク要求を待機し、必要な場合に
クラスター受信側チャネルを始動します。

次のタスク
これで、 クラスターを検証する準備ができました。
関連タスク
312 ページの『キュー・マネージャーごとに 1 つの伝送キューを持ち、TCP/IP を使用するクラスターのセ
ットアップ』
これは、単純なクラスターのさまざまな構成について説明している 3 つのトピックのうちの 1 つです。
318 ページの『z/OS での LU 6.2 を使用するクラスターのセットアップ』
これは、単純なクラスターのさまざまな構成を説明するツリー・トピックの 1 つです。

z/OS での LU 6.2 を使用するクラスターのセットアップ
これは、単純なクラスターのさまざまな構成を説明するツリー・トピックの 1 つです。

始める前に
作成されるクラスターの概要については、 311 ページの『新規クラスターのセットアップ』を参照してく
ださい。

手順
1.クラスターの編成およびクラスター名を決める。
この例では、LONDON、NEWYORK という 2 つのキュー・マネージャーをリンクさせてクラスターを構築
します。 2 つのキュー・マネージャーのみが含まれるクラスターは、分散キューイングを使用するネッ
トワークに比べて利点はごくわずかです。 しかし、スタートするには有効な方法であり、将来拡張でき
る余地も備えています。 新しい支店をオープンするときに、新しいキュー・マネージャーをクラスター
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に簡単に追加できます。 新しいキュー・マネージャーを追加しても、既存のネットワークが切断される
わけではありません (322 ページの『クラスターにキュー・マネージャーを追加する』を参照)。
当分の間、実行するアプリケーションは在庫管理アプリケーションのみとします。 クラスター名は
INVENTORY とします。

2.完全リポジトリーを保持するキュー・マネージャーを決定する。
クラスター内の 1 つ以上の (できれば 2 つの) キュー・マネージャーに完全リポジトリーを格納するよう
にしてください。 この例では、キュー・マネージャーは 2 つだけ (LONDON と NEWYORK) であるため、
両方のキュー・マネージャーに完全リポジトリーを格納します。
a.以降の手順については、任意の順序で実行できます。
b.ステップを進めていくうちに、z/OS システム・コンソールに警告メッセージが書き込まれることが
あります。 このメッセージは、まだ追加する必要がある定義が欠落していることの結果です。

c.以降の手順に進む前に、上述のキュー・マネージャーが 2 つとも起動していることを確認してくだ
さい。

3.キュー・マネージャー定義を変更してリポジトリー定義を追加する。
完全リポジトリーを保持する各キュー・マネージャーで、次のように ALTER QMGR コマンドを使用して
REPOS 属性を指定することにより、ローカル・キュー・マネージャー定義を変更します。

ALTER QMGR REPOS(INVENTORY)

1 : ALTER QMGR REPOS(INVENTORY)
AMQ8005: IBM MQ queue manager changed.

例えば、以下のように入力したとします。
a. runmqsc LONDON
b. ALTER QMGR REPOS(INVENTORY)

LONDON が完全リポジトリーに変更されます。
4.リスナーを定義します。

z/OS のチャネル・イニシエーターおよび 984 ページの『Receiving on LU 6.2』を参照し
てください。
リスナーは定義と同時に開始されないため、最初は以下の MQSC コマンドを使用して手動で開始する必
要があります。
START LISTENER(LONDON_LS)

クラスター内の他のすべてのキュー・マネージャーに対して同様のコマンドを発行します。ただし、各
リスナーの名前は変更します。

5. LONDON キュー・マネージャーの CLUSRCVR チャネルを定義する。
クラスター内のすべてのキュー・マネージャーで、キュー・マネージャーがメッセージを受信できるク
ラスター受信側チャネルを定義します。 クラスター受信側チャネル:CLUSRCVRを参照してください。
CLUSRCVR チャネルは、キュー・マネージャーの接続名を定義します。 接続名はリポジトリーに格納さ
れ、それを他のキュー・マネージャーが参照できます。 CLUSTER キーワードは、キュー・マネージャ
ーがクラスター内の他のキュー・マネージャーからメッセージを受信できることを示します。

DEFINE CHANNEL(INVENTORY.LONDON) CHLTYPE(CLUSRCVR) TRPTYPE(LU62)
CONNAME(LONDON.LUNAME) CLUSTER(INVENTORY)
MODENAME('#INTER') TPNAME('MQSERIES')
DESCR('LU62 Cluster-receiver channel for queue manager LONDON')
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1 : DEFINE CHANNEL(INVENTORY.LONDON) CHLTYPE(CLUSRCVR) TRPTYPE(LU62)
CONNAME(LONDON.LUNAME) CLUSTER(INVENTORY)
MODENAME('#INTER') TPNAME('MQSERIES')
DESCR('LU62 Cluster-receiver channel for queue manager LONDON')
AMQ8014: WebSphere MQ channel created.
07/09/98 12:56:35 No repositories for cluster 'INVENTORY'

6. NEWYORK キュー・マネージャーの CLUSRCVR チャネルを定義する。

DEFINE CHANNEL(INVENTORY.NEWYORK) CHLTYPE(CLUSRCVR) TRPTYPE(LU62)
CONNAME(NEWYORK.LUNAME) CLUSTER(INVENTORY)
MODENAME('#INTER') TPNAME('MQSERIES')
DESCR('LU62 Cluster-receiver channel for queue manager NEWYORK')

7. LONDON キュー・マネージャーに対して CLUSSDR チャネルを定義します。
クラスターの各完全リポジトリー・キュー・マネージャーから、他の各完全リポジトリー・キュー・マ
ネージャーへの CLUSSDR チャネルを手動で定義します。 クラスター送信側チャネル:CLUSSDRを参照
します。 この場合、キュー・マネージャーは 2 つだけであるため、両方のキュー・マネージャーに完全
リポジトリーを格納します。 各キュー・マネージャーには、他方のキュー・マネージャーで定義された
CLUSRCVR チャネルを指す、手動で定義された CLUSSDR が必要です。 CLUSSDR 定義で指定するチャネ
ル名は、対応する CLUSRCVR 定義でのチャネル名と一致しなければなりません。 キュー・マネージャ
ーに、同じクラスターのクラスター受信側チャネルとクラスター送信側チャネル両方の定義が設定され
ると、クラスター送信側チャネルが開始します。

DEFINE CHANNEL(INVENTORY.NEWYORK) CHLTYPE(CLUSSDR) TRPTYPE(LU62)
CONNAME(CPIC) CLUSTER(INVENTORY)
DESCR('LU62 Cluster-sender channel from LONDON to repository at NEWYORK')

1 : DEFINE CHANNEL(INVENTORY.NEWYORK) CHLTYPE(CLUSSDR) TRPTYPE(LU62)
CONNAME(NEWYORK.LUNAME) CLUSTER(INVENTORY)
MODENAME('#INTER') TPNAME('MQSERIES')
DESCR('LU62 Cluster-sender channel from LONDON to repository at NEWYORK')
AMQ8014: WebSphere MQ channel created.
07/09/98 13:00:18  Channel program started.

8. NEWYORK キュー・マネージャーに対して CLUSSDR チャネルを定義します。

DEFINE CHANNEL(INVENTORY.LONDON) CHLTYPE(CLUSSDR) TRPTYPE(LU62)
CONNAME(LONDON.LUNAME) CLUSTER(INVENTORY)
DESCR('LU62 Cluster-sender channel from NEWYORK to repository at LONDON')

9.クラスター・キュー INVENTQ を定義する。
キーワード CLUSTER を指定して、キュー・マネージャー NEWYORK に INVENTQ というキューを定義し
ます。
DEFINE QLOCAL(INVENTQ) CLUSTER(INVENTORY)

1 : DEFINE QLOCAL(INVENTQ) CLUSTER(INVENTORY)
AMQ8006: WebSphere MQ queue created.

CLUSTER というキーワードによって、クラスターはキューを認識できるようになります。 キューは、
定義されるとすぐに、クラスター内の他のキュー・マネージャーでも使用できるようになります。 この
キューにメッセージを送信する際、キュー・マネージャーは、リモート・キュー定義を作成する必要は
ありません。
すべての定義が完了しました。 すべてのプラットフォームで、各キュー・マネージャー上でリスナー・
プログラムを開始します。 リスナー・プログラムは、着信ネットワーク要求を待機し、必要な場合にク
ラスター受信側チャネルを始動します。
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次のタスク
これで、 クラスターを検証する準備ができました。
関連タスク
312 ページの『キュー・マネージャーごとに 1 つの伝送キューを持ち、TCP/IP を使用するクラスターのセ
ットアップ』
これは、単純なクラスターのさまざまな構成について説明している 3 つのトピックのうちの 1 つです。
315 ページの『キュー・マネージャーごとに複数の伝送キューを持ち TCP/IP を使用するクラスターのセッ
トアップ』
これは、単純なクラスターのさまざまな構成について説明している 3 つのトピックのうちの 1 つです。
クラスターの検査
ピア・トピックでは、単純なクラスターの 3 つの異なる構成について説明します。 このトピックでは、ク
ラスターを検査する方法について説明します。

始める前に
このトピックでは、以下のいずれかのタスクを使用して作成したクラスターを検証することを想定してい
ます。
• 312 ページの『キュー・マネージャーごとに 1 つの伝送キューを持ち、TCP/IP を使用するクラスターの
セットアップ』.

• 315 ページの『キュー・マネージャーごとに複数の伝送キューを持ち TCP/IP を使用するクラスターのセ
ットアップ』.

• 318 ページの『z/OS での LU 6.2 を使用するクラスターのセットアップ』.

作成されたクラスターの概要については、 311 ページの『新規クラスターのセットアップ』を参照してく
ださい。

このタスクについて
クラスターの検査は、以下の方法から 1 つ以上を使って行うことができます。
1.クラスター属性およびチャネル属性を表示する管理コマンドを実行する。
2.クラスター・キューに対してメッセージを送受信するサンプル・プログラムを実行する。
3.クラスター・キューに要求メッセージを送信し、クラスター化されていない応答キューに応答メッセー
ジで応答する独自のプログラムを作成する。

手順
DISPLAY runmqsc コマンドを実行して、クラスターを検査する。
表示される応答は、以下の手順の応答のようになります。
1. NEWYORK キュー・マネージャーから、DISPLAY CLUSQMGR コマンドを実行する。

dis clusqmgr(*)

1 : dis clusqmgr(*)
AMQ8441: Display Cluster Queue Manager details.
CLUSQMGR(NEWYORK)       CLUSTER(INVENTORY)
CHANNEL(INVENTORY.NEWYORK)
AMQ8441: Display Cluster Queue Manager details.
CLUSQMGR(LONDON)       CLUSTER(INVENTORY)
CHANNEL(INVENTORY.LONDON)

2. NEWYORK キュー・マネージャーから、DISPLAY CHANNEL STATUS コマンドを実行する。

dis chstatus(*)
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1 : dis chstatus(*)
AMQ8417: Display Channel Status details.
CHANNEL(INVENTORY.NEWYORK)  XMITQ( )
CONNAME(192.0.2.0)      CURRENT
CHLTYPE(CLUSRCVR)       STATUS(RUNNING)
RQMNAME(LONDON)
AMQ8417: Display Channel Status details.
CHANNEL(INVENTORY.LONDON) XMITQ(SYSTEM.CLUSTER.TRANSMIT.INVENTORY.LONDON)
CONNAME(192.0.2.1)      CURRENT
CHLTYPE(CLUSSDR)       STATUS(RUNNING)
RQMNAME(LONDON)

amqsput を使用して、2 つのキュー・マネージャーの間でメッセージを送信します。
3. LONDON で、コマンド amqsput INVENTQ LONDONを実行します。
何らかのメッセージを入力して、ブランク行を 1 行追加します。

4. NEWYORK で、コマンド amqsget INVENTQ NEWYORKを実行します。
これで、LONDON で入力したメッセージが表示されるようになりました。 プログラムは 15 秒後に終了
します。

独自のプログラムを使用して、2 つのキュー・マネージャーの間でメッセージを送信する。
次の手順では、キュー・マネージャー LONDON から NEWYORK の INVENTQ キューにメッセージを書き込
み、そのメッセージに対する応答を LONDON_reply というキューに受信します。
5. LONDON で、クラスター・キューにメッセージを書き込む。

a) LONDON_replyという名前のローカル・キューを定義します。
b) MQOPEN オプションを MQOO_OUTPUTに設定します。
c) MQOPEN 呼び出しを発行して、キュー INVENTQをオープンします。
d)メッセージ記述子の ReplyToQ 名を LONDON_replyに設定します。
e) MQPUT 呼び出しを発行して、メッセージを書き込みます。
f)メッセージをコミットします。

6. NEWYORK で、クラスター・キューにあるメッセージを受信して、応答キューに応答を書き込む。
a) MQOPEN オプションを MQOO_BROWSEに設定します。
b) MQOPEN 呼び出しを発行して、キュー INVENTQをオープンします。
c) MQGET 呼び出しを発行して、 INVENTQからメッセージを取得します。
d)メッセージ記述子から ReplyToQ 名を検索します。
e) ReplyToQ 名をオブジェクト記述子の ObjectName フィールドに入れます。
f) MQOPEN オプションを MQOO_OUTPUTに設定します。
g) MQOPEN 呼び出しを発行して、キュー・マネージャー LONDONで LONDON_reply を開きます。
h) MQPUT 呼び出しを発行して、メッセージを LONDON_replyに書き込みます。

7. LONDON で、応答を受け取ります。
a) MQOPEN オプションを MQOO_BROWSEに設定します。
b) MQOPEN 呼び出しを発行して、キュー LONDON_replyをオープンします。
c) MQGET 呼び出しを発行して、 LONDON_replyからメッセージを取得します。

クラスターにキュー・マネージャーを追加する
以下の指示に従って、作成したクラスターにキュー・マネージャーを追加します。 クラスター・キューお
よびトピックへのメッセージは、単一のクラスター伝送キュー SYSTEM.CLUSTER.TRANSMIT.QUEUE を使
用して転送されます。
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始める前に
注 : クラスターへの変更をクラスター全体に伝搬させるには、少なくとも 1 つの完全リポジトリーが常に使
用可能でなければなりません。 この作業を開始する前に、リポジトリーが使用可能であることを確認して
ください。
シナリオ
• 311 ページの『新規クラスターのセットアップ』での説明に従って、INVENTORY クラスターを設定しま
した。 このクラスターは、LONDON、NEWYORK という 2 つのキュー・マネージャーで構成されています。
そして、両方のキュー・マネージャーに完全リポジトリーが格納されています。

• キュー・マネージャー PARIS は、最初のプライマリー・インストールが所有しています。 所有関係が異
なる場合は、setmqenv コマンドを実行して、PARIS が属するインストールのコマンド環境をセットア
ップしてください。

• TCP 接続は、3 つすべてのシステム間で存在します。キュー・マネージャーは、キュー・マネージャーの
制御下で開始される TCP リスナーを使用して構成されます。

このタスクについて
1.その後、このチェーン店ではパリに新しい支店をオープンすることになったため、このクラスターに
PARIS というキュー・マネージャーの追加が必要になりました。

2.キュー・マネージャー PARIS は、INVENTQ キューにメッセージを書き込むことにより、ニューヨーク
支店のシステムで実行されているアプリケーションに新しい在庫情報を送信するものとします。

以下の手順に従って、クラスターにキュー・マネージャーを追加します。

手順
1. PARIS が最初に参照する完全リポジトリーを決める。
クラスター内の各キュー・マネージャーは、いずれかの完全リポジトリーを参照しなければなりませ
ん。 キュー・マネージャーは、クラスターに関する情報を完全リポジトリーから収集し、自分用の部分
リポジトリーを作成します。 いずれかのリポジトリーを完全リポジトリーとして選択してください。
クラスターに新しいキュー・マネージャーを追加すると、そのキュー・マネージャーは他方のリポジト
リーもすぐに認識できるようになります。 キュー・マネージャーに加えられた変更に関する情報は 2 つ
のリポジトリーに直接送信されます。 ここでは、(単に地理的な理由により) キュー・マネージャー
PARIS をキュー・マネージャー LONDON にリンクします。
注 : キュー・マネージャー PARIS の開始後は、残りの手順は任意の順序で実行できます。

2.キュー・マネージャー PARIS に CLUSRCVR チャネルを定義する。
クラスター内の各キュー・マネージャーにクラスター受信側チャネルを定義する必要があります。この
チャネルにより、キュー・マネージャーはメッセージを受信することができます。 キュー・マネージャ
ー PARIS には、以下のように定義します。

DEFINE CHANNEL(INVENTORY.PARIS) CHLTYPE(CLUSRCVR) TRPTYPE(TCP)
CONNAME(PARIS.CHSTORE.COM) CLUSTER(INVENTORY)
DESCR('Cluster-receiver channel for queue manager PARIS')

クラスター受信側チャネルは、このキュー・マネージャーがクラスター INVENTORY 内の他のキュー・
マネージャーからメッセージを受信できる状態になったことを通知します。 他のキュー・マネージャー
では、クラスター受信側チャネル INVENTORY.PARIS の送信側用の定義を作成しないでください。 他
の定義は、必要な場合に自動的に行われます。 クラスター・チャネルを参照します。

3.
IBM MQ for z/OS でチャネル・イニシエーターを開始します。

4.キュー・マネージャー PARIS に CLUSSDR チャネルを定義する。
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完全リポジトリーではないキュー・マネージャーをクラスターに追加する際は、完全リポジトリーとの
初期接続を行うためのクラスター送信側チャネルを 1 つだけ定義します。 クラスター送信側チャネル:
クラススドルを参照します。
PARIS に、LONDON.CHSTORE.COM というネットワーク・アドレスが割り当てられているキュー・マネ
ージャー宛ての INVENTORY.LONDON という CLUSSDR チャネルを以下のように定義します。

DEFINE CHANNEL(INVENTORY.LONDON) CHLTYPE(CLUSSDR) TRPTYPE(TCP)
CONNAME(LONDON.CHSTORE.COM) CLUSTER(INVENTORY)
DESCR('Cluster-sender channel from PARIS to repository at LONDON')

5.オプション: 以前にクラスターから除去したキュー・マネージャーを同じクラスターに追加する場合、
今回クラスター・メンバーとして表示されることを確認します。 表示されない場合は、以下の追加の手
順を実行します。
a)追加するキュー・マネージャーで REFRESH CLUSTER コマンドを発行します。
このステップを行うと、クラスター・チャネルが停止され、クラスター内の他のキュー・マネージャ
ー内で確実に最新である新しい一連のシーケンス番号が、ローカル・クラスター・キャッシュに設定
されます。
REFRESH CLUSTER(INVENTORY) REPOS(YES)

注 : 大規模クラスターでは、処理中のクラスターに REFRESH CLUSTER コマンドを使用すると、破
壊的な影響を及ぼす恐れがあります。その後、クラスター・オブジェクトが 27 日間隔で対象のキュ
ー・マネージャーすべてに状況の更新を自動的に送信する際にも同様のことが起こり得ます。 大規
模クラスターでのリフレッシュはクラスターのパフォーマンスと可用性に影響を与える可能性があ
るを参照してください。

b) CLUSSDR チャネルを再始動します。
(例えば、START CHANNEL コマンドを使用します)。

c) CLUSRCVR チャネルを再始動します。

タスクの結果
以下の図は、このタスクによってセットアップされるクラスターを示します。

図 39. 3 つのキュー・マネージャーで構成される INVENTORY クラスター
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CLUSRCVR チャネルと CLUSSDR チャネルの 2 つを定義するだけで、キュー・マネージャー PARIS がクラ
スターに追加されます。
これで、キュー・マネージャー PARIS は、キュー・マネージャー LONDON の完全リポジトリーを参照する
ことにより、INVENTQ キューがキュー・マネージャー NEWYORK にホストされていることを認識できるよ
うになります。 パリ支店のシステムでホストされているアプリケーションが INVENTQ キューにメッセー
ジを書き込む場合、キュー・マネージャー PARIS はクラスター受信側チャネル INVENTORY.NEWYORK に
接続するクラスター送信側チャネルを自動的に定義します。 このとき、そのアプリケーションのあるキュ
ー・マネージャーの名前を指定して、応答先キューを定義すると、そのアプリケーションはメッセージに
対する応答を受信することができます。
クラスターへのキュー・マネージャーの追加: 別個の伝送キュー
以下の指示に従って、作成したクラスターにキュー・マネージャーを追加します。 クラスター・キューお
よびトピックへのメッセージは、複数のクラスター伝送キューを使用して転送されます。

始める前に
• キュー・マネージャーはクラスターのメンバーではありません。
• クラスターは存在します。つまり、このキュー・マネージャーが直接接続できる完全リポジトリーがあ
り、そのリポジトリーが使用可能になっています。 クラスターを作成するステップについては、311 ペ
ージの『新規クラスターのセットアップ』を参照してください。

このタスクについて
このタスクは 322 ページの『クラスターにキュー・マネージャーを追加する』 (クラスター・メッセージを
単一の伝送キューに配置するクラスターにキュー・マネージャーを追加) の代替方法です。
このタスクでは、クライアント送信側チャネルごとに個別のクライアント伝送キューを自動作成するクラ
スターにキュー・マネージャーを追加します。
キューの定義数を小さくするために、デフォルトでは単一の伝送キューが使用されます。 個々の伝送キュ
ーを使用することが有利となるのは、複数の異なるキュー・マネージャーおよび異なるクラスターを宛先
とするトラフィックをモニターする必要がある場合です。 また、分離またはパフォーマンスの目標を達成
するために、さまざまな宛先へのトラフィックを分離しなければならないこともあります。

手順
1.デフォルト・クラスター・チャネル伝送キュー・タイプを変更します。
以下のようにして、キュー・マネージャー PARIS を変更します。

ALTER QMGR DEFCLXQ(CHANNEL)

キュー・マネージャーは、メッセージをクラスター・マネージャーに送信するためのクラスター送信側
チャネルを作成するたびに、クラスター伝送キューを作成します。 これは、このクラスター送信側チャ
ネル専用の伝送キューです。 この伝送キューは、永続動的キューです。 これは、モデル・キュー
SYSTEM.CLUSTER.TRANSMIT.MODEL.QUEUE から作成され、
SYSTEM.CLUSTER.TRANSMIT.ChannelName という名前が付けられます。

重要 : IBM WebSphere MQ 7.5 より前のバージョンの製品からアップグレードされたキュー・マ
ネージャーで専用の SYSTEM.CLUSTER.TRANSMIT.QUEUES を使用する場合は、
SYSTEM.CLUSTER.TRANSMIT.MODEL.QUEUE の SHARE/NOSHARE オプションが SHARE に設
定されている必要があります。

2. PARIS が最初に参照する完全リポジトリーを決める。
クラスター内の各キュー・マネージャーは、いずれかの完全リポジトリーを参照しなければなりませ
ん。 キュー・マネージャーは、クラスターに関する情報を完全リポジトリーから収集し、自分用の部分
リポジトリーを作成します。 いずれかのリポジトリーを完全リポジトリーとして選択してください。
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クラスターに新しいキュー・マネージャーを追加すると、そのキュー・マネージャーは他方のリポジト
リーもすぐに認識できるようになります。 キュー・マネージャーに加えられた変更に関する情報は 2 つ
のリポジトリーに直接送信されます。 ここでは、(単に地理的な理由により) キュー・マネージャー
PARIS をキュー・マネージャー LONDON にリンクします。
注 : キュー・マネージャー PARIS の開始後は、残りの手順は任意の順序で実行できます。

3.キュー・マネージャー PARIS に CLUSRCVR チャネルを定義する。
クラスター内の各キュー・マネージャーにクラスター受信側チャネルを定義する必要があります。この
チャネルにより、キュー・マネージャーはメッセージを受信することができます。 キュー・マネージャ
ー PARIS には、以下のように定義します。

DEFINE CHANNEL(INVENTORY.PARIS) CHLTYPE(CLUSRCVR) TRPTYPE(TCP)
CONNAME(PARIS.CHSTORE.COM) CLUSTER(INVENTORY)
DESCR('Cluster-receiver channel for queue manager PARIS')

クラスター受信側チャネルは、このキュー・マネージャーがクラスター INVENTORY 内の他のキュー・
マネージャーからメッセージを受信できる状態になったことを通知します。 他のキュー・マネージャー
では、クラスター受信側チャネル INVENTORY.PARIS の送信側用の定義を作成しないでください。 他
の定義は、必要な場合に自動的に行われます。 クラスター・チャネルを参照します。

4.キュー・マネージャー PARIS に CLUSSDR チャネルを定義する。
完全リポジトリーではないキュー・マネージャーをクラスターに追加する際は、完全リポジトリーとの
初期接続を行うためのクラスター送信側チャネルを 1 つだけ定義します。 クラスター送信側チャネル:
クラススドルを参照します。
PARIS に、LONDON.CHSTORE.COM というネットワーク・アドレスが割り当てられているキュー・マネ
ージャー宛ての INVENTORY.LONDON という CLUSSDR チャネルを以下のように定義します。

DEFINE CHANNEL(INVENTORY.LONDON) CHLTYPE(CLUSSDR) TRPTYPE(TCP)
CONNAME(LONDON.CHSTORE.COM) CLUSTER(INVENTORY)
DESCR('Cluster-sender channel from PARIS to repository at LONDON')

キュー・マネージャーは、モデル・キュー SYSTEM.CLUSTER.TRANSMIT.MODEL.QUEUE から自動的に
永続動的クラスター伝送キュー SYSTEM.CLUSTER.TRANSMIT.INVENTORY.LONDON を作成します。
伝送キューの CLCHNAME 属性は、INVENTORY.LONDON に設定されます。

タスクの結果
以下の図は、このタスクによってセットアップされるクラスターを示します。
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図 40. 3 つのキュー・マネージャーで構成される INVENTORY クラスター
CLUSRCVR チャネルと CLUSSDR チャネルの 2 つを定義するだけで、キュー・マネージャー PARIS がクラ
スターに追加されます。
これで、キュー・マネージャー PARIS は、キュー・マネージャー LONDON の完全リポジトリーを参照する
ことにより、INVENTQ キューがキュー・マネージャー NEWYORK にホストされていることを認識できるよ
うになります。 パリ支店のシステムでホストされているアプリケーションが INVENTQ キューにメッセー
ジを書き込む場合、キュー・マネージャー PARIS はクラスター受信側チャネル INVENTORY.NEWYORK に
接続するクラスター送信側チャネルを自動的に定義します。 このとき、そのアプリケーションのあるキュ
ー・マネージャーの名前を指定して、応答先キューを定義すると、そのアプリケーションはメッセージに
対する応答を受信することができます。
関連概念
使用するクラスター伝送キュー・タイプの選択方法
関連タスク
DHCP を使用したクラスターへのキュー・マネージャーの追加
DHCP を使用して、クラスターにキュー・マネージャーを追加します。 この作業では、CLUSRCVR 定義で
CONNAME 値を省略することについて説明します。
DHCP を使用したクラスターへのキュー・マネージャーの追加
DHCP を使用して、クラスターにキュー・マネージャーを追加します。 この作業では、CLUSRCVR 定義で
CONNAME 値を省略することについて説明します。

始める前に
注 : クラスターへの変更をクラスター全体に伝搬させるには、少なくとも 1 つの完全リポジトリーが常に使
用可能でなければなりません。 この作業を開始する前に、リポジトリーが使用可能であることを確認して
ください。
この作業では、以下の 2 つの特殊フィーチャーについて説明します。
• CLUSRCVR 定義で CONNAME 値を省略する機能。
• CLUSSDR 定義で +QMNAME+ を使用する機能。

 z/OSでは、どちらの機能も提供されていません。
シナリオ
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• 311 ページの『新規クラスターのセットアップ』 で説明されているように、INVENTORY クラスターがセ
ットアップされています。 このクラスターは、LONDON、NEWYORK という 2 つのキュー・マネージャー
で構成されています。そして、両方のキュー・マネージャーに完全リポジトリーが格納されています。

• その後、このチェーン店ではパリに新しい支店をオープンすることになったため、このクラスターに
PARIS というキュー・マネージャーの追加が必要になりました。

• キュー・マネージャー PARIS は、INVENTQ キューにメッセージを書き込むことにより、ニューヨーク支
店のシステムで実行されているアプリケーションに新しい在庫情報を送信するものとします。

• 各支店のシステム間にはネットワークの接続性があるものとします。
• ネットワーク・プロトコルは、TCP です。
• PARIS キュー・マネージャーシステムは DHCP を使用します。したがって、システム再始動時に IP アド
レスが変更される可能性があります。

• PARIS および LONDON のシステム間のチャネルは、定義された命名規則に従って命名されます。 この規
則には、LONDON にある完全リポジトリー・キュー・マネージャーのキュー・マネージャー名が使用され
ます。

• PARIS キュー・マネージャーの管理者は、LONDON リポジトリーのキュ ー・マネージャーの名前に関す
る情報を知りません。 LONDON リポジトリーのキュー・マネージャーの名前は変わる可能性があります。

このタスクについて
以下の手順に従って、DHCP を使用して、クラスターにキュー・マネージャーを追加します。

手順
1. PARIS が最初に参照する完全リポジトリーを決める。
クラスター内の各キュー・マネージャーは、いずれかの完全リポジトリーを参照しなければなりませ
ん。 キュー・マネージャーは、クラスターに関する情報を完全リポジトリーから収集し、自分用の部分
リポジトリーを作成します。 いずれかのリポジトリーを完全リポジトリーとして選択してください。
クラスターに新しいキュー・マネージャーを追加すると、そのキュー・マネージャーは他方のリポジト
リーもすぐに認識できるようになります。 キュー・マネージャーに加えられた変更に関する情報は 2 つ
のリポジトリーに直接送信されます。 ここでは、(単に地理的な理由により) キュー・マネージャー
PARIS をキュー・マネージャー LONDON にリンクすることにします。
注 : キュー・マネージャー PARIS の開始後は、残りの手順は任意の順序で実行できます。

2.キュー・マネージャー PARIS に CLUSRCVR チャネルを定義する。
クラスター内の各キュー・マネージャーにクラスター受信側チャネルを定義する必要があります。この
チャネルにより、キュー・マネージャーはメッセージを受信することができます。 キュー・マネージャ
ー PARIS には、以下のように定義します。

DEFINE CHANNEL(INVENTORY.PARIS) CHLTYPE(CLUSRCVR)
TRPTYPE(TCP) CLUSTER(INVENTORY)
DESCR('Cluster-receiver channel for queue manager PARIS')

クラスター受信側チャネルは、このキュー・マネージャーがクラスター INVENTORY 内の他のキュー・
マネージャーからメッセージを受信できる状態になったことを通知します。 クラスター受信側チャネ
ルで CONNAME を指定する必要はありません。 システムから接続名を検出するよう IBM MQ に要求す
ることができます。そのためには CONNAME を省略するか、または CONNAME(' ') を指定します。 IBM
MQ は、システムの現行 IP アドレスを使用して、CONNAME 値を生成します。 CONNAME を参照してくだ
さい。 このキュー・マネージャーのクラスター受信側チャネル INVENTORY.PARIS に対応する送信側
を、他のキュー・マネージャーに定義する必要はありません。 他の定義は、必要な場合に自動的に行わ
れます。

3.キュー・マネージャー PARIS に CLUSSDR チャネルを定義する。
クラスター内の各キュー・マネージャーにクラスター送信側チャネルを 1 つ定義する必要があります。
このチャネルにより、キュー・マネージャーは初期完全リポジトリーにメッセージを送信することがで
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きます。 PARIS に、LONDON.CHSTORE.COM というネットワーク・アドレスが割り当てられているキ
ュー・マネージャー宛ての INVENTORY.+QMNAME+ というチャネルを以下のように定義します。

DEFINE CHANNEL(INVENTORY.+QMNAME+) CHLTYPE(CLUSSDR) TRPTYPE(TCP)
CONNAME(LONDON.CHSTORE.COM) CLUSTER(INVENTORY)
DESCR('Cluster-sender channel from PARIS to repository at LONDON')

4.オプション: 以前にクラスターから除去したキュー・マネージャーを同じクラスターに追加する場合、
今回クラスター・メンバーとして表示されることを確認します。 表示されない場合は、以下の追加の手
順を実行します。
a)追加するキュー・マネージャーで REFRESH CLUSTER コマンドを発行します。
このステップを行うと、クラスター・チャネルが停止され、クラスター内の他のキュー・マネージャ
ー内で確実に最新である新しい一連のシーケンス番号が、ローカル・クラスター・キャッシュに設定
されます。
REFRESH CLUSTER(INVENTORY) REPOS(YES)

注 : 大規模クラスターでは、処理中のクラスターに REFRESH CLUSTER コマンドを使用すると、破
壊的な影響を及ぼす恐れがあります。その後、クラスター・オブジェクトが 27 日間隔で対象のキュ
ー・マネージャーすべてに状況の更新を自動的に送信する際にも同様のことが起こり得ます。 大規
模クラスターでのリフレッシュはクラスターのパフォーマンスと可用性に影響を与える可能性があ
るを参照してください。

b) CLUSSDR チャネルを再始動します。
(例えば、START CHANNEL コマンドを使用します)。

c) CLUSRCVR チャネルを再始動します。

タスクの結果
この作業によってセットアップされるクラスターは 322 ページの『クラスターにキュー・マネージャーを
追加する』の場合と同じです。

図 41. 3 つのキュー・マネージャーで構成される INVENTORY クラスター
CLUSRCVR チャネルと CLUSSDR チャネルの 2 つを定義するだけで、キュー・マネージャー PARIS がクラ
スターに追加されます。
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PARIS キュー・マネージャーで、ストリング +QMNAME+ を含む CLUSSDR が開始します。 LONDONシステ
ム IBM MQでは、+QMNAME+をキュー・マネージャー名(LONDON)に解決します。IBM MQは、
INVENTORY.LONDONというチャネルの定義を、対応するクラースィーヴル定義に一致させます。
IBM MQ は、解決されたチャネル名を PARIS キュー・マネージャーに戻します。 PARIS では、
INVENTORY.+QMNAME+ というチャネルの CLUSSDR チャネル定義が、INVENTORY.LONDON に対して内部
的に生成された CLUSSDR 定義によって置き換えられます。 この定義には解決済みのチャネル名が含まれ
ていますが、その他はユーザーが作成した +QMNAME+ 定義と同じです。 クラスター・リポジトリーも、新
たに解決されたチャネル名を伴うチャネル定義によって、最新の状態にされます。
注 :

1. +QMNAME+ 名で作成されたチャネルは即時に非アクティブになります。 それを使用してデータを伝送
することは決してありません。

2.チャネル出口では、ある呼び出しと次の呼び出しの間にチャネル名が変化した場合、それを確認するこ
とができます。

これで、キュー・マネージャー PARIS は、キュー・マネージャー LONDON のリポジトリーを参照すること
により、INVENTQ キューがキュー・マネージャー NEWYORK にホストされていることを認識できるように
なります。 システムによって、ホストされているアプリケーションが、メッセージを INVENTQ, PARIS
に自動的に設定しようとすると、クラスター送信側チャネルは、クラスター受信側チャネル
INVENTORY.NEWYORKに接続するためのクラスター送信側チャネルを自動的に定義します。 このとき、そ
のアプリケーションのあるキュー・マネージャーの名前を指定して、応答先キューを定義すると、そのア
プリケーションはメッセージに対する応答を受信することができます。
関連タスク
クラスターへのキュー・マネージャーの追加: 別個の伝送キュー
以下の指示に従って、作成したクラスターにキュー・マネージャーを追加します。 クラスター・キューお
よびトピックへのメッセージは、複数のクラスター伝送キューを使用して転送されます。
関連資料
DEFINE CHANNEL

キューをホストするキュー・マネージャーの追加
別の INVENTQ キューをホストするために、別のキュー・マネージャーをクラスターに追加します。 各キ
ュー・マネージャー上のキューに要求が交互に送信されます。 既存の INVENTQ ホストを変更する必要は
ありません。

始める前に
注 : クラスターへの変更をクラスター全体に伝搬させるには、少なくとも 1 つの完全リポジトリーが常に使
用可能でなければなりません。 この作業を開始する前に、リポジトリーが使用可能であることを確認して
ください。
シナリオ
• 322 ページの『クラスターにキュー・マネージャーを追加する』 で説明されているように、INVENTORY
クラスターがセットアップされています。 このクラスターには、3 つのキュー・マネージャーが格納さ
れています。このうち、LONDON と NEWYORK の 2 つは完全リポジトリーを保有し、PARIS は部分リポジ
トリーを保有しています。 在庫管理アプリケーションは、ニューヨークのシステムで動作します。この
システムは、キュー・マネージャー NEWYORK に接続されています。 このアプリケーションは、INVENTQ
キューのメッセージが到着すると実行されます。

• トロントでは、新しい店舗の準備が進められています。 処理能力を増強するため、ニューヨークのシス
テムと同様、トロントのシステムでも在庫管理アプリケーションを実行する意向があります。

• ネットワークは、4 つのシステム間すべてに接続されています。
• ネットワーク・プロトコルは、TCP です。

330  IBM MQ の構成



注 : キュー・マネージャー TORONTO には、部分リポジトリーしか入っていません。 完全リポジトリー・キ
ュー・マネージャーをクラスターに追加する場合は、335 ページの『完全リポジトリーの別のキュー・マ
ネージャーへの移動』を参照してください。

このタスクについて
以下の手順に従って、キューをホストするキュー・マネージャーを追加します。

手順
1. TORONTO が最初に参照する完全リポジトリーを決める。
クラスター内の各キュー・マネージャーは、いずれかの完全リポジトリーを参照しなければなりませ
ん。 キュー・マネージャーは、クラスターに関する情報を完全リポジトリーから収集し、自分用の部分
リポジトリーを作成します。 どのリポジトリーが選択されるかは、あまり重要ではありません。 この例
では、NEWYORK を選択します。 新しいキュー・マネージャーをクラスターに追加すると、このキュー・
マネージャーは両方のリポジトリーと通信します。

2. CLUSRCVR チャネルを定義する。
クラスター内の各キュー・マネージャーにクラスター受信側チャネルを定義する必要があります。この
チャネルにより、キュー・マネージャーはメッセージを受信することができます。 TORONTO では、
CLUSRCVR チャネルを次のように定義します。

DEFINE CHANNEL(INVENTORY.TORONTO) CHLTYPE(CLUSRCVR) TRPTYPE(TCP)
CONNAME(TORONTO.CHSTORE.COM) CLUSTER(INVENTORY)
DESCR('Cluster-receiver channel for TORONTO')

TORONTO キュー・マネージャーは、クラスター受信側チャネルを使用して INVENTORY クラスター内の
他のキュー・マネージャーからメッセージを受信できる状態であることを通知します。

3.キュー・マネージャー TORONTO に CLUSSDR チャネルを定義する。
クラスター内の各キュー・マネージャーは、その最初の完全リポジトリーへのメッセージの送信に使用
できるクラスター送信側チャネルを 1 つ定義する必要があります。 この例では、NEWYORK を選択しま
す。 TORONTO には次の定義が必要です。

DEFINE CHANNEL(INVENTORY.NEWYORK) CHLTYPE(CLUSSDR) TRPTYPE(TCP)
CONNAME(NEWYORK.CHSTORE.COM) CLUSTER(INVENTORY)
DESCR('Cluster-sender channel from TORONTO to repository at NEWYORK')

4.オプション: 以前にクラスターから除去したキュー・マネージャーを同じクラスターに追加する場合、
今回クラスター・メンバーとして表示されることを確認します。 表示されない場合は、以下の追加の手
順を実行します。
a)追加するキュー・マネージャーで REFRESH CLUSTER コマンドを発行します。
このステップを行うと、クラスター・チャネルが停止され、クラスター内の他のキュー・マネージャ
ー内で確実に最新である新しい一連のシーケンス番号が、ローカル・クラスター・キャッシュに設定
されます。
REFRESH CLUSTER(INVENTORY) REPOS(YES)

注 : 大規模クラスターでは、処理中のクラスターに REFRESH CLUSTER コマンドを使用すると、破
壊的な影響を及ぼす恐れがあります。その後、クラスター・オブジェクトが 27 日間隔で対象のキュ
ー・マネージャーすべてに状況の更新を自動的に送信する際にも同様のことが起こり得ます。 大規
模クラスターでのリフレッシュはクラスターのパフォーマンスと可用性に影響を与える可能性があ
るを参照してください。

b) CLUSSDR チャネルを再始動します。
(例えば、START CHANNEL コマンドを使用します)。

c) CLUSRCVR チャネルを再始動します。
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5.在庫管理アプリケーションを調べてメッセージの類縁性を調べる。
これを調べる前に、在庫管理アプリケーションがメッセージの処理順序に依存しないことを確認して、
トロントのシステムにアプリケーションをインストールしてください。

6.クラスター・キュー INVENTQ を定義する。
INVENTQ キューは、キュー・マネージャー NEWYORK に既にホストされていますが、TORONTO によっ
てもホストされます。 キュー・マネージャー TORONTO に次のように定義します。

DEFINE QLOCAL(INVENTQ) CLUSTER(INVENTORY)

タスクの結果
332 ページの図 42 は、このタスクによってセットアップされる INVENTORY クラスターを示しています。

図 42. 4 つのキュー・マネージャーが格納されている INVENTORY クラスター
現在、INVENTQ キューと在庫管理アプリケーションは、このクラスター内の 2 つのキュー・マネージャー
によってホストされています。 これにより、これらの可用性が増大してメッセージのスループットが向上
し、ワークロードが 2 つのキュー・マネージャーに分散されるようになります。 TORONTO または NEWYORK
によって INVENTQ に書き込まれたメッセージは、可能なときは必ずローカル・キュー・マネージャーのイ
ンスタンスによって処理されます。 LONDON または PARIS によって書き込まれたメッセージは、TORONTO
または NEWYORK に交互に経路指定されるため、ワークロードのバランスを取ることができます。
クラスターをこのように変更するときに、NEWYORK、LONDON、および PARIS の各キュー・マネージャー
の定義を変更する必要はありませんでした。 これらのキュー・マネージャーの完全リポジトリーは、
TORONTO の INVENTQ にメッセージを送信できるようにするために必要な情報によって、自動的に更新さ
れます。 在庫管理アプリケーションは、NEWYORK または TORONTO のうちの 1 つのキュー・マネージャー
が使用不可の状態になり、それ自身に十分な処理能力がある場合、動作を継続できます。 在庫管理アプリ
ケーションが両方の場所でホストされている場合、正しく動作するはずです。
この作業結果から分かるように、複数のキュー・マネージャーで同じアプリケーションを実行することが
可能です。 ワークロードを均等に分散するためにクラスタリングが可能です。
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アプリケーションは両方の場所でレコードを処理できない可能性があります。 例えば、カスタマー・アカ
ウント照会を追加し、LONDON および NEWYORK で実行されているアプリケーションを更新することを決め
たと仮定します。 アカウント・レコードは 1 カ所でのみ保有できます。 データ区分化の手法を用いて、要
求の分散方法を制御することを選択できます。 レコードの配布を分割できます。 レコードの半分を整理
して、例えばアカウント番号 00000 から 49999 までを LONDON で保有するようにすることができます。
残りの半分である 50000 から 99999 までは、NEWYORK で保有します。 その後、すべてのメッセージのア
カウント・フィールドを調べ、該当するキュー・マネージャーにメッセージを送信するクラスター・ワー
クロード出口プログラムを作成することができます。

次のタスク
これですべての定義が完了しました。IBM MQ for z/OS でまだチャネル・イニシエーターを開

始していない場合は開始します。
すべてのプラットフォームで、キュー・マネージャー TORONTO でリスナー・プログラムを始動します。 リ
スナー・プログラムは、着信ネットワーク要求を待機し、必要な場合にクラスター受信側チャネルを始動
します。

Adding a queue sharing group to existing clusters
Add a queue sharing group on z/OS to existing clusters.

Before you begin
Note:

1. For changes to a cluster to be propagated throughout the cluster, at least one full repository must
always be available. Ensure that your repositories are available before starting this task.

2. Queue sharing groups are supported only on IBM MQ for z/OS. This task is not applicable to other
platforms.

Scenario:

• The INVENTORY cluster has been set up as described in “新規クラスターのセットアップ” on page 311.
It contains two queue managers, LONDON and NEWYORK.

• You want to add a queue sharing group to this cluster. The group, QSGP, comprises three queue
managers, P1, P2, and P3. They share an instance of the INVENTQ queue, which is to be defined by P1.

About this task
Follow these steps to add new queue managers that host a shared queue.

Procedure
1. Decide which full repository the queue managers refer to first.

Every queue manager in a cluster must refer to one or other of the full repositories. It gathers
information about the cluster from a full repository and so builds up its own partial repository. It is of
no particular significance which full repository you choose. In this example, choose NEWYORK. Once
the queue sharing group has joined the cluster, it communicates with both of the full repositories.

2. Define the CLUSRCVR channels.

Every queue manager in a cluster needs to define a cluster-receiver channel on which it can receive
messages. On P1, P2, and P3, define:

DEFINE CHANNEL(INVENTORY.Pn) CHLTYPE(CLUSRCVR) TRPTYPE(TCP)
CONNAME(Pn.CHSTORE.COM) CLUSTER(INVENTORY)
DESCR('Cluster-receiver channel for sharing queue manager')
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The cluster-receiver channel advertises the availability of each queue manager to receive messages
from other queue managers in the cluster INVENTORY.

3. Define a CLUSSDR channel for the queue sharing group.

Every member of a cluster needs to define one cluster-sender channel on which it can send messages
to its first full repository. In this case we have chosen NEWYORK. One of the queue managers in the
queue sharing group needs the following group definition. The definition ensures that every queue
manager has a cluster-sender channel definition.

DEFINE CHANNEL(INVENTORY.NEWYORK) CHLTYPE(CLUSSDR) TRPTYPE(TCP)
CONNAME(NEWYORK.CHSTORE.COM) CLUSTER(INVENTORY) QSGDISP(GROUP)
DESCR('Cluster-sender channel to repository at NEWYORK')

4. Define the shared queue.

Define the queue INVENTQ on P1 as follows:

DEFINE QLOCAL(INVENTQ) CLUSTER(INVENTORY) QSGDISP(SHARED) CFSTRUCT(STRUCTURE)

Start the channel initiator and a listener program on the new queue manager. The listener program
listens for incoming network requests and starts the cluster-receiver channel when it is needed.

Results
Figure 43 on page 334 shows the cluster set up by this task.

Figure 43. Cluster and queue sharing group

Now messages put on the INVENTQ queue by LONDON are routed alternately around the four queue
managers advertised as hosting the queue.
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What to do next
A benefit of having members of a queue sharing group host a cluster queue is any member of the group
can reply to a request. In this case perhaps P1 becomes unavailable after receiving a message on the
shared queue. Another member of the queue sharing group can reply instead.

完全リポジトリーの別のキュー・マネージャーへの移動
完全リポジトリーを 1 つのキュー・マネージャーから別のキュー・マネージャーへ移動し、2 番目のリポ
ジトリーで保有された情報から新しいリポジトリーを作成します。

始める前に
注 : クラスターへの変更をクラスター全体に伝搬させるには、少なくとも 1 つの完全リポジトリーが常に使
用可能でなければなりません。 この作業を開始する前に、リポジトリーが使用可能であることを確認して
ください。
シナリオ
• 322 ページの『クラスターにキュー・マネージャーを追加する』 で説明されているように、INVENTORY
クラスターがセットアップされています。

• 業務上の理由により、キュー・マネージャー LONDON から完全リポジトリーを削除して、これをキュー・
マネージャー PARIS の完全リポジトリーで置きかえる必要が生じました。 キュー・マネージャー
NEWYORK は、引き続き完全リポジトリーを保有します。

このタスクについて
以下の手順に従って、完全リポジトリーを別のキュー・マネージャーへ移動します。

手順
1. PARIS を完全リポジトリー・キュー・マネージャーに変更する
PARIS で、以下のコマンドを発行します。

ALTER QMGR REPOS(INVENTORY)

2. PARIS で CLUSSDR チャネルを追加する
PARIS には、現在宛先が LONDON になっているクラスター送信側チャネルがあります。 LONDON はクラ
スターの完全リポジトリーを保有しなくなりました。 PARISには、NEWYORKを指す新しいクラスター
送信側チャネルが必要です。このチャネルでは、もう一方のフル・リポジトリーが保持されています。
DEFINE CHANNEL(INVENTORY.NEWYORK) CHLTYPE(CLUSSDR) TRPTYPE(TCP)
CONNAME(NEWYORK.CHSTORE.COM) CLUSTER(INVENTORY)
DESCR('Cluster-sender channel from PARIS to repository at NEWYORK')

3.宛先が PARIS の CLUSSDR チャネルを NEWYORK に定義する
現在、NEWYORK には、宛先が LONDON になっているクラスター送信側チャネルがあります。 他の完全
リポジトリーが PARIS に移動したので、宛先が PARIS の新しいクラスター送信側チャネルを NEWYORK
に追加する必要があります。
DEFINE CHANNEL(INVENTORY.PARIS) CHLTYPE(CLUSSDR) TRPTYPE(TCP)
CONNAME(PARIS.CHSTORE.COM) CLUSTER(INVENTORY)
DESCR('Cluster-sender channel from NEWYORK to repository at PARIS')

PARIS にクラスター送信側チャネルを追加すると、PARIS は NEWYORK からクラスターに関する情報を
取得します。 そして、NEWYORK からの情報を利用して、固有の完全リポジトリーを作成します。

4.キュー・マネージャー PARIS に現在完全リポジトリーが存在することを確認する
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キュー・マネージャー PARIS が、キュー・マネージャー NEWYORK の完全リポジトリーから、固有の完
全リポジトリーを作成したことを確認します。 次のコマンドを発行します。
DIS QCLUSTER(*) CLUSTER (INVENTORY)
DIS CLUSQMGR(*) CLUSTER (INVENTORY)

これらのコマンドによって、このクラスター内の NEWYORK にあるものと同じリソースの詳細が表示さ
れることを確認します。
注 : キュー・マネージャー NEWYORK が使用できない場合、この情報の作成を完了することはできませ
ん。 この作業が完了するまで、次の手順に進まないでください。

5. LONDON のキュー・マネージャー定義を変更する
最後に LONDON のキュー・マネージャーを変更して、このキュー・マネージャーがクラスターの完全リ
ポジトリーを保有しないようにします。 LONDON で、次のコマンドを発行します。

ALTER QMGR REPOS(' ')

キュー・マネージャーは、クラスター情報を受け取ることがなくなりました。 30 日後、その完全リポ
ジトリーに格納されている情報は、期限が切れます。 このため、キュー・マネージャー LONDON は、固
有の部分リポジトリーを作成します。

6.未解決の定義を削除または変更する
クラスターの新しい配置が予期されるとおりに機能していることを確認したら、正確ではなくなった、
手動で定義された CLUSSDR 定義を削除または変更します。
• キュー・マネージャー PARIS で LONDON へのクラスター送信側チャネルを停止して削除する必要があ
ります。次に、開始チャネル・コマンドを発行して、クラスターが自動チャネルを再度使用すること
ができるようにします。
STOP CHANNEL(INVENTORY.LONDON)
DELETE CHANNEL(INVENTORY.LONDON)
START CHANNEL(INVENTORY.LONDON)

• キュー・マネージャー NEWYORK で LONDON へのクラスター送信側チャネルを停止して削除する必要
があります。次に、開始チャネル・コマンドを発行して、クラスターが自動チャネルを再度使用する
ことができるようにします。
STOP CHANNEL(INVENTORY.LONDON)
DELETE CHANNEL(INVENTORY.LONDON)
START CHANNEL(INVENTORY.LONDON)

• クラスター内のすべてのキュー・マネージャーにおいて、宛先が LONDON の、手動で定義された他の
すべてのクラスター送信側チャネルを、宛先が NEWYORK または PARIS のチャネルに置き換えます。
チャネルを削除した後には、必ず start channel コマンドを発行して、クラスターで自動チャネル
を再び使用できるようにしてください。 この小規模な例では、他のチャネルはありません。 他に忘れ
ていたチャネルがないか確認するには、各キュー・マネージャーから、TYPE(CLUSSDR) を指定して
DISPLAY CHANNEL コマンドを発行します。 以下に例を示します。

DISPLAY CHANNEL(*) TYPE(CLUSSDR)

完全リポジトリーを LONDON から PARIS に移動した後、できるだけ早くこの作業を実行することが重
要です。 この作業を実行するまでの間に、INVENTORY.LONDON という CLUSSDR チャネルを手動で定
義したキュー・マネージャーが、このチャネルを使用する情報の要求を送信する可能性があります。
LONDON では、完全リポジトリーではなくなった後にそのような要求を受け取った場合、キュー・マネ
ージャーのエラー・ログにエラー・メッセージを書き込みます。 以下の例は、LONDON で表示される可
能性のあるエラー・メッセージを示します。
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• AMQ9428: Unexpected publication of a cluster queue object received
• AMQ9432: Query received by a non-repository queue manager

キュー・マネージャー LONDON は完全リポジトリーではないので、情報の要求に応答しません。 LONDON
から情報を要求しているキュー・マネージャーは、手動で定義された CLUSSDR 定義が PARIS を宛先と
するよう修正されるまで NEWYORK を使用してクラスター情報を得る必要があります。 この状態を、有
効な構成として長い期間容認するべきではありません。

タスクの結果
337 ページの図 44 は、このタスクによってセットアップされるクラスターを示します。

図 44. 完全リポジトリーが PARIS に移動した INVENTORY クラスター
既存のネットワークのクラスターへの変換
既存の分散キューイング・ネットワークをクラスターに変換し、キュー・マネージャーを追加して容量を
増やします。

始める前に
335 ページの『完全リポジトリーの別のキュー・マネージャーへの移動』から 311 ページの『新規クラス
ターのセットアップ』では、新規クラスターを作成して拡張しました。 次の 2 つの作業では、キュー・マ
ネージャーの既存のネットワークをクラスターに変換するためのさまざまな手法について調べます。
注 : クラスターへの変更をクラスター全体に伝搬させるには、少なくとも 1 つの完全リポジトリーが常に使
用可能でなければなりません。 この作業を開始する前に、リポジトリーが使用可能であることを確認して
ください。
シナリオ
• IBM MQ ネットワークは既に構築されており、これによりチェーン店の支店が全国規模で接続されていま
す。 ネットワークの構造はハブ・スポーク構造であり、すべてのキュー・マネージャーは中心にある 1
つのキュー・マネージャーに接続されています。 中心にあるキュー・マネージャーは、在庫管理アプリ
ケーションが動作するシステム上にあります。 アプリケーションは、INVENTQ キューにメッセージが到
着すると実行されます。このキューの各キュー・マネージャーには、リモート・キュー定義があります。
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このネットワークを 338 ページの図 45 に示します。

図 45. ハブ・スポーク・ネットワーク
• 管理を容易にするため、このネットワークをクラスターに変換して、中心の場所に別のキュー・マネージ
ャーを作成して、ワークロードを共有する予定です。
クラスター名は CHNSTORE とします。
注 : クラスター名 CHNSTORE が選択され、最大長 20 文字を超えない cluster_name.
queue_manager_name 形式の名前 (例えば、 CHNSTORE.WASHINGTON) を使用してクラスター受信側チ
ャネル名を作成できるようになりました。

• 中心にある 2 つのキュー・マネージャーは、完全リポジトリーをホストし、在庫管理アプリケーション
にアクセス可能です。

• 在庫管理アプリケーションは、中心にある 2 つのキュー・マネージャーのいずれかによってホストされ
た INVENTQ キューのメッセージが到着すると実行されます。

• 在庫管理アプリケーションは、同時に実行される唯一のアプリケーションとなり、複数のキュー・マネー
ジャーによってアクセスが可能です。 他のすべてのアプリケーションは、以前と同様の動作を継続しま
す。

• すべての支店は、中心にある 2 つのキュー・マネージャーにネットワークで接続されます。
• ネットワーク・プロトコルは、TCP です。

このタスクについて
以下の手順に従って、既存のネットワークをクラスターに変換します。

手順
1.在庫管理アプリケーションを調べてメッセージの類縁性を調べる。
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先に進む前に、アプリケーションがメッセージの類縁性を処理できることを確認してください。 メッセ
ージの類縁性とは、2 つのアプリケーション間で交換される会話型メッセージ間の関係で、それらのメ
ッセージは特定のキュー・マネージャーによって、または特定の順序で処理されなければなりません。
メッセージの類縁性について詳しくは、419 ページの『メッセージの類縁性の処理』を参照してくださ
い。

2.中心にある 2 つのキュー・マネージャーを完全リポジトリー・キュー・マネージャーに変更する。
2 つのキュー・マネージャー CHICAGO および CHICAGO2 が、このネットワークのハブにあります。
CHAINSTORE クラスターに対応する活動をこれら 2 つのキュー・マネージャーに集約することに決めま
した。 在庫管理アプリケーションおよび INVENTQ キューの定義以外に、クラスターの 2 つの完全リポ
ジトリーをこれらのキュー・マネージャーにホストさせることが必要です。 2 つのキュー・マネージャ
ーで、それぞれ次のコマンドを出します。
ALTER QMGR REPOS(CHNSTORE)

3.各キュー・マネージャーで CLUSRCVR チャネルを定義する。
クラスター内の各キュー・マネージャーで、クラスター受信側チャネルとクラスター送信側チャネルを
定義してください。 どちらのチャネルを最初に定義しても構いません。
CLUSRCVR 定義を作成して、各キュー・マネージャー、そのネットワーク・アドレス、および他の情報
をクラスターに通知します。 例えば、キュー・マネージャー ATLANTA では、次のように定義します。

DEFINE CHANNEL(CHNSTORE.ATLANTA) CHLTYPE(CLUSRCVR) TRPTYPE(TCP)
CONNAME(ATLANTA.CHSTORE.COM) CLUSTER(CHNSTORE)
DESCR('Cluster-receiver channel')

4.各キュー・マネージャーで CLUSSDR チャネルを定義する。
各キュー・マネージャーで CLUSSDR を定義して、そのキュー・マネージャーをいずれかの完全リポジ
トリー・キュー・マネージャーにリンクします。 例えば、ATLANTA を CHICAGO2 にリンクします。

DEFINE CHANNEL(CHNSTORE.CHICAGO2) CHLTYPE(CLUSSDR) TRPTYPE(TCP)
CONNAME(CHICAGO2.CHSTORE.COM) CLUSTER(CHNSTORE)
DESCR('Cluster-sender channel to repository queue manager')

5.在庫管理アプリケーションを CHICAGO2 にインストールする。
キュー・マネージャー CHICAGO には、既に在庫管理アプリケーションがあります。 したがって、キュ
ー・マネージャー CHICAGO2 にこのアプリケーションをコピーする必要があります。

6.中心にあるキュー・マネージャーに INVENTQ キューを定義する。
CHICAGO で、INVENTQ キューのローカル・キュー定義を変更して、そのキューをそのクラスターで使
用できるようにします。 次のコマンドを実行します。
ALTER QLOCAL(INVENTQ) CLUSTER(CHNSTORE)

CHICAGO2 で、同じキューの定義を作成します。

DEFINE QLOCAL(INVENTQ) CLUSTER(CHNSTORE)

z/OSでは、 CSQUTIL の COMMAND 機能の MAKEDEF オプションを使用して、 INVENTQ on
CHICAGOの CHICAGO2 上に正確なコピーを作成できます。
これらを定義すると、CHICAGO と CHICAGO2 の完全リポジトリーにメッセージが送信され、それらの
中の情報が更新されます。 キュー・マネージャーは、メッセージを INVENTQ に書き込む際に、メッセ
ージの宛先を選択できることを完全リポジトリーから判断します。

7.クラスターの変更が伝搬されたことを確認する。
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前の手順で作成した定義がクラスター全体に伝搬されたことを確認します。 完全リポジトリー・キュ
ー・マネージャーで以下のコマンドを発行します。
DIS QCLUSTER(INVENTQ)

相互接続された新しいクラスターの追加
既存のクラスターと一部のキュー・マネージャーを共有する新しいクラスターを追加します。

始める前に
注 :

1.クラスターへの変更をクラスター全体に伝搬させるには、少なくとも 1 つの完全リポジトリーが常に使
用可能でなければなりません。 この作業を開始する前に、リポジトリーが使用可能であることを確認し
てください。

2.この作業を開始する前に、キュー名が衝突していないかどうかを確認し、衝突による影響を把握しま
す。 作業を進める前に、キューの名前を変更するか、キューの別名を設定する必要があることがありま
す。

シナリオ
• 337 ページの『既存のネットワークのクラスターへの変換』で説明されているように、 IBM MQ クラス
ターがセットアップされました。

• MAILORDER と呼ばれる新しいクラスターが実行される予定です。 このクラスターには、CHNSTORE クラ
スターにあるキュー・マネージャーのうちの 4 つ (CHICAGO、CHICAGO2、SEATTLE、ATLANTA) が格納
され、さらに 2 つのキュー・マネージャー (HARTFORD および OMAHA) が追加されます。 MAILORDER ア
プリケーションは、オマハにあるシステムで実行され、キュー・マネージャー OMAHA に接続します。 こ
のアプリケーションは、クラスター内にある他のキュー・マネージャーのうち、MORDERQ キューにメッ
セージを書き込むキュー・マネージャーによって実行されます。

• MAILORDER クラスターの完全リポジトリーは、2 つのキュー・マネージャー CHICAGO および CHICAGO2
によって保守されます。

• ネットワーク・プロトコルは、TCP です。

このタスクについて
以下の手順に従って、新規の内部接続されたクラスターを追加します。

手順
1.クラスター名の名前リストを作成する
CHICAGO と CHICAGO2 の完全リポジトリー・キュー・マネージャーは、CHNSTORE と MAILORDER の
両方のクラスターの完全リポジトリーを保有する予定です。 まず、クラスターの名前を含む名前リス
トを作成します。 CHICAGO と CHICAGO2 の名前リストを次のように定義します。

DEFINE NAMELIST(CHAINMAIL)
DESCR('List of cluster names')
NAMES(CHNSTORE, MAILORDER)

2. 2 つのキュー・マネージャー定義を変更する
この時点で、CHICAGO および CHICAGO2 の 2 つのキュー・マネージャー定義を変更します。 現在、
これらの定義では、これらのキュー・マネージャーが CHNSTORE クラスターの完全リポジトリーを保
有することになっています。 これらのキュー・マネージャーが、CHAINMAIL 名前リストに登録されて
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いるすべてのクラスターの完全リポジトリーを保有するように、この定義を変更してください。 次の
ように、CHICAGO および CHICAGO2 キュー・マネージャー定義を変更します。

ALTER QMGR REPOS(' ') REPOSNL(CHAINMAIL)

3. CHICAGO および CHICAGO2 で CLUSRCVR チャネルを変更する
CHICAGO および CHICAGO2 の CLUSRCVR チャネル定義では、チャネルは、CHNSTORE クラスターで
使用可能であることになっています。 クラスター受信側定義を変更して、CHAINMAIL 名前リストに含
まれるすべてのクラスターに対してチャネルが使用可能であることを示す必要があります。 次のよう
にして、CHICAGO でクラスター受信側定義を変更します。

ALTER CHANNEL(CHNSTORE.CHICAGO) CHLTYPE(CLUSRCVR)
CLUSTER(' ') CLUSNL(CHAINMAIL)

CHICAGO2 で、次のコマンドを入力します。

ALTER CHANNEL(CHNSTORE.CHICAGO2) CHLTYPE(CLUSRCVR)
CLUSTER(' ') CLUSNL(CHAINMAIL)

4. CHICAGO および CHICAGO2 で CLUSSDR チャネルを変更する。
2 つの CLUSSDR チャネル定義を変更して、名前リストを追加します。 CHICAGO で、次のコマンドを
入力します。
ALTER CHANNEL(CHNSTORE.CHICAGO2) CHLTYPE(CLUSSDR)
CLUSTER(' ') CLUSNL(CHAINMAIL)

CHICAGO2 で、次のコマンドを入力します。

ALTER CHANNEL(CHNSTORE.CHICAGO) CHLTYPE(CLUSSDR)
CLUSTER(' ') CLUSNL(CHAINMAIL)

5. SEATTLE および ATLANTA で名前リストを作成する。
SEATTLE および ATLANTA は複数のクラスターのメンバーになるので、複数のクラスターの名前が入
っている名前リストを作成する必要があります。 SEATTLE および ATLANTA で、次のように名前リス
トを定義します。
DEFINE NAMELIST(CHAINMAIL)
DESCR('List of cluster names')
NAMES(CHNSTORE, MAILORDER)

6. SEATTLE および ATLANTA で CLUSRCVR チャネルを変更する
SEATTLE および ATLANTA の CLUSRCVR チャネル定義では、チャネルは、CHNSTORE クラスターで使
用可能であることになっています。 クラスター受信側チャネル定義を変更して CHAINMAIL 名前リス
トに含まれるすべてのクラスターに対してチャネルが使用可能であることを示す必要があります。
SEATTLE で、次のコマンドを入力します。

ALTER CHANNEL(CHNSTORE.SEATTLE) CHLTYPE(CLUSRCVR)
CLUSTER(' ') CLUSNL(CHAINMAIL)

ATLANTA で、次のコマンドを入力します。

ALTER CHANNEL(CHNSTORE.ATLANTA) CHLTYPE(CLUSRCVR)
CLUSTER(' ') CLUSNL(CHAINMAIL)

7. SEATTLE および ATLANTA で CLUSSDR チャネルを変更する。
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2 つの CLUSSDR チャネル定義を変更して、名前リストを追加します。 SEATTLE で、次のコマンドを
入力します。
ALTER CHANNEL(CHNSTORE.CHICAGO) CHLTYPE(CLUSSDR)
CLUSTER(' ') CLUSNL(CHAINMAIL)

ATLANTA で、次のコマンドを入力します。

ALTER CHANNEL(CHNSTORE.CHICAGO2) CHLTYPE(CLUSSDR)
CLUSTER(' ') CLUSNL(CHAINMAIL)

8. CLUSRCVR および CLUSSDR チャネルを HARTFORD および OMAHA で定義する。
2 つの新しいキュー・マネージャー HARTFORD および OMAHA で、クラスター受信側チャネルとクラス
ター送信側チャネルを定義してください。 どちらを先に定義しても構いません。 HARTFORD で、次の
コマンドを入力します。
DEFINE CHANNEL(MAILORDER.HARTFORD) CHLTYPE(CLUSRCVR) TRPTYPE(TCP)
CONNAME(HARTFORD.CHSTORE.COM) CLUSTER(MAILORDER)
DESCR('Cluster-receiver channel for HARTFORD')

DEFINE CHANNEL(MAILORDER.CHICAGO) CHLTYPE(CLUSSDR) TRPTYPE(TCP)
CONNAME(CHICAGO.CHSTORE.COM) CLUSTER(MAILORDER)
DESCR('Cluster-sender channel from HARTFORD to repository at CHICAGO')

OMAHA で、次のコマンドを入力します。

DEFINE CHANNEL(MAILORDER.OMAHA) CHLTYPE(CLUSRCVR) TRPTYPE(TCP)
CONNAME(OMAHA.CHSTORE.COM) CLUSTER(MAILORDER)
DESCR('Cluster-receiver channel for OMAHA')

DEFINE CHANNEL(MAILORDER.CHICAGO) CHLTYPE(CLUSSDR) TRPTYPE(TCP)
CONNAME(CHICAGO.CHSTORE.COM) CLUSTER(MAILORDER)
DESCR('Cluster-sender channel from OMAHA to repository at CHICAGO')

9. OMAHA で MORDERQ キューを定義する。
この作業の最終段階では、MORDERQ キューをキュー・マネージャー OMAHA で定義します。 OMAHA で、
次のコマンドを入力します。
DEFINE QLOCAL(MORDERQ) CLUSTER(MAILORDER)

10.クラスターの変更が伝搬されたことを確認する。
前の手順で作成した定義がクラスター全体に伝搬されたことを確認します。 完全リポジトリー・キュ
ー・マネージャーで、次のコマンドを発行します。
DIS QCLUSTER (MORDERQ)
DIS CLUSQMGR

11.

タスクの結果
上述の作業によって設定されるクラスターは、343 ページの図 46 で示されています。
現在の設定では、クラスターが 2 つ重なり合っています。 2 つのクラスターの完全リポジトリーは、
CHICAGO および CHICAGO2 に保有されています。 OMAHA で実行される MAILORDER アプリケーション
は、CHICAGO で実行される在庫管理アプリケーションとは独立しています。 しかし、一部のキュー・マネ
ージャーは、CHNSTORE クラスターと MAILORDER クラスターの両方に属しているので、それらのキュー・
マネージャーは、どちらのアプリケーションにもメッセージを送信できます。 この作業を実行して 2 つの
クラスターを重ね合わせるときは、キュー名が衝突しないよう注意してください。
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CHNSTORE クラスターの NEWYORK と MAILORDER クラスターの OMAHA に、ACCOUNTQ と呼ばれるキュー
があると仮定します。 クラスターをオーバーラップさせた後で、SEATTLE にあるアプリケーションが
ACCOUNTQ キューにメッセージを書き込んだ場合、メッセージは ACCOUNTQ のどちらのインスタンスにも
送信される可能性があります。

図 46. 相互接続されたクラスター
次のタスク
MAILORDER クラスターと CHNSTORE クラスターをマージして、CHNSTORE と呼ばれる 1 つの大型クラス
ターを形成することにしたと想定します。 
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CHNSTORE クラスターと MAILORDER クラスター、つまり、CHICAGO と CHICAGO2 が完全リポジトリーを
保有するようなクラスターをマージするには、以下のようにします。
• CHICAGO および CHICAGO2のキュー・マネージャー定義を変更し、名前リスト ( CHAINMAIL) を指定す
る REPOSNL 属性を削除し、クラスター名 ( CHNSTORE) を指定する REPOS 属性に置き換えます。 以下に
例を示します。
ALTER QMGR(CHICAGO) REPOSNL(' ') REPOS(CHNSTORE)

• MAILORDER クラスターの各キュー・マネージャーで、すべてのチャネル定義およびキュー定義を変更し
て、CLUSTER 属性の値を MAILORDER から CHNSTORE に変更します。 例えば、HARTFORD で、次のよう
に入力します。
ALTER CHANNEL(MAILORDER.HARTFORD) CLUSTER(CHNSTORE)

OMAHA で、次のコマンドを入力します。

ALTER QLOCAL(MORDERQ) CLUSTER(CHNSTORE)

• CHAINMAIL というクラスター名前リストを指定するすべての定義 (つまり CHICAGO、CHICAGO2、
SEATTLE、ATLANTA での CLUSRCVR チャネル定義および CLUSSDR チャネル) を変更して、その代わり
に CHNSTORE クラスターを指定します。
この例から、名前リストを使用する利点が理解できます。 CHICAGO および CHICAGO2 のキュー・マネー
ジャー定義を変更する代わりに、CHAINMAIL 名前リストの値を変更できます。 同様に CLUSRCVR および
CLUSSDR チャネル定義を CHICAGO、CHICAGO2、SEATTLE、ATLANTA で変更する代わりに、名前リスト
を変更することによって必要な結果を得ることができます。
関連タスク
クラスター・ネットワークの削除
ネットワークからクラスターを削除し、分散キューイング構成を復元します。
クラスター・ネットワークの削除
ネットワークからクラスターを削除し、分散キューイング構成を復元します。

始める前に
注 : クラスターへの変更をクラスター全体に伝搬させるには、少なくとも 1 つの完全リポジトリーが常に使
用可能でなければなりません。 この作業を開始する前に、リポジトリーが使用可能であることを確認して
ください。
シナリオ
• 337 ページの『既存のネットワークのクラスターへの変換』で説明されているように、 IBM MQ クラス
ターがセットアップされました。

• 今度は、このクラスターをシステムから除去します。 キュー・マネージャーのネットワークは、クラス
ターが設定される前と同じように引き続き機能します。

このタスクについて
以下の手順に従って、クラスター・ネットワークを除去します。

手順
1. CHNSTORE クラスターからクラスター・キューを削除します。
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CHICAGO と CHICAGO2 の両方で、キュー INVENTQ のローカル・キュー定義を変更して、クラスター
からキューを削除します。 次のコマンドを実行します。
ALTER QLOCAL(INVENTQ) CLUSTER(' ')

キューを変更すると、完全リポジトリー内の情報が更新され、クラスター全体に伝搬されます。
DEFBIND(NOTFIXED) によってキューが定義されている、MQOO_BIND_NOT_FIXED を使用するアク
ティブ・アプリケーション、および MQOO_BIND_AS_Q_DEF を使用するアプリケーションは、次に
MQPUT 呼び出しまたは MQPUT1 呼び出しの試行に失敗します。 理由コード
MQRC_UNKNOWN_OBJECT_NAME が戻されます。
ステップ 1 を最初に行う必要はありませんが、最初に行わない場合はステップ 4 の後で行ってくださ
い。

2.クラスター・キューにアクセスするすべてのアプリケーションを停止する
クラスター・キューにアクセスするすべてのアプリケーションを停止してください。 そうしないと、
ステップ 5でクラスターをリフレッシュすると、一部のクラスター情報がローカル・キュー・マネー
ジャー上に残ることがあります。 この情報は、すべてのアプリケーションが停止し、クラスター・チ
ャネルが切断されたときに除去されます。

3.完全リポジトリー・キュー・マネージャーからリポジトリー属性を削除する
CHICAGO と CHICAGO2 の両方で、キュー・マネージャーの定義を変更してリポジトリー属性を削除し
ます。 これを実行するには、次のコマンドを入力します。
ALTER QMGR REPOS(' ')

キュー・マネージャーは、完全リポジトリーを保有しなくなったことをクラスター内の他のキュー・
マネージャーに通知します。 他のキュー・マネージャーがこの情報を受け取ると、完全リポジトリー
が終了したことを示すメッセージが表示されます。 さらに、クラスター CHNSTORE に関して利用でき
るリポジトリーがなくなったことを示す 1 つまたは複数のメッセージが表示されます。

4.クラスター・チャネルを削除する
CHICAGO でクラスター・チャネルを削除するために、次のコマンドを発行します。

ALTER CHANNEL(CHNSTORE.CHICAGO2) CHLTYPE(CLUSSDR) CLUSTER(' ')
ALTER CHANNEL(CHNSTORE.CHICAGO) CHLTYPE(CLUSRCVR) CLUSTER(' ')

注 : 最初に CLUSSDR コマンド、次に CLUSRCVR コマンドの順序で発行することが重要です。 最初に
CLUSRCVR コマンド、次に CLUSSDR コマンドの順序で発行しないでください。 これを行うと、
STOPPED 状況の未確定チャネルが作成されます。 この場合は、START CHANNEL コマンドを発行し
て、停止したチャネルをリカバリーする必要があります (例えば、START
CHANNEL(CHNSTORE.CHICAGO))。
クラスター CHNSTORE に関するリポジトリーがないことを示すメッセージが表示されます。
手順 1 で説明されているようにクラスター・キューを削除していない場合は、ここで削除してくださ
い。

5.クラスター・チャネルを停止する
CHICAGO でクラスター・チャネルを停止するために、次のコマンドを発行します。

STOP CHANNEL(CHNSTORE.CHICAGO2)
STOP CHANNEL(CHNSTORE.CHICAGO)

6.クラスター内のキュー・マネージャーごとに手順 4 と 5 を繰り返す
7.クラスター・チャネルを停止し、クラスター・チャネルおよびクラスター・キューに関するすべての
定義をそれぞれのキュー・マネージャーから除去します。

8.オプション: キュー・マネージャーによって保持されるクラスター情報のキャッシュの消去
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キュー・マネージャーがクラスターのメンバーでなくなっても、各キュー・マネージャーにはクラス
ターに関する情報のキャッシュ・コピーが保存されています。 このデータを削除する場合は、375 ペ
ージの『キュー・マネージャーのクラスター化以前の状態への復元』に説明されている作業を参照し
てください。

9. INVENTQ のリモート・キュー定義を置き換える
ネットワークが引き続き機能するように、キュー・マネージャーごとに INVENTQ のリモート・キュー
定義を置き換えてください。

10.クラスターを整理する
必要のなくなったキューやチャネルの定義をすべて削除してください。

関連タスク
相互接続された新しいクラスターの追加
既存のクラスターと一部のキュー・マネージャーを共有する新しいクラスターを追加します。
ゲートウェイ・キュー・マネージャーを使用した 2 つのオーバーラップするクラ
スターの作成
このタスクの手順に従って、ゲートウェイ・キュー・マネージャーを使用したオーバーラップするクラス
ターを構成します。 このクラスターを、以降で説明するあるメッセージへのメッセージをクラスター内の
他のアプリケーションへのメッセージから分離する例の開始点として使用します。

このタスクについて
346 ページの図 47 に、クラスター・メッセージ・トラフィックの分離方法を説明するために使用するクラ
スター構成例を示します。 この例は、クラスター化: 複数のクラスター伝送キューの使用によるアプリケー
ションの分離で説明されています。

図 47. ハブ・スポーク・アーキテクチャーにデプロイされた、IBM MQ クラスターを使用するクライアン
ト/サーバー・アプリケーション

346  IBM MQ の構成



例を構築するためのステップの数を可能な限り少なくするため、構成は、現実的というよりも、むしろ簡
素なものにとどめられています。 この例は、2 つの別々の組織で作成された 2 つのクラスターの統合を表
しています。 より現実的なシナリオについては、クラスター化: クラスター伝送キューの構成方法の計画を
参照してください。
手順に従って、クラスターを構成します。 これらのクラスターが、以降で説明するクライアント・アプリ
ケーションからサーバー・アプリケーションへのメッセージ・トラフィックを分離する例で使用されます。
この手順では、さらにいくつかのキュー・マネージャーを追加して、各クラスターが 2 つのリポジトリー
を持つようにします。 ゲートウェイ・キュー・マネージャーは、パフォーマンス上の理由から、リポジト
リーとして使用されません。

手順
1.キュー・マネージャー QM1、QM2、QM3、QM4、QM5 を作成して開始します。

crtmqm -sax -u SYSTEM.DEAD.LETTER.QUEUE QM n
strmqm QmgrName

注 : QM4 および QM5 は、クラスターのバックアップ完全リポジトリーです。
2.キュー・マネージャーごとにリスナーを定義して開始します。

*... On QM n
DEFINE LISTENER(TCP141 n) TRPTYPE(TCP) IPADDR(hostname) PORT(141 n) CONTROL(QMGR) REPLACE
START LISTENER(TCP141 n)

3.すべてのクラスターのクラスター名前リストを作成します。
*... On QM1
DEFINE NAMELIST(ALL) NAMES(CL1, CL2) REPLACE

4. QM2 および QM4 完全リポジトリーを CL1 に、QM3 および QM5 完全リポジトリーを CL2 に作成します。
a) CL1 の場合:

*... On QM2 and QM4
ALTER QMGR REPOS(CL1) DEFCLXQ(SCTQ)

b) CL2 の場合:

*... On QM3 and QM5
ALTER QMGR REPOS(CL2) DEFCLXQ(SCTQ)

5.キュー・マネージャーとクラスターのそれぞれに、クラスター送信側チャネルとクラスター受信側チャ
ネルを追加します。
QM2、QM3、QM4、および QM5 で以下のコマンドを実行します。ここで、c、n、および m は、各キュー・
マネージャーの 347 ページの表 27 に示されている値です。
表 27. クラスター 1 および 2 を作成する際のパラメーター値

キュー・マネージャー
クラスター
c

その他のリポジトリー
n

このリポジトリー
m

QM2 1 4 2

QM4 1 2 4

QM3 2 5 3

QM5 2 3 5
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*... On QM m
DEFINE CHANNEL(CL c.QM n) CHLTYPE(CLUSSDR) CONNAME('localhost(141 n)') CLUSTER(CL c) REPLACE
DEFINE CHANNEL(CL c.QM m) CHLTYPE(CLUSRCVR) CONNAME('localhost(141 m)') CLUSTER(CL c) REPLACE

6.ゲートウェイ・キュー・マネージャー QM1 を各クラスターに追加します。

*... On QM1
DEFINE CHANNEL(CL1.QM2) CHLTYPE(CLUSSDR) CONNAME('localhost(1412)') CLUSTER(CL1) REPLACE
DEFINE CHANNEL(CL1.QM1) CHLTYPE(CLUSRCVR) CONNAME('localhost(1411)') CLUSTER(CL1) REPLACE
DEFINE CHANNEL(CL2.QM3) CHLTYPE(CLUSSDR) CONNAME('localhost(1413)') CLUSTER(CL2) REPLACE
DEFINE CHANNEL(CL2.QM1) CHLTYPE(CLUSRCVR) CONNAME('localhost(1411)') CLUSTER(CL2) REPLACE

7.ローカル・キュー Q1 をクラスター CL2 内のキュー・マネージャー QM3 に追加します。

*... On QM3
DEFINE QLOCAL(Q1) CLUSTER(CL2) REPLACE

8.クラスター化されたキュー・マネージャーの別名 Q1A をゲートウェイ・キュー・マネージャーに追加し
ます。
*... On QM1
DEFINE QALIAS(Q1A) CLUSNL(ALL) TARGET(Q1) TARGTYPE(QUEUE) DEFBIND(NOTFIXED) REPLACE

注 : QM1以外のキュー・マネージャーでキュー・マネージャーの別名を使用するアプリケーションは、
別名キューを開くときに DEFBIND(NOTFIXED) を指定する必要があります。 DEFBIND は、キューがア
プリケーションによって開かれるときに、メッセージ・ヘッダー内のルーティング情報を固定するかど
うかを指定します。 デフォルト値 OPEN に設定されている場合、メッセージは Q1@QM1 にルーティング
されます。 Q1@QM1 が存在しないため、他のキュー・マネージャーからのメッセージは送達不能キュー
に入ります。 このキュー属性を DEFBIND(NOTFIXED) に設定することで、キュー設定をデフォルトで
DEFBIND に設定する amqsput などのアプリケーションが正しく動作します。

9.すべてのクラスター・キュー・マネージャーのクラスター・キュー・マネージャー別名定義をゲートウ
ェイ・キュー・マネージャー QM1 に追加します。

*... On QM1
DEFINE QREMOTE(QM2) RNAME(' ') RQMNAME(QM2) CLUSNL(ALL) REPLACE
DEFINE QREMOTE(QM3) RNAME(' ') RQMNAME(QM3) CLUSNL(ALL) REPLACE

ヒント : ゲートウェイ・キュー・マネージャーのキュー・マネージャー別名定義は、別のクラスター内
のキュー・マネージャーを参照するメッセージを転送します (キュー・マネージャー別名とクラスター
を参照)。

次のタスク
1.キュー別名定義 Q1A を使用して QM3 上の QM2 から Q1 にメッセージを送信して、キュー別名定義をテ
ストします。
a. QM2 でサンプル・プログラム amqsput を実行して、メッセージを書き込みます。

C:\IBM\MQ>amqsput Q1A QM2
Sample AMQSPUT0 start
target queue is Q1A
Sample request message from QM2 to Q1 using Q1A

Sample AMQSPUT0 end
b.サンプル・プログラム amqsget を実行して、QM3 上の Q1 からメッセージを取得します。
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C:\IBM\MQ>amqsget Q1 QM3
Sample AMQSGET0 start
message <Sample request message from QM2 to Q1 using Q1A>
no more messages
Sample AMQSGET0 end

2.キュー・マネージャー別名定義をテストするために、要求メッセージを送信し、一時動的応答キューで
応答メッセージを受信します。
この図は、応答メッセージが (RQと呼ばれる) 一時動的キュー に戻すためにたどるパスを示しています。
QM3 に接続されているサーバー・アプリケーションは、キュー・マネージャー名 QM2 を使用して応答キ
ューを開きます。 キュー・マネージャー名 QM2 は、QM1上でクラスター・キュー・マネージャー別名
として定義されます。 QM3 は、応答メッセージを QM1 に経路指定します。 QM1 は、メッセージを QM2
に経路指定します。

図 48. 応答メッセージを異なるクラスターに返すためのキュー・マネージャー別名の使用
このルーティングは、次のようにして行われます。 QM1 では、各クラスター内のすべてのキュー・マネ
ージャーにキュー・マネージャー別名定義があります。 これらの別名は、すべてのクラスターでクラス
ター化されます。 それぞれの別名からキュー・マネージャーへと向かうグレーの破線矢印は、各キュ
ー・マネージャー別名が、クラスターのうちの少なくとも 1 つにある実際のキュー・マネージャーに解
決されることを示します。 この場合、QM2 別名はクラスター CL1 と CL2 の両方でクラスター化され、
CL1 内の実際のキュー・マネージャー QM2 に解決されます。 サーバー・アプリケーションは、応答先
キュー名 RQ、および応答先キュー・マネージャー名 QM2 を使用して応答メッセージを作成します。 キ
ュー・マネージャーの別名定義 QM2 がクラスター CL2 内の QM1 で定義されており、キュー・マネージ
ャー QM2 がクラスター CL2 内にないため、メッセージは QM1 に経路指定されます。 メッセージをター
ゲット・キュー・マネージャーに送信できないことから、この別名定義を持つキュー・マネージャーに
メッセージが送信されます。
QM1 は、メッセージを QM1 上のクラスター伝送キューに入れ、QM2 に転送します。 QM1 はメッセージ
を QM2 に経路指定します。これは、QM1 の QM2 でのキュー・マネージャー別名定義が QM2 を実際のタ
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ーゲット・キュー・マネージャーとして定義しているためです。 別名定義が参照できるのは、実際の定
義だけで、自身を参照することはできないため、この定義は循環しません。 QM1 と QM2 の両方が同じ
クラスター CL1 にあるため、実際の定義は QM1 によって解決されます。 QM1 は、CL1のリポジトリー
から QM2 の接続情報を検出し、メッセージを QM2 に経路指定します。 メッセージが QM1 によって転送
されるようにするには、サーバー・アプリケーションが、オプション DEFBIND を
MQBND_BIND_NOT_FIXED に設定した状態で応答キューを開いている必要があります。 サーバー・アプ
リケーションがオプション MQBND_BIND_ON_OPEN で応答キューを開いている場合、メッセージは転送
されず、送達不能キューに入ります。
a. QM3 でトリガーを使用してクラスター化された要求キューを作成します。

*... On QM3
DEFINE QLOCAL(QR) CLUSTER(CL2) TRIGGER INITQ(SYSTEM.DEFAULT.INITIATION.QUEUE) 
PROCESS(ECHO) REPLACE

b.ゲートウェイ・キュー・マネージャー QM1 に QR のクラスター・キュー別名定義を作成します。
*... On QM1
DEFINE QALIAS(QRA) CLUSNL(ALL) TARGET(QR) TARGTYPE(QUEUE) DEFBIND(NOTFIXED) REPLACE

c. QM3 に、サンプル・エコー出力プログラム amqsech を開始するためのプロセス定義を作成します。

*... On QM3
DEFINE PROCESS(ECHO) APPLICID(AMQSECH) REPLACE

d. QM2 に、サンプル・プログラム amqsreq のモデル・キューを作成し、一時動的応答キューを作成し
ます。
*... On QM2
DEFINE QMODEL(SYSTEM.SAMPLE.REPLY) REPLACE

e.キュー別名定義 QRA を使用して QM3 上の QM2 から QR に要求を送信して、キュー・マネージャー別
名定義をテストします。

i) QM3 でトリガー・モニター・プログラムを実行します。

runmqtrm -m QM3

出力は次のとおりです。

C:\IBM\MQ>runmqtrm -m QM3
5724-H72 (C) Copyright IBM Corp. 1994, 2024. ALL RIGHTS RESERVED.
01/02/2012  16:17:15: IBM MQ trigger monitor started.

__________________________________________________
01/02/2012  16:17:15: Waiting for a trigger message

ii) QM2 でサンプル・プログラム amqsreq を実行して要求を書き込み、応答を待機します。

C:\IBM\MQ>amqsreq QRA QM2
Sample AMQSREQ0 start
server queue is QRA
replies to 4F2961C802290020
A request message from QM2 to QR on QM3

response <A request message from QM2 to QR on QM3>
no more replies
Sample AMQSREQ0 end
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関連概念
アクセス制御と複数のクラスター伝送キュー
クラスター化: 複数のクラスター伝送キューの使用によるアプリケーションの分離
関連タスク
クラスター化: クラスター伝送キューの構成方法の計画
325 ページの『クラスターへのキュー・マネージャーの追加: 別個の伝送キュー』
以下の指示に従って、作成したクラスターにキュー・マネージャーを追加します。 クラスター・キューお
よびトピックへのメッセージは、複数のクラスター伝送キューを使用して転送されます。
リモート・キュー定義を追加して、ゲートウェイ・キュー・マネージャーから送信された
メッセージを分離する
ゲートウェイ・キュー・マネージャーを使用するオーバーラップするクラスターの構成を変更します。 変
更後、メッセージは、ゲートウェイ・キュー・マネージャーから、他のクラスター・メッセージと同じ伝
送キューやチャネルを使用せずにアプリケーションに転送されます。 このソリューションは、クラスター
化されたキュー・リモート定義と、別個の送信側チャネルおよび伝送キューを使用します。

始める前に
346 ページの『ゲートウェイ・キュー・マネージャーを使用した 2 つのオーバーラップするクラスターの
作成』のハブ・スポーク・アーキテクチャーにデプロイされた IBM MQクラスターを使用するクライアン
ト/サーバー・アプリケーションに示されているオーバーラップするクラスターを、タスクで説明している
手順に従って作成します。

このタスクについて
このソリューションは、分散キューイングを使用して、Server App アプリケーションのメッセージをゲ
ートウェイ・キュー・マネージャーの他のメッセージ・トラフィックから分離します。 メッセージを他別
の伝送キューおよび他のチャネルに方向転換するには、QM1 にクラスター化されたリモート・キュー定義
を定義しなければなりません。 リモート・キュー定義には、QM3 上の Q1 へのメッセージのみを保管する、
特定の伝送キューへの参照を組み込む必要があります。 352 ページの図 49 では、クラスター・キュー別
名 Q1Aがリモート・キュー定義 Q1R で補足され、伝送キューと送信側チャネルが追加されています。
このソリューションでは、すべての応答メッセージが共通 SYSTEM.CLUSTER.TRANSMIT.QUEUE を使用し
て返されます。
このソリューションには、同じクラスター内の同じキュー・マネージャー上にある複数の宛先キューへの
トラフィックを簡単に分離できるという利点があります。 このソリューションの欠点は、それぞれに異な
るキュー・マネージャー上にある Q1 の複数のコピーの間でクラスター・ワークロード・バランシングを使
用できないことです。 この欠点を克服するには、353 ページの『クラスター伝送キューを追加して、ゲー
トウェイ・キュー・マネージャーから送信されたクラスター・メッセージ・トラフィックを分離する』を
参照してください。 また、ある伝送キューから別の伝送キューへの切り替えも管理する必要があります。
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図 49. リモート・キュー定義を使用してハブ・スポーク・クラスター・アーキテクチャーにデプロイされ
たクライアント/サーバー・アプリケーション
手順
1. Q1 へのメッセージ・トラフィックをゲートウェイ・キュー・マネージャーから分離するためのチャネル
を作成します。
a)ゲートウェイ・キュー・マネージャー QM1 に、ターゲット・キュー・マネージャー QM3 への送信側
チャネルを作成します。
DEFINE CHANNEL(QM1.QM3.Q1) CHLTYPE(SDR) CONNAME(QM3HostName(1413)) XMITQ(QM3.Q1) REPLACE

b)ターゲット・キュー・マネージャー QM3 に、受信側チャネルを作成します。

DEFINE CHANNEL(QM1.QM3.Q1) CHLTYPE(RCVR) REPLACE

2.ゲートウェイ・キュー・マネージャーに、Q1 へのメッセージ・トラフィック用の伝送キューを作成しま
す。
DEFINE QLOCAL(QM3.Q1) USAGE(XMITQ) REPLACE
START CHANNEL(QM1.QM3.Q1)

伝送キューに関連付けるチャネルを開始すると、伝送キューがそのチャネルに関連付けられます。 伝送
キューがチャネルに関連付けられると、チャネルが自動的に開始します。

3.ゲートウェイ・キュー・マネージャー上の Q1 のクラスター化されたキュー別名定義を、クラスター化
されたリモート・キュー定義で補足します。
DEFINE QREMOTE CLUSNL(ALL) RNAME(Q1) RQMNAME(QM3) XMITQ(QM3.Q1) REPLACE
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次のタスク
構成をテストするために、ゲートウェイ・キュー・マネージャー QM1 上のクラスター化されたキュー・リ
モート定義 Q1R を使用して、メッセージを QM2 から QM3 上の Q1 にメッセージを送信します。
1. QM2 でサンプル・プログラム amqsput を実行して、メッセージを書き込みます。

C:\IBM\MQ>amqsput Q1R QM2
Sample AMQSPUT0 start
target queue is Q1R
Sample request message from QM2 to Q1 using Q1R

Sample AMQSPUT0 end
2.サンプル・プログラム amqsget を実行して、QM3 上の Q1 からメッセージを取得します。

C:\IBM\MQ>amqsget Q1 QM3
Sample AMQSGET0 start
message <Sample request message from QM2 to Q1 using Q1R>
no more messages
Sample AMQSGET0 end

関連概念
クラスター化: 複数のクラスター伝送キューの使用によるアプリケーションの分離
アクセス制御と複数のクラスター伝送キュー
関連タスク
クラスター伝送キューを追加して、ゲートウェイ・キュー・マネージャーから送信されたクラスター・メ
ッセージ・トラフィックを分離する
ゲートウェイ・キュー・マネージャーを使用するオーバーラップするクラスターの構成を変更します。 変
更後、メッセージは、ゲートウェイ・キュー・マネージャーから、他のクラスター・メッセージと同じ伝
送キューやチャネルを使用せずにアプリケーションに転送されます。からアプリケーションに転送された
後 このソリューションは、追加のクラスター伝送キューを使用して、メッセージ・トラフィックをクラス
ター内の 1 つのキュー・マネージャーに分離します。
クラスターおよびクラスター伝送キューを追加して、ゲートウェイ・キュー・マネージャーから送信され
たクラスター・メッセージ・トラフィックを分離する
ゲートウェイ・キュー・マネージャーを使用するオーバーラップするクラスターの構成を変更します。 変
更後、メッセージは、ゲートウェイ・キュー・マネージャーから、他のクラスター・メッセージと同じ伝
送キューやチャネルを使用せずにアプリケーションに転送されます。からアプリケーションに転送された
後、これは、追加のクラスターを使用して、特定のクラスター・キューにメッセージを分離します。
クラスター伝送キューを区別するようにデフォルトを変更して、メッセージ・トラフィックを分離する
キュー・マネージャーがクラスター・キューまたはトピックへのメッセージを伝送キューに保管するデフ
ォルトの方法を変更できます。 デフォルトを変更することは、ゲートウェイ・キュー・マネージャーでク
ラスター・メッセージを分離する手段となります。
クラスター化: クラスター伝送キューの構成方法の計画
325 ページの『クラスターへのキュー・マネージャーの追加: 別個の伝送キュー』
以下の指示に従って、作成したクラスターにキュー・マネージャーを追加します。 クラスター・キューお
よびトピックへのメッセージは、複数のクラスター伝送キューを使用して転送されます。
クラスター伝送キューを追加して、ゲートウェイ・キュー・マネージャーから送信された
クラスター・メッセージ・トラフィックを分離する
ゲートウェイ・キュー・マネージャーを使用するオーバーラップするクラスターの構成を変更します。 変
更後、メッセージは、ゲートウェイ・キュー・マネージャーから、他のクラスター・メッセージと同じ伝
送キューやチャネルを使用せずにアプリケーションに転送されます。からアプリケーションに転送された
後 このソリューションは、追加のクラスター伝送キューを使用して、メッセージ・トラフィックをクラス
ター内の 1 つのキュー・マネージャーに分離します。
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始める前に
1.ゲートウェイ・キュー・マネージャーが IBM MQ上になければなりません。
2. 346 ページの『ゲートウェイ・キュー・マネージャーを使用した 2 つのオーバーラップするクラスター
の作成』のハブ・スポーク・アーキテクチャーにデプロイされた IBM MQクラスターを使用するクライ
アント/サーバー・アプリケーションに示されているオーバーラップするクラスターを、タスクで説明し
ている手順に従って作成します。

このタスクについて
ゲートウェイ・キュー・マネージャー QM1 で、伝送キューを追加して、そのキュー属性 CLCHNAME を設定
します。 CLCHNAME は、QM3 上のクラスター受信側チャネルの名前に設定します (355 ページの図 50を参
照)。
このソリューションには、351 ページの『リモート・キュー定義を追加して、ゲートウェイ・キュー・マ
ネージャーから送信されたメッセージを分離する』で説明したソリューションに勝る数々の利点がありま
す。
• 追加しなければならない定義の数が少なくなります。
• 同じクラスター CL2 内の異なるキュー・マネージャー上にあるターゲット・キュー Q1 の複数のコピーの
間でのワークロード・バランシングをサポートします。

• チャネルが再始動すると、ゲートウェイ・キュー・マネージャーが自動的に新しい構成に切り替え、メッ
セージが失われることがありません。

• ゲートウェイ・キュー・マネージャーは、引き続きメッセージを受信した順に転送します。 これは、QM3
のキュー Q1 へのメッセージがまだ SYSTEM.CLUSTER.TRANSMIT.QUEUE にあるときに切り替えが発生
した場合にも該当します。

355 ページの図 50 でクラスター・メッセージ・トラフィックを分離するための構成では、351 ページの
『リモート・キュー定義を追加して、ゲートウェイ・キュー・マネージャーから送信されたメッセージを分
離する』で紹介されているリモート・キューを使用した構成ほど効果的にトラフィックを分離することは
できません。 クラスター CL2 内のキュー・マネージャー QM3 が多数の異なるクラスター・キューとサーバ
ー・アプリケーションをホストしている場合、これらのキューのすべてが、QM1 を QM3 に接続するクラス
ター・チャネル CL2.QM3 を共有します。 その他のフローは、355 ページの図 50 のグレイの矢印で示され
ています。この矢印は、SYSTEM.CLUSTER.TRANSMIT.QUEUE からクラスター送信側チャネル CL2.QM3
への潜在的なクラスター・メッセージ・トラフィックを表しています。
解決策は、キュー・マネージャーが特定のクラスター内で 1 つのクラスター・キューだけをホストするよ
うに制限することです。 キュー・マネージャーがすでに多数のクラスター・キューをホストしている場合
には、この制限に対応するために、別のキュー・マネージャーを作成するか、または別のクラスターを作
成する必要があります (357 ページの『クラスターおよびクラスター伝送キューを追加して、ゲートウェ
イ・キュー・マネージャーから送信されたクラスター・メッセージ・トラフィックを分離する』を参照)。
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図 50. 追加のクラスター伝送キューを使用してハブ・スポーク・アーキテクチャーにデプロイされたクラ
イアント/サーバー・アプリケーション
手順
1.ゲートウェイ・キュー・マネージャー QM1 で、クラスター送信側チャネル CL2.QM3 用の追加のクラス
ター伝送キューを作成します。
 *... on QM1
DEFINE QLOCAL(XMITQ.CL2.QM3) USAGE(XMITQ) CLCHNAME(CL2.QM3)

2.伝送キュー XMITQ.CL2.QM3 を使用するように切り替えます。
a)クラスター送信側チャネル CL2.QM3 を停止します。

*... On QM1
STOP CHANNEL(CL2.QM3)

コマンドが受け入れられたという応答が返されます。

AMQ8019: Stop IBM MQ channel accepted.
b)チャネル CL2.QM3 が停止していることを確認します。
チャネルが停止しない場合は、FORCE オプションを指定した STOP CHANNEL コマンドを再度実行で
きます。 FORCE オプションを設定する一例は、チャネルが停止しないため、そのチャネルを同期化
するもう一方のキュー・マネージャーを再始動できない場合です。

*... On QM1
start
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応答は、チャネル状況の要約です。

AMQ8417: Display Channel Status details.
CHANNEL(CL2.QM3)             CHLTYPE(CLUSSDR)
CONNAME(127.0.0.1(1413))     CURRENT
RQMNAME(QM3)                 STATUS(STOPPED)
SUBSTATE(MQGET)              XMITQ(SYSTEM.CLUSTER.TRANSMIT.QUEUE)

c)チャネル CL2.QM3 を開始します。

*... On QM1
START CHANNEL(CL2.QM3)

コマンドが受け入れられたという応答が返されます。

AMQ8018: Start IBM MQ channel accepted.
d)チャネルが開始したことを確認します。

*... On QM1
DISPLAY CHSTATUS(CL2.QM3)

応答は、チャネル状況の要約です。

AMQ8417: Display Channel Status details.
CHANNEL(CL2.QM3)                   CHLTYPE(CLUSSDR)
CONNAME(127.0.0.1(1413))           CURRENT
RQMNAME(QM3)                       STATUS(RUNNING)
SUBSTATE(MQGET)                    XMITQ(XMITQ.CL2.QM3)

e)伝送キューが切り替えられたことを確認します。
メッセージ " アンカル 7341 チャネル CL2.QM3 の伝送キューは XMITQです。" CL2"第 3 四半
期"のゲートウェイ・キュー・マネージャーのエラー・ログをモニターしてください。

次のタスク
単独の伝送キューをテストするために、キュー別名定義 Q1A を使用して、メッセージを QM2 から QM3 上の
Q1 に送信します。
1. QM2 でサンプル・プログラム amqsput を実行して、メッセージを書き込みます。

C:\IBM\MQ>amqsput Q1A QM2
Sample AMQSPUT0 start
target queue is Q1A
Sample request message from QM2 to Q1 using Q1A

Sample AMQSPUT0 end
2.サンプル・プログラム amqsget を実行して、QM3 上の Q1 からメッセージを取得します。

C:\IBM\MQ>amqsget Q1 QM3
Sample AMQSGET0 start
message <Sample request message from QM2 to Q1 using Q1A>
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no more messages
Sample AMQSGET0 end

関連概念
アクセス制御と複数のクラスター伝送キュー
クラスター化: 複数のクラスター伝送キューの使用によるアプリケーションの分離
302 ページの『クラスター伝送キューとクラスター送信側チャネルの操作』
クラスター・キュー・マネージャー間のメッセージは、クラスター伝送キューに保管されてから、クラス
ター送信側チャネルによって転送されます。 どの時点でも、クラスター送信側チャネルが関連付けられる
伝送キューは 1 つです。 チャネルの構成を変更すると、そのチャネルは次回開始したときに、別の伝送キ
ューに切り替わる可能性があります。 この切り替え処理は自動化されていて、トランザクションで実行さ
れます。
関連タスク
リモート・キュー定義を追加して、ゲートウェイ・キュー・マネージャーから送信されたメッセージを分
離する
ゲートウェイ・キュー・マネージャーを使用するオーバーラップするクラスターの構成を変更します。 変
更後、メッセージは、ゲートウェイ・キュー・マネージャーから、他のクラスター・メッセージと同じ伝
送キューやチャネルを使用せずにアプリケーションに転送されます。 このソリューションは、クラスター
化されたキュー・リモート定義と、別個の送信側チャネルおよび伝送キューを使用します。
クラスターおよびクラスター伝送キューを追加して、ゲートウェイ・キュー・マネージャーから送信され
たクラスター・メッセージ・トラフィックを分離する
ゲートウェイ・キュー・マネージャーを使用するオーバーラップするクラスターの構成を変更します。 変
更後、メッセージは、ゲートウェイ・キュー・マネージャーから、他のクラスター・メッセージと同じ伝
送キューやチャネルを使用せずにアプリケーションに転送されます。からアプリケーションに転送された
後、これは、追加のクラスターを使用して、特定のクラスター・キューにメッセージを分離します。
クラスター伝送キューを区別するようにデフォルトを変更して、メッセージ・トラフィックを分離する
キュー・マネージャーがクラスター・キューまたはトピックへのメッセージを伝送キューに保管するデフ
ォルトの方法を変更できます。 デフォルトを変更することは、ゲートウェイ・キュー・マネージャーでク
ラスター・メッセージを分離する手段となります。
クラスター化: クラスター伝送キューの構成方法の計画
325 ページの『クラスターへのキュー・マネージャーの追加: 別個の伝送キュー』
以下の指示に従って、作成したクラスターにキュー・マネージャーを追加します。 クラスター・キューお
よびトピックへのメッセージは、複数のクラスター伝送キューを使用して転送されます。
クラスターおよびクラスター伝送キューを追加して、ゲートウェイ・キュー・マネージャ
ーから送信されたクラスター・メッセージ・トラフィックを分離する
ゲートウェイ・キュー・マネージャーを使用するオーバーラップするクラスターの構成を変更します。 変
更後、メッセージは、ゲートウェイ・キュー・マネージャーから、他のクラスター・メッセージと同じ伝
送キューやチャネルを使用せずにアプリケーションに転送されます。からアプリケーションに転送された
後、これは、追加のクラスターを使用して、特定のクラスター・キューにメッセージを分離します。

始める前に
このタスクで説明する手順は、355 ページの図 50 に示されている構成を変更するために作成されていま
す。
1.ゲートウェイ・キュー・マネージャーが IBM MQ上になければなりません。
2. 346 ページの『ゲートウェイ・キュー・マネージャーを使用した 2 つのオーバーラップするクラスター
の作成』のハブ・スポーク・アーキテクチャーにデプロイされた IBM MQクラスターを使用するクライ
アント/サーバー・アプリケーションに示されているオーバーラップするクラスターを、タスクで説明し
ている手順に従って作成します。

3. 353 ページの『クラスター伝送キューを追加して、ゲートウェイ・キュー・マネージャーから送信され
たクラスター・メッセージ・トラフィックを分離する』の 355 ページの図 50 に示されている手順に従
って、クラスターが追加されていないソリューションを作成します。 これを、このタスクの手順のベー
スとして使用します。
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このタスクについて
353 ページの『クラスター伝送キューを追加して、ゲートウェイ・キュー・マネージャーから送信された
クラスター・メッセージ・トラフィックを分離する』で説明した、単一アプリケーションへのメッセージ・
トラフィックを分離するためのソリューションが有効に働くのは、ターゲット・クラスター・キューがキ
ュー・マネージャー上の唯一のクラスター・キューである場合です。 そうでない場合には、2 つの選択肢
があります。 1 つはキューを別のキュー・マネージャーに移動すること、もう 1 つはキューをキュー・マ
ネージャー上の他のクラスター・キューと分離するクラスターを作成することです。
このタスクでは、クラスターを追加してターゲット・キューを分離する手順を説明します。 クラスターは、
その目的のためだけに追加します。 実際には、クラスターおよびクラスターの命名体系を設定するプロセ
スの中で、体系的に、特定のアプリケーションを分離するタスクに取り組んでください。 キューの分離が
必要になるたびにクラスターを追加すると、最終的に多数のクラスターを管理しなければならなくなりま
す。 このタスクでは、353 ページの『クラスター伝送キューを追加して、ゲートウェイ・キュー・マネー
ジャーから送信されたクラスター・メッセージ・トラフィックを分離する』の構成を変更して、QM3 上の
Q1 を分離するためのクラスター CL3 を追加します。 アプリケーションは、この変更作業の初めから終わ
りまで実行し続けます。
新しい定義と変更された定義は、359 ページの図 51 に強調表示されています。 変更内容を要約すると、
まず、クラスターを作成します。これは、クラスターの新しい完全リポジトリーも作成しなければならな
いことを意味します。 この例では、QM3 が CL3 の完全リポジトリーの 1 つにされます。 新しいクラスター
にゲートウェイ・キュー・マネージャーを追加するために、QM1 のクラスター送信側チャネルとクラスタ
ー受信側チャネルを作成します。 Q1 の定義を変更して、CL3 に切り替えます。 ゲートウェイ・キュー・
マネージャーのクラスター名前リストを変更し、新規クラスター・チャネルを使用するクラスター伝送キ
ューを追加します。 最後に、キュー別名 Q1A を新規クラスター名前リストに切り替えます。
IBM MQ は、 353 ページの『クラスター伝送キューを追加して、ゲートウェイ・キュー・マネージャーか
ら送信されたクラスター・メッセージ・トラフィックを分離する』 で追加した伝送キュー XMITQ.CL2.QM3
から新しい伝送キュー XMITQ.CL3.QM3にメッセージを自動的に転送することはできません。 自動的に
メッセージを転送できるのは、両方の伝送キューが同じクラスター送信側チャネルによって処理される場
合のみです。 代わりに、このタスクでは、適切だと考えられる手動による切り替え方法の 1 つを説明しま
す。 転送が完了した時点で、QM3 上の他の CL2 クラスター・キューのデフォルト・クラスター伝送キュー
を使用するように戻すことを選択できます。 あるいは、引き続き XMITQ.CL2.QM3 を使用することもでき
ます。 デフォルト・クラスター伝送キューに戻すことにした場合、ゲートウェイ・キュー・マネージャー
が自動的に切り替えを管理します。
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図 51. 追加のクラスターを使用して、同じキュー・マネージャー上の多数のクラスター・キューのうちの 1
つに向かうメッセージ・トラフィックをゲートウェイ・キュー・マネージャー内で分離する
手順
1.キュー・マネージャー QM3 および QM5 を変更して、CL2 と CL3 両方のリポジトリーにします。
キュー・マネージャーを複数のクラスターのメンバーにするには、キュー・マネージャーがクラスター
名前リストを使用して、それがメンバーとなっているクラスターを識別する必要があります。
*... On QM3 and QM5
DEFINE NAMELIST(CL23) NAMES(CL2, CL3) REPLACE
ALTER QMGR REPOS(' ') REPOSNL(CL23)

2. CL3 のキュー・マネージャー QM3 と QM5 との間のチャネルを定義します。
*... On QM3
DEFINE CHANNEL(CL3.QM5) CHLTYPE(CLUSSDR) CONNAME('localhost(1415)') CLUSTER(CL3) REPLACE
DEFINE CHANNEL(CL3.QM3) CHLTYPE(CLUSRCVR) CONNAME('localhost(1413)') CLUSTER(CL3) REPLACE

*... On QM5
DEFINE CHANNEL(CL3.QM3) CHLTYPE(CLUSSDR) CONNAME('localhost(1413)') CLUSTER(CL3) REPLACE
DEFINE CHANNEL(CL3.QM5) CHLTYPE(CLUSRCVR) CONNAME('localhost(1415)') CLUSTER(CL3) REPLACE

3.ゲートウェイ・キュー・マネージャーを CL3 に追加します。
ゲートウェイ・キュー・マネージャーを追加するために、QM1 を部分リポジトリーとして CL3 に追加し
ます。 部分リポジトリーを作成するには、クラスター送信側チャネルとクラスター受信側チャネルを
QM1 に追加します。
さらに、ゲートウェイ・キュー・マネージャーに接続されたすべてのクラスターの名前リストに CL3 を
追加します。
*... On QM1
DEFINE CHANNEL(CL3.QM3) CHLTYPE(CLUSSDR) CONNAME('localhost(1413)') CLUSTER(CL3) REPLACE
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DEFINE CHANNEL(CL3.QM1) CHLTYPE(CLUSRCVR) CONNAME('localhost(1411)') CLUSTER(CL3) REPLACE
ALTER NAMELIST(ALL) NAMES(CL1, CL2, CL3)

4.ゲートウェイ・キュー・マネージャー QM1 に、QM3 の CL3 に向かうメッセージ用のクラスター伝送キ
ューを追加します。
最初に、伝送キューを切り替える準備ができるまで、伝送キューからメッセージを転送するクラスター
送信側チャネルを停止します。
*... On QM1
DEFINE QLOCAL(XMITQ.CL3.QM3) USAGE(XMITQ) CLCHNAME(CL3.QM3) GET(DISABLED) REPLACE

5.既存のクラスター伝送キュー XMITQ.CL2.QM3 からメッセージを排出します。
以下のサブ手順は、メッセージがゲートウェイ・キュー・マネージャーに到着した順序と一致するよう
に、Q1 内でメッセージの順序を保持することを目的としています。 クラスターでは、メッセージの順
序は完全に保証されませんが、おそらく順序は保持されます。 メッセージの順序を保証することが必要
な場合には、アプリケーションでメッセージの順序を定義する必要があります (メッセージがキューか
ら取り出される順序を参照)。
a) QM3 上のターゲット・キュー Q1 を CL2 から CL3 に変更します。

*... On QM3
ALTER QLOCAL(Q1) CLUSTER(CL3)

b)メッセージの配信が開始されるまで、XMITQ.CL3.QM3 をモニターします。
Q1 から CL3 への切り替えがゲートウェイ・キュー・マネージャーに伝搬されると、XMITQ.CL3.QM3
へのメッセージ配信が開始されます。

*... On QM1
DISPLAY QUEUE(XMITQ.CL3.QM3) CURDEPTH

c) QM3 上の Q1 への配信を待機中のメッセージがなくなるまで、XMITQ.CL2.QM3 をモニターします。
注 : XMITQ.CL2.QM3 は、CL2 のメンバーとなっている他の QM3 上のキューへのメッセージを保管
している可能性があります。その場合、キューの項目数はゼロになりません。

*... On QM1
DISPLAY QUEUE(XMITQ.CL2.QM3) CURDEPTH

d)新規クラスター伝送キュー XMITQ.CL3.QM3 からの取得を有効にします。
*... On QM1
ALTER QLOCAL(XMITQ.CL3.QM3) GET(ENABLED)

6.前のクラスター伝送キュー XMITQ.CL2.QM3 が必要ない場合には、これを削除します。
QM3 上の CL2 内にあるクラスター・キューへのメッセージは、ゲートウェイ・キュー・マネージャー
QM1 上のデフォルト・クラスター伝送キューを使用する状態に戻ります。 デフォルト・クラスター伝送
キューは、SYSTEM.CLUSTER.TRANSMIT.QUEUE または SYSTEM.CLUSTER.TRANSMIT.CL2.QM3 の
いずれかです。 このどちらであるかは、QM1 のキュー・マネージャー属性 DEFCLXQ の値が、SCTQ ま
たは CHANNEL のどちらであるかによって決まります。 クラスター送信側チャネル CL2.QM3 が次に開
始した時点から、キュー・マネージャーは自動的に XMITQ.CL2.QM3 からメッセージを転送します。
a)伝送キュー XMITQ.CL2.QM3 を、クラスター伝送キューから一般の伝送キューに変更します。
これにより、伝送キューとすべてのクラスター送信側チャネルとの関連付けが解除されます。 これ
に応じて、クラスター送信側チャネルが次に開始した時点から、IBM MQ は自動的にメッセージを
XMITQ.CL2.QM3 からデフォルト・クラスター伝送キューに転送します。 それまでは、QM3 上の CL2
へのメッセージは、引き続き XMITQ.CL2.QM3 に配置されます。
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*... On QM1
ALTER QLOCAL(XMITQ.CL2.QM3) CLCHNAME(' ')

b)クラスター送信側チャネル CL2.QM3 を停止します。
クラスター送信側チャネルを停止してから再始動すると、XMITQ.CL2.QM3 からデフォルト・クラス
ター伝送キューへのメッセージの転送が開始します。 通常は、手動でチャネルを手動で停止して開
始することによって、転送を開始します。 チャネルの切断間隔が満了してチャネルがシャットダウ
ンした後、再始動する場合には、自動的に転送が開始します。
*... On QM1
STOP CHANNEL(CL2.QM3)

コマンドが受け入れられたという応答が返されます。

AMQ8019: Stop IBM MQ channel accepted.
c)チャネル CL2.QM3 が停止していることを確認します。
チャネルが停止しない場合は、FORCE オプションを指定した STOP CHANNEL コマンドを再度実行で
きます。 FORCE オプションを設定する一例は、チャネルが停止しないため、そのチャネルを同期化
するもう一方のキュー・マネージャーを再始動できない場合です。

*... On QM1
DISPLAY CHSTATUS(CL2.QM3)

応答は、チャネル状況の要約です。

AMQ8417: Display Channel Status details.
CHANNEL(CL2.QM3)                        CHLTYPE(CLUSSDR)
CONNAME(127.0.0.1(1413))                CURRENT
RQMNAME(QM3)                            STATUS(STOPPED)
SUBSTATE(MQGET)                         XMITQ(XMITQ.CL2.QM3)

d)チャネル CL2.QM3 を開始します。

*... On QM1
START CHANNEL(CL2.QM3)

コマンドが受け入れられたという応答が返されます。

AMQ8018: Start IBM MQ channel accepted.
e)チャネルが開始したことを確認します。

*... On QM1
DISPLAY CHSTATUS(CL2.QM3)

応答は、チャネル状況の要約です。
AMQ8417: Display Channel Status details.
CHANNEL(CL2.QM3)      CHLTYPE(CLUSSDR)
CONNAME(127.0.0.1(1413))  CURRENT
RQMNAME(QM3)        STATUS(RUNNING)
SUBSTATE(MQGET)      XMITQ(SYSTEM.CLUSTER.TRANSMIT. QUEUE|CL2.QM3)

f)メッセージのゲートウェイ・キュー・マネージャーのエラー・ログをモニターする"AMQ734 チャネ
ル CL2.QM3の伝送キューは SYSTEM.CLUSTER.TRANSMITです。 QUEUE|CL2.QM3 ".
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g)クラスター伝送キュー XMITQ.CL2.QM3 を削除します。
*... On QM1
DELETE QLOCAL(XMITQ.CL2.QM3)

次のタスク
クラスター・キューを単独でテストするために、QM2 からキュー別名定義 Q1A を使用して、メッセージを
QM3上の Q1 に送信します。
1. QM2 でサンプル・プログラム amqsput を実行して、メッセージを書き込みます。

C:\IBM\MQ>amqsput Q1A QM2
Sample AMQSPUT0 start
target queue is Q1A
Sample request message from QM2 to Q1 using Q1A

Sample AMQSPUT0 end
2.サンプル・プログラム amqsget を実行して、QM3 上の Q1 からメッセージを取得します。

C:\IBM\MQ>amqsget Q1 QM3
Sample AMQSGET0 start
message <Sample request message from QM2 to Q1 using Q1A>
no more messages
Sample AMQSGET0 end

関連概念
アクセス制御と複数のクラスター伝送キュー
クラスター化: 複数のクラスター伝送キューの使用によるアプリケーションの分離
302 ページの『クラスター伝送キューとクラスター送信側チャネルの操作』
クラスター・キュー・マネージャー間のメッセージは、クラスター伝送キューに保管されてから、クラス
ター送信側チャネルによって転送されます。 どの時点でも、クラスター送信側チャネルが関連付けられる
伝送キューは 1 つです。 チャネルの構成を変更すると、そのチャネルは次回開始したときに、別の伝送キ
ューに切り替わる可能性があります。 この切り替え処理は自動化されていて、トランザクションで実行さ
れます。
関連タスク
リモート・キュー定義を追加して、ゲートウェイ・キュー・マネージャーから送信されたメッセージを分
離する
ゲートウェイ・キュー・マネージャーを使用するオーバーラップするクラスターの構成を変更します。 変
更後、メッセージは、ゲートウェイ・キュー・マネージャーから、他のクラスター・メッセージと同じ伝
送キューやチャネルを使用せずにアプリケーションに転送されます。 このソリューションは、クラスター
化されたキュー・リモート定義と、別個の送信側チャネルおよび伝送キューを使用します。
クラスター伝送キューを追加して、ゲートウェイ・キュー・マネージャーから送信されたクラスター・メ
ッセージ・トラフィックを分離する
ゲートウェイ・キュー・マネージャーを使用するオーバーラップするクラスターの構成を変更します。 変
更後、メッセージは、ゲートウェイ・キュー・マネージャーから、他のクラスター・メッセージと同じ伝
送キューやチャネルを使用せずにアプリケーションに転送されます。からアプリケーションに転送された
後 このソリューションは、追加のクラスター伝送キューを使用して、メッセージ・トラフィックをクラス
ター内の 1 つのキュー・マネージャーに分離します。
クラスター伝送キューを区別するようにデフォルトを変更して、メッセージ・トラフィックを分離する
キュー・マネージャーがクラスター・キューまたはトピックへのメッセージを伝送キューに保管するデフ
ォルトの方法を変更できます。 デフォルトを変更することは、ゲートウェイ・キュー・マネージャーでク
ラスター・メッセージを分離する手段となります。
クラスター化: クラスター伝送キューの構成方法の計画
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325 ページの『クラスターへのキュー・マネージャーの追加: 別個の伝送キュー』
以下の指示に従って、作成したクラスターにキュー・マネージャーを追加します。 クラスター・キューお
よびトピックへのメッセージは、複数のクラスター伝送キューを使用して転送されます。
クラスター伝送キューを区別するようにデフォルトを変更して、メッセージ・トラフィッ
クを分離する
キュー・マネージャーがクラスター・キューまたはトピックへのメッセージを伝送キューに保管するデフ
ォルトの方法を変更できます。 デフォルトを変更することは、ゲートウェイ・キュー・マネージャーでク
ラスター・メッセージを分離する手段となります。

始める前に
1.ゲートウェイ・キュー・マネージャーが IBM MQ上になければなりません。
2. 346 ページの『ゲートウェイ・キュー・マネージャーを使用した 2 つのオーバーラップするクラスター
の作成』のハブ・スポーク・アーキテクチャーにデプロイされた IBM MQクラスターを使用するクライ
アント/サーバー・アプリケーションに示されているオーバーラップするクラスターを、タスクで説明し
ている手順に従って作成します。

このタスクについて
複数のクラスター・キューを使用するアーキテクチャーを実装するには、ゲートウェイ・キュー・マネー
ジャーが IBM MQ上になければなりません。 複数のクラスター伝送キューを使用するために必要な作業
は、ゲートウェイ・キュー・マネージャーでデフォルト・クラスター伝送キュー・タイプを変更すること
だけです。 QM1 上のキュー・マネージャー属性 DEFCLXQ の値を SCTQ から CHANNEL に変更します。 364
ページの図 52を参照。 この図には、1 つのメッセージ・フローが示されています。 他のキュー・マネー
ジャーや他のクラスターへのフローには、キュー・マネージャーが追加の永続動的クラスター伝送キュー
を作成します。 各クラスター送信側チャネルは、それぞれに異なるクラスター伝送キューからメッセージ
を転送します。
ゲートウェイ・キュー・マネージャーをクラスターに初めて接続しているのでない限り、変更は即時に適
用されません。 このタスクには、既存の構成に対する変更を管理する際の標準的な手順が含まれます。 キ
ュー・マネージャーが初めてクラスターに参加するときに、個々のクラスター伝送キューを使用するよう
にセットアップするには、325 ページの『クラスターへのキュー・マネージャーの追加: 別個の伝送キュ
ー』を参照してください。
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図 52. ゲートウェイ・キュー・マネージャーで個々のクラスター伝送キューを使用するハブ・スポーク・
アーキテクチャーにデプロイされたクライアント/サーバー・アプリケーション
手順
1.個々のクラスター伝送キューを使用するようにゲートウェイ・キュー・マネージャーを変更します。

*... On QM1
ALTER QMGR DEFCLXQ(CHANNEL)

2.個々のクラスター伝送キューに切り替えます。
実行中でないクラスター送信側チャネルは、いずれも次に開始するときに、個々の伝送キューを使用す
るように切り替わります。
実行中のチャネルを切り替えるには、キュー・マネージャーを再始動するか、または以下のステップに
従います。
a) SYSTEM.CLUSTER.TRANSMIT.QUEUE を使用して実行中のクラスター送信側チャネルをリストし
ます。
*... On QM1
DISPLAY CHSTATUS(*) WHERE(XMITQ EQ 'SYSTEM.CLUSTER.TRANSMIT.QUEUE')

応答は、チャネル状況レポートのリストです。

AMQ8417: Display Channel Status details.
CHANNEL(CL1.QM2)            CHLTYPE(CLUSSDR)
CONNAME(127.0.0.1(1412))    CURRENT
RQMNAME(QM2)                STATUS(RUNNING)
SUBSTATE(MQGET)             XMITQ(SYSTEM.CLUSTER.TRANSMIT.QUEUE)
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AMQ8417: Display Channel Status details.
CHANNEL(CL2.QM3)            CHLTYPE(CLUSSDR)
CONNAME(127.0.0.1(1413))    CURRENT
RQMNAME(QM3)                STATUS(RUNNING)
SUBSTATE(MQGET)             XMITQ(SYSTEM.CLUSTER.TRANSMIT.QUEUE)
AMQ8417: Display Channel Status details.
CHANNEL(CL2.QM5)            CHLTYPE(CLUSSDR)
CONNAME(127.0.0.1(1415))    CURRENT
RQMNAME(QM5)                STATUS(RUNNING)
SUBSTATE(MQGET)             XMITQ(SYSTEM.CLUSTER.TRANSMIT.QUEUE)
AMQ8417: Display Channel Status details.
CHANNEL(CL1.QM4)            CHLTYPE(CLUSSDR)
CONNAME(127.0.0.1(1414))    CURRENT
RQMNAME(QM4)                STATUS(RUNNING)
SUBSTATE(MQGET)             XMITQ(SYSTEM.CLUSTER.TRANSMIT.QUEUE)

b)実行中のチャネルを停止します。
リストに含まれるチャネルごとに、以下のコマンドを実行します。

*... On QM1
STOP CHANNEL(ChannelName)

ここで、 ChannelName は、それぞれの CL1.QM2, CL1.QM4, CL1.QM3, CL1.QM5です。
コマンドが受け入れられたという応答が返されます。

AMQ8019: Stop IBM MQ channel accepted.
c)停止されたチャネルをモニターします。

*... On QM1
DISPLAY CHSTATUS(*) WHERE(XMITQ EQ 'SYSTEM.CLUSTER.TRANSMIT.QUEUE')

応答は、まだ実行中のチャネルと停止されたチャネルのリストです。

AMQ8417: Display Channel Status details.
CHANNEL(CL1.QM2)           CHLTYPE(CLUSSDR)
CONNAME(127.0.0.1(1412))   CURRENT
RQMNAME(QM2)               STATUS(STOPPED)
SUBSTATE( )                XMITQ(SYSTEM.CLUSTER.TRANSMIT.QUEUE)
AMQ8417: Display Channel Status details.
CHANNEL(CL2.QM3)           CHLTYPE(CLUSSDR)
CONNAME(127.0.0.1(1413))   CURRENT
RQMNAME(QM3)               STATUS(STOPPED)
SUBSTATE( )                XMITQ(SYSTEM.CLUSTER.TRANSMIT.QUEUE)
AMQ8417: Display Channel Status details.
CHANNEL(CL2.QM5)           CHLTYPE(CLUSSDR)
CONNAME(127.0.0.1(1415))   CURRENT
RQMNAME(QM5)               STATUS(STOPPED)
SUBSTATE( )                XMITQ(SYSTEM.CLUSTER.TRANSMIT.QUEUE)
AMQ8417: Display Channel Status details.
CHANNEL(CL1.QM4)           CHLTYPE(CLUSSDR)
CONNAME(127.0.0.1(1414))   CURRENT
RQMNAME(QM4)               STATUS(STOPPED)
SUBSTATE( )                XMITQ(SYSTEM.CLUSTER.TRANSMIT.QUEUE)

d)停止されたチャネルのそれぞれを開始します。
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このステップは、実行中であったすべてのチャネルに対して行ってください。 チャネルが停止しな
い場合は、FORCE オプションを指定した STOP CHANNEL コマンドを再度実行できます。 FORCE オ
プションを設定する一例は、チャネルが停止しないため、そのチャネルを同期化するもう一方のキュ
ー・マネージャーを再始動できない場合です。

*... On QM1
START CHANNEL(CL2.QM5)

コマンドが受け入れられたという応答が返されます。

AMQ8018: Start IBM MQ channel accepted.
e)切り替えられる伝送キューをモニターします。
メッセージのゲートウェイ・キュー・マネージャーのエラー・ログをモニターする"AMQ734 チャネ
ル CL2.QM3の伝送キューは SYSTEM.CLUSTER.TRANSMITです。 QUEUE|CL2.QM3 ".

f) SYSTEM.CLUSTER.TRANSMIT.QUEUE が使用されていないことを確認します。

*... On QM1
DISPLAY CHSTATUS(*) WHERE(XMITQ EQ 'SYSTEM.CLUSTER.TRANSMIT.QUEUE')
DISPLAY QUEUE(SYSTEM.CLUSTER.TRANSMIT.QUEUE) CURDEPTH

応答として、以下のような、チャネル状況レポートのリストおよび
SYSTEM.CLUSTER.TRANSMIT.QUEUE の深さが返されます。

AMQ8420: Channel Status not found.
AMQ8409: Display Queue details.
QUEUE(SYSTEM.CLUSTER.TRANSMIT.QUEUE)    TYPE(QLOCAL)
CURDEPTH(0)

g)開始されたチャネルをモニターします。
*... On QM1
DISPLAY CHSTATUS(*) WHERE(XMITQ LK 'SYSTEM.CLUSTER.TRANSMIT.*')

応答として、チャネルのリストが返されます。この場合は、新しいデフォルト・クラスター伝送キュ
ーを使用して既に実行されているチャネルであり、以下のようになります。

AMQ8417: Display Channel Status details.
CHANNEL(CL1.QM2)                        CHLTYPE(CLUSSDR)
CONNAME(127.0.0.1(1412))                CURRENT
RQMNAME(QM2)                            STATUS(RUNNING)
SUBSTATE(MQGET)
XMITQ(SYSTEM.CLUSTER.TRANSMIT.CL1.QM2)
AMQ8417: Display Channel Status details.
CHANNEL(CL2.QM3)                        CHLTYPE(CLUSSDR)
CONNAME(127.0.0.1(1413))                CURRENT
RQMNAME(QM3)                            STATUS(RUNNING)
SUBSTATE(MQGET)
XMITQ(SYSTEM.CLUSTER.TRANSMIT.CL2.QM3)
AMQ8417: Display Channel Status details.
CHANNEL(CL2.QM5)                        CHLTYPE(CLUSSDR)
CONNAME(127.0.0.1(1415))                CURRENT
RQMNAME(QM5)                            STATUS(RUNNING)
SUBSTATE(MQGET)
XMITQ(SYSTEM.CLUSTER.TRANSMIT.CL2.QM5)
AMQ8417: Display Channel Status details.
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CHANNEL(CL1.QM4)                        CHLTYPE(CLUSSDR)
CONNAME(127.0.0.1(1414))                CURRENT
RQMNAME(QM4)                            STATUS(RUNNING)
SUBSTATE(MQGET)
XMITQ(SYSTEM.CLUSTER.TRANSMIT.CL1.QM4)

次のタスク
1.自動的に定義されたクラスター伝送キューをテストするために、メッセージを QM2 から QM3 上の Q1 に
送信し、キュー別名定義 Q1A を使用してキュー名を解決します。
a. QM2 でサンプル・プログラム amqsput を実行して、メッセージを書き込みます。

C:\IBM\MQ>amqsput Q1A QM2
Sample AMQSPUT0 start
target queue is Q1A
Sample request message from QM2 to Q1 using Q1A

Sample AMQSPUT0 end
b.サンプル・プログラム amqsget を実行して、QM3 上の Q1 からメッセージを取得します。

C:\IBM\MQ>amqsget Q1 QM3
Sample AMQSGET0 start
message <Sample request message from QM2 to Q1 using Q1A>
no more messages
Sample AMQSGET0 end

2.クラスター・キューに対するメッセージが発生したキュー・マネージャーでクラスター・キューのセキ
ュリティーを構成して、セキュリティーを再構成するかどうかを検討します。

関連概念
アクセス制御と複数のクラスター伝送キュー
クラスター化: 複数のクラスター伝送キューの使用によるアプリケーションの分離
関連タスク
リモート・キュー定義を追加して、ゲートウェイ・キュー・マネージャーから送信されたメッセージを分
離する
ゲートウェイ・キュー・マネージャーを使用するオーバーラップするクラスターの構成を変更します。 変
更後、メッセージは、ゲートウェイ・キュー・マネージャーから、他のクラスター・メッセージと同じ伝
送キューやチャネルを使用せずにアプリケーションに転送されます。 このソリューションは、クラスター
化されたキュー・リモート定義と、別個の送信側チャネルおよび伝送キューを使用します。
クラスター伝送キューを追加して、ゲートウェイ・キュー・マネージャーから送信されたクラスター・メ
ッセージ・トラフィックを分離する
ゲートウェイ・キュー・マネージャーを使用するオーバーラップするクラスターの構成を変更します。 変
更後、メッセージは、ゲートウェイ・キュー・マネージャーから、他のクラスター・メッセージと同じ伝
送キューやチャネルを使用せずにアプリケーションに転送されます。からアプリケーションに転送された
後 このソリューションは、追加のクラスター伝送キューを使用して、メッセージ・トラフィックをクラス
ター内の 1 つのキュー・マネージャーに分離します。
クラスターおよびクラスター伝送キューを追加して、ゲートウェイ・キュー・マネージャーから送信され
たクラスター・メッセージ・トラフィックを分離する
ゲートウェイ・キュー・マネージャーを使用するオーバーラップするクラスターの構成を変更します。 変
更後、メッセージは、ゲートウェイ・キュー・マネージャーから、他のクラスター・メッセージと同じ伝
送キューやチャネルを使用せずにアプリケーションに転送されます。からアプリケーションに転送された
後、これは、追加のクラスターを使用して、特定のクラスター・キューにメッセージを分離します。
クラスター化: クラスター伝送キューの構成方法の計画
325 ページの『クラスターへのキュー・マネージャーの追加: 別個の伝送キュー』
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以下の指示に従って、作成したクラスターにキュー・マネージャーを追加します。 クラスター・キューお
よびトピックへのメッセージは、複数のクラスター伝送キューを使用して転送されます。
キュー・マネージャーからのクラスター・キューの削除
トロントで INVENTQ キューを無効にします。 すべての在庫管理メッセージをニューヨークに送信し、ト
ロントの INVENTQ キューが空になったらそれを削除します。

始める前に
注 : クラスターへの変更をクラスター全体に伝搬させるには、少なくとも 1 つの完全リポジトリーが常に使
用可能でなければなりません。 この作業を開始する前に、リポジトリーが使用可能であることを確認して
ください。
シナリオ
• 330 ページの『キューをホストするキュー・マネージャーの追加』 で説明されているように、INVENTORY
クラスターがセットアップされています。 このクラスターには、4 つのキュー・マネージャーが格納さ
れています。 LONDON と NEWYORK はどちらも完全リポジトリーを保有しています。 PARIS と
TORONTO は、部分リポジトリーを保有しています。 在庫管理アプリケーションはニューヨークおよびト
ロントのシステムで動作し、INVENTQ キューのメッセージが到着すると実行されます。

• ワークロードが軽減されたので、在庫管理アプリケーションをトロントで実行する必要はなくなりまし
た。 キュー・マネージャー TORONTO によってホストされている INVENTQ キューを無効にし、さらに
TORONTO によって NEWYORK の INVENTQ キューにメッセージを送信することが必要です。

• ネットワークは、4 つのシステム間すべてに接続されています。
• ネットワーク・プロトコルは、TCP です。

このタスクについて
以下の手順に従って、クラスター・キューを除去します。

手順
1.キューが使用できないことを示す
キューをクラスターから削除するには、クラスター名をローカル・キュー定義から削除します。
TORONTO 上の INVENTQ を変更して、クラスターの残りの部分からアクセスできないようにします。

ALTER QLOCAL(INVENTQ) CLUSTER(' ')

2.キューが使用できないことを確認する
LONDON または NEWYORK のいずれかの完全リポジトリー・キュー・マネージャーで、次のコマンドを
発行して、キューがキュー・マネージャー TORONTO にホストされていないことを確認します。

DIS QCLUSTER (INVENTQ)

ALTER コマンドが正常に実行されると、TORONTO は結果にリストされません。
3.キューを無効にする
次のように TORONTO で INVENTQ キューを無効にして、このキューにこれ以上メッセージを書き込むこ
とができないようにします。
ALTER QLOCAL(INVENTQ) PUT(DISABLED)

この結果、MQOO_BIND_ON_OPEN によってこのキューに転送中のメッセージは、送達不能キューに転送
されます。 すべてのアプリケーションを停止して、このキュー・マネージャーのキューにメッセージが
明示的に書き込まれることのないようにする必要があります。
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4.キューが空になるまでキューをモニターする
属性 IPPROCS、 OPPROCS、および CURDEPTHを指定して DISPLAY QUEUE コマンドを使用するか、
IBM iで WRKMQMSTS コマンドを使用して、キューをモニターします。 入出力処理の数および現在のキ
ューのサイズがすべてゼロのとき、キューは空です。

5.チャネルをモニターして、未確定メッセージがないことを確認する
INVENTORY.TORONTO チャネルに未確定メッセージがないことを確認するには、
INVENTORY.TORONTO と呼ばれるクラスター送信側チャネルを他のキュー・マネージャーのそれぞれに
ついてモニターします。 次のように、各キュー・マネージャーから INDOUBT パラメーターを指定して
DISPLAY CHSTATUS コマンドを発行します。

DISPLAY CHSTATUS(INVENTORY.TORONTO) INDOUBT

未確定メッセージがある場合は、必ずそれを解決してから作業を進めてください。 例えば、RESOLVE
チャネル・コマンドの発行や、チャネルの停止および再起動などが考えられます。

6.ローカル・キューを削除する
TORONTO の在庫管理アプリケーションに転送するメッセージがなくなったことを確認したら、次のよう
にキューを削除します。
DELETE QLOCAL(INVENTQ)

7.これで、在庫管理アプリケーションをトロントのシステムから削除できます。
アプリケーションを削除することによって、重複が発生しないようになり、システムのスペースが節約
されます。

タスクの結果
この作業によって設定されるクラスターは、前の作業によって設定されたクラスターと類似しています。
異なる点は、INVENTQ キューがキュー・マネージャー TORONTO で使用できなくなっていることです。
手順 1 でキューを処理対象から外すと、TORONTO キュー・マネージャーは 2 つの完全リポジトリー・キュ
ー・マネージャーにメッセージを送信します。 キュー・マネージャーは、完全リポジトリー・キュー・マ
ネージャーに状況の変化を通知します。 完全リポジトリー・キュー・マネージャーは、この情報をクラス
ター内の他のキュー・マネージャーのうち、INVENTQ に関する情報の更新を要求していたキュー・マネー
ジャーに渡します。
キュー・マネージャーが INVENTQ キューにメッセージを書き込むと、更新された部分リポジトリーによ
り、INVENTQ キューが NEWYORK キュー・マネージャーでのみ使用可能であることが示されます。 メッセ
ージは NEWYORK キュー・マネージャーに送信されます。

次のタスク
この作業では、削除するキューは 1 つだけであり、そのキューの削除元のクラスターも 1 つだけです。
クラスター名が多数登録されている名前リストを参照しているキューが多数あるとします。 例えば、キュ
ー・マネージャー TORONTO は、INVENTQ 以外に PAYROLLQ、SALESQ、PURCHASESQ をホストすること
もあります。 TORONTO は、これらのキューをそれぞれ該当するすべてのクラスター INVENTORY、
PAYROLL、SALES、PURCHASES で使用可能にします。 TORONTO キュー・マネージャー上でクラスター名
の名前リストを次のように定義します。
DEFINE NAMELIST(TOROLIST)
DESCR('List of clusters TORONTO is in')
NAMES(INVENTORY, PAYROLL, SALES, PURCHASES)

各キュー定義に名前リストを追加します。
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DEFINE QLOCAL(INVENTQ) CLUSNL(TOROLIST)
DEFINE QLOCAL(PAYROLLQ) CLUSNL(TOROLIST)
DEFINE QLOCAL(SALESQ) CLUSNL(TOROLIST)
DEFINE QLOCAL(PURCHASESQ) CLUSNL(TOROLIST)

ここで、SALES 演算は PURCHASES 演算に引き継がれるため、これらのすべてのキューを SALES クラスタ
ーから削除する必要があると仮定します。 これを実行するには、TOROLIST 名前リストを変更して、SALES
クラスターの名前をこの名前リストから削除するだけで済みます。
名前リストに含まれるいずれかのクラスターから 1 つのキューを削除する場合は、それ以外のクラスター
名のリストを登録した名前リストを作成します。 次に、この新しい名前リストを使用するようキュー定義
を変更します。 PAYROLLQ を INVENTORY クラスターから削除するには、以下の手順を実行します。
1.次のようにして、名前リストを作成します。

DEFINE NAMELIST(TOROSHORTLIST)
DESCR('List of clusters TORONTO is in other than INVENTORY')
NAMES(PAYROLL, SALES, PURCHASES)

2.次のようにして、PAYROLLQ キュー定義を変更します。

ALTER QLOCAL(PAYROLLQ) CLUSNL(TOROSHORTLIST)

クラスターからのキュー・マネージャーの削除: ベスト・プラクティス
キュー・マネージャーがクラスター内の少なくとも 1 つの完全リポジトリーと正常に通信できるシナリオ
で、クラスターから 1 つのキュー・マネージャーを除去します。

始める前に
この方法は、少なくとも 1 つの完全リポジトリーが使用可能で、かつ、除去されるキュー・マネージャー
から接続できるシナリオでのベスト・プラクティスです。 この方法では、手操作による介入を最小限に抑
え、キュー・マネージャーがクラスターからの制御された離脱をネゴシエーションすることができます。
除去されるキュー・マネージャーが完全リポジトリーと接続できない場合、372 ページの『クラスターか
らのキュー・マネージャーの削除: 代替方式』を参照してください。

このタスクについて
以下のタスク例では、キュー・マネージャー LONDON を INVENTORY クラスターから除去します。
INVENTORY クラスターは 322 ページの『クラスターにキュー・マネージャーを追加する』の説明に従っ
てセットアップされ、368 ページの『キュー・マネージャーからのクラスター・キューの削除』の説明に
従って変更されます。
キュー・マネージャーをクラスターから除去する処理は、キュー・マネージャーを追加する処理よりも複
雑です。
キュー・マネージャーがクラスターに加わるとき、クラスターの既存メンバーには新規キュー・マネージ
ャーについての情報はなく、したがって、そのことについての相互作用はありません。 加えられるキュー・
マネージャーに送信側チャネルと受信側チャネルを新規に作成し、そのキュー・マネージャーが完全リポ
ジトリーに接続できるようにする必要があります。
キュー・マネージャーがクラスターから削除されるときに、そのキュー・マネージャーに接続しているア
プリケーションが、クラスター内のどこかでホストされているキューなどのオブジェクトを使用している
可能性があります。 また、クラスター内の他のキュー・マネージャーに接続しているアプリケーションが、
ターゲット・キュー・マネージャーでホストされているオブジェクトを使用している場合もあります。 こ
のようなアプリケーションがある結果、現行のキュー・マネージャーは、クラスターに加わっていたフル・
リポジトリー以外のクラスター・メンバーと通信を確立するために、追加の送信側チャネルを作成する場
合があります。 そのクラスター内のすべてのキュー・マネージャーには、他のクラスター・メンバーにつ

370  IBM MQ の構成



いて記述するデータのキャッシュ・コピーがあります。 これには、除去されるメンバーが含まれる可能性
があります。

手順
1.キュー・マネージャーをクラスターから除去する前に、クラスターで必要なリソースをキュー・マネー
ジャーがホストしなくなったことを確認します。
• キュー・マネージャーが完全リポジトリーをホストする場合、335 ページの『完全リポジトリーの別
のキュー・マネージャーへの移動』の 1 から 6 の手順を実行します。 除去するキュー・マネージャー
の完全リポジトリー機能が別のキュー・マネージャーに移動しない場合は、5 と 6 の手順のみを実行
します。

• キュー・マネージャーがクラスター・キューをホストする場合、368 ページの『キュー・マネージャ
ーからのクラスター・キューの削除』の 1 から 7 の手順を実行します。

• キュー・マネージャーがクラスター・トピックをホストする場合、トピックを削除するか (例えば、
DELETE TOPIC コマンドを使用する)、または 452 ページの『別のキュー・マネージャーへのクラスタ
ー・トピック定義の移動』の説明に従って他のホストに移動します。
注 : キュー・マネージャーをクラスターから除去する際にキュー・マネージャーがまだクラスター・
トピックをホストしている場合、 そのキュー・マネージャーは、トピックが削除されるまで、クラス
ターに残っているキュー・マネージャーにパブリケーションの送信を引き続き試行する可能性があり
ます。

2.キュー・マネージャー LONDON で、手動で定義したクラスター受信側チャネルを変更して、クラスター
から削除します。
ALTER CHANNEL(INVENTORY.LONDON) CHLTYPE(CLUSRCVR) CLUSTER(' ')

3.キュー・マネージャー LONDON で、手動で定義したクラスター送信側チャネルを変更して、クラスター
から削除します。
ALTER CHANNEL(INVENTORY.PARIS) CHLTYPE(CLUSSDR) CLUSTER(' ')

クラスター内の他のキュー・マネージャーは、このキュー・マネージャーとそのクラスター・リソース
が、そのクラスターの一部でなくなったことを知ります。

4.クラスター内で完全リポジトリーへのフローを待機しているメッセージがなくなるまで、キュー・マネ
ージャー LONDON のクラスター伝送キューをモニターします。

DISPLAY CHSTATUS(INVENTORY.PARIS) XQMSGSA

メッセージが送信キューに残っている場合は、先へ進む前に、それらのメッセージが完全リポジトリー
PARIS と NEWYORK に送られていない理由を特定する必要があります。

タスクの結果

キュー・マネージャー LONDON は、クラスターの一部ではなくなりました。 しかし、依然として独立した
キュー・マネージャーとして機能することができます。

次のタスク
クラスターの残りのメンバー上で以下のコマンドを発行して、これらの変更の結果を確認できます。
DISPLAY CLUSQMGR(LONDON)
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キュー・マネージャーは、その自動定義クラスター送信側チャネルが停止するまで表示され続けます。 停
止するまで待つこともできますし、次のコマンドを発行して、アクティブ・インスタンスがないかどうか
モニターすることもできます。
DISPLAY CHANNEL(INVENTORY.LONDON)

このキュー・マネージャーにこれ以上メッセージが送られないことが確実な場合には、クラスターの残り
のメンバーに対して次のコマンドを発行して、LONDON へのクラスター送信側チャネルを停止することもで
きます。
STOP CHANNEL(INVENTORY.LONDON) STATUS(INACTIVE)

変更がクラスター全体に伝搬して、このキュー・マネージャーに送達されるメッセージがなくなった後、
LONDON の CLUSRCVR チャネルを停止して削除します。

STOP CHANNEL(INVENTORY.LONDON)
DELETE CHANNEL(INVENTORY.LONDON)

手動で定義された伝送キューがこのチャネルに使用されていて、CLCHNAME パターンが他の既存のチャネ
ルまたは計画されたチャネルと一致しない場合は、伝送キューを削除することができます。 以下に例を示
します。
DELETE QLOCAL(PARIS.CUSTOM.XMITQ)

注 : 自動定義伝送キューまたは共用 SYSTEM.CLUSTER.TRANSMIT.QUEUE は使用中です。このステップは
必要ありません。
 

除去されたキュー・マネージャーは、322 ページの『クラスターにキュー・マネージャーを追加する』の
説明に従って、後でクラスターに再び追加することができます。 除去されたキュー・マネージャーは、ク
ラスターの残りのメンバーの情報を引き続き最大 90 日間キャッシュに入れます。 このキャッシュの有効
期限が切れるまでは待たないことにした場合、375 ページの『キュー・マネージャーのクラスター化以前
の状態への復元』の説明に従って強制的に除去できます。
関連タスク
クラスターからのキュー・マネージャーの除去 ( IBM MQ Explorerを使用)
関連資料
ALTER CHANNEL (チャネル設定の変更)
DISPLAY CHANNEL (チャネル定義の表示)
DISPLAY CHSTATUS (チャネル状況の表示)
DISPLAY CLUSQMGR (クラスター・キュー・マネージャーのチャネル情報の表示)
STOP CHANNEL (チャネルの停止)

クラスターからのキュー・マネージャーの削除: 代替方式
重大なシステムまたは構成上の問題によりキュー・マネージャーがクラスター内のどの完全リポジトリー
とも通信できないシナリオで、クラスターから 1 つのキュー・マネージャーを除去します。

始める前に
クラスターからキュー・マネージャーを除去するために使用するこの代替方式により、除去されるキュー・
マネージャーをクラスターにリンクしているすべてのクラスター・チャネルを手動で停止して削除し、キ
ュー・マネージャーをクラスターから強制的に除去します。 この方法は、除去されるキュー・マネージャ
ーがどの完全リポジトリーとも通信できないシナリオで使用されます。 このシナリオの原因の例として、
キュー・マネージャーが動作を停止していることや、キュー・マネージャーとクラスターの間で発生した
通信障害が長引いていることなどが考えられます。 そうでなければ、最も一般的な方法 (370 ページの『ク
ラスターからのキュー・マネージャーの削除: ベスト・プラクティス』) を使用してください。

372  IBM MQ の構成



このタスクについて
以下のタスク例では、キュー・マネージャー LONDON を INVENTORY クラスターから除去します。
INVENTORY クラスターは 322 ページの『クラスターにキュー・マネージャーを追加する』の説明に従っ
てセットアップされ、368 ページの『キュー・マネージャーからのクラスター・キューの削除』の説明に
従って変更されます。
キュー・マネージャーをクラスターから除去する処理は、キュー・マネージャーを追加する処理よりも複
雑です。
キュー・マネージャーがクラスターに加わるとき、クラスターの既存メンバーには新規キュー・マネージ
ャーについての情報はなく、したがって、そのことについての相互作用はありません。 加えられるキュー・
マネージャーに送信側チャネルと受信側チャネルを新規に作成し、そのキュー・マネージャーが完全リポ
ジトリーに接続できるようにする必要があります。
キュー・マネージャーがクラスターから削除されるときに、そのキュー・マネージャーに接続しているア
プリケーションが、クラスター内のどこかでホストされているキューなどのオブジェクトを使用している
可能性があります。 また、クラスター内の他のキュー・マネージャーに接続しているアプリケーションが、
ターゲット・キュー・マネージャーでホストされているオブジェクトを使用している場合もあります。 こ
のようなアプリケーションがある結果、現行のキュー・マネージャーは、クラスターに加わっていたフル・
リポジトリー以外のクラスター・メンバーと通信を確立するために、追加の送信側チャネルを作成する場
合があります。 そのクラスター内のすべてのキュー・マネージャーには、他のクラスター・メンバーにつ
いて記述するデータのキャッシュ・コピーがあります。 これには、除去されるメンバーが含まれる可能性
があります。
この手順が適していると考えられるのは緊急時です。 緊急時にはキュー・マネージャーがクラスターから
正規の手順で除外されるのを待つことはできません。

手順
1.キュー・マネージャーをクラスターから除去する前に、クラスターで必要なリソースをキュー・マネー
ジャーがホストしなくなったことを確認します。
• キュー・マネージャーが完全リポジトリーをホストする場合、335 ページの『完全リポジトリーの別
のキュー・マネージャーへの移動』の 1 から 6 の手順を実行します。 除去するキュー・マネージャー
の完全リポジトリー機能が別のキュー・マネージャーに移動しない場合は、5 と 6 の手順のみを実行
します。

• キュー・マネージャーがクラスター・キューをホストする場合、368 ページの『キュー・マネージャ
ーからのクラスター・キューの削除』の 1 から 7 の手順を実行します。

• キュー・マネージャーがクラスター・トピックをホストする場合、トピックを削除するか (例えば、
DELETE TOPIC コマンドを使用する)、または 452 ページの『別のキュー・マネージャーへのクラスタ
ー・トピック定義の移動』の説明に従って他のホストに移動します。
注 : キュー・マネージャーをクラスターから除去する際にキュー・マネージャーがまだクラスター・
トピックをホストしている場合、 そのキュー・マネージャーは、トピックが削除されるまで、クラス
ターに残っているキュー・マネージャーにパブリケーションの送信を引き続き試行する可能性があり
ます。

2.クラスター内の他のキュー・マネージャーと通信するために使用されているすべてのチャネルを停止し
ます。 キュー・マネージャー LONDON 上の CLUSRCVR チャネルを停止するには、MODE(FORCE) を使用
します。 そうでない場合は、送信側キュー・マネージャーがチャネルを停止するまで待たなければなら
ないことがあります。
STOP CHANNEL(INVENTORY.LONDON) MODE(FORCE)
STOP CHANNEL(INVENTORY.TORONTO)
STOP CHANNEL(INVENTORY.PARIS)
STOP CHANNEL(INVENTORY.NEWYORK)

3.キュー・マネージャー LONDON 上で、チャネルが停止するまでチャネルの状態をモニターします。

DISPLAY CHSTATUS(INVENTORY.LONDON)
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DISPLAY CHSTATUS(INVENTORY.TORONTO)
DISPLAY CHSTATUS(INVENTORY.PARIS)
DISPLAY CHSTATUS(INVENTORY.NEWYORK)

チャネルが停止した後は、クラスター内の他のキュー・マネージャーがそれ以上アプリケーション・メ
ッセージを送受信することはなくなります。

4.キュー・マネージャー LONDON で、手動で定義したクラスター・チャネルを削除します。

DELETE CHANNEL(INVENTORY.NEWYORK)
DELETE CHANNEL(INVENTORY.TORONTO)

5.クラスター内の残りのキュー・マネージャーは、削除されるキュー・マネージャーの情報を保持し、引
き続きメッセージをそこに送信する場合もあります。 残りのキュー・マネージャーからこの情報を消去
するには、いずれかの完全リポジトリー上のクラスターから、除去されるキュー・マネージャーを以下
のようにリセットします。
RESET CLUSTER(INVENTORY) ACTION(FORCEREMOVE) QMNAME(LONDON) QUEUES(YES)

削除されるキュー・マネージャーと同じ名前の別のキュー・マネージャーがクラスター内に存在する可
能性がある場合、削除されるキュー・マネージャーの QMID を指定してください。

タスクの結果

キュー・マネージャー LONDON は、クラスターの一部ではなくなりました。 しかし、依然として独立した
キュー・マネージャーとして機能することができます。

次のタスク
クラスターの残りのメンバー上で以下のコマンドを発行して、これらの変更の結果を確認できます。
DISPLAY CLUSQMGR(LONDON)

キュー・マネージャーは、その自動定義クラスター送信側チャネルが停止するまで表示され続けます。 停
止するまで待つこともできますし、次のコマンドを発行して、アクティブ・インスタンスがないかどうか
モニターすることもできます。
DISPLAY CHANNEL(INVENTORY.LONDON)

変更がクラスター全体に伝搬して、このキュー・マネージャーに送達されるメッセージがなくなった後、
LONDON の CLUSRCVR チャネルを削除します。

DELETE CHANNEL(INVENTORY.LONDON)

除去されたキュー・マネージャーは、322 ページの『クラスターにキュー・マネージャーを追加する』の
説明に従って、後でクラスターに再び追加することができます。 除去されたキュー・マネージャーは、ク
ラスターの残りのメンバーの情報を引き続き最大 90 日間キャッシュに入れます。 このキャッシュの有効
期限が切れるまでは待たないことにした場合、375 ページの『キュー・マネージャーのクラスター化以前
の状態への復元』の説明に従って強制的に除去できます。
関連資料
DELETE CHANNEL (チャネルの削除)
DISPLAY CHANNEL (チャネル定義の表示)
DISPLAY CHSTATUS (チャネル状況の表示)
DISPLAY CLUSQMGR (クラスター・キュー・マネージャーのチャネル情報の表示)
STOP CHANNEL (チャネルの停止)
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RESET CLUSTER (クラスターのリセット)

キュー・マネージャーのクラスター化以前の状態への復元
キュー・マネージャーには、クラスターから除去されても、残りのクラスター・メンバーに関する情報が
保持されます。 最終的にはこの情報は有効期限切れになり、自動的に削除されます。 しかし、この情報を
すぐに削除する場合は、このトピックの手順で行うことができます。

始める前に
対象となるキュー・マネージャーがクラスターから除去されており、クラスター内で作業を実行しなくな
ったことを前提としています。 例えば、そのキューがクラスターからメッセージを受け取らなくなり、そ
れらのキューでメッセージが届くのを待っているアプリケーションもない状態です。

このタスクについて
キュー・マネージャーには、クラスターから除去されても、残りのクラスター・メンバーに関する情報が
最大 90 日間保持されます。 これにはシステム上の利点がある場合があり、特に、キュー・マネージャー
がすぐにクラスターに再び加入する場合にはそう言えます。 この情報は、最終的に有効期限切れになると、
自動的に削除されます。 しかし、この情報の手動での削除を選択する理由もあります。 以下に例を示しま
す。
• 以前クラスター・リソースを使用していたこのキュー・マネージャー上のすべてのアプリケーションを停
止したことを確認することができます。 残りのクラスター・メンバーの情報の有効期限が切れるまで、
そのようなアプリケーションは伝送キューに書き込みを続けます。 クラスターの情報が削除された後、
そのようなアプリケーションがクラスター・リソースの使用を試みると、システムでエラー・メッセージ
が生成されます。

• キュー・マネージャーの状況情報を表示する際に、残りのクラスター・メンバーに関する有効期限情報を
表示しない方がよい場合もあります。
このタスクでは、例として INVENTORY クラスターを使用します。 LONDON キュー・マネージャーは、370
ページの『クラスターからのキュー・マネージャーの削除: ベスト・プラクティス』で説明されているよう
に、INVENTORY クラスターから除去されています。 クラスターの残りのメンバーの情報を削除するには、
LONDON キュー・マネージャーで以下のコマンドを発行します。

手順
1.このキュー・マネージャーから、クラスター内の他のキュー・マネージャーのメモリーをすべて除去し
ます。
REFRESH CLUSTER(INVENTORY) REPOS(YES)

2.すべてのクラスター・リソースが除去されるまで、キュー・マネージャーをモニターします。
DISPLAY CLUSQMGR(*) CLUSTER(INVENTORY)
DISPLAY QCLUSTER(*) CLUSTER(INVENTORY)
DISPLAY TOPIC(*) CLUSTER(INVENTORY)

関連概念
クラスター
クラスターのコンポーネント
関連資料
クラスター化と分散キューイングとの比較
キュー・マネージャーの保守
保守を実行するために、キュー・マネージャーをクラスターから中断および再開します。
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このタスクについて
クラスターの一部であるキュー・マネージャーの保守は、毎日のように行う必要があります。 例えば、キ
ューの中のデータのバックアップや、ソフトウェアに対する修正の適用が必要になります。 キュー・マネ
ージャーがいずれかのキューをホストしている場合は、その活動を中断する必要があります。 保守が完了
したら、キュー・マネージャーの活動を再開できます。

手順
1. SUSPEND QMGR runmqsc コマンドを発行して、キュー・マネージャーを中断します。

SUSPEND QMGR CLUSTER(SALES)

SUSPEND runmqsc コマンドは、このキュー・マネージャーが中断されたことを SALES クラスター内の
キュー・マネージャーに通知します。
SUSPEND QMGR コマンドの目的は、このキュー・マネージャーへのメッセージの送信をできれば避ける
ように、他のキュー・マネージャーにアドバイスすることだけです。 キュー・マネージャーが使用禁止
になるわけではありません。 このキュー・マネージャーが処理する必要があるメッセージの中には、引
き続きキュー・マネージャーに送信されるものもあります。例えば、このキュー・マネージャーがクラ
スター・キューの唯一のホストである場合などです。
キュー・マネージャーが中断している間、ワークロード管理ルーチンは、メッセージをこのキュー・マ
ネージャーに送信することを避けます。 このキュー・マネージャーが処理する必要があるメッセージに
は、ローカル・キュー・マネージャーが送信するメッセージがあります。
IBM MQ は、可能な場合は常にローカル・キュー・マネージャーを選択するのではなく、ワークロード・
バランシング・アルゴリズムを使用して、どの宛先が適しているかを判別します。
a) SUSPEND QMGR コマンドで FORCE オプションを使用して、以下のようにキュー・マネージャーの中
断を強制します。
SUSPEND QMGR CLUSTER(SALES) MODE(FORCE)

MODE(FORCE) は、クラスター内の他のキュー・マネージャーからのインバウンド・チャネルを強制
的に停止します。 MODE(FORCE) を指定しない場合は、デフォルトの MODE(QUIESCE) が適用され
ます。

2.必要な保守タスクがあれば、すべて実行します。
3.以下のように RESUME QMGR runmqsc コマンドを発行して、キュー・マネージャーを再開します。

RESUME QMGR CLUSTER(SALES)

タスクの結果
RESUME runmqsc コマンドは、キュー・マネージャーが再び使用可能になったことを完全リポジトリーに
通知します。 完全リポジトリー・キュー・マネージャーは、このキュー・マネージャーに関係する情報の
更新を要求していた他のキュー・マネージャーに、この通知情報を配布します。
クラスター伝送キューの保守
クラスター伝送キューを使用可能な状態に保つためにあらゆる作業を行います。 これらは、クラスターの
パフォーマンスには不可欠です。 z/OS では、クラスター伝送キューの INDXTYPE を
CORRELID に設定します。

始める前に
• クラスター伝送キューが満杯にならないようにしてください。
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• ALTER runmqsc コマンドを実行して、誤って GET DISABLED または PUT DISABLED に設定されること
がないように注意してください。

• クラスター伝送キューを保管するメディア  (例えば、z/OS ページ・セット) が満杯にならな
いようにしてください。

このタスクについて
以下の手順は、z/OS にのみ適用されます。

手順
クラスター伝送キューの INDXTYPE を CORRELID に設定します。

クラスター・キュー・マネージャーのリフレッシュ
REFRESH CLUSTER コマンドを使用して、ローカル・リポジトリーから自動定義チャネルおよび自動定義
クラスター・オブジェクトを除去できます。 メッセージは失われません。

始める前に
IBM サポートがこのコマンドの使用を要求する場合があります。 このコマンドを安易に使用しないでくだ
さい。 例えば、大規模なクラスターの場合、 REFRESH CLUSTER コマンドを使用すると、処理中のクラス
ターに悪影響が及ぶ可能性があります。その後、クラスター・オブジェクトが 27 日間隔で対象のキュー・
マネージャーすべてに状況の更新を自動的に送信する際にも同様のことが起こり得ます。 クラスタリン
グ: REFRESH CLUSTER の使用のベスト・プラクティスを参照してください。

このタスクについて
キュー・マネージャーはクラスター内でフレッシュ・スタートを行うことができます。 通常の環境では、
REFRESH CLUSTER コマンドを使用する必要はありません。

手順
キュー・マネージャーから REFRESH CLUSTER MQSC コマンドを実行して、自動定義クラスター・キュー・
マネージャーおよびキュー・オブジェクトをローカル・リポジトリーから除去します。
このコマンドにより、他のキュー・マネージャーを参照するオブジェクトのみが削除され、ローカル・キ
ュー・マネージャーに関連したオブジェクトは除去されません。 このコマンドにより、自動定義チャネル
も除去されます。 クラスター伝送キューにメッセージがないチャネルと、完全リポジトリー・キュー・マ
ネージャーに接続されていないチャネルも、このコマンドによって除去されます。

タスクの結果
事実上、REFRESH CLUSTER コマンドにより、キュー・マネージャーはその完全リポジトリー内容に関し
てコールド・スタートが可能になります。 IBM MQ は、キューのデータの消失が起こらないことを保証し
ています。
関連情報
クラスター化: REFRESH CLUSTER の使用に関するベスト・プラクティス
クラスター・キュー・マネージャーのリカバリー
REFRESH CLUSTER runmqsc コマンドを使用して、キュー・マネージャーに関するクラスター情報を最新
の状態にします。 特定時点のバックアップからキュー・マネージャーをリカバリーした後で、以下の手順
に従います。
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始める前に
特定時点のバックアップから、クラスター・キュー・マネージャーがリストアされています。

このタスクについて
クラスター内のキュー・マネージャーをリカバリーするには、キュー・マネージャーをリストアし、REFRESH
CLUSTER runmqsc コマンドを使用して、クラスター情報を最新の状態にします。
注 : 大規模クラスターでは、処理中のクラスターに REFRESH CLUSTER コマンドを使用すると、破壊的な
影響を及ぼす恐れがあります。その後、クラスター・オブジェクトが 27 日間隔で対象のキュー・マネージ
ャーすべてに状況の更新を自動的に送信する際にも同様のことが起こり得ます。 大規模クラスターでのリ
フレッシュはクラスターのパフォーマンスと可用性に影響を与える可能性があるを参照してください。

手順
キュー・マネージャーが参加しているすべてのクラスターについて、リストアされたキュー・マネージャ
ーで REFRESH CLUSTER コマンドを実行します。

次のタスク
その他のキュー・マネージャーで REFRESH CLUSTER コマンドを実行する必要はありません。
関連概念
クラスター化: REFRESH CLUSTER の使用に関するベスト・プラクティス
可用性のためのクラスター・チャネルの構成
適切な構成手順に従って、ネットワークの偶発的な停止が生じた場合に、クラスター・チャネルの稼働が
問題なく続行されるようにします。

始める前に
クラスターを使用すると、チャネルを定義する必要から解放されますが、引き続き保守は必要です。 クラ
スター内のキュー・マネージャー間の通信には、分散キューイングで使用されているものと同じチャネル
の技術が使用されています。 クラスター・チャネルを理解するには、次の事項を理解する必要があります。
• チャネルの動作方法
• チャネル状況の検索方法
• チャネル出口の使用方法

このタスクについて
特に以下の点について考慮してください。

手順
クラスター・チャネルを構成する際には、以下の点について検討してください。
• クラスター送信側チャネルおよびクラスター受信側チャネルの HBINT または KAINT の値には、多数の
ハートビートまたはキープアライブのフローによりネットワークに負荷がかからないようなものを選
択します。 10 秒未満のインターバルを設定した場合に、ネットワークの速度が低下して設定した長さ
の遅延が発生すると、偽の障害が報告されます。

• 障害を起こしたチャネル上に未確定のメッセージがあると、それは孤立メッセージになりますが、
BATCHHB 値を設定して、このようなメッセージの発生を許可する時間を短縮します。 バッチを埋める
のに長い時間がかかる場合、障害を起こしたチャネル上に未確定バッチが生じる可能性が高まります。
チャネル上のメッセージ・トラフィックが散発的でメッセージのバースト間隔が長い場合、バッチの障
害の発生の可能性が高くなります。

• チャネルのクラスター送信側が障害を起こし、その後、ハートビートまたはキープアライブによってそ
の障害が検出される前に再始動が試行された場合、問題が生じます。 チャネルのクラスター受信側がア
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クティブのままだと、チャネル送信側の再始動が拒否されます。 この障害を避けるために、クラスター
送信側チャネルが再始動を試行するときにクラスター受信側チャネルの終了と再始動が行われるよう
に調整してください。

IBM MQ for z/OS 上
ALTER QMGRの ADOPTMCA および ADOPTCHK パラメーターを使用して、アクティブなままのチャ
ネルのクラスター受信側の側の問題を制御します。

マルチプラットフォーム 上
qm.ini ファイルまたは Windows レジストリー内の AdoptNewMCA属性、 AdoptNewMCATimeout
属性、および AdoptNewMCACheck 属性を使用して、チャネルのクラスター受信側がアクティブの
ままである問題を制御します。

例
これらの設定をすべてのプラットフォームに実装する方法の例については、 237 ページの『推奨設定』 を
参照してください。
分散ネットワークに対する非同期コマンドが終了したことの確認
分散ネットワークでは、多くのコマンドが非同期コマンドとして使用されます。 コマンドによっては、ま
たコマンド発行時のネットワークの状態によっては、完了までにかなりの時間がかかる場合があります。
キュー・マネージャーは完了時にメッセージを発行しないため、コマンドが終了したことを他の方法で確
認する必要があります。

このタスクについて
クラスターに対して行う構成変更のほとんどすべてがたいてい非同期で完了します。 これは、クラスター
内で発生する内部管理やサイクルの更新によるものです。 パブリッシュ/サブスクライブ階層では、サブス
クリプションに影響を与えるすべての構成変更がたいてい非同期で完了します。 このことはコマンドの名
前からは分からないこともあります。
以下の MQSC コマンドはすべて非同期で完了します。 これらのコマンドにはそれぞれ PCF に相当するも
のがあり、そのほとんどは IBM MQ Explorer 内からも入手できます。 これらのコマンドは通常、ワークロ
ードのない小規模なネットワークで実行される場合は、数秒で完了します。 ただし、これは大規模で負荷
の高いネットワークには当てはまりません。 また、REFRESH CLUSTER コマンドは、特に複数のキュー・
マネージャーで同時に発行される場合にはそれよりもかなり長い時間がかかることもあります。
これらのコマンドが終了したことを確認するには、予期するオブジェクトがリモート・キュー・マネージ
ャーに存在することを確認します。

手順
• ALTER QMGR

ALTER QMGR PARENT コマンドの場合、DISPLAY PUBSUB TYPE(PARENT) ALL を使用して、要求し
た親との関係の状況を追跡してください。
ALTER QMGR REPOS コマンドおよび ALTER QMGR REPOSNL コマンドの場合、DISPLAY CLUSQMGR
QMTYPE を使用して完了を確認してください。

• DEFINE CHANNEL、ALTER CHANNEL、および DELETE CHANNEL

ALTER CHANNEL パラメーターの表にリストされているすべてのパラメーターについて、DISPLAY
CLUSQMGR コマンドを使用して、クラスターにいつ変更が伝搬されたかをモニターしてください。

• DEFINE NAMELIST、ALTER NAMELIST、および DELETE NAMELIST。
NAMELIST を QMgr オブジェクトの CLUSNL 属性で使用する場合、そのオブジェクトはキューまたはク
ラスター・チャネルの影響を受ける可能性があります。 必要に応じて、影響を受けるオブジェクトをモ
ニターしてください。
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SYSTEM.QPUBSUB.QUEUE.NAMELIST に対する変更は、パブリッシュ/サブスクライブ階層でのプロキ
シー・サブスクリプションの作成または取り消しに影響を与える可能性があります。 DISPLAY SUB
SUBTYPE(PROXY) コマンドを使用してこれをモニターしてください。

• DEFINE キュー、ALTER キュー、および DELETE キュー。
DISPLAY QUEUE コマンドからの戻り値として可能なパラメーターの表にリストされているすべてのパ
ラメーターについては、DISPLAY QCLUSTER コマンドを使用して、クラスターにいつ変更が伝搬され
たかをモニターしてください。

• DEFINE SUB、および DELETE SUB

最初のサブスクリプションをトピック・ストリングで定義する際、パブリッシュ/サブスクライブ階層ま
たはパブリッシュ/サブスクライブ・クラスターにプロキシー・サブスクリプションを作成することもで
きます。 同様に、トピック・ストリング上の最後のサブスクリプションを削除する際、パブリッシュ/
サブスクライブ階層またはパブリッシュ/サブスクライブ・クラスターでプロキシー・サブスクリプショ
ンを取り消すこともできます。
サブスクリプションを定義または削除しているコマンドが終了したことを確認するには、予期するプロ
キシー・サブスクリプションが分散ネットワーク内の他のキュー・マネージャーに存在するかどうか確
認します。 クラスターで直接ルーティング を使用する場合、クラスター内の他の部分リポジトリーに予
期するプロキシー・サブスクリプションが存在することを確認してください。 クラスターでトピック・
ホスト・ルーティング を使用する場合、一致するトピック・ホスト上に予期するプロキシー・サブスク
リプションが存在することを確認してください。 以下の MQSC コマンドを使用します。
DISPLAY SUB(*) SUBTYPE(PROXY)

これに相当する以下のサブスクライブおよびアンサブスクライブ MQI 呼び出しがクラスターまたは階
層で発行される場合には、これらの呼び出しに対して同じ確認を行ってください。
– MQSUB を使用してサブスクライブします。
– MQCO_REMOVE_SUB を指定した MQCLOSE を使用してアンサブスクライブします。

• DEFINE TOPIC、ALTER TOPIC、および DELETE TOPIC

クラスター化されたトピックを定義、変更、または削除するコマンドが終了したことを確認するには、
クラスター内の他の部分リポジトリー内のトピック (直接ルーティング を使用している場合)、または他
のトピック・ホスト上のトピック (トピック・ホスト・ルーティング を使用している場合) を表示しま
す。
DISPLAY TOPIC コマンドで表示できるパラメーターの表にリストされているすべてのパラメーターに
ついては、DISPLAY TCLUSTER コマンドを使用して、クラスターにいつ変更が伝搬されたかをモニタ
ーしてください。
注 :

– CLUSTER パラメーターは、パブリッシュ/サブスクライブ・クラスターでのプロキシー・サブスクリ
プションの作成または取り消しに影響を与える可能性があります。

– PROXYSUB パラメーターおよび SUBSCOPE パラメーターは、パブリッシュ/サブスクライブ階層また
はパブリッシュ/サブスクライブ・クラスターでのプロキシー・サブスクリプションの作成または取
り消しに影響を与える可能性があります。

– DISPLAY SUB SUBTYPE(PROXYSUB) コマンドを使用してこれをモニターしてください。
• REFRESH CLUSTER

REFRESH CLUSTER コマンドを実行している場合、クラスターのコマンド・キュー項目数をポーリング
してください。 それがゼロになるまで待機し、ゼロの状態にしたまま、オブジェクトを検索してくださ
い。
1.以下の MQSC コマンドを使用して、クラスター・コマンド・キューのサイズがゼロであることを確
認します。
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DISPLAY QL(SYSTEM.CLUSTER.COMMAND.QUEUE) CURDEPTH

2.キュー項目数がゼロに達するまで確認を繰り返し、後続の確認でゼロを維持します。
REFRESH CLUSTER コマンドは、オブジェクトを削除して再作成します。大きな構成の場合、完了まで
にかなりの時間がかかることがあります。 パブリッシュ/サブスクライブ・クラスターでの REFRESH
CLUSTER についての考慮事項を参照してください。

• REFRESH QMGR タイプ (PROXYSUB)

REFRESH QMGR TYPE(PROXYSUB) コマンドが終了したことを確認するには、分散ネットワーク内の他
のキュー・マネージャー上でプロキシー・サブスクリプションが修正されていることを確認してくださ
い。 クラスターで直接ルーティング を使用する場合、クラスター内の他の部分リポジトリー上でプロキ
シー・サブスクリプションが修正されていることを確認してください。 クラスターでトピック・ホス
ト・ルーティング を使用する場合、一致するトピック・ホスト上で、予期するプロキシー・サブスクリ
プションが修正されていることを確認してください。 以下の MQSC コマンドを使用します。
DISPLAY SUB(*) SUBTYPE(PROXYSUB)

• Reset Cluster

RESET CLUSTER コマンドが完了したことを確認するには、DISPLAY CLUSQMGR を使用します。
• RESET QMGR タイプ (PUBSUB)

RESET QMGR コマンドが完了したことを確認するには、DISPLAY PUBSUB TYPE(PARENT|CHILD) を
使用します。
注 : RESET QMGR コマンドにより、パブリッシュ/サブスクライブ階層またはパブリッシュ/サブスクラ
イブ・クラスターでプロキシー・サブスクリプションが取り消される可能性があります。 DISPLAY SUB
SUBTYPE(PROXYSUB) コマンドを使用してこれをモニターしてください。

• コマンドの完了が近づくにつれて、また完了したときにキュー項目数がゼロになる傾向がある他のシス
テム・キューを、モニターすることもできます。
例えば、SYSTEM.INTER.QMGR.CONTROL キューや SYSTEM.INTER.QMGR.FANREQ キューをモニター
することもできます。 クラスターにおけるプロキシー・サブスクリプションのトラフィックをモニター
するおよびパブリッシュ/サブスクライブ・ネットワークにおけるプロデューサーとコンシューマーのバ
ランシングを参照してください。

次のタスク
これらの確認によって非同期コマンドが終了したことを確認できない場合、エラーが発生する可能性があ
ります。 調査を行うには、コマンドが発行されたキュー・マネージャーのログをまず確認し、その後、(ク
ラスターで) クラスターのフル・リポジトリー・ログを確認してください。
関連資料

z/OS における CLUSTER コマンドの非同期の動作
クラスターとの間のルーティング・メッセージ
キュー別名、キュー・マネージャー別名、およびリモート・キュー定義を使用して、クラスターを外部の
キュー・マネージャーおよび他のクラスターに接続します。
クラスターとの間のメッセージのルーティングについて詳しくは、以下のサブトピックを参照してくださ
い。
関連概念
クラスター
クラスターのコンポーネント
395 ページの『キュー・マネージャー別名とクラスター』
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クラスターとの間でメッセージを送信するときにキュー・マネージャーの名前を隠蔽するには、およびク
ラスターに送信されるメッセージのワークロード・バランスを取るには、キュー・マネージャー別名を使
用します。
399 ページの『キュー別名とクラスター』
キュー別名を使用して、クラスター・キューの名前を非表示にしたり、キューをクラスター化したり、さ
まざまな属性やさまざまなアクセス制御を使用したりすることができます。
398 ページの『応答先キュー別名およびクラスター』
応答先キューの別名定義は、応答情報の代替名を指定するために使用します。 応答先キューの別名定義は、
分散キューイング環境の場合とまったく同様に、クラスターと一緒に使用できます。
関連タスク
296 ページの『キュー・マネージャー・クラスターの構成』
クラスターによって提供されるキュー・マネージャーを相互接続するためのメカニズムにより、初期構成
と継続的な管理を簡単に行えます。 クラスター・コンポーネントを定義し、クラスターを作成および管理
できます。
311 ページの『新規クラスターのセットアップ』
クラスター例をセットアップするには、これらの手順に従ってください。 クラスターを設定する方法は、
TCP/IP、LU 6.2、および単一の伝送キューまたは複数の伝送キューを使用する場合で別々に説明されてい
ます。 あるキュー・マネージャーから別のキュー・マネージャーにメッセージを送信することによって、
クラスターの動作をテストします。
関連資料
クラスター化と分散キューイングとの比較
クラスターへの要求/応答の構成
クラスターの外部にあるキュー・マネージャーからの要求/応答メッセージ・パスを構成します。 クラスタ
ーとの間の通信パスとしてゲートウェイ・キュー・マネージャーを使用して、クラスター内部の詳細を公
表しないようにします。

始める前に
383 ページの図 53 は、DEMO と呼ばれるクラスターの外部にある QM3 という名前のキュー・マネージャー
を示します。 QM3 は、クラスターをサポートしない IBM MQ 製品のキュー・マネージャーの場合がありま
す。 QM3 は、Q3 という名前のキューをホストします。このキューは、次のように定義されています。

DEFINE QLOCAL(Q3)

クラスターの内側には、QM1 および QM2 と呼ばれる 2 つのキュー・マネージャーがあります。 QM2 は、Q2
と呼ばれるクラスター・キューをホストしています。このキューは、次のように定義されています。
DEFINE QLOCAL(Q2) CLUSTER(DEMO)
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図 53. クラスターの外側にあるキュー・マネージャーからの書き込み
このタスクについて
以下の手順のアドバイスに従い、要求および応答メッセージのパスをセットアップしてください。

手順
1.クラスターに要求メッセージを送信する。
クラスターの外部にあるキュー・マネージャーが、クラスターの内部にある QM2 のキュー Q2 にメッセ
ージを書き込む方法について考えてみます。 クラスターの外部にあるキュー・マネージャーには、メッ
セージを書き込む対象となるクラスターのキューごとに QREMOTE 定義が必要です。
a) QM3 に Q2 のリモート・キューを定義する。
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DEFINE QREMOTE(Q2) RNAME(Q2) RQMNAME(QM2) XMITQ(QM1)

QM3 はクラスターの一部ではないので、QM3 は、分散キューイング技術を使用して通信を行う必要があ
ります。 したがって、QM3 には、送信側チャネルおよび QM1 への伝送キューも必要です。 QM1 には、
これに対応する受信側チャネルが必要です。 このチャネルおよび伝送キューは、383 ページの図 53 の
中では明示的に表示されていません。
この例では、QM3 のアプリケーションが MQPUT 呼び出しを発行してメッセージを Q2 に書き込みます。
QREMOTE 定義により、そのメッセージは、QM1 伝送キューからメッセージを取得している送信側チャネ
ルを使用して、QM2 の Q2 に転送されます。

2.クラスターから応答メッセージを受信する。
キュー・マネージャーの別名を使用して、クラスターの外部にあるキュー・マネージャーへの応答の戻
りパスを作成します。 ゲートウェイ QM1 は、クラスターの外部にあるキュー・マネージャー QM3 の別
名をキュー・マネージャーに通知します。 QM3 のキュー・マネージャー別名定義にクラスター属性を追
加することにより、クラスターの内側にあるキュー・マネージャーに QM3 を通知します。 キュー・マ
ネージャーの別名定義は、RNAME がブランクである以外は、リモート・キュー定義と同じです。
a) QM1 に QM3 のキュー・マネージャー別名を定義します。

DEFINE QREMOTE(QM3) RNAME(' ') RQMNAME(QM3) CLUSTER(DEMO)

QM1 から QM3 に応答を転送するために使用する伝送キューの名前の選択について考慮する必要があ
ります。 QREMOTE 定義で XMITQ 属性を省略することにより、伝送キューの名前は暗黙的に QM3 に
なります。 しかし、QM3 は、キュー・マネージャー別名を使用して、クラスター内の他のキュー・
マネージャーに通知しようとしている名前と同じ名前です。 IBM MQ では、伝送キューとキュー・
マネージャー別名の両方に、同じ名前を使用することはできません。 解決策の 1 つとして、QM3 へ
メッセージを転送するための伝送キューをキュー・マネージャー別名と異なる名前で作成します。

b)伝送キュー名を QREMOTE 定義で指定する。

DEFINE QREMOTE(QM3) RNAME(' ') RQMNAME(QM3) CLUSTER(DEMO) XMITQ(QM3.XMIT)

新しいキュー・マネージャー別名により、QM3.XMIT という名前の新しい伝送キューと QM3 キュー・
マネージャー別名が関連付けられます。 これは、簡単で正確な解決策ですが、まったく問題がない
わけではありません。 これは、伝送キューがターゲット・キュー・マネージャーと同じ名前を持つ
という、 伝送キューの命名規則に反しています。 伝送キューの命名規則を維持する別の解決策はあ
るのでしょうか?

リクエスターは、QM3 から送信される要求メッセージで、応答先キュー・マネージャー名としてデフ
ォルトで QM3 を渡すため、問題が発生します。 QM2 のサーバーは、QM3 の応答先キュー・マネージ
ャー名を使用して、応答で QM3 をアドレス指定します。 この解決策では、QM1 が、応答メッセージ
を返信するためのキュー・マネージャー別名として QM3 を通知する必要があるため、QM1 は QM3 を
伝送キューの名前として使用できなくなります。
キュー・マネージャー名への応答として QM3 を提供するデフォルトの代わりに、QM3 のアプリケー
ションは、QM1 に応答メッセージ用の応答先キュー・マネージャー別名を渡す必要があります。 ゲ
ートウェイ・キュー・マネージャー QM1 は、QM3 への応答に、QM3 そのものではなくキュー・マネ
ージャー別名を通知して、伝送キューの名前と競合しないようにします。

c) QM1 に QM3 のキュー・マネージャー別名を定義します。

DEFINE QREMOTE(QM3.ALIAS) RNAME(' ') RQMNAME(QM3) CLUSTER(DEMO)

構成コマンドに 2 つ変更を加える必要があります。
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i) QM1 の QREMOTE で、クラスターの他のキュー・マネージャーに対してキュー・マネージャー別
名 QM3.ALIAS を通知し、この別名を実際のキュー・マネージャー QM3 の名前と関連付けます。
QM3 は、再び、QM3 への応答キューを返信するための伝送キューの名前になります。

ii)クライアント・アプリケーションで、要求メッセージを構成する際に、応答先キュー・マネージ
ャーの名前として QM3.ALIAS を指定する必要があります。 以下の 2 つの方法のいずれかで、ク
ライアント・アプリケーションに対して QM3.ALIAS を指定できます。
• MQMD 内の MQPUT によって構成されている応答先キュー・マネージャー名フィールドで、
QM3.ALIAS をコーディングする。 応答に動的キューを使用している場合は、この方法で行わ
なければなりません。

• 応答先キュー名を指定する場合は、応答先キューではなく、応答先キュー別名の Q3.ALIAS を
使用する。
DEFINE QREMOTE(Q3.ALIAS) RNAME(Q3) RQMNAME(QM3.ALIAS)

次のタスク
注 : 応答先キュー別名の使用を AMQSREQ0 によって示すことはできません。 AMQSREQ0 は、パラメーター
3 に指定されているキュー名か、デフォルトの SYSTEM.SAMPLE.REPLY モデル・キューを使用して、応答
先キューをオープンします。 MQPUT の応答先キュー・マネージャー別名を指定するためには、応答先キュ
ー別名が含まれている別のパラメーターを指定してサンプルを変更する必要があります。
関連概念
キュー・マネージャー別名とクラスター
クラスターとの間でメッセージを送信するときにキュー・マネージャーの名前を隠蔽するには、およびク
ラスターに送信されるメッセージのワークロード・バランスを取るには、キュー・マネージャー別名を使
用します。
応答先キュー別名およびクラスター
応答先キューの別名定義は、応答情報の代替名を指定するために使用します。 応答先キューの別名定義は、
分散キューイング環境の場合とまったく同様に、クラスターと一緒に使用できます。
キュー別名とクラスター
キュー別名を使用して、クラスター・キューの名前を非表示にしたり、キューをクラスター化したり、さ
まざまな属性やさまざまなアクセス制御を使用したりすることができます。
関連タスク
クラスターからの要求/応答の構成
クラスターからクラスター外部にあるキュー・マネージャーへの要求/応答メッセージ・パスを構成します。
ゲートウェイ・キュー・マネージャーを使用して、クラスター内部のキュー・マネージャーがクラスター
外部と通信する方法の詳細を非公開にします。
クラスター外部からのワークロード・バランシングの構成
クラスター外部にあるキュー・マネージャーからクラスター・キューのコピーへのメッセージ・パスを構
成します。 その結果、クラスター外部からクラスター・キューの各インスタンスへの要求のワークロード・
バランシングが行われます。
クラスター間のメッセージ・パスの構成
ゲートウェイ・キュー・マネージャーを使用して、複数のクラスターを一緒に接続します。 ゲートウェイ・
キュー・マネージャーでクラスター・キューまたはクラスター・キュー・マネージャーの別名を定義して、
すべてのクラスターでキューまたはキュー・マネージャーを認識できるようにします。
385 ページの『クラスターのターゲット・キュー・マネージャーの名前の非公表』
キュー・マネージャー名を指定せずに、クラスター内のキュー・マネージャーで定義されているクラスタ
ー・キューにメッセージを転送します。
クラスターのターゲット・キュー・マネージャーの名前の非公表
キュー・マネージャー名を指定せずに、クラスター内のキュー・マネージャーで定義されているクラスタ
ー・キューにメッセージを転送します。
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始める前に
• クラスター内部にあるキュー・マネージャーの名前が、クラスター外部にあるキュー・マネージャーに知
られないようにします。
– クラスター内部のキューをホストするキュー・マネージャーへの参照を解決すると、ワークロード・
バランシングを行うための柔軟性がなくなります。

– また、クラスター内のキューをホストするキュー・マネージャーを変更しにくくなります。
– 代わりに、RQMNAME をクラスター管理者が指定したキュー・マネージャー別名に置き換えます。
– 385 ページの『クラスターのターゲット・キュー・マネージャーの名前の非公表』では、キュー・マ
ネージャー別名を使用して、クラスター外部のキュー・マネージャーをクラスター内部のキュー・マ
ネージャーの管理から分離することについて説明されています。

• しかし、伝送キューの名前の付け方としては、ターゲット・キュー・マネージャーの名前を付けることが
勧められています。 伝送キューの名前により、クラスター内のキュー・マネージャーの名前が分かりま
す。 従うルールを選択する必要があります。 伝送キューの名前にキュー・マネージャー名を使用するか、
それともクラスター名を使用するか選択できます。
ゲートウェイ・キュー・マネージャー名を使用して伝送キューに名前を付ける
クラスター外部のキュー・マネージャーにゲートウェイ・キュー・マネージャー名を開示すること
は、クラスター・キュー・マネージャー名を公表しないというルールの例外として妥当です。

クラスターの名前を使用して伝送キューに名前を付ける
ターゲット・キュー・マネージャーの名前を使用するという伝送キューの命名規則に従わない場合
は、クラスター名を使用してください。

このタスクについて
382 ページの『クラスターへの要求/応答の構成』の作業を変更して、クラスター内部にあるターゲット・
キュー・マネージャーの名前を非公開にします。

手順
例 (387 ページの図 54 を参照) で、ゲートウェイ・キュー・マネージャー QM1 に DEMO というキュー・マ
ネージャー別名を定義します。
DEFINE QREMOTE(DEMO) RNAME(' ') RQMNAME(' ')
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図 54. クラスターの外側にあるキュー・マネージャーからの書き込み
QM1 上の QREMOTE 定義により、キュー・マネージャー別名 DEMO がゲートウェイ・キュー・マネージャー
に認識されます。 QM3、 クラスター外のキュー・マネージャーは、実際のキュー・マネージャー名を使用
するのではなく、キュー・マネージャー別名 DEMO を使用して、 DEMO上のクラスター・キューにメッセー
ジを送信することができます。
クラスターに接続する伝送キューの名前にクラスター名を使用する規則を採用する場合、Q2 のリモート・
キュー定義は次のようになります。

DEFINE QREMOTE(Q2) RNAME(Q2) RQMNAME(DEMO) XMIT(DEMO)
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タスクの結果
DEMO の Q2 宛のメッセージは、DEMO 伝送キューに入れられます。 伝送キューから送信側チャネルにより
ゲートウェイ・キュー・マネージャー QM1 に転送されます。 ゲートウェイ・キュー・マネージャーは、ク
ラスター・キュー Q2 をホストする、クラスター内のいずれかのキュー・マネージャーにメッセージを転送
します。
クラスターからの要求/応答の構成
クラスターからクラスター外部にあるキュー・マネージャーへの要求/応答メッセージ・パスを構成します。
ゲートウェイ・キュー・マネージャーを使用して、クラスター内部のキュー・マネージャーがクラスター
外部と通信する方法の詳細を非公開にします。

始める前に
389 ページの図 55 は、クラスター DEMO 内部のキュー・マネージャー QM2 を示します。 このキュー・マ
ネージャーは、クラスター外部のキュー・マネージャーにホストされるキュー Q3 に要求を送信します。 応
答は、クラスター内部にある QM2 の Q2 に返されます。
クラスター外部にあるキュー・マネージャーと通信するために、クラスター内部にある 1 つ以上のキュー・
マネージャーがゲートウェイとして機能します。 ゲートウェイ・キュー・マネージャーには、クラスター
外部にあるキュー・マネージャーへの通信パスがあります。 この例では、QM1 がゲートウェイです。
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図 55. クラスターの外側にあるキュー・マネージャーへの書き込み
このタスクについて
以下の指示に従い、要求および応答メッセージのパスをセットアップしてください。

手順
1.クラスターから要求メッセージを送信する。
クラスター内部にあるキュー・マネージャー QM2 が、クラスター外部にある QM3 のキュー Q3 にメッセ
ージを書き込む方法について考えてみます。
a) QM1 で QREMOTE 定義を作成して、リモート・キュー Q3 をクラスターに通知します。

DEFINE QREMOTE(Q3) RNAME(Q3) RQMNAME(QM3) CLUSTER(DEMO)
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このキュー・マネージャーには、クラスター外部にあるキュー・マネージャーへの送信側チャネルと伝
送キューもあります。 QM3 には、これに対応する受信側チャネルがあります。 このチャネルは、389 ペ
ージの図 55 には示されていません。
QM2 のアプリケーションは、宛先キューと応答の送信先となるキューを指定して、MQPUT 呼び出しを発
行します。 宛先キューは Q3 で、応答先キューは Q2 です。
メッセージは、QM1 に送信されます。QM1 では、そのリモート・キュー定義を使用して、QM3 の Q3 へ
のキュー名を解決します。

2.クラスター外部にあるキュー・マネージャーから応答メッセージを受信する。
クラスター外部にあるキュー・マネージャーには、メッセージの送信先となるクラスター内のキュー・
マネージャーごとにキュー・マネージャー別名が必要です。 キュー・マネージャーの別名には、ゲート
ウェイ・キュー・マネージャーへの伝送キューの名前を指定する必要もあります。 この例では、QM3 に
は QM2 に関するキュー・マネージャーの別名定義が必要です。
a) QM3 でキュー・マネージャー別名 QM2 を作成します。

DEFINE QREMOTE(QM2) RNAME(' ') RQMNAME(QM2) XMITQ(QM1)

QM3 には QM1 への送信側チャネルおよび伝送キューも必要になります。また、QM1 にはこれに対応する
受信側チャネルが必要になります。
QM3 のアプリケーション app3 は、次に、MQPUT 呼び出しを発行してキュー名 Q2 およびキュー・マネ
ージャー名 QM2 を指定することによって、QM2 に応答できます。

次のタスク
クラスターからの経路を複数定義することができます。
関連概念
キュー・マネージャー別名とクラスター
クラスターとの間でメッセージを送信するときにキュー・マネージャーの名前を隠蔽するには、およびク
ラスターに送信されるメッセージのワークロード・バランスを取るには、キュー・マネージャー別名を使
用します。
応答先キュー別名およびクラスター
応答先キューの別名定義は、応答情報の代替名を指定するために使用します。 応答先キューの別名定義は、
分散キューイング環境の場合とまったく同様に、クラスターと一緒に使用できます。
キュー別名とクラスター
キュー別名を使用して、クラスター・キューの名前を非表示にしたり、キューをクラスター化したり、さ
まざまな属性やさまざまなアクセス制御を使用したりすることができます。
関連タスク
クラスターへの要求/応答の構成
クラスターの外部にあるキュー・マネージャーからの要求/応答メッセージ・パスを構成します。 クラスタ
ーとの間の通信パスとしてゲートウェイ・キュー・マネージャーを使用して、クラスター内部の詳細を公
表しないようにします。
クラスター外部からのワークロード・バランシングの構成
クラスター外部にあるキュー・マネージャーからクラスター・キューのコピーへのメッセージ・パスを構
成します。 その結果、クラスター外部からクラスター・キューの各インスタンスへの要求のワークロード・
バランシングが行われます。
クラスター間のメッセージ・パスの構成
ゲートウェイ・キュー・マネージャーを使用して、複数のクラスターを一緒に接続します。 ゲートウェイ・
キュー・マネージャーでクラスター・キューまたはクラスター・キュー・マネージャーの別名を定義して、
すべてのクラスターでキューまたはキュー・マネージャーを認識できるようにします。
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クラスター外部からのワークロード・バランシングの構成
クラスター外部にあるキュー・マネージャーからクラスター・キューのコピーへのメッセージ・パスを構
成します。 その結果、クラスター外部からクラスター・キューの各インスタンスへの要求のワークロード・
バランシングが行われます。

始める前に
382 ページの『クラスターへの要求/応答の構成』の 383 ページの図 53 に示されているように、例を構成
します。

このタスクについて
このシナリオでは、 392 ページの図 56のクラスター外部のキュー・マネージャー QM3 が、キュー Q2に
要求を送信します。 Q2 は、クラスター DEMO 内の 2 つのキュー・マネージャー QM2 および QM4 によって
ホストされます。 両方のキュー・マネージャーは、ワークロード・バランシングを使用するために、デフ
ォルトのバインド・オプション NOTFIXED で構成されています。 クラスター外部にあるキュー・マネージ
ャー QM3 からの要求は、QM1 を介して Q2 のいずれかのインスタンスに送信されます。
QM3 はクラスターの一部ではないので、分散キューイング技術を使用して通信します。 このキュー・マネ
ージャーには、送信側チャネルと QM1 への伝送キューが必要です。 QM1 には、これに対応する受信側チャ
ネルが必要です。 このチャネルおよび伝送キューは、392 ページの図 56 の中では明示的に表示されてい
ません。
以下の手順は、382 ページの『クラスターへの要求/応答の構成』の 383 ページの図 53 を拡張しています。

手順
1. QM3 に Q2 の QREMOTE 定義を作成します。

DEFINE QREMOTE(Q2) RNAME(Q2) RQMNAME(Q3) XMITQ(QM1)

QM3 がメッセージを書き込むクラスター内のキューごとに QREMOTE 定義を作成します。
2. QM1 でキュー・マネージャー別名 Q3 を作成します。

DEFINE QREMOTE(Q3) RNAME(' ') RQMNAME(' ')

Q3 は実際のキュー・マネージャー名ではありません。 クラスター内の、キュー・マネージャー別名 Q3
とブランク ' ' を同等にするキュー・マネージャー別名定義の名前です。

3. QM2 と QM4 のそれぞれで、Q2 というローカル・キューを定義します。

DEFINE QLOCAL(Q2) CLUSTER(DEMO) DEFBIND(NOTFIXED)

4.ゲートウェイ・キュー・マネージャー QM1 には、特別な定義はありません。
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タスクの結果

図 56. クラスターの外側にあるキュー・マネージャーからの書き込み
QM3 のアプリケーションが MQPUT 呼び出しを発行してメッセージを Q2 に書き込むとき、QM3 上には
QREMOTE 定義があるため、このメッセージは、ゲートウェイ・キュー・マネージャー QM1 を経由してルー
ティングされます。 QM1 はメッセージを受け取ると、このメッセージが Q2 というキューを対象としてい
ると認識し、ネーム・レゾリューションを実行します。 QM1 は、自身のローカル定義を調べますが、Q2 に
ついては検出されません。 次に、QM1 は自身のクラスター構成を調べ、クラスター DEMO 内の Q2 の 2 つの
インスタンスを認識していることを突き止めます。 これで QM1 は、ワークロード・バランシングを使用し
て QM2 および QM4 に置かれている Q2 のインスタンス間でメッセージを分散できるようになりました。
関連概念
キュー・マネージャー別名とクラスター
クラスターとの間でメッセージを送信するときにキュー・マネージャーの名前を隠蔽するには、およびク
ラスターに送信されるメッセージのワークロード・バランスを取るには、キュー・マネージャー別名を使
用します。
応答先キュー別名およびクラスター
応答先キューの別名定義は、応答情報の代替名を指定するために使用します。 応答先キューの別名定義は、
分散キューイング環境の場合とまったく同様に、クラスターと一緒に使用できます。
キュー別名とクラスター
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キュー別名を使用して、クラスター・キューの名前を非表示にしたり、キューをクラスター化したり、さ
まざまな属性やさまざまなアクセス制御を使用したりすることができます。
名前の解決
関連タスク
クラスターへの要求/応答の構成
クラスターの外部にあるキュー・マネージャーからの要求/応答メッセージ・パスを構成します。 クラスタ
ーとの間の通信パスとしてゲートウェイ・キュー・マネージャーを使用して、クラスター内部の詳細を公
表しないようにします。
クラスターからの要求/応答の構成
クラスターからクラスター外部にあるキュー・マネージャーへの要求/応答メッセージ・パスを構成します。
ゲートウェイ・キュー・マネージャーを使用して、クラスター内部のキュー・マネージャーがクラスター
外部と通信する方法の詳細を非公開にします。
クラスター間のメッセージ・パスの構成
ゲートウェイ・キュー・マネージャーを使用して、複数のクラスターを一緒に接続します。 ゲートウェイ・
キュー・マネージャーでクラスター・キューまたはクラスター・キュー・マネージャーの別名を定義して、
すべてのクラスターでキューまたはキュー・マネージャーを認識できるようにします。
関連資料
キュー名の解決
クラスター間のメッセージ・パスの構成
ゲートウェイ・キュー・マネージャーを使用して、複数のクラスターを一緒に接続します。 ゲートウェイ・
キュー・マネージャーでクラスター・キューまたはクラスター・キュー・マネージャーの別名を定義して、
すべてのクラスターでキューまたはキュー・マネージャーを認識できるようにします。

このタスクについて
すべてのキュー・マネージャーを 1 つの大型クラスターにまとめる代わりに、多数の小型クラスターを使
用できます。 この場合、各クラスター内の、1 つ以上のキュー・マネージャーをブリッジとして機能させ
ます。 この長所は、複数のクラスター間でのキュー名およびキュー・マネージャー名の可視性を制限でき
ることです。 クラスターのオーバーラップを参照してください。 別名を使用してキューの名前とキュー・
マネージャーの名前を変更し、名前が競合しないようにしたり、ローカル命名規則に適合させたりするこ
とができます。

IBM MQの構成  393



図 57. 複数のクラスターにわたるブリッジ化
394 ページの図 57 には、2 つのクラスターと両者の間をつなぐブリッジを示します。 ブリッジは、複数の
場合もあります。
次の手順を使用して、クラスターを構成してください。

手順
1. QM1 にクラスター・キュー Q1 を定義する。

DEFINE QLOCAL(Q1) CLUSTER(CORNISH)

2. QM3 にクラスター・キュー Q3 を定義する。

DEFINE QLOCAL(Q3) CLUSTER(WINDSOR)

3. QM2 で、CORNISHWINDSOR と呼ばれる名前リストを作成する。これには両方のクラスターの名前が格
納されます。
DEFINE NAMELIST(CORNISHWINDSOR) DESCR('CornishWindsor namelist')
NAMES(CORNISH, WINDSOR)

4. QM2 にクラスター・キュー Q2 を定義する

DEFINE QLOCAL(Q2) CLUSNL(CORNISHWINDSOR)
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次のタスク
QM2 は、両方のクラスターのメンバーであり、両者の間のブリッジでもあります。 ブリッジを介して認識
させる必要があるキューごとに、ブリッジの QALIAS 定義が必要になります。 394 ページの図 57 の例で
は、QM2 で次の定義が必要です。

DEFINE QALIAS(MYQ3) TARGET(Q3) CLUSTER(CORNISH) DEFBIND(NOTFIXED)

CORNISH 内のキュー・マネージャー (例えば QM1) に接続されたアプリケーションは、キュー別名を使用し
て、Q3 にメッセージを書き込むことができます。 Q3 は MYQ3 として参照されます。 メッセージは、QM3
の Q3 に転送されます。
キューをオープンするときに、DEFBIND を NOTFIXED か QDEF のいずれかに設定する必要があります。
DEFBIND がデフォルト (OPEN) のままの場合には、キュー・マネージャーは別名定義を、そのホストとな
るブリッジ・キュー・マネージャーに解決します。 この場合、ブリッジはメッセージを転送しません。
認識させたいキュー・マネージャーごとに、キュー・マネージャーの別名定義が必要です。 例えば、QM2
で次の定義が必要です。
DEFINE QREMOTE(QM1) RNAME(' ') RQMNAME(QM1) CLUSTER(WINDSOR)

MQOPEN 呼び出しに QM1 の名前を明示的に指定することによって、WINDSOR 内のキュー・マネージャー
(例えば QM3) に接続されたアプリケーションが QM1 のいずれかのキューにメッセージを書き込むことがで
きます。
関連概念
キュー・マネージャー別名とクラスター
クラスターとの間でメッセージを送信するときにキュー・マネージャーの名前を隠蔽するには、およびク
ラスターに送信されるメッセージのワークロード・バランスを取るには、キュー・マネージャー別名を使
用します。
応答先キュー別名およびクラスター
応答先キューの別名定義は、応答情報の代替名を指定するために使用します。 応答先キューの別名定義は、
分散キューイング環境の場合とまったく同様に、クラスターと一緒に使用できます。
キュー別名とクラスター
キュー別名を使用して、クラスター・キューの名前を非表示にしたり、キューをクラスター化したり、さ
まざまな属性やさまざまなアクセス制御を使用したりすることができます。
関連タスク
クラスターへの要求/応答の構成
クラスターの外部にあるキュー・マネージャーからの要求/応答メッセージ・パスを構成します。 クラスタ
ーとの間の通信パスとしてゲートウェイ・キュー・マネージャーを使用して、クラスター内部の詳細を公
表しないようにします。
クラスターからの要求/応答の構成
クラスターからクラスター外部にあるキュー・マネージャーへの要求/応答メッセージ・パスを構成します。
ゲートウェイ・キュー・マネージャーを使用して、クラスター内部のキュー・マネージャーがクラスター
外部と通信する方法の詳細を非公開にします。
クラスター外部からのワークロード・バランシングの構成
クラスター外部にあるキュー・マネージャーからクラスター・キューのコピーへのメッセージ・パスを構
成します。 その結果、クラスター外部からクラスター・キューの各インスタンスへの要求のワークロード・
バランシングが行われます。
キュー・マネージャー別名とクラスター
クラスターとの間でメッセージを送信するときにキュー・マネージャーの名前を隠蔽するには、およびク
ラスターに送信されるメッセージのワークロード・バランスを取るには、キュー・マネージャー別名を使
用します。
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キュー・マネージャーの別名は、ブランクの RNAME を持つリモート・キュー定義を使用して作成されます
が、これには以下に示す 5 つの使用法があります。
メッセージ送信時のキュー・マネージャー名の再マップ
キュー・マネージャーの別名を使用すると、MQOPEN 呼び出しで指定されたキュー・マネージャー名を
別のキュー・マネージャーに再マップすることができます。 クラスター・キュー・マネージャーも可
能です。 例えば、キュー・マネージャーには、次のようなキュー・マネージャーの別名定義が存在す
る場合があります。
DEFINE QREMOTE(YORK) RNAME(' ') RQMNAME(CLUSQM)

CLUSQM というキュー・マネージャーの別名として YORK を使用できます。 これが定義されたキュー・
マネージャーのアプリケーションがキュー・マネージャー YORK にメッセージを書き込むと、ローカ
ル・キュー・マネージャーは名前を CLUSQM に解決します。 ローカル・キュー・マネージャーが CLUSQM
という名前でない場合、メッセージはクラスター伝送キューに書き込まれて CLUSQM に転送されます。
伝送ヘッダーも変更され、YORK の代わりに CLUSQM が使用されます。
注 : 定義は、それを行うキュー・マネージャーにのみ適用されます。 クラスター全体に別名を通知する
には、リモート・キュー定義に CLUSTER 属性を追加する必要があります。 次に、他のキュー・マネー
ジャーからの YORK 宛だったメッセージが、CLUSQM に送信されます。

メッセージ送信時の伝送キューの変更または指定
別名割り当てを使用して、非クラスター・システムにクラスターを参加させることができます。 例え
ば、クラスター ITALY 内のキュー・マネージャーが、そのクラスター外の PALERMO というキュー・マ
ネージャーと通信することができます。 通信するには、クラスター内のキュー・マネージャーの 1 つ
がゲートウェイの機能を果たす必要があります。 ゲートウェイ・キュー・マネージャーから、次のコ
マンドを発行します。
DEFINE QREMOTE(ROME) RNAME(' ') RQMNAME(PALERMO) XMITQ(X) CLUSTER(ITALY)

このコマンドは、キュー・マネージャー別名定義です。 ROME をキュー・マネージャーと定義して通知
します。クラスター ITALY 内のキュー・マネージャーからのメッセージは、このキュー・マネージャ
ーを介して、PALERMO の宛先にマルチホップして到達できます。 キュー・マネージャー名を ROME に
設定して開かれたキューに書き込まれたメッセージは、キュー・マネージャー別名が定義されたゲート
ウェイ・キュー・マネージャーに送信されます。 到達したメッセージは伝送キュー X に書き込まれ、
非クラスター・チャネルによってキュー・マネージャー PALERMO に転送されます。
この例で ROME という名前を選択したことは、重要ではありません。 QREMOTE と RQMNAME の値は、
同じ場合があります。

メッセージ受信時の宛先指定
キュー・マネージャーはメッセージを受信すると、宛先キューとキュー・マネージャーの名前を伝送ヘ
ッダーから抽出します。 伝送ヘッダー内のキュー・マネージャーと同じ名前のキュー・マネージャー
別名定義を探します。 見つかると、伝送ヘッダー内のキュー・マネージャー名の代わりに、キュー・
マネージャー別名定義での RQMNAME を使用します。
キュー・マネージャーの別名をこのように使用する理由は、次の 2 つです。
• メッセージを別のキュー・マネージャーに送信するため
• キュー・マネージャー名を変更して、ローカル・キュー・マネージャーと同じ名前にするため

ゲートウェイ・キュー・マネージャーでキュー・マネージャー別名を使用して、それぞれ異なるクラスタ
ー内にあるキュー・マネージャーの間でメッセージをルーティングする
アプリケーションは、キュー・マネージャー別名を使用して、別のクラスター内のキューにメッセージ
を送信できます。 このキューは、クラスター・キューである必要はありません。 キューは、1 つのク
ラスター内に定義されます。 アプリケーションは、別のクラスター内にあるキュー・マネージャーに
接続されます。 ゲートウェイ・キュー・マネージャーが、この 2 つのクラスターを接続します。 キュ
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ーがクラスター・キューとして定義されていない場合、正しいルーティングが行われるためには、アプ
リケーションがキュー名とクラスター化されたキュー・マネージャー別名を使用してキューをオープン
する必要があります。 構成例については、346 ページの『ゲートウェイ・キュー・マネージャーを使
用した 2 つのオーバーラップするクラスターの作成』を参照してください。図 1 に示されている応答メ
ッセージ・フローは、その構成例から引用しています。
この図は、応答メッセージが (RQと呼ばれる) 一時動的キュー に戻すためにたどるパスを示していま
す。 QM3 に接続されているサーバー・アプリケーションは、キュー・マネージャー名 QM2 を使用して
応答キューを開きます。 キュー・マネージャー名 QM2 は、QM1上でクラスター・キュー・マネージャ
ー別名として定義されます。 QM3 は、応答メッセージを QM1 に経路指定します。 QM1 は、メッセージ
を QM2 に経路指定します。

図 58. 応答メッセージを異なるクラスターに返すためのキュー・マネージャー別名の使用
このルーティングは、次のようにして行われます。 QM1 では、各クラスター内のすべてのキュー・マ
ネージャーにキュー・マネージャー別名定義があります。 これらの別名は、すべてのクラスターでク
ラスター化されます。 それぞれの別名からキュー・マネージャーへと向かうグレーの破線矢印は、各
キュー・マネージャー別名が、クラスターのうちの少なくとも 1 つにある実際のキュー・マネージャー
に解決されることを示します。 この場合、QM2 別名はクラスター CL1 と CL2 の両方でクラスター化さ
れ、CL1 内の実際のキュー・マネージャー QM2 に解決されます。 サーバー・アプリケーションは、応
答先キュー名 RQ、および応答先キュー・マネージャー名 QM2 を使用して応答メッセージを作成しま
す。 キュー・マネージャーの別名定義 QM2 がクラスター CL2 内の QM1 で定義されており、キュー・マ
ネージャー QM2 がクラスター CL2 内にないため、メッセージは QM1 に経路指定されます。 メッセージ
をターゲット・キュー・マネージャーに送信できないことから、この別名定義を持つキュー・マネージ
ャーにメッセージが送信されます。
QM1 は、メッセージを QM1 上のクラスター伝送キューに入れ、QM2 に転送します。 QM1 はメッセージ
を QM2 に経路指定します。これは、QM1 の QM2 でのキュー・マネージャー別名定義が QM2 を実際のタ
ーゲット・キュー・マネージャーとして定義しているためです。 別名定義が参照できるのは、実際の
定義だけで、自身を参照することはできないため、この定義は循環しません。 QM1 と QM2 の両方が同
じクラスター CL1 にあるため、実際の定義は QM1 によって解決されます。 QM1 は、CL1のリポジトリ
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ーから QM2 の接続情報を検出し、メッセージを QM2 に経路指定します。 メッセージが QM1 によって転
送されるようにするには、サーバー・アプリケーションが、オプション DEFBIND を
MQBND_BIND_NOT_FIXED に設定した状態で応答キューを開いている必要があります。 サーバー・ア
プリケーションがオプション MQBND_BIND_ON_OPEN で応答キューを開いている場合、メッセージは
転送されず、送達不能キューに入ります。

キュー・マネージャーをクラスターへのゲートウェイとして使用して、クラスター外から来るメッセージ
のワークロード・バランシングを行う
クラスター内の複数のキュー・マネージャーに EDINBURGH というキューを定義します。 クラスター外
からそのキューに来るメッセージのワークロードのバランスを取るためのクラスター化メカニズムが
必要です。
クラスターの外側にあるキュー・マネージャーは、クラスター内の 1 つのキュー・マネージャーへの伝
送キューと送信側チャネルを必要とします。 このキューをゲートウェイ・キュー・マネージャーとい
います。 デフォルトの ワークロード・バランシング・メカニズムを利用するためには、以下のいずれ
かのルールが該当しなければなりません。
• ゲートウェイ・キュー・マネージャーに、EDINBURGH キューのインスタンスが含まれていないこと。
• ゲートウェイ・キュー・マネージャーが ALTER QMGR で CLWLUSEQ(ANY) を指定していること。
クラスター外に起因するワークロード・バランシングの例については、391 ページの『クラスター外部
からのワークロード・バランシングの構成』を参照してください。

関連概念
応答先キュー別名およびクラスター
応答先キューの別名定義は、応答情報の代替名を指定するために使用します。 応答先キューの別名定義は、
分散キューイング環境の場合とまったく同様に、クラスターと一緒に使用できます。
キュー別名とクラスター
キュー別名を使用して、クラスター・キューの名前を非表示にしたり、キューをクラスター化したり、さ
まざまな属性やさまざまなアクセス制御を使用したりすることができます。
関連タスク
クラスターへの要求/応答の構成
クラスターの外部にあるキュー・マネージャーからの要求/応答メッセージ・パスを構成します。 クラスタ
ーとの間の通信パスとしてゲートウェイ・キュー・マネージャーを使用して、クラスター内部の詳細を公
表しないようにします。
クラスターからの要求/応答の構成
クラスターからクラスター外部にあるキュー・マネージャーへの要求/応答メッセージ・パスを構成します。
ゲートウェイ・キュー・マネージャーを使用して、クラスター内部のキュー・マネージャーがクラスター
外部と通信する方法の詳細を非公開にします。
クラスター外部からのワークロード・バランシングの構成
クラスター外部にあるキュー・マネージャーからクラスター・キューのコピーへのメッセージ・パスを構
成します。 その結果、クラスター外部からクラスター・キューの各インスタンスへの要求のワークロード・
バランシングが行われます。
クラスター間のメッセージ・パスの構成
ゲートウェイ・キュー・マネージャーを使用して、複数のクラスターを一緒に接続します。 ゲートウェイ・
キュー・マネージャーでクラスター・キューまたはクラスター・キュー・マネージャーの別名を定義して、
すべてのクラスターでキューまたはキュー・マネージャーを認識できるようにします。
応答先キュー別名およびクラスター
応答先キューの別名定義は、応答情報の代替名を指定するために使用します。 応答先キューの別名定義は、
分散キューイング環境の場合とまったく同様に、クラスターと一緒に使用できます。
以下に例を示します。

398  IBM MQ の構成



• キュー・マネージャー VENICE にあるアプリケーションは、MQPUT 呼び出しを使用して、メッセージを
キュー・マネージャー PISA に送信します。 アプリケーションは、以下の応答先キュー情報をメッセー
ジ記述子に提供します。
ReplyToQ='QUEUE'
ReplyToQMgr=''

• QUEUE に送信された応答を PISA の OTHERQ で受信できるようにするには、VENICE で応答先キューの別
名として使用するリモート・キューの定義を作成します。 この別名が有効なのは、別名が作成されたシ
ステム上だけです。
DEFINE QREMOTE(QUEUE) RNAME(OTHERQ) RQMNAME(PISA)

RQMNAME 自体がクラスター・キュー・マネージャーである場合でも、RQMNAME と QREMOTE に同じ名前を
指定することができます。
関連概念
キュー・マネージャー別名とクラスター
クラスターとの間でメッセージを送信するときにキュー・マネージャーの名前を隠蔽するには、およびク
ラスターに送信されるメッセージのワークロード・バランスを取るには、キュー・マネージャー別名を使
用します。
キュー別名とクラスター
キュー別名を使用して、クラスター・キューの名前を非表示にしたり、キューをクラスター化したり、さ
まざまな属性やさまざまなアクセス制御を使用したりすることができます。
関連タスク
クラスターへの要求/応答の構成
クラスターの外部にあるキュー・マネージャーからの要求/応答メッセージ・パスを構成します。 クラスタ
ーとの間の通信パスとしてゲートウェイ・キュー・マネージャーを使用して、クラスター内部の詳細を公
表しないようにします。
クラスターからの要求/応答の構成
クラスターからクラスター外部にあるキュー・マネージャーへの要求/応答メッセージ・パスを構成します。
ゲートウェイ・キュー・マネージャーを使用して、クラスター内部のキュー・マネージャーがクラスター
外部と通信する方法の詳細を非公開にします。
クラスター外部からのワークロード・バランシングの構成
クラスター外部にあるキュー・マネージャーからクラスター・キューのコピーへのメッセージ・パスを構
成します。 その結果、クラスター外部からクラスター・キューの各インスタンスへの要求のワークロード・
バランシングが行われます。
クラスター間のメッセージ・パスの構成
ゲートウェイ・キュー・マネージャーを使用して、複数のクラスターを一緒に接続します。 ゲートウェイ・
キュー・マネージャーでクラスター・キューまたはクラスター・キュー・マネージャーの別名を定義して、
すべてのクラスターでキューまたはキュー・マネージャーを認識できるようにします。
キュー別名とクラスター
キュー別名を使用して、クラスター・キューの名前を非表示にしたり、キューをクラスター化したり、さ
まざまな属性やさまざまなアクセス制御を使用したりすることができます。
QALIAS 定義は、キューを認識するための別名を作成するために使用されます。 別名を作成する理由には、
以下のようにさまざまなものがあります。
• 別のキューを使用してアプリケーションを始動するが、そのアプリケーションは変更しない場合。
• メッセージの書き込み先であるキューの実名をアプリケーションに認識させない場合。
• キューが定義された場所での命名規則とは異なる命名規則を適用している場合。
• 使用しているアプリケーションがキューに実名でアクセスすることは許可されず、別名によってのみアク
セスが許可される場合。

IBM MQの構成  399



キュー・マネージャーの QALIAS 定義は、DEFINE QALIAS コマンドを使用して作成します。 例えば、以
下のコマンドを実行します。
DEFINE QALIAS(PUBLIC) TARGET(LOCAL) CLUSTER(C)

このコマンドは、 PUBLIC というキューをクラスター C内のキュー・マネージャーに通知します。 PUBLIC
は、LOCALというキューに解決される別名です。 PUBLIC に送信されたメッセージは、LOCAL と呼ばれる
キューに送信されます。
キューの別名定義を使用して、キュー名をクラスター・キューに解決することもできます。 例えば、以下
のコマンドを実行します。
DEFINE QALIAS(PRIVATE) TARGET(PUBLIC)

このコマンドによって、キュー・マネージャーは PRIVATE という名前を使用して、 PUBLIC という名前で
クラスター内の他の場所に通知されたキューにアクセスすることができます。 この定義には CLUSTER 属
性が設定されていないので、この定義はこの定義を作成したキュー・マネージャーだけに適用されます。
関連概念
キュー・マネージャー別名とクラスター
クラスターとの間でメッセージを送信するときにキュー・マネージャーの名前を隠蔽するには、およびク
ラスターに送信されるメッセージのワークロード・バランスを取るには、キュー・マネージャー別名を使
用します。
応答先キュー別名およびクラスター
応答先キューの別名定義は、応答情報の代替名を指定するために使用します。 応答先キューの別名定義は、
分散キューイング環境の場合とまったく同様に、クラスターと一緒に使用できます。
関連タスク
クラスターへの要求/応答の構成
クラスターの外部にあるキュー・マネージャーからの要求/応答メッセージ・パスを構成します。 クラスタ
ーとの間の通信パスとしてゲートウェイ・キュー・マネージャーを使用して、クラスター内部の詳細を公
表しないようにします。
クラスターからの要求/応答の構成
クラスターからクラスター外部にあるキュー・マネージャーへの要求/応答メッセージ・パスを構成します。
ゲートウェイ・キュー・マネージャーを使用して、クラスター内部のキュー・マネージャーがクラスター
外部と通信する方法の詳細を非公開にします。
クラスター外部からのワークロード・バランシングの構成
クラスター外部にあるキュー・マネージャーからクラスター・キューのコピーへのメッセージ・パスを構
成します。 その結果、クラスター外部からクラスター・キューの各インスタンスへの要求のワークロード・
バランシングが行われます。
クラスター間のメッセージ・パスの構成
ゲートウェイ・キュー・マネージャーを使用して、複数のクラスターを一緒に接続します。 ゲートウェイ・
キュー・マネージャーでクラスター・キューまたはクラスター・キュー・マネージャーの別名を定義して、
すべてのクラスターでキューまたはキュー・マネージャーを認識できるようにします。
クラスターによるワークロードの管理
クラスター内の異なるキュー・マネージャーにキューの複数インスタンスを定義することによって、キュ
ー・サービス作業を複数のサーバーに分散させることができます。 障害が発生した場合にメッセージが別
のキュー・マネージャーに再キューイングされるのを妨げる要因はいくつかあります。
システム管理を軽減するためにクラスターをセットアップすることに加えて、複数のキュー・マネージャ
ーが同じキューの 1 つのインスタンスをホストするクラスターを作成することができます。
クラスター内の複数のキュー・マネージャーが互いにクローンになるように、クラスターを編成できます。
各キュー・マネージャーは同じアプリケーションを実行でき、同じキューのローカル定義を持つことがで
きます。 例えば、z/OS 並列シスプレックスでは、クローン・アプリケーションが共有 Db2 ま
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たは仮想記憶アクセス方式 (VSAM) データベースのデータにアクセスできます。 アプリケーションのイン
スタンスをいくつか備えることによって、キュー・マネージャーの間でワークロードを分散させることが
できます。 アプリケーションの各インスタンスはメッセージを受信し、それぞれ独立して実行されます。
このようなクラスター編成には、次のような利点があります。
• キューおよびアプリケーションの可用性の向上。
• メッセージのスループットの高速化。
• ネットワーク内でのワークロード分布の均等化。
特定のキューのインスタンスをホストするどのキュー・マネージャーも、そのキューを宛先とするメッセ
ージを処理できるので、アプリケーションはメッセージ送信時にキュー・マネージャーを指定しません。
1 つのクラスターに同じキューのインスタンスが複数含まれる場合、IBM MQ はメッセージを送付するキュ
ー・マネージャーを選択します。 最適な宛先は、キュー・マネージャーとキューの可用性とともに、キュ
ー・マネージャー、キュー、 およびチャネルに関連付けられたいくつかのクラスター・ワークロード固有
の属性に基づいて選択されます。 クラスターでのワークロード・バランシングを参照してください。

IBM MQ for z/OS では、キュー共有グループ内のキュー・マネージャーは共有キューとしてク
ラスター・キューをホストすることができます。 共有クラスター・キューは、同一キュー共有グループ内
のすべてのキュー・マネージャーが使用可能です。 例えば、同じキューに複数のインスタンスがある場合
のクラスターでは、キュー・マネージャー QM2 と QM4 のどちらかまたは両方を共有キュー・マネージャー
にすることができます。 それぞれにキュー Q3 の定義があります。 QM4 と同じキュー共有グループ内のど
のキュー・マネージャーも、共有キュー Q3 に書き込まれたメッセージを読み取ることができます。 キュ
ー共有グループそれぞれに最大 32 のキュー・マネージャーを含めることができ、各キュー・マネージャー
が同じデータにアクセスできます。 キュー共有は、メッセージのスループットを著しく高めます。
ワークロード管理のためのクラスター構成について詳しくは、以下のサブトピックを参照してください。
関連概念
クラスター化と分散キューイングとの比較
分散キューイングとクラスター
クラスターのコンポーネント
クラスター・チャネル
クラスター・キューが MQPUT に対して無効になったときの処置
クラスター送信側チャネルで設定されたワークロード・バランシングが機能しない
381 ページの『クラスターとの間のルーティング・メッセージ』
キュー別名、キュー・マネージャー別名、およびリモート・キュー定義を使用して、クラスターを外部の
キュー・マネージャーおよび他のクラスターに接続します。
関連タスク
クラスター・ワークロード出口の作成とコンパイル
296 ページの『キュー・マネージャー・クラスターの構成』
クラスターによって提供されるキュー・マネージャーを相互接続するためのメカニズムにより、初期構成
と継続的な管理を簡単に行えます。 クラスター・コンポーネントを定義し、クラスターを作成および管理
できます。
311 ページの『新規クラスターのセットアップ』
クラスター例をセットアップするには、これらの手順に従ってください。 クラスターを設定する方法は、
TCP/IP、LU 6.2、および単一の伝送キューまたは複数の伝送キューを使用する場合で別々に説明されてい
ます。 あるキュー・マネージャーから別のキュー・マネージャーにメッセージを送信することによって、
クラスターの動作をテストします。
391 ページの『クラスター外部からのワークロード・バランシングの構成』
クラスター外部にあるキュー・マネージャーからクラスター・キューのコピーへのメッセージ・パスを構
成します。 その結果、クラスター外部からクラスター・キューの各インスタンスへの要求のワークロード・
バランシングが行われます。
関連資料
クラスター・キュー・モニターのサンプル・プログラム (AMQSCLM)
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同じキューに複数のインスタンスがある場合のクラスターの例
この例では、1 つのキューに複数のインスタンスがあるクラスターにおいて、各メッセージがキューの複数
のインスタンスにルーティングされます。 1 つのメッセージをキューの特定のインスタンスに強制的に送
信したり、一連のメッセージをいずれか 1 つのキュー・マネージャーに送信することを選択したりできま
す。
402 ページの図 59 は、キュー Q3 の定義が複数あるクラスターを示しています。 QM1 のアプリケーション
が Q3 へメッセージを書き込む場合、Q3 のどのインスタンスがメッセージを処理するかは必ずしも分かり
ません。 Q3のローカル・インスタンスが存在する QM2 または QM4, 上でアプリケーションが実行されてい
る場合、デフォルトで Q3 のローカル・インスタンスが開きます。 CLWLUSEQ キュー属性を設定すると、
キューのローカル・インスタンスをキューのリモート・インスタンスと同様に処理できます。
MQOPEN のオプション DefBind は、ターゲットのキュー・マネージャーが選択されるのが、MQOPEN 呼び
出しを発行する際か、それとも伝送キューからメッセージを転送する際かを制御します。
DefBind を MQBND_BIND_NOT_FIXED に設定すると、メッセージの伝送時に使用可能になるキューのイ
ンスタンスにメッセージを送信できます。 これにより、次のような問題が避けられます。
• メッセージがターゲット・キュー・マネージャーに着信したときに、ターゲット・キューが使用不可にな
っている。

• キューの状態が変更されている。
• クラスター・キュー別名を使用してメッセージが書き込まれているのに、クラスター・キュー別名のイン
スタンスが定義されているキュー・マネージャーにターゲット・キューのインスタンスが存在しない。
伝送時にこれらの問題のいずれかが見つかった場合、ターゲット・キューの別の使用可能なインスタンス
が検索され、メッセージが転送されます。 使用可能なキューのインスタンスがない場合は、送達不能キュ
ーにメッセージが入れられます。

図 59. 同じキューの複数のインスタンスがあるクラスター
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メッセージを転送できなくなる可能性がある 1 つの要因として、MQBND_BIND_ON_OPEN を使用してメッ
セージが固定のキュー・マネージャーまたはチャネルに割り当てられている場合があります。 MQOPEN 時
にバインドされるメッセージは、別のチャネルに再割り振りされることはありません。 メッセージの再割
り振りは、クラスター・チャネルの障害処理が実際に行われているときにのみ行われることに注意してく
ださい。 チャネルが既に失敗している場合は、再割り振りは行われません。
宛先キュー・マネージャーがサービス休止になると、システムはメッセージを転送しようとします。 この
場合、メッセージが失われたり重複メッセージが作られたりしてメッセージの完全性が損なわれることは
ありません。 キュー・マネージャーの故障によりメッセージの完全性に疑問がある場合、そのメッセージ
の転送は行われません。

IBM MQ for z/OS では、メッセージ再割り振りプロセスが完了するまで、チャネルは完全に停
止しません。 モードを FORCE または TERMINATE に設定した状態でチャネルを停止すると、このプロセス
が中断するため、その場合は一部の BIND_NOT_FIXED メッセージがすでに別のチャネルに再割り振りされ
ているか、メッセージの順番が狂っている可能性があります。
注 : 

1.同じキューに複数のインスタンスがあるクラスターを設定する前に、メッセージ相互に依存関係がない
ことを確認してください。 例えば、特定の順序で処理する必要や同じキュー・マネージャーで処理する
必要がないようにします。

2.同じキューの複数のインスタンスの定義は同じにしてください。 同じにしない場合、MQINQ 呼び出しが
違うと、得られる結果にも違いが生じます。

関連概念
アプリケーション・プログラミングおよびクラスター
同じキューの複数インスタンスを活用するために、プログラミング変更を行う必要はありません。 ただし、
一部のプログラムは、メッセージのシーケンスがキューの同じインスタンスに送信されない限り、正しく
動作しません。
関連タスク
キューをローカル側でホストするキュー・マネージャーの追加
以下の手順に従って、パリおよびニューヨークで在庫管理アプリケーション・システムを実行するための
処理能力を増強するために、INVENTQ のインスタンスを追加します。
クラスター内での 2 つのネットワークの使用
以下の指示に従って、2 つの異なるネットワークが存在する TOKYO に新しい店舗を追加します。 どちらの
ネットワークも、東京でのキュー・マネージャーとの通信に使用できる必要があります。
クラスター内での 1 次ネットワークと 2 次ネットワークの使用
以下の説明に従って、あるネットワークを 1 次ネットワークにし、別のネットワークをバックアップ・ネ
ットワークにします。 バックアップ・ネットワークは、1 次ネットワークに問題が発生した場合に使用し
ます。
バックアップとして機能するキューの追加
以下の説明に従って、現在ニューヨークで稼働している在庫管理システムのバックアップをシカゴで提供
します。 シカゴのシステムは、ニューヨークのシステムに問題が発生した場合にのみ使用されます。
使用されるチャネルの数の制限
以下の説明に従って、価格チェック・アプリケーションがさまざまなキュー・マネージャーにインストー
ルされている場合に、各サーバーが実行するアクティブ・チャネルの数を制限します。
キューをホストするより強力なキュー・マネージャーの追加
以下の説明に従って、ニューヨークだけでなくロサンゼルスでも在庫管理システムを稼働させて、処理能
力を増強します。その際、ロサンゼルスではニューヨークの 2 倍のメッセージ数を処理できるようにしま
す。
キューをローカル側でホストするキュー・マネージャーの追加
以下の手順に従って、パリおよびニューヨークで在庫管理アプリケーション・システムを実行するための
処理能力を増強するために、INVENTQ のインスタンスを追加します。
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始める前に
注 : クラスターへの変更をクラスター全体に伝搬させるには、少なくとも 1 つの完全リポジトリーが常に使
用可能でなければなりません。 この作業を開始する前に、リポジトリーが使用可能であることを確認して
ください。
シナリオ
• クラスターへの新規キュー・マネージャーの追加での説明に従って、INVENTORY クラスターをセットア
ップしました。 これには 3 つのキュー・マネージャーが含まれており、LONDON と NEWYORK はどちらも
完全リポジトリーを保持し、 PARIS は部分リポジトリーを保持します。 在庫管理アプリケーションは、
ニューヨークのシステムで動作します。このシステムは、キュー・マネージャー NEWYORK に接続されて
います。 このアプリケーションは、INVENTQ キューのメッセージが到着すると実行されます。

• パリおよびニューヨークで在庫管理アプリケーション・システムを実行するための処理能力を増強するた
めに、INVENTQ のインスタンスを追加します。

このタスクについて
以下の手順に従って、ローカルでキューをホストするキュー・マネージャーを追加します。

手順
1. PARIS キュー・マネージャーを変更します。
パリのアプリケーションがパリとニューヨークの INVENTQ を使用できるようにするには、キュー・マ
ネージャーに通知する必要があります。 PARIS で、以下のコマンドを発行します。
ALTER QMGR CLWLUSEQ(ANY)

2.在庫管理アプリケーションを調べてメッセージの類縁性を調べる。
これを調べる前に、在庫管理アプリケーションがメッセージの処理順序に依存しないことを確認してく
ださい。 詳細については、メッセージの類縁性の処理を参照してください。

3.在庫管理アプリケーションをパリのシステムにインストールする
4.クラスター・キュー INVENTQ を定義する。
INVENTQ キューは、キュー・マネージャー NEWYORK に既にホストされていますが、PARIS によっても
ホストされます。 キュー・マネージャー PARIS に次のように定義します。
DEFINE QLOCAL(INVENTQ) CLUSTER(INVENTORY)

これですべの定義が完了しました。IBM MQ for z/OS でまだチャネル・イニシエーターを
始動していない場合は始動してください。
すべてのプラットフォームで、キュー・マネージャー PARIS 上でリスナー・プログラムを開始してくだ
さい。 リスナーは、着信ネットワーク要求がないかどうか listen し、必要な場合にクラスター受信側チ
ャネルを起動します。

タスクの結果
405 ページの図 60 は、このタスクによってセットアップされるクラスターを示します。
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図 60. 3 つのキュー・マネージャーで構成される INVENTORY クラスター
このクラスターの変更では、キュー・マネージャー NEWYORK および LONDON のいずれも変更されませんで
した。 これらのキュー・マネージャーの完全リポジトリーは、PARIS の INVENTQ にメッセージを送信で
きるようにするために必要な情報によって、自動的に更新されます。

次のタスク
現在、INVENTQ キューと在庫管理アプリケーションは、このクラスター内の 2 つのキュー・マネージャー
によってホストされています。 これにより、これらの可用性が増大してメッセージのスループットが向上
し、ワークロードが 2 つのキュー・マネージャーに分散されるようになります。 キュー・マネージャー
LONDON、NEWYORK、PARIS のいずれかによって INVENTQ に書き込まれたメッセージは、PARIS または
NEWYORK に交互に経路指定されるため、ワークロードのバランスを取ることができます。
関連概念
同じキューに複数のインスタンスがある場合のクラスターの例
この例では、1 つのキューに複数のインスタンスがあるクラスターにおいて、各メッセージがキューの複数
のインスタンスにルーティングされます。 1 つのメッセージをキューの特定のインスタンスに強制的に送
信したり、一連のメッセージをいずれか 1 つのキュー・マネージャーに送信することを選択したりできま
す。
アプリケーション・プログラミングおよびクラスター
同じキューの複数インスタンスを活用するために、プログラミング変更を行う必要はありません。 ただし、
一部のプログラムは、メッセージのシーケンスがキューの同じインスタンスに送信されない限り、正しく
動作しません。
関連タスク
クラスター内での 2 つのネットワークの使用
以下の指示に従って、2 つの異なるネットワークが存在する TOKYO に新しい店舗を追加します。 どちらの
ネットワークも、東京でのキュー・マネージャーとの通信に使用できる必要があります。
クラスター内での 1 次ネットワークと 2 次ネットワークの使用
以下の説明に従って、あるネットワークを 1 次ネットワークにし、別のネットワークをバックアップ・ネ
ットワークにします。 バックアップ・ネットワークは、1 次ネットワークに問題が発生した場合に使用し
ます。
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バックアップとして機能するキューの追加
以下の説明に従って、現在ニューヨークで稼働している在庫管理システムのバックアップをシカゴで提供
します。 シカゴのシステムは、ニューヨークのシステムに問題が発生した場合にのみ使用されます。
使用されるチャネルの数の制限
以下の説明に従って、価格チェック・アプリケーションがさまざまなキュー・マネージャーにインストー
ルされている場合に、各サーバーが実行するアクティブ・チャネルの数を制限します。
キューをホストするより強力なキュー・マネージャーの追加
以下の説明に従って、ニューヨークだけでなくロサンゼルスでも在庫管理システムを稼働させて、処理能
力を増強します。その際、ロサンゼルスではニューヨークの 2 倍のメッセージ数を処理できるようにしま
す。
クラスター内での 2 つのネットワークの使用
以下の指示に従って、2 つの異なるネットワークが存在する TOKYO に新しい店舗を追加します。 どちらの
ネットワークも、東京でのキュー・マネージャーとの通信に使用できる必要があります。

始める前に
注 : クラスターへの変更をクラスター全体に伝搬させるには、少なくとも 1 つの完全リポジトリーが常に使
用可能でなければなりません。 この作業を開始する前に、リポジトリーが使用可能であることを確認して
ください。
シナリオ
•『クラスターへの新規キュー・マネージャーの追加』の説明に従って、INVENTORY クラスターがセット
アップされています。 このクラスターには、3 つのキュー・マネージャーが格納されています。このう
ち、LONDON と NEWYORK は完全リポジトリーを保有し、PARIS は部分リポジトリーを保有しています。
在庫管理アプリケーションは、ニューヨークのシステムで動作します。このシステムは、キュー・マネー
ジャー NEWYORK に接続されています。 このアプリケーションは、INVENTQ キューのメッセージが到着
すると実行されます。

• 新しい店舗が、2 つの異なるネットワークが存在する TOKYO に追加されます。 どちらのネットワークも、
東京でのキュー・マネージャーとの通信に使用できる必要があります。

このタスクについて
以下の手順に従って、クラスター内の 2 つのネットワークを使用します。

手順
1. TOKYO が最初に参照する完全リポジトリーを決める。
クラスター内の各キュー・マネージャーは、クラスターに関する情報を収集するために、いずれかの完
全リポジトリーを参照する必要があります。 キュー・マネージャーは、独自の部分リポジトリーを作成
します。 どのリポジトリーが選択されるかは、あまり重要ではありません。 この例では、NEWYORK が
選択されます。 新しいキュー・マネージャーをクラスターに追加すると、このキュー・マネージャーは
両方のリポジトリーと通信します。

2. CLUSRCVR チャネルを定義する。
クラスター内の各キュー・マネージャーに、メッセージを受信できるクラスター受信側を定義する必要
があります。 このキュー・マネージャーは、各ネットワークで通信できる必要があります。
DEFINE CHANNEL(INVENTORY.TOKYO.NETB) CHLTYPE(CLUSRCVR) TRPTYPE(TCP)
CONNAME('TOKYO.NETB.CMSTORE.COM') CLUSTER(INVENTORY) DESCR('Cluster-receiver
channel using network B for TOKYO')

DEFINE CHANNEL(INVENTORY.TOKYO.NETA) CHLTYPE(CLUSRCVR) TRPTYPE(TCP)
CONNAME('TOKYO.NETA.CMSTORE.COM') CLUSTER(INVENTORY) DESCR('Cluster-receiver
channel using network A for TOKYO')

3.キュー・マネージャー TOKYO. で CLUSSDR チャネルを定義します。
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クラスター内の各キュー・マネージャーは、その最初の完全リポジトリーへのメッセージの送信に使用
できるクラスター送信側チャネルを 1 つ定義する必要があります。 この場合、NEWYORK を選択したの
で、TOKYO には次の定義が必要になります。
DEFINE CHANNEL(INVENTORY.NEWYORK) CHLTYPE(CLUSSDR) TRPTYPE(TCP)
CONNAME(NEWYORK.CHSTORE.COM) CLUSTER(INVENTORY) DESCR('Cluster-sender
channel from TOKYO to repository at NEWYORK')

これですべての定義が完了しました。IBM MQ for z/OS でまだチャネル・イニシエーター
を開始していない場合は開始します。
すべてのプラットフォームで、キュー・マネージャー PARIS 上でリスナー・プログラムを開始してくだ
さい。 リスナー・プログラムは、着信ネットワーク要求がないかどうか listen し、必要な場合にクラス
ター受信側チャネルを起動します。

タスクの結果
407 ページの図 61 は、このタスクによってセットアップされるクラスターを示します。

図 61. 4 つのキュー・マネージャーで構成される INVENTORY クラスター
3 つの定義のみを作成して、クラスターにキュー・マネージャー TOKYO を追加し、2 つの異なるネットワ
ーク経路を使用できるようにしました。
関連概念
同じキューに複数のインスタンスがある場合のクラスターの例
この例では、1 つのキューに複数のインスタンスがあるクラスターにおいて、各メッセージがキューの複数
のインスタンスにルーティングされます。 1 つのメッセージをキューの特定のインスタンスに強制的に送
信したり、一連のメッセージをいずれか 1 つのキュー・マネージャーに送信することを選択したりできま
す。
アプリケーション・プログラミングおよびクラスター
同じキューの複数インスタンスを活用するために、プログラミング変更を行う必要はありません。 ただし、
一部のプログラムは、メッセージのシーケンスがキューの同じインスタンスに送信されない限り、正しく
動作しません。
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関連タスク
キューをローカル側でホストするキュー・マネージャーの追加
以下の手順に従って、パリおよびニューヨークで在庫管理アプリケーション・システムを実行するための
処理能力を増強するために、INVENTQ のインスタンスを追加します。
クラスター内での 1 次ネットワークと 2 次ネットワークの使用
以下の説明に従って、あるネットワークを 1 次ネットワークにし、別のネットワークをバックアップ・ネ
ットワークにします。 バックアップ・ネットワークは、1 次ネットワークに問題が発生した場合に使用し
ます。
バックアップとして機能するキューの追加
以下の説明に従って、現在ニューヨークで稼働している在庫管理システムのバックアップをシカゴで提供
します。 シカゴのシステムは、ニューヨークのシステムに問題が発生した場合にのみ使用されます。
使用されるチャネルの数の制限
以下の説明に従って、価格チェック・アプリケーションがさまざまなキュー・マネージャーにインストー
ルされている場合に、各サーバーが実行するアクティブ・チャネルの数を制限します。
キューをホストするより強力なキュー・マネージャーの追加
以下の説明に従って、ニューヨークだけでなくロサンゼルスでも在庫管理システムを稼働させて、処理能
力を増強します。その際、ロサンゼルスではニューヨークの 2 倍のメッセージ数を処理できるようにしま
す。
322 ページの『クラスターにキュー・マネージャーを追加する』
以下の指示に従って、作成したクラスターにキュー・マネージャーを追加します。 クラスター・キューお
よびトピックへのメッセージは、単一のクラスター伝送キュー SYSTEM.CLUSTER.TRANSMIT.QUEUE を使
用して転送されます。
クラスター内での 1 次ネットワークと 2 次ネットワークの使用
以下の説明に従って、あるネットワークを 1 次ネットワークにし、別のネットワークをバックアップ・ネ
ットワークにします。 バックアップ・ネットワークは、1 次ネットワークに問題が発生した場合に使用し
ます。

始める前に
注 : クラスターへの変更をクラスター全体に伝搬させるには、少なくとも 1 つの完全リポジトリーが常に使
用可能でなければなりません。 この作業を開始する前に、リポジトリーが使用可能であることを確認して
ください。
シナリオ
• 406 ページの『クラスター内での 2 つのネットワークの使用』 で説明されているように、INVENTORY ク
ラスターがセットアップされています。 このクラスターには、4 つのキュー・マネージャーが格納され
ています。このうち、LONDON と NEWYORK はどちらも完全リポジトリーを保有し、PARIS と TOKYO は
部分リポジトリーを保有しています。 在庫管理アプリケーションは、ニューヨークのシステムで実行さ
れ、キュー・マネージャー NEWYORK に接続されます。 TOKYO キュー・マネージャーには、通信可能な
2 つの異なるネットワークがあります。

• ネットワークの 1 つを 1 次ネットワークにし、もう 1 つのネットワークをバックアップ・ネットワーク
にするつもりです。 さらに、1 次ネットワークに問題が発生した場合にバックアップ・ネットワークを
使用することを計画しています。

このタスクについて
NETPRTY 属性を使用して、クラスター内の 1 次ネットワークと 2 次ネットワークを構成します。

手順
TOKYO で既存の CLUSRCVR チャネルを変更する。
ネットワーク A チャネルが 1 次チャネルであり、ネットワーク B チャネルが 2 次チャネルであることを示
すために、次のコマンドを使用します。
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a) ALTER CHANNEL(INVENTORY.TOKYO.NETA) CHLTYPE(CLUSRCVR) NETPRTY(2) DESCR('Main
cluster-receiver channel for TOKYO')

b) ALTER CHANNEL(INVENTORY.TOKYO.NETB) CHLTYPE(CLUSRCVR) NETPRTY(1)
DESCR('Backup cluster-receiver channel for TOKYO')

次のタスク
異なるネットワーク優先度を使用するようにチャネルを構成することにより、クラスターに対して、1 次ネ
ットワークと 2 次ネットワークが存在することを定義しました。 これらのチャネルを使用するクラスター
内のキュー・マネージャーは、1 次ネットワークが使用可能には必ずこれを自動的に使用します。 キュー・
マネージャーは、1 次ネットワークが使用不可の場合は 2 次ネットワークを使用するためにフェイルオー
バーします。
関連概念
同じキューに複数のインスタンスがある場合のクラスターの例
この例では、1 つのキューに複数のインスタンスがあるクラスターにおいて、各メッセージがキューの複数
のインスタンスにルーティングされます。 1 つのメッセージをキューの特定のインスタンスに強制的に送
信したり、一連のメッセージをいずれか 1 つのキュー・マネージャーに送信することを選択したりできま
す。
アプリケーション・プログラミングおよびクラスター
同じキューの複数インスタンスを活用するために、プログラミング変更を行う必要はありません。 ただし、
一部のプログラムは、メッセージのシーケンスがキューの同じインスタンスに送信されない限り、正しく
動作しません。
関連タスク
キューをローカル側でホストするキュー・マネージャーの追加
以下の手順に従って、パリおよびニューヨークで在庫管理アプリケーション・システムを実行するための
処理能力を増強するために、INVENTQ のインスタンスを追加します。
クラスター内での 2 つのネットワークの使用
以下の指示に従って、2 つの異なるネットワークが存在する TOKYO に新しい店舗を追加します。 どちらの
ネットワークも、東京でのキュー・マネージャーとの通信に使用できる必要があります。
バックアップとして機能するキューの追加
以下の説明に従って、現在ニューヨークで稼働している在庫管理システムのバックアップをシカゴで提供
します。 シカゴのシステムは、ニューヨークのシステムに問題が発生した場合にのみ使用されます。
使用されるチャネルの数の制限
以下の説明に従って、価格チェック・アプリケーションがさまざまなキュー・マネージャーにインストー
ルされている場合に、各サーバーが実行するアクティブ・チャネルの数を制限します。
キューをホストするより強力なキュー・マネージャーの追加
以下の説明に従って、ニューヨークだけでなくロサンゼルスでも在庫管理システムを稼働させて、処理能
力を増強します。その際、ロサンゼルスではニューヨークの 2 倍のメッセージ数を処理できるようにしま
す。
バックアップとして機能するキューの追加
以下の説明に従って、現在ニューヨークで稼働している在庫管理システムのバックアップをシカゴで提供
します。 シカゴのシステムは、ニューヨークのシステムに問題が発生した場合にのみ使用されます。

始める前に
注 : クラスターへの変更をクラスター全体に伝搬させるには、少なくとも 1 つの完全リポジトリーが常に使
用可能でなければなりません。 この作業を開始する前に、リポジトリーが使用可能であることを確認して
ください。
シナリオ
• 322 ページの『クラスターにキュー・マネージャーを追加する』 で説明されているように、INVENTORY
クラスターがセットアップされています。 これには 3 つのキュー・マネージャーが含まれており、
LONDON と NEWYORK はどちらも完全リポジトリーを保持し、 PARIS は部分リポジトリーを保持します。
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在庫管理アプリケーションは、ニューヨークのシステムで動作します。このシステムは、キュー・マネー
ジャー NEWYORK に接続されています。 このアプリケーションは、INVENTQ キューのメッセージが到着
すると実行されます。

• 現在ニューヨークで稼働している在庫管理システムのバックアップを提供するため、シカゴで新しい店舗
の準備が進められています。 シカゴのシステムは、ニューヨークのシステムに問題が発生した場合にの
み使用されます。

このタスクについて
以下の手順に従って、バックアップとして機能するキューを追加します。

手順
1. CHICAGO が最初に参照する完全リポジトリーを決める
クラスター内の各キュー・マネージャーは、クラスターに関する情報を収集するために、いずれかの完
全リポジトリーを参照する必要があります。 キュー・マネージャーは、独自の部分リポジトリーを作成
します。 特定のキュー・マネージャーにどのリポジトリーが選択されるかは、あまり重要ではありませ
ん。 この例では、NEWYORK が選択されます。 新しいキュー・マネージャーをクラスターに追加すると、
このキュー・マネージャーは両方のリポジトリーと通信します。

2. CLUSRCVR チャネルを定義する。
クラスター内の各キュー・マネージャーに、メッセージを受信できるクラスター受信側を定義する必要
があります。 CHICAGO には、以下のように定義します。
DEFINE CHANNEL(INVENTORY.CHICAGO) CHLTYPE(CLUSRCVR) TRPTYPE(TCP)
CONNAME(CHICAGO.CMSTORE.COM) CLUSTER(INVENTORY) DESCR('Cluster-receiver
channel for CHICAGO')

3.キュー・マネージャー CHICAGO に CLUSSDR チャネルを定義する。
クラスター内の各キュー・マネージャーは、その最初の完全リポジトリーへのメッセージの送信に使用
できるクラスター送信側チャネルを 1 つ定義する必要があります。 この場合、NEWYORK を選択したの
で、CHICAGO には次の定義が必要になります。
DEFINE CHANNEL(INVENTORY.NEWYORK) CHLTYPE(CLUSSDR) TRPTYPE(TCP)
CONNAME(NEWYORK.CHSTORE.COM) CLUSTER(INVENTORY) DESCR('Cluster-sender
channel from CHICAGO to repository at NEWYORK')

4.既存のクラスター・キュー INVENTQ を変更する。
キュー・マネージャー NEWYORK がホストしている INVENTQ は、キューのメイン・インスタンスです。
ALTER QLOCAL(INVENTQ) CLWLPRTY(2)

5.在庫管理アプリケーションを調べてメッセージの類縁性を調べる。
これを調べる前に、在庫管理アプリケーションがメッセージの処理順序に依存しないことを確認してく
ださい。

6.在庫管理アプリケーションを CHICAGO にインストールする。
7.バックアップ・クラスター・キュー INVENTQ を定義する
INVENTQ は、キュー・マネージャー NEWYORK にすでにホストされていますが、CHICAGO によっても
バックアップとしてホストされます。 キュー・マネージャー CHICAGO に次のように INVENTQ を定義
します。
DEFINE QLOCAL(INVENTQ) CLUSTER(INVENTORY) CLWLPRTY(1)

これですべての定義が完了しました。IBM MQ for z/OS でまだチャネル・イニシエーター
を開始していない場合は開始します。
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すべてのプラットフォームで、キュー・マネージャー CHICAGO でリスナー・プログラムを始動します。
リスナー・プログラムは、着信ネットワーク要求がないかどうか listen し、必要な場合にクラスター受
信側チャネルを起動します。

タスクの結果
411 ページの図 62 は、このタスクによってセットアップされるクラスターを示します。

図 62. 4 つのキュー・マネージャーで構成される INVENTORY クラスター
現在、INVENTQ キューと在庫管理アプリケーションは、このクラスター内の 2 つのキュー・マネージャー
によってホストされています。 CHICAGO キュー・マネージャーはバックアップです。 INVENTQ に書き込
まれたメッセージは、CHICAGO の代わりに、送信されたときに使用不可でない限り NEWYORK に経路指定
されます。
注 :

リモート・キュー・マネージャーの可用性は、 そのキュー・マネージャーに対するチャネルの状況に基づ
きます。 チャネルの開始時に、チャネルの状態は何度か変わります。その中には、クラスターのワークロ
ード管理アルゴリズムにとって好ましくない状態もあります。 これは、実際に、優先順位がより高い (プラ
イマリー) 宛先に対するチャネルが開始されていても、 優先順位がより低い (バックアップ) 宛先が選択さ
れる可能性があることを意味します。
バックアップ宛先に対してメッセージが送信されないようにする必要がある場合は、CLWLPRTY を使用し
ないでください。 個別のキューを使用するか、または CLWLRANK を使用してプライマリーからバックアッ
プに手動で切り替えることを検討してください。
関連概念
同じキューに複数のインスタンスがある場合のクラスターの例
この例では、1 つのキューに複数のインスタンスがあるクラスターにおいて、各メッセージがキューの複数
のインスタンスにルーティングされます。 1 つのメッセージをキューの特定のインスタンスに強制的に送
信したり、一連のメッセージをいずれか 1 つのキュー・マネージャーに送信することを選択したりできま
す。
アプリケーション・プログラミングおよびクラスター
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同じキューの複数インスタンスを活用するために、プログラミング変更を行う必要はありません。 ただし、
一部のプログラムは、メッセージのシーケンスがキューの同じインスタンスに送信されない限り、正しく
動作しません。
関連タスク
キューをローカル側でホストするキュー・マネージャーの追加
以下の手順に従って、パリおよびニューヨークで在庫管理アプリケーション・システムを実行するための
処理能力を増強するために、INVENTQ のインスタンスを追加します。
クラスター内での 2 つのネットワークの使用
以下の指示に従って、2 つの異なるネットワークが存在する TOKYO に新しい店舗を追加します。 どちらの
ネットワークも、東京でのキュー・マネージャーとの通信に使用できる必要があります。
クラスター内での 1 次ネットワークと 2 次ネットワークの使用
以下の説明に従って、あるネットワークを 1 次ネットワークにし、別のネットワークをバックアップ・ネ
ットワークにします。 バックアップ・ネットワークは、1 次ネットワークに問題が発生した場合に使用し
ます。
使用されるチャネルの数の制限
以下の説明に従って、価格チェック・アプリケーションがさまざまなキュー・マネージャーにインストー
ルされている場合に、各サーバーが実行するアクティブ・チャネルの数を制限します。
キューをホストするより強力なキュー・マネージャーの追加
以下の説明に従って、ニューヨークだけでなくロサンゼルスでも在庫管理システムを稼働させて、処理能
力を増強します。その際、ロサンゼルスではニューヨークの 2 倍のメッセージ数を処理できるようにしま
す。
使用されるチャネルの数の制限
以下の説明に従って、価格チェック・アプリケーションがさまざまなキュー・マネージャーにインストー
ルされている場合に、各サーバーが実行するアクティブ・チャネルの数を制限します。

始める前に
注 : クラスターへの変更をクラスター全体に伝搬させるには、少なくとも 1 つの完全リポジトリーが常に使
用可能でなければなりません。 この作業を開始する前に、リポジトリーが使用可能であることを確認して
ください。
シナリオ
• 価格チェック・アプリケーションはさまざまなキュー・マネージャーにインストールされます。 使用さ
れるチャネルの数を少なく抑えるために、各サーバーが実行するアクティブ・チャネルの数が制限されま
す。 このアプリケーションは、PRICEQ キューにメッセージが到着すると実行されます。

• 4 つのサーバー・キュー・マネージャーが価格チェック・アプリケーションをホストします。 2 つの照会
キュー・マネージャーがメッセージを PRICEQ に送信して価格を照会します。 残り 2 つのキュー・マネ
ージャーは、完全リポジトリーとして構成されます。

このタスクについて
以下の手順に従って、使用されるチャネルの数を制限します。

手順
1. 2 つの完全リポジトリーを選択します。
価格チェック・クラスターの完全リポジトリーとなる 2 つのキュー・マネージャーを選択します。 これ
らは、REPOS1 および REPOS2 と呼ばれます。
以下のコマンドを発行します。
ALTER QMGR REPOS(PRICECHECK)

2.各キュー・マネージャーで CLUSRCVR チャネルを定義する。
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クラスター内の各キュー・マネージャーで、クラスター受信側チャネルとクラスター送信側チャネルを
定義してください。 どちらを最初に定義しても構いません。
DEFINE CHANNEL(PRICECHECK.SERVE1) CHLTYPE(CLUSRCVR) TRPTYPE(TCP)
CONNAME(SERVER1.COM) CLUSTER(PRICECHECK) DESCR('Cluster-receiver channel')

3.各キュー・マネージャーで CLUSSDR チャネルを定義する。
各キュー・マネージャーで CLUSSDR を定義して、そのキュー・マネージャーをいずれかの完全リポジ
トリー・キュー・マネージャーにリンクします。
DEFINE CHANNEL(PRICECHECK.REPOS1) CHLTYPE(CLUSSDR) TRPTYPE(TCP)
CONNAME(REPOS1.COM) CLUSTER(PRICECHECK) DESCR('Cluster-sender channel to
repository queue manager')

4.価格チェック・アプリケーションをインストールする
5.すべてのサーバー・キュー・マネージャーで PRICEQ キューを定義する
各サーバー・キュー・マネージャーで次のコマンドを発行します。
DEFINE QLOCAL(PRICEQ) CLUSTER(PRICECHECK)

6.照会で使用されるチャネルの数を制限する。
各照会キュー・マネージャーで、次のコマンドを発行して、使用されるアクティブ・チャネルの数を制
限します。
ALTER QMGR CLWLMRUC(2)

7.リスナー・プログラムを開始します。
まだ開始していない場合は、 IBM MQ for z/OSでチャネル・イニシエーターを開始しま

す。
すべてのプラットフォームで、リスナー・プログラムを始動する。 リスナー・プログラムは、着信ネッ
トワーク要求がないかどうか listen し、必要な場合にクラスター受信側チャネルを起動します。

タスクの結果
414 ページの図 63 は、このタスクによってセットアップされるクラスターを示します。

IBM MQの構成  413



図 63. 4 つのサーバー・キュー・マネージャー、2 つのリポジトリー、および 2 つの照会キュー・マネージ
ャーを持つ PRICECHECK クラスター
PRICECHECK クラスターには、使用可能な PRICEQ キューの 4 つのインスタンスがありますが、各照会キ
ュー・マネージャーはそのうちの 2 つのみを使用します。 例えば、QUERY1 キュー・マネージャーは、
SERVER1 および SERVER2 キュー・マネージャーへのアクティブ・チャネルのみを持っています。
SERVER1 が使用不可になった場合、QUERY1 キュー・マネージャーは、SERVER3 などの別のキュー・マネ
ージャーを使用し始めます。
関連概念
同じキューに複数のインスタンスがある場合のクラスターの例
この例では、1 つのキューに複数のインスタンスがあるクラスターにおいて、各メッセージがキューの複数
のインスタンスにルーティングされます。 1 つのメッセージをキューの特定のインスタンスに強制的に送
信したり、一連のメッセージをいずれか 1 つのキュー・マネージャーに送信することを選択したりできま
す。
アプリケーション・プログラミングおよびクラスター
同じキューの複数インスタンスを活用するために、プログラミング変更を行う必要はありません。 ただし、
一部のプログラムは、メッセージのシーケンスがキューの同じインスタンスに送信されない限り、正しく
動作しません。
関連タスク
キューをローカル側でホストするキュー・マネージャーの追加
以下の手順に従って、パリおよびニューヨークで在庫管理アプリケーション・システムを実行するための
処理能力を増強するために、INVENTQ のインスタンスを追加します。
クラスター内での 2 つのネットワークの使用
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以下の指示に従って、2 つの異なるネットワークが存在する TOKYO に新しい店舗を追加します。 どちらの
ネットワークも、東京でのキュー・マネージャーとの通信に使用できる必要があります。
クラスター内での 1 次ネットワークと 2 次ネットワークの使用
以下の説明に従って、あるネットワークを 1 次ネットワークにし、別のネットワークをバックアップ・ネ
ットワークにします。 バックアップ・ネットワークは、1 次ネットワークに問題が発生した場合に使用し
ます。
バックアップとして機能するキューの追加
以下の説明に従って、現在ニューヨークで稼働している在庫管理システムのバックアップをシカゴで提供
します。 シカゴのシステムは、ニューヨークのシステムに問題が発生した場合にのみ使用されます。
キューをホストするより強力なキュー・マネージャーの追加
以下の説明に従って、ニューヨークだけでなくロサンゼルスでも在庫管理システムを稼働させて、処理能
力を増強します。その際、ロサンゼルスではニューヨークの 2 倍のメッセージ数を処理できるようにしま
す。
キューをホストするより強力なキュー・マネージャーの追加
以下の説明に従って、ニューヨークだけでなくロサンゼルスでも在庫管理システムを稼働させて、処理能
力を増強します。その際、ロサンゼルスではニューヨークの 2 倍のメッセージ数を処理できるようにしま
す。

始める前に
注 : クラスターへの変更をクラスター全体に伝搬させるには、少なくとも 1 つの完全リポジトリーが常に使
用可能でなければなりません。 この作業を開始する前に、リポジトリーが使用可能であることを確認して
ください。
シナリオ
• 322 ページの『クラスターにキュー・マネージャーを追加する』 で説明されているように、 INVENTORY
クラスターがセットアップされています。 このクラスターには、3 つのキュー・マネージャーが格納さ
れています。このうち、LONDON と NEWYORK はどちらも完全リポジトリーを保有します。PARIS は部分
リポジトリーを保有して、INVENTQ からメッセージを書き込みます。 在庫管理アプリケーションは、ニ
ューヨークのシステムで動作します。このシステムは、キュー・マネージャー NEWYORK に接続されてい
ます。 このアプリケーションは、INVENTQ キューのメッセージが到着すると実行されます。

• ロサンゼルスでは、新しい店舗の準備が進められています。 処理能力を増強するために、ニューヨーク
だけでなくロサンゼルスでも在庫管理システムを稼働させます。 新しいキュー・マネージャーは、ニュ
ーヨークの 2 倍のメッセージ数を処理できます。

このタスクについて
以下の手順に従って、キューをホストする、より強力なキュー・マネージャーを追加します。

手順
1. LOSANGELES が最初に参照する完全リポジトリーを決める。
2.クラスター内の各キュー・マネージャーは、クラスターに関する情報を収集するために、いずれかの完
全リポジトリーを参照する必要があります。 キュー・マネージャーは、独自の部分リポジトリーを作成
します。 どのリポジトリーが選択されるかは、あまり重要ではありません。 この例では、NEWYORK が
選択されます。 新しいキュー・マネージャーをクラスターに追加すると、このキュー・マネージャーは
両方のリポジトリーと通信します。
DEFINE CHANNEL(INVENTORY.NEWYORK) CHLTYPE(CLUSSDR) TRPTYPE(TCP)
CONNAME(NEWYORK.CHSTORE.COM) CLUSTER(INVENTORY)
DESCR('Cluster-sender channel from LOSANGELES to repository at NEWYORK')

3.キュー・マネージャー LOSANGELES に CLUSRCVR チャネルを定義する。
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クラスター内の各キュー・マネージャーにクラスター受信側チャネルを定義する必要があります。この
チャネルにより、キュー・マネージャーはメッセージを受信することができます。 LOSANGELES には、
以下のように定義します。
DEFINE CHANNEL(INVENTORY.LOSANGELES) CHLTYPE(CLUSRCVR) TRPTYPE(TCP)
CONNAME(LOSANGELES.CHSTORE.COM) CLUSTER(INVENTORY)
DESCR('Cluster-receiver channel for queue manager LOSANGELES')
CLWLWGHT(2)

クラスター受信側チャネルは、このキュー・マネージャーがクラスター INVENTORY 内の他のキュー・
マネージャーからメッセージを受信できる状態になったことを通知します。 CLWLWGHT を 2 に設定す
ると、ロサンゼルスのキュー・マネージャーがニューヨークの 2 倍の在庫メッセージを受け取れるよう
になります (NEWYORK のチャネルを 1 に設定した場合)。

4.キュー・マネージャー NEWYORK で CLUSRCVR チャネルを変更する。
ロサンゼルスのキュー・マネージャーがニューヨークの 2 倍の在庫メッセージを受け取るようにしま
す。 そのために、クラスター受信側チャネルの定義を変更します。
ALTER CHANNEL(INVENTORY.NEWYORK) CHLTYPE(CLUSRCVR) CLWLWGHT(1)

5.在庫管理アプリケーションを調べてメッセージの類縁性を調べる。
これを調べる前に、在庫管理アプリケーションがメッセージの処理順序に依存しないことを確認してく
ださい。

6.在庫管理アプリケーションをロサンゼルスのシステムにインストールする。
7.クラスター・キュー INVENTQ を定義する。
INVENTQ キューは、キュー・マネージャー NEWYORK に既にホストされていますが、LOSANGELES によ
ってもホストされます。 キュー・マネージャー LOSANGELES に次のように INVENTQ キューを定義しま
す。
DEFINE QLOCAL(INVENTQ) CLUSTER(INVENTORY)

これですべての定義が完了しました。IBM MQ for z/OS でまだチャネル・イニシエーター
を開始していない場合は開始します。
すべてのプラットフォームで、キュー・マネージャー LOSANGELES 上でリスナー・プログラムを開始し
ます。 リスナー・プログラムは、着信ネットワーク要求がないかどうか listen し、必要な場合にクラス
ター受信側チャネルを起動します。

タスクの結果
415 ページの『キューをホストするより強力なキュー・マネージャーの追加』 は、このタスクによってセ
ットアップされるクラスターを示します。
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図 64. 4 つのキュー・マネージャーが格納されている INVENTORY クラスター
クラスターをこのように変更するときに、キュー・マネージャー LONDON および PARIS を変更する必要は
ありませんでした。 これらのキュー・マネージャーのリポジトリーは、LOSANGELES の INVENTQ にメッ
セージを送信できるよう設定するために必要な情報によって、自動的に更新されます。

次のタスク
INVENTQ キューと在庫管理アプリケーションは、このクラスター内の 2 つのキュー・マネージャーによっ
てホストされます。 この構成により、可用性が増大してメッセージのスループットが向上し、ワークロー
ドが 2 つのキュー・マネージャーに分散されるようになります。 LOSANGELES または NEWYORK によって
INVENTQ に書き込まれたメッセージは、可能なときは必ずローカル・キュー・マネージャーのインスタン
スによって処理されます。 LONDON または PARIS によって書き込まれたメッセージは、LOSANGELES また
は NEWYORK に経路指定され、2 倍のメッセージ数が LOSANGELES に送信されます。
関連概念
同じキューに複数のインスタンスがある場合のクラスターの例
この例では、1 つのキューに複数のインスタンスがあるクラスターにおいて、各メッセージがキューの複数
のインスタンスにルーティングされます。 1 つのメッセージをキューの特定のインスタンスに強制的に送
信したり、一連のメッセージをいずれか 1 つのキュー・マネージャーに送信することを選択したりできま
す。
アプリケーション・プログラミングおよびクラスター
同じキューの複数インスタンスを活用するために、プログラミング変更を行う必要はありません。 ただし、
一部のプログラムは、メッセージのシーケンスがキューの同じインスタンスに送信されない限り、正しく
動作しません。
関連タスク
キューをローカル側でホストするキュー・マネージャーの追加
以下の手順に従って、パリおよびニューヨークで在庫管理アプリケーション・システムを実行するための
処理能力を増強するために、INVENTQ のインスタンスを追加します。
クラスター内での 2 つのネットワークの使用
以下の指示に従って、2 つの異なるネットワークが存在する TOKYO に新しい店舗を追加します。 どちらの
ネットワークも、東京でのキュー・マネージャーとの通信に使用できる必要があります。
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クラスター内での 1 次ネットワークと 2 次ネットワークの使用
以下の説明に従って、あるネットワークを 1 次ネットワークにし、別のネットワークをバックアップ・ネ
ットワークにします。 バックアップ・ネットワークは、1 次ネットワークに問題が発生した場合に使用し
ます。
バックアップとして機能するキューの追加
以下の説明に従って、現在ニューヨークで稼働している在庫管理システムのバックアップをシカゴで提供
します。 シカゴのシステムは、ニューヨークのシステムに問題が発生した場合にのみ使用されます。
使用されるチャネルの数の制限
以下の説明に従って、価格チェック・アプリケーションがさまざまなキュー・マネージャーにインストー
ルされている場合に、各サーバーが実行するアクティブ・チャネルの数を制限します。
アプリケーション・プログラミングおよびクラスター
同じキューの複数インスタンスを活用するために、プログラミング変更を行う必要はありません。 ただし、
一部のプログラムは、メッセージのシーケンスがキューの同じインスタンスに送信されない限り、正しく
動作しません。
アプリケーションは MQOPEN 呼び出しを使用して、キューをオープンすることができます。 アプリケーシ
ョンは MQPUT 呼び出しを使用して、メッセージをオープン・キューに書き込みます。 また、MQPUT1 呼び
出しを使用すると、まだオープンしていないキューに単一のメッセージを書き込むことができます。
同じキューの複数のインスタンスを持つクラスターを設定する場合、アプリケーション・プログラミング
の考慮事項は特にありません。 しかし、クラスター化をワークロード管理に役立てるためには、アプリケ
ーションの変更が必要な場合があります。 同じキューの複数の定義があるネットワークを設定する場合
は、メッセージの類縁性について、アプリケーションを確認してください。
例えば、質問と回答の形式の一連のメッセージの流れを使用する 2 つのアプリケーションがあるとします。
質問を送信したキュー・マネージャーと同じキュー・マネージャーに回答を戻すことが想定されます。 こ
の場合、ワークロード管理ルーチンが、応答キューのコピーをホストしているどのキュー・マネージャー
にもメッセージを送信しないことが重要です。
メッセージの順次処理を必要とするアプリケーションもあります (例えば、順番に取り出す必要があるメッ
セージのバッチを送信するデータベース複製アプリケーション)。 セグメント化されたメッセージを使用
するときも、類縁性の問題が起こることがあります。

ローカル・バージョンまたはリモート・バージョンの宛先キューのオープン
キュー・マネージャーが、ローカル・バージョンまたはリモート・バージョンの宛先キューのいずれを使
用するかを選択する方法を理解してください。
1.キュー・マネージャーは、メッセージの読み取りまたはキューの属性設定を行う場合には、ローカル・
バージョンの宛先キューをオープンします。

2.以下の条件が 1 つ以上該当する場合、キュー・マネージャーは、メッセージを書き込む宛先キューの任
意のインスタンスをオープンします。
• ローカル・バージョンの宛先キューが存在していません。
• キュー・マネージャーが ALTER QMGR で CLWLUSEQ(ANY) を指定しています。
• キュー・マネージャーのキューが CLWLUSEQ(ANY) を指定しています。

関連概念
同じキューに複数のインスタンスがある場合のクラスターの例
この例では、1 つのキューに複数のインスタンスがあるクラスターにおいて、各メッセージがキューの複数
のインスタンスにルーティングされます。 1 つのメッセージをキューの特定のインスタンスに強制的に送
信したり、一連のメッセージをいずれか 1 つのキュー・マネージャーに送信することを選択したりできま
す。
関連タスク
キューをローカル側でホストするキュー・マネージャーの追加
以下の手順に従って、パリおよびニューヨークで在庫管理アプリケーション・システムを実行するための
処理能力を増強するために、INVENTQ のインスタンスを追加します。
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クラスター内での 2 つのネットワークの使用
以下の指示に従って、2 つの異なるネットワークが存在する TOKYO に新しい店舗を追加します。 どちらの
ネットワークも、東京でのキュー・マネージャーとの通信に使用できる必要があります。
クラスター内での 1 次ネットワークと 2 次ネットワークの使用
以下の説明に従って、あるネットワークを 1 次ネットワークにし、別のネットワークをバックアップ・ネ
ットワークにします。 バックアップ・ネットワークは、1 次ネットワークに問題が発生した場合に使用し
ます。
バックアップとして機能するキューの追加
以下の説明に従って、現在ニューヨークで稼働している在庫管理システムのバックアップをシカゴで提供
します。 シカゴのシステムは、ニューヨークのシステムに問題が発生した場合にのみ使用されます。
使用されるチャネルの数の制限
以下の説明に従って、価格チェック・アプリケーションがさまざまなキュー・マネージャーにインストー
ルされている場合に、各サーバーが実行するアクティブ・チャネルの数を制限します。
キューをホストするより強力なキュー・マネージャーの追加
以下の説明に従って、ニューヨークだけでなくロサンゼルスでも在庫管理システムを稼働させて、処理能
力を増強します。その際、ロサンゼルスではニューヨークの 2 倍のメッセージ数を処理できるようにしま
す。
メッセージの類縁性の処理
メッセージの類縁性が、優れたプログラミング設計に含まれることはほとんどありません。 クラスタリン
グを最大限に使用するには、メッセージの類縁性を除去する必要があります。 メッセージ類縁性を除去で
きない場合は、関連メッセージが、必ず同じチャネルにより同じキュー・マネージャーに送信されるよう
にすることができます。
メッセージの類縁性があるアプリケーションがある場合、クラスターの使用を開始する前に、メッセージ
の類縁性を除去してください。
メッセージの類縁性を除去すると、アプリケーションの可用性が向上します。 アプリケーションは、メッ
セージの類縁性があるメッセージのバッチをキュー・マネージャーに送信します。 バッチの一部のみを受
信した後に、キュー・マネージャーに障害が起こります。 送信側のキュー・マネージャーは、メッセージ
の続きを送信するには、キュー・マネージャーが復旧するのを待ってから、完了していないメッセージの
バッチを処理する必要があります。
メッセージの類縁性を除去すると、アプリケーションのスケーラビリティーも改善されます。 類縁性のあ
るメッセージのバッチは、宛先キュー・マネージャーのリソースを、後続のメッセージを待つ間ロックす
ることがあります。 これらのリソースのロックが長期間になると、他のアプリケーションの処理の妨げに
なります。
さらに、メッセージの類縁性があると、クラスター・ワークロード管理ルーチンで最適のキュー・マネー
ジャーを選択することができなくなります。
類縁性を除去するには、次の可能性を検討してください。
• メッセージに状態情報を入れておく
• すべてのキュー・マネージャーからアクセスできる不揮発性記憶装置 (例えば、Db2 データベース) に状
態情報を保持する

• 複数のキュー・マネージャーからアクセスできるように読み取り専用データを複製する
メッセージの類縁性を除去するためにアプリケーションを変更するのが適切でない場合は、いろいろな解
決法があります。

MQOPEN 呼び出しで特定の宛先を指定する
それぞれの MQOPEN 呼び出しにリモート・キュー名およびキュー・マネージャー名を指定すると、そのオ
ブジェクト・ハンドルを使用してキューに書き込まれるメッセージはすべて同じキュー・マネージャー (ロ
ーカル・キュー・マネージャーの場合もある) に送信されます。
それぞれの MQOPEN 呼び出しにリモート・キュー名およびキュー・マネージャー名を指定することには、
次の欠点があります。
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• ワークロード・バランシングが実行されません。 クラスター・ワークロード・バランシングの利点を利
用できません。

• 宛先キュー・マネージャーがリモートであって、そのキュー・マネージャーに複数のチャネルが接続され
ている場合、メッセージがいろいろな経路で送信されるため、メッセージの順序が保持されない可能性が
あります。

• ローカル・キュー・マネージャーに宛先キュー・マネージャーと同じ名前の伝送キューの定義がある場合
は、メッセージはその伝送キューに送信され、クラスター伝送キューには送信されません。

応答先キュー・マネージャー・フィールドにキュー・マネージャー名を戻す
バッチの最初のメッセージを受け取るキュー・マネージャーは、その名前を応答の中で戻すことができま
す。 これはメッセージ記述子の ReplyToQMgr フィールドを使用して行われます。 送信側のキュー・マネ
ージャーは、応答先キュー・マネージャー名を抜き出し、後続のすべてのメッセージにその名前を指定す
ることができます。
応答からの ReplyToQMgr 情報を使用することには、次のような欠点があります。
• 要求中のキュー・マネージャーは最初のメッセージに対する応答を待つ必要がある
• 後続のメッセージを送信する前に、ReplyToQMgr 情報を見つけて使用するために追加のコードを作成す
る必要がある

• キュー・マネージャーへの経路が複数ある場合、メッセージの順序が保持されないことがある

MQOPEN 呼び出しで MQOO_BIND_ON_OPEN オプションを設定する
MQOPEN 呼び出しの MQOO_BIND_ON_OPEN オプションを使用して、すべてのメッセージを強制的に同じ宛
先に書き込みます。 グループ内のすべてのメッセージが同じ宛先で処理されるようにするために、クラス
ターで メッセージ・グループ を使用する場合は、 MQOO_BIND_ON_OPEN または MQOO_BIND_ON_GROUP
のいずれかを指定する必要があります。
キューをオープンして MQOO_BIND_ON_OPEN を指定すると、そのキューに送信されるメッセージはすべて
そのキューの同じインスタンスに強制的に送信されます。 MQOO_BIND_ON_OPEN はすべてのメッセージ
を同じキュー・マネージャーにバインドし、しかも同じ経路にバインドします。 例えば、同じ宛先への経
路として IP 経路と NetBIOS 経路がある場合、キューをオープンするときにその 1 つが選択され、獲得さ
れたオブジェクト・ハンドルを使用して同じキューに書き込まれるすべてのメッセージにこの選択が適用
されます。
MQOO_BIND_ON_OPEN を指定すると、すべてのメッセージが同じ宛先に経路指定されます。 このため、メ
ッセージの類縁性があるアプリケーションが分析されません。 宛先が使用できない場合は、それが再び使
用可能になるまでメッセージは伝送キューにとどまります。
MQOO_BIND_ON_OPEN は、キューをオープンするときオブジェクト記述子にキュー・マネージャー名を指
定する場合にも適用されます。 指定したキュー・マネージャーには複数の経路があることがあります。 例
えば、複数のネットワーク・パスがある場合や、別のキュー・マネージャーが別名を定義している場合が
あります。 MQOO_BIND_ON_OPEN を指定すると、キューをオープンするときに経路が選択されます。
注 : これがお勧めする方法です。 ただし、キュー・マネージャーがクラスター・キューの別名を通知する
マルチホップ構成では、この方法は使用できません。 また、アプリケーションがメッセージ・グループご
とに同じキュー・マネージャーの別々のキューを使用する場合も、この方法は役に立ちません。
MQOPEN 呼び出しで MQOO_BIND_ON_OPEN を指定する代わりに、キュー定義を変更することもできます。
キュー定義に DEFBIND(OPEN) を指定し、MQOPEN 呼び出しの DefBind オプションでデフォルトの
MQOO_BIND_AS_Q_DEF を使用するようにします。

MQOPEN 呼び出しで MQOO_BIND_ON_GROUP オプションを設定する
MQOPEN 呼び出しの MQOO_BIND_ON_GROUP オプションを使用して、グループ内のすべてのメッセージを
強制的に同じ宛先に書き込みます。 グループ内のすべてのメッセージが同じ宛先で処理されるようにする
ために、クラスターで メッセージ・グループ を使用する場合は、 MQOO_BIND_ON_OPEN または
MQOO_BIND_ON_GROUP のいずれかを指定する必要があります。
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キューをオープンして MQOO_BIND_ON_GROUP を指定すると、そのキューに送信されるグループのメッセ
ージはすべてそのキューの同じインスタンスに強制的に送信されます。 MQOO_BIND_ON_GROUP はグルー
プのすべてのメッセージを同じキュー・マネージャーにバインドし、しかも同じ経路にバインドします。
例えば、同じ宛先への経路として IP 経路と NetBIOS 経路がある場合、キューをオープンするときにその 1
つが選択され、獲得されたオブジェクト・ハンドルを使用して同じキューに書き込まれるグループのすべ
てのメッセージにこの選択が適用されます。
MQOO_BIND_ON_GROUP を指定すると、グループのすべてのメッセージが強制的に同じ宛先に経路指定さ
れます。 このため、メッセージの類縁性があるアプリケーションが分析されません。 宛先が使用できない
場合は、それが再び使用可能になるまでメッセージは伝送キューにとどまります。
MQOO_BIND_ON_GROUP は、キューをオープンするときオブジェクト記述子にキュー・マネージャー名を
指定する場合にも適用されます。 指定したキュー・マネージャーには複数の経路があることがあります。
例えば、複数のネットワーク・パスがある場合や、別のキュー・マネージャーが別名を定義している場合
があります。 MQOO_BIND_ON_GROUP を指定すると、キューをオープンするときに経路が選択されます。
MQOO_BIND_ON_GROUP を有効にするには、MQPUT に MQPMO_LOGICAL_ORDER Put オプションを組み込
む必要があります。 メッセージの MQMD の GroupId を MQGI_NONE に設定できます。また、メッセージ
の MQMD MsgFlags フィールド内に次のメッセージ・フラグを含める必要があります。
• グループの最後のメッセージ: MQMF_LAST_MSG_IN_GROUP
• グループの他のすべてのメッセージ: MQMF_MSG_IN_GROUP

MQOO_BIND_ON_GROUP が指定されていても、メッセージがグループ化されていない場合、
MQOO_BIND_NOT_FIXED が指定された場合と同じ振る舞いになります。
注 : これはグループ内のメッセージが同じ宛先に送信されることを確実にする推奨手法です。 ただし、キ
ュー・マネージャーがクラスター・キューの別名を通知するマルチホップ構成では機能しません。
MQOPEN 呼び出しで MQOO_BIND_ON_GROUP を指定する代わりに、キュー定義を変更することもできます。
キュー定義に DEFBIND(GROUP) を指定し、MQOPEN 呼び出しの DefBind オプションでデフォルトの
MQOO_BIND_AS_Q_DEF を使用するようにします。

カスタマイズされたクラスター・ワークロード出口プログラムを作成する
アプリケーションを変更する代わりに、クラスター・ワークロード出口プログラムを作成して、メッセー
ジの類縁性の問題を回避することもできます。 クラスター・ワークロード出口プログラムを作成すること
は簡単ではないので、お勧めできる解決策ではありません。 このプログラムは、メッセージの内容を検査
して類縁性を認識するように設計する必要があります。 そして、類縁性の認識に基づいて、ワークロード
管理ユーティリティーにすべての関連メッセージを同じキュー・マネージャーに転送させる必要がありま
す。

均一クラスターの構成
均一クラスターによって、スケーリングと可用性を重視したアプリケーションを設計することができます。
また均一クラスターは、均一クラスター内のどのキュー・マネージャーにも接続できます。

始める前に
クラスタリングの概要については、クラスターを参照してください。 均一クラスターの概要については、
422 ページの『均等クラスターについて』を参照してください。

このタスクについて
均一クラスターでは、キュー・マネージャー同士の通信やキュー間のワークロード・バランシングのため
に、IBM MQ クラスタリングを使用します。 ただし、通常の IBM MQ クラスターとは以下の点が違います。
• 通常、均一クラスターはクラスター内のキュー・マネージャーの数が少なめです。 均一クラスターでは、
キュー・マネージャーの数が 10 を超えないようにします。

• クラスターの各メンバーの構成がほぼ同じです。
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• 通常、クラスターを使用するのは 1 つのアプリケーションか、相互に関連する 1 群のアプリケーション
です。

• クラスターに接続するアプリケーション・インスタンスの数をキュー・マネージャーの数以上にします。
自動構成および自動クラスタリング・サポートを使用することにより、均一クラスターの作成と、その後
その均一クラスターのメンバー間で構成を同一に保つ作業の両方を単純化できます。

手順
• 均一クラスターについて
• 均一クラスターの作成
• 均一クラスターの作成
• 均一クラスターからのキュー・マネージャーの中断

均等クラスターについて
均一クラスター・デプロイメントの目的は、スケーリングと可用性を重視したアプリケーションを設計し
て、均一クラスター内のどのキュー・マネージャーにも接続できるようにすることです。 そうすれば、特
定のキュー・マネージャーに依存することがなくなり、可用性が向上します。メッセージ・トラフィック
のワークロード・バランシングの強化も可能です。 均一クラスターは、IBM MQ for z/OS で
は使用できません。キュー共有グループによって、均一クラスターの多くの機能を実行できます。
均一クラスターとは、可用性の高い水平スケーリングの小規模なキュー・マネージャー・コレクションを
組み込んだ IBM MQ クラスターの 1 つのパターンです。 これらのキュー・マネージャーはほぼ同じ構成な
ので、アプリケーションはこれらのキュー・マネージャーを 1 つのグループと見なして対話できます。 こ
れにより、キュー・マネージャー間でアプリケーション・インスタンスを均等に分散させる処理が自動的
に行われるので、クラスター内の各キュー・マネージャーの有効活用が容易になります。
それぞれ独立した相互接続のキュー・マネージャーを作成して管理するには管理者の側に手動ステップが
必要になりますが、均一クラスターによってそうした手動ステップをいくらか削減できます。 クライアン
ト接続のロジックの一部がクライアント側からキュー・マネージャー側に移動します。アプリケーション・
アクティビティーのレベルに関する情報がクライアント側に通知され、どのキュー・マネージャーに接続
するかについての決定で活用されます。
自動構成および自動クラスタリング・サポートを使用することにより、均一クラスターの最初の作成と、
その後その均一クラスターのメンバー間で構成を同一に保つ作業の両方を単純化できます。 この機能を使
用する場合は、1 つの構成ファイルでクラスターを記述し、別の構成ファイルでその均一クラスター内のす
べてのキュー・マネージャーに適用する MQSC 構成を表します。 キュー・マネージャーを再始動するたび
に、構成が再適用され、クラスターが自動的に形成されます。 この機能の使用法について詳しくは、436
ページの『均一クラスターの作成』を参照してください。
均一クラスターのメリットをフルに活用するには、多数の同一インスタンスに各アプリケーションをスケ
ーリングすることも必要です。可能なら、インスタンスの数を最低でもキュー・マネージャーと同数にし
ます。もっと多くできれば、それに越したことはありません。
どんなサイズの IBM MQ クラスターにも、さまざまな機能があります。
• すべてのクラスタリング・リソースのディレクトリー (クラスター内のどのメンバーからも検出が可能)
• 自動チャネル作成/接続
• 多数の同一キューによる水平スケーリング (メッセージ・ワークロード・バランシングの使用)
• 可用性に基づく動的メッセージ・ルーティング
均一クラスターでは、キュー・マネージャー同士の通信やキュー間のワークロード・バランシングのため
に、IBM MQ クラスタリングを使用します。 ただし、通常の IBM MQ クラスターとは以下の点が違います。
• 通常、均一クラスターはクラスター内のキュー・マネージャーの数が少なめです。 均一クラスターでは、
キュー・マネージャーの数が 10 を超えないようにします。

• クラスターの各メンバーの構成がほぼ同じです。
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• 通常、クラスターを使用するのは 1 つのアプリケーションか、相互に関連する 1 群のアプリケーション
です。

• クラスターに接続するアプリケーション・インスタンスの数をキュー・マネージャーの数以上にします。
均一クラスター・パターンでは、クラスター内のすべてのキュー・マネージャーが同じメッセージング・
サービスを提供します。 例えば、すべてのクラスター・メンバーに同じローカル・キューが定義されるよ
うに構成して、クライアント・アプリケーションからクラスター内のどのメンバーにも接続できるように
することができます。 また、同じサーバー接続チャネルを定義することもできます。場合によっては、同
じ権限レコードやチャネル認証ルールなども定義できます。 ただし、クラスターの各メンバーのオブジェ
クトや構成にいくらか違いがあるのは構いません。 例えば、一部のアプリケーションでは、キュー・マネ
ージャーに接続している間に、一時動的キューを作成するかもしれません。 あるいは、一定の時間をかけ
て構成の更新 (証明書の新規作成や更新) を各メンバーに展開していくこともあり得ます。 通常の IBM MQ
クラスターと同様に、キュー・マネージャーのうちの二つは、フル・リポジトリー・キュー・マネージャ
ーにするための追加設定が必要です。
各キュー・マネージャーを同じ構成にした環境の図を以下に示します。 Q1 という同じキューと、
SVRCONN1 という同じサーバー接続チャネルが定義されています。

同じサーバー接続チャネル名になっている複数のキュー・マネージャーが 1 つのクライアント・チャネル
定義テーブル (CCDT) を使用する場合は、IBM MQ 9.1.2 で導入された新しいフォーマットの CCDT が必要
です。 46 ページの『JSON 形式の CCDT の構成』を参照してください。

アプリケーション名とアプリケーション・インスタンス
アプリケーション名は、 DISPLAY CONN(*) TYPE CONN コマンドの APPLTAG 属性として表示されます。
IBM MQ 9.1.2 以降では、アプリケーション名が設定される方法が 変更されています。
アプリケーションのインスタンスは、そのアプリケーションに対する 1 つの実行単位を提供する、密接に
関連した一連の接続を表します。 通常これは、単一のオペレーティング・システム・プロセスで、複数の
スレッドおよび関連する IBM MQ 接続を持つことができます。
アプリケーション名およびアプリケーション・インスタンスについて詳しくは、 アプリケーション開発の
概念を参照してください。

再接続可能クライアント
ワークロードの均等な分散のために移動できるのは、再接続可能なクライアントです。それに対し、再接
続不可能なクライアントは、その定義からして、別のキュー・マネージャーに再接続できません。 しかし、
それでも再接続不可能なクライアントを均一クラスターに接続するメリットはあります。例えば、クライ
アントがある種の永続的な状態になる場合や、他のメカニズムを使ってそれぞれのキュー・マネージャー
でアプリケーションの各インスタンスが実行されるようにする場合です。
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ローカル・バインド・アプリケーション
均一クラスターでは、IBM MQ アプリケーションがローカル・バインド・アプリケーションではなくクライ
アント・アプリケーションとして接続することが想定されています。 ローカル・バインド・アプリケーシ
ョンからクラスター・メンバーに接続することは禁止されてはいませんが、ローカル・バインド・アプリ
ケーションはクラスターの他のメンバーに接続できないため、均一クラスターによる均等なワークロード
分散はできません。
関連タスク
サポートされるプログラミング言語でのアプリケーション名の指定

自動アプリケーション・バランシング
IBM MQ の均一クラスターによってクラスター内のアプリケーションの分散度を緊密に管理できるように
なり、ランダム化や特定のキュー・マネージャーにアプリケーションを手動でピン留めする操作に依存し
なくてよくなりました。その結果、自動アプリケーション・バランシングによるアプリケーションの分散
度と可用性が大幅に高まっています。
クラスター化されたキュー・マネージャーのセット全体にわたる自動バランシングは、C、JMS、IBM
MQ .NET、XMS .NET で書かれたアプリケーションでサポートされます。
同じアプリケーションのインスタンスの数がキュー・マネージャーの数以上になっていると、均一クラス
ターによって、すべてのキュー・マネージャーが常に少なくとも 1 つのアプリケーション・インスタンス
と接続するようになります。
アプリケーションでは、キュー・マネージャーへの特定のアフィニティーを除去できます。そして代わり
にクライアント・チャネル定義テーブル (CCDT) を使用して、均一クラスター内のキュー・マネージャー・
グループへの接続を安全にランダム化できます。 アプリケーションでこれを実現できる理由は次のとおり
です。
• コンシューム側のアプリケーション・インスタンスが十分にあると、メッセージを処理するアプリケーシ
ョン・インスタンスが常に存在することになります。

• 1 つのキュー・マネージャーを停止すると、接続済みのアプリケーション・インスタンスは、クラスター
内の残りのキュー・マネージャーの間で均等に分散されます。

• 1 つのキュー・マネージャーを開始すると、クラスター内の他のキュー・マネージャーに接続していたア
プリケーション・インスタンスが、その新しいキュー・マネージャーを含むキュー・マネージャー間で自
動的に再バランシングされます。
その結果、均一クラスターでは、計画内の停止の場合も計画外の停止の場合も、継続的にアプリケーショ
ンの分散が最適化されてメッセージの処理が最大化されます。
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自動バランシングのために、均一クラスター内のキュー・マネージャーは、 定期的に情報を共有します。
これは、トピックツリーの予約$SYS/MQブランチの下にあるシステムトピックのメタデータを公開するこ
とによって行われます。 均一クラスター内の各キュー・マネージャーは、他のキュー・マネージャーから
パブリッシュされたメッセージにサブスクライブして、均一クラスター内のアプリケーションの状況を把
握します。
キュー・マネージャーは、クラスター全体のクライアント・アプリケーションの分散状況をモニターしま
す。 特定のキュー・マネージャーに接続しているアプリケーションの数がかなり少なく、そのキュー・マ
ネージャーが、クラスター内のバランスが崩れていると判断した場合は、そのキュー・マネージャーがク
ラスター内の他のキュー・マネージャーの 1 つに対して、システム・トピックに要求をパブリッシュしま
す。
メッセージを受け取ったターゲット・キュー・マネージャーは、クライアント・アプリケーションの 1 つ
に、要求元のキュー・マネージャーへのリダイレクトを要求します。 そのクライアント・アプリケーショ
ンはリダイレクト要求を受け取ると、接続を閉じて、要求元のキュー・マネージャーに再接続します。 こ
の自動バランシング・メカニズムは、アプリケーションには認識されません。 詳細については、425 ペー
ジの『自動バランシングの機能』を参照してください。
均一クラスターは、接続済みのアプリケーションに関するメタデータを周期的に配布することによって、
クライアント・アプリケーションとキュー・マネージャーの比率のバランスを幅広い範囲で時間の経過と
ともに改善していきます。 リダイレクト・イベントが短時間で連続して発生する事態を防ぐために、自動
バランシング・アルゴリズムでは、リダイレクト要求の発生率が制限されています。
クラスター内の複数のキュー・マネージャーにわたってアプリケーションの現在の状態をモニターし、ア
プリケーション・インスタンスをモニターすることができます。 詳しくは、アプリケーション・バランシ
ングのモニターを参照してください。 また、アプリケーション・バランシングに関する様々な問題を解決
する方法については、アプリケーション・バランシングのトラブルシューティングを参照してください。
再バランシングが効果的なのは、接続時間の長いアプリケーションに限られます。 接続時間が短いクライ
アント・アプリケーション (例えば、定期的に異なるキュー・マネージャーに接続および切断するように作
成されたクライアント・アプリケーション) の場合は、再接続不可能として構成するのが適切です。 これに
より、そのアプリケーションは、キュー・マネージャーがバランシングを試行する対象のアプリケーショ
ンのセットから外れます。
関連概念
427 ページの『自動バランシングによる自動再接続の使用方法』
均一クラスターの自動バランシングでは、 IBM MQの既存の自動再接続機能に対する機能拡張が利用され
ます。

自動バランシングの機能
均一クラスターでは、アプリケーション名に基づいてクライアント接続をグループ化します。 同じアプリ
ケーション名で均一クラスターのメンバーに接続する各アプリケーションは、同じアプリケーション名を
使用するその他のアプリケーションと同等と見なされます。
自動バランシングにより、クラスターのメンバー間でアプリケーション・インスタンスが均等に分散され
ます。詳しくは、423 ページの『アプリケーション名とアプリケーション・インスタンス』を参照してく
ださい。 DISPLAY APSTATUS コマンドは、キュー・マネージャーまたは均一クラスターに接続されている
1 つ以上のアプリケーションおよびアプリケーション・インスタンスの状況を表示するために使用します。
例えば、保険要求アプリケーションのすべてのインスタンスが「INSURANCE.REQUESTS". このアプリケー
ションからの関連する接続は、必要に応じて自動的にインスタンスでグループ化され、インスタンス単位
ですべてのバランシングが行われます。
そのアプリケーションの新しいインスタンスが均一クラスターのメンバーに接続する時には、自動バラン
シング・アルゴリズムによって、INSURANCE.REQUESTS インスタンス数の最も少ないキュー・マネージ
ャーが判別され、いくつかの接続がそれらのキュー・マネージャーにリダイレクトされます。
自動バランシングが有効になるのは、以下の場合に限られます。
• チャネルの SHARECNV 値がゼロより大きい場合。
• 以下のいずれかが該当する。

– クライアント・アプリケーションで MQCNO_RECONNECT が指定されている場合。
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– mqclient.ini ファイルで Defrecon=YES が指定されている場合。
注 : キュー・マネージャー・アフィニティーを持つアプリケーション (例えば、永続サブスクリプションや
キューへの動的応答など) は、安全に再バランシングができないため、MQCNO_RECONNECT_QMGR を使用
する方法をとるか、そうでない場合は再接続のオプションを使用しないでください。
クライアントが代替キュー・マネージャーにリダイレクトされると、通常どおりローカル・クライアント・
チャネル定義テーブル (CCDT) を使用して、新しいターゲットの接続情報を見つけます。 したがって、自動
バランスをスムーズかつ効率的に運用するために重要なのは、クライアントが、均一クラスターの各メン
バーの項目が含まれている CCDT と、最初の接続時のバランシングに使用されたキュー・マネージャー・
グループを使用することです。
複数の接続で同じサーバー接続名を使用するには、JSON 形式の CCDT を使用する方法が簡単です。 詳細に
ついては、46 ページの『JSON 形式の CCDT の構成』を参照してください。
関連概念
427 ページの『自動バランシングによる自動再接続の使用方法』
均一クラスターの自動バランシングでは、 IBM MQの既存の自動再接続機能に対する機能拡張が利用され
ます。

JMS アプリケーションの自動バランシング
Jakarta Messaging 3.0 または Java Message Service 2.0 アプリケーションが自動的に平衡化されると、
JMS アプリケーションが作成する IBM MQ 接続の基礎となるグループが一緒に移動されます。
IBM MQ 9.3.0以降では、 ActivationSpecsの構成時に dynamicallyBalanced プロパティーを使用でき
ます。 このプロパティーは、均一クラスター内のアプリケーション・バランシングの一部として、MDB が
別のキュー・マネージャーからメッセージを受信するように要求できるかどうかを指定します。 詳しくは、
インバウンド通信のリソース・アダプターの構成を参照してください。
JMS 接続を処理するために、均一クラスターにはアプリケーション・インスタンスという概念があります。
JMS では、アプリケーション・インスタンス は JMS 接続およびそれに関連するすべての JMS セッション
として定義されています。
JMS 接続に対応するクライアント接続に固有の接続タグが割り振られ、その JMS 接続によって作成された
JMS セッションに対応するクライアント接続に同じタグが適用されます。
例えば、クライアント・アプリケーションのペアが、単一のアクティブ・キュー・マネージャー (キュー・
マネージャー 1) を含んだ均一クラスターに対して JMS アプリケーションを実行しているとします。
• クライアント 1 は、アプリケーション名「App1」を設定する接続ファクトリーを作成し、JMS 接続と 3
つの JMS セッションを作成します。 クライアント 1 はキュー・マネージャー 1 に、それぞれが同じ接続
タグを共有する 4 つのクライアント接続を作成します。これは「App1」という単一インスタンスとして
扱われます。

• クライアント 2 は、アプリケーション名「App1」を設定する接続ファクトリーを作成し、JMS 接続と 2
つの JMS セッションを作成します。 クライアント 2 は、それぞれが同じ接続タグ (クライアント 1 に割
り当てられたものとは別) を共有する 3 つのクライアント接続を作成します。これは別の「App1」単一イ
ンスタンスとして扱われます。

• したがって、キュー・マネージャーからは、2 つの「App1」が見えることになります。
自動バランシングが実行されると、アプリケーション・インスタンスは移動されます。 キュー・マネージ
ャーは、アプリケーション・インスタンス (同じ接続タグを共用するクライアント接続のグループ) を選択
し、そのインスタンスを別のキュー・マネージャーに移動するように要求します。 クライアント・コード
は要求を受け取り、 関連するすべての接続 (JMS 接続とその関連 JMS セッションに対応するもの) が新しい
キュー・マネージャーに移動されるようにします。
例えば、前述の一連のアプリケーション・インスタンスを例に取って、新しいキュー・マネージャー (キュ
ー・マネージャー 2) が均一クラスターに追加されたとします。
キュー・マネージャー 2 には作業が割り当てられていませんが、キュー・マネージャー 1 には「App1」の
インスタンスが 2 つあります。そこでキュー・マネージャー 2 は、「App1」のインスタンスの 1 つをキュ
ー・マネージャー 2 に転送するようキュー・マネージャー 1 に要求します。
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キュー・マネージャー 1 は、移動する「App1」のインスタンスの 1 つを選択します。 この例では、クライ
アント 1 によって作成されたインスタンスを選択するものとします。
• キュー・マネージャー 1 は、「App1」のインスタンスを QM2 に移動する要求をクライアント 1 に送信し
ます。

• クライアントは、キュー・マネージャー 1 への 4 つの既存のクライアント接続を閉じ、キュー・マネー
ジャー 2 への 4 つの新規接続を作成します。

• JMS 接続とその JMS セッションは、処理の間の短い一時停止を除き、通常は中断されることはありませ
ん。
注 :

アプリケーション・インスタンスの移動時に特定の操作が進行中の場合、アプリケーションは JMS 例外を
受け取ることがあります。
JMS 例外には、リンクされた IBM MQ 例外があります。そこから理由コードを取得して、失敗の原因を判
別することができます。
予期される理由コードは、以下のとおりです。
MQRC_CALL_INTERRUPTED
これは、例えば持続メッセージ (JMS のデフォルト) が同期点の外側に置かれたものの、再接続によっ
て操作が中断された場合に発生します。

MQRC_BACKED_OUT
これは、例えば、同期点の内側にメッセージを書き込もうとしたものの、再接続によってそれが中断さ
れた場合に発生します。

関連概念
425 ページの『自動バランシングの機能』
均一クラスターでは、アプリケーション名に基づいてクライアント接続をグループ化します。 同じアプリ
ケーション名で均一クラスターのメンバーに接続する各アプリケーションは、同じアプリケーション名を
使用するその他のアプリケーションと同等と見なされます。
427 ページの『自動バランシングによる自動再接続の使用方法』
均一クラスターの自動バランシングでは、 IBM MQの既存の自動再接続機能に対する機能拡張が利用され
ます。

自動バランシングによる自動再接続の使用方法
均一クラスターの自動バランシングでは、 IBM MQの既存の自動再接続機能に対する機能拡張が利用され
ます。
IBM MQ 9.2.0より前のバージョンの IBM MQ では、自動再接続機能は、指定された接続の詳細 (通常は接
続名リストまたはクライアント・チャネル定義テーブル (CCDT)) に基づいて、キュー・マネージャーのス
タンバイ・インスタンスまたは別のキュー・マネージャーに自動的に再接続します。
状況によっては、 IBM MQ クライアントは、アプリケーションが再接続が行われたことを認識せずに、再
接続をサイレントに実行します。 どのキュー・マネージャーに再接続するかの決定は、接続名リストに載
っている接続名の順序か、CCDT で設定されているワークロード・バランシングの構成に基づきます。
IBM MQ 9.2.0 以降では、どのキュー・マネージャーにクライアントが再接続する必要があるかを示すヒン
トを含む再接続要求をクライアントに送信できます。 多くの再接続シナリオ (キュー・マネージャーの障害
や、コマンド endmqm -rを発行する管理者など) では、ヒント情報にキュー・マネージャー名は含まれ
ず、自動再接続の動作は IBM MQ 9.2.0より前と同じように機能します。
一方、均一クラスターを構成した場合は、クラスター内のバランス調整のために、自動アプリケーション・
バランシング機能からクライアントに再接続要求が周期的に送信されます。 その場合は、均一クラスター
が再接続のヒントの中でキュー・マネージャー名を指定するので、接続数の最も少ないキュー・マネージ
ャーにクライアント接続が移動します。
自動バランシングを機能させるには、以下の設定を行う必要があります。
• IBM MQ アプリケーションで CCDT を使用して接続情報を取得します。
• CCDT には、均一クラスター内のすべてのキュー・マネージャーの項目が含まれています。
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そうでない場合、クラスターは、クラスターのすべてのメンバー間でアプリケーションのバランスを自動
的に取ることはできません。
アプリケーションが IBM MQ 9.2.0より前のバージョンの IBM MQ クライアントを使用しており、自動クラ
イアント再接続をサポートするように構成されている場合、均一クラスターによって再接続ステップを実
行するように要求が送信される可能性があります。
特定のキュー・マネージャーへの再接続がクライアントに要求されることはなく、他の再接続イベントの
場合と同じ順序で再接続ロジックが実行されます。 IBM MQ 9.2.0 より前のクライアント・アプリケーショ
ンを均一クラスター全体に均等に分散させるには、クライアントが、クラスターのメンバーごとに均等に
重み付けされた項目を含む CCDT を使用するように構成されていることを確認してください。
アプリケーションは、追加のインスタンスを必要とするキュー・マネージャーに接続する前に数回の再接
続試行を行う可能性があるため、クラスター全体でアプリケーションを均等に分散させる方法として効率
が低下します。 そうした環境では、自動バランシングに時間がかかる可能性があります。

自動クライアント再接続をサポートしていない IBM MQ クライアント
自動クライアント再接続をサポートしていないバージョンの IBM MQ クライアントをアプリケーションで
使用している場合は、MQI 呼び出しから失敗の戻りコードを受け取ることがあります。
失敗を処理して手動で再接続を実行する設計が組み込まれていないアプリケーションについては、自動バ
ランシングを無効にする必要があるかもしれません。
注 : 再接続可能として識別されるアプリケーション (つまり、有効な接続オプションで
MQCNO_RECONNECT が設定されているアプリケーション) では、自動バランシングが有効になります。
関連タスク
437 ページの『均一クラスターの新規作成』
新しい均一クラスターの作成方法。

均一クラスターでのアプリケーションの再バランシングに影響を与える
自動アプリケーション・バランシング (均一クラスターの機能) を使用すると、アプリケーションの接続が、
そのライフサイクルのあらゆる時点で、代替のキュー・マネージャーに移動するように要求されるように
なります。

概要
IBM MQ 9.3.0以降、バランシング・アルゴリズムは、アプリケーション・フローの中断を最小限にするた
めに、アプリケーションの状態を自動的に考慮しようとします。 これは、アプリケーションのタイプ、ま
たはこのアプリケーションによって実行される IBM MQ アクティビティーのパターンに関する追加情報を
IBM MQ に提供することにより、特定のアプリケーションまたはアプリケーション・インスタンスに合うよ
うに調整できます。
通常は、クライアント・アプリケーションを開発またはデプロイする人が、このパターンを理解し、この
情報をキュー・マネージャーに提供するのに最適な立場にある可能性が高いですが (柔軟で拡張性の高いク
ライアント・アプリケーションのデプロイ (Deploying flexible and scalable client applications) を参照)、管
理者がこの調整を実行するか、追加的に実行する場合もあります。
キュー・マネージャーが妥当な期間内にアプリケーションの均等な分散を達成できない場合でも、他のキ
ュー・マネージャーの IBM MQ フローの都合のよいタイミングを待つことなく、アプリケーションの接続
が他のキュー・マネージャーに再バランシングされる可能性があることに注意してください。
これは、要件を満たすように調整することもできます。 アプリケーションの均等な分散を迅速に実現する
ことがより重要な場合は、アプリケーションの再バランシングに適したタイミングを見つけるまでの待機
時間を短縮するように製品を構成することができます。 あるいは、アプリケーションの中断を防ぐことが
より重要な場合は、アプリケーションを移動するのに都合のよいタイミングを常に待つように製品を構成
することができます。
概要情報の詳細については、柔軟で拡張性の高いクライアント・アプリケーションのデプロイ (Deploying
flexible and scalable client applications) を参照してください。
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.NET アプリケーションの場合の詳細については、432 ページの『.NET でのアプリケーションの再バランシ
ングへの影響』を参照してください。
.XMS.NET アプリケーションの場合の詳細については、 ConnectionFactory のプロパティーを参照してくだ
さい。

JMS アプリケーションについて詳しくは、433 ページの『IBM MQ classes for JMS でのアプ
リケーションの再バランシングへの影響』 を参照してください。

デフォルトのアプリケーション・バランシング動作
デフォルトでは、キュー・マネージャーとのアプリケーションの相互作用のトランザクション/作業単位の
状態は、すべてのアプリケーションについて考慮されます。
ローカル・トランザクションの場合、自動アプリケーション・バランシングは、現在トランザクションに
関係しているアプリケーションへの再バランシング要求の発行を回避します。 これは、アプリケーション
がバックアウトされた戻りコードを受け取る可能性を排除するわけではありませんが (構成された再バラ
ンシングのタイムアウトに達するか、実際の障害が発生したことによって、依然としてそのような戻りコ
ードが発行される場合があるため)、通常はトランザクションの最中にアプリケーションが再接続を求めら
れることがないことを意味します。
前のトランザクションの完了直後に新しいトランザクションを開始するアプリケーションの場合、再バラ
ンシングが完了するまで、新しいトランザクションでの最初の呼び出しに遅延が発生する可能性がありま
す。 これにより、自動アプリケーション・バランシングは、引き続き均一クラスター内のキュ・ーマネー
ジャー間でアプリケーションを均等に分散することができます。
実行時間の長いトランザクションを使用するアプリケーションがある場合は、リバランス・タイムアウト
の値を増やすか、この制約を完全に無効にすることを検討してください。 MQI および .NET でこれを制御
する方法、または同等のコード・レベルの「フォールト・トレランスおよびスケーラビリティーのための
クライアント・アプリケーションの設計」のリンクについては、 430 ページの『バランシング動作の構成』
を参照してください。

要求/応答バランシング
アプリケーション・タイプが Request-Replyとして指定されている場合、アプリケーション・インスタ
ンスが実行する PUT ごとに 1 つの応答 GET が予期されます。 アプリケーション・インスタンスに複数の
スレッドが含まれている場合、またはバッチでの要求と応答を処理する場合、複数の要求および応答をい
つでもフライトに乗せることができます。
送信された要求の数が受信された応答の数と等しくなるか、またはタイムアウトのバックストップ値を超
えるまで、アプリケーションは移動に適格と見なされません。
例外として、メッセージの有効期限が要求メッセージに対して構成されている場合があります。 応答は、
要求メッセージの有効期限間隔内に受信する必要があり、すべての要求メッセージが期限切れになると、
バランシング・アルゴリズムは、移動の対象となるインスタンスを考慮する前に、追加の応答を待機しな
くなります。
未処理の要求が複数ある場合は、送信された要求メッセージのうち最新の有効期限のみが考慮されます。
意味のある有効期限値が使用されている場合は、予期される要求/応答の有効期限期間を短くしないように、
アプリケーションの Timeout バランシング・パラメーターを、少なくとも送信されたメッセージの有効期
限と同じ値に構成する必要があります。
先行するパターンは、未処理の要求がない期間があることを予期するアプリケーションにのみ適していま
す。 常にメッセージを送受信する複雑なマルチスレッド・アプリケーションは、このパターンの下でリバ
ランスに適格にならない可能性があります。
注 :

• 特定の要求と応答を相関させる試みは行われないため、フライト・メッセージのバッチ内で以前の応答が
期限切れになると、アプリケーションは、最新の要求の有効期限が切れるまで待機してから、バランスを
取ることができます。
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• 特に、同様の理由から、無制限の有効期限とメッセージの有効期限を組み合わせる場合には注意が必要で
す。
有効期限が制限された要求メッセージが未解決であり、新規メッセージが無制限の有効期限付きで送信さ
れる場合、バランシング・アルゴリズムでは無制限の有効期限タイムアウトは考慮され ません 。これに
より、現在の最新の有効期限時刻が引き続き考慮されます。
そうしないと、以前の応答が有効期限切れになったため、アプリケーションが移動できなくなります。
同様に、無制限の有効期限切れタイムアウト応答が未解決の場合でも、有効期限切れの要求が後で送信さ
れると、待ち時間は最長の (限定された) 有効期限に削減されます。
一般的に、バランスの取れたアプリケーションで有効期限切れと非期限切れの両方の要求メッセージを送
信する単一のアプリケーション・インスタンスを避ける必要があります。これは、開発者または管理者
が、正確な追跡または定義を行うことがより困難になるためです。

• 送信側アプリケーションによって指定された有効期限時刻のみ (例えば、MQI では MQMD.Expiryの値)
応答を待機する時間を決定する際に考慮されます。 例えば、この値に対する後続の変更では、CAPEXPRY
の使用は、待機時間には影響しません。

バランシング動作の構成
IBM MQ がいつアプリケーションを再バランシングするかに明確に影響を与えるために、特定のクライアン
ト・アプリケーション環境では、使用中のメッセージング・パターンに関する情報を接続時に提供するこ
とができます。
この情報は、バランシング・オプションと呼ばれる新しい構造で提供されます。
MQI の場合は、430 ページの『MQIを使用したバランシング動作の構成』を参照してください。
この構造に相当する .NET クライアントについては、 432 ページの『.NET でのアプリケーションの再バラ
ンシングへの影響』を参照してください。

これらのオプションを設定する JMS アプローチについて詳しくは、433 ページの『IBM MQ
classes for JMS でのアプリケーションの再バランシングへの影響』 を参照してください。
他のクライアント環境では、現在、接続時にこの構造を提供することはサポートされていません。

MQIを使用したバランシング動作の構成
IBM MQ がいつアプリケーションを再バランシングするかに明確に影響を与えるために、特定のクライアン
ト・アプリケーション環境では、使用中のメッセージング・パターンに関する情報を接続時に提供するこ
とができます。
MQIでは、平衡化オプション構造体は ムクブノと呼ばれます。
プログラムに バランシング・オプション が指定されていない場合、サポート・クライアントは、クライア
ント・アプリケーションとともにデプロイされる client.ini ファイルの Application スタンザ または
ApplicationDefaults スタンザ からこの情報を派生させます。
注 : これらのスタンザは同じですが、 Application バージョンには、これらのオプションが適用されるア
プリケーションを識別するための Name フィールドが含まれています。
いずれかの形式のスタンザが指定されている場合は、すべてのフィールドが存在する必要があります。た
だし、 BalanceOptions は例外で、明示的に設定されていない場合は none であると想定されます。
提供するオプションの優先順位は、次のとおりです:

1. MQBNO構造体は、CONNXでアプリケーションによって提供され、全体として使用されます
2.または、 Application という名前のマッチング・スタンザが存在する場合は、それを生成するために
のみ使用されます。

3.または、 ApplicationDefaults スタンザが存在する場合は、このスタンザのみを使用して生成され
ます。

4.または、この接続に対する MQBNOフローはありません。
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MQBNO構造体または client.iniファイルのいずれかから、以下の三つのキーに情報を提供することが
できます:

1. ApplicationTypeまたはアプリケーションのパターン。
フィールドは、アプリケーションが参加する IBM MQアクティビティの一般的なパターン IBM MQを示
します。
以下の三つのタイプのアプリケーションがサポートされています:
単純

429 ページの『デフォルトのアプリケーション・バランシング動作』で説明されているデフォルト
以外の特定の規則は適用されません。

要求/応答
各 MQPUT呼び出しの後で、対応する MQGET呼び出しが応答メッセージに対して予期されていま
す。 詳しくは、429 ページの『要求/応答バランシング』を参照してください。

管理対象クライアント
再平衡化要求は常に、クライアントに即時にディスパッチされます。これにより、例えば、JEEリ
ソース・アダプターがこの方法で登録されるなど、適切な時点で再平衡化が行われます。

2. Timeout 。これを過ぎると、リバランスによってアプリケーション・アクティビティーが中断されま
す。

3.特定の BalanceOptions

アプリケーションが再平衡化される可能性がある場合の例
例 1

メッセージを同期点で書き込み、MQCMIT呼び出しを発行してメッセージのバッチをコミットするアプリ
ケーションを作成しました。 MQCMIT呼び出しが完了すると、アプリケーションは新しい同期点の下にメ
ッセージを書き込みます。
推奨される IBM MQ構成
十分なデフォルト・オプション

結果
構成された数のトランザクションが満たされると、MQCMIT呼び出しが成功した(または失敗した)後
に、アプリケーション・インスタンスが移動されます。
デフォルトでは、メッセージのバッチが 10 秒を超える場合は、リバランスが要求された場合にロール
バックされる可能性があります。 トランザクションが定期的にこの制限を超え、これを許可する必要
がある場合は、 Timeout を適切に拡張できます。

例 2

一つのメッセージをクラスター・キュー・インスタンスに書き込むアプリケーションが作成され、その要
求を処理した後に、別のアプリケーションがメッセージを含むローカル一時動的キューに応答します。 要
求がローカル・キューから破壊的に読み込まれた場合、アプリケーションは次の要求メッセージを出しま
す。
推奨される IBM MQ構成
種類を MQBNO_BALTYPE_REQREPに設定します

結果
アプリケーションが MQGET呼び出しを完了すると、アプリケーション・インスタンスが移動されま
す。この時点で、アプリケーション・インスタンスは別のキュー・マネージャーに移動します。 後続
の MQPUT呼び出しは、新しいキュー・マネージャー上で実行されます。

MQBNO
ApplicationType

IBM MQの構成  431



.NET でのアプリケーションの再バランシングへの影響
IBM MQ 9.3.0 以降、MQQueueManager クラスを使用してキュー・マネージャーに接続するときに、アプ
リケーションからハッシュ・テーブルを使用してバランシング・オプションのプロパティーを設定できる
定数が追加されました。
以下の定数は、.NET でアプリケーション・バランシングに影響を与えるために使用する定数です。
アプリケーション・タイプの再バランシング
バランシング・アクションのタイプ。定数 MQC.BALANCING_APPLICATION_TYPE_PROPERTY で表さ
れています。
• MQBNO 構造体の ApplicationType フィールドを設定するには、このプロパティーを使用する必要
があります。
整数型の値を設定する必要があり、可能な値は以下のとおりです:
MQC.BALANCING_APPLICATION_TYPE_SIMPLE
単純なバランシング；428 ページの『均一クラスターでのアプリケーションの再バランシングに
影響を与える』で説明されているものに加えて、特定のルールは適用されません。 これがデフォ
ルト値です。

MQC.BALANCING_APPLICATION_TYPE_REQUEST_REPLY
要求/応答バランシング。各 MQPUT 呼び出しの後に、応答メッセージに対して一致する MQGET 呼
び出しが必要です。 バランシングは、そのようなメッセージが受信されるか、または要求メッセ
ージ EXPIRY が超過するまで遅延されます。

アプリケーションによって再接続が有効になっており、このプロパティーが設定されていない場合、
MQC.BALANCING_APPLICATION_TYPE_SIMPLE が使用されます。

再平衡化オプション
発行側アプリケーションによって設定されるバランシング・オプション。定数
MQC.BALANCING_OPTIONS_PROPERTY で表されています。
• MQBNO 構造体の BalanceOptions フィールドを設定するには、このプロパティーを使用する必要
があります。
整数型の値を設定する必要があり、可能な値は以下のとおりです:
MQC.BALANCING_OPTIONS_NONE
オプションは設定されていません。 これはデフォルト値です

MQC.BALANCING_OPTIONS_IGNORE_TRANSACTIONS
このオプションを設定すると、トランザクションの途中であっても、アプリケーションをリバラ
ンスすることができます。

アプリケーションによって再接続が有効になっており、このプロパティーが設定されていない場合
は、MQC.BALANCING_OPTIONS_NONE が使用されます。

再平衡化タイムアウト
再バランシングによってアプリケーション・アクティビティーが中断されるまでのタイムアウト。定数
MQC.BALANCING_TIMEOUT_PROPERTY で表されます。
• プロパティーを使用して、MQBNO構造体のタイムアウトフィールドを設定する必要があります。
整数型の値を設定する必要があり、可能な値は以下のとおりです:
MQC.BALANCING_TIMEOUT_AS_DEFAULT
設定されたデフォルトのタイムアウト値。 これはデフォルト値です

MQC.BALANCING_TIMEOUT_IMMEDIATE
即時タイムアウトが発生

MQC.BALANCING_TIMEOUT_NEVER
タイムアウト発生なし

注 : 定義された値から 1 つの値、または 0から 999999999 秒の値を指定する必要があります。
柔軟でスケーラブルなクライアントアプリケーションの導入
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MQBNO

IBM MQ classes for JMS でのアプリケーションの再バランシングへの影響
IBM MQ 9.4.0以降、 ConnectionFactoryでバランシング・オプション・プロパティーを設定するため
の追加の定数を使用できるようになりました。 これらの定数は、 WMQ_PROVIDER_VERSION が 7に設定さ
れている場合にのみ適用されます。 均一クラスター内の Request_reply アプリケーションでは、応答が
欠落する可能性を考慮する必要があります。
• 433 ページの『使用可能な定数』.
• 434 ページの『REQUEST_REPLY アプリケーションのバランシング時にメッセージが失われる可能性があ
る』.

使用可能な定数
以下の定数は、IBM MQ classes for JMS でアプリケーション・バランシングに影響を与えるために使用す
る定数です。
アプリケーション・タイプの再バランシング
バランシング・アクションのタイプ。定数 WMQConstants.WMQ_BALANCING_APPLICATION_TYPE
で表されています。
• MQBNO 構造の ApplicationType フィールドを設定するには、このプロパティーを使用する必要が
あります。
整数型の値を設定する必要があります。 指定できる値は以下のとおりです。
WMQConstants.WMQ_BALANCING_APPLICATION_TYPE_SIMPLE (デフォルト)
単純なバランシング；428 ページの『均一クラスターでのアプリケーションの再バランシングに
影響を与える』で説明されているものに加えて、特定のルールは適用されません。

WMQConstants.WMQ_BALANCING_APPLICATION_TYPE_REQUEST_REPLY
要求/応答バランシング。各 MQPUT 呼び出しの後に、応答メッセージに対して一致する MQGET 呼
び出しが必要です。 バランシングは、そのようなメッセージが受信されるか、または要求メッセ
ージ EXPIRY が超過するまで遅延されます。

アプリケーションによって再接続が有効になっていて、このプロパティーが設定されていない場合
は、 WMQConstants.WMQ_BALANCING_APPLICATION_TYPE_SIMPLE が使用されます。

再平衡化オプション
発行側アプリケーションによって設定されるバランシング・オプション。定数
WMQConstants.WMQ_BALANCING_OPTIONS で表されています。
• MQBNO 構造の BalanceOptions フィールドを設定するには、このプロパティーを使用する必要があ
ります。
整数型の値を設定する必要があります。 指定できる値は以下のとおりです。
WMQConstants.WMQ_BALANCING_OPTIONS_NONE (デフォルト)
オプションは設定されていません。

WMQConstants.WMQ_BALANCING_OPTIONS_IGNORE_TRANSACTIONS
このオプションを設定すると、トランザクションの途中であっても、アプリケーションをリバラ
ンスすることができます。

アプリケーションによって再接続が有効になっていて、このプロパティーが設定されていない場合
は、 WMQConstants.WMQ_BALANCING_OPTIONS_NONE が使用されます。

再平衡化タイムアウト
リバランスによってアプリケーション・アクティビティーが中断されるまでのタイムアウト。定数
WMQConstants.WMQ_BALANCING_TIMEOUT で表されます。
• MQBNO 構造の Timeout フィールドを設定するには、このプロパティーを使用する必要があります。
整数型の値を設定する必要があります。 指定できる値は以下のとおりです。
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WMQConstants.WMQ_BALANCING_TIMEOUT_AS_DEFAULT (デフォルト)
設定されたデフォルトのタイムアウト値。 デフォルトでは、この値は 10 秒です。

WMQConstants.WMQ_BALANCING_TIMEOUT_IMMEDIATE
即時タイムアウトが発生します。

WMQConstants.WMQ_BALANCING_TIMEOUT_NEVER
タイムアウトは起こりません。

1 から 999999999 までの値
これは秒単位の値を表します。

注 : 定義された値から 1 つの値、または 0から 999999999 秒の値を指定する必要があります。
これらのプロパティーは、 JMSAdmin または IBM MQ Explorer インターフェースを使用する接続ファクト
リーの JNDI 表現でも設定できます。

REQUEST_REPLY アプリケーションのバランシング時にメッセージが失われる可能性が
ある
IBM MQ classes for JMS (および IBM MQ classes for Jakarta Messaging) では、要求/応答機能は、要求メッ
セージに JMSReplyTo プロパティーを設定することによって実装されます。このプロパティーは、応答を
送信するかどうかを決定するために応答アプリケーションによって使用されます。 JMS の用語では、
JMSReplyTo プロパティーは Destinationです。
これが IBM MQ 操作に変換されると、 JMSReplyTo プロパティーは、特定のキュー・マネージャー上のキ
ューを識別する完全修飾キュー URI として送信されます。
再接続のバランシングの処理は非同期であるため、 JMSReplyTo プロパティーが完全修飾 URI に変換され
た後、要求メッセージが要求キューに書き込まれる前に、再接続が開始されることがあります。 このよう
な状況では、応答側アプリケーションは、元のキュー・マネージャーの元の応答キューに応答を送信する
可能性がありますが、要求側アプリケーションは現在、新しいキュー・マネージャーで応答を待機してい
る可能性があります。
したがって、均一クラスター内の Request_reply アプリケーションでは、応答が欠落する可能性を考慮
する必要があります。
柔軟でスケーラブルなクライアントアプリケーションの導入
MQBNO - バランシング・オプション

均一クラスターの制限事項と注意点
均一クラスターを構成する時に考慮すべき制限事項など。
注 : 均一クラスターを構成する場合の一般的な要件については、 437 ページの『均一クラスターの新規作
成』も参照してください。

キュー・マネージャー間の均一性の重要性
デフォルトでは、 reconnectable として自身を宣言するアプリケーションは、いつでも均一クラスター
内の代替キュー・マネージャーにリバランスされる可能性があります。 つまり、そのようなアプリケーシ
ョンが必要とするキュー、トピック、または権限レコードなどのリソースは、均一クラスター内のすべて
のキュー・マネージャーで宣言する必要があります。
キュー・マネージャー構成の整合性はポリシングされません。 クラスターのメンバーを同じような構成に
するかどうかは、システム管理者にかかっています。
ただし、 「始動時に MQSC スクリプトから自動構成」 機能を使用して、クラスターのオブジェクトを定義
する MQSC スクリプトを共有することにより、整合性を保つことができます。これにより、すべてのスク
リプトの定義が同じになります。 詳しくは、437 ページの『均一クラスターの新規作成』を参照してくだ
さい。
この均一性は、クラスターのフル・リポジトリー・キュー・マネージャーにまで及びます。 従来の IBM MQ
クラスターの場合、多くの場合、完全リポジトリーをスタンドアロン・システムに分離することがベスト・
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プラクティスと見なされますが、均一クラスターでは、完全リポジトリーがクラスターに完全に参加し、
他のノードとともにアプリケーション・ワークロードを処理します。

均一クラスターと従来の IBM MQ クラスターのオーバーラップ
均一クラスターのキュー・マネージャーは 1 つの均一クラスターにしか参加できません。標準の IBM MQ
クラスターにはいくつでも参加してそのメンバーになれます。 均一クラスターは、より広いクラスター内
の単一のキュー・マネージャーとして機能すると考えると役立つ場合があります。
次の考慮事項に注意してください。
• 完全リポジトリーとして機能する均一クラスター・キュー・マネージャーは、均一クラスター自体の完全
リポジトリーでなければなりません。

• 同様に、均一クラスターのメンバーである部分リポジトリー・キュー・マネージャーは、従来型のより広
範な IBM MQ クラスターに属している可能性があるため、均一クラスターの外部のリポジトリーとして
使用することはできません。
詳しくは、 フル・リポジトリーを保持するクラスター・キュー・マネージャーの選択方法を参照してく
ださい。
その理由は、従来の IBM MQ クラスターと均一クラスターの組み合わせのフル・リポジトリーであるキュ
ー・マネージャーは、均一クラスターのメンバー間でクラスター・キャッシュに保持されているデータの
相違を推奨するため、意図したとおりに均一クラスター機能を使用しないように移行するためです。
単一のフル・リポジトリー・キュー・マネージャーを均一クラスターに置き換えるには、フル・リポジト
リーをそのキュー・マネージャーで進行中のアプリケーション作業から分離し、アプリケーション作業の
みを均一クラスターに移動します。
均一クラスターの自動定義を使用している場合、他のクラスターで使用するためにクラスター・チャネル
を共有することはできません。つまり、 CLUSTER 属性を自動クラスターに設定し、 CLUSNL 属性を空にす
る必要があります。

アプリケーション・バランシングの考慮事項
特に以下の状況では、アプリケーション・インスタンスのバランスが常に均等であるとは限りません。
• アプリケーション・インスタンスの数がクラスター内のキュー・マネージャーの数より少ない場合。
• クライアント・アプリケーションがクラスターに接続した後、またはクラスターから離脱した後の短期
間。
クライアント・アプリケーションのリバランスが過度に頻繁に行われないようにするために (特に、アプリ
ケーション接続が頻繁に行われる場合)、均一クラスターがクライアント・アプリケーションにリバランス
を要求する頻度に制限が設定されます。 接続または切断のアクティビティーが高い期間が経過すると、残
りのアプリケーション・インスタンスが均一クラスター全体で均等にバランスが取られるまでに数分かか
る場合があります。
詳しくは、 アプリケーション・バランシングのトラブルシューティングを参照してください。

アプリケーション親和性
すべてのアプリケーションが均一クラスター間の自動リバランスに適しているわけではありません。
MQCNO_RECONNECT を指定するアプリケーションのみがリバランスされます。 特定のキュー・マネージャ
ーに対してアフィニティーを持つアプリケーションは、 MQCNO_NO_RECONNECT オプションまたは
MQCNO_RECONNECT_Q_MGRのいずれかを指定する必要があります。 後者では HA フェイルオーバーが許
可されますが、リバランスは許可されません。
キュー・マネージャーへの暗黙的な親和性を作成するアプリケーションの例を以下に示します。
• 永続サブスクリプションを作成するアプリケーション。
• 例えば、応答メッセージを受信するために、永続動的キューを作成するアプリケーション。
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• 厳密なメッセージ順序付けを必要とするアプリケーション、またはシーケンス内のすべてのメッセージを
必要とするアプリケーションは、同じアプリケーション・インスタンスまたはその両方によって処理され
ます。
これらのアプリケーションは、 MQCNO_RECONNECTではなく、 MQCNO_NO_RECONNECT または
MQCNO_RECONNECT_Q_MGR オプションを指定する必要があります。
詳しくは、 再接続オプションを参照してください。

メッセージの可用性
アプリケーション・バランシングでは、障害が発生したキュー・マネージャーまたは一時的に使用不可に
なったキュー・マネージャーの間で接続のバランスを再調整できますが、均一クラスターでは、メンバー
間でメッセージ・データを複製しません。 データの可用性のために、ノードに障害が発生した場合は、均
一クラスターの各メンバーも高可用性になるように構成する必要があります。 多くのデータ複製と高可用
性ソリューションが使用可能であり、サービスとデータの可用性を最大限に高めるために均一クラスター
と組み合わせることができます。以下に例を示します。
• コンテナー・オーケストレーションによって自動的に再始動されるコンテナー・インスタンスをサポート
する複製ストレージ。 詳しくは、 単一の回復力を持つキュー・マネージャーを参照してください。

• RDQM キュー・マネージャー。 詳しくは、RDQM 高可用性を参照してください。
• 複数インスタンス・キュー・マネージャー。 詳細については、520 ページの『複数インスタンス・キュ
ー・マネージャー』を参照してください。

• ネイティブ HA。 詳しくは、ネイティブ HA を参照してください。
• IBM MQ Appliance HA。 詳しくは、高可用性を参照してください。

均一クラスターのスケーラビリティーとパフォーマンス
均一クラスター内のキュー・マネージャー間でアプリケーションの状態をより緊密に統合および共有でき
るようにするには、従来の IBM MQ クラスターよりも高いレベルの相互通信が必要です。 したがって、単
一の均一クラスターで多数のキュー・マネージャーにスケーリングすることは推奨されません。これは、
追加の通信がパフォーマンスに悪影響を及ぼすためです。
パフォーマンスと管理の両方の理由から、均一クラスターは、多数の関連アプリケーションにメッセージ
ングを提供する単一の従来型キュー・マネージャーとして機能するが、企業全体で唯一のメッセージング・
サービスではないと考えることをお勧めします。 このパターンでは、多数のクライアント・アプリケーシ
ョン接続をサポートするには、通常、少数 (最大 10 個) のキュー・マネージャーで十分です。 アプリケー
ション・バランシングにより、少数のキュー・マネージャー (例えば、3 つのキュー・マネージャー) から
始めて、キュー・マネージャーを追加することでスケールアップすることが簡単になります。

重要 : 推奨特性のないクラスター (特に多数のキュー・マネージャーがあるクラスター) で均一クラ
スターの動作を有効にすると、パフォーマンスに深刻な影響が出る可能性があります。

関連概念
424 ページの『自動アプリケーション・バランシング』
IBM MQ の均一クラスターによってクラスター内のアプリケーションの分散度を緊密に管理できるように
なり、ランダム化や特定のキュー・マネージャーにアプリケーションを手動でピン留めする操作に依存し
なくてよくなりました。その結果、自動アプリケーション・バランシングによるアプリケーションの分散
度と可用性が大幅に高まっています。

均一クラスターの作成
自動構成および自動クラスタリング・サポートを使用することにより、均一クラスターの最初の作成と、
その後その均一クラスターのメンバー間で構成を同一に保つ作業の両方を単純化できます。

始める前に
均一クラスターを作成する前に、434 ページの『均一クラスターの制限事項と注意点』をお読みください。
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このタスクについて
特定の IBM MQ クラスターを均一クラスターとして扱うことを指定するには、 qm.ini ファイルで、
Type=一様 および ClusterName=< 均一クラスター名>以上の AutoCluster のセクションを指定します。
自動クラスター作成を使用して、基本となる IBM MQクラスターを同じ.iniスタンザを介して構成するこ
とができます。 この自動クラスター・サポートを使用してクラスターをセットアップする場合は、クラス
ターとその完全リポジトリーを記述した構成ファイルを提供します。
開始するキュー・マネージャーが完全リポジトリーの 1 つとしてリストされている場合、それは自動的に
完全リポジトリーになります。 同様に、クラスター受信側チャネルが定義されている場合、完全リポジト
リー (複数の場合もある) に対するクラスター送信側チャネルが自動的に定義されます。

手順
均一クラスターを必要とする追加の機能を活用するには、以下のいずれかのステップを実行する必要があ
ります。
• 422 ページの『均等クラスターについて』に記されているパターンに合致する均一クラスターへの既存
のクラスターの変換。

• これを目的とした均一クラスターの新規作成。
均一クラスターの新規作成

新しい均一クラスターの作成方法。

手順
1.クラスターの完全リポジトリーについて記述するファイルを作成します。
どのクラスターでも、2 つの完全リポジトリーが、そのクラスターについての情報の中央ストアとして
機能します。
つまり、そのクラスター内の 2 つの完全リポジトリーの名前と接続名を記述する必要があります。
注 : すべての作成作業 (キュー・マネージャーの作成を含む) は、この記述の後に行います。 以下のプロ
セスには、これらのキュー・マネージャーの作成が含まれています。
例として、キュー・マネージャー・メンバー QMA、QMB、QMC、および QMD を含む UNICLUS という
名前の均一クラスターをセットアップするとします。 この例では、QMA と QMB が完全リポジトリー
で、QMC と QMD が部分リポジトリーです。 構成ファイル uniclus.iniを以下に示します:

AutoCluster:
   Repository2Conname=QMA.dnsname(1414)
   Repository2Name=QMA
   Repository1Conname=QMB.dnsname(1414)
   Repository1Name=QMB
   ClusterName=UNICLUS
   Type=Uniform

RepositoryNConname フィールドは、他のクラスター・メンバーがクラスター送信側 (CLUSSDR) を定
義するための conname 属性として使用され、複数インスタンス・キュー・マネージャーの接続リスト
にすることができ、オプションでポートを含めることもできます。

2.すべてのクラスター・メンバーに適用される MQSC定義を含むサンプル構成ファイル(uniclus.mqsc)
を作成します。
このファイルには、クラスター受信側チャネル (CLUSRCVR) の定義の 1 行を必ず含める必要がありま
す。この行には、自動クラスター名 (通常は +AUTOCL+ 挿入を使用) の CLUSTER 属性と、+QMNAME+
挿入を含むチャネル名を指定します。
これは、均一クラスターの他のメンバーが各キュー・マネージャーに接続する方法を記述するもので、
他のキュー・マネージャーへの接続方法のテンプレートとしても使用されます。 定義の例を以下に示し
ます。
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define channel('+AUTOCL+_+QMNAME+') chltype(clusrcvr) trptype(tcp) 
conname(+CONNAME+) cluster('+AUTOCL+') replace

自動クラスターが構成されている場合、均一クラスター内のすべてのキュー・マネージャーでクラスタ
ー受信側チャネルの定義を同一にするために、この定義の CLUSTER、CONNAME、および CHANNEL の
フィールドにいくつかの追加の挿入を使用することができます。 これには、以下が含まれます。
+AUTOCL+
自動クラスター名

+ キュー名 +
作成するキュー・マネージャーの名前

+CONNAME+
接続名パラメーター・ストリングで使用するために、-iv パラメーターを使用するか、または
Variables qm.ini スタンザ内で、キュー・マネージャーの作成時に定義される変数。 変数名には
任意の値を指定できます。

チャネル名は 20 文字に制限されているので、挿入の使用時と挿入の置換後のいずれにおいても、値が
この制限内に収まっている必要があります。 例えば、ファイルは次のようになります。
*##########################################################################
* Compulsory section for all uniform cluster queue managers
*##########################################################################
define channel('+AUTOCL+_+QMNAME+') chltype(clusrcvr) trptype(tcp) conname(+CONNAME+) 
cluster('+AUTOCL+') replace
*
*##########################################################################
* Configuration for all queue managers
*##########################################################################
define QL(APPQ) maxdepth(99999999) replace
define QL(APPQ2) maxdepth(99999999) replace
define channel(CLIENTCHL) chltype(svrconn) trptype(tcp) replace

3.これら 2 つのファイルを、均一クラスター・メンバーをホストする各マシンで利用できるようにしま
す。
例えば、/shared/uniclus.iniと/shared/uniclus.mqscなどです。

4.これらのマシンごとに、キュー・マネージャーを作成します。
コマンド・ラインで、以下を指定します。
a.予期されるポートでのリスナーの開始の要求
b.自動クラスター・セットアップ・ファイル (uniclus.ini) を指す自動 INI 構成 (-ii) の要求
c.均一クラスターの CLUSRCVR 定義が含まれている MQSC 構成ファイルを指す自動 MQSC 構成 (-ic)
の要求。

d.このキュー・マネージャーの CONNAME。
QMA のホストで、次のようにします。
crtmqm -p 1414 -ii /shared/uniclus.ini -ic /shared/uniclus.mqsc -iv 
CONNAME=QMA.dnsname(1414) QMA
strmqm QMA

均一クラスター内の各キュー・マネージャーは、ほとんど同じコマンド・ラインで作成されます。 均一
クラスターでは、完全リポジトリーと部分リポジトリーの違いはすべて自動的に処理されます。
QMB のホストで、次のようにします。
crtmqm -p 1414 -ii /shared/uniclus.ini -ic /shared/uniclus.mqsc -iv 
CONNAME=QMB.dnsname(1414) QMB
strmqm QMB

QMC のホストで、次のようにします。
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crtmqm -p 1414 -ii /shared/uniclus.ini -ic /shared/uniclus.mqsc -iv 
CONNAME=QMC.dnsname(1414) QMC
strmqm QMC

QMD のホストで、次のようにします。
crtmqm -p 1414 -ii /shared/uniclus.ini -ic /shared/uniclus.mqsc -iv 
CONNAME=QMD.dnsname(1414) QMD
strmqm QMD

自動処理の内容:

キュー・マネージャーが開始されると、uniclus.iniファイルからの定義が qm.iniファイルに適用
されます。 詳しくは、107 ページの『始動時の qm.ini の自動構成』を参照してください。 これにより、
AutoCluster 定義が qm.ini ファイルに追加されます。
キュー・マネージャーが AutoCluster スタンザで完全リポジトリーの 1 つとして指定されている場合
は、MQSC コマンド ALTER QMGR REPOS (ClusterName) を発行する場合と同様に、完全リポジトリー
に自動的に変換されます。そうでない場合は、MQSC コマンド ALTER QMGR REPOS ('') を発行する場合
と同様に、部分リポジトリーに変換されます。
自動クラスターのクラスター受信側チャネルの定義が処理されると、このキュー・マネージャーから
AutoCluster スタンザ内のすべての完全リポジトリー (これが完全リポジトリーの 1 つである場合は
ローカル・キュー・マネージャーを除く) に対してクラスター送信側チャネルが定義されます。 これら
の送信側チャネルは、定義されているローカル・クラスター受信側からすべての共通チャネル属性を継
承します。

重要 : チャネルはそれ以上の手操作による介入なしで作成されますが、これらのチャネルは管理
チャネル・オブジェクトであり、他のチャネル定義の場合と同様に表示および管理することがで
きます。 これらのオブジェクトを「自動定義された」クラスター送信側チャネルと混同しないで
ください。「自動定義された」クラスター送信側チャネルは、メッセージ・トラフィックを経路
指定するために、クラスターによって一時的に作成され、オンデマンドで作成されます。

次のタスク
均一クラスターのセットアップの検証
ClusterName パラメーターが正しく設定されていて、キュー・マネージャーが指定されたクラスターのメ
ンバーである場合、クラスターが均一クラスターとして識別されるようになったことを確認するメッセー
ジ AMQ9883 が発行されます。
その後、均一クラスターの機能 (自動アプリケーション・バランシングなど) を利用できます。 キュー・マ
ネージャーの開始時にこのパラメーターが設定されていても、その名前が有効な IBM MQ クラスター名で
なければ、その名前は無視され、エラー・メッセージ AMQ9882 が生成されます。
その名前が有効なクラスター名でも、識別されたクラスターにクラスター・チャネルがなければ、警告メ
ッセージ AMQ9881 がキュー・マネージャーのエラー・ログに書き込まれ、管理者がその状況を確認して
修正できるようになります。
自動クラスターのセットアップの検証
自動クラスター・サポートを使用して均一クラスターをセットアップした場合は、以下の runmqsc コマン
ドを使用して、完全リポジトリーとして指定したキュー・マネージャーがそのとおり正しく構成されてい
るか確認できます。
QMA:
     1 : dis qmgr repos
AMQ8408I: Display Queue Manager details.
   QMNAME(QMA)                             REPOS(UNICLUS)

一方、部分リポジトリーは、リポジトリーとしては構成されていません。
QMC:
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     1 : dis qmgr repos
AMQ8408I: Display Queue Manager details.
   QMNAME(QMC)                             REPOS( )

さらに、各キュー・マネージャーから他の完全リポジトリーに対してクラスター送信側チャネル (CLUSSDR)
が構成されていることを、構成 MQSC ファイルのチャネル名を使用して確認できます。
QMA:
     1 : dis chl(UNICLUS*) conname
AMQ8414I: Display Channel details.
   CHANNEL(UNICLUS_QMA)                    CHLTYPE(CLUSRCVR)
   CONNAME(QMA.dnsname(1414))
AMQ8414I: Display Channel details.
   CHANNEL(UNICLUS_QMB)                    CHLTYPE(CLUSSDR)
   CONNAME(QMB.dnsname(1414))

QMC:
     1 : dis chl(UNICLUS*) conname
AMQ8414I: Display Channel details.
   CHANNEL(UNICLUS_QMA)                    CHLTYPE(CLUSSDR)
   CONNAME(QMA.dnsname(1414))
AMQ8414I: Display Channel details.
   CHANNEL(UNICLUS_QMB)                    CHLTYPE(CLUSSDR)
   CONNAME(QMB.dnsname(1414))
AMQ8414I: Display Channel details.
   CHANNEL(UNICLUS_QMC)                    CHLTYPE(CLUSRCVR)
   CONNAME(QMC.dnsname(1414))

関連概念
422 ページの『均等クラスターについて』
均一クラスター・デプロイメントの目的は、スケーリングと可用性を重視したアプリケーションを設計し
て、均一クラスター内のどのキュー・マネージャーにも接続できるようにすることです。 そうすれば、特
定のキュー・マネージャーに依存することがなくなり、可用性が向上します。メッセージ・トラフィック
のワークロード・バランシングの強化も可能です。 均一クラスターは、IBM MQ for z/OS で
は使用できません。キュー共有グループによって、均一クラスターの多くの機能を実行できます。
434 ページの『均一クラスターの制限事項と注意点』
均一クラスターを構成する時に考慮すべき制限事項など。

均一クラスターへの既存のクラスターの変換
この手順を使用して既存のクラスターを均一クラスターに変換できます。

このタスクについて
既存のクラスターを均一クラスターに変換する場合は、キュー・マネージャー間のアプリケーション・バ
ランシングのサポートに必要な定義がすべてのクラスター・メンバーに存在することを確認する必要があ
ります。

手順
1.すべてのキュー・マネージャーで、IBM MQ のパブリッシュ/サブスクライブを有効にします。リモート
の (クラスター化した) パブリッシュ/サブスクライブも有効にします。
これは、均一クラスターが機能するための前提条件になります。したがって、必ずキュー・マネージャ
ーの PSMODE 属性と PSCLUS 属性の両方を、デフォルト値の ENABLED に設定してください。

2. qm.ini ファイルの AutoCluster セクションを、クラスター・チャネルなどの MQSC オブジェクト定
義で使用されている IBM MQ クラスターの名前に追加します。
例えば、クラスタの名前が UNICLUSの場合、qm.iniファイル内で AutoCluster stanzaを次のように追
加または変更します:

AutoCluster:
      ClusterName=UNICLUS
    Type=Uniform
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3.キュー・マネージャーを再始動して、新しい設定を適用します。
4.始動時から、均一クラスターのすべてのメンバーに同じ構成が適用されるようにするためのメカニズム
として、自動構成を使用することを検討してください。
詳しくは、始動時の MQSC スクリプトからの自動構成を参照してください。

関連概念
422 ページの『均等クラスターについて』
均一クラスター・デプロイメントの目的は、スケーリングと可用性を重視したアプリケーションを設計し
て、均一クラスター内のどのキュー・マネージャーにも接続できるようにすることです。 そうすれば、特
定のキュー・マネージャーに依存することがなくなり、可用性が向上します。メッセージ・トラフィック
のワークロード・バランシングの強化も可能です。 均一クラスターは、IBM MQ for z/OS で
は使用できません。キュー共有グループによって、均一クラスターの多くの機能を実行できます。
434 ページの『均一クラスターの制限事項と注意点』
均一クラスターを構成する時に考慮すべき制限事項など。

自動クラスター構成の使用
qm.iniコンフィギュレーション情報を変更することで、IBM MQ自動コンフィギュレーションを有効にす
るように設定します。
注 : AutoCluster スタンザは、均一クラスターでのみ使用できます。

構成するスタンザ
以下のスタンザを変更できます。
AutoConfig

qm.iniファイルで定義されています。 キュー・マネージャーは始動すると、適用する自動構成ファイ
ルを識別します。
均一クラスターを使用している場合は、このメカニズムを使用して同一のクラスター構成を配布する必
要があります。

AutoCluster
qm.iniファイルで定義されています。 クラスターが自動クラスターのメンバーであるかどうかの識
別をキュー・マネージャーが開始するときに使用されます。クラスターの完全リポジトリーを識別する
ことができます。

変数
qm.iniファイルで定義されています。 いくつかのキュー・マネージャー変数が含まれます。

AutoConfig スタンザの属性
AutoConfig スタンザには、次の 2 つの属性を指定できます。
MQSCConfig=<Path>
このパスは、すべてのキュー・マネージャーの開始時に、すべてのファイル*.mqscマネージャーに適
用される絶対ファイル・パスまたはディレクトリーへのパスのいずれかです。
詳しくは、開始時の MQSC スクリプトからの自動構成を参照してください。

IniConfig=<Path>
このパスは、完全ファイル・パスか、またはすべてのファイル*.iniqm.iniに適用されるディレクト
リーへのパス(すべてのキュー・マネージャーの開始時)になります。
詳細については、107 ページの『始動時の qm.ini の自動構成』を参照してください。

これらの属性は、均一クラスターのセットアップの一部として頻繁に使用されます。 詳細については、437
ページの『均一クラスターの新規作成』を参照してください。
スタンザの例:
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AutoConfig:
MQSCConfig=C:\MQ_Configuration\uniclus.mqsc   
IniConfig=C:\MQ_Configuration\uniclus.ini

AutoCluster スタンザの属性
次の属性は、AutoCluster スタンザの必須の属性です。
Type=Uniform
自動クラスターのタイプを指定します。有効なオプションは、均一クラスターを表す Uniform のみで
す。

ClusterName=<String>
クラスターの名前 (自動クラスター名)。

上記の属性が存在すると、均一クラスターのアプリケーション・バランシングが有効になります。 詳細に
ついては、424 ページの『自動アプリケーション・バランシング』 を参照してください。
また、このスタンザでクラスターを記述すると、クラスターのセットアップを簡素に実行できます。 詳細
については、437 ページの『均一クラスターの新規作成』を参照してください。 これを使用する場合は、
2 つのキュー・マネージャーの名前を指定し、それらの接続名をこの自動クラスターの完全リポジトリーに
指定することができます。
次の属性は、AutoCluster スタンザのオプションの属性ですが、指定はペアで行う必要があります。
RepositoryName1 =< ストリング>
これは、自動クラスター内の最初の完全リポジトリーのキュー・マネージャー名です。 この名前は、
このキュー・マネージャーの名前でも、別のキュー・マネージャーの名前でも構いません。

Repository1Conname=< 接続名ストリング>
これは、自動クラスターのメンバーがこのキュー・マネージャーに接続する方法を示す接続名
(CONNAME) の値です。

さらに、クラスターの 2 番目の完全リポジトリーを指定することができます。
Repository2Name=< ストリング>
Repository2Conname=< 接続名ストリング>

スタンザの例:

AutoCluster:
   Repository2Conname=myFR1.hostname(1414)
   Repository2Name=QMFR1
   Repository1Conname= myFR2.hostname(1414)
   Repository1Name=QMFR2
   ClusterName=UNICLUS
   Type=Uniform

Variables スタンザの属性
この属性フィールドでは、attribute=value のペアが有効です。 これらは、キュー・マネージャーの作
成時に crtmqm コマンドの -iv コマンド行オプションを使用して指定できます。
Variables スタンザにリストされる属性は、クラスター受信側チャネルの CONNAME およびチャネル名
MQSC フィールドの自動クラスター構成時に使用できます。
均一クラスターからのキュー・マネージャーの中断
均一クラスターの通常操作時には、再接続可能なクライアント・アプリケーション・インスタンスは、ク
ラスター内の任意のキュー・マネージャーにいつでも自動的にリバランスされる可能性があります。 アプ
リケーションが一定期間、特定のキュー・マネージャーに接続できないようにするには (例えば、保守操作
時や問題判別時など)、SUSPEND QMGR コマンドを使用します。
コマンド SUSPEND QMGR CLUSTER(uniform cluster name) を発行します。
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均一クラスターでは、 IBM MQ クラスターから中断する通常の影響に加えて、SUSPEND コマンドを使用す
ると、再接続可能なアプリケーションがこのキュー・マネージャーにリバランスされないようにすること
もできます。
そのような既存のキュー・マネージャーへの接続は、コマンドの発行時に、クラスター内の他の使用可能
なキュー・マネージャーに即時に再バランシングされます。
注 :

• キュー・マネージャーがクラスターから中断されると、 DIS APSTATUS はそれらを ACTIVE (NO) として
表示します。ただし、ローカル・キュー・マネージャーは例外で、ローカル・キュー・マネージャー自体
の状況項目には常に ACTIVE (YES) と表示されます。

• 均一クラスター内のすべてのキュー・マネージャーが中断されている場合、アプリケーションは 1 つ以
上の中断状態のキュー・マネージャーに接続されたままになります。
キュー・マネージャーに新しい接続が追加されないようにするには、例えば、以下の runmqsc コマンドを
発行して、クライアント・アプリケーションが使用するサーバー接続チャネル (複数可) を停止する必要が
あります。
STOP CHANNEL(svrconn channel name)

これらのチャネルが保守期間中に必要な管理アプリケーションに接続するために使用される場合などに
は、このコマンドを使用できない可能性があります。 このため、中断状態のキュー・マネージャーは、接
続されている再接続可能アプリケーションを定期的に検査します。
再接続可能なアプリケーションが存在する場合、それらのアプリケーションはクラスター内の他の使用可
能なキュー・マネージャーにリバランスされます。 これで、中断状態のキュー・マネージャーで保守を実
行できるようになります。
注 : 移動できないと見なされるアプリケーションは、最初のコマンドおよび後続の再スキャンのいずれの影
響も受けず、中断状態のキュー・マネージャーに接続されたままになります。詳細については、MOVCOUNT
を参照してください。
中断状態のキュー・マネージャーを再開するには、次のようにします。
1.必要に応じて、次のコマンドを発行して、サーバー接続チャネルを開始し、新規アプリケーション接続
の受け入れを再開します。
START CHANNEL(svrconn channel name)

2.次の runmqscコマンドを発行します。
RESUME QMGR CLUSTER(uniform cluster name)

キュー・マネージャーは、残りの均一クラスターとの通信を再開し、バランスを復元する必要がある場合
は、再接続可能なクライアント・アプリケーション・インスタンスがこのキュー・マネージャーにリダイ
レクトされます。

パブリッシュ/サブスクライブ・メッセージングの構成
キュー型パブリッシュ/サブスクライブの開始、停止、および状況の表示を行えます。 ストリームの追加お
よび除去、ブローカー階層に対するキュー・マネージャーの追加および削除も行えます。

手順
• キュー型パブリッシュ/サブスクライブの制御の詳細については、以下のサブトピックを参照してくださ
い。
– 444 ページの『キューに入れられたパブリッシュ/サブスクライブのメッセージ属性の設定』
– 445 ページの『キューに入れられたパブリッシュ/サブスクライブの開始』
– 446 ページの『キューに入れられたパブリッシュ/サブスクライブの停止』
– 446 ページの『ストリームの追加』
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– 447 ページの『ストリームの削除』
– 448 ページの『サブスクリプション・ポイントの追加』
– 456 ページの『パブリッシュ/サブスクライブ・ネットワークでのトピック・スペースの結合』

キューに入れられたパブリッシュ/サブスクライブのメッセージ属性の設定
パブリッシュ/サブスクライブ・メッセージの一部の属性の振る舞いは、キュー・マネージャー属性によっ
て制御します。 その他の属性は、qm.iniファイルの Brokerスタンザで制御します。

このタスクについて
以下のパブリッシュ/サブスクライブ属性を設定することができます。 詳しくは、キュー・マネージャーの
パラメーターを参照してください
表 28. パブリッシュ/サブスクライブ構成パラメーター
説明 MQSC パラメーター名
コマンド・メッセージの再試行回数 PSRTYCNT

配信不能なコマンド入力メッセージの廃棄 PSNPMSG

配信不能なコマンド応答メッセージの後の振る舞い PSNPRES

同期点でのコマンド・メッセージの処理 PSSYNCPT

Broker スタンザは、以下の構成設定を管理するために使用します。
• PersistentPublishRetry=yes | force

Yes を指定した場合に、キュー型パブリッシュ/サブスクライブ・インターフェース経由の持続メッセー
ジのパブリケーションに失敗すると、否定応答を要求していなければ、パブリッシュ操作が再試行されま
す。
否定応答メッセージを要求していた場合は、否定応答が送信され、それ以上の再試行は行われません。
Force を指定した場合に、キュー型パブリッシュ/サブスクライブ・インターフェース経由の持続メッセ
ージのパブリケーションに失敗すると、正常に処理されるまでパブリッシュ操作が再試行されます。 否
定応答は送信されません。

• NonPersistentPublishRetry=yes | force

Yes を指定した場合に、キュー型パブリッシュ/サブスクライブ・インターフェース経由の非持続メッセ
ージのパブリケーションに失敗すると、否定応答を要求していなければ、パブリッシュ操作が再試行され
ます。
否定応答メッセージを要求していた場合は、否定応答が送信され、それ以上の再試行は行われません。
Force を指定した場合に、キュー型パブリッシュ/サブスクライブ・インターフェース経由の非持続メッ
セージのパブリケーションに失敗すると、正常に処理されるまでパブリッシュ操作が再試行されます。
否定応答は送信されません。
注 : 非持続メッセージに対してこの機能を有効にする場合は、NonPersistentPublishRetry 値の設定
に加えて、必ず、キュー・マネージャー属性 PSSYNCPT も Yes に設定してください。
同期点では STREAM キューの MQGET が実行されるようになったため、これを行うと、非持続パブリケー
ションの処理のパフォーマンスにも影響を与える可能性があります。

• PublishBatchSize=number

ブローカーは通常、同期点でパブリッシュ・メッセージを処理します。 パブリケーションごとに個別に
コミットすると効率が落ちる可能性があり、状況によっては、ブローカーは複数のパブリッシュ・メッセ
ージを 1 つの作業単位として処理できます。 このパラメーターでは、1 つの作業単位で処理できるパブ
リッシュ・メッセージの最大数を指定します。
PublishBatchSize のデフォルト値は 5 です。
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• PublishBatchInterval=number

ブローカーは通常、同期点でパブリッシュ・メッセージを処理します。 パブリケーションごとに個別に
コミットすると効率が落ちる可能性があり、状況によっては、ブローカーは複数のパブリッシュ・メッセ
ージを 1 つの作業単位として処理できます。 このパラメーターでは、バッチに含まれている最初のメッ
セージから、その同じバッチに含まれている後続パブリケーションまでの間の最大時間をミリ秒単位で指
定します。
メッセージがすぐに使用可能であれば、バッチの間隔を 0 にすると、最大 PublishBatchSize 個のメ
ッセージを処理できます。
PublishBatchInterval のデフォルト値はゼロです。

手順
IBM MQ エクスプローラー、プログラマブル・コマンド、または runmqsc コマンドを使用して、パブリッ
シュ/サブスクライブの振る舞いを制御するキュー・マネージャー属性を変更します。
例
ALTER QMGR PSNPRES(SAFE)

キューに入れられたパブリッシュ/サブスクライブの開始
キュー・マネージャーの PSMODE 属性を設定することで、キューに入れられたパブリッシュ/サブスクライ
ブを開始します。

始める前に
パブリッシュ/サブスクライブの次の 3 つのモードを理解するには、PSMODE の説明を参照してください。
• COMPAT
• disabled
• 有効
このタスクについて
QMGR PSMODE 属性を設定して、キューに入れられたパブリッシュ/サブスクライブ・インターフェース (ブ
ローカーとも呼ばれる) またはパブリッシュ/サブスクライブ・エンジン (バージョン 7 パブリッシュ/サブ
スクライブとも呼ばれる) のいずれか、あるいはその両方を開始します。 キューに入れられたパブリッシ
ュ/サブスクライブを開始するには、PSMODE を ENABLED に設定する必要があります。 デフォルトは
ENABLED です。

手順
キューに入れられたパブリッシュ/サブスクライブ・インターフェースがまだ使用可能になっていなければ、
IBM MQ Explorerまたは runmqsc コマンドを使用して使用可能にします。
例
ALTER QMGR PSMODE (ENABLED)

次のタスク
IBM MQ は、キューに入れられたパブリッシュ/サブスクライブ・コマンドおよびパブリッシュ/サブスクラ
イブの Message Queue Interface (MQI) 呼び出しを処理します。
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キューに入れられたパブリッシュ/サブスクライブの停止
キュー・マネージャーの PSMODE 属性を設定することで、キューに入れられたパブリッシュ/サブスクライ
ブを停止します。

始める前に
パブリッシュ/サブスクライブの次の 3 つのモードを理解するには、PSMODE の説明を参照してください。
• COMPAT
• DISABLED
• ENABLED

このタスクについて
QMGR PSMODE 属性を設定して、キューに入れられたパブリッシュ/サブスクライブ・インターフェース (ブ
ローカーとも呼ばれる) またはパブリッシュ/サブスクライブ・エンジン (バージョン 7 パブリッシュ/サブ
スクライブとも呼ばれる) のいずれか、あるいはその両方を停止します。 キューに入れられたパブリッシ
ュ/サブスクライブを停止するには、PSMODE を COMPAT に設定する必要があります。 キューに入れられた
パブリッシュ/サブスクライブ・エンジンを完全に停止するには、PSMODE を DISABLED に設定します。

手順
キューに入れられたパブリッシュ/サブスクライブ・インターフェースを無効にするには、IBM MQ Explorer
または runmqsc コマンドを使用します。
例
ALTER QMGR PSMODE (COMPAT)

ストリームの追加
アプリケーション間でデータを分離できるようにするため、または IBM MQ パブリッシュ/サブスクライブ
階層の相互協調処理を可能にするために、ストリームを手動で追加することができます。

始める前に
パブリッシュ/サブスクライブ・ストリームの動作についてよく理解しておいてください。 ストリームおよ
びトピックを参照します。

このタスクについて
PCF コマンド、runmqsc、または IBM MQ Explorerを使用して、以下のステップを実行します。
注 : ステップ 1 と 2 は、任意の順序で実行できます。 ステップ 3 だけは、ステップ 1 と 2 の両方が完了し
た後に実行してください。

手順
1.以前のバージョンの IBM MQのストリームと同じ名前でローカル・キューを定義します。
2. IBM MQの旧バージョンのストリームと同じ名前でローカル・トピックを定義します。
3.キューの名前を名前リスト SYSTEM.QPUBSUB.QUEUE.NAMELIST に追加します
4.パブリッシュ/サブスクライブ階層にある、新しいバージョンの IBM MQ のすべてのキュー・マネージャ
ーについて、この手順を繰り返します。

'Sport' の追加中
ストリーム 'Sport'を共有する例では、前のバージョンのキュー・マネージャーと後のバージョンの IBM
MQ キュー・マネージャーが同じパブリッシュ/サブスクライブ階層で動作しています。 以前のバージョン
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のキュー・マネージャーは、 'Sport'というストリームを共有します。 この例では、 'Sport'という新
しいバージョンのキュー・マネージャー上にキューとトピックを作成する方法を示します。このトピック・
ストリングは、 'Sport' 前のバージョンのキュー・マネージャー・ストリームと共有されます 'Sport'。
新しいバージョンのキュー・マネージャー・パブリッシュ・アプリケーションで、トピック・ストリング
'Soccer/Results'を使用してトピック 'Sport'にパブリッシュすると、結果としてトピック・ストリ
ング 'Sport/Soccer/Results'が作成されます。 新しいバージョンのキュー・マネージャーでは、トピ
ック・ストリング 'Soccer/Results' を持つトピック 'Sport'へのサブスクライバーがパブリケーショ
ンを受け取ります。
以前のバージョンのキュー・マネージャーでは、トピック・ストリング 'Soccer/Results' を持つスト
リーム 'Sport'へのサブスクライバーがパブリケーションを受け取ります。

runmqsc QM1
5724-H72 (C) Copyright IBM Corp. 1994, 2024.  ALL RIGHTS RESERVED.
Starting MQSC for queue manager QM1.
define qlocal('Sport')
     1 : define qlocal('Sport')
AMQ8006: IBM MQ queue created.
define topic('Sport') topicstr('Sport')
     2 : define topic('Sport') topicstr('Sport')
AMQ8690: IBM MQ topic created.
alter namelist(SYSTEM.QPUBSUB.QUEUE.NAMELIST) NAMES('Sport', 'SYSTEM.BROKER.DEFAULT.STREAM', 
'SYSTEM.BROKER.ADMIN.STREAM')
     3 : alter namelist(SYSTEM.QPUBSUB.QUEUE.NAMELIST) NAMES('Sport', 'SYSTEM.BROKER.DEFAULT.STREAM', 
'SYSTEM.BROKER.ADMIN.STREAM')
AMQ8551: IBM MQ namelist changed.

注 : alter namelist コマンドには、名前リスト・オブジェクト内の既存の名前と、追加する新規の名前
の両方を指定する必要があります。

次のタスク
ストリームに関する情報が、階層内の他のブローカーに渡されます。
階層内の各 IBM MQ キュー・マネージャーを手動で構成する必要があります。

ストリームの削除
IBM MQ キュー・マネージャーからストリームを削除できます。

始める前に
ストリームを削除する前に、そのストリームへのサブスクリプションが残っていないことを確認し、その
ストリームを使用するすべてのアプリケーションを静止する必要があります。 削除されたストリームにパ
ブリケーションが流れ続けた場合、システムをクリーンな処理状態に復元するために、多くの管理努力が
必要となります。

手順
1.このストリームをホストする、すべての接続済みのブローカーを検索します。
2.すべてのブローカー上にある、このストリームへのすべてのサブスクリプションを取り消します。
3.名前リスト SYSTEM.QPUBSUB.QUEUE.NAMELIST からキュー (ストリームと同じ名前を持つもの) を
削除します。

4.ストリームと同じ名前を持つキューからのすべてのメッセージを削除または消去します。
5.ストリームと同じ名前を持つキューを削除します。
6.関連するトピック・オブジェクトを削除します。

次のタスク
ストリームをホストしている他のすべての接続された IBM MQ キュー・マネージャーで、ステップ 3 から
5 を繰り返します。
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サブスクリプション・ポイントの追加
IBM Integration Bus の旧バージョンから移行した既存のキュー型パブリッシュ/サブスクライブ・アプリケ
ーションを、新規のサブスクリプション・ポイントで拡張する方法を示します。

始める前に
1.サブスクリプション・ポイントが SYSTEM.QPUBSUB.SUBPOINT.NAMELISTでまだ定義されていない
ことを確認してください。

2.サブスクリプション・ポイントと同じ名前を持つトピック・オブジェクトまたはトピック・ストリング
が存在するかどうかを確認します。

このタスクについて
IBM MQでは、アプリケーションはサブスクリプション・ポイントを使用しませんが、サブスクリプショ
ン・ポイント移行メカニズムを使用して、サブスクリプション・ポイントを使用する既存のアプリケーシ
ョンと相互運用することができます。
重要 : サブスクリプション・ポイント移行メカニズムは、IBM MQ 8.0 から削除されています。 既存のアプ
リケーションを移行する必要がある場合は、使用している製品のバージョン用の資料に示された手順を実
行してから、最新バージョンに移行する必要があります。
IBM MQのバージョン用に作成された統合パブリッシュ/サブスクライブ・アプリケーションを使用するた
めに、サブスクリプション・ポイントを追加する必要はありません。

手順
1.サブスクリプション・ポイントの名前を SYSTEM.QPUBSUB.SUBPOINT.NAMELISTに追加します。

• z/OS では、NLTYPE はデフォルトで NONE になっています。
• 同じパブリッシュ/サブスクライブ・トポロジー内で接続されているすべてのキュー・マネージャーに
対して、このステップを繰り返します。

2.サブスクリプション・ポイントの名前と一致するトピック・ストリングを持つトピック・オブジェクト
を追加し、できればこれにサブスクリプション・ポイントの名前を付けます。
• サブスクリプション・ポイントがクラスター内にある場合は、トピック・オブジェクトをクラスター・
トピック・ホスト上のクラスター・トピックとして追加します。

• サブスクリプション・ポイントの名前と同じトピック・ストリングを持つトピック・オブジェクトが
存在している場合は、その既存のトピック・オブジェクトを使用します。 サブスクリプション・ポイ
ントが既存のトピックを再利用した場合の結果について、理解しておく必要があります。 既存のトピ
ックが既存のアプリケーションの一部である場合には、同じ名前を持つ 2 つのトピック間の衝突を解
決する必要があります。

• サブスクリプション・ポイントと同じ名前を持つトピック・オブジェクトは存在しているものの、ト
ピック・ストリングが異なる場合は、別の名前を持つトピックを作成します。

3. Topic の属性 WILDCARD を値 BLOCK に設定します。
#または*のサブスクリプションをブロック化すると、ワイルドカード・サブスクリプションがサブスク
リプション・ポイントに分離されます。ワイルドカードおよびサブスクリプション・ポイントを参照し
てください。

4.トピック・オブジェクトで、任意の必要な属性を設定します。
例
次の例は、2 つのサブスクリプション・ポイント USD および GBP を追加する runmqsc コマンド・ファイ
ルを示しています。
DEFINE TOPIC(USD) TOPICSTR(USD)
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DEFINE TOPIC(GBP) TOPICSTR(GBP) WILDCARD(BLOCK)
ALTER NL(SYSTEM.QPUBSUB.SUBPOINT.NAMELIST) NAMES(SYSTEM.BROKER.DEFAULT.SUBPOINT, USD, GBP)

注 :

1.デフォルトのサブスクリプション・ポイントを、ALTER コマンドを使用して追加されたサブスクリプシ
ョン・ポイントのリストに組み込みます。 ALTER は、名前リスト内の既存の名前を削除します。

2.名前リストを変更する前に、トピックを削除します。 キュー・マネージャーが名前リストを検査するの
は、キュー・マネージャーの開始時および名前リストの変更時のみです。

分散パブリッシュ/サブスクライブ・ネットワークの構成
分散パブリッシュ/サブスクライブ・トポロジーにまとめて接続されるキュー・マネージャーは、共通のフ
ェデレーテッド・トピック・スペースを共有します。 1 つのキュー・マネージャー上で作成されるサブス
クリプションは、トポロジー内の別のキュー・マネージャーに接続されたアプリケーションによってパブ
リッシュされるメッセージを受け取ることができます。
クラスターまたは階層の中で複数のキュー・マネージャーをまとめて接続することによって、作成される
トピック・スペースの範囲を制御できます。 パブリッシュ/サブスクライブ・クラスターでは、クラスター
内のトピック・スペースの各ブランチで、トピック・オブジェクトを「クラスター化」する必要がありま
す。 階層内では、階層の「親」を識別するように各キュー・マネージャーを構成する必要があります。
それぞれのパブリケーションおよびサブスクリプションをローカルまたはグローバルとして選択すること
により、トポロジー内のパブリケーションおよびサブスクリプションのフローをさらに制御できます。 ロ
ーカル・パブリケーションおよびサブスクリプションは、パブリッシャーまたはサブスクライバーの接続
先であるキュー・マネージャーを超えて伝搬されることはありません。
関連概念
分散パブリッシュ/サブスクライブのネットワーク
パブリケーション有効範囲
サブスクリプション有効範囲
トピック・スペース
関連タスク
クラスター・トピックの定義
パブリッシュ/サブスクライブ・クラスターの構成
キュー・マネージャーでトピックを定義します。 トピックをクラスター・トピックにするには、CLUSTER
プロパティーを設定します。 このトピックのパブリケーションおよびサブスクリプションに使用するルー
ティングを選択するには、CLROUTE プロパティーを設定します。

始める前に
一部のクラスター構成では、直接ルーティング型パブリッシュ/サブスクライブのオーバーヘッドに対応で
きません。 この構成を使用する前に、パブリッシュ/サブスクライブ・クラスターの設計で詳述されている
考慮事項およびオプションを調べてください。
クラスターへの変更をクラスター全体に伝搬させるには、少なくとも 1 つの完全リポジトリーが常に使用
可能でなければなりません。 この作業を開始する前に、リポジトリーが使用可能であることを確認してく
ださい。
パブリッシュ/サブスクライブ・クラスターのルーティング: 動作に関する注意も参照してください。
シナリオ
• 322 ページの『クラスターにキュー・マネージャーを追加する』 で説明されているように、INVENTORY
クラスターがセットアップされています。 これには 3 つのキュー・マネージャーが含まれており、
LONDON と NEWYORK はどちらも完全リポジトリーを保持し、 PARIS は部分リポジトリーを保持します。
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このタスクについて
クラスター内のキュー・マネージャーにトピックを定義する際に、トピックがクラスター・トピックであ
るかどうかを指定する必要があります。クラスター・トピックである場合、このトピックのパブリケーシ
ョンおよびサブスクリプションに使用するクラスター内でのルーティングも指定する必要があります。 ト
ピックをクラスター・トピックにするには、TOPIC オブジェクトの CLUSTER プロパティーをクラスター
の名前を使用して構成します。 クラスター内の一つのキュー・マネージャーにクラスター・トピックを定
義することによって、トピックをクラスター全体で使用できるようにします。クラスター内で使用するメ
ッセージ・ルーティングを選択するには、TOPIC オブジェクトの CLROUTE プロパティーを以下のいずれ
かの値に設定します。
• DIRECT
• TOPICHOST

デフォルトでは、トピック・ルーティングは DIRECTです。 直接経路指定されたクラスター・トピックを
キュー・マネージャーで構成すると、クラスター内のすべてのキュー・マネージャーがクラスター内の他
のすべてのキュー・マネージャーを認識するようになります。 各キュー・マネージャーは、パブリッシュ
操作およびサブスクライブ操作を実行するときに、クラスター内の他のすべてのキュー・マネージャーに
直接接続できます。 直接ルーティング型パブリッシュ/サブスクライブ・クラスターを参照してください。
IBM MQ 8.0以降、代わりにトピック・ルーティングを TOPICHOSTとして構成できるようになりました。
トピック・ホスト経路指定を使用すると、クラスター内のすべてのキュー・マネージャーは、経路指定さ
れたトピック定義をホストするクラスター・キュー・マネージャー (つまり、トピック・オブジェクトを定
義したキュー・マネージャー) を認識するようになります。 パブリッシュ操作およびサブスクライブ操作を
行うとき、クラスター内のキュー・マネージャーは、それらのトピック・ホスト・キュー・マネージャー
にのみ接続し、相互に直接接続されることはありません。 トピック・ホスト・キュー・マネージャーは、
パブリケーションがパブリッシュされるキュー・マネージャーから、一致するサブスクリプションがある
キュー・マネージャーへのパブリケーションの経路指定を担当します。 トピック・ホスト・ルーティング
型パブリッシュ/サブスクライブ・クラスターを参照してください。
注 : トピックオブジェクトがクラスタ化された後（CLUSTERプロパティ）の値を変更することはできませ
ん CLROUTE財産。 値を変更するには、その前にオブジェクトのクラスター化を解除 (CLUSTER を ' ' に
設定) する必要があります。 トピックのクラスター化を解除すると、トピック定義はローカル・トピックに
変換されます。これによって、パブリケーションがリモート・キュー・マネージャーのサブスクリプショ
ンに送信されない期間ができます。この変更を行う場合は、この点を考慮する必要があります。 別のキュ
ー・マネージャーのクラスター・トピックと同じ名前で非クラスター・トピックを定義する効果を参照し
てください。 値を変更しようとすると、CLROUTEプロパティがクラスタ化されている間、システムは
MQRCCF_CLROUTE_NOT_ALTERABLE例外。

手順
1.トピックをホストするキュー・マネージャーを選択します。
どのクラスター・キュー・マネージャーでもトピックをホストできます。 3 つのキュー・マネージャー
(LONDON、NEWYORK、または PARIS) のいずれかを選択し、TOPIC オブジェクトのプロパティーを構成
します。 直接ルーティングを使用する場合、どのキュー・マネージャーを選択しても操作に違いは生じ
ません。 トピック・ホスト・ルーティングを使用する場合、選択したキュー・マネージャーには、パブ
リケーションのルーティングを行う追加の責任が生じます。 そのため、トピック・ホスト・ルーティン
グにおいては、性能の良いシステムにホストされる、ネットワーク接続の状態が良いキュー・マネージ
ャーを選択してください。

2.キュー・マネージャーでトピックを定義します。
トピックをクラスター・トピックにするには、トピックを定義するときにクラスター名を使用し、この
トピックのパブリケーションおよびサブスクリプションに使用するルーティングを設定します。 例え
ば、LONDON キュー・マネージャー上に直接ルーティング・クラスター・トピックを作成するには、以
下のようにトピックを作成します。
DEFINE TOPIC(INVENTORY) TOPICSTR('/INVENTORY') CLUSTER(INVENTORY) CLROUTE(DIRECT)
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クラスター内の一つのキュー・マネージャーにクラスター・トピックを定義することによって、トピッ
クをクラスター全体で使用できるようにします。
CLROUTE の使用についての詳細情報は、DEFINE TOPIC (CLROUTE) および パブリッシュ/サブスクライ
ブ・クラスターのルーティング: 動作に関する注意を参照してください。

タスクの結果
クラスターは、トピックのパブリケーションおよびサブスクリプションを受信する準備が整いました。

次のタスク
トピック・ホスト・ルーティング型パブリッシュ/サブスクライブ・クラスターを構成した場合には、この
トピック用にたいてい 2 つ目のトピック・ホストを追加することになります。 453 ページの『トピック・
ホスト・ルーティング型クラスターへのさらなるトピック・ホストの追加』を参照。
お客様の組織が地理的に分散しているなどの理由で、いくつかの別個のパブリッシュ/サブスクライブ・ク
ラスターが存在する場合、一部のクラスター・トピックをすべてのクラスターに伝搬することもできます。
階層でクラスターに接続すると、これを行うことができます。 458 ページの『複数のクラスターのトピッ
ク・スペースの結合』を参照。 あるクラスターから別のクラスターへ流れるパブリケーションを制御する
こともできます。 460 ページの『複数のクラスター内でのトピック・スペースの結合および分離』を参照
してください。
関連概念
パブリケーションとサブスクリプションの有効範囲の結合
IBM WebSphere MQ 7.0 以降では、パブリケーションおよびサブスクリプションの有効範囲は独立して機
能し、キュー・マネージャー間のパブリケーションのフローを決定します。
パブリッシュ/サブスクライブ・ネットワークでのトピック・スペースの結合
キュー・マネージャーのトピック・スペースを、パブリッシュ/サブスクライブ・クラスターまたは階層内
の他のキュー・マネージャーと結合します。 パブリッシュ/サブスクライブ・クラスターを結合し、パブリ
ッシュ/サブスクライブ・クラスターと階層を結合します。
関連タスク
別のキュー・マネージャーへのクラスター・トピック定義の移動
トピック・ホスト・ルーティング型または直接ルーティング型のいずれかのクラスターについて、キュー・
マネージャーを使用廃止するときに、またはクラスター・キュー・マネージャーで障害が発生したか長時
間にわたって使用不可であることが理由で、クラスター・トピック定義を移動する必要がある場合があり
ます。
トピック・ホスト・ルーティング型クラスターへのさらなるトピック・ホストの追加
トピック・ホスト・ルーティング型パブリッシュ/サブスクライブ・クラスターでは、複数のキュー・マネ
ージャーで同じクラスター・トピック・オブジェクトを定義することにより、それらの複数のキュー・マ
ネージャーを使用してパブリケーションをサブスクリプションに送付することが可能です。 この方式を利
用して、アベイラビリティーとワークロード・バランシングを向上させることができます。 同じクラスタ
ー・トピック・オブジェクトにトピック・ホストを追加する場合は、PUB パラメーターを使用して、新し
いトピック・ホストを介してパブリケーションのルーティングを開始するタイミングを制御できます。
パブリッシュ/サブスクライブ階層へのキュー・マネージャーの接続
階層内の親キュー・マネージャーに子キュー・マネージャーを接続します。 子キュー・マネージャーが既
に別の階層またはクラスターのメンバーである場合は、この接続を行うことによって両方の階層が結合し
てまとめられるか、クラスターが階層に結合します。
パブリッシュ/サブスクライブ階層からのキュー・マネージャーの切断
パブリッシュ/サブスクライブ階層内の親キュー・マネージャーから子キュー・マネージャーを切断します。
パブリッシュ/サブスクライブ・クラスターの設計
分散パブリッシュ/サブスクライブの問題のトラブルシューティング
クラスター化されたパブリッシュ/サブスクライブの禁止
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別のキュー・マネージャーへのクラスター・トピック定義の移動
トピック・ホスト・ルーティング型または直接ルーティング型のいずれかのクラスターについて、キュー・
マネージャーを使用廃止するときに、またはクラスター・キュー・マネージャーで障害が発生したか長時
間にわたって使用不可であることが理由で、クラスター・トピック定義を移動する必要がある場合があり
ます。

このタスクについて
1 つのクラスター内に、同じクラスター・トピック・オブジェクトの複数の定義を持つことができます。
これは、トピック・ホスト・ルーティング型クラスターにとっては通常の状態であり、直接ルーティング
型クラスターにとっては異常な状態です。 詳しくは、同じ名前の複数のクラスター・トピック定義を参照
してください。
パブリケーションのフローを中断せずに、クラスター内の別のキュー・マネージャーにクラスター・トピ
ック定義を移動させるには、以下のステップを実行します。 この手順では、定義をキュー・マネージャー
QM1 からキュー・マネージャー QM2 に移動します。

手順
1.クラスター・トピック定義の複製を QM2 上に作成します。
直接ルーティング型の場合は、すべての属性を QM1 の定義と一致するように設定します。
トピック・ホスト・ルーティングの場合、最初に新しいトピック・ホストを PUB(DISABLED) として定
義します。 これによって、QM2 はクラスター内のサブスクリプションを認識できますが、ルーティン
グ・パブリケーションを開始することはできません。

2.クラスター内に情報が伝搬されるのを待ちます。
新しいクラスター・トピック定義がフル・リポジトリー・キュー・マネージャーによってクラスター内
のすべてのキュー・マネージャーに伝搬されるのを待ちます。 DISPLAY CLUSTER コマンドを使用して
各クラスター・メンバーのクラスター・トピックを表示し、QM2 から発信された定義があるかどうかを
確認します。
トピック・ホスト・ルーティング型の場合は、QM2 上の新しいトピック・ホストがすべてのサブスクリ
プションを認識するのを待ちます。 QM2 が認識しているプロキシー・サブスクリプションと、QM1 が認
識しているプロキシー・サブスクリプションを比較します。 キュー・マネージャーのプロキシー・サブ
スクリプションを表示する 1 つの方法として、以下のように runmqsc コマンドを発行する方法があり
ます。
DISPLAY SUB(*) SUBTYPE(PROXY)

3.トピック・ホスト・ルーティングの場合、QM2 上のトピック・ホストを PUB(ENABLED) として再定義
してから、QM1 上のトピック・ホストを PUB(DISABLED)として再定義します。
これで、QM2 上の新規トピック・ホストが他のキュー・マネージャーのすべてのサブスクリプションを
認識し、トピック・ホストがルーティング・パブリケーションを開始できるようになりました。
PUB(DISABLED) 設定を使用して QM1 のメッセージ・トラフィックを静止し、クラスター・トピック定
義を削除するときに QM1 を通過するパブリケーションがない状態にしてください。

4. QM1 のクラスター・トピック定義を削除します。
キュー・マネージャーが使用可能である場合は、QM1 から定義を削除するだけです。 使用不可である場
合は、両方の定義が存在する状態で QM1 が再始動するまで実行するか、または強制的に削除されるまで
実行する必要があります。
QM1 が長期にわたって使用不可のままである場合で、その間に QM2 のクラスター・トピック定義を変更
する必要がある場合は、QM2 定義は QM1 定義より新しいので、通常は優先されます。
この間に、QM1 と QM2 の定義の間で差異がある場合は、両方のキュー・マネージャーのエラー・ログ
に、クラスター・トピック定義が競合していることを警告するエラーが書き込まれます。
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例えばハードウェアが故障した結果予期せぬ使用廃止が発生したために、QM1 が決してクラスターに戻
されない場合、最後の手段として、RESET CLUSTER コマンドを使用してキュー・マネージャーを強制
的に排除することができます。 RESET CLUSTER コマンドを実行すると、自動的に、ターゲット・キュ
ー・マネージャーでホストされているすべてのトピック・オブジェクトが削除されます。

関連概念
パブリケーションとサブスクリプションの有効範囲の結合
IBM WebSphere MQ 7.0 以降では、パブリケーションおよびサブスクリプションの有効範囲は独立して機
能し、キュー・マネージャー間のパブリケーションのフローを決定します。
パブリッシュ/サブスクライブ・ネットワークでのトピック・スペースの結合
キュー・マネージャーのトピック・スペースを、パブリッシュ/サブスクライブ・クラスターまたは階層内
の他のキュー・マネージャーと結合します。 パブリッシュ/サブスクライブ・クラスターを結合し、パブリ
ッシュ/サブスクライブ・クラスターと階層を結合します。
関連タスク
パブリッシュ/サブスクライブ・クラスターの構成
キュー・マネージャーでトピックを定義します。 トピックをクラスター・トピックにするには、CLUSTER
プロパティーを設定します。 このトピックのパブリケーションおよびサブスクリプションに使用するルー
ティングを選択するには、CLROUTE プロパティーを設定します。
トピック・ホスト・ルーティング型クラスターへのさらなるトピック・ホストの追加
トピック・ホスト・ルーティング型パブリッシュ/サブスクライブ・クラスターでは、複数のキュー・マネ
ージャーで同じクラスター・トピック・オブジェクトを定義することにより、それらの複数のキュー・マ
ネージャーを使用してパブリケーションをサブスクリプションに送付することが可能です。 この方式を利
用して、アベイラビリティーとワークロード・バランシングを向上させることができます。 同じクラスタ
ー・トピック・オブジェクトにトピック・ホストを追加する場合は、PUB パラメーターを使用して、新し
いトピック・ホストを介してパブリケーションのルーティングを開始するタイミングを制御できます。
パブリッシュ/サブスクライブ階層へのキュー・マネージャーの接続
階層内の親キュー・マネージャーに子キュー・マネージャーを接続します。 子キュー・マネージャーが既
に別の階層またはクラスターのメンバーである場合は、この接続を行うことによって両方の階層が結合し
てまとめられるか、クラスターが階層に結合します。
パブリッシュ/サブスクライブ階層からのキュー・マネージャーの切断
パブリッシュ/サブスクライブ階層内の親キュー・マネージャーから子キュー・マネージャーを切断します。
トピック・ホスト・ルーティング型クラスターへのさらなるトピック・ホストの
追加
トピック・ホスト・ルーティング型パブリッシュ/サブスクライブ・クラスターでは、複数のキュー・マネ
ージャーで同じクラスター・トピック・オブジェクトを定義することにより、それらの複数のキュー・マ
ネージャーを使用してパブリケーションをサブスクリプションに送付することが可能です。 この方式を利
用して、アベイラビリティーとワークロード・バランシングを向上させることができます。 同じクラスタ
ー・トピック・オブジェクトにトピック・ホストを追加する場合は、PUB パラメーターを使用して、新し
いトピック・ホストを介してパブリケーションのルーティングを開始するタイミングを制御できます。

始める前に
複数のキュー・マネージャーで同じクラスター・トピック・オブジェクトを定義することが機能上役立つ
のは、トピック・ホスト・ルーティング型クラスターの場合に限られます。 直接ルーティング型クラスタ
ーでは、一致する複数のトピックを定義しても動作に変化はありません。 この作業は、トピック・ホスト・
ルーティング型クラスターのみが適用対象です。
この作業は、同じ名前の複数のクラスター・トピック定義という記事、特に以下のセクションを読んでい
ることを前提としています。
• トピック・ホストで経路指定されるクラスター内の複数のクラスター・トピック定義
• PUB パラメーターの特別な処理
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このタスクについて
キュー・マネージャーがルーティング型トピック・ホストにされた場合、まずキュー・マネージャーはク
ラスター内でサブスクライブされているすべての関連トピックの存在を検知する必要があります。 トピッ
ク・ホストがさらに追加されるときにそれらのトピックにパブリケーションがパブリッシュされ、かつそ
の新規ホストがクラスター内の他のキュー・マネージャー上のサブスクリプションの存在を検知する前に
その新規ホストに送付されるパブリケーションがあるなら、そのホストはそのパブリケーションをそれら
のサブスクリプションに転送しません。 この結果、サブスクリプションでパブリケーションの欠落が生じ
ます。
パブリケーションは、クラスター・トピック・オブジェクトの PUB パラメーターを明示的に DISABLED に
設定したトピック・ホスト・キュー・マネージャーを介してルーティングされないため、この設定を使用
して、トピック・ホストを追加するプロセス中にサブスクリプションがパブリケーションを見逃さないよ
うにすることができます。
注 : キュー・マネージャーは PUB(DISABLED) として定義されているクラスター・トピックをホストしま
すが、そのキュー・マネージャーに接続されているパブリッシャーはメッセージをパブリッシュできませ
ん。また、そのキュー・マネージャー上の一致するサブスクリプションは、クラスター内の他のキュー・
マネージャーにパブリッシュされたパブリケーションを受信しません。 このため、サブスクリプションが
存在し、パブリッシュ・アプリケーションが接続されているキュー・マネージャーでトピック・ホスト・
ルーティング型トピックを定義する際には、注意深く検討する必要があります。

手順
1.新規トピック・ホストを構成し、最初にその新規トピック・ホストを PUB(DISABLED) として定義しま
す。
これにより、新規トピック・ホストはクラスター内のサブスクリプションを検知しますが、パブリケー
ションの送付を開始しません。
トピック・ホストの構成については、449 ページの『パブリッシュ/サブスクライブ・クラスターの構
成』を参照してください。

2.新規トピック・ホストがすべてのサブスクリプションを検知した時点を見極めます。
これを行うには、新規トピック・ホストで認識されているプロキシー・サブスクリプションと、既存の
トピック・ホストで認識されているプロキシー・サブスクリプションとを比較します。 プロキシー・サ
ブスクリプションを表示する 1 つの方法として、次の runmqsc コマンドを発行することができます。
DISPLAY SUB(*) SUBTYPE(PROXY)

3.新しいトピック・ホストを PUB(ENABLED) として再定義します。
新規トピック・ホストが他のキュー・マネージャー上のすべてのサブスクリプションを検知した後、ト
ピックではパブリケーションの送付を開始することができます。

関連概念
パブリケーションとサブスクリプションの有効範囲の結合
IBM WebSphere MQ 7.0 以降では、パブリケーションおよびサブスクリプションの有効範囲は独立して機
能し、キュー・マネージャー間のパブリケーションのフローを決定します。
パブリッシュ/サブスクライブ・ネットワークでのトピック・スペースの結合
キュー・マネージャーのトピック・スペースを、パブリッシュ/サブスクライブ・クラスターまたは階層内
の他のキュー・マネージャーと結合します。 パブリッシュ/サブスクライブ・クラスターを結合し、パブリ
ッシュ/サブスクライブ・クラスターと階層を結合します。
関連タスク
パブリッシュ/サブスクライブ・クラスターの構成
キュー・マネージャーでトピックを定義します。 トピックをクラスター・トピックにするには、CLUSTER
プロパティーを設定します。 このトピックのパブリケーションおよびサブスクリプションに使用するルー
ティングを選択するには、CLROUTE プロパティーを設定します。
別のキュー・マネージャーへのクラスター・トピック定義の移動
トピック・ホスト・ルーティング型または直接ルーティング型のいずれかのクラスターについて、キュー・
マネージャーを使用廃止するときに、またはクラスター・キュー・マネージャーで障害が発生したか長時
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間にわたって使用不可であることが理由で、クラスター・トピック定義を移動する必要がある場合があり
ます。
パブリッシュ/サブスクライブ階層へのキュー・マネージャーの接続
階層内の親キュー・マネージャーに子キュー・マネージャーを接続します。 子キュー・マネージャーが既
に別の階層またはクラスターのメンバーである場合は、この接続を行うことによって両方の階層が結合し
てまとめられるか、クラスターが階層に結合します。
パブリッシュ/サブスクライブ階層からのキュー・マネージャーの切断
パブリッシュ/サブスクライブ階層内の親キュー・マネージャーから子キュー・マネージャーを切断します。
パブリケーションとサブスクリプションの有効範囲の結合
IBM WebSphere MQ 7.0 以降では、パブリケーションおよびサブスクリプションの有効範囲は独立して機
能し、キュー・マネージャー間のパブリケーションのフローを決定します。
パブリケーションは、パブリッシュ/サブスクライブ・トポロジー内で接続されているすべてのキュー・マ
ネージャーに流れるようにすることも、ローカル・キュー・マネージャーのみに流れるようにすることも
できます。 プロキシー・サブスクリプションに関しても同様です。 どのパブリケーションがサブスクリプ
ションに一致するかは、それら 2 つのフローの組み合わせによって制御されます。
パブリケーションとサブスクリプションは両方とも、有効範囲を QMGR または ALL に設定できます。 パブ
リッシャーとサブスクライバーが両方とも同じキュー・マネージャーに接続されている場合、有効範囲の
設定が、サブスクライバーがパブリッシャーからどのパブリケーションを受け取るかに影響を及ぼすこと
はありません。
パブリッシャーとサブスクライバーが異なるキュー・マネージャーに接続されている場合、リモート・パ
ブリケーションを受け取るには、両方の設定を ALL にする必要があります。
例えば、パブリッシャーが異なるキュー・マネージャーに接続されているとします。 サブスクライバーが
あらゆるパブリッシャーからパブリケーションを受け取るようにするには、サブスクリプションの有効範
囲を ALL に設定します。 その後、パブリッシャーごとに、そのパブリケーションの有効範囲をそのパブリ
ッシャーにローカルのサブスクライバーに制限するかどうかを決定できます。
サブスクライバーが異なるキュー・マネージャーに接続されているとします。 あるパブリッシャーからの
パブリケーションをすべてのサブスクライバーに送信するようにする場合、パブリケーション有効範囲を
ALL に設定します。 サブスクライバーが同じキュー・マネージャーに接続されているパブリッシャーだけ
からパブリケーションを受け取るようにする場合、サブスクリプション有効範囲を QMGR に設定します。
例: フットボールの試合結果サービス
フットボール・リーグのメンバーのチームであるとします。 各チームは、キュー・マネージャーをパブリ
ッシュ/サブスクライブ・クラスター内の他のすべてのチームと接続させています。
チームは、トピック Football/result/Home team name/Away team name を使用して、ホーム・グ
ラウンドで行われたすべてのゲーム結果を公開します。 イタリック体のストリングはトピック名の変数
で、パブリケーションは試合の結果です。
また、各クラブは、トピック・ストリング Football/myteam/Home team name/Away team name を
使用して、そのクラブの結果のみをリパブリッシュします。
両方のトピックがクラスター全体にパブリッシュされます。
リーグは以下のサブスクリプションをセットアップして、どのチームのファンも 3 つの関心のある方法で
試合結果をサブスクライブできるようにします。
SUBSCOPE(QMGR) を使用してクラスター・トピックをセットアップすることができます。 トピック定義は
クラスターの各メンバーに伝搬されますが、サブスクリプションの有効範囲はローカル・キュー・マネー
ジャーのみです。 そのため、各キュー・マネージャーのサブスクライバーは、同じサブスクリプションか
らのさまざまなパブリケーションを受け取ります。
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すべての試合結果を受け取る
DEFINE TOPIC(A) TOPICSTR('Football/result/') CLUSTER SUBSCOPE(ALL)

ホームの試合結果すべてを受け取る
DEFINE TOPIC(B) TOPICSTR('Football/result/') CLUSTER SUBSCOPE(QMGR)

サブスクリプションの有効範囲は QMGR なので、ホーム・グラウンドでパブリッシュされた試合結果の
みが一致します。

自分のチームの試合結果すべてを受け取る
DEFINE TOPIC(C) TOPICSTR('Football/myteam/') CLUSTER SUBSCOPE(QMGR)

サブスクリプションの有効範囲は QMGR なので、ローカルでリパブリッシュされた、ローカルのチーム
の結果のみが一致します。

関連概念
パブリッシュ/サブスクライブ・ネットワークでのトピック・スペースの結合
キュー・マネージャーのトピック・スペースを、パブリッシュ/サブスクライブ・クラスターまたは階層内
の他のキュー・マネージャーと結合します。 パブリッシュ/サブスクライブ・クラスターを結合し、パブリ
ッシュ/サブスクライブ・クラスターと階層を結合します。
分散パブリッシュ/サブスクライブのネットワーク
パブリケーション有効範囲
サブスクリプション有効範囲
関連タスク
パブリッシュ/サブスクライブ・クラスターの構成
キュー・マネージャーでトピックを定義します。 トピックをクラスター・トピックにするには、CLUSTER
プロパティーを設定します。 このトピックのパブリケーションおよびサブスクリプションに使用するルー
ティングを選択するには、CLROUTE プロパティーを設定します。
別のキュー・マネージャーへのクラスター・トピック定義の移動
トピック・ホスト・ルーティング型または直接ルーティング型のいずれかのクラスターについて、キュー・
マネージャーを使用廃止するときに、またはクラスター・キュー・マネージャーで障害が発生したか長時
間にわたって使用不可であることが理由で、クラスター・トピック定義を移動する必要がある場合があり
ます。
トピック・ホスト・ルーティング型クラスターへのさらなるトピック・ホストの追加
トピック・ホスト・ルーティング型パブリッシュ/サブスクライブ・クラスターでは、複数のキュー・マネ
ージャーで同じクラスター・トピック・オブジェクトを定義することにより、それらの複数のキュー・マ
ネージャーを使用してパブリケーションをサブスクリプションに送付することが可能です。 この方式を利
用して、アベイラビリティーとワークロード・バランシングを向上させることができます。 同じクラスタ
ー・トピック・オブジェクトにトピック・ホストを追加する場合は、PUB パラメーターを使用して、新し
いトピック・ホストを介してパブリケーションのルーティングを開始するタイミングを制御できます。
パブリッシュ/サブスクライブ階層へのキュー・マネージャーの接続
階層内の親キュー・マネージャーに子キュー・マネージャーを接続します。 子キュー・マネージャーが既
に別の階層またはクラスターのメンバーである場合は、この接続を行うことによって両方の階層が結合し
てまとめられるか、クラスターが階層に結合します。
パブリッシュ/サブスクライブ階層からのキュー・マネージャーの切断
パブリッシュ/サブスクライブ階層内の親キュー・マネージャーから子キュー・マネージャーを切断します。
パブリッシュ/サブスクライブ・ネットワークでのトピック・スペースの結合
キュー・マネージャーのトピック・スペースを、パブリッシュ/サブスクライブ・クラスターまたは階層内
の他のキュー・マネージャーと結合します。 パブリッシュ/サブスクライブ・クラスターを結合し、パブリ
ッシュ/サブスクライブ・クラスターと階層を結合します。
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CLUSTER、PUBSCOPE、および SUBSCOPE 属性のビルディング・ブロック、パブリッシュ/サブスクライ
ブ・クラスター、およびパブリッシュ/サブスクライブ階層を使用して、さまざまなパブリッシュ/サブスク
ライブ・トピック・スペースを作成できます。
以下のシナリオでは、1 つのキュー・マネージャーからパブリッシュ/ サブスクライブ・クラスターに拡大
する例に始まり、さまざまなパブリッシュ/サブスクライブ・トポロジーについて説明します。
関連概念
パブリケーションとサブスクリプションの有効範囲の結合
IBM WebSphere MQ 7.0 以降では、パブリケーションおよびサブスクリプションの有効範囲は独立して機
能し、キュー・マネージャー間のパブリケーションのフローを決定します。
分散パブリッシュ/サブスクライブのネットワーク
トピック・スペース
関連タスク
パブリッシュ/サブスクライブ・クラスターの構成
キュー・マネージャーでトピックを定義します。 トピックをクラスター・トピックにするには、CLUSTER
プロパティーを設定します。 このトピックのパブリケーションおよびサブスクリプションに使用するルー
ティングを選択するには、CLROUTE プロパティーを設定します。
別のキュー・マネージャーへのクラスター・トピック定義の移動
トピック・ホスト・ルーティング型または直接ルーティング型のいずれかのクラスターについて、キュー・
マネージャーを使用廃止するときに、またはクラスター・キュー・マネージャーで障害が発生したか長時
間にわたって使用不可であることが理由で、クラスター・トピック定義を移動する必要がある場合があり
ます。
トピック・ホスト・ルーティング型クラスターへのさらなるトピック・ホストの追加
トピック・ホスト・ルーティング型パブリッシュ/サブスクライブ・クラスターでは、複数のキュー・マネ
ージャーで同じクラスター・トピック・オブジェクトを定義することにより、それらの複数のキュー・マ
ネージャーを使用してパブリケーションをサブスクリプションに送付することが可能です。 この方式を利
用して、アベイラビリティーとワークロード・バランシングを向上させることができます。 同じクラスタ
ー・トピック・オブジェクトにトピック・ホストを追加する場合は、PUB パラメーターを使用して、新し
いトピック・ホストを介してパブリケーションのルーティングを開始するタイミングを制御できます。
パブリッシュ/サブスクライブ階層へのキュー・マネージャーの接続
階層内の親キュー・マネージャーに子キュー・マネージャーを接続します。 子キュー・マネージャーが既
に別の階層またはクラスターのメンバーである場合は、この接続を行うことによって両方の階層が結合し
てまとめられるか、クラスターが階層に結合します。
パブリッシュ/サブスクライブ階層からのキュー・マネージャーの切断
パブリッシュ/サブスクライブ階層内の親キュー・マネージャーから子キュー・マネージャーを切断します。
クラスター・トピックの定義
パブリッシュ/サブスクライブ・クラスターでの単一のトピック・スペースの作成
複数のキュー・マネージャー上で実行されるように、パブリッシュ/サブスクライブ・システムを拡大しま
す。 各パブリッシャーおよびサブスクライバーに単一で同一のトピック・スペースを提供するために、パ
ブリッシュ/サブスクライブ・クラスターを使用します。

始める前に
単一のバージョン 7 キュー・マネージャーにパブリッシュ/サブスクライブ・システムを実装しています。
SYSTEM.BASE.TOPICの属性の継承に依存するのではなく、常に独自のルート・トピックを使用してトピ
ック・スペースを作成してください。 パブリッシュ/サブスクライブ・システムをクラスターに拡大する場
合、クラスター・トピック・ホストで、ルート・トピックをクラスター・トピックとして定義でき、そう
するとすべてのトピックがクラスター全体で共有されます。

このタスクについて
より多くのパブリッシャーおよびサブスクライバーをサポートするためにシステムを拡大し、すべてのト
ピックをクラスター全体で可視にしようとしています。
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手順
1.パブリッシュ/サブスクライブ・システムで使用するクラスターを作成します。
従来のクラスターが既に存在する場合、パフォーマンス上の理由で、新しいパブリッシュ/サブスクライ
ブ・システム用に新しいクラスターをセットアップする方が良いでしょう。 両方のクラスターのクラス
ター・リポジトリーに、同じサーバーを使用できます。

2.クラスター・トピック・ホストにするキュー・マネージャーを 1 つ (おそらく、リポジトリーのいずれ
か) 選択します。

3.パブリッシュ/サブスクライブ・クラスター全体で可視にするすべてのトピックが、管理トピック・オブ
ジェクトに解決されるようにします。
パブリッシュ/サブスクライブ・クラスターの名前を指定する CLUSTER 属性を設定します。

次のタスク
パブリッシャーおよびサブスクライバー・アプリケーションをクラスター内の任意のキュー・マネージャ
ーに接続します。
CLUSTER 属性を持つ管理トピック・オブジェクトを作成します。 これらのトピックもクラスター全体に伝
搬されます。 パブリッシャーおよびサブスクライバー・プログラムは、クラスター内の異なるキュー・マ
ネージャーに接続しても動作が変わらないように、管理トピックを使用します。
すべてのキュー・マネージャーで SYSTEM.BASE.TOPIC をクラスター・トピックのように機能させる必要
がある場合は、キュー・マネージャーごとに変更する必要があります。
関連概念
分散パブリッシュ/サブスクライブのネットワーク
トピック・スペース
関連タスク
複数のクラスターのトピック・スペースの結合
複数のクラスターにまたがるトピック・スペースを作成します。 1 つのクラスターでトピックにパブリッ
シュし、別のクラスターでそれに対してサブスクライブします。
複数のクラスター内でのトピック・スペースの結合および分離
いくつかのトピック・スペースを特定のクラスターに分離して、他のトピック・スペースを結合し、接続
されているすべてのクラスター内でそれらにアクセスできるようにします。
複数のクラスター内のトピック・スペースに対するパブリッシュおよびサブスクライブ
オーバーラップされたクラスターを使用して、複数のクラスター内のトピックに対するパブリッシュおよ
びサブスクライブを行います。 クラスター内でトピック・スペースがオーバーラップしない限り、この手
法を使用できます。
クラスター・トピックの定義
複数のクラスターのトピック・スペースの結合
複数のクラスターにまたがるトピック・スペースを作成します。 1 つのクラスターでトピックにパブリッ
シュし、別のクラスターでそれに対してサブスクライブします。

始める前に
この作業では、直接ルーティング型パブリッシュ/サブスクライブ・クラスターが既に存在しており、いく
つかのクラスター・トピックをすべてのクラスターに伝搬させようとしていることを前提としています。
注 : トピック・ホスト・ルーティング型パブリッシュ/サブスクライブ・クラスターの場合は、この作業を
実行できません。

このタスクについて
あるクラスターから別のクラスターへパブリケーションを伝搬するには、それらのクラスターをまとめて
1 つの階層に結合する必要があります。459 ページの図 65を参照してください。 階層型の接続は、接続さ
れているキュー・マネージャー間でサブスクリプションおよびパブリケーションを伝搬します。クラスタ
ーは各クラスター内でクラスター・トピックを伝搬しますが、クラスター間では伝搬しません。
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これらの 2 つのメカニズムの組み合わせにより、すべてのクラスター間でクラスター・トピックが伝搬さ
れます。 クラスターごとに、クラスター・トピック定義を繰り返す必要があります。

図 65. 階層を使用したクラスターの接続

以下のステップにより、クラスターが階層に接続されます。

手順
1.二つの送信側と受信側チャネルのセットを作成して、QM3と QM4、QM3と QM7を両方の方向に接続しま
す。 従来の送信側と受信側のチャネルおよび伝送キュー (クラスターではなく) を使用して、階層に接続
しなければなりません。

2.ターゲット・キュー・マネージャーの名前を指定して、3 つの伝送キューを作成します。 何らかの理由
で、伝送キュー名としてターゲット・キュー・マネージャーの名前を使用できない場合は、キュー・マ
ネージャーの別名を使用します。

3.送信側チャネルをトリガーするように、伝送キューを構成します。
4. QM3、QM4、および QM7 の PSMODE が ENABLE に設定されていることを確認します。
5. QM4 および QM7 の PARENT 属性を QM3 に変更します。
6.キュー・マネージャー間の親子関係の状況が両方向でアクティブであることを検査します。
7.属性 CLUSTER (「CLUSTER 1」)、CLUSTER (「CLUSTER 2」)、および CLUSTER (「CLUSTER 3」) を使用し
てクラスター 1、2、および 3 内の 3 つのクラスター・トピック・ホスト・キュー・マネージャーのそ
れぞれに管理トピック USA を作成します。 クラスター・トピック・ホストは、階層的に接続されたキ
ュー・マネージャーである必要はありません。

次のタスク
これで、459 ページの図 65でクラスター・トピック「USA」をパブリッシュまたはサブスクライブできま
す。 パブリケーション/サブスクリプションは、3 つのすべてのクラスター内のパブリッシャーおよびサブ
スクライバーに流れます。
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USAを他のクラスター内のクラスター・トピックとして作成しなかったとします。 USAのみで定義されて
いる場合、QM7、パブリケーションとサブスクリプションは USAQM7、QM8、QM9と QM3の間で交換されま
す。 QM7、QM8、QM9で実行されているパブリッシャーとサブスクライバーは管理トピックの属性 USAを
継承します。 QM3 上のパブリッシャーおよびサブスクライバーは、QM3上の SYSTEM.BASE.TOPIC の属
性を継承します。
460 ページの『複数のクラスター内でのトピック・スペースの結合および分離』も参照してください。
関連概念
分散パブリッシュ/サブスクライブのネットワーク
トピック・スペース
関連タスク
パブリッシュ/サブスクライブ・クラスターでの単一のトピック・スペースの作成
複数のキュー・マネージャー上で実行されるように、パブリッシュ/サブスクライブ・システムを拡大しま
す。 各パブリッシャーおよびサブスクライバーに単一で同一のトピック・スペースを提供するために、パ
ブリッシュ/サブスクライブ・クラスターを使用します。
複数のクラスター内でのトピック・スペースの結合および分離
いくつかのトピック・スペースを特定のクラスターに分離して、他のトピック・スペースを結合し、接続
されているすべてのクラスター内でそれらにアクセスできるようにします。
複数のクラスター内のトピック・スペースに対するパブリッシュおよびサブスクライブ
オーバーラップされたクラスターを使用して、複数のクラスター内のトピックに対するパブリッシュおよ
びサブスクライブを行います。 クラスター内でトピック・スペースがオーバーラップしない限り、この手
法を使用できます。
クラスター・トピックの定義
複数のクラスター内でのトピック・スペースの結合および分離
いくつかのトピック・スペースを特定のクラスターに分離して、他のトピック・スペースを結合し、接続
されているすべてのクラスター内でそれらにアクセスできるようにします。

始める前に
458 ページの『複数のクラスターのトピック・スペースの結合』のトピックを調べてください。 ブリッジ
としてさらにキュー・マネージャーを追加しなくても、このトピックの手順で十分に必要を満たせる場合
があります。
注 : この作業は、直接ルーティング型パブリッシュ/サブスクライブ・クラスターを使用する場合にのみ実
行できます。 トピック・ホスト・ルーティング型クラスターを使用して実行することはできません。

このタスクについて
すべてのクラスター間で共有されないクラスター・トピックを分離させることにより、458 ページの『複
数のクラスターのトピック・スペースの結合』の 459 ページの図 65 で示されているトポロジーを向上さ
せることができる可能性があります。 どのクラスターにも含まれていないブリッジング・キュー・マネー
ジャーを作成することにより、クラスターを分離します (461 ページの図 66 を参照)。 ブリッジング・キュ
ー・マネージャーを使用して、どのパブリケーションおよびサブスクリプションが、あるクラスターから
別のクラスターへ流れるようにするかをフィルター処理します。
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図 66. ブリッジされるクラスター
ブリッジを使用すると、ブリッジを超えて他のクラスターで公開しないクラスター・トピックを分離でき
ます。 において 461 ページの図 66、USAは全クラスタで共有されるクラスタトピック、Atlanta、New
Yorkおよび Washingtonそれぞれ 1つのクラスタでのみ共有されるクラスタトピックである。
以下の手順を使用して、構成をモデル化しまてください。

手順
1.すべてのキュー・マネージャーで SUBSCOPE (QMGR) および PUBSCOPE (QMGR) を持つようにすべての
SYSTEM.BASE.TOPIC トピック・オブジェクトを変更します。
クラスター・トピックのルート・トピックに SUBSCOPE (ALL) および PUBSCOPE (ALL) を明示的に設定
しない限り、トピック (クラスター・トピックも含む) は他のキュー・マネージャーに伝搬されません。

2.各クラスターで共有する 3 つのクラスター・トピック・ホスト・キュー・マネージャーのトピックを、
属性 CLUSTER (clustername)、SUBSCOPE (ALL)、および PUBSCOPE (ALL) を使用して定義します。
いくつかのクラスター・トピックをすべてのクラスター間で共有するには、それぞれのクラスターで同
じトピックを定義します。 クラスター属性として、各クラスターのクラスター名を使用します。

3.すべてのクラスター間で共有するクラスター・トピックについて、属性 SUBSCOPE (ALL) および
PUBSCOPE (ALL) を使用して、ブリッジ・キュー・マネージャー (QM10) でトピックを再定義します。

例
461 ページの図 66の例では、USAから継承するトピックのみが、三つのクラスターの間で伝搬されます。
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次のタスク
SUBSCOPE (ALL) および PUBSCOPE (ALL) を使用してブリッジ・キュー・マネージャーで定義されたトピッ
クのサブスクリプションがクラスター間で伝搬されます。
属性 CLUSTER (clustername)、SUBSCOPE ( ALL) および PUBSCOPE (ALL) を使用して各クラスター内で定義
されたトピックのサブスクリプションが各クラスター内で伝搬されます。
他のサブスクリプションはすべて、キュー・マネージャーにとってローカルです。
関連概念
分散パブリッシュ/サブスクライブのネットワーク
トピック・スペース
パブリケーション有効範囲
サブスクリプション有効範囲
関連タスク
パブリッシュ/サブスクライブ・クラスターでの単一のトピック・スペースの作成
複数のキュー・マネージャー上で実行されるように、パブリッシュ/サブスクライブ・システムを拡大しま
す。 各パブリッシャーおよびサブスクライバーに単一で同一のトピック・スペースを提供するために、パ
ブリッシュ/サブスクライブ・クラスターを使用します。
複数のクラスターのトピック・スペースの結合
複数のクラスターにまたがるトピック・スペースを作成します。 1 つのクラスターでトピックにパブリッ
シュし、別のクラスターでそれに対してサブスクライブします。
複数のクラスター内のトピック・スペースに対するパブリッシュおよびサブスクライブ
オーバーラップされたクラスターを使用して、複数のクラスター内のトピックに対するパブリッシュおよ
びサブスクライブを行います。 クラスター内でトピック・スペースがオーバーラップしない限り、この手
法を使用できます。
クラスター・トピックの定義
複数のクラスター内のトピック・スペースに対するパブリッシュおよびサブスクライブ
オーバーラップされたクラスターを使用して、複数のクラスター内のトピックに対するパブリッシュおよ
びサブスクライブを行います。 クラスター内でトピック・スペースがオーバーラップしない限り、この手
法を使用できます。

始める前に
従来のクラスターを複数作成して、クラスター間の交差部分にいくつかのキュー・マネージャーを配置し
ます。

このタスクについて
さまざまな理由で、クラスターをオーバーラップさせることを選択する場合があります。
1.高可用性サーバーまたはキュー・マネージャーの数が限られています。 クラスター・リポジトリーおよ
びクラスター・トピック・ホストはすべてそれらにデプロイすることにしています。

2.ゲートウェイ・キュー・マネージャーを使用して接続される従来のキュー・マネージャー・クラスター
が既に存在します。 パブリッシュ/サブスクライブ・アプリケーションを同じクラスター・トポロジー
にデプロイする予定です。

3.自己完結型のパブリッシュ/サブスクライブ・アプリケーションがいくつか存在します。 パフォーマン
ス上の理由で、パブリッシュ/サブスクライブ・クラスターを小さいままにし、従来のクラスターから分
離させる方が適切です。 それらのアプリケーションを別のクラスターにデプロイすることにしていま
す。 ただし、モニタリング・アプリケーションのライセンス交付を受けたコピーが 1 つだけであるた
め、1 つのキュー・マネージャー上ですべてのパブリッシュ/サブスクライブ・アプリケーションをモニ
ターする必要があります。 このキュー・マネージャーは、すべてのクラスター内のクラスター・トピッ
クに対するパブリケーションにアクセスできなければなりません。

オーバーラップしないトピック・スペースでトピックが定義されるようにすることにより、オーバーラッ
プしているパブリッシュ/サブスクライブ・クラスターにそのトピックをデプロイすることができます (463
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ページの図 67を参照)。 トピック・スペースがオーバーラップしている場合、オーバーラップするクラス
ターにデプロイすると問題が発生します。
パブリッシュ/サブスクライブ・クラスターがオーバーラップするため、オーバーラップ内のキュー・マネ
ージャーを使用して、任意のトピック・スペースにパブリッシュおよびサブスクライブすることができま
す。

図 67. オーバーラップするクラスター、オーバーラップしないトピック・スペース
手順
トピック・スペースがオーバーラップしないようにする方法を作成します。
例えば、トピック・スペースごとに固有のルート・トピックを定義します。 そのルート・トピックをクラ
スター・トピックにします。
a) DEFINE TOPIC(B) TOPICSTR('B') CLUSTER('CLUSTER 1') ...
b) DEFINE TOPIC(C) TOPICSTR('C') CLUSTER('CLUSTER 2') ...

例
463 ページの図 67 では、QM3 に接続されたパブリッシャーおよびサブスクライバーは、T B または T Cにパブリッシュまたはサブスクライブできます

次のタスク
両方のクラスター内のトピックを使用するパブリッシャーおよびサブスクライバーを、オーバーラップ内
のキュー・マネージャーに接続します。
特定のクラスター内のトピックのみを使用する必要があるパブリッシャーおよびサブスクライバーを、オ
ーバーラップ内にないキュー・マネージャーに接続します。
関連概念
分散パブリッシュ/サブスクライブのネットワーク
トピック・スペース
関連タスク
パブリッシュ/サブスクライブ・クラスターでの単一のトピック・スペースの作成
複数のキュー・マネージャー上で実行されるように、パブリッシュ/サブスクライブ・システムを拡大しま
す。 各パブリッシャーおよびサブスクライバーに単一で同一のトピック・スペースを提供するために、パ
ブリッシュ/サブスクライブ・クラスターを使用します。
複数のクラスターのトピック・スペースの結合
複数のクラスターにまたがるトピック・スペースを作成します。 1 つのクラスターでトピックにパブリッ
シュし、別のクラスターでそれに対してサブスクライブします。
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複数のクラスター内でのトピック・スペースの結合および分離
いくつかのトピック・スペースを特定のクラスターに分離して、他のトピック・スペースを結合し、接続
されているすべてのクラスター内でそれらにアクセスできるようにします。
クラスター・トピックの定義
パブリッシュ/サブスクライブ階層へのキュー・マネージャーの接続
階層内の親キュー・マネージャーに子キュー・マネージャーを接続します。 子キュー・マネージャーが既
に別の階層またはクラスターのメンバーである場合は、この接続を行うことによって両方の階層が結合し
てまとめられるか、クラスターが階層に結合します。

始める前に
1.パブリッシュ/サブスクライブ階層内のキュー・マネージャーには、固有のキュー・マネージャー名が必
要です。

2.パブリッシュ/ サブスクライブ階層は、"キュー型パブリッシュ/サブスクライブ"のキュー・マネージャ
ー機能に依存します。 親と子のキュー・マネージャー両方でこれが有効になっている必要があります。
445 ページの『キューに入れられたパブリッシュ/サブスクライブの開始』を参照してください。

3.パブリッシュ/サブスクライブ関係は、キュー・マネージャーの送信側チャネルと受信側チャネルに依存
します。 チャネルを確立する方法は 2 つあります。
• 親および子キュー・マネージャーの両方を IBM MQ クラスターに追加します。 322 ページの『クラス
ターにキュー・マネージャーを追加する』を参照してください。

• 送信側/受信側チャネルのペアを、子キュー・マネージャーから親へ、および親キュー・マネージャー
から子へ確立します。 各チャネルは、ターゲット・キュー・マネージャーと同じ名前の伝送キュー
か、ターゲット・キュー・マネージャーと同じ名前のキュー・マネージャー別名のいずれかを使用す
る必要があります。 Point-to-Point チャネル接続を確立する方法の詳細については、200 ページの
『IBM MQ 分散キューイング技法』を参照してください。
チャネル構成の各タイプにわたる階層を構成する例については、以下の一連のパブリッシュ/サブスクラ
イブ階層シナリオを参照してください。
• シナリオ 1: キュー・マネージャー別名を使用した Point-to-Point チャネルの使用
• シナリオ 2: 伝送キューとリモート・キュー・マネージャーに同じ名前を使用した Point-to-Point チャ
ネルの使用

• シナリオ 3: クラスター・チャネルを使用したキュー・マネージャーの追加

このタスクについて
ALTER QMGR PARENT (PARENT_NAME) runmqsc コマンドを使用して、子を親に接続します。 この構成
は子キュー・マネージャー上で実行されます。PARENT_NAME は親キュー・マネージャーの名前です。

手順
ALTER QMGR PARENT(PARENT_NAME)

例
最初の例は、キュー・マネージャー QM2 を QM1 の子として接続し、QM2 を照会して、STATUS が ACTIVE
の子に正常になったことを確認する方法を示しています。

C:>runmqsc QM2
5724-H72 (C) Copyright IBM Corp. 1994, 2024.  ALL RIGHTS RESERVED.
Starting MQSC for queue manager QM2
alter qmgr parent(QM1)
     1 : alter qmgr parent(QM1)
AMQ8005: IBM MQ queue manager changed.
display pubsub all
     2 : display pubsub all
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AMQ8723: Display pub/sub status details.
   QMNAME(QM2)                             TYPE(LOCAL)
   STATUS(ACTIVE)
AMQ8723: Display pub/sub status details.
   QMNAME(QM1)                             TYPE(PARENT)
STATUS(ACTIVE)

次の例は、QM1 にその接続について照会した結果を示しています。
C:\Documents and Settings\Admin>runmqsc QM1
5724-H72 (C) Copyright IBM Corp. 1994, 2024.  ALL RIGHTS RESERVED.
Starting MQSC for queue manager QM1.
display pubsub all
     2 : display pubsub all
AMQ8723: Display pub/sub status details.
   QMNAME(QM1)                             TYPE(LOCAL)
   STATUS(ACTIVE)
AMQ8723: Display pub/sub status details.
   QMNAME(QM2)                             TYPE(CHILD)
   STATUS(ACTIVE)

STATUS が ACTIVE と表示されない場合は、子と親の間のチャネルが正しく構成され、実行されているこ
とを確認してください。 両方のキュー・マネージャーのエラー・ログで、考えられるエラーを確認します。

次のタスク
1 つのキュー・マネージャーでパブリッシャーとサブスクライバーが使用するトピックは、デフォルトで階
層内の他のキュー・マネージャー上のパブリッシャーとサブスクライバーによって共有されます。 管理対
象トピックは、SUBSCOPE および PUBSCOPE トピック・プロパティーを使用して共有のレベルを制御する
ように構成できます。 449 ページの『分散パブリッシュ/サブスクライブ・ネットワークの構成』を参照し
てください。
関連概念
パブリケーションとサブスクリプションの有効範囲の結合
IBM WebSphere MQ 7.0 以降では、パブリケーションおよびサブスクリプションの有効範囲は独立して機
能し、キュー・マネージャー間のパブリケーションのフローを決定します。
パブリッシュ/サブスクライブ・ネットワークでのトピック・スペースの結合
キュー・マネージャーのトピック・スペースを、パブリッシュ/サブスクライブ・クラスターまたは階層内
の他のキュー・マネージャーと結合します。 パブリッシュ/サブスクライブ・クラスターを結合し、パブリ
ッシュ/サブスクライブ・クラスターと階層を結合します。
関連タスク
パブリッシュ/サブスクライブ・クラスターの構成
キュー・マネージャーでトピックを定義します。 トピックをクラスター・トピックにするには、CLUSTER
プロパティーを設定します。 このトピックのパブリケーションおよびサブスクリプションに使用するルー
ティングを選択するには、CLROUTE プロパティーを設定します。
別のキュー・マネージャーへのクラスター・トピック定義の移動
トピック・ホスト・ルーティング型または直接ルーティング型のいずれかのクラスターについて、キュー・
マネージャーを使用廃止するときに、またはクラスター・キュー・マネージャーで障害が発生したか長時
間にわたって使用不可であることが理由で、クラスター・トピック定義を移動する必要がある場合があり
ます。
トピック・ホスト・ルーティング型クラスターへのさらなるトピック・ホストの追加
トピック・ホスト・ルーティング型パブリッシュ/サブスクライブ・クラスターでは、複数のキュー・マネ
ージャーで同じクラスター・トピック・オブジェクトを定義することにより、それらの複数のキュー・マ
ネージャーを使用してパブリケーションをサブスクリプションに送付することが可能です。 この方式を利
用して、アベイラビリティーとワークロード・バランシングを向上させることができます。 同じクラスタ
ー・トピック・オブジェクトにトピック・ホストを追加する場合は、PUB パラメーターを使用して、新し
いトピック・ホストを介してパブリケーションのルーティングを開始するタイミングを制御できます。
パブリッシュ/サブスクライブ階層からのキュー・マネージャーの切断
パブリッシュ/サブスクライブ階層内の親キュー・マネージャーから子キュー・マネージャーを切断します。
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関連資料
ストリームおよびトピック
DISPLAY PUBSUB
パブリッシュ/サブスクライブ・メッセージング
パブリッシュ/サブスクライブ階層からのキュー・マネージャーの切断
パブリッシュ/サブスクライブ階層内の親キュー・マネージャーから子キュー・マネージャーを切断します。

このタスクについて
ALTER QMGR コマンドを使用して、キュー・マネージャーをブローカー階層から切断します。 キュー・マ
ネージャーは、いつでも任意の順序で切断することができます。
親の更新に対応する要求は、キュー・マネージャー間の接続が稼働中に送信されます。

手順
ALTER QMGR PARENT( '')

例
C:\Documents and Settings\Admin>runmqsc QM2
5724-H72 (C) Copyright IBM Corp. 1994, 2024.  ALL RIGHTS RESERVED.
Starting MQSC for queue manager QM2.
    1 : alter qmgr parent('')
AMQ8005: IBM MQ queue manager changed.
    2 : display pubsub type(child)
AMQ8147: IBM MQ object  not found.
display pubsub type(parent)
    3 : display pubsub type(parent)
AMQ8147: IBM MQ object not found.

次のタスク
不要になったすべてのストリーム、キュー、および手動で定義したチャネルをすべて削除できます。
関連概念
パブリケーションとサブスクリプションの有効範囲の結合
IBM WebSphere MQ 7.0 以降では、パブリケーションおよびサブスクリプションの有効範囲は独立して機
能し、キュー・マネージャー間のパブリケーションのフローを決定します。
パブリッシュ/サブスクライブ・ネットワークでのトピック・スペースの結合
キュー・マネージャーのトピック・スペースを、パブリッシュ/サブスクライブ・クラスターまたは階層内
の他のキュー・マネージャーと結合します。 パブリッシュ/サブスクライブ・クラスターを結合し、パブリ
ッシュ/サブスクライブ・クラスターと階層を結合します。
関連タスク
パブリッシュ/サブスクライブ・クラスターの構成
キュー・マネージャーでトピックを定義します。 トピックをクラスター・トピックにするには、CLUSTER
プロパティーを設定します。 このトピックのパブリケーションおよびサブスクリプションに使用するルー
ティングを選択するには、CLROUTE プロパティーを設定します。
別のキュー・マネージャーへのクラスター・トピック定義の移動
トピック・ホスト・ルーティング型または直接ルーティング型のいずれかのクラスターについて、キュー・
マネージャーを使用廃止するときに、またはクラスター・キュー・マネージャーで障害が発生したか長時
間にわたって使用不可であることが理由で、クラスター・トピック定義を移動する必要がある場合があり
ます。
トピック・ホスト・ルーティング型クラスターへのさらなるトピック・ホストの追加
トピック・ホスト・ルーティング型パブリッシュ/サブスクライブ・クラスターでは、複数のキュー・マネ
ージャーで同じクラスター・トピック・オブジェクトを定義することにより、それらの複数のキュー・マ
ネージャーを使用してパブリケーションをサブスクリプションに送付することが可能です。 この方式を利
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用して、アベイラビリティーとワークロード・バランシングを向上させることができます。 同じクラスタ
ー・トピック・オブジェクトにトピック・ホストを追加する場合は、PUB パラメーターを使用して、新し
いトピック・ホストを介してパブリケーションのルーティングを開始するタイミングを制御できます。
パブリッシュ/サブスクライブ階層へのキュー・マネージャーの接続
階層内の親キュー・マネージャーに子キュー・マネージャーを接続します。 子キュー・マネージャーが既
に別の階層またはクラスターのメンバーである場合は、この接続を行うことによって両方の階層が結合し
てまとめられるか、クラスターが階層に結合します。

複数のインストールの構成
同一のシステムで複数のインストールを使用している場合は、それらのインストールとキュー・マネージ
ャーを構成する必要があります。

このタスクについて
この情報は AIX, Linux, and Windows に適用されます。

手順
• 以下のリンクの情報を使用してインストールを構成してください。

– 475 ページの『プライマリー・インストールの変更』
– 476 ページの『キュー・マネージャーとインストールの関連付け』
– 467 ページの『複数のインストール環境でのアプリケーションの接続』
複数のインストール環境でのアプリケーションの接続

AIX, Linux, and Windows システムでは、 IBM MQ ライブラリーがロードされると、 IBM MQ は自動的に適
切なライブラリーを使用します。これ以上の処置は必要ありません。 IBM MQ は、アプリケーションが接
続されるキュー・マネージャーと関連付けられているインストール済み環境からのライブラリーを使用し
ます。
以下の概念は、アプリケーションを IBM MQ に接続する方法を説明する際に使用されます。
リンク
アプリケーションは、コンパイル時に IBM MQ ライブラリーにリンクされ、機能エクスポートを取得し
ます。このエクスポートはアプリケーションの実行時に読み込まれます。

ロード中
アプリケーションの実行時に、IBM MQ ライブラリーの場所が探索され、ロードされます。 ライブラリ
ーを見つけるための具体的なメカニズムは、オペレーティング・システムと、アプリケーションの構築
方法によって異なります。 複数インストール環境でのライブラリーの場所探索方法とロード方法の詳
細については、468 ページの『IBM MQ ライブラリーのロード』を参照してください。

接続中
アプリケーションは、MQCONN または MQCONNX 呼び出しなどを使用して、実行中のキュー・マネージ
ャーに接続する際に、読み込まれた IBM MQ ライブラリーを使用して接続を行います。

サーバー・アプリケーションをキュー・マネージャーに接続する場合は、そのキュー・マネージャーに関
連付けられているインストール済み環境から読み込まれたライブラリーを使用する必要があります。 シス
テム上に複数のインストール済み環境がある場合、この制限により、オペレーティング・システムが、ロ
ードする IBM MQ ライブラリーを見つけるために使用するメカニズムを選択する際に、以下のような新た
な課題が生じます。
• setmqm コマンドを使用して、キュー・マネージャーに関連付けられているインストール済み環境を変更
する場合、読み込む必要があるライブラリーも変わる。

• アプリケーションを、異なるインストール済み環境が所有している複数のキュー・マネージャーに接続す
る場合、複数のライブラリー・セットを読み込む必要がある。
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ただし、 IBM MQ(ライブラリー) が配置されてロードされている場合、 IBM MQ は適切なライブラリーをロ
ードして使用するため、追加のアクションを行う必要はありません。 アプリケーションがキュー・マネー
ジャーに接続されると、IBM MQ は、そのキュー・マネージャーに関連付けられているインストール済み環
境からライブラリーを読み込みます。
複数のインストール済み環境でのマイグレーション・シナリオおよびアプリケーションの接続について詳
しくは、AIX, Linux, and Windows での複数インストール済み環境のキュー・マネージャーの共存を参照し
てください。
IBM MQ ライブラリーのロード方法の詳細については、468 ページの『IBM MQ ライブラリーのロード』を
参照してください。

サポートおよび制約事項
以下のいずれかの IBM MQ ライブラリーが見つかり、ロードされると、製品は自動的に適切なライブラリ
ーをロードして使用することができます。
• C サーバー・ライブラリー
• C++ サーバー・ライブラリー
• XA サーバー・ライブラリー
• COBOL サーバー・ライブラリー
• COM+ サーバー・ライブラリー
• 非管理対象モードの .NET

IBM MQ は、バインディング・モードの Java および JMS アプリケーションに適したライブラリーも自動的
にロードし、使用します。
複数のインストール済み環境を使用するアプリケーションに関する制約事項がいくつかあります。 詳しく
は、472 ページの『複数のインストールを使用するアプリケーションの制限』 を参照してください。
関連概念
472 ページの『複数のインストールを使用するアプリケーションの制限』
CICS サーバー・ライブラリー、ファスト・パス接続、メッセージ・ハンドル、および出口を複数インスト
ール環境で使用する場合、いくつかの制限があります。
468 ページの『IBM MQ ライブラリーのロード』
IBM MQ ライブラリーのロード方法を決定する際には、使用環境、既存のアプリケーションを変更できるか
どうか、プライマリー・インストールを行うかどうか、IBM MQ のインストール場所、および IBM MQ の
場所を変更する可能性があるかどうかなど、いくつかの要素を考慮する必要があります。
関連タスク
プライマリー・インストールの選択
475 ページの『プライマリー・インストールの変更』
setmqinst コマンドを使用すると、インストールをプライマリー・インストールとして設定する、あるい
はその設定を解除することができます。
476 ページの『キュー・マネージャーとインストールの関連付け』
キュー・マネージャーを作成すると、そのキュー・マネージャーは、crtmqm コマンドを実行したインスト
ールに自動的に関連付けられます。 AIX, Linux, and Windows では、setmqm コマンドを使用して、キュー・
マネージャーに関連付けられているインストールを変更できます。

IBM MQ ライブラリーのロード
IBM MQ ライブラリーのロード方法を決定する際には、使用環境、既存のアプリケーションを変更できるか
どうか、プライマリー・インストールを行うかどうか、IBM MQ のインストール場所、および IBM MQ の
場所を変更する可能性があるかどうかなど、いくつかの要素を考慮する必要があります。
IBM MQ ライブラリーの場所を探索しロードする方法は、ご使用のインストール済み環境に応じて異なりま
す。
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• AIX and Linux システムでは、 IBM MQバージョンのコピーがデフォルト・ロケーションにインストール
されている場合、既存のアプリケーションは引き続き前のバージョンと同じように機能します。 ただし、
アプリケーションが /usr/libでシンボリック・リンクを必要とする場合は、 IBM MQ バージョンのイ
ンストール済み環境をプライマリー・インストールとして選択するか、シンボリック・リンクを手動で作
成する必要があります。

• IBM MQ がデフォルト以外の場所にインストールされている場合は、正しいライブラリーがロードされる
ように既存のアプリケーションを変更する必要がある場合があります。

IBM MQ ライブラリーの場所を探索しロードする方法は、既存のアプリケーションがライブラリーをロード
するためにどのようにセットアップされたかによっても異なります。 ライブラリーのロード方法の詳細に
ついては、471 ページの『オペレーティング・システムのライブラリー・ロード・メカニズム』を参照し
てください。
最善策として、オペレーティング・システムによってロードされる IBM MQ ライブラリーが、キュー・マ
ネージャーと関連付けられたライブラリーとなるようにしてください。
IBM MQ ライブラリーをロードする方法は、プラットフォームによって異なり、それぞれ利点と欠点があり
ます。
表 29. ライブラリーをロードするためのオプションの利点と欠点
プラットフォー
ム オプション 利点 欠点

AIX and Linux
システム

アプリケーションの埋め込
みランタイム検索パス
(RPath) を設定または変更
する。
このオプションでは、アプ
リケーションを再コンパイ
ルしてリンクする必要があ
ります。 アプリケーション
のコンパイルとリンクにつ
いて詳しくは、プロシージ
ャー型アプリケーションの
構築を参照してください。

• 変更範囲が明確です。 • アプリケーションを再コ
ンパイルしてリンクでき
る必要があります。

• IBM MQ の場所が変わっ
た場合に、RPath を変更す
る必要があります。
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表 29. ライブラリーをロードするためのオプションの利点と欠点 (続き)

プラットフォー
ム オプション 利点 欠点
AIX and Linux
システム

-k オプションまたは -l オ
プションを指定して、
setmqenvまたは crtmqenv
を使用し、
LD_LIBRARY_PATH 環境変
数を設定します。(

AIX では、こ
の環境変数は LIBPATH)

• 既存のアプリケーション
を変更する必要がありま
せん。

• アプリケーションの埋め
込み RPath をオーバーラ
イドします。

• IBM MQ の場所が変わった
場合の変数の変更が容易
です。

• setuid アプリケーショ
ンおよび setgid アプリ
ケーション、または他の方
法で構築されたアプリケ
ーションでは、セキュリテ
ィー上の理由で、
LD_LIBRARY_PATH が無
視される場合があります。

• 環境固有であるため、アプ
リケーションを実行する
環境ごとに設定する必要
があります。

• LD_LIBRARY_PATH に依
存する他のアプリケーシ
ョンに影響する可能性が
あります。

• Linux: アプ
リケーションの構築時に
使用したコンパイラーに
より、LD_LIBRARY_PATH
が使用不可になっている
場合があります。 詳しく
は、Linux 用のランタイ
ム・リンクに関する考慮事
項を参照してください。

Windows シス
テム

setmqenv または crtmqenv
を使用して、PATH 変数を設
定する。

• 既存のアプリケーション
を変更する必要がありま
せん。

• IBM MQ の場所が変わった
場合の変数の変更が容易
です。

• 環境固有であるため、アプ
リケーションを実行する
環境ごとに設定する必要
があります。

• 他のアプリケーションに
影響する可能性がありま
す。

AIX, Linux, and
Windows シス
テム

プライマリー・インストー
ルを IBM MQ 以降のインス
トールに設定する。 475 ペ
ージの『プライマリー・イ
ンストールの変更』を参照
してください。
プライマリー・インストー
ルについて詳しくは、プラ
イマリー・インストールの
選択を参照してください。

• 既存のアプリケーション
を変更する必要がありま
せん。

• IBM MQ の場所が変わった
場合のプライマリー・イン
ストールの変更が容易で
す。

• 前のバージョンの IBM MQ
と同じような動作になり
ます。

•
AIX and

Linux: /usr/libがデフ
ォルトの検索パスにない
場合は、機能しません。

Linux のライブラリーのロードに関する考慮事項

470  IBM MQ の構成



バージョン 3.2.x など、一部のバージョンの gcc を使用してコンパイルされたアプリケーションには、
LD_LIBRARY_PATH 環境変数を使用してオーバーライドできない RPath を埋め込むことができます。
readelf -d applicationName コマンドを使用して、アプリケーションが影響を受けるかどうかを判
別できます。 RPATH シンボルは存在するが、RUNPATH シンボルが存在しない場合は、RPath をオーバー
ライドすることはできません。

オペレーティング・システムのライブラリー・ロード・メカニズム
Windows システムでは、ライブラリーを見つける際に以下のいくつかのディレクトリーが検索されます。
• アプリケーションの読み込み元のディレクトリー。
• 現行ディレクトリー。
• PATH 環境変数 (グローバル PATH 変数および現行ユーザーの PATH 変数の両方) のディレクトリー。

AIX and Linux システムでは、以下のように、ロードするライブラリーを見つけ
るために使用されてきた方法が多数あります。
• LD ライブラリー・パス 環境変数を使用する ( AIXでは ライブラリー・パス も使用)。 この変数が設定さ
れている場合、その変数は、必要な IBM MQ ライブラリーを検索する一連のディレクトリーを定義しま
す。 これらのディレクトリーにライブラリーがある場合、他の方法を使用して検出されるどのライブラ
リーよりもそのライブラリーが優先されます。

• 埋め込み検索パス (RPath) を使用。 アプリケーションには、IBM MQ ライブラリーを検索する一連のディ
レクトリーが含まれている場合があります。 LD_LIBRARY_PATH が設定されていない場合、または必要な
ライブラリーが変数を使用して検出されなかった場合は、ライブラリーを見つけるために RPath が検索
されます。 既存のアプリケーションで RPath を使用しているが、アプリケーションを再コンパイルして
リンクできない場合は、デフォルトの場所に IBM MQ をインストールするか、ライブラリーの検出に別
の方法を使用する必要があります。

• デフォルトのライブラリー・パスを使用。 LD_LIBRARY_PATH 変数と RPath の場所を検索しても IBM MQ
ライブラリーが見つからない場合は、デフォルトのライブラリー・パスが検索されます。 通常、パスに
は/usr/libまたは/usr/lib64が含まれます。 デフォルトのライブラリー・パスを検索してもライブ
ラリーが見つからなかった場合は、依存関係の欠落により、アプリケーションは開始できません。
アプリケーションに埋め込み検索パスがあるかどうかについては、オペレーティング・システム・メカニ
ズムを使用して調べることができます。 以下に例を示します。
• AIX: dump

• Linux: readelf

関連概念
472 ページの『複数のインストールを使用するアプリケーションの制限』
CICS サーバー・ライブラリー、ファスト・パス接続、メッセージ・ハンドル、および出口を複数インスト
ール環境で使用する場合、いくつかの制限があります。
467 ページの『複数のインストール環境でのアプリケーションの接続』
AIX, Linux, and Windows システムでは、 IBM MQ ライブラリーがロードされると、 IBM MQ は自動的に適
切なライブラリーを使用します。これ以上の処置は必要ありません。 IBM MQ は、アプリケーションが接
続されるキュー・マネージャーと関連付けられているインストール済み環境からのライブラリーを使用し
ます。
関連タスク
プライマリー・インストールの選択
475 ページの『プライマリー・インストールの変更』
setmqinst コマンドを使用すると、インストールをプライマリー・インストールとして設定する、あるい
はその設定を解除することができます。
476 ページの『キュー・マネージャーとインストールの関連付け』
キュー・マネージャーを作成すると、そのキュー・マネージャーは、crtmqm コマンドを実行したインスト
ールに自動的に関連付けられます。 AIX, Linux, and Windows では、setmqm コマンドを使用して、キュー・
マネージャーに関連付けられているインストールを変更できます。

IBM MQの構成  471



複数のインストールを使用するアプリケーションの制限
CICS サーバー・ライブラリー、ファスト・パス接続、メッセージ・ハンドル、および出口を複数インスト
ール環境で使用する場合、いくつかの制限があります。

CICS サーバー・ライブラリー
CICS サーバー・ライブラリーを使用している場合、IBM MQ は正しいライブラリー・レベルを自動的に選
択しません。 アプリケーションが接続するキュー・マネージャーに対する適切なライブラリー・レベルを
使用して、ユーザーがアプリケーションをコンパイルおよびリンクする必要があります。 詳しくは、
TXSeries®Multiplatformsバージョン 5で使用するためのライブラリーの作成を参照してください。

メッセージ・ハンドル
特殊値 MQHC_UNASSOCIATED_HCONN を使用するメッセージ・ハンドルは、プロセスでロードされる最初
のインストールでの使用に制限されています。 特定のインストールによってこのメッセージ・ハンドルが
使用できない場合は、理由コード MQRC_HMSG_NOT_AVAILABLE が返されます。
この制限は、メッセージ・プロパティーに影響を与えます。 あるインストール上のキュー・マネージャー
から、メッセージ・ハンドルを使用してメッセージ・プロパティーを取得し、それらを別のインストール
上のキュー・マネージャーに書き込むことはできません。 メッセージ・ハンドルについて詳しくは、
MQCRTMH - メッセージ・ハンドルの作成を参照してください。

出口
複数インストール環境では、 IBM MQ インストール済み環境で使用するために、既存の出口を更新する必
要があります。 crtmqcvx コマンドを使用して生成されたデータ変換出口は、更新されたコマンドを使用
して再生成する必要があります。
すべての出口は、MQIEP 構造体を使用して記述される必要があり、埋め込まれた RPATH を使用して IBM
MQ ライブラリーを指定できず、IBM MQ ライブラリーにリンクすることはできません。 詳しくは、出口と
インストール可能サービスの作成 (AIX, Linux, and Windows) を参照してください。

ファスト・パス
複数のインストール済み環境があるサーバーでは、 IBM MQ へのファスト・パス接続を使用するアプリケ
ーションは、以下の規則に従う必要があります。
1.キュー・マネージャーは、アプリケーションが IBM MQ ランタイム・ライブラリーをロードしたときに
使用したのと同じインストールに関連付けられている必要があります。 アプリケーションは、別のイン
ストールに関連付けられているキュー・マネージャーに対してファスト・パス接続を使用してはなりま
せん。 接続しようと試みると、エラーが発生し、理由コード MQRC_INSTALLATION_MISMATCH が返さ
れます。

2.アプリケーションが IBM MQ ランタイム・ライブラリーをロードしたときに使用したのと同じインスト
ールに関連付けられているキュー・マネージャーに対して非ファスト・パスで接続すると、以下の条件
が両方とも真である場合を除いて、このアプリケーションはファスト・パス接続できなくなります。
• このアプリケーションが、同じインストールに関連付けられているキュー・マネージャーとの最初の
接続に、ファスト・パス接続を使用した。

• 環境変数 AMQ_SINGLE_INSTALLATION が設定されます。
3. IBM MQ インストール済み環境に関連付けられているキュー・マネージャーに非ファスト・パスで接続
しても、アプリケーションがファスト・パスに接続できるかどうかには影響しません。

AMQ_SINGLE_INSTALLATION が設定されていると、キュー・マネージャーへの任意の接続をファスト・
パス接続にすることができます。 それ以外は、以下のように、ほぼ同様の制限が適用されます。
• インストールは、IBM MQ ランタイム・ライブラリーをロードするために使用したものと同じでなければ
ならない。
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• 同一プロセス上のすべての接続は、同一インストールに対してでなければならない。 異なるインストー
ル済み環境に関連付けられているキュー・マネージャーに接続しようと試みると、その接続は理由コード
MQRC_INSTALLATION_MISMATCH で失敗します。 AMQ_SINGLE_INSTALLATION が設定されている
と、この制限はファスト・パス接続だけでなく、すべての接続に適用されることに注意してください。

• 1 つのキュー・マネージャーに対してのみ、ファスト・パス接続する。
関連資料
MQCONNX - キュー・マネージャーの接続 (拡張)
MQIEP 構造体
2583 (0A17) (RC2583): MQRC_INSTALLATION_MISMATCH
2587 (0A1B) (RC2587): MQRC_HMSG_NOT_AVAILABLE
2590 (0A1E) (RC2590): MQRC_FASTPATH_NOT_AVAILABLE

複数のインストール環境での .NET アプリケーションの接続
デフォルトでは、プライマリー・インストール済み環境の .NET アセンブリーがアプリケーションで使用さ
れます。 プライマリー・インストール済み環境がない場合、またはプライマリー・インストール済み環境
のアセンブリーを使用しない場合は、アプリケーションの構成ファイル、または DEVPATH 環境変数を更新
する必要があります。
システム上にプライマリー・インストール済み環境がある場合、そのインストール済み環境の .NET アセン
ブリーとポリシー・ファイルはグローバル・アセンブリー・キャッシュ (GAC) に登録されています。 他の
すべてのインストール済み環境の .NET アセンブリーは、各インストール済み環境のインストール・パスに
ありますが、それらのアセンブリーは GAC には登録されていません。 したがって、デフォルトでは、プラ
イマリー・インストール済み環境の .NET アセンブリーを使用して、アプリケーションが実行されます。 以
下のいずれかの状況に当てはまる場合は、アプリケーション構成ファイルを更新する必要があります。
• プライマリー・インストール済み環境がない。
• アプリケーションでプライマリー・インストール済み環境のアセンブリーを使用しない。
• アプリケーションのコンパイル時に使用したバージョンよりも古いバージョンの IBM MQ が、プライマ
リー・インストール済み環境として使用されている。
アプリケーション構成ファイルの更新方法については、473 ページの『アプリケーション構成ファイルを
使用する .NET アプリケーションの接続』を参照してください。
次の状況に当てはまる場合は、DEVPATH 環境変数を更新する必要があります。
• アプリケーションでプライマリー以外のインストール済み環境のアセンブリーを使用するが、プライマリ
ー・インストールのバージョンがそのプライマリー以外のインストールのバージョンと同じである。

DEVPATH 変数の更新方法について詳しくは、474 ページの『DEVPATH を使用する .NET アプリケーション
の接続』を参照してください。

アプリケーション構成ファイルを使用する .NET アプリケーションの接続
アプリケーション構成ファイル内に、さまざまなタグを設定して、プライマリー・インストール済み環境
以外のアセンブリーを使用するようにアプリケーションをリダイレクトする必要があります。
以下の表には、特定のアセンブリーを使用して .NET アプリケーションを接続できるようにするために、ア
プリケーション構成ファイルに加える必要がある具体的な変更の内容が示されています。
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表 30. 特定のアセンブリーを使用するためのアプリケーションの構成

古いバージョンの IBM MQ でコ
ンパイルされたアプリケーション

新しいバージョンの IBM MQ で
コンパイルされたアプリケーショ
ン

新しいバージョンの IBM MQ プラ
イマリー・インストール済み環境
でアプリケーションを実行する場
合 (GAC の新しいバージョンのア
センブリーを使用):

変更の必要はありません。 変更の必要はありません。

古いバージョンの IBM MQ プライ
マリー・インストール済み環境で
アプリケーションを実行する場合
(GAC の古いバージョンのアセン
ブリーを使用):

変更の必要はありません。 アプリケーション構成ファイルで
以下のようにします。
• bindingRedirect タグを使用し
て、GAC にある古いバージョン
のアセンブリーを使用するよう
に指示する。

新しいバージョンの IBM MQ のプ
ライマリー以外のインストール済
み環境でアプリケーションを実行
する場合 (インストール・フォルダ
ーの新しいバージョンのアセンブ
リーを使用):

アプリケーション構成ファイルで
以下のようにします。
• codebase タグを使用して、新し
いバージョンのアセンブリーの
場所を指すようにする。

• bindingRedirect タグを使用し
て、新しいバージョンのアセン
ブリーを使用するように指示す
る。

アプリケーション構成ファイルで
以下のようにします。
• codebase タグを使用して、新し
いバージョンのアセンブリーの
場所を指すようにする。

古いバージョンの IBM MQ のプラ
イマリー以外のインストール済み
環境でアプリケーションを実行す
る場合 (インストール・フォルダー
の古いバージョンのアセンブリー
を使用):

アプリケーション構成ファイルで
以下のようにします。
• codebase タグを使用して、古い
バージョンのアセンブリーの場
所を指すようにする。

• publisherpolicy Apply=no タグ
を組み込む。

アプリケーション構成ファイルで
以下のようにします。
• codebase タグを使用して、古い
バージョンのアセンブリーの場
所を指すようにする。

• bindingRedirect タグを使用し
て、古いバージョンのアセンブ
リーを使用するように指示す
る。

• publisherpolicy Apply=no タグ
を組み込む。

サンプルのアプリケーション構成ファイル NonPrimaryRedirect.config は、
MQ_INSTALLATION_PATH\tools\dotnet\samples\base フォルダーに入れられて出荷されていま
す。 このファイルは、プライマリー以外のインストール済み環境の IBM MQ インストール・パスを使用し
て変更できます。 また、このファイルは、linkedConfiguration タグを使用して、他の構成ファイルに直接
含めることができます。 nmqsget.exe.config および nmqsput.exe.config のサンプルが用意され
ています。 両方のサンプルで linkedConfiguration タグが使用されます。これらのサンプルには
NonPrimaryRedirect.config ファイルが含まれています。

DEVPATH を使用する .NET アプリケーションの接続
DEVPATH 環境変数を使用して、アセンブリーを検索することができます。 DEVPATH 変数で指定されたア
センブリーは、GAC のどのアセンブリーよりも優先して使用されます。 この変数をいつ使用するかについ
て詳しくは、該当する Microsoft の DEVPATH に関する資料を参照してください。
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DEVPATH 環境変数を使用してアセンブリーを検索するには、使用するアセンブリーを含むフォルダーに
DEVPATH 変数を設定する必要があります。 その後、アプリケーション構成ファイルを更新し、以下のラン
タイム構成情報を追加する必要があります。
<configuration>
<runtime>
<developmentMode developerInstallation="true" />
</runtime>
</configuration>

関連概念
467 ページの『複数のインストール環境でのアプリケーションの接続』
AIX, Linux, and Windows システムでは、 IBM MQ ライブラリーがロードされると、 IBM MQ は自動的に適
切なライブラリーを使用します。これ以上の処置は必要ありません。 IBM MQ は、アプリケーションが接
続されるキュー・マネージャーと関連付けられているインストール済み環境からのライブラリーを使用し
ます。
複数のインストール
関連タスク
プライマリー・インストールの選択
.NET の使用

プライマリー・インストールの変更
setmqinst コマンドを使用すると、インストールをプライマリー・インストールとして設定する、あるい
はその設定を解除することができます。

このタスクについて
このタスクは AIX, Linux, and Windows に適用されます。
プライマリー・インストールとは、必要とされている、システム全体が関係する場所が参照するインスト
ールです。 プライマリー・インストールと、プライマリー・インストールを選択するための考慮事項につ
いて詳しくは、プライマリー・インストールの選択を参照してください。

Windows でのインストール・プロセス中に、そのインストールをプライマリー・インストー
ルにすることを指定できます。

AIX and Linux システムの場合は、インストール後に setmqinst コマンドを実
行して、そのインストールをプライマリー・インストールとして設定する必要があります。

手順
• インストールをプライマリー・インストールとして設定するには、以下のようにします。

a)次のコマンドを入力して、インストールが既にプライマリー・インストールになっているかどうかを
確認します。
 MQ_INSTALLATION_PATH/bin/dspmqinst

ここで、 MQ_INSTALLATION_PATH は IBM MQ インストールのインストール・パスです。
b)既存の IBM MQ インストール済み環境がプライマリー・インストールとして設定されている場合は、
次のステップに進む前に その設定を解除 してください。

c)適切な権限を使用してログオンしていることを確認します。
– AIX and Linux では root として。
– Windows システムでは Administrators グループのメンバーとして。

d)次のいずれかのコマンドを入力します。
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– プライマリー・インストールにするインストールのパスを使用してプライマリー・インストール
を設定するには、以下のようにします。
 MQ_INSTALLATION_PATH/bin/setmqinst -i -p MQ_INSTALLATION_PATH

– プライマリー・インストールにするインストールの名前を使用してプライマリー・インストール
を設定するには、以下のようにします。
 MQ_INSTALLATION_PATH/bin/setmqinst -i -n installationName

e)
Windows システムの場合は、システムを再始動します。

• プライマリー・インストールとして設定されているインストールの設定解除を行うには、以下のように
します。
a)次のコマンドを入力して、プライマリー・インストールになっているインストールを確認します。

 MQ_INSTALLATION_PATH/bin/dspmqinst

ここで、 MQ_INSTALLATION_PATH は IBM MQ インストールのインストール・パスです。
b)適切な権限を使用してログオンしていることを確認します。

– AIX and Linux では root として。
– Windows システムでは Administrators グループのメンバーとして。

• 次のいずれかのコマンドを入力します。
– プライマリー・インストールにしておく必要がなくなったインストールのパスを使用してプライマリ
ー・インストールを設定解除するには、以下のようにします。
 MQ_INSTALLATION_PATH/bin/setmqinst -x -p MQ_INSTALLATION_PATH

– プライマリー・インストールにしておく必要がなくなったインストールの名前を使用してプライマリ
ー・インストールを設定解除するには、以下のようにします。
 MQ_INSTALLATION_PATH/bin/setmqinst -x -n installationName

関連タスク
プライマリー・インストールのアンインストール、アップグレード、および保守
インストール名の選択
関連資料
Windows 上のプライマリー・インストールでのみ使用できる機能
AIX and Linux 上のプライマリー・インストールへの外部ライブラリーおよび制御コマンド・リンク
setmqinst

キュー・マネージャーとインストールの関連付け
キュー・マネージャーを作成すると、そのキュー・マネージャーは、crtmqm コマンドを実行したインスト
ールに自動的に関連付けられます。 AIX, Linux, and Windows では、setmqm コマンドを使用して、キュー・
マネージャーに関連付けられているインストールを変更できます。

このタスクについて
キュー・マネージャーが関連付けられているインストールは、そのキュー・マネージャーに制限を課しま
す。 つまり、そのキュー・マネージャーは、そのインストールからのコマンドでしか管理できないのです。
これには、以下に示した重要な 3 つの例外があります。
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• setmqm は、キュー・マネージャーに関連付けられているインストールを変更します。 このコマンドは、
キュー・マネージャーが現在関連付けられているインストールからではなく、キュー・マネージャーに関
連付けたいインストールから実行しなければなりません。 setmqm コマンドによって指定されたインス
トール名は、このコマンドの実行元であるインストールに一致している必要があります。

• strmqm は、キュー・マネージャーに関連付けられているインストール済み環境から発行する必要があり
ます。

• dspmq は、dspmq コマンドと同じインストールに関連付けられているキュー・マネージャーだけでなく、
システム上のすべてのキュー・マネージャーに関する情報を表示します。 dspmq -o installation
コマンドは、どのキュー・マネージャーがどのインストールに関連付けられているのかについての情報を
表示します。

HA 環境の場合、addmqinf コマンドは addmqinf コマンドの実行元のインストールにキュー・マネージャ
ーを自動的に関連付けます。 strmqm コマンドが addmqinf コマンドと同じインストールから実行される
限り、これ以上のセットアップは必要ありません。 別のインストールを使用しているキュー・マネージャ
ーを始動するには、最初に setmqm コマンドを使用して、そのキュー・マネージャーに関連付けられてい
るインストールを変更する必要があります。
キュー・マネージャーをインストール済み環境に関連付ける場合は、setmqm コマンドを以下の方法で使用
できます。
• IBM MQ の等価のバージョン間で個々のキュー・マネージャーを移動する。 例えば、テスト・システム
から実動システムにキュー・マネージャーを移動します。

• 古いバージョンの IBM MQ から新しいバージョンの IBM MQ に個々のキュー・マネージャーをマイグレ
ーションする。 キュー・マネージャーをバージョン間でマイグレーションすることには、留意しなけれ
ばならないさまざまな影響があります。 マイグレーションの詳細については、保守とマイグレーション
を参照してください。

手順
1.現在キュー・マネージャーに関連付けられているインストールから endmqm コマンドを使用してそのキ
ュー・マネージャーを停止します。

2.別のインストールから setmqm コマンドを使用して、キュー・マネージャーをそのインストールに関連
付けます。
例えば、Installation2 という名前のインストールに関連付けられるようキュー・マネージャー QMB
を設定するには、Installation2 から次のコマンドを入力します。
 MQ_INSTALLATION_PATH/bin/setmqm -m QMB -n Installation2

ここで、MQ_INSTALLATION_PATH は、Installation2 がインストールされている場所のパスです。
3.現在キュー・マネージャーに関連付けられているインストールから strmqm コマンドを使用して、その
キュー・マネージャーを始動します。
このコマンドは、必要とされるキュー・マネージャーのマイグレーションを実行し、結果として、その
キュー・マネージャーを使用する準備が完了します。

次のタスク
キュー・マネージャーが関連付けられているインストールが削除されていた場合、またはキュー・マネー
ジャーの状況情報を使用できない場合、setmqm コマンドはキュー・マネージャーと別のインストールとの
関連付けに失敗します。 この状況では、以下のアクションを実行します。
1. dspmqinst コマンドを使用して、システム上の別のインストールを表示します。
2. mqs.ini 内の QueueManager スタンザの InstallationName フィールドを手動で変更し、別のインス
トールを指定します。

3.そのインストールから dltmqm コマンドを使用して、キュー・マネージャーを削除します。
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関連概念
478 ページの『システム上の IBM MQ のインストールの見つけ方』
システムに複数の IBM MQ インストールがある場合、インストールされているバージョンとそれらの場所
を確認できます。
94 ページの『IBM MQ 構成ファイル mqs.ini』
IBM MQ構成ファイル mqs.iniには、ノード上のすべてのキュー・マネージャーに関連する情報が含まれ
ています。 これは、インストール時に自動的に作成されます。
関連タスク
プライマリー・インストールの選択
関連資料
addmqinf
dspmq
dspmqinst
endmqm
setmqm
strmqm

システム上の IBM MQ のインストールの見つけ方
システムに複数の IBM MQ インストールがある場合、インストールされているバージョンとそれらの場所
を確認できます。
システム上の IBM MQ のインストールを見つけるには、以下の方法を使用します。
• IBM MQ がインストールされた場所を照会するには、プラットフォームのインストール・ツールを使用し
ます。 次に、 IBM MQ インストール済み環境から dspmqver コマンドを使用します。 以下のコマンド
は、IBM MQ のインストール先を照会するために使用できるコマンドの例です。
– AIX システムの場合は、lslpp コマンドを使用できます。

lslpp -R ALL -l mqm.base.runtime

– Linux システムの場合は、rpm コマンドを使用できます。

rpm -qa --qf "%{NAME}-%{VERSION}-%{RELEASE}\t%{INSTPREFIXES}\n" | grep MQSeriesRuntime

– Windows システムの場合は、wmic コマンドを使用できます。 このコマンドでは、wmic
クライアントをインストールできます。
wmic product where "(Name like '%MQ%') AND (not Name like '%bitSupport')" get Name, 
Version, InstallLocation

• AIX and Linux システムでは、以下のコマンドを実行して、IBM MQ がインス
トールされている場所を見つけます。
cat /etc/opt/mqm/mqinst.ini

次に、 IBM MQ インストール済み環境から dspmqver コマンドを使用します。
• 32 ビット Windows でシステム上のインストール済み環境の詳細を表示するには、次のコ
マンドを実行します。
reg.exe query "HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\IBM\WebSphere MQ\Installation" /s
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• 64 ビット Windows では、次のコマンドを実行します。
reg.exe query "HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Wow6432Node\IBM\WebSphere MQ\Installation" /s

関連資料
dspmqver
dspmqinst
複数のインストール

高可用性、リカバリー、および再始動の構成
キュー・マネージャーに障害が起きた場合にキューの可用性を維持したり、サーバーやストレージの障害
後にメッセージをリカバリーしたりして、アプリケーションの可用性を高めます。

このタスクについて
z/OS では、高可用性がプラットフォームに組み込まれています。 共用キューおよびキュー共

用グループを参照してください。
マルチプラットフォーム では、クライアント・アプリケーションの可用性を高めるために、

クライアントの再接続機能を使用して、キュー・マネージャーのグループ間でクライアントを自動的に切
り替えたり、キュー・マネージャーの障害後に複数インスタンス・キュー・マネージャーの新しいアクテ
ィブ・インスタンスに切り替えたりできます。 IBM MQ classes for Java は自動クライアント再接続をサポ
ートしていません。 複数インスタンスキュー・マネージャーを複数のサーバーで 1 つのキュー・マネージ
ャーとして実行するように構成します。 そのキュー・マネージャーにサーバー・アプリケーションをデプ
ロイしてください。 アクティブ・インスタンスを実行しているサーバーに障害が起きた場合、別のサーバ
ー上にある同じキュー・マネージャーのスタンバイ・インスタンスに実行が自動的に切り替えられます。
サーバー・アプリケーションをキュー・マネージャー・サービスとして実行するように構成した場合、ス
タンバイ・インスタンスが、アクティブに実行しているキュー・マネージャー・インスタンスになると、
サーバー・アプリケーションは再始動されます。
Multiplatforms でサーバー・アプリケーションの可用性を高めるためのもう 1 つの方法は、キュー・マネー
ジャー・クラスター内の複数のコンピューターにサーバー・アプリケーションをデプロイすることです。
IBM WebSphere MQ 7.1 からは、クラスター・エラー・リカバリー機能によって、問題が解決されるまで、
問題の原因となった操作が再実行されます。 702 ページの『Multiplatforms のサーバーでのクラスター・
エラー・リカバリーの変更点』を参照してください。 IBM MQ for Multiplatforms をプラットフォーム固有
の次のようなクラスタリング・ソリューションの一部として構成することも可能です。
• Microsoft Cluster Server

• IBM i での HA クラスター
• PowerHA®forAIX(以前 HACMPオン AIX)およびその他の UNIX and Linuxク
ラスタリングの対応策

Linux システムでは、高可用性や災害復旧のソリューションを実装するための、複製データ・
キュー・マネージャー (RDQM) を構成できます。 高可用性に対しては、3 つの Linux サーバーからなるグ
ループ内の各ノードで同じキュー・マネージャーのインスタンスを構成します。 3 つのインスタンスのい
ずれかがアクティブ・インスタンスです。 アクティブ・キュー・マネージャーからのデータは、他の 2 つ
のインスタンスに同期的に複製されるため、障害が発生した場合はこれらのインスタンスのいずれかが処
理を引き継ぐことができます。 災害復旧に対しては、1 つのサイトの 1 次ノードで 1 つのキュー・マネー
ジャーを実行し、別のサイトのリカバリー・ノードでそのキュー・マネージャーの 2 次インスタンスを実
行します。 1 次インスタンスと 2 次インスタンスの間でデータを複製し、何かの理由で 1 次ノードが失わ
れた場合は、2 次インスタンスを 1 次インスタンスにして開始します。

ネイティブ HA は、コンテナーを対象とした高可用性ソリューションです。 ネイティブ HA
は、ログ複製を使用して、異なるノード上で稼働しているキュー・マネージャーの 3 つのインスタンスを
最新の状態に維持します。 一度に 1 つのインスタンスがアクティブになり、メッセージが処理されます。
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アクティブ・キュー・マネージャーは、ログ更新を他の 2 つのインスタンスに送信して、それらを更新し
ます。 アクティブ・インスタンスに障害が発生すると、レプリカ・インスタンスの 1 つが自動的にアクテ
ィブ・ロールを引き継ぎます。

高可用性または災害復旧のソリューションの別のオプションは、IBM MQ アプライアンスの
ペアをデプロイすることです。 IBM MQ Appliance 資料の 高可用性 および 災害復旧 を参照してください。
メッセージング・システムでは、システムに入ってきたメッセージが確実にその宛先に配布されます。 IBM
MQ は dspmqrte コマンドを使用して、あるキュー・マネージャーから別のキュー・マネージャーに移動
するときに、メッセージの経路をトレースできます。 システムに障害が起きた場合、障害のタイプやシス
テムの構成方法によって、様々な方法でメッセージをリカバリーできます。 IBM MQ では、メッセージの
受信や送信を取り扱うキュー・マネージャーのアクティビティーのリカバリー・ログが維持されています。
WebSphere MQ は、次の 3 つのタイプのリカバリーに関してログを使用します。
1.再始動リカバリー。計画どおりに IBM MQ を停止した場合
2.障害リカバリー。障害によって IBM MQ が停止した場合
3.メディア・リカバリー。損傷したオブジェクトを復元する場合
いずれの場合も、リカバリーによってキュー・マネージャーは、停止した時の状態に復元されます。ただ
し、不完了トランザクションはロールバックされ、キュー・マネージャーの停止時に未完了であった更新
がある場合は、この更新がキューから除去されます。 リカバリーによって、持続メッセージはすべて復元
されます。このプロセス中に、非持続メッセージが失われることがあります。

注意 : リカバリー・ログを別のオペレーティング・システムに移動することはできません。

クライアントの自動再接続
追加のコードを作成しなくても、いくつかのコンポーネントを構成することによって、クライアント・ア
プリケーションが自動的に再接続するようにすることができます。
クライアントの自動再接続はインライン です。 接続はクライアント・アプリケーション・プログラムのど
のポイントでも自動的に復元され、オブジェクトを開くためのハンドルがすべて復元されます。
対照的に、手動再接続では、クライアント・アプリケーションで MQCONN または MQCONNX を使用して接続
を再作成し、オブジェクトを再オープンする必要があります。 クライアントの自動再接続は多くのクライ
アント・アプリケーションに適していますが、すべてのクライアント・アプリケーションに適しているわ
けではありません。
481 ページの表 31 は、クライアント・ワークステーションにインストールする必要のある、IBM MQ クラ
イアント・サポートの最新のリリースのリストです。 アプリケーションがクライアントの自動再接続を使
用できるようにするには、示されているレベルの 1 つにクライアント・ワークステーションをアップグレ
ードする必要があります。 481 ページの表 32 には、クライアント自動再接続を有効にするためのその他
の要件がリストされています。
再接続オプションへのプログラム・アクセスによって、クライアント・アプリケーションは再接続オプシ
ョンを設定できます。 さらに、JMS および XMS クライアント以外では、クライアント・アプリケーション
が再接続オプションにアクセスする場合、再接続イベントを扱うためにイベント・ハンドラーを作成する
ことができます。
既存のクライアント・アプリケーションでは、以下のようにして、再コンパイルおよびリンクせずに、再
接続のサポートのメリットを受けられます。
• JMS 以外のクライアントの場合は、mqclient.ini環境変数 DefReconを設定して再接続オプションを
設定します。 キュー・マネージャーに接続するには CCDT を使用します。 クライアントがマルチ・イン
スタンスのキュー・マネージャーに接続する場合、CCDT にあるアクティブで待機状態のキュー・マネー
ジャー・インスタンスのネットワーク・アドレスを提供します。 複製したデータ・キュー・マネージャ
ーの場合、または IBM MQ Appliance 上の HA キュー・マネージャーの場合、構成を単純化するために、
アクティブおよびスタンバイの両方のキュー・マネージャーで使用される浮動 IP アドレスを指定できま
す。

• JMS クライアントでは、接続ファクトリー構成に再接続オプションを設定します。 Java EE サーバーの
EJB コンテナー内で実行している場合、MDB は、 IBM MQ リソース・アダプターのアクティベーション・
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スペック ( WebSphere Application Serverで実行している場合はリスナー・ポート) によって提供される
再接続メカニズムを使用して、 IBM MQ に再接続できます。 ただし、アプリケーションが MDB でない
(または Web コンテナー内で実行されている) 場合、このシナリオではクライアントの自動再接続がサポ
ートされていないため、アプリケーションは独自の再接続ロジックを実装する必要があります。 IBM MQ
リソース・アダプターは、メッセージ駆動型 Beanにメッセージを送達するための再接続機能を提供しま
すが、サーブレットのようなその他の Java EEエレメントは、それ自体の再接続を実装する必要がありま
す。
注 : IBM MQ classes for Java は自動クライアント再接続をサポートしていません。
表 31. サポートされるクライアント
クライアント・イン
ターフェース クライアント

再接続オプションへの
プログラム・アクセス 再接続サポート

API メッセージン
グ

C、C++、COBOL、非管理の
Visual Basic、XMS (Windows
上の管理対象でない XMS)

7.0.1 7.0.1

JMS (JSE、および Java EE ク
ライアント・コンテナーと管
理対象のコンテナー)

7.0.1.3 7.0.1.3

IBM MQ classes for Java サポート対象外 サポート対象外
管理対象の XMS および管理
対象の .NET クライアント:
C#、Visual Basic

7.1 7.1

その他の API

Windows Communication
Foundation (管理対象でない
1 )

サポート対象外 7.0.1

Windows Communication
Foundation (管理対象 1 )

サポート対象外 サポート対象外

Axis 1 サポート対象外 サポート対象外
Axis 2 サポート対象外 7.0.1.3

HTTP (Web 2.0) サポート対象外 7.0.1.3

1. WCF バインディング構成で、管理対象か管理対象でないかを設定します。
自動再接続には、以下の構成要件があります。
表 32. 自動再接続の構成要件
コンポーネント 要件 要件に適合しない場合の影響
IBM MQ MQI clientインストール 481 ページの表 31を参照 MQRC_OPTIONS_ERROR

IBM MQ サーバー・インストール レベル 7.0.1 MQRC_OPTIONS_ERROR

チャネル SHARECNV > 0 MQRC_ENVIRONMENT_ERROR

アプリケーション環境 スレッド化必須 MQRC_ENVIRONMENT_ERROR
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表 32. 自動再接続の構成要件 (続き)

コンポーネント 要件 要件に適合しない場合の影響
MQI 以下のいずれかです。

• MQCONNX で MQCNO オプション
を MQCNO_RECONNECT または
MQCNO_RECONNECT_Q_MGR に
設定。

• Defrecon=YES|QMGR
(mqclient.ini)

• JMS セットで、接続ファクトリ
ーの
CLIENTRECONNECTOPTIONS
プロパティーを設定します。

接続が切断された場合、またはキ
ュー・マネージャーが終了または
失敗した場合は MQCC_FAILED。

482 ページの図 68 は、クライアントの再接続に関係するコンポーネント間の主な相互作用を示していま
す。

図 68. クライアントの自動再接続

クライアント・ アプリケーション
クライアント・アプリケーションは IBM MQ MQI clientです。 JMS クライアントの自動クライアント再接
続について詳しくは、自動 JMS クライアント再接続の使用を参照してください。
• デフォルトでは、クライアントの自動再接続は行われません。 クライアントの自動再接続は、MQCONNX
で MQCNO オプション MQCNO_RECONNECT または MQCNO_RECONNECT_Q_MGR を設定することにより有
効になります。
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• 追加のコーディングを行わなくても自動再接続を利用できるように、多くのアプリケーションがこのよう
な方法で作成されています。 mqclient.ini構成ファイルのチャネル・スタンザにデフレクコンの属性
を設定することによって、コーディングの変更を行わずに、既存のプログラムの自動再接続を使用可能に
します。

• 以下の 3 つの選択肢のいずれかを使用します。
1.ロジックが再接続の影響を受けないようにプログラムを変更する。 例えば、同期点内で MQI 呼び出し
を発行し、バックアウトされたトランザクションを再実行依頼しなければならない場合があります。
非同期コンシューマーは、トランザクションがバックアウトされた場合に「中断」されているかどう
かを確認する必要があります。

2.再接続を検出するイベント・ハンドラーを追加し、接続が再度確立されたときに、クライアント・ア
プリケーションの状態を復元する。

3.自動再接続を有効にしない。代わりにクライアントを切断し、MQCONN または MQCONNX いずれかの
MQI 呼び出しを新たに発行して、同じキュー・マネージャー・グループで実行されている別のキュ
ー・マネージャー・インスタンスを見つける。

この 3 つの選択肢について、581 ページの『アプリケーションの復旧』のトピックで詳しく説明されて
います。

• 同じ名前のキュー・マネージャーに再接続しても、それは同じキュー・マネージャーのインスタンスに再
接続したという保証にはなりません。
同じキュー・マネージャーのインスタンスに再接続するには、MQCNO オプション
MQCNO_RECONNECT_Q_MGR を使用します。

• クライアントでは、再接続の状態に関する通知を受けられるようにイベント・ハンドラーを登録すること
ができます。 イベント・ハンドラーで渡された MQHCONN は使用できません。 以下の理由コードが用意
されています。
MQRC_RECONNECTING
接続に障害が起きたため、システムが再接続を試行しています。 複数の再接続が試行されると、複数
の MQRC_RECONNECTING イベントを受け取ります。

MQRC_RECONNECTED
再接続が実行され、すべてのハンドルが正常に再設定されました。

MQRC_RECONNECT_FAILED
再接続は成功しませんでした。

MQRC_RECONNECT_QMID_MISMATCH
再接続可能な接続で MQCNO_RECONNECT_Q_MGR が指定され、接続が別のキュー・マネージャーへの
再接続を試みました。

MQRC_RECONNECT_Q_MGR_REQD
MQGET 呼び出しの MQMO_MATCH_MSG_TOKEN といったオプションが、同じキュー・マネージャーへ
の再接続を必要とするクライアント・プログラムで指定されました。

• 再接続可能クライアントは、接続後に初めて自動再接続可能になります。 すなわち、MQCONNX 呼び出し
自体は、失敗した場合は再試行されません。 例えば、MQCONNX から戻りコード 2543 -
MQRC_STANDBY_Q_MGR を受け取った場合は、少し経ってから呼び出しを再発行する必要があります。
MQRC_RECONNECT_INCOMPATIBLE
この理由コードは、アプリケーションが、再接続オプションを設定する際に、
MQPMO_LOGICAL_ORDER (MQPUT および MQPUT1 で)、または MQGMO_LOGICAL_ORDER (MQGET で)
の使用を試みた場合に戻されます。 理由コードが戻される理由は、今後同様なケースにおいてアプリ
ケーションが二度と再接続を使用しないようにするためです。

MQRC_CALL_INTERRUPTED
この理由コードは、Commit 呼び出しの実行およびクライアント再接続の最中に接続が中断された場
合に戻されます。 同期点の外側の持続メッセージの MQPUT によっても、アプリケーションに同じ理
由コードが戻される結果になります。
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高可用性キュー・マネージャー
高可用性キュー・マネージャーには、キュー・マネージャーの 1 つのアクティブ・インスタンスと 1 つ以
上のスタンバイ・インスタンスがあります。 アクティブ・キュー・マネージャーはスタンバイ・キュー・
マネージャーと同期されるので、アクティブ・インスタンスで障害が発生した場合にはスタンバイが自動
的にテークオーバーできます。 高可用性キュー・マネージャーを提供するための様々なソリューションが
多数あり、詳しくは 490 ページの『高可用性の構成』 を参照してください。
高可用性キュー・マネージャーがスタンバイ・インスタンスをアクティブ化した後で、クライアント自動
再接続を使って、単純に IBM MQ MQI client・アプリケーションを再始動できます。
高可用性キュー・マネージャーのスタンバイ・インスタンスは、通常、アクティブ・インスタンスとは異
なるネットワーク・アドレス上にあります。 クライアント接続定義表 (CCDT) には、両方のインスタンスの
ネットワーク・アドレスが含まれます。 CONNAME パラメーターにネットワーク・アドレスのリストを指定
するか、CCDT 内のキュー・マネージャーに複数の行を定義してください。 複製されたデータ・キュー・
マネージャーと IBM MQ Appliance 高可用性キュー・マネージャーは浮動 IP アドレスをサポートします。
浮動 IP アドレスでは、アクティブ・キュー・マネージャーまたはスタンバイ・キュー・マネージャーで使
用する、1 つのアドレスを指定します。

キュー・マネージャー・ グループ
一般的に、IBM MQ MQI clients はキュー・マネージャー・グループ内の任意のキュー・マネージャーに再
接続します。 IBM MQ MQI clientが、同じキュー・マネージャーにだけ再接続するようにしたい場合があ
ります。 1 つのキュー・マネージャーに対して、親和性を持つ可能性があります。
クライアント・アプリケーションの接続先および再接続先が、常に同じ名前のキュー・マネージャーか、
同じキュー・マネージャーか、またはクライアント接続テーブルで同じ QMNAME で定義された一連のキュ
ー・マネージャーのうちのいずれかであるかを選択できます。
• クライアント・チャネル定義にあるキュー・マネージャーの名前属性 QMNAME は、キュー・マネージャ
ー・グループの名前です。

• クライアント・アプリケーションで、MQCONN または MQCONNX の QmgrName パラメーターの値をキュ
ー・マネージャー名に設定した場合、クライアントはその名前のキュー・マネージャーにのみ接続しま
す。 キュー・マネージャー名にアスタリスク (*) の接頭部を付けた場合、クライアントは、同じ QMNAME
値を持つキュー・マネージャー・グループ内の任意のキュー・マネージャーに接続します。 詳しい説明
については、CCDT のキュー・マネージャー・グループを参照してください。
クライアントが異なるキュー・マネージャーに再接続しないようにすることができます。 MQCNO オプショ
ン、MQCNO_RECONNECT_Q_MGR を設定します。 IBM MQ MQI clientは、異なるキュー・マネージャーに再
接続された場合、失敗します。 MQCNO オプション、MQCNO_RECONNECT_Q_MGR を設定した場合は、同じ
キュー・マネージャー・グループに他のキュー・マネージャーを含めないでください。 クライアントが再
接続するキュー・マネージャーが以前接続したのと同じでない場合、クライアントはエラーを戻します。

キュー共有グループ
 z/OS キュー共有グループへのクライアント自動再接続は、他の任意の環境における再接続と

同じ仕組みを使用します。 クライアントは、元の接続のために構成したのと同じキュー・マネージャーの
セットに対して再接続します。 例えば、クライアント・チャネル定義テーブルを使用する場合、管理者は、
テーブルのすべての項目が、同じ z/OS キュー共有グループに解決されるようにする必要があります。

クライアントおよびサーバーのチャネル定義
クライアントおよびサーバーのチャネル定義では、クライアント・アプリケーションが再接続可能なキュ
ー・マネージャーのグループを定義します。 この定義は、再接続の選択内容やタイミング、およびセキュ
リティーなどの他の要因を管理します (関連トピックを参照)。 再接続の面で最も関係のあるチャネル属性
を、以下の 2 つのグループにリストします。
クライアント接続の属性
接続アフィニティー (AFFINITY) AFFINITY
接続のアフィニティー。
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クライアント・チャネル・ウェイト (CLNTWGHT) CLNTWGHT
クライアント・チャネル・ウェイト。

接続名 (CONNAME) CONNAME
接続情報。

ハートビート間隔 (HBINT) HBINT
ハートビート間隔。 サーバー接続チャネルのハートビート間隔を設定します。

キープアライブ間隔 (KAINT) KAINT
キープアライブ間隔。 サーバー接続チャネルのキープアライブ間隔を設定します。

KAINT は z/OS にのみ適用されることに注意してください。
キュー・マネージャー名 (QMNAME)QMNAME
キュー・マネージャー名。

サーバー接続の属性
ハートビート間隔 (HBINT) HBINT
ハートビート間隔。 クライアント接続チャネルのハートビート間隔を設定します。

キープアライブ間隔 (KAINT) KAINT
キープアライブ間隔。 クライアント接続チャネルのキープアライブ間隔を設定します。

KAINT は z/OS にのみ適用されることに注意してください。
KAINT はネットワーク層のハートビートで、HBINT はクライアントとキュー・マネージャーの間の IBM
MQ ハートビートです。 これらのハートビートをより短い時間に設定すると、以下の 2 つの効果がありま
す。
1.接続上のアクティビティーがシミュレートされるので、非アクティブな接続のクローズを受け持つネッ
トワーク層ソフトウェアが接続をシャットダウンする可能性が低くなります。

2.接続がシャットダウンされた場合に、障害の起きた接続を検出するまでの遅延時間が短くなります。
デフォルトの TCP/IP キープアライブ間隔は 2 時間です。 KAINT および HBINT 属性の設定時間を短くす
ることを検討してください。 ネットワークの通常動作が自動再接続の要件に適しているとは限りません。
例えば、ファイアウォールによっては、非アクティブの TCP/IP 接続をシャットダウンするまでに、少なく
とも 10 分を要します。

ネットワーク 接続
ネットワークから IBM MQ MQI client に渡されるネットワーク障害のみが、クライアントの自動再接続機
能によって処理されます。
• トランスポートによって自動的に実行される再接続は、IBM MQ には認識されません。
• HBINT を設定すると、IBM MQ では認識されないネットワーク障害を処理する上で役立ちます。

キュー・マネージャーおよび IBM MQ リスナー
クライアントの再接続は、サーバーの障害、キュー・マネージャーの障害、ネットワーク接続の障害、さ
らに管理者による別のキュー・マネージャー・インスタンスへの切り替えによって起動されます。
• 複数インスタンス・キュー・マネージャーを使用している場合は、アクティブなキュー・マネージャー・
インスタンスからスタンバイ・インスタンスに制御を切り替えるときにも、クライアントの再接続が発生
します。

• デフォルトの endmqm コマンドを使用してキュー・マネージャーを終了しても、クライアントの自動再
接続はトリガーされません。 endmqm コマンドに、クライアント自動再接続を要求する -r オプション、
またはシャットダウン後にスタンバイ・キュー・マネージャー・インスタンスに転送する -s オプション
を追加してください。
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IBM MQ MQI client の自動再接続サポート
IBM MQ MQI clientでクライアント自動再接続サポートを使用すると、キュー・マネージャーに再接続する
ための MQCONN MQI 呼び出しまたは MQCONNX MQI 呼び出しを発行しなくても、クライアント・アプリケ
ーションの再接続が自動的に実行され、クライアント・アプリケーションが処理を続行します。
• クライアント自動再接続は、以下の状況のいずれかに該当する場合にトリガーされます。

– キュー・マネージャー障害
– endmqm コマンドで -r(再接続) オプションを指定してキュー・マネージャーを終了する

• MQCONNX MQCNO オプションは、クライアント自動再接続を有効にするかどうかを制御します。 オプシ
ョンについては、再接続オプションで説明されています。

• クライアント自動再接続は、アプリケーションの代わりに MQI 呼び出しを発行して、接続ハンドルおよ
び他の開いているオブジェクトへのハンドルを復元します。それにより、プログラムは、接続の障害によ
り発生した MQI エラーを処理した後で、通常の処理を再開することができます。 583 ページの『自動再
接続されるクライアントの復旧』を参照。

• 接続に対してチャネル出口プログラムを作成した場合は、その出口がこれらの追加の MQI 呼び出しを受
け取ります。

• 再接続の開始時および終了時にトリガーされる再接続イベント・ハンドラーを登録することができます。
再接続にかかる時間は 1 分ほどですが、キュー・マネージャーに大量の管理対象リソースがあるためにそ
れ以上の時間がかかることがあります。 この間、クライアント・アプリケーションが IBM MQ リソースに
属さないロックを保持し続ける可能性があります。 クライアントの再接続の待ち時間を制限するために構
成可能なタイムアウト値が 1 つあります。 この値(秒単位)は、mqclient.iniファイルに設定されます。

Channels:
MQReconnectTimeout = 1800

タイムアウト後、再接続は試行されなくなります。 システムは、タイムアウトになったことを検出すると、
MQRC_RECONNECT_FAILED エラーを返します。
関連概念
再接続可能クライアント
関連タスク
キュー・マネージャーの停止

Console message monitoring
On IBM MQ for z/OS, there are a number of information messages issued by the queue manager or
channel initiator that should be considered particularly significant. These messages do not in themselves
indicate a problem, but can be useful in tracking because they do indicate a potential issue which might
need addressing.

The presence of these console messages might also indicate that a user application is putting a large
number of messages to the page set, which might be a symptom of a larger problem:

• A problem with the user application which PUTs messages, such as an uncontrolled loop.
• A user application which GETs the messages from the queue is no longer functioning.

Console messages to monitor
The following list outlines messages which can potentially indicate larger problems. Determine if it is
necessary to track these messages with system automation and provide appropriate documentation so
any potential problems can be followed up effectively.
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CSQI004I: csect-name CONSIDER INDEXING queue-name BY index-type FOR connection-type
CONNECTION connection-name, num-msgs MESSAGES SKIPPED

• The queue manager has detected an application receiving messages by message ID or correlation
ID from a queue that does not have an index defined.

• Consider establishing an index for the identified queue by altering the local queue object, queue-
name, INDXTYPE attribute to have value index-type.

CSQI031I: csect-name THE NEW EXTENT OF PAGE SET psid HAS FORMATTED SUCCESSFULLY

• Check the curdepth of the queues allocated to this page set.
• Investigate the cause of the failure to process the messages.

.
CSQI041I: csect-name JOB jobname USER userid HAD ERROR ACCESSING PAGE SET psid

• Determine if the page set is allocated to the queue manager.
• Issue a DISPLAY USAGE command to determine the state of the page set.
• Check the queue manager joblog for additional error messages.

.
CSQI045I: csect-name Log RBA has reached rba. Plan a log reset

• Plan to stop the queue manager at a convenient time and reset the logs.
• If your queue manager is using 6-byte log RBAs, consider converting the queue manager to use 8-

byte log RBAs.

CSQI046E: csect-name Log RBA has reached rba. Perform a log reset

• Plan to stop the queue manager at a convenient time and reset the logs.
• If your queue manager is using 6-byte log RBAs, consider converting the queue manager to use 8-

byte log RBAs.

CSQI047E: csect-name Log RBA has reached rba. Stop queue manager and reset logs

• Stop the queue manager immediately and reset the logs.
• If your queue manager is using 6-byte log RBAs, consider converting the queue manager to use 8-

byte log RBAs.

CSQJ004I: ACTIVE LOG COPY n INACTIVE, LOG IN SINGLE MODE, ENDRBA= ttt

• The queue manager has activated 'single' logging mode. This is often indicative of a log offload
problem.

• Issue a DISPLAY LOG command to determine your settings for duplexing of active and archive logs.
This display also shows how many active logs need offload processing.

• Check the queue manager joblog for additional error messages

CSQJ031D: csect-name, THE LOG RBA RANGE MUST BE RESET. REPLY 'Y' TO CONTINUE STARTUP OR
'N' TO SHUTDOWN

• Stop the queue manager and reset the logs as soon as possible and reset the logs.
• If your queue manager is using 6-byte log RBAs, consider converting the queue manager to use 8-

byte log RBAs.

CSQJ032E: csect-name alert-lvl - APPROACHING END OF THE LOG RBA RANGE OF max-rba.
CURRENT LOG RBA IS current-rba.

• Plan to stop the queue manager and reset the logs as soon as possible.
• If your queue manager is using 6-byte log RBAs, consider converting the queue manager to use 8-

byte log RBAs.
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CSQJ110E: LAST COPYn ACTIVE LOG DATA SET IS nnn PERCENT FULL

• Take steps to complete other waiting offload tasks by performing a display request to determine the
outstanding requests related to the log offload process. Take the necessary action to satisfy any
requests, and permit offload to continue.

• Consider whether there are sufficient active log data sets. If necessary, you can add additional log
data sets dynamically by using the DEFINE LOG command.

CSQJ111A: OUT OF SPACE IN ACTIVE LOG DATA SETS

• Perform a display request to ensure that there are no outstanding requests that are related to the
log offload process. Take the necessary action to satisfy any requests, and permit offload to
continue.

• Consider whether there are sufficient active log data sets. If necessary, you can add additional log
data sets dynamically by using the DEFINE LOG command.

• If the delay was caused by the lack of a resource required for offload, the necessary resource must
be made available to allow offload to complete and thus permit logging to proceed. For information
about recovery from this condition, see Archive log problems.

CSQJ114I: ERROR ON ARCHIVE DATA SET, OFFLOAD CONTINUING WITH ONLY ONE ARCHIVE DATA
SET BEING GENERATED

• Check the queue manager joblog for additional error messages.
• Make a second copy of the archive log and update your BSDS manually.

CSQJ115E: OFFLOAD FAILED, COULD NOT ALLOCATE AN ARCHIVE DATA SET
Review the error status information of message CSQJ103E or CSQJ073E. Correct the condition that
caused the data set allocation error so that, on retry, the offload can take place.

CSQJ136I: UNABLE TO ALLOCATE TAPE UNIT FOR CONNECTION-ID= xxxx CORRELATION-ID=
yyyyyy, m ALLOCATED n ALLOWED

• Check the queue manager joblog for additional error messages.

.
CSQJ151I: csect-name ERROR READING RBA rrr, CONNECTION-ID= xxxx CORRELATION-ID= yyyyyy
REASON CODE= ccc

• Check the queue manager joblog for additional messages.
• Issue a DISPLAY CONN command to determine which connection is not committing its activity.
• Ensure the application can commit its updates.

CSQJ160I: LONG-RUNNING UOW FOUND, URID= urid CONNECTION NAME= name

• Check the queue manager joblog for additional messages.
• Issue a DISPLAY CONN command to determine which connection is not committing its activity.
• Ensure the application can commit its updates.

CSQJ161I: UOW UNRESOLVED AFTER n OFFLOADS, URID= urid CONNECTION NAME= name

• Determine if the page set is allocated to the queue manager.
• Issue a DISPLAY USAGE command to determine the state of the page set.
• Check the queue manager joblog for additional messages.

CSQP011E: CONNECT ERROR STATUS ret-code FOR PAGE SET psid

• Check the curdepth of the queues allocated to this page set.
• Investigate the cause of the failure to process messages.
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CSQP013I: csect-name NEW EXTENT CREATED FOR PAGE SET psid. NEW EXTENT WILL NOW BE
FORMATTED

• Check the curdepth of the queues allocated to this page set.
• Investigate the cause of failure to process messages.
• Determine if queues need to be relocated to another page set.
• If the volume is full, determine if you need to make the page set a multi volume data set. If the page

set is already multi-volume, consider adding more volumes to the storage group being used. Once
more space is available retry the expansion by setting the page set EXPAND method to SYSTEM. If a
retry is required, toggle EXPAND to SYSTEM and then back to your normal setting.

CSQP014E: csect-name EXPANSION FAILED FOR PAGE SET psid. FUTURE REQUESTS TO EXTEND IT
WILL BE REJECTED

• Check the curdepth of the queues allocated to this page set.
• Investigate the cause of failure to process messages.
• Determine if queues need to be relocated to another page set.

CSQP016E: csect-name PAGE SET psid HAS REACHED THE MAXIMUM NUMBER OF EXTENTS. IT
CANNOT BE EXTENDED AGAIN

• Check the curdepth of the queues allocated to this page set.
• Investigate the cause of failure to process messages.

CSQP017I: csect-name EXPANSION STARTED FOR PAGE SET psid
Issue DISPLAY THREAD commands to determine the state of the Units of Work in IBM MQ.

CSQP047E: Unavailable page sets can cause problems - take action to correct this situation

• Follow the system programmer response.

CSQQ008I: nn units of recovery are still in doubt in queue manager qqqq

• Investigate the state of your dead letter queue. Ensure the dead letter queue is not PUT disabled.
• Ensure the dead letter queue is not at the MAXMSG limit.

CSQQ113I: psb-name region-id This message cannot be processed

• Check the CSQOUTX data set to determine the cause of the CSQINPX failure.
• Some commands may not be processed.

CSQX035I: csect-name Connection to queue manager qmgr-name stopping or broken, MQCC= mqcc
MQRC= mqrc (mqrc-text

• Check the MQRC to determine the cause of the failure.
• These codes are documented in IBM MQ for z/OS messages, completion, and reason codes.

CSQX032I: csect-name Initialization command handler terminated

• Check the MQRC to determine the cause of the failure.
• These codes are documented in IBM MQ for z/OS messages, completion, and reason codes.

CSQX048I: csect-name Unable to convert message for name, MQCC= mqcc MQRC= mqrc (mqrc-text)

• Check the joblog to determine the cause of the TCP/IP failure.
• Check the TCP/IP address space for errors.

CSQX234I: csect-name Listener stopped, TRPTYPE= trptype INDISP= disposition

• If the listener does not stop, following a STOP command, check the TCP/IP address space for errors.
• Follow the system programmer response.
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CSQX407I: csect-name Cluster queue q-name definitions inconsistent

• Multiple cluster queues within the cluster have inconsistent values. Investigate and resolve the
differences.

CSQX411I: csect-name Repository manager stopped

• If the repository manager has stopped because of an error, check the joblog for messages.

CSQX417I: csect-name Cluster-senders remain for removed queue manager qmgr-name

• Follow the system programmer response.

CSQX418I: csect-name Only one repository for cluster cluster_name

• For increased high availability, clusters should be configured with two full repositories.

CSQX419I: csect-name No cluster-receivers for cluster cluster_name

• Follow the system programmer response.

CSQX420I: csect-name No repositories for cluster cluster_name

• Follow the system programmer response.

CSQX448E: csect-name Repository manager stopping because of errors. Restart in n seconds

• Follow the system programmer response.

This message is put out every 600 seconds (10 minutes) until the
SYSTEM.CLUSTER.COMMAND.QUEUE is enabled, by using the command:

ALTER QLOCAL(SYSTEM.CLUSTER.COMMAND.QUEUE) GET(ENABLED)

Before enabling the queue, manual intervention might be required to resolve the problem that caused
the repository manager to end, prior to the first CSQX448E message being issued.

CSQX548E: csect-name Messages sent to local dead-letter queue, channel channel-name
reason=mqrc (mqrc-text)

• Follow the system programmer response.

CSQX788I: csect-name DNS lookup for address address using function 'func' took n seconds

• Follow the system programmer response.

CSQY225E: csect-name Queue manager is critically short of local storage above the bar - take action

• The queue manager is running critically short of virtual storage above the bar. Action should be
taken to relieve the situation, and to avoid the possible abnormal termination of the queue manager.

CSQ5038I: csect-name Service task service-task has been unresponsive since hh.mm.ss.nnnnnn.
Check for problems with Db2

• Follow the system programmer response.

高可用性の構成
IBM MQキューマネージャを高可用性（HA）構成で運用する場合、PowerHAforAIX（旧 HACMP）または
Microsoftクラスタサービス（MSCS）などの高可用性マネージャ、または IBM MQマルチインスタンスの
キューマネージャで動作するように設定することができます。 Linux システムでは、クォーラム・ベースの
グループを使用して高可用性を提供する複製データ・キュー・マネージャー (RDQM) をデプロイすること
もできます。 もう 1 つのオプションであるネイティブ HA は、コンテナー・デプロイメントを対象として
います。

高可用性または災害復旧のソリューションの別のオプションは、IBM MQ アプライアンスの
ペアをデプロイすることです。 IBM MQ Appliance 資料の 高可用性 および 災害復旧 を参照してください。
以下の構成定義に留意する必要があります。
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キュー・マネージャー・クラスター
1 つ以上のコンピューター上にある 2 つ以上のキュー・マネージャーのグループ。 自動相互接続を提供
し、グループ間でロード・バランシングと冗長度が適切になるようにキューを共有できます。 IBM
WebSphere MQ 7.1 からは、クラスター・エラー・リカバリー機能によって、問題が解決されるまで、
問題の原因となった操作が再実行されます。

HA クラスター
HAクラスターは、ディスクやネットワークなどの 2つ以上のコンピューターとリソースのグループで
あり、一緒に接続され、障害が発生すると、高可用性マネージャー(HACMP(AIX and Linux)や
MSCS(Windows)などがフェイルオーバーを実行するように構成されます。 フェイルオーバーは、障害
が起きたコンピューターからアプリケーションの状態データをクラスター内の別のコンピューターに
転送して、そこで操作が再開されるようにします。 これにより、HA クラスター内で実行されるサービ
スに対する高可用性が提供されます。 IBM MQ クラスターと HA クラスターとの間の関係は、492 ペー
ジの『HA クラスターとキュー・マネージャー・クラスターとの関係』で説明されています。

複数インスタンス・キュー・マネージャー
複数のコンピューター上で構成されている同じキュー・マネージャーのインスタンス。 複数のインス
タンスを開始すると、あるインスタンスがアクティブ・インスタンスになり、それ以外のインスタンス
がスタンバイになります。 アクティブ・インスタンスが失敗すると、別のコンピューター上で実行し
ているスタンバイ・インスタンスが自動的に引き継ぎます。 複数インスタンス・キュー・マネージャ
ーを使用すると、 HACMP や MSCS などのクラスター・テクノロジーを必要とせずに、 IBM MQに基づ
いて独自の高可用性メッセージング・システムを構成することができます。 HA クラスターおよび複数
インスタンス・キュー・マネージャーは、キュー・マネージャーの可用性を高くするための代替方法で
す。 複数インスタンス・キュー・マネージャーを HA クラスター内に入れてそれらを結合しないでくだ
さい。

高可用性複製データ・キュー・マネージャー (HA RDQM)
3 つの Linux サーバーのグループ内の各ノード上で構成されている同じキュー・マネージャーのインス
タンス。 3 つのインスタンスのいずれかがアクティブ・インスタンスです。 アクティブ・キュー・マ
ネージャーからのデータは、他の 2 つのインスタンスに同期的に複製されるため、障害が発生した場合
はこれらのインスタンスのいずれかが処理を引き継ぐことができます。 サーバーのグループ化は
Pacemaker によって制御され、複製は DRBD によって制御されます。

災害復旧複製データ・キュー・マネージャー (DR RDQM)
1 つのサイトの 1 次ノードで 1 つのキュー・マネージャーを実行し、別のサイトのリカバリー・ノード
でそのキュー・マネージャーの 2 次インスタンスを実行します。 1 次インスタンスと 2 次インスタン
スの間でデータを複製し、何かの理由で 1 次ノードが失われた場合は、2 次インスタンスを 1 次インス
タンスにして開始します。 どちらのノードも Linux サーバーでなければなりません。 複製は DRBD に
よって制御します。

災害復旧/高可用性複製データ・キュー・マネージャー (DR/HA RDQM)
1 つのサイトの高可用性グループで実行される複製データ・キュー・マネージャー (RDQM) を構成でき
ますが、最初のグループを使用不可にする災害が発生した場合は、別のサイトの別の高可用性グループ
にフェイルオーバーすることができます。 これを DR/HA RDQM と呼びます。

ネイティブ HA
ネイティブ HA は、IBM MQ のコンテナー・デプロイメントを対象とした高可用性ソリューションです。
ネイティブ HA は、ログ複製を使用して、異なるノード上で稼働しているキュー・マネージャーの 3 つ
のインスタンスを最新の状態に維持します。 一度に 1 つのインスタンスがアクティブになり、メッセ
ージが処理されます。 アクティブ・キュー・マネージャーは、ログ更新を他の 2 つのインスタンスに
送信して、それらを更新します。 アクティブ・インスタンスに障害が発生すると、レプリカ・インス
タンスの 1 つが自動的にアクティブ・ロールを引き継ぎます。

複数インスタンス・キュー・マネージャーと HA クラスターとの相違
複数インスタンス・キュー・マネージャーおよび HA クラスターは、キュー・マネージャーの高可用性を達
成するための代替方法です。 以下は、2 つのアプローチの間の相違点を明白にするいくつかのポイントで
す。
複数インスタンス・キュー・マネージャーには、以下の機能が含まれます。
• IBM MQ に統合された基本的なフェイルオーバー・サポート
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• HA クラスターより高速のフェイルオーバー
• 簡単な構成および操作
• IBM MQ Explorer との統合
複数インスタンス・キュー・マネージャーには、以下の制約があります。
• 可用性の高い、ハイパフォーマンスのネットワーク・ストレージが必要とされる
• キュー・マネージャーがフェイルオーバーするときに IP アドレスが変更されるので、ネットワーク構成
がより複雑になる

HA クラスターには、以下の機能が含まれます。
• アプリケーション・サーバーやデータベースなど、複数のリソースを調整する機能
• 2 つよりも多いノードから成るクラスターを含む、より柔軟な構成オプション
• オペレーターの介入なしで複数回フェイルオーバーできる機能
• フェイルオーバーの一部としてキュー・マネージャーの IP アドレスを引き継ぐ機能
HA クラスターには、以下の制約があります。
• 追加の製品購入およびスキルが必要となる
• クラスターのノード間で切り替え可能なディスクが必要となる
• HA クラスターの構成が比較的に複雑
• 従来はフェイルオーバーが比較的に低速でしたが、最近の HA クラスター製品では改善されています
• キュー・マネージャーなどのリソースのモニターに使用されるスクリプトに不備がある場合、不必要なフ
ェイルオーバーが発生することがあります

HA クラスターとキュー・マネージャー・クラスターとの関係
キュー・マネージャー・クラスターは、キュー・マネージャー・クラスター・キューの使用可能な複数イ
ンスタンスに渡るメッセージのロード・バランシングを提供します。 この機能は、単一のキュー・マネー
ジャーよりも高い可用性を提供します。 なぜなら、キュー・マネージャーに障害が生じた後に、メッセー
ジング・アプリケーションがキュー・マネージャー・クラスター・キューの残りの正常なインスタンスに
引き続きメッセージを送ったり、アクセスしたりできるためです。 ただし、キュー・マネージャー・クラ
スターはクラスター内の使用可能なキュー・マネージャーに新規メッセージを自動的にルーティングしま
すが、使用できないキュー・マネージャーのキューに現時点で入れられているメッセージは、そのキュー・
マネージャーを再始動するまで使用できません。 そのため、キュー・マネージャー・クラスター自体は、
すべてのメッセージ・データの高可用性は提供せず、 キュー・マネージャーの障害の自動検知、およびキ
ュー・マネージャーの再始動やフェイルオーバーの自動起動の機能もありません。 高可用性 (HA) クラスタ
ーには、それらの機能があります。 これら 2 つのタイプのクラスターは、効果的に共有することができま
す。 キュー・マネージャー・クラスターの概要については、クラスターの設計を参照してください。
関連概念

IBM MQ Advanced containerの高可用性
AIX and Linux での HA クラスター

AIX and Linux プラットフォーム上の高可用性 (HA) クラスターで IBM MQ を使用できます。例えば、
PowerHA for AIX (旧称 HACMP )、Veritas Cluster Server、HP Serviceguard、 Red Hat Cluster Suiteを備え
た Red Hat Enterprise Linux クラスターなどです。
このセクションでは、493 ページの『HA クラスターの構成』、HA クラスターとキュー・マネージャー・ク
ラスターとの関係、493 ページの『IBM MQクライアント』、および 493 ページの『HA クラスター内で作
動する IBM MQ』について紹介し、キュー・マネージャーを HA クラスターと共に構成するための手順を示
して、改造可能なスクリプトの例を提供します。
このセクションで説明される構成の手順に関する支援として、使用する環境に応じた HA クラスターの文書
を参照してください。
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HA クラスターの構成
このセクションでノードという語は、オペレーティング・システムおよび HA ソフトウェアを実行している
エンティティーを指して使用されます。このような使用法での同義語としては、「コンピューター」、「シス
テム」、「マシン」、「パーティション」、「ブレード」などがあります。 IBM MQ を使用すると、スタンバイ
構成またはテークオーバー構成のいずれか (すべてのクラスター・ノードが IBM MQ ワークロードを実行す
る相互テークオーバーを含む) をセットアップするのに役立ちます。
スタンバイ構成は最も基本的な HA クラスター構成で、1 つのノードが作業を実行している間、もう 1 つの
ノードはスタンバイとして機能します。 スタンバイ・ノードは作業を実行しないので、アイドルと呼ばれ
ます。 この構成は、コールド・スタンバイと呼ばれることもあります。 そのような構成では、高度のハー
ドウェア冗長度が必要となります。 ハードウェアに関して節約するために、この構成を拡張して、単一の
スタンバイ・ノードに対して複数の作業ノードを組み合わせることも可能です。 この方法のポイントは、
スタンバイ・ノードが他のいずれの作業ノードによる作業も引き継ぐことができることです。 この構成も
スタンバイ構成と呼ばれ、「N+1」構成と呼ばれることもあります。
テークオーバー構成は、すべてのノードが何らかの作業を実行し、ノード障害の際には重要な作業を引き
継ぐことが可能な、より高度な構成です。
片側テークオーバー構成は、スタンバイ・ノードが重要ではない、そして移動できない何らかの作業を追
加で実行する構成です。 この構成はスタンバイ構成と似ていますが、(重要ではない) 作業がスタンバイ・
ノードによって実行される点が異なります。
相互テークオーバー構成は、すべてのノードが可用性の高い (移動可能な) 作業を実行する構成です。 この
タイプの HA クラスター構成は、すべてのノードが重要なワークロードをアクティブに処理していることを
示すために、「アクティブ/アクティブ」と呼ばれることもあります。
拡張されたスタンバイ構成またはいずれかのテークオーバー構成では、他のノードの作業をテークオーバ
ーできるノードに負わせる可能性のあるピーク・ロード量を検討することは重要です。 そのようなノード
は、受容可能なレベルのパフォーマンスを保つために十分な能力を持つ必要があります。

HA クラスターとキュー・マネージャー・クラスターとの関係
キュー・マネージャー・クラスターは管理作業を減らし、キュー・マネージャー・クラスター・キューの
複数インスタンスに渡るメッセージのロード・バランシングを提供します。 それらはまた、単一のキュー・
マネージャーよりも高い可用性を提供します。 キュー・マネージャーに障害が生じた後に、メッセージン
グ・アプリケーションがキュー・マネージャー・クラスター・キューの機能しているインスタンスに引き
続きアクセスできるためです。 ただし、キュー・マネージャー・クラスター自体には、キュー・マネージ
ャーの障害の自動検知、およびキュー・マネージャーの再始動やフェイルオーバーの自動起動の機能はあ
りません。 HA クラスターには、それらの機能があります。 これら 2 つのタイプのクラスターは、効果的
に共有することができます。

IBM MQクライアント
再始動またはテークオーバーに依存する可能性のあるキュー・マネージャーと通信している IBM MQ クラ
イアントは、接続の失敗に対応できるように、そして再接続を繰り返し試行するように記述する必要があ
ります。 IBM MQには、接続の可用性とワークロード・バランシングを支援するクライアント・チャネル
定義テーブル (CCDT) の処理の機能が含まれています。ただし、これらの機能は、フェイルオーバー・シス
テムで作業する場合には直接関係ありません。
トランザクション機能により、IBM MQ MQI clientは、同じキュー・マネージャーに接続されている限り、
2 フェーズ・トランザクションに参加できます。 トランザクション機能で、IP ロード・バランサーなどの
手法を使用してキュー・マネージャーのリストから選択することはできません。 HA 製品を使用する場合、
キュー・マネージャーはそれが実行されているノードの ID (名前およびアドレス) を保持するので、HA 制
御の下にあるキュー・マネージャーと共にトランザクション機能を使用できます。

HA クラスター内で作動する IBM MQ
すべての HA クラスターには、フェイルオーバーの単位の概念があります。 これは、可用性の高いサービ
スを形成するすべてのリソースを含む定義のセットです。 フェイルオーバーの単位には、サービス自体と、
それが依存する他のすべてのリソースが含まれます。
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HA ソリューションは、フェイルオーバーの単位に対して異なる用語を使用します。
• PowerHA for AIX では、フェイルオーバーの単位はリソース・グループ と呼ばれます。
• Veritas Cluster Server では、サービス・グループと呼ばれます。
• Serviceguard では、パッケージと呼ばれます。
このトピックでは、フェイルオーバーの単位を意味する用語として、リソース・グループ を使用します。
IBM MQ のフェイルオーバーの単位として最も小さいものは、キュー・マネージャーです。 通常、キュー・
マネージャーを含むリソース・グループには、リソース・グループによる使用のために専用に予約されて
いる、ボリューム・グループまたはディスク・グループ内の共有ディスクも含まれます。また、キュー・
マネージャーへの接続に使用される IP アドレスが含まれます。 さらに、同じリソース・グループ内のリス
ナーまたはトリガー・モニターなど、別のリソースとして、またはキュー・マネージャー自体の制御下で、
他の IBM MQ リソースを含めることも可能です。
HA クラスターで使用されるキュー・マネージャーでは、データおよびログがクラスター内のノード間で共
有されるディスク上に存在する必要があります。 HA クラスターは、一度にクラスター内の 1 つのノードだ
けがディスクに書き込むことができるようにします。 HA クラスターはモニター・スクリプトを使用して、
キュー・マネージャーの状態をモニターできます。
キュー・マネージャーに関連したデータおよびログの両方のために、単一の共有ディスクを使用すること
が可能です。 ただし通常は、別々の共有ファイル・システムを使用して、それらを個別にサイズ変更およ
び調整できるようにします。

図 69. HA クラスター
図 1 は、2 つのノードのある HA クラスターを示しています。 HA クラスターは、リソース・グループ内で
定義されたキュー・マネージャーの可用性を管理しています。 1 つのノード (ノード A) だけが現在キュー・
マネージャーを実行しているので、これはアクティブ/パッシブまたはコールド・スタンバイ構成です。 キ
ュー・マネージャーは、共有ディスク上のデータおよびログ・ファイルと共に作成されました。 キュー・
マネージャーには、同じく HA クラスターによって管理されるサービス IP アドレスがあります。 キュー・
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マネージャーは、共有ディスクおよびそのサービス IP アドレスに依存します。 HA クラスターがノード A
からノード B にキュー・マネージャーをフェイルオーバーするときは、最初にキュー・マネージャーの従
属リソースをノード B に移動してから、キュー・マネージャーを始動します。
HA クラスターに複数のキュー・マネージャーが含まれる場合は、その HA クラスター構成のために、 フェ
イルオーバーの後に同じノード上に複数のキュー・マネージャーが実行する結果になることがあります。
HA クラスター内の各キュー・マネージャーには、独自のポート番号が割り当てられます。 これは、いずれ
かの特定の時点でアクティブになっているクラスター・ノードで使用されます。
通常、HA クラスターは root ユーザーとして実行されます。 IBM MQ は、mqm ユーザーとして実行されま
す。 IBM MQ の管理は、mqm グループのメンバーに認可されます。 mqm ユーザーおよびグループの両方
が、すべての HA クラスター・ノード上に存在することを確認してください。 ユーザー ID およびグループ
ID は、クラスター全体で一貫性のあるものでなければなりません。 root ユーザーが IBM MQ を管理するこ
とは許可されていません。スクリプトを開始、停止、またはモニターするスクリプトは、mqm ユーザーに
切り替える必要があります。
注 : IBM MQ は、すべてのノードに正しくインストールする必要があります。製品の実行可能ファイルを共
有することはできません。

共有ディスクの構成 (AIX and Linux)
HA クラスター内の IBM MQ キュー・マネージャーでは、データ・ファイルおよびログ・ファイルが、共有
ディスク上で指定された共通のリモート・ファイル・システム内にあることが必要です。

このタスクについて
図 1 は、HA クラスター内のキュー・マネージャー用に可能なレイアウトを示しています。 キュー・マネー
ジャーのデータおよびログ・ディレクトリーは、どちらも /MQHA/QM1 にマウントされる共有ディスク上
にあります。 フェイルオーバーが生じるとき、このディスクは HA クラスターのノード間で切り替えられ
るので、キュー・マネージャーをどこで再始動してもデータが使用可能になります。 mqs.iniファイルに
は、QM1キュー・マネージャーのスタンザがあります。 qm.iniファイル内のログ・スタンザには、LogPath
の値が含まれています。

図 70. 共有名 dataと logディレクトリー

手順
1.キュー・マネージャーのファイル・システム用のマウント・ポイントの名前を決めます。
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例えば、キュー・マネージャーのデータ・ファイルの場合は/MQHA/qmgrname/data、ログ・ファイル
の場合は/MQHA/qmgrname/logを指定します。

2.キュー・マネージャーのデータ・ファイルおよびログ・ファイルを入れるためのボリューム・グループ
(またはディスク・グループ) を作成します。
このボリューム・グループは、キュー・マネージャーと同じリソース・グループ内の高可用性 (HA) ク
ラスターによって管理されます。

3.キュー・マネージャーのデータ・ファイルおよびログ・ファイル用のファイル・システムをボリュー
ム・グループ内に作成します。

4.次にノードごとに、ファイル・システム用のマウント・ポイントを作成して、ファイル・システムがマ
ウント可能であることを確認します。
mqm ユーザーはマウント・ポイントを所有する必要があります。

HA クラスター・キュー・マネージャーの作成 (AIX and Linux)
キュー・マネージャーを高可用性クラスターで使用するための最初のステップは、ノードの 1 つにキュー・
マネージャーを作成することです。

このタスクについて
HA クラスターで使用するためのキュー・マネージャーを作成するには、まずキュー・マネージャーを作成
するクラスター内のノードを 1 つ選択し、次にそのノードで以下の手順を実行する必要があります。

手順
1.キュー・マネージャーのファイル・システムをノードにマウントします。
2. crtmqm コマンドを使用してキュー・マネージャーを作成します。
以下に例を示します。
crtmqm -md /MQHA/qmgrname/data -ld /MQHA/qmgrname/log qmgrname

3. strmqm コマンドを使用して、手動でキュー・マネージャーを開始します。
4.キューとチャネルの作成、およびキュー・マネージャーの始動時にリスナーが自動的に開始するように
キュー・マネージャーを設定するなど、 キュー・マネージャーの初期構成を完了します。

5. endmqm コマンドを使用してキュー・マネージャーを停止させます。
6.以下のように dspmqinf コマンドを使用して、addmqinf コマンドを表示します。
dspmqinf -o command qmgrname

ここで、qmgrname は、キュー・マネージャーの名前です。
addmqinf コマンドの使用について詳しくは、 497 ページの『他の HA クラスター・ノードへのキュ
ー・マネージャー構成の追加 (AIX and Linux)』を参照してください。
addmqinf コマンドは、以下の例のように表示されます。

addmqinf -sQueueManager -vName=qmgrname -vDirectory=qmgrname \
-vPrefix=/var/mqm -vDataPath=/MQHA/qmgrname/data/qmgrname

7.表示されるコマンドを注意深く記録してください。
8.キュー・マネージャーのファイル・システムをアンマウントします。

次のタスク
これで、497 ページの『他の HA クラスター・ノードへのキュー・マネージャー構成の追加 (AIX and
Linux)』で説明されているステップを完了する準備ができました。
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他の HA クラスター・ノードへのキュー・マネージャー構成の追加
(AIX and Linux)
キュー・マネージャーの構成情報を HA クラスター内の他のノードに追加する必要があります。

始める前に
この作業を完了する前に、496 ページの『HA クラスター・キュー・マネージャーの作成 (AIX and Linux)』
のステップを完了している必要があります。 キュー・マネージャーを作成したら、他の各ノードで以下の
手順を実行して、HA クラスター内の他のノードのそれぞれにキュー・マネージャーの構成情報を追加する
必要があります。

このタスクについて
HA クラスターで使用するためのキュー・マネージャーを作成する場合は、まず、キュー・マネージャーを
作成するクラスター内のノードを 1 つ選択する必要があります (詳しくは、496 ページの『HA クラスター・
キュー・マネージャーの作成 (AIX and Linux)』を参照)。

手順
1.キュー・マネージャーのファイル・システムをマウントする。
2.ノードにキュー・マネージャー構成情報を追加する。
構成情報を追加するには、以下の 2 つの方法があります。
• /var/mqm/mqs.iniを直接的に編集する。
• 496 ページの『HA クラスター・キュー・マネージャーの作成 (AIX and Linux)』 の手順 6 の dspmqinf
コマンドで表示された addmqinf コマンドを実行する。

3.キュー・マネージャーを開始してから停止して、構成を検査する。
キュー・マネージャーの開始と停止に使用するコマンドは、 addmqinf コマンドと同じ IBM MQ インス
トール済み環境から発行する必要があります。 キュー・マネージャーに現在関連付けられているものと
は別のインストール済み環境からキュー・マネージャーを開始および停止するには、まず、setmqm コ
マンドを使用して、インストール済み環境にキュー・マネージャーとの関連付けを設定する必要があり
ます。 詳細については、setmqm を参照してください。

4.キュー・マネージャーのファイル・システムをアンマウントする。
HA クラスター・キュー・マネージャーを開始するためのシェル・

スクリプトの例 (AIX and Linux)
キュー・マネージャーは、HA クラスター内でリソースとして表わされます。 HA クラスターは、キュー・
マネージャーを始動および停止できることが必要です。 ほとんどの場合、キュー・マネージャーを始動す
るためにシェル・スクリプトを使用できます。 これらのスクリプトは、ネットワーク・ファイル・システ
ムを使用するかまたは各ローカル・ディスクにコピーすることにより、クラスター内のすべてのノードの
同じ場所で使用可能にする必要があります。
注 : 失敗したキュー・マネージャーを再始動する前に、アプリケーションをキュー・マネージャーのそのイ
ンスタンスから切断する必要があります。 そうしない場合、キュー・マネージャーは正しく再始動されな
い場合があります。
適切なシェル・スクリプトの例をここに示します。 これらを必要に合うように作り替えて、HA クラスター
の制御下でキュー・マネージャーを始動するために使用できます。
以下のシェル・スクリプトは、HA クラスター・ユーザーから mqm ユーザーに切り替えて、キュー・マネ
ージャーを正常に始動できるようにする方法を示す例です。

#!/bin/ksh

# A simple wrapper script to switch to the mqm user.

su mqm -c name_of_your_script $*
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以下のシェル・スクリプトは、キュー・マネージャーの現在の状態について何も想定せずに、キュー・マ
ネージャーを始動する方法を示す例です。 キュー・マネージャーに属するすべてのプロセスを突然に終了
させる方法が使用されていることに注意してください。

#!/bin/ksh
#
# This script robustly starts the queue manager.
#
# The script must be run by the mqm user.

# The only argument is the queue manager name. Save it as QM variable
QM=$1

if [ -z "$QM" ]
then
  echo "ERROR! No queue manager name supplied"
  exit 1
fi

# End any queue manager processes which might be running.

srchstr="( |-m)$QM *.*$"
for process in amqzmuc0 amqzxma0 amqfcxba amqfqpub amqpcsea amqzlaa0 \
               amqzlsa0 runmqchi runmqlsr amqcrsta amqrrmfa amqrmppa \
               amqzfuma amqzmuf0 amqzmur0 amqzmgr0
 do
  ps -ef | tr "\t" " " | grep $process | grep -v grep | \
    egrep "$srchstr" | awk '{print $2}'| \
       xargs kill -9 > /dev/null 2>&1
done

# It is now safe to start the queue manager.
# The strmqm command does not use the -x flag.
strmqm ${QM}

このスクリプトを変更して、関連する他のプログラムを開始することができます。
HA クラスター・キュー・マネージャーを停止するためのシェル・

スクリプトの例 (AIX and Linux)
ほとんどの場合、キュー・マネージャーを停止するためにシェル・スクリプトを使用できます。 適切なシ
ェル・スクリプトの例をここに示します。 これらを必要に合うように作り替えて、HA クラスターの制御下
でキュー・マネージャーを停止するために使用できます。
以下のスクリプトは、キュー・マネージャーの現在の状態について何も想定せずに、キュー・マネージャ
ーを即時に停止する方法を示す例です。 スクリプトは mqm ユーザーが実行する必要があります。 そのた
め、このスクリプトをシェル・スクリプト内にラップして、ユーザーを HA クラスター・ユーザーから mqm
に切り替えることが必要な場合があります (シェル・スクリプトの例は 497 ページの『HA クラスター・キ
ュー・マネージャーを開始するためのシェル・スクリプトの例 (AIX and Linux)』 に記載されています)。
#!/bin/ksh
#
# The script ends the QM by using two phases, initially trying an immediate
# end with a time-out and escalating to a forced stop of remaining
# processes.
#
# The script must be run by the mqm user.
#
# There are two arguments: the queue manager name and a timeout value.
QM=$1
TIMEOUT=$2

if [ -z "$QM" ]
then
  echo "ERROR! No queue manager name supplied"
  exit 1
fi

if [ -z "$TIMEOUT" ]
then
  echo "ERROR! No timeout specified"
  exit 1
fi
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for severity in immediate brutal
do
  # End the queue manager in the background to avoid
  # it blocking indefinitely. Run the TIMEOUT timer 
  # at the same time to interrupt the attempt, and try a
  # more forceful version. If the brutal version fails, 
  # nothing more can be done here.
  
  echo "Attempting ${severity} end of queue manager '${QM}'"
  case $severity in

  immediate)
    # Minimum severity of endmqm is immediate which severs connections.
    # HA cluster should not be delayed by clients
    endmqm -i ${QM} &
    ;;

  brutal)
    # This is a forced means of stopping queue manager processes.

    srchstr="( |-m)$QM *.*$"
    for process in amqzmuc0 amqzxma0 amqfcxba amqfqpub amqpcsea amqzlaa0 \
               amqzlsa0 runmqchi runmqlsr amqcrsta amqrrmfa amqrmppa \
               amqzfuma amqzmuf0 amqzmur0 amqzmgr0    
    do
      ps -ef | tr "\t" " " | grep $process | grep -v grep | \
         egrep "$srchstr" | awk '{print $2}'| \
            xargs kill -9 > /dev/null 2>&1
    done

  esac

  TIMED_OUT=yes
  SECONDS=0
  while (( $SECONDS < ${TIMEOUT} ))
  do
   TIMED_OUT=yes
   i=0
   while [ $i -lt 5 ]
   do
     # Check for execution controller termination
     srchstr="( |-m)$QM *.*$"
     cnt=`ps -ef | tr "\t" " " | grep amqzxma0 | grep -v grep | \
       egrep "$srchstr" | awk '{print $2}' | wc -l `
     i=`expr $i + 1`
     sleep 1
     if [ $cnt -eq 0 ]
     then
       TIMED_OUT=no
       break
     fi
   done

   if [ ${TIMED_OUT} = "no" ]
   then
     break
   fi

   echo "Waiting for ${severity} end of queue manager '${QM}'"
   sleep 1
  done # timeout loop

  if [ ${TIMED_OUT} = "yes" ]
  then
    continue        # to next level of urgency
  else
    break           # queue manager is ended, job is done
  fi

done # next phase

注 : 特定のキュー・マネージャーに対して実行されているプロセスによっては、このスクリプトに含まれる
キュー・マネージャー・プロセスのリストが完全ではなかったり、対象キュー・マネージャーで実行され
ているプロセス以外のプロセスが含まれたりする可能性があります。
for process in amqzmuc0 amqzxma0 amqfcxba amqfqpub amqpcsea amqzlaa0 \
               amqzlsa0 runmqchi runmqlsr amqcrsta amqrrmfa amqrmppa \
               amqzfuma amqzmuf0 amqzmur0 amqzmgr0    
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構成されている機能と、特定のキュー・マネージャーで実行されているプロセスに基づいて、プロセスを
このリストに包含したり、このリストから除外したりできます。 プロセスの完全な一覧と、特定の順序で
プロセスを停止する方法については、UNIX および Linux におけるキュー・マネージャーの手動停止を参照
してください。

HA クラスター・キュー・マネージャーのモニター (AIX and
Linux)
通常、高可用性 (HA) クラスターがキュー・マネージャーの状態を定期的にモニターするための手段を提供
します。 ほとんどの場合、このためにシェル・スクリプトを使用できます。 適切なシェル・スクリプトの
例をここに示します。 これらのスクリプトを必要に合うように作り替えて、環境に特定の追加のモニター
検査を行うために使用できます。
IBM MQ の複数のインストール済み環境を 1 つのシステムに共存させることができます。 複数のインスト
ール環境について詳しくは、複数のインストールを参照してください。 複数のインストールでモニター・
スクリプトを使用する場合は、いくつかの追加ステップを実行する必要があります。 プライマリー・イン
ストールがある場合は、スクリプトを使用するために MQ_INSTALLATION_PATH を指定する必要はありま
せん。 それ以外の場合は、以下の手順を使用して、 MQ_INSTALLATION_PATH が正しく識別されているこ
とを確認します。
1. IBM MQ インストール済み環境から crtmqenv コマンドを使用して、キュー・マネージャーの正しい

MQ_INSTALLATION_PATH を識別します。
crtmqenv -m qmname

このコマンドは、 qmnameで指定されたキュー・マネージャーの正しい MQ_INSTALLATION_PATH 値を
返します。

2.該当する qmname パラメーターと MQ_INSTALLATION_PATH パラメーターを使用して、モニター・スク
リプトを実行します。

注 : PowerHA for AIX では、モニター・プログラムにキュー・マネージャー用のパラメーターを指定する手
段が提供されていません。 キュー・マネージャーごとに、キュー・マネージャー名をカプセル化する別個
のモニター・プログラムを作成する必要があります。 キュー・マネージャー名をカプセル化するための、
AIX 上で使用するスクリプトを以下に示します。
#!/bin/ksh
su mqm -c name_of_monitoring_script qmname  MQ_INSTALLATION_PATH

ここで、 MQ_INSTALLATION_PATH は、キュー・マネージャー qmname が関連付けられている IBM MQ の
インストール済み環境へのパスを指定するオプション・パラメーターです。
下記のスクリプトは、runmqsc がハングする可能性に対して耐久力がありません。 通常、HA クラスター
はハングしたモニター・スクリプトを障害として処理するので、それ自体はこの可能性に対して耐久力が
あります。
しかしこのスクリプトは、キュー・マネージャーが開始状態にあることに関しては容認します。 それは、
HA クラスターがキュー・マネージャーを開始した直後に、そのモニターを開始することが一般的であるた
めです。 一部の HA クラスターは、リソースの開始フェーズと実行フェーズとを区別しますが、開始フェ
ーズの所要時間を構成することが必要です。 キュー・マネージャーの開始に必要な時間はそれが行う作業
の量に依存するので、キュー・マネージャーの開始に必要な最大時間を選択することは困難です。 小さ過
ぎる値を選択すると、キュー・マネージャーが開始処理をまだ完了していないだけの場合でも、障害が発
生したと、HA クラスターが間違って判断してしまいます。 これにより、フェイルオーバーが無限に続く結
果になる可能性があります。
スクリプトは、mqm ユーザーによって実行される必要があります。そのため、このスクリプトをシェル・
スクリプト内にラップして、 ユーザーを HA クラスター・ユーザーから mqm に切り替えることが必要な場
合があります (シェル・スクリプトの例は、497 ページの『HA クラスター・キュー・マネージャーを開始
するためのシェル・スクリプトの例 (AIX and Linux)』にあります)。

#!/bin/ksh
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#
# This script tests the operation of the queue manager.
#
# An exit code is generated by the runmqsc command:
# 0  => Either the queue manager is starting or the queue manager is running and responds. 
#       Either is OK.
# >0 => The queue manager is not responding and not starting.
#
# This script must be run by the mqm user.
QM=$1
MQ_INSTALLATION_PATH=$2

if [ -z "$QM" ]
then
  echo "ERROR! No queue manager name supplied"
  exit 1
fi

if [ -z "$MQ_INSTALLATION_PATH" ]
then
  # No path specified, assume system primary install or MQ level < 7.1.0.0
  echo "INFO: Using shell default value for MQ_INSTALLATION_PATH"
else
  echo "INFO: Prefixing shell PATH variable with $MQ_INSTALLATION_PATH/bin"
  PATH=$MQ_INSTALLATION_PATH/bin:$PATH
fi

# Test the operation of the queue manager. Result is 0 on success, non-zero on error.
echo "ping qmgr" | runmqsc ${QM} > /dev/null 2>&1
pingresult=$?

if [ $pingresult -eq 0 ]
then # ping succeeded

  echo "Queue manager '${QM}' is responsive"
  result=0

else # ping failed

  # Don't condemn the queue manager immediately, it might be starting.
  srchstr="( |-m)$QM *.*$"
  cnt=`ps -ef | tr "\t" " " | grep strmqm | grep "$srchstr" | grep -v grep \
                | awk '{print $2}' | wc -l`
  if [ $cnt -gt 0 ]
  then
    # It appears that the queue manager is still starting up, tolerate
    echo "Queue manager '${QM}' is starting"
    result=0
  else
    # There is no sign of the queue manager starting
    echo "Queue manager '${QM}' is not responsive"
    result=$pingresult
  fi

fi

exit $result

キュー・マネージャーを HA クラスターの制御下に置く方法 (AIX
and Linux)
キュー・マネージャーを、HA クラスターの制御下で、キュー・マネージャーの IP アドレスおよび共有デ
ィスクと共に構成する必要があります。

このタスクについて
キュー・マネージャーを HA クラスターの制御下に置くには、キュー・マネージャーおよび関連付けられた
すべてのリソースを含めるためのリソース・グループを定義する必要があります。

手順
1.キュー・マネージャー、キュー・マネージャーのボリュームまたはディスク・グループ、およびキュ
ー・マネージャーの IP アドレスを含むリソース・グループを作成します。
IP アドレスは仮想 IP アドレスであり、コンピューターの IP アドレスではありません。
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2. HA クラスターがクラスター・ノード間でリソースを適正に切り替えて、キュー・マネージャーを制御
する準備ができたことを確認してください。

HA クラスター・キュー・マネージャーの削除 (AIX and Linux)
キュー・マネージャーの実行が必要ではなくなったノードからキュー・マネージャーを除去できます。

このタスクについて
HA クラスター内のノードからキュー・マネージャーを除去するには、その構成情報を除去する必要があり
ます。

手順
1. HA クラスターからノードを除去して、HA クラスターがこのノードでのキュー・マネージャーのアクテ
ィブ化を試行しなくなるようにします。

2.以下の rmvmqinf コマンドを使用して、キュー・マネージャーの構成情報を除去します。
rmvmqinf qmgrname

3.オプション: キュー・マネージャーを完全に削除するには、dltmqm コマンドを使用します。
重要 : dltmqm コマンドを使用してキュー・マネージャーを削除すると、そのキュー・マネージャーの
データおよびログ・ファイルが完全に削除されることに注意してください。
キュー・マネージャーを削除した後に、rmvmqinf コマンドを使用して他のノードから残りの構成情報
を除去することができます。

Microsoft Cluster Service (MSCS) のサポート
仮想サーバーのフェイルオーバーをサポートする MSCS の紹介およびセットアップ。 MSCS は Windows
Server Failover Clustering (WSFC) とも呼ばれます。
この情報は IBM MQ for Windows のみに適用されます。
注 : Windows Server 2016以降、 Microsoft Cluster Service (MSCS) の新しい名前は Windows Server
Failover Clustering (WSFC) になりました。
MSCS/WSFC を使用すると、サーバーをクラスターに接続して、データとアプリケーションの可用性を高
め、システムの管理を容易にすることができます。 MSCS/WSFC は、サーバーまたはアプリケーションの
障害を自動的に検出し、リカバリーすることができます。
MSCS/WSFC は、アプリケーション、Web サイト、印刷キュー、またはファイル共用 (例えば、ディスク・
スピンドル、ファイル、および IP アドレスを含む) に対応する仮想サーバーのフェイルオーバーをサポー
トします。
フェイルオーバー とは、MSCS/WSFC がクラスター内の 1 つのコンピューター上のアプリケーションで障
害を検出し、中断されたアプリケーションを正常にシャットダウンし、その状態データを他のコンピュー
ターに転送し、そこでアプリケーションを再開始するプロセスです。
フェイルオーバー・クラスターを構成して使用する方法については、サブトピックを参照してください。

MSCS クラスターの紹介
Microsoft Cluster Service (MSCS) クラスターは複数のコンピューターのグループで、相互に接続され、1 つ
に障害が発生した場合に MSCS が フェイルオーバーを実行し、障害が発生したコンピューターからクラス
ター内の別のコンピューターにアプリケーションの状態データを転送して、そこで操作を再開するように
構成されます。
注 : Windows Server 2016以降、 Microsoft Cluster Service (MSCS) の新しい名前は Windows Server
Failover Clustering (WSFC) になりました。
490 ページの『高可用性の構成』には、MSCS クラスター、複数インスタンス・キュー・マネージャー、お
よび IBM MQ クラスターの間の比較が含まれています。
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このセクションおよび従属するトピックで、用語クラスター が単独で使用されるときには、常に MSCS ク
ラスターを意味しています。 これは、このガイドの他の場所で説明されている IBM MQ クラスターとは異
なります。
2 台のマシンのクラスターは、仮想 IP アドレス を使用して、クライアント・アクセス用のネットワークに
一緒に接続される 2 台のコンピューター (例えば、A と B) で構成されます。 さらに、1 つ以上の専用ネッ
トワークによって相互に接続されていることもあります。 A および B は、使用するそれぞれのコンピュー
ター上で、サーバー・アプリケーション用に少なくとも 1 つのディスクを共有します。 また、MSCS が排
他的に使用するための別の共有ディスクがあります。これは独立ディスク (RAID) レベル 1 の冗長配列で
なければなりません。このディスクを quorum ディスクと言います。 MSCS は、両方のコンピューターを
モニターして、ハードウェアとソフトウェアが正しく実行していることを確認します。
このような単純なセットアップでは、どちらのコンピューターにもすべてのアプリケーションがインスト
ールされますが、ライブ・アプリケーションはコンピューター A でのみ実行され、コンピューター B は稼
働しても待ち状態になります。 コンピューター A に何らかの問題が発生すると、障害が起きたアプリケー
ションは MSCS によって通常の方法でシャットダウンされ、他のコンピューターにその状態データが転送
され、アプリケーションはそこで再開されます。 これがフェイルオーバー です。 アプリケーションをクラ
スター指向 にしておくと、MSCS との対話が十分に行われ、フェイルオーバーの機能が高まります。
2 台のコンピューターのクラスター用の一般的なセットアップを 503 ページの図 71 に示します。

図 71. 2 台のコンピューターにおける MSCS クラスター
それぞれのコンピューターが共有ディスクにアクセスできますが、MSCS 制御の下では、共有ディスクにア
クセスできるのは一度に 1 台のコンピューターだけです。 フェイルオーバーの際、MSCS はアクセスを他
のコンピューターに切り替えます。 共有ディスク自体は通常 RAID ですが、それ以外でも構いません。
各コンピューターは、クライアント・アクセス用に外部ネットワークに接続され、それぞれが IP アドレス
を持っています。 ただし、このクラスターと通信する外部クライアントは、1 つの仮想 IP アドレス だけを
認識し、MSCS がクラスター内で IP トラフィックの経路を適切に定めます。
また、MSCS は、1 つ以上の専用接続、または公衆ネットワークを介して 2 台のコンピューター間で独自の
通信を実行し、例えば、ハートビートを使用して 2 台のコンピューターの状態をモニターしたり、データ
ベースを同期したりします。

MSCS クラスター化用の IBM MQ のセットアップ
キュー・マネージャーを MSCS へのフェイルオーバーの単位にすることにより、クラスター化用に IBM MQ
を構成します。 キュー・マネージャーを MSCS へのリソースとして定義すると、キュー・マネージャーを
モニターし、問題がある場合にはクラスター内の別のコンピューターにキュー・マネージャーを転送でき
ます。
注 : Windows Server 2016以降、 Microsoft Cluster Service (MSCS) の新しい名前は Windows Server
Failover Clustering (WSFC) になりました。
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システムに合わせて設定するには、クラスター内の各コンピューター上に IBM MQ をインストールするこ
とから始めます。
キュー・マネージャーは IBM MQ インストール名と関連付けられるため、クラスター内のすべてのコンピ
ューター上で IBM MQ インストール名が同じでなければなりません。 インストールおよびアンインストー
ルを参照してください。
キュー・マネージャー自体は、それらが作成されるコンピューター上にのみ存在している必要があります。
フェイルオーバーの際、MSCS は他のコンピューターでキュー・マネージャーを始動します。 ただし、キ
ュー・マネージャーは、ローカル・ドライブ上ではなくクラスター共有ディスク上にログおよびデータ・
ファイルを持つ必要があります。 キュー・マネージャーが既にローカル・ドライブにインストールされて
いる場合、IBM MQ で提供されているツールを使用してこれを移行することができます。506 ページの
『キュー・マネージャーを MSCS ストレージに移動する』を参照してください。 MSCS で使用する新しいキ
ュー・マネージャーを作成するには、506 ページの『MSCS で使用するようにキュー・マネージャーを作
成する』を参照してください。
インストールおよび移行後、MSCS クラスター・アドミニストレーターを使用して MSCS にキュー・マネー
ジャーを認識させます。508 ページの『MSCS 制御下にキュー・マネージャーを置く』を参照してくださ
い。
MSCS 制御からキュー・マネージャーを除去する場合、514 ページの『MSCS 制御からキュー・マネージ
ャーを除去する』で説明されている手順に従ってください。

セットアップの対称性と MSCS
アプリケーションがあるノードから別のノードに切り替わるとき、ノードに関係なく同じ方法で動作する
必要があります。 これを確実にする最善の方法は、環境を同一にすることです。
可能であれば、各コンピューター上で同一のハードウェア、オペレーティング・システム・ソフトウェア、
製品ソフトウェア、および構成でクラスターをセットアップします。 特に、2 台のコンピューターにイン
ストールされた必須ソフトウェアがすべて、バージョン、保守レベル、SupportPacs、パスおよび出口の点
で同一であるように、さらに 504 ページの『MSCS のセキュリティー』で説明されているとおり共通のネ
ーム・スペース (セキュリティー環境) が存在するようにしてください。

MSCS のセキュリティー
MSCS セキュリティーを確実にするために、次のガイドラインに従ってください。
ガイドラインは次のとおりです。
• クラスター内の各コンピューターに同一のソフトウェアがインストールされていることを確認してくだ
さい。

• クラスター間で共通のネーム・スペース (セキュリティー環境) を作成します。
• MSCS クラスターのノードをドメインのメンバーにし、そのドメイン内ではクラスター所有者 のユーザ
ー・アカウントをそのドメイン・アカウントにします。

• クラスターのその他のユーザー・アカウントもドメイン・アカウントにして、それらのユーザー・アカウ
ントを両方のノードで使用できるようにします。 既にドメインがあり、IBM MQ に関係するアカウント
がドメイン・アカウントになっている場合は、これが自動的に当てはまります。 現在ドメインがない場
合、クラスター・ノードおよび関連するアカウントを提供するために、小さなドメイン をセットアップ
することを検討してください。 その目的は、2 台のコンピューターのクラスターを単一のコンピュータ
ー・リソースのようにすることです。
あるコンピューターに対してローカルのアカウントが、もう 1 台のコンピューター上には存在しないと
いうことを覚えておいてください。 もう 1 台のコンピューター上に同じ名前でアカウントを作成して
も、そのセキュリティー ID (SID) が異なるため、アプリケーションが別のノードに移動したとき、その
ノードでの許可はありません。
フェイルオーバーまたは移動時に、IBM MQ MSCS サポートにより、キュー・マネージャー・オブジェクト
を収めたどのファイルも必ず宛先ノードに対して同等の許可を持つようになります。 明示的に、コードは、
管理者グループと mqm グループ、および SYSTEM アカウントが完全な制御権を持っていること、および
Everyone が古いノードに対する読み取りアクセス権を持っている場合は、その許可が宛先ノードに追加
されていることを検査します。
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ドメイン・アカウントを使用して IBM MQ サービスを実行できます。 クラスター内の各コンピューター上
のローカル mqm グループにそのサービスがあることを確認してください。

複数のキュー・マネージャーを MSCS と共に使用する
1 台のコンピューター上で複数のキュー・マネージャーを実行する場合、以下のセットアップのいずれかを
選択できます。
セットアップは次のとおりです。
• すべてのキュー・マネージャーが 1 つのグループで。 この構成では、いずれかのキュー・マネージャー
で問題が発生した場合、グループ内のすべてのキュー・マネージャーがグループとして他のコンピュータ
ーにフェイルオーバーします。

• 各グループのキュー・マネージャーが単独で。 この構成では、あるキュー・マネージャーに問題が発生
した場合、他のキュー・マネージャーに影響を与えずに、そのキュー・マネージャーだけが他のコンピュ
ーターにフェイルオーバーします。

• 上記 2 つのセットアップの混合。
クラスター・モードと MSCS

Windows上の IBM MQ を使用してクラスター・システムを実行するモードには、アクティブ/パッシブとア
クティブ/アクティブの 2 つがあります。
注 : MSCS を Microsoft Transaction Server (COM+) で使用する場合、Active/Active モードは使用できませ
ん。

アクティブ/パッシブ・モード
アクティブ/パッシブ・モードでは、コンピューター A 上でアプリケーションが実行され、コンピューター
B はバックアップ専用で、MSCS が障害を検出した場合のみに使用されます。
このモードは、1 つの共有ディスクでのみ使用できますが、いずれかのアプリケーションがフェイルオーバ
ーを引き起こした場合、すべてのアプリケーションをグループとして転送する必要があります (共有ディス
クにアクセスできるのは一度に 1 つのコンピューターのみであるためです)。
MSCS を構成する際に、A を優先 コンピューターとすることができます。 これを行うと、コンピューター
A が修理されるかまたは取り替えられて、再び正常に機能すると、MSCS がこれを検出してアプリケーショ
ンを自動的にコンピューター A に切り替えます。
複数のキュー・マネージャーを実行する場合、キュー・マネージャーごとに個別の共有ディスクを持つこ
とを考慮してください。 さらに、各キュー・マネージャーを MSCS 内の別々のグループに設置してくださ
い。 これで、あるキュー・マネージャーが他のキュー・マネージャーに影響を与えずに、別のコンピュー
ターにフェイルオーバーすることができます。

アクティブ/アクティブ・モード
アクティブ/アクティブ・モードでは、コンピューター A とコンピューター B の両方でアプリケーションが
実行され、各コンピューター上のグループは一方のコンピューターをバックアップとして使用するように
設定されます。 コンピューター A 上で障害が検出された場合、MSCS は状態データをコンピューター B に
転送し、そこでアプリケーションを再開します。 コンピューター B は独自のアプリケーションと A のアプ
リケーションを実行します。
このセットアップでは、少なくとも 2 つの共用ディスクが必要です。 MSCS を構成する際に、A を A のア
プリケーションの優先コンピューター、B を B のアプリケーションの優先コンピューターとして設定でき
ます。 フェイルオーバーおよび修理後に、各アプリケーションは自動的に元のコンピューターに戻ります。
IBM MQ では、これは、例えば 2 つのキュー・マネージャー (コンピューター A 上とコンピューター B 上で
それぞれ 1 つずつ) が実行されており、それぞれのキュー・マネージャーが自分のコンピューターの完全な
能力を活用できることを意味します。 コンピューター Aで障害が発生すると、両方のキュー・マネージャ
ーがコンピューター Bで稼働します。 これは、一台のコンピューターの能力を共有することで、大量のデ
ータを高速で処理する能力を低下させます。 ただし、A の障害を見つけて修理する間も、重要なアプリケ
ーションは依然として使用可能になっています。
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MSCS で使用するようにキュー・マネージャーを作成する
この手順により、 Microsoft Cluster Service (MSCS) 制御下での準備と配置に適した方法で新しいキュー・
マネージャーが作成されるようになります。
注 : Windows Server 2016以降、 Microsoft Cluster Service (MSCS) の新しい名前は Windows Server
Failover Clustering (WSFC) になりました。
まず、キュー・マネージャーとそのすべてのリソースをローカル・ドライブ上に作成してから、ログ・フ
ァイルとデータ・ファイルを共有ディスクに移行します。 (この操作は逆にしても構いません。) キュー・マ
ネージャーとそのリソースを共有ドライブ上に作成しないでください。
MSCS で使用するようにキュー・マネージャーを作成するには、コマンド・プロンプトから作成するか、ま
たは IBM MQ Explorerで作成するかの 2 つの方法があります。 コマンド・プロンプトを使用する利点は、
キュー・マネージャーが停止状態 で作成され、手動による始動 に設定されて MSCS の準備が整う点です。
(IBM MQ Explorerの場合、自動的に新しいキュー・マネージャーが始動し、作成後は自動的に始動するよ
うに設定します。 これを変更する必要があります。)

コマンド・プロンプトからキュー・マネージャーを作成する
MSCS で使用するように、コマンド・プロンプトからキュー・マネージャーを作成するには、以下のステッ
プに従います。
1.環境変数 MQSPREFIX がローカル・ドライブ (例えば、 C:\IBM MQ) を参照するように設定されている
ことを確認します。 これを変更した場合、システム・アカウントが変更を適用するよう、マシンをリブ
ートしてください。 変数を設定しない場合、キュー・マネージャーは、キュー・マネージャーの IBM
MQ デフォルト・ディレクトリーで作成されます。

2. crtmqm コマンドを使用してキュー・マネージャーを作成します。 例えば、デフォルト・ディレクトリ
ーに mscs_test というキュー・マネージャーを作成するには、次のように入力します。

crtmqm mscs_test

3. 506 ページの『キュー・マネージャーを MSCS ストレージに移動する』に進みます。

IBM MQ Explorerを使用してキュー・マネージャーを作成する
MSCS で使用するように、IBM MQ Explorerを使用してキュー・マネージャーを作成するには、以下のステ
ップに従います。
1.「スタート」メニューから IBM MQ Explorerを始動します。
2.ナビゲーター・ビューで、ツリー・ノードを展開して、「Queue Managers (キュー・マネージャー)」
ツリー・ノードを探します。

3.「キュー・マネージャー」ツリー・ノードを右クリックし、「新規」 > 「キュー・マネージャー」を選択
します。 「Create Queue Manager (キュー・マネージャーの作成)」パネルが表示されます。

4.ダイアログを完成 (ステップ 1) してから、「次へ>」をクリックします。
5.ダイアログを完成 (ステップ 2) してから、「次へ>」をクリックします。
6.ダイアログを完成 (ステップ 3) してから、「キュー・マネージャーの開始」および「サーバー接続チャネ
ルの作成」が選択されていないことを確認し、「次へ>」をクリックします。

7.ダイアログを完成 (ステップ 4) してから、「Finish (完了)」をクリックします。
8. 506 ページの『キュー・マネージャーを MSCS ストレージに移動する』に進みます。

キュー・マネージャーを MSCS ストレージに移動する
この手順では、 Microsoft Cluster Service (MSCS) 制御下に置くのに適したものになるように、既存のキュ
ー・マネージャーを構成します。
この操作を行うには、ログ・ファイルとデータ・ファイルを共有ディスクに移動して、障害が起きた場合
に他のコンピューターで使用できるようにしておく必要があります。 例えば、既存のキュー・マネージャ
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ーには、C:\WebSphere MQ\log\QMnameや C:\WebSphere MQ\qmgrs\QMnameなどのパスが存在す
る場合があります。

重要 : ファイルは手動で移動せずに、このトピックで説明されているように、IBM MQ MSCS サポー
トの一部として提供されるユーティリティー・プログラムを使用してください。

移動するキュー・マネージャーが TLS 接続を使用し、その TLS のキー・リポジトリーがローカル・マシン
上のキュー・マネージャーのデータ・ディレクトリー内にある場合は、そのキー・リポジトリーは、他の
キュー・マネージャーによって共用ディスクに移動されます。 デフォルトでは、TLS 鍵リポジトリーの場
所を指定するキュー・マネージャー属性 SSLKEYR は、キュー・マネージャー・データ・ディレクトリーの
下にある MQ_INSTALLATION_PATH\qmgrs\QMGRNAME\ssl\keyに設定されます。
MQ_INSTALLATION_PATH は、IBM MQ がインストールされている上位ディレクトリーを表します。
hamvmqm コマンドは、このキュー・マネージャー属性を変更しません。 この状態では、IBM MQ Explorer
または MQSC コマンド ALTER QMGR を使用して、キュー・マネージャー属性 SSLKEYR が新しい TLS キー・
リポジトリー・ファイルを指すように変更する必要があります。
注 : Windows Server 2016以降、 Microsoft Cluster Service (MSCS) の新しい名前は Windows Server
Failover Clustering (WSFC) になりました。
手順は次のとおりです。

1.キュー・マネージャーをシャットダウンし、エラーがないことを確認します。
2.キュー・マネージャーのログ・ファイルまたはキュー・ファイルがすでに共有ディスクに保管されて
いる場合は、この手順の以下の部分を省略し、508 ページの『MSCS 制御下にキュー・マネージャー
を置く』へ直接進みます。

3.キュー・ファイルおよびログ・ファイルの完全メディア・バックアップを作成し、バックアップを安
全な位置に保管します (この重要性については 517 ページの『キュー・マネージャーのログ・ファイ
ル』を参照)。

4.適切な共用ディスク・リソースを既に持っている場合は、ステップ 6に進みます。 そうでない場合は、
MSCSクラスター・アドミニストレーターを使用して、キュー・マネージャーのログ・ファイルおよび
データ(キュー)ファイルを保管するための十分な容量を持つタイプ共有ディスクのリソースを作成し
ます。

5.共有ディスクをテストするため、MSCS クラスター・アドミニストレーターを使用して共有ディスクを
クラスター・ノードから別のノードへ移動し、また元に戻します。

6.共用ディスクが、キュー・マネージャーのログ・ファイルとデータ・ファイルをローカルで保管して
いる クラスター・ノード上でオンラインになっていることを確認します。

7.ユーティリティー・プログラムを実行して、次のようにキュー・マネージャーを移動します。
hamvmqm /m qmname /dd " e: \ 
IBM MQ " /ld " e: \ 
IBM MQ \log"

qmname は該当するキュー・マネージャー名に、e は共有ディスク・ドライブ文字に、 IBM MQ は選択
したディレクトリーに、それぞれ置き換えて入力します。 ディレクトリーは、なければ作成されます。

8. IBM MQ Explorerを使用し、キュー・マネージャーをテストして、機能することを確認します。 以下
に例を示します。

a.キュー・マネージャーのツリー・ノードを右マウス・ボタン・クリックして、「Start (開始)」を選
択します。 キュー・マネージャーが開始します。

b.「キュー」 ツリー・ノードを右クリックし、 「新規」 > 「ローカル・キュー ...」を選択します。
キューに名前を付けます。

c.「完了 (Finish)」 をクリックします。
d.キューを右マウス・ボタン・クリックして、「Put Test Message... (テスト・メッセージの書き込
み...)」を選択します。 「Put Test Message (テスト・メッセージの書き込み)」パネルが表示され
ます。

e.メッセージ・テキストを入力してから、「Put Test Message (テスト・メッセージの書き込み)」を
クリックし、パネルをクローズします。
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f.キューを右クリックして、「メッセージの参照...」を選択します。 「メッセージ・ブラウザー」パ
ネルが表示されます。

g.メッセージがキュー上にあることを確認して、「Close (クローズ)」をクリックします。 「メッセ
ージ・ブラウザー」パネルが閉じます。

h.キューを右クリックして、「Clear Messages... (メッセージの消去...)」を選択します。 キューにあ
るメッセージがクリアされます。

i.キューを右クリックして、「削除...」を選択します。 確認パネルが表示されるため、 「OK (了解)」
をクリックします。 キューが削除されます。

j.キュー・マネージャーのツリー・ノードを右マウス・ボタン・クリックして、「Stop... (停止...)」
を選択します。 「キュー・マネージャーの終了」パネルが表示されます。

k.「OK」をクリックします。 キュー・マネージャーが停止します。
9. IBM MQ のように、キュー・マネージャーの始動属性が手動に設定されていることを確認します。 IBM

MQ Explorerのキュー・マネージャー・プロパティー・パネルで、「Startup (始動)」フィールドを
manual に設定します。

10. 508 ページの『MSCS 制御下にキュー・マネージャーを置く』に進みます。
MSCS 制御下にキュー・マネージャーを置く

キュー・マネージャーを Microsoft Cluster Service (MSCS) 制御下に置く方法 (前提条件タスクを含む)。
注 : Windows Server 2016以降、 Microsoft Cluster Service (MSCS) の新しい名前は Windows Server
Failover Clustering (WSFC) になりました。

キュー・マネージャーを MSCS/WSFC 制御下に置く前
キュー・マネージャーを MSCS/WSFC 制御下に置く前に、以下のステップを実行します。
1. 503 ページの『MSCS クラスター化用の IBM MQ のセットアップ』で説明されているように、 IBM MQ
とその MSCS/WSFC サポートがクラスター内の両方のマシンにインストールされていること、および各
コンピューター上のソフトウェアが同一であることを確認してください。

2. haregtyp ユーティリティー・プログラムを使用し、IBM MQ を MSCS リソース・タイプとして、すべて
のクラスター・ノードに登録してください。 519 ページの『MSCS ユーティリティー・プログラムの
サポート』を参照してください。

3.まだ作成していない場合は、 MSCS/WSFC で使用するキュー・マネージャーを作成します。
4.キュー・マネージャーをすでに作成してある場合、またはキュー・マネージャーがすでに存在している
場合は、506 ページの『キュー・マネージャーを MSCS ストレージに移動する』にある手順を実行した
かどうかを確認してください。

5.キュー・マネージャーが実行中の場合は、コマンド・プロンプトまたは IBM MQ エクスプローラーを使
用して停止します。

6.このトピックの以下の Windows 手順のいずれかに進む前に、共用ドライブの MSCS/WSFC 操作をテス
トしてください。

Windows Server 2012、2016、2019、または 2022
Windows Server 2012 以降でキュー・マネージャーを MSCS/WSFC 制御下に置くには、以下の手順を使用
します。
1.キュー・マネージャーのホストであるクラスター・ノード・コンピューターにログインします。また
は、クラスター管理権限を持つユーザーとしてリモート・ワークステーションにログインし、キュー・
マネージャーのホストであるクラスター・ノードに接続します。

2.フェイルオーバー・クラスター管理ツールを開始します。
3.「フェイルオーバー・クラスター管理」>「クラスターの接続 ...」 を右クリックします。 クラスターへ
の接続を開きます。

4. Windows の以前のバージョン上の MSCS Cluster Administrator で使用されたグループ方式とは異なり、
フェイルオーバー・クラスター管理ツールはサービスおよびアプリケーションの概念を使用します。 構
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成されたサービスまたはアプリケーションには、1 つのアプリケーションをクラスター化するために必
要なすべてのリソースが含まれています。 以下のようにして、WSFC の下にキュー・マネージャーを構
成することができます。
a.クラスターを右クリックし、「役割の構成」を選択して構成ウィザードを開始します。
b.「サービスまたはアプリケーションの選択」パネルで「その他のサーバー」を選択します。
c.クライアント・アクセス・ポイントとして、適切な IP アドレスを選択します。
このアドレスは未使用の IP アドレスである必要があり、仮想 キュー・マネージャーへ接続するため
にクライアントと他のキュー・マネージャーによって使用されます。 この IP アドレスはどちらかの
ノードの通常の (静的な) アドレスではなく、両方の間を浮動する 追加のアドレスです。 WSFC はこ
のアドレスのルーティングを処理しますが、アドレスに到達できるかどうかは検査 しません 。

d.キュー・マネージャー専用のストレージ・デバイスを割り当てます。 このデバイスは、リソース・
インスタンスとして作成してからでなければ割り当てることができません。
1 つのドライブにログとキュー・ファイルの両方を保管することもできますし、複数のドライブに分
割することもできます。 いずれの場合も、各キュー・マネージャーが独自の共用ディスクを持って
いる場合は、キュー・マネージャーが使用するすべてのドライブが、キュー・マネージャー(つまり、
ドライブに依存していないもの)に対して、排他的なものであることを確認してください。 また、キ
ュー・マネージャーによって使用されるすべての ドライブ用のリソース・インスタンスを作成する
必要があります。
ドライブのリソース・タイプは、使用する SCSI サポートに応じて異なります。SCSI アダプターの
説明を参照してください。 各共有ドライブにすでにグループとリソースが存在する可能性もありま
す。 その場合は、各ドライブのリソース・インスタンスを作成する必要はありません。 そのインス
タンスを現在のグループからキュー・マネージャー用に作成したグループへ移動します。
各ドライブ・リソースごとに、両方のノードの所有者を設定します。 従属リソースを「none (なし)」
に設定します。

e.「リソース・タイプの選択」パネルで、「MQSeries MSCS」リソースを選択します。
f.ウィザードでの残りのステップを完了します。

5.リソースをオンラインにする前に、MQSeries® MSCS リソースは以下の追加の構成を必要とします。
a.「新しい MQSeries MSCS」という名前のリソースが含まれた、新しく定義されたサービスを選択しま
す。

b. IBM MQ リソースで 「プロパティー」 を右クリックします。
c.以下のように、リソースを構成します。

• Name 対象のキュー・マネージャーを識別しやすくする名前を選択します。
• Run in a separate Resource Monitor より良い隔離のため
• Possible owners 両方のノードの設定
• Dependencies このキュー・マネージャーのドライブと IP アドレスを追加します。
警告 : これらの依存関係を追加できないことは、IBM MQ がフェイルオーバー時にキュー・マネー
ジャーの状況を誤ったクラスターのディスクに書き込もうとしていることを意味しています。 多
くのプロセスが同時にこのディスクに書き込もうとしているため、IBM MQ プロセスの実行がブロ
ックされる場合があります。

• Parameters 以下のとおりです。
– QueueManagerName (必須)。このリソースを制御するキュー・マネージャーの名前です。 この
キュー・マネージャーはローカル・コンピューター上になければなりません。

– PostOnlineCommand (オプショナル)。キュー・マネージャー・リソースの状態が オフライン
からオンラインに変わった時に必ず実行されるプログラムを指定できます。 詳細については、
518 ページの『MSCS の PostOnlineCommand と PreOfflineCommand』を参照してください。

– PreOfflineCommand (オプショナル)。キュー・マネージャー・リソースの状態が オンライン
からオフラインに変わった時に必ず実行されるプログラムを指定できます。 詳細については、
518 ページの『MSCS の PostOnlineCommand と PreOfflineCommand』を参照してください。
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注 : looksAlive ポーリング間隔は、デフォルト値の 5000 ミリ秒に設定されます。 isAlive ポーリ
ング間隔は、デフォルト値の 60000 ミリ秒に設定されます。 これらのデフォルトは、リソース
定義が完了した後にのみ変更できます。 詳細については、514 ページの『MSCS での looksAlive
と isAlive のポーリング』を参照してください。

d.任意で、優先ノードを設定します (ただし、518 ページの『MSCS の優先ノードの使用』の内容に注
意してください)。

e.フェイルオーバー・ポリシー は、デフォルトで適切な値に設定されますが、リソース・フェイルオ
ーバー とグループ・フェイルオーバー を制御するしきい値および期間を調整して、その値をキュー・
マネージャーにかかる負荷に合わせることもできます。

6. MSCS クラスター・アドミニストレーターでキュー・マネージャーをオンラインにし、テスト・ワーク
ロードをかけることによってキュー・マネージャーをテストします。 テスト用のキュー・マネージャー
で実験する場合は、IBM MQ エクスプローラーを使用します。 以下に例を示します。
a.「キュー」 ツリー・ノードを右クリックし、 「新規」 > 「ローカル・キュー ...」を選択します。 キ
ューに名前を付けます。

b.「完了 (Finish)」 をクリックします。 キューが作成され、コンテンツ・ビューに表示されます。
c.キューを右マウス・ボタン・クリックして、「Put Test Message... (テスト・メッセージの書き込
み...)」を選択します。 「Put Test Message (テスト・メッセージの書き込み)」パネルが表示されま
す。

d.メッセージ・テキストを入力してから、「Put Test Message (テスト・メッセージの書き込み)」をク
リックし、パネルをクローズします。

e.キューを右クリックして、「メッセージの参照...」を選択します。 「メッセージ・ブラウザー」パネ
ルが表示されます。

f.メッセージがキュー上にあることを確認して、「Close (クローズ)」をクリックします。 「メッセー
ジ・ブラウザー」パネルが閉じます。

g.キューを右クリックして、「Clear Messages... (メッセージの消去...)」を選択します。 キューにある
メッセージがクリアされます。

h.キューを右クリックして、「削除...」を選択します。 確認パネルが表示されるため、 「OK (了解)」
をクリックします。 キューが削除されます。

7. MSCS クラスター・アドミニストレーターを使用して、キュー・マネージャーをオフラインにできるか
テストし、さらにオンラインに戻せるかテストします。

8.フェイルオーバーをシミュレートします。
MSCS クラスター・アドミニストレーターで、キュー・マネージャーを含むグループを右クリックして、
Move Groupを選択します。 これが完了するには数分かかることがあります。 (キュー・マネージャー
をもう一方のノードへ移動する操作を別の機会に行うことによって時間を節約する場合は、506 ページ
の『キュー・マネージャーを MSCS ストレージに移動する』の手順に従ってください。) 右クリックして
Initiate Failure を選択することもできます。 アクション (ローカル再始動またはフェイルオーバ
ー) は、現在の状態と構成設定によって異なります。

Windows サーバー 2008
Windows Server 2008 でキュー・マネージャーを MSCS 制御下に置くには、以下の手順に従います。
1.キュー・マネージャーのホストであるクラスター・ノード・コンピューターにログインします。また
は、クラスター管理権限を持つユーザーとしてリモート・ワークステーションにログインし、キュー・
マネージャーのホストであるクラスター・ノードに接続します。

2.フェイルオーバー・クラスター管理ツールを開始します。
3.「フェイルオーバー・クラスター管理」>「クラスターの管理 ...」 を右クリックします。 クラスターへ
の接続を開きます。

4. Windows の以前のバージョン上の MSCS Cluster Administrator で使用されたグループ方式とは異なり、
フェイルオーバー・クラスター管理ツールはサービスおよびアプリケーションの概念を使用します。 構
成されたサービスまたはアプリケーションには、1 つのアプリケーションをクラスター化するために必
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要なすべてのリソースが含まれています。 以下のようにして、MSCS の下でキュー・マネージャーを構
成できます。
a.「サービスとアプリケーション」>「サービスまたはアプリケーションの構成 ...」 を右クリックしま
す。 構成ウィザードを開始します。

b.「サービスまたはアプリケーションの選択」パネルで「その他のサーバー」を選択します。
c.クライアント・アクセス・ポイントとして、適切な IP アドレスを選択します。
このアドレスは未使用の IP アドレスである必要があり、仮想 キュー・マネージャーへ接続するため
にクライアントと他のキュー・マネージャーによって使用されます。 この IP アドレスはどちらかの
ノードの通常の (静的な) アドレスではなく、両方の間を浮動する 追加のアドレスです。 MSCS では
このアドレスのルーティングは処理されますが、アドレスが到達可能であることは確認されません。

d.キュー・マネージャー専用のストレージ・デバイスを割り当てます。 このデバイスは、リソース・
インスタンスとして作成してからでなければ割り当てることができません。
1 つのドライブにログとキュー・ファイルの両方を保管することもできますし、複数のドライブに分
割することもできます。 いずれの場合も、各キュー・マネージャーが独自の共用ディスクを持って
いる場合は、キュー・マネージャーが使用するすべてのドライブが、キュー・マネージャー(つまり、
ドライブに依存していないもの)に対して、排他的なものであることを確認してください。 また、キ
ュー・マネージャーによって使用されるすべての ドライブ用のリソース・インスタンスを作成する
必要があります。
ドライブのリソース・タイプは、使用する SCSI サポートに応じて異なります。SCSI アダプターの
説明を参照してください。 各共有ドライブにすでにグループとリソースが存在する可能性もありま
す。 その場合は、各ドライブのリソース・インスタンスを作成する必要はありません。 そのインス
タンスを現在のグループからキュー・マネージャー用に作成したグループへ移動します。
各ドライブ・リソースごとに、両方のノードの所有者を設定します。 従属リソースを「none (なし)」
に設定します。

e.「リソース・タイプの選択」パネルで、「MQSeries MSCS」リソースを選択します。
f.ウィザードでの残りのステップを完了します。

5.リソースをオンラインにする前に、MQSeries MSCS リソースは以下の追加の構成を必要とします。
a.「新しい MQSeries MSCS」という名前のリソースを含む、新しく定義されたサービスを選択します。
b. MQ リソースで、「プロパティー」を右クリックします。
c.以下のように、リソースを構成します。

• Name 対象のキュー・マネージャーを識別しやすくする名前を選択します。
• Run in a separate Resource Monitor より良い隔離のため
• Possible owners 両方のノードの設定
• Dependencies このキュー・マネージャーのドライブと IP アドレスを追加します。
警告 : これらの依存関係を追加できないことは、IBM MQ がフェイルオーバー時にキュー・マネー
ジャーの状況を誤ったクラスターのディスクに書き込もうとしていることを意味しています。 多
くのプロセスが同時にこのディスクに書き込もうとしているため、IBM MQ プロセスの実行がブロ
ックされる場合があります。

• Parameters 以下のとおりです。
– QueueManagerName (必須)。このリソースを制御するキュー・マネージャーの名前です。 この
キュー・マネージャーはローカル・コンピューター上になければなりません。

– PostOnlineCommand (オプショナル)。キュー・マネージャー・リソースの状態が オフライン
からオンラインに変わった時に必ず実行されるプログラムを指定できます。 詳細については、
518 ページの『MSCS の PostOnlineCommand と PreOfflineCommand』を参照してください。

– PreOfflineCommand (オプショナル)。キュー・マネージャー・リソースの状態が オンライン
からオフラインに変わった時に必ず実行されるプログラムを指定できます。 詳細については、
518 ページの『MSCS の PostOnlineCommand と PreOfflineCommand』を参照してください。

IBM MQの構成  511



注 : looksAlive ポーリング間隔は、デフォルト値の 5000 ミリ秒に設定されます。 isAlive ポーリ
ング間隔は、デフォルト値の 60000 ミリ秒に設定されます。 これらのデフォルトは、リソース
定義が完了した後にのみ変更できます。 詳細については、514 ページの『MSCS での looksAlive
と isAlive のポーリング』を参照してください。

d.任意で、優先ノードを設定します (ただし、518 ページの『MSCS の優先ノードの使用』の内容に注
意してください)。

e.フェイルオーバー・ポリシー は、デフォルトで適切な値に設定されますが、リソース・フェイルオ
ーバー とグループ・フェイルオーバー を制御するしきい値および期間を調整して、その値をキュー・
マネージャーにかかる負荷に合わせることもできます。

6. MSCS クラスター・アドミニストレーターでキュー・マネージャーをオンラインにし、テスト・ワーク
ロードをかけることによってキュー・マネージャーをテストします。 テスト用のキュー・マネージャー
で実験する場合は、IBM MQ エクスプローラーを使用します。 以下に例を示します。
a.「キュー」 ツリー・ノードを右クリックし、 「新規」 > 「ローカル・キュー ...」を選択します。 キ
ューに名前を付けます。

b.「完了 (Finish)」 をクリックします。 キューが作成され、コンテンツ・ビューに表示されます。
c.キューを右マウス・ボタン・クリックして、「Put Test Message... (テスト・メッセージの書き込
み...)」を選択します。 「Put Test Message (テスト・メッセージの書き込み)」パネルが表示されま
す。

d.メッセージ・テキストを入力してから、「Put Test Message (テスト・メッセージの書き込み)」をク
リックし、パネルをクローズします。

e.キューを右クリックして、「メッセージの参照...」を選択します。 「メッセージ・ブラウザー」パネ
ルが表示されます。

f.メッセージがキュー上にあることを確認して、「Close (クローズ)」をクリックします。 「メッセー
ジ・ブラウザー」パネルが閉じます。

g.キューを右クリックして、「Clear Messages... (メッセージの消去...)」を選択します。 キューにある
メッセージがクリアされます。

h.キューを右クリックして、「削除...」を選択します。 確認パネルが表示されるため、 「OK (了解)」
をクリックします。 キューが削除されます。

7. MSCS クラスター・アドミニストレーターを使用して、キュー・マネージャーをオフラインにできるか
テストし、さらにオンラインに戻せるかテストします。

8.フェイルオーバーをシミュレートします。
MSCS クラスター・アドミニストレーターで、キュー・マネージャーを含むグループを右クリックして、
Move Groupを選択します。 これが完了するには数分かかることがあります。 (キュー・マネージャー
をもう一方のノードへ移動する操作を別の機会に行うことによって時間を節約する場合は、506 ページ
の『キュー・マネージャーを MSCS ストレージに移動する』の手順に従ってください。) 右クリックして
Initiate Failure を選択することもできます。 アクション (ローカル再始動またはフェイルオーバ
ー) は、現在の状態と構成設定によって異なります。

Windows 2003
Windows 2003 でキュー・マネージャーを MSCS 制御下に置くには、以下の手順に従います。

1.キュー・マネージャーのホストであるクラスター・ノード・コンピューターにログインします。また
は、クラスター管理権限を持つユーザーとしてリモート・ワークステーションにログインし、キュー・
マネージャーのホストであるクラスター・ノードに接続します。

2. MSCS クラスター・アドミニストレーターを始動します。
3.クラスターへの接続をオープンします。
4.キュー・マネージャーのリソースをまとめるための MSCS グループを作成します。 このグループには、
どのキュー・マネージャーが関係しているのか簡単にわかるような名前を付けます。 各グループには
複数のキュー・マネージャーを含めることができます (505 ページの『複数のキュー・マネージャーを
MSCS と共に使用する』 を参照)。
以下の作業はすべてこのグループを使用して行います。
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5.キュー・マネージャーが使用する各 SCSI 論理ドライブのリソース・インスタンスを作成します。
1 つのドライブにログとキュー・ファイルの両方を保管することもできますし、複数のドライブに分割
することもできます。 いずれの場合も、各キュー・マネージャーが独自の共用ディスクを持っている
場合は、キュー・マネージャーが使用するすべてのドライブが、キュー・マネージャー(つまり、ドラ
イブに依存していないもの)に対して、排他的なものであることを確認してください。 また、キュー・
マネージャーによって使用されるすべての ドライブ用のリソース・インスタンスを作成する必要があ
ります。
ドライブのリソース・タイプは、使用する SCSI サポートに応じて異なります。SCSI アダプターの説
明を参照してください。 各共有ドライブにすでにグループとリソースが存在する可能性もあります。
その場合は、各ドライブのリソース・インスタンスを作成する必要はありません。 そのインスタンス
を現在のグループからキュー・マネージャー用に作成したグループへ移動します。
各ドライブ・リソースごとに、両方のノードの所有者を設定します。 従属リソースを「none (なし)」
に設定します。

6. IP アドレスのリソース・インスタンスを作成します。
IP アドレス・リソース (リソース・タイプ IP アドレス) を作成します。 このアドレスは未使用の IP ア
ドレスである必要があり、仮想 キュー・マネージャーへ接続するためにクライアントと他のキュー・
マネージャーによって使用されます。 この IP アドレスはどちらかのノードの通常の (静的な) アドレ
スではなく、両方の間を浮動する 追加のアドレスです。 MSCS ではこのアドレスのルーティングは処
理されますが、アドレスが到達可能であることは確認されません。

7.キュー・マネージャーにリソース・インスタンスを作成します。
タイプ IBM MQ MSCS のリソースを作成します。 ウィザードでは、以下の項目を含んで、さまざまな
項目の入力をします:

• Name 対象のキュー・マネージャーを識別しやすくする名前を選択します。
• Add to group 作成したグループを使用する
• Run in a separate Resource Monitor より良い隔離のため
• Possible owners 両方のノードの設定
• Dependencies このキュー・マネージャーのドライブと IP アドレスを追加します。
警告 : これらの依存関係を追加できないことは、IBM MQ がフェイルオーバー時にキュー・マネージ
ャーの状況を誤ったクラスターのディスクに書き込もうとしていることを意味しています。 多くの
プロセスが同時にこのディスクに書き込もうとしているため、IBM MQ プロセスの実行がブロックさ
れる場合があります。

• Parameters 以下のとおりです。
– QueueManagerName (必須)。このリソースを制御するキュー・マネージャーの名前です。 このキ
ュー・マネージャーはローカル・コンピューター上になければなりません。

– PostOnlineCommand (オプショナル)。キュー・マネージャー・リソースの状態が オフラインか
らオンラインに変わった時に必ず実行されるプログラムを指定できます。 詳細については、518
ページの『MSCS の PostOnlineCommand と PreOfflineCommand』を参照してください。

– PreOfflineCommand (オプショナル)。キュー・マネージャー・リソースの状態が オンラインか
らオフラインに変わった時に必ず実行されるプログラムを指定できます。 詳細については、518
ページの『MSCS の PostOnlineCommand と PreOfflineCommand』を参照してください。
注 : looksAlive ポーリング間隔は、デフォルト値の 5000 ミリ秒に設定されます。 isAlive ポーリン
グ間隔は、デフォルト値の 30000 ミリ秒に設定されます。 これらのデフォルトは、リソース定義
が完了した後にのみ変更できます。 詳細については、514 ページの『MSCS での looksAlive と
isAlive のポーリング』を参照してください。

8.任意で、優先ノードを設定します (ただし、518 ページの『MSCS の優先ノードの使用』の内容に注
意してください)。

9.フェイルオーバー・ポリシー (グループのプロパティーの定義を参照) は、デフォルトでは適切な値に
設定されますが、リソース・フェイルオーバー とグループ・フェイルオーバー を制御するしきい値と
期間を調整して、その値をキュー・マネージャーにかかる負荷に合わせることもできます。
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10. MSCS クラスター・アドミニストレーターでキュー・マネージャーをオンラインにし、テスト・ワーク
ロードをかけることによってキュー・マネージャーをテストします。 テスト用のキュー・マネージャ
ーで実験する場合は、IBM MQ エクスプローラーを使用します。 以下に例を示します。
a.「キュー」 ツリー・ノードを右クリックし、 「新規」 > 「ローカル・キュー ...」を選択します。 キ
ューに名前を付けます。

b.「完了 (Finish)」 をクリックします。 キューが作成され、コンテンツ・ビューに表示されます。
c.キューを右マウス・ボタン・クリックして、「Put Test Message... (テスト・メッセージの書き込
み...)」を選択します。 「Put Test Message (テスト・メッセージの書き込み)」パネルが表示され
ます。

d.メッセージ・テキストを入力してから、「Put Test Message (テスト・メッセージの書き込み)」を
クリックし、パネルをクローズします。

e.キューを右クリックして、「メッセージの参照...」を選択します。 「メッセージ・ブラウザー」パ
ネルが表示されます。

f.メッセージがキュー上にあることを確認して、「Close (クローズ)」をクリックします。 「メッセー
ジ・ブラウザー」パネルが閉じます。

g.キューを右クリックして、「Clear Messages... (メッセージの消去...)」を選択します。 キューにあ
るメッセージがクリアされます。

h.キューを右クリックして、「削除...」を選択します。 確認パネルが表示されるため、 「OK (了解)」
をクリックします。 キューが削除されます。

11. MSCS クラスター・アドミニストレーターを使用して、キュー・マネージャーをオフラインにできるか
テストし、さらにオンラインに戻せるかテストします。

12.フェイルオーバーをシミュレートします。
MSCS クラスター・アドミニストレーターで、キュー・マネージャーを含むグループを右クリックし
て、 Move Groupを選択します。 これが完了するには数分かかることがあります。 (キュー・マネー
ジャーをもう一方のノードへ移動する操作を別の機会に行うことによって時間を節約する場合は、506
ページの『キュー・マネージャーを MSCS ストレージに移動する』の手順に従ってください。) 右クリ
ックして Initiate Failure を選択することもできます。 アクション (ローカル再始動またはフェ
イルオーバー) は、現在の状態と構成設定によって異なります。

MSCS での looksAlive と isAlive のポーリング
looksAlive および isAlive は、 Microsoft Cluster Service (MSCS) がリソース・タイプ提供のライブラリー・
コードにコールバックし、リソースが自身の作業状況を判別するために検査を実行することを要求する間
隔です。 これは最終的には、MSCS がリソースのフェイルオーバーを行うかどうかを判別します。
注 : Windows Server 2016以降、 Microsoft Cluster Service (MSCS) の新しい名前は Windows Server
Failover Clustering (WSFC) になりました。
looksAlive 間隔が経過すると (デフォルトは 5000 ms)、キュー・マネージャー・リソースが呼び出され、そ
の状況が適切なものであるかどうかを判別する独自の検査を実行します。
isAlive 間隔が経過すると (デフォルトは 30000 ms)、キュー・マネージャー・リソースへの別の呼び出しが
行われ、リソースが正しく機能しているかどうかを判別する別の検査が実行されます。 これにより、2 つ
のレベルのリソース・タイプ検査を行うことができます。
1. looksAlive 状況検査では、リソースが機能しているかどうかが明らかにされます。
2. isAlive はより重要な検査であり、キュー・マネージャー・リソースがアクティブであるかどうかが判別
されます。

キュー・マネージャー・リソースがアクティブでないと判断されると、MSCS は、他の拡張 MSCS オプショ
ンに基づいて、クラスター内の別のノードへのリソースおよび関連する従属リソースのフェイルオーバー
をトリガーします。 詳細については、MSCS の資料を参照してください。

MSCS 制御からキュー・マネージャーを除去する
Microsoft Cluster Service (MSCS) 制御からキュー・マネージャーを除去して、手動管理に戻すことができ
ます。
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注 : Windows Server 2016以降、 Microsoft Cluster Service (MSCS) の新しい名前は Windows Server
Failover Clustering (WSFC) になりました。
保守操作のために、MSCS 制御からキュー・マネージャーを除去する必要はありません。 この除去は、MSCS
クラスター・アドミニストレーターを使用して、キュー・マネージャーを一時的にオフラインにすること
によって行えます。 MSCS 制御下からのキュー・マネージャーの除去は、より永続的な状態への変更であ
り、MSCS によるキュー・マネージャーの制御がこれ以上必要なくなったと判断できた時にだけ行います。
除去するキュー・マネージャーが TSL 接続を使用する場合は、IBM MQ エクスプローラーまたは MQSC コ
マンド ALTER QMGR を使用して、キュー・マネージャー属性 SSLKEYR がローカル・ディレクトリー上の
TLS キー・リポジトリー・ファイルを指すように変更する必要があります。
手順は次のとおりです。
1. 515 ページの『MSCS からキュー・マネージャーをオフラインにする』で説明されているように、MSCS
クラスター・アドミニストレーターを使用してキュー・マネージャー・リソースをオフラインにしま
す。

2.リソース・インスタンスを破棄します。 この操作では、キュー・マネージャーは破棄されません。
3.必要に応じて、共用ドライブからローカル・ドライブへキュー・マネージャー・ファイルを移行しま
す。 その方法については、515 ページの『キュー・マネージャーを MSCS ストレージから戻す』を参
照してください。

4.キュー・マネージャーをテストします。

MSCS からキュー・マネージャーをオフラインにする
MSCS からキュー・マネージャーをオフラインにするには、以下のステップを実行します。
1. MSCS クラスター・アドミニストレーターを始動します。
2.クラスターへの接続をオープンします。
3. Groupsまたは Role ( Windows 2012 を使用している場合) を選択し、移動するキュー・マネージャー
が含まれているグループを開きます。

4.キュー・マネージャーのリソースを選択します。
5.それを右クリックして、 Offlineを選択します。
6.アクションが完了するまで待ちます。

キュー・マネージャーを MSCS ストレージから戻す
この手順に従うと、キュー・マネージャーがコンピューターのローカル・ドライブに戻るように構成され
ます。つまり、通常の IBM MQ キュー・マネージャーになります。 この操作を行うには、ログ・ファイル
とデータ・ファイルを共有ディスクから移動します。 例えば、既存のキュー・マネージャーには、
E:\WebSphere MQ\log\QMnameや E:\WebSphere MQ\qmgrs\QMnameなどのパスが存在する場合が
あります。 ファイルを手動で移動しないでください。 IBM MQ MSCS サポートの一部として提供されてい
る hamvmqm ユーティリティー・プログラムを使用してください。
1.キュー・ファイルおよびログ・ファイルの完全メディア・バックアップを作成し、バックアップを安全
な位置に保管します (この重要性については 517 ページの『キュー・マネージャーのログ・ファイル』
を参照)。

2.使用するローカル・ドライブを決めて、キュー・マネージャーのログ・ファイルと データ (キュー) ファ
イルを保管するのに十分な容量があるか確認します。

3.ファイルが現在収められている共用ディスクが、キュー・マネージャーのログ・ファイルと データ・フ
ァイルを移動する先のクラスター・ノード上でオンラインになっていることを確認します。

4.ユーティリティー・プログラムを実行して、次のようにキュー・マネージャーを移動します。
hamvmqm /m qmname /dd " c:\ 
IBM MQ " /ld "c:\ 
IBM MQ \log"
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qmname は該当するキュー・マネージャー名に、c はローカル・ディスク・ドライブ文字に、 IBM MQ
は選択したディレクトリー (選択したディレクトリーが存在していない場合は作成される) に、それぞれ
置き換えて入力します。

5.キュー・マネージャーをテストして、機能することを確認します (506 ページの『キュー・マネージャ
ーを MSCS ストレージに移動する』を参照してください)。

MSCS の使用に関するヒント
このセクションには、 IBM MQ support for Microsoft Cluster Service (MSCS) を効果的に使用するために役
立つ一般情報が記載されています。
注 : Windows Server 2016以降、 Microsoft Cluster Service (MSCS) の新しい名前は Windows Server
Failover Clustering (WSFC) になりました。
あるマシンから別のマシンにキュー・マネージャーをフェイルオーバーするには、どれくらいの時間がか
かるでしょうか。 これは、キュー・マネージャーのワークロード量、およびトラフィックの構成 (例えば、
トラフィックがどれくらい持続的か、同期点内のトラフィック、障害の前にトラフィックがどれくらいコ
ミットされていたか) によってかなり異なります。 IBM の実験では、フェイルオーバーおよびフェイルバ
ック時間はおよそ 1 分でした。 この実験は、非常に負荷の少ないキュー・マネージャーで行われましたが、
実際の時間は負荷によってかなり違いがあります。

MSCS の動作確認
以下のステップに従って、稼働中の MSCS クラスターがあることを確認してください。
506 ページの『MSCS で使用するようにキュー・マネージャーを作成する』の手順で始まるタスクの説明で
は、リソースの作成、移動、および破棄が可能な MSCS クラスターが稼働中であることが前提になります。
そのようなクラスターがあることを確認する方法は次のとおりです。
1. MSCS クラスター・アドミニストレーターを使用して、グループを作成します。
2.そのグループ内に、システム・クロック (パス名 C:\winnt\system32\clock.exe および C:\の作業
ディレクトリー) を指定して、汎用アプリケーション・リソースのインスタンスを作成します。

3.リソースをオンラインにできること、そのリソースを含むグループを他のノードに移動できること、お
よびリソースをオフラインにできることを確認します。

手動始動と MSCS
MSCS が管理するキュー・マネージャーでは、必ず始動属性を手動に設定しなければなりません。 これに
よって、IBM MQ MSCS サポートは、即時にキュー・マネージャーを開始しなくても MQSeries サービスを
再開できます。
IBM MQ MSCS サポートは、モニターおよび制御を行えるように、サービスを再始動できなければなりませ
んが、どのキュー・マネージャーがどのマシンで実行されるかを自身で管理し続ける必要があります。 詳
しくは、506 ページの『キュー・マネージャーを MSCS ストレージに移動する』を参照してください。

MSCS およびキュー・マネージャー
MSCS を使用しているときのキュー・マネージャーに関する考慮事項。

他のノードに対応するキュー・マネージャーを作成する
クラスタリングが IBM MQで機能するためには、ノード A上のキュー・マネージャーとノード B上のキュ
ー・マネージャーを同一にする必要があります。 ただし、二番目のものを明示的に作成する必要はありま
せん。 1 つのノードでキュー・マネージャーを作成または準備し、それを 506 ページの『キュー・マネー
ジャーを MSCS ストレージに移動する』で説明されている方法で他のノードに移動すれば、そのキュー・
マネージャーは完全にそのノード上で複製されます。

デフォルト・キュー・マネージャー
MSCS 制御下では、デフォルト・キュー・マネージャーは使用しないでください。 キュー・マネージャー
には、そのキュー・マネージャーをデフォルトにするためのプロパティーがありません。 IBM MQ には独
自のレコードが個別に存在します。 デフォルトに設定された キュー・マネージャーをフェイルオーバー時
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に他のコンピューターへ移動しても、移動先では デフォルトになりません。 すべてのアプリケーションが
特定のキュー・マネージャーをその名前で 参照するように設定してください。

キュー・マネージャーの削除
キュー・マネージャーをノード間で移動すると、その詳細が両方のコンピューターのレジストリーに記録
されます。 これを削除する場合は、一方のコンピューターで削除し、519 ページの『MSCS ユーティリテ
ィー・プログラムのサポート』 で説明しているようにユーティリティーを実行し、もう一方のコンピュー
ターのレジストリーを クリーンアップします。

既存キュー・マネージャーのサポート
キュー・マネージャーのログ・ファイルとキュー・ファイルを、2 つのマシン間の共有 SCSI バス上の ディ
スクに書き込むことが可能な場合は、既存のキュー・マネージャーを MSCS 制御下に置くことが できます
(503 ページの図 71 を参照してください)。 MSCS リソースの作成中は、キュー・マネージャーを一時的に
オフラインにする必要があります。
キュー・マネージャーを新規作成する場合は、MSCS から独立して作成し、テストしてから、MSCS 制御下
に置きます。 以下を参照してください。
• 506 ページの『MSCS で使用するようにキュー・マネージャーを作成する』
• 506 ページの『キュー・マネージャーを MSCS ストレージに移動する』
• 508 ページの『MSCS 制御下にキュー・マネージャーを置く』

管理するキュー・マネージャーを MSCS に指示する
MSCS 制御の下にどのキュー・マネージャーを置くかは、MSCS クラスター・アドミニストレーターを使用
して、キュー・マネージャーごとにリソース・インスタンスを作成することによって選択できます。 この
プロセスで、そのインスタンスを管理するキュー・マネージャーを選択できる、リソースのリストが表示
されます。

キュー・マネージャーのログ・ファイル
キュー・マネージャーを MSCS ストレージへ移動すると、そのログ・ファイルとデータ・ファイルは共有
ディスクへ移動されます (この例については、506 ページの『キュー・マネージャーを MSCS ストレージに
移動する』を参照してください)。
移動する前に、キュー・マネージャーを完全にシャットダウンし、データ・ファイルとログ・ファイルの
全バックアップを取ることをお勧めします。

複数のキュー・マネージャー
IBM MQ MSCS サポートを使用すると、各マシンで複数のキュー・マネージャーを実行することができ、個
々のキュー・マネージャーを MSCS 制御下に置くことができます。

常に MSCS を使用してクラスターを管理する
制御コマンドか、または IBM MQ Explorerを使用して、MSCS の制御下にあるキュー・マネージャーに対
して直接始動および停止操作を実行しないでください。 その代わり、MSCS クラスター・アドミニストレ
ーターを使用して、キュー・マネージャーをオンラインまたはオフラインにします。
MSCS クラスター・アドミニストレーターの使用は一部には、実際にはキュー・マネージャーを MSCS の制
御外で始動したにもかかわらず、キュー・マネージャーがオフラインであることを MSCS が報告するため
に引き起こされる混乱を避けるためです。 さらに重要なことに、MSCS を使用せずにキュー・マネージャ
ーを停止すると、MSCS はこれを障害として検出し、他のノードへのフェイルオーバーが開始されます。

MSCS のアクティブ/アクティブ・モードでの作業
アクティブ/アクティブ・モードでは、MSCS クラスター内にある 2 つのコンピューターの両方がキュー・
マネージャーを実行していることがあります。 完全に使用されていないマシンを待機用として用意する必
要はありません (その必要があれば、これはアクティブ/パッシブ・モードで可能です)。
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両方のマシンでワークロードを実行する場合、十分なパフォーマンス・レベルでクラスター・ワークロー
ド全体を実行するには、それぞれのマシンに十分な容量 (プロセッサー、メモリー、2 次ストレージ) が必
要です。
注 : MSCS を Microsoft Transaction Server (COM+) で使用する場合、Active/Active モードは使用できませ
ん。 これは、IBM MQ を MSCS および COM+ と共に使用して、次のことを行うためです。
• IBM MQ の COM+ サポートを使用するアプリケーション・コンポーネントは、COM+ の一部である分散ト
ランザクション調整プログラム (Distributed Transaction Coordinator (DTC)) と同じコンピューター上で
実行する必要があります。

• キュー・マネージャーも、同じコンピューター上で実行する必要があります。
• DTC は MSCS リソースとして構成する必要があります。そのように構成しておくと、いつでもクラスタ
ー内のコンピューターの 1 つでのみ実行できます。

MSCS の PostOnlineCommand と PreOfflineCommand
これらのコマンドを使用して、IBM MQ MSCS サポートをその他のシステムと統合することができます。
これらを使用して IBM MQ コマンドを発行できますが、いくつかの制限があります。
これらのコマンドは、タイプ IBM MQ MSCS のリソースに対するパラメーターで指定します。 これらのコ
マンドを使用して、IBM MQ MSCS サポートをその他のシステムまたはプロシージャーと統合することがで
きます。 例えば、メール・メッセージの送信、ページャーのアクティブ化、または別のモニター・システ
ムによって キャプチャーされる別の形式のアラートの生成を行うプログラムの名前を指定することが可能
です。
PostOnlineCommand は、リソースがオフラインからオンラインに変更されると起動され、
PreOfflineCommand は、リソースがオンラインからオフラインに変更されると起動されます。 起動時、こ
れらのコマンドはデフォルトで Windows システム・ディレクトリーから実行されます。 IBM MQは 32ビ
ット・リソース・モニター・プロセスを使用するため、Windows64 ビット・システムでは、
\Windows\system32ディレクトリーではなく、\Windows\SysWOW64ディレクトリーになります。 詳
しくは、 Windows x64 環境でのファイル・リダイレクトに関する Microsoft 資料を参照してください。 ど
ちらのコマンドも、MSCS クラスター・サービスを実行するのに使用されるユーザー・アカウントの下で実
行され、また非同期で起動されます。 IBM MQ MSCS サポートは、それらのコマンドの完了を待たずに処
理を続行します。 このため、この後のクラスター操作を妨害したり、遅らせたりする危険はありません。
また、これらのコマンドを使用して IBM MQ コマンドを実行し、例えばリクエスター・チャネルを再始動
できます。 ただし、コマンドはキュー・マネージャーの状態変更の時点で実行されたため、長時間実行さ
れる機能を実行するようには意図されていません。また、キュー・マネージャーの現在の状態を憶測する
ことはできません。キュー・マネージャーがオンラインになった直後に、アドミニストレーターがオフラ
イン・コマンドを発行する可能性があります。
キュー・マネージャーの状態に依存するプログラムを実行する場合は、 MSCS Generic Application リ
ソース・タイプのインスタンスを作成し、それらをキュー・マネージャー・リソースと同じ MSCS グルー
プに配置し、それらをキュー・マネージャー・リソースに依存させることを検討してください。

MSCS の優先ノードの使用
MSCS でアクティブ/アクティブ・モードを使用する場合は、各キュー・マネージャーの優先ノード を構成
すると便利です。 しかし、一般的には優先ノードを設定しないで、手動フェイルバックのみを使用するこ
とをお勧めします。
その他の比較的ステートレスなリソースとは異なり、キュー・マネージャーでは、あるノードから別のノ
ードへのフェイルオーバー (またはフェイルバック) に時間がかかることがあります。 不必要な停止を避け
るため、キュー・マネージャーをリカバリー済みノードにフェイルバックする前にそのノードをテストし
てください。 これにより、 immediate フェイルバック設定が使用できなくなります。 1 日のうちのある
時間にフェイルバックが行われるように構成できます。
ノードが完全にリカバリーされたことを確認できたときに、 キュー・マネージャーを手動で必要なノード
に移動する方法が最も安全です。 これにより、 preferred node オプションを使用できなくなります。
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MSCS へのインストール時の COM+ エラー
新しくインストールされた MSCS クラスターに IBM MQ をインストールする場合、アプリケーション・イ
ベント・ログに、ソース COM+ のエラーおよびイベント ID 4691 が報告されることがあります。
これは、 Microsoft 分散トランザクション・コーディネーター (MSDTC) が Microsoft Cluster Server (MSCS)
環境で実行するように構成されていない場合に、MSCS 環境で IBM MQ を実行しようとしていることを意
味します。 クラスター環境で MSDTC を構成する方法については、Microsoft の資料を参照してください。

MSCS ユーティリティー・プログラムのサポート
コマンド・プロンプトで実行できる IBM MQ Support for Microsoft Cluster Service (MSCS) ユーティリティ
ー・プログラムのリストです。
注 : Windows Server 2016以降、 Microsoft Cluster Service (MSCS) の新しい名前は Windows Server
Failover Clustering (WSFC) になりました。
MSCS の IBM MQ サポートには、以下のユーティリティー・プログラムが含まれています。
リソース・タイプの登録/登録解除

haregtyp.exe

IBM MQ MSCS リソース・タイプを 登録抹消 すると、そのタイプのリソースを作成できなくなります。
MSCS では、クラスター内にまだ存在しているインスタンスのタイプとして指定されているリソース・
タイプを登録解除することはできません。
1. MSCS 制御下で実行されているキュー・マネージャーを停止するため、MSCS クラスター・アドミニ
ストレーターを使用して、515 ページの『MSCS からキュー・マネージャーをオフラインにする』
の手順に従ってキュー・マネージャーをオフラインにします。

2. MSCS クラスター・アドミニストレーターを使用して、リソース・インスタンスを削除します。
3.リソース・タイプを登録解除するため、コマンド・プロンプトで次のコマンドを入力します。

haregtyp /u

タイプを後から登録 (または後から再登録) する場合は、コマンド・プロンプトで次のコマンドを入力し
ます。
haregtyp /r

MSCS ライブラリーを正常に登録した後、IBM MQ のインストール後まだシステムをリブートしていな
い場合は、リブートする必要があります。

キュー・マネージャーを MSCS ストレージに移動する
hamvmqm.exe

506 ページの『キュー・マネージャーを MSCS ストレージに移動する』 を参照してください。
キュー・マネージャーをノードから削除する

hadltmqm.exe

クラスターにキュー・マネージャーがあり、そのキュー・マネージャーがあるノードから別のノードに
移動し、今はそれを破棄したいという場合を考えてください。 現在キュー・マネージャーが存在する
ノードで、そのキュー・マネージャーを削除するには、IBM MQ エクスプローラーを使用します。 削除
後も、キュー・マネージャーのレジストリー項目は別のコンピューター上に引き続き存在します。 こ
れらを削除するには、そのコンピューター上でプロンプトに次のコマンドを入力してください。
hadltmqm /m qmname

qmname は、除去されるキュー・マネージャーの名前です。
セットアップの詳細を確認および保管する

amqmsysn.exe
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このユーティリティーは、ご使用の IBM MQ MSCS サポートのセットアップについての詳細 (これは
IBM サポートに連絡する場合に必要になる可能性があります) が示されるダイアログを表示します。
詳細をファイルに保管するためのオプションがあります。

複数インスタンス・キュー・マネージャー
複数インスタンス・キュー・マネージャーは、異なる複数のサーバー上で構成されている同じキュー・マ
ネージャーのインスタンスです。 キュー・マネージャーの 1 つのインスタンスはアクティブ・インスタン
スとして定義され、もう 1 つのインスタンスはスタンバイ・インスタンスとして定義されます。 アクティ
ブ・インスタンスで障害が発生すると、複数インスタンス・キュー・マネージャーは、スタンバイ・サー
バーで自動的に再始動します。

複数インスタンス・キュー・マネージャーの構成の例
520 ページの図 72 は、キュー・マネージャー QM1 の複数インスタンスの構成の例を示しています。 2
つのサーバーに IBM MQ がインストールされ、そのうちの 1 つは予備です。 1 つのキュー・マネージャー
QM1 は作成済みです。 QM1 の 1 つのインスタンスはアクティブで、1 サーバー上で実行しています。
QM1 の他方のインスタンスは、他方のサーバー上でスタンバイとして実行しており、アクティブな処理は
実行していませんが、QM1 のアクティブ・インスタンスに障害が起きた場合には、そのアクティブ・イン
スタンスを引き継ぐ準備ができています。 (複数インスタンス構成では、キュー・マネージャーのアクティ
ブ・インスタンスとスタンバイ・インスタンスは 1 つしか存在できません。)

図 72. 複数インスタンス・キュー・マネージャー
キュー・マネージャーを複数インスタンス・キュー・マネージャーとして使用しようとしている場合は、
crtmqm コマンドを使用して一方のサーバー上で単一のキュー・マネージャーを作成し、そのキュー・マネ
ージャーのデータおよびログを共有ネットワーク・ストレージに配置します。 もう一方のサーバー上では、
キュー・マネージャーを再び作成するのではなく、addmqinf コマンドを使用して、ネットワーク・スト
レージ上のキュー・マネージャーのデータおよびログへの参照を作成します。
これで、キュー・マネージャーはどちらのサーバーからでも実行できるようになりました。 それぞれのサ
ーバーは、同じキュー・マネージャーのデータおよびログを参照します。キュー・マネージャーは、1 つし
かなく、一度に 1 サーバー上でのみアクティブになります。
キュー・マネージャーは、単一インスタンス・キュー・マネージャーまたは複数インスタンス・キュー・
マネージャーのいずれかとして実行できます。 どちらの場合も、1 インスタンスのキュー・マネージャー
だけが実行し、要求を処理します。 相違点となっているのは、複数インスタンス・キュー・マネージャー
として実行している場合には、キュー・マネージャーのアクティブ・インスタンスを実行していないサー
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バーはスタンバイ・インスタンスとして実行し、アクティブ・サーバーに障害が起きた場合に、アクティ
ブ・インスタンスから自動的に引き継ぐ準備ができているということです。
どちらのインスタンスが最初にアクティブになるかを制御するのは、2 つのサーバーでキュー・マネージャ
ーを開始する順序だけです。 キュー・マネージャーのデータに対する読み取り/書き込みロックを最初に獲
得したインスタンスが、アクティブ・インスタンスになります。
もう一方のサーバーが開始しているのであれば、切り替えオプションを使用してアクティブ・インスタン
スを停止し、制御をスタンバイに転送することで、アクティブ・インスタンスをそのもう一方のサーバー
と交換できます。
QM1 のアクティブ・インスタンスは、実行時に共有キュー・マネージャーのデータおよびログ・フォルダ
ーに対して排他的アクセスを行います。 アクティブ・インスタンスに障害が起こると、QM1 のスタンバ
イ・インスタンスがこれを検出し、アクティブ・インスタンスになります。 アクティブ・インスタンスが
残したままの状態の QM1 のデータおよびログを引き継いで、クライアントおよびチャネルからの再接続を
受け入れます。
アクティブ・インスタンスでは、以下のさまざまな理由から障害が起こる可能性があり、その結果として
スタンバイが引き継ぐことになります。
• アクティブ・キュー・マネージャー・インスタンスをホストするサーバーの障害。
• アクティブ・キュー・マネージャー・インスタンスをホストするサーバーとファイル・システムの間の接
続障害。

• 無応答のキュー・マネージャー・プロセス。IBM MQ はこれを検出すると、キュー・マネージャーをシャ
ットダウンします。
キュー・マネージャーの構成情報を複数のサーバーに追加し、アクティブ/スタンバイのペアとして実行す
る任意の 2 つのサーバーを選択することができます。 インスタンスの数は合計 2 つまでという制限があり
ます。 2 つのスタンバイ・インスタンスと 1 つのアクティブ・インスタンスを設定することはできません。

高可用性ソリューションを構築するために必要な追加のコンポーネント
複数インスタンス・キュー・マネージャーは、高可用性ソリューションの一部です。 有用な高可用性ソリ
ューションを構築するには、いくつかの追加のコンポーネントが必要です。
• アクティブ・キュー・マネージャー・インスタンスの実行を引き継ぐコンピューターに IBM MQ 接続を
転送するための、クライアントおよびチャネルの再接続。

• ロックを正しく管理し、メディアおよびファイル・サーバーを障害から保護するハイパフォーマンス共有
ネットワーク・ファイル・システム (NFS)。
重要 : NFS ドライブの保守を実行するには、その前に環境内で実行されているすべての複数インスタン
ス・キュー・マネージャー・インスタンスを停止する必要があります。 NFS に障害が発生した場合に備
えて、リカバリー用のキュー・マネージャー構成のバックアップを取っておいてください。

• 基本インフラストラクチャー内の Single Point of Failure を排除する、弾力性のあるネットワークおよび
電源機構。

• フェイルオーバーを許容するアプリケーション。 特に、トランザクション・アプリケーションの動作、
および IBM MQ キューを参照するアプリケーションには十分注意する必要があります。

• アクティブ・インスタンスとスタンバイ・インスタンスの実行を確認し、障害が起きたアクティブ・イン
スタンスを再始動するための、それらのインスタンスのモニターおよび管理。 複数インスタンス・キュ
ー・マネージャーが自動的に再始動するとしても、スタンバイ・インスタンスが実行していて引き継ぎを
行える状態であることと、障害が起きたインスタンスが新しいスタンバイ・インスタンスとしてオンライ
ンに復帰できることを確認する必要があります。

IBM MQ MQI clients およびチャネルは、アクティブになったスタンバイ・キュー・マネージャーに自動的
に再接続します。 再接続および高可用性ソリューションにおけるその他のコンポーネントについての詳細
は、関連トピックにあります。 IBM MQ classes for Java は自動クライアント再接続をサポートしていませ
ん。
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サポートされているプラットフォーム
マルチインスタンス・キュー・マネージャーは、どの Multiplatforms システムでも作成できます。
MQI クライアントでは、自動クライアント再接続がサポートされています。
複数インスタンス・キュー・マネージャーの作成
1 つのサーバーでキュー・マネージャーを作成し、別のサーバーで IBM MQ を構成することで、複数イン
スタンス・キュー・マネージャーを作成します。 複数インスタンス・キュー・マネージャーは、キュー・
マネージャーのデータとログを共有します。
複数インスタンス・キュー・マネージャーを作成する作業の大半は、キュー・マネージャーの共有のデー
タ・ファイルとログ・ファイルをセットアップする作業です。 ネットワーク・ストレージに共有ディレク
トリーを作成し、ネットワーク共有の機能を使用してそれらのディレクトリーを他のサーバーからも利用
できるようにする必要があります。 これらのタスクは、 AIX and Linux システムの root など、管理権限を
持つユーザーが実行する必要があります。 手順は、次のとおりです。
1.データ・ファイルとログ・ファイルの共有フォルダーを作成します。
2. 1 つのサーバーでキュー・マネージャーを作成します。
3.最初のサーバーで dspmqinf コマンドを実行し、キュー・マネージャーの構成データを収集して、クリ
ップボードにコピーします。

4.コピーしたデータを対象にして addmqinf コマンドを実行し、第 2 のサーバーでキュー・マネージャー
の構成を作成します。

第 2 のサーバーで crtmqm を実行して、キュー・マネージャーを再び作成することはしません。

ファイル・アクセス制御
他のすべてのサーバー上にあるユーザーおよびグループ mqm が、シェアへのアクセス許可を持っているこ
とを確認する必要があります。
AIX and Linux では、すべてのシステム上で mqm の uid と gid を同じものにする必要があります。 このた
めに、各システムの /etc/passwd を編集し、mqm に共通の uid および gid を設定して、ご使用のシステ
ムをリブートすることが必要になる場合があります。
Microsoft Windows の場合、キュー・マネージャーのプロセスを実行するユーザー ID には、キュー・マネ
ージャーのデータ・ファイルとログ・ファイルが含まれているディレクトリーに対するフル・コントロー
ル権限が必要です。 この権限を構成するには、2 つの方法があります。
1.代替セキュリティー・プリンシパルとしてグローバル・グループを使用してキュー・マネージャーを作
成します。 そのグローバル・グループに、キュー・マネージャーのデータ・ファイルとログ・ファイル
が含まれているディレクトリーに対するフル・コントロール権限を与えます。 552 ページの『共有さ
れるキュー・マネージャーのデータおよびログのディレクトリーとファイルの保護 (Windows)』を参照
してください。 キュー・マネージャーを実行するユーザー ID をそのグローバル・グループのメンバー
にします。 ローカル・ユーザーをグローバル・グループのメンバーにすることはできないので、キュ
ー・マネージャーのプロセスは、ドメイン・ユーザー ID で実行しなければなりません。 ドメイン・ユ
ーザー IDは、ローカル・グループ mqmのメンバーでなければなりません。 このような方法で保護した
ファイルを使用する複数インスタンス・キュー・マネージャーをセットアップする方法については、
525 ページの『ドメイン・ワークステーションまたはドメイン・サーバーでの複数インスタンス・キ
ュー・マネージャーの作成 (Windows)』の作業を参照してください。

2.ドメイン・コントローラー上にキュー・マネージャーを作成して、ローカル mqmグループにドメイン・
スコープ "ドメイン・ローカル"を設定します。 ドメイン・ローカル mqmでファイル共有を保護し、キ
ュー・マネージャーのすべてのインスタンスで、同じドメイン・ローカル mqmグループの下にあるキュ
ー・マネージャー・プロセスを実行します。 このような方法で保護したファイルを使用する複数インス
タンス・キュー・マネージャーをセットアップする方法については、541 ページの『Windows ドメイ
ン・コントローラーでの複数インスタンス・キュー・マネージャーの作成』の作業を参照してくださ
い。
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構成情報
それぞれのキュー・マネージャー・インスタンスを実行する各サーバーに関する IBM MQ キュー・マネー
ジャー構成情報を変更することによって、必要な数だけキュー・マネージャー・インスタンスを構成でき
ます。 各サーバーでは、同じバージョンの互換性のあるフィックス・レベルの IBM MQ をインストールし
ておく必要があります。 追加のキュー・マネージャー・インスタンスを構成するときには、dspmqinf コ
マンドと addmqinf コマンドが役立ちます。 あるいは、mqs.iniファイルと qm.iniファイルを直接編
集することもできます。 565 ページの『Linux での複数インスタンス・キュー・マネージャーの作成』、
525 ページの『ドメイン・ワークステーションまたはドメイン・サーバーでの複数インスタンス・キュ
ー・マネージャーの作成 (Windows)』、および 541 ページの『Windows ドメイン・コントローラーでの複
数インスタンス・キュー・マネージャーの作成』のトピックは、複数インスタンス・キュー・マネージャ
ーの構成方法を示す例です。
AIX, Linux, and Windows システムでは、単一の mqs.ini ファイルをネットワーク・シェアに置き、
AMQ_MQS_INI_LOCATION 環境変数がそれを指すように設定することで、そのファイルを共有できます。

制約事項
1.同じキュー・マネージャーの複数インスタンスは、同じオペレーティング・システム、アーキテクチャ
ー、およびエンディアンを持つサーバー上でのみ構成してください。 例えば、両方のマシンを 32 ビッ
トか 64 ビットで統一する必要があります。

2.すべての IBM MQ インストールは、リリース・レベル 7.0.1 以上でなければなりません。
3.一般に、アクティブ・インストールとスタンバイ・インストールは、同じ保守レベルで保守されます。
すべてのインストールをまとめてアップグレードする必要があるかどうかを確認するために、それぞれ
のアップグレードの保守の手順を参照してください。
アクティブおよびパッシブのキュー・マネージャーの保守レベルは同一でなければならないことに注意
してください。

4.キュー・マネージャーのデータとログを共有するのは、同じ IBM MQ ユーザー、同じグループ、同じア
クセス制御メカニズムで構成したキュー・マネージャー同士の間に限定してください。 例
えば、Linux サーバー上にセットアップされたネットワーク・シェアには、AIX and Linux キュー・マネ
ージャーのそれぞれのデータおよびログを入れることができますが、IBM i が使用するキュー・マネー
ジャーのデータは入れることができません。

IBM i システム用と AIX and Linux システム用の複数の共有場所を同じネットワーク・スト
レージ上に作成できます。ただし、共有場所を別々にすることが必要です。 異なる所有者にそれぞれ異
なるシェアを付与することができます。 この制限は、 AIX and Linuxと IBM iの間で IBM MQ ユーザー
およびグループに使用される異なる名前の結果として生じます。 そのユーザーとグループの uid と
gid が同じ場合もあり得ますが、この制約事項に変わりはありません。

5. AIX and Linux システム上では、ネットワーク・ストレージ上のファイル共有システムを、ソフト・マウ
ントではなく、割り込み可能なハード・マウントで構成します。 割り込み可能なハード・マウントは、
システム呼び出しにより中断されるまで、強制的にキュー・マネージャーを停止させます。 ソフト・マ
ウントでは、サーバーの障害後のデータ整合性は保証されません。

6.この共有ログおよびデータ・ディレクトリーは、FAT または NFSv3 ファイル・システムには格納できま
せん。 Windows の複数インスタンスのキュー・マネージャーの場合、Windows ネットワークによって
使用される Common Internet File System (CIFS) プロトコルでネットワーク・ストレージにアクセスす
る必要があります。

7. z/OS は、複数インスタンス・キュー・マネージャーをサポートしません。 キュー共有グ
ループを使用してください。
再接続可能クライアントは、z/OS キュー・マネージャーと連携可能です。

Windows ドメインおよび複数インスタンス・キュー・マネージャー
Windows で複数インスタンス・キュー・マネージャーを実行する場合は、データとログを共有する必要が
あります。 その共有フォルダーは、それぞれのサーバーやワークステーションで稼働するキュー・マネー
ジャーのすべてのインスタンスからアクセスできる状態でなければなりません。 キュー・マネージャーと
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共有フォルダーを 1 つの Windows ドメインの中で構成してください。 キュー・マネージャーは、ドメイ
ン・ワークステーションでも、ドメイン・サーバーでも、ドメイン・コントローラーでも実行できます。
重要 : デフォルトでは、Windows10バージョン 1607および WindowsServer 2016で始まるコンピュータ
ーは、以前のバージョンのWindowsよりも制限が厳しくなっています。
この変更により、セキュリティー・アカウント・マネージャー(SAM)へのリモート呼び出しを許可するクラ
イアントが制限され、キュー・マネージャーによる IBM MQの開始が失敗する可能性があります。 SAMへ
のアクセスは、IBM MQがドメイン・アカウントとして構成されている場合に IBM MQを機能させるため
に重要です。
複数インスタンス・キュー・マネージャーを構成する前に、555 ページの『Windows でキュー・マネー
ジャーのデータとログの非共有ディレクトリーおよびファイルを保護する操作』と 552 ページの『共有さ
れるキュー・マネージャーのデータおよびログのディレクトリーとファイルの保護 (Windows)』を読んで、
キュー・マネージャーのデータ・ファイルとログ・ファイルへのアクセスを制御する方法を確認してくだ
さい。 これらのトピックは学習用です。 Windows ドメインで複数インスタンス・キュー・マネージャーの
共有ディレクトリーをセットアップする作業をすぐに始める場合は、525 ページの『ドメイン・ワークス
テーションまたはドメイン・サーバーでの複数インスタンス・キュー・マネージャーの作成 (Windows)』
を参照してください。

ドメイン・ワークステーションまたはドメイン・サーバーでの複数インスタンス・キュ
ー・マネージャーの実行
IBM WebSphere MQ 7.1 から、ドメインのメンバーであるワークステーションやサーバーで複数インスタ
ンス・キュー・マネージャーを実行できるようになりました。 Windows で複数インスタンス・キュー・マ
ネージャーを実行するには、ドメイン・コントローラーとファイル・サーバーのほかに、同じドメインに
接続する同じキュー・マネージャーを実行するワークステーションまたはサーバーが 2 つ必要です。
ドメインに含まれているサーバーまたはワークステーションで複数インスタンス・キュー・マネージャー
を実行できるように設計を変更したのは、追加のセキュリティー・グループを使用してキュー・マネージ
ャーを作成できるようにするためです。 追加のセキュリティー・グループは、crtmqm コマンドの -a パラ
メーターで渡します。 その場合は、キュー・マネージャーのデータとログが含まれているディレクトリー
をそのグループで保護します。 キュー・マネージャーのプロセスを実行するユーザー ID は、そのグループ
のメンバーでなければなりません。 キュー・マネージャーがそれらのディレクトリーにアクセスすると、
それらのディレクトリーにアクセスする権限がユーザー ID にあるかどうかを Windows が検査します。 そ
のグループとユーザー ID の両方にドメイン・スコープを与えれば、キュー・マネージャーのプロセスを実
行するユーザー ID は、そのグローバル・グループから資格情報を引き継ぐことになります。 キュー・マネ
ージャーを別のサーバーで実行する場合でも、キュー・マネージャーのプロセスを実行するユーザー ID
は、同じ資格情報を使用できます。 ユーザー ID 自体は、同じでなくてもかまいません。 いずれにしても、
代替セキュリティー・グループとローカル mqm グループの両方のメンバーになっていることが必要です。
複数インスタンス・キュー・マネージャーの作成について詳しくは、 525 ページの『ドメイン・ワークス
テーションまたはドメイン・サーバーでの複数インスタンス・キュー・マネージャーの作成 (Windows)』
を参照してください。
ドメイン、ドメイン・サーバー、ドメイン・ワークステーションの構成には、複数の手順が必要になりま
す。 Windows でデータ・ディレクトリーとログ・ディレクトリーにアクセスする権限をキュー・マネージ
ャーに与える方法も理解しておかなければなりません。 ログ・ファイルとデータ・ファイルにアクセスす
る権限をキュー・マネージャーのプロセスに与える方法が分からない場合は、555 ページの『Windows
でキュー・マネージャーのデータとログの非共有ディレクトリーおよびファイルを保護する操作』のトピ
ックを参照してください。 このトピックには、必要な手順を理解するために役立つ 2 つの作業が含まれて
います。 その作業とは、557 ページの『ローカル mqm グループによって許可されたデータ・ファイルお
よびログ・ファイルの読み取りおよび書き込み』と 561 ページの『代替ローカル・セキュリティー・グル
ープによって許可されたデータ・ファイルおよびログ・ファイルの読み取りと書き込み』です。 さらに、
552 ページの『共有されるキュー・マネージャーのデータおよびログのディレクトリーとファイルの保護
(Windows)』のトピックでは、キュー・マネージャーのデータ・ファイルとログ・ファイルが含まれている
共有ディレクトリーを代替セキュリティー・グループで保護する方法が取り上げられています。 このトピ
ックには、4 つの作業が含まれています。 つまり、Windows ドメインのセットアップ、ファイル共有の作
成、IBM MQ for Windows のインストール、キュー・マネージャーでファイル共有を使用するための構成で
す。 それらの作業を以下に示します。
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1. 528 ページの『Active Directory と DNS のドメインの作成 (Windows)』.
2. 532 ページの『Windows ドメイン内のサーバーまたはワークステーションへの IBM MQ のインストー
ル』.

3. 535 ページの『キュー・マネージャーのデータ・ファイルとログ・ファイルのための共有ディレクト
リーの作成 (Windows)』.

4. 538 ページの『代替グローバル・セキュリティー・グループによって許可された共有データ・ファイ
ルおよびログ・ファイルの読み取りと書き込み』.

次に、ドメインを使用して、525 ページの『ドメイン・ワークステーションまたはドメイン・サーバーで
の複数インスタンス・キュー・マネージャーの作成 (Windows)』の作業を実行します。 実動ドメインで知
識を活用する前に、これらの作業を実行して、複数インスタンス・キュー・マネージャーのセットアップ
について検討してください。

ドメイン・コントローラーでの複数インスタンス・キュー・マネージャーの実行
キュー・マネージャーのデータは、ドメイン mqm グループで保護できました。 552 ページの『共有され
るキュー・マネージャーのデータおよびログのディレクトリーとファイルの保護 (Windows)』のトピック
で説明されているように、ワークステーションやサーバーでは、ローカル mqm グループで保護されている
ディレクトリーを共有できません。 一方、ドメイン・コントローラーでは、すべてのグループとプリンシ
パルのスコープがドメイン・スコープになります。 ドメイン・コントローラーに IBM MQ for Windows を
インストールした場合は、キュー・マネージャーのデータ・ファイルとログ・ファイルがドメイン mqm グ
ループで保護され、共有が可能になります。 ドメイン・コントローラーで複数インスタンス・キュー・マ
ネージャーを構成する場合は、541 ページの『Windows ドメイン・コントローラーでの複数インスタン
ス・キュー・マネージャーの作成』の作業の手順を実行してください。
関連情報
Managing Authorization and Access Control
Windows サーバー・クラスター・ノードをドメイン・コントローラーとして使用する方法

ドメイン・ワークステーションまたはドメイン・サーバーでの複数インスタンス・キュー・
マネージャーの作成 (Windows)
Windows ドメインの一部であるワークステーションまたはサーバーの Windows 上で複数インスタンス・
キュー・マネージャーをセットアップする方法の例を示します。 サーバーは、ドメイン・コントローラー
である必要はありません。 ここで取り上げるのは、実動スケールのセットアップではなく、関連する概念
を説明する程度のセットアップです。 この例は、Windows Server 2008 をベースとしています。 それぞれ
のステップは、Windows Server の他のバージョンでは異なる場合があります。
実動スケール構成では、構成を既存のドメインに合わせて調整しなければならない可能性があります。 例
えば、さまざまなドメイン・グループを定義して、それぞれに異なる共有を許可したり、キュー・マネー
ジャーを実行するユーザー ID をグループ化したりします。
この構成例では、3 つのサーバーを使用します。
sun

Windows Server 2008 ドメイン・コントローラー。 Sun、marsおよび venusを含む
wmq.example.comドメインを所有しています。 例示目的で、これをファイル・サーバーとしても使
用します。

mars
最初の IBM MQ サーバーとして使用される Windows Server 2008。 これには、QMGRという名前の複数
インスタンス・キュー・マネージャーの一つのインスタンスが入っています。

venus
2 番目の IBM MQ サーバーとして使用される Windows Server 2008。 これには、QMGRという名前の複
数インスタンス・キュー・マネージャーの二番目のインスタンスが含まれています。

この例で斜体で表記している名前をそれぞれ任意の名前に置き換えてください。
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始める前に
Windowsでは、キュー・マネージャー・データとログ・ファイルを保管するファイル・システムを検証す
る必要はありません。 検査の手順、共有ファイル・システムの動作の検証は、AIX and Linux に適用されま
す。 Windows では検査は必ず成功します。
以下の作業手順を実行します。 これらのタスクは、ドメイン・コントローラーおよびドメインを作成し、
サーバーに IBM MQ for Windowsをインストールし、データおよびログ・ファイル用のファイル共用を作
成します。既存のドメイン・コントローラーを構成する場合でも、新しいWindowsServer 2008でこれら
の手順を試してみる価値はあります。 それぞれのドメインに合わせてこれらの手順を調整できます。
1. 528 ページの『Active Directory と DNS のドメインの作成 (Windows)』.
2. 532 ページの『Windows ドメイン内のサーバーまたはワークステーションへの IBM MQ のインストー
ル』.

3. 535 ページの『キュー・マネージャーのデータ・ファイルとログ・ファイルのための共有ディレクト
リーの作成 (Windows)』.

4. 538 ページの『代替グローバル・セキュリティー・グループによって許可された共有データ・ファイ
ルおよびログ・ファイルの読み取りと書き込み』.

このタスクについて
このタスクは、キュー・マネージャーのインスタンスを実行するように、ドメイン・コントローラーと 2
つのサーバーをドメイン内で構成するための、一連のタスクの 1 つです。 このタスクでは、二番目のサー
バー venusを構成して、キュー・マネージャー QMGRの別のインスタンスを実行します。 キュー・マネー
ジャー QMGR の 2 番目のインスタンスを作成し、機能するかどうかをテストするには、このタスクの手順
に従います。
このタスクは、前のセクションの 4 つのタスクとは別のものです。 単一インスタンス・キュー・マネージ
ャーを複数インスタンス・キュー・マネージャーに変換する手順が含まれています。 他のすべての手順は、
単一インスタンス・キュー・マネージャーでも複数インスタンス・キュー・マネージャーでも共通です。

手順
1. IBM MQ for Windows を実行するように 2 番目のサーバーを構成します。

a)タスク 532 ページの『Windows ドメイン内のサーバーまたはワークステーションへの IBM MQ の
インストール』の手順を実行して、2 番目のドメイン・サーバーを作成します。 一連のタスクでは、
二番目のサーバーは venusと呼ばれます。
ヒント : 2 つのサーバーそれぞれにおいて、IBM MQ に同じインストール・デフォルトを使用して、
2 番目のインストール済み環境を作成します。 デフォルトが異なる場合は、 IBM MQ 構成ファイル
mqs.iniの QMGR QueueManager スタンザにある Prefix 変数と InstallationName 変数を調
整する必要があります。 変数は、インストール済み環境ごと、および各サーバー上のキュー・マネ
ージャーごとに異なる可能性のあるパスを参照します。 パスがすべてのサーバーで同一であると、
より簡単に複数インスタンス・キュー・マネージャーを構成できます。

2.で venusの二番目 QMGR のインスタンスを作成します。
a) QMGR marsが存在しない場合は、タスク 538 ページの『代替グローバル・セキュリティー・グル
ープによって許可された共有データ・ファイルおよびログ・ファイルの読み取りと書き込み』を作成
して作成します

b) Prefixおよび InstallationNameパラメーターの値が venusに対して正しいことを確認してく
ださい。
mars で、dspmqinf コマンドを実行します。

dspmqinf QMGR

システム応答:
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QueueManager:
Name=QMGR
Directory=QMGR
Prefix= C:\ProgramData\IBM \MQ
DataPath=\\sun\wmq\data\QMGR
InstallationName=Installation1

c)機械可読形式の QueueManager スタンザをクリップボードにコピーします。
mars で、 -o command パラメーターを指定して dspmqinf コマンドを再度実行します。

dspmqinf -o command QMGR

システム応答:

addmqinf -s QueueManager -v Name=QMGR
-v Directory=QMGR -v Prefix=" C:\ProgramData\IBM \MQ"
-v DataPath=\\sun\wmq\data\QMGR

d) venus で addmqinf コマンドを実行し、クリップボードの情報を使用して、キュー・マネージャー
のインスタンスを venus で作成します。
必要に応じて、Prefix パラメーターまたは InstallationName パラメーターの違いに合わせてコ
マンドを調整します。

addmqinf -s QueueManager -v Name=QMGR
-v Directory=QMGR -v Prefix=" C:\ProgramData\IBM \MQ"
-v DataPath=\\sun\wmq\data\QMGR

IBM MQ configuration information added.
3. venus上のキュー・マネージャー QMGRを開始し、スタンバイ・インスタンスを許可します。

a) QMGRmarsのチェック・マークが停止されている。
mars で、dspmq コマンドを実行します。

dspmq -m QMGR

システム応答は、キュー・マネージャーが停止した方法に応じて異なります。 以下に例を示します。

C:\Users\Administrator>dspmq -m QMGR
QMNAME(QMGR) STATUS(Ended immediately)

b) venus 上で、strmqm コマンドを実行し、スタンバイを許可して QMGR を開始します。

strmqm -x QMGR

システム応答:

IBM MQ queue manager 'QMGR' starting.
The queue manager is associated with installation 'Installation1'.
5 log records accessed on queue manager 'QMGR' during the log
replay phase.
Log replay for queue manager 'QMGR' complete.
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Transaction manager state recovered for queue manager 'QMGR'.
IBM MQ queue manager 'QMGR' started using V7.1.0.0.

タスクの結果
複数インスタンス・キュー・マネージャーが切り替わるかどうかをテストするには、以下の手順に従いま
す。
1. mars 上で、strmqm コマンドを実行し、スタンバイを許可して QMGR を開始します。

strmqm -x QMGR

システム応答:

IBM MQ queue manager 'QMGR' starting.
The queue manager is associated with installation 'Installation1'.
A standby instance of queue manager 'QMGR' has been started.
The active instance is running elsewhere.

2. venus で、endmqm コマンドを実行します。

endmqm -r -s -i QMGR

venus上のシステム応答:

IBM MQ queue manager 'QMGR' ending.
IBM MQ queue manager 'QMGR' ending.
IBM MQ queue manager 'QMGR' ending.
IBM MQ queue manager 'QMGR' ending.
IBM MQ queue manager 'QMGR' ending.
IBM MQ queue manager 'QMGR' ending.
IBM MQ queue manager 'QMGR' ended, permitting switchover to
a standby instance.

そして、で mars:

dspmq
QMNAME(QMGR) STATUS(Running as standby)
C:\Users\wmquser2>dspmq
QMNAME(QMGR) STATUS(Running as standby)
C:\Users\wmquser2>dspmq
QMNAME(QMGR)  STATUS(Running)

次のタスク
サンプル・プログラムを使用して複数インスタンス・キュー・マネージャーを検証するには、549 ページ
の『Windows での複数インスタンス・キュー・マネージャーの検査』を参照してください。

Active Directory と DNS のドメインの作成 (Windows)
このタスクは、sunというWindows2008ドメイン・コントローラー上でドメイン wmq.example.comを
作成します。 さらに、そのドメインで Domain mqm グローバル・グループを構成し、適切な権限と 1 人の
ユーザーを設定します。
実動スケール構成では、構成を既存のドメインに合わせて調整しなければならない可能性があります。 例
えば、さまざまなドメイン・グループを定義して、それぞれに異なる共有を許可したり、キュー・マネー
ジャーを実行するユーザー ID をグループ化したりします。
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この構成例では、3 つのサーバーを使用します。
sun

Windows Server 2008 ドメイン・コントローラー。 Sun、marsおよび venusを含む
wmq.example.comドメインを所有しています。 例示目的で、これをファイル・サーバーとしても使
用します。

mars
最初の IBM MQ サーバーとして使用される Windows Server 2008。 これには、QMGRという名前の複数
インスタンス・キュー・マネージャーの一つのインスタンスが入っています。

venus
2 番目の IBM MQ サーバーとして使用される Windows Server 2008。 これには、QMGRという名前の複
数インスタンス・キュー・マネージャーの二番目のインスタンスが含まれています。

この例で斜体で表記している名前をそれぞれ任意の名前に置き換えてください。

始める前に
1.タスク・ステップは、インストールされているが役割を使用して構成されていないWindowsServer 2008
と整合しています。 既存のドメイン・コントローラーを構成する場合でも、新しいWindowsServer
2008でこれらの手順を試してみる価値はあります。 それぞれのドメインに合わせてこれらの手順を調
整できます。

このタスクについて
この作業では、新しいドメイン・コントローラーで Active Directory と DNS のドメインを作成します。 そ
の後、そのドメインを構成し、そのドメインに加わる他のサーバーやワークステーションに IBM MQ をイ
ンストールする準備を整えます。 Active Directory のインストールと構成を実行して Windows ドメインを
作成する作業に慣れていない場合でも、以下の手順を実行してみてください。 複数インスタンス・キュー・
マネージャーの構成を作成するには、Windows ドメインを作成することが必要です。 ここで取り上げる作
業手順が Windows ドメインを構成するための最適な方法であるというわけではありません。 実稼働環境
で複数インスタンス・キュー・マネージャーをデプロイする場合は、Windows の資料を参照してください。
この作業では、以下の流れで手順を実行します。
1. Active Directory をインストールします。
2.ドメインを追加します。
3.ドメインを DNS に追加します。
4.グローバル・グループ Domain mqm を作成して、適切な権限を与えます。
5. 1 人のユーザーを追加して、そのユーザーをグローバル・グループ Domain mqm のメンバーにします。
このタスクは、キュー・マネージャーのデータおよびログ・ファイルへのアクセスについて説明して、関
連タスクのセットの 1つです。 これらの作業によって、任意のディレクトリーに格納されているデータ・
ファイルとログ・ファイルに対する読み取り/書き込み権限のあるキュー・マネージャーを作成する方法を
確認します。 さらに、523 ページの『Windows ドメインおよび複数インスタンス・キュー・マネージャ
ー』の作業も必要です。
このタスクでは、ドメインコントローラーのホスト名は sunです。2つの IBM MQサーバーを marsと
venus呼ぶことにする。 ドメインは wmq.example.comと呼ばれます。 この作業で斜体で表記している
名前はすべて、それぞれの好みの名前に置き換えてもかまいません。

手順
1.ローカル管理者または Workgroup 管理者として、ドメイン・コントローラー sunにログオンします。
サーバーが既にドメイン・コントローラーとして構成されている場合は、ドメイン管理者としてログ
オンする必要があります。

2.「Active Directory ドメイン サービス」ウィザードを実行します。
a)クリックスタート > 実行... dcpromo と入力して、 「OK」をクリックします。
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Active Directory のバイナリー・ファイルがインストールされていなければ、Windows によってそれら
のファイルが自動的にインストールされます。

3.ウィザードの最初のウィンドウで、「詳細モード インストールを使用する」チェック・ボックスは、ク
リアされた状態のままにしておきます。 「次へ」 > 「次へ」をクリックし、「新しいフォレストに新し
いドメインを作成する」 > 「次へ」をクリックします。

4.「フォレストルートドメインの FQDN」 フィールドに wmq.example.com と入力します。 次へ をク
リックします。

5.「フォレスト機能レベルの設定」ウィンドウで、 「フォレスト機能レベル」 > 「次へ」のリストから
「Windows Server 2003」以降を選択します。

IBM MQでサポートされている最も古いレベルのWindowsサーバーは、WindowsServer 2003です。
6.オプション: 「ドメイン機能レベルの設定」ウィンドウで、 「ドメイン機能レベル」 > 「次へ」のリス
トから「 Windows Server 2003以降」を選択します。
このステップは、フォレストの機能レベルを「Windows Server 2003」に設定した場合にのみ必要で
す。

7.「追加のドメイン コントローラ オプション」ウィンドウが開きます。 追加のオプションとして「DNS
サーバー」が選択された状態になります。 「次へ」をクリックし、「はい」をクリックして警告ウィン
ドウを消去します。
ヒント : DNS サーバーが既にインストールされていると、このオプションは表示されません。 この作
業を厳密に実行したいと思う場合は、このドメイン・コントローラーからすべての役割を削除してか
ら、再び作業を開始してください。

8.から移動 DatabaseLog Filesと SYSVOLディレクトリは変更せずに、次をクリックする。
9.「ディレクトリー サービス復元モード Administrator パスワード」ウィンドウの「パスワード」フィー
ルドと「パスワードの確認入力」フィールドにパスワードを入力します。 「次へ」 > 「次へ」をクリ
ックします。 ウィザードの最後のウィンドウで「完了時に再起動する」を選択します。

10.ドメイン・コントローラーがリブートされたら、wmq\Adminstratorとしてログオンします。
サーバー・マネージャーが自動的に始動します。

11. wmq.example.com\Usersフォルダーを開きます
a) [サーバーマネージャー] > [ロール] > Active Directory Domain Services > wmq.example.com >

[ユーザー]を開きます。
12.「ユーザー」 > 新規 > 「グループ」を右クリックします。

a)「グループ名」フィールドにグループ名を入力します。
注 : 優先的に使用するべきグループ名は、Domain mqm です。 このとおりに入力してください。
• このグループに Domain mqm という名前を付けると、ドメイン・ワークステーションまたはドメ
イン・サーバーでの Prepare IBM MQ Wizardの動作が変更されます。 これにより、 Prepare IBM
MQ Wizard は、ドメイン内の IBM MQ の新規インストールのたびに、グループ Domain mqm をロ
ーカル mqm グループに自動的に追加します。

• Domain mqmグローバル・グループを持たないドメインにワークステーションまたはサーバーを
インストールすることができます。 これを行う場合は、Domain mqmグループと同じプロパティ
ーを持つグループを定義する必要があります。 IBM MQがドメインにインストールされている場
合は、そのグループ、またはそのグループのメンバーであるユーザーを、ローカル mqmグループ
のメンバーにする必要があります。 ドメイン・ユーザーを複数のグループに組み込むことも可能
です。 複数のドメイン・グループを作成し、別々に管理するインストール環境のセットごとに、
それぞれのグループを対応させます。 管理対象のインストール環境に基づいて、ドメイン・ユー
ザーをそれぞれのドメイン・グループに振り分けます。 各ドメイン・グループまたはグループ
を、異なる IBM MQインストール済み環境のローカル mqm グループに追加します。 特定のローカ
ル mqmグループのメンバーであるドメイン・グループ内のドメイン・ユーザーのみが、そのイン
ストールのキュー・マネージャーを作成、管理、および実行することができます。

• ドメインに含まれているワークステーションまたはサーバーに IBM MQ をインストールするとき
に指名するドメイン・ユーザーは、Domain mqm グループのメンバーであるか、Domain mqm グ
ループと同じプロパティーで定義した代替グループのメンバーでなければなりません。
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b)「グループのスコープ」では、「グローバル」がクリックされたままの状態にしておくか、設定を
「ユニバーサル」に変更します。 「グループの種類」では、「セキュリティ」がクリックされたまま
の状態にしておきます。 「OK」をクリックします。

13.「グループのメンバーシップの読み取り」の「許可」と「groupMembershipSAM の読み取り」の「許
可」の権限を Domain mqm グローバル・グループに追加します。
a)サーバー・マネージャーのアクション・バーで、「表示」 > 「高度な機能」をクリックします
b)サーバー・マネージャーのナビゲーション・ツリーで、「ユーザー」をクリックします。
c)「Users (ユーザー)」ウィンドウで「Domain mqm (ドメイン mqm)」 > 「Properties (プロパティ
ー)」を右クリックします。

d)「セキュリティ」 > 「詳細設定」 > 「追加...」をクリックします。 Domain mqm と入力し、「名前
の確認」 > 「OK」をクリックします。
「名前」 フィールドには、ストリング Domain mqm (domain name\Domain mqm)が事前に入力
されています。

e)「プロパティー」をクリックします。 「適用先」リストの「下位のユーザー オブジェクト」を選択
します。

f)「アクセス許可」リストから、「グループのメンバーシップの読み取り」と「groupMembershipSAM
の読み取り」の「許可」チェック・ボックスを選択し、「OK」 > 「適用」 > 「OK」 > 「OK」をク
リックします。

14. Domain mqm グローバル・グループに 2 人以上のユーザーを追加します。
1 人のユーザー (この例では wmquser1 ) が IBM MQ サービスを実行し、もう 1 人のユーザー
( wmquser2 ) が対話式に使用されます。
ドメイン構成で代替セキュリティー・グループを使用するキュー・マネージャーを作成するには、
ドメイン・ユーザーが必要です。 管理者には crtmqm コマンドを実行する権限があるものの、管理
者権限を持ったユーザー ID だけでは十分ではありません。 このドメイン・ユーザーは、管理者で
ある場合もありますが、いずれにしてもローカル mqm グループと代替セキュリティー・グループの
両方のメンバーになっていなければなりません。
この例では、wmquser1 と wmquser2 を Domain mqm グローバル・グループのメンバーにします。
Prepare IBM MQ Wizardを実行すると、ウィザードの実行場所がどこであっても、Domain mqm が
ローカル mqm グループのメンバーとして自動的に構成されます。
1 台のコンピューターに存在する IBM MQ のインストール環境ごとに、IBM MQ サービスを実行す
るユーザーを別々に設定する必要があります。 別々のコンピューターで同じユーザーを再利用す
ることは可能です。

a)サーバー・マネージャーのナビゲーション・ツリーで、「ユーザー」 > 「新規作成」 > 「ユーザー」
をクリックします。

b)「新規オブジェクト-ユーザー」ウィンドウで、 「ユーザー・ログオン名」 フィールドに wmquser1
と入力します。 「名」 フィールドに WebSphere と入力し、 「姓」 フィールドに MQ1 と入力し
ます。 「次へ」をクリックします。

c)「パスワード」フィールドと「パスワードの確認入力」フィールドにパスワードを入力し、「ユーザ
ーは次回ログオン時にパスワードの変更が必要」チェック・ボックスをクリアします。 「次へ」 >
「完了」をクリックします。

d)「ユーザー」ウィンドウで、 WebSphere MQ > 「グループに追加 ...」を右クリックします。 Domain
mqm と入力し、「名前の確認」 > 「OK」 > 「OK」をクリックします。

e)ステップ a から d を繰り返して、 WebSphere MQ2 を wmquser2 として追加します。
15.サービスとして IBM MQ を実行します。

IBM MQ をサービスとして実行し、サービスとして実行する権限をドメイン・ユーザー (ドメイン管理
者から取得した) に付与する必要がある場合、以下の手順を実行します。
a)「スタート」>「実行...」をクリックします。
コマンド secpol.msc を入力して「OK」をクリックします。

b)「セキュリティの設定」>「ローカル ポリシー」>「ユーザー権利の割り当て」を開きます。
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ポリシーのリストで、「サービスとしてログオン」>「プロパティー」を右クリックします。
c)「ユーザーまたはグループの追加...」をクリックします。
　ドメイン管理者から取得したユーザーの名前を入力し、「名前の確認」をクリックします。

d)「Windows セキュリティ」ウィンドウが表示されたら、十分な権限を持つアカウント・ユーザーま
たは管理者のユーザー名とパスワードを入力し、「OK」>「適用」>「OK」をクリックします。
「ローカル セキュリティ ポリシー」ウィンドウを閉じます。
注 : Windows Server Server 2008 および Windows Server 2012 では、ユーザー・アカウント制御 (UAC)
機能はデフォルトで有効です。
UAC 機能は、ユーザーが Administrators グループのメンバーである場合でも、特定のオペレーティン
グ・システム機能に対してユーザーが実行できる操作を制限します。 この制限に対応するため、適切
な手段を講じる必要があります。

次のタスク
次に、532 ページの『Windows ドメイン内のサーバーまたはワークステーションへの IBM MQ のインス
トール』の作業に進みます。
関連タスク

Windows ドメイン内のサーバーまたはワークステーションへの IBM MQ のインストール
キュー・マネージャーのデータ・ファイルとログ・ファイルのための共有ディレクトリーの

作成 (Windows)

代替グローバル・セキュリティー・グループによって許可された共有データ・ファイルおよ
びログ・ファイルの読み取りと書き込み

Windows ドメイン内のサーバーまたはワークステーションへの IBM MQ のインストール
このタスクでは、wmq.example.comWindowsドメイン内のサーバーまたはワークステーションにインス
トールし、IBM MQ設定します。
実動スケール構成では、構成を既存のドメインに合わせて調整しなければならない可能性があります。 例
えば、さまざまなドメイン・グループを定義して、それぞれに異なる共有を許可したり、キュー・マネー
ジャーを実行するユーザー ID をグループ化したりします。
この構成例では、3 つのサーバーを使用します。
sun

Windows Server 2008 ドメイン・コントローラー。 Sun、marsおよび venusを含む
wmq.example.comドメインを所有しています。 例示目的で、これをファイル・サーバーとしても使
用します。

mars
最初の IBM MQ サーバーとして使用される Windows Server 2008。 これには、QMGRという名前の複数
インスタンス・キュー・マネージャーの一つのインスタンスが入っています。

venus
2 番目の IBM MQ サーバーとして使用される Windows Server 2008。 これには、QMGRという名前の複
数インスタンス・キュー・マネージャーの二番目のインスタンスが含まれています。

この例で斜体で表記している名前をそれぞれ任意の名前に置き換えてください。

始める前に
重要 : デフォルトでは、Windows10バージョン 1607および WindowsServer 2016で始まるコンピュータ
ーは、以前のバージョンのWindowsよりも制限が厳しくなっています。
この変更により、セキュリティー・アカウント・マネージャー(SAM)へのリモート呼び出しを許可するクラ
イアントが制限され、キュー・マネージャーによる IBM MQの開始が失敗する可能性があります。 SAMへ
のアクセスは、IBM MQがドメイン・アカウントとして構成されている場合に IBM MQを機能させるため
に重要です。
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1. 528 ページの『Active Directory と DNS のドメインの作成 (Windows)』のステップを実行して、ドメイ
ン wmq.example.com用のドメイン・コントローラー sunを作成します。 斜体の名前は、それぞれの
構成に合わせて変更してください。

2. IBM MQ を実行できるその他の Windows バージョンについては、 Windows システムでのハードウェア
要件およびソフトウェア要件 を参照してください。

このタスクについて
このタスクでは、marsという名前のWindowsサーバー 2008を、wmq.example.comドメインのメンバ
ーとして構成します。 IBM MQをインストールし、wmq.example.comドメインのメンバーとして実行す
るように設定します。
このタスクは、キュー・マネージャーのデータおよびログ・ファイルへのアクセスについて説明して、関
連タスクのセットの 1つです。 これらの作業によって、任意のディレクトリーに格納されているデータ・
ファイルとログ・ファイルに対する読み取り/書き込み権限のあるキュー・マネージャーを作成する方法を
確認します。 さらに、523 ページの『Windows ドメインおよび複数インスタンス・キュー・マネージャ
ー』の作業も必要です。
このタスクでは、ドメインコントローラーのホスト名は sunです。2つの IBM MQサーバーを marsと
venus呼ぶことにする。 ドメインは wmq.example.comと呼ばれます。 この作業で斜体で表記している
名前はすべて、それぞれの好みの名前に置き換えてもかまいません。

手順
1.ドメイン・コントローラー sun.wmq.example.comtomarsを DNSサーバーとして追加します。

a) marsで、mars\Administratorとしてログオンし、スタートをクリックします。
b)「ネットワーク」 > 「プロパティー」 > 「ネットワーク接続の管理」を右クリックします。
c)ネットワーク・アダプターを右クリックして、「プロパティ」をクリックします。
システムの応答として、「ローカル エリア接続のプロパティ」ウィンドウが開き、接続で使用する項
目のリストが表示されます。

d)「ローカル エリア接続のプロパティ」ウィンドウの項目リストから、「インターネット プロトコル バ
ージョン 4」または「インターネット プロトコル IBM WebSphere MQ 6」を選択します。 「プロパ
ティー」 > 「拡張 ...」 をクリックします。 「DNS」 タブをクリックします。

e) DNS サーバー・アドレスで、「追加...」をクリックします。
f) DNS サーバーでもあるドメイン・コントローラーの IP アドレスを入力して、「追加」をクリックし
ます。

g)「以下の DNS サフィックスを順に追加する」 > 「追加...」をクリックします。
h)タイプ wmq.example.comと追加をクリックします。
i)この接続の DNSサフィックスフィールドでのタイプ wmq.example.com。
j)「この接続のアドレスを DNS に登録する」と「この接続の DNS サフィックスを DNS 登録に使う」を
選択します。 「OK」 > 「OK」 > 「閉じる」をクリックします。

k)コマンド・ウィンドウで、ipconfig /all というコマンドを入力して、TCP/IP 設定を確認します。
2. marsで、コンピューターを wmq.example.comドメインに追加します。

a)「スタート」をクリックします。
b)コンピュータ > プロパティを右クリックします。 「コンピュータ名、ドメインおよびワークグルー
プの設定」のセクションで、「設定の変更」をクリックします。

c)システム・プロパティー・ウィンドウで、「変更...」をクリックします。
d)「ドメイン」をクリックし、「 wmq.example.com」を入力して、OKをクリックします。
e)ドメイン・コントローラーの管理者 (このコンピューターをドメインに加わらせる権限を持った管理
者) のユーザー名とパスワード を入力して、「OK」をクリックします。
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f) "wmq.example.comドメインへようこそ"メッセージに応答して、OK > OK > クローズ > 即時再始
動をクリックします。

3.コンピューターが wmq.example.comドメインのメンバーであることを確認します
a) sunで、ドメイン・コントローラーに wmq\Administratorとしてログオンします。
b)サーバー・マネージャー > Active Directoryドメイン・サービス > wmq.example.com > コンピュー
ターズを開き、ウィンドウに mars が正しくリストされていることを確認します。

4.に IBM MQ for Windowsインストールします mars。
IBM MQ for Windowsインストール・ウィザードの実行について、詳しくは、Windowsへの IBM MQサ
ーバーのインストールを参照してください。
a) marsに、ローカル管理者 mars\Administratorとしてログオンします。
b) Setup コマンドを IBM MQ for Windows インストール・メディアで実行します。

IBM MQ のランチパッド・アプリケーションが始動します。
c)「ソフトウェア要件」をクリックして、前提ソフトウェアがインストールされていることを確認しま
す。

d)「ネットワーク構成」 > 「はい」をクリックして、ドメイン・ユーザー ID を構成します。
528 ページの『Active Directory と DNS のドメインの作成 (Windows)』の作業によって、この一連の
作業のドメイン・ユーザー ID を構成します。

e)「IBM MQ インストール」をクリックし、インストール言語を選択し、「IBM MQ インストーラーの起
動」をクリックします。

f)使用条件を確認し、「次へ」 > 「次へ」 > 「インストール」をクリックして、デフォルト構成を受け
入れます。 インストールが完了するのを待って、「完了」をクリックします。
インストール環境の名前を変更したり、別のコンポーネントをインストールしたり、キュー・マネー
ジャーのデータとログのために別のディレクトリーを構成したり、別のディレクトリーにインストー
ルしたりする場合もあります。 その場合は、「標準」ではなく「カスタム」をクリックします。
IBM MQ がインストールされ、インストーラーによって Prepare IBM MQ Wizardが開始されます。
重要 : ウィザードはまだ実行しないでください。

5. IBM MQ サービスを実行するユーザーを構成して、「サービスとして実行」の権限を与えます。
ローカル mqm グループ、 Domain mqm グループ、または権限を使用して IBM MQ サービスを実行する
ユーザーのいずれを構成するかを選択します。 この例では、ユーザーにその権限を与えます。
a)「スタート」 > 「ファイル名を指定して実行 ...」をクリックします。 コマンド secpol.msc を入力
し、 「OK」をクリックします。

b)「セキュリティの設定」 > 「ローカル ポリシー」 > 「ユーザー権利の割り当て」を開きます。 ポリ
シーの中で、サービスとしてログオン > プロパティを右クリックします。

c)「ユーザーまたはグループの追加...」をクリックします。 wmquser1 と入力し、 「名前の確認」 を
クリックします。

d)ドメイン管理者 wmq\Administratorのユーザー名とパスワードを入力し、 「OK」 > 「適用」 >
「OK」をクリックします。 「ローカル セキュリティ ポリシー」ウィンドウを閉じます。

6. Prepare IBM MQ Wizard を実行します。
詳しくは、 Prepare IBM MQ Wizardを使用した IBM MQ の構成を参照してください。
a) IBM MQ インストーラーによって Prepare IBM MQ Wizardが自動的に実行されます。
ウィザードを手動で開始するには、 「スタート」 > 「すべてのプログラム」 > IBM MQ フォルダー
で Prepare IBM MQ Wizard へのショートカットを見つけます。 複数インストール構成の場合は、
IBM MQ のインストールに対応するショートカットを選択します。

b)「 次 」をクリックし、"ネットワーク内にWindows 2000またはそれ以降のドメイン・コントローラ
ーがあるかどうかを判別する"ために、応答として、Yesをクリックします。
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c)最初の「 IBM MQ for Windows for Windows ドメイン・ユーザーの構成」ウィンドウで 「はい」 >
「次へ」 をクリックします。

d) 2 番目の「 IBM MQ for Windows for Windows ドメイン・ユーザーの構成」ウィンドウで、 「ドメイ
ン」 フィールドに wmq と入力します。 「ユーザー名」 フィールドに wmquser1 と入力し、 「パ
スワード」 フィールドにパスワード (設定した場合) を入力します。 「次へ」をクリックします。
ウィザードによって、IBM MQ が構成され、wmquser1 で開始されます。

e)ウィザードの最終ページで、必要に応じて各種のチェック・ボックスを選択したりクリアしたりし
て、「完了」をクリックします。

次のタスク
1. 557 ページの『ローカル mqm グループによって許可されたデータ・ファイルおよびログ・ファイルの
読み取りおよび書き込み』の作業を実行して、インストールと構成が正しく機能していることを検証し
ます。

2. 535 ページの『キュー・マネージャーのデータ・ファイルとログ・ファイルのための共有ディレクト
リーの作成 (Windows)』の作業を実行して、複数インスタンス・キュー・マネージャーのデータ・ファ
イルとログ・ファイルのファイル共有を構成します。

関連タスク
Active Directory と DNS のドメインの作成 (Windows)

キュー・マネージャーのデータ・ファイルとログ・ファイルのための共有ディレクトリーの
作成 (Windows)

代替グローバル・セキュリティー・グループによって許可された共有データ・ファイルおよ
びログ・ファイルの読み取りと書き込み
関連資料
IBM MQ Windows サービスに必要なユーザー権限

キュー・マネージャーのデータ・ファイルとログ・ファイルのための共有ディレクトリーの
作成 (Windows)
このタスクは、キュー・マネージャーのデータおよびログ・ファイルへのアクセスについて説明して、関
連タスクのセットの 1つです。 これらの作業によって、任意のディレクトリーに格納されているデータ・
ファイルとログ・ファイルに対する読み取り/書き込み権限のあるキュー・マネージャーを作成する方法を
確認します。
実動スケール構成では、構成を既存のドメインに合わせて調整しなければならない可能性があります。 例
えば、さまざまなドメイン・グループを定義して、それぞれに異なる共有を許可したり、キュー・マネー
ジャーを実行するユーザー ID をグループ化したりします。
この構成例では、3 つのサーバーを使用します。
sun

Windows Server 2008 ドメイン・コントローラー。 Sun、marsおよび venusを含む
wmq.example.comドメインを所有しています。 例示目的で、これをファイル・サーバーとしても使
用します。

mars
最初の IBM MQ サーバーとして使用される Windows Server 2008。 これには、QMGRという名前の複数
インスタンス・キュー・マネージャーの一つのインスタンスが入っています。

venus
2 番目の IBM MQ サーバーとして使用される Windows Server 2008。 これには、QMGRという名前の複
数インスタンス・キュー・マネージャーの二番目のインスタンスが含まれています。

この例で斜体で表記している名前をそれぞれ任意の名前に置き換えてください。
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始める前に
1.文書化されているとおりにこのタスクを実行するには、528 ページの『Active Directory と DNS のドメ
インの作成 (Windows)』、タスクの手順を実行して、ドメインコントローラー sunの上にドメイン
sun.wmq.example.comを作成します。 斜体の名前は、それぞれの構成に合わせて変更してください。

このタスクについて
このタスクは、キュー・マネージャーのデータおよびログ・ファイルへのアクセスについて説明して、関
連タスクのセットの 1つです。 これらの作業によって、任意のディレクトリーに格納されているデータ・
ファイルとログ・ファイルに対する読み取り/書き込み権限のあるキュー・マネージャーを作成する方法を
確認します。 さらに、523 ページの『Windows ドメインおよび複数インスタンス・キュー・マネージャ
ー』の作業も必要です。
この作業では、データとログのディレクトリーが含まれている共有フォルダーと、グローバル・グループ
を作成し、その共有フォルダーに対するアクセス権限をそのグローバル・グループに与えます。 crtmqm
コマンドでは、その共有フォルダーに対するアクセス権限を与えるグローバル・グループの名前を -a パラ
メーターで渡します。 このグローバル・グループを使用すれば、この共有フォルダーのユーザーと他の共
有フォルダーのユーザーを柔軟に分離できるようになります。 そのような柔軟性が不要な場合は、新しい
グローバル・グループを作成する代わりに、その共有フォルダーに対する権限を Domain mqm グループに
与えます。
このタスクで共有するために使用されるグローバル・グループは wmqhaと呼ばれ、共用は wmqと呼ばれま
す。 これらはWindowsドメイン wmq.example.comのドメイン・コントローラー sunで定義されます。
この共有には、グローバル・グループ wmqhaに対する完全な制御権限があります。 この作業で斜体で表記
している名前をそれぞれの好みの名前に置き換えてください。
この作業では、ドメイン・コントローラーとして、ファイル・サーバーと同じサーバーを使用します。 実
際のアプリケーション環境では、パフォーマンスと可用性の観点から、ディレクトリー・サービスとファ
イル・サービスを別々のサーバーに分離するようにしてください。
キュー・マネージャーを実行するユーザー ID は、2 つのグループのメンバーとして構成する必要がありま
す。 これは、 IBM MQ サーバー上のローカル mqm グループ、および wmqha グローバル・グループのメン
バーでなければなりません。
タスク・セットでは、キュー・マネージャーがサービスとして実行されている場合は、ユーザー IDwmquser1
の下で実行されるため、wmquser1は wmqhaのメンバーでなければなりません。 キュー・マネージャーが
対話式に実行されている場合は、ユーザー IDwmquser2の下で実行されるため、wmquser2は wmqhaの
メンバーでなければなりません。 wmquser1 も wmquser2 も、グローバル・グループ Domain mqm のメ
ンバーです。 Domain mqm は、 mars サーバーおよび venus IBM MQ サーバー上のローカル mqm グルー
プのメンバーです。 したがって、 wmquser1 と wmquser2 は、両方の IBM MQ サーバー上のローカル mqm
グループのメンバーです。

手順
1. sun.wmq.example.comドメイン管理者として、ドメインコントローラーにログオンします。
2.グローバル・グループ wmqhaを作成します。

a) [サーバーマネージャー] > [ロール] > Active Directory Domain Services > wmq.example.com > [ユ
ーザー]を開きます。

b) wmq.example.com\Usersフォルダーを開きます
c)「ユーザー」 > 新規 > 「グループ」を右クリックします。
d)「グループ名」 フィールドに wmqha と入力します。
e)「グループのスコープ」では、「グローバル」がクリックされたままの状態にしておき、「グループの
種類」では、「セキュリティ」がクリックされたままの状態にしておきます。 「OK」 をクリックし
ます。

3.ドメイン・ユーザー wmquser1および wmquser2をグローバル・グループ wmqhaに追加します。
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a)サーバー・マネージャーのナビゲーション・ツリーで、利用者をクリックし、ユーザーのリストで
wmqha > プロパティを右クリックします。

b) wmqhaプロパティーウィンドウの「メンバー」タブをクリックします。
c)「追加 ...」 をクリックします。 wmquser1 ; wmquser2 と入力し、 「名前の確認」 > 「OK」 >
「適用」 > 「OK」をクリックします。

4.キュー・マネージャーのデータ・ファイルとログ・ファイルを格納するディレクトリー・ツリーを作成
します。
a)コマンド・プロンプトを開きます。
b)次のコマンドを入力します。

md c:\wmq\data, c:\wmq\logs

5.グローバル・グループ wmqhaに対して、c:\wmq ディレクトリーおよび共有に対する全制御権限を付与
する権限を付与します。
a) Windows エクスプローラーで、 c: ¥ wmq > 「プロパティー」を右クリックします。
b)「セキュリティ」タブをクリックし、「詳細設定」 > 「編集...」をクリックします。
c)「このオブジェクトの親からの継承可能なアクセス許可を含める」チェック・ボックスをクリアしま
す。 「 Windows セキュリティー」ウィンドウで 「コピー」 をクリックします。

d)「アクセス許可エントリ」のリストで「Users」の各行を選択し、「削除」をクリックします。 「アク
セス許可エントリ」のリストにある「SYSTEM」、「Administrators」、「CREATOR OWNER」の各行は
そのままにしておきます。

e)「追加 ...」をクリックします。 グローバル・グループ wmqhaの名前を入力します。 「名前の確認」
> 「OK」をクリックします。

f)「wmqの許可エントリー」ウィンドウで、アクセス権のリストで「 完全制御 」を選択します。
g)「OK」 > 「適用」 > 「OK」 > 「OK」 > 「OK」をクリックします。
h) Windows エクスプローラーで、 c: ¥ wmq > 「共有 ...」を右クリックします。
i)「拡張共有 ...」 をクリックします。 次に、 「このフォルダーを共有する」 チェック・ボックスを選
択します。 共用名は wmqのままにします。

j)許可 > 「追加 ...」をクリックします。 グローバル・グループ wmqhaの名前を入力します。 「名前
の確認」 > 「OK」をクリックします。

k)グループ名またはユーザー名のリストで「wmqha」を選択します。 wmqha の許可 のリストにある
「フルコントロール」 チェック・ボックスを選択します。 「適用」をクリックします

l)グループ名またはユーザー名のリストで「Administrators」を選択します。 「 管理者の権限」 の
リストで 「フルコントロール」 チェック・ボックスを選択します。 「適用」 > 「OK」 > 「OK」 >
「閉じる」をクリックします。

次のタスク
それぞれの IBM MQ サーバーから、共有ディレクトリーのファイルを読み取ったり、共有ディレクトリー
にファイルを書き込んだりする操作を実行できることを確認します。 IBM MQ サービスのユーザー ID
wmquser1 と対話式ユーザー ID wmquser2 を確認します。
1.リモート・デスクトップを使用している場合は、 mars上のローカル・グループ Remote Desktop
Users に wmq\wmquser1 および wmquser2 を追加する必要があります。
a. wmq\Administratorとして marsにログオンします
b. lusrmgr.msc コマンドを実行して、「ローカル ユーザーとグループ」ウィンドウを開きます。
c.「グループ」をクリックします。 「リモート・デスクトップ・ユーザー」 > 「プロパティー」 > 「追
加 ...」を右クリックします。 wmquser1 ; wmquser2 と入力し、 「名前の確認」をクリックしま
す。
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d.ドメイン管理者 wmq\Administratorのユーザー名とパスワードを入力し、 「OK」 > 「適用」 >
「OK」をクリックします。

e.「ローカル ユーザーとグループ」ウィンドウを閉じます。
2. wmq\wmquser1として mars にログオンします。

a. Windowsエクスプローラーのウィンドウを開き、\\sun\wmqを入力します。
システムは sun.wmq.example.comで wmq共有を開くことで応答し、データとログのディレクト
リを一覧表示します。

b. wmquser1の許可を確認するには、データ・サブディレクトリー内にファイルを作成し、いくつかの
コンテンツを追加し、それを読み取ってから削除します。

3. wmq\wmquser2として mars にログオンし、検査を繰り返します。
4.次に、データとログの共有ディレクトリーを使用するキュー・マネージャーを作成する作業を実行しま
す。 538 ページの『代替グローバル・セキュリティー・グループによって許可された共有データ・フ
ァイルおよびログ・ファイルの読み取りと書き込み』を参照してください。

関連タスク
Active Directory と DNS のドメインの作成 (Windows)

Windows ドメイン内のサーバーまたはワークステーションへの IBM MQ のインストール
代替グローバル・セキュリティー・グループによって許可された共有データ・ファイルおよ

びログ・ファイルの読み取りと書き込み
代替グローバル・セキュリティー・グループによって許可された共有データ・ファイルおよ

びログ・ファイルの読み取りと書き込み
この作業では、crtmqm コマンドで -a フラグを使用する方法を確認します。 -a フラグを使用すると、キ
ュー・マネージャーは、代替セキュリティー・グループを使用して、リモート・ファイル共有フォルダー
にあるログ・ファイルとデータ・ファイルにアクセスできるようになります。
実動スケール構成では、構成を既存のドメインに合わせて調整しなければならない可能性があります。 例
えば、さまざまなドメイン・グループを定義して、それぞれに異なる共有を許可したり、キュー・マネー
ジャーを実行するユーザー ID をグループ化したりします。
この構成例では、3 つのサーバーを使用します。
sun

Windows Server 2008 ドメイン・コントローラー。 Sun、marsおよび venusを含む
wmq.example.comドメインを所有しています。 例示目的で、これをファイル・サーバーとしても使
用します。

mars
最初の IBM MQ サーバーとして使用される Windows Server 2008。 これには、QMGRという名前の複数
インスタンス・キュー・マネージャーの一つのインスタンスが入っています。

venus
2 番目の IBM MQ サーバーとして使用される Windows Server 2008。 これには、QMGRという名前の複
数インスタンス・キュー・マネージャーの二番目のインスタンスが含まれています。

この例で斜体で表記している名前をそれぞれ任意の名前に置き換えてください。

始める前に
以下の作業手順を実行します。 これらのタスクは、ドメイン・コントローラーおよびドメインを作成し、
サーバーに IBM MQ for Windowsをインストールし、データおよびログ・ファイル用のファイル共用を作
成します。既存のドメイン・コントローラーを構成する場合でも、新しいWindowsServer 2008でこれら
の手順を試してみる価値はあります。 それぞれのドメインに合わせてこれらの手順を調整できます。
1. 528 ページの『Active Directory と DNS のドメインの作成 (Windows)』.
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2. 532 ページの『Windows ドメイン内のサーバーまたはワークステーションへの IBM MQ のインストー
ル』.

3. 535 ページの『キュー・マネージャーのデータ・ファイルとログ・ファイルのための共有ディレクトリ
ーの作成 (Windows)』.

このタスクについて
このタスクは、キュー・マネージャーのデータおよびログ・ファイルへのアクセスについて説明して、関
連タスクのセットの 1つです。 これらの作業によって、任意のディレクトリーに格納されているデータ・
ファイルとログ・ファイルに対する読み取り/書き込み権限のあるキュー・マネージャーを作成する方法を
確認します。 さらに、523 ページの『Windows ドメインおよび複数インスタンス・キュー・マネージャ
ー』の作業も必要です。
この作業では、ファイル・サーバーのリモート・ディレクトリーにデータとログを格納するキュー・マネ
ージャーを作成します。 この例では、ファイル・サーバーとして、ドメイン・コントローラーと同じサー
バーを使用します。 データ・フォルダーとログ・フォルダーを含むディレクトリーは、グローバル・グル
ープ wmqhaに付与された完全な制御権限で共有されます。

手順
1.ローカル管理者 mars\Administratorとして、ドメイン・サーバー marsにログオンします。
2.コマンド・ウィンドウを開きます。
3. IBM MQ サービスを再始動します。
サービスを実行するユーザー ID で、ここで構成した追加のセキュリティー資格情報を有効にするには、
サービスを再始動する必要があります。
次のコマンドを入力します。

endmqsvc
strmqsvc

システム応答:

5724-H72 (C) Copyright IBM Corp. 1994, 2024.  ALL RIGHTS RESERVED.
The MQ service for installation 'Installation1' ended successfully.

および:

5724-H72 (C) Copyright IBM Corp. 1994, 2024.  ALL RIGHTS RESERVED.
The MQ service for installation 'Installation1' started successfully.

4.キュー・マネージャーを作成します。
crtmqm -a wmq\wmqha -sax -u SYSTEM.DEAD.LETTER.QUEUE -md \\sun\wmq\data -ld \\sun\wmq\logs 
QMGR

グローバル・グループ"wmq\wmqha"の完全なドメイン名を指定することにより、代替セキュリティー・
グループ wmqhaのドメイン wmqを指定する必要があります。
共有\\sun\wmqの汎用命名規則(UNC)を入力し、マップされたドライブ参照を使用しないようにする必
要があります。
システム応答:

IBM MQ queue manager created.
Directory '\\sun\wmq\data\QMGR' created.
The queue manager is associated with installation '1'
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Creating or replacing default objects for queue manager 'QMGR'
Default objects statistics : 74 created. 0 replaced.
Completing setup.
Setup completed.

次のタスク
キューにメッセージを書き込み、キューからメッセージを取り出して、キュー・マネージャーをテストし
ます。
1.キュー・マネージャーを始動します。

strmqm QMGR

システム応答:

IBM MQ queue manager 'QMGR' starting.
The queue manager is associated with installation '1'.
5 log records accessed on queue manager 'QMGR' during the log
replay phase.
Log replay for queue manager 'QMGR' complete.
Transaction manager state recovered for queue manager 'QMGR'.
IBM MQ queue manager 'QMGR' started using V7.1.0.0.

2.テスト・キューを作成します。
echo define qlocal(QTEST) | runmqsc QMGR

システム応答:

5724-H72 (C) Copyright IBM Corp. 1994, 2024.  ALL RIGHTS RESERVED.
Starting MQSC for queue manager QMGR.

1 : define qlocal(QTEST)
AMQ8006: IBM MQ queue created.
One MQSC command read.
No commands have a syntax error.
All valid MQSC commands were processed.

3.サンプル・プログラム amqsput を使用してテスト・メッセージを書き込みます。

echo 'A test message' | amqsput QTEST QMGR

システム応答:

Sample AMQSPUT0 start
target queue is QTEST
Sample AMQSPUT0 end

4.サンプル・プログラム amqsget を使用してテスト・メッセージを取り出します。

amqsget QTEST QMGR

システム応答:
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Sample AMQSGET0 start
message A test message
Wait 15 seconds ...
no more messages
Sample AMQSGET0 end

5.キュー・マネージャーを停止させます。
endmqm -i QMGR

システム応答:

IBM MQ queue manager 'QMGR' ending.
IBM MQ queue manager 'QMGR' ended.

6.キュー・マネージャーを削除してください。
dltmqm QMGR

システム応答:

IBM MQ queue manager 'QMGR' deleted.
7.作成したディレクトリーを削除します。
ヒント : /Q オプションをコマンドに追加して、各ファイルまたはディレクトリーを削除するためのプロ
ンプトがコマンドに表示されないようにします。

del /F /S C:\wmq\*.*
rmdir /S C:\wmq

関連タスク
Active Directory と DNS のドメインの作成 (Windows)

Windows ドメイン内のサーバーまたはワークステーションへの IBM MQ のインストール
キュー・マネージャーのデータ・ファイルとログ・ファイルのための共有ディレクトリーの

作成 (Windows)

Windows ドメイン・コントローラーでの複数インスタンス・キュー・マネージャーの作成
Windows のドメイン・コントローラーで複数インスタンス・キュー・マネージャーをセットアップする例
を取り上げます。 ここで取り上げるのは、実動スケールのセットアップではなく、関連する概念を説明す
る程度のセットアップです。 この例は、Windows Server 2008 をベースとしています。 それぞれのステッ
プは、Windows Server の他のバージョンでは異なる場合があります。
構成では、ミニ・ドメインの概念、または"ドメインレット"の概念を使用します。Windows 2000、
WindowsServer 2003、およびWindowsServer 2008クラスター・ノードをドメイン・コントローラーとし
て、を参照してください。 複数インスタンス・キュー・マネージャーを既存のドメインに追加する場合は、
525 ページの『ドメイン・ワークステーションまたはドメイン・サーバーでの複数インスタンス・キュー・
マネージャーの作成 (Windows)』を参照してください。
この構成例では、3 つのサーバーを使用します。
sun
第 1 のドメイン・コントローラーとして使用する Windows Server 2008 サーバーです。 これは、sun、
earth、および marsを含む wmq.example.comドメインを定義します。 これには、QMGRと呼ばれ
るの複数インスタンス・キュー・マネージャーの 一つのインスタンスが含まれています。
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earth
2 番目のドメイン・コントローラー IBM MQ サーバーとして使用される Windows Server 2008。 これ
には、QMGRという名前の複数インスタンス・キュー・マネージャーの二番目のインスタンスが含まれ
ています。

mars
ファイル・サーバーとして使用するWindows Server 2008 です。

この例で斜体で表記している名前をそれぞれ任意の名前に置き換えてください。

始める前に
1. Windowsでは、キュー・マネージャー・データとログ・ファイルを保管するファイル・システムを検証
する必要はありません。 検査の手順、共有ファイル・システムの動作の検証は、AIX and Linux に適用
されます。 Windows では検査は必ず成功します。

2. 528 ページの『Active Directory と DNS のドメインの作成 (Windows)』の手順を実行して、第 1 のドメ
イン・コントローラーを作成します。

3. 545 ページの『サンプル・ドメインへの 2 番目の Windows ドメイン・コントローラーの追加』の手順
を実行して、第 2 のドメイン・コントローラーを追加し、両方のドメイン・コントローラーに IBM MQ
for Windows をインストールし、インストール環境を検証します。

4. 547 ページの『サンプル・ドメインでのWindowsドメイン・コントローラーへの IBM MQのインスト
ール』の手順を実行して、2 つのドメイン・コントローラーに IBM MQ をインストールします。

このタスクについて
同じドメインにあるファイル・サーバーで、キュー・マネージャーのログ・ディレクトリーとデータ・デ
ィレクトリーのための共有フォルダーを作成します。 次に、そのファイル共有フォルダーを使用する複数
インスタンス・キュー・マネージャーの最初のインスタンスをどちらかのドメイン・コントローラーで作
成します。 もう 1 つのインスタンスをもう 1 つのドメイン・コントローラーで作成し、最後に構成を検証
します。 ドメイン・コントローラーでファイル共有フォルダーを作成することも可能です。
このサンプルでは、sunは最初のドメイン・コントローラー earth二番目のドメイン・コントローラー、
および marsがファイル・サーバーです。

手順
1.キュー・マネージャーのデータ・ファイルとログ・ファイルを格納するディレクトリーを作成します。

a) marsの場合、次のコマンドを入力します:

md c:\wmq\data , c:\wmq\logs

2.キュー・マネージャーのデータ・ファイルとログ・ファイルを格納するディレクトリーの共有を設定し
ます。
ドメイン・ローカル・グループ mqmへの全制御アクセスを許可し、キュー・マネージャーを作成するた
めに使用するユーザー IDを許可する必要があります。 この例では、Domain Administratorsのメ
ンバーであるユーザー IDは、キュー・マネージャーを作成する権限を持っています。
ファイル共有は、ドメイン・コントローラーと同じドメインにあるサーバーで設定する必要がありま
す。 この例では、サーバー marsは、ドメイン・コントローラーと同じドメインにあります。
a) Windows エクスプローラーで、 c: ¥ wmq > 「プロパティー」を右クリックします。
b)「セキュリティ」タブをクリックし、「詳細設定」 > 「編集...」をクリックします。
c)「このオブジェクトの親からの継承可能なアクセス許可を含める」チェック・ボックスをクリアしま
す。 「 Windows セキュリティー」ウィンドウで 「コピー」 をクリックします。

d)「アクセス許可エントリ」のリストで「Users」の各行を選択し、「削除」をクリックします。 「アク
セス許可エントリ」のリストにある「SYSTEM」、「Administrators」、「CREATOR OWNER」の各行は
そのままにしておきます。
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e)「追加 ...」をクリックします。 ドメイン・ローカル・グループ mqmの名前を入力します。 「名前の
確認」をクリックします。

f)「Windowsセキュリティー」ウィンドウに対する応答として、「Domain Administrator」の名前
とパスワードを入力して、「OK > OK」をクリックします。

g)「wmqの許可エントリー」ウィンドウで、アクセス権のリストで「 完全制御 」を選択します。
h)「OK」 > 「適用」 > 「OK」 > 「OK」 > 「OK」をクリックします。
i) Domain Administratorsを追加するには、eから hを繰り返します。
j) Windows エクスプローラーで、 c: ¥ wmq > 「共有 ...」を右クリックします。

k)「拡張共有 ...」 をクリックします。 次に、 「このフォルダーを共有する」 チェック・ボックスを選
択します。 共用名は wmqのままにします。

l)許可 > 「追加 ...」をクリックします。 ドメイン・ローカル・グループ mqm ; Domain
Administratorsの名前を入力します。 「名前の確認」をクリックします。

m)「Windowsセキュリティー」ウィンドウに対する応答として、「Domain Administrator」の名前
とパスワードを入力して、「OK > OK」をクリックします。

3.最初のドメイン・コントローラー sunの上に、キュー・マネージャー QMGR を作成します。

crtmqm -sax -u SYSTEM.DEAD.LETTER.QUEUE -md \\mars\wmq\data -ld \\mars\wmq\logs QMGR

システム応答:

IBM MQ queue manager created.
Directory '\\mars\wmq\data\QMGR' created.
The queue manager is associated with installation 'Installation1'.
Creating or replacing default objects for queue manager 'QMGR'.
Default objects statistics : 74 created. 0 replaced. 0 failed.
Completing setup.
Setup completed.

4. sun上のキュー・マネージャーを開始し、スタンバイ・インスタンスを許可します。

strmqm -x QMGR

システム応答:

IBM MQ queue manager 'QMGR' starting.
The queue manager is associated with installation 'Installation1'.
5 log records accessed on queue manager 'QMGR' during the log
replay phase.
Log replay for queue manager 'QMGR' complete.
Transaction manager state recovered for queue manager 'QMGR'.
IBM MQ queue manager 'QMGR' started using V7.1.0.0.

5.で earthの二番目 QMGR のインスタンスを作成します。
a) Prefixおよび InstallationNameパラメーターの値が earthに対して正しいことを確認してく
ださい。
sun で dspmqinf コマンドを実行します。

dspmqinf QMGR

システム応答:
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QueueManager:
Name=QMGR
Directory=QMGR
Prefix= C:\ProgramData\IBM \MQ
DataPath=\\mars\wmq\data\QMGR
InstallationName=Installation1

b)機械可読形式の QueueManager スタンザをクリップボードにコピーします。
sun で dspmqinf コマンドを再び実行します。 今回は、-o command パラメーターを付けます。

dspmqinf -o command QMGR

システム応答:

addmqinf -s QueueManager -v Name=QMGR
-v Directory=QMGR -v Prefix=" C:\ProgramData\IBM \MQ"
-v DataPath=\\mars\wmq\data\QMGR

c) earth で addmqinf コマンドを実行し、クリップボードの情報を使用して、キュー・マネージャー
のインスタンスを earth で作成します。
必要に応じて、Prefix パラメーターまたは InstallationName パラメーターの違いに合わせてコ
マンドを調整します。

addmqinf -s QueueManager -v Name= QMGR
-v Directory= QMGR -v Prefix="C:\Program Files\IBM\WebSphere MQ"
-v DataPath=\\mars\wmq\data\QMGR

IBM MQ configuration information added.
6. earth上のキュー・マネージャーのスタンバイ・インスタンスを開始します。

strmqm -x QMGR

システム応答:

IBM MQ queue manager 'QMGR' starting.
The queue manager is associated with installation 'Installation1'.
A standby instance of queue manager 'QMGR' has been started. The active
instance is running elsewhere.

タスクの結果
キュー・マネージャーが sunから earthに切り替わることを確認します:

1. sunで、次のコマンドを実行します:

endmqm -i -r -s QMGR

sun上のシステム応答:

IBM MQ queue manager 'QMGR' ending.
IBM MQ queue manager 'QMGR' ending.
IBM MQ queue manager 'QMGR' ending.
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IBM MQ queue manager 'QMGR' ending.
IBM MQ queue manager 'QMGR' ending.
IBM MQ queue manager 'QMGR' ending.
IBM MQ queue manager 'QMGR' ended, permitting switchover to
a standby instance.

2. earthでは、以下のコマンドを繰り返し入力します:

dspmq

システム応答:

QMNAME(QMGR) STATUS(Running as standby)
QMNAME(QMGR) STATUS(Running as standby)
QMNAME(QMGR) STATUS(Running)

次のタスク
サンプル・プログラムを使用して複数インスタンス・キュー・マネージャーを検証するには、549 ページ
の『Windows での複数インスタンス・キュー・マネージャーの検査』を参照してください。
関連タスク
545 ページの『サンプル・ドメインへの 2 番目の Windows ドメイン・コントローラーの追加』
547 ページの『サンプル・ドメインでのWindowsドメイン・コントローラーへの IBM MQのインストー
ル』
関連情報
Windows 2000、Windows Server 2003、および Windows Server 2008 クラスター・ノードをドメイン・
コントローラーとして構成する

サンプル・ドメインへの 2 番目の Windows ドメイン・コントローラーの追加
二番目のドメイン・コントローラーを wmq.example.comドメインに追加して、ドメイン・コントローラ
ーおよびファイル・サーバー上でマルチインスタンス・キュー・マネージャーを実行するWindows ドメイ
ンを構成します。
この構成例では、3 つのサーバーを使用します。
sun
第 1 のドメイン・コントローラーとして使用する Windows Server 2008 サーバーです。 これは、sun、
earth、および marsを含む wmq.example.comドメインを定義します。 これには、QMGRと呼ばれ
るの複数インスタンス・キュー・マネージャーの 一つのインスタンスが含まれています。

earth
2 番目のドメイン・コントローラー IBM MQ サーバーとして使用される Windows Server 2008。 これ
には、QMGRという名前の複数インスタンス・キュー・マネージャーの二番目のインスタンスが含まれ
ています。

mars
ファイル・サーバーとして使用するWindows Server 2008 です。

この例で斜体で表記している名前をそれぞれ任意の名前に置き換えてください。

始める前に
1. 528 ページの『Active Directory と DNS のドメインの作成 (Windows)』のステップを実行して、ドメイ
ン wmq.example.com用のドメイン・コントローラー sunを作成します。 斜体の名前は、それぞれの
構成に合わせて変更してください。

2. WindowsServer 2008をデフォルトのワークグループ WORKGROUP内のサーバーにインストールしま
す。 この例では、サーバーの名前は earthになります。
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このタスクについて
このタスクでは、earthという名前のWindowsServer 2008を、wmq.example.com ドメイン内の二番目
のドメイン・コントローラーとして構成します。
このタスクは、キュー・マネージャーのデータおよびログ・ファイルへのアクセスについて説明して、関
連タスクのセットの 1つです。 これらの作業によって、任意のディレクトリーに格納されているデータ・
ファイルとログ・ファイルに対する読み取り/書き込み権限のあるキュー・マネージャーを作成する方法を
確認します。 さらに、523 ページの『Windows ドメインおよび複数インスタンス・キュー・マネージャ
ー』の作業も必要です。

手順
1.ドメイン・コントローラー sun.wmq.example.comtoearthを DNSサーバーとして追加します。

a) earthで、earth\Administratorとしてログオンし、スタートをクリックします。
b)「ネットワーク」 > 「プロパティー」 > 「ネットワーク接続の管理」を右クリックします。
c)ネットワーク・アダプターを右クリックして、「プロパティ」をクリックします。
システムの応答として、「ローカル エリア接続のプロパティ」ウィンドウが開き、接続で使用する項
目のリストが表示されます。

d)「ローカル エリア接続のプロパティ」ウィンドウの項目リストから、「インターネット プロトコル バ
ージョン 4」または「インターネット プロトコル IBM WebSphere MQ 6」を選択します。 「プロパ
ティー」 > 「拡張 ...」 をクリックします。 「DNS」 タブをクリックします。

e) DNS サーバー・アドレスで、「追加...」をクリックします。
f) DNS サーバーでもあるドメイン・コントローラーの IP アドレスを入力して、「追加」をクリックし
ます。

g)「以下の DNS サフィックスを順に追加する」 > 「追加...」をクリックします。
h)タイプ wmq.example.comと追加をクリックします。
i)この接続の DNSサフィックスフィールドでのタイプ wmq.example.com。
j)「この接続のアドレスを DNS に登録する」と「この接続の DNS サフィックスを DNS 登録に使う」を
選択します。 「OK」 > 「OK」 > 「閉じる」をクリックします。

k)コマンド・ウィンドウで、ipconfig /all というコマンドを入力して、TCP/IP 設定を確認します。
2.ローカル管理者または Workgroup 管理者として、ドメイン・コントローラー sunにログオンします。
サーバーが既にドメイン・コントローラーとして構成されている場合は、ドメイン管理者としてログオ
ンする必要があります。

3.「Active Directory ドメイン サービス」ウィザードを実行します。
a)クリックスタート > 実行... dcpromo と入力して、 「OK」をクリックします。

Active Directory のバイナリー・ファイルがインストールされていなければ、Windows によってそれら
のファイルが自動的にインストールされます。

4. earthを wmq.example.comドメインの二番目のドメイン・コントローラーとして構成します。
a)ウィザードの最初のウィンドウで、「詳細モード インストールを使用する」チェック・ボックスは、
クリアされた状態のままにしておきます。 「次へ」 > 「次へ」をクリックし、「既存のドメインにド
メイン コントローラを追加する」 > 「次へ」をクリックします。

b)「このフォレスト内の任意のドメインの名前を入力してください ...」 に wmq と入力します。 設定し
ます。 「代替の資格情報」ラジオ・ボタンがクリックされた状態になっていることを確認し、「設
定...」をクリックします。 ドメイン管理者の名前とパスワードを入力し、「OK」 > 「次へ」 > 「次
へ」 > 「次へ」をクリックします。

c)「追加のドメイン コントローラ オプション」ウィンドウで、「DNS サーバー」オプションと「グロー
バル カタログ」オプションが選択された状態になります。 それらのオプションをそのまま受け入れ、
「次へ」 > 「次へ」をクリックします。
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d)「ディレクトリー サービス復元モード Administrator パスワード」ウィンドウの「パスワード」と「パ
スワードの確認入力」にパスワードを入力します。 「次へ」 > 「次へ」をクリックします。

e)「ネットワーク資格情報」のプロンプト画面が表示されたら、ドメイン管理者のパスワードを入力し
ます。 ウィザードの最後のウィンドウで「完了時に再起動する」を選択します。

f)しばらくすると、DNS の委任に関する DCPromo エラーのウィンドウが表示されることがあります。
「OK」をクリックします。 サーバーがリブートします。

タスクの結果
earthがリブートされたら、ドメイン管理者としてログオンします。 wmq.example.comドメインが
earthに複製されていることを確認します。

次のタスク
IBM MQ のインストールに進みます。 547 ページの『サンプル・ドメインでのWindowsドメイン・コン
トローラーへの IBM MQのインストール』を参照してください。
関連タスク

サンプル・ドメインでのWindowsドメイン・コントローラーへの IBM MQのインストール
528 ページの『Active Directory と DNS のドメインの作成 (Windows)』

サンプル・ドメインでのWindowsドメイン・コントローラーへの IBM MQのインストール
wmq.example.comドメイン内の両方のドメイン・コントローラーに IBM MQのインストールをインスト
ールおよび構成します。
この構成例では、3 つのサーバーを使用します。
sun
第 1 のドメイン・コントローラーとして使用する Windows Server 2008 サーバーです。 これは、sun、
earth、および marsを含む wmq.example.comドメインを定義します。 これには、QMGRと呼ばれ
るの複数インスタンス・キュー・マネージャーの 一つのインスタンスが含まれています。

earth
2 番目のドメイン・コントローラー IBM MQ サーバーとして使用される Windows Server 2008。 これ
には、QMGRという名前の複数インスタンス・キュー・マネージャーの二番目のインスタンスが含まれ
ています。

mars
ファイル・サーバーとして使用するWindows Server 2008 です。

この例で斜体で表記している名前をそれぞれ任意の名前に置き換えてください。

始める前に
1. 528 ページの『Active Directory と DNS のドメインの作成 (Windows)』のステップを実行して、ドメイ
ン wmq.example.com用のドメイン・コントローラー sunを作成します。 斜体の名前は、それぞれの
構成に合わせて変更してください。

2. 545 ページの『サンプル・ドメインへの 2 番目の Windows ドメイン・コントローラーの追加』のステ
ップを実行して、ドメイン wmq.example.com用の二番目のドメイン・コントローラー earthを作成
します。 斜体の名前は、それぞれの構成に合わせて変更してください。

3. IBM MQ を実行できるその他の Windows バージョンについては、 Windows システムでのハードウェア
要件およびソフトウェア要件 を参照してください。

このタスクについて
wmq.example.comドメイン内の両方のドメイン・コントローラーに IBM MQのインストールをインスト
ールおよび構成します。
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手順
1. IBM MQで sunと earthをインストールします。
詳しくは、 Windows への IBM MQ サーバーのインストール を参照してください。
a) sunと earthの両方で、ドメイン管理者 wmq\Administratorとしてログオンします。
b) Setup コマンドを IBM MQ for Windows インストール・メディアで実行します。

IBM MQ のランチパッド・アプリケーションが始動します。
c)「ソフトウェア要件」をクリックして、前提ソフトウェアがインストールされていることを確認しま
す。

d)「ネットワーク構成」 > 「いいえ」をクリックします。
このインストール環境では、ドメイン・ユーザー ID を構成してもしなくてもかまいません。 作成さ
れるユーザー ID は、ドメイン・ローカル・ユーザー ID になります。

e)「IBM MQ インストール」をクリックし、インストール言語を選択し、「IBM MQ インストーラーの起
動」をクリックします。

f)使用条件を確認し、「次へ」 > 「次へ」 > 「インストール」をクリックして、デフォルト構成を受け
入れます。 インストールが完了するのを待って、「完了」をクリックします。
インストール環境の名前を変更したり、別のコンポーネントをインストールしたり、キュー・マネー
ジャーのデータとログのために別のディレクトリーを構成したり、別のディレクトリーにインストー
ルしたりする場合は、「標準」ではなく「カスタム」をクリックします。
IBM MQ がインストールされ、インストーラーによって Prepare IBM MQ Wizardが開始されます。

IBM MQ for Windowsインストールでは、ドメイン・ローカル・グループ mqm、およびドメイン・グル
ープ Domain mqmを構成します。 の Domain mqmmqmメンバーになります。 同じドメイン内の後続
のドメイン・コントローラーは、mqmグループと Domain mqmグループを共有します。

2. earthと sunの両方で、Prepare IBM MQ Wizardを実行します。
詳しくは、 Prepare IBM MQ Wizardを使用した IBM MQ の構成を参照してください。
a) IBM MQ インストーラーによって Prepare IBM MQ Wizardが自動的に実行されます。
ウィザードを手動で開始するには、 「スタート」 > 「すべてのプログラム」 > IBM MQ フォルダー
で Prepare IBM MQ Wizard へのショートカットを見つけます。 複数インストール構成の場合は、
IBM MQ のインストールに対応するショートカットを選択します。

b)「 次 」をクリックして、質問に答えていいえを「クリック」してください。"ネットワーク内に
Windows 2000またはそれ以降のドメイン・コントローラーがあるかどうかを確認する"1.

c)ウィザードの最終ページで、必要に応じて各種のチェック・ボックスを選択したりクリアしたりし
て、「完了」をクリックします。

Prepare IBM MQ Wizardによって、第 1 のドメイン・コントローラーにドメイン・ローカル・ユーザー
MUSR_MQADMIN が作成され、第 2 のドメイン・コントローラーに別のドメイン・ローカル・ユーザー
MUSR_MQADMIN1 が作成されます。 さらに、このウィザードによって、各コントローラーに IBM MQ サ
ービスが作成され、このサービスにログオンするユーザーが MUSR_MQADMIN または MUSR_MQADMIN1
になります。

3.キュー・マネージャーを作成する権限を持ったユーザーを定義します。
ユーザーはローカルにログオンする権限を持っている必要があり、ドメイン・ローカル mqmグループの
メンバーでなければなりません。 ドメイン・コントローラーの場合、ローカル・ログオンの権限は、ド
メイン・ユーザーではなく管理者にあります。 デフォルトでその両方の属性を兼ね備えているユーザー
はいません。 このタスクでは、ドメイン管理者をドメインのローカル mqmグループに追加します。

1 ドメインのインストールを構成することができます。 ドメイン・コントローラーに存在するすべてのユーザ
ーとグループのスコープはドメイン・スコープなので、どちらにしても違いはありません。 IBM MQをドメ
イン内にないものとして、インストールする方が簡単です。
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a) [サーバーマネージャー] > [ロール] > Active Directory Domain Services > wmq.example.com > [ユ
ーザー]を開きます。

b)ドメイン管理者 > 「グループに追加 ...」 を右クリックします。 次に mqm と入力します。 「名前の
確認」 > OK > 「OK」 をクリックします。

タスクの結果
1. Prepare IBM MQ Wizardによってドメイン・ユーザー MUSR_MQADMIN が作成されたことを確認します。

a. [サーバーマネージャー] > [ロール] > Active Directory Domain Services > wmq.example.com > [ユ
ーザー]を開きます。

b.右クリック MUSR_MQADMIN > プロパティー... > 次のメンバー。これが Domain users および
mqmのメンバーであることを確認します。

2. MUSR_MQADMIN に、サービスとして実行する権限があることを確認します。
a.「スタート」 > 「ファイル名を指定して実行 ...」をクリックします。 コマンド secpol.msc を入力
し、 「OK」をクリックします。 をクリックします。

b.「セキュリティの設定」 > 「ローカル ポリシー」 > 「ユーザー権利の割り当て」を開きます。 ポリ
シーの中で、サービスとしてログオン > プロパティを右クリックします。サービスとしてログオン
する権限があるユーザーとして MUSR_MQADMIN が表示されることを確認します。 OKをクリック
します。

次のタスク
1. 557 ページの『ローカル mqm グループによって許可されたデータ・ファイルおよびログ・ファイルの
読み取りおよび書き込み』の作業を実行して、インストールと構成が正しく機能していることを検証し
ます。

2. 541 ページの『Windows ドメイン・コントローラーでの複数インスタンス・キュー・マネージャーの作
成』の作業に戻り、ドメイン・コントローラーで複数インスタンス・キュー・マネージャーを構成する
作業を完了します。

関連タスク
サンプル・ドメインへの 2 番目の Windows ドメイン・コントローラーの追加

関連資料
IBM MQ Windows サービスに必要なユーザー権限

Windows での複数インスタンス・キュー・マネージャーの検査
複数インスタンス・キュー・マネージャー構成を検査するには、サンプル・プログラム amqsghac、
amqsphac、および amqsmhac を使用します。 このトピックでは、Windows Server 2003 上で複数インス
タンス・キュー・マネージャーの構成を検査するためのサンプル構成を記載しています。
高可用性サンプル・プログラムは、クライアントの自動再接続を使用します。 接続されたキュー・マネー
ジャーに障害が起きた場合、クライアントは同じキュー・マネージャー・グループ内のキュー・マネージ
ャーへの再接続を試行します。 サンプルの説明、高可用性のサンプル・プログラムでは、単純にするため
に単一インスタンス・キュー・マネージャーを使用してクライアントの再接続を説明しています。 複数イ
ンスタンス・キュー・マネージャーがある同じサンプルを使用して、複数インスタンス・キュー・マネー
ジャー構成を検査することができます。
このサンプルでは、541 ページの『Windows ドメイン・コントローラーでの複数インスタンス・キュー・
マネージャーの作成』で説明されている複数インスタンス構成を使用しています。 この構成を使用して、
複数インスタンス・キュー・マネージャーがスタンバイ・インスタンスに切り替わることを検査します。
endmqm コマンドを使用してキュー・マネージャーを停止し、-s 切り替えオプションを使用します。 クラ
イアント・プログラムは、新規キュー・マネージャー・インスタンスに再接続して、少しの遅延の後に新
規インスタンスの処理を続行します。
クライアントは、Windows7 Service Pack 1を実行している 400MBの VMwareイメージにインストールさ
れています。 セキュリティー上の理由から、マルチインスタンス・キュー・マネージャーを実行している
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ドメイン・サーバーと同じ VMwareホスト専用ネットワーク上で接続されています。 これは、構成を単純
化するために、クライアント接続テーブルを含む/MQHAフォルダーを共用しています。
IBM MQ Explorer を使用したフェイルオーバーの検査
フェイルオーバーを検査するためにサンプル・アプリケーションを使用する前に、IBM MQ Explorer を各サ
ーバー上で実行します。 「リモート・キュー・マネージャーの追加」>「複数インスタンス・キュー・マネ
ージャーへの直接接続」ウィザードを使用して、両方のキュー・マネージャー・インスタンスを各エクス
プローラーに追加します。 両方のインスタンスをスタンバイを許可して実行しておきます。 アクティブ・
インスタンスがある VMware イメージを実行しているウィンドウを閉じて仮想的にサーバーの電源をオフ
にするか、またはアクティブ・インスタンスを停止して、スタンバイ・インスタンスおよび再接続する再
接続可能クライアントへの切り替えを許可します。

重要 : サーバーの電源をオフにしている場合は、サーバーが MQHAフォルダーをホストしていない
ことを確認してください!

注 : 「キュー・マネージャーの停止」ダイアログで「スタンバイ・インスタンスへの切り替えを許可」オプ
ションが表示されない場合があります。 このオプションがないのは、キュー・マネージャーが単一インス
タンス・キュー・マネージャーとして実行されているためです。 それを開始したときに、「スタンバイ・イ
ンスタンスの許可」オプションを指定しませんでした。 キュー・マネージャーの停止要求が拒否された場
合は、「詳細」ウィンドウを参照してください。実行中のスタンバイ・インスタンスがない可能性がありま
す。
サンプル・プログラムを使用したフェイルオーバーの検査
アクティブ・インスタンスを実行するサーバーの選択

MQHAディレクトリーまたはファイル・システムをホストするサーバーの一つを選択した可能性があり
ます。 アクティブ・サーバーを実行している VMwareウィンドウを閉じて、フェイルオーバーをテス
トする場合は、MQHAをホスティングしているものではないことを確認してください！

アクティブ・キュー・マネージャー・インスタンスを実行するサーバー上
1. ipaddr1および ipaddr2を変更し、以下のコマンドを N:\hasample.tst.に保管する

DEFINE QLOCAL(SOURCE) REPLACE
DEFINE QLOCAL(TARGET) REPLACE
DEFINE CHANNEL(CHANNEL1) CHLTYPE(SVRCONN)  TRPTYPE(TCP) +
MCAUSER(' ') REPLACE
DEFINE CHANNEL(CHANNEL1) CHLTYPE(CLNTCONN) TRPTYPE(TCP) +
CONNAME(' ipaddr1 (1414), ipaddr2 (1414)') QMNAME(QM1) REPLACE
START CHANNEL(CHANNEL1)
DEFINE LISTENER(LISTENER.TCP) TRPTYPE(TCP) CONTROL(QMGR)
DISPLAY LISTENER(LISTENER.TCP) CONTROL
DISPLAY LSSTATUS(LISTENER.TCP) STATUS

注 : MCAUSERパラメーターをブランクのままにすると、クライアント・ユーザー IDがサーバーに
送信されます。 クライアント・ユーザー IDには、サーバーに対する正しいアクセス権が必要です。
別の方法として、SVRCONN チャネル内の MCAUSER パラメーターを、サーバー上で構成済みのユー
ザー ID に設定します。

2.パス N:\を指定して、コマンド・プロンプトを開き、以下のコマンドを実行します:

runmqsc -m QM1 < hasample.tst

3. runmqsc コマンドの出力を検査することで、リスナーが実行中であり、キュー・マネージャー制御
があることを確認します。
LISTENER(LISTENER.TCP)CONTROL(QMGR)
LISTENER(LISTENER.TCP)STATUS(RUNNING)

または、IBM MQ Explorer を使用して、TCPIP リスナーが実行中で、Control = Queue Manager
があることを確認します。

550  IBM MQ の構成



クライアント上
1.サーバー上の共有ディレクトリー C:\MQHA、クライアント上の N:\にマップします。
2.パス N:\を指定してコマンド・プロンプトを開きます。 次のようにして、環境変数 MQCHLLIB を、
サーバー上のクライアント・チャネル定義テーブル (CCDT) を指すように設定します。
SET MQCHLLIB=N:\data\QM1\@ipcc

3.コマンド・プロンプトで、以下のコマンドを入力します。
start amqsghac TARGET QM1
start amqsmhac -s SOURCE -t TARGET -m QM1
start amqsphac SOURCE QM1

注 : 問題がある場合は、コマンド・プロンプトでアプリケーションを開始し、理由コードがコンソ
ールに出力されるようにするか、N:\data\QM1\errorsフォルダー内の AMQERR01.LOGファイ
ルを調べてください。

アクティブ・キュー・マネージャー・インスタンスを実行するサーバー上
1.以下のいずれかを実行します。

• アクティブ・サーバー・インスタンスがある VMware イメージを実行するウィンドウを閉じます。
• IBM MQ Explorerを使用して、アクティブ・キュー・マネージャー・インスタンスを停止して、ス
タンバイ・インスタンスへの切り替えを許可し、再接続可能クライアントに再接続を指示します。

2.最終的には 3 つのクライアントで接続が切断していることが検出され、次いで再接続されます。 こ
の構成では、サーバー・ウィンドウを閉じた場合、3 つの接続がすべて再確立されるには約 7 分か
かります。 他の接続よりも速く再確立される接続もあります。

結果

N:\>amqsphac SOURCE QM1
Sample AMQSPHAC start
target queue is SOURCE
message Message 1
message Message 2
message Message 3
message Message 4
message Message 5
17:05:25 : EVENT : Connection Reconnecting (Delay: 0ms)
17:05:47 : EVENT : Connection Reconnecting (Delay: 0ms)
17:05:52 : EVENT : Connection Reconnected
message Message 6
message Message 7
message Message 8
message Message 9

N:\>amqsmhac -s SOURCE -t TARGET -m QM1
Sample AMQSMHA0 start

17:05:25 : EVENT : Connection Reconnecting (Delay: 97ms)
17:05:48 : EVENT : Connection Reconnecting (Delay: 0ms)
17:05:53 : EVENT : Connection Reconnected
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N:\>amqsghac TARGET QM1
Sample AMQSGHAC start
message Message 1
message Message 2
message Message 3
message Message 4
message Message 5
17:05:25 : EVENT : Connection Reconnecting (Delay: 156ms)
17:05:47 : EVENT : Connection Reconnecting (Delay: 0ms)
17:05:52 : EVENT : Connection Reconnected
message Message 6
message Message 7
message Message 8
message Message 9

共有されるキュー・マネージャーのデータおよびログのディレクトリーとファイルの保護
(Windows)
このトピックでは、グローバル代替セキュリティー・グループを使用して、キュー・マネージャーのデー
タ・ファイルとログ・ファイルの共有場所を保護する方法を取り上げます。 別々のサーバーで実行するキ
ュー・マネージャーの複数インスタンスで、その場所を共有できます。
通常、キュー・マネージャーのデータ・ファイルとログ・ファイルの共有格納場所をセットアップするこ
とはありません。 IBM MQ for Windows をインストールするときに、そのサーバーで作成するキュー・マ
ネージャーのために指定したホーム・ディレクトリーがインストール・プログラムによって作成されます。
キュー・マネージャーのディレクトリーは、ローカル mqm グループによって保護され、それらのディレク
トリーにアクセスする IBM MQ サービスのユーザー ID が構成されます。
セキュリティー・グループを使用して共有フォルダーを保護する場合、そのフォルダーにアクセスする権
限を持ったユーザーには、そのグループの資格情報が必要になります。 例えば、mars というサーバーのロ
ーカル mqm グループによって、リモート・ファイル・サーバーにあるフォルダーを保護するとしましょう。
その場合は、キュー・マネージャーのプロセスを実行するユーザーを mars のローカル mqm グループのメ
ンバーにします。 そのユーザーには、リモート・ファイル・サーバーにあるフォルダーの資格情報に合致
する資格情報を設定します。 その資格情報を使用して、キュー・マネージャーは、そのフォルダーにある
データ・ファイルとログ・ファイルにアクセスできます。 別のサーバーでキュー・マネージャーのプロセ
スを実行するユーザーは、別のローカル mqm グループのメンバーであり、資格情報が合致しません。 キュ
ー・マネージャーは、marsに対して、異なるサーバー上で実行される場合、mars上で実行されたときに、
作成したデータおよびログ・ファイルにアクセスできません。 そのユーザーをドメイン・ユーザーにした
としても、そのユーザーの資格情報は異なります。 そのユーザーは、mars のローカル mqm グループから
資格情報を取得する必要があり、別のサーバーからその資格情報を取得することはできないからです。
この問題は、キュー・マネージャーのためにグローバル代替セキュリティー・グループを設定することに
よって解決できます。 553 ページの図 73を参照してください。 つまり、グローバル・グループによって
リモート・フォルダーを保護するということです。 グローバル・グループを mars上で作成するときに、
そのグローバル・グループの名前をキュー・マネージャーに渡します。 そのグローバル・グループ名を代
替セキュリティー・グループとして渡すときには、crtmqm コマンドの -a[r] パラメーターを使用します。
キュー・マネージャーを別のサーバーに移動する場合は、そのセキュリティー・グループの名前も一緒に
移動します。 具体的には、qm.ini ファイルの AccessMode スタンザにある SecurityGroup でその名前
を移動することになります。 例えば、以下のとおりです。
AccessMode:
SecurityGroup=wmq\wmq

qm.ini の AccessMode スタンザには、RemoveMQMAccess も含まれます。例えば、以下のとおりです。

AccessMode:
RemoveMQMAccess=true|false

値 true を使用してこの属性を指定し、アクセス・グループも指定していると、ローカル mqm グループは
キュー・マネージャー・データ・ファイルへのアクセス権を付与されません。
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図 73. 代替グローバル・セキュリティー・グループを使用してキュー・マネージャーのデータとログを保
護する操作 (1)

キュー・マネージャーのプロセスを実行するユーザー ID に、グローバル・セキュリティー・グループと合
致する資格情報を設定するには、そのユーザー ID のスコープがグローバル・スコープになっていることも
必要です。 ローカル・グループまたはローカル・プリンシパルをグローバル・グループのメンバーにする
ことはできません。 553 ページの図 73 では、キュー・マネージャーのプロセスを実行するユーザーをド
メイン・ユーザーとしています。
多数の IBM MQ サーバーをデプロイする場合は、553 ページの図 73 にあるようにユーザーをグループ化す
る作業が面倒になります。 ローカル・グループにユーザーを追加するプロセスを IBM MQ サーバーごとに
繰り返さなければならないからです。 代わりに、ドメイン・コントローラー上に Domain mqm グローバ
ル・グループを作成し、Domain mqmグループの IBM MQ メンバーを実行するユーザーを作成します。
554 ページの図 74を参照してください。 IBM MQをドメイン・インストールとしてインストールする
と、Prepare IBM MQ Wizardは自動的に Domain mqmローカル mqmグループのメンバーをグループ化しま
す。 同じユーザーが、グローバル・グループ Domain mqm と wmqの両方に存在します。
ヒント : 同じユーザーが別々のサーバーで IBM MQ を実行することは可能ですが、1 つのサーバーで IBM
MQ をサービスとして実行するユーザーと、対話式に実行するユーザーは、別々にしなければなりません。
1 つのサーバーにあるインストール環境ごとに別々のユーザーを使用することも必要です。 したがって、
Domain mqmには通常、多数のユーザーが含まれます。
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図 74. 代替グローバル・セキュリティー・グループを使用してキュー・マネージャーのデータとログを保
護する操作 (2)

554 ページの図 74 の編成は、必要以上に複雑になっています。 この配置では、2 つのグローバル・グルー
プに同じメンバーが入っています。 この編成を簡略化して、グローバル・グループを 1 つだけ定義した環
境が 554 ページの図 75 です。

図 75. 代替グローバル・セキュリティー・グループを使用してキュー・マネージャーのデータとログを保
護する操作 (3)

場合によっては、それぞれのキュー・マネージャーからアクセスできるフォルダーを制限することによっ
て、アクセス制御をきめ細かく設定しなければならない環境もあります。 555 ページの図 76を参照して
ください。 555 ページの図 76 では、ドメイン・ユーザーの 2 つのグループを定義し、別々のグローバ
ル・グループで、別々のキュー・マネージャーのログ・ファイルとデータ・ファイルを保護しています。
二つの異なる IBM MQローカルグループが表示されていますが、これらは異なる mqmサーバーにあるはず
です。 この例では、各キュー・マネージャーを 2 つのセットに区分化し、その 2 つのセットに別々のユー
ザーを割り振ります。 例えば、テスト用のキュー・マネージャーと実動用のキュー・マネージャーという
2 つのセットを設定する環境などが考えられます。 それぞれの代替セキュリティー・グループの名前は、
wmq1 と wmq2 です。 テストの区分に所属するのか、実動の区分に所属するのかに応じて、グローバル・グ
ループ wmq1 と wmq2 を正しいキュー・マネージャーに手動で追加しなければなりません。 2 つのユーザ

554  IBM MQ の構成



ー・グループがあるため、 554 ページの図 75の場合と同様に、 IBM MQ のインストールによって Domain
mqm がローカル mqm グループに伝搬されるということを構成で利用することはできません。

図 76. 代替グローバル・セキュリティー・プリンシパルを使用してキュー・マネージャーのデータとログ
を保護する操作 (4)

2 つに区分するためのもう 1 つの方法は、それぞれの区分を 2 つの Windows ドメインに配置することで
す。 その場合は、554 ページの図 75 にあるようなシンプルなモデルに戻ることができます。

Windows でキュー・マネージャーのデータとログの非共有ディレクトリーおよびファイルを
保護する操作
このトピックでは、ローカル mqm グループと代替セキュリティー・グループの両方を使用して、キュー・
マネージャーのデータ・ファイルとログ・ファイルの代替格納場所を保護する方法を取り上げます。
通常、キュー・マネージャーのデータ・ファイルとログ・ファイルの代替格納場所をセットアップするこ
とはありません。 IBM MQ for Windows をインストールするときに、作成するキュー・マネージャーのた
めに指定したホーム・ディレクトリーがインストール・プログラムによって作成されます。 キュー・マネ
ージャーのディレクトリーは、ローカル mqm グループによって保護され、それらのディレクトリーにアク
セスする IBM MQ サービスのユーザー ID が構成されます。
IBM MQ のアクセス制御を構成する方法を 2 つの例で確認します。 これらの例では、インストール時に作
成されるデータとログのパスに存在しないディレクトリーにデータとログを格納するキュー・マネージャ
ーを作成する方法を見ていきます。 最初の例 (557 ページの『ローカル mqm グループによって許可され
たデータ・ファイルおよびログ・ファイルの読み取りおよび書き込み』) では、ローカル mqm グループによ
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って、キューとログのディレクトリーに対するアクセスを許可します。 2 番目の例 (561 ページの『代替
ローカル・セキュリティー・グループによって許可されたデータ・ファイルおよびログ・ファイルの読み
取りと書き込み』) では、代替セキュリティー・グループによって、それらのディレクトリーに対するアク
セスを許可します。 1 つのサーバーだけで実行するキュー・マネージャーがそれらのディレクトリーにア
クセスする場合は、代替セキュリティー・グループでデータ・ファイルとログ・ファイルを保護すること
によって、他のローカル・グループやローカル・プリンシパルで他のキュー・マネージャーを保護すると
いう選択肢が可能になります。 一方、複数のサーバーで実行するキュー・マネージャー (複数インスタン
ス・キュー・マネージャーなど) がそれらのディレクトリーにアクセスする場合は、代替セキュリティー・
グループによってデータ・ファイルとログ・ファイルを保護することが唯一の選択肢になります。 552 ペ
ージの『共有されるキュー・マネージャーのデータおよびログのディレクトリーとファイルの保護
(Windows)』を参照してください。
Windows の場合、キュー・マネージャーのデータ・ファイルとログ・ファイルに関するセキュリティー権
限を構成する作業は、一般的な作業ではありません。 IBM MQ for Windows のインストール時に、キュー・
マネージャーのデータとログのディレクトリーを指定するか、デフォルトのディレクトリーをそのまま受
け入れます。 インストール・プログラムは、これらのディレクトリーをローカル mqmグループで自動的に
保護し、完全な制御権限を付与します。 インストール・プロセスによって、キュー・マネージャーを実行
するユーザー ID は、そのローカル mqm グループのメンバーになります。 それぞれのアクセス要件に合わ
せて、それらのディレクトリーに対する他のアクセス権限を変更することもできます。
データ・ファイルとログ・ファイルのディレクトリーを新しい場所に移動する場合は、その新しい場所の
セキュリティーを構成する必要があります。 それらのディレクトリーの場所を変更する可能性があるの
は、キュー・マネージャーをバックアップして別のコンピューターにリストアする場合や、キュー・マネ
ージャーを複数インスタンス・キュー・マネージャーに変更する場合などです。 新しい場所に移したキュ
ー・マネージャーのデータとログのディレクトリーを保護する方法には、2 つの選択肢があります。 つま
り、アクセス権をローカル mqm グループに限定する方法と、任意のセキュリティー・グループに限定する
方法のいずれかで、それらのディレクトリーを保護できます。
それらのディレクトリーを保護するための手順の数が少なくてすむのは、ローカル mqm グループを使用す
る場合です。 データとログのディレクトリーに対するアクセス許可を設定し、ローカル mqm グループにフ
ル・コントロール権限を与えます。 そのための標準的な方法は、既存のアクセス許可をコピーして、親フ
ォルダーからの継承を解除することです。 その後、他のプリンシパルのアクセス許可を削除するか、制限
できます。
「IBM MQ の準備」ウィザードによってセットアップされるサービスのユーザー ID とは異なるユーザー ID
でキュー・マネージャーを実行する場合は、そのユーザー ID をローカル mqm グループのメンバーにしなけ
ればなりません。 そのための手順については、557 ページの『ローカル mqm グループによって許可され
たデータ・ファイルおよびログ・ファイルの読み取りおよび書き込み』の作業を参照してください。
代替セキュリティー・グループを使用して、キュー・マネージャーのデータ・ファイルとログ・ファイル
を保護することもできます。 代替セキュリティー・グループを使用して、キュー・マネージャーのデータ・
ファイルとログ・ファイルを保護するプロセスでは、いくつかの手順を実行しなければなりません。 557
ページの図 77を参照してください。 ローカル・グループ wmqは、代替セキュリティー・グループの例で
す。
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図 77. 代替ローカル・セキュリティー・グループを使用して、キュー・マネージャーのデータおよびログ
を保護する。wmq

1.キュー・マネージャーのデータとログのために別々のディレクトリーを作成するか、共通のディレクト
リーを作成するか、共通の親ディレクトリーを作成します。

2.既存の継承アクセス許可をそれらのディレクトリーまたは親ディレクトリーにコピーして、それぞれの
要件に合わせて変更します。

3.キュー・マネージャーおよびログを含むディレクトリーを、ディレクトリーに対する代替グループ
wmq、フル・コントロール許可を付与することによって保護します。

4.キュー・マネージャーのプロセスを実行するすべてのユーザー ID に、代替セキュリティー・グループ
または代替セキュリティー・プリンシパルの資格情報を与えます。
a.ユーザーを代替セキュリティー・プリンシパルとして定義する場合、そのユーザーは、キュー・マネ
ージャーを実行するユーザーと同じユーザーでなければなりません。 そのユーザーは、ローカル
mqm グループのメンバーでなければなりません。

b.ローカル・グループを代替セキュリティー・グループとして定義する場合は、その代替グループに、
キュー・マネージャーを実行するユーザーを追加しなければなりません。 そのユーザーは、ローカ
ル mqm グループのメンバーでもなければなりません。

c.グローバル・グループを代替セキュリティー・グループとして定義する場合は、552 ページの『共有
されるキュー・マネージャーのデータおよびログのディレクトリーとファイルの保護 (Windows)』を
参照してください。

5. crtmqm コマンドの -a パラメーターで代替セキュリティー・グループまたは代替セキュリティー・プ
リンシパルを指定して、キュー・マネージャーを作成します。

ローカル mqm グループによって許可されたデータ・ファイルおよびログ・ファイルの読み取
りおよび書き込み
この作業では、キュー・マネージャーを作成し、そのデータ・ファイルとログ・ファイルを任意のディレ
クトリーに格納する方法を確認します。 ファイルへのアクセスは、ローカル mqm グループによって保護さ
れます。 ディレクトリーは共有しません。

始める前に
1. IBM MQ for Windows をプライマリー・インストールとしてインストールします。
2. Prepare IBM MQ Wizard を実行します。
詳しくは、 Prepare IBM MQ Wizardを使用した IBM MQ の構成を参照してください。
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この作業では、ローカル・ユーザー ID またはドメイン・ユーザー ID のどちらかでインストール環境を
実行するように構成します。 最終的に、523 ページの『Windows ドメインおよび複数インスタンス・
キュー・マネージャー』のすべての作業を完了するには、ドメインの一部としてインストール環境を構
成する必要があります。

3.この作業の最初の部分を実行するために、管理者権限でログオンします。

このタスクについて
このタスクは、キュー・マネージャーのデータおよびログ・ファイルへのアクセスについて説明して、関
連タスクのセットの 1つです。 これらの作業によって、任意のディレクトリーに格納されているデータ・
ファイルとログ・ファイルに対する読み取り/書き込み権限のあるキュー・マネージャーを作成する方法を
確認します。 さらに、523 ページの『Windows ドメインおよび複数インスタンス・キュー・マネージャ
ー』の作業も必要です。
Windows では、IBM MQ for Windows のデフォルトのデータ・パスとログ・パスを任意のディレクトリー
に作成できます。 インストールおよび構成ウィザードは、ローカル mqm グループ、およびキュー・マネー
ジャー・プロセスを実行するユーザー ID に、ディレクトリーへのアクセス権限を自動的に付与します。 キ
ュー・マネージャーのデータ・ファイルとログ・ファイルのために別のディレクトリーを指定してキュー・
マネージャーを作成する場合は、それらのディレクトリーに対するフル・コントロール権限を構成する必
要があります。
この例では、ディレクトリー c:\wmq にローカル mqm グループ許可に与えることによって、データ・ファ
イルとログ・ファイルに対するフル・コントロール権限をキュー・マネージャーに与えます。
crtmqm コマンドを実行して、ワークステーションが IBM MQ サービスを使用し始める時点で自動的に始
動するキュー・マネージャーを作成します。
この作業は 1 つの例にすぎません。具体的な値を使用していますが、変更することも可能です。 変更でき
る値は、斜体で示しています。 作業の最終段階で、すべての変更を削除する手順を実行してください。

手順
1.コマンド・プロンプトを開きます。
2.次のコマンドを入力します。

md c:\wmq\data, c:\wmq\logs

3.ローカル mqm グループに読み取りおよび書き込みアクセスを許可するように、ディレクトリーに許可を
設定します。
cacls c:\wmq/T /E /G mqm:F

システム応答:

processed dir: c:\wmq
processed dir: c:\wmq\data
processed dir: c:\wmq\logs

4.オプション: ローカル mqm グループのメンバーになっているユーザー ID に切り替えます。
この後も管理者として作業を続けてかまいませんが、実際の実動構成では、権限を限定したユーザー
ID で作業を進めるようにしてください。 ユーザー ID は、少なくともローカル mqm グループのメン
バーでなければなりません。
IBM MQ インストールがドメインの一部として構成されている場合は、そのユーザー ID を Domain
mqm グループのメンバーにします。 "IBM MQ の準備" ウィザードは、Domain mqm グローバル・グ
ループをローカル mqm グループのメンバーにするため、ユーザー ID を直接ローカル mqm グループ
のメンバーにする必要はありません。

5.キュー・マネージャーを作成します。
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crtmqm -sax -u SYSTEM.DEAD.LETTER.QUEUE -md c:\wmq\data -ld c:\wmq\logs QMGR

システム応答:

IBM MQ queue manager created.
Directory 'c:\wmq\data\QMGR' created.
The queue manager is associated with installation '1'
Creating or replacing default objects for queue manager 'QMGR'
Default objects statistics : 74 created. 0 replaced.
Completing setup.
Setup completed.

6.キュー・マネージャーによって、作成されたディレクトリーが c:\wmq ディレクトリー内にあることを
確認します。
dir c:\wmq/D /B /S

7.ローカル mqm グループに対する読み取りと書き込み、またはフル・コントロール権限がファイルに付与
されていることを確認します。
cacls c:\wmq\*.*

次のタスク
キューにメッセージを書き込み、キューからメッセージを取り出して、キュー・マネージャーをテストし
ます。
1.キュー・マネージャーを始動します。

strmqm QMGR

システム応答:

IBM MQ queue manager 'QMGR' starting.
The queue manager is associated with installation '1'.
5 log records accessed on queue manager 'QMGR' during the log
replay phase.
Log replay for queue manager 'QMGR' complete.
Transaction manager state recovered for queue manager 'QMGR'.
IBM MQ queue manager 'QMGR' started using V7.1.0.0.

2.テスト・キューを作成します。
echo define qlocal(QTEST) | runmqsc QMGR

システム応答:

5724-H72 (C) Copyright IBM Corp. 1994, 2024.  ALL RIGHTS RESERVED.
Starting MQSC for queue manager QMGR.

1 : define qlocal(QTEST)
AMQ8006: IBM MQ queue created.
One MQSC command read.
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No commands have a syntax error.
All valid MQSC commands were processed.

3.サンプル・プログラム amqsput を使用してテスト・メッセージを書き込みます。

echo 'A test message' | amqsput QTEST QMGR

システム応答:

Sample AMQSPUT0 start
target queue is QTEST
Sample AMQSPUT0 end

4.サンプル・プログラム amqsget を使用してテスト・メッセージを取り出します。

amqsget QTEST QMGR

システム応答:

Sample AMQSGET0 start
message A test message
Wait 15 seconds ...
no more messages
Sample AMQSGET0 end

5.キュー・マネージャーを停止させます。
endmqm -i QMGR

システム応答:

IBM MQ queue manager 'QMGR' ending.
IBM MQ queue manager 'QMGR' ended.

6.キュー・マネージャーを削除してください。
dltmqm QMGR

システム応答:

IBM MQ queue manager 'QMGR' deleted.
7.作成したディレクトリーを削除します。
ヒント : /Q オプションをコマンドに追加して、各ファイルまたはディレクトリーを削除するためのプロ
ンプトがコマンドに表示されないようにします。

del /F /S C:\wmq\*.*
rmdir /S C:\wmq

関連概念
523 ページの『Windows ドメインおよび複数インスタンス・キュー・マネージャー』
Windows で複数インスタンス・キュー・マネージャーを実行する場合は、データとログを共有する必要が
あります。 その共有フォルダーは、それぞれのサーバーやワークステーションで稼働するキュー・マネー
ジャーのすべてのインスタンスからアクセスできる状態でなければなりません。 キュー・マネージャーと
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共有フォルダーを 1 つの Windows ドメインの中で構成してください。 キュー・マネージャーは、ドメイ
ン・ワークステーションでも、ドメイン・サーバーでも、ドメイン・コントローラーでも実行できます。
関連タスク

代替ローカル・セキュリティー・グループによって許可されたデータ・ファイルおよびログ・
ファイルの読み取りと書き込み
この作業では、crtmqm コマンドで -a フラグを使用する方法を確認します。 このフラグによって、ログ・
ファイルとデータ・ファイルに対するアクセス権をキュー・マネージャーに与えるための代替ローカル・
セキュリティー・グループを指定します。
538 ページの『代替グローバル・セキュリティー・グループによって許可された共有データ・ファイルお
よびログ・ファイルの読み取りと書き込み』
525 ページの『ドメイン・ワークステーションまたはドメイン・サーバーでの複数インスタンス・キュー・
マネージャーの作成 (Windows)』

代替ローカル・セキュリティー・グループによって許可されたデータ・ファイルおよびログ・
ファイルの読み取りと書き込み
この作業では、crtmqm コマンドで -a フラグを使用する方法を確認します。 このフラグによって、ログ・
ファイルとデータ・ファイルに対するアクセス権をキュー・マネージャーに与えるための代替ローカル・
セキュリティー・グループを指定します。

始める前に
1. IBM MQ for Windows をプライマリー・インストールとしてインストールします。
2. Prepare IBM MQ Wizard を実行します。
詳しくは、 Prepare IBM MQ Wizardを使用した IBM MQ の構成を参照してください。
この作業では、ローカル・ユーザー ID またはドメイン・ユーザー ID のどちらかでインストール環境を
実行するように構成します。 最終的に、523 ページの『Windows ドメインおよび複数インスタンス・
キュー・マネージャー』のすべての作業を完了するには、ドメインの一部としてインストール環境を構
成する必要があります。

3.この作業の最初の部分を実行するために、管理者権限でログオンします。

このタスクについて
このタスクは、キュー・マネージャーのデータおよびログ・ファイルへのアクセスについて説明して、関
連タスクのセットの 1つです。 これらの作業によって、任意のディレクトリーに格納されているデータ・
ファイルとログ・ファイルに対する読み取り/書き込み権限のあるキュー・マネージャーを作成する方法を
確認します。 さらに、523 ページの『Windows ドメインおよび複数インスタンス・キュー・マネージャ
ー』の作業も必要です。
Windows では、IBM MQ for Windows のデフォルトのデータ・パスとログ・パスを任意のディレクトリー
に作成できます。 インストールおよび構成ウィザードは、ローカル mqm グループ、およびキュー・マネー
ジャー・プロセスを実行するユーザー ID に、ディレクトリーへのアクセス権限を自動的に付与します。 キ
ュー・マネージャーのデータ・ファイルとログ・ファイルのために別のディレクトリーを指定してキュー・
マネージャーを作成する場合は、それらのディレクトリーに対するフル・コントロール権限を構成する必
要があります。
この例では、キュー・マネージャーのために、対象のディレクトリーに対するフル・コントロール権限を
持った代替セキュリティー・ローカル・グループを設定します。 その代替セキュリティー・グループによ
って、対象のディレクトリーに含まれているファイルを管理する権限をキュー・マネージャーに与えます。
代替セキュリティー・グループの主な目的は、代替セキュリティー・グローバル・グループに権限を与え
ることです。 複数インスタンス・キュー・マネージャーをセットアップするときには、代替セキュリティ
ー・グローバル・グループを使用します。 この例では、代替セキュリティー・グループの使い方に習熟す
るためにローカル・グループを構成するだけにして、IBM MQ をドメインにインストールする作業は行いま
せん。 通常、代替セキュリティー・グループとしてローカル・グループを構成することはありません。
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この作業は 1 つの例にすぎません。具体的な値を使用していますが、変更することも可能です。 変更でき
る値は、斜体で示しています。 作業の最終段階で、すべての変更を削除する手順を実行してください。

手順
1.代替セキュリティー・グループをセットアップします。
通常、代替セキュリティー・グループは、ドメイン・グループです。 この例では、ローカル代替セキュ
リティー・グループを使用するキュー・マネージャーを作成します。 ドメインの一部ではない IBM MQ
のインストール環境に関する作業は、ローカル代替セキュリティー・グループでも実行できます。
a) lusrmgr.msc コマンドを実行して、「ローカル ユーザーとグループ」ウィンドウを開きます。
b)「グループ」 > 「新しいグループ...」を右クリックします。
c)「グループ名」 フィールドに altmqm と入力し、 「作成」 > 「閉じる」をクリックします。
d) IBM MQ サービスを実行するユーザー ID を識別します。

i)開始 > 実行 ...をクリックし、 services.msc と入力し、 「OK」をクリックします。
ii)サービスのリストから IBM MQ サービスをクリックし、「ログオン」タブをクリックします。

iii)ユーザー ID を記録し、「サービス」エクスプローラーを閉じます。
e) IBM MQサービスを実行するユーザー IDを altmqmグループに追加します。 さらに、キュー・マネ
ージャーを作成して対話式に実行するためにログオン時に使用するユーザー ID も追加します。

Windows は、キュー・マネージャーのプロセスを実行するユーザー ID の権限を検査することに
よって、データとログのディレクトリーに対するアクセス権がキュー・マネージャーにあるかど
うかを確認します。 ユーザー IDは、ディレクトリーを許可した altmqmグループのグローバ
ル・グループを介して、直接的または間接的にメンバーでなければなりません。
IBM MQドメインの一部としてインストールされ、525 ページの『ドメイン・ワークステーショ
ンまたはドメイン・サーバーでの複数インスタンス・キュー・マネージャーの作成 (Windows)』
でタスクを実行する場合、528 ページの『Active Directory と DNS のドメインの作成 (Windows)』
で作成されたドメインユーザー IDは、wmquser1と wmquser2で作成されたドメインユーザー
IDです。
ドメインの一部としてキュー・マネージャーをインストールしなかった場合、IBM MQ サービス
を実行するデフォルトのローカル・ユーザー ID は MUSR_MQADMIN です。 管理者権限なしでタス
クを実行する場合は、ローカル mqm グループのメンバーであるユーザーを作成します。
以下の手順で wmquser1と wmquser2を altmqmに追加します。 構成内容が異なる場合は、こ
こで取り上げるユーザー ID とグループの代わりに該当する名前を使用してください。

i)グループのリストで、altmqm > プロパティー > 追加 ... を右クリックします。
ii)「ユーザー、コンピューター、またはグループの選択」ウィンドウで wmquser1 ; wmquser2 と
入力し、 「名前の確認」をクリックします。

iii)「Windows セキュリティ」ウィンドウにドメイン管理者の名前とパスワードを入力し、「OK」 >
「OK」 > 「適用」 > 「OK」をクリックします。

2.コマンド・プロンプトを開きます。
3. IBM MQ サービスを再始動します。
サービスを実行するユーザー ID で、ここで構成した追加のセキュリティー資格情報を有効にするには、
サービスを再始動する必要があります。
次のコマンドを入力します。

endmqsvc
strmqsvc

システム応答:

5724-H72 (C) Copyright IBM Corp. 1994, 2024.  ALL RIGHTS RESERVED.
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The MQ service for installation 'Installation1' ended successfully.

および:

5724-H72 (C) Copyright IBM Corp. 1994, 2024.  ALL RIGHTS RESERVED.
The MQ service for installation 'Installation1' started successfully.

4.次のコマンドを入力します。
md c:\wmq\data, c:\wmq\logs

5.ローカル・ユーザーに user 読み取りおよび書き込みアクセスを許可するように、ディレクトリーの許
可を設定します。
cacls c:\wmq/T /E /G altmqm:F

システム応答:

processed dir: c:\wmq
processed dir: c:\wmq\data
processed dir: c:\wmq\logs

6.オプション: ローカル mqm グループのメンバーになっているユーザー ID に切り替えます。
この後も管理者として作業を続けてかまいませんが、実際の実動構成では、権限を限定したユーザー
ID で作業を進めるようにしてください。 ユーザー ID は、少なくともローカル mqm グループのメン
バーでなければなりません。
IBM MQ インストールがドメインの一部として構成されている場合は、そのユーザー ID を Domain
mqm グループのメンバーにします。 "IBM MQ の準備" ウィザードは、Domain mqm グローバル・グ
ループをローカル mqm グループのメンバーにするため、ユーザー ID を直接ローカル mqm グループ
のメンバーにする必要はありません。

7.キュー・マネージャーを作成します。
crtmqm -a altmqm -sax -u SYSTEM.DEAD.LETTER.QUEUE -md c:\wmq\data -ld c:\wmq\logs QMGR

システム応答:

IBM MQ queue manager created.
Directory 'c:\wmq1\data\QMGR' created.
The queue manager is associated with installation '1'
Creating or replacing default objects for queue manager 'QMGR'
Default objects statistics : 74 created. 0 replaced.
Completing setup.
Setup completed.

8.キュー・マネージャーによって、作成されたディレクトリーが c:\wmq ディレクトリー内にあることを
確認します。
dir c:\wmq/D /B /S

9.ローカル mqm グループに対する読み取りと書き込み、またはフル・コントロール権限がファイルに付与
されていることを確認します。
cacls c:\wmq\*.*
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次のタスク
キューにメッセージを書き込み、キューからメッセージを取り出して、キュー・マネージャーをテストし
ます。
1.キュー・マネージャーを始動します。

strmqm QMGR

システム応答:

IBM MQ queue manager 'QMGR' starting.
The queue manager is associated with installation '1'.
5 log records accessed on queue manager 'QMGR' during the log
replay phase.
Log replay for queue manager 'QMGR' complete.
Transaction manager state recovered for queue manager 'QMGR'.
IBM MQ queue manager 'QMGR' started using V7.1.0.0.

2.テスト・キューを作成します。
echo define qlocal(QTEST) | runmqsc QMGR

システム応答:

5724-H72 (C) Copyright IBM Corp. 1994, 2024.  ALL RIGHTS RESERVED.
Starting MQSC for queue manager QMGR.

1 : define qlocal(QTEST)
AMQ8006: IBM MQ queue created.
One MQSC command read.
No commands have a syntax error.
All valid MQSC commands were processed.

3.サンプル・プログラム amqsput を使用してテスト・メッセージを書き込みます。

echo 'A test message' | amqsput QTEST QMGR

システム応答:

Sample AMQSPUT0 start
target queue is QTEST
Sample AMQSPUT0 end

4.サンプル・プログラム amqsget を使用してテスト・メッセージを取り出します。

amqsget QTEST QMGR

システム応答:

Sample AMQSGET0 start
message A test message
Wait 15 seconds ...
no more messages
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Sample AMQSGET0 end

5.キュー・マネージャーを停止させます。
endmqm -i QMGR

システム応答:

IBM MQ queue manager 'QMGR' ending.
IBM MQ queue manager 'QMGR' ended.

6.キュー・マネージャーを削除してください。
dltmqm QMGR

システム応答:

IBM MQ queue manager 'QMGR' deleted.
7.作成したディレクトリーを削除します。
ヒント : /Q オプションをコマンドに追加して、各ファイルまたはディレクトリーを削除するためのプロ
ンプトがコマンドに表示されないようにします。

del /F /S C:\wmq\*.*
rmdir /S C:\wmq

関連タスク
ローカル mqm グループによって許可されたデータ・ファイルおよびログ・ファイルの読み取

りおよび書き込み
この作業では、キュー・マネージャーを作成し、そのデータ・ファイルとログ・ファイルを任意のディレ
クトリーに格納する方法を確認します。 ファイルへのアクセスは、ローカル mqm グループによって保護さ
れます。 ディレクトリーは共有しません。

Linux での複数インスタンス・キュー・マネージャーの作成
Linuxで複数インスタンス・キュー・マネージャーをセットアップする方法を示す例。 セットアップは、関
係した概念を例示するために小規模なものとしています。 この例は、Linux Red HatEnterprise5に基づい
ています。 このステップは、他の UNIXプラットフォームで異なります。

このタスクについて
この例は、3GBRAMが稼働している 2GHzのノートブック・コンピューター(Windows7ServicePack1)にセ
ットアップされています。 二つの VMware仮想マシン(Server1および Server2)が 640 MBのイメージで
Linux Red HatEnterprise5を実行します。 サーバー 1 は、ネットワーク・ファイル・システム (NFS)、キュ
ー・マネージャー・ログおよび HA インスタンスをホストします。 通常の手法では、NFS サーバーがキュ
ー・マネージャー・インスタンスのいずれかもホストすることはありません。これは、例を単純化するた
めのものです。 サーバー 2 は、サーバー 1 のキュー・マネージャー・ログをスタンバイ・インスタンスで
マウントします。 WebSphere MQ MQI クライアントは、Windows 7 Service Pack 1 を実行する、400 MB
の追加 VMware イメージ上にインストールされており、サンプルの高可用性アプリケーションを実行しま
す。 すべての仮想マシンは、セキュリティー上の理由から、VMware ホスト専用ネットワークの一部とし
て構成されています。
注 : NFS サーバーにはキュー・マネージャー・データのみを書き込む必要があります。 NFS では、mount
コマンドで次の 3 つのオプションを使用して、システムを保護します。
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• noexec
このオプションを使用すると、バイナリー・ファイルを NFS 上で実行できなくなります。 こうする
ことで、リモート・ユーザーがシステム上で望ましくないコードを実行できないようにします。

• nosuid
このオプションを使用すると、セット・ユーザー ID ビットとセット・グループ ID ビットを使用でき
なくなります。 こうすることで、リモート・ユーザーが上位の特権を取得できないようにします。

• nodev
このオプションを使用すると、文字およびブロック特殊装置が使用または定義できなくなります。 こ
うすることで、リモート・ユーザーが chroot ジェイルから出られないようにします。

手順
1. root としてログインします。
2. IBM MQのインストール- 概要を読み取り、IBM MQをインストールし、mqmユーザーとグループを
作成し、/var/mqmを定義するための適切なリンクに従います。

3.共有ファイル・システムの動作の検証の作業を実行し、ファイル・システムが複数インスタンス・キ
ュー・マネージャーをサポートしていることを確認します。

4. Server1 で、以下の手順を実行します。
a.共用される共通フォルダー/MQHAに、ログ・ディレクトリーおよびデータ・ディレクトリーを作成
します。 以下に例を示します。

i) mkdir /MQHA
ii) mkdir /MQHA/logs

iii) mkdir /MQHA/qmgrs
5. Server2 で、以下の手順を実行します。

a.共有ファイル・システムをマウントするためのフォルダー /MQHAを作成します。 このパスをサー
バー 1 と同じにしておきます。 以下に例を示します。

i) mkdir /MQHA
6. MQHA ディレクトリーがユーザーおよびグループ mqm により所有されており、ユーザーおよびグルー
プのアクセス権が rwx に設定されていることを確認します。 例えば、 ls -al は drwxrwxr-x mqm
mqm 4096 Nov 27 14:38 MQDATA を表示します。
a. chown -R mqm:mqm /MQHA
b. chmod -R ug+rwx /MQHA

7.コマンド crtmqm -ld /MQHA/logs -md /MQHA/qmgrs QM1 を入力して、キュー・マネージャー
を作成します。

8.追加 2/MQHA *(rw,sync,no_wdelay,fsid=0) から /etc/exports へ
9. Server1 で、以下の手順を実行します。

a. NFS デーモンを開始します。 /etc/init.d/ nfs start
b.以下のように、キュー・マネージャー構成の詳細をサーバー 1 からコピーします。

 dspmqinf -o command QM1

そして、結果をクリップボードにコピーします。
addmqinf -s QueueManager
-v Name=QM1
-v Directory=QM1

2 '*' では、読み取り/書き込み用に一つのマウント/MQHAに到達できるすべてのマシンを使用できます。 実
動マシンでのアクセスを制限します。
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-v Prefix=/var/mqm
-v DataPath=/MQHA/qmgrs/QM1

10. Server2 で、以下の手順を実行します。
a.コマンド mount -t nfs4 -o hard,intr Server1:/ /MQHA を入力して、エクスポートされ
たファイル・システム /MQHA をマウントします。

b.以下のように、キュー・マネージャー構成コマンドをサーバー 2 に貼り付けます。
 addmqinf -s QueueManager
-v Name=QM1
-v Directory=QM1
-v Prefix=/var/mqm
-v DataPath=/MQHA/qmgrs/QM1

11. -x パラメーターを使用して、キュー・マネージャー・インスタンスをいずれかの順序で開始します
( strmqm -x QM1)。
キュー・マネージャー・インスタンスを開始するために使用するコマンドは、 addmqinf コマンドと
同じ IBM MQ インストール済み環境から発行する必要があります。 異なるインストール済み環境から
キュー・マネージャーを開始および停止するには、まず setmqm コマンドを使用してキュー・マネー
ジャーと関連するインストール済み環境を設定する必要があります。 詳細については、setmqm を参
照してください。

Linux での複数インスタンス・キュー・マネージャーの検査
複数インスタンス・キュー・マネージャー構成を検査するには、サンプル・プログラム amqsghac、
amqsphac、および amqsmhac を使用します。 このトピックでは、Linux Red Hat Enterprise 5 上で複数イ
ンスタンス・キュー・マネージャーの構成を検査するためのサンプル構成を記載しています。
高可用性サンプル・プログラムは、クライアントの自動再接続を使用します。 接続されたキュー・マネー
ジャーに障害が起きた場合、クライアントは同じキュー・マネージャー・グループ内のキュー・マネージ
ャーへの再接続を試行します。 サンプルの説明、高可用性のサンプル・プログラムでは、単純にするため
に単一インスタンス・キュー・マネージャーを使用してクライアントの再接続を説明しています。 複数イ
ンスタンス・キュー・マネージャーがある同じサンプルを使用して、複数インスタンス・キュー・マネー
ジャー構成を検査することができます。
サンプルでは、565 ページの『Linux での複数インスタンス・キュー・マネージャーの作成』で説明されて
いる複数インスタンス構成を使用しています。 この構成を使用して、複数インスタンス・キュー・マネー
ジャーがスタンバイ・インスタンスに切り替わることを検査します。 endmqm コマンドを使用してキュー・
マネージャーを停止し、-s 切り替えオプションを使用します。 クライアント・プログラムは、新規キュ
ー・マネージャー・インスタンスに再接続して、少しの遅延の後に新規インスタンスの処理を続行します。
この例では、クライアントは Windows 7 Service Pack 1 システム上で実行されます。 システムは、複数イ
ンスタンス・キュー・マネージャーを実行する 2 つの VMware Linux サーバーをホスティングします。
IBM MQ Explorer を使用したフェイルオーバーの検査
フェイルオーバーを検査するためにサンプル・アプリケーションを使用する前に、IBM MQ Explorer を各サ
ーバー上で実行します。 「リモート・キュー・マネージャーの追加」>「複数インスタンス・キュー・マネ
ージャーへの直接接続」ウィザードを使用して、両方のキュー・マネージャー・インスタンスを各エクス
プローラーに追加します。 両方のインスタンスをスタンバイを許可して実行しておきます。 アクティブ・
インスタンスがある VMware イメージを実行中のウィンドウを閉じて仮想的にサーバーの電源をオフにす
るか、またはスタンバイ・インスタンスへの切り替えを許可してアクティブ・インスタンスを停止します。
注 : サーバーの電源をオフにする場合は、それが/MQHAをホスティングしているものではないことを確認
してください！
注 : 「キュー・マネージャーの停止」ダイアログで「スタンバイ・インスタンスへの切り替えを許可」オプ
ションが表示されない場合があります。 このオプションがないのは、キュー・マネージャーが単一インス
タンス・キュー・マネージャーとして実行されているためです。 それを開始したときに、「スタンバイ・イ
ンスタンスの許可」オプションを指定しませんでした。 キュー・マネージャーの停止要求が拒否された場
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合は、「詳細」ウィンドウを参照してください。実行中のスタンバイ・インスタンスがないことが原因であ
る可能性があります。
サンプル・プログラムを使用したフェイルオーバーの検査
アクティブ・インスタンスを実行するサーバーの選択

MQHAディレクトリーまたはファイル・システムをホストするサーバーの一つを選択した可能性があり
ます。 アクティブ・サーバーを実行している VMwareウィンドウを閉じて、フェイルオーバーをテス
トする場合は、MQHAをホスティングしているものではないことを確認してください！

アクティブ・キュー・マネージャー・インスタンスを実行するサーバー上
注 : SVRCONN チャネルを、MCAUSER を mqm に設定して実行することは、サンプルの構成ステップの数
を減らすことに役立ちます。 別のユーザー ID を選択し、システムがサンプルで使用されているものと
は異なるセットアップとなっている場合、アクセス権問題が発生する可能性があります。 mqm を公開
システム上で MCAUSER として使用しないでください。これはセキュリティーが大きく危険に晒される
可能性があります。
1. ipaddr1および ipaddr2を変更し、以下のコマンドを/MQHA/hasamples.tst.に保管する

DEFINE QLOCAL(SOURCE) REPLACE
DEFINE QLOCAL(TARGET) REPLACE
DEFINE CHANNEL(CHANNEL1) CHLTYPE(SVRCONN)  TRPTYPE(TCP) +
MCAUSER('mqm') REPLACE
DEFINE CHANNEL(CHANNEL1) CHLTYPE(CLNTCONN) TRPTYPE(TCP) +
CONNAME(' ipaddr1 (1414), ipaddr2
(1414)') QMNAME(QM1) REPLACE
START  CHANNEL(CHANNEL1)
DEFINE LISTENER(LISTENER.TCP) TRPTYPE(TCP) CONTROL(QMGR)
DISPLAY LISTENER(LISTENER.TCP) CONTROL
START  LISTENER(LISTENER.TCP)
DISPLAY LSSTATUS(LISTENER.TCP) STATUS

2.パス/MQHAを指定して、端末ウィンドウを開き、以下のコマンドを実行します:

runmqsc -m QM1 < hasamples.tst

3. runmqsc コマンドの出力を検査することで、リスナーが実行中であり、キュー・マネージャー制御
があることを確認します。
LISTENER(LISTENER.TCP)CONTROL(QMGR)
LISTENER(LISTENER.TCP)STATUS(RUNNING)

または、IBM MQ Explorer を使用して、TCPIP リスナーが実行中で、Control = Queue Manager
があることを確認します。

クライアント上
1.クライアント接続テーブル AMQCLCHL.TABを、サーバー上の/MQHA/qmgrs/QM1.000/@ipccか
らクライアント上の C:\にコピーします。

2.パス C:\ を指定してコマンド・プロンプトを開き、クライアント・チャネル定義テーブル (CCDT) を
指すように環境変数 MQCHLLIB を設定します。

SET MQCHLLIB=C:\

3.コマンド・プロンプトで、以下のコマンドを入力します。
start amqsghac TARGET QM1
start amqsmhac -s SOURCE -t TARGET -m QM1
start amqsphac SOURCE QM1
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アクティブ・キュー・マネージャー・インスタンスを実行するサーバー上
1.以下のいずれかを実行します。

• アクティブ・サーバー・インスタンスがある VMware イメージを実行するウィンドウを閉じます。
• IBM MQ Explorerを使用して、アクティブ・キュー・マネージャー・インスタンスを停止して、ス
タンバイ・インスタンスへの切り替えを許可し、再接続可能クライアントに再接続を指示します。

2.最終的には 3 つのクライアントで接続が切断していることが検出され、次いで再接続されます。 こ
の構成では、サーバー・ウィンドウを閉じた場合、3 つの接続がすべて再確立されるには約 7 分か
かります。 他の接続よりも速く再確立される接続もあります。

結果

N:\>amqsphac SOURCE QM1
Sample AMQSPHAC start
target queue is SOURCE
message Message 1
message Message 2
message Message 3
message Message 4
message Message 5
17:05:25 : EVENT : Connection Reconnecting (Delay: 0ms)
17:05:47 : EVENT : Connection Reconnecting (Delay: 0ms)
17:05:52 : EVENT : Connection Reconnected
message Message 6
message Message 7
message Message 8
message Message 9

N:\>amqsmhac -s SOURCE -t TARGET -m QM1
Sample AMQSMHA0 start

17:05:25 : EVENT : Connection Reconnecting (Delay: 97ms)
17:05:48 : EVENT : Connection Reconnecting (Delay: 0ms)
17:05:53 : EVENT : Connection Reconnected

N:\>amqsghac TARGET QM1
Sample AMQSGHAC start
message Message 1
message Message 2
message Message 3
message Message 4
message Message 5
17:05:25 : EVENT : Connection Reconnecting (Delay: 156ms)
17:05:47 : EVENT : Connection Reconnecting (Delay: 0ms)
17:05:52 : EVENT : Connection Reconnected
message Message 6
message Message 7
message Message 8
message Message 9

AIX and Linux での単一インスタンスから複数インスタンス・キュー・マネージ
ャーへの変換
AIX and Linuxで単一インスタンス・キュー・マネージャーを複数インスタンス・キュー・マネージャーに
変換するには、キュー・マネージャー・データを共有ディレクトリーに移動し、他の 2 つのサーバーでキ
ュー・マネージャーを再構成する必要があります。
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始める前に
このタスクの一部として、マルチインスタンス・キュー・マネージャーを実行するための前提条件を確認
する必要があります。 テスト済み環境のリストについては、IBM MQ 複数インスタンス・キュー・マネー
ジャー・ファイル・システムのステートメントのテストを参照してください。 他の環境でも動作する可能
性がありますので、IBM MQ にはテストツールが付属しており、他の環境を確認するのに役立ちます。
複数インスタンス・キュー・マネージャーを稼働させるためには、サーバーが 3 つ存在する必要がありま
す。 1 つのサーバーには、キュー・マネージャーのデータとログを保管するためのファイル共用システム
を置きます。 他のサーバーでは、キュー・マネージャーのアクティブ・インスタンスとスタンバイ・イン
スタンスを稼働させます。

このタスクについて
複数インスタンス・キュー・マネージャーに変換する単一インスタンス・キュー・マネージャーが存在す
るとします。 キュー・マネージャーの変換自体は簡単ですが、完全に自動化された実稼働環境を作成する
ために他のタスクを実行する必要があります。
複数インスタンス・キュー・マネージャー用の前提条件を確認し、環境をセットアップして検査する必要
があります。 複数インスタンス・キュー・マネージャーで障害が発生して自動的に再始動しているかどう
かを検出する、モニターおよび管理システムをセットアップする必要があります。 再始動されていた場合、
再始動を引き起こした原因を突き止め、それを修正し、スタンバイ・インスタンスを再始動することがで
きます。 また、アプリケーションでキュー・マネージャーの再始動後に処理を再開できるように、アプリ
ケーションまたはアプリケーションのキュー・マネージャーへの接続方法を変更する必要があります。

手順
1.キュー・マネージャーを稼働させる予定のオペレーティング・システム、およびキュー・マネージャ
ーのデータとログが保管されるファイル・システムを確認します。 それらが複数インスタンス・キュ
ー・マネージャーを稼働させられるものであることを確認します。
a) IBM MQ の複数インスタンス・キュー・マネージャー・ファイル・システムに関するテスト・ステ
ートメントを調べます。 オペレーティング・システムとファイル・システムの組み合わせがテスト
されているかどうか、複数インスタンス・キュー・マネージャーを稼働可能かどうかを確認しま
す。
ファイル共用システムでは、複数インスタンス・キュー・マネージャーの稼働に適切なリース・ベ
ースのロックを提供する必要があります。 リース・ベースのロックは、一部のファイル共用システ
ムの最近の機能で、ケースによっては修正が必要です。 サポート・ステートメントでは、重要な情
報が提供されます。

b) amqmfsck を実行して、ファイル・システムが正しく構成されていることを検査します。
ファイル・システムは、データ保全性よりもパフォーマンスを重視して構成されることがありま
す。 ファイル・システム構成を検査することが重要です。 amqmfsck ツールからの否定的な報告
は、設定値が適切でないことを通知します。 肯定的な結果はファイル・システムが適切であること
を示すものですが、この結果はファイル・システムが適切であるという最終的な評価ではありませ
ん。 これは、良い兆候を示すものです。

c)技術情報 Testing a shared file system for compatibility with IBM MQ Multi-instance Queue
Managers で提供されている保全性検査アプリケーションを実行します。
この検査アプリケーションでは、キュー・マネージャーが正しく再始動していることをテストしま
す。

2.キュー・マネージャー・インスタンスを実行している各サーバーからネットワーク・ファイル・シス
テム上の共有にアクセスできるようにユーザーとグループを構成します。
AIX and Linuxでは、 /etc/password の uid および gid for mqm は、各システムで同じでなければな
りません。 Linux での複数インスタンス・キュー・マネージャーの作成 を参照してください。

3.ネットワーク・ファイル・システム上の共有用のディレクトリーを正しいアクセス権でセットアップ
します。
標準的な構成では、共用ディスクを使用するすべてのキュー・マネージャーのすべてのデータ・ディ
レクトリーおよびログ・ディレクトリーを含む単一の共用ディレクトリーをセットアップします。 AIX

570  IBM MQ の構成

https://www.ibm.com/support/pages/node/136799
https://www.ibm.com/support/pages/node/136799
https://www.ibm.com/support/pages/node/136799
https://www.ibm.com/support/pages/node/136799
https://www.ibm.com/support/pages/node/6117868
https://www.ibm.com/support/pages/node/6117868


and Linux システム上のディレクトリー構成の例の名前付き qmgrs およびログ・ディレクトリーを共有
する を参照してください。
例えば、MQHA という共有上に、サブディレクトリー data と logs を持つルート・ディレクトリーを
作成します。 各キュー・マネージャーは、data および logs の下に独自のデータおよびログ・ディレ
クトリーを作成します。 共有ドライブ上に /MQHA を作成します。 /MQHA は、ユーザーおよびグルー
プ mqm によって所有され、アクセス許可 rwx を所有しています。

4.キュー・マネージャーのデータとログを共有にコピーします。
キュー・マネージャー・データのバックアップに記載しているキュー・マネージャーをバックアップ
するための手順に従ってください。
注 : Windows とは異なり、AIX and Linux では hamvmqm ユーティリティーを使用できません。

5.以下の手順を実行して、現在のキュー・マネージャー・サーバーに保管されているキュー・マネージ
ャー構成情報を更新します。
a) share にあるキュー・マネージャー qm.ini ファイルの Log: スタンザを変更します。

LogPath= share/logs/QMgrName

b) IBM MQ mqs.ini ファイルの QueueManager: スタンザを変更します。このファイルは通常、AIX
and Linux 上の /var/mqm ディレクトリーにあります。
DataPath= share/data/QMgrName

ここで、QMgrName は、 mqs.ini ファイルの QueueManager: スタンザ内の Directory 名であ
り、 share は、データとログの移動先の共有です。

6.キュー・マネージャーの構成情報を新しいキュー・マネージャー・サーバーに追加します。
a) dspmqinf コマンドを実行して、キュー・マネージャーの情報を表示します。
キュー・マネージャーを稼働させていたサーバー上で、次のコマンドを実行します-->。
dspmqinf -o command QMgrName

このコマンド出力は、次のようにすれば、キュー・マネージャー構成を即座に作成できるようにフ
ォーマットされます。
addmqinf -s QueueManager -v Name= QMgrName -v Directory= QMgrName -v
Prefix=d:\var\mqm Datapath= \share\data\QMgrName

b)もう一方のサーバー上でキュー・マネージャー構成を作成します。
前の出力から addmqinf コマンドをコピーして実行します。

7.新規サーバーのネットワーク・アドレスをクライアント定義とチャネル定義内の接続名に追加します。
a)このサーバーを参照する、クライアント、送信側、および要求側のすべての TCPIP 設定を探しま
す。
クライアント設定は、クライアント定義テーブル (CCDT)、環境変数、Java プロパティー・ファイ
ル、またはクライアント・コード内に存在する可能性があります。 クラスター・チャネルでは、キ
ュー・マネージャーの接続名をそのクラスター受信側チャネルから自動的に検出します。 クラスタ
ー受信側チャネル名が空白または省略されている限り、TCPIP はキュー・マネージャーをホストす
るサーバーの IP アドレスを検出します。

b)複数インスタンス・キュー・マネージャーをホストする両方のサーバーの TCPIP アドレスを含める
ように、これらの接続ごとの接続名を変更します。
例えば、以下の接続名を変更します。
echo DISPLAY CHANNEL(ENGLAND) CONNAME | runmqsc QM1

5724-H72 (C) Copyright IBM Corp. 1994, 2024.  ALL RIGHTS RESERVED.
Starting MQSC for queue manager QM1.
1: DISPLAY CHANNEL(ENGLAND) CONNAME
AMQ8414: Display Channel details.
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CHANNEL(ENGLAND) CHLTYPE(SDR)
CONNAME(LONDON)

into:

echo ALTER CHANNEL(ENGLAND) CHLTYPE(SDR) CONNAME('LONDON, BRISTOL') | runmqsc QM1

8.ご使用のモニターと管理のプロシージャーをキュー・マネージャーの再始動を検出するように更新し
ます。

9.該当する場合、クライアント・アプリケーションを自動的に再接続可能になるように更新します。
10. IBM MQ アプリケーションの開始プロシージャーをキュー・マネージャー・サービスとして開始するよ
うに更新します。

11.キュー・マネージャーの各インスタンスを始動して、それらの高可用性を可能にします。
始動した最初のインスタンスのキュー・マネージャーがアクティブ・インスタンスになります。 次の
コマンドを 2 回 (各サーバー上で 1 回ずつ) 発行します。
strmqm -x QMgrName

次のタスク
複数インスタンス・キュー・マネージャーから最高の可用性を引き出すためには、クライアント・アプリ
ケーションが再接続可能で、サーバー・アプリケーションが再始動可能であるように設計する必要があり
ます。 アプリケーションの復旧を参照してください。
関連概念
アプリケーションの復旧
クライアントの自動再接続
チャネルおよびクライアントの再接続
複数インスタンス・キュー・マネージャー
キュー・マネージャー構成ファイル qm.ini
共有ファイル ・システム
関連タスク
キュー・マネージャー・データのバックアップ
Multiplatforms での IBM MQ 構成情報の変更
Linux での複数インスタンス・キュー・マネージャーの作成
キュー・マネージャーを MSCS ストレージに移動する
ファイル共用システムのロックの検証
関連資料
amqmfsck (ファイル・システム検査)
IBM MQ 構成ファイル mqs.ini
関連情報
IBM MQ の複数インスタンス・キュー・マネージャーとの互換性があるかどうかについてのファイル共用シ
ステムの検査
IBM MQ の複数インスタンス・キュー・マネージャー・ファイル・システムに関するテスト・ステートメン
ト

Windows での単一インスタンスから複数インスタンス・キュー・マネージャーへの変換
Windows プラットフォームで単一インスタンス・キュー・マネージャーを複数インスタンス・キュー・マ
ネージャーに変換するには、キュー・マネージャー・データを共有ディレクトリーに移動し、他の 2 つの
サーバーでキュー・マネージャーを再構成する必要があります。
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始める前に
このタスクの一部として複数インスタンス・キュー・マネージャーを実行するための前提条件を確認する
必要があります。 テスト済み環境のリストについては、IBM MQ 複数インスタンス・キュー・マネージャ
ー・ファイル・システムのステートメントのテストを参照してください。 他の環境でも動作する可能性が
ありますので、IBM MQ にはテストツールが付属しており、他の環境を確認するのに役立ちます。
複数インスタンス・キュー・マネージャーを稼働させるためには、サーバーが 3 つ存在する必要がありま
す。 1 つのサーバーには、キュー・マネージャーのデータとログを保管するためのファイル共用システム
を置きます。 他のサーバーでは、キュー・マネージャーのアクティブ・インスタンスとスタンバイ・イン
スタンスを稼働させます。

このタスクについて
複数インスタンス・キュー・マネージャーに変換する単一インスタンス・キュー・マネージャーが存在す
るとします。 キュー・マネージャーの変換自体は簡単ですが、完全に自動化された実稼働環境を作成する
ために他のタスクを実行する必要があります。
複数インスタンス・キュー・マネージャー用の前提条件を確認し、環境をセットアップして検査する必要
があります。 複数インスタンス・キュー・マネージャーで障害が発生して自動的に再始動しているかどう
かを検出する、モニターおよび管理システムをセットアップする必要があります。 再始動されていた場合、
再始動を引き起こした原因を突き止め、それを修正し、スタンバイ・インスタンスを再始動することがで
きます。 また、アプリケーションでキュー・マネージャーの再始動後に処理を再開できるように、アプリ
ケーションまたはアプリケーションのキュー・マネージャーへの接続方法を変更する必要があります。

手順
1.キュー・マネージャーを稼働させる予定のオペレーティング・システム、およびキュー・マネージャ
ーのデータとログが保管されるファイル・システムを確認します。 それらが複数インスタンス・キュ
ー・マネージャーを稼働させられるものであることを確認します。
a) IBM MQ の複数インスタンス・キュー・マネージャー・ファイル・システムに関するテスト・ステ
ートメントを調べます。 オペレーティング・システムとファイル・システムの組み合わせがテスト
されているかどうか、複数インスタンス・キュー・マネージャーを稼働可能かどうかを確認しま
す。
ファイル共用システムでは、複数インスタンス・キュー・マネージャーの稼働に適切なリース・ベ
ースのロックを提供する必要があります。 リース・ベースのロックは、一部のファイル共用システ
ムの最近の機能で、ケースによっては修正が必要です。 サポート・ステートメントでは、重要な情
報が提供されます。

b)技術情報 Testing a shared file system for compatibility with IBM MQ Multi-instance Queue
Managers で提供されている保全性検査アプリケーションを実行します。
この検査アプリケーションでは、キュー・マネージャーが正しく再始動していることをテストしま
す。

2.キュー・マネージャー・インスタンスを実行している各サーバーからネットワーク・ファイル・シス
テム上の共有にアクセスできるようにユーザーとグループを構成します。
Windows では、mqm グループのセキュリティー ID (SID) が異なっても差し支えありません。 Windows
ドメインおよび複数インスタンス・キュー・マネージャーを参照してください。

3.ネットワーク・ファイル・システム上の共有用のディレクトリーを正しいアクセス権でセットアップ
します。
標準的な構成では、共有ディスクを使用するすべてのキュー・マネージャーのすべてのデータ・ディ
レクトリーとログ・ディレクトリーを含む単一の共有ディレクトリーをセットアップします。 指定さ
れた qmgrs およびログ・ディレクトリーの共有 を参照してください。
例えば、MQHA という共有上に、サブディレクトリー data と logs を持つルート・ディレクトリーを
作成します。 各キュー・マネージャーは、data および logs の下に独自のデータおよびログ・ディレ
クトリーを作成します。 共有ドライブ上に drive \MQHA を作成します。 所有者は mqm のメンバー
です。 mqm には、完全制御権限が必要です。 drive\MQHA の共有を作成します。

4.キュー・マネージャーのデータとログを共有にコピーします。
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Windows では、hamvmqm コマンドを実行して、キュー・マネージャー・データを共有に移動すること
ができます。

5.キュー・マネージャーの構成情報を新しいキュー・マネージャー・サーバーに追加します。
a) dspmqinf コマンドを実行して、キュー・マネージャーの情報を表示します。
キュー・マネージャーを稼働させていたサーバー上で、次のコマンドを実行します-->。
dspmqinf -o command QMgrName

このコマンド出力は、次のようにすれば、キュー・マネージャー構成を即座に作成できるようにフ
ォーマットされます。
addmqinf -s QueueManager -v Name= QMgrName -v Directory= QMgrName -v
Prefix=d:\var\mqm Datapath= \share\data\QMgrName

b)もう一方のサーバー上でキュー・マネージャー構成を作成します。
前の出力から addmqinf コマンドをコピーして実行します。

6.新規サーバーのネットワーク・アドレスをクライアント定義とチャネル定義内の接続名に追加します。
a)このサーバーを参照する、クライアント、送信側、および要求側のすべての TCPIP 設定を探しま
す。
• クライアント設定は、クライアント定義テーブル (CCDT)、環境変数、Java プロパティー・ファ
イル、またはクライアント・コード内に存在する可能性があります。

• クラスター・チャネルでは、キュー・マネージャーの接続名をそのクラスター受信側チャネルか
ら自動的に検出します。 クラスター受信側チャネル名が空白または省略されている限り、TCPIP
はキュー・マネージャーをホストするサーバーの IP アドレスを検出します。

b)複数インスタンス・キュー・マネージャーをホストする両方のサーバーの TCPIP アドレスを含める
ように、これらの接続ごとの接続名を変更します。
例えば、以下の接続名を変更します。
echo DISPLAY CHANNEL(ENGLAND) CONNAME | runmqsc QM1

5724-H72 (C) Copyright IBM Corp. 1994, 2024.  ALL RIGHTS RESERVED.
Starting MQSC for queue manager QM1.
1: DISPLAY CHANNEL(ENGLAND) CONNAME
AMQ8414: Display Channel details.
CHANNEL(ENGLAND) CHLTYPE(SDR)
CONNAME(LONDON)

into:

echo ALTER CHANNEL(ENGLAND) CHLTYPE(SDR) CONNAME('LONDON, BRISTOL') | runmqsc QM1

7.ご使用のモニターと管理のプロシージャーをキュー・マネージャーの再始動を検出するように更新し
ます。

8.該当する場合、クライアント・アプリケーションを自動的に再接続可能になるように更新します。
9. IBM MQ アプリケーションの開始プロシージャーをキュー・マネージャー・サービスとして開始するよ
うに更新します。

10.キュー・マネージャーの各インスタンスを始動して、それらの高可用性を可能にします。
始動した最初のインスタンスのキュー・マネージャーがアクティブ・インスタンスになります。 次の
コマンドを 2 回 (各サーバー上で 1 回ずつ) 発行します。
strmqm -x QMgrName

574  IBM MQ の構成



次のタスク
複数インスタンス・キュー・マネージャーから最高の可用性を引き出すためには、クライアント・アプリ
ケーションが再接続可能で、サーバー・アプリケーションが再始動可能であるように設計する必要があり
ます。 アプリケーションの復旧を参照してください。
関連概念
アプリケーションの復旧
クライアントの自動再接続
チャネルおよびクライアントの再接続
複数インスタンス・キュー・マネージャー
キュー・マネージャー構成ファイル qm.ini
共有ファイル ・システム
Windows ドメインおよび複数インスタンス・キュー・マネージャー
関連タスク
キュー・マネージャー・データのバックアップ
Multiplatforms での IBM MQ 構成情報の変更
キュー・マネージャーを MSCS ストレージに移動する
ファイル共用システムのロックの検証
サービスの取り扱い
関連資料
amqmfsck (ファイル・システム検査)
関連情報
IBM MQ の複数インスタンス・キュー・マネージャーとの互換性があるかどうかについてのファイル共用シ
ステムの検査
IBM MQ の複数インスタンス・キュー・マネージャー・ファイル・システムに関するテスト・ステートメン
ト

複数インスタンス・キュー・マネージャーの削除
Multiplatforms で複数インスタンス・キュー・マネージャーを完全に削除するには、dltmqm コマンドを使
用してキュー・マネージャーを削除してから、rmvmqinf コマンドか dltmqm コマンドを使用して他のサ
ーバーからインスタンスを削除します。
dltmqm コマンドを実行して、他のサーバー (キュー・マネージャーが定義されているすべてのサーバー) 上
で定義されているインスタンスがあるキュー・マネージャーを削除します。 dltmqm コマンドは、それを
作成した同じサーバー上で実行する必要はありません。 次いで、rmvmqinf または dltmqm コマンドを、
キュー・マネージャーの定義がある他のすべてのサーバー上で実行します。
キュー・マネージャーは停止しているときにのみ削除できます。 削除時には実行中のインスタンスはなく、
厳密に言えばキュー・マネージャーは単一または複数のどちらのインスタンス・キュー・マネージャーで
もありません。それはリモート・シェアにキュー・マネージャー・データとログを持つ単なるキュー・マ
ネージャーです。 キュー・マネージャーの削除時には、そのキュー・マネージャー・データとログは削除
され、キュー・マネージャー・スタンザは dltmqm コマンドを発行したサーバー上の mqs.ini ファイルか
ら除去されます。 キュー・マネージャーを削除するときには、キュー・マネージャー・データとログを含
むネットワーク・シェアへのアクセス権限が必要です。
以前にキュー・マネージャーのインスタンスが作成されている他のサーバーでは、それらのサーバー上の
mqs.iniファイルにも項目があります。 各サーバーに順にアクセスし、rmvmqinf Queue manager
stanza name コマンドを実行して、キュー・マネージャー・スタンザを除去する必要があります。

AIX and Linux システム上では、mqs.ini 共通ファイルをネットワーク・スト
レージ内に置いていて、各サーバー上で AMQ_MQS_INI_LOCATION 環境変数を設定してすべてのサーバー
からそれを参照していた場合は、更新するファイルは mqs.ini ファイル 1 つしかないので、そのサーバー
の 1 つだけからキュー・マネージャーを削除すれば済みます。
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例
最初のサーバー

dltmqm QM1
インスタンスが定義されている他のサーバー

rmvmqinf QM1 、または
dltmqm QM1

AIX and Linux での単一インスタンス・キュー・マネージャーへの復帰
AIX and Linux において、スタンバイ・インスタンスを停止することによって、複数インスタンス・キュ
ー・マネージャーを単一インスタンス・キュー・マネージャーに戻します。 この後、アクティブ・インス
タンスを再始動し、スタンバイ・インスタンスを許可するフラグを設定しません。

始める前に
少なくとも 3 つのサーバーを、キュー・マネージャーを複数インスタンス・キュー・マネージャーとして
稼働させるように構成しています。 キュー・マネージャーは、現在 1 つのスタンバイ・インスタンスをア
クティブにして、複数インスタンス・キュー・マネージャーとして稼働中です。

このタスクについて
このタスクには、アクティブのスタンバイ・インスタンスの非アクティブ化を伴うため、稼働中の複数イ
ンスタンス・キュー・マネージャーのみがアクティブのままになります。 スタンバイ・インスタンスが今
後始動することがないように、アクティブ・インスタンスを停止して再始動する必要があります。 アクテ
ィブ・インスタンスを再始動する際、スタンバイ・インスタンスが始動しないように単一インスタンス・
キュー・マネージャーとして始動します。 スタンバイ・インスタンスは、アクティブ・インスタンスを後
で再始動するオプションを提供するために、別の手順で停止されます。 両方のインスタンスは、アクティ
ブのキュー・マネージャーが稼働されているサーバー上で標準の endmqm QMgrName コマンドを実行する
ことによって停止できます。

手順
1.スタンバイ・キュー・マネージャー・インスタンスを停止します。
スタンバイ・インスタンスが稼働されているサーバー上で、次のコマンドを発行します。
endmqm -w QMgrName

2.アクティブ・キュー・マネージャー・インスタンスを停止します。
アクティブ・インスタンスが稼働されているサーバー上で、次のコマンドを発行します。
endmqm -w (QMgrName)

3.キュー・マネージャーを再始動して、スタンバイ・インスタンスが始動しないようにします。
キュー・マネージャーを稼働させようとしているサーバー上で、次のコマンドを発行します。
strmqm QMgrName

次のタスク
キュー・マネージャーを、キュー・マネージャー・データと同じサーバー上で単一インスタンスとして稼
働させることができます。
キュー・マネージャーが停止されたら、キュー・マネージャーを稼働させる予定のサーバーにキュー・マ
ネージャー・データを移動します。 また、別の方法として、IBM MQ をインストールした後、キュー・マ
ネージャー構成定義をキュー・マネージャー・データを保持するサーバーに移動します。 この両方のタス
クは、複数インスタンス・キュー・マネージャーを作成するための 569 ページの『AIX and Linux での単一
インスタンスから複数インスタンス・キュー・マネージャーへの変換』で説明されている手順のバリエー
ションです。
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Windows での単一インスタンス・キュー・マネージャーへの復帰
Windows プラットフォームにおいて、スタンバイ・インスタンスを停止することによって、複数インスタ
ンス・キュー・マネージャーを単一インスタンス・キュー・マネージャーに戻します。 この後、アクティ
ブ・インスタンスを再始動し、スタンバイ・インスタンスを許可するフラグを設定しません。

始める前に
少なくとも 3 つのサーバーを、キュー・マネージャーを複数インスタンス・キュー・マネージャーとして
稼働させるように構成しています。 キュー・マネージャーは、現在 1 つのスタンバイ・インスタンスをア
クティブにして、複数インスタンス・キュー・マネージャーとして稼働中です。

このタスクについて
このタスクには、アクティブのスタンバイ・インスタンスの非アクティブ化を伴うため、稼働中の複数イ
ンスタンス・キュー・マネージャーのみがアクティブのままになります。 スタンバイ・インスタンスが今
後始動することがないように、アクティブ・インスタンスを停止して再始動する必要があります。 アクテ
ィブ・インスタンスを再始動する際、スタンバイ・インスタンスが始動しないように単一インスタンス・
キュー・マネージャーとして始動します。 スタンバイ・インスタンスは、アクティブ・インスタンスを後
で再始動するオプションを提供するために、別の手順で停止されます。 両方のインスタンスは、アクティ
ブのキュー・マネージャーが稼働されているサーバー上で標準の endmqm QMgrName コマンドを実行する
ことによって停止できます。

手順
1.スタンバイ・キュー・マネージャー・インスタンスを停止します。
スタンバイ・インスタンスが稼働されているサーバー上で、次のコマンドを発行します。
endmqm -w QMgrName

2.アクティブ・キュー・マネージャー・インスタンスを停止します。
アクティブ・インスタンスが稼働されているサーバー上で、次のコマンドを発行します。
endmqm -w (QMgrName)

3.キュー・マネージャーを再始動して、スタンバイ・インスタンスが始動しないようにします。
キュー・マネージャーを稼働させようとしているサーバー上で、次のコマンドを発行します。
strmqm QMgrName

次のタスク
キュー・マネージャーを、キュー・マネージャー・データと同じサーバー上で単一インスタンスとして稼
働させることができます。
キュー・マネージャーが停止されたら、キュー・マネージャーを稼働させる予定のサーバーにキュー・マ
ネージャー・データを移動します。 また、別の方法として、IBM MQ をインストールした後、キュー・マ
ネージャー構成定義をキュー・マネージャー・データを保持するサーバーに移動します。 どちらのタスク
も、 Windowsでの単一インスタンスから複数インスタンス・キュー・マネージャーへの変換の手順のバリ
エーションです。

複数インスタンス・キュー・マネージャーの開始および停止
Multiplatforms で単一インスタンスまたは複数インスタンスのキュー・マネージャーとして構成されたキュ
ー・マネージャーの開始と停止。
1 組みのサーバー上に複数インスタンス・キュー・マネージャーを定義した場合は、いずれかのサーバー上
で、キュー・マネージャーを単一インスタンス・キュー・マネージャー、または複数インスタンス・キュ
ー・マネージャーのいずれかとして実行することができます。
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複数インスタンス・キュー・マネージャーを実行するには、strmqm -x QM1 コマンドを使用して、一方の
サーバー上でキュー・マネージャーを開始します。-x は、インスタンスのフェイルオーバーを許可するオ
プションです。 これがアクティブ・インスタンス になります。 同じ strmqm -x QM1 コマンドを使用し
て、もう一方のサーバー上でスタンバイ・インスタンスを開始します。-x は、インスタンスのスタンバイ
としての開始を許可するオプションです。
キュー・マネージャーは現在、すべての要求を処理している 1 つのアクティブ・インスタンスと、アクテ
ィブ・インスタンスに障害が起きた場合の引き継ぎに備えている 1 つのスタンバイ・インスタンスがある
状態で実行されています。 アクティブ・インスタンスには、キュー・マネージャーのデータおよびログに
対する排他的アクセス権限が付与されています。 スタンバイ・インスタンスは、キュー・マネージャーの
データおよびログに対する排他的アクセス権限が付与されるのを待っています。 排他的アクセス権限が付
与されたスタンバイ・インスタンスは、アクティブ・インスタンスになります。
アクティブ・インスタンス上で endmqm -s コマンドを発行することにより、手動でスタンバイ・インスタ
ンスに制御を切り替えることもできます。 endmqm -s コマンドは、スタンバイ・インスタンスをシャット
ダウンすることなく、アクティブ・インスタンスをシャットダウンします。 キュー・マネージャーのデー
タおよびログに対する排他的アクセス・ロックが解除され、スタンバイ・インスタンスに引き継がれます。
異なるサーバー上に複数のインスタンスを置いて構成したキュー・マネージャーを、単一インスタンス・
キュー・マネージャーとして開始および停止することもできます。 strmqm コマンドで -x オプションを使
用せずにキュー・マネージャーを開始した場合、他のマシン上に構成されたキュー・マネージャーのイン
スタンスをスタンバイ・インスタンスとして開始できなくなります。 別のインスタンスを開始しようとす
ると、そのキュー・マネージャー・インスタンスをスタンバイ・インスタンスとして実行することは認め
られていないという応答を受け取ります。
endmqm コマンドで -s オプションを使用せずに複数インスタンス・キュー・マネージャーのアクティブ・
インスタンスを停止すると、アクティブ・インスタンスとスタンバイ・インスタンスの両方が停止します。
-x オプションを指定した endmqm コマンドを実行してスタンバイ・インスタンスを停止すると、そのイン
スタンスのスタンバイ状態は解除されますが、アクティブ・インスタンスの実行は続行します。 -x オプシ
ョンを使用していない endmqm をスタンバイ・インスタンスに対して発行することはできません。
同時に実行できるのは、アクティブ・インスタンスとスタンバイ・インスタンスの、2 つのキュー・マネー
ジャー・インスタンスだけです。 2 つのインスタンスを同時に開始した場合、IBM MQ は、どちらがアク
ティブ・インスタンスになるかを制御しません。どちらがアクティブ・インスタンスになるかはネットワ
ーク・ファイル・システムにより決定されます。 キュー・マネージャーのデータに対する排他的アクセス
権限を最初に獲得したインスタンスが、アクティブ・インスタンスになります。
注 : 失敗したキュー・マネージャーを再始動する前に、アプリケーションをキュー・マネージャーのそのイ
ンスタンスから切断する必要があります。 そうしない場合、キュー・マネージャーは正しく再始動されな
い場合があります。

共有ファイル ・システム
Mulitplatforms の場合、複数インスタンス・キュー・マネージャーは、ネットワーク・ファイル・システム
を使用してキュー・マネージャーのインスタンスを管理します。
複数インスタンス・キュー・マネージャーは、ファイル・システム・ロック、およびキュー・マネージャ
ーのデータおよびログの共有を組み合わせて使用して、フェイルオーバーを自動化します。 キュー・マネ
ージャーのインスタンスのうち、キュー・マネージャーの共有データおよびログに対する排他的アクセス
権限を持つことができるのは 1 つのみです。 アクセス権限を取得したインスタンスが、アクティブ・イン
スタンスになります。 排他的アクセス権限を取得できなかったもう一方のインスタンスは、キュー・マネ
ージャーのデータおよびログが使用可能になるまで、スタンバイ・インスタンスとして待機します。
ネットワーク・ファイル・システムは、キュー・マネージャーのアクティブ・インスタンス用に保持して
いるロックの解除を担当します。 アクティブ・インスタンスに何らかの障害が起こった場合、ネットワー
ク・ファイル・システムはアクティブ・インスタンス用に保持しているロックを解除します。 排他ロック
が解除されるとすぐに、ロックを待機していたスタンバイ・キュー・マネージャーがロックを獲得しよう
とします。 獲得できた場合は、それがアクティブ・インスタンスになり、ファイル共有システム上のキュ
ー・マネージャーのデータおよびログに対する排他的アクセス権限を保持します。 その後、このインスタ
ンスは開始段階に進みます。
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関連トピックのファイル・システム・サポートの計画では、セットアップ方法、およびファイル・システ
ムが複数インスタンス・キュー・マネージャーをサポートするかどうかを確認する方法を説明します。
複数インスタンス・キュー・マネージャーは、ファイル・システムを障害から保護するわけではありませ
ん。 データを保護する方法はいくつかあります。
• 新磁気ディスク制御機構 (RAID) などの高信頼ストレージに投資して、それらをネットワーク回復力のあ
るネットワーク・ファイル・システム内に組み込む。

• IBM MQ のリニア・ログを代替メディアにバックアップして、1 次ログ・メディアに障害が起きた場合
に、その代替メディア上のログを使用してリカバリーする。 このプロセスは、バックアップ・キュー・
マネージャーを使用して管理できます。

複数のキュー・マネージャー・インスタンス
複数インスタンス・キュー・マネージャーは、障害発生後にスタンバイ・キュー・マネージャー・インス
タンスを使用してキュー・マネージャーの可用性を取り戻すことができるため、回復力があります。
キュー・マネージャー・インスタンスの複製は、キュー・マネージャー・プロセスの可用性を向上させる
上で非常に有効な方法です。 単に説明を目的とした単純な可用性モデルの場合で考えると、キュー・マネ
ージャーのインスタンスが 1 つである場合の信頼性が 99% (年間の累積ダウン時間が 3.65 日) であると
き、キュー・マネージャーのインスタンスをもう 1 つ追加することで、可用性が 99.99% (年間の累積ダウ
ン時間が約 1 時間) に上昇します。
このモデルは、実際的な可用性の数値見積もりを得るには単純過ぎます。 可用性を現実的にモデル化する
には、平均故障間隔 (MTBF) および平均修理時間 (MTTR) の統計、および故障間隔と修理時間の確率分布を
収集する必要があります。
複数インスタンス・キュー・マネージャーという用語は、キュー・マネージャーのデータおよびログを共
有する、キュー・マネージャーのアクティブ・インスタンスとスタンバイ・インスタンスの組み合わせを
意味しています。 複数インスタンス・キュー・マネージャーでは、一方のサーバーにあるキュー・マネー
ジャー・インスタンスはアクティブにし、もう一方のサーバーにあるもう一方キュー・マネージャー・イ
ンスタンスはスタンバイにすることで、アクティブ・インスタンスで障害が起きた場合に自動的に引き継
ぎが行われるようにして、キュー・マネージャー・プロセスを障害から保護します。

フェイルオーバーまたは切り替え
スタンバイ・キュー・マネージャー・インスタンスは、要求 (切り替え) 時またはアクティブ・インスタン
スで障害が起きたとき (フェイルオーバー) に、アクティブ・インスタンスの処理を引き継ぎます。
• 切り替え は、アクティブ・キュー・マネージャー・インスタンスに対して発行された endmqm -s コマン
ドに応答して、スタンバイ・インスタンスが開始されたときに実行されます。 endmqm のパラメーター
-c、-i、または -p を指定することで、キュー・マネージャーをどれほど急速に停止するかを制御でき
ます。
注 : 切り替えは、スタンバイ・キュー・マネージャー・インスタンスが既に開始されている場合にのみ実
行されます。 endmqm -s コマンドは、アクティブ・キュー・マネージャーのロックを解除し、切り替え
を許可します。ただしスタンバイ・キュー・マネージャー・インスタンスの開始は行いません。

• フェイルオーバー は、アクティブ・インスタンスが突然停止した可能性があるために、そのインスタン
スがキュー・マネージャー・データに対して保持していたロックが解除されたときに (つまり、endmqm
コマンドの発行なしに)、実行されます。
スタンバイ・インスタンスは、アクティブ・インスタンスとして処理を引き継ぐと、キュー・マネージャ
ーのエラー・ログにメッセージを書き込みます。
再接続可能クライアントは、キュー・マネージャーの障害発生時または切り替え時に自動的に再接続しま
す。 クライアント再接続を要求するために endmqm コマンドに -r フラグを含める必要はありません。
IBM MQ classes for Java は自動クライアント再接続をサポートしていません。
フェイルオーバーが発生し、スタンバイ・インスタンスがアクティブになったにもかかわらず、失敗した
インスタンスを再開できない場合は、失敗したインスタンスにローカルで接続しているアプリケーション
がその失敗したインスタンスから切断されていないかどうかを確認してください。
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失敗したインスタンスを再開できるようにするには、ローカルで接続しているアプリケーションを終了す
るか、失敗したキュー・マネージャー・インスタンスから切断する必要があります。 共有バインディング
を使用しており (デフォルトの設定です)、失敗したインスタンスへの接続を保持しているローカル接続の
アプリケーションが存在すると、そのインスタンスを再開する妨げになります。
ローカル接続のアプリケーションを終了できない場合、あるいはローカル・キュー・マネージャーの障害
発生時にそれらのアプリケーションが確実に切断されるようにできない場合は、隔離されたバインディン
グの使用を検討してください。 隔離されたバインディングを使用するローカル接続のアプリケーション
は、切断されなくても、ローカル・キュー・マネージャー・インスタンスの再開を妨げません。

チャネルおよびクライアントの再接続
チャネルおよびクライアントの再接続は、スタンバイ・キュー・マネージャー・インスタンスがアクティ
ブになった後、メッセージ処理を回復させるためには不可欠の作業です。
複数インスタンス・キュー・マネージャー・インスタンスは、異なるネットワーク・アドレスを持つ複数
のサーバー上にインストールされています。 すべてのキュー・マネージャー・インスタンスの接続情報を
使用して IBM MQ のチャネルおよびクライアントを構成する必要があります。 スタンバイが引き継ぎを行
うと、クライアントおよびチャネルは、新規のネットワーク・アドレスにある新たにアクティブになった
キュー・マネージャー・インスタンスに自動的に再接続します。 IBM MQ classes for Java は自動クライア
ント再接続をサポートしていません。
このような設計は、HA-CMP 処理などの高可用性環境の方法とは異なります。 HA-CMP は、クラスターの
仮想 IP アドレスを指定して、そのアドレスをアクティブ・サーバーに転送します。 IBM MQ の再接続で
は、IP アドレスを変更または転送しません。 これはチャネル定義およびクライアント接続で定義したネッ
トワーク・アドレスを使用して再接続することにより機能します。 管理者は、複数インスタンス・キュー・
マネージャーのすべてのインスタンスに対して、チャネル定義およびクライアント接続でネットワーク・
アドレスを定義する必要があります。 複数インスタンス・キュー・マネージャーに対してネットワーク・
アドレスを構成するための最善の方法は、以下の接続に応じて異なります。
キュー・マネージャー・チャネル
チャネルの CONNAME 属性は、接続名のコンマ区切りリストです (例: CONNAME('127.0.0.1(1234),
192.0.2.0(4321)'))。 接続は、正常に確立されるまで、この接続リストに指定された順序に従って
試行されます。 正常に確立された接続がない限り、チャネルは再接続を試みます。

クラスター・チャネル
一般に、複数インスタンス・キュー・マネージャーがクラスター内で機能するために必要な追加の構成
はありません。
キュー・マネージャーがリポジトリー・キュー・マネージャーに接続する場合は、リポジトリーがキュ
ー・マネージャーのネットワーク・アドレスを検出します。 リポジトリーは、キュー・マネージャー
の CLUSRCVR チャネルの CONNAME を参照します。 TCPIP では、CONNAME が省略されたりブランクに
構成されたりしている場合は、キュー・マネージャーがそれを自動的に設定します。 スタンバイ・イ
ンスタンスが引き継ぎを行う場合、その IP アドレスが CONNAME として以前のアクティブ・インスタン
スの IP アドレスと置き換わります。
必要な場合、キュー・マネージャー・インスタンスのネットワーク・アドレスのリストを使用して、
CONNAME を手動で構成することができます。

クライアント接続
クライアント接続は、接続リストを使用することも、キュー・マネージャー・グループを使用して代替
接続を選択することもできます。

フェイルオーバー実行時の再接続には、ある程度の時間がかかります。 スタンバイ・キュー・マネージャ
ーは、始動を完了する必要があります。 障害が起きたキュー・マネージャーに接続されていたクライアン
トは、接続障害を検出し、新規クライアント接続を開始する必要があります。 新規クライアント接続が、
新たにアクティブになったスタンバイ・キュー・マネージャーを選択する場合は、クライアントは同じキ
ュー・マネージャーに再接続されます。
再接続時にクライアントが MQI 呼び出しの途中である場合は、その呼び出しが完了するまで待つ必要があ
ります。
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メッセージ・チャネルでバッチ転送中に障害が発生した場合、そのバッチはロールバック後、リスタート
されます。
切り替えはフェイルオーバーよりも短時間であり、1 つのキュー・マネージャー・インスタンスを停止し
て、別の 1 つを開始するだけの時間で済みます。 再生するログ・レコード数がわずかしかないキュー・マ
ネージャーの場合、切り替えにかかる時間は多くても数秒程度です。 フェイルオーバーにかかる時間を見
積もるには、障害が検出されるまでの時間を加算する必要があります。 検出にかかる時間は、速ければ 10
秒程度ですが、ネットワークやファイル・システムによっては、数分かかる場合もあります。

アプリケーションの復旧
アプリケーションの復旧は、フェイルオーバーの後に自動で継続されるアプリケーション処理です。 フェ
イルオーバー後のアプリケーションの復旧は、慎重に設計する必要があります。 一部のアプリケーション
では、フェイルオーバーが実行されたことを認識する必要があります。
アプリケーションの復旧の目的は、短い遅延時間でアプリケーション処理を続行することです。 新しい処
理を続行する前に、アプリケーションは障害時に処理していた作業単位をバックアウトして再実行依頼す
る必要があります。
アプリケーションの復旧における問題は、IBM MQ MQI client とキュー・マネージャーが共有する、キュ
ー・マネージャーに保管されたコンテキストが失われることです。 IBM MQ MQI clientはコンテキストの
大部分を復元しますが、忠実には復元できない部分があります。 以下の各セクションでは、アプリケーシ
ョンの復旧に関するいくつかのプロパティー、およびそれらが複数インスタンス・キュー・マネージャー
に接続したアプリケーションの復旧にどう影響するかについて説明します。

トランザクション・メッセージング
メッセージ送信の観点からすると、フェイルオーバーによって IBM MQ メッセージングの持続プロパティ
ーが変更されることはありません。 メッセージが持続メッセージで、作業単位内で正しく管理されている
場合、フェイルオーバー中にそれらのメッセージが失われることはありません。
トランザクション処理の観点からすると、フェイルオーバー後にトランザクションはバックアウトされる
かまたはコミットされます。
コミットされていないトランザクションはロールバックされます。 フェイルオーバーの後に、再接続可能
アプリケーションではトランザクションが失敗したことを示す MQRC_BACKED_OUT 理由コードを受け取
ります。 次いでトランザクションを再開する必要があります。
コミット済みトランザクションとは、2 フェーズ・コミットの 2 番目のフェーズに達しているトランザク
ション、または MQCMIT を開始した単一フェーズ (メッセージのみ) トランザクションのことです。
キュー・マネージャーがトランザクション・コーディネーターであり、障害前に MQCMIT がその 2 フェー
ズ・コミットの第 2 フェーズを開始済みであった場合、トランザクションは正常に完了します。 その完了
はキュー・マネージャーの制御下にあり、キュー・マネージャーが再び実行されると続行します。 再接続
可能アプリケーションでは、MQCMIT 呼び出しは正常に完了します。
メッセージだけが関係する単一フェーズ・コミットでは、コミット処理を開始したトランザクションは、
キュー・マネージャーが再度実行すると、その制御下で正常に完了します。 再接続可能アプリケーション
では、MQCMIT は正常に完了します。
再接続可能クライアントは、トランザクション・コーディネーターとして機能するキュー・マネージャー
の制御下では、単一フェーズのトランザクションを使用できます。 拡張トランザクション・クライアント
は再接続をサポートしません。 トランザクション・クライアントの接続時に再接続が要求される場合、接
続は成功しますが、再接続することはできません。 その接続は、再接続不可として動作します。

アプリケーションの再始動または再開
フェイルオーバーはアプリケーションを中断させます。 障害解決後、アプリケーションは最初から再始動
することもできますし、中断後の処理を再開することもできます。 後者の機能のことをクライアントの自
動再接続 といいます。 IBM MQ classes for Java は自動クライアント再接続をサポートしていません。
IBM MQ MQI client・アプリケーションでは、クライアントが自動的に再接続されるように接続オプション
を設定できます。 該当するオプションは、MQCNO_RECONNECT または MQCNO_RECONNECT_Q_MGR です。
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オプションを設定しなければ、クライアントは、自動的に再接続しようとはしません。キュー・マネージ
ャーの障害で、MQRC_CONNECTION_BROKEN がクライアントに返されます。 新しい MQCONN または
MQCONNX 呼び出しを発行することによって新しい接続を試行して開始するようにクライアントを設計す
ることもできます。
サーバー・プログラムは再始動する必要があります。キュー・マネージャーが、これらをキュー・マネー
ジャーまたはサーバーで障害が発生した際に処理していたポイントで自動的に再接続することはできませ
ん。 複数インスタンス・キュー・マネージャー・インスタンスで障害が発生した場合、IBM MQ サーバー・
プログラムは通常、スタンバイ・キュー・マネージャー・インスタンス上では再始動しません。
IBM MQ サーバー・プログラムをスタンバイ・サーバー上で自動的に再始動するには、次の 2 つの方法が
あります。
1.サーバー・アプリケーションをキュー・マネージャー・サービスとしてパッケージする。 これはスタン
バイ・キュー・マネージャーの再始動時に再始動します。

2.例えば、スタンバイ・キュー・マネージャー・インスタンスの開始時に書き込まれるフェイルオーバー
のログ・メッセージなどによってトリガーされる独自のフェイルオーバー・ロジックを作成する。 その
後、アプリケーション・インスタンスは、開始後に MQCONN または MQCONNX を呼び出して、キュー・
マネージャーへの接続を作成する必要があります。

フェイルオーバーの検出
フェイルオーバーを確実に認識する必要があるアプリケーションもあれば、そうでないアプリケーション
もあります。 以下の 2 つの例について考えてみます。
1.メッセージング・チャネルを介してメッセージを取得または受信するメッセージング・アプリケーショ
ンでは、通常、そのチャネルの反対側にあるキュー・マネージャーが稼働している必要はありません。
したがって、チャネルの反対側にあるキュー・マネージャーがスタンバイ・インスタンスで再始動して
も、影響が出る可能性はほとんどありません。

2. IBM MQ MQI client アプリケーションは、1 つのキューからの持続メッセージ入力を処理し、持続メッ
セージ応答を 1 つの作業単位の一部として別のキューに書き込みます。作業単位を再始動することに
よって、同期点内で MQPUT、 MQGET 、または MQCMIT からの MQRC_BACKED_OUT 理由コードを処理す
る場合、メッセージは失われません。 さらに、このアプリケーションでは接続障害に対応して何らかの
特別な処理を実行する必要もありません。

しかし、2 番目の例で、アプリケーションが MQGET のオプション MQGMO_MSG_UNDER_CURSOR を使用し
て、処理すべきメッセージを選択するためにキューを参照しているとします。 再接続によってブラウズ・
カーソルがリセットされるため、MQGET 呼び出しは正しいメッセージを返しません。 この例の場合、アプ
リケーションは、フェイルオーバーが実行されたことを認識する必要があります。 さらにアプリケーショ
ンは、カーソルのあるメッセージに対して別の MQGET を発行する前に、ブラウズ・カーソルを復元する必
要があります。
ブラウズ・カーソルの消失は、再接続後にアプリケーション・コンテキストが変化する例の 1 つです。 他
のケースは、583 ページの『自動再接続されるクライアントの復旧』に記載されています。
フェイルオーバー後の IBM MQ MQI client・アプリケーションには、3 つの代替設計パターンがあります。
フェイルオーバーを検出する必要がないのは、1 つだけです。
再接続なし
このパターンでは、接続が失敗した場合に、アプリケーションは現行接続上のすべての処理を停止しま
す。 アプリケーションが処理を続行するには、キュー・マネージャーとの新規接続を確立する必要が
あります。 新規接続での処理を続行するために必要な、すべての状態情報の転送全体を受け持つのは、
アプリケーションです。 接続が失われた後にキュー・マネージャーと再接続する既存のクライアント・
アプリケーションについては、この記述が当てはまります。
クライアントは、接続が失われた後に次の MQI 呼び出しから MQRC_CONNECTION_BROKEN または
MQRC_Q_MGR_NOT_AVAILABLE などの理由コードを受け取ります。 アプリケーションはキュー・ハン
ドルなど、そのすべての IBM MQ 状態情報を廃棄し、新規の MQCONN 呼び出しまたは MQCONNX 呼び出
しを発行して新規接続を確立してから、処理する必要のある IBM MQ オブジェクトを再オープンする必
要があります。
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デフォルトの MQI の動作では、キュー・マネージャーとの接続が失われた後には、キュー・マネージ
ャーの接続ハンドルは使用不可になります。 デフォルトは、MQCONNX に
MQCNO_RECONNECT_DISABLED オプションを設定して、フェイルオーバー後のアプリケーション再接
続が行われないようにすることと同じです。

フェイルオーバーへの耐性
フェイルオーバーの影響を受けないアプリケーションを作成します。 場合によっては、注意深くエラ
ー処理を行うだけでフェイルオーバーを処理できます。

再接続の認識
キュー・マネージャーに MQCBT_EVENT_HANDLER イベント・ハンドラーを登録します。 クライアント
がサーバーへの再接続の試行を開始したときには MQRC_RECONNECTING、再接続が正常に行われた後
には MQRC_RECONNECTED を使用してイベント・ハンドラーに通知が行われます。 ユーザーはその後、
クライアント・アプリケーションが処理を続行できるように、予測可能な状態を再度確立するためのル
ーチンを実行できます。

自動再接続されるクライアントの復旧
フェイルオーバーは予期しないイベントであり、自動的に再接続されたクライアントが再接続の結果を設
計できるように設計されている場合は、予測可能なものでなければなりません。
予測不可の障害を、予測可能で確かなリカバリーに変える主要な要素は、トランザクションの使用です。
前のセクションでは、ローカル・トランザクションを使用して MQGET と MQPUTを調整する IBM MQ MQI
client の例 582 ページの『2』を示しました。 クライアントは MQRC_BACKED_OUT エラーに対する応答と
して MQCMIT または MQBACK 呼び出しを発行した後、バックアウトされたトランザクションを再実行依頼
します。 キュー・マネージャーの障害が発生するとトランザクションはバックアウトされ、クライアント・
アプリケーションの動作により、トランザクションもメッセージも失われることはありません。
コールバックの場合、コールバック・コンシューマー・パラメーターの状態が
MQCS_SUSPENDED_USER_ACTION であれば、コンシューマー・アプリケーションを再開する必要がある
場合があることに注意してください。
すべてのプログラム状態がトランザクションの一部として管理されるわけではないため、再接続の結果が
さらに分かりにくくなります。 キュー・マネージャーのフェイルオーバーの影響を受けないクライアン
ト・アプリケーションを設計するには、再接続によって IBM MQ MQI clientの状態がどのように変化する
かを知る必要があります。
特殊なフェイルオーバー・コードを一切含まないアプリケーションを設計し、再接続エラーを他のエラー
と同じロジックで処理するようにすることもできます。 あるいは、再接続に特殊なエラー処理を必要とす
ることが分かった場合は、IBM MQ にイベント・ハンドラーを登録して、フェイルオーバーを処理するルー
チンを実行することもできます。 ルーチンで再接続処理そのものを扱うこともできますし、メインプログ
ラム・スレッドが処理を再開するときに、復旧処理を実行する必要があることを指示するフラグを設定す
ることもできます。
IBM MQ MQI client環境はフェイルオーバー自体を認識し、再接続後に可能な限りコンテキストを復元しま
す。そのために、この環境では、クライアント内に何らかの状態情報を格納して、その IBM MQ 状態を回
復するためにクライアント・アプリケーションに代わって追加の MQI 呼び出しを発行します。 例えば、障
害発生時点でオープンされていたオブジェクトへのハンドルが復元され、一時動的キューが同じ名前でオ
ープンされます。 しかし、避けられない変化があるため、こうした変化に対応できる設計が必要です。 こ
れらの変化は、以下の 5 種類に分類できます。
1.アプリケーション・プログラムが一貫性のある新規のコンテキスト状態を復元するまで、MQI 呼び出し
から新規の (つまり以前に診断されていない) エラーが返される。
新規のエラーを受け取る例として、コンテキストを保存してから再接続するまでの間にコンテキストを
渡そうとしたときの戻りコード MQRC_CONTEXT_NOT_AVAILABLE があります。 セキュリティー・コン
テキストは無許可のクライアント・プログラムには渡されないため、再接続後にコンテキストを復元す
ることはできません。 復元してしまうと、悪意のあるアプリケーション・プログラムがセキュリティ
ー・コンテキストを取得してしまう可能性があります。
通常、アプリケーションは、一般的で予測可能なエラーは綿密に設計された方法で処理し、一般的でな
いエラーについては汎用エラー・ハンドラーに任せます。 あらゆるエラーに対応するエラー・ハンドラ

IBM MQの構成  583



ーは、IBM MQ から切断して再接続したり、場合によってはプログラムを完全に停止したりします。 継
続性を高めるには、いくつかのエラーを別の方法で処理しなければならない場合もあります。

2.非持続メッセージが失われることがある。
3.トランザクションはロールバックされます (非同期コンシューマーも中断される可能性があります。前
のテキストを参照してください)。

4.同期点外で使用された MQGET 呼び出しまたは MQPUT 呼び出しが中断され、メッセージが失われること
がある。

5. MQI 呼び出しでの待機時間の延長により、タイミングに起因したエラーが発生する。
コンテキストの消失に関する詳細を以下のセクションにリストします。
• NPMCLASS(HIGH) オプションを指定してキューに入れていて、かつ、キュー・マネージャーの障害が、
シャットダウン時に非持続メッセージを保管するオプションを妨げなかった場合を除き、非持続メッセー
ジは廃棄されます。

• 非永続サブスクリプションは、接続が切断されると失われます。 再接続時に再確立されます。 永続サブ
スクリプションを使用することを検討してください。

• get-wait 間隔が再計算され、その限度を超えている場合には、MQRC_NO_MSG_AVAILABLE が返されま
す。 同様に、同じ総有効期限時間となるようにサブスクリプションの有効期限が再計算されます。

• キュー内のブラウズ・カーソルの位置が失われますが、通常、これは最初のメッセージの前に再設定され
ます。
– MQGMO_BROWSE_MSG_UNDER_CURSOR または MQGMO_MSG_UNDER_CURSOR を指定する MQGET 呼び
出しが失敗し、理由コード MQRC_NO_MSG_AVAILABLE が返されます。

– ブラウズのためにロックされたメッセージがアンロックされます。
– ハンドルの有効範囲を持つブラウズ・マーク付きメッセージのマークが解除され、再度ブラウズされ
ることがあります。

– 多くの場合、共有ブラウズ・マーク付きメッセージのマークが解除されます。
• セキュリティー・コンテキストが失われます。 MQPMO_PASS_ALL_CONTEXT を指定してメッセージをキ
ューに入れる場合など、メッセージ・コンテキストの保存を使用しようとすると失敗し、
MQRC_CONTEXT_NOT_AVAILABLE が返されます。

• メッセージ・トークンが失われます。 メッセージ・トークンを使用した MQGET で、理由コード
MQRC_NO_MSG_AVAILABLE が返されます。
注 : MsgId および CorrelId はメッセージの一部であるため、フェイルオーバー時にメッセージとともに保
存されます。そのため、MsgId または CorrelId を使用した MQGET は、予期したとおりに機能します。

• コミットされていないトランザクションの同期点でキューに書き込まれたメッセージは、使用できなくな
ります。

• 論理順序に従ってメッセージを処理したり、メッセージ・グループ内のメッセージを処理したりすると、
再接続後に戻りコード MQRC_RECONNECT_INCOMPATIBLE が返されます。

• MQI 呼び出しによって、クライアントが現在通常受け取る、より一般的な MQRC_CONNECTION_BROKEN
ではなく、MQRC_RECONNECT_FAILED が返される場合があります。

• メッセージがキュー・マネージャーに正常に配信されたかどうかを IBM MQ MQI client が認識しない場
合、同期点外での MQPUT 呼び出し中の再接続は MQRC_CALL_INTERRUPTED を返します。 MQCMIT の際
の再接続も同様に動作します。

• MQRC_CALL_INTERRUPTED が正常な再接続の後に戻されるのは、以下の成功または失敗に関して、IBM
MQ MQI clientがキュー・マネージャーから応答を受け取らない場合です。
– 同期点の外部で MQPUT 呼び出しを使用することによる持続メッセージの配信。
– 同期点の外部で MQPUT1 呼び出しを使用することによる持続メッセージまたはデフォルトで持続と
なるメッセージの配信。

– MQCMIT 呼び出しを使用することによるトランザクションのコミット。 再接続が正常に行われた後に
のみ、応答が戻されます。
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• チャネルは新規インスタンスとして再始動するため (異なるチャネルになる場合もあります)、チャネル出
口の状態は保持されません。

• 一時動的キューは、一時動的キューが開かれていた再接続可能クライアントの復旧プロセスの一部として
復元されます。 一時動的キュー上のメッセージは復元されませんが、キューが開かれていた、つまりキ
ューの名前を保存していたアプリケーションは、処理を続行できます。
キューがそれを作成したアプリケーション以外のアプリケーションによって使用されている場合、キュー
は復元が間に合わないために次に参照される時点でまだ存在しない可能性があります。 例えば、クライ
アントが応答先キューとして一時動的キューを作成し、そのキューにチャネルが応答メッセージを置く場
合は、キューの復旧が間に合わない可能性があります。 この場合、チャネルは通常、応答先メッセージ
を送達不能キューに置くことになります。
再接続可能なクライアント・アプリケーションが一時動的キューを (別のアプリケーションが既にそのキ
ューを作成したために) 名前を指定して開いた場合、再接続の発生時に、IBM MQ MQI clientが一時動的
キューを再作成できなくなります。これは、作成の基になるモデルがないためです。 MQI では、モデル
で一時動的キューを開けるのは単一のアプリケーションのみです。 一時動的キューの使用を必要とする
他のアプリケーションは、MQPUT1 またはサーバー・バインディングを使用する必要があります。 また、
失敗した場合に、再接続を再び試行できるようにする必要があります。
一時動的キューに入れることができるのは非持続メッセージのみで、それらのメッセージはフェイルオー
バー中に失われます。 失われるのは、再接続中に MQPUT1 を使用して一時動的キューに入れられたメッ
セージです。 MQPUT1 中にフェイルオーバーが発生した場合、MQPUT1 が成功してもメッセージは入れ
られません。 この問題の回避策の 1 つは、永続動的キューを使用することです。 サーバー・バインディ
ング・アプリケーションはすべて、再接続できないため、一時動的キューを名前で開くことができます。

データ・リカバリーおよび高可用性
複数インスタンス・キュー・マネージャーを使用した高可用性ソリューションには、ストレージの故障後
にデータをリカバリーするメカニズムが含まれている必要があります。
複数インスタンス・キュー・マネージャーを使用した場合、キュー・マネージャー・プロセスの可用性は
向上しますが、キュー・マネージャーがメッセージや他の情報を保管するために使用するファイル・シス
テムなどの他のコンポーネントの可用性は向上しません。
データの可用性を高める 1 つの方法は、回復力のあるネットワーク・データ・ストレージを使用すること
です。 ネットワーク・ファイル・システムおよび回復力のあるデータ・ストレージを使用して独自のソリ
ューションを構築することも、統合ソリューションを購入することもできます。 回復力と災害復旧を組み
合わせたものとしては、数十または数百キロメートル離れた場所でのディスク複製を可能にする非同期デ
ィスク複製があります。
ストレージ・メディアを最大限に活用できるように、IBM MQ ディレクトリーをメディアに異なる方法でマ
ップするように構成することができます。 複数インスタンス・キュー・マネージャーでは、IBM MQ のデ
ィレクトリーおよびファイルの 2 つのタイプの間に重要な区別があります。
キュー・マネージャーのインスタンス間で共有する必要があるディレクトリー。
キュー・マネージャーの異なるインスタンス間で共有される必要がある情報は、qmgrsディレクトリ
ーと logs ディレクトリーの 2つのディレクトリーにあります。 これらのディレクトリーは、共有ネ
ットワーク・ファイル・システム上になければなりません。 メッセージの作成や削除に伴ってデータ
が絶えず変わるので、持続的な高可用性と優れたパフォーマンスを備えたストレージ・メディアを使用
することをお勧めします。

キュー・マネージャーのインスタンス間で共有する必要 がないディレクトリーおよびファイル。
他のディレクトリーの中には、キュー・マネージャーの各インスタンス間で共有する必要がないため
に、ミラーリングされたファイル・システムを使用する以外の方法で短時間でリストアされるものもあ
ります。
• IBM MQ 実行可能ファイルおよびツール用ディレクトリー。 再インストールするか、バックアップを
行いバックアップされたファイル・アーカイブからリストアすることによって置き換えます。

• インストール済み環境全体に関して変更される構成情報。 構成情報は、 AIX, Linux, and Windows シ
ステム上の mqs.ini ファイルなどの IBM MQによって管理されるか、 MQSC 構成スクリプトなどの
独自の構成管理の一部として管理されます。 バックアップを行い、ファイル・アーカイブを使用して
リストアします。
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• トレース、エラー・ログ、FFDC ファイルなど、インストール済み環境全体の出力。 これらのファイ
ルは、デフォルト・データ・ディレクトリー内の errors サブディレクトリーと trace サブディレ
クトリーに保管されます。 AIX and Linuxシステム上のデフォルトのデータ・ディレクトリー
は/var/mqmです。 Windows の場合、デフォルトのデータ・ディレクトリーは IBM MQ のインスト
ール・ディレクトリーです。

バックアップ・キュー・マネージャーにより、複数インスタンス・キュー・マネージャーのメディア・バ
ックアップをリニア・ログを使用して定期的に実行することもできます。 バックアップ・キュー・マネー
ジャーによるリカバリーは、ミラーリングされたファイル・システムからのリカバリーほど高速ではあり
ません。また、最新バックアップ以降に行われた変更はリカバリーされません。 バックアップ・キュー・
マネージャー・メカニズムは、ローカルのストレージ故障の後でキュー・マネージャーをリカバリーする
場合よりも、オフサイトの災害復旧シナリオで使用する場合に適しています。
IBM MQ 可用性ソリューションの結合
アプリケーションでは、可用性を向上させるために IBM MQ の他の機能を使用します。 複数インスタン
ス・キュー・マネージャーは、他の高可用性機能を補完します。

IBM MQ クラスターによるキューの可用性の向上
1 つのクラスター・キュー (クラスター内の各マネージャー上のすべてのキューのうちの最大で 1 つ) に複
数の定義を作成することで、キューの可用性を向上させることができます。
クラスターの 1 メンバーに障害が起こった後に新しいメッセージがクラスター・キューに送信されるとし
ます。 障害が起きたキュー・マネージャーにメッセージが送信される必要 がない限り、そのメッセージ
は、キューの定義がある、クラスター内の別の実行中のキュー・マネージャーに送信されます。
クラスターにより可用性は大幅に向上しますが、結果的にメッセージの遅延となる、関連する 2 つの障害
シナリオがあります。 複数インスタンス・キュー・マネージャーを使用してクラスターを構築すると、メ
ッセージが遅延する可能性が減ります。
孤立メッセージ
クラスター内のキュー・マネージャーに障害が起きた場合、クラスター内の他のキュー・マネージャー
に送信可能なメッセージは、障害が起きたキュー・マネージャーにはそれ以上送信されません。 既に
送信済みのメッセージは、障害が起きたキュー・マネージャーが再始動するまで孤立します。

アフィニティー
アフィニティーとは、本来は別のものである 2 つの処理の間で共有される情報を表すために使用される
用語です。 例えば、サーバーに要求メッセージを送信するアプリケーションと、応答を処理すること
になっている同じアプリケーションの間には、アフィニティーが存在します。 その他の例としては、
各メッセージの処理が先行するメッセージに依存する、メッセージのシーケンスなどがあります。
メッセージをクラスター・キューに送信する場合は、アフィニティーを考慮する必要があります。 つ
まり、連続するメッセージを同じキュー・マネージャーに送信する必要があるか、またはそれぞれのメ
ッセージをクラスター内のどのメンバーにも送信できるか、などです。
クラスター内の同じキュー・マネージャーにメッセージを送信する必要があり、そのキュー・マネージ
ャーに障害が発生した場合には、障害が起きたクラスター・キュー・マネージャーが再び実行されるま
で、そのメッセージは送信元の伝送キュー内で待機します。

クラスターが複数インスタンス・キュー・マネージャーを使用して構成されている場合は、障害が起きた
キュー・マネージャーの再始動を待機する遅延はほんの数分程度に制限され、スタンバイにより引き継が
れます。 スタンバイが実行中になっていれば、孤立メッセージの処理が再開され、新たにアクティブ化さ
れたキュー・マネージャー・インスタンスへのチャネルが開始され、伝送キュー内で待機していたメッセ
ージが流れ始めます。
障害が起きたキュー・マネージャーによるメッセージ遅延を克服するようにクラスターを構成する可能な
1 つの方法は、クラスター内の各サーバーに対して 2 つの異なるキュー・マネージャーをデプロイし、そ
の異なるキュー・マネージャーの 1 つはアクティブ・インスタンスとして、もう 1 つはスタンバイ・イン
スタンスとして配置することです。 これはアクティブ/スタンバイ構成であり、クラスターの可用性を向上
させます。
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クラスターは、管理の手間が減り、スケーラビリティーが向上するという利点があることに加え、複数イ
ンスタンス・キュー・マネージャーを補完する可用性の追加要素を継続的に提供します。 クラスターには、
キュー・マネージャーのアクティブ・インスタンスとスタンバイ・インスタンスの両方に影響する他のタ
イプの障害からの保護機能があります。
無中断サービス
クラスターは無中断サービスを提供します。 クラスターが受信した新規のメッセージは、アクティブ・
キュー・マネージャーに送信されて処理されます。 無中断サービスの提供を複数インスタンス・キュ
ー・マネージャーに依存しないようにしてください。なぜなら、スタンバイ・キュー・マネージャーが
障害を検出して開始を完了し、そのチャネルが再接続され、失敗したメッセージのバッチが再実行依頼
されるまでに時間を要するからです。

局所的障害
許容可能なパフォーマンスを実現するには、アクティブ・サーバー、スタンバイ・サーバー、およびフ
ァイル・システム・サーバーはミリ秒単位の速度で対話する必要があるため、それらのサーバーの物理
的距離には実用面での制約があります。
クラスター・キュー・マネージャーで必要になる対話速度はほぼ秒単位であり、これらのキュー・マネ
ージャーは地理的に世界のどこにでも分散させて配置できます。

操作上のエラー
異なる 2 つのメカニズムを使用して可用性を向上させることにより、人為的エラーなどの操作上のエラ
ーが発生して、可用性の実現が危うくなる可能性を減らすことができます。

キュー共有グループによるメッセージ処理の可用性の向上
 キュー共有グループ (z/OS 上でのみ提供) を使用すると、キュー・マネージャーのグループが

キューのサービス提供を共有できるようになります。 あるキュー・マネージャーで障害が起きた場合には、
引き続き他のキュー・マネージャーがそのキューにあるすべてのメッセージを処理します。 複数インスタ
ンス・キュー・マネージャーは、z/OS ではサポートされておらず、幅広いメッセージング・アーキテクチ
ャーの中の限られた一部分としてのみキュー共有グループを補完します。

IBM MQ クライアントによるアプリケーションの可用性の向上
IBM MQ MQI client・プログラムは、キュー・マネージャーの可用性、接続の重み、およびアフィニティー
に基づいて、1 つのキュー・マネージャー・グループ内の複数の異なるキュー・マネージャーに接続できま
す。 キュー・マネージャーが実行しているマシンとは異なるマシン上でアプリケーションを実行すること
で、ソリューションの総合的な可用性を向上させることができます。ただしこれは、接続先のキュー・マ
ネージャー・インスタンスに障害が起きた場合に、アプリケーションを再接続する方法があることが前提
です。
キュー・マネージャー・グループを使用すると、停止したキュー・マネージャーとクライアントの結合が
解除され、IP スプレイヤーのように、キュー・マネージャーのグループ内でクライアント接続のロード・
バランシングが行われるため、クライアントの可用性が向上します。 クライアント・アプリケーションに
は、障害が起きたキュー・マネージャーとのアフィニティー (特定のキューへの依存など) があってはなり
ません。そうでないと、処理を再開できません。
クライアントの自動再接続および複数インスタンス・キュー・マネージャーを使用すると、いくつかのア
フィニティーの問題が解決されるため、クライアントの可用性は向上します。 IBM MQ classes for Java は
自動クライアント再接続をサポートしていません。
MQCNO のオプション MQCNO_RECONNECT_Q_MGR を設定して、クライアントを同じキュー・マネージャー
に強制的に再接続させることができます。
1.以前に接続していた単一インスタンスのキュー・マネージャーが実行していない場合には、そのキュ
ー・マネージャーが再度実行中になるまで接続が再試行されます。

2.キュー・マネージャーが複数インスタンス・キュー・マネージャーとして構成されている場合、クライ
アントはアクティブであるいずれかのインスタンスに再接続します。

同じキュー・マネージャーに自動的に再接続することで、クライアントの代わりにキュー・マネージャー
が保持していた多くの状態情報 (開いたキューや、サブスクライブしていたトピック) は、復元されます。
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要求への応答を受け取るためにクライアントが動的応答先キューを開いていた場合、応答先キューへの接
続も復元されます。

RDQM 高可用性
RDQM (複製データ・キュー・マネージャー) は、 Red Hat Enterprise Linux for x86-64 プラットフォームで
使用可能な高可用性ソリューションです。
RDQM 構成は、高可用性 (HA) グループとして構成されている 3 つのサーバーから成り、その個々にキュ
ー・マネージャーのインスタンスがあります。 インスタンスの 1 つは実行中のキュー・マネージャーで、
データを他の 2 つのインスタンスに同期的に複製します。 このキュー・マネージャーを実行しているサー
バーに障害が発生すると、別のキュー・マネージャーのインスタンスが開始され、このインスタンスには
操作に使用する現行データがあります。 キュー・マネージャーのインスタンスは 3 つとも浮動 IP アドレス
をオプションで共有できるので、クライアントの構成時に使用する必要がある IP アドレスは 1 つだけで
す。 ネットワークの問題のために HA グループがパーティション化されていても、同時に実行できるキュ
ー・マネージャーのインスタンスは 1 つだけです。 キュー・マネージャーを実行しているサーバーは「1
次」と呼ばれ、その他の 2 つのサーバーはどちらも「2 次」と呼ばれます。
3 つのノードを使用すると、スプリット・ブレーンという状態になる可能性が大幅に減少します。 2 ノー
ドの高可用性システムでは、2 つのノード間の接続が切断されるとスプリット・ブレーンが発生する可能性
があります。 接続のない状態だと、両方のノードでキュー・マネージャーが同時に実行され、別々のデー
タが累積される可能性があります。 そうなると、接続が復元された時に 2 つの別々のバージョンのデータ
(「スプリット・ブレーン」) が存在することになるので、保持するデータ・セットと破棄するデータ・セッ
トを決定するために手操作による介入が必要になります。
RDQM では、スプリット・ブレーン状態を回避するために、クォーラムを設定した 3 ノード・システムを
使用します。 1 つのノードが他の 1 つ以上のノードと通信できる場合は、その通信可能なノード同士がク
ォーラムを形成します。 キュー・マネージャーは、クォーラムを形成するノードでしか実行できません。
他の 1 つ以上のノードと接続していないノードではキュー・マネージャーを実行できないので、接続の切
れた 2 つのノードでキュー・マネージャーが同時に実行されることは絶対にありません。
• 1 つのノードで障害が発生しても、他の 2 つのノードのいずれかでキュー・マネージャーを実行できま
す。 2 つのノードで障害が発生すると、残りの 1 つのノードではキュー・マネージャーを実行できませ
ん。そのノードはクォーラムを形成していないからです (残りのノードは、他の 2 つのノードで障害が失
敗したのか、それとも他の 2 つのノードは実行中だけれども接続が失われたのかを判別できません)。

• 1 つのノードが接続を失うと、そのノードではキュー・マネージャーを実行できません。そのノードはク
ォーラムを形成していないからです。 残りの 2 つのノードのいずれかではキュー・マネージャーを実行
できます。その 2 つがクォーラムを形成しているからです。 すべてのノードが接続を失うと、どのノー
ドでもキュー・マネージャーを実行できません。どのノードもクォーラムを形成していないからです。
注 : IBM MQ Consoleは、複製データ・キュー・マネージャーをサポートしていません。 IBM MQ Explorer
は複製データ・キュー・マネージャーに使用できますが、 RDQM 機能に固有の情報は表示されません。
3 つのノードのグループ構成は、Pacemaker が実施します。 3 つのノード間の複製は、DRBD が実施しま
す。 (Pacemaker については https://clusterlabs.org/pacemaker/ を、DRBD については https://
docs.linbit.com/docs/users-guide-9.0/ を参照してください。)
複製データ・キュー・マネージャーは、696 ページの『キュー・マネージャー・データのバックアップ』
で説明しているプロセスを使用してバックアップできます。 このキュー・マネージャーを停止してバック
アップしても、 RDQM 構成で実行されているノード・モニターには影響を与えません。
以下の図に、HA グループ内の 3 つの各ノード上で 1 つずつ RDQM が実行されている標準的なデプロイメ
ントを示します。
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図 78. 3 つの RDQM がある HA グループの例
以下の図では、Node3 で障害が発生し、Pacemaker リンクが失われ、キュー・マネージャー QM3 が Node2
で実行されています。
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図 79. Node3 で障害が発生した後の例
注 : キュー・マネージャーが別のノードにフェイルオーバーする際、それらのキュー・マネージャーはフェ
イルオーバー時の状態を保持します。 実行中のキュー・マネージャーが開始され、停止されたキュー・マ
ネージャーは停止したままです。
関連タスク
RDQM (複製データ・キュー・マネージャー) のインストール
RDQM のための保守レベルの更新の適用
複製データ・キュー・マネージャーのマイグレーション
RDQM 構成のトラブルシューティング

RDQM HA ソリューションの要件
RDQM 高可用性 (HA) グループを構成する前に、いくつかの要件を満たしている必要があります。

システム要件
RDQM HA グループを構成する前に、HA グループの一部となる 3 つのサーバーのそれぞれで、いくつかの
構成を完了する必要があります。
• 各ノードには、drbdpool という名前のボリューム・グループが必要です。 各複製データ・キュー・マ
ネージャーのストレージは、このボリューム・グループからのキュー・マネージャーごとに別個の論理ボ
リュームとして割り振られます。 最高のパフォーマンスを得るためには、このボリューム・グループを
内部ディスク・ドライブ (SSD) に対応する 1 つ以上の物理ボリュームで構成する必要があります。
RDQM HA ソリューションのインストール前またはインストール後に drbdpool を作成できますが、実際
に RDQM を作成する前に drbdpool を作成する必要があります。 vgs コマンドを使用してボリュー
ム・グループ構成を確認します。 出力は次のようになります。
  VG       #PV #LV #SN Attr   VSize   VFree 
  drbdpool   1   9   0 wz--n- <16.00g <7.00g
  rhel       1   2   0 wz--n- <15.00g     0
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特に、属性の 6 番目の列に c 文字 (つまり、wz--nc) がないことを確認してください。c は、クラスタリ
ングが有効になっていることを示します。有効になっている場合は、ボリューム・グループを削除して、
クラスタリングなしで再作成する必要があります。

• drbdpool ボリューム・グループを作成した後は、それ以外の操作は何も行いません。 IBM MQ は、
drbdpool で作成された論理ボリューム、およびそれらがマウントされる方法と場所を管理します。

• 各ノードには、RDQM サポートの構成に使用されるインターフェースが最大で 3 つ必要です。
– HA グループをモニターするための Pacemaker の基本インターフェース。
– HA グループをモニターするための Pacemaker の代替インターフェース。
– 同期データ複製用のインターフェース。複製インターフェースと呼ばれます。 HA グループで実行さ
れるすべての複製データ・キュー・マネージャーの予期されるワークロードを前提として、複製要件
をサポートするために十分な帯域幅が必要です。

3 つのすべてのインターフェースに同じ IP アドレスを使用するか、各インターフェースに別個の IP アド
レスを使用するか、または基本インターフェースと代替インターフェースに同じ IP アドレスを使用して、
複製インターフェースに別個の IP アドレスを使用するように HA グループを構成できます。
最大限の耐障害性を実現するためには、これらのインターフェースは独立ネットワーク・インターフェー
ス・カード (NIC) である必要があります。

• DRBD では、RFC 1123 で修正された RFC 952 によって定義されているとおり、HA グループ内の各ノー
ドが有効なインターネット・ホスト名 (uname -nによって返される値) を持っている必要があります。

• HA グループのノード間にファイアウォールがある場合は、ファイアウォールでポートの範囲のノード間
のトラフィックが許可される必要があります。 RHELで標準のファイアウォールを実行している場合は、
必要なポートを開くサンプル・スクリプト(/opt/mqm/samp/rdqm/firewalld/configure.sh)が提
供されています。 このスクリプトは rootとして実行する必要があります。 他のファイアウォールを使
用している場合は、サービス定義 /usr/lib/firewalld/services/rdqm* を調べて、どのポートを
開く必要があるかを確認してください。 スクリプトは、DRBD、Pacemaker、および IBM MQ に関する以
下の永続的なファイアウォール ID サービス規則を追加します。
– MQ_INSTALLATION_PATH/samp/rdqm/firewalld/services/rdqm-drbd.xml では、TCP ポー
ト 7000 から 7100 が許可されます。

– MQ_INSTALLATION_PATH/samp/rdqm/firewalld/services/rdqm-pacemaker.xml は UDP
ポート 5404 から 5407 を許可します。

– MQ_INSTALLATION_PATH/samp/rdqm/firewalld/services/rdqm-mq.xml は TCP ポート
1414 を許可します (別のポートが必要な場合は、スクリプトを編集する必要があります)。

• システムが SELinux を Enforcing モードで使用している場合は、以下のコマンドを実行する必要がある可
能性があります。
semanage permissive -a drbd_t

drbd-selinux パッケージをインストールした場合は、 semanageを実行する必要はありません。 この
パッケージをすべてのノードにインストールするか、すべてのノードで semanage を実行する必要があ
ります。

ネットワーク要件
RDQM HA グループの 3 つのノードを同じデータ・センターに配置することをお勧めします。
そうしたノードを別々のデータ・センターに配置する場合は、以下の制約に注意する必要があります。
• データ・センター間の待ち時間が長くなると、パフォーマンスが急速に低下します。 IBM では最大 5 ミ
リ秒の待ち時間をサポートしていますが、アプリケーション・パフォーマンスの観点からすれば、待ち時
間が 1 から 2 ミリ秒より長くなるのは許容できないかもしれません。

• 複製リンクで送信するデータは、IBM MQ AMS での暗号化は別として、それ以外の暗号化の対象になり
ません。
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浮動 IP アドレスを任意で構成できます。これにより、HA グループ内のどのノードでクライアントが実行
されているかに関わりなく、クライアントが複製データ・キュー・マネージャー (RDQM) に関して同じ IP
アドレスを使用することが可能になります。 浮動アドレスは、RDQM の 1 次ノードの指定した物理インタ
ーフェースにバインドします。 RDQM がフェイルオーバーし、別のノードが 1 次ノードになると、浮動 IP
は、新しい 1 次上の同じ名前のインターフェースにバインドされます。 3 つのノードの物理インターフェ
ースは、すべて同じ名前でなければなりません。また、浮動 IP アドレスと同じサブネットに属しているこ
とが必要です。

クラスターを構成するためのユーザー要件
RDQM HA グループをユーザー root として構成できます。 root として構成しない場合は、代わりに mqm
グループのユーザーとして構成します。 mqm グループのユーザーが RDQM クラスターを構成するには、以
下の要件を満たす必要があります。
• mqm ユーザーは、RDQM HA グループを構成する 3 つのサーバーのそれぞれで sudo を使用してコマンド
を実行できる必要があります。

• mqm ユーザーがパスワードなしで SSH を使用して、RDQM HA グループを構成する 3 つのサーバーのそ
れぞれでコマンドを実行できる場合、ユーザーはそれらのサーバーの 1 つでのみコマンドを実行する必
要があります。

• mqm ユーザーは、3 つのサーバーすべてで同じ UID を持っている必要があります。
• mqm グループは、3 つのサーバーすべてで同じ GID を持っている必要があります。
mqm ユーザーが root 権限で以下のコマンドを実行できるように、 sudo を構成する必要があります。
/opt/mqm/bin/crtmqm
/opt/mqm/bin/dltmqm
/opt/mqm/bin/rdqmadm
/opt/mqm/bin/rdqmstatus

キュー・マネージャーで作業するためのユーザー要件
複製データ・キュー・マネージャー (RDQM) を作成、削除、または構成するには、mqm グループと haclient
グループの両方に属するユーザー ID を使用する必要があります (haclient グループは、Pacemaker のイ
ンストール時に作成されます)。

パスワードなしの SSH および sudo アクセスのセットアップ
HA グループ内の 1 つのノードでのみ構成コマンドを発行する必要があるように、パスワードなしの SSH
および sudo アクセスをセットアップできます。 (このようなアクセスのセットアップはオプションです。
あるいは、各ノードでコマンドを実行することもできます。)

このタスクについて
パスワードなしの SSH をセットアップするには、各ノードで mqm ID を構成して、そのユーザーに対して
各ノードで鍵を生成する必要があります。 次に、鍵を他のノードに配布して、接続をテストし、既知のホ
ストのリストに各ノードを追加します。 最後に、 mqm ID をロックダウンします。
注 : この説明は、個別の 1 次、代替、および複製のインターフェースで HA グループを定義していることが
前提となっています。したがって、1 次および代替のインターフェースを介してパスワードなしの SSH ア
クセスを定義します。 単一 IP アドレスでシステムを構成する予定の場合は、その単一インターフェースを
介してパスワードなしの SSH アクセスを定義します。 HA_Primary および HA_Replication 用に 2 つの IP
アドレスを持つシステムを構成する予定の場合は、ssh を HA_Primary アドレス用に構成する必要がありま
す。
その後、各ノードで mqm ID の sudo アクセス権限を作成できます。

手順
1.パスワードなし SSH をセットアップするには、以下のようにします。
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a) 3 つのノードそれぞれで以下の手順を実行し、mqm ユーザーをセットアップし、SSH 鍵を生成しま
す。

i) mqm ホーム・ディレクトリーを /home/mqm に変更します。
usermod -d /home/mqm mqm

ii) /home/mqm ディレクトリーを作成します:

mkhomedir_helper mqm

iii) mqm パスワードを追加します。
passwd mqm

iv)対話式シェルを mqm として実行します。
su mqm

v) mqm 認証鍵を生成します。
ssh-keygen -t rsa -f /home/mqm/.ssh/id_rsa -N ''

b) 3 つのノードそれぞれで以下の手順を実行し、ノードの鍵を他の 2 つのノードに追加し、各ノードの
1 次および代替 (使用している場合) のアドレスの接続をテストします。

i)リモート・ノードにキーを追加します。
ssh-copy-id -i /home/mqm/.ssh/id_rsa.pub remote_node1_primary_address
ssh-copy-id -i /home/mqm/.ssh/id_rsa.pub remote_node1_alternate_address
ssh-copy-id -i /home/mqm/.ssh/id_rsa.pub remote_node2_primary_address
ssh-copy-id -i /home/mqm/.ssh/id_rsa.pub remote_node2_alternate_address

ii)パスワードなしの SSH を確認して、リモート・ノードの known_hosts を更新します。
ssh remote_node1_primary_address uname -n
ssh remote_node1_alternate_address uname -n
ssh remote_node2_primary_address uname -n
ssh remote_node2_alternate_address uname -n

接続ごとに、続行するかどうかを確認するプロンプトが出されます。 それぞれが known_hosts
を更新できるように確認します。 パスワードなしの SSH を使用して HA グループを構成する前
に、これを完了する必要があります。

iii) mqm として対話式シェルを終了します。
exit

c)各ノードで root として以下の手順を実行し、mqm パスワードを削除して ID をロックします。
i) mqm パスワードを削除します。

passwd -d mqm

ii) mqm をロックします。
passwd -l mqm

2.各ノードで、root として、以下のテキストを含むファイル /etc/sudoers.d/mqm を作成して、 mqm
ユーザーの sudo アクセス権限をセットアップします。
mqm ALL=(root) NOPASSWD: /opt/mqm/bin/crtmqm, /opt/mqm/bin/dltmqm, /opt/mqm/bin/
rdqmadm, /opt/mqm/bin/rdqmstatus, /opt/mqm/bin/rdqmdr
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Pacemaker クラスター (HA グループ) の定義
HA グループは、Pacemaker クラスターです。 Pacemaker クラスターを定義するには、/var/mqm/
rdqm.ini ファイルを編集し、rdqmadm コマンドを実行します。

このタスクについて
Pacemaker については、https://clusterlabs.org/pacemaker/を参照してください。 mqm ユーザーが sudo
を使用できる場合は、mqm グループのユーザーとして Pacemaker クラスターを作成できます。 ユーザーが
各サーバーに対してパスワードなしの SSH を使用することもできる場合は、rdqm.ini ファイルを編集し、
いずれかのサーバーで rdqmadm を実行するだけで Pacemaker クラスターを作成できます。 それ以外の場
合は、ファイルを作成し、ノードとなる各サーバー上で root としてコマンドを実行する必要があります。
rdqm.ini ファイルは、 Pacemaker クラスター内のノード用に RDQM によって使用される IP アドレスを
指定します。 各ノードの名前を指定する必要があります。これは、 uname -n コマンドによって返される
ホスト名でなければなりません。
RDQM HA グループは、1 つ、2 つ、または 3 つの IP アドレスを使用するように構成できます。
• 1 つの IP アドレス: ハートビートと複製は同じリンクを共有します
• 2 つの IP アドレス: ハートビートと複製は別々のリンクを使用します
• 3 つの IP アドレス: 複製用に 1 つのリンク、およびハートビート用に 2 つの別個のリンク
これらのオプションは、RDQM のさまざまなデプロイメント・パターンをサポートするために提供されて
います。 さまざまなオプションを使用して、使用されている環境に基づいて RDQM ソリューションの回復
力を最大限に高めることができます。 2 つまたは 3 つの IP アドレスを使用する構成は、主に、ノード間の
接続の冗長性を構成するために、どの物理ネットワークがハートビートと複製トラフィックをリンクする
かを細かく制御する必要があるデプロイメントを対象としています。 あるいは、例えばリンク集約を使用
して、ネットワーク層で高可用性と回復力のある接続を実装することもできます。 リンク集約では、複数
の物理ネットワーク・リンクを使用して、個々の物理リンクに障害が発生した場合に機能し続けることが
できる単一の論理リンクを提供します。 ネットワーク接続が仮想化されている環境や、ネットワーク層で
回復力のある接続が実装されている環境に RDQM がデプロイされている場合は、通常、ハートビートと複
製の両方に単一の IP アドレスを使用することをお勧めします。
以下の例は、2 つの IP アドレスの使用法を示しています。 rdqm.ini ファイルには、ノードごとに
HA_Primary フィールドと HA_Replication フィールドがありますが、HA_Alternate フィールドはあ
りません。
Node:
  Name=rdqm-node-1.spiranthes.com
  HA_Primary=192.168.4.1
  HA_Replication=192.168.5.1
Node:
  Name=rdqm-node-2.spiranthes.com
  HA_Primary=192.168.4.2
  HA_Replication=192.168.5.2
Node:
  Name=rdqm-node-3.spiranthes.com
  HA_Primary=192.168.4.3
  HA_Replication=192.168.5.3
 

次の図は、この構成を示しています:
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以下のサンプル・ファイルは、モニターに HA_Replication インターフェースを使用するサンプル
Pacemaker クラスターの構成を示しています。 この場合は、 HA_Replication インターフェースのみを
指定します。
Node:
  Name=rdqm-node-1.spiranthes.com
  HA_Replication=192.168.4.1
Node:
  Name=rdqm-node-2.spiranthes.com
  HA_Replication=192.168.4.2
Node:
  Name=rdqm-node-3.spiranthes.com
  HA_Replication=192.168.4.3
 

次の図は、この構成を示しています:

以下のサンプル・ファイルは、各インターフェースに別個の IP アドレスを使用するサンプル Pacemaker
クラスターの構成を示しています。
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Node:
  Name=rdqm-node-1.spiranthes.com
  HA_Primary=192.168.4.1
  HA_Alternate=192.168.5.1
  HA_Replication=192.168.6.1
Node:
  Name=rdqm-node-2.spiranthes.com
  HA_Primary=192.168.4.2
  HA_Alternate=192.168.5.2
  HA_Replication=192.168.6.2
Node:
  Name=rdqm-node-3.spiranthes.com
  HA_Primary=192.168.4.3
  HA_Alternate=192.168.5.3
  HA_Replication=192.168.6.3
 

次の図は、この構成を示しています:

ノードを指定する順序は、構成内のすべての rdqm.iniファイルで同じでなければなりません。 3 つのノ
ードには、どれが Node1 でどれが Node2 であるかなどについて共通のビューが必要です。

手順
• Pacemaker クラスターを root ユーザーとして定義するには、次の手順を実行します。

a) 3つのサーバーのいずれかにある/var/mqm/rdqm.iniファイルを編集して、ファイルがクラスタ
ーを定義するようにします。

b)このファイルを、Pacemaker クラスター内のノードとなる他の 2 つのサーバーにコピーします。
c) 3 つのサーバーそれぞれで、以下のコマンドを root として実行します。

rdqmadm -c

• 各ノードの mqm グループのユーザーとして Pacemaker クラスターを定義するには、以下のようにしま
す。
a)ユーザー mqm が sudo を使用してコマンドを実行できることを確認してください。
b) 3つのサーバーのいずれかで/var/mqm/rdqm.iniファイルを編集して、ファイルが Pacemakerク
ラスターを定義するようにします。
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c) /var/mqm/rdqm.iniを、Pacemakerクラスター内のノードになる他の 2つのサーバーにコピーし
ます。

d)各サーバーで次のコマンドを実行します。
rdqmadm -c

• 1 つのノードの mqm グループのユーザーとして Pacemaker クラスターを定義するには、以下のように
します。
a)ユーザー mqm が sudo を使用してコマンドを実行でき、パスワードなしで SSH を使用して各サーバ
ーに接続できることを確認します。

b) 3つのサーバーのいずれかで/var/mqm/rdqm.iniファイルを編集して、ファイルが Pacemakerク
ラスターを定義するようにします。

c)以下のコマンドを実行します。
rdqmadm -c

関連資料
rdqmadm (複製データ・キュー・マネージャー・クラスターの管理)

Pacemaker クラスター (HA グループ) の削除
HA グループは、Pacemaker クラスターです。 -u オプションを指定して rdqmadm コマンドを実行すると、
Pacemaker クラスター構成を削除できます。

このタスクについて
いずれかのノードに複製データ・キュー・マネージャーが存在する場合は、Pacemaker クラスター構成を
削除できません。

手順
• Pacemaker クラスター構成を削除するには、任意のノードから以下のコマンドを入力します。

rdqmadm -u

関連資料
rdqmadm (複製データ・キュー・マネージャー・クラスターの管理)

HA RDQM の作成
crtmqm コマンドを使用して、高可用性複製データ・キュー・マネージャー (RDQM) を作成します。

このタスクについて
mqm ユーザーが sudo を使用できる場合は、mqm グループのユーザーとして高可用性複製データ・キュー・
マネージャー (RDQM) を作成できます。 ユーザーが各サーバーに対してパスワードなしの SSH を使用す
ることもできる場合は、1 つのノードで create RDQM コマンドを実行するだけで 3 つすべてのノードで
RDQM を作成できます。 その他の場合、RDQM を作成するには root である必要があり、3 つのすべての
ノードでコマンドを実行する必要があります。
注 : HA グループには、129 のキュー・マネージャーという絶対的な制限があります。 これを超えて作成し
ようとすると、失敗します。 実際には、HA グループに 50 を超えるキュー・マネージャーを追加すると、
タイムアウトの問題が発生する可能性があります。
以下に、キュー・マネージャーのファイル・システムのサイズ変更に関するガイダンスを示します。
1. RDQM キュー・マネージャーの作成時に、キュー・マネージャーのデータとログを保管するためにファ
イル・システムが割り振られます。 キュー・マネージャーが進行中のアクティビティーをログに記録
し、アプリケーション・メッセージをキューに保管できるように、このファイル・システムを適切にサ
イズ変更することが重要です。 ファイル・システムをサイジングする際には、ピーク時のメッセージン
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グ要件、将来のワークロードの増加、およびメッセージがキューに蓄積される原因となる可能性のある
アプリケーション障害を考慮してください。 キュー・マネージャーの回復ログのサイズを計算するため
のガイダンスについては、 674 ページの『ログ・ファイル・システムの大きさの決定方法』を参照し
てください。 アプリケーション・メッセージのストレージ要件を計算する際には、メッセージのサイズ
と数に加えて、MQMD ヘッダーおよびメッセージ・プロパティーを考慮する必要があります。

2. RDQM キュー・マネージャーのファイル・システムを動的にサイズ変更することはできません。 これが
必要な場合は、より大きなファイル・システムを使用して RDQM キュー・マネージャーをバックアップ
してからリストアする必要があります。 603 ページの『HA RDQM キュー・マネージャーのファイル・
システムのサイズ変更』を参照してください。

3. MAXDEPTH や MAXFSIZE などのローカル・キュー属性を使用して、ディスク上の個々のキューのサイ
ズを制限することができます。 IBM MQ キュー・ファイルの変更を参照してください。

4.ファイル・システムの使用量が重要になる前に、進行中のディスク使用量をモニターし、ディスク使用
量が増加した場合は適切に対応する必要があります。 ファイル・システムの使用状況をモニターするに
は、プラットフォーム/オペレーティング・システムの機能を使用するか、 システム・トピックでパブ
リッシュされるメトリックで説明されている IBM MQ システム・トピックにパブリッシュされるメトリ
ックをサブスクライブします。

手順
• mqm グループのユーザーとして RDQM を作成するには、次のようにします。

a) mqm ユーザーが sudo を使用してコマンドを実行できること、およびパスワードなしの SSH を使用
して各サーバーに接続できることを確認します。

b)以下のコマンドを入力します。
crtmqm -sx [-fs FilesystemSize] qmname

ここで、qmname は、複製データ・キュー・マネージャーの名前です。 オプションでキュー・マネ
ージャーのファイル・システム・サイズ (drbdpool ボリューム・グループで作成される論理ボリュー
ムのサイズ) を指定できます。
このコマンドは、mqm ユーザーとして SSH を使用して、クラスター内の他のノードへの接続を試行
します。 接続が成功すると、ノードでキュー・マネージャーの 2 次インスタンスが作成されます。
成功しなかった場合は、2 次インスタンスを作成して、crtmqm -sx コマンドを実行する必要があ
ります (ユーザー root 用の説明に従います)。

• root ユーザーとして RDQM を作成するには、次のようにします。
a) RDQM の 2 次インスタンスをホストする各ノードで以下のコマンドを入力します。

crtmqm -sxs [-fs FilesystemSize] qmname

ここで、qmname は、複製データ・キュー・マネージャーの名前です。 オプションでキュー・マネ
ージャーのファイル・システム・サイズ (drbdpool ボリューム・グループで作成される論理ボリュー
ムのサイズ) を指定できます。 HA グループ内の 3 つのノードすべての RDQM に同じファイル・シス
テム・サイズを指定する必要があります。 サイズは、GB 単位で指定される数値です。 値を MB 単位
で指定するには、値の後に文字 M を入力します。
このコマンドは、RDQM の 2 次インスタンスを作成します。

b)残りのノードで、以下のコマンドを入力します。
crtmqm -sx [-fs FilesystemSize] qmname

ここで、qmname は、複製データ・キュー・マネージャーの名前です。 オプションでキュー・マネ
ージャーのファイル・システム・サイズを指定できます。 サイズは、GB 単位で指定される数値で
す。 値を MB 単位で指定するには、値の後に文字 Mを入力します。
このコマンドは、キュー・マネージャーの 2 次インスタンスが他の 2 つのノードに存在するかどう
かを判別します。 2 次インスタンスが存在する場合、コマンドは、1 次キュー・マネージャーを作成
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し、開始します。 2 次が存在しない場合は、各ノードで crtmqm -sxs コマンドを実行するように
指示されます。

DataPath (-md) 引数および LogPath (-ld) 引数を除き、標準 Linux キュー・マネージャーの作成に有効
なすべての引数は、1 次複製データ・キュー・マネージャーにも有効です。
注 : RDQM を作成すると、その複製リンクには 7000 以上で空いている次のポート番号が割り振られま
す。 選択されたポートが別のアプリケーションによって使用されていることが検出された場合、
crtmqm コマンドは AMQ6543 エラーで失敗し、そのポートが除外リストに追加されます。 キュー・マ
ネージャーの 2 次インスタンスを削除してから、crtmqm コマンドを再実行する必要があります。

関連資料
crtmqm

HA RDQM の削除
dltmqm コマンドを使用して、高可用性複製データ・キュー・マネージャー (RDQM) を削除します。

このタスクについて
RDQM の 1 次ノードから RDQM を削除するには、コマンドを実行する必要があります。 最初に RDQM を
終了する必要があります。 mqm ユーザーが必要な sudo 特権を持っている場合は、mqm ユーザーとして
コマンドを実行できます。 その他の場合は、root としてコマンドを実行する必要があります。 1 次キュ
ー・マネージャーに関連したリソースが削除された後、コマンドは他のノードに接続するための ssh を使
用して、2 次キュー・マネージャーの削除を試みます。 この削除が失敗した場合は、他のノードで dltmqm
を手動で実行してプロセスを完了する必要があります。 1 次キュー・マネージャーがまだ削除されていな
い場合は、2 次ノードでコマンドが失敗します。

手順
• RDQM を削除するには、以下のコマンドを入力します。

dltmqm RDQM_name

関連資料
dltmqm

キュー・マネージャーをマイグレーションして HA RDQM キュー・マネージャ
ーにする
既存のキュー・マネージャーをマイグレーションして高可用性 (HA) 複製データ・キュー・マネージャー
(RDQM) にするには、その永続データをバックアップしてから、新規に作成された同じ名前の RDQM キュ
ー・マネージャーにデータをリストアします。

このタスクについて
HA 複製データ・キュー・マネージャーには、専用の論理ボリューム (ファイル・システム) と、ディスク複
製および HA 制御の構成が必要です。 これらのコンポーネントは、新規キュー・マネージャーが作成され
たときにのみ構成されます。 既存のキュー・マネージャーをマイグレーションして RDQM を使用するに
は、その永続データをバックアップしてから、新規に作成された同じ名前の RDQM キュー・マネージャー
にデータをリストアします。 この手順では、バックアップの作成時にキュー・マネージャーの構成、状態、
および持続メッセージを保存します。
注 : キュー・マネージャーは、RDQM がインストールされているバージョンと同じかそれより前のバージョ
ンの IBM MQ からのみマイグレーションできます。 オペレーティング・システムとアーキテクチャーも同
じでなければなりません。 それ以外の場合は、ターゲット・プラットフォーム上に新しいキュー・マネー
ジャーを作成する必要があります。別のオペレーション・システムへのキュー・マネージャーの移動を参
照してください。
キュー・マネージャーをマイグレーションする前に、以下の条件を満たす必要があります。
• 高可用性の要件を評価し、588 ページの『RDQM 高可用性』を参照してください。
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• キュー・マネージャーに接続するアプリケーションおよびキュー・マネージャーを確認します。 キュー・
マネージャーが実行されている RDQM ノードに接続をルーティングするために必要な変更を検討しま
す。 例えば、RDQM 高可用性を構成する場合は、浮動 IP アドレスの使用を検討します。606 ページの
『浮動 IP アドレスの作成および削除』を参照してください。

• 選択した構成の RDQM ノードをプロビジョンするか、既存の RDQM ノードを識別します。 RDQM のシス
テム要件について詳しくは、590 ページの『RDQM HA ソリューションの要件』を参照してください。

• 各ノードに、RDQM フィーチャーを含む IBM MQ Advanced をインストールします。
• RDQM HA グループ構成を構成します。594 ページの『Pacemaker クラスター (HA グループ) の定義』を
参照してください。

• オプションで、テスト・キュー・マネージャーを使用して RDQM 構成を検証します。このキュー・マネ
ージャーはあとで削除できます。 キュー・マネージャーをマイグレーションする前に問題を特定して解
決するために、構成をテストすることをお勧めします。

• キュー・マネージャーのセキュリティー構成を確認し、必要なローカル・ユーザーおよびグループを各
RDQM ノードに複製します。

• キュー・マネージャーおよびチャネル構成を調べて、API 出口、チャネル出口、またはデータ変換出口が
使用されているかどうかを判別します。 必要な出口を各 RDQM ノードにインストールします。

• 定義されているキュー・マネージャー・サービスを確認し、必要なプロセスを各 RDQM ノードでインス
トールして構成します。

手順
1.既存のキュー・マネージャーをバックアップします。

a)待機シャットダウン・コマンド endmqm -w または即時シャットダウン・コマンド endmqm -i を発
行して、既存のキュー・マネージャーを停止します。 このステップは、バックアップ内のデータの
整合性を確保するために重要です。

b) IBM MQ構成ファイル mqs.iniを表示して、キュー・マネージャーのデータ・ディレクトリーの位
置を判別します。 Linuxでは、ファイルは/var/mqm ディレクトリー内にあります。 mqs.iniにつ
いて詳しくは、94 ページの『IBM MQ 構成ファイル mqs.ini』を参照してください。
ファイル内でキュー・マネージャーの QueueManager スタンザを見つけます。 スタンザに
DataPath という名前のキーが含まれている場合、その値はキュー・マネージャーのデータ・ディレ
クトリーです。 キーが存在しない場合、キュー・マネージャーのデータ・ディレクトリーは、Prefix
キーと Directory キーの値を使用して判別できます。 キュー・マネージャーのデータ・ディレク
トリーは、これらの値を prefix/qmgrs/directory の形式で連結したものです。 QueueManager スタン
ザについて詳しくは、104 ページの『mqs.ini ファイルの QueueManager スタンザ』を参照してくだ
さい。

c)キュー・マネージャーのデータ・ディレクトリーのバックアップを作成します。 Linux の場合、これ
を行うには tar コマンドを使用します。 例えば、キュー・マネージャーのデータ・ディレクトリー
をバックアップするには、以下のコマンドを使用できます。 コマンドの最後のパラメーターである
単一ピリオド (ドット) に注意してください。
tar -cvzf qm-data.tar.gz -C queue_manager_data_dir .

d) IBM MQキュー・マネージャー構成ファイル qm.iniを表示して、キュー・マネージャーのログ・デ
ィレクトリーの位置を判別します。 このファイルは、キュー・マネージャーのデータ・ディレクト
リーにあります。 このファイルについて詳しくは、106 ページの『キュー・マネージャー構成ファ
イル qm.ini』を参照してください。
キュー・マネージャーのログ・ディレクトリーは、Log スタンザの LogPath キーの値として定義さ
れます。 スタンザについて詳しくは、140 ページの『qm.ini ファイルの Log スタンザ』を参照して
ください。

e)キュー・マネージャーのログ・ディレクトリーのバックアップを作成します。 Linux の場合、これを
行うには tar コマンドを使用します。 例えば、キュー・マネージャーのログ・ディレクトリーをバッ
クアップするには、以下のコマンドを使用できます。 コマンドの最後のパラメーターである単一ピ
リオド (ドット) に注意してください。
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tar -cvzf qm-log.tar.gz -C queue_manager_log_dir .

f)キュー・マネージャーが使用する証明書リポジトリーがキュー・マネージャーのデータ・ディレクト
リーにない場合は、そのバックアップを作成します。 鍵データベース・ファイルとパスワード・ス
タッシュ・ファイルの両方がバックアップされていることを確認してください。 キュー・マネージ
ャーの鍵リポジトリーについては、SSL/TLS 鍵リポジトリーおよびキュー・マネージャーの鍵リポジ
トリーの検索を参照してください。 AMS メッセージ・チャネル・エージェント (MCA) インターセプ
トを使用するようにキュー・マネージャーが構成されている場合の AMS 鍵ストアの検索については、
メッセージ・チャネル・エージェント (MCA) インターセプトを参照してください。

g)既存のキュー・マネージャーは不要になったため、削除できます。 ただし、可能であれば、既存の
キュー・マネージャーは、ターゲット・システムで正常にリストアされた後にのみ削除してくださ
い。 削除を保留しておくと、マイグレーション・プロセスが正常に完了しない場合にキュー・マネ
ージャーを再始動できます。
注 : 既存のキュー・マネージャーの削除を保留する場合は、再始動しないでください。 構成または状
態に追加で加えられる変更がマイグレーション中に失われるため、キュー・マネージャーは終了した
ままであることが重要です。

2. 1 次 RDQM ノードを準備します。
a)バックアップしたキュー・マネージャーと同じ名前の新規 RDQM キュー・マネージャーを作成しま
す。 crtmqm によって RDQM キュー・マネージャーに割り振られたファイル・システムが、既存の
キュー・マネージャーのデータ、1 次ログ、2 次ログ、および将来の拡張用の追加スペースを含める
のに十分な大きさであることを確認します。 RDQM キュー・マネージャーを作成する方法について
詳しくは、597 ページの『HA RDQM の作成』を参照してください。

b)キュー・マネージャーの 1 次 RDQM ノードを判別します。 1 次ノードの判別方法については、
rdqmstatus (RDQM 状況の表示) を参照してください。

c) 1 次 RDQM ノードで RDQM キュー・マネージャーが開始されている場合は、endmqm -w コマンド
または endmqm -i コマンドを使用して停止します。

d) 1 次 RDQM ノードで、RDQM キュー・マネージャーのデータ・ディレクトリーとログ・ディレクト
リーの場所を判別します (ステップ 1b および 1d で説明されている方法を使用します)。

e) 1 次 RDQM ノードで、RDQM キュー・マネージャーのデータ・ディレクトリーとログ・ディレクト
リーの内容を削除します。ただし、ディレクトリー自体は削除しないでください。

3. 1 次 RDQM ノードでキュー・マネージャーをリストアします。
a)キュー・マネージャーのデータ・ディレクトリーとログ・ディレクトリーのバックアップを 1 次

RDQM ノードにコピーし、キュー・マネージャーが使用する証明書リポジトリーの別個のバックア
ップをコピーします。

b)キュー・マネージャーのデータ・ディレクトリーのバックアップを新しい RDQM キュー・マネージ
ャーの空のデータ・ディレクトリーにリストアし、ファイルの所有権と許可が保持されるようにしま
す。 ステップ 1c のサンプル tar コマンドを使用してバックアップを作成した場合は、root ユーザー
が以下のコマンドを使用してバックアップをリストアできます。
tar -xvzpf qm-data.tar.gz -C queue_manager_data_dir

c)キュー・マネージャーのログ・ディレクトリーのバックアップを新しい RDQM キュー・マネージャ
ーの空のログ・ディレクトリーにリストアし、ファイルの所有権と許可が保持されるようにします。
ステップ 1e のサンプル tar コマンドを使用してバックアップを作成した場合は、root ユーザーが以
下のコマンドを使用してバックアップをリストアできます。
tar -xvzpf qm-log.tar.gz -C queue_manager_log_dir

d) RDQMキュー・マネージャーのデータ・ディレクトリーに、リストアされたキュー・マネージャー
構成ファイル(qm.ini)を編集します。 Log スタンザ内の LogPath キーの値を更新して、RDQM キ
ュー・マネージャーのログ・ディレクトリーを指定します。
構成ファイルに定義されている他のファイル・パスを確認し、必要に応じて更新します。 例えば、
以下のパスを更新しなければならない可能性があります。
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• 診断メッセージ・サービスによって生成されるエラー・ログ・ファイルのパス。
• キュー・マネージャーで必要な出口のパス。
• キュー・マネージャーが XA トランザクション・コーディネーターである場合のスイッチ・ロー
ド・ファイルのパス。

e) AMS メッセージ・チャネル・エージェント (MCA) インターセプトを使用するようにキュー・マネー
ジャーが構成されている場合は、AMS 鍵ストアを新しい RDQM インストール済み環境にコピーして
から、構成を確認して更新します。 鍵ストアは各 RDQM ノードで使用可能でなければならないため、
キュー・マネージャーの複製ファイル・システムにない場合は、代わりに各ノードにコピーする必要
があります。 詳細については、メッセージ・チャネル・エージェント (MCA) インターセプトを参照
してください。

f) dspmq コマンドによってキュー・マネージャーが表示され、その状況が「終了」と報告されている
ことを確認します。 以下の例は、RDQM HA キュー・マネージャーの出力例を示しています。
$ dspmq -o status -o ha 

QMNAME(QM1) STATUS(Ended normally) HA(Replicated) 

g) rdqmstatus コマンドを使用してキュー・マネージャーの状況を表示することにより、リストアさ
れたキュー・マネージャー・データが 2 次 RDQM ノードに複製されたことを確認します。 HA 状況
は、各ノードで Normal として報告される必要があります。 以下の例は、RDQM HA キュー・マネー
ジャーの出力例を示しています。
$ rdqmstatus -m QM1 
Node:                           mqhavm10-adm 
Queue manager status:           Ended normally 
Queue manager file system:      50MB used, 0.2GB allocated [42%] 
HA role:                        Primary 
HA status:                      Normal 
HA control:                     Disabled 
HA current location:            This node 
HA preferred location:          This node 
HA floating IP interface:       None 
HA floating IP address:         None 

Node:                           mqhavm11-adm 
HA status:                      Normal 

Node:                           mqhavm12-adm 
HA status:                      Normal

h) 1 次 RDQM ノードでキュー・マネージャーを開始します。
i)キュー・マネージャーに接続し、SSLKEYR キュー・マネージャー属性の値を更新して、キュー・マ
ネージャー証明書リポジトリーの新しい場所を指定します。 デフォルトで、この属性の値には
queue_manager_data_directory/ssl/key が設定されます。 証明書リポジトリーは、各
RDQM ノード上の同じ場所に配置する必要があります。 リポジトリーがキュー・マネージャーの複
製ファイル・システムにない場合は、代わりに各ノードにコピーする必要があります。

j)キュー・マネージャーの IBM MQ オブジェクト定義を確認し、変更されたネットワーク設定、IBM
MQ インストール・ディレクトリー、またはキュー・マネージャー・データ・ディレクトリーを参照
するオブジェクト属性の値を更新します (以下のオブジェクトを含む)。
• リスナーが使用するローカル IP アドレス (IPADDR 属性)。
• チャネルが使用するローカル IP アドレス (LOCLADDR 属性)。
• クラスター受信側チャネル用に定義されたローカル IP アドレス (CONNAME 属性)。
• コミュニケーション情報オブジェクト用に定義されたローカル IP アドレス (GRPADDR 属性)。
• プロセスおよびサービス・オブジェクト定義用に定義されたシステム・パス。

k)キュー・マネージャーをいったん停止したあとで再始動して、変更内容が有効になるようにします。
l)マイグレーションされたキュー・マネージャーに接続するリモート・キュー・マネージャーと、それ
に相当するアプリケーションの設定 (以下を含む) について、ステップ 3j を繰り返します。
• チャネル接続名 (CONNAME 属性)。
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• IP アドレスまたはホスト名に基づいてキュー・マネージャーからのインバウンド接続を制限する
チャネル認証規則。

• クライアント・チャネル定義テーブル (CCDT)、ドメイン・ネーム設定 (DNS)、ネットワーク・ル
ーティング、または同等の接続情報。

m)各 RDQM ノードへのキュー・マネージャーの管理フェイルオーバーを実行して、必要な構成が正常
に確立されたことを確認します。605 ページの『RDQM の優先ロケーションの設定』を参照してく
ださい。

HA RDQM キュー・マネージャーのファイル・システムのサイズ変更
既存の高可用性 (HA) 複製データ・キュー・マネージャー (RDQM) のファイル・システムをサイズ変更する
には、その永続データをバックアップしてから、同じ名前で、サイズが異なるファイル・システムを持つ
新しく作成された RDQM キュー・マネージャーにデータをリストアします。

このタスクについて
HA 複製データ・キュー・マネージャーには、専用の論理ボリューム (ファイル・システム) と、ディスク複
製および HA 制御の構成が必要です。 これらのコンポーネントは、新規キュー・マネージャーが作成され
たときにのみ構成されます。 ファイル・システムは、各ノードで同じサイズでなければならないため、作
成後にサイズ変更することはできません。 既存の複製データ・キュー・マネージャー (RDQM) のファイル・
システムをサイズ変更するには、その永続データをバックアップしてから、同じ名前で、サイズが異なる
ファイル・システムを持つ新しく作成された RDQM キュー・マネージャーにデータをリストアします。 こ
の手順では、バックアップの作成時にキュー・マネージャーの構成、状態、および持続メッセージを保存
します。

手順
1. 1 次 RDQM ノード上の既存の RDQM キュー・マネージャーをバックアップします。

a)キュー・マネージャーの 1 次 RDQM ノードを判別します。 1 次ノードの判別方法については、
rdqmstatus (RDQM 状況の表示) を参照してください。

b) 1 次 RDQM ノードで RDQM キュー・マネージャーが開始されている場合は、endmqm -w コマンド
または endmqm -i コマンドを使用して停止します。

c) IBM MQ構成ファイル mqs.iniを表示して、キュー・マネージャーのデータ・ディレクトリーの位
置を判別します。 Linuxでは、ファイルは/var/mqm ディレクトリー内にあります。 mqs.iniにつ
いて詳しくは、94 ページの『IBM MQ 構成ファイル mqs.ini』を参照してください。
ファイル内でキュー・マネージャーの QueueManager スタンザを見つけます。 キュー・マネージャ
ーのデータ・ディレクトリーは、DataPath というキーの値です。 QueueManager スタンザについ
て詳しくは、104 ページの『mqs.ini ファイルの QueueManager スタンザ』を参照してください。

d)キュー・マネージャーのデータ・ディレクトリーのバックアップを作成します。 Linux の場合、これ
を行うには tar コマンドを使用します。 例えば、キュー・マネージャーのデータ・ディレクトリー
をバックアップするには、以下のコマンドを使用できます。 コマンドの最後のパラメーターである
単一ピリオド (.) に注意してください。
tar -cvzf qm-data.tar.gz -C queue_manager_data_dir .

e) IBM MQキュー・マネージャー構成ファイル qm.iniを表示して、キュー・マネージャーのログ・デ
ィレクトリーの位置を判別します。 このファイルは、キュー・マネージャーのデータ・ディレクト
リーにあります。 このファイルについて詳しくは、106 ページの『キュー・マネージャー構成ファ
イル qm.ini』を参照してください。
キュー・マネージャーのログ・ディレクトリーは、Log スタンザの LogPath キーの値として定義さ
れます。 スタンザについて詳しくは、140 ページの『qm.ini ファイルの Log スタンザ』を参照して
ください。

f)キュー・マネージャーのログ・ディレクトリーのバックアップを作成します。 Linux の場合、これを
行うには tar コマンドを使用します。 例えば、キュー・マネージャーのログ・ディレクトリーをバ
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ックアップするには、以下のコマンドを使用できます。 コマンドの最後のパラメーターである単一
ピリオド (.) に注意してください。
tar -cvzf qm-log.tar.gz -C queue_manager_log_dir .

g)既存の RDQM キュー・マネージャーを削除してください。
2.必要なサイズのファイル・システムでキュー・マネージャーをリストアします。

a)バックアップしたキュー・マネージャーと同じ名前の新規 RDQM キュー・マネージャーを作成しま
す。 crtmqm によって RDQM キュー・マネージャーに割り振られたファイル・システムが、必要な
サイズで、既存のキュー・マネージャーのデータ、1 次ログ、2 次ログ、および将来の拡張用の追加
スペースを含めるのに十分な大きさであることを確認します。 RDQM キュー・マネージャーを作成
する方法について詳しくは、597 ページの『HA RDQM の作成』を参照してください。

b)キュー・マネージャーの 1 次 RDQM ノードを判別します。 1 次ノードの判別方法については、
rdqmstatus (RDQM 状況の表示) を参照してください。

c) 1 次 RDQM ノードで、RDQM キュー・マネージャーが開始されている場合は、 endmqm -w または
endmqm -i コマンドを使用して停止します。

d) 1 次 RDQM ノードで、RDQM キュー・マネージャーのデータ・ディレクトリーとログ・ディレクト
リーの新しい場所を判別します (ステップ 1c および 1e で説明されている方法を使用します)。

e) 1 次 RDQM ノードで、RDQM キュー・マネージャーのデータ・ディレクトリーとログ・ディレクト
リーの内容を削除します。ただし、ディレクトリー自体は削除しないでください。

f) 1 次 RDQM ノードで、キュー・マネージャーのデータ・ディレクトリーのバックアップを新しい
RDQM キュー・マネージャーの空のデータ・ディレクトリーにリストアし、ファイルの所有権と許
可が保持されるようにします。 ステップ 1d のサンプル tar コマンドを使用してバックアップを作
成した場合は、root ユーザーが以下のコマンドを使用してバックアップをリストアできます。
tar -xvzpf qm-data.tar.gz -C queue_manager_data_dir

g) 1 次 RDQM ノードで、キュー・マネージャーのログ・ディレクトリーのバックアップを新しい RDQM
キュー・マネージャーの空のログ・ディレクトリーにリストアし、ファイルの所有権と許可が保持さ
れるようにします。 ステップ 1f のサンプル tar コマンドを使用してバックアップを作成した場合
は、root ユーザーが以下のコマンドを使用してバックアップをリストアできます。
tar -xvzpf qm-log.tar.gz -C queue_manager_log_dir

h)一次 RDQMノードで、リストアされたキュー・マネージャー構成ファイル qm.iniを、新しい RDQM
キュー・マネージャーのデータ・ディレクトリーに編集します。 Log スタンザ内の LogPath キーの
値を更新して、ステップ 2d で判別した新しい RDQM キュー・マネージャーのログ・ディレクトリー
を指定します。 構成ファイルに定義されている他のファイル・パスを確認し、必要に応じて更新し
ます。 例えば、以下のパスを更新しなければならない可能性があります。
• 診断メッセージ・サービスによって生成されるエラー・ログ・ファイルのパス。
• キュー・マネージャーで必要な出口のパス。
• キュー・マネージャーが XA トランザクション・コーディネーターである場合のスイッチ・ロー
ド・ファイルのパス。

i) dspmq コマンドによってキュー・マネージャーが表示され、その状況が「終了」と報告されている
ことを確認します。 以下の例は、RDQM HA キュー・マネージャーの出力例を示しています。
$ dspmq -o status -o ha
QMNAME(QM1) STATUS(Ended normally) HA(Replicated)

j) rdqmstatus コマンドを使用してキュー・マネージャーの状況を表示することにより、リストアさ
れたキュー・マネージャー・データが 2 次 RDQM ノードに複製されたことを確認します。 HA 状況
は、各ノードで Normal として報告される必要があります。 以下の例は、RDQM HA キュー・マネー
ジャーの出力例を示しています。
$ rdqmstatus -m QM1
Node: mqhavm10-adm
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Queue manager status:         Ended normally
Queue manager file system:    50MB used, 0.2GB
allocated [42%]
HA role:                      Primary
HA status:                    Normal
HA control:                   Disabled
HA current location:          This node
HA preferred location:        This node
HA floating IP interface:     None
HA floating IP address:       None
Node:                         mqhavm11-adm
HA status:                    Normal
Node:                         mqhavm12-adm
HA status:                    Normal

k) 1 次 RDQM ノードでキュー・マネージャーを開始します。
l)各 RDQM ノードへのキュー・マネージャーの管理フェイルオーバーを実行して、必要な構成が正常
に確立されたことを確認します。605 ページの『RDQM の優先ロケーションの設定』を参照してく
ださい。

アプリケーションの持続状況の保管
アプリケーションに関連する持続状況情報を、他のキュー・マネージャー・データと一緒に保管できます。
各 IBM MQ キュー・マネージャーには、その永続的な状態の専用ファイル・システムがあります (キュー・
データとリカバリー・ログの両方を含む)。 RDQM 構成では、ファイル・システムは Linux システム (ノー
ド) 間で複製される論理ボリュームを基盤としています。 ファイル・システムには、アプリケーションの永
続状況情報を保管するために使用できる userdataディレクトリーが含まれています。 したがって、複製
データ・キュー・マネージャーが、RDQM 構成内の別のノードで実行するよう移動されると、キュー・マ
ネージャー・コンテキストだけでなく、アプリケーション・コンテキストも使用できます。 Unix および
Linux システムでのディレクトリーの内容を参照してください。
アプリケーション状態を userdataディレクトリーに保管することを選択した場合は、このロケーション
に書き込まれるデータが、キュー・マネージャーに割り振られた使用可能なディスク・スペースを消費す
る可能性があることを認識しておく必要があります。 キュー・マネージャーがキュー・データ、ログ、お
よびその他の永続的な状態の情報を書き込むために使用できるだけの十分なディスク・スペースが残って
いることを確認する必要があります。
userdataディレクトリーにはmqmユーザーおよびグループの所有権があり、ユーザーは IBM MQ管理
者グループ(つまりmqm)でなくても、ユーザーがアクセスできるようになっています。 userdataディレ
クトリーの許可を変更することはできませんが、必要な所有権および許可を使用して、ディレクトリーに
コンテンツを作成することができます。
RDQM キュー・マネージャーのフェイルオーバー中に、キュー・マネージャーが終了し、そのファイル・
システムが現行 RDQM ノード上でアンマウントされます。 その後、ファイル・システムがマウントされ、
RDQM 構成内の別のノードでキュー・マネージャーが再始動されます。 プロセスがそのファイルの 1 つに
対してオープン・ハンドルを持っている場合は、ファイル・システムをアンマウントできません。 キュー・
マネージャーのフェイルオーバーを確実に完了できるようにするため、キュー・マネージャーのファイル・
システムをアンマウントできない場合、オープン・ファイル・ハンドルを持つプロセスには SIGTERM シグ
ナルが送信され、その後、オープン・ハンドルが解放されない場合は SIGKILL が続きます。 アプリケーシ
ョンは、SIGTERM に正しく応答するように設計されている必要があります。 アプリケーションまたはプロ
セスがキュー・マネージャー・サービスとして構成されている場合は、管理フェイルオーバー時に、ファ
イル・システムがアンマウントされる前に、キュー・マネージャーのシャットダウン中に終了できます。
アプリケーションまたはプロセスがキュー・マネージャー・サービスとして構成されていない場合、また
は非管理フェイルオーバーが発生した場合 (クォーラムの喪失など)、シグナルがファイル・システムを解
放するために送信される可能性があります。

RDQM の優先ロケーションの設定
複製データ・キュー・マネージャー (RDQM) の優先ロケーションは、そのノードが使用可能な場合に RDQM
が実行されるノードを識別します。
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このタスクについて
優先ロケーションは、HA グループが通常の状態 (すべてのノードおよび接続が使用可能) である場合に、
Pacemaker がキュー・マネージャーを実行する必要があるノードの名前です。 優先ロケーションは、キュ
ー・マネージャーの作成時に 1 次ノードの名前に初期化されます。 コマンドを実行して、3 つのノードの
いずれかに優先ロケーションを設定できます。 この場合、mqm グループおよび haclient グループに属す
るユーザーである必要があります。

手順
• ローカル・ノードまたは指定したノードを、指定したキュー・マネージャーの優先ロケーションとして
割り当てるには、以下のコマンドを入力します。
rdqmadm -p -m qmname [ -n nodename[,nodename  ]

ここで、qmname は優先ロケーションを指定する RDQM の名前で、nodename はオプションの優先ノー
ドの名前です。
HA グループが通常の状態で、優先ロケーションが現在の 1 次ノードではない場合、キュー・マネージ
ャーが停止し、新しい優先ロケーションで再始動されます。 2 つのノード名のコンマ区切りリストを指
定して、優先ロケーションの 2 つ目の設定を割り当てることができます。

• キュー・マネージャーがリストア時に自動的にノードに戻ることがないように、優先ロケーションをク
リアするには、以下のコマンドを入力します。
rdqmadm -p -m qmname -d

関連資料
rdqmadm (複製データ・キュー・マネージャー・クラスターの管理)

浮動 IP アドレスの作成および削除
浮動 IP アドレスを使用すると、HA グループ内のどのノードでクライアントが実行されているかにかかわ
らず、複製データ・キュー・マネージャー (RDQM) と同じ IP アドレスを使用することができます。 (浮動
IP アドレスの使用は任意です。)

このタスクについて
浮動 IP アドレスを作成または削除するには、rdqmint コマンドを使用します。 浮動アドレスは、RDQM
の 1 次ノードの指定した物理インターフェースにバインドします。 RDQM がフェイルオーバーし、別のノ
ードが 1 次ノードになると、浮動 IP は、新しい 1 次上の同じ名前のインターフェースにバインドされま
す。 3 つのノード上の物理インターフェースは、浮動 IP アドレスと同じサブネットに属している必要があ
ります。 以下の図は、浮動 IP アドレスの使用を示しています。
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図 80. 浮動 IP アドレス
rdqmint コマンドを実行するには、mqm グループと haclient グループの両方のユーザーである必要があ
ります。 RDQM の 1 次ノードまたは 2 次ノードのいずれかで浮動 IP アドレスを作成または削除できま
す。
注 : 複数の RDQM に同じ浮動 IP アドレスを使用することはできません。それぞれの RDQM の浮動 IP アド
レスは固有でなければなりません。

手順
• RDQM の浮動 IP アドレスを作成するには、以下のコマンドを入力します。
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rdqmint -m qmname -a  -f ipv4address -l interfacename

ここで、
qmname
浮動 IP アドレスを作成する RDQM の名前。

ipv4address
ipv4 形式の浮動 IP アドレス。
この浮動 IP アドレスは、どちらの HA ノードにもまだ定義されていない有効な IPv4 アドレスでな
ければならず、 またローカル・インターフェースに定義されている静的 IP アドレスと同じサブネッ
トに属していなければなりません。

interfacename
1 次ノードがバインドする物理インターフェースの名前。

以下に例を示します。
rdqmint -m QM1 -a -f 192.168.7.5 -l MQIF

• 既存の浮動 IP アドレスを削除するには、以下のコマンドを入力します。
rdqmint -m qmname -d

関連資料
rdqmint (RDQM の浮動 IP アドレスの追加または削除)

HA RDQM の開始、停止、および状態の表示
標準 IBM MQ 制御コマンドのバリアントを使用して、複製データ・キュー・マネージャー (RDQM) を開始
または停止したり、現在の状態を表示したりできます。

このタスクについて
mqm グループと haclient グループの両方に属するユーザーとして、複製データ・キュー・マネージャー
(RDQM) を開始または停止したり、現在の状態を表示したりするコマンドを実行する必要があります。
そのキュー・マネージャーの 1 次ノードでキュー・マネージャーを開始および停止するには、コマンドを
実行する必要があります。

手順
• RDQM を開始するには、RDQM の 1 次ノードで以下のコマンドを入力します。

strmqm qmname

ここで、qmname は、開始する RDQM の名前です。
RDQM が開始され、Pacemaker が RDQM の管理を開始します。 その他の strmqm オプションを指定す
る場合は、strmqm と共に -ns オプションを指定する必要があります。

• RDQM を停止するには、RDQM の 1 次ノードで以下のコマンドを入力します。
endmqm qmname

ここで、qmname は、停止する RDQM の名前です。
Pacemaker は、RDQM の管理を停止し、次に RDQM が終了します。 他のすべての endmqm パラメータ
ーは、RDQM を停止するときに使用できます。

• RDQM の状態を表示するには、以下のコマンドを入力します。
dspmq 

608  IBM MQ の構成



出力される状態情報は、コマンドを RDQM の 1 次ノードまたは 2 次ノードのいずれで実行するかによっ
て異なります。 1 次ノードで実行する場合は、dspmq によって返された正常状況メッセージの 1 つが表
示されます。 2 次ノードでコマンドを実行する場合は、状況 running elsewhere が表示されます。
例えば、dspmq がノード RDQM7 で実行されている場合、以下の情報が返されることがあります。
QMNAME(RDQM8)                          STATUS(Running elsewhere)
QMNAME(RDQM9)                          STATUS(Running elsewhere)
QMNAME(RDQM7)                          STATUS(Running)

1 次ノードが使用不可の場合、または dspmq が root ではないユーザーまたは haclient グループのメ
ンバーによって実行された場合、Unavailable 状態が報告されます。 以下に例を示します。
QMNAME(RDQM8)              STATUS(Unavailable)
QMNAME(RDQM9)              STATUS(Unavailable)
QMNAME(RDQM7)              STATUS(Unavailable)

コマンド dspmq -o ha (または dspmq -o HA) を入力して、ノードで認識されているキュー・マネー
ジャーのリストやキュー・マネージャーが RDQM であるかどうかなどを表示できます。
dspmq -o ha 

QMNAME(RDQM8)                                      HA(Replicated)
QMNAME(RDQM9)                                      HA(Replicated)
QMNAME(RDQM7)                                      HA(Replicated)
QMNAME(QM7)                                        HA()

関連資料
dspmq (キュー・マネージャーの表示)
endmqm (キュー・マネージャーの終了)
strmqm (キュー・マネージャーの始動)

失敗したリソースのアクション
RDQM 高可用性構成の Pacemaker コンポーネントが、HA グループ内のいずれかのノード上のリソースに
関連した何らかの問題を検出すると、失敗したリソースのアクションが発生します。
RDQM HA ソリューションは、Pacemaker を使用してリソースをモニターおよび管理します (588 ページの
『RDQM 高可用性』を参照)。 Pacemaker は、ノード上のリソースで特定の操作を実行したときにエラーを
検出した場合、失敗したリソース・アクションを使用してこの情報を記録します。 失敗したリソース・ア
クションの一部は、リソースの実行を妨げるため、Pacemaker がリソースを再始動する前にクリアする必
要があります。
rdqmstatus -m コマンドを使用して、キュー・マネージャーが 1 つ以上のノードで開始するのを妨げて
いる、失敗したリソース・アクションが存在するかどうかを確認できます。
次に、rdqmstatus -m qmname -a コマンドを使用して、キュー・マネージャーと関連付けられた、失
敗したリソース・アクションの詳細を表示できます。 rdqmclean コマンドを使用してこのアクションを実
行し、失敗したこれらのリソース・アクションをクリアして、制限されているリソースをすべて解放しま
す。 (また、最初の場所で失敗したリソース・アクションの原因となった問題を解決するためのアクション
を実行する必要もあります。)
以下のリソースは、RDQM HA 構成内で Pacemaker によって制御されており、失敗したリソース・アクシ
ョンの対象となる可能性があります。
• キュー・マネージャー
• 浮動 IP
• RDQM コントロール
• ファイル・システム
• DR レプリケーション (DRBD)
• HA レプリケーション (DRBD)

各リソース・タイプは、以下の失敗のタイプの対象になります。
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ソフト
ソフト失敗は一時的なものであり、Pacemaker はタイムアウトするか、停止されるまで、そのリソー
スのリカバリーを試行し続けます。

ハード
ハード・エラーは管理介入を必要とします。 ハード・エラーが発生すると、特定のノード上でのリソ
ースの実行がブロックされます。

致命的
致命的エラーは管理介入を必要とします。 致命的エラーが発生すると、すべてのノード上でのリソー
スの実行がブロックされます。

失敗したリソース・キュー・アクションを含む状況の例については、610 ページの『RDQM および HA グ
ループの状況の表示』を参照してください。
rdqmclean コマンドを使用して、指定したキュー・マネージャーに関連付けられているすべての失敗した
リソース・アクション、または RDQM HA 構成内のすべての失敗したリソース・アクションをクリアできま
す。
注 : 一部の失敗したリソース・アクションでは、キュー・マネージャーはノードでブロックされません。
例えば、予期しないキュー・マネージャーの終了後、Pacemaker は、実行されていないことが判明したノ
ードでキュー・マネージャーを再起動しようとします。 起動に成功した場合、そのキュー・マネージャー
はノードでの実行がブロックされません。 この場合、失敗したリソース・アクションを把握するための唯
一の方法は、rdqmstatus -m qmname -a を実行することです。
関連タスク
610 ページの『RDQM および HA グループの状況の表示』
HA グループおよび個々の複製データ・キュー・マネージャー (RDQM) の状況を表示できます。
関連資料
rdqmclean
rdqmstatus

RDQM および HA グループの状況の表示
HA グループおよび個々の複製データ・キュー・マネージャー (RDQM) の状況を表示できます。

このタスクについて
個々の RDQM および HA グループ全体の状況を表示するには、rdqmstatus コマンドを使用します。
ノードの要約状況には、RDQM が依存している DRBD カーネル・モジュールに関する情報も表示されます。
RDQM をアップグレードする場合は、システム上で実行されている RHEL カーネルのバージョン用に正し
いバージョンの DRBD カーネル・モジュールがインストールされていることを確認することが重要です。
この状況には、OS カーネルのバージョン、DRBD モジュールが作成されたカーネル・バージョン、DRBD
バージョン、および DRBD カーネル・モジュールのロード状況が表示されます。
rdqmstatus コマンドを実行するには、mqm グループと haclient グループのユーザーである必要があり
ます。 このコマンドは、3 つのノードのいずれでも実行できます。

手順
• HA 構成の一部であるノードおよび RDQM の要約状況を表示するには、次のようにします。

rdqmstatus

でコマンドを実行したノードの ID、そのノードのカーネルおよび DRBD の詳細、 および HA 構成内の
RDQM の状況が表示されます。以下に例を示します。
Node:                                   mqhavm07.exampleco.com
OS kernel version:                      5.14.0-362.18.1
DRBD OS kernel version:                 5.14.0-362.18.1
DRBD version:                           9.2.7
DRBD kernel module status:              Loaded
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Queue manager name:                     RDQM8
Queue manager status:                   Running elsewhere
HA current location:                    mqhavm08.exampleco.com
HA preferred location:                  mqhavm08.exampleco.com
HA blocked location:                    None
 
Queue manager name:                     RDQM9
Queue manager status:                   Running elsewhere
HA current location:                    mqhavm09.exampleco.com
HA preferred location:                  mqhavm09.exampleco.com
HA blocked location:                    None
 
Queue manager name:                     RDQM7
Queue manager status:                   Running
HA current location:                    This node
HA preferred location:                  This node
HA blocked location:                    None

DRBD カーネル・モジュール状況は、以下のいずれかの値です。
ロード済み (Loaded)

DRBD モジュールがロードされたことを示します。
一部ロード (Partially loaded)

DRBD モジュールがロードされたが、不一致が原因で正しく機能しない場合に発生する可能性があ
ります。

ロードされていません (Not loaded)
DRBD モジュールはロードされていません。 これは、RDQM キュー・マネージャーがまだ作成され
ていない場合に、新規にインストールされた構成で表示される可能性があります。

インストールされていません
DRBD モジュールがインストールされていないか、 IBM MQ が DRBD モジュールの OS カーネル・
バージョンを判別できなかったことを示します。

以前にインストールされたバージョンがまだロードされています (Previously installed version still
loaded)
この状況は、既存の DRBD モジュールの実行中 (つまり、RDQM キュー・マネージャーの実行中) に
新規 DRBD モジュールがインストールされた場合に発生する可能性があります。 新規にインスト
ールされたモジュールが状況で報告されますが、これは実際に実行されているモジュールではあり
ません。

• HA グループの 3 つのノードの状況を表示するには、以下のコマンドを入力します。
rdqmstatus -n

各ノードのオンラインまたはオフライン状況が報告されます。 以下に例を示します。
Node mqha04(mqhavm04.example.com) is online
Node mqha05(mqhavm05.example.com) is offline
Node mqha06(mqhavm06.example.com) is online

• HA グループのすべてのノードの特定のキュー・マネージャーの状況を表示するには、以下のコマンド
を入力します。
rdqmstatus -m qmname

ここで、qmname は、状況を表示する RDQM の名前です。 現行ノードの RDQM の状況が表示され、そ
の後に現行ノードの観点からの他の 2 つのノードの状況の要約が表示されます。

• HA グループのすべてのノードの特定のキュー・マネージャーの状況を、失敗したリソース・アクショ
ンの詳細を含めて表示するには、以下のコマンドを入力します。
rdqmstatus -m qmname -a

ここで、qmname は、状況を表示する RDQM の名前です。 現行ノードの RDQM の状況が表示され、そ
の後に現行ノードの観点からの他の 2 つのノードの状況の要約が表示されます。 この後に、RDQM に関
連付けられている失敗したリソース・アクションに関する詳細が続きます。

•
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以下の表は、RDQM の rdqmstatus -m qmname コマンドによって返される可能性がある現行ノード
に関する情報を要約したものです。

表 33. 現行ノードの状況
状況属性 可能な値 表示される時期
ノード名 nodename 常に表示されます。
キュー・マネージャー状況 実行中

別の場所で実行中 
Ended
使用不可

常に表示されます。

CPU n.nn% 現行ノードに 1 次の役割がある場合
にのみ表示されます (つまり、RDQM
がそのノードで実行されています)。

メモリー nnnMB used、y.yGB allocated 現行ノードに 1 次の役割がある場合
にのみ表示されます (つまり、RDQM
がそのノードで実行されています)。

キュー・マネージャー・ファイル・
システム

nnnMB used、y.yGB allocated [z%] 現行ノードに 1 次の役割がある場合
にのみ表示されます (つまり、RDQM
がそのノードで実行されています)。

HA 役割 Primary Secondary Unknown 常に表示されます。
HA 状況 すべてのノードがスタンバイ状態で

す
このノードはスタンバイ状態です
Remote nodes in standby
混合

リモート・ノードの状況

すべてのノードがスタンバイ状態で
す
現行ノードがスタンバイ状態の場合
両方のリモート・ノードがスタンバ
イ状態の場合
リモート・ノードごとに状況が異な
る場合 (個々の状況については次の
表を参照)

両方のリモート・ノードの状況が同
じ場合 (すべての値については次の
表を参照)

HA 制御 有効
無効
不明

常に表示されます。 RDQM が
Pacemaker 制御下にあるかどうか
が示されます。

HA 優先ロケーション なし
このノード
不明
nodename

常に表示されます。
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表 33. 現行ノードの状況 (続き)

状況属性 可能な値 表示される時期
HA ブロック・ロケーション なし - このキュー・マネージャーは

どのノードでも実行がブロックされ
ることはありません。
このノード - 1 つ以上のリソース・
アクションが失敗したため、現在の
ノードでのキュー・マネージャーの
実行がブロックされています。
nodename - 1 つ以上のリソース・ア
クションが失敗したため、
nodename でのキュー・マネージャ
ーの実行がブロックされています。
nodename1、nodename2 - 1 つ以上
のリソース・アクションが失敗した
ため、nodename1 および 
nodename2 でのキュー・マネージャ
ーの実行がブロックされています。
すべてのノード - 1 つ以上のリソー
ス・アクションが失敗したため、す
べてのノードでキュー・マネージャ
ーの実行がブロックされています。

常に表示されます。

HA 浮動 IP インターフェース Interface_name 常に表示されます。
HA 浮動 IP アドレス IPV4_address 常に表示されます。

以下の表は、HA グループ内の他のノードに対する rdqmstatus -m qmname コマンドによって返され
る情報の要約を示しています。

表 34. その他のノードの状況
状況属性 可能な値 表示される時期
ノード名 nodename 常に表示されます。

HA 状況 通常
同期が進行中
リモートは使用不可です
不整合
休止
リモート・ノードはスタンバイ状態
です
不明

ノードが互いに同期している場合
リモート・ノードと同期している場
合
リモート・ノードと通信できない場
合
リモート・ノードとの同期化が行わ
れておらず、同期していない場合
複製が一時停止している場合
リモート・ノードはスタンバイ状態
です

HA 同期が進行中 n.n% 同期の進行中、コマンドが root と
して実行されたときに表示されます

HA 予想される同期時間 yyyy-mm-dd hh:mm:ss.nnn 同期化が進行中の場合に表示されま
す。

HA 非同期データ nKB リモート・ノードが使用できないか、
または不整合である場合に表示され
ます。
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表 34. その他のノードの状況 (続き)

状況属性 可能な値 表示される時期
最後の HA 同期日時 yyyy-mm-dd hh:mm:ss.nnn HA データが同期していない状況

(初期同期の後) で表示されます。
データが最後に同期したときの日時
を指定します。

例
1 次ノードの正常状況の例:

Node:                                   mqhavm07.exampleco.com
Queue manager status:                    Running
CPU:                                     0.00
Memory:                                  123MB
Queue manager file system:               606MB used, 1.0GB allocated [60%]
HA role:                                 Primary
HA status:                               Normal
HA control:                              Enabled
HA current location:                     This node
HA preferred location:                   This node
HA preferred location:                   This node
HA blocked location:                     None
HA floating IP interface:                eth4
HA floating IP address:                  192.0.2.4

Node:                                    mqhavm08.exampleco.com
HA status:                               Normal

Node:                                    mqhavm09.exampleco.com
HA status:                               Normal

2 次ノードの正常状況の例:

Node:                                    mqhavm08.exampleco.com
Queue manager status:                    Running elsewhere
HA role:                                 Secondary
HA status:                               Normal
HA control:                              Enabled
HA current location:                     mqhavm07.exampleco.com
HA preferred location:                   mqhavm07.exampleco.com
HA blocked location:                     None
HA floating IP interface:                eth4
HA floating IP address:                  192.0.2.4
 
Node:                                    mqhavm07.exampleco.com
HA status:                               Normal
 
Node:                                    mqhavm09.exampleco.com
HA status:                               Normal

同期化が進行中の場合の 1 次ノードの状況の例:

Node:                                    mqhavm07.exampleco.com
Queue manager status:                    Running
CPU:                                     0.53
Memory:                                  124MB
Queue manager file system:               51MB used, 1.0GB allocated [5%]
HA role:                                 Primary
HA status:                               Synchronization in progress
HA control:                              Enabled
HA current location:                     This node
HA preferred location:                   This node
HA blocked location:                     None
HA floating IP interface:                eth4
HA floating IP address:                  192.0.2.4
 
Node:                                    mqhavm08.exampleco.com
HA status:                               Synchronization in progress
HA synchronization progress:             11.0%
HA estimated time to completion:         2017-09-06 14:55:05
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Node:                                    mqhavm09.exampleco.com
HA status:                               Synchronization in progress
HA synchronization progress:             11.0%
HA estimated time to completion:         2017-09-06 14:55:06

同期が失われた場合の 1 次ノードの状況の例:

Node:                                    mqhavm07.exampleco.com
Queue manager status:                    Running
CPU:                                     0.53
Memory:                                  124MB
Queue manager file system:               51MB used, 1.0GB allocated [5%]
HA role:                                 Primary
HA status:                               Mixed
HA control:                              Enabled
HA current location:                     This node
HA preferred location:                   This node
HA blocked location:                     None
HA floating IP interface:                eth4
HA floating IP address:                  192.0.2.4
 
Node:                                    mqhavm08.exampleco.com
HA status:                               Normal
 
Node:                                    mqhavm09.exampleco.com
HA status:                               Inconsistent
HA out of sync data:                     15932KB
HA last in sync:                         2017-09-06 14:55:06

複数の状態を示す 1 次ノードの例:

Node:                                    mqhavm07.exampleco.com
Queue manager status:                    Running
CPU:                                     0.02
Memory:                                  124MB
Queue manager file system:               51MB used, 1.0GB allocated [5%]
HA role:                                 Primary
HA status:                               Mixed
HA control:                              Enabled
HA current location:                     This node
HA preferred location:                   This node
HA blocked location:                     None
HA floating IP interface:                eth4
HA floating IP address:                  192.0.2.4
 
Node:                                    mqhavm08.exampleco.com
HA status:                               Normal
 
Node:                                    mqhavm09.exampleco.com
HA status:                               Inconsistent

失敗したリソース・アクションを示す 1 次ノードの例:

Node:                                   mqhavm07.exampleco.com
Queue manager status:                   Running
CPU:                                    0.00%
Memory:                                 123MB
Queue manager file system:              606MB used, 1.0GB allocated [60%]
HA role:                                Primary
HA status:                              Normal
HA control:                             Enabled
HA current location:                    This node
HA preferred location:                  mqhavm08.exampleco.com
HA blocked location:                    mqhavm08.exampleco.com
HA floating IP interface:               eth4
HA floating IP address:                 192.0.2.4

Node:                                   mqhavm08.exampleco.com
HA status:                              Normal

Node:                                   mqhavm09.exampleco.com
HA status:                              Normal

Failed resource action:                 Start
Resource type:                          Filesystem
Failure node:                           mqhavm08.exampleco.com
Failure time:                           2017-09-06 12:00:00
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Failure reason:                         Couldn't find directory  [/var/mqm/vols/qmname] to use 
as a mount point
Blocked location:                       mqhavm08.exampleco.com

このステータスは、Pacemaker が 12:00:00 にノード mqhavm08.exampleco.com でファイル・システムを
開始できなかったことを示しています。 この失敗したリソース・アクションは、
mqhavm08.exampleco.com でのキュー・マネージャーの実行がブロックされていることを意味します。
失敗したリソース・アクションの原因となった根本的な問題が解決された後に rdqmclean コマンドを実行
して、失敗したアクションを消去し、Pacemaker がアクションを再試行できるようにします (必要な場合)。
OS カーネル・バージョン (RHEL 9.3) と DRBD カーネル・モジュール (RHEL 9.2をターゲットとする) の間
の不一致を示す要約状況の例。 DRBD カーネル・モジュールがロードされ、キュー・マネージャーが実行
されていることが状況に報告される場合でも、この状況で実行されている OS カーネルをターゲットとする
バージョンで DRBD カーネル・モジュールを更新する必要があります。
Node:                                   mqhavm07.exampleco.com
OS kernel version:                      5.14.0-362.18.1
DRBD OS kernel version:                 5.14.0-284.11.1
DRBD version:                           9.2.7+ptf.14
DRBD kernel module status:              Loaded
 
Queue manager name:                     RDQM7
Queue manager status:                   Running
HA current location:                    This node
HA preferred location:                  This node
HA blocked location:                    None

OS カーネル・バージョン (RHEL 8.10) と DRBD カーネル・モジュール (RHEL 8.8をターゲットとする) の
間の不一致を示す要約状況の例。 この例では、バージョンの違いがさらに大きいため、DRBD カーネル・
モジュールを正常にロードできません。 その結果、キュー・マネージャーは Unknown で優先ノードおよ
び HA 状況で開始できません。 この障害を解決するには、稼働中の OS カーネルをターゲットとするバージ
ョンで DRBD カーネル・モジュールを更新する必要があります。
Node:                                   mqhavm57.exampleco.com
OS kernel version:                      4.18.0-553
DRBD OS kernel version:                 4.18.0-477
DRBD version:                           9.2.7+ptf.14
DRBD kernel module status:              Partially loaded

Queue manager name:                     QM2
Queue manager status:                   Running elsewhere
HA status:                              Unknown
HA current location:                    mqhavm58.exampleco.com
HA preferred location:                  This node
HA blocked location:                    All nodes

関連資料
rdqmstatus

高可用性構成での IP アドレスの変更
高可用性構成内のいずれかのインターフェースの IP アドレスを変更すると、高可用性操作は使用できなく
なり、キュー・マネージャーは、アドレスが変更されたノード上で実行されなくなります。
rdqm.iniファイル内の HA操作には、最大 3つの IPアドレスを指定します。 Pacemaker モニター・ア
ドレスを既に変更している場合は、手順に従う前に、それらのアドレスを元の値に一時的に戻す必要があ
ります。 値を戻さないと、HA RDQM キュー・マネージャーを削除できません。
1.各ノードで HA 構成を削除します。 HAを削除するには、キューマネージャをバックアップしてから削
除し、695 ページの『IBM MQ キュー・マネージャー・データのバックアップと復元』および 599 ペ
ージの『HA RDQM の削除』を参照します。597 ページの『Pacemaker クラスター (HA グループ) の削
除』を参照して、HAグループ自体を削除する必要があります。

2.新しい IP アドレスを使用して HA 構成を再作成します (594 ページの『Pacemaker クラスター (HA グル
ープ) の定義』 を参照してください)。
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3. HA キュー・マネージャーを再作成し、バックアップを復元します (597 ページの『HA RDQM の作成』
および 695 ページの『IBM MQ キュー・マネージャー・データのバックアップと復元』を参照してく
ださい)。

高可用性の構成の障害ノードの交換
HA グループ内のノードの 1 つに障害が発生した場合は、それを置き換えることができます。

このタスクについて
ノードを置き換えるためのステップは、シナリオによって異なります。
• 障害が発生したノードを同じ構成のノードで置き換える場合は、HA グループを中断せずにノードを置き
換えることができます。

• 新しいノードの構成が異なる場合は、HA グループを削除して再構築する必要があります。 ノードで実行
しているキュー・マネージャーのバックアップをまず作成してから、HA グループの再構築後にリストア
します。

手順
• 障害が発生したノードのように交換ノードが構成されている場合 (同じホスト名、同じ IP アドレスな
ど) は、新規ノードで以下のステップを実行します。
a)その他のノードのファイルと一致する rdqm.ini ファイルを作成し、rdqmadm -c コマンドを実行
します (594 ページの『Pacemaker クラスター (HA グループ) の定義』を参照)。

b) crtmqm -sxs qmanager コマンドを実行して、各複製データ・キュー・マネージャーを再作成し
ます (597 ページの『HA RDQM の作成』を参照)。

• 交換ノードの構成が、障害が発生したノードとは異なる場合:
a)必要に応じて、キュー・マネージャーのバックアップを作成します (695 ページの『IBM MQ キュ
ー・マネージャー・データのバックアップと復元』を参照)。

b) dltmqm コマンドを使用して、HA グループ内の他のノードから複製データ・キュー・マネージャー
を削除します (599 ページの『HA RDQM の削除』を参照)。

c) rdqmadm -u コマンドを使用して、 Pacemaker クラスターを構成解除します ( 597 ページの
『Pacemaker クラスター (HA グループ) の削除』を参照)。

d) rdqmadm -c コマンドを使用して、新規ノードの情報を含む Pacemaker クラスターを再構成します
(594 ページの『Pacemaker クラスター (HA グループ) の定義』を参照)。

e)必要に応じて (つまり、他のノードへの SSH アクセス権限がない場合)、 crtmqm -sxs qmanager
コマンドを実行して、他のノード上に各複製データ・キュー・マネージャーを再作成します ( 597 ペ
ージの『HA RDQM の作成』を参照)。

f) crtmqm -sx qmanager コマンドを実行して、交換ノードでキュー・マネージャーを作成します。
g)必要に応じて、キュー・マネージャーにデータをリストアして構成します (695 ページの『IBM MQ
キュー・マネージャー・データのバックアップと復元』を参照)。

RDQM 災害復旧
Linux プラットフォームのサブセットでは、RDQM (複製データ・キュー・マネージャー) を利用して、災害
復旧ソリューションを構築できます。
詳細については、Software Product Compatibility Reports を参照してください。
1 つのサーバーで災害復旧キュー・マネージャーの 1 次インスタンスを作成し、リカバリー・ノードとし
て実行する別のサーバーでキュー・マネージャーの 2 次インスタンスを作成できます。 キュー・マネージ
ャーのインスタンス間でデータを複製します。 1 次キュー・マネージャーを失った場合は、手動で 2 次イ
ンスタンスを 1 次インスタンスにしてキュー・マネージャーを開始し、同じ場所から処理を再開できます。
2 次の役割になっているキュー・マネージャーを開始することはできません。 2 つのノード間でのデータ
の複製は DRBD によって処理されます。
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1 次キュー・マネージャーと 2 次キュー・マネージャーの間のデータ複製では、同期複製と非同期複製の
いずれかを選択できます。 非同期オプションを選択すると、IBM MQ の PUT や GET などの操作が完了して
アプリケーションに戻ってから、そのイベントが 2 次キュー・マネージャーに複製されます。 非同期で複
製されるので、リカバリー状態となった後に、一部のメッセージング・データが失われる可能性がありま
す。 しかし、2 次キュー・マネージャーは一貫性のある状態を保ち、メッセージ・ストリームの少し前の
部分で開始する場合でも、即時に実行を開始することができます。
既存のキュー・マネージャーが RDQM キュー・マネージャーになるようにマイグレーションする (625 ペ
ージの『キュー・マネージャーをマイグレーションして DR RDQM キュー・マネージャーにする』を参照)
ことはできますが、既存のキュー・マネージャーに災害復旧構成を追加することはできません。
さまざまなサーバーで実行する RDQM キュー・マネージャーについては、いろいろな組み合わせが可能で
す。 例えば、1 次災害復旧キュー・マネージャーを別々のノードで実行し、すべての 2 次災害復旧キュー・
マネージャーを同じノードで実行することもできます。 いくつかの構成例を以下の図に示します。

図 81. 1 つの RDQM ペア
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図 82. 2 次キュー・マネージャーを同じノードで構成する例
複製、同期、スナップショット
災害復旧構成にした 2 つのノードを接続すると、災害復旧キュー・マネージャーの永続データに対するす
べての更新がキュー・マネージャーの 1 次インスタンスから 2 次インスタンスに転送されます。 これを複
製といいます。
ノード間のネットワーク接続が失われると、キュー・マネージャーの 1 次インスタンスの永続データに対
する変更が追跡されます。 ネットワーク接続が復旧すると、2 次インスタンスの内容の取り込みができる
だけ早く追い付くようにするために、別のプロセスが使用されます。 これを同期といいます。
同期が進行中のとき、2 次インスタンス内のデータは不整合の状態になっています。 2 次キュー・マネー
ジャー・データの状態のスナップショットが取得されます。 同期中にメイン・ノードまたはネットワーク
接続で障害が発生すると、2 次インスタンスがそのスナップショットに戻って、キュー・マネージャーを開
始できるようになります。 ただし、元のネットワーク障害の発生後に行われたすべての更新情報は失われ
ます。

区分データ (スプリット・ブレーン)
DR RDQM 構成では、キュー・マネージャーの 1 次インスタンスの消失後に、リカバリー・ノードで 2 次イ
ンスタンスをレベル上げして実行するためのユーザー・アクションが必要になります。 2 次インスタンス
をレベル上げするのがだれでも、それまでの 1 次キュー・マネージャーが停止していることを必ず確認し
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なければなりません。 従来の 1 次が実行されている場合にはメッセージを処理中の可能性があり、通常操
作を復元すると、キュー・マネージャーの 2 つのインスタンスに異なるデータ・ビューが含まれることが
あります。 これは区分化またはスプリット・ブレーンと呼ばれる状態です。
以下の状況について考慮してみましょう。
• 1 次キュー・マネージャーが稼働しているノードが完全に故障しています。 2 次インスタンスが 1 次にな
るようレベル上げしますが、従来の 1 次が実行されていないため、停止するためのアクションを実行で
きません。 従来のノードが修復または置き換えられると、対象ノード上のキュー・マネージャーが最初
に 2 次となり、リカバリー・ノード上の 1 次キュー・マネージャーと同期されます。 次に、2 次のキュ
ー・マネージャーの役割が逆になり、通常稼働状態が再開されます。 この状況で可能性があるデータ損
失は、対象ノードで障害が発生する前に 1 次が 2 次に複製を完了していなかったデータのみとなります。

• キュー・マネージャーの 1 次と 2 次のインスタンスを実行しているノード間における複製リンクに影響
を及ぼすネットワーク障害が発生します。 この状況では、2 次をレベル上げする前に従来の 1 次を停止
する必要があります。 従来の 1 次に他のネットワーク接続が依然として存在する場合、実質的に 2 つの
1 次インスタンスが同時実行され、区分データが生じる可能性があります (複製リンクが作動している場
合、1 次インスタンスが実行中であると、2 次キュー・マネージャーをレベル上げできず、コマンドが失
敗します)。

• キュー・マネージャーの 1 次インスタンスを実行しているノードでネットワーク障害が発生します。 こ
の場合も、2 次をレベル上げする前に、1 次インスタンスが停止していることを確認しなければなりませ
ん。 ネットワークが復元されるときに従来の 1 次が実行中であると、1 次インスタンスが 2 つ存在する
ことになり、区分データがやはり生じます。
管理されたフェイルオーバーを実行する場合、キュー・マネージャー・インスタンスで DR 状況が
partitioned になることはないはずです。 管理されたフェイルオーバーによって 1 次ノード上のキュ
ー・マネージャーが終了し、その後、データがすべて複製された後にリカバリー・ノード上でキュー・マ
ネージャーが開始されます。 キュー・マネージャーが終了し、ノード間でデータが同期されてから、リカ
バリー・ノードで開始されるため、パーティション状況になることは予期されません。 ノード間で接続が
失われている状況でリカバリー・ノードでキュー・マネージャーが開始されると、接続が失われたときに
メイン・ノードでキュー・マネージャーがアクティブである場合にはデータの不一致が生じる可能性があ
ります。 このシナリオでは、キュー・マネージャーのデータが同期されていないため、接続が復元される
と、パーティション状態が報告されることが予想されます。 パーティション状態が生じると、2 つのデー
タ・セットを調べ、保持するセットについて情報に基づいて判断する必要が生じます。 640 ページの『DR
RDQM でのパーティション (スプリット・ブレーン) 問題の解決』を参照してください。

RDQM DR ソリューションの要件
RDQM 災害復旧 (DR) キュー・マネージャー・ペアを構成する前に、いくつかの要件を満たさなければなり
ません。

システム要件
RDQM DR を構成する前に、RDQM DR キュー・マネージャーをホストする各サーバーでいくつかの構成を
完了する必要があります。
• 各ノードには、drbdpool という名前のボリューム・グループが必要です。 各災害復旧複製データ・キ
ュー・マネージャー (DR RDQM) のストレージは、このボリューム・グループのキュー・マネージャーご
とに 2 つの別個の論理ボリュームとして割り振られます。 (それぞれのキュー・マネージャーは、スナッ
プショットへの復帰操作をサポートするために 2 つの論理ボリュームを必要とするので、各 DR RDQM
に、作成時の指定値の 2 倍のストレージが割り振られます。) 最高のパフォーマンスを得るためには、こ
のボリューム・グループを内部ディスク・ドライブ (SSD) に対応する 1 つ以上の物理ボリュームで構成す
る必要があります。

• drbdpool ボリューム・グループを作成した後は、それ以外の操作は何も行いません。 IBM MQ は、
drbdpool で作成された論理ボリューム、およびそれらがマウントされる方法と場所を管理します。

• 各ノードにデータ複製用のインターフェースが必要です。 すべての複製データ・キュー・マネージャー
の予期されるワークロードを前提として、複製要件をサポートするために十分な帯域幅が必要です。
フォールト・トレランスを最大にするために、このインターフェースとして、独立したネットワーク・イ
ンターフェース・カード (NIC) を使用してください。
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• RFC 1123 で修正された RFC 952 で定義されているように、DRBD では、有効なインターネット・ホスト
名 (uname -n によって返される値) が RDQM 用の各ノードで必要になります。

• DR RDQM 用のノード同士の間にファイアウォールがある場合は、そのファイアウォールで、ノード間の
トラフィックを複製用のポートで許可する必要があります。 RHELで標準のファイアウォールを実行し
ている場合は、必要なポートを開くサンプル・スクリプト(/opt/mqm/samp/rdqm/firewalld/
configure.sh)が提供されています。 このスクリプトは rootとして実行する必要があります。 他の
ファイアウォールを使用している場合は、サービス定義 /usr/lib/firewalld/services/rdqm* を
調べて、開く必要があるポートを確認します。 このスクリプトは、DRBD および IBM MQ 用の以下の永
続 firewallD サービス・ルールを追加します (HA を使用していない場合は、スクリプトを編集して
Pacemaker ポートを省略できます)。
– MQ_INSTALLATION_PATH/samp/rdqm/firewalld/services/rdqm-drbd.xml は TCP ポート 7000-7100
を使用できるようにします。

– MQ_INSTALLATION_PATH/samp/rdqm/firewalld/services/rdqm-mq.xml は TCP ポート 1414 を使用
できるようにします (別のポートが必要な場合はスクリプトを編集する必要があります)。

• SELinux を permissive 以外のモードで使用しているシステムでは、以下のコマンドを実行する必要があ
ります。
semanage permissive -a drbd_t

ネットワーク要件
災害復旧用のノードをさまざまなデータ・センターに配置することをお勧めします。
次の制約に注意してください。
• データ・センター間の待ち時間が長くなると、パフォーマンスが急速に低下します。 IBM は、最大 5 ミ
リ秒 (同期複製の場合) および 100 ミリ秒 (非同期複製の場合) の待ち時間をサポートします。

• 複製リンクで送信するデータは、IBM MQ AMS での暗号化は別として、それ以外の暗号化の対象になり
ません。

• RDQM キュー・マネージャーを災害復旧用に構成すると、2 つの RDQM ノード間のデータ複製の要件に
よるオーバーヘッドが発生します。 同期複製の方が非同期複製よりもオーバーヘッドが大きくなりま
す。 同期複製では、データが両方のノードに書き込まれるまで、ディスク入出力操作がブロックされま
す。 非同期複製では、データを 1 次ノードに書き込むだけで処理の継続が可能になります。

キュー・マネージャーで作業するためのユーザー要件
複製データ・キュー・マネージャー (RDQM) の作成/削除/構成の作業は、root ユーザーとして実行するか、
以下のコマンドに対する sudo 権限を持った mqm グループに属するユーザー ID で実行する必要がありま
す。
• crtmqm
• dltmqm
• rdqmdr

mqm グループに属するユーザーは、以下のコマンドを使用して DR RDQM の状態と状況を表示できます。
• dspmq
• rdqmstatus

mqmユーザーは両方のサーバー上で同じ UIDを持っている必要があり、mqmグループは両方のサーバーで
同じ GIDを持つ必要があります。

災害復旧 RDQM の作成
crtmqm コマンドを使用して、災害復旧構成の 1 次キュー・マネージャーまたは 2 次キュー・マネージャ
ーとして機能する複製データ・キュー・マネージャー (RDQM) を作成します。
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このタスクについて
ユーザーが sudo を使用できる場合は、mqm グループのユーザーとして複製データ・キュー・マネージャー
(RDQM) を作成できます。 そうでない場合は、RDQMを root として作成する必要があります。
1 つのノードで 1 次 RDQM DR キュー・マネージャーを作成する必要があります。 次に、別のノードで同
じキュー・マネージャーの 2 次インスタンスを作成する必要があります。 1 次インスタンスと 2 次インス
タンスの名前は同じでなければならず、同じ量のストレージを割り振る必要があります。
以下に、キュー・マネージャーのファイル・システムのサイズ変更に関するガイダンスを示します。
1. RDQM キュー・マネージャーの作成時に、キュー・マネージャーのデータとログを保管するためにファ
イル・システムが割り振られます。 キュー・マネージャーが進行中のアクティビティーをログに記録
し、アプリケーション・メッセージをキューに保管できるように、このファイル・システムを適切にサ
イズ変更することが重要です。 ファイル・システムをサイジングする際には、ピーク時のメッセージン
グ要件、将来のワークロードの増加、およびメッセージがキューに蓄積される原因となる可能性のある
アプリケーション障害を考慮してください。 キュー・マネージャーの回復ログのサイズを計算するため
のガイダンスについては、 674 ページの『ログ・ファイル・システムの大きさの決定方法』を参照し
てください。 アプリケーション・メッセージのストレージ要件を計算する際には、メッセージのサイズ
と数に加えて、MQMD ヘッダーおよびメッセージ・プロパティーを考慮する必要があります。

2. RDQM キュー・マネージャーのファイル・システムを動的にサイズ変更することはできません。 これが
必要な場合は、より大きなファイル・システムを使用して RDQM キュー・マネージャーをバックアップ
してからリストアする必要があります。 603 ページの『HA RDQM キュー・マネージャーのファイル・
システムのサイズ変更』を参照してください。

3. MAXDEPTH や MAXFSIZE などのローカル・キュー属性を使用して、ディスク上の個々のキューのサイ
ズを制限することができます。 IBM MQ キュー・ファイルの変更を参照してください。

4.ファイル・システムの使用量が重要になる前に、進行中のディスク使用量をモニターし、ディスク使用
量が増加した場合は適切に対応する必要があります。 ファイル・システムの使用状況をモニターするに
は、プラットフォーム/オペレーティング・システムの機能を使用するか、 システム・トピックでパブ
リッシュされるメトリックで説明されている IBM MQ システム・トピックにパブリッシュされるメトリ
ックをサブスクライブします。

手順
• 1 次 DR RDQM を作成するには、以下のようにします。

a)以下のコマンドを入力します。
crtmqm -rr p [-rt (a | s)] -rl Local_IP -ri Recovery_IP -rn Recovery_Name -rp Port 
[other_crtmqm_options] [-fs size] QMname

ここで、
-rr p
キュー・マネージャーの 1 次インスタンスを作成することを指定します。

-rt a | s
-rt s では、DR 構成で同期複製を使用することを指定し、-rt a では、DR 構成で非同期複製
を使用することを指定します。 非同期複製がデフォルトです。

-rl Local_IP
このキュー・マネージャーの DR 複製で使用するローカル IP アドレスを指定します。

-ri Recovery_IP
キュー・マネージャーの 2 次インスタンスをホスティングするサーバーでの複製に使用するイン
ターフェースの IP アドレスを指定します。

-rn Recovery_Name
キュー・マネージャーの 2 次インスタンスをホスティングするシステムの名前を指定します。 こ
の名前は、そのサーバーで uname -n を実行した時に返される値です。 そのサーバーで 2 次キ
ュー・マネージャーを明示的に作成する必要があります。
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-rp Port
DR レプリケーションに使用するポートを指定します。

other_crtmqm_options
(オプション) 以下の一般的な crtmqm オプションを 1 つ以上指定することもできます。
– -z
– -q
– -c Text
– -d DefaultTransmissionQueue
– -h MaxHandles
– -g ApplicationGroup
– -oa user|group
– -t TrigInt
– -u DeadQ
– -x MaxUMsgs
– -lp LogPri
– -ls LogSec
– -lc | -l
– -lla | -lln
– -lf LogFileSize
– -p Port

-fs size
(オプション) キュー・マネージャー用に作成するファイル・システムのサイズ、つまり drbdpool
ボリューム・グループ内で作成する論理ボリュームのサイズを指定します。 スナップショットへ
の復帰操作をサポートするために、そのサイズの別の論理ボリュームも作成するので、DR RDQM
の合計ストレージは、ここで指定した値の 2 倍になります。
Size は、GB 単位で指定される数値です。 値を MB 単位で指定するには、値の後に文字 Mを入力
します。 例えば、3 GB のファイル・システム・サイズを指定するには、3 を入力します。 1024
MB のファイル・システム・サイズを指定するには、 1024Mと入力します。 (G 接尾部を明示的
に状態 GB に追加することもできます。)

QMname
複製データ・キュー・マネージャーの名前を指定します。 この名前には大/小文字の区別があり
ます。

コマンドが完了すると、キュー・マネージャーの 2 次インスタンスを作成するために 2 次ノードで
入力する必要のあるコマンドが出力されます。 1 次ノードで rdqmdr コマンドを使用して、2 次キュ
ー・マネージャーを作成するために 2 次ノードで実行する必要がある crtmqm コマンドを取得する
こともできます。 631 ページの『DR RDQM の 1 次特性と 2 次特性の管理』を参照してください。

• 2 次 DR RDQM を作成するには、以下のようにします。
a) RDQM の 2 次インスタンスをホストするノードで、以下のコマンドを入力します。

crtmqm  -rr s [-rt (a | s)] -rl Local_IP -ri Primary_IP -rn Primary_Name  -rp Port 
[other_crtmqm_options] [-fs size] QMname

説明
-rr s
キュー・マネージャーの 2 次インスタンスを作成することを指定します。

-rt a | s
-rt s は、DR 構成が同期複製を使用することを指定し、 -rt a は DR 構成が非同期複製を使用
することを指定します。
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-rl Local_IP
このキュー・マネージャーの DR 複製で使用するローカル IP アドレスを指定します。

-ri Primary_IP
キュー・マネージャーの 1 次インスタンスをホスティングするサーバーでの複製に使用するイン
ターフェースの IP アドレスを指定します。

-rn Primary_Name
キュー・マネージャーの 1 次インスタンスをホスティングするシステムの名前を指定します。 こ
の名前は、そのサーバーで uname -n を実行した時に返される値です。

-rp Port
DR レプリケーションに使用するポートを指定します。

other_crtmqm_options
(オプション) 以下の一般的な crtmqm オプションを 1 つ以上指定することもできます。
– -z

-fs size
キュー・マネージャー用に作成するファイル・システムのサイズ、つまり drbdpool ボリューム・
グループ内で作成する論理ボリュームのサイズを指定します。 1 次キュー・マネージャーの作成
時にデフォルト以外のサイズを指定した場合は、ここで同じ値を指定する必要があります。
Size は、GB 単位で指定される数値です。 値を MB 単位で指定するには、値の後に文字 Mを入力
します。 例えば、3 GB のファイル・システム・サイズを指定するには、3 を入力します。 1024
MB のファイル・システム・サイズを指定するには、 1024Mと入力します。 (G 接尾部を明示的
に状態 GB に追加することもできます。)

QMname
複製データ・キュー・マネージャーの名前を指定します。 キュー・マネージャーの 1 次インスタ
ンスで指定した名前と同じ名前でなければなりません。 名前には大/小文字の区別があります。

次のタスク
キュー・マネージャーの 1 次インスタンスと 2 次インスタンスを作成したら、両方のノードの状況を調べ
て、両方が正しいことを確認する必要があります。 両方のノードで rdqmstatus コマンドを使用します。
どちらのノードでも正常状況が表示されるはずです (632 ページの『DR RDQM 状況の表示』を参照)。 そ
の状況が表示されない場合は、2 次インスタンスをいったん削除して再作成してください。その時に、正し
い引数を使用するように注意してください。
関連資料
crtmqm

DR RDQM の削除
dltmqm コマンドを使用して、災害復旧複製データ・キュー・マネージャー (RDQM) を削除します。

このタスクについて
RDQM を削除するために、RDQM の 1 次ノードと 2 次ノードの両方でこのコマンドを実行する必要があり
ます。 最初に RDQM を終了する必要があります。 mqm ユーザーが必要な sudo 特権を持っている場合
は、mqm ユーザーとしてコマンドを実行できます。 その他の場合は、root としてコマンドを実行する必要
があります。

手順
• DR RDQM を削除するには、以下のコマンドを入力します。

dltmqm RDQM_name

関連資料
dltmqm
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キュー・マネージャーをマイグレーションして DR RDQM キュー・マネージャ
ーにする
既存のキュー・マネージャーをマイグレーションして災害復旧 (DR) 複製データ・キュー・マネージャー
(RDQM) にするには、その永続データをバックアップしてから、新規に作成された同じ名前の RDQM キュ
ー・マネージャーにデータをリストアします。

このタスクについて
DR 複製データ・キュー・マネージャーには、専用の論理ボリューム (ファイル・システム) と、ディスク複
製の構成が必要です。 これらのコンポーネントは、新規キュー・マネージャーが作成されたときにのみ構
成されます。 既存のキュー・マネージャーをマイグレーションして RDQM を使用するには、その永続デー
タをバックアップしてから、新規に作成された同じ名前の RDQM キュー・マネージャーにデータをリスト
アします。 この手順では、バックアップの作成時にキュー・マネージャーの構成、状態、および持続メッ
セージを保存します。
注 : キュー・マネージャーは、RDQM がインストールされているバージョンと同じかそれより前のバージョ
ンの IBM MQ からのみマイグレーションできます。 オペレーティング・システムとアーキテクチャーも同
じでなければなりません。 それ以外の場合は、ターゲット・プラットフォーム上に新しいキュー・マネー
ジャーを作成する必要があります。別のオペレーション・システムへのキュー・マネージャーの移動を参
照してください。
キュー・マネージャーをマイグレーションする前に、以下の条件を満たす必要があります。
• 災害復旧の要件を評価し、617 ページの『RDQM 災害復旧』を参照してください。
• キュー・マネージャーに接続するアプリケーションおよびキュー・マネージャーを確認します。 キュー・
マネージャーが実行されている RDQM ノードに接続をルーティングするために必要な変更を検討しま
す。

• 選択した構成の RDQM ノードをプロビジョンするか、既存の RDQM ノードを識別します。 RDQM のシス
テム要件について詳しくは、620 ページの『RDQM DR ソリューションの要件』を参照してください。

• 各ノードに、RDQM フィーチャーを含む IBM MQ Advanced をインストールします。
• オプションで、テスト・キュー・マネージャーを使用して RDQM 構成を検証します。このキュー・マネ
ージャーはあとで削除できます。 キュー・マネージャーをマイグレーションする前に問題を特定して解
決するために、構成をテストすることをお勧めします。

• キュー・マネージャーのセキュリティー構成を確認し、必要なローカル・ユーザーおよびグループを各
RDQM ノードに複製します。

• キュー・マネージャーおよびチャネル構成を調べて、API 出口、チャネル出口、またはデータ変換出口が
使用されているかどうかを判別します。 必要な出口を各 RDQM ノードにインストールします。

• 定義されているキュー・マネージャー・サービスを確認し、必要なプロセスを各 RDQM ノードでインス
トールして構成します。

手順
1.既存のキュー・マネージャーをバックアップします。

a)待機シャットダウン・コマンド endmqm -w または即時シャットダウン・コマンド endmqm -i を発
行して、既存のキュー・マネージャーを停止します。 このステップは、バックアップ内のデータの
整合性を確保するために重要です。

b) IBM MQ構成ファイル mqs.iniを表示して、キュー・マネージャーのデータ・ディレクトリーの位
置を判別します。 Linuxでは、ファイルは/var/mqm ディレクトリー内にあります。 mqs.iniにつ
いて詳しくは、94 ページの『IBM MQ 構成ファイル mqs.ini』を参照してください。
ファイル内でキュー・マネージャーの QueueManager スタンザを見つけます。 スタンザに
DataPath という名前のキーが含まれている場合、その値はキュー・マネージャーのデータ・ディレ
クトリーです。 キーが存在しない場合、キュー・マネージャーのデータ・ディレクトリーは、Prefix
キーと Directory キーの値を使用して判別できます。 キュー・マネージャーのデータ・ディレク
トリーは、これらの値を prefix/qmgrs/directory の形式で連結したものです。 QueueManager スタン
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ザについて詳しくは、104 ページの『mqs.ini ファイルの QueueManager スタンザ』を参照してくだ
さい。

c)キュー・マネージャーのデータ・ディレクトリーのバックアップを作成します。 Linux の場合、これ
を行うには tar コマンドを使用します。 例えば、キュー・マネージャーのデータ・ディレクトリー
をバックアップするには、以下のコマンドを使用できます。 コマンドの最後のパラメーターである
単一ピリオド (ドット) に注意してください。
tar -cvzf qm-data.tar.gz -C queue_manager_data_dir .

d) IBM MQキュー・マネージャー構成ファイル qm.iniを表示して、キュー・マネージャーのログ・デ
ィレクトリーの位置を判別します。 このファイルは、キュー・マネージャーのデータ・ディレクト
リーにあります。 このファイルについて詳しくは、106 ページの『キュー・マネージャー構成ファ
イル qm.ini』を参照してください。
キュー・マネージャーのログ・ディレクトリーは、Log スタンザの LogPath キーの値として定義さ
れます。 スタンザについて詳しくは、140 ページの『qm.ini ファイルの Log スタンザ』を参照して
ください。

e)キュー・マネージャーのログ・ディレクトリーのバックアップを作成します。 Linux の場合、これを
行うには tar コマンドを使用します。 例えば、キュー・マネージャーのログ・ディレクトリーをバッ
クアップするには、以下のコマンドを使用できます。 コマンドの最後のパラメーターである単一ピ
リオド (ドット) に注意してください。
tar -cvzf qm-log.tar.gz -C queue_manager_log_dir .

f)キュー・マネージャーが使用する証明書リポジトリーがキュー・マネージャーのデータ・ディレクト
リーにない場合は、そのバックアップを作成します。 鍵データベース・ファイルとパスワード・ス
タッシュ・ファイルの両方がバックアップされていることを確認してください。 キュー・マネージ
ャーの鍵リポジトリーについては、SSL/TLS 鍵リポジトリーおよびキュー・マネージャーの鍵リポジ
トリーの検索を参照してください。 AMS メッセージ・チャネル・エージェント (MCA) インターセプ
トを使用するようにキュー・マネージャーが構成されている場合の AMS 鍵ストアの検索については、
メッセージ・チャネル・エージェント (MCA) インターセプトを参照してください。

g)既存のキュー・マネージャーは不要になったため、削除できます。 ただし、可能であれば、既存の
キュー・マネージャーは、ターゲット・システムで正常にリストアされた後にのみ削除してくださ
い。 削除を保留しておくと、マイグレーション・プロセスが正常に完了しない場合にキュー・マネ
ージャーを再始動できます。
注 : 既存のキュー・マネージャーの削除を保留する場合は、再始動しないでください。 構成または状
態に追加で加えられる変更がマイグレーション中に失われるため、キュー・マネージャーは終了した
ままであることが重要です。

2. 1 次 RDQM ノードを準備します。
a)バックアップしたキュー・マネージャーと同じ名前の新規 RDQM キュー・マネージャーを作成しま
す。 crtmqm によって RDQM キュー・マネージャーに割り振られたファイル・システムが、既存の
キュー・マネージャーのデータ、1 次ログ、2 次ログ、および将来の拡張用の追加スペースを含める
のに十分な大きさであることを確認します。 RDQM キュー・マネージャーを作成する方法について
詳しくは、621 ページの『災害復旧 RDQM の作成』を参照してください。

b)キュー・マネージャーの 1 次 RDQM ノードを判別します。 1 次ノードの判別方法については、
rdqmstatus (RDQM 状況の表示) を参照してください。

c) 1 次 RDQM ノードで RDQM キュー・マネージャーが開始されている場合は、endmqm -w コマンド
または endmqm -i コマンドを使用して停止します。

d) RDQM キュー・マネージャーのデータ・ディレクトリーとログ・ディレクトリーの場所を判別しま
す (ステップ 1b および 1d で説明されている方法を使用します)。

e) RDQM キュー・マネージャーのデータ・ディレクトリーとログ・ディレクトリーの内容を削除しま
す。ただし、ディレクトリー自体は削除しないでください。

3. 1 次 RDQM ノードでキュー・マネージャーをリストアします。
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a)キュー・マネージャーのデータ・ディレクトリーとログ・ディレクトリーのバックアップを 1 次
RDQM ノードにコピーし、キュー・マネージャーが使用する証明書リポジトリーの別個のバックア
ップをコピーします。

b)キュー・マネージャーのデータ・ディレクトリーのバックアップを新しい RDQM キュー・マネージ
ャーの空のデータ・ディレクトリーにリストアし、ファイルの所有権と許可が保持されるようにしま
す。 ステップ 1c のサンプル tar コマンドを使用してバックアップを作成した場合は、root ユーザー
が以下のコマンドを使用してバックアップをリストアできます。
tar -xvzpf qm-data.tar.gz -C queue_manager_data_dir

c)キュー・マネージャーのログ・ディレクトリーのバックアップを新しい RDQM キュー・マネージャ
ーの空のログ・ディレクトリーにリストアし、ファイルの所有権と許可が保持されるようにします。
ステップ 1e のサンプル tar コマンドを使用してバックアップを作成した場合は、root ユーザーが以
下のコマンドを使用してバックアップをリストアできます。
tar -xvzpf qm-log.tar.gz -C queue_manager_log_dir

d) RDQMキュー・マネージャーのデータ・ディレクトリーに、リストアされたキュー・マネージャー
構成ファイル(qm.ini)を編集します。 Log スタンザ内の LogPath キーの値を更新して、RDQM キ
ュー・マネージャーのログ・ディレクトリーを指定します。
構成ファイルに定義されている他のファイル・パスを確認し、必要に応じて更新します。 例えば、
以下のパスを更新しなければならない可能性があります。
• 診断メッセージ・サービスによって生成されるエラー・ログ・ファイルのパス。
• キュー・マネージャーで必要な出口のパス。
• キュー・マネージャーが XA トランザクション・コーディネーターである場合のスイッチ・ロー
ド・ファイルのパス。

e) AMS メッセージ・チャネル・エージェント (MCA) インターセプトを使用するようにキュー・マネー
ジャーが構成されている場合は、AMS 鍵ストアを新しい RDQM インストール済み環境にコピーして
から、構成を確認して更新します。 鍵ストアは各 RDQM ノードで使用可能でなければならないため、
キュー・マネージャーの複製ファイル・システムにない場合は、代わりに各ノードにコピーする必要
があります。 詳細については、メッセージ・チャネル・エージェント (MCA) インターセプトを参照
してください。

f) dspmq コマンドによってキュー・マネージャーが表示され、その状況が「終了」と報告されている
ことを確認します。 以下の例は、RDQM DR キュー・マネージャーの出力例を示しています。
$ dspmq -o status -o dr 

QMNAME(QM1) STATUS(Ended normally) DRROLE(Primary)

g) rdqmstatus コマンドを使用してキュー・マネージャーの状況を表示することにより、リストアさ
れたキュー・マネージャー・データが 2 次 RDQM ノードに複製されたことを確認します。 DR 状況
は、各ノードで Normal として報告される必要があります。 以下の例は、RDQM DR キュー・マネー
ジャーの出力例を示しています。
$ rdqmstatus -m QM1 
Queue manager status:                   Ended normally
Queue manager file system:              51MB used, 1.0GB allocated [5%]
DR role:                                Primary
DR status:                              Normal
DR type:                                Synchronous
DR port:                                3000
DR local IP address:                    192.168.20.1
DR remote IP address:                   192.168.20.2

h) 1 次 RDQM ノードでキュー・マネージャーを開始します。
i)キュー・マネージャーに接続し、SSLKEYR キュー・マネージャー属性の値を更新して、キュー・マ
ネージャー証明書リポジトリーの新しい場所を指定します。 デフォルトで、この属性の値には
queue_manager_data_directory/ssl/key が設定されます。 証明書リポジトリーは、各
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RDQM ノード上の同じ場所に配置する必要があります。 リポジトリーがキュー・マネージャーの複
製ファイル・システムにない場合は、代わりに各ノードにコピーする必要があります。

j)キュー・マネージャーの IBM MQ オブジェクト定義を確認し、変更されたネットワーク設定、IBM
MQ インストール・ディレクトリー、またはキュー・マネージャー・データ・ディレクトリーを参照
するオブジェクト属性の値を更新します (以下のオブジェクトを含む)。
• リスナーが使用するローカル IP アドレス (IPADDR 属性)。
• チャネルが使用するローカル IP アドレス (LOCLADDR 属性)。
• クラスター受信側チャネル用に定義されたローカル IP アドレス (CONNAME 属性)。
• コミュニケーション情報オブジェクト用に定義されたローカル IP アドレス (GRPADDR 属性)。
• プロセスおよびサービス・オブジェクト定義用に定義されたシステム・パス。

k)キュー・マネージャーをいったん停止したあとで再始動して、変更内容が有効になるようにします。
l)マイグレーションされたキュー・マネージャーに接続するリモート・キュー・マネージャーと、それ
に相当するアプリケーションの設定 (以下を含む) について、ステップ 3j を繰り返します。
• チャネル接続名 (CONNAME 属性)。
• IP アドレスまたはホスト名に基づいてキュー・マネージャーからのインバウンド接続を制限する
チャネル認証規則。

• クライアント・チャネル定義テーブル (CCDT)、ドメイン・ネーム設定 (DNS)、ネットワーク・ル
ーティング、または同等の接続情報。

m)各 RDQM ノードへのキュー・マネージャーの管理フェイルオーバーを実行して、必要な構成が正常
に確立されたことを確認します。637 ページの『リカバリー・ノードへの切り替え』を参照してく
ださい。

DR RDQM キュー・マネージャーのファイル・システムのサイズ変更
既存の災害復旧 (DR) 複製データ・キュー・マネージャー (RDQM) のファイル・システムをサイズ変更する
には、その永続データをバックアップしてから、同じ名前で、サイズが異なるファイル・システムを持つ
新しく作成された RDQM キュー・マネージャーにデータをリストアします。

このタスクについて
DR 複製データ・キュー・マネージャーには、専用の論理ボリューム (ファイル・システム) と、ディスク複
製の構成が必要です。 これらのコンポーネントは、新規キュー・マネージャーが作成されたときにのみ構
成されます。 ファイル・システムは、各ノードで同じサイズでなければならないため、作成後にサイズ変
更することはできません。 既存の複製データ・キュー・マネージャー (RDQM) のファイル・システムをサ
イズ変更するには、その永続データをバックアップしてから、同じ名前で、サイズが異なるファイル・シ
ステムを持つ新しく作成された RDQM キュー・マネージャーにデータをリストアします。 この手順では、
バックアップの作成時にキュー・マネージャーの構成、状態、および持続メッセージを保存します。

手順
1. 1 次 RDQM ノード上の既存の RDQM キュー・マネージャーをバックアップします。

a)キュー・マネージャーの 1 次 RDQM ノードを判別します。 1 次ノードの判別方法については、
rdqmstatus (RDQM 状況の表示) を参照してください。

b) 1 次 RDQM ノードで RDQM キュー・マネージャーが開始されている場合は、endmqm -w コマンド
または endmqm -i コマンドを使用して停止します。

c) IBM MQ構成ファイル mqs.iniを表示して、キュー・マネージャーのデータ・ディレクトリーの位
置を判別します。 Linuxでは、ファイルは/var/mqm ディレクトリー内にあります。 mqs.iniにつ
いて詳しくは、94 ページの『IBM MQ 構成ファイル mqs.ini』を参照してください。
ファイル内でキュー・マネージャーの QueueManager スタンザを見つけます。 キュー・マネージャ
ーのデータ・ディレクトリーは、DataPath というキーの値です。 QueueManager スタンザについ
て詳しくは、104 ページの『mqs.ini ファイルの QueueManager スタンザ』を参照してください。
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d)キュー・マネージャーのデータ・ディレクトリーのバックアップを作成します。 Linux の場合、これ
を行うには tar コマンドを使用します。 例えば、キュー・マネージャーのデータ・ディレクトリー
をバックアップするには、以下のコマンドを使用できます。 コマンドの最後のパラメーターである
単一ピリオド (.) に注意してください。
tar -cvzf qm-data.tar.gz -C queue_manager_data_dir .

e) IBM MQキュー・マネージャー構成ファイル qm.iniを表示して、キュー・マネージャーのログ・デ
ィレクトリーの位置を判別します。 このファイルは、キュー・マネージャーのデータ・ディレクト
リーにあります。 このファイルについて詳しくは、106 ページの『キュー・マネージャー構成ファ
イル qm.ini』を参照してください。
キュー・マネージャーのログ・ディレクトリーは、Log スタンザの LogPath キーの値として定義さ
れます。 スタンザについて詳しくは、140 ページの『qm.ini ファイルの Log スタンザ』を参照して
ください。

f)キュー・マネージャーのログ・ディレクトリーのバックアップを作成します。 Linux の場合、これを
行うには tar コマンドを使用します。 例えば、キュー・マネージャーのログ・ディレクトリーをバ
ックアップするには、以下のコマンドを使用できます。 コマンドの最後のパラメーターである単一
ピリオド (.) に注意してください。
tar -cvzf qm-log.tar.gz -C queue_manager_log_dir .

g)既存の RDQM キュー・マネージャーを削除してください。
2.必要なサイズのファイル・システムでキュー・マネージャーをリストアします。

a)バックアップしたキュー・マネージャーと同じ名前の新規 RDQM キュー・マネージャーを作成しま
す。 crtmqm によって RDQM キュー・マネージャーに割り振られたファイル・システムが、必要な
サイズで、既存のキュー・マネージャーのデータ、1 次ログ、2 次ログ、および将来の拡張用の追加
スペースを含めるのに十分な大きさであることを確認します。 RDQM キュー・マネージャーを作成
する方法について詳しくは、621 ページの『災害復旧 RDQM の作成』を参照してください。

b)キュー・マネージャーの 1 次 RDQM ノードを判別します。 1 次ノードの判別方法については、
rdqmstatus (RDQM 状況の表示) を参照してください。

c) 1 次 RDQM ノードで、RDQM キュー・マネージャーが開始されている場合は、 endmqm -w または
endmqm -i コマンドを使用して停止します。

d) 1 次 RDQM ノードで、RDQM キュー・マネージャーのデータ・ディレクトリーとログ・ディレクト
リーの新しい場所を判別します (ステップ 1c および 1e で説明されている方法を使用します)。

e) 1 次 RDQM ノードで、RDQM キュー・マネージャーのデータ・ディレクトリーとログ・ディレクト
リーの内容を削除します。ただし、ディレクトリー自体は削除しないでください。

f) 1 次 RDQM ノードで、キュー・マネージャーのデータ・ディレクトリーのバックアップを新しい
RDQM キュー・マネージャーの空のデータ・ディレクトリーにリストアし、ファイルの所有権と許
可が保持されるようにします。 ステップ 1d のサンプル tar コマンドを使用してバックアップを作
成した場合は、root ユーザーが以下のコマンドを使用してバックアップをリストアできます。
tar -xvzpf qm-data.tar.gz -C queue_manager_data_dir

g) 1 次 RDQM ノードで、キュー・マネージャーのログ・ディレクトリーのバックアップを新しい RDQM
キュー・マネージャーの空のログ・ディレクトリーにリストアし、ファイルの所有権と許可が保持さ
れるようにします。 ステップ 1f のサンプル tar コマンドを使用してバックアップを作成した場合
は、root ユーザーが以下のコマンドを使用してバックアップをリストアできます。
tar -xvzpf qm-log.tar.gz -C queue_manager_log_dir

h)一次 RDQMノードで、リストアされたキュー・マネージャー構成ファイル qm.iniを、新しい RDQM
キュー・マネージャーのデータ・ディレクトリーに編集します。 Log スタンザ内の LogPath キーの
値を更新して、ステップ 2d で判別した新しい RDQM キュー・マネージャーのログ・ディレクトリー
を指定します。 構成ファイルに定義されている他のファイル・パスを確認し、必要に応じて更新し
ます。 例えば、以下のパスを更新しなければならない可能性があります。
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• 診断メッセージ・サービスによって生成されるエラー・ログ・ファイルのパス。
• キュー・マネージャーで必要な出口のパス。
• キュー・マネージャーが XA トランザクション・コーディネーターである場合のスイッチ・ロー
ド・ファイルのパス。

i) dspmq コマンドによってキュー・マネージャーが表示され、その状況が endedとして報告されてい
ることを確認します。 以下の例は、RDQM DR キュー・マネージャーの出力例を示しています。
$ dspmq -o status -o dr
QMNAME(QM1) STATUS(Ended normally) DR(Primary)

j) rdqmstatus コマンドを使用してキュー・マネージャーの状況を表示することにより、リストアさ
れたキュー・マネージャー・データが 2 次 RDQM ノードに複製されたことを確認します。 DR 状況
は、各ノードで Normal として報告される必要があります。 以下の例は、1 次ノード上の RDQM DR
キュー・マネージャーの出力例を示しています。
$ rdqmstatus -m QM1
Queue manager status:                   Running
CPU:                                    0.00
Memory:                                 123MB
Queue manager file system:              51MB used, 1.0GB allocated [5%]
DR role:                                Primary
DR status:                              Normal
DR type:                                Synchronous
DR port:                                3000
DR local IP address:                    192.168.20.1
DR remote IP address:                   192.168.20.2

以下の例は、リカバリー・ノード上の RDQM DR キュー・マネージャーの出力例を示しています。
Queue manager status:                   Ended immediately
DR role:                                Secondary
DR status:                              Normal
DR port:                                3000
DR local IP address:                    192.168.20.2
DR remote IP address:                   192.168.20.1

k) 1 次 RDQM ノードでキュー・マネージャーを開始します。
l)キュー・マネージャーのリカバリー・ノードへの切り替えを実行して、必要な構成が正常に確立され
たことを確認します。637 ページの『リカバリー・ノードへの切り替え』を参照してください。

アプリケーションの持続状況の保管
アプリケーションに関連する持続状況情報を、他のキュー・マネージャー・データと一緒に保管できます。
各 IBM MQ キュー・マネージャーには、その永続的な状態の専用ファイル・システムがあります (キュー・
データとリカバリー・ログの両方を含む)。 RDQM 構成では、ファイル・システムは Linux システム (ノー
ド) 間で複製される論理ボリュームを基盤としています。 ファイル・システムには、アプリケーションの永
続状況情報を保管するために使用できる userdataディレクトリーが含まれています。 したがって、複製
データ・キュー・マネージャーが、RDQM 構成内の別のノードで実行するよう移動されると、キュー・マ
ネージャー・コンテキストだけでなく、アプリケーション・コンテキストも使用できます。 Unix および
Linux システムでのディレクトリーの内容を参照してください。
アプリケーション状態を userdataディレクトリーに保管することを選択した場合は、このロケーション
に書き込まれるデータが、キュー・マネージャーに割り振られた使用可能なディスク・スペースを消費す
る可能性があることを認識しておく必要があります。 キュー・マネージャーがキュー・データ、ログ、お
よびその他の永続的な状態の情報を書き込むために使用できるだけの十分なディスク・スペースが残って
いることを確認する必要があります。
userdataディレクトリーにはmqmユーザーおよびグループの所有権があり、ユーザーは IBM MQ管理
者グループ(つまりmqm)でなくても、ユーザーがアクセスできるようになっています。 userdataディレ
クトリーの許可を変更することはできませんが、必要な所有権および許可を使用して、ディレクトリーに
コンテンツを作成することができます。
RDQM キュー・マネージャーのフェイルオーバー中に、キュー・マネージャーが終了し、そのファイル・
システムが現行 RDQM ノード上でアンマウントされます。 その後、ファイル・システムがマウントされ、

630  IBM MQ の構成



RDQM 構成内の別のノードでキュー・マネージャーが再始動されます。 プロセスがそのファイルの 1 つに
対してオープン・ハンドルを持っている場合は、ファイル・システムをアンマウントできません。 キュー・
マネージャーのフェイルオーバーを確実に完了できるようにするため、キュー・マネージャーのファイル・
システムをアンマウントできない場合、オープン・ファイル・ハンドルを持つプロセスには SIGTERM シグ
ナルが送信され、その後、オープン・ハンドルが解放されない場合は SIGKILL が続きます。 アプリケーシ
ョンは、SIGTERM に正しく応答するように設計されている必要があります。 アプリケーションまたはプロ
セスがキュー・マネージャー・サービスとして構成されている場合は、管理フェイルオーバー時に、ファ
イル・システムがアンマウントされる前に、キュー・マネージャーのシャットダウン中に終了できます。
アプリケーションまたはプロセスがキュー・マネージャー・サービスとして構成されていない場合、また
は非管理フェイルオーバーが発生した場合 (クォーラムの喪失など)、シグナルがファイル・システムを解
放するために送信される可能性があります。

DR RDQM の 1 次特性と 2 次特性の管理
2 次災害復旧複製データ・キュー・マネージャー (DR RDQM) を 1 次 DR RDQM に変更できます。 1 次イン
スタンスを 2 次インスタンスに変更することもできます。

このタスクについて
rdqmdr コマンドを使用して、RDQM の 2 次インスタンスを 1 次インスタンスに変更できます。 何かの理
由で 1 次インスタンスが失われた時に、このアクションを実行しなければならない場合があります。 その
後、キュー・マネージャーを開始し、リカバリー・ノードで実行できます。
rdqmdr コマンドを使用して、RDQM の 1 次インスタンスを 2 次インスタンスに変更することもできます。
システムを再構成する時などに、このアクションを実行しなければならない場合があります。
1 次キュー・マネージャーで rdqmdr を使用して、リカバリー・ノードでそのキュー・マネージャーの 2 次
インスタンスを作成するのに必要な正確なコマンドを取得することもできます。
mqm グループのユーザーが sudo を使用できるのであれば、そのユーザーとして rdqmdr コマンドを使用で
きます。 そうでなければ、root としてログインする必要があります。

手順
• DR RDQM の 2 次インスタンスを 1 次インスタンスに変更するには、以下のコマンドを入力します。

rdqmdr -m QMname -p

キュー・マネージャーの 1 次インスタンスが実行を続けていて、DR 複製リンクがまだ機能している場
合、このコマンドは失敗します。

• キュー・マネージャーの 1 次インスタンスを 2 次インスタンスに変更するには、以下のコマンドを入力
します。
rdqmdr -m QMname -s

• キュー・マネージャーの 2 次インスタンスを構成するのに必要な crtmqm コマンドを表示するには、1
次ノードで以下のコマンドを入力します。
rdqmdr -d -m QMname

返された crtmqm コマンドを 2 次ノードで入力すれば、RD RDQM の 2 次インスタンスを作成できます。
DR RDQM の開始、停止、および状態の表示

IBM MQ の標準的な制御コマンドのバリアントを使用して、災害復旧複製データ・キュー・マネージャー
(DR RDQM) を開始/停止したり、現在の状態を表示したりできます。

このタスクについて
複製データ・キュー・マネージャー (RDQM) を開始/停止したり、現在の状態を表示したりするコマンドは、
mqm グループに属するユーザーとして実行する必要があります。
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そのキュー・マネージャー (つまり、キュー・マネージャーが現在実行されているノード) の 1 次ノードで
キュー・マネージャーを開始および停止するには、コマンドを実行する必要があります。

手順
• DR RDQM を開始するには、RDQM の 1 次ノードで以下のコマンドを入力します。

strmqm qmname

ここで、qmname は、開始する RDQM の名前です。
• RDQM を停止するには、RDQM の 1 次ノードで以下のコマンドを入力します。

endmqm qmname

ここで、qmname は、停止する RDQM の名前です。
• RDQM の状態を表示するには、以下のコマンドを入力します。

dspmq -m QMname

出力される状態情報は、コマンドを RDQM の 1 次ノードまたは 2 次ノードのいずれで実行するかによっ
て異なります。 1 次ノードで実行する場合は、dspmq によって返された正常状況メッセージの 1 つが表
示されます。 このコマンドを 2 次ノードで実行すると、状況 Ended immediately が表示されます。
例えば、dspmq がノード RDQM7 で実行されている場合、以下の情報が返されることがあります。
QMNAME(DRQM8)                         STATUS(Ended immediately)
QMNAME(DRQM7)                         STATUS(Running)

dspmq の引数を使用して、RDQM が災害復旧用として構成されているかどうか、現時点で 1 次インスタ
ンスになっているか 2 次インスタンスになっているかを確認できます。
dspmq -m QMname -o (dr | DR)

以下のいずれかの応答が表示されます。
DRROLE()
キュー・マネージャーが災害復旧用に構成されていないことを示しています。

DRROLE(Primary)
キュー・マネージャーが DR 1 次として構成されていることを示しています。

DRROLE(Secondary)
キュー・マネージャーが DR 2 次として構成されていることを示しています。

関連資料
dspmq
endmqm
strmqm

DR RDQM 状況の表示
1 つのノードにあるすべての災害復旧複製データ・キュー・マネージャー (DR RDQM) の状況や、指定した
DR RDQM の詳細情報を表示できます。

このタスクについて
rdqmstatus コマンドで、すべての DR RDQM の状況や個々の RDQM の状況を表示できます。
ノードの要約状況には、RDQM が依存している DRBD カーネル・モジュールに関する情報も表示されます。
RDQM をアップグレードする場合は、システム上で実行されている RHEL カーネルのバージョン用に正し
いバージョンの DRBD カーネル・モジュールがインストールされていることを確認することが重要です。
この状況には、OS カーネルのバージョン、DRBD モジュールが作成されたカーネル・バージョン、DRBD
バージョン、および DRBD カーネル・モジュールのロード状況が表示されます。
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rdqmstatus コマンドを実行するには、mqm グループのユーザーである必要があります。 このコマンド
は、DR RDQM ペアのどちらのノードでも実行できます。

手順
• 1 つのノードにあるすべての DR RDQM の要約状況を表示するには、そのノードで以下のコマンドを実
行します。
rdqmstatus

そのノードにある DR RDQM の状況が表示されます。以下に例を示します。
Node:                                   mqhavm07.exampleco.com
OS kernel version:                      5.14.0-362.18.1
DRBD OS kernel version:                 5.14.0-362.18.1
DRBD version:                           9.2.7
DRBD kernel module status:              Loaded

Queue manager name:                     DRQM8
Queue manager status:                   Ended immediately
DR role:                                Secondary

Queue manager name:                     DRQM7
Queue manager status:                   Running
DR role:                                Primary

DRBD カーネル・モジュール状況は、以下のいずれかの値です。
ロード済み (Loaded)

DRBD モジュールがロードされたことを示します。
一部ロード (Partially loaded)

DRBD モジュールがロードされたが、不一致が原因で正しく機能しない場合に発生する可能性があ
ります。

ロードされていません (Not loaded)

DRBD モジュールはロードされていません。 これは、RDQM キュー・マネージャーがまだ作成され
ていない場合に、新規にインストールされた構成で表示される可能性があります。

インストールされていません
DRBD モジュールがインストールされていないか、 IBM MQ が DRBD モジュールの OS カーネル・
バージョンを判別できなかったことを示します。

以前にインストールされたバージョンがまだロードされています (Previously installed version still
loaded)
この状況は、既存の DRBD モジュールの実行中 (つまり、RDQM キュー・マネージャーの実行中) に
新規 DRBD モジュールがインストールされた場合に発生する可能性があります。 新規にインスト
ールされたモジュールが状況で報告されますが、これは実際に実行されているモジュールではあり
ません。

• 1 つの RDQM の状況を表示するには、以下のコマンドを入力します。
rdqmstatus -m  qmname

以下の表に、返される情報の要約を示します。
表 35. Status attributes

状況属性 可能な値 表示される時期
キュー・マネージャー状況 状態 (dspmq で表示される値) 常に表示されます。
CPU n.nn% 現行ノードの RDQM に 1 次の役

割がある場合に限り表示されま
す
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表 35. Status attributes (続き)

状況属性 可能な値 表示される時期
メモリー nnnMB 現行ノードの RDQM に 1 次の役

割がある場合に限り表示されま
す

キュー・マネージャー・ファイ
ル・システム

nnnMB used,n.nGB allocated
[n%]

現行ノードの RDQM に 1 次の役
割がある場合に限り表示されま
す

DR 役割 1 次
2 次
不明

常に表示されます。

DR 状況 通常 通常の操作
同期が進行中 同期が進行中です
パーティション DR 複製ネットワークが使用不可

の状態になっている時に、両方の
ノードでキュー・マネージャーが
開始されました。

リモート・システムが使用不可 もう一方のノードへの接続が失
われました

不整合 同期が進行中でしたが、中断され
ました

スナップショットへの復帰 キュー・マネージャーが不整合状
態になった時に取られたスナッ
プショットに復帰することをユ
ーザーが選択しました。

リモート・システムが未構成 RDQM の 1 次インスタンスは構
成されていますが、2 次インスタ
ンスが構成されていません

ネゴシエーションの失敗 一方のノードで同期複製が設定
され、もう一方のノードで非同期
複製が設定されています

DR タイプ 同期または非同期 常に表示されます。
DR ポート port_number (このキュー・マネ

ージャーのデータを複製するた
めの TCP/IP ポート)

常に表示されます。

DR ローカル IP アドレス このキュー・マネージャーが DR
の複製を実行している複製元の
ローカル IP アドレス

常に表示されます。

DR リモート IP アドレス このキュー・マネージャーが DR
の複製を実行している複製先の
リモート IP アドレス

常に表示されます。

DR 非同期データ nKB リモート・ノードが使用できない
か、または不整合である場合に表
示されます。

DR 同期の進行状況 n% 同期の進行中に表示されます
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表 35. Status attributes (続き)

状況属性 可能な値 表示される時期
DR 完了までの推定時間 YYYY-MM-DD HH:MM:SS 同期の進行中に表示されます
スナップショットへの復帰の進
行中

n% DR 状況が Reverting to
snapshotの場合に表示されま
す。 状況がカウントダウンで表
示されるので、0% になったら完
了です。

最後の DR 同期日時 YYYY-MM-DD HH:MM:SS DR データが同期していない状況
(初期同期の後) で表示されま
す。 データが最後に同期したと
きの日時を指定します。

例
1 次ノードの正常状況の例:

Queue manager status:                   Running
CPU:                                    0.00
Memory:                                 123MB
Queue manager file system:              51MB used, 1.0GB allocated [5%]
DR role:                                Primary
DR status:                              Normal
DR type:                                Synchronous
DR port:                                3000
DR local IP address:                    192.168.20.1
DR remote IP address:                   192.168.20.2

2 次ノードの正常状況の例:

Queue manager status:                   Ended immediately
DR role:                                Secondary
DR status:                              Normal
DR port:                                3000
DR local IP address:                    192.168.20.2
DR remote IP address:                   192.168.20.1

同期化が進行中の場合の 1 次ノードの状況の例:

Queue manager status:                   Running
CPU:                                    0.53
Memory:                                 124MB
Queue manager file system:              51MB used, 1.0GB allocated [5%]
DR role:                                Primary
DR status:                              Synchronization in progress
DR type:                                Synchronous
DR port:                                3000
DR local IP address:                    192.168.20.1
DR remote IP address:                   192.168.20.2
DR synchronization progress:            11.0%
DR estimated time to completion:        2017-09-06 14:55:05

1 次ノードがパーティション化されていることを示す例:

Queue manager status:                   Running
CPU:                                    0.02
Memory:                                 124MB
Queue manager file system:              51MB used, 1.0GB allocated [5%]
DR role:                                Primary
DR status:                              Partitioned
DR type:                                Synchronous
DR port:                                3000
DR local IP address:                    192.168.20.1
DR remote IP address:                   192.168.20.2

1 次ノードが 2 次ノードと同期していないことを示す例:
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Queue manager status:                   Running
CPU:                                    0.00
Memory:                                 123MB
Queue manager file system:              51MB used, 1.0GB allocated [5%]
DR role:                                Primary
DR status:                              Remote unavailable
DR type:                                Asynchronous
DR port:                                3000
DR local IP address:                    192.168.20.1
DR remote IP address:                   192.168.20.2
DR out of sync data:                    15932KB
DR last in sync:                        2020-07-27 16:01:47

OS カーネル・バージョン (RHEL 9.3) と DRBD カーネル・モジュール (RHEL 9.2をターゲットとする) の間
の不一致を示す要約状況の例。 DRBD カーネル・モジュールがロードされ、必要なキュー・マネージャー
が実行されていることが状況に報告される場合でも、この状況で実行されている OS カーネルをターゲット
とするバージョンで DRBD カーネル・モジュールを更新する必要があります。
Node:                                   mqhavm07.exampleco.com
OS kernel version:                      5.14.0-362.18.1
DRBD OS kernel version:                 5.14.0-284.11.1
DRBD version:                           9.2.7+ptf.14
DRBD kernel module status:              Loaded
 
Queue manager name:                     DRQM8
Queue manager status:                   Ended immediately
DR role:                                Secondary

Queue manager name:                     DRQM7
Queue manager status:                   Running
DR role:                                Primary

OS カーネル・バージョン (RHEL 8.10) と DRBD カーネル・モジュール (RHEL 8.8をターゲットとする) の
間の不一致を示す要約状況の例。 この例では、バージョンの違いがさらに大きいため、DRBD カーネル・
モジュールを正常にロードできません。 QM3 は DR キュー・マネージャーであり、1 次インスタンスとな
るものですが、DRBD カーネル・モジュールが完全にロードされなかったため、Unknown の DR 状況で 2
次インスタンスとして報告されます。 この障害を解決するには、稼働中の OS カーネルをターゲットとす
るバージョンで DRBD カーネル・モジュールを更新する必要があります。
Node:                                   mqhavm57.exampleco.com
OS kernel version:                      4.18.0-553
DRBD OS kernel version:                 4.18.0-477
DRBD version:                           9.2.7+ptf.14
DRBD kernel module status:              Partially loaded

Queue manager name:                     QM3
Queue manager status:                   Status not available
DR role:                                Secondary
DR status:                              Unknown

関連資料
rdqmstatus

災害復旧環境での操作
災害復旧構成の 2 次キュー・マネージャーに切り替えたい状況がいくつかあります。
災害時リカバリー
メイン・サイトで 1 次キュー・マネージャーが完全に失われた場合は、リカバリー・サイトで 2 次キュ
ー・マネージャーを開始します。 アプリケーションは、リカバリー・サイトのキュー・マネージャー
に再接続し、その 2 次キュー・マネージャーがアプリケーション・メッセージを処理します。 以前の
構成に戻すための手順は、失敗の原因によって異なります。 例えば、メイン・ノードが完全に失われ
た場合と一時的に失われた場合とでは、手順が異なります。
メイン・サイトが一時的に失われた後に実行する手順については、637 ページの『リカバリー・ノー
ドへの切り替え』を参照してください。 永久的な障害が発生した場合に実行する手順については、638
ページの『災害復旧構成の障害ノードの交換』を参照してください。
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災害復旧テストのサポート
災害復旧構成をテストするには、一時的に 2 次インスタンスに切り替えて、アプリケーションが正常に
接続できるかどうかを確認します。 1 次ノードで一時的な障害が発生した場合の切り替えと同じ手順
を実行します。637 ページの『リカバリー・ノードへの切り替え』を参照してください。

スナップショットへの復帰
同期の進行中に 1 次ノードで障害が発生した場合は、同期の開始直前の 2 次キュー・マネージャー・デ
ータのスナップショットに復帰できます。 2 次サーバーを整合状態に復元できたら、1 次として実行し
ます。 637 ページの『リカバリー・ノードへの切り替え』の説明に沿って 2 次を 1 次にすれば、スナ
ップショットに戻ります。 キュー・マネージャーを開始する前に、スナップショットへの復帰が完了
したことを (rdqmstatus コマンドを使用して) 確認する必要があります。

リカバリー・ノードへの切り替え
メイン・サイトで災害が発生した場合、リカバリー・サイトへの切り替え手順を実行します。

このタスクについて
メイン・サイトで 1 次キュー・マネージャーが失われた場合は、リカバリー・サイトの 2 次キュー・マネ
ージャーを 1 次にして開始します。 アプリケーションは、リカバリー・サイトのキュー・マネージャーに
再接続し、そのキュー・マネージャーがアプリケーション・メッセージを処理します。 この手順を使用し
て、リカバリー・ノードをテストすることもできます。
重要 : 元のセカンダリ・インスタンスをプロモートする前に、キュー・マネージャーのプライマリ・インス
タンスが実行できないか、または停止して、セカンダリ・インスタンスに作成されていることを確認する
必要があります。 そうしないと、区分データが発生する可能性があります。
ルートとしてログインするか、mqm グループに属し、必要な sudo 構成を持つユーザーとしてログインする
必要があります。

手順
1.この手順を使用して 2 次キュー・マネージャーをテストする場合 (つまり、1 次インスタンスがまだ実行
中の場合) は、1 次インスタンスを停止して 2 次インスタンスとして再指定する必要があります。
endmqm qmname
rdqmdr -m qmname -s

2.リカバリー・ノードで以下のコマンドを入力して、2 次キュー・マネージャーを 1 次にします。
rdqmdr -m qmname -p

3.次のコマンドを入力して、キュー・マネージャーを開始します。
strmqm qmname

4.アプリケーションがリカバリー・キュー・マネージャー上のキュー・マネージャーに再接続しているこ
とを確認します。 代替接続名のリストに 1 次と 2 次のキュー・マネージャーを指定してチャネルを定義
しておくと、アプリケーションは自動的に新しい 1 次キュー・マネージャーに接続します。

次のタスク
障害が発生したノードがリストアされると、2つのノードの間のリンクが機能している場合、キュー・マネ
ージャーは、セカンダリ・キュー・マネージャー・インスタンスをプロモートしたリカバリー・ノード上
で実行されているため、このノード上で開始できません。 通常の操作に戻るには、リカバリー・ノード上
のキュー・マネージャーを停止してから、元のノード上のキュー・マネージャーをプライマリ・ロールに
昇格させる必要があります。
関連資料
strmqm
rdqmdr

IBM MQの構成  637



リカバリー RDQM キュー・マネージャーのテスト
メイン・サイトを中断することなく、RDQM 災害復旧構成内のキュー・マネージャーのリカバリー・イン
スタンスが正しく動作していることをテストできます。

このタスクについて
リカバリー・キュー・マネージャーをテストするには、メイン・ノードとリカバリー・ノードの間のイン
ターフェースを無効にします。 2 次キュー・マネージャーを 1 次キュー・マネージャーにした後、スタン
ドアロン・キュー・マネージャーをテストできます。 テストが完了したら、インターフェースを復元し、
テスト・キュー・マネージャーを削除します。 そして、キュー・マネージャーを、災害復旧構成の 2 次キ
ュー・マネージャーとして再作成します。

手順
1.メイン・ノードとリカバリー・ノードの間のネットワーク接続を無効にします。
2.リカバリー・ノードで、キュー・マネージャーを 1 次キュー・マネージャーにします。

rdqmdr -m QMname -p

QMname は、キュー・マネージャーの名前です。
3.キュー・マネージャーを始動します。

strmqm QMname

4.アプリケーションをキュー・マネージャーに接続し、予期されたとおりに動作するかテストします。
5.以下の手順を実行して、キュー・マネージャーを終了します。

endmqm QMname

6.以下の手順を実行して、キュー・マネージャーを削除します。
dltmqm QMname

7.メイン・アプライアンスとリカバリー・アプライアンスの間のネットワーク接続を復元します。
8.メイン・ノードで、以下のコマンドを実行して、災害復旧を最初に構成したときに使用した crtmqm コ
マンドを取得します。
rdqmdr -d -m QMname

9.リカバリー・ノードで取得した crtmqm コマンドを実行して、2 次キュー・マネージャーを再作成しま
す。 メイン・ノード上の 1 次キュー・マネージャーは、そのデータを 2 次キュー・マネージャーと同期
して最新の状態にします。

災害復旧構成の障害ノードの交換
災害復旧構成のいずれかのノードを失った場合は、以下の手順を実行し、ノードを置き換えて災害復旧構
成を復元できます。

このタスクについて
メインサイトのノードの修復が不可能になるような災害が発生した場合は、キュー・マネージャーがリカ
バリー・ノードで実行されている間に、障害が発生したノードを置き換えて、元の災害復旧構成を復元し
ます。 置換後のノードでは、障害が発生したノードの ID を使用する必要があります。同じ名前と同じ IP
アドレスを使用しなければなりません。
ルートとしてログインするか、mqm グループに属し、必要な sudo 構成を持つユーザーとしてログインする
必要があります。
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手順
メイン・サイトのキュー・マネージャーが失われた場合は、以下の手順を実行します。
1.リカバリー・ノードで以下のコマンドを実行して、2 次キュー・マネージャーに 1 次の役割を与えます。

rdqmdr -m QMname -p

QMname は、キュー・マネージャーの名前です。
2.災害復旧を再構成するために置換後の 1 次ノードで実行する必要があるコマンドを取得します。

rdqmdr -m QMname -d

このコマンドの出力をコピーします。
3.以下のコマンドを実行して、キュー・マネージャーを開始します。

strmqm QMname

4.アプリケーションがリカバリー・ノード上のキュー・マネージャーに再接続したことを確認します。 代
替接続名のリストに 1 次と 2 次のキュー・マネージャーを指定してチャネルを定義しておくと、アプリ
ケーションは自動的に新しい 1 次キュー・マネージャーに接続します。

5.メイン・サイトで障害が発生したノードを置き換え、元のノードの災害復旧構成で使用していた同じ名
前と同じ IP アドレスを構成します。 次に、ステップ 2でコピーした crtmqmコマンドを実行して、災
害復旧を構成します。 これで、キュー・マネージャーの二次インスタンスが作成され、プライマリーイ
ンスタンスはデータを二次インスタンスと同期化します。

6.現在の 1 次インスタンスを終了します。
7.同期が完了したら、リカバリー・ノードで実行している 1 次インスタンスをもう一度 2 次インスタンス
に戻します。
rdqmdr -m QMname -s

8.置換後の 1 次ノードで、キュー・マネージャーの 2 次インスタンスを 1 次インスタンスにします。
rdqmdr -m QMname -p

9.置換後の 1 次ノードで、キュー・マネージャーを開始します。
strmqm QMname

これで、メイン・サイトで障害が発生する前の構成を復元できました。
関連資料
strmqm
rdqmdr
endmqm

DR RDQM での不整合の問題の解決
キュー・マネージャーの 1 次インスタンスと 2 次インスタンスの間で同期が失敗すると、DR 状況
inconsistent (不整合) が報告されることがあります。

このタスクについて
同期操作中に 1 次インスタンスへの複製接続が失われるため、キュー・マネージャーの 2 次インスタンス
で不整合状態が報告されます。 この状態を解決するためのアクションをとることが必要な場合がありま
す。 以下のイベント・シーケンスを考えてみましょう。
1. DR 1 次キュー・マネージャーが DR 2 次キュー・マネージャーと同期する
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2. 1 次および 2 次の間で複製リンクが失われる
3. 1 次および 2 次の間で複製リンクがリストアされる
4. DR 2 次キュー・マネージャーが DR 1 次キュー・マネージャーに追いつくと、再同期が発生します。 こ
の間、synchronization in progress (同期が進行中) の DR 状況が両方のキュー・マネージャーに
ついて報告されます。

5.再同期中に複製が再び失われた場合、DR 2 次側の状況は Inconsistent (不整合) と報告されます。
1 次キュー・マネージャーをホストするノードがまだ作動可能であり、複製リンクを復元できる場合、再同
期は自動的に行われます。 不整合状態は、何もアクションを実行せずに解決されます。
1 次キュー・マネージャーをホストするノードが作動可能でなくなった場合、2 次キュー・マネージャーで
のスナップショットへの復帰を実装することにより、不整合状態を解決できます。 この操作は、データを
最後に認識された良好な状態に戻します。

手順
不整合状態を解決するには、以下のようにします。
1.リカバリー・ノードで、2 次インスタンスを 1 次インスタンスにします。

rdqmdr -m qmname -p

スナップショットへの復帰操作が開始されます。
2.リカバリー・ノードで、キュー・マネージャーの状況を調べて、スナップショットへの復帰操作が完了
したことを確認します。
rdqmstatus -m qmname

3.キュー・マネージャーの状況が Normal (正常) の場合は、キュー・マネージャーを開始します。
strmqm qmname

DR RDQM でのパーティション (スプリット・ブレーン) 問題の解決
災害時リカバリー・ペアの両方のキュー・マネージャーが同時に 1 次ロールで実行されると、パーティシ
ョン化問題が発生する可能性があります。

このタスクについて
元の 1 次インスタンスがメイン・ノードで実行を継続している間に、リカバリー・ノードでキュー・マネ
ージャーの 2 次インスタンスをプロモートした場合、実質的に同じキュー・マネージャーの 2 つのバージ
ョンが実行され、それぞれにキュー・マネージャー・データの独自のビューを持ちます。 各ノード上のキ
ュー・マネージャーの DR 状況は、Partitioned と報告されます。
2 つのキュー・マネージャーのどちらがデータを最も正確に表示しているかを判断し、そのセットを保持し
て、他方を破棄する必要があります。 この操作を実行するには、rdqmdr コマンドを使用します。
2 つの手順があります。 最初の説明はメイン・ノードからのデータの保持、2 番目の説明はリカバリー・
ノードからのデータの保持です。

手順
• メイン・ノード上のキュー・マネージャーのデータを維持するには、次のようにします。

a)両方のキュー・マネージャー・インスタンスが停止していることを確認します。
b)リカバリー・ノード上のキュー・マネージャーが 2 次であることを指定します。

rdqmdr -m qmname -s

c)メイン・ノード上のキュー・マネージャーが 1 次であることを指定します。
rdqmdr -m qmname -p
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同期が開始され、メイン・ノード上のキュー・マネージャーからのデータがリカバリー・ノードにコ
ピーされます。

d)同期の状況を確認します:

rdqmstatus -m qmname

e)同期が完了したら、メイン・ノードでキュー・マネージャーを開始します。
strmqm qmname

• リカバリー・ノード上のキュー・マネージャーのデータを維持するには、次のようにします。
a)両方のキュー・マネージャー・インスタンスが停止していることを確認します。
b)メイン・ノード上のキュー・マネージャーが 2 次であることを指定します。

rdqmdr -m qmname -s

c)リカバリー・ノード上のキュー・マネージャーが 1 次であることを指定します。
rdqmdr -m qmname -p

同期が開始され、リカバリー・ノード上のキュー・マネージャーからのデータがメイン・ノードにコ
ピーされます。

d)同期の状況を確認します:

rdqmstatus -m qmname

e)同期が完了したら、リカバリー・ノード上のキュー・マネージャーをデモートします。
rdqmdr -m qmname -s

f)メイン・ノード上のキュー・マネージャーをプロモートし、開始します。
rdqmdr -m qmname -p
strmqm qmname

災害復旧構成での IP アドレスの変更
災害復旧構成におけるインターフェースのいずれかの IP アドレスを変更すると、2 つのノード間の複製が
できなくなります。
ご使用の DR ノードのいずれかの複製インターフェースについて、IP アドレスを変更する必要がある場合
は、以下の手順を使用する必要があります。
1. 1 次ノードで、DR キュー・マネージャーをバックアップしてから削除します。 リカバリー・ノードで、
キュー・マネージャーを削除します。 695 ページの『IBM MQ キュー・マネージャー・データのバッ
クアップと復元』 および 624 ページの『DR RDQM の削除』 を参照してください。

2. DR キュー・マネージャーを再作成し、新しい IP アドレスを指定して、バックアップをリストアします
(621 ページの『災害復旧 RDQM の作成』および 695 ページの『IBM MQ キュー・マネージャー・デー
タのバックアップと復元』を参照してください)。

RDQM 災害復旧および高可用性
1 つのサイトの高可用性グループで実行される複製データ・キュー・マネージャー (RDQM) を構成できます
が、最初のグループを使用不可にする災害が発生した場合は、別のサイトの別の高可用性グループにフェ
イルオーバーすることができます。 これを DR/HA RDQM と呼びます。
DR/HA RDQM は、高可用性 RDQM (588 ページの『RDQM 高可用性』を参照) と災害復旧 RDQM (617 ペー
ジの『RDQM 災害復旧』を参照) の機能を結合しています。
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以下の図は、DR/HA RDQMの例を示しています。

メイン・サイトと災害復旧サイトの DR/HA RDQM の複製は、常に非同期です。 非同期複製では、IBM MQ
の PUT や GET などの操作が完了してアプリケーションに戻ってから、そのイベントが 2 次キュー・マネー
ジャーに複製されます。
必要に応じて、メイン・サイトと復旧サイトではなく、2 つのアクティブ・サイトを持つことができます。
これにより、通常の操作中は、一部の DR/HA RDQM が 1 つのサイトで実行され、一部の DR/HA RDQM が
別のサイトで実行されます。 災害が発生して 1 つのサイトが使用不可になった場合は、すべての DR/HA
RDQM が同じサイトの同じ HA グループで実行されます。
各 HA グループは、通常の HA グループと同様に構成されます。 各 HA グループ内の DR/HA RDQM の浮動
IP アドレスを定義できます。 浮動 IP アドレスは、HA グループごとに同じものにしたり、別のものにした
りすることができます。
既存の RDQM を DR/HA RDQM にアップグレードすることはできないため、DR/HA RDQM を作成する必要
があります (必要な場合は、既存の RDQM のデータをバックアップしてから削除し、DR/HA RDQM として
再作成してからデータを復元できます。695 ページの『IBM MQ キュー・マネージャー・データのバック
アップと復元』を参照してください)。
DR/HA RDQM を構成するには、以下のステップを実行する必要があります。
1.「メイン」サイトで HA グループを構成します。
2.「復旧」サイトで HA グループを構成します。
3.「メイン」サイトにある HA グループの 1 つのノード上に 1 次/1 次 DR/HA RDQM を作成します。
4.「メイン」サイトの他の 2 つのノード上に、1 次/2 次 DR/HA RDQM を作成します。
5. DR/HA RDQM が「メイン」サイト上の HA グループのいずれかのノードで実行されている場合に、

DR/HA RDQM にアクセスするアプリケーションの浮動 IP アドレスを定義します。
6.「復旧」サイトにある HA グループの 1 つのノード上に 2 次/1 次 DR/HA RDQM を作成します。
7.「復旧」サイトの他の 2 つのノード上に、2 次/2 次 DR/HA RDQM を作成します。
8. DR/HA RDQM が「復旧」サイト上の HA グループのいずれかのノードで実行されている場合に、DR/HA

RDQM にアクセスするアプリケーションの浮動 IP アドレスを定義します。
上記の各ステップについて詳しくは、以下の各トピックで説明します。

DR/HA RDQM ソリューションの要件
DR/HA RDQM ソリューションの要件は、HA RDQM ソリューションおよび DR RDQM ソリューションの要件
と同じです。
構成の HA 部分の要件について詳しくは、590 ページの『RDQM HA ソリューションの要件』を参照してく
ださい。
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構成の DR 部分について詳しくは、620 ページの『RDQM DR ソリューションの要件』を参照してくださ
い。

DR/HA RDQM 用の HA グループの構成
メイン・サイトと復旧サイトの両方で HA グループを作成する必要があります。 いずれかのサイトに既存
の HA グループがある場合は、その HA グループ内に DR/HA RDQM を作成できます (既存の RDQM は以前
と同様に動作し続けます)。
この手順は RDQM 高可用性についての説明にあるものと同じです。594 ページの『Pacemaker クラスター
(HA グループ) の定義』を参照してください。
高可用性グループを定義する場合は、rdqm.iniファイル内の各ノードによるモニターおよび複製に使用
する IPアドレスを指定します。 DR/HA RDQM をサポートする HA グループを作成する場合は、定義する
HA グループによって DR 複製に使用される IP アドレス、および DR ペアの他方の HA グループ内のノード
によって DR 複製に使用される IP アドレスを指定することもできます (DR複製 IPアドレスを rdqm.ini
ファイルに指定しない場合は、DR/HARDQMを作成するときに、コマンド行で IPアドレスを指定すること
ができます。)
既存の HAグループを構成している場合は、DR複製 IPアドレスを既存の rdqm.iniファイルに追加でき
ます。 rdqm.ini の更新後に rdqmadm を再度実行する必要はありませんが、rdqm.ini を更新してから
DR/HA RDQM を作成する必要があります。
Node スタンザの DR_Replication 属性を使用して、定義する HA グループ上の DR 複製インターフェー
スを指定します。以下に例を示します。
Node:
  Name=Node1
  HA_Replication=192.168.0.1
  DR_Replication=192.168.1.1
Node:
  Name=Node2
  HA_Replication=192.168.0.2
  DR_Replication=192.168.1.2
Node:
  Name=Node3
  HA_Replication=192.168.0.3
  DR_Replication=192.168.1.3

DRGroup スタンザを使用して、リモート HA グループの DR 複製アドレスを指定します。以下に例を示し
ます。
DRGroup:
  Name=DR1
  DR_Replication=192.168.2.1
  DR_Replication=192.168.2.2
  DR_Replication=192.168.2.3

次の図は、この構成を示しています:

rdqm.ini ファイルまたはコマンド・ラインのいずれかでローカル HA グループ内のノードに DR 複製の IP
アドレスを指定しなかった場合、DR/HA RDQM を作成すると、各ノードに定義された HA_Replication
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インターフェースが DR 複製に使用されます。 リモート HA グループの DR 複製アドレスは、rdqm.ini フ
ァイルまたは crtmqm コマンド・ラインのいずれかで指定する必要があります。

DR/HA RDQM の作成
crtmqm コマンドを使用して、DR/HA 構成内に複製データ・キュー・マネージャー (RDQM) を作成します。

このタスクについて
ユーザーが sudo を使用できる場合は、mqm グループのユーザーとして DR/HA RDQM を作成できます。 そ
うでない場合は、RDQMを root として作成する必要があります。
複数の DR/HA RDQM を作成する必要があります。
•「メイン」サイトの HA グループで、以下を実行します。

– キュー・マネージャーを通常の条件下で実行するノードで、1 次/1 次 DR/HA RDQM を作成します。
– HA グループ内のその他の 2 つのノードのそれぞれで、1 次/2 次 DR/HA RDQM を作成します。

•「復旧」サイトの HA グループで、以下を実行します。
– キュー・マネージャーが復旧サイトにフェイルオーバーした場合に、キュー・マネージャーが実行さ
れるノードで 1 次/2 次 DR/HA RDQM を作成します。 「メイン」サイトで 1 次/1 次キュー・マネージ
ャーを作成したときのコマンド出力を使用できます。

– HA グループ内のその他の 2 つのノードのそれぞれで、2 次/2 次 DR/HA RDQM を作成します。
すべてのキュー・マネージャー・インスタンスの名前は同じにし、同じ量のストレージを割り振る必要が
あります。
以下に、キュー・マネージャーのファイル・システムのサイズ変更に関するガイダンスを示します。
1. RDQM キュー・マネージャーの作成時に、キュー・マネージャーのデータとログを保管するためにファ
イル・システムが割り振られます。 キュー・マネージャーが進行中のアクティビティーをログに記録
し、アプリケーション・メッセージをキューに保管できるように、このファイル・システムを適切にサ
イズ変更することが重要です。 ファイル・システムをサイジングする際には、ピーク時のメッセージン
グ要件、将来のワークロードの増加、およびメッセージがキューに蓄積される原因となる可能性のある
アプリケーション障害を考慮してください。 キュー・マネージャーの回復ログのサイズを計算するため
のガイダンスについては、 674 ページの『ログ・ファイル・システムの大きさの決定方法』を参照し
てください。 アプリケーション・メッセージのストレージ要件を計算する際には、メッセージのサイズ
と数に加えて、MQMD ヘッダーおよびメッセージ・プロパティーを考慮する必要があります。

2. RDQM キュー・マネージャーのファイル・システムを動的にサイズ変更することはできません。 これが
必要な場合は、より大きなファイル・システムを使用して RDQM キュー・マネージャーをバックアップ
してからリストアする必要があります。 603 ページの『HA RDQM キュー・マネージャーのファイル・
システムのサイズ変更』を参照してください。

3. MAXDEPTH や MAXFSIZE などのローカル・キュー属性を使用して、ディスク上の個々のキューのサイ
ズを制限することができます。 IBM MQ キュー・ファイルの変更を参照してください。

4.ファイル・システムの使用量が重要になる前に、進行中のディスク使用量をモニターし、ディスク使用
量が増加した場合は適切に対応する必要があります。 ファイル・システムの使用状況をモニターするに
は、プラットフォーム/オペレーティング・システムの機能を使用するか、 システム・トピックでパブ
リッシュされるメトリックで説明されている IBM MQ システム・トピックにパブリッシュされるメトリ
ックをサブスクライブします。

手順
• 1 次/1 次 DR/HA RDQM を作成するには、以下のようにします。

a)以下のコマンドを入力します。
crtmqm -sx -rr p
              [-rl DRLocalIP1,DRLocalIP2,DRLocalIP3]
              (-ri DRRemoteIP1,DRRemoteIP2,DRRemoteIP3 | -rn GroupName)
              -rp DRPort
              [-z] [-q] [-c Text] [-d DefXmitQ] [-h MaxHandles]
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              [-g ApplicationGroup] [-oa user|group]
              [-t TrigInt] [-u DeadQ] [-x MaxUMsgs]
              [-lp LogPri] [-ls LogSec]
              [-lc | -ll | -lla | -lln] [-lf LogFileSize]
              [-p Port] [-fs FilesystemSize] QMgrName

説明
-sx
初期 HA 役割が 1 次であることを示します。

-rr p
初期 DR 役割が 1 次であることを示します。

-rl DRLocalIP1, DRLocalIP2, DRLocalIP3
オプションで、ローカル・サイトの 3 つのノード上の DR インターフェースの IP アドレスを指定
します (「メイン」サイト)。 指定しない場合は、rdqm.iniファイルで指定された IPアドレスが
使用されます。

-ri DRRemoteIP1, DRRemoteIP2, DRRemoteIP3
リモート・サイトの 3 つのノード上の DR インターフェースの IP アドレスを指定します (「復旧」
サイト)。 このパラメーターまたは -rn パラメーターのいずれかを指定する必要があります。

-rn GroupName
rdqm.iniファイルに指定されているリモート HAグループ名を指定します。 -ri または -rn
のいずれかを指定する必要があります。

-rp Port
DR レプリケーションに使用するポートを指定します。

other_crtmqm_options
(オプション) 以下の一般的な crtmqm オプションを 1 つ以上指定することもできます。
– -z
– -q
– -c Text
– -d DefaultTransmissionQueue
– -h MaxHandles
– -g ApplicationGroup
– -oa user | group
– -t TrigInt
– -u DeadQ
– -x MaxUMsgs
– -lp LogPri
– -ls LogSec
– -lc | -l
– -lla | -lln
– -lf LogFileSize
– -p Port

-fs size
(オプション) キュー・マネージャー用に作成するファイル・システムのサイズ、つまり drbdpool
ボリューム・グループ内で作成する論理ボリュームのサイズを指定します。 スナップショットへ
の復帰操作をサポートするために、そのサイズの別の論理ボリュームも作成するので、DR RDQM
の合計ストレージは、ここで指定した値の 2 倍になります。
Size は、GB 単位で指定される数値です。 値を MB 単位で指定するには、値の後に文字 Mを入力
します。 例えば、3 GB のファイル・システム・サイズを指定するには、3 を入力します。 1024
MB のファイル・システム・サイズを指定するには、 1024Mと入力します。 (G 接尾部を明示的
に状態 GB に追加することもできます。)
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QMname
複製データ・キュー・マネージャーの名前を指定します。 この名前には大/小文字の区別があり
ます。

コマンドが完了すると、キュー・マネージャーの 2 次/1 次インスタンスを作成するために復旧サイ
トで入力できるコマンドが出力されます。

• HA グループのその他の 2 つのノードで 1 次/2 次 DR/HA RDQM を作成するには、以下のようにします。
a)各ノードで次のコマンドを入力します。

crtmqm -sxs -rr p
              [-rl DRLocalIP1,DRLocalIP2,DRLocalIP3]
              (-ri DRRemoteIP1,DRRemoteIP2,DRRemoteIP3 | -rn GroupName)
              -rp DRPort
              [-fs FilesystemSize] QMgrName

説明
-sxs
初期 HA 役割が 2 次であることを示します。

-rr p
初期 DR 役割が 1 次であることを示します。

-rl DRLocalIP1, DRLocalIP2, DRLocalIP3
オプションで、ローカル・サイトの 3 つのノード上の DR インターフェースの IP アドレスを指定
します (「メイン」サイト)。 指定しない場合は、rdqm.iniファイルで指定された IPアドレスが
使用されます。

-ri DRRemoteIP1, DRRemoteIP2, DRRemoteIP3
リモート・サイトの 3 つのノード上の DR インターフェースの IP アドレスを指定します (「復旧」
サイト)。 このパラメーターまたは -rn パラメーターのいずれかを指定する必要があります。

-rn GroupName
rdqm.iniファイルに指定されているリモート HAグループ名を指定します。 -ri または -rn
のいずれかを指定する必要があります。

-rp Port
DR レプリケーションに使用するポートを指定します。

-fs size
キュー・マネージャー用に作成するファイル・システムのサイズ、つまり drbdpool ボリューム・
グループ内で作成する論理ボリュームのサイズを指定します。 1 次/1 次 RDQM の作成時にデフ
ォルト以外のサイズを指定した場合は、ここで同じ値を指定する必要があります。
Size は、GB 単位で指定される数値です。 値を MB 単位で指定するには、値の後に文字 Mを入力
します。 例えば、3 GB のファイル・システム・サイズを指定するには、3 を入力します。 1024
MB のファイル・システム・サイズを指定するには、 1024Mと入力します。 (G 接尾部を明示的
に状態 GB に追加することもできます。)

QMname
1 次/2 次 RDQM の名前を指定します。 RDQM の 1 次/1 次インスタンスで指定した名前と同じ
である必要があります。 名前には大/小文字の区別があります。

• キュー・マネージャーが復旧サイトにフェイルオーバーした場合に、キュー・マネージャーが実行され
るノードで 2 次/1 次 DR/HA RDQM を作成するには、以下のようにします。
a)メイン・サイトで 1 次/1 次 DR/HA を作成したときのコマンド出力を使用するか、以下のコマンドを
入力します。
crtmqm -sx -rr s
              [-rl DRLocalIP1,DRLocalIP2,DRLocalIP3]
              (-ri DRRemoteIP1,DRRemoteIP2,DRRemoteIP3 | -rn GroupName)
              -rp DRPort
              [-fs FilesystemSize] QMgrName

-sx
初期 HA 役割が 1 次であることを示します。
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-rr s
初期 DR 役割が 2 次であることを示します。

-rl DRLocalIP1, DRLocalIP2, DRLocalIP3
オプションで、ローカル・サイトの 3 つのノード上の DR インターフェースの IP アドレスを指定
します (「復旧」サイト)。 指定しない場合は、rdqm.iniファイルで指定された IPアドレスが使
用されます。

-ri DRRemoteIP1, DRRemoteIP2, DRRemoteIP3
リモート・サイトの 3 つのノード上の DR インターフェースの IP アドレスを指定します (「メイ
ン」サイト)。 このパラメーターまたは -rn パラメーターのいずれかを指定する必要があります。

-rn GroupName
rdqm.iniファイルに指定されているリモート HAグループ名を指定します。 -ri または -rn
のいずれかを指定する必要があります。

-rp Port
DR レプリケーションに使用するポートを指定します。

-fs size
(オプション) キュー・マネージャー用に作成するファイル・システムのサイズ、つまり drbdpool
ボリューム・グループ内で作成する論理ボリュームのサイズを指定します。 スナップショットへ
の復帰操作をサポートするために、そのサイズの別の論理ボリュームも作成するので、DR RDQM
の合計ストレージは、ここで指定した値の 2 倍になります。

QMname
複製データ・キュー・マネージャーの名前を指定します。 この名前には大/小文字の区別があり
ます。

• 復旧サイトのその他の 2 つのノードで 2 次/2 次 HA/DR RDQM を作成するには、以下のようにします。
a)各ノードで次のコマンドを入力します。

crtmqm -sxs -rr s
              [-rl DRLocalIP1,DRLocalIP2,DRLocalIP3]
              (-ri DRRemoteIP1,DRRemoteIP2,DRRemoteIP3 | -rn GroupName)
              -rp DRPort
              [-fs FilesystemSize] QMgrName

-sxs
初期 HA 役割が 1 次であることを示します。

-rr s
初期 DR 役割が 2 次であることを示します。

-rl DRLocalIP1, DRLocalIP2, DRLocalIP3
オプションで、ローカル・サイトの 3 つのノード上の DR インターフェースの IP アドレスを指定
します。 指定しない場合は、rdqm.iniファイルで指定された IPアドレスが使用されます。

-ri DRRemoteIP1, DRRemoteIP2, DRRemoteIP3
リモート・サイト上の 3 つのノード上の DR インターフェースの IP アドレスを指定します。 こ
のパラメーターまたは -rn パラメーターのいずれかを指定する必要があります。

-rn GroupName
rdqm.iniファイルに指定されているリモート HAグループ名を指定します。 -ri または -rn
のいずれかを指定する必要があります。

-rp Port
DR レプリケーションに使用するポートを指定します。

-fs size
(オプション) キュー・マネージャー用に作成するファイル・システムのサイズ、つまり drbdpool
ボリューム・グループ内で作成する論理ボリュームのサイズを指定します。 スナップショットへ
の復帰操作をサポートするために、そのサイズの別の論理ボリュームも作成するので、DR RDQM
の合計ストレージは、ここで指定した値の 2 倍になります。

QMname
複製データ・キュー・マネージャーの名前を指定します。 この名前には大/小文字の区別があり
ます。
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注 : RDQM を作成すると、HA 複製リンクには 7000 より上の空いている次のポート番号が割り振られま
す。 選択されたポートが別のアプリケーションによって使用されていることが検出された場合、
crtmqm コマンドは AMQ6543 エラーで失敗し、そのポートが除外リストに追加されます。 キュー・マ
ネージャーの 2 次インスタンスを削除してから、crtmqm コマンドを再実行する必要があります。

次のタスク
すべての DR/HA RDQM を作成したら、1 次/1 次インスタンスと 2 次/1 次インスタンスの状況を調べて、
すべてが正しいことを確認する必要があります。 ノードで rdqmstatus コマンドを使用します。 どちら
のノードでも正常状況が表示されるはずです (650 ページの『DR/HA RDQM および HA グループの状況の
表示』を参照)。 その状況が表示されない場合は、2 次/1 次インスタンスをいったん削除して再作成してく
ださい。その際に、正しい引数を使用するように注意してください。
関連タスク
644 ページの『DR/HA RDQM の作成』
crtmqm コマンドを使用して、DR/HA 構成内に複製データ・キュー・マネージャー (RDQM) を作成します。
関連資料
crtmqm

DR/HA RDQM の削除
dltmqm コマンドを使用して、DR/HA 複製データ・キュー・マネージャー (RDQM) を削除します。

このタスクについて
1 次/1 次ノードと 2 次/1 次ノードの両方で RDQM を削除するには、このコマンドを実行する必要がありま
す。 最初に RDQM を終了する必要があります。 mqm ユーザーが必要な sudo 特権を持っている場合は、
mqm ユーザーとしてコマンドを実行できます。 その他の場合は、root としてコマンドを実行する必要があ
ります。

手順
• DR/HA RDQM を削除するには、以下のコマンドを入力します。

dltmqm RDQM_name

関連資料
dltmqm

浮動 IP アドレスの作成
DR/HA RDQM 構成内の各 HA グループに浮動 IP アドレスを作成できます。
浮動 IP アドレスを使用すると、HA グループ内のどのノードでクライアントが実行されているかにかかわ
らず、DR/HA RDQM と同じ IP アドレスを使用することができます。 2 つの HA グループにアプリケーショ
ン接続用の分離された専用ネットワークがある場合は、両方のグループに同じ浮動 IP アドレスを定義でき
ます。 ただし、この浮動 IP アドレスは、HA グループごとに 1 回ずつ、2 回定義する必要があります。
浮動 IP アドレスは、HA RDQM の場合と同じ方式を使用して作成および削除します。 606 ページの『浮動
IP アドレスの作成および削除』 を参照してください。

DR/HA RDQM の開始、停止、および状態の表示
標準 IBM MQ 制御コマンドのバリアントを使用して、DR/HA RDQM を開始または停止したり、現在の状態
を表示したりできます。

このタスクについて
mqm グループと haclient グループの両方に属するユーザーとして、DR/HA RDQM を開始または停止した
り、現在の状態を表示したりするコマンドを実行する必要があります。
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そのキュー・マネージャーの 1 次ノードでキュー・マネージャーを開始および停止するには、コマンドを
実行する必要があります。

手順
• RDQM を開始するには、RDQM の 1 次ノードで以下のコマンドを入力します。

strmqm qmname

ここで、qmname は、開始する DR/HA RDQM の名前です。
RDQM が開始され、Pacemaker が RDQM の管理を開始します。 その他の strmqm オプションを指定す
る場合は、strmqm と共に -ns オプションを指定する必要があります。

• RDQM を停止するには、DR/HA RDQM の 1 次ノードで以下のコマンドを入力します。
endmqm qmname

ここで、qmname は、停止する RDQM の名前です。
Pacemaker は、RDQM の管理を停止し、次に RDQM が終了します。 他のすべての endmqm パラメータ
ーは、RDQM を停止するときに使用できます。

• RDQM の状態を表示するには、以下のコマンドを入力します。
dspmq -m QMname

出力される状態情報は、コマンドを RDQM の 1 次ノードまたは 2 次ノードのいずれで実行するかによっ
て異なります。 1 次ノードで実行する場合は、dspmq によって返された正常状況メッセージの 1 つが表
示されます。 このコマンドを 2 次ノードで実行すると、状況 Ended immediately が表示されます。
例えば、dspmq がノード RDQM7 で実行されている場合、以下の情報が返されることがあります。
QMNAME(DRQM8)                         STATUS(Ended immediately)
QMNAME(DRQM7)                         STATUS(Running)

dspmq の引数を使用して、RDQM が災害復旧用として構成されているかどうか、現時点で 1 次インスタ
ンスになっているか 2 次インスタンスになっているかを確認できます。
dspmq -m QMname -o (dr | DR)

以下のいずれかの応答が表示されます。
DRROLE()
キュー・マネージャーが災害復旧用に構成されていないことを示しています。

DRROLE(Primary)
キュー・マネージャーが DR 1 次として構成されていることを示しています。

DRROLE(Secondary)
キュー・マネージャーが DR 2 次として構成されていることを示しています。

DR/HA RDQM の災害復旧および高可用性情報を表示するには、dspmq -o all コマンドを使用します。
例えば、DR/HA RDQM が実行されているノード上で dspmq -o all を実行すると、以下の状態情報が
表示されます。
QMNAME(TESTQM1)                                           STATUS(Running) HA(Replicated) 
DRROLE(Primary)

関連資料
dspmq (キュー・マネージャーの表示)
endmqm (キュー・マネージャーの終了)
strmqm (キュー・マネージャーの始動)
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DR/HA 構成での失敗したリソース・アクション
RDQM 高可用性構成の Pacemaker コンポーネントが、HA グループ内のいずれかのノード上のリソースに
関連した何らかの問題を検出すると、失敗したリソースのアクションが発生します。
失敗したリソース・アクションは、RDQM DR/HA 構成のいずれかの HA 構成で発生する可能性があります。
rdqmstatus コマンドを使用して、失敗したリソース・アクションを表示し、rdqmclean コマンドを使用
して (失敗の原因が解決された後で) それらをクリアすることができます。 このプロセスは、DR コンポー
ネントを持たない RDQM HA 構成と同じです。 詳細については、609 ページの『失敗したリソースのアク
ション』を参照してください。
関連タスク
650 ページの『DR/HA RDQM および HA グループの状況の表示』
DR/HA 複製データ・キュー・マネージャー (RDQM) の HA の状況および DR 役割を表示できます。
610 ページの『RDQM および HA グループの状況の表示』
HA グループおよび個々の複製データ・キュー・マネージャー (RDQM) の状況を表示できます。
関連資料
rdqmclean
rdqmstatus

DR/HA RDQM および HA グループの状況の表示
DR/HA 複製データ・キュー・マネージャー (RDQM) の HA の状況および DR 役割を表示できます。

このタスクについて
個々の RDQM の状況を表示したり、HA グループに認識されているすべての RDQM の状況の概要を表示し
たりするには、rdqmstatus コマンドを使用します。
ノードの要約状況には、RDQM が依存している DRBD カーネル・モジュールに関する情報も表示されます。
RDQM をアップグレードする場合は、システム上で実行されている RHEL カーネルのバージョン用に正し
いバージョンの DRBD カーネル・モジュールがインストールされていることを確認することが重要です。
この状況には、OS カーネルのバージョン、DRBD モジュールが作成されたカーネル・バージョン、DRBD
バージョン、および DRBD カーネル・モジュールのロード状況が表示されます。
注 : HA/DR 構成では、DR 構成は常に非同期複製を使用し、HA 構成は常に同期複製を使用することに注意
してください。 これらの値は、結合された HA/DR 構成の rdqmstatus -m qmgr コマンドの出力には表
示されません。
rdqmstatus コマンドを実行するには、mqm グループと haclient グループのユーザーである必要があり
ます。 このコマンドは、HA グループのいずれかのノードで実行できます。

手順
• HA 構成の一部であるノードおよび RDQM の要約状況を表示するには、次のようにします。

rdqmstatus

コマンドを実行したノードの ID と HA 構成の RDQM の状況および現在の役割が、以下のように表示さ
れます。
Node:                                   main-alice
OS kernel version:                      5.14.0-362.18.1
DRBD OS kernel version:                 5.14.0-362.18.1
DRBD version:                           9.2.7
DRBD kernel module status:              Loaded
 
Queue manager name:                     RDQM1
Queue manager status:                   Running elsewhere
HA current location:                    main-charlie
HA preferred location:                  main-charlie
HA blocked location:                    None 
 
Queue manager name:                     RDQM9
Queue manager status:                   Running elsewhere
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HA current location:                    main-bob
HA preferred location:                  main-bob
HA blocked location:                    None
DR role:                                Primary
 
Queue manager name:                     RDQM7
Queue manager status:                   Running
HA current location:                    This node
HA preferred location:                  This node
HA blocked location:                    None
DR role:                                Primary

この例では、RDQM7 および RDQM8 は両方とも DR/HA RDQM です。RDQM1 は HA RDQM であり、災
害復旧サイトに切り替えられるように構成されていません。
DRBD カーネル・モジュール状況は、以下のいずれかの値です。
ロード済み (Loaded)

DRBD モジュールがロードされたことを示します。
一部ロード (Partially loaded)

DRBD モジュールがロードされたが、不一致が原因で正しく機能しない場合に発生する可能性があ
ります。

ロードされていません (Not loaded)
DRBD モジュールはロードされていません。 これは、RDQM キュー・マネージャーがまだ作成され
ていない場合に、新規にインストールされた構成で表示される可能性があります。

インストールされていません
DRBD モジュールがインストールされていないか、 IBM MQ が DRBD モジュールの OS カーネル・
バージョンを判別できなかったことを示します。

以前にインストールされたバージョンがまだロードされています (Previously installed version still
loaded)
この状況は、既存の DRBD モジュールの実行中 (つまり、RDQM キュー・マネージャーの実行中) に
新規 DRBD モジュールがインストールされた場合に発生する可能性があります。 新規にインスト
ールされたモジュールが状況で報告されますが、これは実際に実行されているモジュールではあり
ません。

• HA グループのすべてのノードの特定のキュー・マネージャーの状況を表示するには、以下のコマンド
を入力します。
rdqmstatus -m qmname

ここで、qmname は、状況を表示する RDQM の名前です。 現行ノードの RDQM の状況が表示され、そ
の後に現行ノードの観点からの他の 2 つのノードの状況の要約が表示されます。

• HA グループのすべてのノードの特定のキュー・マネージャーの状況を、失敗したリソース・アクショ
ンの詳細を含めて表示するには、以下のコマンドを入力します。
rdqmstatus -m qmname -a

ここで、qmname は、状況を表示する RDQM の名前です。 現行ノードの RDQM の状況が表示され、そ
の後に現行ノードの観点からの他の 2 つのノードの状況の要約が表示されます。 この後に、RDQM に関
連付けられている失敗したリソース・アクションに関する詳細が続きます。
以下の表は、RDQM の rdqmstatus -m qmname コマンドによって返される可能性がある現行ノード
に関する情報を要約したものです。

表 36. 現行ノードの状況
状況属性 可能な値 表示される時期
ノード名 nodename 常に表示されます。
キュー・マネージャー状況 キュー・マネージャーの状態 (dspmq

コマンドに対して有効な状態の 1
つ)

常に表示されます。
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表 36. 現行ノードの状況 (続き)

状況属性 可能な値 表示される時期
CPU n.nn% このノードで RDQM が実行されて

いる場合にのみ表示されます。
メモリー nnnMB used このノードで RDQM が実行されて

いる場合にのみ表示されます。
キュー・マネージャー・ファイル・
システム

nnnMB used、y.yGB allocated [z%] このノードで RDQM が実行されて
いる場合にのみ表示されます。

HA 役割 1 次 
2 次 
不明

常に表示されます。

HA 状況 すべてのノードがスタンバイ状態で
す
このノードはスタンバイ状態です
Remote nodes in standby
混合

すべてのノードがスタンバイ状態で
す
現行ノードがスタンバイ状態の場合
両方のリモート・ノードがスタンバ
イ状態の場合
リモート・ノードごとに状況が異な
る場合

HA 制御 有効
無効
不明

常に表示されます。 RDQM が
Pacemaker 制御下にあるかどうか
が示されます。

HA 優先ロケーション なし
このノード
不明
nodename

常に表示されます。

HA ブロック・ロケーション なし - このキュー・マネージャーは
どのノードでも実行がブロックされ
ることはありません。
このノード - 1 つ以上のリソース・
アクションが失敗したため、現在の
ノードでのキュー・マネージャーの
実行がブロックされています。
nodename - 1 つ以上のリソース・ア
クションが失敗したため、
nodename でのキュー・マネージャ
ーの実行がブロックされています。
nodename1、nodename2 - 1 つ以上
のリソース・アクションが失敗した
ため、nodename1 および 
nodename2 でのキュー・マネージャ
ーの実行がブロックされています。
すべてのノード - 1 つ以上のリソー
ス・アクションが失敗したため、す
べてのノードでキュー・マネージャ
ーの実行がブロックされています。

常に表示されます。

HA 浮動 IP インターフェース Interface_name 常に表示されます。
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表 36. 現行ノードの状況 (続き)

状況属性 可能な値 表示される時期
HA 浮動 IP アドレス IPV4_address 常に表示されます。
DR 役割 1 次 

2 次 
2 次保留
不明

常に表示されます。

DR 状況 通常
同期が進行中
パーティション

リモート・システムが使用不可
不整合
スナップショットへの復帰

リモート・システムが未構成
ネゴシエーションの失敗

すべて正常です。
同期が進行中です。
ユーザーがキューを開始した
各ノードの管理者
DRレプリケーション・ネットワーク
使用不可。
他のノードへの接続 
失われました。
同期が進行中でしたが、中断されま
した。
ユーザーは、復帰先を選択しました
使用されたときに取られたスナップ
ショット
入力されたキュー・マネージャー
不整合状態です。
1 次が構成されましたが、
2 次は構成されませんでした。
1 次ノードと 2 次ノードの間の初期
ネゴシエーションが失敗しまし
た。 これは、複製タイプが非互換で
あるか、または 2 次ノードがより小
さいファイル・システム・サイズを
使用して構成されている場合に発生
します。

DR 状況 (HA 2 次ノード上) HA_Primary_Node を参照してくだ
さい。

DR 状況が HA 1 次ノードでのみ認
識されているため、HA 2 次ノードで
表示されます。

DR ポート このキュー・マネージャーのデータ
を複製するための TCP/IP ポート。

常に表示されます。

DR ローカル IP アドレス このキュー・マネージャーが DR 複
製に使用するローカル IP アドレス

常に表示されます。

DR リモート IP アドレス・リスト このキュー・マネージャーが DR 複
製に使用するリモート IP アドレ
ス。 3 つの IP アドレスのコンマ区
切りリスト。

常に表示されます。

DR 現行リモート IP アドレス このキュー・マネージャーが DR 複
製用に接続されている現在のリモー
ト IP

アクティブな DR 接続を持つ HA 1
次の場合

DR 現行リモート IP アドレス (HA 2
次ノード上)

HA_Primary_Node を参照してくだ
さい。

DR 接続が HA 1 次ノード上にのみ
あるため、HA 2 次ノードで表示され
ます。
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表 36. 現行ノードの状況 (続き)

状況属性 可能な値 表示される時期
DR 非同期データ xKB リモート・ノードが使用できないか、

または不整合である場合に表示され
ます。

DR 同期の進行状況 y% 同期の進行中に表示されます。
DR 完了までの推定時間 yyyy-MM-dd HH:mm:ss 同期の進行中に表示されます。
スナップショットへの復帰の進行中 y% DR 状況が「スナップショットに戻り

ます」の場合に表示されます。
最後の DR 同期日時 yyyy-MM-dd HH:mm:ss DR データが同期していない状況

(初期同期の後) で表示されます。
データが最後に同期したときの日時
を指定します。

例
これらの例は、以下の DR/HA 構成のさまざまなノードで実行されるコマンド rdqmstatus -m qm1 を示
しています。

DR 1 次および HA 1 次であるノードでの正常状況の例:

Node:                                   main-alice
Queue manager status:                   Running
CPU:                                    0.00%
Memory:                                 123MB
Queue manager file system:              51MB used, 1.0GB allocated [5%]
HA role:                                Primary
HA status:                              Normal 
HA control:                             Enabled 
HA current location:                    This node
HA preferred location:                  This node
HA blocked location:                    None 
HA floating IP interface:               None
HA floating IP address:                 None
DR role:                                Primary
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DR status:                              Normal
DR port:                                3000
DR local IP address:                    192.168.1.1
DR remote IP address list:              192.168.2.1,192.168.2.2,192.168.2.3
DR current remote IP address:           192.168.2.1

Node:                                   main-bob 
HA status:                              Normal

Node:                                   main-charlie 
HA status:                              Normal

DR 1 次および HA 2 次であるノードでの正常状況の例:

Node:                                   main-bob
Queue manager status:                   Running elsewhere
HA role:                                Secondary
HA status:                              Normal 
HA control:                             Enabled 
HA current location:                    main-alice
HA preferred location:                  main-alice
HA blocked location:                    None
HA floating IP interface:               None
HA floating IP address:                 None
DR role:                                Primary
DR status:                              See main-alice
DR port:                                3000
DR local IP address:                    192.168.1.2
DR remote IP address list:              192.168.2.1,192.168.2.2,192.168.2.3
DR current remote IP address:           See main-alice

Node:                                   main-alice
HA status:                              Normal

Node:                                   main-charlie  
HA status:                              Normal 

DR 2 次および HA 1 次であるノードでの正常状況の例:

Node:                                   dr-alice
Queue manager status:                   Ended immediately
HA role:                                Primary
HA status:                              Normal 
HA control:                             Enabled 
HA current location:                    This node
HA preferred location:                  This node 
HA blocked location:                    None
HA floating IP interface:               None
HA floating IP address:                 None
DR role:                                Secondary
DR status:                              Normal
DR port:                                3000
DR local IP address:                    192.168.2.1
DR remote IP address list:              192.168.1.1,192.168.1.2,192.168.1.3
DR current remote IP address:           192.168.1.1

Node:                                   dr-bob 
HA status:                              Normal

Node:                                   dr-charlie 
HA status:                              Normal

DR 2 次および HA 2 次であるノードでの正常状況の例:

Node:                                   dr-bob
Queue manager status:                   Ended immediately
HA role:                                Secondary
HA status:                              Normal 
HA control:                             Enabled 
HA current location:                    dr-alice
HA preferred location:                  dr-alice
HA blocked location:                    None
HA floating IP interface:               None
HA floating IP address:                 None
DR role:                                Secondary
DR status:                              See dr-alice
DR port:                                3000
DR local IP address:                    192.168.2.2 
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DR remote IP address list:              192.168.1.1,192.168.1.2,192.168.1.3
DR current remote IP address:           See dr-alice

Node:                                   dr-alice
HA status:                              Normal

Node:                                   dr-charlie 
HA status:                              Normal

DR 1 次および HA 1 次であるノードで進行中の DR 同期化の例:

Node:                                   main-alice
Queue manager status:                   Running
CPU:                                    0.00%
Memory:                                 123MB
Queue manager file system:              51MB used, 1.0GB allocated [5%]
HA role:                                Primary
HA status:                              Normal 
HA control:                             Enabled 
HA current location:                    This node
HA preferred location:                  This node 
HA blocked location:                    None
HA floating IP interface:               None
HA floating IP address:                 None
DR role:                                Primary
DR status:                              Normal
DR port:                                3000
DR local IP address:                    192.168.1.1
DR remote IP address list:              192.168.2.1,192.168.2.2,192.168.2.3
DR current remote IP address:           192.168.2.1
DR synchronization progress:            11.0%
DR estimated time to completion:        2018-09-06 14:55:05

Node:                                   main-bob 
HA status:                              Normal

Node:                                   main-charlie 
HA status:                              Normal

DR 1 次および HA 1 次であるノードでパーティション化された DR の例:

Node:                                   main-alice
Queue manager status:                   Running
CPU:                                    0.00%
Memory:                                 123MB
Queue manager file system:              51MB used, 1.0GB allocated [5%]
HA role:                                Primary
HA status:                              Normal 
HA control:                             Enabled 
HA current location:                    This node
HA preferred location:                  This node 
HA blocked location:                    None
HA floating IP interface:               None
HA floating IP address:                 None
DR role:                                Primary
DR status:                              Partitioned
DR port:                                3000
DR local IP address:                    192.168.1.1
DR remote IP address list:              192.168.2.1,192.168.2.2,192.168.2.3
DR current remote IP address:           192.168.2.1
DR out of sync data:                    372KB

Node:                                   main-bob 
HA status:                              Normal

Node:                                   main-charlie 
HA status:                              Normal

DR 1 次および HA 1 次であるノードでの DR 非同期の例:

Node:                                   main-alice
Queue manager status:                   Running
CPU:                                    0.00%
Memory:                                 123MB
Queue manager file system:              51MB used, 1.0GB allocated [5%]
HA role:                                Primary
HA status:                              Normal 
HA control:                             Enabled 
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HA current location:                    This node
HA preferred location:                  This node 
HA blocked location:                    None
HA floating IP interface:               None
HA floating IP address:                 None
DR role:                                Primary
DR status:                              Remote unavailable
DR port:                                3000
DR local IP address:                    192.168.1.1
DR remote IP address list:              192.168.2.1,192.168.2.2,192.168.2.3
DR current remote IP address:           Unknown
DR out of sync data:                    372KB
DR last in sync:                        2020-02-02 20:22:02

Node:                                   main-bob 
HA status:                              Normal

Node:                                   main-charlie 
HA status:                              Normal

DR 1 次および HA 1 次であるノードでの HA 非同期の例:

Node:                                   main-alice
Queue manager status:                   Running
CPU:                                    0.00%
Memory:                                 123MB
Queue manager file system:              51MB used, 1.0GB allocated [5%]
HA role:                                Primary
HA status:                              Normal 
HA control:                             Enabled 
HA current location:                    This node
HA preferred location:                  This node 
HA blocked location:                    None
HA floating IP interface:               None
HA floating IP address:                 None
DR role:                                Primary
DR status:                              Normal
DR port:                                3000
DR local IP address:                    192.168.1.1
DR remote IP address list:              192.168.2.1,192.168.2.2,192.168.2.3
DR current remote IP address:           192.168.2.1

Node:                                   main-bob 
HA status:                              Inconsistent
HA out of sync data:                    15932KB
HA last in sync:                        2020-02-02 20:22:02

Node:                                   main-charlie 
HA status:                              Normal

OS カーネル・バージョン (RHEL 9.3) と DRBD カーネル・モジュール (RHEL 9.2をターゲットとする) の間
の不一致を示す要約状況の例。 DRBD カーネル・モジュールがロードされ、キュー・マネージャーが実行
されていることが状況に報告される場合でも、この状況で実行されている OS カーネルをターゲットとする
バージョンで DRBD カーネル・モジュールを更新する必要があります。
Node:                                   main-alice
OS kernel version:                      5.14.0-362.18.1
DRBD OS kernel version:                 5.14.0-284.11.1
DRBD version:                           9.2.7+ptf.14
DRBD kernel module status:              Loaded
 
Queue manager name:                     QM1
Queue manager status:                   Running
HA current location:                    This node
HA preferred location:                  This node
HA blocked location:                    None
DR role:                                Primary

OS カーネル・バージョン (RHEL 9.3) と DRBD カーネル・モジュール (RHEL 9.0をターゲットとする) の間
の不一致を示す要約状況の例。 この例では、バージョンの違いがさらに大きいため、DRBD カーネル・モ
ジュールを正常にロードできません。 QM1 は、HA/DR キュー・マネージャーであり、別のノードに移動さ
れます。その HA 状況と DR 状況は不明です。 この障害を解決するには、稼働中の OS カーネルをターゲッ
トとするバージョンで DRBD カーネル・モジュールを更新する必要があります。
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Node:                                   main-alice
OS kernel version:                      5.14.0-362.18.1
DRBD OS kernel version:                 5.14.0-70.13.1
DRBD version:                           9.2.7+ptf.14
DRBD kernel module status:              Partially loaded

Queue manager name:                     QM1
Queue manager status:                   Running elsewhere
HA status:                              Unknown
HA current location:                    main-bob
HA preferred location:                  This node
HA blocked location:                    None
DR role:                                Primary
DR status:                              Unknown

関連資料
rdqmstatus

DR/HA 環境での操作
DR/HA 環境で操作する場合は、高可用性および災害復旧に関して、それぞれ考慮事項があります。
DR/HA RDQM が実行されているノードで障害が発生すると、RDQM は自動的にその HA グループ内の別の
ノードにフェイルオーバーします。 サイト全体で障害が発生した場合は、復旧サイト上の HA グループ内
の優先ノード上で RDQM を手動で開始する必要があります。 ここでの考慮事項は、通常の DR RDQM の場
合と同じです。詳しくは、636 ページの『災害復旧環境での操作』を参照してください。
いずれかのノードが完全に故障し、交換する必要がある場合は、ガイダンスとして 638 ページの『災害復
旧構成の障害ノードの交換』 および 617 ページの『高可用性の構成の障害ノードの交換』を参照してくだ
さい。

DR/HA 構成の障害ノードの交換
いずれかの HA グループ内のいずれかのノードに障害が発生した場合は、そのノードを置き換えることがで
きます。

このタスクについて
この手順は、置き換えられるノードが DR 構成内の 1 次または 2 次のいずれであるかどうかによって異な
ります。 いずれの場合も、新規ノードの構成は置き換えるノードと同じである必要があります。つまり、
ホスト名、IP アドレスなどが同じである必要があります。
メイン・サイトまたは復旧サイトで HA グループが完全に失われ、HA グループ全体を置き換える必要があ
る状況が発生する場合もあります。

手順
• DR 構成内の 1 次ノードである交換ノードの場合は、新規ノードで以下の手順を実行します。

a)その他のノードのファイルと一致する rdqm.ini ファイルを作成し、rdqmadm -c コマンドを実行
します (594 ページの『Pacemaker クラスター (HA グループ) の定義』を参照)。

b) crtmqm -sxs -rr p qmanager コマンドを実行して、各 DR/HA RDQM を再作成します (644 ペー
ジの『DR/HA RDQM の作成』を参照)。

• DR 構成の 2 次ノードである交換ノードの場合は、新規ノードで以下の手順を実行します。
a)その他のノードのファイルと一致する rdqm.ini ファイルを作成し、rdqmadm -c コマンドを実行
します (594 ページの『Pacemaker クラスター (HA グループ) の定義』を参照)。

b) crtmqm -sx -rr s qmanager コマンドを実行して、各 DR/HA RDQM を再作成します ( 644 ページ
の『DR/HA RDQM の作成』を参照)。

• HA グループ全体を置き換えるには、以下の手順を実行します。
a) DR 1 次サイト (メイン・サイト) で HA グループ全体を失った場合は、DR 2 次サイトへの管理フェイ
ルオーバーを実行するための手順に従って、DR/HA RDQM の実行を維持する必要があります (636 ペ
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ージの『災害復旧環境での操作』を参照)。 (復旧サイトで HA グループ全体が失われると、DR/HA
RDQM は介入なしでメイン・サイトで引き続き実行されます。)

b) 643 ページの『DR/HA RDQM 用の HA グループの構成』で説明されているように、3 つの交換ノード
上で HA グループを再作成します。

c) 644 ページの『DR/HA RDQM の作成』で説明されているように、新規 HA グループ上で DR/HA RDQM
を再作成します。

d)必要に応じて、復旧サイトからメイン・サイトへの管理フェイルオーバーを実行します。
DR/HA RDQM 作業例

この例は、DR/HA RDQM を作成および削除する方法を示しています。

DR/HA RDQM の作成
この構成例には、「main」および「dr」という名前の 2 つのサイトが含まれています。 各サイトには、
「alice」、「bob」、および「charlie」という名前の 3 つのノードがあります。 これらのノードのフルネーム
はサイト名と名前で構成され、「main-alice」、「dr-alice」のようになります。
以下の手順では、main-alice で実行される QM1 という名前の DR/HA RDQM を作成します。 main-aliceノ
ードは、HAと DRの一次ノードです。

ローカルおよびリモートの DR IPアドレスが rdqm.iniファイルに指定されている場合は、コマンド行に
IPアドレスを指定する必要はなく、QM1という名前の DR/HA RDQMを作成するには、main-alice上で以
下のコマンドを実行します:

crtmqm -sx -rr p -rn DR1 -rp 7001 QM1

ローカル DR IPアドレスが rdqm.iniファイルに指定されている場合は、コマンド行でリモート DR IPア
ドレスを指定することができます:

crtmqm -sx -rr p -ri 192.168.2.1,192.168.2.2,192.168.2.3 -rp 7001 QM1
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rdqm.iniファイルに DR IPアドレスが指定されていない場合は、コマンド行でリモートおよびローカル
の DR IPアドレスの両方を指定できます:

crtmqm -sx -rr p -rl 192.168.1.1,192.168.1.2,192.168.1.3 -ri 
192.168.2.1,192.168.2.2,192.168.2.3 -rp 7001 QM1

QM1 の作成に対する応答としての出力は、次の例のようになります。
Creating replicated data queue manager configuration.
Secondary queue manager created on 'main-bob'.
Secondary queue manager created on 'main-charlie'.
IBM MQ queue manager created.
Directory '/var/mqm/vols/qm1/qmgr/qm1' created.
The queue manager is associated with installation 'Installation1'.
Creating or replacing default objects for queue manager 'QM1'.
Default objects statistics : 83 created. 0 replaced. 0 failed.
Completing setup.
Setup completed.
Enabling replicated data queue manager.
Replicated data queue manager enabled.
Issue the following command on the remote HA group to create the DR/HA secondary queue manager:
crtmqm -sx -rr s -rl 192.168.2.1,192.168.2.2,192.168.2.3 -ri 
192.168.1.1,192.168.1.2,192.168.1.3 -rp 7001 -fs 3072M QM1

次のコマンドをメッセージからコピーして、dr-alice 上に QM1 の DR 2 次インスタンスを作成します。
crtmqm -sx -rr s -rl 192.168.2.1,192.168.2.2,192.168.2.3 -ri 
192.168.1.1,192.168.1.2,192.168.1.3 -rp 7001 -fs 3072M QM1

以下のメッセージが dr-alice で出力されます。
Creating replicated data queue manager configuration.
Secondary queue manager created on 'dr-bob'.
Secondary queue manager created on 'dr-charlie'.
IBM MQ secondary queue manager created.
Enabling replicated data queue manager.

DR 2 次のテスト
QM1 の災害復旧機能をテストするには、main-alice で以下のコマンドを実行して、QM1 を DR 2 次インス
タンスにします。
rdqmdr -m QM1 -s
Queue manager 'QM1' has been made the DR secondary on this node.

dr-alice で以下のコマンドを実行して、そのノード上の DR 1 次インスタンスを QM1 にします。
rdqmdr -m QM1 -p
Queue manager 'QM1' has been made the DR primary on this node.

DR/HA RDQM の削除
QM1 という名前の DR/HA RDQM を削除するには、まず main-alice 上でキュー・マネージャーを終了しま
す。
endmqm -w QM1
Replicated data queue manager disabled.
Waiting for queue manager 'QM1' to end.
IBM MQ queue manager 'QM1' ended.

次に、main-alice で以下のコマンドを実行して、QM1 を削除します。
dltmqm QM1
Removing replicated data queue manager configuration.
Secondary queue manager deleted on 'main-bob'.
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Secondary queue manager deleted on 'main-charlie'.
IBM MQ queue manager 'QM1' deleted.

最後に、dr-alice で QM1 を削除する必要があります。
dltmqm QM1
Removing replicated data queue manager configuration.
Secondary queue manager deleted on 'dr-bob'.
Secondary queue manager deleted on 'dr-charlie'.
IBM MQ queue manager 'QM1' deleted.

関連概念
658 ページの『DR/HA 環境での操作』
DR/HA 環境で操作する場合は、高可用性および災害復旧に関して、それぞれ考慮事項があります。
関連タスク
644 ページの『DR/HA RDQM の作成』
crtmqm コマンドを使用して、DR/HA 構成内に複製データ・キュー・マネージャー (RDQM) を作成します。
648 ページの『DR/HA RDQM の削除』
dltmqm コマンドを使用して、DR/HA 複製データ・キュー・マネージャー (RDQM) を削除します。

ネイティブ HA
ネイティブ HA は、 IBM MQのコンテナー・デプロイメントで使用可能な高可用性ソリューションです。
ネイティブ HA 構成は、3 つのノード (例えば、3 つの Kubernetes ポッド) で構成され、それぞれにキュー・
マネージャーのインスタンスがあります。 1 つのインスタンスはアクティブ・キュー・マネージャーで、
メッセージを処理し、そのログに書き込みます。 ログが書き込まれるたびに、アクティブ・キュー・マネ
ージャーはデータを他の 2 つのインスタンス (「レプリカ」と呼ばれる) に送信します。 各レプリカは、独
自のログに書き込み、データを確認し、複製されたログから独自のキュー・データを更新します。 アクテ
ィブなキュー・マネージャーを実行しているノードに障害が発生した場合、キュー・マネージャーのレプ
リカ・インスタンスの 1 つがアクティブな役割を引き継ぎ、操作対象の現行データを持ちます。
詳細な概要については、この資料の「コンテナー」セクションの ネイティブ HA を参照してください。
以下の図に、1 つのキュー・マネージャーの 3 つのインスタンスが 3 つのコンテナー内にデプロイされて
いる、標準的なデプロイメントを示します。

図 83. ネイティブ HA 構成の例
ネイティブ HAソリューションの作成

ネイティブ HA ソリューションを作成するために推奨される方法は、 IBM MQ Operatorを使用することで
す。 あるいは、独自のコンテナーを作成し、ネイティブ HA を手動で構成することもできます。
注 : この情報は、コンテナー環境にのみ適用されます。
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IBM MQ Operatorを使用してネイティブ HA ソリューションを作成するには、概要について ネイティブ HA
を参照し、詳細な手順については 例: ネイティブ HA キュー・マネージャーの構成 を参照してください。
独自のコンテナーを作成し、ネイティブ HA を手動で構成するには、 独自のコンテナーを作成する場合の
ネイティブ HA グループの作成を参照してください。

ネイティブ HAキュー・マネージャーの終了
コンテナー内の IBM MQ の場合、 endmqm コマンドを使用して、ネイティブ HA グループの一部であるア
クティブ・キュー・マネージャーまたはレプリカ・キュー・マネージャーを終了できます。

このタスクについて
注 : この情報は、コンテナー環境にのみ適用されます。
ネイティブ HA グループの一部であるキュー・マネージャーを停止する手順は、そのキュー・マネージャー
がアクティブ・インスタンスであるかレプリカ・インスタンスであるかによって異なります。 いずれかの
タイプのインスタンスを終了すると、インスタンスの終了によってネイティブ HA グループのクォーラムが
中断されないことを確認するための検査が行われます。 クォーラムが破損すると、 endmqm コマンドは失
敗します。
endmqm コマンドを発行すると、接続の切断時にエラーが報告されないように、グループ内の他のインスタ
ンスに警告が出されます。
多数のレプリカ・インスタンスの終了または切断が原因でアクティブ・インスタンスがクォーラムを失っ
た場合、アクティブ・インスタンスは、完全に終了する前に、構成可能な時間だけ待機します。 これによ
り、アプリケーションの接続が切断されるだけではなく、処理を正常にシャットダウンする期間が設けら
れます。 このタイムアウト値は、 qm.ini ファイルの NativeHALocalInstance スタンザの
QuorumConnectivityTimeout 属性で指定できます。 デフォルト値は 0 秒です。

手順
• キュー・マネージャーのアクティブ・インスタンスを終了するには、アクティブ・インスタンスが実行
されているノードで次のコマンドを発行します。
endmqm -s QMgrName

– -r オプションを指定して、クライアント・アプリケーションが別のインスタンスに再接続できるよ
うにします。

– このインスタンスが Native HA グループのアクティブ・インスタンスでない場合、コマンドは失敗し
ます。

– このアクティブ・インスタンスを終了してグループ・クォーラムが失敗した場合、コマンドは失敗し
ます。 (このコマンドの実行と同時に他のインスタンスが終了するか、または使用できなくなった場
合、クォーラム・チェックでこれが検出されない可能性があります。その場合、Native HA グループ
は終了し、十分な数のインスタンスが使用可能な場合にのみ再起動できます。)

アクティブなキュー・マネージャーが終了すると、レプリカ・インスタンスの 1 つがアクティブな役割
を引き継ぎます。 どのレプリカが引き継ぐかを指定することはできません。これは、グループ内のネゴ
シエーションによって決定され、どのレプリカが最新のトランザクション・ログを持っているかに依存
します。

• キュー・マネージャーのレプリカ・インスタンスを終了するには、次のコマンドを発行します。
endmqm -x QMgrName

– このインスタンスがアクティブ・インスタンスである場合、コマンドは失敗します。
– このレプリカ・インスタンスを終了してグループ・クォーラムが失敗した場合、コマンドは失敗しま
す。 (このコマンドの実行と同時に他のインスタンスが終了するか、または使用できなくなった場合、
クォーラム・チェックでこれが検出されない可能性があります。その場合、Native HA グループは終
了し、十分な数のインスタンスが使用可能な場合にのみ再起動できます。)
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注 : また、ネイティブ HA インスタンスの endmqm コマンドで -c、-i、-p、または -w スイッチを使用す
ることもできます。これらのスイッチがどのロールにあるかは関係ありません。 キュー・マネージャ
ー・インスタンスは、グループ・クォーラムに与える影響を無視して終了します。 ただし、情報は引き
続きグループ内の他のインスタンスと共有されます。 これらのスイッチは、アクティブ・インスタンス
の -s と一緒に使用できます。 レプリカ・インスタンスの場合、これらのスイッチを -x スイッチと一緒
に使用することはできません。

関連資料
endmqm (キュー・マネージャーの終了)

ロギング: メッセージが失われないようにするための機能
IBM MQ は、キュー・マネージャーが制御する持続データに対する重要な変更をすべてリカバリー・ログに
記録します。

ログには、オブジェクトの作成および削除、持続メッセージの更新、トランザクション状態、オブジェク
ト属性の変更、およびチャネル活動が含まれます。 ログは、メッセージ・キューのすべての更新をリカバ
リーする ために必要な情報を、次の方法によって格納します。
• キュー・マネージャーの変更の記録を保持する
• 再始動プロセス用としてキューの更新の記録を保持する
• ハードウェア障害またはソフトウェア障害の後にデータを復元できるようにする
しかし、IBM MQ は、ログ・ファイルを含め、MQ のファイルをホストするディスク・システムにも依存し
ています。 ディスク・システムそれ自体の信頼性がなければ、 依然としてログ情報などの情報が消失する
おそれがあります。

注意 : リカバリー・ログを別のオペレーティング・システムに移動することはできません。

ログの概要
ログは、1 次ファイルと 2 次ファイル、 および制御ファイルで構成されます。 ログ・ファイルの数とサイ
ズ、 およびファイル・システム内の保管場所を定義します。
IBM MQ のログは、次の 2 つのコンポーネントからなっています。
1. 1 つ以上のログ・データ・ファイル。
2.ログ制御ファイル
ログ・データ・ファイルは、ログ・エクステントとも呼ばれます。
記録するデータは、複数のログ・エクステントに含められます。 その数とサイズは、(102 ページの『mqs.ini
ファイルの LogDefaults スタンザ』で 説明しているように) 定義することも、システム・デフォルト (1 次
エクステントが 3 つで 2 次エクステントが 2 つ) を取ることもできます。
この 3 つの 1 次エクステントと 2 つの 2 次エクステントのデフォルトは 16 MB です。
キュー・マネージャーを作成するときに、割り当てた 1 次 ログ・エクステントの数が、事前に割り振られ
るログ・エクステントの数になります。 数を指定しないと、デフォルト値が使用されます。
IBM MQ では、以下の 2 つのタイプのロギングを使用します。
• 循環
• リニア
リニア・ロギングで使用されるログ・エクステントの数は、メディア・イメージの記録頻度に応じて、非
常に大きくなる可能性があります。
詳しくは、 664 ページの『ログのタイプ』 を参照してください。
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IBM MQ for AIX or Linux システムでは、ログのパスを変更していなければ、ログ・エクステ
ントは次のディレクトリーに作成されます。
/var/mqm/log/QMgrName

IBM MQ for Windows では、ログのパスを変更していなければ、ログ・エクステントは次のデ
ィレクトリーに作成されます。
 C:\ProgramData\IBM \MQ\log\QMgrName

IBM MQ は、これらの 1 次ログ・エクステントで開始しますが、1 次ログ・スペースが足りなくなった場
合、2 次 ログ・エクステントを割り振ります。 WebSphere MQ はこれを動的に行い、ログ・スペースの要
求が少なくなったら、それを除去します。 デフォルトでは、最高 2 個の 2 次ログ・エクステントを割り振
ることができます。 このデフォルトの割り振りを、92 ページの『Multiplatforms での .ini ファイルの IBM
MQ 構成情報の変更』で説明されている方法で変更することができます。
ログ・エクステントの接頭部は、文字 S または文字 R のいずれかです。 アクティブ、非アクティブ、およ
び不必要なエクステントの接頭部は S、再利用エクステントの接頭部は R となります。
キュー・マネージャーのバックアップまたは復元を行うときは、すべてのアクティブ、非アクティブ、お
よび不必要なエクステントをログ制御ファイルと共にバックアップおよび復元します。
注 : 再利用エクステントをバックアップおよび復元する必要はありません。
ログ制御ファイル
ログ制御ファイルには、サイズや場所、次に使用できるエクステントの名前など、ログ・エクステントの
状態を表すのに必要な情報が含まれています。
重要 : ログ制御ファイルは、専らキュー・マネージャーの内部使用向けです。
キュー・マネージャーは、リカバリー・ログの状態に関連付けられた制御データを、ログ制御ファイルに
保持します。 ログ制御ファイルの内容を変更しないでください。
ログ制御ファイルは、ログ・パスにあり、ファイル名は amqhlctl.lfh です。 キュー・マネージャーの
バックアップまたは復元を行うときは、ログ・エクステントと共に、ログ制御ファイルがバックアップお
よび復元されることを確認してください。
ログのタイプ
IBM MQ では、キュー・マネージャー・アクティビティーの記録を維持する方法として、循環ロギングとリ
ニア・ロギングの 2 つがあります。 3 番目のタイプのロギング (複製) は、ネイティブ HA 構成でのみ使用
されます。

循環ロギング
ログを使用してシステムの停止時に処理中であったトランザクションを ロールバックするだけの再始動リ
カバリーでよい場合には、循環ロギングを使用してください。
循環ロギングでは、すべての再始動データをログ・ファイルのリングに保持 します。 ロギングでは、リン
グの最初のファイルに出力され、それから次のファイル に進むといった方法で、すべてのファイルに出力
されます。 その後、リングの最初のファイルに戻って、再び出力が開始されます。 この操作は、プロダク
トが使用されている間ずっと行われるので、ログ・ファ イルが不足するということは決してありません。
キュー・マネージャーをデータの消失なしに再始動するために必要なログ項目は、キュー・マネージャー
のデータ・リカバリーの必要性がなくなるまで IBM MQ によって保持されます。 再利用のためにログ・フ
ァイルを解放するためのメカニズムについては、666 ページの『チェックポイント機能を使用してリカバ
リーの完了を確認する』で説明されています。
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リニア・ロギング
再始動リカバリーおよびメディア・リカバリーの両方が必要な場合には、リニア・ロギングを使用します。
メディア・リカバリーは、ログの内容を再生することにより、消失または損傷したデータを再作成するも
のです。 リニア・ロギングでは、ログ・データを連続したログ・ファイルに保持します。
オプションで、ログ・ファイルを以下のようにすることもできます。
• 再利用する。ただし、これはリスタート・リカバリーやメディア・リカバリー用に必要ではなくなったと
きだけです。

• 手動でアーカイブして、より長い期間保存したり分析したりする。
メディア・イメージの頻度により、リニア・ログ・ファイルの再利用が可能となる時期が決まります。 こ
れは、リニア・ログ・ファイル用に使用可能にする必要のあるディスク・スペースのサイズを判別するた
めの主な要素となります。
時間またはログの使用量に基づいて定期的なメディア・イメージの取得を自動的に行うようにキュー・マ
ネージャーを構成すること、またはメディア・イメージを手動でスケジュールすることができます。
管理者は、実装するポリシーを決定し、ディスク・スペース使用量に与える影響を判断します。 再始動リ
カバリーに必要なログ・ファイルは常に使用可能でなければなりませんが、メディア・リカバリーだけに
必要なログ・ファイルは長期保管用にアーカイブすることが可能です (磁気テープなど)。
管理者が自動ログ管理および自動メディア・イメージを有効にした場合、リニア・ロギングは非常に大き
な循環ログと同様の方法で動作しますが、メディア・リカバリーによってメディア障害に対する冗長性は
向上します。
migmqlog コマンドを使用して、キュー・マネージャーの既存のログ・タイプをリニアから循環に、または
循環からリニアに変更できます。

複製ロギング
Native HA 構成を構成するには複製ロギングを使用します。 Native HA グループを作成するときには、別々
のノードに 3 つのキュー・マネージャーを作成します。 複製ロギングを指定する場合は、各キュー・マネ
ージャーの固有のインスタンス名も指定します。 Native HA 構成では、アクティブ・インスタンスの複製
ログ・データを 2 つの複製インスタンスに持つことにより、高可用性ソリューションを提供します。 アク
ティブ・インスタンスに障害が発生すると、レプリカ・インスタンスの 1 つがアクティブ・ロールを引き
継ぎます。 ログを複製することで、データ損失が発生したとしても、それを最小限にすることができます。
詳しくは、661 ページの『ネイティブ HA』を参照してください。 複製されたログは、自動ログ管理および
自動メディア・イメージが有効になっているリニア・ログに相当します。

非アクティブなリニア・ログ・エクステント
アーカイブを含む自動ログ管理を使用している場合、ロガーは、アクティブでないリニア・ログ・エクス
テントを追跡します。

重要 : アーカイブなしの自動ログ管理を使用している場合、バックアップ・キュー・マネージャー
の使用はこのプロセスではサポートされません。

ログ・エクステントがリカバリーに必要なくなったときに、必要に応じてアーカイブされる
と、ロガーは適切な時点でログ・エクステントを削除するか、またはそのログ・エクステントを再利用し
ます。
再利用されるログ・エクステントは、ログ・シーケンスで次の位置になるように名前変更されます。 メッ
セージ AMQ7490 が定期的に出力されて、作成、削除、または再利用されたエクステントの数を知らせま
す。
ロガーは、再利用に備えて保持するエクステントの数を選択し、それらのエクステントを削除するタイミ
ングを選択します。
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アクティブ・ログ
リニア・ロギングでも循環ロギングでも、アクティブ と呼ばれるいくつかのファイルがあります。 循環ロ
ギングとリニア・ロギングのどちらを使用するかにかかわらず、アクティブ・ログはログ・スペースの最
大量であり、再始動リカバリーで参照される可能性があります。
アクティブ・ログ・ファイルの数は、通常は、構成ファイルに定義された 1 次ログ・ファイルの数より少
なくなります。 (数の定義方法の詳細については、670 ページの『ログのサイズの計算』を参照してくだ
さい。)
アクティブ・ログ・スペースにはメディア・リカバリーに必要なスペースが含まれないこと、またリニア・
ロギングで使用されるログ・ファイルの数はメッセージ・フローやメディア・イメージの頻度によっては
非常に多くなることに注意してください。

非アクティブ・ログ
ログ・ファイルが再始動リカバリーに必要なくなると、それは非アクティブになります。 再始動リカバリ
ーにもメディア・リカバリーにも必要ないログ・ファイルは、不必要なログ・ファイルと見なすことがで
きます。
自動ログ管理を使用しているとき、それらの不必要なログ・ファイルの処理はキュー・マネージャーによ
って制御されます。 手動のログ管理を選択した場合、操作の対象でなくなったときに不必要なログ・ファ
イルを管理 (削除やアーカイブなど) することは、管理者の責任となります。
ログ・ファイルの属性指定の詳細については、676 ページの『ログの管理』を参照してください。

2 次ログ・ファイル
2 次ログ・ファイルはリニア・ロギング用として定義 されますが、このファイルは通常の操作では使用さ
れません。 持続期間の長いトランザクションのために、アクティブ・プールからファイルを解放できない
ような状態が生じた場合には (そのファイルが再始動に必要とされる可能性がまだ存在するため)、2 次ファ
イルが フォーマットされて、アクティブ・ログ・ファイル・プールに追加されます。
使用可能な 2 次ファイルの数が使い果たされた場合、ログ活動を必要とするそれ以降のほとんどの操作の
要求は拒否されて、MQRC_RESOURCE_PROBLEM 戻りコードがアプリケーションに戻されます。 また、長
期実行トランザクションは非同期ロールバックの対象と見なされます。

重要 : すべてのタイプのロギングは不意の停電に対処できます。ただし、ハードウェア障害が起こ
らないことを想定した場合です。

チェックポイント機能を使用してリカバリーの完了を確認する
循環ロギングとリニア・ロギングの両方のキュー・マネージャーが再始動リカバリーをサポートしていま
す。 直前のキュー・マネージャーのインスタンスがどれほど突然に終了した場合でも (例えば電源異常の場
合など)、再始動の際に、キュー・マネージャーはその永続的な状態を終了時点での正しいトランザクショ
ン状態に復元します。
再始動リカバリーは、ディスクの保全性が維持されていることに依存します。 同様に、オペレーティング・
システムには、オペレーティング・システムがどれほど突然に終了する場合でもディスクの保全性が維持
される機能が必要です。
ディスクの保全性が維持されない稀なケースでは、リニア・ロギング (およびメディア・リカバリー) によ
り、追加の冗長性と回復可能性のオプションが提供されます。 普及を続ける RAID などのテクノロジーに
よって、ディスクの保全性の問題が生じる可能性はますます小さくなっているので、多くの企業では循環
ロギングを構成して、再始動リカバリーだけを使用しています。
IBM MQ は、従来型のログ先行書き込みリソース・マネージャーとして設計されています。 メッセージ・
キューに対する持続更新は、2 段階で行われます。
1.更新を表すログ・レコードがリカバリー・ログに確実に書き込まれます。
2.キュー・ファイルやバッファーは、システムにとって最も効率的な方法で更新されますが、一貫して同
じ方法であるとは限りません。
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そのため、ログ・ファイルの方が、基礎となるキュー・バッファーやファイル状態よりも新しい状態にな
ることがあります。
この状態が収まることなく続くと、クラッシュ・リカバリーの後、キューの状態を整合性のあるものとす
るために大量のログ再生が必要となります。
IBM MQ は、クラッシュ・リカバリーの後に必要なログ再生の量を制限するために、 checkpoints を使
用します。 ログ・ファイルをアクティブと呼ぶかどうかを制御するキー・イベントは、 checkpointで
す。
IBM MQ チェックポイントは、以下のようなポイントです。
• リカバリー・ログとオブジェクト・ファイル間の整合点。
• 後続のログ・レコードの順方向再生により、キュー・マネージャーが終了した可能性のある時点での正し
い論理状態にキューが復元されることが保証される、ログ内の場所を示す点。
チェックポイントの際に、IBM MQ は必要に応じて以前の更新内容をキュー・ファイルに移動し、クラッシ
ュ・リカバリーの後にキューを整合性のある状態に戻すために再生しなければならないログ・レコードの
量を制限します。
最新の完全なチェックポイントは、クラッシュ・リカバリーの際に再生を実行する開始点とする、ログ内
のポイントになります。 したがって、チェックポイントの頻度は、チェックポイントを記録するためのオ
ーバーヘッドと、それらのチェックポイントによる潜在的なリカバリー時間の改善との間のトレードオフ
によって決まります。
ロガーは 1 次ログ・エクステントにアクティブ・ログを保持しようとするため、ロガーはチェックポイン
トをより頻繁にスケジュールします (そのため、次のチェックポイントは前のチェックポイントが完了する
前にスケジュールされます)。 これが可能でない場合は、AMQ7466 エラーがログに記録されます。
最新の完全なチェックポイントが開始するログ内の位置は、ログ・ファイルがアクティブか非アクティブ
かを判別する主な要因の 1 つとなります。 もう 1 つの主な要因は、現行のアクティブ・トランザクション
による最初の持続更新に関連した最初のログ・レコードのログ内での位置です。
新しいチェックポイントが 2 番目以降のログ・ファイルに記録された場合、現在のトランザクションが最
初のログ・ファイル内のログ・レコードを参照していなければ、最初のログ・ファイルは非アクティブに
なります。 循環ロギングの場合、これにより最初のログ・ファイルの再利用が可能になります。 リニア・
ロギングの場合、メディア・リカバリーのために通常は最初のログ・ファイルが引き続き必要となります。
循環ロギングまたは自動ログ管理のいずれかを構成した場合、キュー・マネージャーが非アクティブ・ロ
グ・ファイルを管理します。 手動ログ管理によってリニア・ロギングを構成した場合、操作の要件に従っ
て非アクティブ・ファイルを管理することは、管理タスクの 1 つになります。
IBM MQ は、自動的にチェックポイントを生成します。 チェックポイント取得のタイミングは以下のとお
りです。
• キュー・マネージャーの開始時
• シャットダウン時
• ログ・スペースの不足時
• 直前のチェックポイントが取得されて以来 50,000 件の操作がログに記録された後
• 前回のチェックポイント取得時以降、number_of_operations 件の操作がログに記録された
後 (number_of_operations は、LOGLOAD プロパティーで設定された操作数です)。

IBM MQ は、再始動時に、ログの中の最新のチェックポイント・レコードを見つけます。 その情報は、す
べてのチェックポイントの最後に更新される チェックポイント・ファイルに保持されています。 チェック
ポイント以降に発生した操作すべてが、順方向に再生されます。 これを、やり直しフェーズと呼びます。
やり直しフェーズによって、キューがシステム障害やシャットダウンの前の論理的状態に戻ります。 やり
直しフェーズの間に、システム障害やシャットダウンが発生したときに未完了であったトランザクション
のリストが作成されます。

やり直しフェーズの経過を示すために、メッセージ AMQ7229 and AMQ7230 が出されます。
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IBM MQ は、バックアウトまたはコミットする操作を知るために、不完了トランザクションに関連付けられ
た各アクティブ・ログ・レコードにアクセスします。 これを、リカバリー・フェーズと呼びます。

リカバリー・フェーズの経過を示すために、メッセージ AMQ7231、AMQ7232、および
AMQ7234 が出されます。
リカバリー・フェーズの間に必要なすべてのログ・レコードにアクセスした後、次に各アクティブ・トラ
ンザクションが解決され、トランザクションに関連付けられた各操作がバックアウトまたはコミットされ
ます。 これを、解決フェーズと呼びます。

解決フェーズの経過を示すために、メッセージ AMQ7233 が出されます。
z/OS では、再始動処理はさまざまなフェーズで構成されます。

1.ページ・セットに必要なメディア・リカバリー、および作業単位をバックアウトするためと未確定の作
業単位のロックを取得するために必要な最も古いログ・レコードに基づいて、リカバリー・ログの範囲
が確立されます。

2.ログ範囲が決定されると、順方向のログの読み取りが行われて、ページ・セットが最新の状態になり、
未確定または未完了の作業単位に関連したすべてのメッセージがロックされます。

3.順方向のログ読み取りが完了すると、ログは逆方向に読み取られて、障害発生時に未確定または未完了
だった作業単位がバックアウトされます。

表示される可能性のあるメッセージの例を以下に示します。
CSQR001I +MQOX RESTART INITIATED                                    
CSQR003I +MQOX RESTART - PRIOR CHECKPOINT RBA=00000001E48C0A5E      
CSQR004I +MQOX RESTART - UR COUNTS -  806                           
IN COMMIT=0, INDOUBT=0, INFLIGHT=0, IN BACKOUT=0                    
CSQR030I +MQOX Forward recovery log range  815                
from RBA=00000001E45FF7AD to RBA=00000001E48C1882             
CSQR005I +MQOX RESTART - FORWARD RECOVERY COMPLETE -  816     
IN COMMIT=0, INDOUBT=0                                        
CSQR032I +MQOX Backward recovery log range  817               
from RBA=00000001E48C1882 to RBA=00000001E48C1882             
CSQR006I +MQOX RESTART - BACKWARD RECOVERY COMPLETE -  818    
INFLIGHT=0, IN BACKOUT=0                                      
CSQR002I +MQOX RESTART COMPLETED

注 : 読み取るログが大量にある場合は、メッセージ CSQR031I (順方向リカバリー) および CSQR033I (逆方
向リカバリー) が定期的に発行されて、進捗が示されます。
669 ページの図 84では、最新のチェックポイント (チェックポイント 2) より前のすべてのレコードは、
IBM MQ にはもう必要ありません。 このチェックポイント情報およびその後のログ項目から、キューをリ
カバリーするこ とができます。 循環ロギングでは、チェックポイントより前に解放されたファイルは再利
用できます。 リニア・ロギングでは、解放されたログ・ファイルは、通常の操作では アクセスする必要が
なくなり、非アクティブになります。 この例では、キュー・ヘッド・ポインターが最新のチェックポイン
トであるチェックポイント 2をポイントするように移動されます。Checkpoint 2は、新しいキュー・ヘッ
ド、ヘッド 2になります。 ログ・ファイル 1を再使用できるようになりました。

668  IBM MQ の構成



図 84. チェックポイント機能
持続期間の長いトランザクションを使用したチェックポイント機能
持続期間の長いトランザクションが、ログ・ファイルの再利用にどんな影響を与えるかを示したものです。
670 ページの図 85 は、持続期間の長いトランザクションが、ログ・ファイルの再利用にどんな影響を与
えるかを示したものです。 例では、持続期間の長いトランザクションによって、示されている最初の チェ
ックポイントの後に LR 1 で示されているログへの入力が開始されました。 3 番目のチェックポイントの
後までトランザクションは完了しません (LR 2 の地点)。 LR 1 以降のすべてのログ情報は、このトランザク
ションのリカバリーを行うために、必要であればトランザクションが完了するまで保持されます。
持続期間の長いトランザクションが完了した後に (LR 2)、ログのヘッドがチェックポイント 3 (ログに記録
された最も新しいチェックポイント) に論理的に移されます。 チェックポイント 3 (ヘッド 2) より前のロ
グ・レコードの入ったファイルは、不要になります。 循環ロギングを使用している場合には、スペースは
再利用できます。
持続期間の長いトランザクションが完了する前に 1 次ログ・ファイルがすべて満杯になった場合は、ログ
フルを防止するために、2 次ログ・ファイルが使用される可能性があります。
完全にキュー・マネージャーの制御下にあるアクティビティー (チェックポイントなど) については、その
アクティビティーを 1 次ログ内に保持する試行が行われるようにスケジュールされています。
ただし、キュー・マネージャーの制御下にない動作 (いずれかのトランザクションの期間など) をサポート
するために 2 次ログ・スペースが必要なとき、そのアクティビティーが完了するように、キュー・マネー
ジャーは定義されたいずれかの 2 次ログ・スペースの使用を試みます。
合計ログ・スペースの 80% を使用してもそのアクティビティーが完了しない場合、キュー・マネージャー
は、それがアプリケーションに影響を与えることになるとしても、ログ・スペースを再要求するアクショ
ンを開始します。
循環ロギングを使用している場合に、ログのヘッドが移されたときは、1 次ログ・ファイルが再利用できま
す。ロガーは、カレント・ファイル が満杯になった後に、使用できる最初の 1 次ファイルを再利用します。
リニア・ロギングを使用している場合は、ログのヘッドはアクティブ・プールの さらに後方に移されて、
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最初のファイルが非アクティブになります。 新しい 1 次ファイルがフォーマットされて、将来のロギング
活動に備えて プールの下部に追加されます。

図 85. 持続期間の長いトランザクションでのチェックポイント機能
ログのサイズの計算
キュー・マネージャーが必要とするログのサイズを見積もります。
キュー・マネージャーで循環ロギングとリニア・ロギングのどちらを使用するかを決めた後、キュー・マ
ネージャーに必要なアクティブ・ログのサイズを見積もる必要があります。 アクティブ・ログのサイズは、
次のログ構成パラメーターによって決まります。
LogFilePages

4K ページを 1 単位として表した、個々の 1 次ログ・ファイルまたは 2 次ログ・ファイルのサイズ
LogPrimaryFiles
事前に割り振る 1 次ログ・ファイルの数

LogSecondaryFiles
1 次ログ・ファイルが満杯になってきたときに使用するために作成可能な 2 次ログ・ファイルの数

注 :

1. 1 次ログ・ファイルと 2 次ログ・ファイルの数は、キュー・マネージャーを始動するたびに変更するこ
とができます。ただし、2 次ログに対して行った変更の効果はすぐにはわからない可能性があります。

2.ログ・ファイル・サイズは変更できません。キュー・マネージャーの作成 前に決定する必要がありま
す。

3. 1 次ログ・ファイルの数およびログ・ファイル・サイズによって、キュー・マネージャーの作成時に事
前に割り振るログ・スペースの量が決まります。

4. 1 次ログ・ファイルと 2 次ログ・ファイルの合計数は、AIX and Linux システムでは 511 以下、Windows
では 255 以下にする必要があります。このため、長時間続くトランザクションでは、キュー・マネージ
ャーが再始動リカバリーに使用できるログ・スペースの最大量が制限されます。 メディア・リカバリー
のためにキュー・マネージャーが使用するログ・スペースの量は、この制限には拘束されません。

5.循環 ロギングを使用している場合は、キュー・マネージャーは 1 次および 2 次ログ・スペースを再利用
します。 ログ・ファイルが満杯になり、シーケンス内の 次の 1 次ログ・ファイルが使用できない場合
には、キュー・マネージャーは 2 次ログ・ファイルを割り振り、限度に達するまでこれを続けます。
割り振る必要があるログの数については、671 ページの『アクティブ・ログの大きさの決定方法』を
参照してください。 1 次ログのエクステントは順番に使用され、その順番は変わりません。
例えば、3 つの 1 次ログ 0、1、および 2 があるとすると、0、1、2 の順に使用され、続いて 1、2、0、
2、0、1 が使用され、0、1、2 に戻ります。 割り振った 2 次ログが、必要に応じてこの間に使用されま
す。
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6.チェックポイントの時点で、1 次ログ・ファイルは再利用できるようになります。 ログ・スペースの量
は徐々に小さくなるので、キュー・マネージャーは、1 次ログ・スペースおよび 2 次ログ・スペースの
両方を考慮に入れてチェックポイントをとります。
キュー・マネージャーは、ログの使用が 1 次エクステント内に保持されるようにチェックポイントをス
ケジュールすることを試みます。

詳しくは、 102 ページの『mqs.ini ファイルの LogDefaults スタンザ』 を参照してください。
アクティブ・ログの大きさの決定方法
キュー・マネージャーが必要とするアクティブ・ログのサイズを見積もります。
アクティブ・ログのサイズの上限を次に示します。

logsize = (primaryfiles + secondaryfiles) * logfilepages * 4096

ログは、キュー・マネージャーがディスクに書き込む 1 秒あたりのデータ量が最大の状態で、実行時間が
最長のトランザクションを処理できる十分な大きさにする必要があります。
実行時間が最長のトランザクションの実行時間が N 秒で、キュー・マネージャーがディスクに書き込む 1
秒あたりの最大データ量がログで 1 秒あたり B バイトである場合、ログを次のサイズ以上にする必要があ
ります。

logsize >= 2 * (N+1) * B

キュー・マネージャーがディスクに書き込む 1 秒あたりのデータ量が最大になる可能性があるのは、ワー
クロードのピーク時に実行する場合、あるいはメディア・イメージを記録する場合です。
トランザクションの実行時間が長いために、最初のログ・レコードが入ったログ・エクステントがアクテ
ィブ・ログ内に含まれなくなると、キュー・マネージャーはアクティブ・ログを一度に 1 つずつ、ログ・
レコードが最も古いものからロール・バックします。
1 次ファイルおよび 2 次ファイルの最大数が使用される前に、キュー・マネージャーは、古いログ・エク
ステントを非アクティブにして、他のログ・エクステントを割り振る必要があります。
実行時間が最長のトランザクションを実行する時間を決定します (その時間を超えると、キュー・マネージ
ャーはそのトランザクションをロールバックできます)。 実行時間が最長のトランザクションは低速なネ
ットワークのトラフィックを待機している可能性があります。あるいは、トランザクションの設計が不十
分でユーザー入力を待機している可能性があります。
実行時間が最長のトランザクションの実行時間を調べるには、次の runmqsc コマンドを実行します。

DISPLAY CONN(*) UOWLOGDA UOWLOGTI

dspmqtrn -a コマンドを実行すると、すべての状態のすべての XA および非 XA コマンドが表示されます。
このコマンドを実行すると、すべての現行トランザクションについて最初のログ・レコードが書き込まれ
た日時がリストされます。

重要 : ログ・サイズを計算するという目的で重要なのは、アプリケーション/トランザクションが開
始されてから経過した時間ではなく、最初のログ・レコードが書き込まれてから経過した時間です。
実行時間が最長のトランザクションの実行時間を最も近い秒に切り上げます。 これは、キュー・マ
ネージャーの最適化のためです。

例えば、MQGET 呼び出しの発行によって開始されるアプリケーションの場合は、実際にメッセージを取得
するまでに一定の時間待機するので、最初のログ・レコードが書き込まれるのはアプリケーションが開始
されてからかなり後になります。
以下からの最大監視日時出力を調べます。

DISPLAY CONN(*) UOWLOGDA UOWLOGTI

このコマンドは、最初に発行した、現在の日時からのものです。これにより、実行時間が最長のトランザ
クションの実行時間を推定できます。
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実行時間が最長のトランザクションの実行時間を過小評価しないように、そのトランザクションをワーク
ロードのピーク時に実行し、その間にこの runmqsc コマンドを繰り返し実行してください。
IBM MQ 8.0 では、オペレーティング・システム・ツール (例えば、 UNIX プラットフォーム上の iostat )
を使用します。
以下のコマンドを発行することにより、キュー・マネージャーがログに書き込んでいる 1 秒当たりのバイ
ト数を確認できます。

amqsrua -m qmgr -c DISK -t Log 

「logical bytes written」が、キュー・マネージャーがログに書き込んだ 1 秒あたりのバイト数を示していま
す。 以下に例を示します。

$ amqsrua -m mark -c DISK -t Log
Publication received PutDate:20160920 PutTime:15383157 Interval:4 minutes,39.579 seconds
Log - bytes in use 37748736
Log - bytes max 50331648
Log file system - bytes in use 316243968
Log file system - bytes max 5368709120
Log - physical bytes written 4334030848 15501948/sec
Log - logical bytes written 3567624710 12760669/sec
Log - write latency 411 uSec

この例では、1 秒あたりにログに書き込まれた論理バイト数は 12760669/sec (約 12 MiB/秒) です。
次を使用して

DISPLAY CONN(*) UOWLOGDA UOWLOGTI

実行時間が最長のトランザクションが以下であることがわかります。
CONN(57E14F6820700069)
EXTCONN(414D51436D61726B2020202020202020)
TYPE(CONN)
APPLTAG(msginteg_r)                     UOWLOGDA(2016-09-20)
UOWLOGTI(16.44.14)

現在の日時が 2016-09-20 16.44.19 なので、このトランザクションは 5 秒間実行されていたことになりま
す。 しかし、キュー・マネージャーでロールバックするまでにトランザクションを 10 秒間実行すること
を許容することにします。 したがって、必要なログ・サイズは次のようになります。

2 * (10 + 1) * 12 = 264 MiB

.

ログ・ファイルの数は、(前のテキストで計算された) 予期される最大サイズのログを格納できるものでな
ければなりません。 これは次のようになります。
ログ・ファイルの最小数 = (必要なログ・サイズ) / (LogFilePages * ログ・ファイルのページ・サイズ
(4096))

LogFilePages のデフォルト値 4096 と、前のテキストで計算されたログ・サイズの見積もり 264MiB を
使用すると、ログ・ファイルの最小数は次のようになります。
264MiB / (4096 x 4096) = 16.5

つまり、17 個のログ・ファイルです。
予想されるワークロードの実行が 1 次ファイル内に収まるようにログのサイズを設定する場合
• 2 次ファイルは、追加のログ・スペースが必要になった場合のための、緊急用になります。
• 事前割り振りされた 1 次ファイルを常に使用する循環ロギングは、2 次ファイルの割り振りと解放を行う
よりわずかに速くなります。
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• キュー・マネージャーは 1 次ファイルに残されているスペースのみを使用して、次のチェックポイント
を取る時点を計算します。
したがって、上記の例では、ワークロードが 1 次ログ・ファイルの中で実行するように、次の値を設定し
ます。
• LogFilePages = 4096
• LogPrimaryFiles = 17
• LogSecondaryFiles = 5

次の事項に注意してください。
• この例では、5 つの 2 次ファイルがアクティブ・ログ・スペースの 20 パーセントを超えています。
ロガーは、ワークロードを 1 次ファイルのみに保持しようとします。 そのため、ロガーは、1 次ファイ
ルの一部だけがフルになるとチェックポイントをスケジュールします。
2 次ファイルは、予期せぬ長期実行トランザクションが生じた場合に備えて、緊急用に用意します。
合計ログ・スペースの 80 パーセントより多くが使用されると、キュー・マネージャーはログ・スペース
の使用を減らすための処理を行うことに注意してください。

• リニア・ロギングまたは循環ロギングのどちらを使用する場合も同じ計算を行います。
アクティブ・ログの概念はリニア・ロギングでも循環ロギングでも同じであるため、リニア・アクティ
ブ・ログと循環アクティブ・ログのどちらを計算しているかは問題ではありません。

• メディア・リカバリーだけに必要なログ・エクステントはアクティブ・ログ内にないため、1 次ファイル
および 2 次ファイルの数にはカウントされません。

• DISPLAY QMSTATUS LOG の LOGUTIL フィールドを使用して、必要なアクティブ・ログのサイズを概算す
ることができます。
このフィールドは、長期実行トランザクションの期間、またはキュー・マネージャーのスループットのピ
ークを判別するために、常にサンプリングすることなく、必要なログ・サイズの妥当な見積もりを作成で
きるように設計されています。

LogFilePages の大きさの決定方法
通常は、LogFilePages を十分な大きさにしてください。そうすれば、1 次ファイルの最大数に達しないよ
うにアクティブ・ログのサイズを簡単に大きくできます。 小さなログ・ファイルがたくさんあるよりも、
大きなログ・ファイルが少ない数だけある方が望ましいと言えます。その方が、必要に応じてログのサイ
ズを大きくする作業を柔軟に行えるからです。
リニア・ロギングの場合は、ログ・ファイルが非常に大きくなると、パフォーマンスが変わりやすくなり
ます。 ログ・ファイルが非常に大きくなると、新しいログ・ファイルを作成して形式を設定したり古いロ
グ・ファイルをアーカイブに保存したりする手順が大掛かりになります。 この問題が大きくなるのは、手
動ログ管理やアーカイブ・ログ管理の場合です。自動ログ管理では、新しいログ・ファイルが作成される
ことはまれだからです。
ログを小さくしすぎた場合の結果
ログの最小サイズを見積もる際に考慮すべきポイントについて説明します。
ログを小さくしすぎた場合:

• 実行時間の長いトランザクションがバックアウトされます。
• 前のチェックポイントが終了する前に次のチェックポイントが開始しようとします。
重要 : ログ・サイズの見積もりが不正確でも、データの保全性は保たれます。
チェックポイントの説明については、666 ページの『チェックポイント機能を使用してリカバリーの完了
を確認する』を参照してください。 アクティブ・ログ・エクステントに残されたログ・スペース量が不足
してくると、キュー・マネージャーがチェックポイントをスケジュールする頻度が高くなります。
チェックポイントは一瞬ではなく一定の時間がかかります。 チェックポイントで記録しなければならない
データが多くなるほど、チェックポイントにかかる時間は長くなります。 ログが小さいとチェックポイン
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トがオーバーラップする可能性があります。つまり、前のチェックポイントが終了する前に次のチェック
ポイントが要求されます。 これが発生すると、エラー・メッセージが書き込まれます。
実行時間の長いトランザクションがバックアウトされたり、チェックポイントがオーバーラップしたりし
ても、キュー・マネージャーはワークロードの処理を続けます。 実行時間の短いトランザクションは通常
どおり実行できます。
しかし、キュー・マネージャーの実行状況は好ましいものではなく、パフォーマンスが低下する可能性も
あります。 十分なログ・スペースを割り当ててキュー・マネージャーを再始動する必要があります。
ログを大きくしすぎた場合の結果
ログの最大サイズを見積もる際に考慮すべきポイントについて説明します。
ログを大きくしすぎた場合:

• めったにありませんが、緊急時再始動にかかる時間が長くなる可能性があります。
• 不要なディスク・スペースを使用することになります。
• 実行時間の非常に長いトランザクションが許容されます。
重要 : ログ・サイズの見積もりが不正確でも、データの保全性は保たれます。
ログ使用率統計を使用すると、ログの最大サイズを見積もるために役立ちます。 詳しくは、680 ページの
『IMGLOGLN と IMGINTVL の設定値の決定』 および ALTER QMGR を参照してください。
キュー・マネージャーが再始動時にログを読み取る方法について詳しくは、666 ページの『チェックポイ
ント機能を使用してリカバリーの完了を確認する』を参照してください。 キュー・マネージャーは最後の
チェックポイントからログを再生し、キュー・マネージャーの終了時にアクティブだったすべてのトラン
ザクションを解決します。
トランザクションを解決するために、キュー・マネージャーはそのトランザクションに関連するすべての
ログ・レコードを読み直します。 それらのログ・レコードが最後のチェックポイントより前のものである
場合もあります。
キュー・マネージャーに非常に大きなログを割り振れば、キュー・マネージャーは再始動時にログ内のす
べてのログ・レコードを読み取ることができますが、通常、これが必要になることはありません。 これが
行われるような状況が万が一発生した場合、そのプロセスには非常に長い時間がかかります。
チェックポイントが予期せず停止した後にキュー・マネージャーが終了した場合、ログが大きいと、キュ
ー・マネージャーの再始動時間が大幅に増加します。 ログ・サイズを制限することで、緊急時再始動にか
かる時間を制限できます。
このような問題を回避するには、次のようにする必要があります。
• ワークロードが十分に収まるが、大きすぎないログにする。
• 実行時間の長いトランザクションは回避する。
ログ・ファイル・システムの大きさの決定方法
キュー・マネージャーが必要とするログ・ファイル・システムのサイズの見積もり。
ログ・ファイル・システムを大きくして、キュー・マネージャーがログ記録を書き込むためのスペースが
十分にあるようにすることは大切です。 ログ・ファイル・システムがキュー・マネージャーによって完全
にフルにされると、FFDC が書き出され、トランザクションはロールバックして、 キュー・マネージャーが
突然終了することがあります。
ログのために予約するディスク・スペースの量は、少なくともアクティブ・ログと同じ大きさでなければ
なりません。 その正確な大きさは、以下の要素に依存します。
• ログ・タイプの選択 (リニアまたは循環)
• アクティブ・ログのサイズ (1 次ファイル、2 次ファイル、ログ・ファイル・ページ)
• ログ管理の選択 (手動、自動、またはアーカイブ)
• オブジェクトが損傷した場合のコンティンジェンシー・プラン
循環ログを選択した場合、ログ・ファイル・システムには次のサイズが必要です。
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LogFilesystemSize >= (PrimaryFiles + SecondaryFiles + 1) * LogFileSize

これにより、キュー・マネージャーはすべての 1 次ファイルと 2 次ファイルに書き込むことができます。
例外的な状況では、キュー・マネージャーが 2 次ファイルの数を超えて追加のエクステントを書き込むこ
とがあります。 前述のアルゴリズムは、それを考慮に入れたものです。
リニア・ログを選択した場合、ログ・ファイル・システムはアクティブ・ログよりもかなり大きくなりま
す。
手動ログ管理を選択すると、キュー・マネージャーは、必要に応じて新しいログ・エクステントへの書き
込みを続行します。 ユーザーは、必要なくなったときにそれらを削除 (およびアーカイブ) する責任があり
ます。
ログ・ファイル・システムに必要な大きさは、不必要なエクステントや非アクティブのエクステントを削
除する戦略に大きく依存しています。
非アクティブになったエクステント (再始動リカバリーには不要) をすぐにアーカイブして削除するように
決めること、または不必要なエクステント (メディア・リカバリーや再始動リカバリーには不要) だけをア
ーカイブして削除するように決めることができます。
不必要なエクステントだけをアーカイブおよび削除する場合、損傷したオブジェクトがあれば、MEDIALOG
は進行しません。 そのため、さらに多くのエクステントが不必要になることはありません。 オブジェクト
をリカバリーするなどして、問題を解決するまでは、エクステントのアーカイブと削除を停止します。
ワークロードを停止しない場合、問題を解決するために使用できる時間は、ログ・ファイル・システムの
サイズによって決まります。 そのため、ベスト・プラクティスとして、リニア・ロギングを使用する場合
には十分に大きなログ・ファイル・システムを用意してください。
リニア・ログと、自動またはアーカイブ・ログ管理を選択した場合、キュー・マネージャーはログ・エク
ステントを再利用します。
再使用できるログ・エクステントには、接頭部として Rという文字が付けられます。 メディア・イメージ
が記録される時に、余分なエクステントがアーカイブされるので、キュー・マネージャーはそれらのエク
ステントを再利用することができます。
そのため、再使用エクステントは、メディア・イメージの間のログに書き込まれるデータの長さ未満にな
ります。
ReuseExtents <= LogDataLengthBetweenMediaImages

メディア・イメージを自動的に記録して IMGLOGLN を設定するとき、IMGLOGLN は固定された最大値では
なく目標値なので、LogDataLengthBetweenMediaImages は IMGLOGLN の 2 倍の大きさになることも
あります。
メディア・イメージを手動で記録するとき、またはインターバルに基づいて自動的に記録するとき、
LogDataLengthBetweenMediaImages は、ワークロードおよび複数のイメージを取得する間隔によって
決まります。
アクティブ・エクステントおよび再利用エクステントに加えて、非アクティブ・エクステント (メディア・
リカバリーにのみ必要) および不必要なエクステント (再始動リカバリーやメディア・リカバリーには不要)
もあります。
自動またはアーカイブ・ログ管理を使用する場合、キュー・マネージャーは、メディア・リカバリーに必
要なエクステントを再利用しません。 したがって、非アクティブ・エクステントの数は、メディア・イメ
ージを取得する頻度、およびそれらを手動または自動のどちらで取得するかによって異なります。
IMGINTVL および IMGLOGLN は目標値であり、メディア・イメージ間の固定された最小値や最大値ではあ
りません。 ただし、必要となる可能性のあるログ・ファイル・システムの最大サイズを見積もるとき、自
動メディア・イメージが、IMGINTVL または IMGLOGLN の 2 倍よりも大きく記録されることはまずありま
せん。
自動またはアーカイブ・ログ管理を使用してログ・ファイル・システムのサイズを決める際には、キュー
または他のオブジェクトに損傷が生じた場合にどうなるかをも検討する必要があります。 その場合、キュ
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ー・マネージャーは損傷したオブジェクトのメディア・イメージを取得できないので、MEDIALOG は進行
しません。
ワークロードが続く場合、メディア・リカバリーに必要な最も古いエクステントは引き続き必要となり、
再利用できないので、非アクティブ・ログが無制限に拡大します。 ワークロードが続く場合には、ログ・
ファイル・システムが完全にフルになり、キュー・マネージャーがトランザクションのロールバックを開
始して、突然停止する可能性さえ生じる前に、問題を解決する必要があります。
そのため、自動ログ管理とアーカイブ・ログ管理:

LogFilesystemSize > (PrimaryFiles + SecondaryFiles + 
(((TimeBetweenMediaImages *2) + TimeNeededToResolveDamagedObject) * ExtentsUsedPerHour))
* LogFilePages

注 : 上記のアルゴリズムでは、アーカイブ・ログ管理のために、 SET LOG ARCHIVED がエクステントごと
に、メディア・リカバリーに必要でなくなるとすぐに呼び出されることを前提としています。
ログの管理
この製品は、自動ログ管理およびリニア・ログの自動メディア・リカバリーをサポートします。 循環ログ
は、ほぼ自己管理されますが、スペースの問題を解決するために介入が必要になることがあります。
注 : 自動ログ管理およびアーカイブ・ログ管理は、IBM i では無効です。
循環ロギングでは、キュー・マネージャーはログ・ファイルの空きスペースを再利用します。 この活動は
ユーザーには気付かれないで行われます。割り振られるスペースは迅速に再利用されるため、使用される
ディスク・スペースの量が減少するのは通常は分かりません。
循環ロギングを使用している場合は、2 次ファイルを削除できます。 詳しくは、RESET QMGR
TYPE(REDUCELOG) を参照してください。
リニア・ロギングでは、長い間チェックポイントが取られていない場合や、持続期間の長いトランザクシ
ョンがはるか前にログ・レコードを作成した場合に、ログがフルになる可能性があります。 キュー・マネ
ージャーは、最初の問題を回避するために、頻繁にチェックポイントを取ろうとします。

ログが満杯になると、メッセージ AMQ7463 が出されます。 さらに、持続期間の長いトラン
ザクションがスペースの解放を妨げているためにログが満杯になった場合、メッセージ AMQ7465 が出さ
れます。
ログ・レコードのうち、最後の完全なチェックポイントの開始以降に 書き込まれたもの、およびアクティ
ブ・トランザクションによって 書き込まれたもののみが、キュー・マネージャーの再始動に必要です。
時間の経過と共に、作成された最も古いログ・レコードはキュー・マネージャーの再始動には不要になり
ます。
持続期間の長いトランザクションが検出されると、そのトランザクションを非同期でロールバックするよ
うにアクティビティーがスケジュールされます。 何らかの予期しない理由により、その非同期ロールバッ
クが失敗した場合、一部の MQI 呼び出しはその状況で MQRC_RESOURCE_PROBLEM を戻します。
MQCMIT や MQBACK が失敗しないように、すべての未完了トランザクションをコミットまたはロールバッ
クするためのスペースが予約されていることに注意してください。
このようにしてトランザクションをロールバックしたアプリケーションは、同じトランザクションの下で
同期点を指定して後続の MQPUT または MQGET 操作を実行することはできません。
この状態の同期点でメッセージの書き込みまたは読み取りを行おうとすると、MQRC_BACKED_OUT が戻さ
れます。 この場合、アプリケーションは、MQCMIT を出す (MQRC_BACKED_OUT が戻される) か、MQBACK
を出して、新しいトランザクションを開始することができます。 過度にログ・スペースを消費するトラン
ザクションがロールバックされると、そのログ・スペースが解放され、キュー・マネージャーは操作を正
常に続行します。
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ディスクが満杯になったときに何が起きるか
リニア・ログを使用するようにキュー・マネージャーを構成した場合、キュー・マネージャーのロギング・
コンポーネントは、ディスクが満杯になった状態に以下の方法で反応します。
ログ・ファイルを含むディスクが満杯になると、以下のようになります。
• キュー・マネージャーは、必要なサイズの新しいログ・ファイルを作成するときにのみ、この状態を検出
します。これは、必要に応じて事前に検出されます。

• ファイルを必要なサイズに拡張する要求に対して、オペレーティング・システムによってエラーが返され
た場合、ディスクが満杯になっている状態を検出します。

• キュー・マネージャーは、メッセージ AMQ6708 をキュー・マネージャーのエラー・ログに発行します。
• First Failure Support Technology (FFST) のレコードが、システム全体にわたるエラー・ディレクトリーに
書き込まれます。 このレコードは、ディスクが満杯になった状態の詳細を提供するもので、IBM サポー
トに連絡する必要がある場合に備えて保持する必要があります。
ログ・ファイルは、ログ記録を書き込むにつれて拡張されるのではなく、固定サイズで作成されます。 こ
れは、IBM MQ が新しいファイルを作成しているときにのみ、ディスク・スペースが不足する可能性がある
ことを意味します。レコードをログに書き込んでいるときにスペースが不足することはありません。 IBM
MQ は、既存のログ・ファイルに使用可能なスペースがどれだけあるかを常に認識しており、ファイル内の
スペースをそれに応じて管理します。
リニア・ロギングを使用する場合は、以下のオプションを使用できます。
• ログ・エクステントの自動管理。
新しいログ属性の詳細については、DISPLAY QMSTATUS を参照してください。
また、以下のコマンド、または PCF でこれらに相当するコマンドも参照してください。
– RESET QMGR
– SET LOG (分散プラットフォームの場合)

• メディア・イメージの使用を制御するオプション。
以下の詳細については、ALTER QMGR コマンドと ALTER QUEUES コマンドを参照してください:

– IMGINTVL
– IMGLOGLN
– IMGRCOVO
– IMGRCOVQ
– IMGSCHED

循環ロギングでは、リソース問題が返されます。
それでもスペースが足りない場合には、キュー・マネージャーの構成ファイル 内のログの構成が正しいか
どうか確認してください。 使用可能なスペースよりもログが大きくならないように、1 次または 2 次ログ・
ファイルの数を減らすこともできます。
既存のキュー・マネージャーでは、ログ・ファイルのサイズを変更することはできません。 キュー・マネ
ージャーは、すべてのログ・エクステントが同じサイズであることを必要とします。
ログ・ファイルを管理する
ログ・ファイルに十分なスペースを割り振ります。 リニア・ログでは、古いログ・ファイルが必要ではな
くなったときに削除することができます。

循環ロギングに固有の情報
循環ロギングを使用している場合、システムの構成時にはログ・ファイルを保持できるだけの十分なスペ
ースを確保してください (102 ページの『mqs.ini ファイルの LogDefaults スタンザ』および 140 ページの
『qm.ini ファイルの Log スタンザ』を参照)。 ログが使用するディスク・スペースの量は、必要な時に作成
される 2 次ファイ ルのスペースも含めて、構成されたサイズを超えることはありません。
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リニア・ロギングに固有の情報
リニア・ログを使用している場合は、データがログに記録されるにつれて、ログ・ファイルが連続的に追
加され、使用されるディスク・スペースの量は 時間と共に増大します。 データのログの速度が速いと、デ
ィスク・スペースは新しいログ・ファイルによって急速に消費されます。
時間が経過すると、リニア・ログの古いログ・ファイルは、キュー・マネージャーを再始動したり、損傷
したオブジェクトのメディア・リカバリーを実行するために必要なくなります。 以下に、この時点でどの
ログ・ファイルが必要かを判断するための方法を示します。
ロガー・イベント・メッセージ
重要なイベント (例えば、メディア・イメージの記録など) が発生すると、ロガー・イベント・メッセー
ジが生成されます。 ロガー・イベント・メッセージの内容により、キュー・マネージャーの再開とメ
ディアの回復のために現時点で必要なログ・ファイルが指定されます。 ロガー・イベント・メッセー
ジについて詳しくは、ロガー・イベントを参照してください。

キュー・マネージャー状況
MQSC コマンドの DISPLAY QMSTATUS、または PCF コマンドの Inquire Queue Manager Status を実行
すると、必要なログ・ファイルの詳細を含む、キュー・マネージャー情報が戻されます。 MQSC コマン
ドについて詳しくは、 MQSC コマンドを使用した IBM MQ の管理を参照してください。PCF コマンド
について詳しくは、 管理タスクの自動化を参照してください。

キュー・マネージャー・メッセージ
キュー・マネージャーは、次のような一対のメッセージを定期的に発行して、どのログ・ファイルが必
要かを示します。
• メッセージ AMQ7467I は、キュー・マネージャーを再始動するために必要な最も古いログ・ファイ
ルの名前を示しています。 このログ・ファイルおよびそれより新しいログ・ファイルはすべて、キュ
ー・マネージャーの再始動時に使用できる必要があります。

• メッセージ AMQ7468I は、メディア・リカバリーを実行するために必要な最も古いログ・ファイル
の名前を示しています。

ログ・ファイルが "古い" か "新しい" かを判別するには、ファイル・システムによって適用される変更時刻
ではなく、ログ・ファイル番号を使用します。

両方のタイプのロギングに適用される情報
キュー・マネージャーの再開に必要なログ・ファイル、つまりアクティブ・ログ・ファイルのみを、オン
ラインにする必要があります。 非アクティブ・ログ・ファイルは、災害復旧用にテープなどのアーカイブ・
メディアにコピーして、ログ・ディレクトリーから削除することができます。 メディア回復に必要とされ
ない非アクティブ・ログ・ファイルは、不必要なログ・ファイルと見なすことができます。 不必要なログ・
ファイルは、操作の対象でなくなった場合、削除することができます。
必要なログ・ファイルが見つからないと、オペレーター・メッセージ AMQ6767E が出されます。 そのロ
グ・ファイル、およびそれ以降のすべてのログ・ファイルをキュー・マネージャーが使用できるようにし
て、操作を再試行してください。

ログ・エクステントを自動的にクリーンアップする - リニア・ロギングのみ
リカバリーに必要でなくなったリニア・ログ・エクステントの自動管理を使用するオプションがあります。
自動管理をセットアップするには、qm.ini ファイルのログ・スタンザにある LogManagement 属性を使用
するか、IBM MQ Explorerを使用します。 詳しくは、140 ページの『qm.ini ファイルの Log スタンザ』 を
参照してください。
ログの操作に関する詳細、およびログを使用するための以下のコマンドについては、 DISPLAY QMSTATUS
の LOG パラメーターを参照してください。
• RESET QMGR
• SET LOG
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メディア・イメージを自動的に作成する - リニア・ロギングのみ
キュー・マネージャーがメディア・イメージを自動的に書き込むかどうかを制御するための全体的なスイ
ッチがあります。デフォルトでは、スイッチは設定されていません。
自動メディア・イメージを実行するかどうかと、そのプロセスの頻度は、以下のキュー・マネージャー属
性を使用して制御できます。
IMGSCHED
キュー・マネージャーがメディア・イメージを自動的に書き込むかどうか

IMGINTVL
メディア・イメージを書き込む頻度 (分)

IMGLOGLN
オブジェクトの前のメディア・イメージより後に書き込まれたログのメガバイト数。

1 日の中でワークロードが非常に重くなる重要な時間があり、システム・スループットが自動メディア・イ
メージ作成による影響を受けないようにする必要がある場合は、IMGSCHED(MANUAL) を設定して自動メデ
ィア・イメージ作成を一時的にオフにすることができます。
IMGSCHED の切り替えは、ワークロード中にいつでも実行できます。

重要 : メディア・イメージを取得しない場合、 MEDIALOG は前進しません。そのため、エクステン
トをアーカイブするか、十分なディスク・スペースがあることを確認する必要があります。

IMGRCOVO 属性を使用して、他のユーザー定義オブジェクトの自動および手動メディア・イメージを制御
することもできます。
• 認証情報
• チャネル
• クライアント接続
• リスナー
• 名前リスト
• プロセス
• 別名キュー
• ローカル・キュー
• サービス
• トピック
オブジェクト・カタログやキュー・マネージャー・オブジェクトなどの内部システム・オブジェクトにつ
いては、必要に応じてキュー・マネージャーが自動的にメディア・イメージを書き込みます。
この属性について詳しくは、ALTER QMGR を参照してください。
ローカル・キューと永続動的キューに対してのみ、自動および手動のメディア・イメージを有効または無
効にすることもできます。 これを行うには、IMGRCOVQ キュー属性を使用します。
IMGRCOVQ 属性について詳しくは、 ALTER QUEUES を参照してください。
注 :

1.メディア・イメージは、リニア・ロギングを使用している場合にのみサポートされます。 自動メディ
ア・イメージを有効にした場合に、循環ロギングが使用されているときは、エラー・メッセージが出さ
れ、キュー・マネージャーの自動メディア・イメージ属性が無効になります。

2.自動メディア・イメージを有効にしているが、ログの頻度 (分またはメガバイト) を指定していない場合
は、エラー・メッセージが出され、自動メディア・イメージは書き込まれなくなります。

3. IMGSCHED(AUTO)を設定した場合は、必要に応じて rcdmqimg を使用してメディア・イメージを手動で
記録できます。
これを利用すると、企業の都合のよい時間 (例えば、システムが静止しているとき) に、メディア・イメ
ージを作成することができます。 自動メディア・イメージ作成では、このような手動によるメディア・
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イメージを考慮に入れます。つまり、手動メディア・イメージを作成した時点で、次回の自動メディ
ア・イメージ作成までの間隔とログの長さがリセットされます。

4.キュー・マネージャーは、持続メッセージをメディア・イメージにのみ書き込み、非持続メッセージに
は書き込みません。 これにより、新しい IBM MQ バージョンにマイグレーションする際に、メディア・
イメージのサイズを削減することができます。

IMGLOGLN と IMGINTVL の設定値の決定
デフォルトでは、ネイティブ HA キュー・マネージャー以外のキュー・マネージャーの場合、

IMGLOGLN は off に設定されます。 (ネイティブ HA キュー・マネージャーは、リカバリー・ログが書き込
まれるボリューム上の使用可能スペースの 25% の値に設定された IMGLOGLN を使用して作成されます。)

デフォルトでは、 IMGINTVL は 60 分に設定されています。 IMGINTVL で指定された間隔は、
新しいイメージを記録する価値があるほど十分に新しい作業がキュー・マネージャーで実行されたときに
受け入れられます。 そうしないと、新しいイメージの取得が遅延します。
IMGLOGLN および IMGINTVL の値を変更して、ご使用の構成に最適なソリューションを実現することがで
きます。 IMGINTVL と IMGLOGLN の値は、キュー・マネージャーがメディア・イメージの記録に費やす時
間をわずかに抑えるのに十分な大きさに設定する必要があります。ただし、次の目的を達成するのに十分
なだけ、小さく設定する必要があります。
• 損傷したオブジェクトを妥当な時間内に回復できるようにする。
• ログの大きさがディスクに見合っており、スペース不足にならないようにする。
IMGLOGLN を設定する場合は、IMGLOGLN をキュー上のデータ量の数倍、かつワークロードのデータ速度
の数倍にすることをお勧めします。 IMGLOGLN を大きくすると、キュー・マネージャーがメディア・イメ
ージの記録に費やす時間が少なくなります。
同様に、IMGINTVL を設定する場合は、IMGINTVL を、キュー・マネージャーがメディア・イメージを記
録するために費やす時間の数倍にすることをお勧めします。 メディア・イメージを記録するのにかかる時
間は、手動で記録して調べることができます。
IMGLOGLN と IMGINTVL が大きすぎると、損傷したオブジェクトをリカバリーするときに、最後のメディ
ア・イメージ以後のすべての範囲を再生する必要があるため、非常に長時間かかることがあります。
損傷したオブジェクトの回復にかかる最大時間を許容範囲内に収めるには、 IMGLOGLN と IMGINTVL の値
を十分に小さくします。
IMGINTVL と IMGLOGLN を非常に大きい値にすると、メディア・イメージを記録する頻度が下がるため、
ログが非常に大きくなります。

重要 : ログ・ファイル・システムが完全に満杯になると、ワークロードがバックアウトされること
になるため、このサイズのログをログ・ファイル・システムに無理なく格納できることを確認して
ください。

IMGINTVL と IMGLOGLN の両方を設定できます。 両方を設定すると、ワークロードが重い間に自動メディ
ア・イメージが定期的に作成される (IMGLOGLN によって制御) 一方で、ワークロードが非常に軽い時にも
時折作成されます (IMGINTVL によって制御)。
IMGINTVL と IMGLOGLN は、自動メディア・イメージが作成される間隔とログ・データ長の目標値です。
これらの属性を、固定された最大値または最小値と見なすべきではありません。 実際、キュー・マネージ
ャーは、以下のような場合には、適切な機会を見計らって、早期に自動メディア・イメージをスケジュー
ルすることがあります。
• キューが空の場合。パフォーマンスの観点から、メディア・イメージ作成の効率が最も高いと判断されま
す。

• しばらくの間メディア・イメージが記録されていない場合。
時折、自動メディア・イメージの作成間隔が IMGINTVL と IMGLOGLN の一方または両方より少し長くなる
ことがあります。
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キュー上のデータの量が IMGLOGLN に近づくと、メディア・イメージの間隔が IMGLOGLN より大きくなる
ことがあります。 メディア・イメージの記録に IMGINTVL とほぼ同じ時間がかかる場合は、メディア・イ
メージの間隔が IMGINTVL より大きくなることがあります。
これでは、キュー・マネージャーが大半の時間をメディア・イメージの記録に費やすことになるので、望
ましくありません。
自動メディア・イメージ記録を使用している場合、キュー・マネージャーはオブジェクトごとおよびキュ
ーごとに個別にメディア・イメージを記録します。そのため、キュー・マネージャーは、イメージの間隔
とログ長をオブジェクトごとに個別に追跡します。
時間の経過とともに、メディア・イメージの記録は、すべてのオブジェクトについて同時にメディア・イ
メージを記録する状態から、交互に記録する状態に変化していきます。 この状態になると、メディア・イ
メージの記録がパフォーマンスに与える影響が分散します。これは、メディア・イメージの手動記録より
も自動記録を使用するほうが優れているもう 1 つの利点です。

メディア・イメージを手動で作成する - リニア・ロギングのみ
キューのメディア・イメージを記録するには、そのキューのすべての永続メッセージをログに書き込む必
要があります。 大量のメッセージ・データを含むキューの場合、ログに大量のデータが書き込まれるので、
このプロセスが実行されている間、システムのパフォーマンスが影響を受ける可能性があります。
その他のオブジェクトのメディア・イメージの記録は、その他のオブジェクトのメディア・イメージには
ユーザー・データが含まれていないため、比較的速く実行できます。
キューのメディア・イメージを記録するタイミングは、そのプロセスがピーク時のワークロードを邪魔し
ないように、注意深く検討する必要があります。
すべてのオブジェクトのメディア・イメージを定期的に記録して、メディア・リカバリーに必要な最も古
いログ・エクステントを更新する必要があります。
キューのメディア・イメージを記録する良いタイミングは、キューが空のときです。その時点ではログに
書き込まれるメッセージ・データがないからです。 反対に、悪いタイミングは、キューが非常に深いとき
や、非常に大きなメッセージがキューにあるときです。
キューのメディア・イメージを記録するのに良いタイミングは、システムが静かなときで、悪いタイミン
グはピーク・ワークロードの最中です。 例えば、常に午前 0 時のワークロードが静かな場合は、メディア・
イメージを毎晩午前 0 時に記録することを決定できます。
各キューの記録を別々のタイミングにすると、パフォーマンスへの影響を分散できるため、記録の影響を
減らすことができます。 メディア・イメージを最後に記録してからの経過時間が長くなるほど、メディア・
イメージを記録する重要性は高くなります。メディア・リカバリーに必要なログ・エクステント数が増え
るからです。
注 : メディア・リカバリーの実行中に、必要なログ・ファイルはすべてログ・ファイル・ ディレクトリー
の中で同時に使用可能である必要があります。 必要なログ・ファイルをすべて保持するためのディスク・
スペースが不足しないようにするために、 リカバリーするオブジェクトのメディア・イメージを必ず定期
的にとるようにしてください。
例えば、キュー・マネージャー内のすべてのオブジェクトのメディア・イメージを作成するには、次の例
で示されているように rcdmqimg コマンドを実行します。

Windows 上
rcdmqimg -m QMNAME -t all *

AIX and Linux 上
rcdmqimg -m QMNAME -t all "*"

rcdmqimg コマンドの実行により、メディアのログ順序番号 (LSN) が順方向に移動します。 ログ順序番号
の詳細については、691 ページの『dmpmqlog コマンドを使用したログの内容のダンプ』を参照してくだ
さい。 rcdmqimg は自動的には実行されません。 したがって、手動で実行するか、または作成した自動タ
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スクから実行する必要があります。 このコマンドの詳細については、rcdmqimg および dmpmqlog を参照
してください。
キュー・マネージャーに制御される自動メディア・イメージでリニア・ロギングを使用する場合は、ログ・
スペースを管理するために rcdmqimg を使用してメディア・イメージを手動記録する必要はありません。
注 : rcdmqimg コマンドの実行時に、メッセージ AMQ7467 および AMQ7468 が出されることもあります。

部分メディア・イメージ
IBM MQ メッセージは、近い将来にコンシュームされるデータに対してのみ使用することをお勧めします。
各メッセージがキューに保持される時間が比較的短くなるからです。
一方で、データベースのように長期間データを保管するために IBM MQ メッセージを使用するのは望まし
くありません。
また、キューを比較的浅い状態に保持することもお勧めします。逆に、メッセージをキューに長期間保持
してキューを深い状態にするのは望ましくありません。
このようなガイドラインに従うと、キュー・マネージャーによるメディア・イメージの自動記録のパフォ
ーマンスを最適化できます。
空のキューのメディア・イメージを記録するのは、(パフォーマンスの観点から) 非常に効率の良い方法で
す。逆に、大量のデータが入ったキューのメディア・イメージを作成するのは、それらのデータをすべて
メディア・イメージのログに書き込む必要があるため、非常に効率の悪い方法です。
直前にメッセージを書き込んだ浅いキューの場合、キュー・マネージャーはさらに最適化を行うことがで
きます。
現在キューに入っているすべてのメッセージが最近書き込まれたものであるとすると、キュー・マネージ
ャーは、すべてのメッセージが書き込まれた直前 (リカバリー・ポイント) のメディア・イメージを記録す
ることができます。つまり、空のキューのイメージを記録できます。 このプロセスは、パフォーマンス上、
非常に低コストです。
リカバリー・ポイントの時点でキューに存在していたすべてのメッセージが、その後でキューから取得さ
れた場合は、それらのメッセージがメディア・イメージに記録されている必要はありません。それらのメ
ッセージは既にキューに存在しないからです。
これは、部分メディア・イメージ と呼ばれます。 その後、稀なケースですがキューのリカバリーが必要に
なった場合は、最後のメディア・イメージより後の、このキューに関連したすべてのログ・レコードを再
生することにより、最近書き込まれたメッセージをすべて復元します。
仮に、リカバリー・ポイントの時点で少数のメッセージがキューにあり、現在もキューにある (そのため、
部分メディア・イメージに記録する必要がある) としても、すべてのメッセージの完全なメディア・イメー
ジを作成するよりも、小さな部分メディア・イメージを記録するほうが効率的です。
メッセージが短時間だけキューに滞在するようにすれば、メディア・イメージの自動記録のパフォーマン
スが向上する可能性があります。
ログ・ファイルの位置
ログ・ファイルの位置を選択する際には、ディスク・スペースの不足のために IBM MQ が新しいログをフ
ォーマットできないと、操作に重大な影響が及ぶので注意してください。
循環ログを使用している場合は、少なくとも構成された 1 次ログ・ファイル 用の十分なスペースをドライ
ブ上に確保してください。 また、ログが大きくなる場合に必要な少なくとも 1 つの 2 次ログ・ファイル用
のスペースも残しておいてください。
リニア・ログを使用している場合は、十分にスペースを考慮しておく必要があります。というのは、ログ
が使用するスペースは、データがログに記録されるにつれて絶えず増大するからです。
ログ・ファイルは、キュー・マネージャー・データとは別のディスク・ドライブに配置する必要がありま
す。
このデバイスではデータ保全性が非常に重要です - 組み込みの冗長性を許可する必要があります。
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また、ミラーリング配置された複数のディスク・ドライブにログ・ファイルを置く こともできます。 これ
は、ログを含んでいるドライブに障害が起きた場合に保護として機能します。 ミラーリングがない場合に
はおそらく、IBM MQ システムの最新のバックアップを使用する以外に方法はありません。

リニアから循環へのキュー・マネージャー・ログの変更
migmqlog コマンドを使用して、キュー・マネージャーのログ・タイプを線形から循環に変更できます。

始める前に
ログのタイプを参照して、リニア・ロギングを使用するか循環ロギングを使用するかを決定します。
ログ・タイプを適所で変更するか、ログを新しい場所に移動するかを決定します。 migmqlog コマンドを
使用してログを新しい場所に移動すると、 qm.ini ファイル内のログ・パスが更新され、キュー・マネージ
ャーの開始時に変更されたログが使用されるようになります。 -ld オプションを使用して、新しいロケー
ションを指定できます。 キュー・マネージャーを古いディスクから新しい Advanced Format ディスクに移
動する場合は、-ld オプションを使用すると便利な場合があります。

手順
1. mqm グループのメンバーとしてログインします。
2.ログを変更するための十分なスペースがあることを確認してください。 少なくとも構成済みの 1 次ロ
グ・ファイルと 1 つの 2 次ログ・ファイル用のスペースがあることを確認する必要があります。

3.まだ停止していない場合は、 endmqm -w コマンドを使用してキュー・マネージャーを停止します。
4.キュー・マネージャーのバックアップを取ります (まだ実行していない場合)。
詳しくは、696 ページの『キュー・マネージャー・データのバックアップ』および 14 ページの『キュ
ー・マネージャーの作成後の構成ファイルのバックアップ』を参照してください。

5. migmqlog コマンドを実行します。
• ログの場所を変更せずにログ・タイプを変更することを選択した場合は、以下のコマンドを使用しま
す。
migmqlog -m QMgrName -lc

• ログ・タイプを変更してログを新しい場所に移動することを選択した場合は、以下のコマンドを使用
します。
migmqlog -m QMgrName -lc -ld NewLogLocation

ここで、 NewLogLocation は、ログ・ファイルの新しい場所を指定する絶対ファイル・パスです。
-ld パラメーターで相対ファイル・パスを使用しないでください。

細については、 migmqlogを参照してください。
何らかの理由で (例えば電源異常が原因で)、 migmqlog コマンドがプロセスを完了する前に停止した場
合は、部分的に変更されたログに対して同じ migmqlog コマンドを再実行して変更を完了してくださ
い。

タスクの結果
コマンドが実行され、キュー・マネージャーのログ・タイプが更新されます。 ログが非常に大きい場合は、
migmqlog が完了するまでに数分かかる可能性があることに注意してください。 ただし、コマンドから進
行状況メッセージが時々出力されます。
関連タスク
683 ページの『キュー・マネージャー・ログの循環からリニアへの変更』
migmqlog コマンドを使用して、キュー・マネージャーのログ・タイプを循環から線形に変更できます。

キュー・マネージャー・ログの循環からリニアへの変更
migmqlog コマンドを使用して、キュー・マネージャーのログ・タイプを循環から線形に変更できます。
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始める前に
ログのタイプを参照して、リニア・ロギングを使用するか循環ロギングを使用するかを決定します。
ログ・タイプを適所で変更するか、ログを新しい場所に移動するかを決定します。 migmqlog コマンドを
使用してログを新しい場所に移動すると、 qm.ini ファイル内のログ・パスが更新され、キュー・マネージ
ャーの開始時に変更されたログが使用されるようになります。 -ld オプションを使用して、新しいロケー
ションを指定できます。 キュー・マネージャーを古いディスクから新しい Advanced Format ディスクに移
動する場合は、-ld オプションを使用すると便利な場合があります。

このタスクについて
重要 : ログを変更すると、キュー・マネージャーの開始時にメディア・イメージが記録されなくな
ります。 メディア・イメージを記録する方法を計画します。つまり、以下の属性を
• IMGSCHED
• IMGINTVL
• IMGLOGLN
• IMGRCOVO
• IMGRCOVQ

ALTER QMGR に設定して自動的に記録するか、rcdmqimg を定期的に実行して手動で記録するかを
決定します。

手順
1. mqm グループのメンバーとしてログインします。
2.ログを変更するための十分なスペースがあることを確認してください。 線形ログによって使用される
スペースは、データがログに記録されるにつれて継続的に増加します。

3.まだ停止していない場合は、 endmqm -w コマンドを使用してキュー・マネージャーを停止します。
4.キュー・マネージャーのバックアップを取ります (まだ実行していない場合)。
詳しくは、696 ページの『キュー・マネージャー・データのバックアップ』および 14 ページの『キュ
ー・マネージャーの作成後の構成ファイルのバックアップ』を参照してください。

5. migmqlog コマンドを実行します。 ログが非常に大きい場合は、 migmqlog が完了するまでに数分か
かる可能性があることに注意してください。 ただし、コマンドから進行状況メッセージが時々出力され
ます。
• ログの場所を変更せずにログ・タイプを変更することを選択した場合は、以下のコマンドを使用しま
す。
migmqlog -m QMgrName -ll

• ログ・タイプを変更してログを新しい場所に移動することを選択した場合は、以下のコマンドを使用
します。
migmqlog -m QMgrName -ll -ld NewLogLocation

ここで、 NewLogLocation は、ログ・ファイルの新しい場所を指定する絶対ファイル・パスです。
-ld パラメーターで相対ファイル・パスを使用しないでください。

細については、 migmqlogを参照してください。
何らかの理由で (例えば電源異常が原因で)、 migmqlog コマンドがプロセスを完了する前に停止した場
合は、部分的に変更されたログに対して同じ migmqlog コマンドを再実行して変更を完了してくださ
い。

6.キュー・マネージャーを開始し、ご使用の環境に適したイメージ・リカバリーおよびキューの属性を設
定します。

7.リカバリー可能なオブジェクトの手動イメージをいつ記録するかを検討します。
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関連タスク
683 ページの『リニアから循環へのキュー・マネージャー・ログの変更』
migmqlog コマンドを使用して、キュー・マネージャーのログ・タイプを線形から循環に変更できます。
不必要なログ・ファイルの判別 - リニア・ロギングのみ
循環ロギングでは、ログ・ディレクトリーからデータを決して削除しないでください。 リニア・ログ・フ
ァイルを管理する場合、どのファイルを削除またはアーカイブできるかを確認することが重要です。 以下
の情報は、この決定を行う上で役立ちます。
ファイル・システムの変更日時によって "古い" ログ・ファイルの判別を行うことはしないでください。 ロ
グ・ファイル番号のみを使用してください。 キュー・マネージャーによるログ・ファイルの使用は、複雑
な規則 (必要になる前に行われる事前割り振りやログ・ファイルの形式設定など) に従っています。 変更日
時を含むログ・ファイルを参照する際に、それらの変更日時によって相対的な経過時間を判別しようとす
ると、誤解が生じる場合があります。
必要な最も古いログ・ファイルを判別するために、以下の 3 つの場所を使用できます。
• DISPLAY QMSTATUS コマンド
• ロガー・イベント・メッセージ、そして最後に
• エラー・ログ・メッセージ
DISPLAY QMSTATUS コマンドで、それぞれの目的のために必要な最も古いログ・エクステントを判別する
方法は以下のとおりです。
• キュー・マネージャーを再始動するためには、コマンド DISPLAY QMSTATUS RECLOG を発行します。
• メディア・リカバリーを実行するためには、コマンド DISPLAY QMSTATUS MEDIALOG を発行します。
• アーカイブ通知の名前を判別し、コマンド DISPLAY QMSTATUS ARCHLOGを発行します。
コマンド RESET QMGR TYPE(REDUCELOG) を発行することによって、循環ロギングを使用する際に 2 次ロ
グのエクステントの数を削減できます。
一般的に、ログ・ファイル番号が小さい方が、より古いログ・ファイルであることを意味します。 ログ・
ファイルの回転率が非常に高い場合 (10 年間で毎日 3000 個のログ・ファイルの配列) を除いて、9 999 999
での数の折り返しを考慮に入れる必要はありません。 この場合、RECLOG 値よりも小さい番号のログ・フ
ァイルをアーカイブし、RECLOG 値と MEDIALOG 値の両方よりも小さい番号のログ・ファイルを削除する
ことができます。

重要 : ログ・ファイルは循環するので、9 999 999 の次の番号はゼロになります。

コールド・スタート: ログ・エクステントが欠落しているか壊れている場合の対処
企業で再始動リカバリーを行うために必要なログ・エクステントの一部またはすべてが失われると、キュ
ー・マネージャーがリカバリー・ログを再生できなくなり、再始動に失敗します。 リカバリー・ログで何
らかの破損が生じるときにキュー・マネージャーを再始動する必要がある場合には、データの整合性が犠
牲になるため極力避けるべきですが、再始動を行うことが可能です。 この処理は、キュー・マネージャー
のコールド・スタート とも呼ばれます。
重要 : キュー・マネージャーのコールド・スタートは例外的な状況でのみ検討すべきであり、実行する場合
はこのページで説明されているデータ保全性リスクが伴います。 IBM では、データ・ファイル破損に対応
するうえで、コールド・スタートよりもキュー・マネージャーの再作成を推奨しています。
運用上の理由からコールド・スタートが必要な場合は、問題の根本原因を確認するために IBM サポート担
当者に連絡してください。 コールド・スタートさせたキュー・マネージャーは、再作成したキュー・マネ
ージャーとなるべく早く取り替える必要があります。

コールド・スタートの影響
コールド・スタートを行うと、キュー・マネージャーによって空のリカバリー・ログが作成され、キュー・
ファイルにあるデータと他のオブジェクト・ファイル内にあるデータを既存の状態のまま使用します。 キ
ュー・ファイル内のデータは不整合な状態になっている可能性があるため、メッセージが失われたり、重
複したり、破損したり、不整合な状態になったりすることがあります。
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キュー・マネージャーは、他のすべての永続オブジェクトの構成をリカバリー・ログおよびオブジェクト・
ファイルに保管します。 その他の内部状態データもリカバリー・ログに記録されるので、コールド・スタ
ート時には内部状態データはリセットされ、他のすべての構成データは不正確になる可能性があります。
コールド・スタートの影響を事前に予測することはできず、広範囲に及ぶため、コールド・スタートは絶
対に必要な場合を除き行わないでください。 コールド・スタート後、キュー・ファイルとオブジェクト・
ファイル内の情報は不整合な状態になり、キュー・マネージャーがまったく再始動できなくなる可能性が
あります。
キュー・マネージャーが再始動する場合でも、信頼できるメッセージ・データまたは構成と、信頼できな
いものとを簡単に特定することはできません。 また、コールド・スタート後にはキューが破損し、まった
く使用できなくなる可能性もあります。
さらに、特定のキューとの間で読み書きができる場合でも、そのメッセージが破損、欠落、重複している
こともあります。 トランザクションおよびチャネルが未確定のままになっている可能性があります。 キ
ュー・マネージャーによるコールド・スタートが正常に実行され、キューが変更されていないように見え
ても、コールド・スタートが後ほどどのような影響を及ぼすかについては予測できず、時間が経過しない
と分かりません。

コールド・スタートが必要な場合の処置
コールド・スタートの実行は標準的な運用慣例と見なすべきではなく、IBM ではこれを実行しないことを
強く推奨します。 ただし、キュー・マネージャーのコールド・スタートがどうしても必要な場合には、IBM
MQ サポートにお問い合わせください。
キュー・マネージャーのコールド・スタートのプロセスは、リニア・キュー・マネージャーのほうが循環
キュー・マネージャーと比べて複雑でした。 IBM MQ 9.1.3 では、コールド・スタート・プロセスが簡単に
なり、ログ・エクステントのコピーまたは名前変更が必要なくなりました。
IBM サポートに連絡してください。キュー・マネージャーをコールド・スタートするために strmqm コマ
ンドに渡すキーが提供されます。

重要 : コールド・スタート・コマンドには、手動コールド・スタートと同じデータ保全性が失われ
るリスクがあり、 IBM ではこれを行わないことを強くお勧めします。

今後のコールド・スタートの必要性を減らす: お願い
strmqmコマンドにはコールドスタートのキーが必要です。IBM MQこれは、コールドスタートが必要な場
合に IBM MQサポートに連絡する必要があるためです。また、IBM MQこの状況に陥った経緯を理解する
ことにも熱心です。
コールド・スタートは行わないのが最善であることははっきりしています。 IBM MQ ではキュー・マネー
ジャーのコールド・スタートが不要になるよう真摯な努力を傾けてきました。同時に、IBM ではコールド・
スタートが必要となる状況を回避するために製品側でできることの把握に努めています。

コールド・スタートを回避するための予防措置
キュー・マネージャーの作成時におけるデフォルトのロギング方式は循環ロギングです。 循環ロギングを
使用すると、キュー・マネージャーで、特定数の、指定サイズの 1 次ログ・エクステントと 2 次ログ・エ
クステントが確保されます。 1 次と 2 次のログ・エクステントすべてを含めることのできる十分な大きさ
のログ・ファイル・システムを作成します。このようにすると、その後は管理が不要です。
あるいは、循環ではなくリニア・ロギングを使用することもできます。 リニア・ロギングを使用すると、
万が一、キューや他のオブジェクトが損傷を受けたときにリカバリーする機能が追加されます。 ただしデ
フォルトでは、リニア・ロギングでは、再始動またはメディア・リカバリーに不要なログ・エクステント
を削除する必要があります。 これは、手動ログ管理と呼ばれます。
このような方法でログ・エクステントを管理する場合、誤って多すぎる数のログ・エクステントを削除し
てしまい、結果的にコールド・スタートしなければならなくなることがあります。 このリスクを軽減する
には、自動ログ管理を使用し、ユーザーの代わりにキュー・マネージャーがログ・エクステントを管理す
るようにします。
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ベスト・プラクティスは、リカバリー・ログだけが含まれる、別個のログ・ファイル・システムにリカバ
リー・ログを配置することです。 リカバリー・ログをキュー・マネージャーのその他のファイルと同じフ
ァイル・システムに置くと、大きなキュー・ファイルなどが原因となり、ファイル・システムが意図せず
いっぱいになってしまう可能性があります。 キュー・マネージャーのログ・ディレクトリーを別のファイ
ル・システムに配置するか、crtmqm コマンドで -ld コマンド・ライン・オプションを使用して別のログ・
ファイル・システムを指定します。
キュー・ファイルを保持しているファイル・システムがいっぱいになると、それらのキューに書き込むこ
とができなくなりますが、キュー・マネージャーは実行を続けます。 リカバリー・ログを含むファイル・
システムが満杯になると、キュー・マネージャーは突然に終了し、空き容量を確保するまで再始動できな
くなります。
再始動リカバリーに必要なログ・エクステントを削除しないように注意してください。削除すると、コー
ルド・スタートが必要になることがあります。 リカバリー・ログを含むディスクに障害が発生したために
コールド・スタートが必要になる場合があります。 ベスト・プラクティスは、複製したディスク上にリカ
バリー・ログを配置し、ディスク・クラッシュによるリスクを軽減する方法です。
メッセージと構成を新しい交換キュー・マネージャーに移動すると、以前にコールド・スタートしたキュ
ー・マネージャーで継続的問題が生じる可能性が排除されます。
以前にコールド・スタートしたキュー・マネージャーについて記録を取ってください。コールド・スター
トしたのがかなり前で、長期間停止されていたり、その後、再始動したり、マイグレーションしたりした
場合であっても記録してください。 IBM サポートに連絡する場合、キュー・マネージャーを以前にコール
ド・スタートしたことがある場合にはそのことを伝え、コールド・スタートが必要となった原因について
可能な限り詳細をお知らせください。
ログをリカバリーに使用する
ログの情報を障害からのリカバリーに役立てることができます。
データが損傷する原因は、いくつか考えられます。 IBM MQ を利用すると次のような状況からリカバリー
するのに役立ちます。
• データ・オブジェクトの損傷
• システムの停電
• 通信障害
このセクションでは、これらの問題からリカバリーするのにログがどのように使用されるかを 調べます。
停電や通信障害からのリカバリー
IBM MQ は、通信障害や停電による障害からリカバリーすることができます。 他の種類の問題 (不注意によ
るファイルの削除など) からのリカバリーも可能です。
通信障害の場合、持続メッセージは、受信側のアプリケーションによって取り除かれるまでキューに残っ
ています。 メッセージが伝送中である場合は、正常に伝送できるまで、メッセージは 伝送キューにとどま
っています。 通信障害からのリカバリーは、通常の場合、障害を起こしたリンクを使用して いるチャネル
を再始動することで可能です。
停電の場合には、キュー・マネージャーが再始動されたときに、IBM MQ が障害が起きたときのコミットし
た状態にキューを復元します。 これで、持続メッセージが失われることはありません。 非持続メッセージ
は廃棄されます。非持続メッセージは、IBM MQ が不意に停止した場合には残存しません。
損傷オブジェクトをリカバリーする
IBM MQ オブジェクトが使用不能になる場合があります。 例えば、不注意で損傷した場合などです。 その
ようなときには、システム全体かまたはその一部をリカバリーする必要があります。 どのような処置が必
要かは、損傷が検出された時期、選択されているログ方法がメディア・リカバリーをサポートするかどう
か、およびどのオブジェクトが損傷したかによって異なります。

メディア・リカバリー
オブジェクトのメディア・イメージを記録して、損傷した場合にリカバリーできるようにすることができ
ます。 この機能は、リニア・ロギングまたは複製ロギングを使用するキュー・マネージャーでのみ使用で
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き、リニア・ロギングの場合は、リカバリー可能として定義されているオブジェクトに対してのみ使用で
きます。 IMGRCOVO および IMGRCOVQ キュー・マネージャー属性を使用して、オブジェクトのタイプがリ
カバリー可能であることを定義します。 ALTER QMGRを参照してください。 リカバリー可能として定義
されていないオブジェクトが損傷した場合、リカバリー・オプションは循環ロギングの場合と同じです。
メディア・リカバリーは、リニア・ログまたは複製ログに記録された情報からオブジェクトを再作成しま
す。 例えば、オブジェクト・ファイルが不注意で削除された場合、あるいはその他の理由で使用不能にな
った場合、それをメディア・リカバリーによって再作成できます。 オブジェクトのメディア・リカバリー
に必要なログ内の情報のことを、メディア・イメージ と呼びます。
メディア・イメージは、オブジェクトのイメージを含んでいる一連のログ・レコード であり、そこからオ
ブジェクト自体を再作成できます。
オブジェクトを再作成するのに必要な最初のログ・レコードは、メディア・リカバリー・レコード として
知られています。これは、オブジェクトの最新のメディア・イメージの開始点です。 各オブジェクトのメ
ディア・リカバリー・レコードは、チェックポイント時に記録された情報の一部です。
メディア・イメージからオブジェクトを再作成する際には、最新のイメージが 取られた時以降にオブジェ
クトに対して行われた更新を記述しているログ・ ファイルを再生する必要もあります。
例えば、持続メッセージがキューに書き込まれる前にとられたキュー・ オブジェクトのイメージを持って
いるローカル・キューを考えてみます。 そのオブジェクトの最新のイメージを再作成するには、イメージ
自体を 再生するだけでなく、キューにメッセージが書き込まれたことを記録 しているログ項目を再生する
ことも必要です。
オブジェクトが作成されるときに、作成されるログ・レコードには、そのオブジェクトを完全に再作成す
るのに十分な情報が入れられます。 それらのレコードは、オブジェクトの最初のメディア・イメージを構
成す ることになります。 続いて、シャットダウンするたびに、キュー・マネージャーは自動的に以下のよ
うなメディア・イメージを記録します。
• すべてのプロセス・オブジェクトおよび非ローカル・キューのイメージ
• 空のローカル・キューのイメージ
メディア・イメージは、 rcdmqimgで説明されているように、 rcdmqimg コマンドを使用して手動で記録
することもできます。 このコマンドは、 IBM MQ オブジェクトのメディア・イメージを記録します。
IMGSCHED(AUTO) が設定されている場合、キュー・マネージャーはメディア・イメージを自動的に記録し
ます。 詳しくは、 ALTER QMGR を参照して、 IMGINTVL および INGLOGLNに関する情報を確認してくだ
さい。
メディア・イメージの書き込みが行われた後は、損傷しているオブジェクトを再作成するために必要なの
は、そのメディア・イメージを持つログと、この時点以後に作成されたすべてのログだけです。 メディア・
イメージを作成する利点は、利用できるフリー・ストレージの容量およびログ・ファイルが作成される速
度などの要因によって異なります。

メディア・イメージからのリカバリー
キュー・マネージャーは、キュー・マネージャーの始動時に、そのメディア・イメージから一部のオブジ
ェクトを自動的にリカバリーします。 キュー・マネージャーの最後のシャットダウン時に未完了だったト
ランザクションにキューが関与していて、再始動処理時にそのキューが破損または損傷していることが分
かると、キュー・マネージャーはそのキューを自動的にリカバリーします。
その他のオブジェクトについては、rcrmqobj コマンドを使用して手動でリカバリーする必要があります。
このコマンドは、IBM MQ オブジェクトの再作成のためにログのレコードを再生するものです。 オブジェ
クトは、ログの中にある最新のイメージから再作成されます。また、その際に、イメージが保管されてか
ら再作成コマンドが出されるまでの間の 適当なログ・イベントもすべて再作成に使用されます。 IBM MQ
オブジェクトが損傷した場合には、実行できる有効な処置は、オブジェクトを削除するか、あるいはこの
方法でオブジェクトを再作成することです。 非持続メッセージは、今述べた方法ではリカバリーできませ
ん。
rcrmqobj コマンドの詳細については、 rcrmqobj を参照してください。
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オブジェクトのメディア・リカバリーを試みる際には、メディア・リカバリー・レコードを含んでいるロ
グ・ファイル、およびそれ以降のすべてのログ・ファイルがログ・ファイル・ディレクトリーの中にあっ
て、使用可能状態になっていなければなりません。 必要なファイルが見つからない場合には、オペレータ
ー・メッセージ AMQ6767 が出され、メディア・リカバリー操作は失敗します。 再作成するオブジェクト
のメディア・イメージを定期的に取っていないと、オブジェクトを再作成するために必要なログ・ファイ
ルすべてを保持するためのディスク・スペースが、不足する可能性があります。

ネイティブ HA キュー・マネージャーは、複製ロギングを使用します。 このよ
うなキュー・マネージャーは、損傷が検出されると、適格なオブジェクトの自動リカバリーを試みます。
ネイティブ HA キュー・マネージャーは、開始されると、オブジェクトの損傷が検出されたときに、デフォ
ルトで自動的に非同期リカバリーを試みます。 例えば、オブジェクトがアプリケーションによって使用さ
れている場合や、メディア・リカバリーに必要なログ・エクステントが使用できない場合には、リカバリ
ーを即時に実行できないことがあります。 このような状況では、非同期リカバリー処理は定期的に再試行
します。 リカバリーを妨げた問題が解決された場合、オブジェクトは次の再試行時にリカバリーされるか、
または rcrmqobj コマンドを使用してオブジェクトを手動でリカバリーすることができます。

存在するオブジェクト・ファイル
キュー・マネージャーは runmqsc に定義されたオブジェクトの属性をディスク上のファイルに保管しま
す。 これらのオブジェクト・ファイルはキュー・マネージャーのデータ・ディレクトリーの下にあるサブ
ディレクトリーにあります。

例えば、AIX and Linuxプラットフォームでは、チャネルは/var/mqm/qmgrs/
qmgr/channelに保管されます。
これらのオブジェクト・ファイル内のデータは、オブジェクトのメディア・イメージです。 これらのオブ
ジェクト・ファイルが削除されたり破損したりすると、ファイル内に保管されたオブジェクトが破損しま
す。 リニア・ロギングのキュー・マネージャーを使用する場合は、rcrmqobj コマンドを使用して、破損し
たオブジェクトをログからリカバリーできます。 複製ロギング (ネイティブ HA) キュー・マネージャーは、
損傷したオブジェクトが検出されると、それらのリカバリーを自動的に試行します。
ほとんどのオブジェクト・ファイルには、そのオブジェクトの属性のみが含まれています。そのため、チ
ャネル・ファイルにはチャネルの属性が含まれています。 ただし、次の例外があります。
• カタログ
オブジェクト・カタログは、すべてのタイプのすべてのオブジェクトをカタログし、qmanager/
QMQMOBJCATに保管されます。

• 同期ファイル
同期ファイルには、すべてのチャネルに関連する内部状態データが含まれています。

• キュー
キュー・ファイルには、そのキューのメッセージとキューの属性の両方が含まれています。
カタログ・オブジェクトも同期ファイル・オブジェクトも runmqsc または IBM MQ Explorer で公開されな
いことに注意してください。
カタログおよびキュー・マネージャーは、記録はできますがリカバリーはできません。 これらのオブジェ
クトが破損した場合、キュー・マネージャーは先回りして終了し、再始動時にこれらのオブジェクトが自
動的にリカバリーされます。
サブスクリプションは、永続サブスクリプションがシステム・キューに保管されているため、記録または
リカバリーするオブジェクトにリストされません。 永続サブスクリプションを記録またはリカバリーする
には、代わりに SYSTEM.DURABLE.SUBSCRIBER.QUEUE を記録またはリカバリーします。

始動時に損傷オブジェクトをリカバリーする
始動時に損傷オブジェクトを見つけた場合、キュー・マネージャーが行うアクションは、オブジェクトの
タイプや、キュー・マネージャーがメディア・リカバリーをサポートするように構成されているかどうか
によって異なります。
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キュー・マネージャーのオブジェクトが損傷している場合、キュー・マネージャーはそのオブジェクトを
リカバリーできなければ、開始できません。 キュー・マネージャーがリニア・ログと共に構成されていて、
メディア・リカバリーをサポートしている場合には、IBM MQ は、自動的にメディア・イメージからキュ
ー・マネージャーのオブジェクトを再作成しようとします。 選択したログの方法がメディア・リカバリー
をサポートしていない場合には、キュー・マネージャーのバックアップを復元するか、あるいはキュー・
マネージャーを削除することができます。
キュー・マネージャーが停止したときにアクティブ状態のトランザクションが あると、それらのトランザ
クションの中で書き込まれたり 読み取られたりした持続メッセージ (コミットされていないもの) のある
ローカル・キューも、キュー・マネージャーを正常に始動するためには必要です。 キュー・マネージャー
がメディア・リカバリーをサポートしている場合で、これらの キューのいずれかが損傷していることが分
かった場合は、キュー・マネージャーは、メディア・イメージからそれらのキューを自動的に再作成しよ
うとします。 それらのキューのいずれかがリカバリーできないときは、IBM MQ は始動できません。
メディア・リカバリーをサポートしないキュー・マネージャーの始動処理時に、コミット されていないメ
ッセージを含んでいる損傷ローカル・キューが検出された 場合、それらのキューには損傷オブジェクトの
マークが付けられ、そのキューにあるコミットされていないメッセージは無視されます。 その理由は、そ
のようなキュー・マネージャーでは、損傷オブジェクトのメディア・リカバリーを実行できず、そのオブ
ジェクトを削除するという処置しか行えないため です。 メッセージ AMQ7472 が出て、損傷が通知されま
す。

その他の場合の損傷オブジェクトのリカバリー
オブジェクトのメディア・リカバリーは、始動時にのみ自動的に行われます (デフォルトで自動リカバリー
を使用するネイティブ HA キュー・マネージャーの場合を除く)。 また、オブジェクト損傷が検出されると、
オペレーター・メッセージ AMQ7472 が出され、そのオブジェクトを使用するほとんどの操作は失敗し、
戻りコード MQRC_OBJECT_DAMAGED が返されます。 キュー・マネージャーの始動後の任意の時点でキュ
ー・マネージャー・オブジェクトが損傷した場合、キュー・マネージャーはプリエンプティブ・シャット
ダウンを実行します。 オブジェクトが損傷している場合には、それを削除することができます。あるいは、
キュー・マネージャーがリニア・ログを使用している場合には、rcrmqobj コマンドを使用して、メディ
ア・イメージからそのオブジェクトのリカバリーを試みて ください (詳細については、rcrmqobjを参照し
てください)。
キュー (または他のオブジェクト) が損傷を受けた場合、MEDIALOG は進行しません。 これは、MEDIALOG
がメディア・リカバリーに必要な最も古いエクステントであるためです。 ワークロードが続いている場合、
CURRLOG は引き続き進行しているので、新しいエクステントが書き込まれます。 構成 ( LogManagement
設定を含む) によっては、ログ・ファイル・システムが満杯になり始める可能性があります。 ログ・ファイ
ル・システムが完全にフルになると、トランザクションはロールバックされて、キュー・マネージャーが
突然終了する可能性があります。 そのため、キューが損傷すると、キュー・マネージャーが終了する前に
対処するには限られた時間しかない可能性があります。 どれだけの時間があるかは、キュー・マネージャ
ーがワークロードによる新しいエクステントを書き込んでいる速度、およびログ・ファイル・システムに
存在する空きスペースのサイズによって異なります。
手動のログ管理を使用している場合には、再始動リカバリーには必要のないエクステントをアーカイブし
た後に、それらがメディア・リカバリー用にまだ必要であるにもかかわらず、ログ・ファイル・システム
から削除している可能性があります。 これは、それらが必要なときにアーカイブから復元できる限りは許
容されることです。 このポリシーでは、キューが損傷して MEDIALOG が進行を停止しても、ログ・ファイ
ル・システムがフルになることはありません。 ただし、再始動リカバリーとメディア・リカバリーのいず
れにも必要のないエクステントをアーカイブして削除するだけであれば、キューが損傷した場合に、ログ・
ファイル・システムはフルになっていきます。
自動またはアーカイブ・ログ管理を使用している場合、SET LOG ARCHIVED を使用してアーカイブしてか
らキュー・マネージャーに通知した場合でも、キュー・マネージャーはメディア・リカバリーに必要なエ
クステントを再利用しません。 その結果、キューが損傷した場合には、ログ・ファイル・システムがフル
になっていきます。
キューが損傷すると、OBJECT DAMAGED FFDC が書き込まれて、MEDIALOG は進行を停止します。 損傷し
たオブジェクトは、FFDC から識別できます。 または、runmqsc で状態を表示したときに、最も古い
MEDIALOG を持つオブジェクトとして識別することもできます。
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ログ・ファイル・システムがフルになっていく場合、ログ・ファイル・システムがフルになってワークロ
ードがバックアウトする心配が生じます。 オブジェクトをリカバリーすることにより、またはワークロー
ドを静止させることにより、そのような事態を回避できることがあります。

複製ロギングを使用するネイティブ HA キュー・マネージャーの場合、損傷し
たオブジェクトの自動リカバリーが試行されます。 ネイティブ HA キュー・マネージャーは、開始される
と、オブジェクトの損傷が検出されたときに、デフォルトで自動的に非同期リカバリーを試みます。 例え
ば、オブジェクトがアプリケーションによって使用されている場合や、メディア・リカバリーに必要なロ
グ・エクステントが使用できない場合には、リカバリーを即時に実行できないことがあります。 このよう
な状況では、非同期リカバリー処理は定期的に再試行します。 リカバリーを妨げた問題が解決された場合、
オブジェクトは次の再試行時にリカバリーされるか、または rcrmqobj コマンドを使用してオブジェクト
を手動でリカバリーすることができます。
IBM MQ ログ・ファイルの保護
キュー・マネージャーの実行中はログ・ファイルに触らないでください。 リカバリーできなくなる場合が
あります。 誤って変更しないように、 スーパーユーザー権限または mqm 権限を使用してログ・ファイル
を保護してください。
IBM MQ キュー・マネージャーの実行中は、アクティブ・ログ・ファイルを手動で削除しないでください。
キュー・マネージャーの再始動に必要なログ・ファイルをユーザーが誤って削除した場合でも、IBM MQ は
エラー・メッセージを発行しないで、持続メッセージが入っているデータの処理を続けます。 この場合、
キュー・マネージャーは正常にシャットダウンしますが、再始動できない場合あります。 そして、メッセ
ージのリカバリーも不可能になります。
アクティブなキュー・マネージャーで使用中のログを削除する権限を持つユーザーは、キュー・マネージ
ャーのその他の重要なリソース (キュー・ファイル、オブジェクト・カタログ、IBM MQ 実行可能ファイル
など) を削除する権限も持っています。 したがって、そのようなユーザーは、おそらくは経験不足から、
IBM MQが防ぎきれない方法で実行中または休止中のキュー・マネージャーに損傷を与える場合がありま
す。
スーパーユーザー権限または mqm 権限を付与する場合には、十分に注意してください。
dmpmqlog コマンドを使用したログの内容のダンプ
dmpmqlog コマンドを使用して、キュー・マネージャーのログの内容をダンプする方法。
キュー・マネージャーのログの内容をダンプするには、dmpmqlog コマンドを使用します。 デフォルトで
は、アクティブなログ・レコードがすべてダンプされます。つまり、このコマンドは、ログのヘッドから
ダンプを開始します (通常、最後に完了したチェックポイントの開始)。
通常、キュー・マネージャーが実行されていない場合にのみログをダンプできます。 終了中にキュー・マ
ネージャーはチェックポイントを取るため、通常ログのアクティブ部分には、少数のログ・レコードが入
ります。 ただし、次のオプションのいずれかを使用すると、dmpmqlog コマンドを使用してログ・レコー
ドをより多くダンプし、ダンプの開始位置を変更することができます。
• ログのベース からダンプを開始します。 ログのベースとは、ログのヘッドを含むログ・ファイルの中に
ある最初のログ・レコ ードです。 この場合、ダンプされるデータ追加量は、ログのヘッドがログ・ファ
イルの中で 位置付けされる場所によって異なります。 ログ・ファイルの最初に近い場合には、少量の追
加データしかダンプされません。 ログ・ファイルの終わりに近い場合には、極めて多量のデータがダン
プされます。

• ダンプの開始位置を個々のログ・レコードとして指定します。 各ログ・レコードは、固有のログ順序番
号 (LSN) により識別され ます。 循環ログの場合、この開始ログ・レコードをログのベースの前に置くこ
とはで きません。この制限は、リニア・ログには適用されません。 コマンドの実行前に、非アクティブ・
ログ・ファイルを復元する必要があるかもしれません。 開始位置として、前の dmpmqlog 出力から取っ
た、有効な LSN を指定することが必要です。
例えば、リニア・ロギングでは、最後の dmpmqlog 出力から nextlsn を指定します。 すると、次の
nextlsn が Log File Header に表示され、次のログ ・レコードの LSN が書き込まれることを示して
います。 ログが最後にダンプされた後に、書き込まれるログ・レコードを すべてフォーマットするため、
開始位置としてこれを使用することができます。

IBM MQの構成  691



• リニア・ログのみの場合、指定のログ・ファイル・エクステントからログ・レコードのフォーマット化を
開始するよう dmpmqlog に指示できます。 この場合、dmpmqlog により、このログ・ファイル、および
アクティ ブ・ログ・ファイルと同じディレクトリーにある次のファイルが検索されます。 このオプショ
ンは循環ログには適用されません。dmpmqlog がログのベース前のログ・レコードにアクセスできないた
めです。

dmpmqlog コマンドからの出力は、 Log File Header および一連のフォーマット済みログ・レコードで
す。 キュー・マネージャーは、いくつかのログ・レコードを使用して、データに対 する変更を記録しま
す。
フォーマットされる一部の情報は、内部的に使用されるものです。 次のリストには、最も役立つログ・レ
コードを示しています。
ログ・ファイルのヘッダー
各ログには単一のログ・ファイルのヘッダーがあり、dmpmqlog コマンドにより必ず最初にフォーマッ
トされます。 これには、次のようなフィールドがあります。

logactive 1 次ログ・エクステントの数
loginactive 2 次ログ・エクステントの数
logsize エクステントあたり 4 KB ページ数
baselsn ログのヘッドを含むログ・エクステントの中の最初の LSN

nextlsn 書き込まれる次のログ・レコードの LSN

headlsn ログのヘッドでのログ・レコードの LSN

tailsn ログのテール位置を識別する LSN

hflag1 ログが CIRCULAR であるか LOG RETAIN (リニア) であるかどうか
拡張ヘッダー ID ログのヘッドを含むログ・エクステント

ログ・レコードのヘッダー
ログ内の各ログ・レコードには以下の情報を含む固定のヘッダーがあります。

LSN ログの順序番号
LogRecdType ログ・レコードのタイプ
XTranid このログ・レコード (ある場合) と関連したトランザクション ID

MQI の TranType は IBM MQ トランザクションのみを示しています。
XA の TranType は、他のリソース・マネージャーに関連するトランザク
ションを示しています。 同じ作業単位内に含まれる更新には同じ
XTranid があります。

QueueName このログ・レコード (ある場合) と関連したキュー
Qid キュー用の固有の内部 ID

PrevLSN 同じトランザクション内の前のログ・レコード (ある場合) の LSN

キュー・マネージャーの始動
これは、キュー・マネージャーを始動した記録を取ります。

StartDate キュー・マネージャーを始動した日付
StartTime キュー・マネージャーを始動した時刻

キュー・マネージャーの停止
これは、キュー・マネージャーを停止した記録を取ります。

StopDate キュー・マネージャーを停止した日付
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StopTime キュー・マネージャーを停止した時刻
ForceFlag 使用した終了のタイプ

チェックポイントの開始
これはキュー・マネージャーのチェックポイントの開始を示しています。

チェックポイントの終了
これはキュー・マネージャーのチェックポイントの終了を示しています。

ChkPtLSN このチェックポイントを開始したログ・レコードの LSN

メッセージの書き込み
これはキューに書き込んだ持続メッセージの記録を取ります。 メッセージが同期点で書き込まれた場
合、ログ・レコードのヘッダーには非ヌル文字 XTranid が入ります。 レコードの残りの部分には以下
のものが入ります。

MapIndex キュー上のメッセージの ID。 これは、キューからこのメッセージを得る
のに使用した該当する MQGET を 突き合わせる場合に使用できます。 こ
の場合、同じ QueueName および MapIndex が含まれている次の Get
Message ログ・レコードを検出できます。 この時点で、キューにメッセ
ージを続けて 書き込むために MapIndex ID を再使用できます。

データ このログ・レコードには 16 進ダンプで、さまざまな内部データと、それ
に続くメッセージ記述子 (目印 MD) の表現と、それに続くメッセージ・デ
ータ本体が入っています。

部分の書き込み
単一のログ・レコードとしては長すぎる持続メッセージは、複数の Put Part ログ・レコードと、そ
の後に続く単一の Put Message レコードとして記録されます。 複数の Put Part レコードがある場
合は、PrevLSN フィールドによって、Put Part レコードと最後の Put Message レコードが連結され
ます。

データ 前のログ・レコードが終了した場所のメッセージ・データが続きます。
メッセージの読み取り
持続メッセージの読み取りのみが記録されます。 メッセージが同期点で読み取られた場合、ログ・レ
コードのヘッダーには非ヌル文字 XTranid が入ります。 レコードの残りの部分には以下のものが入
ります。

MapIndex キューから得られたメッセージを識別します。 同じ QueueName および
MapIndex を 含む最新の Put Message ログ・レコードは得られたメッ
セージを識別します。

QPriority キューから得られたメッセージの優先順位。
トランザクションの開始
新規トランザクションの開始を示しています。 MQI の TranType は IBM MQ トランザクションのみを
示しています。 XA の TranType は、他のリソース・マネージャーに関連する トランザクションを示し
ています。 このトランザクションが行ったすべての更新には同じ XTranid があります。

トランザクションの準備
キュー・マネージャーは、指定した XTranid と関連し た更新をコミットする準備が整っていることを
示しています。 このログ・レコードは、他のリソース・マネージャーに 関連する 2 フェーズ・コミッ
トの一部として書き込まれます。

トランザクションのコミット
トランザクションが行ったすべての更新をキュー・マネージャーがコミットし たことを示しています。
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トランザクションのロールバック
これは、キュー・マネージャーがトランザクションをロールバックしようとしていることを表していま
す。

トランザクションの終了
これはロールバック・トランザクションの終了を表しています。

トランザクション表
このレコードは同期点の最中に書き込まれます。 これは持続更新を行ったトランザクションそれぞれ
の状態を記録します。 トランザクションごとに、次の情報が記録されます。

XTranid トランザクション ID。
FirstLSN トランザクションと関連した最初のログ・レコードの LSN

LastLSN トランザクションと関連した最後のログ・レコードの LSN

トランザクションに関連するプログラム
このログ・レコードは、キュー・マネージャーの XA トランザクション・マネージャーのコンポーネン
トによって書き込まれます。 これは、トランザクションに関連する外部リソース・マネージャーを記
録します。 関連するプログラムごとに次の情報が記録されます。

RMName リソース・マネージャーの名前
RMID リソース・マネージャー ID。 これは後続の Transaction Prepared

ログ・レコードにもログインします。このレコードはリソース・マネー
ジャーが関連しているグローバル・トランザクションを記録するもので
す。

SwitchFile このリソース・マネージャー用のスイッチ・ロード・ファイル
XAOpenString このリソース・マネージャー用の XA オープン・ストリング
XACloseString このリソース・マネージャー用の XA クローズ・ストリング

準備済みトランザクション
このログ・レコードは、キュー・マネージャーの XA トランザクション・マネージャーのコンポーネン
トによって書き込まれます。 指定したグローバル・トランザクションが正常に作成されたことを示し
ています。 関連するリソース・マネージャーのそれぞれにコミットが指示されます。 準備済みの各リ
ソース・マネージャーの RMID は、ログ・レコードに記録されます。 キュー・マネージャー自体がトラ
ンザクションに関連している場合、RMID がゼロである Participant Entry が示されます。

忘れられたトランザクション
このログ・レコードは、キュー・マネージャーの XA トランザクション・マネージャーのコンポーネン
トによって書き込まれます。 コミット決定が各参加者に送信されると、 Transaction Prepared ロ
グ・レコードの後に続きます。

キューの除去
これは、キュー上のすべてのメッセージが、例えば MQSC コマンド CLEAR QUEUE を使用して除去され
たという事実の記録を取ります。

キューの属性
これは、キューの属性の初期化または変更の記録を取ります。

オブジェクトの作成
これは、IBM MQ オブジェクトの作成を記録します。

ObjName 作成したオブジェクトの名前
UserId 作成を実行するユーザー ID

オブジェクトの削除
これは、IBM MQ オブジェクトの削除を記録します。

ObjName 削除したオブジェクトの名前

694  IBM MQ の構成



IBM MQ キュー・マネージャー・データのバックアップと復元
ハードウェア障害に起因する破壊からキュー・マネージャーを保護できます。そのためには、キュー・マ
ネージャーとキュー・マネージャー・データをバックアップするか、キュー・マネージャーの構成のみを
バックアップするか、バックアップ・キュー・マネージャーを使用します。

このタスクについて
注意 : キュー・マネージャーを別のオペレーティング・システムに移動する場合は、十分に注意す
る必要があります。 詳細については、別のオペレーティング・システムへのキュー・マネージャー
の移動を参照してください。

ハードウェア障害に起因する破壊からキュー・マネージャーを保護する対策を定期的に講じることができ
ます。 キュー・マネージャーには、次に示す 3 種類の保護方法があります。
キュー・マネージャー・データのバックアップ
ハードウェア障害が発生した場合、キュー・マネージャーは強制的に停止されることがあります。 ハ
ードウェア障害によってキュー・マネージャーのログ・データが失われた場合、キュー・マネージャー
が再始動できないことがあります。 キュー・マネージャー・データをバックアップしておくと、失わ
れたキュー・マネージャー・データの一部またはすべてを回復できる可能性があります。
一般に、ハードウェア障害が発生したために、リカバリー・ログの整合性が失われたとしても、キュ
ー・マネージャー・データのバックアップの頻度を高くするほど、失われるデータ量は少なくなりま
す。
キュー・マネージャー・データをバックアップするには、キュー・マネージャーが実行中であってはな
りません。

キュー・マネージャー構成のみのバックアップ
ハードウェア障害が発生した場合、キュー・マネージャーは強制的に停止されることがあります。 ハ
ードウェア障害によってキュー・マネージャー構成とログ・データの両方が失われた場合、キュー・マ
ネージャーは再始動したり、ログからリカバリーしたりできなくなります。 キュー・マネージャー構
成をバックアップした場合は、保存されている定義から、キュー・マネージャーとそのすべてのオブジ
ェクトを再作成できます。
キュー・マネージャー構成をバックアップするには、キュー・マネージャーが実行中でなければなりま
せん。

バックアップ・キュー・マネージャーの使用
重大なハードウェア障害が起きた場合は、キュー・マネージャーをリカバリーできない可能性がありま
す。 この状態では、リカバリー不能なキュー・マネージャーに専用のバックアップ・キュー・マネー
ジャーが存在すれば、バックアップ・キュー・マネージャーをリカバリー不能なキュー・マネージャー
の代わりに活動化することができます。 定期的に更新していた場合は、バックアップ・キュー・マネ
ージャーのログに、リカバリー不能なキュー・マネージャーからの最新の完全なログが含まれたログ・
データがある可能性があります。
バックアップ・キュー・マネージャーは、既存のキュー・マネージャーの実行中に更新できます。

手順
• キュー・マネージャー・データをバックアップおよびリストアするには、以下を参照してください。

– 696 ページの『キュー・マネージャー・データのバックアップ』.
– 697 ページの『キュー・マネージャー・データの復元』.

• キュー・マネージャー構成をバックアップおよびリストアするには、以下を参照してください。
– 697 ページの『キュー・マネージャー構成のバックアップ』
– 698 ページの『キュー・マネージャー構成の復元』

• バックアップ・キュー・マネージャーを作成、更新、および始動するには、699 ページの『バックア
ップ・キュー・マネージャーの使用』を参照してください。
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キュー・マネージャー・データのバックアップ
キュー・マネージャーのバックアップを行うと、ハードウェア・エラーによって生じる可能性のあるデー
タの消失から保護することができます。

始める前に
キュー・マネージャーのバックアップを開始する前に、キュー・マネージャーが実行されていないことを
確認してください。 実行中のキュー・マネージャーのバックアップを取ろうとすると、ファイルがコピー
されるときに更新が進行中であるため、バックアップが一貫していない可能性があります。 可能な場合は、
endmqm -w コマンド (待機シャットダウン) を実行してキュー・マネージャーを停止します。これが失敗し
た場合にのみ、 endmqm -i コマンドを使用します (即時シャットダウン)。

このタスクについて
キュー・マネージャーのデータのバックアップ・コピーを取るには、次のタスクを実行します。

手順
1.構成ファイル中の情報を使用して、キュー・マネージャーのデータとログ・ファイルが置かれているデ
ィレクトリーを検索します。
詳細については、92 ページの『Multiplatforms での .ini ファイルの IBM MQ 構成情報の変更』を参照し
てください。
注 : IBM MQ を使用しているプラットフォームとの互換性を持たせるために、ディレクトリーに表示さ
れる名前が変換されています。 名前変換について詳しくは、IBM MQファイル名の理解を参照してくだ
さい。

2.キュー・マネージャーのデータおよびログ・ファイルのディレクトリーすべてを、すべてのサブディレ
クトリーと一緒に、コピーしてください。
必ずすべてのファイルをコピーしてください。 特に、663 ページの『ログの概要』で説明されているロ
グ制御ファイルと、246 ページの『初期設定および構成ファイル』で説明されている構成ファイルのコ
ピーを忘れないでください。 一部のディレクトリーは空である場合がありますが、後日バックアップを
復元 する際にはすべて必要になります。
循環ログでは、キュー・マネージャー・データとログ・ファイル・ディレクトリーを一緒にバックアッ
プしてください。これにより、整合したキュー・マネージャー・データとログの集合を復元できます。
リニア・ロギングの場合は、キュー・マネージャー・データとログ・ファイル・ディレクトリーを一緒
にバックアップしてください。 キュー・マネージャーのデータ・ファイルに対応する一連の全ログ・フ
ァイルが使用可能である場合に、キュー・マネージャーのデータ・ファイルのみを復元することが可能
です。

3.ファイルの所有権も存続させます。
IBM MQ for UNIX および Linux システムでは、tar コマンドを使用してこれ

を行うことができます。 (2 GB より大きいキューがある場合、tar コマンドは使用できません。 詳しく
は、大規模キューの使用可能化を参照してください。
注 : IBM WebSphere MQ 7.5以降にアップグレードする場合は、qm.iniファイルとレジストリー項目
のバックアップを取っておいてください。 キュー・マネージャー情報は qm.iniファイルに保管されて
おり、以前のバージョンの IBM MQに戻すために使用できます。

関連タスク
キュー・マネージャーの停止
14 ページの『キュー・マネージャーの作成後の構成ファイルのバックアップ』
IBM MQ 構成情報は、AIX, Linux, and Windows 上の構成ファイルに保管されています。 キュー・マネージ
ャーの作成後、構成ファイルをバックアップしてください。 その後、問題の原因となる別のキュー・マネ
ージャーを作成した場合には、問題の原因を取り除いたときにバックアップを復元させることができます。
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キュー・マネージャー・データの復元
キュー・マネージャーのデータのバックアップを復元するには、以下のステップに従います。

始める前に
バックアップを開始する前に、キュー・マネージャーが実行されていないことを確認してください。
クラスター内のキュー・マネージャーのバックアップをリストアする場合の詳細については、 377 ページ
の『クラスター・キュー・マネージャーのリカバリー』 および「 クラスタリング: 可用性、マルチインス
タンス、および災害復旧 」を参照してください。
注 : より新しいバージョンの IBM MQにアップグレードする場合は、必ず .ini ファイルとレジストリー項
目のバックアップを作成してください。 キュー・マネージャー情報は.iniファイルに保管されており、以
前のバージョンの IBM MQに戻すために使用できます。

手順
1.構成ファイル中の情報を使用して、キュー・マネージャーのデータとログ・ファイルが置かれているデ
ィレクトリーを探します。

2.バックアップ・データの格納先となるディレクトリーを空にしてください。
3.バックアップされたキュー・マネージャーのデータおよび ログ・ファイルを、正しい場所にコピーしま
す。
ログ・ファイルだけでなく、ログ制御ファイルもあることを確認してください。
循環ログでは、キュー・マネージャー・データとログ・ファイル・ディレクトリーを一緒にバックアッ
プしてください。これにより、整合したキュー・マネージャー・データとログの集合を復元できます。
リニア・ロギングの場合は、キュー・マネージャー・データとログ・ファイル・ディレクトリーを一緒
にバックアップしてください。 キュー・マネージャーのデータ・ファイルに対応する一連の全ログ・フ
ァイルが使用可能である場合に、キュー・マネージャーのデータ・ファイルのみを復元することが可能
です。

4.構成情報ファイルを更新します。
IBM MQ が復元データの検索にあたって正しい場所を調べられるように、IBM MQ およびキュー・マネ
ージャーの構成ファイルが一貫しているかどうかも確認してください。

5.できあがったディレクトリー構造をチェックして、必要なディレクトリーがすべて 入っていることを確
認してください。
IBM MQ のディレクトリーとサブディレクトリーについて詳しくは、Windows システムでのディレクト
リー構造および AIX and Linux システムでのディレクトリーの内容を参照してください。

タスクの結果
データが正しくバックアップされ復元されていれば、キュー・マネージャーは始動します。

キュー・マネージャー構成のバックアップ
キュー・マネージャー構成をバックアップすると、ハードウェア障害が原因でキュー・マネージャー構成
とログ・データの両方が失われ、キュー・マネージャーを再始動したりログからリカバリーしたりできな
い場合に、キュー・マネージャーをその定義から再構築することができます。

このタスクについて
AIX, Linux, and Windows では、dmpmqcfg コマンドを使用して IBM MQ キュー・マネージャ

ーの構成をダンプできます。
IBM i では、MQ 構成のダンプ (DMPMQMCFG) コマンドを使用して、キュー・マネージャーの

構成オブジェクトと権限をダンプできます。
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手順
1.キュー・マネージャーが実行中であることを確認してください。
2.使用しているプラットフォームに応じて、以下のコマンドのいずれかを使用してキュー・マネージャー
構成をバックアップします。
• AIX, Linux, and Windows の場合: MQ 構成のダンプ・コマンド dmpmqcfg を、デフォル
トのフォーマット・オプションの (-f mqsc) MQSC、およびすべての属性 (-a) を指定して実行し、標
準出力のリダイレクトを使用して、定義をファイルに保存します。 以下に例を示します。
dmpmqcfg -m MYQMGR -a > /mq/backups/MYQMGR.mqsc

• IBM i の場合: MQ 構成のダンプ・コマンド (DMPMQMCFG) を、デフォルトのフォーマッ
ト・オプション OUTPUT(*MQSC) および EXPATTR(*ALL) を指定して実行し、TOFILE および TOMBR
を使用して、定義を物理ファイル・メンバーに保存します。 以下に例を示します。
DMPMQMCFG MQMNAME(MYQMGR) OUTPUT(*MQSC) EXPATTR(*ALL) TOFILE(QMQMSAMP/QMQSC) 
TOMBR(MYQMGRDEF)

関連タスク
698 ページの『キュー・マネージャー構成の復元』
まずキュー・マネージャーが稼働していることを確認してから、プラットフォームに適したコマンドを実
行することによって、キュー・マネージャーの構成をバックアップから復元することができます。
関連資料
dmpmqcfg (キュー・マネージャー構成のダンプ)
MQ 構成のダンプ (DMPMQMCFG)

キュー・マネージャー構成の復元
まずキュー・マネージャーが稼働していることを確認してから、プラットフォームに適したコマンドを実
行することによって、キュー・マネージャーの構成をバックアップから復元することができます。

このタスクについて
AIX, Linux, and Windows では、runmqsc コマンドを使用して IBM MQ キュー・マネージャ

ーの構成を復元できます。
IBM i では、STRMQMMQSC コマンドを使用してキュー・マネージャーの構成オブジェクトお

よび権限を復元できます。

手順
1.キュー・マネージャーが実行中であることを確認してください。
データおよびログの損傷が、その他の方法ではリカバリー不能だった場合、キュー・マネージャーが再
作成された可能性があることに注意してください。

2.使用しているプラットフォームに応じて、以下のコマンドのいずれかを使用してキュー・マネージャー
の構成を復元します。
• AIX, Linux, and Windows の場合: キュー・マネージャーに対して runmqsc を実行し、
標準入力のリダイレクトを使用して、MQ 構成のダンプ (dmpmqcfg) コマンドによって生成されたス
クリプト・ファイルから定義を復元します (697 ページの『キュー・マネージャー構成のバックアッ
プ』を参照)。 以下に例を示します。
runmqsc MYQMGR < /mq/backups/MYQMGR.mqsc

698  IBM MQ の構成



• IBM i の場合: キュー・マネージャーに対して STRMQMMQSC を実行し、SRCMBR および
SRCFILE パラメーターを使用して、MQ 構成のダンプ (DMPMQMCFG) コマンドによって生成された物
理ファイル・メンバーから定義を復元します (697 ページの『キュー・マネージャー構成のバックア
ップ』を参照)。 以下に例を示します。
STRMQMMQSC MQMNAME(MYQMGR) SRCFILE(QMQMSAMP/QMQSC) SRCMBR(MYQMGR)

関連タスク
697 ページの『キュー・マネージャー構成のバックアップ』
キュー・マネージャー構成をバックアップすると、ハードウェア障害が原因でキュー・マネージャー構成
とログ・データの両方が失われ、キュー・マネージャーを再始動したりログからリカバリーしたりできな
い場合に、キュー・マネージャーをその定義から再構築することができます。
関連資料
dmpmqcfg (キュー・マネージャー構成のダンプ)
runmqsc (MQSC コマンドの実行)
MQ 構成のダンプ (DMPMQMCFG)
IBM MQ コマンドの開始 (STRMQMMQSC)

バックアップ・キュー・マネージャーの使用
既存のキュー・マネージャーは、専用のバックアップ・キュー・マネージャーが災害復旧のための有効な
方法です

このタスクについて
バックアップ・キュー・マネージャーは、既存のキュー・マネージャーの非アクティブなコピーです。 既
存のキュー・マネージャーが重大なハードウェア障害によってリカバリー不能になった場合、バックアッ
プ・キュー・マネージャーをオンラインにして、リカバリー不能のキュー・マネージャーの代わりに使用
することができます。
バックアップ・キュー・マネージャーが災害復旧のための有効な方法であり続けるには、既存のキュー・
マネージャーのログ・ファイルを定期的にバックアップ・キュー・マネージャーにコピーしておく必要が
あります。 ログ・ファイルをコピーするために既存のキュー・マネージャーを停止する必要はありません
が、ログ・ファイルをコピーする必要があるのは、キュー・マネージャーがログ・ファイルへの書き込み
を完了している場合のみです。特定のログ・ファイルが今後書き込まれないようにして安全にコピーでき
るようにする方法については、 700 ページの『バックアップ・キュー・マネージャーの更新』 を参照し
てください。
注 : 既存のキュー・マネージャー・ログは継続的に更新されるため、既存のキュー・マネージャー・ログと
バックアップ・キュー・マネージャー・ログにコピーされたログ・データの間には常にわずかな矛盾が存
在します。 バックアップ・キュー・マネージャーを定期的に更新することにより、この 2 つのログの間の
矛盾を最小に抑えることができます。
バックアップ・キュー・マネージャーをオンラインにする必要がある場合は、必ず始動する前にアクティ
ブ化してください。 バックアップ・キュー・マネージャーをアクティブ化してから始動するという必要条
件は、バックアップ・キュー・マネージャーが偶発的に始動されないようにするための予防措置です。 バ
ックアップ・キュー・マネージャーを活動化した後は、更新できなくなります。
重要 : 古いバックアップ・キュー・マネージャーが新しいアクティブ・キュー・マネージャーになると、理
由が何であろうと、バックアップ・キュー・マネージャーはなくなります。 これは、実際には非同期複製
の 1 つの形式であるため、新しいアクティブ・キュー・マネージャーは、論理的にいつかは古いアクティ
ブ・キュー・マネージャーの後方に存在することになります。 したがって、古いアクティブ・キュー・マ
ネージャーは、新しいアクティブ・キュー・マネージャーのバックアップとして機能しなくなります。

手順
• バックアップ・キュー・マネージャーの使用については、以下のトピックを参照してください。
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– 700 ページの『バックアップ・キュー・マネージャーの作成』
– 700 ページの『バックアップ・キュー・マネージャーの更新』
– 701 ページの『バックアップ・キュー・マネージャーの開始』

関連概念
663 ページの『ロギング: メッセージが失われないようにするための機能』
IBM MQ は、キュー・マネージャーが制御する持続データに対する重要な変更をすべてリカバリー・ログに
記録します。
バックアップ・キュー・マネージャーの作成
既存のキュー・マネージャーの非アクティブなコピーとしてバックアップ・キュー・マネージャーを作成
します。

このタスクについて
重要 : バックアップ・キュー・マネージャーは、リニア・ロギングの使用時にのみ使用できます。
バックアップ・キュー・マネージャーは、以下の条件を満たすことが必要です。
• 既存のキュー・マネージャーと同じ属性 (キュー・マネージャー名、ロギング・タイプ、ログ・ファイ
ル・サイズなど) がある。

• 既存のキュー・マネージャーと同じプラットフォーム上に存在する。
• コード・レベルが既存のキュー・マネージャーと同等以上である。

手順
1.制御コマンド crtmqm を使用して、既存のキュー・マネージャーのバックアップ・キュー・マネージャ
ーを作成します。

2. 696 ページの『キュー・マネージャー・データのバックアップ』の説明に従って、すべての既存のキュ
ー・マネージャーのデータおよびログ・ファイル・ディレクトリー (すべてのサブディレクトリーを含
む) をコピーします。

3.バックアップ・キュー・マネージャーのデータおよびログ・ファイル・ディレクトリー (すべてのサブ
ディレクトリーを含む) を、既存のキュー・マネージャーからのコピーで上書きします。

4.以下の例に示すように、バックアップ・キュー・マネージャー上で strmqm 制御コマンドを実行しま
す。
strmqm -r BackupQMName

このコマンドにより、キュー・マネージャーが IBM MQ 内のバックアップ・キュー・マネージャーであ
ることをフラグで示し、コピーされたすべてのログ・エクステントを再生して、バックアップ・キュ
ー・マネージャーを既存のキュー・マネージャーと一致させます。

関連資料
crtmqm (キュー・マネージャーの作成)
strmqm (キュー・マネージャーの始動)

バックアップ・キュー・マネージャーの更新
バックアップ・キュー・マネージャーが災害復旧のための有効な方法であり続けるには、バックアップ・
キュー・マネージャーを定期的に更新しておく必要があります。

このタスクについて
定期的な更新によって、バックアップ・キュー・マネージャー・ログと現在のキュー・マネージャー・ロ
グの間の矛盾を少なくすることができます。 バックアップを行う前に、キュー・マネージャーを停止する
必要はありません。

警告 : バックアップ・キュー・マネージャーのログ・ディレクトリー に、不連続なログのセットを
コピーした場合、欠落した最初のログが見つかるポイントまでのログが再生されます。
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手順
1.バックアップを行うキュー・マネージャーで、以下のスクリプト (MQSC) コマンドを発行します。

RESET QMGR TYPE(ADVANCELOG)

これにより、現在のログへの書き込みが停止され、キュー・マネージャー・ロギングが次のログ・エク
ステントに拡張されます。 これにより、現在時刻までに記録されたすべての情報が確実にバックアップ
されます。

2.バックアップを行うキュー・マネージャーで以下のスクリプト (MQSC) コマンドを発行することにより、
(新しい) 現在のアクティブ・ログ・エクステント番号を入手します。
DIS QMSTATUS CURRLOG

3.更新されたログ・エクステント・ファイルを、現在のキュー・マネージャー・ログ・ディレクトリーか
らバックアップ・キュー・マネージャー・ログ・ディレクトリーにコピーします。
最終更新から 701 ページの『2』 で示されている現在のエクステントまで (ただし、現在のエクステン
ト自体は含まない) のすべてのログ・エクステントをコピーします。 ログ・エクステント・ファイルの
みをコピーします(「S..」で始まる)。

4.以下の例に示すように、バックアップ・キュー・マネージャー上で strmqm 制御コマンドを実行しま
す。
strmqm -r BackupQMName

これにより、コピーされたすべてのログ・エクステントが再生され、バックアップ・キュー・マネージ
ャーをキュー・マネージャーと一致させます。 再生が完了すると、再始動リカバリーに必要なすべての
ログ・エクステント、およびメディア・リカバリーに必要なすべてのログ・エクステントを示すメッセ
ージを受け取ります。

関連資料
RESET QMGR
DISPLAY QMSTATUS
strmqm (キュー・マネージャーの始動)

バックアップ・キュー・マネージャーの開始
リカバリー不能なキュー・マネージャーのバックアップ・キュー・マネージャーを置き換えることができ
ます。

このタスクについて
クラスター内のキュー・マネージャーのバックアップをリストアする場合の詳細については、 377 ページ
の『クラスター・キュー・マネージャーのリカバリー』 および クラスター化: 可用性、マルチインスタン
ス、および災害復旧 を参照してください。
リカバリー不能なキュー・マネージャーに専用のバックアップ・キュー・マネージャーが存在すれば、バ
ックアップ・キュー・マネージャーをリカバリー不能なキュー・マネージャーの代わりにアクティブ化す
ることができます。
リカバリー不能のキュー・マネージャーがバックアップ・キュー・マネージャーに置き換えられた場合、
リカバリー不能のキュー・マネージャーの一部のキュー・マネージャー・データが失われることがありま
す。 失われるデータの量は、バックアップ・キュー・マネージャーの最終更新時によって異なります。 最
終更新時が現在により近い時点であるほど、失われるキュー・マネージャー・データは少なくなります。
注 : キュー・マネージャー・データおよびログ・ファイルが異なるディレクトリーに保持されている場合で
も、それらのディレクトリーのバックアップおよび復元を同時に行ってください。 キュー・マネージャー
のデータとログ・ファイルの経過日数が異なってい ると、キュー・マネージャーは有効な状態ではなく、
おそらく始動しません。 始動する場合でも、データは破損している可能性があります。

IBM MQの構成  701



手順
1.以下の例に示すように、strmqm 制御コマンドを実行してバックアップ・キュー・マネージャーをアク
ティブ化します。
strmqm -a BackupQMName

バックアップ・キュー・マネージャーがアクティブ化されます。 これでアクティブになり、バックアッ
プ・キュー・マネージャーは更新できなくなります。

2.以下の例に示すように、strmqm 制御コマンドを実行してバックアップ・キュー・マネージャーを始動
します。
strmqm BackupQMName

IBM MQ は、これを再始動リカバリーと見なし、バックアップ・キュー・マネージャーのログを使用し
ます。 バックアップ・キュー・マネージャーへの最後の更新時に、再生が行われているため、最後に記
録されたチェックポイントからのアクティブ・トランザクションのみがロールバックされます。

3.すべてのチャネルを再開します。
4.できあがったディレクトリー構造をチェックして、必要なディレクトリーがすべて 入っていることを確
認してください。
IBM MQ のディレクトリーとサブディレクトリーの詳細については、ファイル・システム・サポートの
計画を参照してください。

5.ログ・ファイルだけでなく、ログ制御ファイルもあることを確認してください。 また、IBM MQ が復元
データの検索にあたって正しい場所を調べられるように、IBM MQ およびキュー・マネージャーの構成
ファイルが一貫しているかどうかも確認してください。

タスクの結果
データが正しくバックアップされ復元されていれば、キュー・マネージャーは始動します。
関連タスク
239 ページの『停止したチャネルの再始動』
チャネルが STOPPED 状態になるときは、手動でチャネルを再始動しなければなりません。
関連資料
strmqm (キュー・マネージャーの始動)

Multiplatforms のサーバーでのクラスター・エラー・リカバリーの変
更点

キュー・マネージャーは、問題が解決されるまで、問題の原因となった操作を再実行します。 5 日後にな
っても問題が解決していない場合、キュー・マネージャーはシャットダウンして、キャッシュがそれ以上
古くならないようにします。
キュー・マネージャーは、問題が解決されるまで、問題の原因となった操作を再実行します。 5 日後にな
っても問題が解決していない場合、キュー・マネージャーはシャットダウンして、キャッシュがそれ以上
古くならないようにします。 キャッシュは古くなるにつれて、より多くの問題を引き起こします。
クラスター管理のすべての側面は、ローカル・リポジトリー・マネージャー・プロセス amqrrmfaによっ
て、キュー・マネージャーのために処理されます。 このプロセスは、クラスター定義がない場合を含め、
すべてのキュー・マネージャーで実行されます。
IBM MQは、リポジトリー・マネージャーを停止して、リポジトリー・マネージャーなしで続行するのでは
なく、失敗した操作を再実行します。 キュー・マネージャーがリポジトリー・マネージャーの問題を検出
すると、2 とおりある一連のアクションのいずれか 1 つを実行します。
1.キュー・マネージャーの操作を阻害しないエラーの場合、キュー・マネージャーはエラー・ログにメッ
セージを書き込みます。 操作が成功するまで、失敗した操作を 10 分ごとに再実行します。 デフォルト
では、エラーに対処するための時間は 5 日間です。この間に対処できなかった場合、キュー・マネージ
ャーはエラー・ログにメッセージを書き込み、シャットダウンします。 5 日後のシャットダウンは延期
できます。
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2.キュー・マネージャーの操作を阻害するエラーの場合、キュー・マネージャーはエラー・ログにメッセ
ージを書き込み、直ちにシャットダウンします。

キュー・マネージャーの操作を阻害するエラーとは、キュー・マネージャーがそれまでに診断できなかっ
たエラー、または予測不能な結果をもたらす可能性のあるエラーです。 このタイプのエラーの場合、キュ
ー・マネージャーは通常、結果的に FFST ファイルを作成します。 キュー・マネージャーの操作を阻害す
るエラーは、IBM MQ のバグによって引き起こされるか、あるいは管理者またはプログラムが IBM MQ プ
ロセスを終了するなどの予期しない操作を行うことによって引き起こされます。
エラー・リカバリーの振る舞いを変更する際のポイントは、矛盾するクラスター定義の数が増えて行く中
で、キュー・マネージャーが実行を継続する時間を制限することです。 クラスター定義の矛盾が増えるに
連れて、アプリケーションが異常な振る舞いをする機会も増えることになります。
5 日後にキュー・マネージャーをシャットダウンするというデフォルトの選択は、矛盾の数を抑えること
と、問題が検出され、解決されるまで、キュー・マネージャーを使用可能な状態に維持することのバラン
スを取った結果です。
このキュー・マネージャーがシャットダウンされるまでの時間は、問題を修正するか、キュー・マネージ
ャーが予定どおりにシャットダウンされるまでの間、無期限に延長することができます。 5 日間実行を継
続することで、長い週末が終わるまでキュー・マネージャーの実行状態を維持し、あらゆる問題に対処す
る時間を稼ぐことや、キュー・マネージャーが再始動するまでの時間を延長することができます。

修正処置
クラスター・エラー・リカバリーの問題に対する処置は選択できます。 1 番目の選択肢は問題をモニター
して修正し、2 番目の選択肢は問題をモニターして問題の修正を延期することです。
1.キュー・マネージャーのエラー・ログで、エラー・メッセージ AMQ9448 および AMQ5008 をモニター
し、問題を修正します。

AMQ9448 は、コマンドの実行後にリポジトリー・マネージャーがエラーを返したことを示します。
このエラーは、10 分ごとのコマンド再試行の開始時にマークを付け、シャットダウンが延期されな
ければ、最終的には 5 日後にキュー・マネージャーを停止します。
AMQ5008 は、IBM MQ プロセスの欠落が原因で、キュー・マネージャーが停止したことを示しま
す。 5 日後にリポジトリー・マネージャーが停止した結果、AMQ5008 になります。 リポジトリー・
マネージャーが停止すると、キュー・マネージャーも停止します。

2.キュー・マネージャーのエラー・ログで、エラー・メッセージ AMQ9448 をモニターし、問題の修正を
延期します。

SYSTEM.CLUSTER.COMMAND.QUEUE からのメッセージの取得を使用不可にすると、リポジトリー・
マネージャーはコマンド実行の試行を止めて、処理を行うことなく無期限に継続します。 ただし、
リポジトリー・マネージャーがキューに対して保持しているハンドルはすべて解放されます。 リポ
ジトリー・マネージャーが停止されないため、5 日後になってもキュー・マネージャーは停止されま
せん。
MQSC コマンドを実行して、SYSTEM.CLUSTER.COMMAND.QUEUE からのメッセージの取得を使用不
可にします。
ALTER QLOCAL(SYSTEM.CLUSTER.COMMAND.QUEUE) GET(DISABLED)
SYSTEM.CLUSTER.COMMAND.QUEUE からのメッセージの受信を再開するには、以下の MQSC コマ
ンドを実行します。
ALTER QLOCAL(SYSTEM.CLUSTER.COMMAND.QUEUE) GET(ENABLED)

特別な考慮事項
IBM MQ で amqrrmfa を停止すると、キュー・マネージャーは停止します。これは、キュー・マネージャ
ーの障害と見なされるためです。 キュー・マネージャーのチューニング・パラメーター
TolerateRepositoryFailureを設定しない限り、 amqrrmfa プロセスを停止してはなりません。
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例

TuningParameters:
        TolerateRepositoryFailure=TRUE

図 86. qm.ini で TolerateRepositoryFailure を TRUE に設定する

関連概念
106 ページの『キュー・マネージャー構成ファイル qm.ini』
キュー・マネージャー構成ファイル qm.iniには、特定のキュー・マネージャーに関連する情報が含まれ
ています。 個々のキュー・マネージャーの構成を変更するために使用できる属性によって、IBM MQ の設
定がオーバーライドされます。

JMS および Jakarta Messaging リソースの構成
JMS または Jakarta Messaging アプリケーションが、 IBM MQ に接続するために必要なリソースを作成お
よび構成し、メッセージを送受信するための宛先にアクセスする方法の 1 つは、 Java Naming and Directory
Interface (JNDI) を使用して、JNDI 名前空間と呼ばれるネーミングおよびディレクトリー・サービス内の
場所から管理対象オブジェクトを取得する方法です。 JMS アプリケーションで管理対象オブジェクトを
JNDI 名前空間から取り出すには、その前にまず管理対象オブジェクトを作成して構成する必要がありま
す。

このタスクについて
 IBM MQ 9.3.0以降、 Jakarta Messaging 3.0 は新規アプリケーションの開発用にサポートさ

れています。 IBM MQ 9.3.0 以降では、既存のアプリケーションの JMS 2.0 が引き続きサポートされます。
Jakarta Messaging 3.0 API と JMS 2.0 API の両方を同じアプリケーションで使用することはサポートされ
ていません。 詳しくは、 Using IBM MQ classes for JMS/Jakarta Messagingを参照してください。
以下のいずれかのツールを使用して、IBM MQ で管理対象オブジェクトを作成して構成できます。
IBM MQ JMS および Jakarta Messaging 管理ツール

IBM MQ JMS 管理ツール、 JMSAdmin、および Jakarta Messaging 管理ツール、 JMS30Adminは、
LDAP、ローカル・ファイル・システム、またはその他の場所に保管される IBM MQ JMS オブジェクト
および Jakarta Messaging オブジェクトを作成および構成するために使用できるコマンド行ツールで
す。 JMS および Jakarta Messaging 管理ツールは、 runmqscに似た構文を使用し、スクリプトもサポ
ートします。
管理ツールは、構成ファイルを使用して特定のプロパティーの値を設定します。 サンプル構成ファイ
ルが提供されています。開始する前に、このファイルを管理ツールを使用してご使用のシステムに合わ
せて編集し、JMS リソースを構成できます。 構成ファイルについて詳しくは、712 ページの
『JMSAdmin および JMS30Admin ツールの構成』を参照してください。

IBM MQ Explorer
JMS 2.0の場合、 IBM MQ Explorer を使用して、LDAP、ローカル・ファイル・システム、またはその
他の場所に保管される JMS 2.0 オブジェクト定義を作成および管理できます。

 Jakarta Messaging 3.0の場合、 IBM MQ Explorerを使用して JNDI を管理することはで
きません。 JNDI 管理は、 JMSAdminの Jakarta Messaging 3.0 バリアント ( JMS30Admin) によってサ
ポートされます。

WebSphere Application Server にデプロイされた IBM MQ JMS アプリケーションは、アプリケーション・
サーバー JNDI リポジトリーから JMS オブジェクトにアクセスする必要があります。 したがって、
WebSphere Application Server と IBM MQの間で JMS メッセージングを使用する場合は、 IBM MQで作成
するオブジェクトに対応するオブジェクトを WebSphere Application Server で作成する必要があります。
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IBM MQ 9.3 以降では Jakarta Messaging 3.0がサポートされますが、 WebSphere
Application Server では現在、同等のサポートは提供されていません。 したがって、 WebSphere
Application Serverでは、 Java Message Service 2.0 リソースを構成します。
IBM MQ Explorer および IBM MQ JMS 管理ツールを使用して、 WebSphere Application Serverに保管され
ている IBM MQ JMS オブジェクトを管理することはできません。 その代わりに、以下のいずれかのツール
を使用して、WebSphere Application Server の管理対象オブジェクトを作成して構成できます。
WebSphere Application Server 管理コンソール

WebSphere Application Server 管理コンソールは、 WebSphere Application Serverで IBM MQ JMS オ
ブジェクトを管理するために使用できる Web ベースのツールです。

WebSphere Application Server wsadmin スクリプト・クライアント
WebSphere Application Server wsadmin スクリプト・クライアントは、 WebSphere Application Server
内の IBM MQ JMS オブジェクトを管理するための特殊なコマンドを提供します。

JMS アプリケーションを使用して WebSphere Application Server内から IBM MQ キュー・マネージャーの
リソースにアクセスする場合は、 IBM MQ classes for JMSのバージョンが含まれている WebSphere
Application Serverの IBM MQ メッセージング・プロバイダーを使用する必要があります。 WebSphere
Application Server に付属の IBM MQ リソース・アダプターは、 IBM MQ メッセージング・プロバイダーと
の JMS メッセージングを実行するすべてのアプリケーションで使用されます。 通常、IBM MQ リソース・
アダプターは、WebSphere Application Server フィックスパックが適用されると自動的に更新されますが、
以前にリソース・アダプターを手動で更新した場合は、保守が正しく適用されるように構成を手動で更新
する必要があります。
関連概念
IBM MQ classes for JMS アプリケーションでの接続ファクトリーおよび宛先の作成と構成
関連資料
runmqsc (MQSC コマンドの実行)

JNDI ネーム・スペースでの接続ファクトリーおよび宛先の構成
JMS および Jakarta Messaging アプリケーションは、 Java Naming and Directory Interface (JNDI) を介し
て、ネーミングおよびディレクトリー・サービス内の管理対象オブジェクトにアクセスします。 JMS また
は Jakarta Messaging 管理対象オブジェクトは、JNDI 名前空間と呼ばれるネーミングおよびディレクトリ
ー・サービス内の場所に保管されます。 JMS または Jakarta Messaging アプリケーションは、メッセージ
を送受信するために、管理対象オブジェクトを検索して IBM MQ に接続し、宛先にアクセスすることがで
きます。

このタスクについて
JMS または Jakarta Messaging アプリケーションは、コンテキストを使用して、ネーミングおよびディレ
クトリー・サービスで JMS または Jakarta Messaging オブジェクトの名前を検索します。
初期コンテキスト

JNDI 名前空間のルートを定義する初期コンテキスト。 ネーミングおよびディレクトリー・サービスの
ロケーションごとに、初期コンテキストを指定して、 JMS または Jakarta Messaging アプリケーション
がネーミングおよびディレクトリー・サービスのそのロケーションにある管理対象オブジェクトの名前
を解決できる開始点を指定する必要があります。

サブコンテキスト
1 つのコンテキストには 1 つ以上のサブコンテキストを含めることができます。 サブコンテキストは
JNDI 名前空間のサブディビジョンであり、接続ファクトリーや宛先などの管理対象オブジェクトやそ
の他のサブコンテキストを含めることができます。 サブコンテキストはそれ自体がオブジェクトでは
なく、サブコンテキストにあるオブジェクトの命名規則を拡張したものにすぎません。

IBM MQ classes for JMS または IBM MQ classes for Jakarta Messaging アプリケーションが JNDI 名前空
間から管理対象オブジェクトを取得できるようにするには、まず管理対象オブジェクトを作成する必要が
あります。 以下のタイプの JMS または Jakarta Messaging オブジェクトを作成および構成できます。
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接続ファクトリー
JMS または Jakarta Messaging 接続ファクトリー・オブジェクトは、接続用の一連の標準構成プロパテ
ィーを定義します。 JMS または Jakarta Messaging アプリケーションは、接続ファクトリーを使用して
IBM MQへの接続を作成します。 Point-to-Point メッセージ・ドメインとパブリッシュ/サブスクライ
ブ・メッセージ・ドメインという、2 つのメッセージ・ドメインのいずれかに固有の接続ファクトリー
を作成できます。
あるいは、JMS 1.1 以降、Point-to-Point およびパブリッシュ/サブスクライブ両方のメッセージングで
使用できる、ドメイン非依存型接続ファクトリーを作成することができます。 詳しくは、 JMS および
Jakarta Messaging モデルを参照してください。

Destination
JMS または Jakarta Messaging 宛先は、クライアントが作成するメッセージのターゲット、および JMS
アプリケーションがコンシュームするメッセージのソースを表すオブジェクトです。 JMSまたは
Jakarta Messaging アプリケーションは、単一の宛先オブジェクトを使用してメッセージの書き込みと
メッセージの取得を行うことも、別個の宛先オブジェクトを使用することもできます。 以下の 2 つの
タイプの宛先オブジェクトがあります。
• Point-to-Point メッセージングで使用される JMS または Jakarta Messaging キュー宛先
• パブリッシュ/サブスクライブ・メッセージングで使用される JMS または Jakarta Messaging トピッ
ク宛先

JMS 2.0の場合、 IBM MQ Explorer または IBM MQ JMS 管理ツール JMSAdminを使用して、
コンテキストおよび管理対象オブジェクトを作成できます。
注 :  Jakarta Messaging 3.0の場合、 IBM MQ Explorerを使用して JNDI を管理することはで
きません。 JNDI 管理は、 JMSAdminの Jakarta Messaging 3.0 バリアント ( JMS30Admin) によってサポ
ートされます。
以下の図は、 IBM MQ JNDI 名前空間に作成された JMS オブジェクトまたは Jakarta Messaging オブジェク
トの例を示しています。
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図 87. IBM MQ で作成された JMS オブジェクトまたは Jakarta Messaging オブジェクト
WebSphere Application Server と IBM MQの間で JMS メッセージングを使用する場合は、 IBM MQとの通
信に使用する、対応するオブジェクトを WebSphere Application Server 内に作成する必要があります。 こ
れらのオブジェクトのいずれかを WebSphere Application Server で作成すると、以下の図に示すように、
それは WebSphere Application Server JNDI 名前空間に保管されます。
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図 88. WebSphere Application Server で作成されるオブジェクトと、対応する IBM MQ のオブジェクト
IBM MQ 9.3 以降では Jakarta Messaging 3.0がサポートされますが、 WebSphere

Application Server では現在、同等のサポートは提供されていません。 したがって、 WebSphere
Application Serverでは、 Java Message Service 2.0 リソースを構成します。
アプリケーションがメッセージ駆動型 Bean (MDB) を使用する場合、接続ファクトリーはアウトバウンド・
メッセージにのみ使用され、インバウンド・メッセージはアクティベーション・スペックによって受信さ
れます。 活動化仕様は、Java EE Connector Architecture 1.5 (JCA 1.5) 規格の一部です。 JCA 1.5 には、
IBM MQなどの JMS プロバイダーを WebSphere Application Serverなどの Java EE アプリケーション・サ
ーバーと統合するための標準的な方法が用意されています。 JMS アクティベーション・スペックは、1 つ
以上のメッセージ駆動型 Bean (MDB) と関連付けることが可能で、これらの MDB が宛先に到達するメッセ
ージを listen するのに必要な構成を提供します。
WebSphere Application Server 管理コンソールまたは wsadmin スクリプト・コマンドを使用して、必要な
JMS リソースを作成および構成できます。
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手順
•

IBM MQ Explorerを使用して IBM MQ 用に JMS オブジェクトを構成するには、 709 ページの『IBM MQ
Explorer を使用した JMS 2.0 オブジェクトの構成』を参照してください。

•
IBM MQ JMS 管理ツール JMSAdminを使用して IBM MQ の JMS オブジェクトを構成するには、 710
ページの『管理ツールを使用した JMS および Jakarta Messaging オブジェクトの構成』を参照してくだ
さい。

•
IBM MQ Jakarta Messaging 管理ツール JMS30Adminを使用して IBM MQ の Jakarta Messaging オブジ
ェクトを構成するには、 710 ページの『管理ツールを使用した JMS および Jakarta Messaging オブジ
ェクトの構成』を参照してください。

•
WebSphere Application Serverの JMS オブジェクトを構成するには、 721 ページの『WebSphere
Application Server での JMS 2.0 リソースの構成』を参照してください。

タスクの結果
IBM MQ classes for JMS または IBM MQ classes for Jakarta Messaging アプリケーションは、JNDI 名前空
間から管理対象オブジェクトを取得できます。また、必要に応じて、 IBM JMS 拡張または IBM MQ JMS 拡
張のいずれかを使用して、1 つ以上のプロパティーを設定または変更できます。
関連タスク
JNDI を使用して JMS アプリケーションで管理対象オブジェクトを取り出す
IBM MQ classes for JMS アプリケーションでの接続ファクトリーおよび宛先の作成と構成

IBM MQ Explorer を使用した JMS 2.0 オブジェクトの構成
IBM MQ Explorerのグラフィカル・ユーザー・インターフェースを使用すると、JMS オブジェクトを IBM
MQ オブジェクトからしたり、IBM MQ オブジェクトを JMS オブジェクトから作成したり、他の IBM MQ
オブジェクトを管理およびモニターしたりできます。

このタスクについて
IBM MQ Explorerは、IBM MQ オブジェクトがローカル・コンピューターによってホストされ

るか、 リモート・システム上にあるかに関係なく、それらのオブジェクトを管理およびモニターできるグ
ラフィカル・ユーザー・インターフェースです。 IBM MQ Explorer は、 Windows および Linux for x86-64
上で稼働します。 サポートされるプラットフォーム (z/OS を含む) で稼働中のキュー・マネージャーにリモ
ートで接続することができるので、コンソールから、メッセージング・バックボーン全体を表示、探索、
および変更することができます。
注 :  Jakarta Messaging 3.0の場合、 IBM MQ Explorerを使用して JNDI を管理することはで
きません。 JNDI 管理は、 JMSAdminの Jakarta Messaging 3.0 バリアント ( JMS30Admin) によってサポ
ートされます。
IBM MQ Explorerでは、すべての接続ファクトリーが適切なコンテキストおよびサブコンテキストの「接続
ファクトリー」フォルダーに格納されます。
以下のタイプのタスクは、IBM MQ Explorerを使用して、IBM MQ Explorer内の既存のオブジェクトからコ
ンテキストにより、または新規オブジェクト作成ウィザード内から実行できます。
• 以下のいずれかの IBM MQ オブジェクトから JMS 接続ファクトリーを作成します。

– IBM MQ キュー・マネージャー (ローカル・コンピューターまたはリモート・システムのどちらでも)。
– IBM MQ チャネル。
– IBM MQ リスナー。
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• JMS 接続ファクトリーを使用して、 IBM MQ キュー・マネージャーを IBM MQ Explorer に追加します。
• JMS キューを IBM MQ キューから作成します。
• IBM MQ キューを JMS キューから作成します。
• JMS トピックを IBM MQ トピックから作成します。 これは、IBM MQ オブジェクトまたは動的トピック
にすることができます。

• IBM MQ トピックを JMS トピックから作成します。

手順
• IBM MQ Explorerを開始します (まだ実行されていない場合)。

IBM MQ Explorerが実行されていて、ウェルカム・ページが表示されている場合は、ウェルカム・ペー
ジを閉じて IBM MQ オブジェクトの管理を開始します。

• まだ行っていない場合は、JMS オブジェクトが保管される JNDI 名前空間のルートを定義する初期コン
テキストを、名前指定およびディレクトリー・サービスに作成します。
初期コンテキストを IBM MQ Explorerに追加したら、接続ファクトリー・オブジェクト、宛先オブジェ
クト、およびサブコンテキストを JNDI 名前空間に作成できます。
ナビゲーター・ビューの JMS 管理対象オブジェクト・フォルダーに、初期コンテキストが表示されま
す。 JNDI 名前空間の内容がすべて表示されますが、IBM MQ Explorer で編集できるオブジェクトは、
そこに格納されている IBM MQ classes for JMS オブジェクトに限られます。 詳しくは、初期コンテキ
ストの追加を参照してください。

• 必要なサブコンテキストおよび JMS 管理対象オブジェクトを作成して構成します。
詳しくは、JMS 管理対象オブジェクトの作成および構成を参照してください。

• IBM MQ を構成します。
詳しくは、 IBM MQ Explorer を使用した IBM MQ の構成 を参照してください。

関連概念
IBM MQ Explorer の概要
IBM MQ classes for JMS アプリケーションでの接続ファクトリーおよび宛先の作成と構成

管理ツールを使用した JMS および Jakarta Messaging オブジェクトの構成
IBM MQ には、8 つのタイプの IBM MQ classes for JMS または IBM MQ classes for Jakarta Messaging オブ
ジェクトのプロパティーを定義し、それらを JNDI 名前空間内に保管するために使用できる管理ツールが用
意されています。 アプリケーションは、JNDI を使用して、これらの管理対象オブジェクトをネーム・スペ
ースから取り出すことができます。

このタスクについて
JMS 2.0の場合、JNDI 管理は JMSAdmin ツールによってサポートされます。
Jakarta Messaging 3.0の場合、JNDI 管理は JMSAdminの Jakarta Messaging 3.0 バリアント

( JMS30Admin) によってサポートされます。
次の表に、動詞を使用して作成、構成、操作できる管理対象オブジェクトの 8 つのタイプを示します。 「キ
ーワード」列には、711 ページの表 37 に示されているコマンドで TYPE の代わりに使用できるストリン
グが表示されます。
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表 37. 管理ツールによって処理される JMS および Jakarta Messaging オブジェクト・タイプ
オブジェクト・タイプ キーワード 説明
MQConnectionFactory CF IBM MQ の JMS ConnectionFactory インター

フェースの実装。 これは、Point-to-Point ド
メインおよびパブリッシュ/サブスクライ
ブ・ドメインの両方に接続を作成するための
ファクトリー・オブジェクトを表します。

MQQueueConnectionFactory QCF JMS QueueConnectionファクトリー・イン
ターフェースの IBM MQ 実装。 これは、
Point-to-Point ドメインに接続を作成するた
めのファクトリー・オブジェクトを表しま
す。

MQTopicConnectionFactory TCF JMS TopicConnectionファクトリー・インタ
ーフェースの IBM MQ 実装。 これは、パブリ
ッシュ/サブスクライブ・ドメインに接続を作
成するためのファクトリー・オブジェクトを
表します。

MQQueue Q JMS キュー・インターフェースの IBM MQ 実
装。 これは、Point-to-Point ドメインにおけ
るメッセージの宛先を表します。

MQTopic T JMS トピック・インターフェースの IBM MQ
実装。 これは、パブリッシュ/サブスクライ
ブ・ドメインにおけるメッセージの宛先を表
します。

MQXAConnectionFactory 711 ページの『1』 XACF JMS XAConnectionFactory インターフェー
スの IBM MQ の実装。 これは、XA バージョ
ンの JMS クラスを使用する Point-to-Point
ドメインおよびパブリッシュ/サブスクライ
ブ・ドメインの両方で接続を作成するための
ファクトリー・オブジェクトを表します。

MQXAQueueConnectionファクトリー 711
ページの『1』

XAQCF JMS XAQueueConnectionファクトリー・イ
ンターフェースの IBM MQ 実装。 これは、
XA バージョンの JMS クラスを使用する
Point-to-Point ドメインに接続を作成するた
めのファクトリー・オブジェクトを表しま
す。

MQXATopicConnectionファクトリー 711 ペ
ージの『1』

XATCF JMS XATopicConnectionファクトリー・イン
ターフェースの IBM MQ 実装。 これは、XA
バージョンの JMS クラスを使用するパブリ
ッシュ/サブスクライブ・ドメインに接続を作
成するためのファクトリー・オブジェクトを
表します。

注 :

1.これらのクラスは、アプリケーション・サーバーのベンダーが使用するために提供されたものです。 ア
プリケーション・プログラマーには直接的には役立たないと考えられます。

これらのオブジェクトの構成方法について詳しくは、720 ページの『JMS オブジェクトの構成』を参照し
てください。
このツールを使用する必要のあるプロパティー・タイプと値は、IBM MQ classes for JMS オブジェクトの
プロパティーにリストされています。
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また、716 ページの『サブコンテキストの構成』の説明のように、このツールを使用して JNDI 内のディ
レクトリー名前空間のサブコンテキストを操作することもできます。

JMS 2.0 以前の場合は、 IBM MQ Explorerを使用して IBM MQ classes for JMS 管理対象オブ
ジェクトを作成および構成することもできます。

 Jakarta Messaging 3.0の場合、 IBM MQ Explorerを使用して JNDI を管理することはできま
せん。 JNDI 管理は、 JMSAdminの Jakarta Messaging 3.0 バリアント ( JMS30Admin) によってサポート
されます。
関連概念
IBM MQ classes for JMS アプリケーションでの接続ファクトリーおよび宛先の作成と構成
JNDI を使用して JMS アプリケーションで管理対象オブジェクトを取り出す
JMSAdmin および JMS30Admin ツールの構成
IBM MQ JMS および Jakarta Messaging 管理ツールは、構成ファイルを使用して特定のプロパティーの値を
設定します。 いずれの場合も、ご使用のシステムに合わせて編集できるサンプル構成ファイルが提供され
ています。

このタスクについて
IBM MQ 9.3.0 では、 Jakarta Messaging 3.0のサポートが導入されました。 JMS 2.0 は引き

続き完全にサポートされます。
構成ファイルは、キーと値のペアのセットで構成されるプレーンテキストファイルで、等号(=)で区切られ
ています。構成ファイルで定義されている 3つのプロパティーの値を設定して、管理ツールを構成します。
これらの 3 つのプロパティーの例は、以下のとおりです。
#Set the service provider
INITIAL_CONTEXT_FACTORY=com.sun.jndi.ldap.LdapCtxFactory
#Set the initial context
PROVIDER_URL=ldap://polaris/o=ibm_us,c=us
#Set the authentication type
SECURITY_AUTHENTICATION=none

この例では、行の最初の列のハッシュ記号 (#) は、コメント、または使用されていない行を示します。
IBM MQ では、デフォルトの構成ファイルとして使用されるサンプル構成ファイルが提供されています。
サンプル・ファイルの名前は、 JMSAdmin.config ( JMS 2.0の場合) または JMS30Admin.config
( Jakarta Messaging 3.0の場合) です。 このファイルは、 MQ_JAVA_INSTALL_PATH/bin ディレクトリー
にあります。 サンプル・ファイルを編集してシステムに必要な設定を定義するか、独自の構成ファイルを
作成することができます。
管理ツールを開始するときに、 714 ページの『JMSAdmin ツールおよび JMS30Admin ツールの開始』で
説明されているように、 -cfg コマンド行パラメーターを使用して、使用する構成ファイルを指定できま
す。 ツールの起動時に構成ファイル名を指定しないと、ツールはデフォルトの構成ファイル
( JMSAdmin.config または JMS30Admin.config) をロードしようとします。 最初に現行ディレクトリ
ーでこのファイルを検索し、次に MQ_JAVA_INSTALL_PATH/bin ディレクトリーでこのファイルを検索し
ます。ここで、 MQ_JAVA_INSTALL_PATH は IBM MQ classes for JMS または IBM MQ classes for Jakarta
Messaging インストール済み環境へのパスです。
LDAP 環境に保管される JMS オブジェクトまたは Jakarta Messaging オブジェクトの名前は、LDAP 命名規
則に準拠している必要があります。 命名規則の 1 つとして、オブジェクトやコンテキストの名前には、cn=
(共通名) や ou= (組織単位) といった接頭部を付けなければなりません。 この点、管理ツールでは、接頭部
を付けなくてもオブジェクトやコンテキストの名前を参照できるようにすることで、LDAP サービス・プロ
バイダーの使用を簡単にしています。 ツールは、接頭部が入力されない場合に、自動的に、入力された名
前にデフォルトの接頭部を付けます。 LDAP の場合、これは cn= です。 必要に応じてデフォルトの接頭部
を変更するには、構成ファイル内の NAME_PREFIX プロパティーを設定します。
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注 : 場合によっては、LDAP サーバーを Java オブジェクトの保管用に構成する必要があります。 詳しくは、
ご使用の LDAP サーバーの資料を参照してください。

手順
1.ツールが使用するサービス・プロバイダーを定義するには、INITIAL_CONTEXT_FACTORY プロパティ
ーを構成します。
このプロパティーでサポートされる値は、以下のとおりです。
• com.sun.jndi.ldap.LdapCtxFactory (LDAP 用)
• com.sun.jndi.fscontext.RefFSContextFactory (ファイル・システム・コンテキスト用)

• com.ibm.jndi.LDAPCtxFactory は、z/OS でのみサポートされており、LDAP サーバーへ
のアクセスが提供されます。 ただし、このクラスは com.sun.jndi.ldap.LdapCtxFactory との互換性は
ありません。 つまり、ある InitialContextFactory を使用して作成されたオブジェクトは、他の
InitialContextFactory を使用して読み取ったり変更したりすることはできません。
管理ツールを使用して、JMSAdmin 構成ファイルまたは JMS30Admin 構成ファイルに定義されている 3
つのパラメーターを使用することにより、他の JNDI コンテキストに接続することもできます。 別の
InitialContextFactory を使用するには、次のようにします。
a) INITIAL_CONTEXT_FACTORY プロパティーを、必要とするクラス名に設定します。
b) USE_INITIAL_DIR_CONTEXT、NAME_PREFIX、および NAME_READABILITY_MARKER プロパティ
ーを使用して、InitialContextFactory の振る舞いを定義します。
これらのプロパティーの設定については、サンプル構成ファイルのコメントで説明されています。

サポートされている INITIAL_CONTEXT_FACTORY 値のいずれかを使用する場合は、
USE_INITIAL_DIR_CONTEXT、NAME_PREFIX、および NAME_READABILITY_MARKER プロパティー
を定義する必要はありません。 ただし、それらのプロパティーに値を指定してシステム・デフォルトを
オーバーライドすることは可能です。 例えば、オブジェクトが LDAP 環境に格納されている場合、
NAME_PREFIX プロパティーを必要な接頭部に設定することで、ツールによってオブジェクト名とコン
テキスト名に追加されるデフォルトの接頭部を変更することができます。
3 つの InitialContextFactory プロパティーのうちの 1 つ以上を省略した場合、管理ツールはその他のプ
ロパティーの値に基づいて適切なデフォルトを提供します。

2. PROVIDER_URL プロパティーを構成して、セッションの初期コンテキストの URL を定義します。
この URL は、ツールが実行するすべての JNDI 操作のルートです。 このプロパティーは、次の 2 つの形
式でサポートされています。
• ldap://hostname/contextname
• file:[drive:]/pathname

LDAP URL の形式は、LDAP プロバイダーに応じて変わる場合があります。 詳細は、LDAP の資料を参照
してください。

3. SECURITY_AUTHENTICATION プロパティーを構成して、JNDI がセキュリティー信任状をサービス・
プロバイダーに渡すかどうかを定義します。
このプロパティーは、LDAP サービス・プロバイダーが使用されている場合にのみ使用され、以下の 3
つの値のうちいずれかを指定できます。
none (匿名認証)
このパラメーターが none に設定されている場合、JNDI は、セキュリティー信任状を一切サービ
ス・プロバイダーに渡さず、匿名認証 が実行されます。

simple (単純認証)
パラメーターが simple に設定された場合は、セキュリティー信任状が JNDI を介して基礎となる
サービス・プロバイダーに渡されます。 これらのセキュリティー信任状は、ユーザー識別名 (User
DN) とパスワードの形式で与えられます。
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CRAM-MD5 (CRAM-MD5 認証メカニズム)
パラメーターが CRAM-MD5 に設定された場合は、セキュリティー信任状が JNDI を介して基礎とな
るサービス・プロバイダーに渡されます。 これらのセキュリティー信任状は、ユーザー識別名 (User
DN) とパスワードの形式で与えられます。

SECURITY_AUTHENTICATION プロパティーに有効な値が指定されない場合、プロパティーのデフォル
トは none になります。
セキュリティー資格認定が必要な場合は、ツールの初期設定時にこれらの入力を要求するプロンプトが
出されます。 これを避けるには、JMSAdmin 構成ファイルで PROVIDER_USERDN プロパティーと
PROVIDER_PASSWORD プロパティーを設定します。
注 : これらのプロパティーを使用しない場合、入力されたテキスト (パスワードを含む) が画面にもう一
度表示されます。 これには、セキュリティー上の事柄が含まれている場合があります。
ツール自体は認証を行わず、認証タスクは LDAP サーバーが代行します。 ディレクトリーの様々な部分
に対するアクセス権限のセットアップと保守は、LDAP サーバーの管理者が行う必要があります。 詳細
は、LDAP の資料を参照してください。 認証が失敗した場合、ツールは、適切なエラー・メッセージを
表示して終了します。
セキュリティーおよび JNDI について詳しくは、Oracle の Java Web サイト (Oracle Technology
Network for Java Developers) にある文書を参照してください。

JMSAdmin ツールおよび JMS30Admin ツールの開始
IBM MQ JMS および Jakarta Messaging 管理ツールにはコマンド・ライン・インターフェースがあり、対話
式に使用することも、バッチ処理を開始するために使用することもできます。

このタスクについて
対話モードで使用する場合は、管理コマンドを入力するためのコマンド・プロンプトが表示されます。 バ
ッチ・モードを使用する場合は、ツールを開始するコマンドの中に、管理コマンド・スクリプトが入って
いるファイルの名前が組み込まれています。

手順
対話モード
• このツールを対話モードで開始する場合は、次のコマンドを入力します。

JMSAdmin [-t] [-v] [-cfg config_filename]

JMS30Admin [-t] [-v] [-cfg config_filename]

ここで、
-t
トレースを使用可能にします (デフォルトはトレース・オフです)。
トレース・ファイルは"%MQ_JAVA_DATA_PATH%"\errors(Windows)または/var/mqm/
trace(AIX and Linux)で生成されます。トレース・ファイルの名前は、次の形式になります:

 mqjms_PID.trc

ここで、PIDは JVMのプロセス IDです。
-v
詳細出力を生成します (デフォルトは簡潔な出力です)。
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-cfg config_filename
代替の構成ファイルの名前を指定する。 このパラメーターを省略すると、デフォルトの構成ファイ
ル JMSAdmin.config ( JMS 2.0の場合) または JMS30Admin.config ( Jakarta Messaging 3.0の
場合) が使用されます。 構成ファイルについて詳しくは、712 ページの『JMSAdmin および
JMS30Admin ツールの構成』を参照してください。

コマンド・プロンプトが表示されます。これは、管理ツールが管理コマンドを受け入れられる状態にな
ったことを示します。 このプロンプトは、最初に、次のように表示されます。
InitCtx>

これは、現行コンテキスト (つまり、すべての名前指定およびディレクトリー操作が現在参照している
JNDI コンテキスト) が、PROVIDER_URL 構成パラメーターに定義された初期コンテキストであること
を示します。 このパラメーターの詳細については、712 ページの『JMSAdmin および JMS30Admin ツ
ールの構成』 を参照してください。
ディレクトリーのネーム・スペースをトラバースすると、プロンプトにもそれが反映され、プロンプト
には常に現行コンテキストが表示されます。

バッチ・モード
• このツールをバッチ・モードで開始する場合は、次のコマンドを入力します。

JMSAdmin test.scp

JMS30Admin test.scp

ここで、test.scpは管理コマンドを含むスクリプト・ファイルです。 詳しくは、715 ページの
『JMSAdmin および JMS30Admin での管理コマンドの使用』を参照してください。 ファイルの最後は、
END コマンドでなければなりません。

JMSAdmin および JMS30Admin での管理コマンドの使用
IBM MQ JMS および Jakarta Messaging 管理ツールは、管理動詞とその適切なパラメーターで構成されるコ
マンドを受け入れます。

このタスクについて
以下の表に、管理ツールを使用してコマンドを入力するときに使用できる管理 verb をリストします。
表 38. 管理動詞
動詞 短縮形 説明
ALTER ALT (T) 管理対象オブジェクトのプロパティーを少なくとも 1 つ変更する
DEFINE DEF 管理対象オブジェクトの作成、保管、またはサブコンテキストの作成

を行う
DISPLAY DIS 保管されている 1 つ以上の管理対象オブジェクトのプロパティー、ま

たは現行コンテキストの内容を表示する
削除 DEL 1 つ以上の管理対象オブジェクトをネーム・スペースから除去する、

あるいは空のサブコンテキストを除去する
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表 38. 管理動詞 (続き)

動詞 短縮形 説明
CHANGE CHG 初期コンテキストの下に属する任意のディレクトリー・ネーム・スペ

ースをトラバースし、現行コンテキストを変える (セキュリティーの
許可は保留)

COPY CP 保管されている管理対象オブジェクトのコピーを作成し、それを別名
で保管する

MOVE MV 管理対象オブジェクトの保管場所の名前を変える
END 管理ツールを閉じる

手順
• まだ管理ツールが開始していない場合は、714 ページの『JMSAdmin ツールおよび JMS30Admin ツー
ルの開始』で説明されているようにして開始します。
コマンド・プロンプトが表示されます。これは、管理ツールが管理コマンドを受け入れられる状態にな
ったことを示します。 このプロンプトは、最初に、次のように表示されます。
InitCtx>

現在のコンテキストを変更するには、716 ページの『サブコンテキストの構成』で説明されているよ
うに、CHANGE 動詞を使用します。

• 以下の形式でコマンドを入力します。
 verb [param]*

ここで、verb の部分には、715 ページの表 38 にリストされているいずれかの管理動詞が入ります。 す
べての有効なコマンドには、コマンドの先頭に、標準の形式か短縮された形式の動詞が 1 つ含まれてい
ます。 動詞の名前は大/小文字を区別しません。

• コマンドを終了するには、Enter を押します。複数のコマンドを一緒に入力する場合は、Enter を押す直
前に正符号 (+) を入力します。
通常、コマンドの終わりには Enter を押します。 ただし、Enter を押す直前に正符号 (+) を入力すると、
これをオーバーライドできます。 これによって、下の例に示されているように、複数行に渡ってコマン
ドを入力することが可能になります。
DEFINE Q(BookingsInputQueue) +
QMGR(QM.POLARIS.TEST) +
QUEUE(BOOKINGS.INPUT.QUEUE) +
PORT(1415) +
CCSID(437)

• 管理ツールを閉じるには、END 動詞を使用します。
この動詞にはパラメーターを指定できません。

サブコンテキストの構成
動詞 CHANGE、DEFINE、DISPLAY、および DELETE を使用して、ディレクトリー名前空間のサブコンテキ
ストを構成できます。

このタスクについて
これらの動詞の使用法を、以下の表に示します。 

716  IBM MQ の構成



表 39. サブコンテキストの操作に使用されるコマンドの構文と説明
コマンド構文 説明
DEFINE CTX(ctxName) 現行コンテキストに ctxName という名前の子サブコンテキストを作

成する処理を試行します。 セキュリティー違反があった場合、そのサ
ブコンテキストがすでに存在している場合、または無効な名前が指定
された場合は、コマンドが失敗します。

DISPLAY CTX 現在のコンテキストの内容を表示します。 管理対象オブジェクトに
は a、サブコンテキストには [D] の注釈が付けられます。 各オブジェ
クトの Java タイプも表示されます。

DELETE CTX(ctxName) 現行コンテキストから ctxName という名前の子コンテキストを削除
する処理を試行します。 そのコンテキストが見つからない場合、コン
テキストが空でない場合、またはセキュリティー違反があった場合
は、コマンドが失敗します。

CHANGE CTX(ctxName) 現行コンテキストを変更して、ctxName という子のコンテキストを参
照するようにします。 ctxName には次の 2 つの特殊値があり、この
いずれかを指定できます。
=UP
現在のコンテキストの親に移動する

=INIT
初期コンテキストに直接移動する

指定されたコンテキストが存在しない場合やセキュリティー違反が
あった場合は、コマンドが失敗します。

LDAP 環境に保管される JMS オブジェクトまたは Jakarta Messaging オブジェクトの名前は、LDAP 命名規
則に準拠している必要があります。 命名規則の 1 つとして、オブジェクトやコンテキストの名前には、cn=
(共通名) や ou= (組織単位) といった接頭部を付けなければなりません。 この点、管理ツールでは、接頭部
を付けなくてもオブジェクトやコンテキストの名前を参照できるようにすることで、LDAP サービス・プロ
バイダーの使用を簡単にしています。 ツールは、接頭部が入力されない場合に、自動的に、入力された名
前にデフォルトの接頭部を付けます。 LDAP の場合、これは cn= です。 必要に応じてデフォルトの接頭部
を変更するには、構成ファイル内の NAME_PREFIX プロパティーを設定します。 詳しくは、712 ページの
『JMSAdmin および JMS30Admin ツールの構成』を参照してください。
注 : 場合によっては、LDAP サーバーを Java オブジェクトの保管用に構成する必要があります。 詳しくは、
ご使用の LDAP サーバーの資料を参照してください。
JMS オブジェクトの作成
JMS または Jakarta Messaging 接続ファクトリーおよび宛先オブジェクトを作成し、それらを JNDI 名前空
間に保管するには、 DEFINE 動詞を使用します。 作成したオブジェクトを LDAP 環境に保管する場合、そ
の名前は、一定の規則に準拠していなければなりません。 管理ツールを使用すると、デフォルトの接頭部
をオブジェクト名に追加することによって、LDAP 命名規則に準拠できます。

このタスクについて
DEFINE 動詞は、指定したタイプ、名前、およびプロパティーを持つ管理対象オブジェクトを作成します。
新しいオブジェクトが現在のコンテキストに格納されます。
LDAP 環境に保管される JMS オブジェクトまたは Jakarta Messaging オブジェクトの名前は、LDAP 命名規
則に準拠している必要があります。 命名規則の 1 つとして、オブジェクトやコンテキストの名前には、cn=
(共通名) や ou= (組織単位) といった接頭部を付けなければなりません。 この点、管理ツールでは、接頭部
を付けなくてもオブジェクトやコンテキストの名前を参照できるようにすることで、LDAP サービス・プロ
バイダーの使用を簡単にしています。 ツールは、接頭部が入力されない場合に、自動的に、入力された名
前にデフォルトの接頭部を付けます。 LDAP の場合、これは cn= です。 必要に応じてデフォルトの接頭部
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を変更するには、構成ファイル内の NAME_PREFIX プロパティーを設定します。 詳しくは、712 ページの
『JMSAdmin および JMS30Admin ツールの構成』を参照してください。
注 : 場合によっては、LDAP サーバーを Java オブジェクトの保管用に構成する必要があります。 詳しくは、
ご使用の LDAP サーバーの資料を参照してください。

手順
1.まだ管理ツールが開始していない場合は、714 ページの『JMSAdmin ツールおよび JMS30Admin ツー
ルの開始』で説明されているようにして開始します。
コマンド・プロンプトが表示されます。これは、管理ツールが管理コマンドを受け入れられる状態にな
ったことを示します。

2.コマンド・プロンプトに、新規オブジェクトの作成場所となるコンテキストが表示されていることを確
認します。
管理ツールを開始すると、最初はプロンプトが以下のように表示されます。
InitCtx>

現在のコンテキストを変更するには、716 ページの『サブコンテキストの構成』で説明されているよう
に、CHANGE 動詞を使用します。

3.接続ファクトリー、キュー宛先、またはトピック宛先を作成するには、以下のコマンド構文を使用しま
す。
DEFINE TYPE (name) [property]*

つまり、DEFINE 動詞、管理対象オブジェクト参照 TYPE (name)、0 個以上のプロパティー (IBM MQ
classes for JMS オブジェクトのプロパティーを参照) の順に入力します。

4.接続ファクトリー、キュー宛先、またはトピック宛先を作成するには、以下のコマンド構文を使用しま
す。
DEFINE TYPE (name) [property]*

5.新しく作成されたオブジェクトを表示するには、以下のコマンド構文で DISPLAY 動詞を使用します。

DISPLAY TYPE (name)

例
以下の例では、DEFINE 動詞を使用して、testQueue というキューが初期コンテキストに作成されたことを
示しています。 このオブジェクトは LDAP 環境に格納されるため、オブジェクト名 testQueue は接頭部
がない状態で入力されますが、LDAP 命名規則に準拠するようにツールが自動的に接頭部を追加します。 コ
マンド DISPLAY Q(testQueue) をサブミットした場合も同様に、この接頭部が追加されます。

InitCtx> DEFINE Q(testQueue)

InitCtx> DISPLAY CTX

Contents of InitCtx

a cn=testQueue       com.ibm.mq.jakarta.jms.MQQueue

1 Object(s)
0 Context(s)
1 Binding(s), 1 Administered

InitCtx> DEFINE Q(testQueue)
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InitCtx> DISPLAY CTX

Contents of InitCtx

a cn=testQueue       com.ibm.mq.jms.MQQueue

1 Object(s)
0 Context(s)
1 Binding(s), 1 Administered

JMS オブジェクトを作成する時のエラー状態の例
オブジェクトの作成時に、いくつかの一般的なエラー状態が発生する場合があります。
このようなエラー状態の例を以下に示します。
CipherSuite にマップされる CipherSpec

InitCtx/cn=Trash> DEFINE QCF(testQCF) SSLCIPHERSUITE(RC4_MD5_US)
WARNING: Converting CipherSpec RC4_MD5_US to
CipherSuite SSL_RSA_WITH_RC4_128_MD5

オブジェクトのプロパティーが無効
InitCtx/cn=Trash> DEFINE QCF(testQCF) PRIORITY(4)
Unable to create a valid object, please check the parameters supplied
Invalid property for a QCF: PRI

プロパティー値のタイプが無効
InitCtx/cn=Trash> DEFINE QCF(testQCF) CCSID(english)
Unable to create a valid object, please check the parameters supplied
Invalid value for CCS property: English

プロパティーの不調和 - クライアント/バインディング
InitCtx/cn=Trash> DEFINE QCF(testQCF) HOSTNAME(polaris.hursley.ibm.com)
Unable to create a valid object, please check the parameters supplied
Invalid property in this context: Client-bindings attribute clash

プロパティーの不調和 - 出口の初期化
InitCtx/cn=Trash> DEFINE QCF(testQCF) SECEXITINIT(initStr)
Unable to create a valid object, please check the parameters supplied
Invalid property in this context: ExitInit string supplied
without Exit string

プロパティー値が有効範囲外
InitCtx/cn=Trash> DEFINE Q(testQ) PRIORITY(12)
Unable to create a valid object, please check the parameters supplied
Invalid value for PRI property: 12

プロパティーが不明
InitCtx/cn=Trash> DEFINE QCF(testQCF) PIZZA(ham and mushroom)
Unable to create a valid object, please check the parameters supplied
Unknown property: PIZZA

JMS アプリケーションから JNDI 管理対象オブジェクトを検索するときに Windows で発生する可能性が
あるエラー条件の例を以下に示します。
1. WebSphere JNDI プロバイダーの com.ibm.websphere.naming.WsnInitialContextFactory を使用する場
合、サブコンテキストで定義されている管理オブジェクトにアクセスするには、スラッシュ (/) を使う
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必要があります。例えば、jms/MyQueueName です。 円記号 (&#xa5;) を使うと、
InvalidNameException がスローされます。

2. Oracle JNDI プロバイダーの com.sun.jndi.fscontext.RefFSContextFactory を使用している場合、サブコ
ンテキストで定義されている管理オブジェクトにアクセスするには、円記号 (&#xa5;) を使う必要があり
ます。例えば、ctx1&#xa5;&#xa5;fred です。 スラッシュ (/) を使うと、NameNotFoundException がス
ローされます。

JMS オブジェクトの構成
ディレクトリー・ネーム・スペース内の管理対象オブジェクトの操作には、動詞 ALTER、DEFINE、
DISPLAY、DELETE、COPY、および MOVE を使用できます。

このタスクについて
720 ページの表 40 に、これらの動詞の使い方を要約します。 TYPE の部分は、710 ページの『管理ツー
ルを使用した JMS および Jakarta Messaging オブジェクトの構成』 で説明されている、必要な管理対象オ
ブジェクトを表すキーワードに置き換えてください。
表 40. 管理対象オブジェクトの操作に使用されるコマンドの構文と説明
コマンド構文 説明
ALTER TYPE(name) [property]* 管理対象オブジェクトのプロパティーを、指定された値に更新

する処理を試行します。 セキュリティー違反があった場合、指
定されたオブジェクトが見つからない場合、または指定された
新しいプロパティーが無効である場合は、コマンドが失敗しま
す。

DEFINE TYPE (name) [property]* 指定されたプロパティーを持つタイプ TYPE のオブジェクト
を作成し、それを name という名前で現行コンテキストに保管
する処理を試行します。 セキュリティー違反があった場合、指
定された名前が無効であるかその名前のオブジェクトが存在
している場合、または指定されたプロパティーが無効である場
合は、コマンドが失敗します。

DISPLAY TYPE (name) name という名前で現行コンテキストにバインドされている、
タイプ TYPE の管理対象オブジェクトのプロパティーを表示
します。 オブジェクトが存在しない場合やセキュリティー違
反があった場合は、コマンドが失敗します。

DELETE TYPE(name) name という名前を持つタイプ TYPE の管理対象オブジェクト
を現行コンテキストから除去する処理を試行します。 オブジ
ェクトが存在しない場合やセキュリティー違反があった場合
は、コマンドが失敗します。

COPY TYPE (nameA)
TYPE (nameB)

nameA という名前を持つタイプ TYPE の管理対象オブジェク
トから、nameB という名前のコピーを作成します。 これはす
べて現行コンテキストの有効範囲内で行われます。 コピー元
のオブジェクトが存在しない場合、nameB という名前のオブ
ジェクトが存在する場合、またはセキュリティー違反があった
場合は、コマンドが失敗します。

MOVE TYPE(nameA) TYPE(nameB) nameA という名前を持つタイプ TYPE の管理対象オブジェク
トを、nameB という名前の管理対象オブジェクトに移動 (名前
変更) します。 これはすべて現行コンテキストの有効範囲内
で行われます。 移動するオブジェクトが存在しない場合、
nameB という名前のオブジェクトが存在する場合、またはセ
キュリティー違反があった場合は、コマンドが失敗します。
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WebSphere Application Server での JMS 2.0 リソースの構成
WebSphere Application Serverで JMS 2.0 リソースを構成するには、管理コンソールまたは wsadmin コマ
ンドのいずれかを使用できます。

始める前に
IBM MQ 9.3 以降では Jakarta Messaging 3.0がサポートされますが、 WebSphere

Application Server では現在、同等のサポートは提供されていません。 したがって、 WebSphere
Application Serverでは、 Java Message Service 2.0 リソースを構成します。

このタスクについて
Java Message Service 2.0 アプリケーションは通常、外部で構成されたオブジェクトに依存します。このオ
ブジェクトは、アプリケーションが JMS プロバイダーに接続する方法と、アプリケーションがアクセスす
る宛先を記述します。 JMS アプリケーションは Java Naming Directory Interface (JNDI) を使用して実行
時に以下のタイプのオブジェクトにアクセスします。
• アクティベーション・スペック (Java EE アプリケーション・サーバーで使用)
• 統合接続ファクトリー ( JMS 1.1 以降では、ドメイン固有のキュー接続ファクトリーおよびトピック接続
ファクトリーよりも、ドメイン非依存 (統合) 接続ファクトリーが優先されます)

• トピック接続ファクトリー (JMS 1.0 アプリケーションで使用)
• キュー接続ファクトリー (JMS 1.0 アプリケーションで使用)
• キュー
• トピック
WebSphere Application Serverの IBM MQ メッセージング・プロバイダーを介して、 Java Message Service
(JMS) メッセージング・アプリケーションは、 JMS メッセージング・リソースの外部プロバイダーとして
IBM MQ システムを使用できます。 この方法を使用可能にするには、 WebSphere Application Server の
IBM MQ メッセージング・プロバイダーを構成して、 IBM MQ ネットワーク上の任意のキュー・マネージ
ャーに接続するための JMS リソースを定義します。
WebSphere Application Serverを使用して、アプリケーション用の IBM MQリソース(キュー接続ファクト
リーなど)を構成したり、JMS宛先に関連付けられたメッセージやサブスクリプションを管理したりするこ
とができます。 セキュリティーは、IBM MQ を介して管理します。
関連タスク
IBM MQ と WebSphere Application Serverの併用
WebSphere Application Server のトピック
IBM MQ メッセージング・プロバイダーを使用した相互運用
IBM MQ メッセージング・プロバイダーによるメッセージングの管理
管理コンソールのパネル名の、コマンド名および IBM MQ 名へのマッピング

管理コンソールを使用した JMS 2.0 リソースの構成
WebSphere Application Server 管理コンソールを使用すると、IBM MQ JMS プロバイダーのアクティベーシ
ョン・スペック、接続ファクトリー、および宛先を構成することができます。

このタスクについて
WebSphere Application Server 管理コンソールを使用すると、以下のリソースを作成、表示、または変更す
ることができます。
• アクティベーション・スペック
• ドメイン非依存型接続ファクトリー (JMS 1.1 以降)
• キュー接続ファクトリー
• トピック接続ファクトリー

IBM MQの構成  721



• キュー
• トピック
以下のステップでは、管理コンソールを使用して、 IBM MQ メッセージング・プロバイダーで使用する JMS
リソースを構成する方法の概要を示します。 各手順には、詳細情報を参照できる WebSphere Application
Server 製品資料のトピックの名前が含まれています。 IBM Documentationのこれらのトピックへのリン
クについては、 関連リンク を参照してください。
混合バージョンの WebSphere Application Server セルでは、すべてのバージョンのノード上の IBM MQ リ
ソースを管理できます。 ただし、一部のプロパティーはすべてのバージョンでは使用できません。 この場
合、その特定のノードのプロパティーのみが管理コンソールに表示されます。

手順
IBM MQ メッセージング・プロバイダーで使用するアクティベーション・スペックを作成または構成するに
は、以下のようにします。
• アクティベーション・スペックを作成するには、IBM MQ JMSリソースの作成ウィザードを使用しま
す。
ウィザードを使用してアクティベーション・スペックのすべての詳細を指定することもできますし、ク
ライアント・チャネル定義テーブル (CCDT) を使用することによって IBM MQ の接続詳細を指定するこ
ともできます。 ウィザードを使用して接続詳細を指定する場合、ホストとポートの情報を別々に入力す
ることもできますし、複数インスタンス・キュー・マネージャーを使用している場合は、接続名のリス
トの形式でホストとポートの情報を入力することもできます。 詳しくは、「IBM MQ メッセージング・プ
ロバイダーのアクティベーション・スペックの作成」を参照してください。

• アクティベーション・スペックの構成プロパティーを表示または変更するには、管理コンソールの IBM
MQ メッセージング・プロバイダー接続ファクトリーの設定パネルを使用します。
これらの構成プロパティーは、関連したキューおよびトピックに対して接続を作成する方法を制御しま
す。 詳しくは、「IBM MQ メッセージング・プロバイダーのアクティベーション・スペックの構成」を参
照してください。

IBM MQ メッセージング・プロバイダーで使用する統合接続ファクトリー、キュー接続ファクトリー、また
はトピック接続ファクトリーを作成または構成するには、以下のようにします。
• 接続ファクトリーを作成するには、作成する接続ファクトリーのタイプを最初に選択し、「IBM MQ JMS
リソースの作成」ウィザードを使用して詳細を指定します。
– JMS アプリケーションが Point-to-Point メッセージングのみを使用する場合、Point-to-Point メッセ
ージング専用の接続を作成する際に使用できる、Point-to-Point メッセージング・ドメイン用のドメ
イン固有の接続ファクトリーを作成します。

– JMS アプリケーションがパブリッシュ/サブスクライブ・メッセージングのみを使用する場合、パブ
リッシュ/サブスクライブ・メッセージング専用の接続を作成する際に使用できる、パブリッシュ/サ
ブスクライブ・メッセージング・ドメイン用のドメイン固有の接続ファクトリーを作成します。

– JMS 1.1 以降の場合、Point-to-Point メッセージングとパブリッシュ/サブスクライブ・メッセージン
グの両方で使用できるドメイン非依存型接続ファクトリーを作成します。これにより、アプリケーシ
ョンは同じトランザクションで Point-to-Point とパブリッシュ/サブスクライブの両方の処理を実行
できます。

ウィザードを使用して接続ファクトリーのすべての詳細を指定するか、クライアント・チャネル定義テ
ーブル (CCDT) を使用することによって IBM MQ の接続詳細を指定するかを選択できます。 ウィザード
を使用して接続詳細を指定する場合、ホストとポートの情報を別々に入力することもできますし、複数
インスタンス・キュー・マネージャーを使用している場合は、接続名のリストの形式でホストとポート
の情報を入力することもできます。 詳しくは、「IBM MQ メッセージング・プロバイダーの接続ファクト
リーの作成」を参照してください。

接続ファクトリーの構成プロパティーを表示または変更するには、以下のようにします。
• 構成する接続ファクトリーのタイプについては、管理コンソールの接続ファクトリー設定パネルを使用
します。
構成プロパティーは、関連したキューおよびトピックに対して接続を作成する方法を制御します。 詳し
くは、「IBM MQ メッセージング・プロバイダーのコレクション・ファクトリーの構成」、「IBM MQ メッ
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セージング・プロバイダーのキュー・コレクション・ファクトリーの構成」、または「IBM MQ メッセー
ジング・プロバイダーのトピック・コレクション・ファクトリーの構成」を参照してください。

IBM MQ メッセージング・プロバイダーとの point-to-point メッセージング用に JMS キュー宛先を構成す
るには、以下のようにします。
• 管理コンソールの IBM MQ メッセージング・プロバイダー・キュー設定パネルを使用して、以下のタイ
プのプロパティーを定義します。
– 一般プロパティー (管理プロパティーおよび IBM MQ キュー・プロパティーを含む)。
– キューをホストするキュー・マネージャーに接続する方法を指定する接続プロパティー。
– IBM MQ メッセージング・プロバイダーの宛先に対する接続の動作を制御する拡張プロパティー。
– キュー宛先用のすべてのカスタム・プロパティー。
詳しくは、「IBM MQ メッセージング・プロバイダーのキューの構成」を参照してください。

IBM MQ メッセージング・プロバイダーとのパブリッシュ/サブスクライブ・メッセージング用の JMS トピ
ック宛先を作成または構成するには、以下のようにします。
• IBM MQ メッセージング・プロバイダー・トピック設定パネルを使用して、以下のタイプのプロパティ
ーを定義します。
– 一般プロパティー (管理プロパティーおよび IBM MQ トピック・プロパティーを含む)。
– IBM MQ メッセージング・プロバイダーの宛先に対する接続の動作を制御する拡張プロパティー。
– キュー宛先用のすべてのカスタム・プロパティー。
詳しくは、「IBM MQ メッセージング・プロバイダーのトピックの構成」を参照してください。

関連概念
520 ページの『複数インスタンス・キュー・マネージャー』
複数インスタンス・キュー・マネージャーは、異なる複数のサーバー上で構成されている同じキュー・マ
ネージャーのインスタンスです。 キュー・マネージャーの 1 つのインスタンスはアクティブ・インスタン
スとして定義され、もう 1 つのインスタンスはスタンバイ・インスタンスとして定義されます。 アクティ
ブ・インスタンスで障害が発生すると、複数インスタンス・キュー・マネージャーは、スタンバイ・サー
バーで自動的に再始動します。
関連タスク
44 ページの『バイナリー形式の CCDT の構成』
クライアント・チャネル定義テーブル (CCDT) は、クライアント・アプリケーションがキュー・マネージャ
ーに接続するために使用するチャネル定義と認証情報を判別します。 Multiplatforms では、キュー・マネ
ージャーの作成時に、デフォルト設定が組み込まれたバイナリー CCDT が自動的に作成されます。 バイナ
リー CCDT を更新する場合は、runmqsc コマンドを使用します。
443 ページの『パブリッシュ/サブスクライブ・メッセージングの構成』
キュー型パブリッシュ/サブスクライブの開始、停止、および状況の表示を行えます。 ストリームの追加お
よび除去、ブローカー階層に対するキュー・マネージャーの追加および削除も行えます。
WebSphere Application Server のトピック
IBM MQ メッセージング・プロバイダーのアクティベーション・スペック
IBM MQ メッセージング・プロバイダーのアクティベーション・スペックの作成
IBM MQ メッセージング・プロバイダーのアクティベーション・スペックの構成
IBM MQ メッセージング・プロバイダーの接続ファクトリーの作成
IBM MQ メッセージング・プロバイダーの統合接続ファクトリーの構成
IBM MQ メッセージング・プロバイダーのキュー接続ファクトリーの構成
IBM MQ メッセージング・プロバイダーのトピック接続ファクトリーの構成
IBM MQ メッセージング・プロバイダーのキューの構成
IBM MQ メッセージング・プロバイダーのトピックの構成
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wsadmin スクリプト・コマンドを使用した JMS 2.0 リソースの構成
WebSphere Application Server wsadmin スクリプト・コマンドを使用して、JMS アクティベーション・ス
ペック、接続ファクトリー、キュー、およびトピックに関する情報を作成、変更、削除、または表示でき
ます。 IBM MQ リソース・アダプターの設定を表示および管理することもできます。

このタスクについて
以下のステップでは、 WebSphere Application Server wsadmin コマンドを使用して、 IBM MQ メッセージ
ング・プロバイダーで使用する JMS リソースを構成する方法の概要を示します。 これらのコマンドの使用
方法について詳しくは、 WebSphere Application Server 製品資料へのリンクについて 「関連リンク」 を参
照してください。
コマンドを実行するには、wsadmin スクリプト・クライアントの AdminTask オブジェクトを使用します。
コマンドを使用して新規オブジェクトを作成したり変更したりした後で、その変更をマスター構成に保存
します。 例えば、次のコマンドを使用します。
AdminConfig.save()

使用可能な IBM MQ メッセージング・プロバイダー管理コマンドのリストと各コマンドの要旨を表示する
には、wsadmin プロンプトで以下のコマンドを入力します。
print AdminTask.help('WMQAdminCommands')

指定されたコマンドの概要ヘルプを表示するには、wsadmin プロンプトで以下のコマンドを入力します。
print AdminTask.help('command_name')

手順
コマンドが発行されるスコープで定義された IBM MQ メッセージング・プロバイダー・リソースをすべて
リストするには、以下のコマンドを使用します。
• アクティベーション・スペックをリストするには、listWMQActivationSpecs コマンドを使用しま
す。

• 接続ファクトリーをリストするには、listWMQConnectionFactories コマンドを使用します。
• キュー・タイプ宛先をリストするには、listWMQQueues コマンドを使用します。
• トピック・タイプ宛先をリストするには、listWMQTopics コマンドを使用します。
特定の有効範囲で IBM MQ メッセージング・プロバイダーの JMS リソースを作成するには、以下のコマン
ドを使用します。
• アクティベーション・スペックを作成するには、createWMQActivationSpec コマンドを使用しま
す。
接続の確立に使用するすべてのパラメーターを指定してアクティベーション・スペックを作成すること
もできますし、クライアント・チャネル定義テーブル (CCDT) を使用して接続先のキュー・マネージャ
ーを見つけるようにアクティベーション・スペックを作成することもできます。

• 接続ファクトリーを作成するには、createWMQConnectionFactory コマンドで -type パラメーター
を使用して、作成する接続ファクトリーのタイプを指定します。
– JMS アプリケーションが Point-to-Point メッセージングのみを使用する場合、Point-to-Point メッセ
ージング専用の接続を作成する際に使用できる、Point-to-Point メッセージング・ドメイン用のドメ
イン固有の接続ファクトリーを作成します。

– JMS アプリケーションがパブリッシュ/サブスクライブ・メッセージングのみを使用する場合、パブ
リッシュ/サブスクライブ・メッセージング専用の接続を作成する際に使用できる、パブリッシュ/サ
ブスクライブ・メッセージング・ドメイン用のドメイン固有の接続ファクトリーを作成します。

724  IBM MQ の構成



– JMS 1.1 以降の場合、Point-to-Point メッセージングとパブリッシュ/サブスクライブ・メッセージン
グの両方で使用できるドメイン非依存型接続ファクトリーを作成します。これにより、アプリケーシ
ョンは同じトランザクションで Point-to-Point とパブリッシュ/サブスクライブの両方の処理を実行
できます。

デフォルトのタイプはドメイン非依存型接続ファクトリーです。
• キュー・タイプ宛先を作成するには、createWMQQueue コマンドを使用します。
• トピック・タイプ宛先を作成するには、createWMQTopic コマンドを使用します。
特定の有効範囲で IBM MQ メッセージング・プロバイダーの JMS リソースを変更するには、以下のコマン
ドを使用します。
• アクティベーション・スペックを変更するには、modifyWMQActivationSpec コマンドを使用しま
す。
アクティベーション・スペックのタイプは変更できません。 例えば、アクティベーション・スペックを
作成してすべての構成情報を手動で入力した後で、CCDT を使用するためにそれを変更することはでき
ません。

• 接続ファクトリーを変更するには、modifyWMQConnectionFactory コマンドを使用します。
• キュー・タイプ宛先を変更するには、modifyWMQQueue コマンドを使用します。
• トピック・タイプ宛先を変更するには、modifyWMQTopic コマンドを使用します。
特定の有効範囲で IBM MQ メッセージング・プロバイダーの JMS リソースを削除するには、以下のコマン
ドを使用します。
• アクティベーション・スペックを削除するには、deleteWMQActivationSpec コマンドを使用しま
す。

• 接続ファクトリーを削除するには、deleteWMQConnectionFactory コマンドを使用します。
• キュー・タイプ宛先を削除するには、deleteWMQQueue コマンドを使用します。
• トピック・タイプ宛先を削除するには、deleteWMQTopic コマンドを使用します。
特定の IBM MQ メッセージング・プロバイダー・リソースに関する情報を表示するには、以下のコマンド
を使用します。
• 特定のアクティベーション・スペックに関連付けられたすべてのパラメーターとその値を表示するに
は、showWMQActivationSpec コマンドを使用します。

• 特定の接続ファクトリーに関連付けられたすべてのパラメーターとその値を表示するには、
showWMQConnectionFactory コマンドを使用します。

• 特定のキュー・タイプ宛先に関連付けられたすべてのパラメーターとその値を表示するには、
showWMQQueue コマンドを使用します。

• 特定のトピック・タイプ宛先に関連付けられたすべてのパラメーターとその値を表示するには、
deleteWMQTopic コマンドを使用します。

IBM MQ リソース・アダプターまたは IBM MQ メッセージング・プロバイダーの設定を管理するには、以
下のコマンドを使用します。
• 特定のスコープでインストールされた IBM MQ リソース・アダプターの設定を管理するには、

manageWMQ コマンドを使用します。
• manageWMQ コマンドで設定可能なすべてのパラメーターとその値を表示するには、showWMQ コマンド
を使用します。 これらの設定は、IBM MQ リソース・アダプターまたは IBM MQ メッセージング・プロ
バイダーと関連しています。 showWMQ コマンドは、IBM MQ リソース・アダプターで設定されたすべ
てのカスタム・プロパティーも表示します。

関連概念
520 ページの『複数インスタンス・キュー・マネージャー』
複数インスタンス・キュー・マネージャーは、異なる複数のサーバー上で構成されている同じキュー・マ
ネージャーのインスタンスです。 キュー・マネージャーの 1 つのインスタンスはアクティブ・インスタン
スとして定義され、もう 1 つのインスタンスはスタンバイ・インスタンスとして定義されます。 アクティ
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ブ・インスタンスで障害が発生すると、複数インスタンス・キュー・マネージャーは、スタンバイ・サー
バーで自動的に再始動します。
関連タスク
44 ページの『バイナリー形式の CCDT の構成』
クライアント・チャネル定義テーブル (CCDT) は、クライアント・アプリケーションがキュー・マネージャ
ーに接続するために使用するチャネル定義と認証情報を判別します。 Multiplatforms では、キュー・マネ
ージャーの作成時に、デフォルト設定が組み込まれたバイナリー CCDT が自動的に作成されます。 バイナ
リー CCDT を更新する場合は、runmqsc コマンドを使用します。
443 ページの『パブリッシュ/サブスクライブ・メッセージングの構成』
キュー型パブリッシュ/サブスクライブの開始、停止、および状況の表示を行えます。 ストリームの追加お
よび除去、ブローカー階層に対するキュー・マネージャーの追加および削除も行えます。
WebSphere Application Server のトピック
createWMQActivationSpec コマンド
createWMQConnectionFactory コマンド
createWMQQueue コマンド
createWMQTopic コマンド
deleteWMQActivationSpec コマンド
deleteWMQConnectionFactory コマンド
deleteWMQQueue コマンド
deleteWMQTopic コマンド
listWMQActivationSpecs コマンド
listWMQConnectionFactories コマンド
listWMQQueues コマンド
listWMQTopics コマンド
modifyWMQActivationSpec コマンド
modifyWMQConnectionFactory コマンド
modifyWMQQueue コマンド
modifyWMQTopic コマンド
showWMQActivationSpec コマンド
showWMQConnectionFactory コマンド
showWMQQueue コマンド
showWMQTopic コマンド
showWMQ コマンド
manageWMQ コマンド

JMS 2.0 共用サブスクリプションの使用
WebSphere Application Server traditional 9.0では、 IBM MQ 9.0で JMS 2.0 共有サブスクリプションを構
成して使用することができます。

このタスクについて
JMS 2.0 の仕様で、1 つのサブスクリプションを 1 つ以上のコンシューマーがオープンできるという共用サ
ブスクリプションの概念が導入されました。 メッセージはそれらのすべてのコンシューマー間で共用され
ます。 同じキュー・マネージャーに接続する限り、コンシューマーが存在する場所に制限はありません。
共用サブスクリプションは、非共用サブスクリプションと呼ばれるようになったサブスクリプションと同
じ意味で、永続サブスクリプションにすることも非永続サブスクリプションにすることもできます。
使用するサブスクリプションをコンシューマーが識別できるように、サブスクリプション名を指定する必
要があります。 これは非共用の永続サブスクリプションと似ていますが、共用サブスクリプションが必要
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な場合は、あらゆるケースでサブスクリプション名が必要になります。 しかし、クライアント ID は、共用
の永続サブスクリプションには必要ありません (指定することもできますが必須ではありません)。
共用サブスクリプションはロード・バランシング・メカニズムと見なすことができますが、IBM MQ でも
JMS 2.0 仕様でも、メッセージをコンシューマー間に分散させる方法についての規定はありません。
WebSphere Application Server traditional 9.0 では、IBM MQ 9.0 リソース・アダプターが事前にインスト
ールされます。
以下の手順は、WebSphere Application Server traditional 管理コンソールで共用永続サブスクリプションま
たは共用非永続サブスクリプションを使用するためのアクティベーション・スペックを構成する方法を示
しています。

手順
最初に JNDI でオブジェクトを作成します。
1.トピック宛先を JNDI で通常どおり作成します (721 ページの『管理コンソールを使用した JMS 2.0 リソ
ースの構成』を参照)。

2.アクティベーション・スペックを作成します (721 ページの『管理コンソールを使用した JMS 2.0 リソ
ースの構成』を参照)。
必要なプロパティーを正確に指定してアクティベーション・スペックを作成できます。 永続サブスクリ
プションを使用する場合は、作成時にそのことを選択して名前を指定できます。 非永続サブスクリプシ
ョンを使用する場合は、現時点では名前を指定できません。 その代わりに、サブスクリプション名とし
てカスタム・プロパティーを作成する必要があります。

必要なカスタム・プロパティーを指定して、作成したアクティベーション・スペックを更新します。 次の
2 つのカスタム・プロパティーを指定する必要があります。
• いずれの場合でも、このアクティベーション・スペックが共用サブスクリプションを使用することを示す
カスタム・プロパティーを作成する必要があります。

• サブスクリプションを非永続として作成した場合は、サブスクリプション名プロパティーをカスタム・プ
ロパティーとして設定する必要があります。
以下の表に、各カスタム・プロパティーに指定できる有効な値を示します。
プロパティー名 タイプ 有効値
sharedSubscription ストリング true、false

subscriptionName ストリング ゼロでない長さの Java ストリン
グ

3.「アクティベーション・スペック・コレクション (Activation specification collection)」フォームに表示
されたリストから、該当するアクティベーション・スペックを選択します。
アクティベーション・スペックの詳細が「IBM MQ メッセージング・プロバイダー・アクティベーショ
ン・スペック設定」フォームに表示されます。

4.「IBM MQ メッセージング・プロバイダー・アクティベーション・スペック設定」フォームで、「カスタ
ム・プロパティー」をクリックします。
「カスタム・プロパティー」フォームが表示されます。

5.非永続サブスクリプションを使用している場合は、subscriptionName カスタム・プロパティーを作成し
ます。
アクティベーション・スペックの「カスタム・プロパティー」パネルで、「新規」をクリックし、以下
の詳細情報を入力します。
名前
カスタム・プロパティーの名前。この場合は subscriptionName です。

値
カスタム・プロパティーの値。 「値」 フィールドで JNDI 名を使用できます (例:
WASSharedSubOne)。
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タイプ
カスタム・プロパティーのタイプ。 リストからカスタム・プロパティー・タイプを選択します。こ
の場合 java.lang.String です。

6.共用永続サブスクリプションと共用非永続サブスクリプションのどちらの場合も、sharedSubscription
カスタム・プロパティーを作成します。
アクティベーション・スペックの「カスタム・プロパティー」パネルで、「新規」をクリックし、以下
の詳細情報を入力します。
名前
カスタム・プロパティーの名前。この場合は sharedSubscription です。

値
カスタム・プロパティーの値。 アクティベーション・スペックが共用サブスクリプションを使用す
ることを示すために、この値を true に設定します。 後でこのアクティベーション・スペックで共
用サブスクリプションの使用を止める場合は、このカスタム・プロパティーの値を false に設定し
ます。

タイプ
カスタム・プロパティーのタイプ。 リストからカスタム・プロパティー・タイプを選択します。こ
の場合 java.lang.String です。

7.プロパティーを設定したら、アプリケーション・サーバーを再始動します。
メッセージを受信するとアクティベーション・スペックのメッセージ駆動型 Bean (MDB) が起動され、
それらの MDB の間でのみ、送信されたメッセージが共用されます。

関連概念
複製サブスクリプションおよび共用サブスクリプション
サブスクリプション永続性
関連タスク
インバウンド通信のリソース・アダプターの構成
WebSphere Application Server traditional 9.0 の関連情報
IBM MQ メッセージング・プロバイダーのトピックの構成
IBM MQ メッセージング・プロバイダーのアクティベーション・スペック
IBM MQ メッセージング・プロバイダーのアクティベーション・スペックの作成
IBM MQ メッセージング・プロバイダーのアクティベーション・スペックの構成
IBM MQ メッセージング・プロバイダー JMS リソースのカスタム・プロパティーの構成

JMS 2.0 の ConnectionFactory および Destination の Lookup プロパ
ティーの使用
WebSphere Application Server traditional 9.0 では、アクティベーション・スペックで
ConnectionFactoryLookup プロパティーと DestinationLookup プロパティーに管理対象オブジェクトの
JNDI 名を指定して、他のアクティベーション・スペック・プロパティーより優先的に使用することができ
ます。

このタスクについて
JMS 2.0 仕様では、メッセージ駆動型 Bean (MDB) の起動に使用するアクティベーション・スペックに、2
つの追加のプロパティーが規定されました。 以前は、メッセージング・システムへの接続に必要な詳細情
報を入力し、どの宛先からメッセージを取得するのかを定義するためのカスタム・プロパティーを、各ベ
ンダーがアクティベーション・スペックに指定する必要がありました。
標準になった connectionFactoryLookup および destinationLookup プロパティーを使用して、検索して使用
する該当オブジェクトの JNDI 名を指定できます。 WebSphere Application Server traditional 9.0 では、
IBM MQ 9.0 リソース・アダプターが事前にインストールされます。
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以下の手順は、WebSphere Application Server traditional 管理コンソールを使用してこれらの 2 つのプロパ
ティーをカスタマイズして使用する方法を示しています。

手順
最初に JNDI でオブジェクトを作成します。
1. ConnectionFactory を JNDI で通常どおり作成します (721 ページの『管理コンソールを使用した JMS

2.0 リソースの構成』を参照)。
2.宛先を JNDI で通常どおり作成します (721 ページの『管理コンソールを使用した JMS 2.0 リソースの構
成』を参照)。
宛先オブジェクトには正確な値を指定してください。

3.必要な値を使用してアクティベーション・スペックを作成します (721 ページの『管理コンソールを使
用した JMS 2.0 リソースの構成』を参照)。
必要なプロパティーを正確に指定してアクティベーション・スペックを作成できます。 ただし、以下の
考慮事項に留意してください。
• IBM MQ リソース・アダプターで Java EE の接続ファクトリーと宛先のルックアップ・プロパティー
を使用する場合、アクティベーション・スペックの作成時にどのプロパティーが使用されているかは
あまり重要ではありません (ActivationSpec の ConnectionFactoryLookup および DestinationLookup
プロパティーを参照)。

• 接続ファクトリーまたは宛先でまだ定義されていないプロパティーであっても、アクティベーショ
ン・スペックには指定する必要があります。 したがって、接続コンシューマー・プロパティーと追加
のプロパティー、および実際に接続が作成されたときに使用する認証情報を定義する必要があります。

• 接続ファクトリーで定義されるプロパティーのうち、ClientID プロパティーには特別な処理がありま
す。 その理由は、一般的なシナリオでは、単一の接続ファクトリーを複数のアクティベーション・ス
ペックで使用するからです。 これによって管理が簡略化されますが、JMS 仕様では固有のクライアン
ト ID が必要なため、ConnectionFactory に設定された値をアクティベーション・スペックでオーバー
ライドできなければなりません。 ClientID をアクティベーション・スペックで設定しないと、接続フ
ァクトリーの値が使用されます。

WebSphere Application Server 管理コンソールで 2 つの新しいカスタム・プロパティーを指定して、作成
したアクティベーション・スペックを更新する (手順 729 ページの『4』 を参照) か、代わりにアノテーシ
ョンを使用します (手順 730 ページの『5』 を参照)。
4. WebSphere Application Server 管理コンソールでアクティベーション・スペックを更新します。
これらの 2 つのプロパティーは、アクティベーション・スペックのカスタム・プロパティー・パネルで
設定する必要があります。 これらのプロパティーは、アクティベーション・スペックのメイン・パネル
にもアクティベーション・スペックの作成ウィザードにも表示されません。
a)「アクティベーション・スペック・コレクション (Activation specification collection)」フォームに
表示されたリストから、該当するアクティベーション・スペックを選択します。
アクティベーション・スペックの詳細が「IBM MQ メッセージング・プロバイダー・アクティベーシ
ョン・スペック設定」フォームに表示されます。

b)「IBM MQ メッセージング・プロバイダー・アクティベーション・スペック設定」フォームで、「カス
タム・プロパティー」をクリックします。
「カスタム・プロパティー」フォームが表示されます。

c)「カスタム・プロパティー」フォームで、2 つの新しいカスタム・プロパティー (いずれも
java.lang.String 型) を作成します。
いずれの場合も、「新規」をクリックしてから、以下のカスタム・プロパティーの詳細情報を入力し
ます。
名前
カスタム・プロパティーの名前。connectionFactoryLookup または destinationLookup
のいずれかです。
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値
カスタム・プロパティーの値。 「値」 フィールドには、 QuoteCF や QuoteQなどの JNDI 名を
使用できます。

タイプ
カスタム・プロパティーのタイプ。 リストからカスタム・プロパティー・タイプを選択します。
この場合 java.lang.String です。

これで、デプロイされた MDB がこれらの値を使用して接続ファクトリーおよび宛先を作成するように
なります。 MDB をデプロイするときに、JNDI 値の構成を設定する必要はありません。

5.アクティベーション・スペックの代わりにアノテーションを使用します。
MDB コード内でアノテーションを使用して値を指定することもできます。 例えば、 JNDI names
QuoteCF と QuoteQを使用すると、コードは次のようになります。
@MessageDriven(activationConfig = {       
        @ActivationConfigProperty(propertyName =  "destinationType" , propertyValue =  
"javax.jms.Topic" ),       
        @ActivationConfigProperty(propertyName =  "destinationLookup" , propertyValue =  
"QuoteQ" ),       
        @ActivationConfigProperty(propertyName =  "connectionFactoryLookup" , propertyValue 
=  "QuoteCF" )}, mappedName =  "LookupMDB" )
        @TransactionAttribute(TransactionAttributeType.REQUIRED)
        @TransactionManagement(TransactionManagementType.CONTAINER)
        publicclass LookupMDB implements MessageListener {

関連タスク
インバウンド通信のリソース・アダプターの構成
WebSphere Application Server traditional 9.0 の関連情報
IBM MQ メッセージング・プロバイダーの統合接続ファクトリーの構成
IBM MQ メッセージング・プロバイダーのトピックの構成
IBM MQ メッセージング・プロバイダーのアクティベーション・スペック
IBM MQ メッセージング・プロバイダーのアクティベーション・スペックの作成
IBM MQ メッセージング・プロバイダーのアクティベーション・スペックの構成
IBM MQ メッセージング・プロバイダー JMS リソースのカスタム・プロパティーの構成

最新のリソース・アダプター保守レベルを使用するための WebSphere
Application Server の構成

WebSphere Application Server フィックスパックの適用時に IBM MQ リソース・アダプターが使用可能な
最新の保守レベルに自動的に更新されるようにするために、各ノードのインストールに適用した
WebSphere Application Server フィックスパックに含まれている最新バージョンのリソース・アダプターを
使用するように、環境内のすべてのサーバーを構成することができます。

始める前に
重要 :

•  WebSphere Application Server traditional は現在 Jakarta EEをサポートしていません。
IBM MQ リソース・アダプターのサポート・ステートメントを参照してください。

• いずれかのプラットフォームで WebSphere Application Server 8.5 以前を使用している場合、IBM MQ
8.0 以降のリソース・アダプターをアプリケーション・サーバーにインストールしないでください。 IBM
MQ 8.0 以降のリソース・アダプターは、JMS 2.0 をサポートするアプリケーション・サーバーにのみデ
プロイできます。 ただし、WebSphere Application Server 8.5 以前は、JMS 1.1 のみをサポートします。

このタスクについて
現在の構成に以下のいずれかの状況が当てはまり、最新のバージョンの IBM MQ リソース・アダプターを
使用するよう環境内のすべてのサーバーを構成する場合は、このタスクを使用します。
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• 環境内のアプリケーション・サーバーの JVM ログには、 WebSphere Application Server 7.0.0 Fix Pack 1
以降が適用された後の以下の IBM MQ リソース・アダプターのバージョン情報が示されます。
WMSG1703I:RAR 実装バージョン 7.0.0.0-k700-L080820

• 環境内のどのアプリケーション・サーバーの JVM ログにも次の項目が含まれます。
WMSG1625E: 検出できませんでした
指定されたパス < null> にある IBM MQ メッセージング・プロバイダー・コード

• これまでは、特定の保守レベルの IBM MQ リソース・アダプターを使用するように 1 つ以上のノードが
手動で更新されていましたが、現在は現行の WebSphere Application Server 保守レベルに含まれる最新
バージョンのリソース・アダプターを使用するように変更されました。
例で参照されている profile_root ディレクトリーは、 WebSphere Application Server プロファイルのホ
ーム・ディレクトリーです (例: C:\Program Files\IBM\WebSphere\AppServer1)。
ご使用の環境内のすべてのセルおよび単一サーバー・インストール済み環境に対して以下のステップを実
行すると、新しい WebSphere Application Server フィックスパックが適用されたときに、サーバーは IBM
MQ リソース・アダプターの保守を自動的に受け取ります。

手順
1.アプリケーション・サーバーを始動します。 プロファイルがネットワーク・デプロイメント構成の一部
である場合、デプロイメント・マネージャーとすべてのノード・エージェントを始動します。 プロファ
イルに管理エージェントが含まれる場合は、管理エージェントを始動します。

2. IBM MQ リソース・アダプターの保守レベルを確認します。
a)コマンド・プロンプト・ウィンドウを開き、 profile_root\bin ディレクトリーに移動します。
例えば、cd C:\Program Files\IBM\WebSphere\AppServer1\bin と入力します。

b) wsadmin.bat -lang jython と入力して wsadmin ツールを開始し、指示された場合にはユーザ
ー名とパスワードを入力します。

c)次のコマンドを入力してから、Return キーを 2 回押します。
wmqInfoMBeansUnsplit = AdminControl.queryNames("WebSphere:type=WMQInfo,*")
wmqInfoMBeansSplit = AdminUtilities.convertToList(wmqInfoMBeansUnsplit)
for wmqInfoMBean in wmqInfoMBeansSplit: print wmqInfoMBean; print AdminControl.invoke(wmqInfoMBean, 
'getInfo', '')

このコマンドは Jacl でも実行できます。 これを行う方法について詳しくは、 WebSphere
Application Server 製品資料の「 使用可能な最新の IBM MQ リソース・アダプター保守レベルをサー
バーが使用するようにする 」を参照してください。

d)コマンドの出力表示から WMSG1703I メッセージを探し、リソース・アダプター・レベルを確認しま
す。
例えば、WebSphere Application Server 7.0.1 Fix Pack 5 の場合、メッセージは次のようになるはず
です。
WMSG1703I: RAR 実装バージョン 7.0.1.3-k701-103-100812
このメッセージは、バージョンがこのフィックスパックにおける正しいリソース・アダプター・レベ
ルである 7.0.1.3-k701-103-100812 であることを示しています。 ただし、代わりに以下のメッセー
ジが表示された場合は、リソース・アダプターを WebSphere Application Server 7.0.1 Fix Pack 5 用
の正しい保守レベルに調整する必要があることを意味します。
WMSG1703I: RAR 実装バージョン 7.0.0.0-k700-L080820

3.以下の Jython スクリプトを convertWMQRA.pyというファイルにコピーし、それをプロファイル・ル
ート・ディレクトリー (例えば、 C:\Program Files\IBM\WebSphere\AppServer1\bin) に保存し
ます。

ras = AdminUtilities.convertToList(AdminConfig.list('J2CResourceAdapter'))

for ra in ras :
  desc = AdminConfig.showAttribute(ra, "description")
  if (desc == "WAS 7.0 Built In MQ Resource Adapter") or (desc == "WAS 7.0.0.1 Built In MQ Resource 
Adapter"):
    print "Updating archivePath and classpath of " + ra
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    AdminConfig.modify(ra, [['archivePath', "${WAS_INSTALL_ROOT}/installedConnectors/wmq.jmsra.rar"]])
    AdminConfig.unsetAttributes(ra, ['classpath'])
    AdminConfig.modify(ra, [['classpath', "${WAS_INSTALL_ROOT}/installedConnectors/wmq.jmsra.rar"]])
    AdminConfig.save()
  #end if
#end for

ヒント : ファイルを保存するとき、テキスト・ファイルではなく python ファイルとして保存されている
ことを確認します。

4.ここで作成した Jython スクリプトを WebSphere Application Server wsadmin ツールを使用して実行し
ます。
コマンド・プロンプトを開き、WebSphere Application Serverディレクトリーのホーム・ディレクトリ
ーにある\binディレクトリーに移動します。例えば、C:\Program
Files\IBM\WebSphere\AppServer1\binディレクトリーの場合は、以下のコマンドを入力して、
Returnキーを押します:

wsadmin -lang jython -f convertWMQRA.py

指示された場合にはユーザー名とパスワードを入力します。
注 : ネットワーク・デプロイメント構成の一部であるプロファイルに対してスクリプトを実行すると、
スクリプトはその構成で更新が必要なプロファイルをすべて更新します。 既存の構成ファイルに不整
合がある場合、完全な再同期が必要になる場合があります。

5.ネットワーク・デプロイメント構成で実行する場合、ノード・エージェントが完全に再同期されている
ことを確認します。 詳しくは、「wsadmin スクリプト・ツールによるノードの同期化」または「ノード
の追加、管理、および除去」を参照してください。

6.プロファイル内のすべてのサーバーを停止します。 プロファイルがネットワーク・デプロイメント構成
の一部である場合、構成内のすべてのクラスター・メンバーを停止し、構成内のすべてのノード・エー
ジェントを停止し、さらにデプロイメント・マネージャーも停止します。 プロファイルに管理エージェ
ントが含まれる場合は、管理エージェントを停止します。

7. osgiCfgInit コマンドを profile_root/bin ディレクトリーから実行します。
osgiCfgInit コマンドは、OSGi ランタイム環境で使用されるクラス・キャッシュをリセットします。
プロファイルがネットワーク・デプロイメント構成の一部である場合、構成の一部であるすべてのプロ
ファイルの profile_root/bin ディレクトリーから osgiCfgInit コマンドを実行します。

8.プロファイル内のすべてのサーバーを再始動します。 プロファイルがネットワーク・デプロイメント構
成の一部である場合、構成内のすべてのクラスター・メンバーを再始動し、構成内のすべてのノード・
エージェントを再始動し、さらにデプロイメント・マネージャーも再始動します。 プロファイルに管理
エージェントが含まれる場合は、管理エージェントを再始動します。

9.手順 2 を繰り返して、リソース・アダプターが正しいレベルになったことを確認します。

次のタスク
このトピックで説明されているステップを実行した後も引き続き問題が発生し、 WebSphere Application
Server 管理コンソールの「 JMS プロバイダー設定」パネルの「 リソース・アダプターの更新 」ボタンを
使用して、ご使用の環境内のすべてのノードで IBM MQ リソース・アダプターを更新した場合は、 APAR
PM10308で説明されている問題が発生している可能性があります。
関連概念
IBM MQ リソース・アダプターの使用
WebSphere Application Server 8.5.5 の関連情報
使用可能な最新の IBM MQ リソース・アダプター保守レベルを使用するためのサーバーの構成
wsadmin スクリプト・ツールによるノードの同期化
ノードの追加、管理、および除去
JMS プロバイダー設定
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JMS PROVIDERVERSION プロパティーの構成
IBM MQ メッセージング・プロバイダーには、通常モード、制限付き通常モード、マイグレーション・モー
ドという 3 つの操作モードがあります。 JMS PROVIDERVERSION プロパティーを設定して、これらのモー
ドのうち JMS アプリケーションがパブリッシュおよびサブスクライブに使用するモードを選択できます。

このタスクについて
IBM MQ メッセージング・プロバイダーの操作モードを選択するときには、主に PROVIDERVERSION 接続
ファクトリー・プロパティーを設定して制御できます。 操作モードが指定されていない場合は、操作モー
ドを自動的に選択することもできます。
PROVIDERVERSION プロパティーによって、以下に示す 3 つの IBM MQ メッセージング・プロバイダー操
作モードを区別します。
IBM MQ メッセージング・プロバイダーの通常モード
通常モードは、IBM MQ キュー・マネージャーのすべての機能を使用して JMS を実装します。 このモ
ードは、JMS 2.0 の API と機能を使用するように最適化されています。

IBM MQ メッセージング・プロバイダーの制限付き通常モード
制限付き通常モードは、JMS 2.0 の API を使用しますが、新機能 (共有サブスクリプション、遅延送達、
および非同期送信) は使用しません。

IBM MQ メッセージング・プロバイダーのマイグレーション・モード
移行モードを使用すると、IBM MQ 8.0 以降のキュー・マネージャーに接続できますが、IBM WebSphere
MQ 7.0 以降のキュー・マネージャーの機能 (先読みやストリーミングなど) はどれも使用されません。

図 89. メッセージング・プロバイダー・モード
手順
特定の接続ファクトリーの PROVIDERVERSION プロパティーを構成するには、次のようにします。
• IBM MQ Explorerを使用して PROVIDERVERSION プロパティーを構成するには、 キュー・マネージャ
ーおよびオブジェクトの構成を参照してください。

• JMS 管理ツールを使用して PROVIDERVERSION プロパティーを構成するには、 キュー・マネージャー
およびオブジェクトの構成を参照してください。

• IBM JMS 拡張または IBM MQ JMS 拡張を使用して JMS アプリケーションで PROVIDERVERSION プロ
パティーを構成するには、 IBM MQ classes for JMS アプリケーションでの接続ファクトリーおよび宛先
の作成と構成を参照してください。

JVM 内のすべての接続ファクトリーの接続ファクトリー・プロバイダー・モード設定を指定変更するには、
次のようにします。
• 接続ファクトリー・プロバイダー・モード設定を指定変更するには、

com.ibm.msg.client.wmq.overrideProviderVersion プロパティーを使用します。
使用している接続ファクトリーを変更できない場合は、
com.ibm.msg.client.wmq.overrideProviderVersion プロパティーを使用して、その接続ファ
クトリーの設定をオーバーライドできます。 この指定変更は JVM 中のすべての接続ファクトリーに適
用されますが、実際の接続ファクトリー・オブジェクトは変更されません。
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関連概念
JMS プロバイダー・バージョンのトラブルシューティング
関連資料
PROVIDERVERSION
接続ファクトリーのプロパティー
IBM MQ classes for JMS オブジェクトのプロパティー間の依存関係
IBM MQ メッセージング・プロバイダーの操作のモード
JMS アプリケーションがパブリッシュおよびサブスクライブに使用する IBM MQ メッセージング・プロバ
イダーの操作モードを選択するには、接続ファクトリーの PROVIDERVERSION プロパティーを適切な値に
設定します。 場合によっては、PROVIDERVERSION プロパティーを指定なしに設定します。 このようにす
ると、JMS クライアントではアルゴリズムを使って、使用する操作モードを判別します。

PROVIDERVERSION プロパティー値
接続ファクトリーの PROVIDERVERSION プロパティーは、以下のいずれかの値に設定できます。
8 - 通常モード

JMS アプリケーションは、通常モードを使用します。 このモードは、IBM MQ キュー・マネージャー
のすべての機能を使用して JMS を実装します。

7 - 制限付き通常モード
JMS アプリケーションは、制限付き通常モードを使用します。 このモードは JMS 2.0 API を使用しま
すが、共用サブスクリプション、遅延送達、非同期送信などの新機能は使用しません。

6 - 移行モード
JMS アプリケーションは、移行モードを使用します。 移行モードでは、IBM MQ classes for JMS は、
IBM WebSphere MQ 6.0 に付属の機能やアルゴリズムに似た機能やアルゴリズムを使用します。

unspecified (デフォルト値)
JMS クライアントでは、アルゴリズムを使って、使用する操作モードを判別します。

PROVIDERVERSION プロパティーに指定する値は、ストリングでなければなりません。 オプション 8、7、
または 6 を指定する場合、次のいずれかのフォーマットでこれを行えます。
• V.R.M.F
• V.R.M
• V.R
• V

ここで、V、R、M、および F は、ゼロ以上の整数値です。 追加の R、M、および F の値は任意指定で、細
かい制御が必要な場合に使用できます。 例えば、PROVIDERVERSION レベル 7 を使用する場合は、
PROVIDERVERSION = 7、7.0、7.0.0 または 7.0.0.0 を設定できます。

接続ファクトリー・オブジェクトのタイプ
PROVIDERVERSION プロパティーは、以下の接続ファクトリー・オブジェクト・タイプに設定できます。
• MQConnectionFactory
• MQQueueConnectionFactory
• MQTopicConnectionFactory
• MQXAConnectionFactory
• MQXAQueueConnectionFactory
• MQXAQueueConnectionFactory
• MQXAQueueConnectionFactory
• MQXATopicConnectionFactory
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これらのさまざまなタイプの接続ファクトリーについて詳しくは、710 ページの『管理ツールを使用した
JMS および Jakarta Messaging オブジェクトの構成』を参照してください。
関連概念
IBM MQ メッセージング・プロバイダー
PROVIDERVERSION 通常モード
通常モードは、IBM MQ キュー・マネージャーのすべての機能を使用して JMS を実装します。 このモード
は、JMS 2.0 の API と機能を使用するように最適化されています。
以下のフローチャートは、通常モードの接続を作成できるかどうか判別するために JMS クライアントが実
行する検査を示しています。

図 90. PROVIDERVERSION 通常モード
接続ファクトリー設定で指定されたキュー・マネージャーのコマンド・レベルが 800 以上で、接続ファク
トリーの TRANSPORT プロパティーが BINDINGS に設定されている場合は、その他のプロパティーを検査
することなく、通常モードの接続が作成されます。
接続ファクトリー設定で指定されたキュー・マネージャーのコマンド・レベルが 800 以上で、TRANSPORT
プロパティーが CLIENT に設定されている場合は、サーバー接続チャネルの SHARECNV プロパティーも検
査されます。 この検査が必要になるのは、IBM MQ メッセージング・プロバイダー通常モードで共用会話
機能を使用するためです。 したがって、通常モードの接続の試みを成功させるには、共用可能な会話の数
を制御する SHARECNV プロパティーの値が 1 以上でなければなりません。
フローチャートに示されたすべての検査が成功すると、キュー・マネージャーへの通常モードの接続が作
成され、JMS 2.0 のすべての API および機能 (つまり、非同期送信、遅延送達、および共有サブスクリプシ
ョン) を使用できるようになります。
通常モードの接続を作成する試みの失敗は、以下のいずれかの理由によります。
• 接続ファクトリー設定で指定されたキュー・マネージャーのコマンド・レベルが 800 未満である。 この
場合、createConnection メソッドは、例外 JMSFMQ0003 で失敗します。

• サーバー接続チャネル上の SHARECNVプロパティーは、0に設定されます。 プロパティーの値が 1 以上
でない場合、createConnectionメソッドは例外 JMSCC5007で失敗します。
関連資料
IBM MQ classes for JMS オブジェクトのプロパティー間の依存関係
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DEFINE CHANNEL (SHARECNV プロパティー)
TRANSPORT

PROVIDERVERSION 制限付き通常モード
制限付きの通常モードでは、JMS 2.0APIが使用されますが、共有サブスクリプション、遅延送達、非同期
送信などの新しい IBM MQ 8.0 またはそれ以降のフィーチャーは使用されません。
以下のフローチャートは、制限付き通常モードの接続を作成できるかどうか判別するために JMS クライア
ントが実行する検査を示しています。

図 91. PROVIDERVERSION 制限付き通常モード
接続ファクトリー設定で指定されたキュー・マネージャーのコマンド・レベルが 700 以上で、接続ファク
トリーの TRANSPORT プロパティーが BINDINGS に設定されている場合は、その他のプロパティーを検査
することなく、通常モードの接続が作成されます。
接続ファクトリー設定で指定されたキュー・マネージャーのコマンド・レベルが 700 以上で、TRANSPORT
プロパティーが CLIENT に設定されている場合は、サーバー接続チャネルの SHARECNV プロパティーも検
査されます。 この検査が必要になるのは、IBM MQ メッセージング・プロバイダー制限付き通常モードで
共用会話機能を使用するためです。 したがって、制限付き通常モードの接続の試みを成功させるには、共
用可能な会話の数を制御する SHARECNV プロパティーの値が 1 以上でなければなりません。
フローチャートに示されたすべての検査が成功すると、キュー・マネージャーへの制限付き通常モードの
接続が作成され、JMS 2.0 API を使用できます。しかし、非同期送信、遅延送達、または共有サブスクリプ
ションの機能は使用できません。
制限付き通常モードの接続を作成する試みの失敗は、以下のいずれかの理由によります。
• 接続ファクトリー設定で指定されたキュー・マネージャーのコマンド・レベルが 700 未満である。 この
場合、createConnection メソッドは、例外 JMSFCC5008 で失敗します。

• サーバー接続チャネル上の SHARECNVプロパティーは、0に設定されます。 プロパティーの値が 1 以上
でない場合、createConnectionメソッドは例外 JMSCC5007で失敗します。
関連資料
IBM MQ classes for JMS オブジェクトのプロパティー間の依存関係
DEFINE CHANNEL (SHARECNV プロパティー)
TRANSPORT
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PROVIDERVERSION 移行モード
移行モードの場合、IBM MQ classes for JMS は、IBM WebSphere MQ 6.0 に付属の機能やアルゴリズムに
似た機能やアルゴリズムを使用します。 それには、キューに入っているパブリッシュ/サブスクライブ、ク
ライアント・サイドに実装される選択項目、非マルチプレクス・チャネル、リスナーの実装に使用するポ
ーリングなどがあります。

図 92. PROVIDERVERSION 移行モード
IBM MQ Enterprise Transport バージョン 6.0を使用して WebSphere Message Broker 6.0 または
WebSphere Message Broker 6.1 に接続する場合は、マイグレーション・モードを使用する必要がありま
す。
移行モードを使用して IBM MQ 8.0 キュー・マネージャーに接続できますが、IBM MQ classes for JMS キュ
ー・マネージャーの新機能 (先読みやストリーミングなど) はいずれも使用されません。 IBM MQ 8.0 以降
のクライアントが分散プラットフォーム上の IBM MQ 8.0 以降のキュー・マネージャー  また
は IBM MQ for z/OS 8.0 以降のキュー・マネージャー に接続している場合、メッセージ選択はクライアン
ト・システムではなくキュー・マネージャーによって行われます。
IBM MQ メッセージング・プロバイダー移行モードが指定されていて、IBM MQ classes for JMS で JMS 2.0
のいずれかの API を使用しようとした場合、API メソッド呼び出しは例外 JMSCC5007 で失敗します。
関連資料
IBM MQ classes for JMS オブジェクトのプロパティー間の依存関係
TRANSPORT

PROVIDERVERSION の指定なし
接続ファクトリーの PROVIDERVERSION プロパティーが指定なしの場合、JMS クライアントでは、アルゴ
リズムを使用して、キュー・マネージャーへの接続に使う操作モードが判別されます。 以前のバージョン
の IBM MQ classes for JMS を使用して JNDI 名前空間に作成された接続ファクトリーが、新しいバージョ
ンの IBM MQ classes for JMS で使用されるときには、指定なしの値を取ります。
PROVIDERVERSION プロパティーが指定なしの場合、createConnection メソッドが呼び出されるとき
にアルゴリズムが使用されます。 このアルゴリズムは、接続ファクトリーの複数のプロパティーを検査し
て、IBM MQ メッセージング・プロバイダー通常モード、制限付き通常モード、または IBM MQ メッセー
ジング・プロバイダー移行モードのどれが必要かを判別します。 常に通常モードが最初に試行され、次に
制限付き通常モードが試行されます。 どちらのタイプの接続も作成できない場合は、JMS クライアントは
キュー・マネージャーから切断してから、キュー・マネージャーに再接続し、移行モードの接続を試行し
ます。

BROKERVER、BROKERQMGR、PSMODE、BROKERCONQ プロパティーの検査
図 1 に示されているように、最初に BROKERVER プロパティーの値が検査されます。
BROKERVER プロパティーが V1に設定されている場合、 図 2に示すように TRANSPORT プロパティーが次
にチェックされます。 ただし、BROKERVERプロパティが V2に設定されている場合は、図 1に示す追加の
チェックは、TRANSPORTプロパティがチェックされる前に実行されます。
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図 93. PROVIDERVERSION の指定なし
BROKERVER プロパティーが V2 に設定されている場合、通常モードの接続を行えるようにするには、
BROKERQMGR プロパティーがブランクでなければなりません。 さらに、キュー・マネージャー上の PSMODE
属性が ENABLED に設定されているか、 BROKERCONQ プロパティーで指定されたブローカー制御キューが
出力用に開くことができないようになっていなければなりません。
通常モード接続でプロパティー値が必要に応じて設定されている場合は、次にチェック・マークを付ける
と、 図 2に示すように TRANSPORT プロパティーに移動します。
通常モード接続にとって必要なプロパティー値が設定されていない場合は、JMS クライアントはキュー・
マネージャーから切断してから再接続して、移行モードの接続を作成します。 これは次のような場合に行
われます。
• BROKERQMGR プロパティーがブランクで、キュー・マネージャー上の PSMODE 属性が COMPAT または
DISABLED に設定されており、BROKERCONQ プロパティーで指定されたブローカー制御キューを出力用
に開くことができる (つまり、出力の MQOPEN が正常に実行される) 場合。

• BROKERQMGR プロパティーでキュー名が指定されている場合。

TRANSPORT プロパティーとコマンド・レベルの検査
図 2 には、TRANSPORT プロパティーと、キュー・マネージャーのコマンド・レベルを対象に行う検査が示
されています。
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図 94. PROVIDERVERSION の指定なし (続き)

以下のいずれかの場合に、通常モードの接続が作成されます。
• 接続ファクトリーの TRANSPORT プロパティーが BINDINGS に設定され、キュー・マネージャーのコマ
ンド・レベルが 800 以上の場合。

• TRANSPORT プロパティーが CLIENT に設定され、サーバー接続チャネル上の SHARECNV プロパティーの
値が 1 以上で、キュー・マネージャーのコマンド・レベルが 800 以上の場合。
キュー・マネージャーのコマンド・レベルが 750 の場合、キュー・マネージャーへの制限付き通常モード
接続が作成されます。
TRANSPORT プロパティーが CLIENT に設定され、サーバー接続チャネル上の SHARECNV プロパティーの値
が 0 の場合も、移行モードの接続が作成されます。
関連資料
IBM MQ classes for JMS オブジェクトのプロパティー間の依存関係
ALTER QMGR (PSMODE 属性)
BROKERCONQ
BROKERQMGR
BROKERVER
DEFINE CHANNEL (SHARECNV プロパティー)
TRANSPORT

WebSphere Application Server でのプロバイダー・バージョン情報の構成
WebSphere Application Server でプロバイダー・バージョン情報を構成するときに、管理コンソールまたは
wsadmin コマンドを使用できます。

手順
WebSphere Application Serverで IBM MQ 接続ファクトリーまたはアクティベーション・スペック・オブ
ジェクトのプロバイダー・バージョン情報を構成するには、 WebSphere Application Server 製品資料の詳
細情報へのリンクについて、 「関連情報」 を参照してください。
WebSphere Application Server 8.5.5 の関連情報
IBM MQ メッセージング・プロバイダー接続ファクトリー設定
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createWMQConnectionFactory コマンド
IBM MQ メッセージング・プロバイダー・アクティベーション・スペック設定
createWMQActivationSpec コマンド
WebSphere Application Server 8.0.0 の関連情報
IBM MQ メッセージング・プロバイダー接続ファクトリー設定
createWMQConnectionFactory コマンド
IBM MQ アクティベーション・スペック設定
createWMQActivationSpec コマンド
WebSphere Application Server 7.0.0 の関連情報
IBM MQ メッセージング・プロバイダー接続ファクトリー設定
createWMQConnectionFactory コマンド
IBM MQ アクティベーション・スペック設定
createWMQActivationSpec コマンド

WebSphere Application Server 永続サブスクリプションの削除
IBM MQ メッセージング・プロバイダーを WebSphere Application Server 7.0 およびWebSphere
Application Server 8.0 で使用する場合、活動化仕様にバインドされたメッセージ駆動型 Bean アプリケー
ションによって作成された永続サブスクリプションは削除されません。 永続サブスクリプションは、IBM
MQ Explorerまたは IBM MQ コマンド・ライン・ユーティリティーのいずれかを使用して削除できます。

本タスクについて
永続サブスクリプションを除去するメッセージ駆動型 Bean アプリケーションは、リスナー・ポートまたは
アクティベーション・スペックのいずれかを使用するように構成できます。ただし、アプリケーションが、
IBM MQ メッセージング・プロバイダー通常モード を使用して IBM MQに接続する WebSphere
Application Server 7.0 または WebSphere Application Server 8.0 インスタンス内で実行されている場合に
限ります。
メッセージ駆動型 Bean アプリケーションがリスナー・ポートにバインドされている場合、IBM MQ メッセ
ージング・プロバイダーが、アプリケーションの初回始動時にアプリケーション用の永続サブスクリプシ
ョンを作成します。 永続サブスクリプションは、メッセージ駆動型 Bean アプリケーションがアプリケー
ション・サーバーからアンインストールされ、アプリケーション・サーバーが再始動すると削除されます。
活動化仕様にバインドされたメッセージ駆動型 Bean アプリケーションの動作方法は、若干異なります。
アプリケーション用の永続サブスクリプションは、アプリケーションの初回始動時に作成されます。 ただ
し、永続サブスクリプションは、アプリケーションがアンインストールされて、アプリケーション・サー
バーが再始動しても削除されません。
これにより、 WebSphere Application Server システムにインストールされなくなったアプリケーションの
IBM MQ パブリッシュ/サブスクライブ・エンジンに多数の永続サブスクリプションが残る可能性がありま
す。 このようなサブスクリプションは「オーファン・サブスクリプション」と呼ばれ、パブリッシュ/サブ
スクライブ・エンジンの実行時にキュー・マネージャー上で問題を生じさせる可能性があります。
トピックに関するメッセージがパブリッシュされると、IBM MQ パブリッシュ/サブスクライブ・エンジン
が、そのトピックに登録されている各永続サブスクリプション用にメッセージのコピーを作成し、内部キ
ューに配置します。 その永続サブスクリプションを使用しているアプリケーションは、この内部キューか
らメッセージを取り出してコンシュームします。
その永続サブスクリプションを使用していたメッセージ駆動型 Bean アプリケーションがもはやインスト
ールされていない場合であっても、そのアプリケーションに対してパブリッシュされたメッセージのコピ
ーは引き続き作成されます。 しかし、これらのメッセージは処理されることがなく、つまり削除されるこ
とのない大量のメッセージが内部キューに残される可能性があります。

始める前に
IBM MQ パブリッシュ/サブスクライブ・エンジンに登録されたサブスクリプションには、関連付けられた
サブスクリプション名があります。
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活動化仕様にバインドされたメッセージ駆動型 Bean 用の WebSphere Application Server IBM MQ メッセ
ージング・プロバイダーによって作成された永続サブスクリプションには、以下のフォーマットのサブス
クリプション名が付けられます。
JMS:queue manager name:client identifier:subscription name

説明
queue manager name
これは、パブリッシュ/サブスクライブ・エンジンが実行されている IBM MQ キュー・マネージャーの
名前です。

client identifier
これは、メッセージ駆動型 Bean がバインドされた活動化仕様のクライアント ID プロパティーの値で
す。

subscription name
これは、メッセージ駆動型 Bean アプリケーションが使用するよう構成されている活動化仕様の、活動
化仕様プロパティーのサブスクリプション名の値です。

例えば、キュー・マネージャー testQM に接続するためにセットアップされた活動化仕様があるとします。
この活動化仕様のプロパティー・セットは次のようになります。
• クライアント ID = testClientID
• サブスクリプション名 = durableSubscription1

永続サブスクリプションを取得するメッセージ駆動型 Bean がこの活動化仕様にバインドされている場合、
キュー・マネージャー testQM の IBM MQ パブリッシュ/サブスクライブ・エンジンで、以下のサブスクリ
プション名を持つサブスクリプションが作成されます。
• JMS:testQM:testClientID:durableSubscription1

所定のキュー・マネージャー用の IBM MQ パブリッシュ/サブスクライブ・エンジンに登録されているサブ
スクリプションは、以下の 2 つの方法のいずれかで確認できます。
• 最初のオプションは、MQ エクスプローラーを使用する方法です。 パブリッシュ/サブスクライブ作業に
使用されているキュー・マネージャーに MQ エクスプローラーが接続されている場合、ナビゲーション・
ペインの IBM WebSphere MQ ->queue manager name-> Subscriptions 項目をクリックする
と、パブリッシュ/サブスクライブ・エンジンに現在登録されているサブスクライバーのリストを表示で
きます。

• パブリッシュ/サブスクライブ・エンジンに登録されているサブスクリプションを表示するもう 1 つの方
法は、IBM MQ コマンド・ライン・ユーティリティー runmqsc を使用して、コマンド display sub を
実行することです。 これを行うには、コマンド・プロンプトを表示し、 WebSphere MQ\bin ディレク
トリーに移動して、以下のコマンドを入力して runmqscを開始します。
– runmqsc queue manager name

runmqsc ユーティリティーが始動したら、以下のコマンドを入力して、runmqsc が接続されているキュ
ー・マネージャーで実行しているパブリッシュ/サブスクライブ・エンジンに現在登録されているすべて
の永続サブスクリプションをリストします。
– display sub(*) durable

パブリッシュ/サブスクライブ・エンジンに登録されている永続サブスクリプションがまだアクティブであ
るかどうかを調べるには、以下のようにします。
1.パブリッシュ/サブスクライブ・エンジンに登録されている永続サブスクリプションのリストを生成しま
す。

2.各永続サブスクリプションで、以下を行います。
• 永続サブスクライバーのサブスクリプション名を調べ、client identifier と subscription name の値をメ
モします。
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• このパブリッシュ/サブスクライブ・エンジンに接続されている WebSphere Application Server システ
ムを調べます。 client identifier 値に一致するクライアント ID プロパティーと、subscription name と
一致するサブスクリプション名プロパティーを持つ活動化仕様が定義されていないかどうかを調べま
す。

• IBM MQ サブスクリプション名の client identifier および subscription name フィールドに一致するク
ライアント ID およびサブスクリプション名プロパティーを持つアクティベーション・スペックが見つ
からない場合、この永続サブスクリプションを使用するアクティベーション・スペックはありません。
その永続サブスクリプションは削除できます。

• 永続サブスクリプション名に一致する活動化仕様が定義されている場合、必要な最終検査は、この活
動化仕様を使用しているメッセージ駆動型 Bean アプリケーションがないかどうかを調べることで
す。 そのためには、次のようにします。
– 現在確認している永続サブスクリプションを取得している活動化仕様の JNDI 名をメモします。
– インストールされている各メッセージ駆動型 Bean アプリケーションの WebSphere Application

Server 管理コンソールで「構成」ペインを起動します。
–「構成」ペイン内のメッセージ駆動型 Bean リスナーのバインディング・リンクをクリックします。
– メッセージ駆動型 Bean アプリケーションに関する情報を示した表が表示されます。 「バインディ
ング」列で活動化仕様ラジオ・ボタンが選択され、「ターゲット・リソース JNDI 名」フィールドに
永続サブスクリプションを取得した活動化仕様の JNDI 名が指定されている場合、そのサブスクリ
プションはまだ使用されており、削除できません。

– 活動化仕様を使用しているメッセージ駆動型 Bean アプリケーションが見つからない場合は、その
永続サブスクリプションを削除できます。

手順
「オーファン化した」永続サブスクリプションを特定した場合、IBM MQ Explorerか IBM MQ コマンド・ラ
イン・ユーティリティー runmqsc のいずれかを使用して削除できます。
「オーファン化した」永続サブスクリプションを IBM MQ Explorerを使用して削除する手順は、以下のとお
りです。
1.サブスクリプション用の項目を強調表示します。
2.エントリーを右クリックし、 「削除 ...」 を選択します。 表示されます。 確認ウィンドウが表示されま
す。

3.確認ウィンドウに表示されているサブスクリプション名が正しいことを確認し、「はい」をクリックし
ます。

IBM MQ Explorerはパブリッシュ/サブスクライブ・エンジンからサブスクリプションを削除し、それに関
連するすべての内部リソース (その永続サブスクリプションが登録されていたトピックに関してパブリッ
シュされた未処理のメッセージなど) をクリーンアップします。
IBM MQ コマンド・ライン・ユーティリティー runmqscを使用して「孤立した」永続サブスクリプション
を削除するには、コマンド delete sub を実行する必要があります。
1.コマンド・プロンプト・セッションを開きます。
2. IBM MQ\binディレクトリーに移動します
3.以下のコマンドを入力して runmqsc を始動します。

runmqsc queue manager name 

4. runmqsc ユーティリティーが始動したら、以下を入力します。

delete sub(Subscription name)

ここで、Subscription name は、永続サブスクリプションの次の形式のサブスクリプション名です。
• JMS:queue manager name:client identifier:subscription name
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Managed File Transferの構成
Managed File Transfer のフィーチャーは、インストール後に構成可能です。
IBM MQ 高可用性ソリューションを利用して、 Managed File Transfer 構成の回復力を向上させることがで
きます。 エージェントが複製データ・キュー・マネージャー (RDQM) を使用する場合は、浮動 IP アドレス
機能を使用するように構成する必要があります。 これは、エージェントが同じ IP アドレスを使用して、現
在実行中の 3 つの RDQM インスタンスのいずれかと通信し、フェイルオーバー時に自動的に再接続するこ
とを意味します ( RDQM 高可用性 および 浮動 IP アドレスの作成と削除を参照してください)。 複数インス
タンス・キュー・マネージャー・ソリューションを使用する場合、アプリケーションは、フェイルオーバ
ー時にクライアント再接続によって処理される各インスタンスとの通信に異なる IP アドレスを使用しま
す ( 520 ページの『複数インスタンス・キュー・マネージャー』 および 580 ページの『チャネルおよびク
ライアントの再接続』を参照)。
関連概念
Managed File Transfer の使用のヒント
関連タスク
MFT リソースのモニター
ユーザー出口での MFT のカスタマイズ
MQMFTCredentials.xml の構成
Managed File Transfer の保護
MFT で実行するプログラムの指定
トラブルシューティング Managed File Transfer
Managed File Transfer の管理
関連資料
MFT コマンド
MFTagent.propertiesファイル
MFT のリカバリーと再始動

MFT 構成オプション (Multiplatforms)
Managed File Transfer は、セットアップに関する重要な情報が含まれた、操作に必要ないくつかのプロパ
ティー・ファイルを提供します。 これらのプロパティー・ファイルは、製品のインストール時に定義され
る構成ディレクトリーにあります。
それぞれがディレクトリーとプロパティー・ファイルのセットを含む構成オプションのセットを複数持つ
ことができます。 コマンド行に別の値を明示的に指定しない限り、すべての Managed File Transfer コマン
ドについて、これらのプロパティー・ファイルで定義されている値がデフォルトのパラメーターとして使
用されます。
使用中のデフォルトの構成オプションのセットを変更するには、
fteChangeDefaultConfigurationOptions コマンドを使用します。 個々のコマンドに使用している
構成オプションのセットを変更するには、任意の Managed File Transfer コマンドで -p パラメーターを使
用できます。
構成オプションのセットの名前は、調整キュー・マネージャーの名前です。この名前は変更しないことを
お勧めします。 構成オプションのセットの名前を変更することは可能ですが、config ディレクトリーお
よび logs ディレクトリーの名前を変更する必要があります。 以下の例では、構成オプションのセットの
名前を coordination_qmgr_name と表記します。

構成オプションのディレクトリー構造
製品を構成すると、構成ディレクトリー内にディレクトリーとプロパティー・ファイルが以下に示す構造
で作成されます。 以下のコマンドを使用すると、ディレクトリーとプロパティー・ファイルを変更するこ

IBM MQの構成  743



ともできます。fteSetupCoordination、fteSetupCommands、
fteChangeDefaultConfiguration、および fteCreateAgent。

MQ_DATA_PATH/mqft/
    config/
       coordination_qmgr_name/
            coordination.properties
            command.properties
            agents/
               agent_name/
                    agent.properties
                    exits
            loggers/
               logger_name
                    logger.properties
    installations/
       installation_name/
            installation.properties

coordination_qmgr_name ディレクトリーは、構成オプションのディレクトリーです。 構成ディレクトリー
内に複数の構成オプション・ディレクトリーを置くことができます。 agent_name ディレクトリーはエー
ジェント・ディレクトリーです。 このディレクトリーには agent.properties ファイルの他に exits デ
ィレクトリーが含まれており、これはユーザー出口ルーチン、および fteCreateBridgeAgent コマンド
および fteCreateCDAgent コマンドで生成されるさまざまな XML ファイルのためのデフォルトの場所
です。 構成オプションのセットの agentsディレクトリーには、複数のエージェント・ディレクトリーが
存在する場合があります。

プロパティー・ファイル
installation.properties

installation.propertiesファイルは、構成オプションのデフォルト・セットの名前を指定しま
す。 この項目は、Managed File Transfer を、使用する構成が含まれる一連の構造化されたディレクト
リーおよびプロパティー・ファイルに向けます。 一般に、構成オプションのセット名は、関連付けら
れている調整キュー・マネージャーの名前です。 installation.propertiesファイルについて詳
しくは、MFTinstallation.propertiesファイルを参照してください。

coordination.properties
coordination.properties ファイルは、調整キュー・マネージャーとの接続の詳細を指定します。
複数の Managed File Transfer インストール済み環境で同じ調整キュー・マネージャーが共用される場
合があるため、共用ドライブ上の共通の coordination.properties ファイルへのシンボリック・
リンクを使用できます。 coordination.propertiesファイルについて詳しくは、
MFTcoordination.propertiesファイルを参照してください。

command.properties
MFT command.properties ファイルには、ユーザーがコマンドを発行するときに接続先となるコマン
ド・キュー・マネージャーと、Managed File Transfer がそのキュー・マネージャーと情報のやり取りを
するのに必要な情報を指定します。 command.propertiesファイルについて詳しくは、
MFTcommand.propertiesファイルを参照してください。

agent.properties
各 Managed File Transfer Agent には独自のプロパティー・ファイル agent.properties があります。
このファイルには、エージェントがキュー・マネージャーに接続するために使用する情報が含まれてい
る必要があります。 agent.properties ファイルには、エージェントの動作を変更するプロパティー
を含めることもできます。 agent.properties ファイルについて詳しくは、 MFT
agent.properties ファイルを参照してください。

logger.properties
logger.propertiesファイルは、ロガーの構成プロパティーを指定します。 logger.properties
ファイルについて詳しくは、MFTロガー構成プロパティーを参照してください。
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プロパティー・ファイルとコード・ページ
Javaの制限のため、すべての Managed File Transfer プロパティー・ファイルの内容は米国英語のままでな
ければなりません。 米国英語以外のシステムでプロパティー・ファイルを編集する場合、Unicode エスケ
ープ・シーケンスを使用する必要があります。
関連資料
MFT用の SSL/TLSプロパティー
MFT Javaシステム・プロパティー
fteChangeDefaultConfigurationOptions
fteSetupCommands: MFT command.properties ファイルの作成
fteSetupCoordination
fteCreateAgent

MFT configuration options on z/OS
The Managed File Transfer configuration options on z/OS are the same as the options for distributed
platforms.

For more information about configuration options on マルチプラットフォーム, see “MFT 構成オプション
(Multiplatforms)” on page 743.

On z/OS, the configuration location is defined by the environment variable BFG_DATA. If a configuration
does not already exist under the z/OS UNIX System Services directory that is referenced by BFG_DATA,
the BFGCUSTM JCL script of an MFT command PDSE library data set generates the jobs required to create
the configuration. The configuration is then created when you run these generated jobs. Configuration
creation relies on BFG_DATA referencing an existing directory that is accessible.

You can also create and maintain a configuration by using the same fte commands that are available on
both Multiplatforms and z/OS. For a list of the fte commands, see MFT commands .

Related concepts
“MFT 構成オプション (Multiplatforms)” on page 743
Managed File Transfer は、セットアップに関する重要な情報が含まれた、操作に必要ないくつかのプロパ
ティー・ファイルを提供します。 これらのプロパティー・ファイルは、製品のインストール時に定義され
る構成ディレクトリーにあります。
“Creating an agent” on page 761
You need to copy the PDSE to make the agent-specific PDSE, for example user.MFT.AGENT1. Copy the
PDSE from a previous agent or logger configuration, if they exist. If this is your first configuration, copy the
PDSE supplied with MFT.
“Defining the coordination queue manager” on page 759
Managed File Transfer requires a queue manager to be created that acts as the coordination queue
manager.
Related tasks

Configuring MQMFTCredentials.xml on z/OS
“Updating an existing MFT Agent or Logger command data set on z/OS” on page 763
You can update an Managed File Transfer command PDSE library data set that is created from the
Managed File Transfer command template data set.

Redistributable Managed File Transfer components のダウ
ンロードおよび構成

Redistributable Managed File Transfer package では、Redistributable Managed File Transfer Agent を既存
の IBM MQ インフラストラクチャーに接続するように構成し、IBM MQ をインストールしていないユーザ
ーがファイルを転送できます。 IBM MQ 9.3.0以降、再配布可能パッケージには Redistributable Managed
File Transfer Loggerも含まれています。
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始める前に
Redistributable Managed File Transfer Agent および Redistributable Managed File Transfer Loggerの再配
布可能ライセンス条項については、 IBM MQ 再配布可能コンポーネントを参照してください。
Redistributable Managed File Transfer package コンポーネントは Managed File Transfer の機能を提供し
ますが、次の例外があります。
• Redistributable Managed File Transfer Agent の場合、調整キュー・マネージャー、コマンド・キュー・
マネージャー、およびエージェント・キュー・マネージャーへのバインディング・モード接続はサポート
されないため、クライアント・モード接続を使用する必要があります。 IBM MQの一部としてインスト
ールされている Managed File Transfer を使用する場合は、コマンドを発行するときにオプションのパラ
メーター (キュー・マネージャーのホスト、ポート、名前、およびチャネル名) を指定する必要がありま
す。

• Redistributable Managed File Transfer Logger は、調整キュー・マネージャーのみへのクライアント・モ
ードの接続に FILE タイプのロガーのみをサポートします。 データベース・ロガーの調整キュー・マネー
ジャーへのクライアント・モード接続はサポートされません。 バインディング・モード接続が必要な場
合は、IBM MQ の標準インストール環境を使用する必要があります。

• IBM MQ 9.3.0以降では、 fteCreateCDAgent.cmd コマンドは含まれません。 使用可能コマンドの完
全なリストについては、インストールされる MFT コマンド・セットを参照してください。

• Managed File Transfer Connect:Direct® は、サポートされていません。
• IBM MQ Explorer は、含まれていません。

Redistributable Managed File Transfer Agentを使用するには、 Microsoftから入手できる
Microsoft Visual C++ Redistributable for Visual Studio 2015, 2017 and 2019 ライブラリーをシステムにイ
ンストールする必要があります。 The latest supported Visual C++ downloads を参照してください。
IBM MQ 9.3.0以降、 Redistributable Managed File Transfer Loggerには Microsoft Visual C++
Redistributable for Visual Studio 2015, 2017 and 2019 ライブラリーも必要になりました。
注 : Advanced Message Security は、Redistributable Managed File Transfer packageではサポートされませ
ん。

このタスクについて
オプションで、 Redistributable Managed File Transfer package をダウンロードし、既存の IBM MQ インフ
ラストラクチャーに接続するように Redistributable Managed File Transfer Agent を構成することができま
す。これにより、ユーザーは、 Managed File Transfer 機能を取得するために IBM MQ をインストールする
必要なく、ローカル環境と既存の IBM MQ インフラストラクチャーの間でファイルを転送できます。
IBM MQ 9.3.0 以降、Redistributable Managed File Transfer package には Redistributable Managed File
Transfer Logger も含まれるようになりました。これによって、ユーザーはファイル・ロガーをセットアッ
プし、クライアント・モードで調整キュー・マネージャーに接続できます。

手順
1. IBM MQ 再配布可能 Managed File Transfer エージェント・パッケージ を Fix Centralからダウンロード
します。
a)使用するオペレーティング・システム用のパッケージを選択します。
アーカイブまたは .zip ファイルの名前は、ファイルの内容と相当する保守レベルを示しています。
ファイル名の形式は次のとおりです。
• V.R.M.F-IBM-MQFA-Redist-Win64

• V.R.M.F-IBM-MQFA-Redist-LinuxX64

• V.R.M.F-IBM-MQFA-Redist-LinuxS390X

• V.R.M.F-IBM-MQFA-Redist-LinuxPPC64LE

746  IBM MQ の構成

https://support.microsoft.com/en-gb/kb/2977003#/en-gb/kb/2977003
https://ibm.biz/mq94redistmftagent


ここで、 V.R.M.F はバージョン番号 ( 9.2.0.0 や 9.2.1.0など) です。
b)パッケージの解凍先ディレクトリーを決定します。以下に例を示します。

• C:\MFTZ

• /home/MFTZ
2.ダウンロードしたパッケージのコンテンツを解凍します。

• Windows で、Windows エクスプローラー・ツールを使用して解凍します。
• Linux で、次のように解凍して untar します。

gunzip V.R.M.F-IBM-MQFA-Redist-LinuxX64.tar.gz

それから、次のようにします。
tar xvf V.R.M.F-IBM-MQFA-Redist-LinuxX64.tar

ここで、 V.R.M.F はバージョン番号 ( 9.3.0.0 や 9.3.1.0など) です。
以下のディレクトリーが作成されます。
• bin:必要なすべての MFTコマンドが含まれます
• bin64: Windows64ビット OSサポートに必須ライブラリーが含まれています
• java:IBMJREおよび IBM MQライブラリーが含まれています
• licenses:ライセンス・ファイルを含みます
• META-INF:コード署名情報を持つファイルが含まれています
• mqft:Antサポートおよびコア MFT機能のサポートに必要な antディレ
クトリー libが含まれています

• swtag:マシン上のインストール済み環境を識別するためにライセンス・マ
ネージャーが必要とする swidtagファイルが含まれます

次のタスク
これで、Managed File Transfer Agent を構成する準備が整いました。 次の手順については、747 ページの
『Redistributable Managed File Transfer Agent の初期構成の作成』を参照してください。

IBM MQ 9.3.0 以降、Managed File Transfer Logger も構成できるようになりました。 ロガーを構成するた
めの次のステップについては、750 ページの『Redistributable Managed File Transfer Logger の初期構成
の作成』を参照してください。
関連資料
Redistributable Managed File Transfer components の構成時に起こる可能性のあるエラー

Redistributable Managed File Transfer Agent の初期構成
の作成
Managed File Transfer Agent を、既存の IBM MQ 構成に接続するように構成できます。

始める前に
Redistributable Managed File Transfer Agent・パッケージのコンテンツをダウンロードして解凍します。
詳しくは、745 ページの『Redistributable Managed File Transfer components のダウンロードおよび構成』
を参照してください。
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このタスクについて
最初に、Redistributable Managed File Transfer Agent が必要とする環境を作成します。 次に、IBM MQ サ
ーバーで実行されているキュー・マネージャーとの接続をセットアップし、その後、エージェントおよび
エージェント・キュー・マネージャーを構成してからエージェントを開始して検証します。
IBM MQ 9.3.0 以降は、作成した環境は Redistributable Managed File Transfer Logger と共有されます。 詳
しくは、750 ページの『Redistributable Managed File Transfer Logger の初期構成の作成』を参照してく
ださい。

手順
1. Redistributable Managed File Transfer Agent の環境を作成します。
fteCreateEnvironment コマンドを実行すると、MFT Agent の構成情報を使用して MFT データ・デ
ィレクトリーが作成されます。 ダウンロードした Redistributable Managed File Transfer Agentコンポ
ーネントを抽出したときに、作成された binディレクトリー内にあることを確認します。 以下のコマ
ンドを実行します。
•

fteCreateEnvironment.cmd -d datapath location

•

. ./fteCreateEnvironment -d datapath location

このコマンドには以下のオプション・パラメーターがあります。
-d
このパラメーターでは、MFT 構成の作成、保管、保守を行うデータ・パスの場所を指定します。
データの場所を指定せずに fteCreateEnvironment を実行すると、 Redistributable Managed
File Transfer Agent が解凍された場所にディレクトリー mftdata が作成されます。
注 : 再配布可能エージェントが Windows サービスとして実行される場合、サービスを機能させる
には、BFG_DATA 環境変数をシステム環境で設定する必要があります。

-n installation name
このパラメーターでは、IBM MQ のインストール名 (固有の名前) を指定します。
このパラメーターを使用すると良い状況としては、例えば次のような状況があります。
– エージェントがクライアント・モードだけでキュー・マネージャーに接続するという既存の構
成で、再配布可能パッケージを使用して新機能または新フィーチャーを素早くテストしたい場
合 (このパラメーターは、バインディング・モードでキュー・マネージャーに接続するように構
成したエージェントには適用されません)。

– Managed File Transfer の標準インストール環境を Redistributable Managed File Transfer Agent
パッケージにマイグレーションして、標準インストール環境で作成した構成と同じ構成を使用
したい場合。 これは、標準 Managed File Transfer がインストールされているけれども、別のマ
シンで実行されているエージェント・キュー・マネージャーに接続するというケースです。

デフォルトのインストール名変数は BFG_INSTALLATION_NAME です。
fteCreateEnvironment の詳細については、fteCreateEnvironment (Redistributable Managed File
Transfer Agent の環境セットアップ) を参照してください。
次のようにデータ・パスの場所を指定して環境変数 BFG_DATA を設定することもできます。
BFG_DATA=Datapath location

エージェントの作成、開始、停止、およびそのほかのコマンドを実行する前に、BFG_DATA 変数に正し
いデータ・パスの場所が設定されていることを確認してください。

2. IBM MQ 接続をセットアップします。

748  IBM MQ の構成



a) fteSetupCoordination コマンドを使用して調整キュー・マネージャーをセットアップします。
fteSetupCoordination コマンドは、調整キュー・マネージャーに必要なセットアップ、および
詳細な構成に必要なディレクトリーを作成します。 Redistributable Managed File Transfer Agentは
クライアント・モードで機能します。バインディング・モードはサポートされないので、エラーを回
避するためにこのコマンドには追加のパラメーターを指定する必要があります。
fteSetupCoordination -coordinationQMgr PRMFTDEMO2 
              -coordinationQMgrHost 9.121.59.233 -coordinationQMgrPort 3002 
              -coordinationQMgrChannel SYSTEM.DEF.SVRCONN

fteSetupCoordination コマンドの使用に関する詳細と手順については、fteSetupCoordination
を参照してください。 調整キュー・マネージャーの構成方法については、788 ページの『MFT 用の
調整キュー・マネージャーの構成』を参照してください。

b)コマンド・キュー・マネージャーを作成し、セットアップします。
fteSetupCommands -p PRMFTDEMO2 -connectionQMgrHost 9.121.59.233 
              -connectionQMgrPort 3002 -connectionQMgrChannel SYSTEM.DEF.SVRCONN 
              -connectionQMgr PRMFTDEMO2 -f

fteSetupCommands コマンドの使用に関する詳細と手順については、fteSetupCommands: MFT
command.properties ファイルの作成を参照してください。

3.エンドポイントに MFT エージェント定義を作成します。
fteCreateAgent -p PRMFTDEMO2 -agentQMgrHost 9.121.59.233  
            -agentQMgrPort 3002 -agentQMgrChannel SYSTEM.DEF.SVRCONN 
            -agentName AGENT.TRI.BANK -agentQMgr PRMFTDEMO2 -f

fteCreateAgent コマンドを使用してエージェントおよびエージェント・キュー・マネージャーを構
成する方法について詳しくは、fteCreateAgent を参照してください。
注 : コマンド出力の一部として表示される MQSC コマンドを使用して、エージェント・キュー・マネー
ジャー上のエージェント・オブジェクトを定義する必要があります。そうしないと、ステップ 749 ペ
ージの『4』 の指示が機能しません。
エージェントごとに、手順 748 ページの『2』 および 749 ページの『3』 で、エージェント・キュー・
マネージャーのキューとトピックの定義を作成することになります。

4.エージェントを開始すれば、ファイルを転送するための準備は完了です。
fteStartAgent -p PRMFTDEMO2 AGENT.TRI.BANK

以下のコマンドを実行して、エージェントの状況を確認できます。
fteListAgents

fteListAgents コマンドの使用方法について詳しくは、fteListAgents を参照してください。

次のタスク
Redistributable Managed File Transfer Logger を構成する場合は、750 ページの『Redistributable Managed
File Transfer Logger の初期構成の作成』のステップを実行します。
関連概念
743 ページの『Managed File Transferの構成』
Managed File Transfer のフィーチャーは、インストール後に構成可能です。
743 ページの『MFT 構成オプション (Multiplatforms)』
Managed File Transfer は、セットアップに関する重要な情報が含まれた、操作に必要ないくつかのプロパ
ティー・ファイルを提供します。 これらのプロパティー・ファイルは、製品のインストール時に定義され
る構成ディレクトリーにあります。
関連資料
fteCreateTransfer: 新規ファイル転送の開始
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Redistributable Managed File Transfer Logger の初期構成
の作成
クライアント・モードで調整キュー・マネージャーに接続するように、FILE タイプ Managed File Transfer
Logger を構成できます。

始める前に
Redistributable Managed File Transfer Agent・パッケージのコンテンツをダウンロードして解凍します。
IBM MQ 9.3.0 以降、このパッケージには Redistributable Managed File Transfer Logger も含まれるように
なりました。 詳しくは、 745 ページの『Redistributable Managed File Transfer components のダウンロー
ドおよび構成』を参照してください。

このタスクについて
Redistributable Managed File Transfer Agent と Redistributable Managed File Transfer Logger は同じ環境
を共有します。 この環境が作成され、IBM MQ 接続がセットアップされたら、ロガーを作成して開始でき
ます。

手順
1.ステップ 748 ページの『1』 の説明に従って Redistributable Managed File Transfer Agent および

Redistributable Managed File Transfer Logger の共有環境が作成され、 747 ページの『Redistributable
Managed File Transfer Agent の初期構成の作成』のステップ 748 ページの『2』 の説明に従って IBM
MQ 接続がセットアップされていることを確認します。
.

2. fteCreateLogger コマンドを使用してファイル・ロガーを作成します。
以下に例を示します。
fteCreateLogger FILELOGGER -loggerType FILE -loggerQMgr PRMFTDEMO2 
-loggerQMgrHost 9.121.59.233 -loggerQMgrPort 3003 -loggerQMgrChannel SYSTEM.DEF.SVRCONN 
-fileSize 20MB -fileCount 10 -fileLoggerMode CIRCULAR

fteCreateLogger コマンドの使用法について詳しくは、fteCreateLogger を参照してください。
3. fteStartLogger コマンドを使用して、ロガーを開始します。
fteStartLogger コマンドについて詳しくは、fteStartLogger を参照してください。

関連概念
743 ページの『Managed File Transferの構成』
Managed File Transfer のフィーチャーは、インストール後に構成可能です。
743 ページの『MFT 構成オプション (Multiplatforms)』
Managed File Transfer は、セットアップに関する重要な情報が含まれた、操作に必要ないくつかのプロパ
ティー・ファイルを提供します。 これらのプロパティー・ファイルは、製品のインストール時に定義され
る構成ディレクトリーにあります。

Redistributable Managed File Transfer components のア
ップグレード
新しい Redistributable Managed File Transfer packageをダウンロードすることで、 Redistributable
Managed File Transfer components をアップグレードできます。

始める前に
Redistributable Managed File Transfer Agent および Redistributable Managed File Transfer Logger の再配
布可能ライセンス条項については、 IBM MQ 再配布可能コンポーネントを参照してください。
注 : Advanced Message Security は、Redistributable Managed File Transfer packageではサポートされませ
ん。
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このタスクについて
Redistributable Managed File Transfer componentsが既にインストールされている場合は、新しい再配布
可能パッケージをダウンロードし、その内容を同じ場所に解凍することで、それらをアップグレードでき
ます。

手順
1.ご使用のオペレーティング・システム用の IBM MQ 再配布可能 Managed File Transfer エージェント・パ
ッケージ を Fix Centralからダウンロードします。

2.すべての Managed File Transfer エージェントを停止し、ロガーは実行中の Managed File Transfer コマ
ンドが完了するのを待ちます。

3.ダウンロードした新しい再配布可能パッケージの内容を、 Redistributable Managed File Transfer
components が既にインストールされているディレクトリーと同じディレクトリーに解凍して、
Redistributable Managed File Transfer components の既存のインストール済み環境のファイルを更新
します。

Creating an MFT Agent or Logger command data set
You can create a PDSE data set of commands from the Managed File Transfer command template data set
for a specific Managed File Transfer Agent or Managed File Transfer Logger for a specific coordination.

About this task
Complete the following steps:

Procedure
1. Make a copy of the MFT command template PDSE library data set SCSQFCMD.

SCSQFCMD must be copied into a new library, for example prefix.agent.JCL. You can use an
updated version of the SCSQFCMD(BFGCOPY) member with the following replacements:

• Replace ++supplied-library++ with the fully qualified name of the SCSQFCMD PDSE.

• Replace ++service-library++ with the fully qualified name of the new MFT command
PDSE library data set. The ++service-library++ is the output data set for the agent or logger service
that is created.

2. For the new MFT command PDSE library data set, edit the member BFGCUSTM, which is a JCL script to
customize the commands for the agent or logger. Each variable is specified in the format: ++variable
name++, which you must replace with its required value. For a description of the various JCL variables,
see “z/OS JCL variables” on page 763. The BFGSTDIN DD statement defines variables in three
categories: Variables, Properties, and Environment. The statement has the following format:

[Variables]
variable1=value1
variable2=value2
....
variableN=valueN
[Properties]
property1=property value1
property2=property value2
...
propertyN=property valueN
[Environment]
custom_variable1=value1
custom_variable2=value2
....
custom_variableN=valueN

Variables define the set of setup and environment variables that are required for each command.
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Properties define overrides for the MFT configuration properties. You can add agent and logger
properties as required to customize the agent or logger for your environment. For a list of all
properties, see “Configuration properties files” on page 773. This facility is provided to save having to
access the MFT configuration properties files, which are maintained as z/OS UNIX System Services
files.

Environment defines any additionally required custom environment variables.
3. Submit job BFGCUSTM for the new MFT command PDSE library data set. This job generates the set of

JCL commands, as new members of the PDSE, appropriate for the agent or logger. For a full list of the
commands, see “z/OS agent and logger command JCL scripts” on page 766.

Job BFGCUSTM updates the library containing the JCL which includes a DD statement with DISP=OLD.
You must exit the editor after submission to allow the job to execute.

Examine the output job log to check that the JCL script ran successfully. If there are any failures,
correct them and submit the BFGCUSTM job again.

The BFGCUSTM JCL script also updates the z/OS UNIX System Services MFT configuration properties
files as necessary to keep the files in step. If the configuration defined by the CoordinationQMgr
property does not exist, warning messages are output and you must run the generated BFGCFCR and
BFGCMCR jobs to create the configuration properties files. You must run BFGAGCR for an agent, and
BFGLGCRS for a logger edit. If the specified configuration already exists, the configuration is updated
with any properties as defined in the BFTCUSTM JCL script.

Related concepts
“MFT configuration options on z/OS” on page 745
The Managed File Transfer configuration options on z/OS are the same as the options for distributed
platforms.
Related tasks
“Updating an existing MFT Agent or Logger command data set on z/OS” on page 763
You can update an Managed File Transfer command PDSE library data set that is created from the
Managed File Transfer command template data set.

Configuring Managed File Transfer for z/OS
Managed File Transfer for z/OS requires customization to enable the component to operate correctly.

About this task
You need to:

1. Edit a PDSE member to specify configuration data
2. Define the coordination queue manager.
3. Define the command queue manager
4. Configure one or more agents
5. Optionally: configure a logger task to store data in Db2

The sequence of tasks you need to perform is detailed in the following topics.

Related concepts
“Reviewing the MFT configuration” on page 752
You need to review the configuration of your system before you begin.
Related tasks
Installing IBM MQ Advanced for z/OS

Reviewing the MFT configuration
You need to review the configuration of your system before you begin.
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Managed File Transfer (MFT) requires one or more queue managers to act in the following roles for each
defined MFT configuration:

• A coordination queue manager, which maintains information on the status of each agent in the
configuration published to a topic on the coordinator.

• One or more command or connection queue managers that act as the entry point to the IBM MQ
network for MFT commands.

• One or more agent queue managers that provide the communication between an MFT agent and the
IBM MQ network.

Each of the above roles can be performed by a separate queue manager, or you can combine the roles, so
that, in the simplest configuration, all roles are performed by a single queue manager.

If you are adding a z/OS queue manager to an existing MFT environment you need to define connectivity
between the z/OS queue manager and the other queue managers in the configuration. You can achieve
this with manually defined transmission queues, or by the use of clustering.

Each MFT agent communicates with a single queue manager. If multiple agents communicate with the
same queue manager, then the agent queue manager will have multiple queues defined for each agent:

• SYSTEM.FTE.COMMAND.agent_name
• SYSTEM.FTE.DATA.agent_name
• SYSTEM.FTE.REPLY.agent_name
• SYSTEM.FTE.STATE.agent_name
• SYSTEM.FTE.EVENT.agent_name
• SYSTEM.FTE.AUTHAGT1.agent_name
• SYSTEM.FTE.AUTHTRN1.agent_name
• SYSTEM.FTE.AUTHOPS1.agent_name
• SYSTEM.FTE.AUTHSCH1.agent_name
• SYSTEM.FTE.AUTHMON1.agent_name
• SYSTEM.FTE.AUTHADM1.agent_name

Note that you can define generic security profiles, where you use a profile such as
SYSTEM.FTE.COMMAND.*, or you can define specific profiles for each agent.

Related concepts
“z/OS 用の MFT の構成を開始する前に” on page 753
Managed File Transfer (MFT) 構成は、z/OS UNIX System Services (z/OS UNIX) のファイルと PDSE デー
タ・セットを使用します。
Related reference
MFT system queues and the system topic

z/OS 用の MFT の構成を開始する前に
Managed File Transfer (MFT) 構成は、z/OS UNIX System Services (z/OS UNIX) のファイルと PDSE デー
タ・セットを使用します。
構成と操作のほとんどは PDSE の JCL を使って行われるため、z/OS UNIX 環境での作業に精通しておく必
要があります。
ISPF から OMVS にアクセスすることも、ワークステーションでコマンドを使って Telnet タイプのセッショ
ンを使用することもできます (例えば Telnet Putty や SSH)。
ISPF から OMVS を使用する場合、標準 ISPF エディターや、ブラウズ・コマンド oedit および obrowse
を使用できます。
以下の z/OS UNIX コマンドに精通しておく必要があります。
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表 41. 共通の z/OS UNIX コマンド
コマンド Function

chmod xxx path ファイル・アクセス許可を変更します。
df -k path ファイル・システムに残っているフリー・スペース量を

報告します。 -k はフリー・スペースを KB 単位で報告
します。

du -kt path パスの下のディレクトリーのサイズを報告します。 サ
イズは KB 単位で報告されます。

find path -name xxx パスのディレクトリーで、xxxx という名前のファイル
を検索します。 xxx には大/小文字の区別があり、*zzz
のように指定できます。

ls -ltrd directory 指定されたディレクトリー内のファイルではなく、ディ
レクトリーに関する情報をリストします。

ls -ltr path パス内のファイルに関する情報をリストします。
obrowse filename ファイル名を参照します。
oedit filename ファイルを OMVS で編集します。

以下の表の項目を確認し、お客様の会社に適した項目を表に記入してください。 これらの値は、メンバー
BFGCUSTM を編集する際に必要になります。

表 42. メンバー BFGCUSTM に必要なパラメーター
名前 データの例 コメント
ADMIN_JOB1 ジョブ・カード。 ジョブはすべて同

じ JCL カードで生成されます。
armELEMENT ARM が使用されている場合、このエ

ージェントまたはロガーの ARM ポ
リシーで指定されている ARM
ELEMENT 値を使用します。 ARM
が使用されていない場合、このパラ
メーターをブランクに設定します
(例、armELEMENT=)。

armELEMTYPE ARM が使用されている場合、ARM
ポリシーで指定されている ARM
ELEMTYPE を使用します。 例えば、
エージェントの場合は
armELEMTYPE=SYSBFGAG、ロガー
の場合は
armELEMTYPE=SYSBFGLG のよう
になります。 ARM が使用されてい
ない場合、このパラメーターをブラ
ンクに設定します (例、
armELEMTYPE=)。

BFG_DATA 必要に応じて記入してください
BFG_GROUP_NAME MQM

BFG_JAVA_HOME /java/java71_bit64_GA/
J7.1_64/

BFG_JVM_PROPERTIES 必要に応じて記入してください
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表 42. メンバー BFGCUSTM に必要なパラメーター (続き)

名前 データの例 コメント
BFG_PROD /mqm/V9R2M0/mqft IBM MQ for z/OS UNIX System

Services Components ディレクトリ
ーの下の mqft ディレクトリーへの
絶対パス。

BFG_WTO YES syslog の MFT メッセージを取得し
ます。

CLEAN_AGENT_PROPS -trs このパラメーターは、BFGAGCL メン
バーが実行されているときにエージ
ェントのクリーンアップに使用する
オプションを指定します。 このパ
ラメーターの有効な値について詳し
くは、fteCleanAgent: MFT エージェ
ントのクリーンアップを参照してく
ださい。

coordinationQMgr MQPV 必須構成
CREDENTIAL_PATH マイグレーションで使用します
Db2HLQ SYS2.Db2V10 (V)

DB_PROPS_PATH マイグレーションで使用します
FTE_CONFIG マイグレーションで使用します
JOBCARD1 これは、長時間実行されているタス

ク、エージェント、およびロガー用
のジョブ・カードです。

LIBRARY SCEN.FTE.JCL MFT PDSE の名前。 各エージェント
またはロガー・タスクのコピーが必
要です。

MQ_HLQ IBM MQ データ・セットの高位修飾
子。 MQM.V920 など

MQ_LANG E

MQ_PATH /mqm/V9R2M0 IBM MQ for z/OS UNIX System
Services Componentsのインストー
ル済み環境への絶対ディレクトリ
ー・パス。

名前 AGENT1

OUTPUT_CLASS *

PATH bin:/usr/bin:/usr/sbin

productId ADVANCEDVUE このパラメーターは、Managed File
Transfer 使用率の記録の対象となる
製品タイプを設定するために使用さ
れます。 このパラメーターの有効
な値について詳しくは、
fteSetProductId: z/OS SCRT レコー
ディング ID の設定を参照してくだ
さい。

QMGR MQPV
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表 42. メンバー BFGCUSTM に必要なパラメーター (続き)

名前 データの例 コメント
SERVICE_TYPE AGENT または LOGGER

TMPDIR /tmp 一時ファイルの読み取り/書き込み
アクセスが可能な z/OS UNIX パス。

さらに、以下の変数を確認し、必要に応じて値を指定する必要があります。
• coordinationQMgrHost=
• coordinationQMgrPort=
• coordinationQMgrChannel=
• connectionQMgr=
• connectionQMgrHost=
• connectionQMgrPort=
• connectionQMgrChannel=

これらのプロパティーは、AGENT または LOGGER に共通しています。
注 : クライアント接続にはホスト、ポート、およびチャネルが必要ですが、ローカル・マシン上のバインデ
ィング接続の場合はブランクのままにする必要があります。
関連概念
756 ページの『Items to check』
Ensure that you have enough disk space, a directory for storing data, and that the requisite files exist.
759 ページの『Editing member BFGCUSTM』
You must edit member BFGCUSTM, and enter the values for the parameters that your enterprise uses,
before you run the job.

Items to check
Ensure that you have enough disk space, a directory for storing data, and that the requisite files exist.

Check you have enough disk space
Check that you have enough disk space available on the file system where you are going to store the
configuration specific files.

If an agent trace is enabled then by default it can use 100 MB of disk space.

The configuration files themselves are small, only a few KB in size.

If you are planing on using two agents and a logger then you need at least 300 MB. You can use the
command df -k path, where path is the location of the installation specific files. This gives the
available and total space in KB.

300 MB is 307,200 KB so you should allow for at least 310,000 KB

Create and check the directory for storing Managed File Transfer data
You need a directory for storing the Managed File Transfer (MFT) data.

Check you have enough space in the file system df -k /var. This file system should have at least
310,000 KB available.

If you have not created this file system, use the mkdir command; for example mkdir /var/mft.

Display what permissions users have on this directory, using the command ls -ltrd /var/mft.

If the owner or group is not correct, use the command chown owner:group /var/mft.
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If permissions for the group are not correct, use the following command to give the owner and the group
read, write, and execute permissions. Note that the following command also gives all users read and
execute permissions chmod 775 /var/mft.

Check the files exist and you have access to them
Use the ls -ltr command for the files you will be using during customization. For example:

ls -ltrd /java/java71_bit64_GA/J7.1_64/bin

gives

drwxr-xr-x  4 SYSTASK TSOUSER   8192 Nov 15 2013 /java/java71_bit64_GA/J7.1_64/bin

where the drwxr-xr-x means

d
This is a directory.

rwx
The owner SYSTASK has read, write and execute access to the directory.

r-x
People in the group TSOUSER can read and execute files in the directory.

r-x
Universal access, that is, anyone can read or execute files in the directory.

Check the files specified in:

Table 43. Access required by users to specific files

Path Access required by users doing the configuration

BFG_JAVA_HOME Read and execute

/tmp Read and write

BFG_PROD Read

BFG_DATA Write

MQ_PATH Read

Related concepts
“z/OS 用の MFT の構成を開始する前に” on page 753
Managed File Transfer (MFT) 構成は、z/OS UNIX System Services (z/OS UNIX) のファイルと PDSE デー
タ・セットを使用します。
“Common MFT for z/OS configurations” on page 757
An overview of the different Managed File Transfer configurations

Common MFT for z/OS configurations
An overview of the different Managed File Transfer configurations

Managed File Transfer uses agents attached to a queue manager for transferring data.

MFT は、以下のような複数のキュー・マネージャーを使用できます。
• データを転送する 1 つ以上のキュー・マネージャー。
• 要求を実行するコマンド・キュー・マネージャー。 例えば、転送を開始する要求がこのキュー・マネー
ジャーに送信されると、関連したコマンドが MFT エージェントにルーティングされます。

• 作業を管理する調整キュー・マネージャー。
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Managed File Transfer (MFT) には、以下の 3 つの共通の構成があります。
1.ローカル接続を使用して 1 つのキュー・マネージャーで 1 つ以上のエージェントを使用する構成。 これ
は、データ・セットの内容を IBM MQ キューに入れるために使用できます。

2.クライアント・バインディングを使用して 1 つのキュー・マネージャーで分散マシン上の MFT クライ
アントを使用する構成。

3.チャネルで 2 つのキュー・マネージャーを接続して、各マシンで 1 つ以上のエージェントを使用する構
成。 それらのエージェントでは、クライアント・バインディングもローカル・バインディングも可能で
す。

以下の点に注意してください。
1. MFT は、Java で記述されており、MFT を構成したり操作したりするためのシェル・スクリプトと JCL
が組み込まれています。

2. Db2 の状況とアクティビティーをログに記録して、Db2 表に保管できます。
3. MFT を構成する担当者は、z/OS UNIX System Services (z/OS UNIX)について熟知している必要がありま
す。例えば、
• /u/userID/myfile.txt2 のような名前のファイルを含むディレクトリー構造
• 以下のような z/OS UNIX コマンド

cd (ディレクトリーの変更)
ls (リスト)
chmod (ファイル・アクセス許可の変更)
chown (ファイルの所有権の変更や、ファイルやディレクトリーにアクセスできるグループの変更)

4. z/OS UNIX で MFT を構成および実行するには、以下の製品が必要になります。
• Java。例: /java/java71_bit64_GA/J7.1_64/
• IBM MQ V920 (例えば、/mqm/V9R2M0)。
• Db2 JDBC ライブラリー (状況およびヒストリーに Db2 を使用したい場合)。例えば、/db2/db2v12/
jdbc/lib

You need a coordination queue manager. However, you can use the same queue manager to run agents, to
process commands, and for coordination. If you are using multiple queue managers, you must pick one to
act as the coordinator.

Check your IBM MQ connectivity

If you have an existing MFT coordinator queue manager, you need connectivity between the queue
manager where you are doing the configuration, and the coordinating and command queue managers.

Copy SCSQFCMD to create a JCL library
You need to create a JCL library for each agent and logger. The JCL contains the configuration and jobs
used to create and run the agent or logger.

For each agent and logger create a copy of the IBM supplied SCSQFCMD library by editing and running the
BFGCOPY member.

This library is used to define the configuration for the agent or logger and, after customization, contains
jobs that can be used to create the required Managed File Transfer configuration and agent or logger.

You create member BFGCUSTM as part of this process.

Note: If you are familiar with z/OS UNIX commands, you can configure z/OS with the same commands
that you use on other platforms.

Related concepts
“Common MFT for z/OS configurations” on page 757
An overview of the different Managed File Transfer configurations
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“Editing member BFGCUSTM” on page 759
You must edit member BFGCUSTM, and enter the values for the parameters that your enterprise uses,
before you run the job.

Editing member BFGCUSTM
You must edit member BFGCUSTM, and enter the values for the parameters that your enterprise uses,
before you run the job.

See Parameters needed for member BFGCUSTM, for a list of the parameters requiring specific values.

さらに、以下の変数を確認し、必要に応じて値を指定する必要があります。
• coordinationQMgrHost=
• coordinationQMgrPort=
• coordinationQMgrChannel=
• connectionQMgr=
• connectionQMgrHost=
• connectionQMgrPort=
• connectionQMgrChannel=

これらのプロパティーは、AGENT または LOGGER に共通しています。
Note: クライアント接続にはホスト、ポート、およびチャネルが必要ですが、ローカル・マシン上のバイン
ディング接続の場合はブランクのままにする必要があります。
If this is the first queue manager in your Managed File Transfer environment, and you want to use the
same queue manager for coordination, commands, and running agents, set the values to the local queue
manager name.

coordinationQMgr=MQPV
connectionQMgr=MQPV

where MQPV is your local queue manager name.

Submit the job, which updates the PDSE, and creates a directory structure under the specified path.

Note that this job requires exclusive use, so you need to stop using the PSDE while the job runs.

Tip: Whenever you submit job BFGCUSTM, the job replaces all the JCL files. You should rename each
member you change.

Related concepts
“z/OS 用の MFT の構成を開始する前に” on page 753
Managed File Transfer (MFT) 構成は、z/OS UNIX System Services (z/OS UNIX) のファイルと PDSE デー
タ・セットを使用します。
“Creating an agent” on page 761
You need to copy the PDSE to make the agent-specific PDSE, for example user.MFT.AGENT1. Copy the
PDSE from a previous agent or logger configuration, if they exist. If this is your first configuration, copy the
PDSE supplied with MFT.

Defining the coordination queue manager
Managed File Transfer requires a queue manager to be created that acts as the coordination queue
manager.

Depending on the configuration that you have chosen, this queue manager is on the local MVS system, or
on another machine. In the former case, the connections to it are bindings connections and in the latter
case, they are client connections.

After you have run the configuration step successfully there are configured members in the PDSE.
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Member BFGCFCR defines the coordination queue manager, and this job:

1. Creates a directory structure in the Managed File Transfer (MFT) directory, and creates configuration
files.

2. Runs CSQUTIL to define IBM MQ resources.

If the coordination queue manager is on a remote machine then this job step fails.

Member BCFCFCR creates files in z/OS UNIX System Services and creates MQ definitions. This job:

1. Creates an MFT topic,
2. Creates an MFT queue
3. Alters NAMELIST(SYSTEM.QPUBSUB.QUEUE.NAMELIST) to be

NAMES(SYSTEM.BROKER.DEFAULT.STREAM, SYSTEM.BROKER.ADMIN.STREAM, SYSTEM.FTE)
4. Performs ALTER QMGR PSMODE(ENABLED)

A DISPLAY NAMELIST(SYSTEM.QPUBSUB.QUEUE.NAMELIST) command is issued before doing the alter.
If your NAMLIST is not the default, you should alter your name list to add SYSTEM.FTE to your namelist

Rename member BCFCFCR with your own prefix, for example, CCPCFCR, because re customizing this file
replaces it.

Edit this renamed member by inserting the name of your credentials file. For example:

%BFGCMD CMD=fteSetupCoordination +
-credentialsFile //'<MFTCredentialsDataSet(MemberName)>'

Save and submit the job. Note that if you need to resubmit the job, you need to add the -f option.

When this job runs it lists the IBM MQ resources it creates. You need to protect these resources.

DEFINE TOPIC('SYSTEM.FTE') TOPICSTR('SYSTEM.FTE') REPLACE
ALTER TOPIC('SYSTEM.FTE') NPMSGDLV(ALLAVAIL) PMSGDLV(ALLAVAIL)
DEFINE QLOCAL(SYSTEM.FTE) LIKE(SYSTEM.BROKER.DEFAULT.STREAM) REPLACE
ALTER QLOCAL(SYSTEM.FTE) DESCR('Stream for MFT Pub/Sub interface')
* Altering namelist: SYSTEM.QPUBSUB.QUEUE.NAMELIST
* Value prior to alteration:
DISPLAY NAMELIST(SYSTEM.QPUBSUB.QUEUE.NAMELIST)
ALTER NAMELIST(SYSTEM.QPUBSUB.QUEUE.NAMELIST) +
NAMES(SYSTEM.BROKER.DEFAULT.STREAM+
,SYSTEM.BROKER.ADMIN.STREAM,SYSTEM.FTE)
* Altering PSMODE. Value prior to alteration:
DISPLAY QMGR PSMODE
ALTER QMGR PSMODE(ENABLED)

Related tasks
“Defining the command queue manager” on page 760
You can either use the same queue manager as the coordination and command queue managers, or
create a new command queue manager.

Defining the command queue manager
You can either use the same queue manager as the coordination and command queue managers, or
create a new command queue manager.

About this task
You must have a command queue manager, however, you can use the same queue manager for the
coordination and command queue managers. Otherwise, you need to create a new command queue
manager. This can be on the same machine as the coordination queue manager, but does not have to be.

Procedure
1. Rename member BFGCMCR with your own prefix, for example, CCPCMCR.
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You must rename BFGCMCR because re-customizing this file replaces it.
2. Edit the renamed member by inserting the name of your credentials file.

For example:

%BFGCMD CMD=fteSetupCommands +
-credentialsFile //'<MFTCredentialsDataSet(MemberName)>' +

3. Save and submit the job.
Note that if you need to resubmit the job, you need to add the -f option.

This queue manager is used for commands such as ftePingAgent.
4. Review this member, submit it, and review the output.

What to do next
See “Creating an agent” on page 761 for information on how you create an agent.

Related concepts
“Defining the coordination queue manager” on page 759
Managed File Transfer requires a queue manager to be created that acts as the coordination queue
manager.
Related tasks
Configuring MQMFTCredentials.xml
Related reference
MFT credentials file format

Creating an agent
You need to copy the PDSE to make the agent-specific PDSE, for example user.MFT.AGENT1. Copy the
PDSE from a previous agent or logger configuration, if they exist. If this is your first configuration, copy the
PDSE supplied with MFT.

Review member BFGCUSTM and if you need to use a different credentials file, create one.

Much of the content remains the same from the customization detailed in “Editing member BFGCUSTM”
on page 759.

You need to change:

• //SYSEXEC DD DSN=SCEN.FTE.JCL.AGENT1
• LIBRARY to match the agent PDSE
• SERVICE_TYPE=AGENT
• NAME to be the name of the agent ( matching the PDSE) JOBCARD
• Change BFG_JVM_PROPERTIES="-Xmx1024M"

Submit this job, remembering that the job requires exclusive access to the data set.

The jobs for the agent all have names of the form BFGAG*

Rename member BFGAGCR. This job updates files in the Managed File Transfer directory and uses
CSQUTIL to create agent specific queues in the local queue manager. Specify the name of your credentials
file, for example, -credentialsFile //'SCEN.FTE.JCL.VB(CREDOLD). If you do not specify the
name, the job to start the agent does not use a credentials file.

Check the output to ensure that the process has run successfully.

Tip: Copy the path name of the agent.properties file from the output of the job to a member in the PDSE
for the agent.
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For example, copy /u/userid/fte/wmqmft/mqft/config/MQPA/agents/AGENT1/
agent.properties into member AGENT.

This is useful if you need to display the properties file, and add the line /u/userid/fte/wmqmft/mqft/
logs/MQPA/agents/AGENT1/logs.

This is where trace files are stored.

Related concepts
“Defining the coordination queue manager” on page 759
Managed File Transfer requires a queue manager to be created that acts as the coordination queue
manager.
“Using the agent” on page 762
How you use various commands to ensure that the agent is working correctly.
Related tasks
“Defining the command queue manager” on page 760
You can either use the same queue manager as the coordination and command queue managers, or
create a new command queue manager.

Using the agent
How you use various commands to ensure that the agent is working correctly.

Start the agent
Rename member BFGAGST, review the member, and submit the job.

If this works you receive message BFGAG0059I: The agent has been successfully started.

Display the active agent(s)
Rename member BFGAGLI, review the member and submit the job which uses the coordinating queue
manager.

You must resolve any connectivity problems

Ping the agent to check it is working
Rename member BFGAGPI, review the member and submit the job which uses the command queue
manager.

You must resolve any connectivity problems

Carry out a test transfer
See “Performing a verification transfer” on page 768 for further information.

Stop the agent
Rename member BFGAGSP, review the member and submit the job.

Restart the agent using the member BFGAGST.

Related concepts
“Creating an agent” on page 761
You need to copy the PDSE to make the agent-specific PDSE, for example user.MFT.AGENT1. Copy the
PDSE from a previous agent or logger configuration, if they exist. If this is your first configuration, copy the
PDSE supplied with MFT.
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Updating an existing MFT Agent or Logger command data set on
z/OS
You can update an Managed File Transfer command PDSE library data set that is created from the
Managed File Transfer command template data set.

Procedure
1. Edit the BFGCUSTM JCL script member and update variables and properties in the BFGSTDIN DD

statement.

If you want to remove a property that was previously defined, set its value to blank, instead of
removing the entry. When the BFGCUSTM JCL script is run, the specified properties are applied as an
update to the actual agent and logger z/OS UNIX System Services properties files; setting a property to
a blank value indicates that the property is to be removed

2. Submit job BFGCUSTM. This job generates the set of JCL commands again, appropriate for the agent or
logger. For a full list of the commands, see “z/OS agent and logger command JCL scripts” on page
766. Examine the output job log to check that the JCL script ran successfully. If there are any failures,
correct them and submit the BFGCUSTM job again.

Results
You can modify the generated JCL scripts and add your own logic. However, be careful when you run
BFGCUSTM again because you might overwrite the custom logic.
Related concepts
“MFT configuration options on z/OS” on page 745
The Managed File Transfer configuration options on z/OS are the same as the options for distributed
platforms.
Related tasks
“Creating an MFT Agent or Logger command data set” on page 751
You can create a PDSE data set of commands from the Managed File Transfer command template data set
for a specific Managed File Transfer Agent or Managed File Transfer Logger for a specific coordination.

z/OS JCL variables
You can use substitution values, JCL variables, and configuration properties in the BFGCUSTM script.

The following table lists the substitution values for the BFGCUSTM JCL script in an MFT command PDSE
library data set. You must replace these substitution values with suitable values before you submit the
BFGCUSTM job.

Table 44. Substitution values for the BFGCUSTM JCL script

Substitution variable Value

++library++ The data set name of the containing MFT command
PDSE library.

++bfg_java_home++ The location of your Java installation.

++mq_path++ The path to the IBM MQ for z/OS UNIX System
Services Components directory. For
example, /mqm/V9R2M0. This is used to give the
full path to the MFT installation, for
example, /mqm/V9R2M0/mqft.

The following table describes the environment variables for the BFGSTDIN DD statement for the
BFGCUSTM JCL script, in an MFT command PDSE library data set (in the [Variables] section). You must
replace all variables that are specified with substitution values (that is, values enclosed in two plus signs,
++) with suitable values before you submit the BFGCUSTM job.
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Table 45. Environment variables

Environment variable Value

LIBRARY The data set name of the containing MFT command
PDSE library.

TMPDIR z/OS UNIX System Services directory for temporary
files.

BFG_PROD The full path to the mqft directory under the IBM
MQ for z/OS UNIX System Services Components
directory; For example: /mqm/V9R2M0/mqft.

BFG_DATA The location of the data directory for Managed File
Transfer for z/OS, which is the path to DATA_DIR.

BFG_JAVA_HOME The location of your Java installation.

BFG_JVM_PROPERTIES Optional. Sets a value for the
BFG_JVM_PROPERTIES environment variable.
These properties are passed to the Java virtual
machine.

BFG_GROUP_NAME The mqm file group is typically associated with
MFT configuration data files and commands.
Consequently, all users who are members in the
mqm group can access and make changes to the
MFT configuration. For more information, see File
system permissions for MFT in IBM MQ.

For a z/OS system, a file group is a z/OS UNIX
System Services (z/OS UNIX) filesystem entity, and
the mqm file group is not necessarily defined. You
can associate a z/OS UNIX filesystem group for
MFT configuration data files by using the
BFG_GROUP_NAME environment variable. For
example, at the z/OS UNIX shell prompt use:

export BFG_GROUP_NAME=FTEGB

which defines a group FTEGB to be associated with
any subsequently created configuration files for the
current z/OS UNIX session.

You can set BFG_GROUP_NAME to a blank value, or
remove it.

Note: When running BFGCUSTM for the first time, if
the MFT configuration is to be used by multiple
user IDs, it is important that BFG_GROUP_NAME is
set to a group accessible to all required user ID's.
If BFGCUSTM is run again, then
BFG_GROUP_NAME must not be changed
(otherwise, the z/OS UNIX group file permissions
for all files and directories in the directory
referenced by BFG_DATA must also be changed to
reflect the new BFG_GROUP_NAME setting).
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Table 45. Environment variables (continued)

Environment variable Value

BFG_WTO z/OS logging is enabled when BFG_WTO is set to
YES, ON, or TRUE. This controls whether messages
that are written to the agent event log are also
written to the z/OS operator log facility, which
allows easier access for automation products when
you run an agent from JCL. The routing code is
Programmer Information (11) and the descriptor
code is Informational (12).

SERVICE_TYPE Specifies whether the MFT command library is for
an agent or logger. The valid values are AGENT or
LOGGER.

NAME The name of the agent or logger for the
SERVICE_TYPE value.

QMGR The name of the local queue manager that is
associated with the agent or logger for the
SERVICE_TYPE value.

OUTPUT_CLASS The ouput class for SYSOUT data sets. Defaults to *
which requests the same output class as the
MSGCLASS parameter from the job statement.

MQ_PATH The path to the IBM MQ for z/OS UNIX
Components directory.

MQ_HLQ The high-level qualifier for IBM MQ data sets.

MQ_LANG The language that is required.

DB2_HLQ Optional. High-level qualifier for Db2 data sets.

JOBCARD1 Header line 1 for a JCL command job.

JOBCARD2 Header line 2 for a JCL command job.

JOBCARD3 Header line 3 for a JCL command job.

ADMIN_JOB1 Header line 1 for an admin job.

ADMIN_JOB2 Header line 2 for an admin job.

ADMIN_JOB3 Header line 3 for an admin job.

FTE_CONFIG Existing MFT configuration for migration. Set to a
blank value if migration is not required.

CREDENTIAL_PATH Path to credentials file for migration, for
example /u/user1/agent3. Required for
migration commands BFGAGMG and BFGLGMG JCL
scripts only. Set to a blank value if migration is not
required. Note also that

DB_PROPS_PATH Specifies the database logger properties file for
migration. This option is required only if the
properties file does not use the following default
name and path: config_directory/
coordination_qmgr/
databaselogger.properties. Set to a blank
value if migration is not required.
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The following table describes the mandatory MFT configuration properties for the BFGSTDIN DD
statement for the BFGCUSTM JCL script in an MFT command PDSE library data set. You must replace
properties specified with substitution values (that is, values enclosed in two plus signs, ++) with a suitable
non-blank value before you submit the BFGCUSTM job. These properties define overrides for the MFT
configuration properties. You can add agent and logger properties to customize agents or loggers for your
environment. For a list of all properties, see “Configuration properties files” on page 773.

Table 46. Mandatory configuration properties for the BFGSTDIN DD statement

Property Value

coordinationQMgr The name of the coordination queue manager for
the configuration that the agent or logger is
associated with.

coordinationQMgrHost Optional. Host name of the system that the
coordination queue manager is running on. If you
leave the value for this property blank, a bindings
mode connection is assumed.

coordinationQMgrPort Optional. Port number that the coordination queue
manager is listening on. This parameter is used
only if you also specify a non-blank value for the
coordinationQMgrHost property.

coordinationQMgrChannel Optional. Channel to use to connect to the
coordination queue manager. This parameter is
used only if you also specify a non-blank value for
the coordinationQMgrHost property.

connectionQMgr The name of the command queue manager for the
configuration that the agent or logger is associated
with.

connectionQMgrHost Optional. Host name of the system that the
command queue manager is running on. If you
leave the value for this property blank, a bindings
mode connection is assumed.

connectionQMgrPort Optional. Port number that the command queue
manager is listening on. This parameter is used
only if you also specify a non-blank value for the
connectionQMgrHost property.

connectionQMgrChannel Optional. Channel to use to connect to the
command queue manager. This parameter is used
only if you also specify a non-blank value for the
connectionQMgrHost property.

z/OS agent and logger command JCL scripts
The set of JCL commands available in an MFT command PDSE library data set.

Table 47. JCL commands available in an MFT command PDSE library data set

Member Description or fte command line command

BFGCOPY Job to create a copy of this library

BFGCUSTM Job to customize this library for agent or logger

BFGZCFCR fteSetupCoordination
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Table 47. JCL commands available in an MFT command PDSE library data set (continued)

Member Description or fte command line command

BFGZCMCR fteSetupCommands: create the MFT
command.properties file

BFGZAGCR fteCreateAgent. Created only when you set the
SERVICE_TYPE variable to AGENT.

BFGLGCRS fteCreateLogger. Created only when you set the
SERVICE_TYPE variable to LOGGER.

BFGZAGST fteStartAgent. Created only when you set the
SERVICE_TYPE variable to AGENT.

BFGAGSTP fteStartAgent procedure. Created only when
you set the SERVICE_TYPE variable to AGENT.

BFGZAGPI ftePingAgent. Created only when you set the
SERVICE_TYPE variable to AGENT.

BFGZAGSP fteStopAgent. Created only when you set the
SERVICE_TYPE variable to AGENT.

BFGZLGST fteStartLogger. Created only when you set the
SERVICE_TYPE variable to LOGGER.

BFGLGSTP fteStartLogger procedure. Created only when
you set the SERVICE_TYPE variable to LOGGER.

BFGZLGSP fteStopLogger. Created only when you set the
SERVICE_TYPE variable to LOGGER.

BFGZAGSH fteShowAgentDetails. Created only when you set
the SERVICE_TYPE variable to AGENT.

BFGZLGSH fteShowLoggerDetails. Created only when you set
the SERVICE_TYPE variable to LOGGER.

BFGZCFDF fteChangeDefaultConfigurationOptions

BFGZAGCL fteCleanAgent. Created only when you set the
SERVICE_TYPE variable to AGENT.

BFGZAGDE fteDeleteAgent. Created only when you set the
SERVICE_TYPE variable to AGENT.

BFGZLGDE fteDeleteLogger. Created only when you set the
SERVICE_TYPE variable to LOGGER.

BFGZPRSH fteDisplayVersion

BFGZAGLI fteListAgents. Created only when you set the
SERVICE_TYPE variable to AGENT.

BFGZMNLI fteListMonitors

BFGZSTLI fteListScheduledTransfers

BFGZTMLI fteListTemplates

BFGXCROB fteObfuscate sample

BFGZRAS fteRAS
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Table 47. JCL commands available in an MFT command PDSE library data set (continued)

Member Description or fte command line command

BFGZAGTC fteSetAgentTraceLevel. Created only when you set
the SERVICE_TYPE variable to AGENT.

BFGZLGTC fteSetLoggerTraceLevel. Created only when you set
the SERVICE_TYPE variable to LOGGER.

BFGXPRAN fteAnt sample

BFGXTRCA fteCancelTransfer sample

BFGXMNCR fteCreateMonitor sample

BFGXTMCR fteCreateTemplate sample

BFGXTRCR fteCreateTransfer sample

BFGXMNDE fteDeleteMonitor sample

BFGXSTDE fteDeleteScheduledTransfer sample

BFGXTMDE fteDeleteTemplate sample

Notes:

• The JCL, for commands that create MQSC or reference delete scripts, asks you to run a script, but the
script has already been run by the job.

• BFGZRAS creates the BFGRAS member when the BGCUSTM job is run.

Performing a verification transfer
How you carry out a transfer to check that the product is working correctly.

Rename and edit member BFGTRCRS.

1. Add a /* before the %BFGCMD CMD=fteCreateTransfer -h
2. Remove the other comments in the member.
3. Specify the current agent name for -sa and -da
4. Save the JCL
5. Submit the JCL

This JCL connects to the command queue manager.

ロギング・タスクの構成
ロギング・タスクは、調整キュー・マネージャーと同じイメージで実行する必要があります。 Db2 にログ
を記録できます。

ロギング・タスクの作成
PDSE をコピーして、ロガー固有の PDSE を作成します。 例えば、 user.MFT.LOGGERなどです。
異なる資格情報ファイルを使用する必要がある場合、作成します。 z/OS での MQMFTCredentials.xml の構
成を参照してください。
メンバー BFGCUSTM を確認します。 内容のほとんどは、前のカスタマイズと同じです
ただし、以下のことを行う必要があります。
• //SYSEXEC DD DSN=SCEN.FTE.JCL.... を変更する
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• エージェント PDSE と一致するように LIBRARY を変更する
• QMGR を調整キュー・マネージャーの名前に変更する
• SERVICE_TYPE=LOGGER を作成する
• NAME を (PDSE と一致する) ロガーの名前になるよう変更する
• JOBCARD を確認し、このジョブ名をエージェントのジョブ名とは異なるものに変更する
• BFG_JVM_PROPERTIES="-Xmx1024M" を確認する
Db2 ロガーを使用している場合、ファイルを作成すると便利です。そうすることにより、Db2 の問題の特
定に役立つ Db2 トレースをキャプチャーすることができます。
ファイルの名前は JVM プロパティーで指定されています。 JDBC トレース・プロパティー・ファイルの内
容は次のようになります。
db2.jcc.traceDirectory=/u/johndoe/fte
db2.jcc.traceFile=jccTrace1
db2.jcc.traceFileAppend=false
# turn on all traces
# db2.jcc.traceLevel=-1
# turn off all traces
db2.jcc.traceLevel=0

2 つの JVM プロパティーを設定します。
BFG_JVM_PROPERTIES=-Ddb2.jcc.propertiesFile=/u/.../sql.properties
-Ddb2.jcc.ssid=DBCA

/u/.../sql.properties は Db2 トレース・プロパティー・ファイルの名前で、DBCA は Db2 サブシス
テムの名前です。
このジョブを実行依頼します。その際、このジョブはデータ・セットへの排他的アクセスが必要であるこ
とに注意してください。 エージェントのジョブの名前はすべて BFGLG* のようになります。

ファイルへのロギング
Db2 へのロギングについて詳しくは、770 ページの『ロギング・タスクの作成 (Db2 にロギングする場
合)』を参照してください。
メンバー BFGLGCRS の名前を変更します。 このジョブは Managed File Transfer (MFT) ディレクトリーの
ファイルを更新し、CSQUTIL を使用してローカル・キュー・マネージャーのエージェント固有キューを作
成します。
元のファイルには、コマンドの構文をリストするコマンド %BFGCMD CMD=fteCreateLogger -h が含ま
れています。
ロガー・タスクを作成するには、%BFGCMD CMD=fteCreateLogger -h の前に /* を置いてこのステー
トメントをコメント化します。 その際、列 1 は必ずブランクにします。
2 番目のコマンドからコメントを除去し、ステートメントを構成します。 以下に例を示します。
%BFGCMD CMD=fteCreateLogger   +
-p MQPH     +
-loggerQMgr MQPH      +
-loggerType FILE        +
-fileLoggerMode circular    +
-fileSize 5MB +
-fileCount 5 +
-p MQPH +
-credentialsFile //'<MFTCredentialsDataSet(MemberName)>'
LOGGER

出力を確認して正常に処理されていることを確認します。
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ヒント : logger.properties ファイルのパス名を、ジョブの出力からエージェントの PDSE のメンバー
にコピーします。
例えば、メンバー APATH にコピーします。

/u/user_ID/fte/wmqmft/mqft/config/MQPH/loggers/LOGGER/logger.properties

これは、プロパティー・ファイルを表示する必要がある場合に便利です。
ディレクトリーをこのファイルに追加します。
/u/user_ID/fte/wmqmft/mqft/logs/MQPH/loggers/LOGGER/

ファイルにログを記録する場合、ログ・ファイルはこのディレクトリーに保管されます (例:
LOGGER0-20140522123654897.log)。
トレース・ファイルは、例えば次のようなログ・サブディレクトリーに保管されます。
/u/user_ID/fte/wmqmft/mqft/logs/MQPH/loggers/LOGGER/logs

これでロギング・タスクを開始できるようになります。

ロギング・タスクの作成 (Db2 にロギングする場合)
メンバー BFGLGCRS の名前を変更します。
このジョブは MFT ディレクトリーのファイルを更新し、CSQUTIL を使用してローカル・キュー・マネージ
ャーのエージェント固有キューを作成します。
以下を把握しておく必要があります。
表 48. Db2 の変数
Db2の名前 例
-dbName databaseName これは、 Db2 サブシステムのメッセージ DSNL004I のロケーション

値から取得できます。
- dbDriver filePath 例えば/db2/db2v10/jdbc/classes/db2jcc.jar
-dbLib filePath 例えば/db2/db2v10/jdbc/lib/libdb2jcct2zos_64.so
ファイルを編集します。 元のファイルには、コマンドの構文をリストするコマンド %BFGCMD
CMD=fteCreateLogger -h が含まれています。
2 番目のコマンドからコメントを除去し、ステートメントを構成します。 例えば
%BFGCMD CMD=fteCreateLogger   +
-p MQPH     +
-loggerQMgr MQPH      +
-loggerType DATABASE      +
-dbType DB2           +
-dbName DSNDBCP         +
-dbDriver /db2/db2v10/jdbc/classes/db2jcc.jar  +
-dbLib /db2/db2v10/jdbc/lib/            +
-credentialsFile //'<MFTCredentialsDataSet(MemberName)>' +
LOGGER

ロガー・タスクを作成するには、%BFGCMD CMD=fteCreateLogger -h の前に /* を置いてこのステー
トメントをコメント化します。 その際、列 1 は必ずブランクにします。
ジョブを実行依頼し、出力を確認して正常に処理されていることを確認します。
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ヒント : logger.properties ファイルのパス名を、ジョブの出力からエージェントの PDSE のメンバー
にコピーします。
例えば、メンバー APATH にコピーします。

/u/user_ID/fte/wmqmft/mqft/config/MQPH/loggers/LOGGER/logger.properties into member USS

これは、プロパティー・ファイルを表示する必要がある場合に便利です。
トレース・ファイルは、例えば次のようなログ・サブディレクトリーに保管されます。
/u/user_ID/fte/wmqmft/mqft/logs/MQPH/loggers/LOGGER/logs

Db2 表の作成
Db2 表を作成する必要があります。 定義は z/OS UNIX System Servicesファイル mqft/sql/
ftelog_tables_zos.sqlの中にあります。
PDSE にメンバー Db2 を作成します。 このメンバーを編集し、コマンド行で COPY コマンドを使用します。
z/OS UNIX System Services定義ファイルからコピーします。
サイト固有の要件は大きく異なる場合があるため、このファイルでは表の基本構造と、表が配置される表
スペースのみを指定しています。
可能な限り最大の表の行を保持できるページ・サイズを持つバッファー・プールを使用して表が作成され
るように、表スペースが SQL スクリプトによって指定されます。 LOB の場所などの属性は指定されないこ
とに注意してください。
データベース管理者は、このファイルのコピーを変更して、パフォーマンスに関連したこれらの属性を定
義することもできます。
このファイルでは、デフォルト・スキーマ名として FTELOG、デフォルト表スペース名として FTELOGTS、
データベース名として FTELOGDB を使用すると想定します。 必要に応じて、ファイルの先頭にあるコメン
トで説明されているプロセスに従ってこれらの名前を変更し、既存のデータベースおよびローカル命名規
則に一致させることができます。
重要 : ファイルにはコメントがあり、DSNTINAD などのバッチ・プログラムはコメントを受け入れないた
め、SPUFI などのオンライン機能を使用してコマンドを実行してください。
詳しくは、「 SPUFI を使用した SQL の実行 」を参照してください。 さらに、SCSQPROC の CSQ45STB に
は、 Db2 SELECT コマンドを実行するためにカスタマイズできるサンプル JCL があります。

ロガー・タスクの開始
メンバー BFGLGST の名前を変更し、確認して、実行依頼します。「BFGDB0023I: ロガーは開始アクティビ
ティーを完了し、現在、実行中です」というメッセージが表示されるはずです。

ロガーの操作
ロガーの状況を表示するには、メンバー BFGLGSH の名前を変更し、確認して、実行依頼します。
ロガーを停止するには、メンバー BFGLGSP の名前を変更し、確認して、実行依頼します。

Environment variables for MFT on z/OS
If you are running commands direct from the z/OS UNIX System Services (z/OS UNIX) environment, or
your own JCL scripts, after customization and configuration you must set a number of environment
variables before running the configuration and administration scripts provided by Managed File Transfer.
You must set these variables for each user and in each environment that the scripts will be invoked from.
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To avoid conflicts with other products, you can choose to create a .wmqfterc script in your home
directory. The .wmqfterc script is then invoked by each of the Managed File Transfer scripts and you can
use this script to provide custom environment settings for Managed File Transfer.

There is also one optional environment variable, BFG_WTO, that you can set to send messages to the
operator log when running agents from JCL.

Table 49. Required z/OS environment variables

Environment variable Value

BFG_JAVA_HOME The location of your Java installation. For more
information about the levels of Java supported, see
System Requirements for IBM MQ.

BFG_DATA The location of the data directory for Managed File
Transfer for z/OS. This is the path to DATA_DIR.

STEPLIB Must include the following IBM MQ data sets:

• SCSQAUTH
• SCSQANLE
• SCSQLOAD

If you want to run the database logger component
on a z/OS system, STEPLIB must also include the
following Db2 data sets in the order shown:

• SDSNEXIT
• SDSNLOD2
• SDSNLOAD

The following is an example .profile that correctly configures the environment variables for Managed
File Transfer:

STEPLIB=MQM.V920.SCSQAUTH:MQM.V920.SCSQANLE:MQM.V920.SCSQLOAD
PATH=/u/fteuser/bin:/u/fteuser/J7.0/bin:/bin:/usr/bin:/u/fteuser/extras/bin:/bin:$PATH
BFG_JAVA_HOME=/u/fteuser/J7.0
BFG_DATA=/u/fteuser/DATA_DIR
export PATH STEPLIB BFG_JAVA_HOME BFG_DATA

Attention: The LIBPATH environment variable is no longer needed when calling fte* commands
from a z/OS UNIX environment, and should be removed from any existing .wmqfterc script

Optionally, you can also set the following environment variables:
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Table 50. Optional z/OS environment variable

Environment variable Value

BFG_WTO One of the following values will enable BFG_WTO :

• YES
• ON
• TRUE

One of the following values will disable BFG_WTO.
These values are not case sensitive.

• NULL
• NO
• OFF
• FALSE

Enables z/OS logging. By default, this environment
variable is disabled.

Messages that are written to the agent event log
are also written to the z/OS operator log facility,
which allows easier access for automation
products when you run an agent from JCL. The
routing code is Programmer Information (11) and
the descriptor code is Informational (12).

BFG_GROUP_NAME The mqm file group is typically associated with
Managed File Transfer configuration data files and
commands. Consequently, all users who are
members of the mqm group can access, and make
changes to the Managed File Transfer
configuration. For more information, see File
system permissions for MFT in IBM MQ.

For a z/OS system, a file group is a z/OS UNIX
filesystem entity, and the mqm file group is not
necessarily defined. You can define an alternative,
existing z/OS UNIX filesystem group for Managed
File Transfer configuration data files by using the
BFG_GROUP_NAME environment variable. For
example, at the z/OS UNIX shell prompt:

export BFG_GROUP_NAME=FTEGB

which defines group FTEGB to be associated with
any subsequently created configuration files for the
current z/OS UNIX session.

You can set BFG_GROUP_NAME to a blank value, or
remove it.

Configuration properties files
A summary of the properties that are used in Managed File Transfer.

• The MFT coordination.properties file
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• The MFT command.properties file
• The MFT agent.properties file
• Logger configuration properties file

Configuring MFT for the z/OS Automatic Restart Manager (ARM)
Managed File Transfer is an ARM enabled application.

Before you begin
For more information about enabling ARM, and defining ARM policies for your system, see Using the z/OS
Automatic Restart Manager (ARM).

If you want to use the MFT DB Logger ability to automatically restart and reconnect to a Db2 database,
ARM is the only supported restart manager available.

About this task
Using ARM, agents and loggers can be configured for restart by setting the agent/logger properties
armELEMTYPE, and armELEMENT. Property armELEMTYPE defines the type of ARM element and property
armELEMENT is the name of the element that ARM is to register:

• You can set the agent ELEMTYPE to SYSBFGAG, and armELEMENT can be set to correspond with the
agent name.

• You can set the logger ELEMTYPE to SYSBFGLG, and armELEMENT can be set to correspond with the
logger name.

Note: Agents and loggers that are configured for restart by ARM can only be successfully run from a batch
job or a started task. Attempts to start the agent or logger from the z/OS UNIX System Services command
line directly will fail with an ARM error reason code.

Example

The following example of a restart policy defines agent BFGFT7CAG1 as being dependant on queue
manager FT7C:

RESTART_ORDER
   LEVEL(3)
   ELEMENT_TYPE(SYSBFGAG,SYSBFGLG)

RESTART_GROUP(GROUP7C)
   ELEMENT(SYSMQMGRFT7C)
   ELEMENT(BFGFT7CAG1)
       RESTART_ATTEMPTS(3,300)

Example: Creating JCL for Managed File Transfer agents on z/OS
Use this information to generate some JCL that can be used to create and start an agent on IBM MQ for
z/OS.

Copy the sample library
Carry out the following procedure:

1. Make a copy of the library SCSQFCMD (see “Copy SCSQFCMD to create a JCL library” on page 758) by
opening the library.

The majority of the members, those that start with BFGX, BFGY, or BFGZ, are templates that you use to
generate the customized JCL for the agent later on.

The important member is BFGCOPY.
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2. Open BFGCOPY and replace:
++supplied_library++

with the name of the SCSQFCMD library that was installed as part of the product.
++service-library++

with the name of the library that you want to use for your agent (the target library).
3. Submit the job and you have a new library that you can use.

Edit BFGCUSTM
Carry out the following procedure:

1. Open the new library so that you can edit the BFGCUSTM member (see “Editing member BFGCUSTM”
on page 759)

2. Modify all of the parameters in the member that are enclosed within ++ characters, and replace them
with the appropriate values. For example, change:
++mq_path++

The path to the z/OS UNIX System Services (z/OS UNIX) Components directory. For
example, /mqm/V9R2M0.

Note: There are three instances of this variable to replace.

++bfg_data++
To be the z/OS UNIX directory where your IBM MQ Managed File Transfer for z/OS configuration is
to be stored.

++service_type++
To the word AGENT

++agent_name++
To be the name of your agent

Notes:

1. Some of the entries, such as ++options++ required for the CLEAN_AGENT_PROPS, are not needed
and so you should remove these.

2. See “z/OS 用の MFT の構成を開始する前に” on page 753 for a complete list of all of the parameters in
the BFGCUSTM member, along with a description of what values they should have.

Submit the BFGCUSTM JCL
Carry out the following procedure:

1. Submit the job.
2. Exit the library in ISPF.

This is necessary because the BFGCUSTM job is updating the library, and cannot do that while the
library is open.

3. When the job completes look at the joblog.

You will see a number of messages, indicating that new members have been created within the library.

Each of these members contains JCL that can be used to perform specific tasks for your agent. See
“z/OS agent and logger command JCL scripts” on page 766 for a list of these members, along with the
IBM MQ Managed File Transfer commands that they correspond to.

Submit BFGAGCR to create the agent
The new member BFGAGCR contains some JCL that creates an agent by invoking the fteCreateAgent
command.

Carry out the following procedure:
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1. Open up member BFGAGCR.

You should see that BFGAGCR has been populated with the name of your:

• Agent
• Agent queue manager
• The coordination queue manager for the MFT topology

2. Submit member BFGAGCR.

When the member runs, it:

• Creates the required configuration files for your agent.
• Connects to the agent queue manager, and creates the system queues that the agent needs, using

CSQUTIL.
• Registers the agent with the coordination queue manager.

Start the agent by submitting BFGAGST
Carry out the following procedure:

1. Submit the BFGAGST member. See using the agent for various commands that show you that the agent
is working correctly.

2. When the job completes, check the joblog contains the following messages:

BFGAG0058I: The agent has successfully initialized. 
BFGAG0059I: The agent has been successfully started.

which means that your agent is up, running, and ready to perform managed transfers.

Moving an MFT agent to a new z/OS LPAR
It is sometimes necessary to move an IBM MQ Managed File Transfer for z/OS agent from one LPAR to
another, while keeping the agent in the same IBM MQ Managed File Transfer topology with the same
coordination and command queue managers. The steps needed to do this depend on how the agent being
migrated was originally created.

About this task
Move your IBM MQ Managed File Transfer for z/OS agent in one of the following ways:

• If the agent was originally created using a customized version of the SCSQFCMD library, use the library
to recreate it on a new LPAR.

• If the agent was originally created by running z/OS UNIX System Services (z/OS UNIX) commands, use
the commands to recreate it on a new LPAR.

Note:

Scheduled transfers and transfer templates are stored on the coordination queue manager for an IBM MQ
Managed File Transfer topology. This task assumes that the coordination queue manager is not part of the
movement work. In this case, any scheduled transfers and transfer templates associated with the agent
being moved remain on the existing coordination queue manager after the move is completed.

Procedure
• Move an agent created using a customized version of the SCSQFCMD library.

If the agent was created using a customized version of the SCSQFCMD library, you can use that library
to recreate the IBM MQ Managed File Transfer for z/OS environment, and the agent configuration on
the new LPAR. To do this, complete the following steps:

1. Copy the customized version of the library from the original LPAR to the new LPAR.
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2. Edit the BFGCUSTM member in the customized version of the library on the new LPAR, and make
sure that the parameter values are still valid.

3. Run the BFGCUSTM member on the new LPAR, to create all of the JCL needed to configure the
environment and create the agent.

4. Run the BFGCFCR member to define the coordination queue manager to be used by the agent on
the new LPAR, and create the directory structure needed to store the IBM MQ Managed File
Transfer configuration.

5. Next, run the BFGCMCR member, to define the command queue manager to be used by the agent
on the new LPAR.

6. Run the BFGAGCR member to recreate the agent and its configuration.
7. Ensure that the system queues used by the agent exist on the queue manager for that agent.

If the agent being moved has resource monitors associated with it, you need to recreate the monitors
on the new agent. To do this, complete the following steps:

1. On the original LPAR, run the BFGMNLI member to export the definitions for the resource monitor
associated with the original agent to XML files.

2. Copy the XML files containing the resource monitor definitions to the new LPAR.
3. Use the BFGMNCRS member in the SCSQFCMD library on the new LPAR to import the resource

monitor definitions stored in the XML files. This results in the monitors being created on the new
agent.

• Move an agent created by running commands in z/OS UNIX.

If the agent was originally created by running z/OS UNIX commands, you can use commands to
recreate the agent on a new LPAR. To do this, complete the following steps:

1. Run the fteSetupCoordination command on the new LPAR, to define the coordination queue
manager to be used by the agent, and create the directory structure needed to store the IBM MQ
Managed File Transfer configuration.

2. Run the fteSetupCommands command to define the command queue manager to be used by the
agent on the new LPAR.

3. Run the fteCreateAgent command to recreate the agent and its configuration.
4. Ensure that the system queues used by the agent exist on the queue manager for that agent.

If the agent being moved has resource monitors associated with it, you need to recreate the monitors
on the new agent. To do this, complete the following steps:

1. On the original LPAR, run the fteListMonitors command, specifying the -ox parameter, to export the
definitions for the resource monitor, associated with the original agent, to XML files.

2. Copy the XML files containing the resource monitor definitions to the new LPAR.
3. Run the fteCreateMonitor command on the new LPAR, specifying the -ix parameter, to import the

resource monitor definitions stored in the XML files. This results in the monitors being created on
the new agent.

Planning your MFT infrastructure with IBM MQ for z/OS queue
sharing groups
You need to consider the following, if you are using IBM MQ Managed File Transfer (MFT) , when one or
more of the agents, command or coordination queue managers are part of an IBM MQ for z/OS queue
sharing group.

See MFT topology overview for a description of agents, command queue managers, and coordination
queue managers.
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Agent queue managers
Normally an MFT agent connects to a single agent queue manager, and uses local queues that are only
accessible by that queue manager. The agent is informed which queue manager to connect to, by
providing it with the queue manager name when the agent is first created.

With IBM MQ for z/OS, it is possible to create the agent and replace the queue manager name with the
name of a queue sharing group (QSG). This means that the agent can connect to any available queue
manager in the QSG to perform file transfers. Should there be a failure of the queue manager that the
agent is currently connected to, the agent detects the failure and reconnects to an alternative queue
manager in the QSG.

Connecting an agent to a QSG in combination with the highly available agent support provided allows very
robust MFT topologies to be created. See “Managed File Transfer での高可用性エージェント” on page
800.

For example, in the following figure Agent1 has been created so that its agent queue manager is a QSG
consisting of two queue managers QM1 and QM2. The agent queues have been defined as shared queues,
stored in the coupling facility.

This means that the agent can run on either LPAR 1 or LPAR 2 and connect to either QM1 or QM2. The files
and data sets that the agent reads from, or writes to, are shared, meaning they can be accessed from
either LPAR.

In addition, the agent has been configured to be a highly available agent. In the diagram the agent is
active in LPAR 1 and a standby instance of the agent is running in LPAR 2.

This topology provides high resilience. Should either the agent running on LPAR 1 fail, or queue manager
QM1 fail, or LPAR 1 fail the standby instance of the agent on LPAR 2 can take over and carry on processing
file transfers from the point of failure.

QM1 QM2

z/OS LPAR 1

キュー共用グループ

カップリング
ファシリティー

Agent1
(ACTIVE)

z/OS LPAR 2

Agent1
(スタンバイ)

共有ファイル
システム /DASD

Figure 95. Highly available MFT agent using a queue sharing group
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Creating an agent that uses a QSG as the agent queue manager
You create an agent using the fteCreateAgent command. When doing this, the name of the queue sharing
group is provided for the agent queue manager. For example:

fteCreateAgent -agentName Agent1 -agentQMgr QSG1 

This creates an agent called Agent1 which uses any queue manager that is a member of QSG QSG1 as its
agent queue manager. In this configuration the agent connects to the agent queue manager using a cross
memory (bindings mode) connection which means that the agent and the queue manager must be on the
same LPAR. This is exactly like the example shown in figure 1 above.

When you run the fteCreateAgent command it generates a set of MQSC commands to create the
necessary queues on the agent queue manager.

When the agent queue manager is a QSG, this set of commands needs to be modified so that each queue
is created as a shared queue. That is, each queue needs to be created with QSGDISP(SHARED) and an
appropriate coupling facility structure provided by the CFSTRUCT attribute.

The following example shows you how to change the MQSC command for creating the
SYSTEM.FTE.COMMAND.AGENT1 queue as a shared queue. The changes to the defaults are in bold text.

Important: You need to make similar changes to all the other queues that the agent uses.

DEFINE QLOCAL(SYSTEM.FTE.COMMAND.AGENT1) +
 QSGDISP(SHARED) +
 CFSTRUCT(MFTSTRUCT) +
 DEFPRTY(0) +
 DEFSOPT(SHARED) +
 GET(ENABLED) +
 INDXTYPE(CORRELID) +
 MAXDEPTH(5000) +
 MAXMSGL(4194304) +
 MSGDLVSQ(PRIORITY) +
 PUT(ENABLED) +
 RETINTVL(999999999) +
 SHARE +
 NOTRIGGER +
 USAGE(NORMAL) +
 REPLACE

Creating an agent that uses a QSG as the agent queue manager and connects as a
client
Agents can connect to their agent queue manager using a client channel. You can use this approach to
allow the agent to run on distributed platforms while connecting to a QSG. If all queue managers in the
QSG are licensed for IBM MQ Advanced for z/OS Value Unit Edition, then the agent can also connect to
them from a z/OS LPAR that does not have a local queue manager.

This topology is shown in the following figure and allows the agent to take advantage of the resiliency of
QSGs. If the queue manager in the QSG that the agent is currently connected to fails, then the agent
automatically reconnects to a different member of the QSG and carries on processing.

The sysplex distributor is used to spread the connections from the agent across the available queue
managers in the QSG.
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QM1 QM2

z/OS LPAR 1

z/OS LPAR 3

キュー共用グループ

シスプレックス・ディストリビューター (VIPA)

カップリング
ファシリティー

Agent1

分散

Agent2

z/OS LPAR 2

Figure 96. MFT agents connecting to a queue sharing group as a client

In order to make use of this topology, the queue managers in the QSG must each have a server connection
channel defined for use by the agent. See “Connecting a client to a queue sharing group” on page 63 for
information on how to do this.

When creating the agent the queue managers need to be configured, so that they can use the channel that
is defined to the QSG, and access it through the sysplex distributor. For example:

fteCreateAgent -agentName Agent1 -agentQMgr QSG1 -agentQMgrHost vipaAddress 
-agentQMgrPort sharedPort -agentQMgrChannel CHANNEL1

As previously stated the MQSC commands generated by running the fteCreateAgent command must
be adjusted to specify QSGDISP(SHARED) and an appropriate coupling facility structure in the CFSTRUCT
attribute.

Command queue managers
The MFT command queue manager can be part of a QSG. However, the name of a QSG cannot be used
when specifying a command queue manager; you must use a specific queue manager name.

Coordination queue managers
The MFT coordination queue manager can be part of a QSG. However, as with a command queue manager,
the name of a QSG cannot be used when specifying a coordination queue manager; you must use a
specific queue manager name.
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Commands connecting to a QSG
MFT provides a number of commands to managed agents, transfers and agent, command, or coordination
queue managers. You can use only those commands that connect to an agent queue manager, if the
queue manager is in a QSG.

Following is a list of the commands that connect to the agent queue manager:

• fteCleanAgent
• fteCreateAgent
• fteCreateBridgeAgent
• fteCreateCDAgent
• fteDeleteAgent

Note that you must provide the name of the queue manager when running other MFT commands.

Using Managed File Transfer for z/OS with the JZOS Java launcher
You can apply the instructions in this topic as an alternative method of using Managed File Transfer in your
enterprise, on your IBM MQ for z/OS system.

Overview
Managed File Transfer for z/OS (MFT) uses the standard z/OS installation procedure. An alternative way of
running MFT commands is to use JCL and the JZOS Java Launcher.

See JZOS Batch Launcher and Toolkit for further details.

If your JCL fails to process correctly, see Common MFT problems with JZOS.

Example JCL

//JOHNDOEA JOB 1,MSGCLASS=H                
// JCLLIB ORDER=(SCEN.MFT.JCL)   (1) 
// INCLUDE MEMBER=BFGJCL8       (2)  
//     DD * (2A) 
. ${BFG_PROD}/bin/fteBatch createAgent  (3) 
export IBM_JAVA_OPTIONS="${BFG_JAVA_OPTIONS} ${BFG_LANG}"  (4) 
export JZOS_MAIN_ARGS="${BFG_MAIN_ARGS}" (4)
//MAINARGS DD *  
-agentName MYAGENT  (5) 
-f 
-agentQMgr MQPD 
-p MQPD 
/* 

where:

• (1) Is the location of included JCL statements
• (2) Include the specified JCL member from the location in 1)
• (2A) This extends the //STDENV - see below
• (3) This is the command to be executed, without the leading fte prefix
• (4) These lines are required, they set up information for JZOS
• (5) The parameters to the command
• The BFGJCL8 member (you can select your own name) invokes JZOS. This member has the STEPLIB

and other JCL needed to run MFT.
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Other JCL you need to include
You should include JCL for the IBM MQ for z/OS libraries, and if you are using the Db2 logger, the Db2
libraries.

For example:

//WMQFTE EXEC PGM=JVMLDM86,REGION=0M PARM='+T'  (1) 
//STEPLIB  DD DSN=SYS1.SIEALNKE,DISP=SHR        (2) 
//* MQ libraries 
//   DD DSN=MQM.V920.SCSQAUTH,DISP=SHR MQ Bindings  
//   DD DSN=MQM.V920.SCSQANLE,DISP=SHR MQ Bindings 
//   DD DSN=MQM.V920.SCSQLOAD,DISP=SHR MQ Bindings

//* DB2 libraries 
//   DD DISP=SHR,DSN=SYS2.DB2.V12.SDSNEXIT.DBCP 
//   DD DISP=SHR,DSN=SYS2.DB2.V12.SDSNLOAD 
//   DD DISP=SHR,DSN=SYS2.DB2.V12.SDSNLOD2 
//SYSOUT  DD SYSOUT=H 
//SYSPRINT DD SYSOUT=H 
//STDOUT  DD SYSOUT=H 
//STDERR  DD SYSOUT=H 

//STDENV  DD DSN=SCEN.MFT.JCL(BFGZENV8),DISP=SHR  (3) 

where:

• (1) Is the name of the JZOS program. Look in SYS1.SIEALNKE for the version on your system.
Add ,PARM='+T' to give additional diagnostics.

• (2) This is the data set with the JZOS program.
• (3) This is the member name of a shell script. It defines parameters needed by MFT. See “Shell script to
define MFT” on page 782.

It can be any data set and member. It needs to be last in the file because the JCL job extends this. See
2A in “Example JCL” on page 781.

Shell script to define MFT
In the “Other JCL you need to include” on page 782 example, the member BFGZENV8 is used. This is
based on the JZOS profile.

You need to know:

• The location where Java is installed
• The location of the IBM MQ for z/OS Java libraries and the MFT libraries.
• A user ID needs to be in a specific group to be considered as an IBM MQ for z/OS administrator. You

need the name of this group
• If you are not using English for the messages, you need to know which language to specify.

Example file

# This is a shell script that configures 
# any environment variables for the Java JVM. 
# Variables must be exported to be seen by the launcher. 
# Use PARM='+T' and set -x to debug environment script problems 
set -x 
# . /etc/profile 
# 
# Java configuration (including MQ Java interface) 
# 
export _BPXK_AUTOCVT="ON" 
export JAVA_HOME="/java/java71_bit64_sr3_fp30/J7.1_64/" 
export PATH="/bin:${JAVA_HOME}/bin/classic/" 
LIBPATH="/lib:/usr/lib:${JAVA_HOME}/bin" 
LIBPATH="$LIBPATH:${JAVA_HOME}/bin/classic" 
LIBPATH=$LIBPATH:"/mqm/V9R2M0/java/lib/" 
export LIBPATH 
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export BFG_JAVA_HOME="${JAVA_HOME}" 
export BFG_WTO="YES" 
export BFG_GROUP_NAME=MQADM
export BFG_PROD="/mqm/V9R2M0/mqft" 
export BFG_CONFIG="/u/johndoe/fteconfig" 
# export BFG_LANG=" -Duser.language=de " 
export BFG_LANG=" " 

____________________

where:
export _BPXK_AUTOCVT="ON"

Is required for Unicode conversion
export JAVA_HOME="/java/java71_bit64/J7.1_64/"

Is the location of the Java directory. Specify the name of the path for Java. This directory contains bin
and other directories.

export PATH="/bin:${JAVA_HOME}/bin/classic/"
Sets up the path statement for Java executable statements

LIBPATH="/lib:/usr/lib:${JAVA_HOME}/bin"
Sets up the library path for the Java executable statements

LIBPATH="$LIBPATH:${JAVA_HOME}/bin/classic"
Adds more Java libraries to the LIBPATH statement.

LIBPATH=$LIBPATH:"/mqm/V9R2M0/java/lib/"
Adds IBM MQ for z/OS libraries in the library path. Specify the name of your IBM MQ for z/OS libraries
in z/OS UNIX System Services.

export LIBPATH
Makes the LIBPATH available to JZOS

export BFG_JAVA_HOME="${JAVA_HOME}"
Sets the BFG_JAVA_HOME to the value of JAVA_HOME specified above

export BFG_WTO="YES"
Setting BFG_WTO to YES causes messages to be displayed on the joblog using WTO

export BFG_GROUP_NAME=MQADM
User IDs, which are a member of the specified group, are considered IBM MQ for z/OS administrators

export BFG_PROD="/mqm/V9R2M0/mqft"
Is the path where the MFT code is located

export BFG_DATA="/u/johndoe/fteconfig"
Is where the MFT configuration information is stored

# export BFG_LANG=" -Duser.language=de "
Is a commented out statement to define the language as German

export BFG_LANG=" "
Specifies the language as the default, English.

The contents of the MFT product in /lib/messages/BFGNVMessages_*.properties lists the
languages available. The default is to leave the value blank, which means that English is used.

Related tasks
“Configuring Managed File Transfer for z/OS” on page 752
Managed File Transfer for z/OS requires customization to enable the component to operate correctly.
Planning for Managed File Transfer

IBM iでの MFTの構成
Managed File Transfer のインストール後に、この製品の使用を開始するには、調整キュー・マネージャー
およびエージェントの構成の一部を実行する必要があります。
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このタスクについて
インストールの完了後、調整キュー・マネージャーおよびエージェントを使用してファイルを転送できる
ようにするには、その前に、Managed File Transfer で提供されている、新規調整キュー・マネージャーお
よび新規エージェント用の構成スクリプトを実行する必要があります。 その後、作成したエージェントを
開始する必要があります。

手順
1.すべての新規調整キュー・マネージャーの場合:調整キュー・マネージャーに
coordination_qmgr_name.mqscファイル内で MQSCコマンドを実行します。 調整キュー・マネー
ジャーがインストール済み環境と同じコンピューター上にない場合、キュー・マネージャーがあるコン
ピューターに MQSC スクリプト・ファイルをコピーしてから、スクリプトを実行します。
a) IBM i のコマンド行で、CALL QSHELL コマンドを使用して qshell を開始します。
b)次のディレクトリーに移動します: /QIBM/UserData/mqm/mqft/config/
coordination_qmgr_name

c) coordination_qmgr_name をキュー・マネージャーの名前に置き換えて、以下のコマンドを発行しま
す。
/QSYS.LIB/QMQM.LIB/RUNMQSC.PGM coordination_qmgr_name < coordination_qmgr_name.mqsc 

この代わりに、調整キュー・マネージャーを手動で構成できます。 詳細については、788 ページの
『MFT 用の調整キュー・マネージャーの構成』を参照してください。

2.すべての新規エージェントの場合:エージェント・キュー・マネージャーに MQSCコマンドを
agent_name_create.mqscファイルで実行します。
エージェントのキュー・マネージャーがそのエージェントと同じコンピューター上にない場合、キュ
ー・マネージャーがあるコンピューターに MQSC スクリプト・ファイルをコピーしてから、スクリプト
を実行します。
a) IBM i のコマンド行で、CALL QSHELL コマンドを使用して qshell を開始します。
b)次のディレクトリーに移動します: /QIBM/UserData/mqm/mqft/config/agent_qmgr_name/
agents

c) agent_qmgr_name をエージェント・キュー・マネージャーの名前に置き換え、agent_name をエー
ジェントの名前に置き換えて、以下のコマンドを発行します。
/QSYS.LIB/QMQM.LIB/RUNMQSC.PGM agent_qmgr_name < agent_name_create.mqsc 

この代わりに、エージェント・キュー・マネージャーを手動で構成できます。 詳しくは、795 ページ
の『MFT エージェント・キュー・マネージャーの構成』 を参照してください。

3.インストールの一部として QMFT サブシステムをまだ開始していない場合は、 IBM i コマンド行から、
コマンド STRSBS SBSD(QMQMMFT/QMFT)または STRSBS QMQMMFT/QMFT を使用して QMFT サブシ
ステムを開始します。

4. fteStartAgent コマンドを使用して、新規エージェントを開始します。
a) IBM i のコマンド行で、CALL QSHELL コマンドを使用して qshell を開始します。
b)次のディレクトリーに移動します: /QIBM/ProdData/mqm/bin
c) AGENT をエージェントの名前に置き換えて、以下のコマンドを発行します。

./fteStartAgent AGENT 

次のタスク
エージェントがアクセスできるファイル・システムの領域を限定するために、サンドボックスをセットア
ップすることをお勧めします。 このフィーチャーについての説明は、MFT エージェント・サンドボックス
の処理にあります。
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関連概念
785 ページの『初めて使用する際の MFT の構成』
Managed File Transfer のエージェントおよびキュー・マネージャーの構成タスクの中には、初回の使用時
に一度実行すれば済むものもあります。

初めて使用する際の MFT の構成
Managed File Transfer のエージェントおよびキュー・マネージャーの構成タスクの中には、初回の使用時
に一度実行すれば済むものもあります。
関連概念
785 ページの『IBM MQへの接続』
Managed File Transferに関連する通信を含め、 IBM MQ キュー・マネージャーとのすべてのネットワーク
通信には、 IBM MQ チャネルが関与します。 IBM MQ チャネルはネットワーク・リンクの一端を表します。
チャネルは、メッセージ・チャネルまたは MQI チャネルのいずれかに分類されます。
792 ページの『MFT と連動するマルチインスタンス・キュー・マネージャーの構成』
IBM WebSphere MQ 7.0.1 以降では、マルチ・インスタンス・キュー・マネージャーの作成をサポートして
います。 マルチ・インスタンス・キュー・マネージャーはスタンバイ・サーバーで自動的に再始動します。
Managed File Transfer は、マルチ・インスタンス・エージェント・キュー・マネージャー、マルチ・イン
スタンス調整キュー・マネージャー、およびマルチ・インスタンス・コマンド・キュー・マネージャーへ
の接続をサポートします。
関連タスク
787 ページの『MFT ネットワーク・キュー・マネージャーの構成』
ご使用の Managed File Transferネットワークに複数の IBM MQキュー・マネージャーが含まれている場
合、これらの IBM MQキュー・マネージャーは、互いにリモート側で通信できる必要があります。
795 ページの『MFT エージェント・キュー・マネージャーの構成』
インストール後に、MQ_DATA_PATH/mqft/config/coordination_qmgr_name/agents/
agent_nameディレクトリーで agent_name_create.mqscスクリプトを実行し、エージェント・キュ
ー・マネージャーに必要な構成を実行します。 ただし、この構成を手動で行う場合は、エージェント・キ
ュー・マネージャーに対して以下の手順を実行します。
788 ページの『MFT 用の調整キュー・マネージャーの構成』
fteSetupCoordination コマンドを実行したら、MQ_DATA_PATH/mqft/config/
coordination_qmgr_name ディレクトリー内の coordination_qmgr_name.mqsc スクリプトを実行
して、調整キュー・マネージャーに関する必要な構成を行います。 ただし、この構成を手動で行う場合は、
調整キュー・マネージャーに対して以下の手順を実行します。
751 ページの『Creating an MFT Agent or Logger command data set』
You can create a PDSE data set of commands from the Managed File Transfer command template data set
for a specific Managed File Transfer Agent or Managed File Transfer Logger for a specific coordination.
763 ページの『Updating an existing MFT Agent or Logger command data set on z/OS』
You can update an Managed File Transfer command PDSE library data set that is created from the
Managed File Transfer command template data set.
関連資料
MFT エージェント・キュー設定
MFT システム・キューおよびシステム・トピック
794 ページの『MFT ログ・メッセージの保持』
Managed File Transfer は、ファイル転送進行情報およびログ情報を調整キュー・マネージャーに送信しま
す。 調整キュー・マネージャーは、この情報を SYSTEM.FTE トピックに一致するサブスクリプションにパ
ブリッシュします。 サブスクリプションがない場合、この情報は保持されません。
IBM MQへの接続
Managed File Transferに関連する通信を含め、 IBM MQ キュー・マネージャーとのすべてのネットワーク
通信には、 IBM MQ チャネルが関与します。 IBM MQ チャネルはネットワーク・リンクの一端を表します。
チャネルは、メッセージ・チャネルまたは MQI チャネルのいずれかに分類されます。
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Managed File Transfer およびチャネル
Managed File Transfer は MQI チャネルを使用して、クライアント・モードでエージェントをそのエージェ
ント・キュー・マネージャーに接続したり、コマンド・アプリケーション (例えば fteCreateTransfer)
をそのコマンド・キュー・マネージャーや調整キュー・マネージャーに接続したりします。 デフォルト構
成では、これらの接続は SYSTEM.DEF.SVRCONN という SVRCONN チャネルを使用して確立されます。こ
れは、デフォルトですべてのキュー・マネージャーに存在します。 これらのデフォルトがあるので、基本
Managed File Transfer インストールでは、どの MQI チャネルも変更不要です。
メッセージ・チャネル・エンドポイントは 6 種類ありますが、このトピックでは送信側と受信側の対につ
いてのみ扱います。 他のチャネルの組み合わせについては、分散キューイング・コンポーネントを参照し
てください。

必要なメッセージ・パス
IBM MQ メッセージはメッセージ・チャネル経由でのみ移動が可能なため、Managed File Transfer が必要
とするすべてのメッセージ・パスでチャネルを使用できるようにする必要があります。 これらのパスは、
直接的である必要はありません。メッセージは、必要に応じて、中間キュー・マネージャーを経由するこ
とができます。 このトピックでは、直接的な Point-to-Point 通信についてのみ扱います。 これらのオプシ
ョンの詳細については、リモート・キュー・マネージャーへのアクセス方法を参照してください。
Managed File Transfer で使用される通信パスは、次のとおりです。
エージェントからエージェント
ファイルの転送が行われる 2 つのエージェントは、関連付けられているキュー・マネージャー間の双方
向通信を必要とします。 このパスは大量のデータを渡すため、必要に応じて、パスをできるだけ短く、
高速で、低コストにすることを検討してください。

エージェントから調整
転送に参加するエージェントからのログ・メッセージは、調整キュー・マネージャーに到達できなけれ
ばなりません。

コマンドからエージェント
コマンド・アプリケーションまたは IBM MQ Explorer (コマンド・キュー・マネージャーを使用する) が
接続するどのキュー・マネージャーも、これらのコマンド・アプリケーションを使用して制御するエー
ジェントのキュー・マネージャーにメッセージを送信できなければなりません。 コマンドによってフ
ィードバック・メッセージを表示できるようにするには、双方向接続を使用します。

詳しくは、企業で使用しているプラットフォーム用の『IBM MQ インストール済み環境の検証』を参照して
ください。
関連概念
792 ページの『MFT と連動するマルチインスタンス・キュー・マネージャーの構成』
IBM WebSphere MQ 7.0.1 以降では、マルチ・インスタンス・キュー・マネージャーの作成をサポートして
います。 マルチ・インスタンス・キュー・マネージャーはスタンバイ・サーバーで自動的に再始動します。
Managed File Transfer は、マルチ・インスタンス・エージェント・キュー・マネージャー、マルチ・イン
スタンス調整キュー・マネージャー、およびマルチ・インスタンス・コマンド・キュー・マネージャーへ
の接続をサポートします。
関連タスク
787 ページの『MFT ネットワーク・キュー・マネージャーの構成』
ご使用の Managed File Transferネットワークに複数の IBM MQキュー・マネージャーが含まれている場
合、これらの IBM MQキュー・マネージャーは、互いにリモート側で通信できる必要があります。
788 ページの『MFT 用の調整キュー・マネージャーの構成』
fteSetupCoordination コマンドを実行したら、MQ_DATA_PATH/mqft/config/
coordination_qmgr_name ディレクトリー内の coordination_qmgr_name.mqsc スクリプトを実行
して、調整キュー・マネージャーに関する必要な構成を行います。 ただし、この構成を手動で行う場合は、
調整キュー・マネージャーに対して以下の手順を実行します。
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MFT ネットワーク・キュー・マネージャーの構成
ご使用の Managed File Transferネットワークに複数の IBM MQキュー・マネージャーが含まれている場
合、これらの IBM MQキュー・マネージャーは、互いにリモート側で通信できる必要があります。

このタスクについて
キュー・マネージャーの相互通信を可能にするための構成には、次の 2 つの方法があります。
• IBM MQ キュー・マネージャー・クラスターをセットアップする方法。

IBM MQ キュー・マネージャー・クラスターの情報や構成方法については、『296 ページの『キュー・マ
ネージャー・クラスターの構成』』を参照してください。

• キュー・マネージャー間のチャネルをセットアップする方法。この方法については、以下で説明します。
キュー・マネージャー間のチャネルのセットアップ
キュー・マネージャー間に以下のメッセージ・チャネルをセットアップします。
• エージェント・キュー・マネージャーから調整キュー・マネージャー
• コマンド・キュー・マネージャーからエージェント・キュー・マネージャー
• エージェント・キュー・マネージャーからコマンド・キュー・マネージャー (コマンドによってフィ
ードバック・メッセージを表示できるようにするため)

• コマンド・キュー・マネージャーから調整キュー・マネージャー
• エージェント・キュー・マネージャーから Managed File Transfer のネットワーク内に含まれる他の
エージェント・キュー・マネージャー
この通信のセットアップ方法についてさらに情報が必要な場合は、まず『MQSC を使用したリモート
IBM MQ オブジェクトの管理』を参照してください。
提案されているサンプルとなるステップのいくつかは、以下のとおりです。

手順
1. IBM MQ のキュー・マネージャー上に、調整キュー・マネージャーと同じ名前で伝送キューを作成する。
以下の MQSC コマンドを使用できます。
DEFINE QLOCAL(coordination-qmgr-name) USAGE(XMITQ)

2. IBM MQ キュー・マネージャーで、Managed File Transfer の調整キュー・マネージャーへの送信側チャ
ネルを作成する。
前のステップで作成された伝送キューの名前は、このチャネルの必須パラメーターです。
Managed File Transfer for IBM MQ上のエージェントの場合、メッセージはブランク・フォーマットで
パブリッシュされます。
以下の MQSC コマンドを使用できます。

DEFINE CHANNEL(channel-name) CHLTYPE(SDR) CONNAME('coordination-qmgr-host(coordination-qmgr-port)') 
 XMITQ(coordination-qmgr-name) CONVERT(NO)

注 : CONVERT(NO) は、必要なときにのみ設定してください。
3. Managed File Transfer の調整キュー・マネージャーで、IBM MQ キュー・マネージャーへの受信側チャ
ネルを作成する。 この受信側チャネルに、IBM MQ のキュー・マネージャー上の送信側チャネルと同じ
名前を付けます。
以下の MQSC コマンドを使用できます。
DEFINE CHANNEL(channel-name) CHLTYPE(RCVR)

IBM MQの構成  787



次のタスク
次いで、調整キュー・マネージャーの構成ステップとして、 『788 ページの『MFT 用の調整キュー・マ
ネージャーの構成』』に従います。
関連概念
785 ページの『IBM MQへの接続』
Managed File Transferに関連する通信を含め、 IBM MQ キュー・マネージャーとのすべてのネットワーク
通信には、 IBM MQ チャネルが関与します。 IBM MQ チャネルはネットワーク・リンクの一端を表します。
チャネルは、メッセージ・チャネルまたは MQI チャネルのいずれかに分類されます。
792 ページの『MFT と連動するマルチインスタンス・キュー・マネージャーの構成』
IBM WebSphere MQ 7.0.1 以降では、マルチ・インスタンス・キュー・マネージャーの作成をサポートして
います。 マルチ・インスタンス・キュー・マネージャーはスタンバイ・サーバーで自動的に再始動します。
Managed File Transfer は、マルチ・インスタンス・エージェント・キュー・マネージャー、マルチ・イン
スタンス調整キュー・マネージャー、およびマルチ・インスタンス・コマンド・キュー・マネージャーへ
の接続をサポートします。
関連タスク
788 ページの『MFT 用の調整キュー・マネージャーの構成』
fteSetupCoordination コマンドを実行したら、MQ_DATA_PATH/mqft/config/
coordination_qmgr_name ディレクトリー内の coordination_qmgr_name.mqsc スクリプトを実行
して、調整キュー・マネージャーに関する必要な構成を行います。 ただし、この構成を手動で行う場合は、
調整キュー・マネージャーに対して以下の手順を実行します。
MFT 用の調整キュー・マネージャーの構成
fteSetupCoordination コマンドを実行したら、MQ_DATA_PATH/mqft/config/
coordination_qmgr_name ディレクトリー内の coordination_qmgr_name.mqsc スクリプトを実行
して、調整キュー・マネージャーに関する必要な構成を行います。 ただし、この構成を手動で行う場合は、
調整キュー・マネージャーに対して以下の手順を実行します。

このタスクについて
手順
1. SYSTEM.FTE という名前のローカル・キューを作成します。
2. SYSTEM.FTE キューを SYSTEM.QPUBSUB.QUEUE.NAMELIST 名前リストに追加します。
3. SYSTEM.FTE という名前のトピックを、トピック・ストリング SYSTEM.FTE で作成します。
4. SYSTEM.FTE トピックの非永続メッセージ配信 (NPMSGDLV) 属性と永続メッセージ配信 (PMSGDLV) 属
性が ALLAVAIL に設定されていることを確認します。

5.調整キュー・マネージャーのパブリッシュ/サブスクライブ・モード (PSMODE) 属性が ENABLED に設定
されていることを確認します。

次のタスク
調整キュー・マネージャーとして構成されているキュー・マネージャーで strmqm -c コマンドを実行する
と、このコマンドは ステップ 2 で行われた変更を削除します ( SYSTEM.FTE キューを
SYSTEM.QPUBSUB.QUEUE.NAMELIST 名前リストに追加します)。 これは、strmqm -c によって、デフォ
ルトの IBM MQ オブジェクトが再作成され、Managed File Transfer の変更が元に戻されるためです。 した
がって、strmqm -c を使用してキュー・マネージャーを開始した場合は、以下のいずれかの手順を実行し
ます。
• キュー・マネージャーで coordination_qmgr_name.mqscスクリプトを再度実行します。
• ステップ 2 を繰り返します。
関連概念
785 ページの『IBM MQへの接続』
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Managed File Transferに関連する通信を含め、 IBM MQ キュー・マネージャーとのすべてのネットワーク
通信には、 IBM MQ チャネルが関与します。 IBM MQ チャネルはネットワーク・リンクの一端を表します。
チャネルは、メッセージ・チャネルまたは MQI チャネルのいずれかに分類されます。
792 ページの『MFT と連動するマルチインスタンス・キュー・マネージャーの構成』
IBM WebSphere MQ 7.0.1 以降では、マルチ・インスタンス・キュー・マネージャーの作成をサポートして
います。 マルチ・インスタンス・キュー・マネージャーはスタンバイ・サーバーで自動的に再始動します。
Managed File Transfer は、マルチ・インスタンス・エージェント・キュー・マネージャー、マルチ・イン
スタンス調整キュー・マネージャー、およびマルチ・インスタンス・コマンド・キュー・マネージャーへ
の接続をサポートします。
関連タスク
787 ページの『MFT ネットワーク・キュー・マネージャーの構成』
ご使用の Managed File Transferネットワークに複数の IBM MQキュー・マネージャーが含まれている場
合、これらの IBM MQキュー・マネージャーは、互いにリモート側で通信できる必要があります。
関連資料
fteSetupCoordination

IBM MQ File Transfer 構造の作成
Managed File Transfer 構造は、同じマシン上のキュー・マネージャーに接続されている単一のエージェン
トに基づいて構成できます。

このタスクについて
MFT の構成は、エージェントがあるマシン上の IBM MQ DataPath の下のファイル構造に保管されます。
以下のサンプル構成は、 SAMPLECOORD (セキュリティー無効) という名前の IBM MQ 8.0 キュー・マネージ
ャー内の MFT と、 SAMPLEAGENTという名前の単一の MFT エージェントを対象としています。

 +--- config
              +--- SAMPLECOORD
                              +--- command.properties
                              +--- coordination.properties
                              +--- SAMPLECOORD.mqsc
                              +--- agents
                                              +--- SAMPLEAGENT
                                                              +--- agent.properties
                                                              +--- SAMPLEAGENT_create.mqsc
                                                              +--- SAMPLEAGENT_delete.mqsc
  
 +---logs
              +--- SAMPLECOORD
                              +--- agents
                                              +--- SAMPLEAGENT
                                                              +--- logs

この例は、キュー・マネージャーのセキュリティーが無効になっていると想定しています。 以下のコマン
ドは runmqsc で実行され、キュー・マネージャーの再始動後にセキュリティーを無効にします。

runmqsc queue manager
 alter qmgr CONNAUTH(NONE);
 alter qmgr CHLAUTH(DISABLED);
 end;

IBM MQ 8.0 以降の MFT でセキュリティーを有効にした構成の場合、 CONNAUTH では、キュー・マネージ
ャーに接続するすべての MFT コマンドでユーザー ID とパスワードの資格情報を提供する必要がありま
す。 各コマンドに追加のパラメーター -mquserid および -mqpassword を適用するか、
MQMFTCredentials.xml ファイルを定義することができます。 以下のサンプル資格情報ファイルでは、
キュー・マネージャー SAMPLECOORD に接続する際に、ユーザー ID として fteuser、そのパスワードと
して MyPassword を使用するように定義されています。

<tns:mqmftCredentials xmlns:tns="http://wmqfte.ibm.com/MQMFTCredentials" 
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        xmlns:xsi="https://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance" 
        xsi:schemaLocation="http://wmqfte.ibm.com/MQMFTCredentials MQMFTCredentials.xsd">
    <tns:qmgr mqPassword="MyPassword" MyUserId="fteuser" name="SAMPELCOORD"/>
</tns:mqmftCredentials>

詳しくは、MFT と IBM MQ の接続認証を参照してください。
注 :

• MFT の構成ディレクトリーを見つけるには、fteDisplayVersion -v コマンドを使用します。
• z/OS ユーザーの場合、 MQMFTCredential.xml ファイルは、可変長レコード・フォーマ
ット (RECFM = V) または不定形式レコード・フォーマット (RECFM = U) の区分データ・セットのメンバ
ーとして見つけることができます。

• セキュリティーを有効にした構成の場合は、以下のステップにパラメーター -F
full_credential_file_pathを追加して、資格情報を関連するキュー・マネージャーに関連付けま
す。

• MQMFTCredential.xml内の平文のパスワードは、以下のコマンドを使用して難読化できます:

fteObfuscate -f full_file_path_to_MQMFTCredentials.xml

手順
1.調整キュー・マネージャーを作成します。
調整キュー・マネージャーとは、単一のキュー・マネージャーであり、すべての転送ログおよび状況情
報をそのエージェントから受け取るために使用されます。 以下のコマンドを実行します。
fteSetupCoordination -coordinationQMgr coordination_qmgr_name

これにより、基本的な最上位構成が作成され、coordination_qmgr_name.mqscを呼び出す IBM MQ
スクリプト・ファイルが作成されます。
その後、次の IBM MQ コマンドを実行して構成をキュー・マネージャーにロードする必要があります。
runmqsc queue manager name < coordination_qmgr_name.mqsc

注 : キュー・マネージャーへの TCP クライアント接続では、以下を使用できます。
fteSetupCoordination -coordinationQMgr coordination_qmgr_name 
-coordinationQMgrHost coordination_qmgr_host -coordinationQMgrPort coordination_qmgr_port  
-coordinationQMgrChannel coordination_qmgr_channel

作成された coordination_qmgr_name.mqsc では、調整キュー・マネージャーが実行されているマ
シンで runmqsc コマンドを実行する必要があります。

2.コマンド・キュー・マネージャーを作成します。
コマンド・キュー・マネージャーとは、単一のキュー・マネージャーであり、これは、IBM MQ インフ
ラストラクチャーが MFT 要求を関連エージェントに経路指定できるよう事前構成されています。 以下
のコマンドを実行します。
fteSetupCommands -connectionQMgr Command QM Name -p Coordination QM Name 

これにより、調整ディレクトリーに command.propertiesファイルが作成されます。 -p はオプショ
ンであり、コマンドがデフォルト調整のためにセットアップされる場合には必要ないことに注意してく
ださい。
注 : キュー・マネージャーへの TCP クライアント接続では、以下を使用できます。
fteSetupCommands -p coordination_qmgr_name -commandQMgr connection_qmgr_name  
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-commandQMgrHost connection_qmgr_host -commandQMgrPort connection_qmgr_port  
-commandQMgrChannel connection_qmgr_channel

3.エージェントを作成します。
エージェントとは、ファイルを送受信できるアプリケーションのことです。 以下のコマンドを実行しま
す。
fteCreateAgent -p coordination_qmgr_name -agentName agent_name -agentQMgr agent_qmgr_name

これにより、調整の下にエージェント構成が作成され、エージェントの構成ディレクトリーに
agent_name.mqsc を呼び出すための IBM MQ スクリプト・ファイルが作成されます。
次の IBM MQ コマンドを実行して、IBM MQ スクリプト・ファイルをキュー・マネージャーにロードし
ます。
runmqsc agent_qmgr_name < agent_name_create.mqsc file

注 : キュー・マネージャーへの TCP クライアント接続では、以下を使用できます。
fteCreateAgent -p coordination_qmgr_name -agentName agent_name -agentQMgr agent_qmgr_name
-agentQMgrHost agent_qmgr_host -agentQMgrPort agent_qmgr_port -agentQMgrChannel 
agent_qmgr_channel

4.エージェントを開始します。
以下のコマンドを実行します。
fteStartAgent -p coordination_qmgr_name agentName

エージェントはバックグラウンドで開始され、コマンド・プロンプトが返されます。 エージェントが実
行されていることを確認するには、次のコマンドを実行します。
fteListAgents -p coordination_qmgr_name

これにより、エージェントの状況が表示されます。 エージェントが正常に実行されている場合、READY
状態にあると報告されます。

タスクの結果
MFT の基本インフラストラクチャーの使用準備が整い、fteCreateTransfer コマンドを使用して転送を
要求できるようになります。 あるいは、IBM MQ Explorer を使用できる場合は、MFT プラグインを使用し
て転送を作成およびモニターします。
『ステップ 3: エージェントを作成します』を繰り返して、さらにエージェントを構成に追加できます。 TCP
クライアント接続を使用する場合、これらのエージェントを複数の異なるマシンに配置することができま
す。 異なるマシンに配置する場合には fteSetupCoordination コマンドと fteSetupCommands コマ
ンドを各マシンで繰り返す必要がありますが、mqsc スクリプトを実行する必要はありません。
より複雑な構成の場合は、調整および各エージェントにそれぞれ別個のキュー・マネージャーを設定する
ことができます。 その場合には、各種キュー・マネージャーを接続する必要があります。
関連概念
MFT エージェントが fteListAgents コマンドによってリストされない場合に行う事柄
関連資料
fteSetupCoordination
fteSetupCommands: MFT command.properties ファイルの作成
fteCreateAgent
fteObfuscate: 機密データの暗号化
MFT の資格情報ファイルのフォーマット
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MFTagent.propertiesファイル
MFT と連動するマルチインスタンス・キュー・マネージャーの構成
IBM WebSphere MQ 7.0.1 以降では、マルチ・インスタンス・キュー・マネージャーの作成をサポートして
います。 マルチ・インスタンス・キュー・マネージャーはスタンバイ・サーバーで自動的に再始動します。
Managed File Transfer は、マルチ・インスタンス・エージェント・キュー・マネージャー、マルチ・イン
スタンス調整キュー・マネージャー、およびマルチ・インスタンス・コマンド・キュー・マネージャーへ
の接続をサポートします。

マルチ・インスタンス・キュー・マネージャーの構成
重要 : IBM MQ マルチ・インスタンス・キュー・マネージャーの構成については、520 ページの『複数イン
スタンス・キュー・マネージャー』を参照してください。 Managed File Transferと連携するように複数イ
ンスタンス・キュー・マネージャーを構成する前に、この情報をお読みください。

エージェント・キュー・マネージャーとしてのマルチ・インスタンス・キュー・マネージ
ャーの使用
エージェントがマルチ・インスタンス・キュー・マネージャーのアクティブ・インスタンスとスタンバイ・
インスタンスの両方に接続できるようにするには、agentQMgrStandby プロパティーをエージェントの
agent.properties ファイルに追加します。 agentQMgrStandby プロパティーは、スタンバイ・キュ
ー・マネージャー・インスタンスについてクライアント接続に使用されるホスト名とポート番号を定義し
ます。 プロパティーの値は MQ CONNAME フォーマット、つまり host_name(port_number) で指定す
る必要があります。
agentQMgr プロパティーは、マルチ・インスタンス・キュー・マネージャーの名前を指定します。
agentQMgrHost プロパティーは、アクティブ・キュー・マネージャー・インスタンスのホスト名を示し、
agentQMgrPort プロパティーは、アクティブ・キュー・マネージャー・インスタンスのポート番号を示
します。 エージェントは、マルチ・インスタンス・キュー・マネージャーのアクティブ・インスタンスと
スタンバイ・インスタンスの両方にクライアント・モードで接続する必要があります。
詳しくは、MFTagent.propertiesファイルを参照してください。
この例は、QM_JUPITERというマルチインスタンス・キュー・マネージャーに接続する AGENT1の
agent.propertiesファイルの内容を示しています。 QM_JUPITER のアクティブ・インスタンスは、シ
ステム host1 上にあり、クライアント接続にポート番号 1414 を使用します。 QM_JUPITER のスタンバ
イ・インスタンスは、システム host2 上にあり、クライアント接続にポート番号 1414 を使用します。

agentName=AGENT1
agentDesc=
agentQMgr=QM_JUPITER
agentQMgrPort=1414
agentQMgrHost=host1
agentQMgrChannel=SYSTEM.DEF.SVRCONN
agentQMgrStandby=host2(1414)

調整キュー・マネージャーとしてのマルチ・インスタンス・キュー・マネージャーの使用
マルチ・インスタンス調整キュー・マネージャーのアクティブ・インスタンスとスタンバイ・インスタン
スの両方の接続を有効にするには、 Managed File Transfer トポロジー内のすべての
coordination.properties ファイルに coordinationQMgrStandby プロパティーを追加します。
詳しくは、MFT coordination.properties ファイルを参照してください。
この例は、QM_SATURNという名前のマルチインスタンス調整キュー・マネージャーに接続の詳細を指定
する coordination.properties ファイルの内容を示しています。 QM_SATURN のアクティブ・インス
タンスは、システム coordination_host1 上にあり、クライアント接続にポート番号 1420 を使用します。
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QM_SATURN のスタンバイ・インスタンスは、システム coordination_host2 上にあり、クライアント接続
にポート番号 1420 を使用します。

coordinationQMgr=QM_SATURN
coordinationQMgrHost=coordination_host1
coordinationQMgrPort=1420
coordinationQMgrChannel=SYSTEM.DEF.SVRCONN
coordinationQMgrStandby=coordination_host2(1420)

Managed File Transfer スタンドアロン・ロガーは、そのキュー・マネージャーと常にバインディング・モ
ードで接続している必要があります。 スタンドアロン・ロガーをマルチ・インスタンス調整キュー・マネ
ージャーと共に使用している場合、スタンドアロン・ロガーをバインディング・モードで別のキュー・マ
ネージャーに接続してください。 これを行うステップについては、『818 ページの『MFT スタンドアロ
ン・ロガーの代替構成』』で説明されています。 スタンドアロン・ロガーのキュー・マネージャーと調整キ
ュー・マネージャーの間のチャネルを、マルチ・インスタンス調整キュー・マネージャーの両方のインス
タンスのホスト名およびポート番号で定義する必要があります。 この方法については、520 ページの『複
数インスタンス・キュー・マネージャー』を参照してください。
IBM MQ Explorer 用の Managed File Transfer プラグインは、クライアント・モードで調整キュー・マネー
ジャーに接続します。 マルチ・インスタンス調整キュー・マネージャーのアクティブ・インスタンスが失
敗すると、調整キュー・マネージャーのスタンバイ・インスタンスがアクティブになり、プラグインが再
接続します。
Managed File Transfer コマンド fteList* および fteShowAgentDetails は、調整キュー・マネージャ
ーに直接接続します。 マルチ・インスタンス調整キュー・マネージャーのアクティブ・インスタンスが使
用不可になると、これらのコマンドは調整キュー・マネージャーのスタンバイ・インスタンスに接続しよ
うとします。

コマンド・キュー・マネージャーとしてのマルチ・インスタンス・キュー・マネージャー
の使用
複数インスタンス・コマンド・キュー・マネージャーのアクティブ・インスタンスとスタンバイ・インス
タンスの両方の接続を有効にするには、 Managed File Transfer トポロジー内のすべての
command.properties ファイルに connectionQMgrStandby プロパティーを追加します。
詳しくは、MFT command.properties ファイルを参照してください。
この例は、QM_MARSというマルチインスタンス・コマンド・キュー・マネージャーに接続の詳細を指定
する command.propertiesファイルの内容を示しています。 QM_MARS のアクティブ・インスタンス
は、システム command_host1 上にあり、クライアント接続にポート番号 1424 を使用します。 QM_MARS
のスタンバイ・インスタンスは、システム command_host2 上にあり、クライアント接続にポート番号 1424
を使用します。

connectionQMgr=QM_SATURN
connectionQMgrHost=command_host1
connectionQMgrPort=1424
connectionQMgrChannel=SYSTEM.DEF.SVRCONN
connectionQMgrStandby=command_host2(1424)

関連概念
785 ページの『IBM MQへの接続』
Managed File Transferに関連する通信を含め、 IBM MQ キュー・マネージャーとのすべてのネットワーク
通信には、 IBM MQ チャネルが関与します。 IBM MQ チャネルはネットワーク・リンクの一端を表します。
チャネルは、メッセージ・チャネルまたは MQI チャネルのいずれかに分類されます。
関連タスク
787 ページの『MFT ネットワーク・キュー・マネージャーの構成』
ご使用の Managed File Transferネットワークに複数の IBM MQキュー・マネージャーが含まれている場
合、これらの IBM MQキュー・マネージャーは、互いにリモート側で通信できる必要があります。
788 ページの『MFT 用の調整キュー・マネージャーの構成』
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fteSetupCoordination コマンドを実行したら、MQ_DATA_PATH/mqft/config/
coordination_qmgr_name ディレクトリー内の coordination_qmgr_name.mqsc スクリプトを実行
して、調整キュー・マネージャーに関する必要な構成を行います。 ただし、この構成を手動で行う場合は、
調整キュー・マネージャーに対して以下の手順を実行します。
MFT ログ・メッセージの保持
Managed File Transfer は、ファイル転送進行情報およびログ情報を調整キュー・マネージャーに送信しま
す。 調整キュー・マネージャーは、この情報を SYSTEM.FTE トピックに一致するサブスクリプションにパ
ブリッシュします。 サブスクリプションがない場合、この情報は保持されません。

情報を確実に保持する方法
転送進行情報またはログ情報が業務上重要な場合、以下のステップのいずれかを実行して、情報が確実に
保持されるようにします。
• Managed File Transfer データベース・ロガーを使用して、 SYSTEM.FTE/Log トピックにパブリッシュさ
れたメッセージを Oracle または Db2 データベースにコピーします。

• SYSTEM.FTE トピック。 IBM MQ キューにパブリケーションを保管します。 ファイル転送を行う前にこ
のサブスクリプションを定義して、すべての進行メッセージとログ・メッセージがキューに確実に保持さ
れるようにします。

• メッセージ・キュー・インターフェース (MQI) または IBM MQ JMS を使用して永続サブスクリプション
を作成し、そのサブスクリプションに送信されるパブリケーションを処理するアプリケーションを作成す
る。 このアプリケーションは、すべての進行メッセージとログ・メッセージを確実に受け取るように、
ファイルが転送される前に稼働している必要があります。
これらの各手法は、この後のセクションで詳しく説明します。
ログ情報の保存のために IBM MQ Explorer・プラグインに依存することはしないでください。

ログ・メッセージ保存のための Managed File Transfer データベース・ロガーの使用
データベース・ロガーは、Managed File Transfer のオプションのコンポーネントです。このコンポーネン
トを使用して、分析および監査のために、ログ情報をデータベースにコピーできます。 データベース・ロ
ガーは、調整キュー・マネージャーおよびデータベースをホストするシステムにインストールする、スタ
ンドアロンの Java アプリケーションです。 データベース・ロガーについて詳しくは、806 ページの『MFT
ロガーの構成』を参照してください。

IBM MQ Explorer・プラグインを使用した進行メッセージおよびログ・メッセージの保持
IBM MQ Explorer・プラグインのインスタンスが初めて開始されるときに、インスタンスにより永続サブス
クリプションが調整キュー・マネージャーに作成されます。 この永続サブスクリプションを使用して、「転
送ログ」および「現在の転送進行状況」ビューに表示される情報が収集されます。
永続サブスクリプションの名前は、サブスクリプションが IBM MQ Explorer MFT プラグインによって作成
されたこと、ホスト名、およびユーザーの名前を示すために接頭部が付けられます。 例えば、
MQExplorer_MFT_Plugin_HOST_TJWatson などです。
この接頭部は、IBM MQ Explorer・プラグインのインスタンスにより実際にはもう使用されていない永続サ
ブスクリプションを管理者が削除する場合に備えて追加されます。
調整キュー・マネージャーで永続サブスクリプションを使用すると、SYSTEM.MANAGED.DURABLE キュー
にメッセージが蓄積されていく可能性があります。 大容量の Managed File Transferネットワークを使用
している場合、IBM MQ Explorer プラグインを頻繁に使用するか、または両方を使用すると、このメッセー
ジ・データがローカル・ファイル・システムに入力される可能性があります。
これが発生しないようにするには、 IBM MQ Explorer プラグインが調整キュー・マネージャーに対する非
永続サブスクリプションを使用するように指定します。 IBM MQ Explorerで以下の手順を実行してくださ
い。
1.「ウィンドウ」 > 「設定」 > 「MQ エクスプローラー」 > 「Managed File Transfer」を選択します。
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2.「転送ログ・サブスクリプション・タイプ」リストから「NON_DURABLE」を選択します。

IBM MQ キューへのパブリケーションの保管
IBM MQ キューにログ・メッセージまたは進行メッセージを保管するには、メッセージをこのキューに転送
する調整キュー・マネージャー上にサブスクリプションを構成します。 例えば、すべてのログ・メッセー
ジを LOG.QUEUE という名前のキューに転送するには、次の MQSC コマンドを送信します。
define sub(MY.SUB) TOPICSTR('Log/#') TOPICOBJ(SYSTEM.FTE) DEST(LOG.QUEUE)WSCHEMA(TOPIC)

ログ・メッセージは IBM MQ キューに転送された後、そのキューを使用する IBM MQ アプリケーションに
よって処理されるまでキューに残ります。

SYSTEM.FTE トピックに対する永続サブスクリプションを管理するアプリケーションの
作成
IBM MQでサポートされるアプリケーション・プログラミング・インターフェースの 1 つを使用して、
SYSTEM.FTE トピックに対する独自の永続サブスクリプションを管理するアプリケーションを作成できま
す。 これらのアプリケーションは、IBM MQ キューまたはログ・メッセージを受け取り、ビジネス・ニー
ズに合わせて、それらを適切に処理できます。
使用可能なアプリケーション・プログラミング・インターフェースについて詳しくは、『アプリケーション
の開発』を参照してください。

MFT エージェント・キュー・マネージャーの構成
インストール後に、MQ_DATA_PATH/mqft/config/coordination_qmgr_name/agents/
agent_nameディレクトリーで agent_name_create.mqscスクリプトを実行し、エージェント・キュ
ー・マネージャーに必要な構成を実行します。 ただし、この構成を手動で行う場合は、エージェント・キ
ュー・マネージャーに対して以下の手順を実行します。

手順
1.エージェント操作キューを作成します。
これらのキューの名前は以下のとおりです。
• SYSTEM.FTE.COMMAND.agent_name
• SYSTEM.FTE.DATA.agent_name
• SYSTEM.FTE.EVENT.agent_name
• SYSTEM.FTE.REPLY.agent_name
• SYSTEM.FTE.STATE.agent_name

キューのパラメーターとキューの使用方法については、 MFT エージェント・キューの設定を参照してく
ださい。

2.エージェント権限キューを作成します。
これらのキューの名前は以下のとおりです。
• SYSTEM.FTE.AUTHADM1.agent_name
• SYSTEM.FTE.AUTHAGT1.agent_name
• SYSTEM.FTE.AUTHMON1.agent_name
• SYSTEM.FTE.AUTHOPS1.agent_name
• SYSTEM.FTE.AUTHSCH1.agent_name
• SYSTEM.FTE.AUTHTRN1.agent_name

キューのパラメーターとキューの使用方法については、 MFT エージェント・キューの設定を参照してく
ださい。
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次のタスク
プロトコルブリッジエージェントの作成と設定については、fteCreateBridgeAgent（MFTプロトコルブリ
ッジエージェントの作成と設定） および FTPSサーバーのプロトコルブリッジを設定するを参照してくだ
さい。
関連概念
785 ページの『IBM MQへの接続』
Managed File Transferに関連する通信を含め、 IBM MQ キュー・マネージャーとのすべてのネットワーク
通信には、 IBM MQ チャネルが関与します。 IBM MQ チャネルはネットワーク・リンクの一端を表します。
チャネルは、メッセージ・チャネルまたは MQI チャネルのいずれかに分類されます。
792 ページの『MFT と連動するマルチインスタンス・キュー・マネージャーの構成』
IBM WebSphere MQ 7.0.1 以降では、マルチ・インスタンス・キュー・マネージャーの作成をサポートして
います。 マルチ・インスタンス・キュー・マネージャーはスタンバイ・サーバーで自動的に再始動します。
Managed File Transfer は、マルチ・インスタンス・エージェント・キュー・マネージャー、マルチ・イン
スタンス調整キュー・マネージャー、およびマルチ・インスタンス・コマンド・キュー・マネージャーへ
の接続をサポートします。
関連タスク
787 ページの『MFT ネットワーク・キュー・マネージャーの構成』
ご使用の Managed File Transferネットワークに複数の IBM MQキュー・マネージャーが含まれている場
合、これらの IBM MQキュー・マネージャーは、互いにリモート側で通信できる必要があります。
788 ページの『MFT 用の調整キュー・マネージャーの構成』
fteSetupCoordination コマンドを実行したら、MQ_DATA_PATH/mqft/config/
coordination_qmgr_name ディレクトリー内の coordination_qmgr_name.mqsc スクリプトを実行
して、調整キュー・マネージャーに関する必要な構成を行います。 ただし、この構成を手動で行う場合は、
調整キュー・マネージャーに対して以下の手順を実行します。
関連資料
MFT エージェント・キュー設定
fteSetupCoordination

複数のチャネルに対応した MFT エージェントの構成 (クラスター)
クラスター構成で IBM MQ マルチチャネル・サポートを使用する場合は、まず
agentMultipleChannelsEnabled プロパティーを true に設定してから、このトピックのステップを
実行します。

このタスクについて
クラスターの場合、マルチチャネル・サポートは、宛先エージェントのみのキュー・マネージャーの IBM
MQ 定義で使用可能にされます。
785 ページの『初めて使用する際の MFT の構成』にリストされている Managed File Transfer エージェント
に必要な標準の IBM MQ 構成ステップに加えて、このトピックのステップを実行する必要があります。
以下の構成例では、runmqsc コマンドを使用します。

手順
1.使用するチャネルごとに、クラスター受信側チャネルを定義します。 例えば、2 つのチャネルを使用す
る場合、以下のようになります。
DEFINE CHANNEL(TO.DESTQMGRNAME_1) CHLTYPE(CLUSRCVR) CLUSTER(MFTCLUSTER)
DEFINE CHANNEL(TO.DESTQMGRNAME_2) CHLTYPE(CLUSRCVR) CLUSTER(MFTCLUSTER)

ここで、
• DESTQMGRNAME は、宛先エージェントのキュー・マネージャーの名前です。
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• MFTCLUSTER は IBM MQ クラスターの名前です。
チャネルには MFTCLUSTER.DESTMGRNAME_n という命名規則を使用することが推奨されていますが、
この規則は必須ではありません。

2.各チャネルに対応するキュー・マネージャー別名を定義します。 以下に例を示します。
DEFINE QREMOTE(SYSTEM.FTE.DESTQMGRNAME_1) RQMNAME(DESTQMGRNAME) CLUSTER(MFTCLUSTER)
DEFINE QREMOTE(SYSTEM.FTE.DESTQMGRNAME_2) RQMNAME(DESTQMGRNAME) CLUSTER(MFTCLUSTER)

SYSTEM.FTE.DESTQMGRNAME_n キュー・マネージャー別名 の命名規則。送信側エージェントがこの形
式のキュー・マネージャー別名を検索するためです。 n に使用する番号は、1 から開始して、連続して
いる必要があります。 ソース・エージェントのキュー・マネージャーでも使用可能にするために、クラ
スター全体で定義する必要があります。
ソース・エージェントと宛先エージェントの両方にキュー・マネージャー別名の番号を正しく判別させ
るには、キュー・マネージャーのデフォルト XMITQ を定義しないでください。

関連タスク
797 ページの『複数のチャネルに対応した MFT エージェントの構成 (非クラスター)』
非クラスター構成で IBM MQ マルチチャネル・サポートを使用する場合、最初に
agentMultipleChannelsEnabled プロパティーを true に設定してから、このトピックのステップを実行し
てください。
関連資料
MFT agent.properties ファイル
複数のチャネルに対応した MFT エージェントの構成 (非クラスター)
非クラスター構成で IBM MQ マルチチャネル・サポートを使用する場合、最初に
agentMultipleChannelsEnabled プロパティーを true に設定してから、このトピックのステップを実行し
てください。

このタスクについて
非クラスター構成の場合、マルチチャネル・サポートは、ソース・エージェントと宛先エージェントの両
方のキュー・マネージャーの IBM MQ 定義で使用可能にされます。
785 ページの『初めて使用する際の MFT の構成』にリストされている Managed File Transfer エージェント
に必要な標準の IBM MQ 構成ステップに加えて、このトピックのステップを実行する必要があります。
以下のステップでは、送信側と受信側のチャネルがソース・キュー・マネージャーと宛先キュー・マネー
ジャー間の通信に使用されていると想定しています。
以下の構成例では、runmqsc コマンドを使用します。

手順
1.宛先エージェントのキュー・マネージャーで、使用するチャネルごとに、受信側チャネルを定義しま
す。 例えば、2 つのチャネルを使用する場合、以下のようになります。
DEFINE CHANNEL(TO.DESTQMGRNAME_1) CHLTYPE(RCVR) TRPTYPE(TCP)
DEFINE CHANNEL(TO.DESTQMGRNAME_2) CHLTYPE(RCVR) TRPTYPE(TCP)

ここで、DESTQMGRNAME は、宛先エージェントのキュー・マネージャーの名前です。
チャネルには TO.DESTMGRNAME_n という命名規則を使用することが推奨されていますが、この規則は
必須ではありません。 受信側チャネルの名前は、ソース・エージェントのキュー・マネージャーの対応
する送信側チャネルと一致する必要があります。

2.ソース・エージェントのキュー・マネージャーで、使用するチャネルごとに、伝送キューを定義しま
す。 例えば、2 つのチャネルを使用する場合、以下のようになります。
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DEFINE QLOCAL(DESTQMGRNAME_1) USAGE(XMITQ)
DEFINE QLOCAL(DESTQMGRNAME_2) USAGE(XMITQ)

伝送キューには DESTMGRNAME_n という命名規則を使用することが推奨されていますが、この規則は
必須ではありません。 定義する伝送キューは、以下のステップの送信側チャネル定義およびキュー・マ
ネージャー別名定義で参照されます。

3.ソース・エージェントのキュー・マネージャーで、使用するチャネルごとに、送信側チャネルを定義し
ます。 例えば、2 つのチャネルを使用する場合、以下のようになります。
DEFINE CHANNEL(TO.DESTQMGRNAME_1) CHLTYPE(SDR) TRPTYPE(TCP) CONNAME(DESTHOST:port)
XMITQ(DESTQMGRNAME_1)
DEFINE CHANNEL(TO.DESTQMGRNAME_2) CHLTYPE(SDR) TRPTYPE(TCP) CONNAME(DESTHOST:port)
XMITQ(DESTQMGRNAME_2)

チャネルには TO.DESTMGRNAME_n という命名規則を使用することが推奨されていますが、この規則は
必須ではありません。 送信側チャネルの名前は、宛先エージェントのキュー・マネージャーの対応する
受信側チャネルと一致する必要があります。

4.ソース・エージェントのキュー・マネージャーで、各チャネルに対応するキュー・マネージャー別名を
定義します。 以下に例を示します。
DEFINE QREMOTE(SYSTEM.FTE.DESTQMGRNAME_1) RQMNAME(DESTQMGRNAME) XMITQ(DESTQMGRNAME_1)
DEFINE QREMOTE(SYSTEM.FTE.DESTQMGRNAME_2) RQMNAME(DESTQMGRNAME) XMITQ(DESTQMGRNAME_2)

キュー・マネージャー別名には SYSTEM.FTE.DESTQMGRNAME_n という命名規則を使用する必要があ
ります。送信側エージェントがこの形式のキュー・マネージャー別名を検索するためです。 n に使用す
る番号は、1 から開始して、連続している必要があります。
エージェントにキュー・マネージャー別名の番号を正しく判別させるには、キュー・マネージャーのデ
フォルト XMITQ を定義しないでください。

関連タスク
796 ページの『複数のチャネルに対応した MFT エージェントの構成 (クラスター)』
クラスター構成で IBM MQ マルチチャネル・サポートを使用する場合は、まず
agentMultipleChannelsEnabled プロパティーを true に設定してから、このトピックのステップを
実行します。
関連資料
MFT agent.properties ファイル

MSCS による MFT エージェントの構成
Managed File Transfer (MFT) エージェント Microsoft Cluster Service (MSCS) セットアップがサポートされ
るのは、プラットフォームが MFT によってサポートされ、いずれかのバージョンの Windowsを実行して
いる場合です。

このタスクについて
このタスクでは、MFT エージェントのフェイルオーバーを実現できる 2 つのシナリオについて説明します。
• シナリオ 1: エージェントを MSCS リソースとして構成する。
• シナリオ 2: エージェント・キュー・マネージャーとエージェントを MSCS リソースとして構成する。

手順
シナリオ 1: エージェントを MSCS リソースとして構成する
• エージェントを MSCS リソースとして構成するには、以下の手順を実行します。

a)クラスター内の各マシンで Managed File Transfer をローカルにインストールします。
Managed File Transfer のインストールを参照してください。
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b)クラスター内の 1 次マシン上にエージェントを作成します。
このエージェントは、CLIENT トランスポートを使用してエージェント・キュー・マネージャーに接
続するように構成する必要があります。 キュー・マネージャー上にこのエージェントのためのすべ
てのオブジェクトを作成してください。 これを行う方法については、エージェントのセットアップ
を参照してください。

c)エージェントが Windows サービスとして実行されるように変更し、 Windows サービス・ツールの
エージェント・サービスの 「開始タイプ」 フィールドを 「手動」に設定して、 Windows の再始動
時に自動的に開始されないように構成します。
詳しくは、Windows サービスとしての MFT エージェントの開始を参照してください。

d)二次マシン上で、シナリオ 1のステップ 799 ページの『2』およびステップ 799 ページの『3』を繰
り返します。
これにより、クラスター内のもう一方のマシンにも、ログやプロパティーなどのためのファイル構造
が存在するようになります。 手順 799 ページの『2』 のキュー・マネージャー・オブジェクトの作
成は行う必要がないので注意してください。

e) 1 次マシンで、エージェントを「汎用サービス」として MSCS の制御対象に追加します。
そのためには、次のようにします。
a.クラスターを右クリックし、「役割」->「リソースの追加」->「汎用サービス」を選択します。
b. Windows サービスのリストから、エージェント・サービスを選択し、「次へ」をクリックして構
成ウィザードを実行します。

これで、エージェント・サービスが MSCS リソースとして追加されました。 フェイルオーバーが発
生した場合は、もう一方のマシン上でエージェント・サービスが開始されます。

シナリオ 2: エージェント・キュー・マネージャーとエージェントを MSCS リソースとして構成する
• エージェント・キュー・マネージャーおよびエージェントを MSCS リソースとして構成するには、以下
の手順を実行します。
a) MSCS リソースとして実行するようにエージェント・キュー・マネージャーを構成します。
この方法については、508 ページの『MSCS 制御下にキュー・マネージャーを置く』を参照してくだ
さい。

b)クラスター内の 1 次マシン上にエージェントを作成します。
このエージェントは、BINDINGS トランスポートを使用してエージェント・キュー・マネージャーに
接続するように構成する必要があります。 キュー・マネージャー上にこのエージェントのためのす
べてのオブジェクトを作成してください。 これを行う方法については、エージェントのセットアッ
プを参照してください。

c)エージェントが Windows サービスとして実行されるように変更し、 Windows サービス・ツールの
エージェント・サービスの 「開始タイプ」 フィールドを 「手動」に設定して、 Windows の再始動
時に自動的に開始されないように構成します。
詳しくは、Windows サービスとしての MFT エージェントの開始を参照してください。

d) (MSCS 制御下にある) エージェント・キュー・マネージャーが 2 次マシンで実行されていることを確
認します。
このマシンに作成するエージェントは、BINDINGS トランスポートを使用してキュー・マネージャー
に接続するので、エージェントの作成時にキュー・マネージャーが使用可能でなければなりません。

e)二次マシン上で、シナリオ 2のステップ 799 ページの『2』およびステップ 799 ページの『3』を繰
り返します。
これにより、クラスター内のもう一方のマシンにも、ログやプロパティーなどのためのファイル構造
が存在するようになります。 手順 799 ページの『2』 のキュー・マネージャー・オブジェクトの作
成は行う必要がないので注意してください。

f)エージェントを「汎用サービス」として MSCS の制御対象に追加します。
そのためには、次のようにします。
a.クラスターを右クリックし、「役割」->「リソースの追加」->「汎用サービス」を選択します。
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b. Windows サービスのリストから、エージェント・サービスを選択し、「次へ」をクリックして構
成ウィザードを実行します。

g)エージェント・サービスのリソース・プロパティーを変更して、依存関係リストにキュー・マネージ
ャー・リソースを追加します。
これにより、エージェントが開始される前にキュー・マネージャー・リソースが開始されるようにな
ります。

h)キュー・マネージャー・リソースをオフラインにしてから、エージェント・リソースをオンラインに
します。 キュー・マネージャー・リソースとエージェントの両方が開始されていることを確認して
ください。
フェイルオーバーが発生した場合は、エージェント・サービスとエージェント・キュー・マネージャ
ーが 2 次マシン上で開始されます。

Managed File Transfer での高可用性エージェント
MFT の標準エージェントまたはブリッジ・エージェントを高可用性 (HA) 構成で実行するように構成できま
す。 HA セットアップには、同じ構成のエージェント・インスタンスのペアが必要です。 あるマシンで一
方のインスタンスを実行し、別のマシンでもう一方のインスタンスを実行します。 両方のインスタンスを、
同じエージェント・キュー・マネージャーに接続するように構成します。

概要
アクティブ・インスタンス と呼ばれる一方のインスタンスのみがファイル転送を処理します。スタンバ
イ・インスタンス と呼ばれるもう一方のインスタンスは、一部初期化状態にあり、ファイル転送を処理で
きません。
アクティブ・インスタンスで障害が発生するか、アクティブ・インスタンスがキュー・マネージャーへの
接続を失うと、スタンバイ・インスタンスが 初期化を実行してアクティブになり、ファイル転送の処理を
開始します。 アクティブ・インスタンスが最後に確認されたチェックポイントから再開されなかったとき
に進行中であった未完了の転送。
次の図は、アクティブ・エージェントとスタンバイ・エージェントの一般的な構成を示しています。

注 :
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1. 2 台の別々のマシンでエージェントのインスタンスが 1 つずつ実行されます。それらのインスタンスの
一方が アクティブ・インスタンスで、もう一方がスタンバイ・インスタンスです。

2.エージェントの各インスタンスは別々のマシンで実行されます。一方のインスタンスはアクティブ・イ
ンスタンスで、もう一方のインスタンスはスタンバイ・インスタンスです。

3.エージェントの両方のインスタンス間で、一式の同じエージェント・キューが共有されます。
4.管理対象転送を実行するには、エージェントの両方のインスタンスが同じ共有ファイル・システムにア
クセスする必要があります。

アクティブ/スタンバイのエージェント・インスタンスのメカニズムは、ある共有リソースに対するロック
を取得することで機能します。 その共有リソースに対するロックを取得したエージェント・インスタンス
がアクティブ・インスタンスになり、 もう一方のインスタンス (ロックを取得できなかったインスタンス)
がスタンバイ・インスタンスになります。
この共有リソースとは、新しいキュー SYSTEM.FTE.HA.<agent name> のことです。 このキューは、
IBM MQ 9.1.4 以降のエージェントの構成時に自動的に作成されます。

プロセスの仕組み
HA エージェントを作成するには、2 台のマシンで同じ構成パラメーターを使用してエージェントを作成し
ます。 そのためには、agent.properties ファイル内の highlyAvailable エージェント・プロパティ
ー を true に設定し、追加の -x パラメーターを使用して コマンド fteCreateAgent または
fteCreateBridgeAgent を実行します。
注 :

• 両方の構成が同じエージェント・キュー・マネージャーを指している必要があります。
• 必要なエージェント・キューは、エージェント・キュー・マネージャーで一度だけ作成する必要がありま
す。

-x パラメーターについて詳しくは、 fteCreateAgent コマンドを参照してください。
highlyAvailable エージェント・プロパティーについて詳しくは、 agent.properties ファイルを参
照してください。
注 : fteCreateAgent コマンドまたは fteCreateBridgeAgent コマンドのいずれかを実行すると、エ
ージェント・キュー・マネージャーおよび SYSTEM.FTE.HA.agent name キューに IBM MQ オブジェク
トを作成するために必要なスクリプトを含む MQSC ファイルが作成されます。 この MQSC ファイルは、
-x パラメーターを指定するかどうかに関係なく作成されます。
高可用性エージェント構成の作成中に、 fteCreateAgent コマンドまたは fteCreateBridgeAgent コ
マンドは、 SYSTEM.FTE/Agents/agent name トピックにサブスクライブすることによって、他の場所
に存在する同じエージェントのインスタンスの存在を検査します。 同じエージェントのインスタンスが検
出された場合は、どちらのコマンドでも、必要な構成がファイル・システムに作成されますが、 エージェ
ントの作成が再発行されることはありません。
エージェントが HA モードで始動するときの動作:

1.エージェントは、排他的 GETモードで SYSTEM.FTE.HA.agent nameキューを開こうとします。
2.エージェントが SYSTEM.FTE.HA.agent nameキューを正常にオープンすると、これがエージェント
のアクティブ・インスタンスになり、さらに起動プロセスが続行されます。

3.排他的 GETモードで SYSTEM.FTE.HA.agent nameキューを開こうとするが、
MQRC_OBJECT_IN_USE理由コードで失敗した場合は、他の場所で実行されているエージェントのアク
ティブ・インスタンスが既に存在していることを意味します。 そのため、このインスタンスはエージェ
ントのスタンバイ・インスタンス になります。
スタンバイ・インスタンスは、指定された間隔で SYSTEM.FTE.HA.agent name キューを開こうとし
ます。 この目的のために、追加のエージェント・プロパティー standbyPollInterval が
agent.properties ファイル内に用意されています。
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デフォルト値を使用すると、スタンバイ・インスタンスは 5秒ごとに SYSTEM.FTE.HA.agent name
キューを開こうとします。 これは、インスタンスが SYSTEM.FTE.HA.agent name キューのオープン
に成功するか、 または fteStopAgent コマンドを使用して停止されるまで繰り返されます。
また、 standbyPollInterval プロパティーは、すべてのインスタンスが、エージェント・キュー・
マネージャーから切断された場合に再接続を試行する間隔を決定するためにも使用されます。

複数のスタンバイ・インスタンス
すべてのスタンバイ・インスタンスは、排他的 GETモードで SYSTEM.FTE.HA.agent nameキューを取
得しようとし、アクティブ・インスタンスが失敗した後に正常に実行されたインスタンスがアクティブ・
インスタンスになります。
アクティブ・インスタンスは、既知のすべてのスタンバイ・インスタンスの情報を維持し、その情報をエ
ージェント状況のパブリケーションに含めてパブリッシュします。 fteShowAgentDetailsコマンド、エ
ージェントの GETREST API 応答、および IBM MQ ExplorerMFTプラグインの出力は、すべてのスタンバ
イ・インスタンスに関する情報を表示します。
詳しくは、fteShowAgentDetails コマンドの出力例、およびエージェントの GET REST API の応答を参
照してください。
XML 形式のエージェント状況情報の例については、MFT エージェントの状況メッセージを参照してくださ
い。

バージョンの要件
アクティブ・エージェントとスタンバイ・エージェントは、IBM MQ 9.1.4 以上でなければなりません。

重要 :

• IBM MQ 9.1.4 より前のバージョンの IBM MQ を高可用性モードで構成または開始することはで
きません。

• アクティブ・インスタンスとスタンバイ・インスタンスの両方で、同じバージョンのコードを実
行する必要があります。

アクティブ・インスタンスとスタンバイ・インスタンスのバージョンが検証され、両方のインスタンスが
同じバージョンであることが確認されます。 一時動的キューが、インスタンス間の通信に使用されます。
agent.properties ファイルに定義されている 2 つのエージェント・プロパティー
dynamicQueuePrefix および modelQueueNameは、一時動的キューの名前を生成します。
Managed File Transfer の高可用性エージェントを使用するために必要な情報
高可用性構成で実行されている標準またはブリッジの MFT エージェントについて知っておく必要がある
さまざまなタイプの情報があります。 このような情報には、例えば、エージェントのさまざまな開始方法、
ログ・ファイルでのエージェントのインスタンスの特定方法、 エージェントの状況情報などがあります。

エージェントの開始
エージェントのインスタンスが他の場所で非 HA モードで実行されている
HA エージェントとして構成されていないエージェントの別のインスタンスを開始しようとすると、まず、
SYSTEM.FTE.HA.agent name キューでロックを取得できるかどうかがチェックされます。
他のインスタンスが非 HA モードで開始されたため、SYSTEM.FTE.HA.agent name キューのロックはこ
のインスタンスによって取得されます。 エージェントは初期化を続けますが、 コマンド・キューが別のイ
ンスタンスによって排他的に開かれているために、その後の時点で失敗します。
この場合、以下の例に示されているメッセージは、エージェントの output0.logファイルに記録され、
エージェントは 30 秒ごとにコマンド・キューをオープンし続けます:

BFGMQ1045I: Agent's system queue 'SYSTEM.FTE.COMMAND.SRC' is configured as either NOSHARE or 
DEFSOPT (SHARED)。
BFGAG0035W: The agent received MQI reason code 2042 when trying to open queue 
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'SYSTEM.FTE.COMMAND.SRC' on the queue manager 'MFTHAQM' with connection name 'localhost(1414)' 
and channel 'MFT_HA_CHN'.  The agent will try the operation again every 30 seconds.

エージェントのインスタンスが他の場所で HA モードで実行されている
HA エージェントとして構成されていないエージェントの別のインスタンスを開始しようとすると、まず、
SYSTEM.FTE.HA.agent name キューでロックを取得できるかどうかがチェックされます。
もう一方のインスタンスはアクティブ・インスタンスとして実行されているので、ロックを取得する試行
は失敗します。 インスタンスの開始に失敗し、以下のエラー・メッセージがエージェントの output0.log
ファイルに記録されます:

BFGAG0194E: An instance of this agent is already running elsewhere. 
Hence this instance cannot continue and will end.

Windows サービスとしてのエージェントの開始
Windows では、エージェントを Windows サービスとして 開始できます。
開始時に、Windows は、MFT エージェントを通常モードまたは HA モードで開始します。 エージェントを
HA モードで実行するように構成した場合、そのサービスは、どのインスタンスが先にロックを取得したか
に応じて アクティブ・インスタンスまたはスタンバイ・インスタンスとして実行されます。

ログ・ファイルでのエージェントのインスタンス・タイプの特定
情報メッセージは、インスタンスのタイプを示すためにエージェントの output0.logファイルに書き込
まれます。 エージェント・インスタンスがアクティブ・インスタンスとして開始すると、次のメッセージ
が書き込まれます。
BFGAG0193I: The agent has successfully initialized as an active instance.

エージェント・インスタンスがスタンバイ・インスタンスとして開始すると、次のメッセージが書き込ま
れます。
BFGAG0193I: The agent has successfully initialized as a standby instance.

エージェント状況の更新
同じエージェントの 2 つのインスタンスが実行されるので、両方のインスタンスに関する情報を エージェ
ント状況のパブリッシュに含める必要があります。
アクティブ・インスタンスが、両方のインスタンスの状況をパブリッシュするインスタンスであることに
注意してください。
スタンバイ・インスタンス
エージェント状況のパブリッシュ中に、アクティブ・インスタンスはスタンバイ・インスタンスのパブリ
ケーションの経過時間を検査します。
この目的のために、agent.propertiesファイルには 2つの追加プロパティーがあります:

• standbyStatusExpiry は、スタンバイ状況メッセージをエージェントのコマンド・キューに書き込む
ための有効期限です。 エージェントのアクティブ・インスタンスがこの期間内にこのメッセージを処理
しない場合、 メッセージは失効します。
デフォルトでは、standbyStatusExipry の値は 30 秒です。 このメッセージは、スタンバイ状況メッ
セージに対する転送要求の優先順位処理を可能にする、低優先順位、9 メッセージでもあります。

• standbyStatusPublishInterval は、スタンバイ・インスタンスがその状態をパブリッシュする頻度
を設定します。
アクティブ・インスタンス
アクティブ・インスタンスは、スタンバイ・インスタンスからの状況の更新を処理するために次のことを
実行します。
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1. SYSTEM.FTE.COMMAND.<agent name>キューからメッセージを取得し、メッセージ処理をワーカー・
スレッドに委任します。

2.ワーカー・スレッドは、メッセージ本文から内容を取得し、スタンバイ・インスタンスの情報を反映し
てエージェント状況オブジェクトを更新し、 エージェント状況パブリッシャーに、状況をパブリッシュ
するように通知します。

3.エージェント状況パブリッシャーが状況をパブリッシュします。
ここで最適化が実行されて、スタンバイの状況情報がキャッシュに入れられることに注意してくださ
い。 要求されると、エージェント状況パブリッシャーは新しい状況をキャッシュされている状況と比較
し、 相違がある場合にのみパブリッシュします。

次の図は、アクティブ・インスタンスまたはスタンバイ・インスタンスが、エージェントの状況をパブリ
ッシュするためにたどる フローを示しています。

スタンバイ・インスタンス

共有ロックを待機

以下を使用してキャッシュを更新
最新情報

スタンバイ
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アクティブ・インスタンス
コマンド・ハンドラー
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SYSTEM.FTE
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高可用性エージェントのインスタンスの破棄、フェイルオーバー、および保守
高可用性の Managed File Transfer インスタンスはさまざまな状況で破棄されたり、障害が発生したりする
可能性があります。その場合は、保守が必要になることがあります。

スタンバイ・インスタンス状況の破棄
アクティブ・インスタンスが転送でビジー状態であるためにスタンバイ・インスタンスの状況メッセージ
を処理できない状況や、 スタンバイ・インスタンスが障害あるいは何らかの理由で状況メッセージをパブ
リッシュしていない状況などがあります。
このようなシナリオでは、スタンバイ・インスタンスの存在を認識していたアクティブ・エージェントは、
agent.properties ファイルの standbyStatusDiscardTime プロパティーで指定された値だけ待機
してから、スタンバイ・インスタンスをリストから削除します。 このプロパティーのデフォルト値は 600
秒で、standbyStatusPublishInterval プロパティーのデフォルト値の 2 倍です。

インスタンスの通常のフェイルオーバー
通常のフェイルオーバーを実行するには、 -i オプションを指定して fteStopAgent コマンドを使用する
必要があります。
これにより、アクティブ・インスタンスが即時に停止されます。 エージェントを停止するときに -i オプ
ションを指定しないと、 進行中のすべての転送をアクティブ・インスタンスが完了するまで、エージェン
トは実行し続けます。 したがって、フェイルオーバーに時間がかかる可能性があります。
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未完了の転送は、既知の最後のチェックポイントから再開されます。

他の状況でのインスタンスのフェイルオーバー
アクティブ・インスタンスが正常でない方法で終了した場合、またはマシン全体で障害が発生した場合は、
エージェント・キューへの接続が切断され、キュー・マネージャーは、SYSTEM.FTE.HA.<agent name>
キューを含め、開かれているすべてのキューおよび接続をクローズします。
このため、スタンバイ・インスタンスは排他的 GET を獲得して、エージェント初期化の残りの処理を実行
します。
この場合も、未完了の転送はすべて、既知の最後のチェックポイントから再開されます。

キュー・マネージャーへの接続が切断された場合
クライアント・モード
エージェント・プロセスは、複数のスレッドから構成されます。 デフォルトのスレッド以外に、例えばエ
ージェント状況を一定間隔でパブリッシュするスレッドや、各転送要求を処理して転送が完了すると終了
する一連のスレッドなどがあります。
これらのスレッドの多くは、エージェント・キュー・マネージャーに接続して、メッセージの書き込みと
読み取りを行います。 これらの接続のいずれかが、ネットワークの問題またはキュー・マネージャーの障
害が原因で切断される可能性があります。 接続の切断の問題を検出したスレッドは、メイン・スレッドに
リカバリーを開始するように通知してから終了します。
次に、メイン・スレッドは別のスレッドを起動して、キュー・マネージャーへの接続が確立されるのを待
ちます。 再接続されると、エージェントに対する排他的 GET を獲得しようとします。 それが成功した場
合、エージェントはリカバリーを続行して完了し、アクティブ・インスタンスになります。 排他的 GET の
獲得に失敗した場合、インスタンスはスタンバイになります。
バインディング・モード
バインディング・モードで接続する場合、エージェントが接続を失うと、エージェント・プロセスは終了
します。 プロセス・コントローラーが、エージェントの再始動を行います。 再始動したエージェントは、
そのエージェント自体に対する排他的 GET を獲得しようとします。
エージェントが成功した場合、そのエージェントはアクティブ・インスタンスになり、そうでない場合は
スタンバイ・インスタンスになります。

保守レベルのアップグレードの適用
高可用性エージェントに保守を適用するための手順は、複数インスタンス・キュー・マネージャーについ
て説明している手順と似ています。 詳しくは、 Windows上の複数インスタンス・キュー・マネージャーへ
の保守レベルのアップデートの適用 、 AIX上の複数インスタンス・キュー・マネージャーへの保守レベル
のアップデートの適用、または Linux上の複数インスタンス・キュー・マネージャーへの保守レベルのアッ
プデートの適用を参照してください。
保守を適用する前に、保守レベルを適用するマシンで実行されているエージェントを停止する必要があり
ます。 アクティブ・インスタンスを更新する場合、転送を継続するには、アクティブ・インスタンスをス
タンバイ・インスタンスにフェイルオーバーする必要があります。
アップグレードが完了したら、エージェント・インスタンスを開始し、現行のアクティブ・インスタンス
をアップグレード済みのインスタンスにフェイルオーバーしてから、 スタンバイ・インスタンスをアップ
グレードする必要があります。

旧バージョンの製品からのエージェントのマイグレーション
IBM MQ 9.1.4 より前のバージョンの IBM MQ からマイグレーションされたエージェントは、非高可用性と
して実行されます。 旧バージョンからの Managed File Transfer エージェントの移行の手順に従って、それ
らを高可用性モードで実行できます。
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MFT ロガーの構成
Managed File Transfer は、ファイルを転送時に、調整キュー・マネージャーのトピックに対して、処置に
関する情報をパブリッシュします。 データベース・ロガーは、Managed File Transfer のオプションのコン
ポーネントです。このコンポーネントを使用して、分析および監査のために、この情報をデータベースに
コピーできます。
ロガーには以下の 3 つのバージョンがあります。
• スタンドアロン・ファイル・ロガー
• スタンドアロン・データベース・ロガー
• Java Platform, Enterprise Edition (Java EE) ロガー

IBM i のロガー
Managed File Transfer ロガーは IBM i プラットフォームではサポートされません。

スタンドアロン・ファイル・ロガー
スタンドアロン・ファイル・ロガーは、調整キュー・マネージャーをホストするシステム、または調整キ
ュー・マネージャーに接続されているキュー・マネージャーをホストするシステムで実行される Java プロ
セスです。 スタンドアロン・ファイル・ロガーは、IBM MQ バインディングを使用して、関連付けられて
いるキュー・マネージャーに接続します。 スタンドアロン・ロガーは、fteCreateLogger コマンドを使
用して作成します。

スタンドアロン・ファイル・ロガーを Windows サービスとして実行して、Windows セッシ
ョンからログオフするときにもファイル・ロガーが継続して実行するようにできますし、システムが再始
動したときに自動的に開始されるように構成できます。 詳しくは、807 ページの『MFT スタンドアロン・
ファイル・ロガーのインストール』を参照してください。
以下のプラットフォーム上では、スタンドアロン・ファイル・ロガーはサポートされていません。
• z/OS

• IBM i

スタンドアロン・データベース・ロガー
スタンドアロンのデータベース・ロガーは、キュー・マネージャーおよびデータベースをホストするシス
テム上にインストールする、Java アプリケーションです。 スタンドアロン・データベース・ロガーは多く
の場合、調整キュー・マネージャーと同じシステムにインストールされますが、調整キュー・マネージャ
ーに接続されているキュー・マネージャーと同じシステムにインストールすることもできます。 スタンド
アロン・データベース・ロガーは、IBM MQバインディングを使用して、関連するキュー・マネージャーに
接続し、タイプ 2またはタイプ 4の JDBCドライバーを使用して、Db2または Oracleデータベースに接続
します。 スタンドアロン・データベース・ロガーはキュー・マネージャーの XA サポートを使用して、キ
ュー・マネージャーとデータベース両方のグローバル・トランザクションを調整してデータを保護するた
め、これらのタイプの接続が必要になります。

Windows システムを使用している場合、スタンドアロン・ロガーを Windows サービスとし
て実行でき、Windows セッションからログオフするときにもロガーを継続して実行するようにできます。
詳しくは、スタンドアロン・データベース・ロガーのトピック 815 ページの『MFT スタンドアロン・デ
ータベース・ロガーのインストール』を参照してください。

806  IBM MQ の構成



Java EE データベース・ロガー
Java EE データベース・ロガーは、アプリケーション・サーバーにインストールするための EAR ファイル
として用意されています。 データベースロガーは他のエンタープライズアプリケーションと一緒に管理で
きるため、既存の Java EEアプリケーションサーバー環境を利用できる場合は、スタンドアロンの Java EE
データベースロガーを使用するよりも便利です。 IBM MQ サーバーおよびデータベースをホストするシス
テムとは別のシステムに Java EE データベース・ロガーをインストールすることもできます。 Java EE デー
タベース・ロガーは Db2 および Oracle データベースでの使用がサポートされています。 Java EE データベ
ース・ロガーは、 WebSphere Application Server 7.0にインストールされている場合、 Oracle Real
Application Clusters もサポートします。
ロガーの構成方法については、以下のトピックを参照してください。
• 807 ページの『MFT スタンドアロン・ファイル・ロガーのインストール』
• 815 ページの『MFT スタンドアロン・データベース・ロガーのインストール』
• 819 ページの『MFT 用の Java EE データベース・ロガーのインストール』
関連タスク
816 ページの『リモート・データベースでの MFT の使用』
Managed File Transfer のロガーを使用して、リモート・システムのデータベースと通信できます。
関連資料
MFT ロガーのエラー処理とメッセージ拒否
MFT ロガーの構成プロパティー

MFT スタンドアロン・ファイル・ロガーのインストール
スタンドアロン・ファイル・ロガーは、 IBM MQ バインディング・モードまたはクライアント・モードを
使用して調整キュー・マネージャーに接続できる Java プロセスです。 スタンドアロン・ファイル・ロガー
を定義するには、 fteCreateLogger コマンドを使用して、このトピックのステップに従います。

このタスクについて
スタンドアロン・ファイル・ロガーについて詳しくは、806 ページの『MFT ロガーの構成』を参照してく
ださい。 このトピックの手順では、調整キュー・マネージャーに接続するようにロガーを構成します。 代
替ロガー構成については、 818 ページの『MFT スタンドアロン・ロガーの代替構成』を参照してくださ
い。
以下のプラットフォーム上では、スタンドアロン・ファイル・ロガーはサポートされていません。
• z/OS

• IBM i

手順
1. Managed File Transfer Logger コンポーネントがインストールされていることを確認します。 詳しく
は、Managed File Transfer 製品のオプションを参照してください。

2.調整キュー・マネージャーを指定し、パラメーター -loggerType を FILE に設定して
fteCreateLogger コマンドを実行し、スタンドアロン・ファイル・ロガーを作成します。
詳しくは、fteCreateLogger を参照してください。

3.オプション: カスタム・フォーマットを使用する場合は、fteCreateLogger コマンドで作成された
XML ファイルを変更できます。 ログ・フォーマット定義は FileLoggerFormat.xml ファイルに配置
されます。
詳細については、808 ページの『MFT スタンドアロン・ファイル・ロガー・フォーマット』を参照し
てください。

4. fteCreateLogger コマンドによって提供される MQSC コマンドを調整キュー・マネージャーに対し
て実行して、ロガー・キューを作成します。
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5.ロガー・プロセスを実行するユーザーを識別し、そのユーザーの権限を構成します。
詳細については、814 ページの『MFT スタンドアロン・ファイル・ロガーのユーザー・アクセス権限
の構成』を参照してください。

6.オプション: fteCreateLogger コマンドの実行時に作成された logger.properties ファイルを
編集して、スタンドアロン・ファイル・ロガーをさらに構成します。
このファイルは、キーと値のペアで構成されている Java プロパティー・ファイルです。
logger.properties ファイルは、MQ_DATA_PATH/mqft/config/coordination_qmgr_name/
loggers/logger_name ディレクトリーにあります。 使用可能なプロパティーとそれらの効果の詳
細については、MFT ロガーの構成プロパティーを参照してください。

7.
オプション: Windows システムを使用している場合は、スタンドアロン・ファイル・ロガーを Windows
サービスとして実行します。
-s パラメーターを指定して、fteModifyLogger コマンドを実行します。 詳しくは、fteModifyLogger
を参照してください。

8. fteStartLogger コマンドを使用してスタンドアロン・ファイル・ロガーを開始します。
詳しくは、fteStartLogger を参照してください。
前のステップを実行し、 -s パラメーターを指定した fteModifyLogger コマンドを Windowsで使用
した場合、スタンドアロン・ファイル・ロガーは Windows サービスとして開始されます。

9.ロガー出力を確認します。 スタンドアロン・ファイル・ロガーによって 2 タイプの出力 (ファイル転送
監査データおよびロガー診断データ) が生成されます。
ファイル転送監査データは、MQ_DATA_PATH/mqft/logs/coordination_qmgr_name/loggers/
logger_name/logsで見つけることができます。 ロガー診断データは、 MQ_DATA_PATH/mqft/
logs/coordination_qmgr_name/loggers/logger_nameにあります。

10. fteStopLogger コマンドを使用してロガーを停止します。
詳しくは、fteStopLogger を参照してください。

タスクの結果
関連タスク
814 ページの『MFT スタンドアロン・ファイル・ロガーのユーザー・アクセス権限の構成』
テスト環境では、通常のユーザー・アカウントに必要な、任意の特権を新たに追加できます。 実稼働環境
では、ジョブを実行するために必要な最小限の許可を備えた新しいユーザーを作成することをお勧めしま
す。
関連資料
MFT ロガーの構成プロパティー
fteStartLogger (MFT ロガーの開始)
fteCreateLogger (MFT ファイルまたはデータベース・ロガーの作成)
fteModifyロガー ( Windows サービスとしての MFT ロガーの実行)
fteStopLogger (MFT ロガーの停止)
808 ページの『MFT スタンドアロン・ファイル・ロガー・フォーマット』
ファイル・ロガーによって、書き込まれるメッセージ情報のフォーマットは、FileLoggerFormat.xml
ファイルで定義することができます。
MFT ロガーの権限

MFT スタンドアロン・ファイル・ロガー・フォーマット
ファイル・ロガーによって、書き込まれるメッセージ情報のフォーマットは、FileLoggerFormat.xml
ファイルで定義することができます。
ロガーの構成ディレクトリーは、MQ_DATA_PATH/mqft/config/coordination_qmgr_name/
loggers/logger_nameにあります。 新規ファイル・ロガーを作成すると、そのファイル・ロガーによっ
て使用されるデフォルトの定義セットが含まれたバージョンのファイルが作成されます。 デフォルトのロ
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グ・フォーマット定義について詳しくは、MFT スタンドアロン・ファイル・ロガーのデフォルトのログ・
フォーマットを参照してください。
独自のカスタムログフォーマットを指定する場合は、FileLoggerFormat.xmlファイルを編集します。

カスタム・ログ・フォーマット定義
ログ・フォーマット定義には、メッセージ・タイプのセットと各メッセージ・タイプのフォーマット定義
が含まれています。 メッセージ・タイプのフォーマット定義は、XPATH フォーマットで指定されている挿
入項目と各挿入項目を分離する分離文字で構成されます。 挿入項目の配列によって、ログ・ファイルに出
力される行中の内容の配列が決まります。 例えば、callStarted メッセージ・タイプの定義は次のよう
になります。
<callStarted>
  <format>
    <inserts>
      <insert type="user"   width="19" ignoreNull="false">/transaction/action/
       @time</insert>
      <insert type="user"   width="48" ignoreNull="false">/transaction/@ID</insert>
      <insert type="system" width="6"  ignoreNull="false">type</insert>
      <insert type="user"   width="0"  ignoreNull="false">/transaction/agent/
       @agent</insert>
      <insert type="user"   width="0"  ignoreNull="false">/transaction/agent/@QMgr</insert>
      <insert type="user"   width="0"  ignoreNull="false">/transaction/job/name</insert>
      <insert type="user"   width="0"  ignoreNull="true">/transaction/transferSet/
       call/command/@type</insert>
      <insert type="user"   width="0"  ignoreNull="true">/transaction/transferSet/
      call/command/@name</insert>
      <insert type="system" width="0"  ignoreNull="true">callArguments</insert>
    </inserts>
    <separator></separator>
  </format>
</callStarted>

このフォーマットでは、ログ・ファイルの行が次のように作成されます。

2011-11-25T10:53:04;414d5120514d5f67627468696e6b20206466cf4e20004f02;[CSTR];
  AGENT1;AGENT_QM;Managed Call;executable;echo;call test;

フォーマット定義では、各情報がログ・ファイルの行中に出現する順序で挿入項目が指定されます。
FileLoggerFormat.xmlファイルの形式を定義する XMLスキーマについての詳細は、スタンドアロン・
ファイル・ロガー XSDを参照してください。

メッセージ・タイプ
FTE エージェントは、複数の異なるメッセージ・タイプを SYSTEM.FTE/Log サブトピックに書き込みま
す。 詳しくは、 SYSTEM.FTE トピック。 ログ・ファイル定義には、次のようなメッセージ・タイプのフォ
ーマット定義を含めることができます。

callCompleted
callStarted
monitorAction
monitorCreate
monitorFired
notAuthorized
scheduleDelete
scheduleExpire
scheduleSkipped
scheduleSubmitInfo
scheduleSubmitTransfer
scheduleSubmitTransferSet
transferStarted
transferCancelled
transferComplete
transferDelete
transferProgress
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メッセージのフォーマットはそれぞれ異なるものにすることができます。 大部分のメッセージ・タイプで
は、SYSTEM.FTE/Log サブトピックからコンシュームされるログ・メッセージごとに 1 行がログ・ファイ
ルに書き込まれます。 この場合、ログ・フォーマット定義内の XPATH アドレスは、メッセージのルートか
らの相対アドレスで指定する単純なものになります。 この方式で出力が書き込まれるのは、次のメッセー
ジ・タイプの場合です。

callCompleted
callStarted
monitorAction
monitorCreate
monitorFired
notAuthorized
scheduleDelete
scheduleExpire
scheduleSkipped
scheduleSubmitInfo
scheduleSubmitTransfer
transferStarted
transferCancelled
transferComplete
transferDelete

ログ・メッセージの書き込みに使用される他の方式では、ログ・メッセージ内の 1 つの転送セットの項目
を表すのに、複数の行を使用します。 この場合、指定されるフォーマットは、ログ・メッセージ内の転送
セットの各項目に適用されます。 転送セット内の各項目に固有の情報を組み込むには、その項目を XPATH
のルートとして XPATH を指定する必要があります。 この方式で出力が書き込まれるのは、次のメッセー
ジ・タイプの場合です。
scheduleSubmitTransferSet
transferProgress

転送セットの項目ごとに出力が 1 行書き込まれます。 転送セット内のすべての項目で固定にする情報につ
いては、ログ・メッセージのルートからの相対 XPATH アドレスを使用することができます。 次の
transferProgress フォーマット定義の簡単な例では、タイム・スタンプと転送 ID が固定されます。 項
目をルートとして相対で指定される情報の内容は、書き込まれる行によって異なります。 この例では、項
目ごとにソースと宛先のファイル情報が書き込まれます。
<transferProgress>
      <format>
        <inserts>
          <insert type="user"   width="19" ignoreNull="false">/transaction/action/
           @time</insert>
          <insert type="user"   width="48" ignoreNull="false">/transaction/@ID</insert>
          <insert type="system" width="6"  ignoreNull="false">type</insert>
          <insert type="user"   width="3"  ignoreNull="true">status/@resultCode</insert>
          <insert type="user"   width="0"  ignoreNull="false">source/file | 
           source/queue</insert>
          <insert type="user"   width="0"  ignoreNull="false">source/file/@size | 
           source/queue/@size</insert>
          <insert type="user"   width="5"  ignoreNull="true">source/@type</insert>
          <insert type="user"   width="6"  ignoreNull="true">source/@disposition</insert>
          <insert type="user"   width="0"  ignoreNull="false">destination/file | 
            destination/queue</insert>
          <insert type="user"   width="0"  ignoreNull="false">destination/file/@size |
            destination/queue/@size</insert>
          <insert type="user"   width="5"  ignoreNull="true">destination/@type</insert>
          <insert type="user"   width="9"  ignoreNull="true">destination/@exist</insert>
          <insert type="user"   width="0"  ignoreNull="true">status/supplement</insert>
        </inserts>
        <separator></separator>
      </format>
    </transferProgress>

この例では、次のように、このフォーマットで 1 行以上のログ・ファイル・エントリーが作成されます。

2011-11-25T13:45:16;414d5120514d5f67627468696e6b20206466cf4e20033702;[TPRO];0  
  ;/src/test1.file;3575;file;leave ;/dest/test1.file;3575;file;overwrite;;
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2011-11-25T13:45:16;414d5120514d5f67627468696e6b20206466cf4e20033702;[TPRO];0  
  ;/src/test2.file;3575;file;leave ;/dest/test2.file;3575;file;overwrite;;

挿入のフォーマット
メッセージ・タイプのフォーマットを定義する際に使用可能な挿入タイプは、user と system の 2 つがあ
ります。 挿入タイプは、insert エレメントの type 属性で定義します。 どちらの挿入タイプも、insert エ
レメントの width 属性および ignoreNull 属性を使用してレイアウトをカスタマイズすることができま
す。 以下に例を示します。

<insert type="user" width="48" ignoreNull="false">/transaction/@ID</insert>

この例では、挿入はログメッセージで/transaction/@ID見つかった情報を取り、ログに書き込む前に
48文字にトリミングまたはパッドします。 /transaction/@ID の内容がヌルの場合、ignoreNull 属性
が false に設定されているため、48 文字になるように埋め込みが行われてからヌル・ストリングが書き
込まれます。 ignoreNull が true に設定されている場合には、48 文字になるように埋め込まれた空スト
リングが書き込まれます。 width="0"を設定すると、列の幅がトリムされないことを意味します。幅が 0に
トリムされることではない。 この方法で ignoreNull属性を使用して、予期しないときに、NULLが検出
された場合にログを検出することができます。 これは、新しいログ・ファイル定義のデバッグを行う際に
役立つ場合があります。

ユーザー定義の挿入
ユーザー定義の挿入には、その挿入で書き込まれる情報の XPATH アドレスが含まれます。 このアドレス
は、FTE ログ・メッセージ内の情報の一部を参照します。 ログ・メッセージのフォーマットについて詳し
くは、以下を参照してください。
• ファイル転送ログ・メッセージ・フォーマット
• スケジュール済みファイル転送ログ・メッセージ・フォーマット
• MFT モニター・ログ・メッセージ・フォーマット

システム定義の挿入
システム定義の挿入には、ログ・メッセージ内にない情報、または XPATH 言語では定義するのが容易でな
い情報のいずれかの情報の一部を参照するキーワードが含まれます。
システム定義の挿入では、以下のものがサポートされています。
• type - ログ・メッセージのタイプを、短形式で書き込みます。
• callArguments - 管理対象呼び出しに提供する引数のセットを、スペースで分離したフォーマットで書
き込みます。

• transferMetaData - 転送に定義されたメタデータ・エントリーのセットを、key=value をコンマで区
切った形式で記述します。
次の表では、メッセージ・タイプごとに、システム定義の挿入の「type」値をリストします。
表 51. サポートされるメッセージ・タイプとそれらの「type」システム挿入の要約
メッセージ・タイプ 「type」システム挿入の値
callCompleted [CCOM]

callStarted [CSTR]

monitorAction [MACT]

monitorCreate [MCRT]
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表 51. サポートされるメッセージ・タイプとそれらの「type」システム挿入の要約 (続き)

メッセージ・タイプ 「type」システム挿入の値
monitorFired [MFIR]

notAuthorized [AUTH]

scheduleDelete [SDEL]

scheduleExpire [SEXP]

scheduleSkipped [SSKP]

scheduleSubmitInfo [SSIN]

scheduleSubmitTransfer [SSTR]

scheduleSubmitTransferSet [SSTS]

transferStarted [TSTR]

transferCancelled [TCAN]

transferComplete [TCOM]

transferDelete [TDEL]

transferProgress [TPRO]

関連資料
MFT スタンドアロン・ファイル・ロガーのデフォルトのログ・フォーマット
スタンドアロン・ファイル・ロガーのフォーマット XSD
SYSTEM.FTE トピック
ファイル転送ログ・メッセージ・フォーマット
スケジュール済みファイル転送ログ・メッセージ・フォーマット
MFT モニター・ログ・メッセージ・フォーマット

MFT スタンドアロン・ファイル・ロガーからのメッセージ・タイプの除外
特定のメッセージ・タイプをファイル・ロガーの出力から除外するために、空のメッセージ・タイプ・エ
レメントを使用できます。
例
例えば、次のフォーマット定義では、ファイル・ロガーから transferProgress メッセージが出力され
ないようにします。
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<logFormatDefinition  xmlns:xsi="https://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance" version="1.00"
 xsi:noNamespaceSchemaLocation="FileLoggerFormat.xsd">
  <messageTypes>
    <transferProgress></transferProgress>
  </messageTypes>
</logFormatDefinition>
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MFT スタンドアロン・ファイル・ロガーのカスタム・フォーマットの定義
ログ・フォーマット定義内でカスタム・メッセージ・タイプのサブセットを定義して、ログ・ファイル・
フォーマットのカスタマイズに必要な構成を減らすことができます。

このタスクについて
FileLoggerFormat.xml ファイルに messageTypes エレメントが含まれていない場合、そのメッセー
ジ・タイプのフォーマットにはデフォルトのフォーマットが使用されます。 デフォルトと異なる場合にの
みフォーマットを指定してください。
例
この例では、フォーマット定義によって、transferStarted メッセージ・タイプのデフォルトのフォー
マットが、転送を開始したユーザーのみを出力するこの削減されたバージョンに置き換えられます。 他の
すべてのメッセージ・タイプは、このログ・フォーマット定義には含まれていないため、デフォルトのフ
ォーマットを使用します。

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<logFormatDefinition  xmlns:xsi="https://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance" version="1.00"
 xsi:noNamespaceSchemaLocation="FileLoggerFormat.xsd">
  <messageTypes>
    <transferStarted>
      <format>
        <inserts>
          <insert type="user"   width="19" ignoreNull="false">/transaction/action/
           @time</insert>
          <insert type="user"   width="48" ignoreNull="false">/transaction/@ID</insert>
          <insert type="system" width="6"  ignoreNull="false">type</insert>
          <insert type="user"   width="0"  ignoreNull="true">/transaction/originator/
           userID</insert>
        </inserts>
        <separator>;</separator>
      </format>
    </transferStarted>
  </messageTypes>
</logFormatDefinition>

関連資料
MFT スタンドアロン・ファイル・ロガーのデフォルトのログ・フォーマット
スタンドアロン・ファイル・ロガーのフォーマット XSD

MFT スタンドアロン・ファイル・ロガーの重複メッセージの削減
スタンドアロン・ファイル・ロガーのログでは、重複ログ・メッセージが発生する場合があります。
logger.propertiesファイルを使用することにより、スタンドアロン・ファイル・ロガーを調整し、重
複の数を減らすことができます。

ファイル・ロガー・ログの重複メッセージ
障害が発生した場合、 IBM MQにコミットされている SYSTEM.FTE/Logトピックからのログ・メッセージ
をコンシュームせずに、スタンドアロン・ファイル・ロガーのログにログ・メッセージが書き込まれるこ
とがあります。 これが発生した場合、スタンドアロン・ファイル・ロガーが再開するときに同じメッセー
ジが再度取得され、それがログ・ファイルに再度書き込まれます。 ログ・ファイルを手動で見る場合でも
自動的に処理する場合でも、このような重複が発生したときの対処法を計画してください。 重複の検出を
支援する機能として、スタンドアロン・ファイル・ロガーが開始するときに以下のメッセージがログ・フ
ァイルに出力されます。

BFGDB0054I: The file logger has successfully started

前のインスタンスが失敗する前に読み取られた最終メッセージはスタンドアロン・ファイル・ロガーの開
始時に処理されるため、重複が発生するとすれば常にそのときです。 新規インスタンスがいつ開始したか
が分かれば、重複発生の可能性とそれらに対処する必要があるかどうかを予測できます。
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重複の数の削減
スタンドアロン・ファイル・ロガーは、パフォーマンス向上のため、処理するログ・メッセージをグルー
プ化して各トランザクションにまとめます。 このバッチ・サイズは、障害時に発生する可能性のある重複
メッセージの最大数になります。 重複の数を減らすには、logger.propertiesファイル内の以下のプロ
パティーを調整します：

wmqfte.max.transaction.messages

例えば、この値を 1に設定すると、重複メッセージの最大数が 1に削減されます。 この値を変更すると、
スタンドアロン・ファイル・ロガーのパフォーマンスに影響を与えるので、システムに悪影響を及ぼさな
いように徹底的なテストを行う必要があることに注意してください。
logger.propertiesファイルは、MQ_DATA_PATH/mqft/config/coordination_qmgr_name/
loggers/logger_nameディレクトリーにあります。 使用可能なプロパティーとそれらの効果の詳細に
ついては、MFT ロガーの構成プロパティーを参照してください。

MFT スタンドアロン・ファイル・ロガーのユーザー・アクセス権限の構成
テスト環境では、通常のユーザー・アカウントに必要な、任意の特権を新たに追加できます。 実稼働環境
では、ジョブを実行するために必要な最小限の許可を備えた新しいユーザーを作成することをお勧めしま
す。

このタスクについて
スタンドアロン・ファイル・ロガーと IBM MQ を単一のシステム上にインストールする必要があります。
次のようにして、ユーザーの許可を構成します。

手順
1. Managed File Transfer のインストールの一部としてインストールされたファイルの読み取り許可、およ
び必要に応じて実行許可が、ユーザーに確実に付与されているようにしてください。

2.ユーザーが、構成ディレクトリー内の logsディレクトリー内の任意のファイルを作成および書き込み
許可を持っていることを確認してください。 このディレクトリーは、イベント・ログで使用され、必要
に応じて診断トレース・ファイルおよび初期障害データ・キャプチャー機能 (FFDC) ファイルでも使用
されます。

3.ユーザーが、独自のグループに所属していて、かつ調整キュー・マネージャーの広範囲の許可を備えた
グループに所属していないことを確実にしてください。 ユーザーは、mqm グループに所属してはなり
ません。 特定のプラットフォームでは、 staff グループに、キュー・マネージャーアクセス権限も自動
的に付与されます。スタンドアロン・ファイル・ロガー・ユーザーは staff グループに入れないでくだ
さい。 IBM MQ Explorerを使用すると、キュー・マネージャー自体およびキュー・マネージャー内のオ
ブジェクトの権限レコードを表示できます。 オブジェクトを右クリックして、「オブジェクト権限」>
「権限レコードの管理」をクリックします。 コマンド行で、コマンド dspmqaut (表示権限)または

dmpmqaut (ダンプ権限)を使用することができます。
4. IBM MQ Explorer の 「権限レコードの管理」 ウィンドウまたは setmqaut (権限の付与または取り消し)
コマンドを使用して、ユーザー自身のグループの権限を追加します ( AIXの場合、 IBM MQ 権限はグル
ープにのみ関連付けられ、個々のユーザーには関連付けられません)。 必要な権限は以下のとおりです。
• キュー・マネージャーに対する CONNECT と INQUIRE (IBM MQ Java ライブラリーを操作するには、

INQUIRE 権限が必要です)。
• SYSTEM.FTE トピックに対する SUBSCRIBE 権限。
• SYSTEM.FTE.LOG.RJCT.logger_name キューに対する PUT 権限。
• SYSTEM.FTE.LOG.CMD.logger_name キューに対する GET 権限。
リジェクト・キュー名とコマンド・キュー名は、デフォルトの名前です。 スタンドアロン・ファイル・
ロガー・キューの構成時に別のキュー名を選択した場合は、それらのキュー名に対する権限を追加して
ください。
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MFT スタンドアロン・データベース・ロガーのインストール
以下の手順に従って、スタンドアロン・データベース・ロガーをインストールし、構成します。

このタスクについて
重要 : Managed File Transfer ロガーは IBM i プラットフォームではサポートされません。
スタンドアロン・データベース・ロガーについて詳しくは、806 ページの『MFT ロガーの構成』を参照し
てください。
注 : データベース内の同じスキーマに対して一度に複数のデータベース・ロガー (スタンドアロンまたは
Java EE) を実行することはできません。 実行しようとすると、転送ログ・データをデータベースに書き込
もうとしたときに、競合が起きます。

手順
1.使用するデータベースの資料に従って、データベース・ソフトウェアをインストールします。
使用するデータベースで、JDBC サポートがオプションのコンポーネントである場合には、ユーザーが
このコンポーネントをインストールする必要があります。

2. -loggerType パラメーターを DATABASE に設定して fteCreateLogger コマンドを実行し、スタン
ドアロン・データベース・ロガーを作成します。 詳しくは、fteCreateLogger を参照してください。
デフォルトのスキーマ名は FTELOG です。 FTELOG以外のスキーマ名を使用する場合は、次のステップ
に進む前に、ご使用のデータベース(ftelog_tables_db2.sqlまたは
ftelog_tables_oracle.sql)に適した用意した SQLファイルを編集して、スキーマ名を反映させる
必要があります。 詳しくは、MFT ロガーの構成プロパティーの wmqfte.database.schema を参照してく
ださい。

3.データベースのツールを使用して、必要なデータベース表を作成します。
マルチプラットフォームでは、ファイル ftelog_tables_db2.sqlおよび

ftelog_tables_oracle.sql には、表を作成するために実行できる SQLコマンドが含まれています。
z/OS では、実行する必要があるファイルは、使用している Db2 for z/OS のバージョンに

よって異なります。
• Db2 for z/OS 9.0とそれ以前の場合は、ファイル ftelog_tables_zos.sqlを実行して表を作成し
ます。 このファイルは、転送されるファイルのサイズと各転送に関連付けられた表 ID を示すフィー
ルドに INTEGER データ型を使用して表を作成します。

• Db2 for z/OS 9.1の場合は、ファイル ftelog_tables_zos_bigint.sqlを実行して表を作成しま
す。 このファイルは、転送されるファイルのサイズと各転送に関連付けられた表 ID を示すフィール
ドに BIGINT データ型を使用して表を作成します。

4. fteCreateLogger コマンドによって提供される MQSC コマンドをロガー・コマンド・キュー・マネー
ジャーに対して実行し、ロガー・キューを作成します。 スタンドアロン・データベース・ロガーは、調
整キュー・マネージャー上の 2 つのキューを使用します。 1 つ目のキューは、スタンドアロン・データ
ベース・ロガーの操作を制御するメッセージが置かれるコマンド・キューです。 このコマンド・キュー
のデフォルトの名前は、SYSTEM.FTE.LOG.CMD.logger_name です。 2 つ目のキューはリジェクト・キュ
ーです。 スタンドアロン・データベース・ロガーはログ・メッセージを廃棄するということがないた
め、処理できないメッセージを検出すると、調査 (および可能な場合は再処理) のために、そのメッセー
ジをリジェクト・キューに置きます。 キュー・マネージャーの送達不能キューをこの目的で使用するこ
とはお勧めできません。これは、リジェクトされたメッセージには DLH ヘッダーが含まれていないた
め、 およびリジェクトされたメッセージは、他の理由で送達不能キューに書き込まれたメッセージと組
み合わせてはならないためです。 リジェクト・キューのデフォルトの名前は、
SYSTEM.FTE.LOG.RJCT.logger_name です。 これらの 2 つのキューは、fteCreateLogger コマンドに
よって生成される MQSC スクリプト・ファイルで定義されます。

5.ユーザーの選択と許可の構成
6.オプション: ステップ 815 ページの『2』 で fteCreateLogger コマンドを実行したときに作成された
logger.properties ファイルを編集すると、スタンドアロン・データベース・ロガーをさらに構成で
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きます。 このファイルは、キーと値のペアで構成されている Java プロパティー・ファイルです。
logger.propertiesファイルは、MQ_DATA_PATH/mqft/config/coordination_qmgr_name/
loggers/logger_name ディレクトリーにあります。 使用可能なプロパティーとそれらの効果の詳細
については、MFT ロガーの構成プロパティーを参照してください。

7.
オプション: Windows システムを使用している場合には、スタンドアロン・データベース・ロガーを
Windows サービスとして実行できます。 -s パラメーターを指定して、fteModifyLogger コマンドを
実行します。 詳しくは、fteModifyLogger を参照してください。

8.オプション: 使用しているデータベースが Oracle である場合、または Db2 データベースにリモート接続
している場合は、ロガーがデータベース・サーバーへの認証に使用するユーザー名とパスワードを指定
する必要があります。 ユーザー名とパスワードは、MQMFTCredentials.xsdスキーマによって、定
義されたフォーマットに準拠する資格情報ファイルで指定されます。 詳しくは、MFT の資格情報ファイ
ルのフォーマットを参照してください。 資格情報ファイルを作成したら、logger.properties ファ
イルで wmqfte.database.credentials.file プロパティーを使用して、資格情報ファイルの場所
を指定する必要があります。

9. fteStartLogger コマンドを使用して、スタンドアロン・データベース・ロガーを開始します。 デフ
ォルトでは、スタンドアロン・データベース・ロガーはバックグラウンドで実行され、出力を logsデ
ィレクトリー内のファイルに格納します。 スタンドアロン・データベース・ロガーをフォアグラウンド
で実行して、ログ・ファイルに加えてコンソールにも出力を生成する場合には、fteStartLogger コ
マンドに -F パラメーターを追加します。
前のステップを実行し、 -s パラメーターを指定した fteModifyLogger コマンドを Windowsで使用
した場合、スタンドアロン・データベース・ロガーは Windows サービスとして開始されます。

関連タスク
817 ページの『MFT スタンドアロン・データベース・ロガーのユーザー・アクセス権限の構成』
テスト環境では、通常のユーザー・アカウントに必要な、任意の特権を新たに追加できます。 実稼働環境
では、ジョブを実行するために必要な最小限の許可を備えた新しいユーザーを作成することをお勧めしま
す。
関連資料
MFT ロガーの構成プロパティー
fteStartLogger
fteModifyLogger
MFT ロガーの権限
リモート・データベースでの MFT の使用
Managed File Transfer のロガーを使用して、リモート・システムのデータベースと通信できます。

このタスクについて
Managed File Transfer のインストール先のマシンとは別のマシンにデータベースがインストールされてい
る場合は、以下の手順を実行します。 それぞれの手順は、特に注記がない限り、Db2 と Oracle の両方に当
てはまります。

手順
1. Managed File Transfer のインストール先のシステムにデータベース・クライアントをインストールしま
す。

2.ローカル・データベース・クライアント構成にリモート・データベース・サーバーを追加します。
Managed File Transfer と IBM MQ からデータベースに正しくアクセスするために、この構成を更新する
必要があります。

3.新しいプロパティーを logger.properties ファイルに指定し、資格情報ファイル
wmfte.database.credentials.file を使用してデータベースに接続すします。
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注 : 以前のバージョンの Managed File Transfer では、プロパティー
wmqfte.oracle.user または wmqfte.database.user、および wmqfte.oracle.password また
は wmqfte.database.passwordが使用されていました。 それらのプロパティーは、非推奨になって
います。 代わりに wmfte.database.credentials.file を使用してください。

4. Oracleのみ:データベースへのリモート接続を許可するには、調整キュー・マネージャー qm.iniファ
イル内の XAResourceManagerスタンザを以下のように変更します(データベース名、ユーザー名、およ
びユーザー・パスワードを、ユーザー独自の情報と一致するように変更します):
Oracle_XA+Acc=P/ftelog/
qgw783jhT+SesTm=35+DB=FTEAUDIT1+SqlNet=FTEAUDIT1+threads=false、変更は太字で強調
表示されます。

5. Oracle のみ: wmqfte.oracle.host プロパティーと wmqfte.oracle.port プロパティーを使用し
て、logger.properties ファイル内のホストとポートを指定します。 ホストとポートのデフォルト
値でもローカル・データベース・クライアントを操作できるので、これまで操作していたのがローカ
ル・データベースであれば、これらの値を設定していなかった可能性があります。

関連資料
MFT ロガーの構成プロパティー
MFT スタンドアロン・データベース・ロガーのユーザー・アクセス権限の構成
テスト環境では、通常のユーザー・アカウントに必要な、任意の特権を新たに追加できます。 実稼働環境
では、ジョブを実行するために必要な最小限の許可を備えた新しいユーザーを作成することをお勧めしま
す。

このタスクについて
スタンドアロン・データベース・ロガーを実行するために必要なユーザー・アカウントの数とタイプは、
使用するシステムの数によって異なります。 スタンドアロン・データベース・ロガー、IBM MQ、およびデ
ータベースを 1 つのシステムにインストールすることも、2 つのシステムにインストールすることも可能
です。 スタンドアロン・データベース・ロガーは IBM MQ と同じシステム上になければなりません。 それ
らのコンポーネントをインストールするためのトポロジーを以下に示します。
スタンドアロン・データベース・ロガー、IBM MQ、およびデータベースをすべて同じシステムに配置する
場合

3 つのコンポーネントすべてで使用する 1 つのオペレーティング・システム・ユーザーを定義できま
す。 これは、スタンドアロン・データベース・ロガーに適した構成です。 スタンドアロン・データベ
ース・ロガーは、バインディング・モードを使用して IBM MQ に接続し、ネイティブ接続を使用してデ
ータベースに接続します。

スタンドアロン・データベース・ロガーと IBM MQ を 1 つのシステムに配置し、データベースを別のシス
テムに配置する場合
この構成では、2 つのユーザーを作成します。つまり、スタンドアロン・データベース・ロガーを実行
するシステムのオペレーティング・システム・ユーザーと、データベース・サーバーのデータベースに
対するリモート・アクセスを実行するオペレーティング・システム・ユーザーです。 これは、リモー
ト・データベースを使用するスタンドアロン・データベース・ロガーに適した構成です。 スタンドア
ロン・データベース・ロガーは、バインディング・モードを使用して IBM MQ に接続し、クライアント
接続を使用してデータベースにアクセスします。

以下の説明では、例として ftelog というユーザーを想定しますが、任意のユーザー名を使用できます。
次のようにして、ユーザーの許可を構成します。

手順
1. Managed File Transfer Remote Tools and Documentation のインストールの一部としてインストールさ
れたファイルの読み取り許可、および必要に応じて実行許可が、ユーザーに確実に付与されているよう
にしてください。

2.ユーザーが logsディレクトリー内の任意のファイル(構成ディレクトリー内)の作成および書き込みを
行う権限を持っていることを確認してください。 このディレクトリーは、イベント・ログで使用され、
必要に応じて診断トレース・ファイルおよび FFDC ファイルでも使用されます。
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3.ユーザーが、独自のグループに所属していて、かつ調整キュー・マネージャーの広範囲の許可を備えた
グループに所属していないことを確実にしてください。 ユーザーは、mqm グループに所属してはなり
ません。 特定のプラットフォームでは、 staff グループに、キュー・マネージャーアクセス権限も自動
的に付与されます。スタンドアロン・データベース・ロガー・ユーザーは staff グループに入れないで
ください。 IBM MQ Explorerを使用すると、キュー・マネージャー自体およびキュー・マネージャー内
のオブジェクトの権限レコードを表示できます。 オブジェクトを右クリックして、「オブジェクト権限」
>「権限レコードの管理」をクリックします。 コマンド行で、コマンド dspmqaut (表示権限)または
dmpmqaut (ダンプ権限)を使用することができます。

4. IBM MQ Explorer の 「権限レコードの管理」 ウィンドウまたは setmqaut (権限の付与または取り消し)
コマンドを使用して、ユーザー自身のグループの権限を追加します ( AIXの場合、 IBM MQ 権限はグル
ープにのみ関連付けられ、個々のユーザーには関連付けられません)。 必要な権限は以下のとおりです。
• キュー・マネージャーに対する CONNECT と INQUIRE (IBM MQ Java ライブラリーを操作するには、

INQUIRE 権限が必要です)。
• SYSTEM.FTE トピックに対する SUBSCRIBE 権限。
• SYSTEM.FTE.LOG.RJCT.logger_name キューに対する PUT 権限。
• SYSTEM.FTE.LOG.CMD.logger_name キューに対する GET 権限。
リジェクト・キュー名とコマンド・キュー名は、デフォルトの名前です。 スタンドアロン・データベー
ス・ロガー・キューの構成時に別のキュー名を選択した場合は、それらのキュー名に対する権限を追加
してください。

5.使用中のデータベースに該当する固有のユーザー構成を実行します。
• データベースが Db2 の場合は、以下の手順を実行します。

Db2 でデータベース・ユーザーを管理するメカニズムはいくつかあります。 ここでの説明は、オペレ
ーティング・システム・ユーザーに基づいたデフォルト・スキームに適用されます。
– ftelog ユーザーが Db2 管理グループ (例: db2iadm1、db2fadm1、dasadm1) に所属していない状
態にしてください

– このユーザーに、データベースに接続する許可、および『ステップ 2: 必要なデータベース表の作
成』で作成した表に対する select、insert、および update の許可を付与します

• データベースが Oracle の場合は、以下の手順を実行します。
– ftelog ユーザーが Oracle 管理グループ (例: Windows での ora_dba や AIX and Linux での dba) に
所属していない状態にしてください

– このユーザーに、データベースに接続する許可、および『ステップ 2: 必要なデータベース表の作
成』で作成した表に対する select、insert、および update の許可を付与します

MFT スタンドアロン・ロガーの代替構成
通常、Managed File Transfer スタンドアロン・ロガーは、ファイルかデータベース・タイプかにかかわら
ず、調整キュー・マネージャーと同じシステム上にあり、IBM MQ バインディング・モードで調整キュー・
マネージャーに接続されます。 ただし、調整キュー・マネージャーに接続されているキュー・マネージャ
ーと同じシステムにインストールすることもできます。 スタンドアロン・ロガーは、そのスタンドアロン・
ロガーが自動的に作成するサブスクリプションを使用して、メッセージを受信します。 これは、インスト
ール指示に記載されている構成です。
しかし、サイト固有の考慮事項がある場合は、wmqfte.message.source.type プロパティーによって制御さ
れる別の 2 つの方法でメッセージを受信するようにスタンドアロン・ロガーを構成できます。 このプロパ
ティーについては、MFT 用のロガー構成プロパティーで説明されています。

管理サブスクリプション
デフォルトでは、スタンドアロン・ロガーは、デフォルトの永続サブスクリプション・オプションおよび
管理対象サブスクリプションを使用して、SYSTEM.FTE/Log/# トピックへの独自のサブスクリプションを
作成します (つまり、キュー・マネージャーは、アプリケーションにメッセージが渡されるまでそれらの保
持に使用するバッキング・キューを制御します)。 サブスクリプションまたはキューで他のオプションが必
要になった場合は、代わりに自分でサブスクリプションを作成して必要なオプションを設定し、そのサブ
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スクリプションを使用するようスタンドアロン・ロガーを構成できます。 作成したサブスクリプションを
使用するために、スタンドアロン・ロガーの許可を追加することを忘れないでください。
この構成を使用する例として、2 つのワイルドカード・サブスクリプションを使用することによるログ・ス
ペースの分割が挙げられます。FINANCE で始まる名前を持つエージェントから一方のデータベースにロ
グを送信し、ACCOUNTING で始まるエージェントから他方のデータベースにログを送信します。 このタイ
プの構成では、2つのスタンドアロン・ロガー・インスタンスが必要とな散ります。それぞれのインスタン
スは、必要なサブスクリプションと独自のコマンド・キューとリジェクト・キューを参照する独自の
logger.propertiesファイルがあります。
名前が ACCOUNTING で始まるエージェントからのみログ・メッセージを収集するには、SYSTEM.FTE/Log/
ACCOUNTING* というトピック・ストリングで調整キュー・マネージャー上にサブスクリプション・オブ
ジェクトを作成します。 「ワイルドカード使用」値を「文字レベル・ワイルドカード」に設定します。 ま
た、ロガーの logger.propertiesファイルにエントリーを追加する必要もあります。 例えば、これら
の設定を使用して、ACCOUNTING.LOGSというサブスクリプション・オブジェクトを作成する場合は、
logger.propertiesファイルに以下のエントリーを追加します:

wmqfte.message.source.type=administrative subscription
wmqfte.message.source.name=ACCOUNTING.LOGS 

スタンドアロン・ロガーは、トピック・ストリングが SYSTEM.FTE/Log/ でのみ始まるログ・メッセージを
扱います。 制限がより多いトピック・ストリングを指定することはできますが、制限がより少ないストリ
ングを指定することはできません。 制限がより少ないストリングを間違って指定した場合、
SYSTEM.FTE/Log/ 以外のトピック・ストリングに関連するすべてのパブリケーションはリジェクト・キュ
ーに移動し、スタンドアロン・ロガーはエラー・メッセージ BFGDB0002E を生成します。 このエラー・
メッセージは、スタンドアロン・ロガー構成に問題があることを暗黙に示します。

キュー
典型的なトポロジーでは、スタンドアロン・ロガーは調整キュー・マネージャーと同じシステム上で実行
されます。 これが不可能な場合は、サブスクリプション宛先として別のキュー・マネージャー上のキュー
を使用して調整キュー・マネージャー上にサブスクリプションを作成します (リモート・キュー定義を使用
するか、サブスクリプションの DESTQMGR プロパティーを使用して行います)。 そうすれば、2 番目のキ
ュー・マネージャーをホストしているシステムでロガーを実行して、キューからメッセージを読み取るこ
とができるようになります。 トランザクションの保全性を保証するには、スタンドアロン・ロガーは常に
バインディング・モードでそのキュー・マネージャーと接続している必要があります。 リジェクト・キュ
ーとコマンド・キューは、スタンドアロン・ロガーの接続先となる同じキュー・マネージャー上で定義す
る必要があります。 キュー・マネージャーは、IBM WebSphere MQ 7.5 以降でなければなりません。
例えば、サブスクリプションによって、USER.QUEUEキューに配置されているログ・メッセージを収集す
るには、以下の項目を logger.propertiesファイルに追加します:

wmqfte.message.source.type=queue
wmqfte.message.source.name=USER.QUEUE

MFT 用の Java EE データベース・ロガーのインストール
以下の手順を実行して、Managed File Transfer 用の JEE データベース・ロガーをインストールして構成し
ます。

このタスクについて
Java EE データベース・ロガーについて詳しくは、806 ページの『MFT ロガーの構成』のトピックを参照
してください。
注 : Java EE データベース・ロガーとスタンドアロン・ロガーは、それぞれデータベースの別個のインスタ
ンスを使用している場合を除き、同時に実行することができません。
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手順
1. Java EE データベース・ロガーをインストールする前に、環境を準備する必要があります。 820 ペー
ジの『MFT 用の Java EE データベース・ロガーのインストール準備』のトピックの指示に従ってくださ
い。

2. Java EE データベース・ロガーを Java Platform, Enterprise Edition (Java EE) または Jakarta EE 準拠のア
プリケーション・サーバーにインストールします。
手順については、823 ページの『WebSphere Application Server traditional 9.0 を使用した MFT 用 Java
EE データベース・ロガーのインストール』を参照してください。

関連タスク
820 ページの『MFT 用の Java EE データベース・ロガーのインストール準備』
Java EE データベース・ロガーをインストールする前に、以下の手順に従って Managed File Transfer 環境
を準備します。
823 ページの『WebSphere Application Server traditional 9.0 を使用した MFT 用 Java EE データベース・
ロガーのインストール』
WebSphere Application Server traditional 9.0を使用して Managed File Transfer 用の Java Platform,
Enterprise Edition (Java EE) データベース・ロガーをインストールおよび構成するには、以下の手順に従い
ます。
828 ページの『MFT 用の Java EE データベース・ロガーのユーザー・アクセス権限の構成』
Managed File TransferJava Platform, Enterprise Edition (Java EE)データベース・ロガーを構成する場合、
IBM MQ、データベース、およびオペレーティング・システムにアクセスするためのユーザー・アカウント
が必要です。 必要なオペレーティング・システム・ユーザーの数は、それらのコンポーネントのホストと
して使用するシステムの数によって異なります。
829 ページの『スタンドアロン・データベース・ロガーから MFT 用 Java EE データベース・ロガーへの
マイグレーション』
スタンドアロン・データベース・ロガーから Java EE データベース・ロガーにマイグレーションできます。
スタンドアロン・データベース・ロガーを停止して、JEE データベース・ロガーをインストールする必要
があります。 ログ・エントリーが失われたり重複したりしないようにするには、 SYSTEM.FTE トピックを
停止し、 Java EE データベース・ロガーをインストールした後に再始動します。 マイグレーション前にデ
ータベースをバックアップしてください。
関連資料
MFT ロガーの権限
MFT 用の Java EE データベース・ロガーのインストール準備
Java EE データベース・ロガーをインストールする前に、以下の手順に従って Managed File Transfer 環境
を準備します。

このタスクについて
Java EE データベース・ロガーについて詳しくは、806 ページの『MFT ロガーの構成』のトピックを参照
してください。

手順
1.使用するデータベースの資料に従って、データベース・ソフトウェアをインストールします。
使用するデータベースで、JDBC サポートがオプションのコンポーネントである場合には、ユーザーが
このコンポーネントをインストールする必要があります。

2.データベースに用意されているツールを使用してデータベースを作成します。 データベースのテーブ
ル・スペース・サイズとバッファー・プール・ページ・サイズは少なくとも 8K である必要があります。
デフォルトのスキーマ名は FTELOG です。 FTELOG以外のスキーマ名を使用する場合は、用意されてい
る SQLファイル(使用中のデータベースにに応じて、)を編集して、ftelog_tables_db2.sqlまた
ftelog_tables_oracle.sql。次のステップに進む前にそれを反映させる必要があります。
注 : ftelog_tables_db2.sqlファイルと ftelog_tables_oracle.sqlファイルはファイル・パ
スにあります <MQ-installation-path>/mqft/sql
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3.データベースのツールを使用して、必要なデータベース表を作成します。
マルチプラットフォームでは、ファイル ftelog_tables_db2.sqlおよび

ftelog_tables_oracle.sql には、表を作成するために実行できる SQLコマンドが含まれています。
z/OS では、実行する必要があるファイルは、使用している Db2 for z/OS のバージョンに

よって異なります。
• Db2 for z/OS 9.0とそれ以前の場合は、ファイル ftelog_tables_zos.sqlを実行して表を作成し
ます。 このファイルは、転送されるファイルのサイズと各転送に関連付けられた表 ID を示すフィー
ルドに INTEGER データ型を使用して表を作成します。

• Db2 for z/OS 9.1の場合は、ファイル ftelog_tables_zos_bigint.sqlを実行して表を作成しま
す。 このファイルは、転送されるファイルのサイズと各転送に関連付けられた表 ID を示すフィール
ドに BIGINT データ型を使用して表を作成します。

4. FTELOG 以外のスキーマ名に変更した場合は、EAR ファイルでスキーマ名を変更する必要があります。
詳しくは、821 ページの『MFT 用の Java EE データベース・ロガーでのスキーマ名の変更』 を参照し
てください。

5. IBM MQ でリジェクト・キューを作成します。
ロガーはログ・メッセージを廃棄するということがないため、処理できないメッセージを検出すると、
調査 (および可能な場合は再処理) のために、そのメッセージをリジェクト・キューに置きます。 キュ
ー・マネージャーの送達不能キューをこの目的で使用しないでください。これは、リジェクトされたメ
ッセージには DLH ヘッダーが含まれていないため、 およびリジェクトされたメッセージは、他の理由
で送達不能キューに書き込まれたメッセージと組み合わせてはならないためです。
fteCreateLogger コマンドは、リジェクト・キューを作成します。 このリジェクト・キューのデフォ
ルトの名前は、SYSTEM.FTE.LOG.RJCT.logger_name です。

6. 828 ページの『MFT 用の Java EE データベース・ロガーのユーザー・アクセス権限の構成』のトピッ
クに記載されている手順に従ってください。

次のタスク
Java EE データベース・ロガーを Java EE または Jakarta EE 準拠のアプリケーション・サーバーにインスト
ールします。 823 ページの『WebSphere Application Server traditional 9.0 を使用した MFT 用 Java EE デ
ータベース・ロガーのインストール』の指示に従ってください。
MFT 用の Java EE データベース・ロガーでのスキーマ名の変更
Java Platform, Enterprise Edition (Java EE) データベース・ロガーでは、デフォルト以外のスキーマ名を持
ったデータベースを使用できます。 Java EE データベース・ロガーの EAR ファイルでスキーマ名を変更す
る必要があります。

このタスクについて
Java EE データベース・ロガーで使用するスキーマ名を変更するには、以下の手順を実行します。

手順
1.以下のコマンドを使用して、その EAR ファイルから JPA の JAR ファイルを抽出します。

jar -xvf ear_file lib/jpa_file

ここで、
• ear_fileは、また com.ibm.wmqfte.databaselogger.jee.oracle.earDb2Oracleを使用してい
るかによって、com.ibm.wmqfte.databaselogger.jee.ear異なります。

• jpa_fileは、また com.ibm.wmqfte.web.jpa.oracle.jarDb2Oracleを使用しているかによって、
com.ibm.wmqfte.web.jpa.jar異なります。

2.以下のコマンドを使用して、JPA JARファイルから persistence.xmlファイルを抽出します:
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jar -xvf lib/jpa_file META_INF/persistence.xml

ここで、
• jpa_fileは、また com.ibm.wmqfte.web.jpa.oracle.jarDb2Oracleを使用しているかによって、
com.ibm.wmqfte.web.jpa.jar異なります。

3. persistence.xmlファイルを編集して、以下の行を変更します:

<property name="openjpa.jdbc.Schema" value="schema_name" />

説明:

• schema_name は、使用するスキーマ名です。
4.以下のコマンドを使用して、変更した persistence.xmlファイルを使用して、JPA JARを更新しま
す:

jar -uvf lib/jpa_file META_INF/persistence.xml

ここで、
• jpa_fileは、また com.ibm.wmqfte.web.jpa.oracle.jarDb2Oracleを使用しているかによって、
com.ibm.wmqfte.web.jpa.jar異なります。

5.以下のコマンドを使用して、変更後の JPA の JAR ファイルで EAR ファイルを更新します。
jar -uvf ear_file lib/jpa_file

ここで、
• ear_fileは、また com.ibm.wmqfte.databaselogger.jee.oracle.earDb2Oracleを使用してい
るかによって、com.ibm.wmqfte.databaselogger.jee.ear異なります。

• jpa_fileは、また com.ibm.wmqfte.web.jpa.oracle.jarDb2Oracleを使用しているかによって、
com.ibm.wmqfte.web.jpa.jar異なります。

次のタスク
変更後の EAR ファイルを使用して、Java EE データベース・ロガーをインストールします。
関連タスク
823 ページの『WebSphere Application Server traditional 9.0 を使用した MFT 用 Java EE データベース・
ロガーのインストール』
WebSphere Application Server traditional 9.0を使用して Managed File Transfer 用の Java Platform,
Enterprise Edition (Java EE) データベース・ロガーをインストールおよび構成するには、以下の手順に従い
ます。
WebSphere Application Server traditional 9.0 でのネイティブ・ライブラリー・パスの設
定
Java Platform, Enterprise Edition (Java EE) データベース・ロガー・アプリケーションを WebSphere
Application Server traditional 9.0にデプロイし、アプリケーションと IBM MQの間でバインディング・モ
ード接続を使用する場合は、システム上の IBM MQ ネイティブ・ライブラリーの場所を使用して IBM MQ
メッセージング・プロバイダーを構成する必要があります。
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このタスクについて
アプリケーション・サーバーにネイティブ・ライブラリー・パスを設定しない場合、WebSphere Application
Server traditional 9.0 のシステム・アウト・ログで以下のエラー・メッセージを受け取る可能性がありま
す。
A connection could not be made to WebSphere MQ for the following reason: 
  CC=2;RC=2495;AMQ8568: The native JNI library 'mqjbnd' was not found. [3=mqjbnd]

WebSphere Application Server traditional 9.0 管理コンソールを使用して、以下のステップを実行します。

手順
1.ナビゲーション・ペインで、「リソース」 > 「JMS」 > 「JMS プロバイダー」を展開します。
2.接続ファクトリーまたはバインディング・モード接続を作成するアクティベーション・スペック用に、
適切な有効範囲の IBM MQ メッセージング・プロバイダーを選択します。
注 : Server 有効範囲のネイティブ・パス情報は、 より高い有効範囲のネイティブ・パス情報よりも優
先して使用され、 Node 有効範囲のネイティブ・パス情報は Cell 有効範囲のネイティブ・パス情報よ
りも優先して使用されます。

3.「一般プロパティー」の下で、「ネイティブ・ライブラリー・パス」フィールドに、IBM MQ ネイティブ・
ライブラリーが含まれるディレクトリーの絶対パス名を入力します。
例えば、Linux /opt/mqm/java/libに入力します。 ディレクトリー名を 1 つのみ入力します。

4.「OK」をクリックします。
パスを設定したら、変更を有効にするために、変更内容をマスター構成に保存する必要があります。

5.アプリケーション・サーバーを再始動して、構成をリフレッシュします。
6.必須: アプリケーション・サーバーをもう一度再始動して、 ライブラリーをロードします。
関連タスク
823 ページの『WebSphere Application Server traditional 9.0 を使用した MFT 用 Java EE データベース・
ロガーのインストール』
WebSphere Application Server traditional 9.0を使用して Managed File Transfer 用の Java Platform,
Enterprise Edition (Java EE) データベース・ロガーをインストールおよび構成するには、以下の手順に従い
ます。
WebSphere Application Server traditional 9.0 を使用した MFT 用 Java EE データベー
ス・ロガーのインストール
WebSphere Application Server traditional 9.0を使用して Managed File Transfer 用の Java Platform,
Enterprise Edition (Java EE) データベース・ロガーをインストールおよび構成するには、以下の手順に従い
ます。

始める前に
JEE データベース・ロガー・アプリケーションをインストールする前に、820 ページの『MFT 用の Java EE
データベース・ロガーのインストール準備』 および 822 ページの『WebSphere Application Server
traditional 9.0 でのネイティブ・ライブラリー・パスの設定』のトピックに記載された手順に従ってくださ
い。

このタスクについて
Java EE データベース・ロガーについて詳しくは、806 ページの『MFT ロガーの構成』を参照してくださ
い。

手順
1. XA JDBC プロバイダーをセットアップします。

a) WebSphere Application Server traditional 9.0 管理コンソールのナビゲーションから、 「リソース」
> JDBC > JDBC プロバイダー」 を選択します。
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b)「新規作成」をクリックし、コンソール・ウィザードを使用して JDBC プロバイダーを作成します。
c)ウィザードのステップ 1 で、「データベース・タイプ」リストから使用中のデータベースを選択し、
「プロバイダー・タイプ」リストから関連するプロバイダー・タイプを選択します。 「実装タイプ」
リストから、「XA データ・ソース」を選択します。 「次へ」をクリックします。

db2jcc_license_cisuz.jarへの参照を除去することも、db2jcc.jarを
db2jcc4.jarに変更することもできます。つまり、最新バージョンの Db2に付属している jarフ
ァイルのバージョン、またはローカル・バージョンを変更する必要があります。

d)ウィザードのステップ 2 で、必要なデータベース JAR ファイルのディレクトリー・ロケーションが
正しく設定されていることを確認します。 次へ をクリックします。

e)要約ページで「終了」をクリックして、JDBC プロバイダーを作成します。
2.認証別名を作成します。 データ・ソースの別名 1 つと IBM MQ の別名 1 つを作成します。

a) WebSphere Application Server traditional 9.0 管理コンソールのナビゲーションから 「セキュリテ
ィー」 > 「グローバル・セキュリティー」 を選択します。

b)「認証」の見出しの下で、「Java 認証・承認サービス (JAAS)」を展開します。
c)「J2C 認証データ」をクリックします。 認証別名のページが開きます。
d)データ・ソースの認証別名を作成します。

i)「新規」をクリックします。
ii)「別名」、「ユーザー ID」、「パスワード」、および「説明」の詳細情報を入力します。 「ユーザー

ID」フィールドと「パスワード」フィールドに入力する詳細情報は、 データベース・ユーザー
を作成した時に入力した詳細情報と一致していなければなりません。 詳しくは、828 ページの
『MFT 用の Java EE データベース・ロガーのユーザー・アクセス権限の構成』を参照してくださ
い。

iii)「OK」をクリックします。
e) IBM MQ の認証別名を作成します。

i)「新規」をクリックします。
ii)「別名」、「ユーザー ID」、「パスワード」、および「説明」の詳細情報を入力します。 「ユーザー

ID」フィールドと「パスワード」フィールドで入力する詳細情報は、IBM MQ のインストール済
み環境のユーザーとパスワード設定に一致していなければなりません。

iii)「OK」をクリックします。
3.次のようにしてデータ・ソースを作成します。

a) WebSphere Application Server traditional 9.0 管理コンソール・ナビゲーションから 「リソース」
> JDBC > 「データ・ソース」 を選択します。

b)「有効範囲」ドロップダウン・リストを選択し、有効範囲を適切な値に変更します。 例えば、
Node=yourNode, Server=yourServerなどです。

c)「新規作成」をクリックし、コンソール・ウィザードを使用してデータ・ソースを作成します。
d)ウィザードのステップ 1で、「データソース名」フィールドに wmqfte-databaseを「JNDI名」
フィールドに jdbc/wmqfte-databaseを入力します。 「次へ」をクリックします。

e)ウィザードのステップ 2 で、「既存 JDBC プロバイダーを選択」ドロップダウン・リストを使用し
て、前のステップで作成した JDBC プロバイダーを選択します。 「次へ」をクリックします。

f) Db2: ウィザードのステップ 3 で、「ドライバー・タイプ」フィールドに 4 と入力します。
g) Db2: 「データベース名」、「サーバー名」、および「ポート番号」フィールドに詳細を入力して、「次
へ」をクリックします。
Oracle: 「URL」フィールドに接続 URL を入力し、「データ・ストアのヘルパー・クラス名」フィー
ルドでデータ・ストアの正しいヘルパーを選択します。
Oracle RAC: Oracle Real Application Cluster に接続する場合、接続 URL には、データベースの使用
可能なすべてのインスタンスに接続するために必要なホスト情報が組み込まれている必要があり
ます。
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h)ウィザードのステップ 4 で、ステップ 2d で定義したデータ・ソースの認証別名の名前を「XA リカ
バリーの認証別名」リストから選択します。 「コンポーネント管理認証別名」リストと「コンテナ
ー管理認証別名」リストから同じ名前を選択してください。

i)要約ページで「終了」をクリックして、データ・ソースを作成します。
4.オプション: データ・ソースの構成を検証します。

a) WebSphere Application Server traditional 9.0 管理コンソール・ナビゲーションから 「リソース」
> JDBC > 「データ・ソース」 を選択します。

b)「テスト接続」ボタンをクリックします。
5.トピックを作成します。

a) WebSphere Application Server traditional 9.0 の管理コンソールのナビゲーションから、「リソース」
>「JMS」>「トピック」をクリックします。

b)「有効範囲」ドロップダウン・リストを選択し、有効範囲を適切な値に変更します。 例えば、
Node=yourNode, Server=yourServerなどです。

c)「新規」をクリックします。
d)「IBM MQ メッセージング・プロバイダー」をクリックします。
e)トピックのプロパティー・ページの「 管理 」パネルで、「 Name 」フィールドおよび「 JNDI

name 」フィールドに固有の値を選択します。これらのフィールドは、後で構成内で参照します。
f)「IBM MQ トピック」パネルの「トピック名」フィールドに SYSTEM.FTE/Log/# と入力します。

6.次のようにしてアクティベーション・スペックを作成します。
a) WebSphere Application Server traditional 9.0 の管理コンソールのナビゲーションから、「リソース」

>「JMS」>「アクティベーション・スペック」をクリックします。
b)「有効範囲」ドロップダウン・リストを選択し、有効範囲を適切な値に変更します。 例えば、
Node=yourNode, Server=yourServerなどです。

c)「新規」をクリックします。
d)「IBM MQ メッセージング・プロバイダー」をクリックします。
e)ウィザードのステップ 1 で、「名前」フィールドと「JNDI 名」フィールドに固有値を選択します。
これらの値は、構成の後の段階で再び参照することになります。

f)ステップ 1.1 で、ステップ 5 でセットアップしたトピックの JNDI 名を「宛先 JNDI 名」フィール
ドに入力します。

g)「宛先タイプ」リストから、「トピック」を選択します。
h)ウィザードのステップ 1.2 で、「永続サブスクリプション」を選択します。 「サブスクリプション
名」フィールドに SYSTEM.FTE.DATABASELOGGER.AUTO と入力します。

i)ウィザードのステップ 2 で、「このウィザードに必要な情報をすべて入力」を選択します。
j)ステップ 2.1 で、「キュー・マネージャーまたはキュー共用グループ名」フィールドにキュー・マネ
ージャーの名前を入力します。

k)ステップ 2.2 で、「トランスポート」リストから対象のトランスポート方式を選択します。 「バイ
ンディング」を選択すると、他の情報が不要になります。 「クライアント」または「バインディン
グとクライアント」を選択した場合は、「ホスト名」、「ポート」、および「サーバー接続チャネル」
の詳細情報を入力してください。

l)オプション: キュー・マネージャーの有無を確認するには、「テスト接続」をクリックします。 ただ
し、ステップ 6n で認証別名の参照を済ませるまでは、NOT_AUTHORIZED を受信することになるは
ずです。

m)保存 をクリックします。
n)作成したアクティベーション・スペックの名前をクリックします。 「構成」 タブの 「一般プロパ
ティー」 セクションで、 「拡張」 パネルまでスクロールダウンし、 IBM MQ 接続を識別する固有
の名前を 「クライアント ID」 フィールドに入力します。 このステップを完了する必要がありま
す。完了しない場合、IBM MQ は JMSCC0101 エラー・コードを出して、接続を拒否します。
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o)トランスポート方式として「クライアント」を選択した場合は、「セキュリティー設定」パネルに
スクロールダウンして、ステップ 8 で定義した認証別名を「認証別名」リストから選択します。

p)「適用」をクリックします。
q)「構成」タブの「追加プロパティー」セクションで、「拡張プロパティー」をクリックします。 「拡
張プロパティー」パネルの「接続コンシューマー」セクションで、「最大サーバー・セッション」
フィールドに 1 を入力します。
注 : 先に進む前に、このステップを確実に実行しておきます。 そうしないと、ロガーが正しく作動
しない可能性があります。

r)「構成」タブの「追加プロパティー」セクションで、「拡張プロパティー」をクリックします。 「メ
ッセージ送信失敗時はエンドポイントを停止する」の値を最小値の 1 に設定します。
_numberOfFailedAttemptsBeforeReject プロパティーの値が 1 より大きい値に設定されて
いる場合 (詳しくは、 9j を参照)、 「メッセージ配信が失敗した場合にエンドポイントを停止する」
を少なくとも _numberOfFailedAttemptsBeforeReject プロパティーの値に設定します。
これにより、処理できないメッセージ (誤った形式の転送ログ・メッセージ) を受け取った場合で
も、エンドポイントは停止されません。 詳しくは、 MFT ロガーのエラー処理とリジェクトを参照
してください。

7.キュー接続ファクトリーを作成します。
a) WebSphere Application Server traditional 9.0 の管理コンソールのナビゲーションから、「リソース」

>「JMS」>「キュー接続ファクトリー」をクリックします。
b)「有効範囲」ドロップダウン・リストを選択し、有効範囲を適切な値に変更します。 例えば、
Node=yourNode, Server=yourServerなどです。

c)「新規」をクリックします。
d)「IBM MQ メッセージング・プロバイダー」をクリックします。
e)ウィザードのステップ 1 で、「名前」フィールドと「JNDI 名」フィールドに固有値を選択します。
これらの値は、構成の後の段階で再び参照することになります。

f)ステップ 2 で、「このウィザードに必要な情報をすべて入力」を選択します。
g)ステップ 2.1 で、「キュー・マネージャーまたはキュー共用グループ名」フィールドにキュー・マネ
ージャーの名前を入力します。

h)ステップ 2.2 で、「トランスポート」リストから対象のトランスポート方式を選択します。 「バイ
ンディング」を選択すると、他の情報が不要になります。 「クライアント」または「バインディン
グとクライアント」を選択した場合は、「ホスト名」、「ポート」、および「サーバー接続チャネル」
の詳細情報を入力してください。

i)オプション: キュー・マネージャーの有無を確認するには、「テスト接続」をクリックします。 ただ
し、ステップ 7h で認証別名の参照を済ませるまでは、NOT_AUTHORIZED を受信することになるは
ずです。

j)トランスポート方式として「クライアント」または「バインディングとクライアント」を選択した
場合は、作成したキュー接続ファクトリーの名前をクリックします。 「構成」タブの「セキュリテ
ィー設定」パネルにスクロールダウンして、ステップ 2e で定義した認証別名を「XA リカバリーの
認証別名」リストと「コンテナー管理認証別名」リストから選択します。

8. WebSphere Application Server でリジェクト・キューを作成します。
a) WebSphere Application Server traditional 9.0 の管理コンソールのナビゲーションから、「リソース」

>「JMS」>「キュー」をクリックします。
b)「有効範囲」ドロップダウン・リストを選択し、有効範囲を適切な値に変更します。 例えば、
Node=yourNode, Server=yourServerなどです。

c)「新規」をクリックします。
d)「IBM MQ メッセージング・プロバイダー」をクリックします。
e)「名前」フィールドと「JNDI 名」フィールドに固有値を選択します。これらの値は、構成の後の段
階で再び参照することになります。
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f)「キュー名」フィールドに、 SYSTEM.FTE.LOG.RJCT.logger_name と入力します。 このキュー
を調整キュー・マネージャー上に作成したことを確認します。

g)「キュー・マネージャー名」フィールドにキュー・マネージャーの名前を入力します。
h)「OK」をクリックします。

9. JEE データベース・ロガー・アプリケーションをインストールします。
a) WebSphere Application Server traditional 9.0 の管理コンソールから、「アプリケーション」 > 「新
規アプリケーション」を選択します。

b)「有効範囲」ドロップダウン・リストを選択し、有効範囲を適切な値に変更します。 例えば、
Node=yourNode, Server=yourServerなどです。

c)オプション・リストから、「新規エンタープライズ・アプリケーション」を選択します。
d)アプリケーション・インストールの準備 のページで、Managed File Transfer Serviceインストール
の MQ_INSTALLATION_PATH/mqft/webディレクトリーから
com.ibm.wmqfte.databaselogger.jee.earファイルまたは
com.ibm.wmqfte.databaselogger.jee.oracle.earファイルを選択し、「 次」をクリックし
ます。

e)次の画面で、「詳細」を選択して、すべてのインストール・オプションおよびパラメーターを表示
し、「次へ」をクリックします。

f)ウィザードのステップ 1 から 4 で、「次へ」をクリックして、デフォルト値を受け入れます。
g)ウィザードのステップ 5 の「メッセージ駆動型 Bean のリスナーをバインド」で、「リスナー・バイ
ンディング」セクションにスクロールします。 「アクティベーション・スペック」をクリックしま
す。
以下のフィールドに必要な値を入力します。
ターゲット・リソース JNDI 名
ステップ 6e でアクティベーション・スペックを作成したときに指定した JNDI 名。

宛先 JNDI 名
ステップ 5e でトピックを作成したときに指定した JNDI 名。

次へ をクリックします。
h)ウィザードのステップ 6 の「リソース参照をリソースにマップ」で、「ターゲット・リソース JNDI
名」フィールドに詳細情報を入力します。 この名前は、ステップ 7c でリジェクト・キュー接続フ
ァクトリーに指定した JNDI 名です。 次へ をクリックします。

i)ウィザードのステップ 7 の「リソース環境エントリー参照をリソースにマップ」で、「ターゲット・
リソース JNDI 名」フィールドに詳細情報を入力します。 この名前は、ステップ 8d で作成したリ
ジェクト・キューの JNDI 名です。 次へ をクリックします。

j)ウィザードのステップ 8 で、EJBモジュールの環境エントリーをマップのデフォルト値である 1を
受け入れます。 「次へ」をクリックします。
Oracle RAC:Oracle Real Application Clusterに接続する場合は、_numberOfFailedtsBeforeRejectプ
ロパティーの値を少なくとも 2に設定する必要があります。 このプロパティーは、障害が発生した
後にロガーが監査メッセージの処理を試行する回数を決定します。 データベースのフェイルオー
バーでは、少なくとも 1 つの障害が発生する可能性があります。 リジェクト・キューへのメッセー
ジの不要な移動を回避するには、この値を大きくして、再度試行されるようにします。これによ
り、新しいデータベース・インスタンスに接続されるため、通常は成功します。 それでもまだ、デ
ータベース・インスタンスのフェイルオーバー中にメッセージがリジェクト・キューに移動される
ことが、テストでわかった場合には、この値をさらに大きくします。インスタンス間の切り替えを
行うタイミングにより、同じメッセージに対して複数の障害が引き起こされる場合があるからで
す。 ただし、この値を大きくすると、データベースのフェイルオーバーだけでなく、すべての障害
事例 (例えば、誤った形式のメッセージ) に影響します。そのため、値を大きくする際には、不要な
再試行が行われないように注意してください。

k)ウィザードのステップ 9 の「モジュールのメタデータ」で、「次へ」をクリックします。
l)ウィザードのステップ 10 の「要約」で、「終了」をクリックします。
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10.これで、WebSphere Application Server traditional 9.0 管理コンソールからアプリケーションを開始で
きるようになりました。
a)コンソール・ナビゲーションから「アプリケーション」>「アプリケーション・タイプ」>「WebSphere
エンタープライズ・アプリケーション」と選択します。

b)コレクション表でロガー・エンタープライズ・アプリケーションの チェック・ボックスを選択し、
「開始」をクリックします。

MFT 用の Java EE データベース・ロガーのユーザー・アクセス権限の構成
Managed File TransferJava Platform, Enterprise Edition (Java EE)データベース・ロガーを構成する場合、
IBM MQ、データベース、およびオペレーティング・システムにアクセスするためのユーザー・アカウント
が必要です。 必要なオペレーティング・システム・ユーザーの数は、それらのコンポーネントのホストと
して使用するシステムの数によって異なります。

このタスクについて
Java EE データベース・ロガーを実行するために必要なユーザー・アカウントの数とタイプは、使用するシ
ステムの数によって異なります。 以下の 3 つの環境にアクセスするためにユーザー・アカウントが必要で
す。
• ローカル・オペレーティング・システム
• IBM MQ
• データベース
JEE データベース・ロガー、IBM MQ、およびデータベースは、1 つのシステムにインストールすることも、
複数のシステムに分けてインストールすることも可能です。 それらのコンポーネントをインストールする
ためのトポロジーの例を以下に示します。
Java EE データベース・ロガー、IBM MQ、およびデータベースをすべて同じシステムに配置する場合

3 つのコンポーネントすべてで使用する 1 つのオペレーティング・システム・ユーザーを定義できま
す。 ロガーは、バインディング・モードを使用して IBM MQ に接続し、ネイティブ接続を使用してデ
ータベースに接続します。

Java EE データベース・ロガーと IBM MQ を 1 つのシステムに配置し、別のシステムにデータベースを配
置する場合
この構成では、2 つのユーザーを作成します。つまり、ロガーを実行するシステムのオペレーティン
グ・システム・ユーザーと、データベース・サーバーのデータベースに対するリモート・アクセスを実
行するオペレーティング・システム・ユーザーです。 ロガーは、バインディング・モードを使用して
IBM MQ に接続し、クライアント接続を使用してデータベースにアクセスします。

Java EE データベース・ロガー、IBM MQ、データベースをそれぞれ別々のシステムに配置する場合
この構成では、3 つのユーザーを作成します。つまり、アプリケーション・サーバーを開始するオペレ
ーティング・システム・ユーザーと、使用するキューとトピックにアクセスする IBM MQ ユーザーと、
データベース表にアクセスしてデータを挿入するデータベース・サーバー・ユーザーです。 ロガーは、
クライアント・モードを使用して IBM MQ にアクセスし、クライアント接続を使用してデータベースに
アクセスします。

例として、これ以降の説明では、ユーザーの名前が ftelog であることを前提としていますが、新規また
は既存の任意のユーザー名を使用できます。 次のようにして、ユーザーの許可を構成します。

手順
1.オペレーティング・システムのユーザーが、独自のグループに所属していて、かつ調整キュー・マネー
ジャーの広範囲の許可を備えたグループに所属していないことを確実にしてください。 ユーザーは、
mqm グループに所属してはなりません。 特定のプラットフォームでは、 staff グループに、キュー・マ
ネージャーアクセス権限も自動的に付与されます。ロガー・ユーザーは staff グループに入れないでく
ださい。 IBM MQ Explorerを使用すると、キュー・マネージャー自体およびキュー・マネージャー内の
オブジェクトの権限レコードを表示できます。 オブジェクトを右クリックして、「オブジェクト権限」
>「権限レコードの管理」をクリックします。 コマンド行で、コマンド dspmqaut (表示権限)または
dmpmqaut (ダンプ権限)を使用することができます。
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2. IBM MQ Explorer の 「権限レコードの管理」 ウィンドウまたは setmqaut (権限の付与または取り消し)
コマンドを使用して、 IBM MQ ユーザー自身のグループの権限を追加します ( AIXの場合、 IBM MQ 権
限はグループにのみ関連付けられ、個々のユーザーには関連付けられません)。 必要な権限は以下のと
おりです。
• キュー・マネージャーに対する CONNECT と INQUIRE (IBM MQ Java ライブラリーを操作するには、

INQUIRE 権限が必要です)。
• SYSTEM.FTE トピックに対する SUBSCRIBE 権限。
• SYSTEM.FTE.LOG.RJCT.logger_name キューに対する PUT 権限。
リジェクト・キュー名とコマンド・キュー名は、デフォルトの名前です。 ロガー・キューの構成時に別
のキュー名を選択した場合は、それらのキュー名に対する権限を追加してください。

3.使用中のデータベースに該当する固有のデータベース・ユーザー構成を実行します。
• データベースが Db2 の場合は、以下の手順を実行します。
注 : Db2 でデータベース・ユーザーを管理するメカニズムはいくつかあります。 ここでの説明は、オ
ペレーティング・システム・ユーザーに基づいたデフォルト・スキームに適用されます。
– ftelog ユーザーがどの Db2 管理グループ (db2iadm1、db2fadm1、dasadm1など) にも属してい
ないことを確認します。

– このユーザーに、データベースに接続する許可、および『ステップ 2: 必要なデータベース表の作
成』で作成した表に対する select、insert、および update の許可を付与します。

• データベースが Oracle の場合は、以下の手順を実行します。
– ftelog ユーザーがどの Oracle 管理グループにも属していないことを確認します (例えば、

Windows の場合は ora_dba、AIX and Linuxの場合は dba)。
– このユーザーに、データベースに接続する許可、および『ステップ 2: 必要なデータベース表の作
成』で作成した表に対する select、insert、および update の許可を付与します。

スタンドアロン・データベース・ロガーから MFT 用 Java EE データベース・ロガ
ーへのマイグレーション
スタンドアロン・データベース・ロガーから Java EE データベース・ロガーにマイグレーションできます。
スタンドアロン・データベース・ロガーを停止して、JEE データベース・ロガーをインストールする必要
があります。 ログ・エントリーが失われたり重複したりしないようにするには、 SYSTEM.FTE トピックを
停止し、 Java EE データベース・ロガーをインストールした後に再始動します。 マイグレーション前にデ
ータベースをバックアップしてください。

このタスクについて
手順
1.データベースを停止する前に、調整キュー・マネージャーに対して次の MQSC コマンドを実行します。
ALTER QM PSMODE(COMPAT)
これによって SYSTEM.FTE/Log トピックへのメッセージのパブリッシュが停止します。 ロガーがその
サブスクリプション上のメッセージをすべて処理するまで待ちます。 デフォルトでは、このサブスクリ
プションは SYSTEM.FTE.LOGGER.AUTO という名前です。

2. fteStopLogger コマンドを使用して、データベース・ロガーを停止します。
3.データベース・ソフトウェアに付属のツールを使用して、データベースをバックアップします。
4.スタンドアロンのデータベース・ロガーに属するサブスクリプションを削除します。
デフォルトでは、このサブスクリプションは SYSTEM.FTE.LOGGER.AUTO という名前です。

5.使用中のデータベース・スキーマが以前のバージョンの場合、スキーマを順番に以降のレベルにマイグ
レーションする必要があります。 例えば、データベース・スキーマを V7.0.1 から V7.0.4 にマイグレー
ションする場合は、まず V7.0.1 から V7.0.2 にマイグレーションしてから、V7.0.2 から V7.0.3 に、さら
に V7.0.3 から V7.0.4 にマイグレーションする必要があります。 データベース・スキーマを、バージョ
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ン oldからバーション newで移行する。ここで、oldおよび newは、スキーマ・バージョンを記述す
る変数です。移行する必要があるスキーマのバージョンごとに、以下のいずれかのアクションを実行し
て行います:

• データベースが Db2 on z/OS であり、 V7.0.2 スキーマと V7.0.3 スキーマの間、または
V7.0.3 スキーマと V7.0.4 スキーマの間でマイグレーションする場合は、新しいデータベース・スキ
ーマを作成し、既存のデータをそのスキーマにコピーする必要があります。 詳しくは、Db2 資料を
参照してください。

• データベースが Db2 でない場合や、8K を超えるページ・サイズでデータベースを作成していた場合
は、以下の手順を実行して、他のバージョンの場合と同じ要領でスキーマをマイグレーションできま
す。

• その他の環境でデータベース表をマイグレーションする場合は、以下の手順を実行します。
a.ご使用のデータベース・プラットフォームに適した、名前にストリング old-new が含まれてい
るファイルを選択します。 このファイルは、Remote Tools and Documentation インストール済
み環境の MQ_INSTALLATION_PATH/mqft/sql ディレクトリーにあります。

b.初期スキーマに対して変更を行った場合は、マイグレーション・ファイルを調べて、ファイルと
変更済みデータベースとの互換性が確保されるようにしてください。

c.ご使用のデータベースに対して SQL ファイルを実行します。
6. Java EE データベース・ロガー EAR ファイルをインストールします。
7. Java EE データベース・ロガーをデプロイします。 詳しくは、819 ページの『MFT 用の Java EE データ
ベース・ロガーのインストール』を参照してください。

8.調整キュー・マネージャーに対して次の MQSC コマンドを実行します。ALTER QMGR
PSMODE(ENABLED)
これによってメッセージが SYSTEM.FTE/Log トピックにパブリッシュされるようになります。

タスクの結果
Connect:Direct ブリッジの構成

Managed File Transfer ネットワークと Connect:Direct ネットワークの間でファイルを転送するように
Connect:Direct ブリッジを構成します。 Connect:Direct ブリッジのコンポーネントは、Connect:Direct ノ
ードと、そのノードと通信するための専用の Managed File Transfer エージェントです。 このエージェント
のことを Connect:Direct ブリッジ・エージェントといいます。

始める前に
Connect:Direct ブリッジを構成するエージェントとノードは、同じシステムに存在しているか、共用 NFS
マウントなどによって同じファイル・システムにアクセスできる状態になっている必要があります。 この
ファイル・システムは、Connect:Direct ブリッジに関係するファイル転送中に、cdTmpDir パラメーター
で定義されたディレクトリーにファイルを一時的に保管するために使用されます。 Connect:Direct ブリッ
ジ・エージェントと Connect:Direct ブリッジ・ノードでは、同じパス名を使用してこのディレクトリーを
指定できる必要があります。 例えば、エージェントとノードが別個の Windows システムにある場合、共有
ファイル・システムをマウントするためにそれらのシステムで同じドライブ名が使用されている必要があ
ります。 以下の構成を使用すると、エージェントとノードで同じパス名を使用できます。
• エージェントとノードが、Windows または Linux for x86-64 のいずれかを実行する同じシステム上にあ
る

• エージェントが Linux for x86-64 上にあり、ノードが AIX 上にある
• エージェントが Windows システム上にあり、ノードがそれとは別の Windows システム上にある
以下の構成を使用すると、エージェントとノードで同じパス名を使用できません。
• エージェントが Linux for x86-64 上にあり、ノードが Windows 上にある
• エージェントが Windows 上にあり、ノードが UNIX 上にある
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Connect:Direct ブリッジのインストールを計画する際には、これらの制約事項を考慮してください。
Connect:Direct ブリッジでサポートされるオペレーティング・システム・バージョンの詳細については、
System Requirements for IBM MQ の Web ページを参照してください。

このタスクについて
Connect:Directブリッジ・エージェントは、Connect:Directノードとの通信専用の Managed File Transfer
エージェントです。
デフォルトでは、Connect:Direct ブリッジ・エージェントは、TCP/IP プロトコルを使用して Connect:Direct
ノードに接続します。 Connect:Direct ブリッジ・エージェントと Connect:Direct ノードの間にセキュア接
続を確立する場合は、SSL プロトコルまたは TLS プロトコルを使用できます。

手順
1. Connect:Direct ブリッジ・エージェントおよびノードのオペレーティング・システムを選択します。

a)ブリッジエージェント Connect:Directをインストールするために、x86-64でWindowsどちら Linux
かが稼働しているシステムを選択します。

b) Connect:Direct for Windows または Connect:Direct for UNIX でサポートされるオペレーティング・シ
ステムを選択して、 Connect:Direct ブリッジ・ノードをインストールします。

2. Connect:Direct ノードを選択および構成する。
以下の手順を実行する前に、Connect:Direct ノードをインストールしておく必要があります。
a) Managed File Transferエージェントが通信するために使用する Connect:Directノードを選択しま
す。

b)選択した Connect:Direct ノードのネットワーク・マップを確認します。 Windows オペレーティン
グ・システム上で実行中のリモート・ノードの項目がネットワーク・マップに含まれている場合は、
それらのノードが Windows で実行されていることが、それらの項目で指定されていることを確認し
ます。

Connect:Directブリッジ用に選択した Connect:DirectノードがWindows上で実行されている場合
は、Connect:Directリクエスターを使用して、ネットワーク・マップを編集します。 Windows で実
行されているすべてのリモート・ノードの 「オペレーティング・システム」 フィールドが
「Windows」に設定されていることを確認します。

3. Connect:Direct ブリッジ・エージェントを作成および構成する。
a) fteCreateCDAgent コマンドを使用して Connect:Direct ブリッジ・エージェントを作成します。

• cdNode パラメーターには値を指定する必要があります。 このパラメーターでは、エージェントが
Connect:Direct ブリッジの一部になる Connect:Direct ノードに対して使用する名前を指定しま
す。 前のセクションで選択した Connect:Direct ノードの名前を使用します。

• cdNodeHost パラメーターおよび cdNodePort パラメーターの値を指定します。これらは、エー
ジェントが通信する Connect:Direct ノードを定義します。
cdNodeHost パラメーターに値を指定しないと、ローカル・システムのホスト名または IP アドレ
スが使用されます。 cdNodePort パラメーターに値を指定しないと、値 1363 が使用されます。

• オプションで、fteCreateAgent の情報を使用し、cdTmpDir パラメーターに値を指定する必要があ
るかどうかを決定します。

b) Managed File Transfer で使用するユーザー資格情報を、Connect:Direct ノード上のユーザー資格情
報にマップします。 以下のいずれかの方法を使用して資格情報をマップできます。
• ConnectDirectCredentials.xmlファイルを作成して、資格情報マッピング情報を定義しま
す。 詳しくは、833 ページの『ConnectDirectCredentials.xml ファイルを使用した Connect:Direct
の資格情報のマップ』を参照してください。
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• 使用する Connect:Direct ブリッジ用に資格情報マッピングを実行するユーザー出口を作成する。
詳しくは、835 ページの『出口クラスを使用した Connect:Direct の資格情報のマップ』を参照し
てください。

4. ConnectDirectNodeProperties.xmlファイルを構成して、リモート Connect:Directノードに関す
る情報を組み込みます。
以下の手順を実行する前に、Connect:Direct ブリッジ・エージェントを作成しておく必要があります。
Connect:Directブリッジ・エージェント構成ディレクトリー内のテンプレート
ConnectDirectNodeProperties.xmlを編集します。 情報を定義する Connect:Direct ノードまた
はノード・グループごとに、以下の手順を実行します。
a) nodePropertiesエレメントの内部に、nodeエレメントを作成します。
b) node要素に name属性を追加する。 1 つ以上のリモート Connect:Direct ノードの名前に合致する
パターンとして、この属性の値を指定します。

c)オプション: node要素に pattern属性を追加し、name属性内の値がどのような種類のパターンであ
るかを指定します。 有効な値は、regex と wildcard です。 デフォルト・オプションは wildcard
です。

d) node要素に、name属性で指定されたリモート Connect:Directノードが動作するオペレーティング
システムを指定する type属性を追加する。
有効な値は以下のとおりです。
• Windows - ノードは Windows で実行されています
• UNIX - ノードは AIX and Linux で実行されています
• z/OS、zos、os/390、os390 - ノードは z/OS で実行されています
この属性の値には、大/小文字の区別がありません。 Connect:Direct ブリッジは、その他のオペレー
ティング・システムのリモート・ノードへの転送には対応していません。

詳しくは、Connect:Direct ノードのプロパティー・ファイルのフォーマットを参照してください。
5. Connect:Direct ブリッジ・エージェントと Connect:Direct ノードの間のセキュア接続を構成する。 その
方法を示す例については、Connect:Direct ブリッジ・エージェントと Connect:Direct ノードの間の SSL
または TLS の構成を参照してください。

関連タスク
Connect:Direct ブリッジのトラブルシューティング
Connect:Direct ブリッジ・エージェントと Connect:Direct ノードの間の SSL または TLS の構成
Connect:Direct ノードへのファイルの転送
Connect:Direct ノードからのファイルの転送

Connect:Direct ノードからの複数ファイルの転送
関連資料
Connect:Direct ブリッジ
Connect:Direct の資格情報のマップ
Connect:Direct ブリッジ・エージェントのデフォルトの資格情報マッピング機能を使用するか、独自のユ
ーザー出口を作成して、 Managed File Transfer のユーザー資格情報を Connect:Direct ノードのユーザー資
格情報にマップします。 Managed File Transfer には、ユーザー資格情報マッピングを実行するサンプルの
ユーザー出口が用意されています。
関連タスク
833 ページの『ConnectDirectCredentials.xml ファイルを使用した Connect:Direct の資格情報のマップ』
Connect:Direct ブリッジ・エージェントのデフォルトの資格情報マッピング機能を使用して、 Managed File
Transfer のユーザー資格情報を Connect:Direct ノードのユーザー資格情報にマップします。 Managed File
Transfer で提供される XML ファイルを編集して、ユーザーの資格情報を組み込むことができます。
835 ページの『出口クラスを使用した Connect:Direct の資格情報のマップ』
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Connect:Direct ブリッジ・エージェントのデフォルトの資格情報マッピング機能を使用しない場合は、独
自のユーザー出口を作成して、Managed File Transfer 内のユーザー資格情報を Connect:Direct ノード上の
ユーザー資格情報にマップできます。 資格情報マッピングの独自のユーザー出口を構成すると、デフォル
トの資格情報マッピング機能が使用不可になります。
関連資料
CDCredentialExit.java インターフェース
Connect:Direct 資格情報ファイルのフォーマット
ConnectDirectCredentials.xml ファイルを使用した Connect:Direct の資格情報のマップ
Connect:Direct ブリッジ・エージェントのデフォルトの資格情報マッピング機能を使用して、 Managed File
Transfer のユーザー資格情報を Connect:Direct ノードのユーザー資格情報にマップします。 Managed File
Transfer で提供される XML ファイルを編集して、ユーザーの資格情報を組み込むことができます。

このタスクについて
fteCreateCDAgent コマンドを使用して Connect:Direct ブリッジ・エージェントを作成した後、
ConnectDirectCredentials.xml ファイルを手動で作成する必要があります。 Connect:Direct ブリッ
ジ・エージェントを使用するには、まずこのファイルを編集して、ホスト、ユーザー、および資格情報を
含める必要があります。 詳しくは、Connect:Direct の資格情報ファイルのフォーマットを参照してくださ
い。 デフォルトでは、このファイルは現行ユーザーのホーム・ディレクトリー(例えば、/home/fteuser/
ConnectDirectCredentials.xml)からロードされます。 別の場所を使用するには、
ConnectDirectNodeProperties.xml ファイル内の <credentialsFile> エレメントで指定します。

手順
1.エレメント <tns:pnode name="Connect:Direct node host" pattern="wildcard"> の
name 属性に、 Connect:Direct ブリッジ・エージェントの接続先の Connect:Direct ノードの名前の値が
含まれていることを確認します。 この値は、fteCreateCDAgent -cdNode パラメーターに指定した
値と同じ値でなければなりません。
pattern 属性の値は、wildcard または regex のいずれかです。 この属性を指定しない場合、デフォ
ルトは wildcard です。

2. <tns:pnode>の子エレメントとして、ユーザー IDおよび資格情報をファイルに挿入します。
以下の<tns:user>エレメントの 1つ以上のインスタンスをファイルに挿入することができます:

<tns:user name="name" 
          pattern="pattern" 
          ignorecase="ignorecase" 
          cdUserId="cdUserId"  
          cdPassword="cdPassword"  
          pnodeUserId="pnodeUserId" 
          pnodePassword="pnodePassword">
</tns:user>

ここで、
• name は、MFT 転送要求に関連付けられた MQMD ユーザー ID と一致するパターンです。
• pattern は、name 属性に指定されたパターンがワイルドカード表現であるか、Java 正規表現である
かを指定します。 pattern 属性の値は、wildcard または regex のいずれかです。 この属性を指定
しない場合、デフォルトは wildcard です。

• ignorecase は、name 属性で指定されたパターンを大/小文字の区別があるものとして扱うかどうか
を指定します。 この属性を指定しない場合、デフォルトは true です。

• cdUserId は、 <tns:pnode> エレメントの name 属性で指定された Connect:Direct ノードに接続す
るために Connect:Direct ブリッジ・エージェントが使用するユーザー ID です。 可能な場合は、
cdUserId に Connect:Direct 管理者ユーザー ID を指定してください。 cdUserId に Connect:Direct
管理者を指定できない場合は、使用するユーザー ID が Connect:Direct ブリッジ・ノードにおいて以
下の機能権限を持つようにしてください。
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– Windows ノードの場合、以下の権限を設定します。 この例では、読みやすくするために復帰文字
を使用してフォーマットしています。
View Processes in the  value: yes
 TCQ
Issue the copy         value: yes
 receive, copy send,
 run job, and run task
 Process statements
Issue the submit       value: yes
 Process statement
Monitor, submit,       value: all
 change,and delete all
 Processes
Access Process         value: all
 statistics
Use the trace tool or  value: yes
 issue traceon and
 traceoff commands
Override Process       value: yes
 options such as file
 attributes and remote
 node ID                                           

– AIXノードまたは Linuxノードの場合、userfile.cfgファイル内の以下のパラメーターを設定し
ます:

pstmt.copy             value: y
pstmt.upload           value: y
pstmt.download         value: y
pstmt.runjob           value: y
pstmt.runtask          value: y
cmd.submit             value: y
pstmt.submit           value: y
cmd.chgproc            value: y
cmd.delproc            value: y
cmd.flsproc            value: y
cmd.selproc            value: a
cmd.selstats           value: a
cmd.trace              value: y
snode.ovrd             value: y

• cdPassword は、cdUserId 属性で指定されたユーザー ID に関連付けられているパスワードです。
• オプションで、pnodeUserId 属性を指定できます。 この属性の値は、 Connect:Direct プロセスを実
行依頼するために <tns:pnode> エレメントの name 属性によって指定される Connect:Direct ノード
によって使用されるユーザー ID です。 pnodeUserId 属性を指定しない場合、Connect:Direct ノード
は、cdUserId 属性で指定されたユーザー ID を使用して Connect:Direct プロセスを実行依頼します。

• オプションで、属性 pnodePassword を指定できます。 この属性の値は、pnodeUserId 属性で指定
されたユーザー ID に関連付けられているパスワードです。

MQMD ユーザー ID に一致するユーザー・エレメントがない場合、転送は失敗します。
3.オプション: 1 つ以上の <tns:snode> エレメントを、<tns:user> エレメントの子エレメントとして
含めることができます。 <tns:snode> エレメントでは、Connect:Direct ブリッジの一部である
Connect:Direct ノードで使用する資格情報を指定します。 この資格情報は、Connect:Direct ブリッジ・
ノードが、ファイル転送のソースまたは宛先である Connect:Direct ノードに接続するときに使用するユ
ーザー ID とパスワードです。
ファイルに以下のエレメントを 1 つ以上挿入します。
<tns:snode name="name" 
           pattern="pattern" 
           userId="userId" 
           password="password"/>

ここで、
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• name は、ファイル転送の転送元または転送先である Connect:Direct ノードの名前とマッチングさせ
るパターンです。

• pattern は、name 属性に指定されたパターンがワイルドカード表現であるか、Java 正規表現である
かを指定します。 pattern 属性の値は、wildcard または regex のいずれかです。 この属性を指定し
ない場合、デフォルトは wildcard です。

• userId は、 <tns:pnode> エレメントの name 属性で指定された Connect:Direct ノードが、
<tns:snode>の name 属性で指定されたパターンに一致する Connect:Direct ノードに接続するため
に使用するユーザー ID です。

• password は、userId 属性で指定されたユーザー ID に関連付けられているパスワードです。
ファイル転送の二次ノードと一致する <tns:snode>エレメントがない場合は、転送が失敗することは
ありません。 転送が開始され、snode で使用するユーザー ID およびパスワードは指定されません。

タスクの結果
ユーザー名または Connect:Direct ノード名をパターン・マッチで検索するとき、Connect:Direct ブリッジ・
エージェントは、ファイルの先頭から末尾に向かって検索します。 最初に見つかった一致が使用されます。
関連タスク
830 ページの『Connect:Direct ブリッジの構成』
Managed File Transfer ネットワークと Connect:Direct ネットワークの間でファイルを転送するように
Connect:Direct ブリッジを構成します。 Connect:Direct ブリッジのコンポーネントは、Connect:Direct ノ
ードと、そのノードと通信するための専用の Managed File Transfer エージェントです。 このエージェント
のことを Connect:Direct ブリッジ・エージェントといいます。
関連資料
Connect:Direct 資格情報ファイルのフォーマット
fteCreateCDAgent: Connect:Direct ブリッジ・エージェントの作成
出口クラスを使用した Connect:Direct の資格情報のマップ
Connect:Direct ブリッジ・エージェントのデフォルトの資格情報マッピング機能を使用しない場合は、独
自のユーザー出口を作成して、Managed File Transfer 内のユーザー資格情報を Connect:Direct ノード上の
ユーザー資格情報にマップできます。 資格情報マッピングの独自のユーザー出口を構成すると、デフォル
トの資格情報マッピング機能が使用不可になります。

このタスクについて
Connect:Direct の資格情報のマッピングのために作成するユーザー出口では、
com.ibm.wmqfte.exitroutine.api.ConnectDirectCredentialExit インターフェースを実装す
る必要があります。 詳しくは、CDCredentialExit.java インターフェースを参照してください。

IBM MQ Consoleおよび REST APIの構成
IBM MQ Console と REST API をホストする mqweb サーバーには、デフォルトの構成が準備されています。
どちらのコンポーネントを使用する場合も、ユーザーにログインを許可するために、セキュリティーを構
成するなどの複数の構成タスクを実行する必要があります。 このトピックでは、使用可能なすべての構成
オプションについて説明します。

手順
• 836 ページの『mqweb サーバーの基本構成』
• 841 ページの『セキュリティーの構成』
• 842 ページの『HTTP ホスト名の構成』
• 843 ページの『HTTP および HTTPS ポートの構成』
• 844 ページの『応答タイムアウトの構成』
• 845 ページの『自動始動の構成』
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• 846 ページの『ロギングの構成』
• 849 ページの『LTPA トークンの構成』
• 851 ページの『IBM MQ Console のリモート・キュー・マネージャー接続の動作の構成』
• 853 ページの『administrative REST API ゲートウェイの構成』
• 854 ページの『messaging REST API の構成』
• 860 ページの『REST API for MFT の構成』
• 866 ページの『mqweb サーバーの JVM のチューニング』
• 867 ページの『IBM MQ Console および REST API のインストール・コンポーネントのファイル構造』

mqweb サーバーの基本構成
REST APIまたは IBM MQ Consoleの使用を開始するには、その前に正しいコンポーネントをインストール
し、REST APIまたは IBM MQ Consoleをホストするmqwebサーバーを構成する必要があります。

このタスクについて
このタスクの手順では、REST API および IBM MQ Console を素早く開始するための mqweb サーバーの基
本構成に焦点を当てています。 セキュリティーを構成する手順では、 基本的なユーザー・レジストリーを
セットアップする方法の概要を示していますが、ユーザーと役割を構成する方法には他のオプションも存
在します。 mqweb サーバーのセキュリティーの構成について詳しくは、 IBM MQ Console および REST
API セキュリティーを参照してください。
注 : この手順を実行するには、mqwebuser.xml ファイルにアクセスできる必要があります。
• z/OS では、mqwebuser.xml ファイルへの書き込み権限を持つユーザーでなければなりま
せん。

• 他のすべてのオペレーティング・システムでは、mqwebuser.xml ファイルにアクセスす
るには特権ユーザーでなければなりません。

• mqweb サーバーがスタンドアロンの IBM MQ Web Server インストール済み
環境の一部である場合は、 IBM MQ Web Server データ・ディレクトリー内の mqwebuser.xml ファイル
に対する書き込み権限が必要です。

手順
1. IBM MQ Consoleおよび REST APIコンポーネントをインストールします:

• AIXで、mqm.web.rteファイルセットをインストールします。 AIX にファイル・セ
ットをインストールする方法について詳しくは、AIXでのインストール・タスクを参照してくださ
い。

• IBM i の場合は、WEB コンポーネントをインストールします。 この機能を使用するに
は、 5724L26 IBM MQ Java Messaging and Web Services、および 5770JV1 Java SE 8 前提条件も
インストールする必要があります。 IBM i にフィーチャーをインストールする方法について詳しく
は、IBM i でのインストール・タスクを参照してください。

• Linuxで、MQSeriesWebコンポーネントをインストールします。 Linux にコンポーネ
ントをインストールする方法について詳しくは、Linux でのインストール・タスクを参照してくだ
さい。

IBM MQ 9.4.0以降、 Linux上のスタンドアロン IBM MQ Web Server インストール済
み環境で mqweb サーバーを実行することもできます。 IBM MQ Web Serverのインストールにつ
いて詳しくは、 スタンドアロン IBM MQ Web Serverのインストールを参照してください。
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• Windowsで、Web Administrationフィールドをインストールします。 Windows
にフィーチャーをインストールする方法について詳しくは、Windows でのインストール・タスクを
参照してください。

• IBM MQ for z/OS UNIX System Services Web Componentsフィールドをイ
ンストールします。 z/OS にコンポーネントおよびフィーチャーをインストールする方法について
詳しくは、z/OS でのインストール・タスクを参照してください。

2. IBM MQ Console および REST APIをホストする mqweb サーバーを作成します。
• z/OSでは、 crtmqweb スクリプトを実行します。
このスクリプトにより、mqweb サーバーの構成ファイルおよびログ・ファイルを格納する
WebSphere Liberty ユーザー・ディレクトリーが作成されます。 crtmqweb スクリプトの実行につ
いて詳しくは、948 ページの『mqweb サーバーの作成』を参照してください。

• スタンドアロンの IBM MQ Web Server インストール済み環境では、
840 ページの『スタンドアロン IBM MQ Web Server の構成』の手順に従います。

• それ以外のすべての環境では、mqweb サーバーを作成するためにアクションを実行する必要はあ
りません。

3.
z/OS で、mqweb サーバーを始動するためのカタログ式プロシージャーを作成します。
詳細については、950 ページの『Creating a procedure for the mqweb server』を参照してください。

4.既存の構成ファイル mqwebuser.xml を、基本セキュリティーを提供するように構成されている基本
レジストリー・サンプル・ファイルに置き換えます。 basic_registry.xml ファイルを
MQ_INSTALLATION_PATH/web/mq/samp/configuration ディレクトリーからご使用のシステムの
適切なディレクトリーにコピーし、ファイル名を mqwebuser.xml に変更します。
• IBM MQ インストール済み環境で、このファイルを以下のディレクトリーにコピーします。

– AIX and Linux 上: /var/mqm/web/installations/
installationName/servers/mqweb

– Windows 上:
MQ_DATA_PATH\web\installations\installationName\servers\mqweb

ここで、MQ_DATA_PATH は、IBM MQ データ・パスであり、このパスは IBM MQ のインストー
ル中に選択されたデータ・パスです。 デフォルトでは、このパスは C:\ProgramData\IBM\MQ
です。

– z/OS 上: WLP_user_directory/servers/mqweb

ここで、WLP_user_directory は、mqweb サーバー定義を作成するために crtmqweb スクリプト
を実行したときに指定したディレクトリーです。

• スタンドアロンの IBM MQ Web Server インストール済み環境の場合:
MQ_OVERRIDE_DATA_PATH/web/installations/MQWEBINST/servers/mqweb

ここで、 MQ_OVERRIDE_DATA_PATH は、 MQ_OVERRIDE_DATA_PATH 環境変数が指す IBM MQ Web
Server データ・ディレクトリーです。

basic_registry.xml サンプル・ファイルは、以下の 4 人のユーザーを構成します。
mqadmin

MQWebAdmin の役割のメンバーである管理ユーザー。
mqreader

MQWebAdminRO 役割のメンバーである、読み取り専用の管理ユーザー。
mftadmin

MFTWebAdmin の役割のメンバーである管理ユーザー。
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mftreader
MFTWebAdminRO 役割のメンバーである、読み取り専用の管理ユーザー。

すべてのユーザーは、 MQWebUser 役割のメンバーでもあります。
利用可能なロールの詳細については、IBM MQ Consoleの上のロールおよび REST APIでのロール

5.オプション: mqwebuser.xml ファイルを編集して、ユーザーとグループをさらに追加します。 それら
のユーザーとグループに、REST API または IBM MQ Consoleの使用が許可される適切な役割を割り当
てます。 デフォルトで定義されているユーザーのパスワードを変更し、新規パスワードをエンコード
することもできます。 詳しくは、ユーザーおよび役割の構成を参照してください。
注 :

• z/OSでは、 MQWebUser ロールにユーザーを追加する場合、mqweb 開始タスクのユー
ザー ID に、 MQWebUser ロールを持つユーザー ID への代替ユーザー・アクセス権限も付与する必要
があります。 以下に例を示します。
RDEFINE MQADMIN hlq.ALTERNATE.USER.userId UACC(NONE)
PERMIT hlq.ALTERNATE.USER.userId CLASS(MQADMIN) ACCESS(UPDATE) ID(mqwebUserId)

• messaging REST API の使用を開始するためのステップを完了するには、
mqwebuser.xml ファイルにユーザーを追加する必要があります。 このユーザーは、ご使用のシス
テムの既存の IBM MQ ユーザーの 1 人と同じ名前でなければなりません。 XML ファイル内の他のユ
ーザーと同じフォーマットに従って、XML ファイル内の行 <user name="mftreader"
password="mftreader"/> の後にユーザー ID とパスワードを追加します。

6. mqweb サーバー構成を指すように環境を設定します。
• z/OS で、以下のコマンドを入力して、変数が mqweb サーバー構成を指すように、

WLP_USER_DIR 環境変数を設定します。
export WLP_USER_DIR=WLP_user_directory

ここで、 WLP_user_directory は、 crtmqweb コマンドに渡されるディレクトリーの名前です。
以下に例を示します。
export WLP_USER_DIR=/var/mqm/web/installation1

詳細については、948 ページの『mqweb サーバーの作成』を参照してください。
• スタンドアロンの IBM MQ Web Server インストール済み環境では、

MQ_OVERRIDE_DATA_PATH 環境変数を IBM MQ Web Server データ・ディレクトリーに設定しま
す。
例えば、 IBM MQ Web Server データ・ディレクトリーとして /var/mqweb を使用することを選択
した場合は、次のコマンドを発行します。
export MQ_OVERRIDE_DATA_PATH=/var/mqweb

• 他のすべての環境では、環境を設定するためにアクションを実行する必要はありません。
7.デフォルトでは、REST API および IBM MQ Console は mqweb サーバーと同じホストからしか使用で
きません。 mqweb サーバーへのリモート接続を有効にするには、次のコマンドを入力します。
setmqweb properties -k httpHost -v hostname

hostName は IP アドレス、ドメイン名サフィックス付きのドメイン・ネーム・サーバー (DNS) ホスト
名、または IBM MQ がインストールされているサーバーの DNS ホスト名を示します。 使用可能なすべ
てのネットワーク・インターフェースを指定するには、次の例に示すように、二重引用符で囲んだア
スタリスク * を使用します。
setmqweb properties -k httpHost -v "*"
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8.オプション: デフォルトでは、administrative REST API for MFT は有効になっていません。 このフィー
チャーを使用する場合は、これを有効にして、調整キュー・マネージャーを構成する必要があります。
a) MFT以下のコマンドを入力し、administrative REST APIforを有効にします:

setmqweb properties -k mqRestMftEnabled -v true

b)以下のコマンドを入力して、どのキュー・マネージャーを調整キュー・マネージャーにするかを構
成します。
setmqweb properties -k mqRestMftCoordinationQmgr -v qmgrName

ここで、qmgrName は、調整キュー・マネージャーの名前です。
c) POST 呼び出しを有効にするには、以下のコマンドを入力して、どのキュー・マネージャーをコマ
ンド・キュー・マネージャーにするかを構成します。
setmqweb properties -k mqRestMftCommandQmgr -v qmgrName

ここで、qmgrName は、コマンド・キュー・マネージャーの名前です。
9. REST API および IBM MQ Consoleをサポートする mqweb サーバーを開始します。

• AIX, Linux, and Windows で、特権ユーザーとして、以下のコマンドを入力します。
strmqweb

• IBM i で、特権ユーザーとして Qshell で次のコマンドを入力します。
/QIBM/ProdData/mqm/bin/strmqweb

• z/OS で、950 ページの『Creating a procedure for the mqweb server』で作成したプ
ロシージャーを開始します。
mqweb サーバーが正常に始動したことを示すために、以下のメッセージが STDOUT DD に発行され
ます。
[AUDIT   ] MQWB2019I: MQ Console level: 9.2.4 - V924-CD924-L211028
[AUDIT   ] MQWB0023I: MQ REST API level: 9.2.4 - V924-CD924-L211028
[AUDIT   ] CWWKZ0001I: Application com.ibm.mq.rest started in 1.763 seconds.
[AUDIT   ] CWWKZ0001I: Application com.ibm.mq.console started in 2.615 seconds.
[AUDIT   ] CWWKF0011I: The mqweb server is ready to run a smarter planet. The mqweb 
server started in 10.016 seconds.

z/OS で mqweb サーバー開始タスクを停止するか、endmqweb コマンドを使用することにより、いつ
でも mqweb サーバーを停止できます。 ただし、mqweb サーバーが稼働していない場合は、REST API
や IBM MQ Console を使用できません。

10.
オプション: z/OS では、IBM MQ Console および REST API の始動時に発行される MQWB2019I および
MQWB0023I メッセージをシステム自動化製品がトラップできるようにするには、これらのメッセー
ジを MVS コンソールに書き込むように mqweb サーバーを構成します。 MQWB2019I メッセージと
MQWB0023I メッセージを MVS コンソールに書き込むように mqweb サーバーを構成するには、ステ
ップ 837 ページの『4』 で作成した mqwebuser.xml ファイルを編集し、以下の行をファイルに追加
します。
<zosLogging enableLogToMVS="true" wtoMessage="MQWB2019I,MQWB0023I"/>

mqweb サーバーでの z/OS ロギングの構成についての詳細情報は、z/OS ロギング (zosLogging) を参照
してください。

次のタスク
1. HTTP 接続の使用可能化やポート番号の変更など、mqweb サーバー設定の構成を行います。 詳細につ
いては、835 ページの『IBM MQ Consoleおよび REST APIの構成』を参照してください。
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2.オプションで、REST API を構成します。
a. REST API のクロス・オリジン・リソース共有を構成します。 デフォルトでは、REST API と同じド
メイン上でホストされていない Web リソースからは REST API にアクセスできません。 つまり、ク
ロス・オリジン要求が有効になりません。 指定した URL からのクロス・オリジン要求を許可するよ
うクロス・オリジン・リソース共有 (CORS) を構成することができます。 詳しくは、REST API に対
する CORS の構成 を参照してください。

b. MFT用に REST API を構成します。 詳しくは、860 ページの『REST API for MFT の構成』を参照し
てください。

3. REST API または IBM MQ Console を使用します。
• administrative REST APIの概要
• messaging REST APIの概要
• IBM MQ Consoleの概要

スタンドアロン IBM MQ Web Server の構成
IBM MQ 9.4.0以降では、 IBM MQ Console および REST API をホストする mqweb サーバーをスタンドア
ロンの IBM MQ Web Server インストール済み環境で実行できます。

始める前に
スタンドアロン IBM MQ Web Server は、 Linuxでのみ使用可能です。
mqweb サーバーを構成する前に、 スタンドアロン IBM MQ Web Serverのインストールの手順に従って、
IBM MQ Web Server をインストールする必要があります。

このタスクについて
スタンドアロンの IBM MQ Web Server インストール済み環境で実行される新しい mqweb サーバーを作成
して構成するには、このタスクの手順に従います。 この手順を繰り返すことで、スタンドアロン IBM MQ
Web Server インストール済み環境で複数の mqweb サーバーを実行するように構成できます。

手順
1. IBM MQ Web Server データ・ディレクトリーを作成します。
データ・ディレクトリーは、 IBM MQ Console および REST APIを実行する mqweb サーバーの構成フ
ァイルとログ・ファイルを保管するために使用されます。 IBM MQ Web Server データ・ディレクトリー
として選択した任意のディレクトリーを使用できます。
mqweb サーバーの始動に使用するユーザー ID には、データ・ディレクトリーに対する読み取りおよび
書き込み権限が付与されている必要があります。

2. MQ_OVERRIDE_DATA_PATH 環境変数を、ステップ 840 ページの『1』で作成したデータ・ディレクト
リーに設定します。
例えば、 IBM MQ Web Server データ・ディレクトリーとして /var/mqweb を使用することを選択した
場合は、次のコマンドを発行します。
export MQ_OVERRIDE_DATA_PATH=/var/mqweb

3. setmqenv コマンドを使用して、 IBM MQ 環境をセットアップします。
IBM MQ Web Server インストール・ディレクトリーの bin ディレクトリーに移動して、以下のコマン
ドを発行します。
. setmqenv -s

4. crtmqdir コマンドを使用して、データ・ディレクトリー内に IBM MQ ディレクトリーおよびファイル
を作成します。 作成されるファイルには、mqweb サーバーのテンプレート定義が含まれます。
以下のコマンドを発行します。
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crtmqdir -s -f

5.オプション: この mqweb サーバーが、スタンドアロン IBM MQ Web Serverのこのインストールで実行
するために最初に作成したものである場合は、 mqlicense コマンドを使用して、 IBM MQ ライセンス
を確認し、同意します。
このコマンドは、 IBM MQ Web Server インストール・ディレクトリーに対する書き込み権限を持つユー
ザーとして実行する必要があります。
例えば、 IBM MQ ライセンスを表示するには、次のコマンドを発行します。
mqlicense

詳しくは、 mqlicenseを参照してください。
6.オプション: 新しく構成されたスタンドアロン IBM MQ Web Server インストール済み環境で実行する
ために既存の mqweb サーバーをマイグレーションするには、以下の手順を実行します。
a.既存の mqweb サーバー構成をバックアップします。
b.ファイルを MQ_OVERRIDE_DATA_PATH/web/installations/MQWEBINST ディレクトリーにリ
ストアします。ここで、 MQ_OVERRIDE_DATA_PATH は、ステップ 840 ページの『1』で作成した
IBM MQ Web Server データ・ディレクトリーです。

詳細については、870 ページの『mqweb サーバーの構成のバックアップとリストア』を参照してくだ
さい。
注 : IBM MQ Console および REST API の一部の機能は、スタンドアロンの IBM MQ Web Server インス
トール済み環境では使用できません。 mqweb サーバーを IBM MQ インストール済み環境からスタンド
アロン IBM MQ Web Server インストール済み環境にマイグレーションする場合、マイグレーション後に
これらの機能を使用することはできません。 スタンドアロン IBM MQ Web Server インストール済み環
境で適用される制約事項について詳しくは、 IBM MQ Console および REST APIを参照してください。

次のタスク
836 ページの『mqweb サーバーの基本構成』で説明されている手順に従って、mqweb サーバーを構成し
ます。

セキュリティーの構成
mqwebuser.xmlファイルを編集することにより、IBM MQ Consoleおよび REST APIのセキュリティーを
構成することができます。 基本ユーザー・レジストリー、LDAP レジストリー、または WebSphere Liberty
が備える他のレジストリー・タイプを構成することで、ユーザーを構成し、認証することができます。 そ
して、ユーザーとグループに役割を割り当てることで、それらのユーザーに権限を与えることができます。

このタスクについて
IBM MQ Console、および REST API のためのセキュリティーを構成するには、ユーザーとグループを構成
する必要があります。 そして、それらのユーザーとグループに、IBM MQ Console を使用するための権限、
または REST API、あるいはその両方を与えることができます。 ユーザーおよびグループの構成、およびユ
ーザーの認証と許可について詳しくは、 IBM MQ Console および REST API セキュリティーを参照してくだ
さい。
ユーザーが IBM MQ Console で認証されると、LTPA トークンが生成されます。 このトークンにより、ユー
ザーは、トークンの有効期限が切れるまで再認証することなく IBM MQ Console を使用できます。
REST API でトークン・ベースの認証を使用する場合、HTTP POST メソッドで /login REST API リソース
を使用してユーザーがログインする際に異なる LTPA トークンが生成されます。 このトークンの有効期限
が切れるタイミングや、このトークンを HTTP 接続と HTTPS 接続の両方に使用できるかどうかを構成でき
ます。 詳しくは、 849 ページの『LTPA トークンの構成』を参照してください。

手順
• IBM MQ Console および REST API セキュリティー
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• 849 ページの『LTPA トークンの構成』
HTTP ホスト名の構成

デフォルトでは、IBM MQ Console および REST API をホストする mqweb サーバーは、ローカル接続のみ
を許可するように構成されます。 つまり、IBM MQ Console と REST API は、IBM MQ Console と REST API
がインストールされているシステム上でのみ利用できます。 setmqweb コマンドを使用することによっ
て、リモート接続を許可するようにホスト名を構成できます。

始める前に
このタスクを実行するユーザーは、dspmqweb コマンドと setmqweb コマンドを使用できる特定の特権を
持つユーザーでなければなりません。
• z/OS では、dspmqweb コマンドと setmqweb コマンドの実行権限と、mqwebuser.xml フ
ァイルに対する書き込み権限が必要です。

• 他のすべてのオペレーティング・システムでは、特権ユーザーでなければなりません。
• mqweb サーバーがスタンドアロンの IBM MQ Web Server インストール済み
環境の一部である場合は、 IBM MQ Web Server データ・ディレクトリー内の mqwebuser.xml ファイル
に対する書き込み権限が必要です。

重要 :

z/OSで setmqweb コマンドまたは dspmqweb コマンドを発行する前に、WLP_USER_DIR 環境変数
が mqweb サーバー構成を指すように設定する必要があります。
WLP_USER_DIR 環境変数を設定するには、以下のコマンドを発行します。
export WLP_USER_DIR=WLP_user_directory

ここで、WLP_user_directoryは、crtmqwebに渡されるディレクトリーの名前です。 以下に例
を示します。
export WLP_USER_DIR=/var/mqm/web/installation1

詳しくは、mqweb サーバーの作成 を参照してください。
重要 : 

スタンドアロン IBM MQ Web Server インストール済み環境で setmqweb コマンドまたは
dspmqweb コマンドを発行する前に、 MQ_OVERRIDE_DATA_PATH 環境変数を IBM MQ Web Server
データ・ディレクトリーに設定する必要があります。

手順
• HTTP ホスト名の現在の構成を表示するには、以下のコマンドを使用します。

dspmqweb properties -a

httpHost フィールドには、HTTP ホスト名が表示されます。
• 以下のコマンドを使用して、HTTP ホスト名を設定します。

setmqweb properties -k httpHost -v hostName

hostName は IP アドレス、ドメイン名サフィックス付きのドメイン・ネーム・サーバー (DNS) ホスト
名、または IBM MQ がインストールされているサーバーの DNS ホスト名を示します。 使用可能なすべ
てのネットワーク・インターフェースを指定するには、アスタリスクを二重引用符で囲んで使用しま
す。 ローカル接続のみを許可するには、値 localhost を使用します。

• 以下のコマンドを使用して、HTTP ホスト名を設定解除します。
setmqweb properties -k httpHost -d
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HTTP および HTTPS ポートの構成
デフォルトでは、IBM MQ Console と REST API をホストする mqweb サーバーは HTTPS ポート 9443 を使
用します。 HTTP 接続に関連付けられたポートは無効になります。 HTTP ポートを有効にしたり、別の
HTTPS ポートを構成したり、HTTP や HTTPS ポートを無効にしたりできます。 setmqweb コマンドを使用
して、ポートを構成できます。

始める前に
HTTP ポートを有効にすると、トークン・ベースの認証を使用している場合に、HTTP 接続と HTTPS 接続
の両方で同じ LTPA トークンを使用可能にする必要があります。 詳細については、849 ページの『LTPA
トークンの構成』を参照してください。
このタスクを実行するユーザーは、dspmqweb コマンドと setmqweb コマンドを使用できる特定の特権を
持つユーザーでなければなりません。
• z/OS では、dspmqweb コマンドと setmqweb コマンドの実行権限と、mqwebuser.xml フ
ァイルに対する書き込み権限が必要です。

• 他のすべてのオペレーティング・システムでは、特権ユーザーでなければなりません。
• mqweb サーバーがスタンドアロンの IBM MQ Web Server インストール済み
環境の一部である場合は、 IBM MQ Web Server データ・ディレクトリー内の mqwebuser.xml ファイル
に対する書き込み権限が必要です。

重要 :

z/OSで setmqweb コマンドまたは dspmqweb コマンドを発行する前に、WLP_USER_DIR 環境変数
が mqweb サーバー構成を指すように設定する必要があります。
WLP_USER_DIR 環境変数を設定するには、以下のコマンドを発行します。
export WLP_USER_DIR=WLP_user_directory

ここで、WLP_user_directoryは、crtmqwebに渡されるディレクトリーの名前です。 以下に例
を示します。
export WLP_USER_DIR=/var/mqm/web/installation1

詳しくは、mqweb サーバーの作成 を参照してください。
重要 : 

スタンドアロン IBM MQ Web Server インストール済み環境で setmqweb コマンドまたは
dspmqweb コマンドを発行する前に、 MQ_OVERRIDE_DATA_PATH 環境変数を IBM MQ Web Server
データ・ディレクトリーに設定する必要があります。
重要 : デフォルトでは、mqweb サーバーでは、すべての要求に対して LTPA トークンを保護する必
要があります。 mqweb サーバーが LTPA トークンの保護を必要とするように構成されている場合、
HTTP ポートへの接続時に以下のアクションを実行することはできません。
• IBM MQ Console にログインします。
• REST APIでトークン・ベースの認証を使用します。
HTTP 要求で LTPA トークンを使用できるようにするには、 secureLTPA プロパティーの値を
falseに設定します。 詳しくは、849 ページの『LTPA トークンの構成』を参照してください。

手順
• HTTP および HTTPS ポートの現在の構成を表示するには、以下のコマンドを使用します。

dspmqweb properties -a
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httpPort フィールドは HTTP ポートを示し、httpsPort フィールドは HTTPS ポートを示します。
• 以下のコマンドを使用して、HTTP ポートを有効にするか構成します。

• 以下のコマンドを使用して、HTTP ポートを有効にするか設定します。
setmqweb properties -k httpPort -v portNumber

ここで、portNumber は HTTP 接続に使用するポートを示します。 -1 の値を使用すると、ポートを
無効にすることができます。

• 以下のコマンドを使用して、HTTP ポート値をデフォルト値の -1 にリセットします。
setmqweb properties -k httpPort -d

• HTTPS ポートを構成します。
• 以下のコマンドを使用して、HTTPS ポート番号を設定します。

setmqweb properties -k httpsPort -v portNumber

ここで、portNumber は HTTPS 接続に使用するポートを示します。 -1 の値を使用すると、ポートを
無効にすることができます。

• 以下のコマンドを使用して、HTTPS ポート番号をデフォルト値の 9443 にリセットします。
setmqweb properties -k httpsPort -d

応答タイムアウトの構成
デフォルトでは、IBM MQ Console および REST API は、30 秒以内にクライアントに応答を送り返さないと
タイムアウトになります。 setmqweb コマンドを使用して、別のタイムアウト値を使用するように IBM
MQ Console および REST API を構成できます。

始める前に
このタスクを実行するユーザーは、dspmqweb コマンドと setmqweb コマンドを使用できる特定の特権を
持つユーザーでなければなりません。
• z/OS では、dspmqweb コマンドと setmqweb コマンドの実行権限と、mqwebuser.xml フ
ァイルに対する書き込み権限が必要です。

• 他のすべてのオペレーティング・システムでは、特権ユーザーでなければなりません。
• mqweb サーバーがスタンドアロンの IBM MQ Web Server インストール済み
環境の一部である場合は、 IBM MQ Web Server データ・ディレクトリー内の mqwebuser.xml ファイル
に対する書き込み権限が必要です。

重要 :

z/OSで setmqweb コマンドまたは dspmqweb コマンドを発行する前に、WLP_USER_DIR 環境変数
が mqweb サーバー構成を指すように設定する必要があります。
WLP_USER_DIR 環境変数を設定するには、以下のコマンドを発行します。
export WLP_USER_DIR=WLP_user_directory

ここで、WLP_user_directoryは、crtmqwebに渡されるディレクトリーの名前です。 以下に例
を示します。
export WLP_USER_DIR=/var/mqm/web/installation1

詳しくは、mqweb サーバーの作成 を参照してください。
重要 : 
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スタンドアロン IBM MQ Web Server インストール済み環境で setmqweb コマンドまたは
dspmqweb コマンドを発行する前に、 MQ_OVERRIDE_DATA_PATH 環境変数を IBM MQ Web Server
データ・ディレクトリーに設定する必要があります。

手順
• 要求タイムアウトの現在の構成を表示するには、以下のコマンドを使用します。

dspmqweb properties -a

mqRestRequestTimeout フィールドは、応答タイムアウトの現行値を示します。 詳しくは、
dspmqweb プロパティーを参照してください。

• 以下のコマンドを使用して、要求タイムアウトを設定します。
setmqweb properties -k mqRestRequestTimeout -v timeout

timeout はタイムアウトになるまでの時間 (秒単位) です。
• 以下のコマンドを使用して、要求タイムアウトをデフォルト値の 30 秒にリセットします。

setmqweb properties -k mqRestRequestTimeout -d

自動始動の構成
デフォルトでは、mqweb サーバーを始動すると、IBM MQ Console が自動的に始動します。 setmqweb コ
マンドを使用して、 IBM MQ Console と REST API を自動的に開始するかどうかを構成できます。

始める前に
このタスクを実行するユーザーは、dspmqweb コマンドと setmqweb コマンドを使用できる特定の特権を
持つユーザーでなければなりません。
• z/OS では、dspmqweb コマンドと setmqweb コマンドの実行権限と、mqwebuser.xml フ
ァイルに対する書き込み権限が必要です。

• 他のすべてのオペレーティング・システムでは、特権ユーザーでなければなりません。
• mqweb サーバーがスタンドアロンの IBM MQ Web Server インストール済み
環境の一部である場合は、 IBM MQ Web Server データ・ディレクトリー内の mqwebuser.xml ファイル
に対する書き込み権限が必要です。

重要 :

z/OSで setmqweb コマンドまたは dspmqweb コマンドを発行する前に、WLP_USER_DIR 環境変数
が mqweb サーバー構成を指すように設定する必要があります。
WLP_USER_DIR 環境変数を設定するには、以下のコマンドを発行します。
export WLP_USER_DIR=WLP_user_directory

ここで、WLP_user_directoryは、crtmqwebに渡されるディレクトリーの名前です。 以下に例
を示します。
export WLP_USER_DIR=/var/mqm/web/installation1

詳しくは、mqweb サーバーの作成 を参照してください。
重要 : 

スタンドアロン IBM MQ Web Server インストール済み環境で setmqweb コマンドまたは
dspmqweb コマンドを発行する前に、 MQ_OVERRIDE_DATA_PATH 環境変数を IBM MQ Web Server
データ・ディレクトリーに設定する必要があります。
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手順
• 以下のコマンドを使用して、自動始動の現在の構成を表示します。

dspmqweb properties -a

mqRestAutostart フィールドは REST API が自動的に開始されるかどうかを示し、
mqConsoleAutostart フィールドは IBM MQ Console が自動的に開始されるかどうかを示します。

• 以下のコマンドを使用して、IBM MQ Console を自動的に開始するかどうかを構成します。
setmqweb properties -k mqConsoleAutostart -v start

ここで、 start は、 IBM MQ Console を自動的に開始する場合は値 true 、それ以外の場合は false で
す。

• 以下のコマンドを使用して、REST API を自動的に開始するかどうかを構成します。
setmqweb properties -k mqRestAutostart -v start

ここで、 start は、 REST API を自動的に開始する場合は値 true 、それ以外の場合は false です。

ロギングの構成
ロギング・レベル、最大ログ・ファイル・サイズ、および IBM MQ Console と REST APIをホストする
mqweb サーバーで使用されるログ・ファイルの最大数を構成できます。 setmqweb コマンドを使用して、
ロギングを構成できます。

始める前に
このタスクを実行するユーザーは、dspmqweb コマンドと setmqweb コマンドを使用できる特定の特権を
持つユーザーでなければなりません。
• z/OS では、dspmqweb コマンドと setmqweb コマンドの実行権限と、mqwebuser.xml フ
ァイルに対する書き込み権限が必要です。

• 他のすべてのオペレーティング・システムでは、特権ユーザーでなければなりません。
• mqweb サーバーがスタンドアロンの IBM MQ Web Server インストール済み
環境の一部である場合は、 IBM MQ Web Server データ・ディレクトリー内の mqwebuser.xml ファイル
に対する書き込み権限が必要です。

重要 :

z/OSで setmqweb コマンドまたは dspmqweb コマンドを発行する前に、WLP_USER_DIR 環境変数
が mqweb サーバー構成を指すように設定する必要があります。
WLP_USER_DIR 環境変数を設定するには、以下のコマンドを発行します。
export WLP_USER_DIR=WLP_user_directory

ここで、WLP_user_directoryは、crtmqwebに渡されるディレクトリーの名前です。 以下に例
を示します。
export WLP_USER_DIR=/var/mqm/web/installation1

詳しくは、mqweb サーバーの作成 を参照してください。
重要 : 

スタンドアロン IBM MQ Web Server インストール済み環境で setmqweb コマンドまたは
dspmqweb コマンドを発行する前に、 MQ_OVERRIDE_DATA_PATH 環境変数を IBM MQ Web Server
データ・ディレクトリーに設定する必要があります。
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このタスクについて
mqweb サーバーは、ログ・メッセージとトレースを以下のログ・ファイルに書き込みます。
console.logと messages.log
これらのファイルには、 IBM MQ Console、 REST API、およびこれらのコンポーネントを実行する
mqweb サーバーによって発行されるメッセージが含まれています。

trace.log
このファイルには、 IBM MQ Console および REST APIのトレースが含まれています。 トレースが有効
になっている場合にのみ、トレースがこのファイルに書き込まれます。

mqweb サーバーのログ・ファイルは、次のいずれかのディレクトリーにあります。
• IBM MQ インストール済み環境の場合:

– AIX または Linuxの場合: /var/mqm/web/installations/
installationName/servers/mqweb/logs

– Windowsの場合:
MQ_DATA_PATH\web\installations\installationName\servers\mqweb\logs。ここで、
MQ_DATA_PATH は IBM MQ データ・パスです。 このパスは、 IBM MQのインストール時に選択された
データ・パスです。 デフォルトでは、このパスは C:\ProgramData\IBM\MQです。

– z/OS 上: WLP_user_directory/servers/mqweb/logs

ここで、WLP_user_directory は、mqweb サーバー定義を作成するために crtmqweb スクリプトを実行
したときに指定したディレクトリーです。

• スタンドアロンの IBM MQ Web Server インストール済み環境の場合:
MQ_OVERRIDE_DATA_PATH/web/installations/MQWEBINST/servers/mqweb/logs

ここで、 MQ_OVERRIDE_DATA_PATH は、 MQ_OVERRIDE_DATA_PATH 環境変数が指す IBM MQ Web
Server データ・ディレクトリーです。

mqweb サーバーで実行されるメッセージング REST API コードのメッセージング・トレース・ファイルは、
以下のいずれかのディレクトリーにあります。
• IBM MQ インストール済み環境の場合:

– AIX または Linuxの場合: /var/mqm/web/installations/
installationName/servers/mqweb

– Windowsの場合:
MQ_DATA_PATH\web\installations\installationName\servers\mqweb。ここで、
MQ_DATA_PATH は IBM MQ データ・パスです。 このパスは、 IBM MQのインストール時に選択された
データ・パスです。 デフォルトでは、このパスは C:\ProgramData\IBM\MQです。

– z/OS 上: WLP_user_directory/servers/mqweb

ここで、WLP_user_directory は、mqweb サーバー定義を作成するために crtmqweb スクリプトを実行
したときに指定したディレクトリーです。

• スタンドアロンの IBM MQ Web Server インストール済み環境の場合:
MQ_OVERRIDE_DATA_PATH/web/installations/MQWEBINST/servers/mqweb

ここで、 MQ_OVERRIDE_DATA_PATH は、 MQ_OVERRIDE_DATA_PATH 環境変数が指す IBM MQ Web
Server データ・ディレクトリーです。
以下のそれぞれで、トレースを有効にする方法について詳しくは、該当する資料を参照してください。
• REST API の場合は REST API のトレース
• IBM MQ Console の場合は IBM MQ Console のトレース

IBM MQの構成  847



手順
• 以下のコマンドを使用して、REST API ロギングの現在の構成を表示します。

dspmqweb properties -a

– maxTraceFileSize フィールドには、最大ログ・ファイル・サイズが表示されます。
– maxTraceFiles フィールドには、ログ・ファイルの最大数が表示されます。
– traceSpec フィールドは、使用されているトレースのレベルを示します。
– maxMsgTraceFileSize フィールドには、メッセージング・トレース・ファイルの最大サイズが表
示されます。

–「 maxMsgTraceFiles 」フィールドには、メッセージング・トレース・ファイルの最大数が表示さ
れます。

• messages.log ファイルおよび trace.log ファイルの最大サイズを構成します。
• 以下のコマンドを使用して、ログ・ファイルの最大サイズを設定します。

setmqweb properties -k maxTraceFileSize -v size

ここで、size は各ログ・ファイルの上限サイズを MB で示します。
• 以下のコマンドを使用して、ログ・ファイルの最大サイズをデフォルト値の 20 MB にリセットしま
す。
setmqweb properties -k maxTraceFileSize -d

• messages.log ファイルと trace.log ファイルの最大数を構成します。
• 以下のコマンドを使用して、各ログ・ファイルの最大数を設定します。

setmqweb properties -k maxTraceFiles -v max

ここで、 max はファイルの最大数を示します。
• 次のコマンドを使用して、各ログ・ファイルの最大数をデフォルト値の 2 にリセットします。

setmqweb properties -k maxTraceFiles -d
• 最大メッセージング・トレース・ファイル・サイズを構成します。

• 以下のコマンドを使用して、最大メッセージング・トレース・ファイル・サイズを設定します。
setmqweb properties -k maxMsgTraceFileSize -v size

ここで、 size は、各メッセージング・トレース・ファイルが到達できるサイズ (MB 単位) を指定しま
す。

• 以下のコマンドを使用して、最大メッセージング・トレース・ファイル・サイズをデフォルト値の
200 MB にリセットします。
setmqweb properties -k maxMsgTraceFileSize -d

• 使用するメッセージング・トレース・ファイルの最大数を構成します。
• 以下のコマンドを使用して、メッセージング・トレースに使用するファイルの最大数を設定します。

setmqweb properties -k maxMsgTraceFiles -v max

ここで、 max はファイルの最大数を示します。
• 以下のコマンドを使用して、メッセージング・トレースに使用するファイルの最大数をデフォルト値
の 5 にリセットします。
setmqweb properties -k maxMsgTraceFiles -d

• mqweb サーバーが書き込むトレースのレベルを構成します。
• 以下のコマンドを使用して、使用するトレース仕様を設定します。

setmqweb properties -k traceSpec -v level
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ここで、 level は、 849 ページの表 52にリストされているいずれかの値です。 この表では、ロギ
ング・レベルの概要を、詳細度の高い順に示します。 あるロギング・レベルを有効にすると、それ
より前のすべてのレベルも有効になります。 例えば、*=warning ロギング・レベルを有効にする
と、*=severe および *=fatal ロギング・レベルも有効になります。
この値は、 IBM サポートから要求された場合に変更してください。

• 以下のコマンドを使用して、使用するトレース仕様をデフォルト値の *=info にリセットします。
setmqweb properties -k traceSpec -d

表 52. 有効なロギング・レベル
値 適用されるロギング・レベル
*=off ロギングはオフ。
*=fatal タスクが続行できず、コンポーネント、アプリケ

ーション、およびサーバーが機能できない。
*=severe タスクが続行できない。ただし、コンポーネント、

アプリケーション、およびサーバーはまだ機能で
きる。 このレベルは、リカバリー不能エラーが差
し迫っていることを示すこともあります。

* = 警告 潜在的なエラー、または差し迫ったエラー。 この
レベルは、障害の進行 (例えば、潜在的なリソー
ス・リーク) を示すこともあります。

*=audit サーバー状態またはリソースに影響を与える重大
なイベント。

*=info タスクの全体的な進行状況を大まかに示す一般情
報

*=config 構成の変更または状況
*=detail サブタスクの進行の詳細を示す一般情報
*=fine トレース情報 - 一般トレース + メソッドの開始、

終了、戻り値
*=finer トレース情報 - 詳細トレース
*=finest トレース情報 - より詳細なトレース。問題をデバ

ッグするために必要な詳細がすべて含まれる
* = すべて すべてのイベントをログに記録する

LTPA トークンの構成
LTPA トークンを使用すると、ユーザーは mqweb サーバーへの要求のたびにユーザー名とパスワードの資
格情報を入力する必要がなくなります。 setmqweb コマンドを使用して、LTPA トークン Cookie の名前、
LTPA 認証トークンの有効期限間隔、HTTP 接続で LTPA トークンを使用できるかどうかを構成できます。

始める前に
このタスクを実行するユーザーは、dspmqweb コマンドと setmqweb コマンドを使用できる特定の特権を
持つユーザーでなければなりません。
• z/OS では、dspmqweb コマンドと setmqweb コマンドの実行権限と、mqwebuser.xml フ
ァイルに対する書き込み権限が必要です。

• 他のすべてのオペレーティング・システムでは、特権ユーザーでなければなりません。
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• mqweb サーバーがスタンドアロンの IBM MQ Web Server インストール済み
環境の一部である場合は、 IBM MQ Web Server データ・ディレクトリー内の mqwebuser.xml ファイル
に対する書き込み権限が必要です。
注 : IBM MQ Console と REST API を使用したトークン認証の両方を使用している場合、有効期限間隔が共
有されます。

重要 :

z/OSで setmqweb コマンドまたは dspmqweb コマンドを発行する前に、WLP_USER_DIR 環境変数
が mqweb サーバー構成を指すように設定する必要があります。
WLP_USER_DIR 環境変数を設定するには、以下のコマンドを発行します。
export WLP_USER_DIR=WLP_user_directory

ここで、WLP_user_directoryは、crtmqwebに渡されるディレクトリーの名前です。 以下に例
を示します。
export WLP_USER_DIR=/var/mqm/web/installation1

詳しくは、mqweb サーバーの作成 を参照してください。
重要 : 

スタンドアロン IBM MQ Web Server インストール済み環境で setmqweb コマンドまたは
dspmqweb コマンドを発行する前に、 MQ_OVERRIDE_DATA_PATH 環境変数を IBM MQ Web Server
データ・ディレクトリーに設定する必要があります。

このタスクについて
ユーザーが IBM MQ Console にログインすると、LTPA トークンが生成されます。 REST API でトークン・
ベースの認証を使用する場合、HTTP POST メソッドで /login REST API リソースを使用してユーザーが
ログインする際に LTPA トークンが生成されます。 このトークンは、Cookie で返されます。 ユーザーの認
証にトークンが使用されます。そのトークンの有効期限が切れるまでは、ユーザーはユーザー ID とパスワ
ードを使用して再びログインする必要はありません。 デフォルトの有効期間は 120 分です。
LTPA トークンが含まれる Cookie の名前は、プラットフォームによって異なります。
• IBM MQ Appliance では、LTPA トークンは LtpaToken2 です。 この値は変更できません。
• 他のすべてのプラットフォームでは、LTPA トークンが含まれる Cookie の名
前のデフォルトは、先頭が LtpaToken2 で、mqweb サーバーの再始動時に変更される可能性がある接
尾部が付きます。 このように Cookie 名がランダム化されているので、複数の mqweb サーバーを同一の
システム上で実行できます。 しかし、Cookie 名を一定の値にしておく場合は、setmqweb コマンドを使
用して Cookie の名前を指定することができます。

HTTP ポートと HTTPS ポートの両方を有効にする場合、HTTPS 要
求に対して発行される LTPA トークンを、HTTP 要求で再利用できます。 デフォルトではこの動作は無効で
すが、setmqweb コマンドを使用してこの動作を有効にすることができます。

手順
• 以下のコマンドを使用して、LTPA トークンの現在の有効期限、LTPA トークン Cookie の名前、HTTP 要
求で LTPA トークンを使用できるかどうかを表示します。
dspmqweb properties -a

– ltpaCookieName フィールドに LTPA トークン Cookie の名前が表示されます。 Cookie 名を設定し
ていない場合、このプロパティーの値は LtpaToken2_${env.MQWEB_LTPA_SUFFIX} on AIX,
Linux, and Windows 、または z/OS上の LtpaToken2_${httpsPort} 、 です。 mqweb サーバー
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は、この接頭部 LtpaToken2_ の後の変数を使用して、固有の Cookie 名を生成します。 この変数は
設定できませんが、ltpaCookieName は任意の値に変更できます。

– ltpaExpiration フィールドには、LTPA トークンの有効期限時刻が示されます。
– HTTP 要求で LTPA トークンを使用できる場合、secureLtpa フィールドは false に設定されます。

• LTPA トークンの有効期限を構成します。
• 以下のコマンドを入力して、LTPA トークンの有効期限を設定します。

setmqweb properties -k ltpaExpiration -v time

ここで、time は、LTPA トークンの有効期限が切れてユーザーがログアウトされるまでの時間を分数
で指定します。

• 以下のコマンドを入力して、LTPA トークンの有効期限をデフォルト値の 120 分にリセットします。
setmqweb properties -k ltpaExpiration -d

•
LTPA トークン Cookie 名を構成します。
• 以下のコマンドを入力して、LTPA トークン Cookie 名を設定します。

setmqweb properties -k ltpaCookieName -v name

ここで、name は LTPA トークン Cookie の固有の名前を指定します。
• 以下のコマンドを入力して、LTPA トークン Cookie 名をデフォルトにリセットします。デフォルトで
は、接頭部 LtpaToken2_ の後にランダム文字が付きます。
setmqweb properties -k ltpaCookieName -d

•
以下のコマンドを入力して、HTTP 接続で LTPA トークンを使用できるかどうかを構成します。
setmqweb properties -k secureLtpa -v secure

ここで、secure は LTPA トークンを安全でない HTTP 接続と安全な HTTPS 接続の両方で使用できるかど
うかを指定します。 false の値を設定すると、HTTP 接続と HTTPS 接続の両方で同じ LTPA トークンを
使用できるようになります。

IBM MQ Console のリモート・キュー・マネージャー接続の動作の構成
IBM MQ Console の使用時に、リモート・キュー・マネージャーへの接続を作成できます。 つまり、IBM
MQ Console を実行する mqweb サーバーと同じインストール済み環境に含まれないキュー・マネージャー
に接続することができます。 リモート・キュー・マネージャー接続の動作を制御するために設定できる複
数の構成オプションがあります。

始める前に
このタスクを実行するユーザーは、dspmqweb コマンドと setmqweb コマンドを使用できる特定の特権を
持つユーザーでなければなりません。
• z/OS では、dspmqweb コマンドと setmqweb コマンドの実行権限と、mqwebuser.xml フ
ァイルに対する書き込み権限が必要です。

• 他のすべてのオペレーティング・システムでは、特権ユーザーでなければなりません。
• mqweb サーバーがスタンドアロンの IBM MQ Web Server インストール済み
環境の一部である場合は、 IBM MQ Web Server データ・ディレクトリー内の mqwebuser.xml ファイル
に対する書き込み権限が必要です。

重要 :

z/OSで setmqweb コマンドまたは dspmqweb コマンドを発行する前に、WLP_USER_DIR 環境変数
が mqweb サーバー構成を指すように設定する必要があります。
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WLP_USER_DIR 環境変数を設定するには、以下のコマンドを発行します。
export WLP_USER_DIR=WLP_user_directory

ここで、WLP_user_directoryは、crtmqwebに渡されるディレクトリーの名前です。 以下に例
を示します。
export WLP_USER_DIR=/var/mqm/web/installation1

詳しくは、mqweb サーバーの作成 を参照してください。
重要 : 

スタンドアロン IBM MQ Web Server インストール済み環境で setmqweb コマンドまたは
dspmqweb コマンドを発行する前に、 MQ_OVERRIDE_DATA_PATH 環境変数を IBM MQ Web Server
データ・ディレクトリーに設定する必要があります。

このタスクについて
以下の構成オプションを設定できます。
• リモート・キュー・マネージャー接続を許可するかどうか。
• IBM MQ Console を使用して接続を追加できるか、またはコマンド行でのみ接続を追加できるか。
• リモート・キュー・マネージャー接続が許可されているときに、ローカル・キュー・マネージャーが IBM

MQ Console に表示されるかどうか。
• IBM MQ Console の開始時、または接続障害が発生したときに、リモート・キュー・マネージャー接続が
自動的に確立されるかどうか。

• IBM MQ Console に表示されるリモート・キュー・マネージャーのリストを最新表示する時間間隔。

手順
• 現在のリモート・キュー・マネージャー接続の構成設定を表示するには、以下のコマンドを入力しま
す。
dspmqweb properties -a

– mqConsoleRemoteSupportEnabledフィールドは、リモート・キュー・マネージャー接続が許可
されるかどうかを示します。

– mqConsoleRemoteUIAdminフィールドは、IBM MQ Consoleを使用してリモート・キュー・マネー
ジャー接続を追加できるかどうかを示します。

– mqConsoleRemoteAllowLocalフィールドは、ローカル・キュー・マネージャーが表示されるかど
うかを示します。

– mqConsoleRemotePollTimeフィールドは、リモート・キュー・マネージャーのリストをリフレッ
シュする間隔を秒数で示します。

• IBM MQ Console を使用したリモート・キュー・マネージャー接続を防止または許可するには、以下の
コマンドを入力します。
setmqweb properties -k mqConsoleRemoteSupportEnabled -v true or false

ここで、 true はリモート・キュー・マネージャー接続を許可し、 false はリモート・キュー・マネー
ジャー接続を禁止します。
注 : mqweb サーバーがスタンドアロンの IBM MQ Web Server インストー
ル済み環境で実行されている場合、 mqConsoleRemoteSupportEnabled プロパティーは無効です。
スタンドアロン IBM MQ Web Server は、リモート・キュー・マネージャーへの接続のみをサポートしま
す。
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• IBM MQ Console を使用したリモート・キュー・マネージャー接続の追加を防止または許可したり、コ
マンド行でしかリモート・キュー・マネージャー接続を追加できないようにしたりするには、以下のコ
マンドを入力します。
setmqweb properties -k mqConsoleRemoteUIAdmin -v true or false

ここで、 true では、 IBM MQ Console およびコマンド行を使用してリモート・キュー・マネージャー
接続を追加できます。また、 false では、コマンド行で setmqweb remote コマンドを使用すること
によってのみリモート・キュー・マネージャー接続を追加できます。

• リモート・キュー・マネージャー接続が許可されているときに、IBM MQ Console でローカル・キュー・
マネージャーの表示を防止または許可するには、以下のコマンドを入力します。
setmqweb properties -k mqConsoleRemoteAllowLocal -v true or false

ここで、 true はローカル・キュー・マネージャーの表示を許可し、 false はローカル・キュー・マネ
ージャーの表示を非表示にします。
注 : mqweb サーバーがスタンドアロンの IBM MQ Web Server インストー
ル済み環境で実行されている場合、 mqConsoleRemoteAllowLocal プロパティーは無効です。 スタ
ンドアロン IBM MQ Web Server は、リモート・キュー・マネージャーへの接続のみをサポートします。

• IBM MQ Console に表示されるリモート・キュー・マネージャーのリストを最新表示する時間間隔を設
定するには、以下のコマンドを入力します。
setmqweb properties -k mqConsoleRemotePollTime -v seconds

ここで、seconds には、リモート・キュー・マネージャーのリストを最新表示する間隔 (秒数) の整数値
を設定します。

関連資料
setmqweb pid

dspmqweb

administrative REST API ゲートウェイの構成
administrative REST API ゲートウェイを有効にすると、ゲートウェイ・キュー・マネージャーを使用して
REST API によるリモート管理を実行できます。 デフォルトのゲートウェイ・キュー・マネージャーとして
使用されるキュー・マネージャーを構成することも、 setmqweb コマンドを使用して administrative REST
API ゲートウェイを無効にすることでリモート管理を防止することもできます。

始める前に
注 : mqweb サーバーがスタンドアロンの IBM MQ Web Server インストール済
み環境で実行される場合、このタスクは適用されません。 administrative REST API は、スタンドアロンの
IBM MQ Web Server インストール済み環境では使用できません。
このタスクを実行するユーザーは、dspmqweb コマンドと setmqweb コマンドを使用できる特定の特権を
持つユーザーでなければなりません。
• z/OS では、dspmqweb コマンドと setmqweb コマンドの実行権限と、mqwebuser.xml フ
ァイルに対する書き込み権限が必要です。

• 他のすべてのオペレーティング・システムでは、特権ユーザーでなければなりません。
重要 :

z/OSで setmqweb コマンドまたは dspmqweb コマンドを発行する前に、WLP_USER_DIR 環境変数
が mqweb サーバー構成を指すように設定する必要があります。
WLP_USER_DIR 環境変数を設定するには、以下のコマンドを発行します。
export WLP_USER_DIR=WLP_user_directory
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ここで、WLP_user_directoryは、crtmqwebに渡されるディレクトリーの名前です。 以下に例
を示します。
export WLP_USER_DIR=/var/mqm/web/installation1

詳しくは、mqweb サーバーの作成 を参照してください。

このタスクについて
mqweb サーバーが IBM MQ インストール済み環境で実行されている場合、 administrative REST API ゲー
トウェイはデフォルトで有効になっています。
デフォルトのゲートウェイ・キュー・マネージャーは、以下の両方の記述が当てはまる場合に使用されま
す。
• REST 要求の ibm-mq-rest-gateway-qmgr ヘッダーでキュー・マネージャーが指定されていない。
• REST API リソース URL で指定されたキュー・マネージャーがローカル・キュー・マネージャーではな
い。

REST API を使用したリモート管理の詳細については、REST API によるリモート管理を参照してください。

手順
• administrative REST API ゲートウェイの現在の構成を表示するには、以下のコマンドを使用します。

dspmqweb properties -a

mqRestGatewayEnabled フィールドにゲートウェイが有効かどうかが表示され、
mqRestGatewayQmgr フィールドにデフォルトのゲートウェイ・キュー・マネージャーの名前が表示さ
れます。

• 以下のコマンドを使用して、administrative REST API ゲートウェイを有効にするかどうかを構成しま
す。
setmqweb properties -k mqRestGatewayEnabled -v enabled

ここで、 enabled は、値 true ( administrative REST API ゲートウェイを有効にする場合) または false
(それ以外の場合) です。

• どのキュー・マネージャーがデフォルトのゲートウェイ・キュー・マネージャーとして使用されるかを
構成します。
– 以下のコマンドを使用して、デフォルトのゲートウェイ・キュー・マネージャーを設定します。
setmqweb properties -k mqRestGatewayQmgr -v qmgrName

ここで、qmgrName は mqweb サーバーと同じインストールのキュー・マネージャーの名前です。
– 以下のコマンドを使用して、デフォルトのゲートウェイ・キュー・マネージャーを設定解除します。
setmqweb properties -k mqRestGatewayQmgr -d

messaging REST API の構成
messaging REST API は、いくつかの方法で構成できます。 messaging REST API 機能を有効にするか無効
にするかを選択できます。 messaging REST APIによって使用できるプール接続の最大数、およびすべての
接続が使用中の場合の messaging REST API の動作を選択できます。 messaging REST API を使用してメ
ッセージを送信、受信、参照、またはパブリッシュするときに、許可に使用するユーザー・コンテキスト
を選択することもできます。

手順
• 855 ページの『messaging REST API の有効化』
• 856 ページの『messaging REST API の接続プーリングの構成』
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•
859 ページの『messaging REST API での許可に使用されるユーザー・コンテキストの構成』

messaging REST API の有効化
setmqweb コマンドを使用して、 messaging REST API を有効にするかどうかを構成できます。 デフォル
トではmessaging REST API は使用可能です。

始める前に
このタスクを実行するユーザーは、dspmqweb コマンドと setmqweb コマンドを使用できる特定の特権を
持つユーザーでなければなりません。
• z/OS では、dspmqweb コマンドと setmqweb コマンドの実行権限と、mqwebuser.xml フ
ァイルに対する書き込み権限が必要です。

• 他のすべてのオペレーティング・システムでは、特権ユーザーでなければなりません。
• mqweb サーバーがスタンドアロンの IBM MQ Web Server インストール済み
環境の一部である場合は、 IBM MQ Web Server データ・ディレクトリー内の mqwebuser.xml ファイル
に対する書き込み権限が必要です。

重要 :

z/OSで setmqweb コマンドまたは dspmqweb コマンドを発行する前に、WLP_USER_DIR 環境変数
が mqweb サーバー構成を指すように設定する必要があります。
WLP_USER_DIR 環境変数を設定するには、以下のコマンドを発行します。
export WLP_USER_DIR=WLP_user_directory

ここで、WLP_user_directoryは、crtmqwebに渡されるディレクトリーの名前です。 以下に例
を示します。
export WLP_USER_DIR=/var/mqm/web/installation1

詳しくは、mqweb サーバーの作成 を参照してください。

手順
• 以下のコマンドを使用して、 messaging REST API の現在の構成を表示します。

dspmqweb properties -a

mqRestMessagingEnabled フィールドは、messaging REST API が有効かどうかを示します。 値が
True の場合、 messaging REST API が有効になります。

• 以下のコマンドを使用して、 messaging REST API を有効にします。
setmqweb properties -k mqRestMessagingEnabled -v true

• 以下のコマンドを使用して、 messaging REST API を無効にします。
setmqweb properties -k mqRestMessagingEnabled -v false

関連タスク
856 ページの『messaging REST API の接続プーリングの構成』
messaging REST APIで使用できるプール接続の最大数、およびすべての接続が使用中の場合の messaging
REST API の動作を構成することができます。
859 ページの『messaging REST API での許可に使用されるユーザー・コンテキストの構成』
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messaging REST API を使用してメッセージを送信、受信、参照、またはパブリッシュすると
きに、許可に使用するユーザー・コンテキストを構成できます。 つまり、 messaging REST APIにログイ
ンしているユーザーを許可に使用するか、mqweb サーバーを開始したユーザーを許可に使用するかを選択
できます。
857 ページの『messaging REST API の接続モードの構成』
ローカル・キュー・マネージャーまたはリモート・キュー・マネージャーのいずれかに接続するように
messaging REST API を構成できます。
messaging REST API の接続プーリングの構成
messaging REST APIで使用できるプール接続の最大数、およびすべての接続が使用中の場合の messaging
REST API の動作を構成することができます。

始める前に
このタスクを実行するユーザーは、dspmqweb コマンドと setmqweb コマンドを使用できる特定の特権を
持つユーザーでなければなりません。
• z/OS では、dspmqweb コマンドと setmqweb コマンドの実行権限と、mqwebuser.xml フ
ァイルに対する書き込み権限が必要です。

• 他のすべてのオペレーティング・システムでは、特権ユーザーでなければなりません。
• mqweb サーバーがスタンドアロンの IBM MQ Web Server インストール済み
環境の一部である場合は、 IBM MQ Web Server データ・ディレクトリー内の mqwebuser.xml ファイル
に対する書き込み権限が必要です。

重要 :

z/OSで setmqweb コマンドまたは dspmqweb コマンドを発行する前に、WLP_USER_DIR 環境変数
が mqweb サーバー構成を指すように設定する必要があります。
WLP_USER_DIR 環境変数を設定するには、以下のコマンドを発行します。
export WLP_USER_DIR=WLP_user_directory

ここで、WLP_user_directoryは、crtmqwebに渡されるディレクトリーの名前です。 以下に例
を示します。
export WLP_USER_DIR=/var/mqm/web/installation1

詳しくは、mqweb サーバーの作成 を参照してください。

このタスクについて
messaging REST API のパフォーマンスを最適化するために、IBM MQ キュー・マネージャーへの接続はプ
ールされます。 つまり、各 REST 要求は、独自の接続を作成、使用、および削除する代わりに、接続プー
ルからの接続を使用します。 デフォルトでは、キュー・マネージャー・プールごとに 20 個の接続が使用
可能であり、すべての接続が使用中の場合に要求を処理するための 3 つのオプションから選択できます。
• messaging REST API は、要求に使用する新しい非プール接続を作成できます。 この動作がデフォルトの
動作です。

• messaging REST API がエラーを返します。
• messaging REST API が、プール内の接続が使用可能になるのを待機します。 待機時間は無制限です。
プール内の接続の最大数や、すべての接続が使用中になった場合の messaging REST API のデフォルト動作
を変更する場合は、setmqweb properties コマンドを使用します。
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手順
• 以下のコマンドを使用して、現在の構成を表示します。

dspmqweb properties -a

– mqRestMessagingFullPoolBehavior フィールドは、プール内のすべての接続が使用中の場合の
messaging REST API の動作を示します。 値が blockの場合、 messaging REST API は接続が使用可
能になるまで待機する必要があります。 値が errorの場合、 messaging REST API はエラーを返す
必要があります。 値が overflowの場合、 messaging REST API は使用する非プール接続を作成し、
使用後に接続を破棄する必要があります。

– mqRestMessagingMaxPoolSize フィールドには、接続プールの最大サイズが表示されます。
• 以下のコマンドを使用して、プール内のすべての接続が使用中になった場合の messaging REST API の
動作を構成します。
setmqweb properties -k mqRestMessagingFullPoolBehavior -v action

action で、実行するアクションを指定します。 action には、次のいずれかの値を指定できます。
block
プール内のすべての接続が使用中の場合は、接続が使用可能になるまで待ちます。

エラー
プール内のすべての接続が使用中の場合は、エラーを返します。

overflow
プール内のすべての接続が使用中の場合は、使用する非プール接続を作成し、使用後にその接続を
破棄します。

• 以下のコマンドを使用して、各キュー・マネージャー・プールの最大接続プール・サイズを構成しま
す。
setmqweb properties -k mqRestMessagingMaxPoolSize -v size

size でプールのサイズを指定します。
注 : mqRestMessagingMaxPoolSize に大きな値が設定されていて、多数のキュー・マネージャーが接続
されている場合は、mqweb サーバー・ヒープの最大サイズを増やすことを検討してください。 詳しく
は、 mqweb サーバー JVM の調整 を参照してください。

関連タスク
855 ページの『messaging REST API の有効化』
setmqweb コマンドを使用して、 messaging REST API を有効にするかどうかを構成できます。 デフォル
トではmessaging REST API は使用可能です。
859 ページの『messaging REST API での許可に使用されるユーザー・コンテキストの構成』

messaging REST API を使用してメッセージを送信、受信、参照、またはパブリッシュすると
きに、許可に使用するユーザー・コンテキストを構成できます。 つまり、 messaging REST APIにログイ
ンしているユーザーを許可に使用するか、mqweb サーバーを開始したユーザーを許可に使用するかを選択
できます。
857 ページの『messaging REST API の接続モードの構成』
ローカル・キュー・マネージャーまたはリモート・キュー・マネージャーのいずれかに接続するように
messaging REST API を構成できます。

messaging REST API の接続モードの構成
ローカル・キュー・マネージャーまたはリモート・キュー・マネージャーのいずれかに接続するように
messaging REST API を構成できます。
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始める前に
注 : mqweb サーバーがスタンドアロンの IBM MQ Web Server インストール済
み環境で実行される場合、このタスクは適用されません。 スタンドアロン IBM MQ Web Server は、リモー
ト・キュー・マネージャーへの接続のみをサポートします。
このタスクを実行するユーザーは、dspmqweb コマンドと setmqweb コマンドを使用できる特定の特権を
持つユーザーでなければなりません。
• z/OS では、dspmqweb コマンドと setmqweb コマンドの実行権限と、mqwebuser.xml フ
ァイルに対する書き込み権限が必要です。

• 他のすべてのオペレーティング・システムでは、特権ユーザーでなければなりません。
重要 :

z/OSで setmqweb コマンドまたは dspmqweb コマンドを発行する前に、WLP_USER_DIR 環境変数
が mqweb サーバー構成を指すように設定する必要があります。
WLP_USER_DIR 環境変数を設定するには、以下のコマンドを発行します。
export WLP_USER_DIR=WLP_user_directory

ここで、WLP_user_directoryは、crtmqwebに渡されるディレクトリーの名前です。 以下に例
を示します。
export WLP_USER_DIR=/var/mqm/web/installation1

詳しくは、mqweb サーバーの作成 を参照してください。

このタスクについて
messaging REST API のデフォルト接続モードは、mqweb サーバーを実行するインストールのタイプによ
って異なります。
• IBM MQ インストール済み環境では、デフォルトで、 messaging REST API は mqweb サーバーと同じイ
ンストール済み環境内のローカル・キュー・マネージャーにのみ接続します。 接続構成を表示および変
更するには、このタスクのステップを実行します。

• スタンドアロンの IBM MQ Web Server インストール済み環境では、
messaging REST API はリモート・キュー・マネージャーへの接続のみをサポートします。 接続構成を表
示または変更できません。

手順
• 以下のコマンドを使用して、 messaging REST API の現在の構成を表示します。

dspmqweb properties -a

「 mqRestMessagingConnectionMode 」フィールドには、現行接続モードが表示されます。 値が
localの場合、 messaging REST API は、mqweb サーバーと同じインストール済み環境のキュー・マ
ネージャーにのみ接続できます。 値が remoteの場合、 messaging REST API はリモート・キュー・マ
ネージャーに接続できます。

• 以下のコマンドを使用して、mqweb サーバーと同じインストール済み環境にあるキュー・マネージャ
ーにのみ messaging REST API が接続できるように mqweb サーバーを構成します。
setmqweb properties -k mqRestMessagingConnectionMode -v local
endmqweb
strmqweb

• 以下のコマンドを使用して、 messaging REST API がリモート・キュー・マネージャーに接続できるよ
うに mqweb サーバーを構成します。
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setmqweb properties -k mqRestMessagingConnectionMode -v remote
endmqweb
strmqweb

次のタスク
messaging REST API がリモート・キュー・マネージャーに接続できるように mqweb サーバーを構成する
場合は、接続先のキュー・マネージャーごとに接続情報を指定する必要があります。 接続情報を指定する
方法について詳しくは、 messaging REST APIで使用するリモート・キュー・マネージャーのセットアップ
を参照してください。
関連タスク
855 ページの『messaging REST API の有効化』
setmqweb コマンドを使用して、 messaging REST API を有効にするかどうかを構成できます。 デフォル
トではmessaging REST API は使用可能です。
856 ページの『messaging REST API の接続プーリングの構成』
messaging REST APIで使用できるプール接続の最大数、およびすべての接続が使用中の場合の messaging
REST API の動作を構成することができます。
859 ページの『messaging REST API での許可に使用されるユーザー・コンテキストの構成』

messaging REST API を使用してメッセージを送信、受信、参照、またはパブリッシュすると
きに、許可に使用するユーザー・コンテキストを構成できます。 つまり、 messaging REST APIにログイ
ンしているユーザーを許可に使用するか、mqweb サーバーを開始したユーザーを許可に使用するかを選択
できます。

messaging REST API での許可に使用されるユーザー・コンテキストの
構成

messaging REST API を使用してメッセージを送信、受信、参照、またはパブリッシュすると
きに、許可に使用するユーザー・コンテキストを構成できます。 つまり、 messaging REST APIにログイ
ンしているユーザーを許可に使用するか、mqweb サーバーを開始したユーザーを許可に使用するかを選択
できます。

始める前に
このタスクを実行するユーザーは、dspmqweb コマンドと setmqweb コマンドを使用できる特定の特権を
持つユーザーでなければなりません。
• z/OS では、dspmqweb コマンドと setmqweb コマンドの実行権限と、mqwebuser.xml フ
ァイルに対する書き込み権限が必要です。

• 他のすべてのオペレーティング・システムでは、特権ユーザーでなければなりません。
• mqweb サーバーがスタンドアロンの IBM MQ Web Server インストール済み
環境の一部である場合は、 IBM MQ Web Server データ・ディレクトリー内の mqwebuser.xml ファイル
に対する書き込み権限が必要です。

重要 :

z/OSで setmqweb コマンドまたは dspmqweb コマンドを発行する前に、WLP_USER_DIR 環境変数
が mqweb サーバー構成を指すように設定する必要があります。
WLP_USER_DIR 環境変数を設定するには、以下のコマンドを発行します。
export WLP_USER_DIR=WLP_user_directory

ここで、WLP_user_directoryは、crtmqwebに渡されるディレクトリーの名前です。 以下に例
を示します。
export WLP_USER_DIR=/var/mqm/web/installation1
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詳しくは、mqweb サーバーの作成 を参照してください。

このタスクについて
• 使用されるユーザー ID が、 messaging REST APIにログインしているユーザー ID である場合、
MQMD.UserIdentifier は、REST API にログインしているユーザー ID に設定されます。
MQMD.AppIdentityData は、REST API にログインしているユーザー ID に設定されます。

• 使用されるユーザー ID が mqweb サーバーを開始したユーザー ID である場合、
MQMD.UserIdentifier はブランクのままになります。 MQMD.AppIdentityData は、REST API にロ
グインしているユーザー ID に設定されます。

IBM MQ メッセージのメッセージ記述子部分について詳しくは、 MQMD を参照してください。

手順
• 以下のコマンドを使用して、 messaging REST API の現在の構成を表示します。

dspmqweb properties -a

mqRestMessagingAdoptWebUserContext フィールドは、メッセージを送信、パブリッシュ、受信、
または参照するときに許可に使用されるユーザー ID を示します。 値が Trueの場合、 messaging REST
API にログインしているユーザーが許可に使用されます。 値が False の場合、mqweb サーバーを開始
したユーザーが許可に使用されます。

• 以下のコマンドを使用して、 messaging REST API にログインしているユーザーのユーザー ID を許可に
使用するように messaging REST API を構成します。
setmqweb properties -k mqRestMessagingAdoptWebUserContext -v true

mqRestMessagingAdoptWebUserContext が trueに設定されている場合、
MQMD.UserIdentifier は、REST API にログインしているユーザー ID に設定されます。
MQMD.AppIdentityData は、REST API にログインしているユーザー ID に設定されます。

• 以下のコマンドを使用して、mqweb サーバーを開始したユーザーのユーザー ID を使用するように
messaging REST API を構成します。
setmqweb properties -k mqRestMessagingAdoptWebUserContext -v false

mqRestMessagingAdoptWebUserContext が falseに設定されている場合、
MQMD.UserIdentifier はブランクのままになります。 MQMD.AppIdentityData は、REST API に
ログインしているユーザー ID に設定されます。

関連タスク
855 ページの『messaging REST API の有効化』
setmqweb コマンドを使用して、 messaging REST API を有効にするかどうかを構成できます。 デフォル
トではmessaging REST API は使用可能です。
856 ページの『messaging REST API の接続プーリングの構成』
messaging REST APIで使用できるプール接続の最大数、およびすべての接続が使用中の場合の messaging
REST API の動作を構成することができます。
857 ページの『messaging REST API の接続モードの構成』
ローカル・キュー・マネージャーまたはリモート・キュー・マネージャーのいずれかに接続するように
messaging REST API を構成できます。

REST API for MFT の構成
デフォルトでは、REST API for MFT は有効になっていません。 setmqweb properties コマンドを使用
して、 REST API for MFT を有効にするかどうか、調整キュー・マネージャーを設定するかどうか、コマン
ド・キュー・マネージャーを設定するかどうか、および MFT 再接続タイムアウトを指定するかどうかを構
成できます。
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手順
• 861 ページの『MFT での REST API の有効化』
• 862 ページの『REST API for MFT 用の調整キュー・マネージャーの構成』
• 863 ページの『REST API for MFT 用のコマンド・キュー・マネージャーの構成』
• 864 ページの『MFT タイムアウト値の REST API の構成』
MFT での REST API の有効化
REST API for MFTを使用するには、まず REST API for MFTを有効にする必要があります。 setmqweb コマ
ンドを使用して、 REST API for MFT を有効にするかどうかを構成できます。 デフォルトでは、REST API
for MFT は有効になっていません。

始める前に
注 : mqweb サーバーがスタンドアロンの IBM MQ Web Server インストール済
み環境で実行される場合、このタスクは適用されません。 REST API for MFT は、スタンドアロンの IBM MQ
Web Server インストール済み環境では使用できません。
このタスクを実行するユーザーは、dspmqweb コマンドと setmqweb コマンドを使用できる特定の特権を
持つユーザーでなければなりません。
• z/OS では、dspmqweb コマンドと setmqweb コマンドの実行権限と、mqwebuser.xml フ
ァイルに対する書き込み権限が必要です。

• 他のすべてのオペレーティング・システムでは、特権ユーザーでなければなりません。
重要 :

z/OSで setmqweb コマンドまたは dspmqweb コマンドを発行する前に、WLP_USER_DIR 環境変数
が mqweb サーバー構成を指すように設定する必要があります。
WLP_USER_DIR 環境変数を設定するには、以下のコマンドを発行します。
export WLP_USER_DIR=WLP_user_directory

ここで、WLP_user_directoryは、crtmqwebに渡されるディレクトリーの名前です。 以下に例
を示します。
export WLP_USER_DIR=/var/mqm/web/installation1

詳しくは、mqweb サーバーの作成 を参照してください。

手順
1.以下のコマンドを使用して、REST API for MFT の現在の構成を表示します。

dspmqweb properties -a

mqRestMftEnabled フィールドは、REST API for MFT が有効であるかどうかを示します。 値は、 MFT
の REST API が有効な場合は True 、それ以外の場合は False です。

2.以下のいずれかのコマンドを使用して、 MFT の REST API を有効または無効にします。
• 以下のコマンドを使用して、 MFT の REST API を有効にします。

setmqweb properties -k mqRestMftEnabled -v true

• 以下のコマンドを使用して、 MFT の REST API を無効にします。
setmqweb properties -k mqRestMftEnabled -v false

3.以下のコマンドを入力して、mqweb サーバーを再始動します。
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endmqweb
strmqweb

次のタスク
MFTに対して REST API を有効にした場合、 MFTに対して REST API を使用する前に調整キュー・マネー
ジャー名を設定する必要があります。 調整キュー・マネージャーの設定方法について詳しくは、 862 ペ
ージの『REST API for MFT 用の調整キュー・マネージャーの構成』を参照してください。
REST API for MFT 用の調整キュー・マネージャーの構成
REST API for MFTを使用する前に、 MFT トランザクションの調整キュー・マネージャーとして機能するよ
うにキュー・マネージャーを構成する必要があります。 setmqweb コマンドを使用して、どのキュー・マ
ネージャーを調整キュー・マネージャーにするかを設定できます。

始める前に
注 : mqweb サーバーがスタンドアロンの IBM MQ Web Server インストール済
み環境で実行される場合、このタスクは適用されません。 REST API for MFT は、スタンドアロンの IBM MQ
Web Server インストール済み環境では使用できません。
このタスクを実行するユーザーは、dspmqweb コマンドと setmqweb コマンドを使用できる特定の特権を
持つユーザーでなければなりません。
• z/OS では、dspmqweb コマンドと setmqweb コマンドの実行権限と、mqwebuser.xml フ
ァイルに対する書き込み権限が必要です。

• 他のすべてのオペレーティング・システムでは、特権ユーザーでなければなりません。
重要 :

z/OSで setmqweb コマンドまたは dspmqweb コマンドを発行する前に、WLP_USER_DIR 環境変数
が mqweb サーバー構成を指すように設定する必要があります。
WLP_USER_DIR 環境変数を設定するには、以下のコマンドを発行します。
export WLP_USER_DIR=WLP_user_directory

ここで、WLP_user_directoryは、crtmqwebに渡されるディレクトリーの名前です。 以下に例
を示します。
export WLP_USER_DIR=/var/mqm/web/installation1

詳しくは、mqweb サーバーの作成 を参照してください。

手順
1.以下のコマンドを使用して、REST API for MFT の現在の構成を表示します。

dspmqweb properties -a

mqRestMftCoordinationQmgr フィールドに調整キュー・マネージャーの名前が表示されます。
2.以下のコマンドを使用して、調整キュー・マネージャーを構成します。

setmqweb properties -k mqRestMftCoordinationQmgr -v qmgrName

ここで、qmgrName は、調整キュー・マネージャーの名前です。 調整キュー・マネージャーは、mqweb
サーバーが稼働しているマシンに配置する必要があります。 デフォルトでは、このキュー・マネージャ
ー名はブランクです。 値を設定しないと、REST API for MFT は機能しません。

3.以下のコマンドを入力して、mqweb サーバーを再始動します。
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endmqweb
strmqweb

次のタスク
• REST API for MFT が有効になっていることを確認します。 詳しくは、861 ページの『MFT での REST API
の有効化』を参照してください。

• REST API for MFT を使用して作成要求を実行依頼する場合は、コマンド・キュー・マネージャー名を設
定する必要があります。 例えば、 create transferなどの REST API コマンドを使用する場合は、コ
マンド・キュー・マネージャー名を設定する必要があります。 詳しくは、863 ページの『REST API for
MFT 用のコマンド・キュー・マネージャーの構成』を参照してください。

• REST API for MFT のタイムアウト値を構成できます。 デフォルトのタイムアウトは 30 分です。 詳しく
は、864 ページの『MFT タイムアウト値の REST API の構成』を参照してください。

• REST API for MFTを使用するには、ユーザーが mqweb サーバーで認証され、1 つ以上の MFTWebAdmin
役割または MFTWebAdminRO 役割のメンバーでなければなりません。 ユーザーの構成について詳しく
は、 REST APIのユーザーおよび役割の構成を参照してください。

REST API for MFT 用のコマンド・キュー・マネージャーの構成
REST API for MFT を使用して作成要求を実行依頼する前に、コマンド・キュー・マネージャー名を設定す
る必要があります。 例えば、 create transfer リソースを使用するには、コマンド・キュー・マネージ
ャー名を設定する必要があります。 コマンド・キュー・マネージャー名は、 setmqweb コマンドを使用し
て設定できます。

始める前に
注 : mqweb サーバーがスタンドアロンの IBM MQ Web Server インストール済
み環境で実行される場合、このタスクは適用されません。 REST API for MFT は、スタンドアロンの IBM MQ
Web Server インストール済み環境では使用できません。
このタスクを実行するユーザーは、dspmqweb コマンドと setmqweb コマンドを使用できる特定の特権を
持つユーザーでなければなりません。
• z/OS では、dspmqweb コマンドと setmqweb コマンドの実行権限と、mqwebuser.xml フ
ァイルに対する書き込み権限が必要です。

• 他のすべてのオペレーティング・システムでは、特権ユーザーでなければなりません。
重要 :

z/OSで setmqweb コマンドまたは dspmqweb コマンドを発行する前に、WLP_USER_DIR 環境変数
が mqweb サーバー構成を指すように設定する必要があります。
WLP_USER_DIR 環境変数を設定するには、以下のコマンドを発行します。
export WLP_USER_DIR=WLP_user_directory

ここで、WLP_user_directoryは、crtmqwebに渡されるディレクトリーの名前です。 以下に例
を示します。
export WLP_USER_DIR=/var/mqm/web/installation1

詳しくは、mqweb サーバーの作成 を参照してください。

手順
1.以下のコマンドを使用して、REST API for MFT の現在の構成を表示します。

dspmqweb properties -a
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mqRestMftCommandQmgr フィールドにコマンド・キュー・マネージャーの名前が表示されます。
2.以下のコマンドを使用して、コマンド・キュー・マネージャーを構成します。

setmqweb properties -k mqRestMftCommandQmgr -v qmgrName

ここで、qmgrName は、コマンド・キュー・マネージャーの名前です。 コマンド・キュー・マネージャ
ーは、mqweb サーバーが稼働しているマシンに配置する必要があります。 デフォルトでは、このキュ
ー・マネージャー名はブランクです。 値が設定されていない場合、作成コマンドの MFT の REST API は
機能しません。

3.以下のコマンドを入力して、mqweb サーバーを再始動します。
endmqweb
strmqweb

次のタスク
• REST API for MFT が有効になっていることを確認します。 詳しくは、861 ページの『MFT での REST API
の有効化』を参照してください。

• 調整キュー・マネージャーが設定されていることを確認します。 詳細については、862 ページの『REST
API for MFT 用の調整キュー・マネージャーの構成』を参照してください。

• REST API for MFT のタイムアウト値を構成できます。 デフォルトのタイムアウトは 30 分です。 詳しく
は、864 ページの『MFT タイムアウト値の REST API の構成』を参照してください。

• REST API for MFTを使用するには、ユーザーが mqweb サーバーで認証され、1 つ以上の MFTWebAdmin
役割または MFTWebAdminRO 役割のメンバーでなければなりません。 ユーザーの構成について詳しく
は、 REST APIのユーザーおよび役割の構成を参照してください。

MFT タイムアウト値の REST API の構成
接続が切断された後に REST API for MFT が調整キュー・マネージャーへの接続の試行を停止するまでの時
間の長さ (分単位) を構成できます。 デフォルトのタイムアウトは 30 分です。 このタイムアウトは、
setmqweb コマンドを使用して構成できます。

始める前に
注 : mqweb サーバーがスタンドアロンの IBM MQ Web Server インストール済
み環境で実行される場合、このタスクは適用されません。 REST API for MFT は、スタンドアロンの IBM MQ
Web Server インストール済み環境では使用できません。
このタスクを実行するユーザーは、dspmqweb コマンドと setmqweb コマンドを使用できる特定の特権を
持つユーザーでなければなりません。
• z/OS では、dspmqweb コマンドと setmqweb コマンドの実行権限と、mqwebuser.xml フ
ァイルに対する書き込み権限が必要です。

• 他のすべてのオペレーティング・システムでは、特権ユーザーでなければなりません。
重要 :

z/OSで setmqweb コマンドまたは dspmqweb コマンドを発行する前に、WLP_USER_DIR 環境変数
が mqweb サーバー構成を指すように設定する必要があります。
WLP_USER_DIR 環境変数を設定するには、以下のコマンドを発行します。
export WLP_USER_DIR=WLP_user_directory

ここで、WLP_user_directoryは、crtmqwebに渡されるディレクトリーの名前です。 以下に例
を示します。
export WLP_USER_DIR=/var/mqm/web/installation1
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詳しくは、mqweb サーバーの作成 を参照してください。

このタスクについて
MFTの REST API のタイムアウトを構成できます。
REST API for MFT は、調整キュー・マネージャーへの接続が切断された直後に接続の再確立を試行します。
この試行が失敗した場合、タイムアウトが経過するまで、各再接続試行の間隔は 5 分になります。 そのた
め、0 から 5 の間の値を設定すると、再接続は 1 回だけ試行されます。
再接続がタイムアウトになった後の最初の再接続の試行は、いずれかの REST API for MFT のリソースが呼
び出される時に行われます。 その再接続の試行が失敗すると、再接続がタイムアウトになるまで、MFT が
再び 5 分ごとに再接続を試行するようになります。

手順
1.以下のコマンドを使用して、REST API for MFT の現在の構成を表示します。

dspmqweb properties -a

mqRestMftReconnectTimeoutInMinutes フィールドには、MFT Transfer Rest サービスが調整キュ
ー・マネージャーへの接続の試行を停止するまでの再接続タイムアウト値が示されます。

2. REST API for MFT が調整キュー・マネージャーへの接続の試行を停止するまでのタイムアウト (分単位)
を構成します。
• タイムアウトをデフォルト値の 30 分にリセットします。

setmqweb properties -k mqRestMftReconnectTimeoutInMinutes -d

• タイムアウトを設定します。
setmqweb properties -k mqRestMftReconnectTimeoutInMinutes -v time

ここで、time はタイムアウトが発生するまでの時間 (分単位) を指定します。
0-5 の間の値を設定すると、REST API for MFT は、調整キュー・マネージャーへの再接続を 1 回だ
け試みます。 接続に失敗すると、REST API が呼び出されるまで接続の再確立は試行されません。
この値を -1 に設定すると、REST API for MFT は、接続が成功するまで再接続を試みます。

3.以下のコマンドを入力して、mqweb サーバーを再始動します。
endmqweb
strmqweb

次のタスク
• REST API for MFT が有効になっていることを確認します。 詳しくは、861 ページの『MFT での REST API
の有効化』を参照してください。

• 調整キュー・マネージャーが設定されていることを確認します。 詳細については、862 ページの『REST
API for MFT 用の調整キュー・マネージャーの構成』を参照してください。

• REST API for MFT を使用して作成要求を実行依頼する場合は、コマンド・キュー・マネージャー名を設
定する必要があります。 例えば、 create transferなどの REST API コマンドを使用する場合は、コ
マンド・キュー・マネージャー名を設定する必要があります。 詳しくは、863 ページの『REST API for
MFT 用のコマンド・キュー・マネージャーの構成』を参照してください。

• REST API for MFTを使用するには、ユーザーが mqweb サーバーで認証され、1 つ以上の MFTWebAdmin
役割または MFTWebAdminRO 役割のメンバーでなければなりません。 ユーザーの構成について詳しく
は、 REST APIのユーザーおよび役割の構成を参照してください。
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mqweb サーバーの JVM のチューニング
デフォルトでは、mqweb サーバーの Java Virtual Machine (JVM) は、ヒープの最小サイズと最大サイズ、
クラス・キャッシュのサイズなどの構成パラメーターに対して、プラットフォーム固有のデフォルトを使
用します。

このタスクについて
パフォーマンスの向上や問題の解決のために、デフォルト値の変更が必要な場合があります。 例えば、
mqweb サーバーによって java.lang.OutOfMemoryError がスローされる場合は、ヒープの最大サイズ
を増やす必要があります。 多数のキュー・オブジェクトをロードしようとする場合は、ヒープのサイズも
増やす必要があります。
IBM MQ Consoleでのダッシュボード構成情報の表示に問題がある場合は、構成のファイル・エンコードを
決定する変数を設定する必要があります。 デフォルト値は、jvm.options ファイルで変更できます。

手順
1. jvm.options ファイルを開きます。
jvm.options ファイルは、次のいずれかのディレクトリーにあります。
• IBM MQ インストール済み環境の場合:

– AIX または Linuxの場合: /var/mqm/web/installations/
installationName/servers/mqweb

– Windowsの場合:
MQ_DATA_PATH\web\installations\installationName\servers\mqweb。ここで、
MQ_DATA_PATH は IBM MQ データ・パスです。 このパスは、 IBM MQのインストール時に選択さ
れたデータ・パスです。 デフォルトでは、このパスは C:\ProgramData\IBM\MQです。

– IBM i 上: MQ_DATA_PATH/web/installations/Installation1/

– z/OS 上: WLP_user_directory/servers/mqweb

ここで、WLP_user_directory は、mqweb サーバー定義を作成するために crtmqweb スクリプトを
実行したときに指定したディレクトリーです。

• スタンドアロンの IBM MQ Web Server インストール済み環境の場合:
MQ_OVERRIDE_DATA_PATH/web/installations/MQWEBINST/servers/mqweb

ここで、 MQ_OVERRIDE_DATA_PATH は、 MQ_OVERRIDE_DATA_PATH 環境変数が指す IBM MQ Web
Server データ・ディレクトリーです。

2.オプション: 次の行をファイルに追加して、最大ヒープ・サイズを設定します。
-XmxMaxSizem

ここで、MaxSize は、ヒープの最大サイズを指定します (MB 単位)。
例えば、以下の行は、最大ヒープ・サイズを 1GB に設定します。
-Xmx1024m

3.オプション: 次の行をファイルに追加して、最小ヒープ・サイズを設定します。
-XmsMinSizem

ここで、MinSize は、ヒープの最小サイズを指定します (MB 単位)。 最小ヒープ・サイズをデフォルト
から増やすと、mqweb サーバーの始動にかかる時間を削減できます。
例えば、次の行は、最小ヒープ・サイズを 512MB に設定します。
-Xms512m
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4.オプション: 次の行をファイルに追加して、クラス・キャッシュのサイズを設定します。
-XscmxSizem

ここで、Size は、クラス・キャッシュのサイズを指定します (MB 単位)。
例えば、次の行は、クラス・キャッシュ・サイズを 100MB に設定します。
-Xscmx100m

Java 共有クラス・キャッシュは、ロード済みクラスや Ahead-Of-Time (AOT) コンパイル済みコードな
どのデータを保管するために使用します。
クラス・キャッシュによって、mqweb サーバーの始動にかかる時間が大幅に削減されます。 mqweb サ
ーバーが初めて始動するときに、クラス・キャッシュは作成され、サーバーの始動にかなりの時間がか
かる場合があります。 以降のサーバーの再始動は、クラスを共有クラス・キャッシュからロードできる
ため、より高速になります。
クラス・キャッシュのサイズをデフォルトから増やすと、mqweb サーバーの始動にかかる時間を削減
できます。

異なる z/OS システムで mqweb サーバーが始動するときに、クラス・キャッシュは再作
成されます。 したがって、シスプレックス内の異なる z/OS システムで mqweb サーバーを始動すると、
同じシステムでサーバーを再始動する場合よりも著しく長い時間がかかることがあります。
この値の変更は、クラス・キャッシュが作成される場合にのみ有効になることに注意してください。
mqweb サーバーが初めて始動するとき、または Java クラス・キャッシュ・ユーティリティーを使用し
てクラス・キャッシュが破棄された後に、クラス・キャッシュは作成されます。

5.必須: ファイルに以下の行が含まれていることを確認してください。これらの行は、 REST API がデータ
を処理するときに使用されるファイル・エンコードと、 IBM MQ Console内のユーザー・ダッシュボー
ド構成情報を指定するためのものです。
-Dfile.encoding=UTF-8
-Ddefault.client.encoding=UTF-8

6. mqweb サーバーを再始動します。
z/OS では、mqweb サーバー開始タスクを停止してから、再始動します。
その他のすべてのプラットフォームでは、コマンド行で次のコマンドを入力します。

endmqweb
strmqweb

IBM MQ Console および REST API のインストール・コンポーネントのファイル
構造

IBM MQ Console および REST API のインストール・コンポーネントには、2 組のディレクトリー構造が関
連付けられています。 一方のディレクトリー構造には、編集可能なファイルが含まれています。 もう一方
のディレクトリー構造には、編集不可のファイルが含まれています。

編集可能なファイル
ユーザーが編集可能なファイルは、IBM MQ Console および REST API のインストール・コンポーネントの
初期インストールの一部として配置されます。 これらは編集可能なファイルであるため、保守を適用する
ときに変更されることはありません。
ユーザーが編集可能なファイルの場所は、オペレーティング・システム およびインストールされている製
品によって異なります。
• IBM MQ インストール済み環境では、ユーザー編集可能ファイルは以下のいずれかのディレクトリーにあ
ります。
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– AIX または Linuxの場合: /var/mqm/web/installations/
installationName

– Windowsの場合: MQ_DATA_PATH\web\installations\installationName。ここ
で、 MQ_DATA_PATH は IBM MQ データ・パスです。 このパスは、 IBM MQのインストール時に選択
されたデータ・パスです。 デフォルトでは、このパスは C:\ProgramData\IBM\MQです。

– z/OSの場合: mqweb サーバー定義を作成するために crtmqweb スクリプトを実行した
ときに指定したディレクトリー。

• スタンドアロンの IBM MQ Web Server インストール済み環境の場合:
MQ_OVERRIDE_DATA_PATH/web/installations/MQWEBINST

ここで、 MQ_OVERRIDE_DATA_PATH は、 MQ_OVERRIDE_DATA_PATH 環境変数が指す IBM MQ Web
Server データ・ディレクトリーです。
この最上位ディレクトリーの下に、以下のディレクトリーとファイルがあります。
ディレクトリーおよびファイル 説明
angular.persistence/ IBM MQ Console ダッシュボード構成が保管される

ディレクトリー。
servers/ WebSphere Liberty サーバー・ディレクトリー。
servers/mqweb mqweb サーバーのディレクトリー構造が含まれる

ディレクトリー。
servers/mqweb/logs mqweb サーバーのログが含まれるディレクトリ

ー。
servers/mqweb/logs/console.log 基本的なサーバー状況および操作メッセージのロ

グ。
servers/mqweb/logs/ffdc 初期障害データ・キャプチャー機能 (FFDC) の出力

ディレクトリー。
servers/mqweb/logs/messages.log IBM MQ Console および REST API を含む、mqweb

サーバーのランタイム・メッセージのログ。 古いメ
ッセージは、 messages_timestamp.logという
名前のファイルに保管されます。

servers/mqweb/logs/trace.log IBM MQ Console および REST API を含む、mqweb
サーバーのトレースのログ。 古いトレースは、
trace_timestamp.logという名前のファイルに
保管されます。 これらのファイルは、トレースが有
効になっている場合にのみ存在します。

servers/mqweb/logs/state サーバー固有の状態。
servers/mqweb/server.xml メインのサーバー構成ファイル。

このファイルは読み取り専用です。
mqwebuser.xmlファイルを編集して、デフォルト
構成をオーバーライドします。

servers/mqweb/mqwebuser.xml IBM MQ Console および REST API の構成ファイ
ル。 このファイルで構成した設定は、デフォルトの
構成をオーバーライドします。
このファイルを編集するには、特権ユーザーである
必要があります。
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ディレクトリーおよびファイル 説明
servers/mqweb/resources 鍵ストアなどのさまざまなサーバー・リソースを含

むディレクトリー。
servers/mqweb/workarea サーバーの稼働中に作成されるディレクトリー。

このディレクトリーは、サーバーが最初に実行され
た後に作成されます。

編集不可のファイル
編集不可のファイルは、IBM MQ Console および REST API のインストール・コンポーネントの初期インス
トールの一部として配置されます。 これらのファイルは、保守を適用すると更新されます。
編集不可ファイルの場所は、オペレーティング・システム およびインストールされている製品によって異
なります。
• IBM MQ インストール済み環境では、編集不可のファイルは以下のいずれかのディレクトリーにありま
す。
– で AIX, Linux, and Windows: MQ_INSTALLATION_PATH/web

– で IBM i: MQ_INSTALLATION_PATH/web

– z/OS 上: installation_directory/web/

installation_directory は、IBM MQ for z/OS UNIX System Services Components インストール・パスで
す。

• スタンドアロン IBM MQ Web Server インストール済み環境では、 IBM MQ
Web Server インストール・ファイルが解凍されたディレクトリー。
この場所には、以下のディレクトリー構造とファイルがあります。
ディレクトリーおよびファイル 説明
bin/ WebSphere Liberty コマンドを含むディレクトリ

ー。
このディレクトリーのスクリプトを実行するには、
特権ユーザーである必要があります。

mq/ さまざまな IBM MQ リソースが含まれているディ
レクトリー構造。

mq/apps/ IBM MQ Console および REST API アプリケーショ
ンが含まれているディレクトリー。

mq/etc/

mq/etc/mqweb.xml mqweb サーバーの読み取り専用の構成ファイル。
mqwebuser.xmlファイルを編集して、構成を変更
します。

mq/libs IBM MQ Console および REST API で使用される共
用ライブラリーが含まれているディレクトリー。

mq/samp サンプルが含まれているディレクトリー。
mq/samp/configuration mqwebuser.xmlファイルにコピーできるサンプ

ル構成ファイルが含まれているディレクトリー。
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mqweb サーバーの構成のバックアップとリストア
mqweb サーバー構成をバックアップし、それを同じ場所または別の場所にリストアすることができます。

始める前に
mqweb サーバー構成をリストアするには、その前に、mqweb サーバーをリストアするシステムに IBM MQ
またはスタンドアロンの IBM MQ Web Server をインストールする必要があります。 スタンドアロン IBM
MQ Web Server インストール済み環境では、 840 ページの『スタンドアロン IBM MQ Web Server の構成』
の手順に従って mqweb サーバーを作成する必要があります。

このタスクについて
mqweb サーバー構成をバックアップおよびリストアするには、このタスクの手順に従います。 mqweb サ
ーバーを別の場所にリストアする場合は、mqweb サーバー構成を更新して、ファイルへの参照が正しいこ
とを確認する必要があります。

また、この手順を使用して、 IBM MQ インストール済み環境で現在実行されている mqweb
サーバーを、スタンドアロンの IBM MQ Web Server インストール済み環境で実行するようにマイグレーシ
ョンすることもできます。

手順
1. mqweb サーバー構成をバックアップするには、mqweb サーバー構成が含まれているディレクトリー内
のすべてのファイルをバックアップ・ロケーションにコピーします。
• IBM MQ インストール済み環境で、以下のディレクトリーの内容をコピーします。

– AIX または Linuxの場合: /var/mqm/web/installations/
installationName

– Windowsの場合: MQ_DATA_PATH\web\installations\installationName。
ここで、 MQ_DATA_PATH は IBM MQ データ・パスです。 このパスは、 IBM MQのインストール
時に選択されたデータ・パスです。 デフォルトでは、このパスは C:\ProgramData\IBM\MQで
す。

– z/OSの場合: mqweb サーバー定義を作成するために crtmqweb スクリプトを実行
したときに指定した WebSphere Liberty ユーザー・ディレクトリー。

• スタンドアロンの IBM MQ Web Server インストール済み環境では、
MQ_OVERRIDE_DATA_PATH/web/installations/MQWEBINST ディレクトリーの内容をコピー
します。ここで、 MQ_OVERRIDE_DATA_PATH は、 MQ_OVERRIDE_DATA_PATH 環境変数が指す IBM
MQ Web Server データ・ディレクトリーです。

2. mqweb サーバー構成を復元するには、mqweb サーバー構成が含まれているディレクトリーの内容を、
ステップ 870 ページの『1』でコピーしたファイルで置き換えます。
• IBM MQ インストール済み環境で、以下のディレクトリーの内容を置き換えます。

– AIX または Linuxの場合: /var/mqm/web/installations/
installationName

– Windowsの場合: MQ_DATA_PATH\web\installations\installationName。
ここで、 MQ_DATA_PATH は IBM MQ データ・パスです。 このパスは、 IBM MQのインストール
時に選択されたデータ・パスです。 デフォルトでは、このパスは C:\ProgramData\IBM\MQで
す。

– z/OSの場合: mqweb サーバー定義を作成するために crtmqweb スクリプトを実行
したときに指定した WebSphere Liberty ユーザー・ディレクトリー。

• スタンドアロンの IBM MQ Web Server インストール済み環境では、
MQ_OVERRIDE_DATA_PATH/web/installations/MQWEBINST ディレクトリーの内容を置き換
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えます。ここで、 MQ_OVERRIDE_DATA_PATH は、 MQ_OVERRIDE_DATA_PATH 環境変数が指す IBM
MQ Web Server データ・ディレクトリーです。

3. mqweb サーバーのユーザー ID がファイルにアクセスできるように、ステップ 870 ページの『2』 で復
元したファイルの所有権を設定します。

4. mqweb サーバー構成を別の場所に復元した場合は、前の mqweb サーバー構成ディレクトリー内のファ
イルを参照する mqweb サーバー構成内のプロパティーの値を変更します。
a) setmqweb コマンドまたは dspmqweb コマンドを発行する前に、mqweb サーバー構成を指すように
環境を設定してください。
• z/OSでは、以下のコマンドを入力して、 WLP_USER_DIR 環境変数が mqweb サーバ
ー構成を指すように設定します。
export WLP_USER_DIR=WLP_user_directory

ここで、 WLP_user_directory は、 crtmqweb コマンドに渡されるディレクトリーの名前です。
詳しくは、mqweb サーバーの作成 を参照してください。

• スタンドアロンの IBM MQ Web Server インストール済み環境では、
MQ_OVERRIDE_DATA_PATH 環境変数を IBM MQ Web Server データ・ディレクトリーに設定しま
す。

• 他のすべての環境では、環境を設定するためにアクションを実行する必要はありません。
b)ユーザーが変更したすべての構成可能な mqweb サーバー・プロパティーの値を表示します。 以下の
コマンドを発行します。
dspmqweb properties -u

c) remoteKeyfile プロパティーが表示されている場合は、そのプロパティーの値を確認してくださ
い。
プロパティーの値が以前の mqweb サーバー構成ディレクトリー内のファイル・パスを参照している
場合は、新しい mqweb サーバー構成ディレクトリー内のファイル・パスを参照するように値を変更
します。 以下のコマンドを発行して、 remoteKeyfile プロパティーの値を変更します。
setmqweb properties -k remoteKeyfile -v path_to_keyfile

d) mqweb サーバーのリモート・キュー・マネージャー構成を表示します。 以下のコマンドを発行しま
す。
dspmqweb remote -a

e)以下のいずれかのプロパティーが表示されている場合は、そのプロパティーの値を確認してくださ
い。
• globalTrustStorePath
• globalKeyStorePath
• ccdtURL
• keyStorePath
• trustStorePath

前の mqweb サーバー構成ディレクトリー内のファイル・パスを参照するプロパティーの値を、新し
い mqweb サーバー構成ディレクトリー内のファイル・パスを参照するように変更します。
setmqweb remote コマンドを発行して、各プロパティーの値を変更します。 例えば、固有の名前
remote-QM1を持つリモート・キュー・マネージャーの keyStorePath プロパティーの値を変更す
るには、次のコマンドを発行します。
setmqweb remote -uniqueName remote-QM1 -keyStorePath new_keystore_path
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詳しくは、 setmqweb remote (mqweb サーバーのリモート・キュー・マネージャー構成の設定)を参
照してください。

Linux または Windows プ
ラットフォームでの Aspera gateway 接続の定義

IBM Aspera faspio Gateway は、 IBM MQのネットワーク・スループットを大幅に向上させることができる
高速 TCP/IP トンネルを提供します。 資格のあるプラットフォームで実行されているキュー・マネージャー
は、 Aspera gatewayを介して接続できます。 ゲートウェイ自体は、 Red Hat 、 Ubuntu Linux、または
Windowsにデプロイされます。

このタスクについて
Aspera gatewayを使用すると、キュー・マネージャーのチャネルのパフォーマンスを向上させることがで
きます。 ネットワークの待ち時間が長い場合やパケットを損失する傾向がある場合に特に効果的です。一
般には、別々のデータ・センターにあるキュー・マネージャー間の接続を高速化するために使用されます。
注 : パケットの損失が発生しない高速ネットワークでは、Aspera gatewayを使用するとパフォーマンスが
低下するので、Aspera gateway接続を定義する前と後でネットワーク・パフォーマンスを検査することが
重要です。
IP ネットワーク接続の両端で Aspera gatewayを定義してから、TCP/IP を使用してキュー・マネージャー・
チャネルを各ゲートウェイに接続します。 キュー・マネージャーは、そのキュー・マネージャーで使用す
る Aspera gatewayと同じマシン上で稼働していなくてもかまいません。また、複数のキュー・マネージャ
ーで同じゲートウェイを使用できます。
Aspera gatewayを使用するには、以下のライセンスのうち 1 つ以上が必要です。
• IBM MQ Advanced for Multiplatforms

• IBM MQ Appliance

• IBM MQ Advanced for z/OS VUE

• IBM MQ Advanced for z/OS

Aspera gateway は、以下のいずれかのプラットフォームにデプロイできます。
• Linux for x86-64
• Linux on Power® Systems - Little Endian
• Linux for IBM Z®

• Windows - Windows でのプラットフォーム・サポートについての詳細情報は、IBM Aspera faspio
Gateway の資料を参照してください。
ゲートウェイ用に別途ライセンスが交付されているのではない限り、Aspera gatewayの使用は IBM MQ メ
ッセージに限定されます。
Aspera gateway を使用するキュー・マネージャーは、サポートされている任意のプラットフォーム上で実
行できます。 サポートされるプラットフォームの完全なリストについては、 製品資料で使用されるアイコ
ンを参照してください。
キュー・マネージャーが、そのキュー・マネージャーで使用する Aspera gatewayと同じマシン上にない場
合は、キュー・マネージャーと Aspera gatewayの間に高速ネットワーク接続があることを確認してくださ
い。
tomlファイルを使用して、ゲートウェイが使用するインバウンド・ポートとアウトバウンド・ポートを定
義するゲートウェイ定義を作成します。 サンプルの tomlファイルは、Aspera gatewayと一緒に出荷され
ます。 アウトバウンド・ゲートウェイ定義では、ローカル・キュー・マネージャーからゲートウェイへの
接続と、ローカル・ゲートウェイからリモート・ゲートウェイへの接続を定義します。 インバウンド・ゲ
ートウェイ定義では、リモート・ゲートウェイからローカル・ゲートウェイへの接続と、ローカル・ゲー
トウェイからローカル・キュー・マネージャーへの接続を定義します。
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以下の手順を、稼働させるための基本的なガイドとして利用できます。 詳細については、IBM Aspera
faspio Gateway の資料を参照してください。

手順
1. Aspera gatewayのインストール・イメージを取得します。

マルチプラットフォームの場合、パスポート・アドバンテージから Aspera gateway をダ
ウンロードします。 このダウンロードには、 "IBM Aspera faspio Continuous Delivery Release for IBM
MQ V9.4 Multiplatform Multilingual eAssembly"というラベルが付いています。 Continuous
Delivery(CD)イメージとして提供されるのは、この領域の変化のペースが原因で、CDリリースの頻度で
更新が必要になることを意味します。そして、IBM MQ Advanced for Multiplatformsまたは IBM MQ
Applianceの資格を持つ任意の IBM MQ システムにインストールすることもできます。 この
eAssemblyをダウンロードするには、 Downloading IBM MQ 9.4 にアクセスし、必要なリリースのタブ
をクリックします。 eAssembly には、ゲートウェイを使用できるすべてのプラットフォームのインスト
ール・イメージが含まれています。 eAssembly には、ライセンス・ファイルを含む ibm-faspio-
license.zip ファイルも含まれています。

IBM MQ システムに IBM MQ Advanced for z/OS VUE ライセンスまたは IBM
MQ Advanced for z/OS ライセンスがある場合は、SMP/E インストールの一部である Connector Pack コ
ンポーネントから Aspera gateway を取得します。

IBM MQ Advanced for z/OS VUE および IBM MQ Advanced for z/OS のファ
イルは、以下のとおりです。
表 53. プラットフォームおよび IBM MQ バージョンごとのファイル名と faspio バージョン番号
プラットフォーム ファイル名 faspio バージョン番号
Linux for x86-64

M0GVDEN.zip
1.3.4

Linux on Power Systems - Little
Endian M0GVFEN.zip

1.3.4

Linux for IBM Z
M0GVGEN.zip

1.3.4

Windows
M0GVHEN.zip

1.3.4

注 : Aspera gateway を z/OS上でネイティブに実行することはできません。
.

インストール・イメージに加えて、 fasp ディレクトリーには、ライセン
ス・ファイルを含む M05QKEN.zipが含まれています。

2.ゲートウェイを実行する 2 台のマシンに Aspera gatewayのインストール・イメージをコピーしてから、
ゲートウェイを解凍してインストールします。
ibm-faspio-license.zip (Multiplatforms) または M05QKEN.zip (z/OS)に含まれているライセン
ス・ファイルを使用します。 詳しくは、 IBM Aspera faspio Gateway の資料を参照してください。
•  Linuxへのインストール
•  Windowsへのインストール

3.各ゲートウェイを構成して保護します。
詳しくは、IBM Aspera faspio Gatewayの資料を参照してください。
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• ゲートウェイ構成ファイルの構成
• ゲートウェイの保護

4.ネットワーク接続の両端で、ローカル・ゲートウェイが listen しているポートに接続するようにチャネ
ル定義を変更します。

5.各ゲートウェイ・サービスを開始します。
詳しくは、IBM Aspera faspio Gatewayの資料を参照してください。
•  Linuxでの起動
•  Windowsでの起動

6.チャネルを再始動します。
キュー・マネージャーが Aspera gateway接続を介して通信するようになります。

例
この例では、 Linuxを実行する 2 つのマシンで Aspera gateway 接続を定義します。 構成は以下のとおりで
す。
• ローカル・ゲートウェイ・マシンの IP アドレスは 9.20.193.107 です。 リモート・ゲートウェイ・マシ
ンの IP アドレスは 9.20.192.115 です。

• ローカル・キュー・マネージャーは、IP アドレスが 9.20.121.5 のマシン上で稼働しています。 リモー
ト・キュー・マネージャーは、IP アドレスが 9.20.121.25 のマシン上で稼働しています。 どちらのキュ
ー・マネージャーも、ポート 1414 で listen しています。

• ローカル・キュー・マネージャーのキュー・マネージャー・チャネルは、conname 9.20.193.107 (1500)
を使用してローカル Aspera gateway に接続するように変更されます。 リモート・キュー・マネージャー
のキュー・マネージャー・チャネルは、conname 9.20.192.115 (1500) を使用してリモート Aspera
gateway に接続するように変更されます。

• IBM Aspera faspio Gateway 1.2以降、TLS はデフォルトで有効になっています。 ゲートウェイを使用し
て TLS を構成する場合は、 IBM Aspera faspio Gateway 資料の「 ゲートウェイの保護 」を参照してくだ
さい。

1.ローカル・ゲートウェイ・マシンに Aspera gateway接続を定義します。
• Aspera gatewayをインストールします:

– Linux では、以下のコマンドを使用します。
rpm -ivh ibm-faspio-gateway-<version>.x86_64.rpm

• インストールによって、作成されたディレクトリー内の gateway.tomlファイルを変更します:

このファイルを編集してローカル・ゲートウェイの定義を設定します。
[[bridge]]
    name = "Outbound"
    [bridge.local]
           protocol = "tcp"
               host = "9.20.193.107"
               port = 1500
    tls_enabled = false

    [bridge.forward]
           protocol = "fasp"
               host = "9.20.192.115"
               port = 1600
    tls_enabled = false

[[bridge]]
    name = "Inbound"
    [bridge.local]
           protocol = "fasp"
               host = "9.20.193.107"
               port = 1600
    tls_enabled = false
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    [bridge.forward]
           protocol = "tcp"
               host = "9.20.121.5"
               port = 1414
    tls_enabled = false

• aspera-license ファイルを ibm-faspio-license.zip (Multiplatforms) または M05QKEN.zip
(z/OS) から /usr/local/etc/faspio/にコピーします。

2.リモート・ゲートウェイ・マシンで上記の手順を繰り返して Aspera gateway接続を定義します。
• インストールによって作成されたディレクトリー内の gateway.toml ファイルを変更します。 この
ファイルを編集してリモート・ゲートウェイの定義を設定します。
[[bridge]]
    name = "Outbound"
    [bridge.local]
           protocol = "tcp"
               host = "9.20.193.107"
               port = 1500
    tls_enabled = false

    [bridge.forward]
           protocol = "fasp"
               host = "9.20.192.115"
               port = 1600
    tls_enabled = false

[[bridge]]
    name = "Inbound"
    [bridge.local]
           protocol = "fasp"
               host = "9.20.193.107"
               port = 1600
    tls_enabled = false

    [bridge.forward]
           protocol = "tcp"
               host = "9.20.121.5"
               port = 1414
    tls_enabled = false

• aspera-license ファイルを ibm-faspio-license.zip (Multiplatforms) または M05QKEN.zip
(z/OS) のいずれかから /usr/local/etc/faspio/にコピーします。

3.接続の両端で、ローカル・ゲートウェイが listen しているポートに接続するようにチャネル定義を変更
します。
• conname 9.20.193.107 (1500) を使用してローカル Aspera gateway に接続するように、ローカル・
キュー・マネージャーのキュー・マネージャー・チャネルを変更します。

• conname 9.20.192.115 (1500) を使用してリモート Aspera gateway に接続するように、リモート・
キュー・マネージャーのキュー・マネージャー・チャネルを変更します。

4.ローカル・ゲートウェイ・マシンで以下のコマンドを実行して、ローカル・ゲートウェイを開始しま
す。
•

sudo systemctl start faspio-gateway

5.リモート・ゲートウェイ・マシンで以下のコマンドを実行して、リモート・ゲートウェイを開始しま
す。
•

sudo systemctl start faspio-gateway

6.チャネルを再始動します。
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次のタスク
Aspera gatewayは、受信したデータを一切解釈せずに転送します。 つまり、ゲートウェイ接続で TLS ハン
ドシェークが認識されないので、Aspera gatewayを使用するキュー・マネージャー・チャネル間に TLS を
構成できることになります。 これはまた、サポートされるすべての IBM MQ プラットフォーム上のキュ
ー・マネージャーで Aspera gatewayを使用できることも意味します。
ゲートウェイで複数インスタンス・キュー・マネージャーを使用する場合には、キュー・マネージャーの
インスタンスごとにゲートウェイ定義を構成します。
注 : Aspera gateway は、キュー・マネージャー・チャネルでのみテストされています。 クライアント・チ
ャネルではテストされていません。 これは、通常、クライアント・アプリケーションは高速ネットワーク
を介してローカル・データ・センター内のキュー・マネージャーに接続するのに対して、 Aspera gateway
では低速ネットワークを介してリモート・キュー・マネージャーに接続することが想定されているためで
す。
関連資料
17 ページの『使用する通信タイプ』
サポートされる通信プロトコルはプラットフォームによって異なります。 どの伝送プロトコルを選択する
かは、IBM MQ MQI clientとサーバー双方のプラットフォームの組み合わせ方によります。
IBM Aspera faspio Gateway資料

IBM Cloud Private 計量サービスで使用するための IBM MQ
の構成

キュー・マネージャーの始動情報と使用情報を報告および表示するために、 IBM Cloud Private 計量サービ
スで使用する IBM MQ を構成します。

始める前に
IBM Cloud Private サービスを使用するように IBM MQ キュー・マネージャーを構成する前に、 IBM Cloud
アカウントを持っている必要があります。 アカウントを作成するには、IBM Cloud に登録を参照してくだ
さい。

このタスクについて
IBM Cloud Private計測サービスを使用することにより、オンプレミスの IBM 製品を IBM Cloud Privateの
サービス・インスタンスに接続し、組織内のすべての登録済み製品を一つのダッシュボードに表示するこ
とができます。
AIX、Linux、および Windows のキュー・マネージャーを構成して計量サービス・インスタンスに接続し、
開始情報および使用量情報を表示できます。 ただし、Linux コンテナー環境以外のプラットフォームでは、
時間単位コンテナー・ベースの価格設定ライセンスに基づいてデータを使用することはできません。
デフォルトの毎時ライセンス・メトリックではなく毎月の VPC ライセンス・タイプの使用データを記録す
るには、環境変数 AMQ_LICENSING_METRIC=VPCMonthlyPeak を設定します。 これにより、キュー・マ
ネージャーは、毎時のコンテナー・ベースのライセンスに関連するデータをアップロードするデフォルト
動作ではなく、毎月の VPC ライセンス・タイプに関連するデータをアップロードします。
qm.ini ファイルで、ReportingService スタンザに以下の属性を使用します。
APIKeyFile
計量サービス・インスタンスの APIKey 値を持つテキスト・ファイルの場所。

CapacityReporting
以下の形式でエラー・ログ・メッセージを定期的に AMQERR ログに書き込みます。
4/22/2020 01:44:29 PM - Process(1274.1) User(bld-adm) Program(amqmgr0)
Host(8b3b83f2bc7d) Installation(Docker)
VRMF(9.2.0.0)
Time(2020-04-22T13:44:29.295Z)
ArithInsert1(300)
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CommentInsert1(8.5)
CommentInsert2(IBM MQ Advanced)

CapacityReporting 属性で作成された情報は、メッセージ AMQ5064 内に挿入されます。このメッ
セージを参照すると、自社で使用している IBM MQ の使用量に関する理解を深めることができます。
AMQ5064
このキュー・マネージャーは、300 秒間実行されています。 現在は 8.5 コアで実行中です。 ライセ
ンス・タイプは IBM MQ Advanced です。

重大度
0 : 情報

説明
これは、使用量のトラッキングに関する情報メッセージです。

応答
なし。

LicensingGroup
キュー・マネージャーが属する請求グループ。 計量サービスが生成するレポートでデータがグループ
化される方法に影響を与えます。

ServiceURL
IBM Cloud Private サービス・アドレス。

ServiceProxy
計量サービスが実行されているネットワークにキュー・マネージャーが直接アクセスできない場合に使
用できる HTTP プロキシーの URL およびポート。

製品がインストールされているホスト、使用している製品バージョン、および実行されているプラットフ
ォームを表示できます。 製品ごとに表示される使用メトリックの概要から、ワークロードの大きさに関す
る概要が得られます。 IBM MQ では、どのキュー・マネージャーの使用頻度が高く、どのキュー・マネー
ジャーのワークロードが低いかを知ることができます。
計量サービスのインスタンスに接続するようキュー・マネージャーが構成されると、以下の情報が IBM
Cloud Private に報告されます。
• IBM MQ キュー・マネージャー名
• IBM MQ キュー・マネージャー ID
• IBM MQ インストール・ルート・ディレクトリー
• インストール済み IBM MQ コンポーネント (名前とバージョン)
• ホスト名
• ホスト・オペレーティング・システム名
• ホスト・オペレーティング・システム・バージョン
• IBM MQ キュー・マネージャーについての仮想プロセッサー・コア (VPC) の使用量情報
キュー・マネージャーの VPC 使用メトリックは計量サービス・インスタンス・ダッシュボードでモニター
できます。

手順
• IBM Cloud Private で、計量サービス・インスタンスで使用するようキュー・マネージャーを構成しま
す。

• HTTP プロキシーを介した IBM Cloud Private 計量サービスに接続します。
• IBM Cloud Private 計量サービスへの接続のトラブルシューティングを行います。
関連資料
仮想プロセッサー・コアの価格設定メトリック (VPC)
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IBM Cloud Private の計量サービス・インスタンスで使用するためのキ
ュー・マネージャーの構成

キュー・マネージャーのセキュリティーと IBM Cloud 登録情報をセットアップした後、既に作成されてい
る計量サービス・インスタンスに接続します。

このタスクについて
IBM Cloud Private 計量サービス・インスタンス・ダッシュボードには、セキュリティーおよび IBM Cloud
Private 登録情報が含まれるよう構成されているキュー・マネージャーのデータのみが表示されます。

手順
1.以下の IBM Cloud Private に記載されている、サービス ID を作成するための手順に従います。

IBM Cloud Private CLI を使用したサービス ID の作成。
2.以下の場所で、API キーを作成するための IBM Cloud Private の資料に記載されている手順に従いま
す。
API 鍵管理 API。

3. IBM Cloud Private クラスターから TLS 証明書をダウンロードします。
証明書をダウンロードした場所をメモします。 ステップ 879 ページの『9』で、ダウンロードした証
明書をキュー・マネージャーの鍵リポジトリーに追加できます。

4.テキスト・ファイル apikeyfile.txt を作成し、前のタスクでコピーした API key 値を追加しま
す。
apikeyfile.txtの場所をメモしておくと、ステップ 8でそのパスを含めることができます。 この
ファイルは、キュー・マネージャー・ユーザー(AIX and Linuxシステムでは「'mqm」)によって読み取
り可能である必要があります。 このファイルには、JSON ペイロードではなく、 API key 自体のみが
含まれている必要があります (例: d9c11b45-4dda-4de4-c0b2-2e4e1004dc64)。

5.キュー・マネージャー (例えば QM1) を作成します。
詳細については、Multiplatforms でのキュー・マネージャーの作成と管理を参照してください。

6.キュー・マネージャー QM1 を開始します。
詳しくは、 キュー・マネージャーの開始を参照してください。

7. IBM MQ コマンドを実行する前に、忘れずに IBM MQ コマンド行環境をセットアップしておいてくだ
さい。
setmqenv コマンドを実行します。

On AIX:

. /usr/mqm/bin/setmqenv -s

On Linux:

. /opt/mqm/bin/setmqenv -s

On Windows:

"C:\Program Files\IBM\MQ\bin\setmqenv.cmd" -n installation name

8.キュー・マネージャー QM1 の SSL トラストストアを作成します。
トラストストアの作成を開始します。 AIX の場合:

runmqakm -keydb -create -db MQ data directory/qmgrs/QM1/ssl/key.kdb -pw password -type cms 
-expire 30 -stash
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On Linux:

runmqakm -keydb -create -db MQ data directory/qmgrs/QM1/ssl/key.kdb -pw password -type cms 
-expire 30 -stash

On Windows:

runmqakm -keydb -create -db "MQ data directory\qmgrs\QM1\ssl\key.kdb" -pw password -type 
cms -expire 30 -stash

9.ステップ 878 ページの『3』でダウンロードしたデジタル証明書をキュー・マネージャーの鍵リポジト
リーに追加します。

On AIX:

runmqakm -cert -add -db MQ data directory/qmgrs/QM1/ssl/key.kdb -pw password -type cms 
-label RootCA 
         -file Download_location/RootCA.crt -format ascii -trust enable

runmqakm -cert -add -db MQ data directory/qmgrs/QM1/ssl/key.kdb -pw password -type cms 
-label ServerCert 
         -file Download_location/CERT.crt -format ascii -trust enable

On Linux:

runmqakm -cert -add -db MQ data directory/qmgrs/QM1/ssl/key.kdb -pw password -type cms 
-label RootCA 
         -file Download_location/RootCA.crt -format ascii -trust enable

runmqakm -cert -add -db MQ data directory/qmgrs/QM1/ssl/key.kdb -pw password -type cms 
-label ServerCert  
         -file Download_location/CERT.crt -format ascii -trust enable

On Windows:

runmqakm -cert -add -db "MQ data directory\qmgrs\QM1\ssl\key.kdb" -pw password -type cms 
-label RootCA 
         -file "Download_location\RootCA.crt" -format ascii -trust enable

runmqakm -cert -add -db "C:\ProgramData\IBM\MQ\qmgrs\QM1\ssl\key.kdb" -pw password -type 
cms -label ServerCert  
         -file "Download_location\CERT.crt" -format ascii -trust enable

10.キュー・マネージャーの qm.ini ファイルへの apikeyfile パスを指定して、新規
ReportingService スタンザを追加します。
ReportingService:
   APIKeyFile=APIKey file location/apikeyfile.txt

11. API host 値を qm.ini ファイルに追加します。
ReportingService スタンザ・セクションに、 apikeyfile 値および API host (ServiceURL) 値
へのパスが含まれるようになりました。

ReportingService:
   APIKeyFile=APIKey file location/apikeyfile.txt 
   ServiceURL=https://productinsights-api.ng.bluemix.net

qm.iniファイルを保存して終了します。
12.変更内容を有効にするには、キュー・マネージャーを再始動します。
キュー・マネージャーのプロセス amqzmur0 がネットワークにアクセスするために権限を付与するよ
う求められる可能性があります。 キュー・マネージャーが計量サービスに接続できるようにするには、
アクセス権限が必要です。

13.計量サービス・インスタンスのキュー・マネージャー QM1 に関する情報を表示します。
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レポート状況がアクティブになっている場合、指定された統合ノードのすべての統合サーバーに関す
る開始情報と使用情報が計量サービスに報告されます。 使用情報は、15 分ごとに更新されます。

14.オプション: ReportingService スタンザをキュー・マネージャーの qm.ini ファイルから削除し、
キュー・マネージャーを再始動して、キュー・マネージャーによる計量サービスへの報告を停止しま
す。

15.オプション: キュー・マネージャーが開始情報と使用情報を計量サービスに報告できない場合、キュ
ー・マネージャーのログ・ファイルにある診断情報を確認します。

On AIX:

/var/mqm/qmgrs/QM1/errors/AMQERR0*.log

On Linux:

/var/mqm/qmgrs/QM1/errors/AMQERR0*.log

On Windows:

C:\ProgramData\IBM\MQ\errors\AMQERR0*.log

タスクの結果
計量サービス・インスタンスの作成が完了し、インスタンスに接続するようキュー・マネージャーを構成
しました。 計量サービス・インスタンスのダッシュボードでキュー・マネージャーに関する情報を参照す
ることができます。

HTTP プロキシーを介した IBM Cloud Private 計量サービスへの接続
キュー・マネージャーが ICP クラスターに直接アクセスできないシステムで実行されている場合は、組織
が提供する HTTP プロキシーを使用して、IBM Cloud Private の計量サービス・インスタンスに接続できま
す。

始める前に
セキュリティーを構成し、 API key およびサービス URL をキュー・マネージャーの qm.ini ファイルに
追加しました。

このタスクについて
このタスクを使用して、組織によって提供される HTTP プロキシーを介して IBM Cloud Private の 計量サー
ビス ・インスタンスに接続するようにキュー・マネージャーを構成します。

手順
• サービス・プロキシー属性を qm.iniファイルの IBM Cloud Private 登録スタンザに追加します。

ServiceProxy 属性は、以下のように設定できます。
– http:// 接頭部と、オプションでポートを含む URL。 ポートを指定しない場合は、1080 が使用されま
す。
ReportingService:
   ServiceProxy=http://myorgproxy.net:1080

注 : ServiceProxy パラメーターに有効な http:// URL を設定する必要があります。 その他のプロキシ
ー・プロトコル (例えば、HTTPS や SOCKS) はサポートされません。

• キュー・マネージャーを再始動して変更を有効にします。
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計量サービスへの接続のトラブルシューティング
キュー・マネージャーを計量サービス・インスタンスに接続する場合に発生する可能性があるエラーにつ
いてのトラブルシューティング・アドバイス。

キュー・マネージャーが、構成済みの計量サービスに登録できないか、またはサービスに
使用メトリックをアップロードできません
キュー・マネージャーにネットワークへのアクセス権があることを確認します。 API 鍵ファイルの
APIKey 値が間違っています。 IBM Global Security Kit (GSKit) コンポーネントがインストールされている
ことを確認してください。

無効な qm.iniスタンザ
無効な qm.iniスタンザが見つかりました。 詳しい情報についてはエラー・ログを確認してください。

無効な HTTP サービス・プロキシー・パラメーター
キュー・マネージャー ReportingService スタンザの ServiceProxy 属性の値が正しく構成されていま
せん。 キュー・マネージャーがサービスに登録されません。 ServiceProxy パラメーターに有効な
http:// URL を設定する必要があります。 その他のプロキシー・プロトコル (例えば、HTTPS や SOCKS) は
サポートされません。

Configuring queue managers on z/OS
Use these instructions to configure queue managers on IBM MQ for z/OS.

Before you begin
Before you configure IBM MQ for z/OS, read:

• IBM MQ for z/OS concepts
• Planning your IBM MQ environment on z/OS

About this task
After you have installed IBM MQ, you must carry out a number of tasks before you can make it available to
users.

Procedure
• See the following subtopics for information on how to configure queue managers on IBM MQ for z/OS.

Related concepts

Sources from which you can issue MQSC and PCF commands on IBM MQ for z/OS
Related tasks
“Multiplatforms でのキュー・マネージャーの作成” on page 7
メッセージおよびキューを使用するには、事前に少なくとも 1 つのキュー・マネージャーとそれに関連す
るオブジェクトを作成し、開始しておく必要があります。 キュー・マネージャーは、関連したリソース、
特にキュー・マネージャー自体が所有しているキューを管理します。 キュー・マネージャーは、メッセー
ジ・キューイング・インターフェース (MQI) 呼び出しおよびコマンドで IBM MQ オブジェクトを作成、修
正、表示、および削除できるように、アプリケーションに対してキューイング・サービスを提供します。
Securing
“分散キューイングの構成” on page 199
このセクションでは、キュー定義、チャネル定義、トリガー操作および同期点プロシージャーを含む、IBM
MQ インストール間の相互通信の詳細について説明します。
“クライアントとサーバー間の接続の構成” on page 16
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IBM MQ MQI clientsとサーバーの間の通信リンクを構成するには、通信プロトコルを決定し、リンクの両
端の接続を定義し、リスナーを開始し、チャネルを定義します。

Administering IBM MQ for z/OS
Planning
Related reference

Using the IBM MQ for z/OS utilities

Preparing to customize queue managers on z/OS
Use this topic when customizing your queue managers with details of installable features, national
language features, and information about testing, and setting up security.

Preparing for customization
The Program Directory lists the contents of the IBM MQ installation tape, the program and service level
information for IBM MQ, and describes how to install IBM MQ for z/OS using System Modification Program
Extended (SMP/E). プログラムディレクトリのダウンロードリンクについては、IBM MQ for z/OSプログラ
ムディレクトリ PDF ファイル。
When you have installed IBM MQ, you must carry out a number of tasks before you can make it available
to users. See the following sections for a description of these tasks:

• “Setting up IBM MQ for z/OS” on page 886
• “Testing a queue manager on z/OS” on page 951
• Setting up security on z/OS

If you are migrating from a previous version of IBM MQ for z/OS, you do not need to perform most of the
customization tasks. See Maintaining and migrating for more information about the tasks you must
perform.

Installable features of IBM MQ for z/OS

IBM MQ for z/OS comprises the following features:
Base

This is required; it comprises all the main functions, including

• Administration and utilities
• Support for CICS, IMS, and batch type applications using the IBM MQ Application Programming

Interface, or C++
• Distributed queuing facility (supporting both TCP/IP and APPC communications)

National language features
These contain error messages and panels in all the supported national languages. Each language
has a language letter associated with it. The languages and letters are:
C

Simplified Chinese 
E

U.S. English (mixed case) 
F

French 
K

Japanese 
U

U.S. English (uppercase)
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You must install the US English (mixed case) option. You can also install one or more other
languages. (The installation process for other languages requires US English (mixed case) to be
installed, even if you are not going to use US English (mixed case).)

IBM MQ for z/OS UNIX System Services Components
This feature is optional. Select this feature if you want to build and run Java applications that use
Jakarta Messaging 3.0 or Java Message Service 2.0 to connect to IBM MQ for z/OS.
See IBM MQ for z/OS Program Directory PDF files for information on installing IBM MQ for z/OS
UNIX System Services Components.

IBM MQ for z/OS UNIX System Services Web Components
This feature is optional.

Select this feature if you want to use the IBM MQ Console, or the REST API.

You must install the IBM MQ for z/OS UNIX System Services Components feature, to install this
feature.

IBM MQ for z/OS Managed File Transfer
This feature is optional, and should only be installed if you have entitlement for IBM MQ Advanced for
z/OS, IBM MQ for z/OS Value Unit Edition (VUE), or IBM MQ for z/OS Managed File Transfer.

Select this feature if you want to use the Managed File Transfer capabilities of IBM MQ for z/OS.

You must install the IBM MQ for z/OS UNIX System Services Components feature, to install this
feature.

Libraries that exist after installation

IBM MQ is supplied with a number of separate load libraries. Table 54 on page 883 shows the
libraries that might exist after you have installed IBM MQ.

Table 54. IBM MQ libraries that exist after installation

Name Description

thlqual.SCSQANLC Contains the load modules for the Simplified Chinese version of
IBM MQ.

thlqual.SCSQANLE Contains the load modules for the U.S. English (mixed case)
version of IBM MQ.

thlqual.SCSQANLF Contains the load modules for the French version of IBM MQ.

thlqual.SCSQANLK Contains the load modules for the Japanese version of IBM MQ.

thlqual.SCSQANLU Contains the load modules for the U.S. English (uppercase)
version of IBM MQ.

thlqual.SCSQASMS Contains source for assembler sample programs.

thlqual.SCSQAUTH The main repository for all IBM MQ product load modules; it also
contains the default parameter module, CSQZPARM. This library
must be APF-authorized and in PDS-E format.

thlqual.SCSQCICS Contains extra load modules that must be included in the CICS
DFHRPL concatenation. This library must be APF-authorized and
in PDS-E format.

thlqual.SCSQCLST Contains CLISTs used by the sample programs.

thlqual.SCSQCOBC Contains COBOL copybooks, including copybooks required for the
sample programs.

thlqual.SCSQCOBS Contains source for COBOL sample programs.

thlqual.SCSQCPPS Contains source for C++ sample programs.
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Table 54. IBM MQ libraries that exist after installation (continued)

Name Description

thlqual.SCSQC37S Contains source for C sample programs.

thlqual.SCSQC370 Contains C headers, including headers required for the sample
programs.

thlqual.SCSQDEFS Contains side definitions for C++ and the Db2 DBRMs for shared
queuing.

thlqual.SCSQEXEC Contains REXX executable files to be included in the SYSEXEC or
SYSPROC concatenation if you are using the IBM MQ operations
and control panels.

thlqual.SCSQFCMD Contains templates for jobs to create and run Managed File
Transfer tasks.

thlqual.SCSQHPPS Contains header files for C++.

thlqual.SCSQINST Contains JCL for installation jobs.

thlqual.SCSQLINK Early code library. Contains the load modules that are loaded at
system initial program load (IPL). The library must be APF-
authorized.

thlqual.SCSQLOAD Load library. Contains load modules for non-APF code, user exits,
utilities, samples, installation verification programs, and adapter
stubs. The library does not need to be APF-authorized and does
not need to be in the link list. This library must be in PDS-E
format.

thlqual.SCSQMACS Contains Assembler macros including: sample macros, product
macros, and system parameter macros.

thlqual.SCSQMAPS Contains CICS mapsets used by sample programs.

thlqual.SCSQMSGC Contains ISPF messages to be included in the ISPMLIB
concatenation if you are using the Simplified Chinese language
feature for the IBM MQ operations and control panels.

thlqual.SCSQMSGE Contains ISPF messages to be included in the ISPMLIB
concatenation if you are using the U.S. English (mixed case)
language feature for the IBM MQ operations and control panels.

thlqual.SCSQMSGF Contains ISPF messages to be included in the ISPMLIB
concatenation if you are using the French language feature for the
IBM MQ operations and control panels.

thlqual.SCSQMSGK Contains ISPF messages to be included in the ISPMLIB
concatenation if you are using the Japanese language feature for
the IBM MQ operations and control panels.

thlqual.SCSQMSGU Contains ISPF messages to be included in the ISPMLIB
concatenation if you are using the U.S. English (uppercase)
language feature for the IBM MQ operations and control panels.

thlqual.SCSQMVR1 Contains the load modules for distributed queuing. This library
must be APF-authorized and in PDS-E format.

thlqual.SCSQPLIC Contains PL/I include files.

thlqual.SCSQPLIS Contains source for PL/I sample programs.
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Table 54. IBM MQ libraries that exist after installation (continued)

Name Description

thlqual.SCSQPNLA Contains IPCS panels, for the dump formatter, to be included in
the ISPPLIB concatenation. Also contains panels for IBM MQ
sample programs.

thlqual.SCSQPNLC Contains ISPF panels to be included in the ISPPLIB concatenation
if you are using the Simplified Chinese language feature for the
IBM MQ operations and control panels.

thlqual.SCSQPNLE Contains ISPF panels to be included in the ISPPLIB concatenation
if you are using the U.S. English (mixed case) language feature for
the IBM MQ operations and control panels.

thlqual.SCSQPNLF Contains ISPF panels to be included in the ISPPLIB concatenation
if you are using the French language feature for the IBM MQ
operations and control panels.

thlqual.SCSQPNLK Contains ISPF panels to be included in the ISPPLIB concatenation
if you are using the Japanese language feature for the IBM MQ
operations and control panels.

thlqual.SCSQPNLU Contains ISPF panels to be included in the ISPPLIB concatenation
if you are using the U.S. English (uppercase) language feature for
the IBM MQ operations and control panels.

thlqual.SCSQPROC Contains sample JCL and default system initialization data sets.

thlqual.SCSQSNLC Contains the load modules for the Simplified Chinese versions of
the IBM MQ modules that are required for special purpose
function (for example the early code).

thlqual.SCSQSNLE Contains the load modules for the U.S. English (mixed case)
versions of the IBM MQ modules that are required for special
purpose function (for example the early code).

thlqual.SCSQSNLF Contains the load modules for the French versions of the IBM MQ
modules that are required for special purpose function (for
example the early code).

thlqual.SCSQSNLK Contains the load modules for the Japanese versions of the IBM
MQ modules that are required for special purpose function (for
example the early code).

thlqual.SCSQSNLU Contains the load modules for the U.S. English (uppercase)
versions of the IBM MQ modules that are required for special
purpose function (for example the early code).

thlqual.SCSQTBLC Contains ISPF tables to be included in the ISPTLIB concatenation
if you are using the Simplified Chinese language feature for the
IBM MQ operations and control panels.

thlqual.SCSQTBLE Contains ISPF tables to be included in the ISPTLIB concatenation
if you are using the U.S. English (mixed case) language feature for
the IBM MQ operations and control panels.

thlqual.SCSQTBLF Contains ISPF tables to be included in the ISPTLIB concatenation
if you are using the French language feature for the IBM MQ
operations and control panels.
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Table 54. IBM MQ libraries that exist after installation (continued)

Name Description

thlqual.SCSQTBLK Contains ISPF tables to be included in the ISPTLIB concatenation
if you are using the Japanese language feature for the IBM MQ
operations and control panels.

thlqual.SCSQTBLU Contains ISPF tables to be included in the ISPTLIB concatenation
if you are using the U.S. English (uppercase) language feature for
the IBM MQ operations and control panels.

Note: Do not modify or customize any of these libraries. If you want to make changes, copy the
libraries and make your changes to the copies.

Related concepts
IBM MQ for z/OS concepts
“Using IBM MQ with IMS” on page 989
The IBM MQ -IMS adapter, and the IBM MQ - IMS bridge are the two components which allow IBM MQ to
interact with IMS.
“Using IBM MQ with CICS” on page 997
To use IBM MQ with CICS, you must configure the IBM MQ CICS adapter and, optionally, the IBM MQ CICS
bridge components.
“Using OTMA exits in IMS” on page 999
Use this topic if you want to use IMS Open Transaction Manager Access exits with IBM MQ for z/OS.
Related tasks
“Setting up communications with other queue managers on z/OS” on page 959
This section describes the IBM MQ for z/OS preparations you need to make before you can start to use
distributed queuing.
Administering IBM MQ for z/OS
Related reference
“Upgrading and applying service to Language Environment or z/OS Callable Services” on page 997
The actions you must take vary according to whether you use CALLLIBS or LINK, and your version of
SMP/E.

Setting up IBM MQ for z/OS
Use this topic as a step by step guide for customizing your IBM MQ for z/OS system .

The best way to configure a queue manager is to carry out the following steps in the order shown:

1. Configure the base queue manager.
2. Configure the channel initiator, which performs queue manager to queue manager communications,

and remote client application communication.
3. If you want to encrypt or protect messages, configure Advanced Message Security for z/OS.
4. If you want to use IBM MQ to transfer files, configure Managed File Transfer for z/OS.
5. If you want to use the administrative or messaging REST API, or the IBM MQ Console to manage IBM

MQ from a web browser, configure the mqweb server.

This topic leads you through the various stages of setting up IBM MQ after you have successfully installed
it. The installation process is described in the Program Directory. プログラムディレクトリのダウンロード
リンクについては、IBM MQ for z/OSプログラムディレクトリ PDF ファイル。 

Samples are supplied with IBM MQ to help you with your customization. The sample data set members
have names beginning with the four characters CSQ4 and are in the library thlqual.SCSQPROC.
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Before you perform the customization tasks described in this topic, there are a number of configuration
options that you must consider because they affect the performance and resource requirements of IBM
MQ for z/OS. For example, you must decide which globalization libraries you want to use.

If you want to automate some of the customization steps, see “Using IBM z/OSMF to automate IBM MQ ”
on page 1003.

Configuration options
For more information about these options, see z/OS での計画.

The description of each task in this section indicates whether:

• The task is part of the process of setting up IBM MQ. That is, you perform the task once when you
customize IBM MQ on the z/OS system. (In a parallel sysplex, you must perform the task for each z/OS
system in the sysplex, and ensure that each z/OS system is set up identically.)

• The task is part of adding a queue manager. That is, you perform the task once for each queue manager
when you add that queue manager.

None of the tasks require you to perform an IPL of your z/OS system, if you use commands to change the
various z/OS system parameters, and perform “Update SYS1.PARMLIB members” on page 901 as
suggested.

To simplify operations and to aid with problem determination, ensure that all z/OS systems in a sysplex
are set up identically, so that queue managers can be quickly created on any system in an emergency.

For ease of maintenance, consider defining aliases to refer to your IBM MQ libraries; for more information,
see Using an alias to refer to an IBM MQ library.

Related concepts
IBM MQ for z/OS concepts
“Using IBM MQ with IMS” on page 989
The IBM MQ -IMS adapter, and the IBM MQ - IMS bridge are the two components which allow IBM MQ to
interact with IMS.
“Using IBM MQ with CICS” on page 997
To use IBM MQ with CICS, you must configure the IBM MQ CICS adapter and, optionally, the IBM MQ CICS
bridge components.
“Using OTMA exits in IMS” on page 999
Use this topic if you want to use IMS Open Transaction Manager Access exits with IBM MQ for z/OS.
Related tasks
“Setting up communications with other queue managers on z/OS” on page 959
This section describes the IBM MQ for z/OS preparations you need to make before you can start to use
distributed queuing.
Administering IBM MQ for z/OS
Related reference
“Upgrading and applying service to Language Environment or z/OS Callable Services” on page 997
The actions you must take vary according to whether you use CALLLIBS or LINK, and your version of
SMP/E.

Configuring the z/OS system for IBM MQ
Use these topics as a step by step guide for customizing your IBM MQ for z/OS system.

Identify the z/OS system parameters
Some of the tasks involve updating the z/OS system parameters. You need to know which ones were
specified when the system IPL was performed.

• You need to perform this task once for each z/OS system where you want to run IBM MQ.
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• You might need to perform this task when migrating from a previous version.

SYS1.PARMLIB(IEASYSpp) contains a list of parameters that point to other members of SYS1.PARMLIB
(where pp represents the z/OS system parameter list that was used to perform an IPL of the system).

The entries you need to find are:
For “IBM MQ ロード・ライブラリーの APF 許可を行う” on page 888:

PROG=xx or APF=aa point to the Authorized Program Facility (APF) authorized library list (member
PROGxx or IEFAPFaa)

For “z/OS リンク・リストおよび LPA を更新する” on page 889:
LNK=kk points to the link list (member LNKLSTkk) LPA=mm points to the LPA list (member
LPALSTmm)

For “Update the z/OS program properties table” on page 893:
SCH=xx points to the Program Properties Table (PPT) (member SCHEDxx)

For “Define the IBM MQ subsystem to z/OS” on page 893:
SSN=ss points to the defined subsystem list (member IEFSSNss)

IBM MQ ロード・ライブラリーの APF 許可を行う
各種ライブラリーの APF 許可を行います。 ロード・モジュールの中にはすでに許可されているものもあり
ます。
注 :

• このタスクは、 IBM MQを実行する z/OS システムごとに 1 回実行する必要があります。
• キュー共有グループを使用している場合は、シスプレックス内の各 z/OS システムで IBM MQ の設定が同
じであることを確認する必要があります。

• 旧バージョンから移行する際に、この作業を実行しなければならない場合もあります。
• ライブラリー・ルックアサイド機能 (LLA) の使用:

– 一部の IBM MQ の使用により、ライブラリーからモジュールをロードするための入出力 (IO) が高くな
る可能性があります。 この入出力は、オペレーティング・システムの LLA 機能を使用して減らすこと
ができます。

– この高い入出力は、以下の場合に発生します。
- MQCONN/MQDISC 率が高いアプリケーション (例えば、WLM ストアード・プロシージャー内)。
- チャネル出口をロードしています。 頻繁に開始および停止するチャネルがあり、チャネル出口を使
用する場合。

– SYS1.PARMLIB は LLA セットアップを指定します。 LIBRARIES ステートメントにライブラリー名が
含まれているということは、プログラム・コピーは常に VLF (Virtual Lookaside Facility) から取られる
ため、頻繁に使用されるときには通常は入出力を必要としないことを意味します。
FREEZE ステートメントに含めることは、関連する DD ステートメント連結ディレクトリーを取得する
ための入出力がないことを意味します (多くの場合、プログラム・ロード自体よりも入出力が多くなり
ます)。
これらのライブラリーのいずれかを変更した後で、オペレーティング・システム・コマンド " F
LLA,REFRESH" を使用します。

IBM MQ ロード・ライブラリーの thlqual.SCSQAUTH と thlqual.SCSQLINK には、APF 許可が必要です。 さ
らに、各国語機能用のライブラリー (thlqual.SCSQANLx、thlqual.SCSQSNLx) および分散キューイング機能
用のライブラリー (thlqual.SCSQMVR1) についても APF 許可が必要です。
ただし、LPA 内のすべてのロード・モジュールの APF 許可は自動的に行われます。 SYS1.PARMLIB メンバ
ーの IEASYSpp に次のステートメントが含まれている場合は、リンク・リストのすべてのメンバーについ
ても同様です。
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LNKAUTH=LNKLST

LNKAUTH を指定しない場合は、LNKAUTH=LNKLST がデフォルト値になります。
LPA またはリンク・リスト (889 ページの『z/OS リンク・リストおよび LPA を更新する』を参照) に入れ
るものによっては、ライブラリーを APF リンク・リストに入れる必要はありません。
注 : IBM MQ STEPLIB に入れたすべてのライブラリーを APF 許可する必要があります。 APF 許可されてい
ないライブラリーを STEPLIB に入れると、ライブラリー連結全体の APF 許可が失われます。
APF リストは、SYS1.PARMLIB のメンバーの PROGxx または IEAAPFaa 内にあります。 これらのリストに
は、APF 許可された z/OS ライブラリーの名前が入っています。 リスト内の項目の順序には意味がありませ
ん。 APF リストについては、 APF 許可ライブラリー・リスト を参照してください。
システムのチューニングについて詳しくは、SupportPac MP16 を参照してください。
動的フォーマットで PROGxx メンバーを使用する場合は、変更を有効にするために z/OS コマンド
SETPROG APF,ADD,DSNAME=hlq.SCSQ XXXX,VOLUME= YYYYYY を発行するだけで済みます。ここで、
XXXX はライブラリー名によって異なり、 YYYYY はボリュームです。 このコマンドを発行しないで、
IEAAPFaa メンバーまたは静的形式を使用した場合は、システムで IPL を実行しなければなりません。
APF リストでは、ライブラリーの実際の名前を使用する必要があります。 ライブラリーのデータ・セット
別名を使用しようとすると、許可は失敗します。
関連概念
889 ページの『z/OS リンク・リストおよび LPA を更新する』
早期コード・ライブラリーの新しいバージョンで LPA ライブラリーを更新します。 その他のコードは、リ
ンク・リストまたは LPA に入ることができます。
882 ページの『Preparing to customize queue managers on z/OS』
Use this topic when customizing your queue managers with details of installable features, national
language features, and information about testing, and setting up security.

z/OS リンク・リストおよび LPA を更新する
早期コード・ライブラリーの新しいバージョンで LPA ライブラリーを更新します。 その他のコードは、リ
ンク・リストまたは LPA に入ることができます。
• このタスクは、 IBM MQを実行する z/OS システムごとに 1 回実行する必要があります。
• キュー共有グループを使用している場合は、キュー・マネージャーを IBM MQ 9.4.0にマイグレーション
する前に、QSG 内の各キュー・マネージャーの早期コードを IBM MQ 9.4.0 レベルにリフレッシュする必
要があります。
各 LPAR に最新の初期コードをインストールしてから、マイグレーション前のある時点でキュー・マネー
ジャーを一度に 1 つずつリフレッシュします。 すべてのキュー・マネージャーを同時にマイグレーショ
ンする必要はありません。

• 旧バージョンから移行する際に、この作業を実行しなければならない場合もあります。 詳しくは、「プロ
グラム・ディレクトリー」を参照してください。プログラムディレクトリのダウンロードリンクについて
は、IBM MQ for z/OSプログラムディレクトリ PDF ファイル。
注 : LPA のデータ・セットは、バージョン固有のものです。 システム内で既存の LPA を使用している場合
は、使用する LPA を決定するためにシステム管理者に連絡してください。

早期コード
サブシステムとして動作させるためには、IBM MQロードモジュールを MVS追加する IBM MQ必要がある
ものもあります。 これらのモジュールは早期コードと呼ばれ、キュー・マネージャーがアクティブでない
ときにも実行できます。 例えば、IBM MQ コマンド接頭部を使用して、コンソールでオペレーター・コマ
ンドが実行されると、この早期コードが制御を取得し、キュー・マネージャーを開始する必要があるか、
または実行中のキュー・マネージャーに要求を受け渡す必要があるかをチェックします。 このコードはリ
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ンク・パック域 (LPA) にロードされます。 早期モジュールは 1 セットあり、すべてのキュー・マネージャ
ーに使用され、IBM MQ の最上位にある必要があります。 あるバージョンの IBM MQ の早期コードを、そ
れより前のバージョンの IBM MQ のキュー・マネージャーに使用することはできますが、その逆は不可能
です。
早期コードは、以下のロード・モジュールを構成します。
• ライブラリー thqual.SCSQLINK 内の CSQ3INI および CSQ3EPX
• ライブラリー thqual.SCSQSNL x 内の CSQ3ECMX。ここで、x は、ご使用の言語を表す文字です。

– thlqual.SCSQSNLE (米国英語、大/小文字混合)
– thlqual.SCSQSNLU (米国英語、大文字)
– thlqual.SCSQSNLK (日本語)
– thlqual.SCSQSNLF (フランス語)
– thlqual.SCSQSNLC (中国語)

IBM MQには、thqual.SCSQSNLiライブラリーの内容を thqual.SCSQLINKに移動して、SMP/Eを通知する
ユーザー変更が含まれています。 このユーザー修正は CSQ8UERLと呼ばれ、どちらか Long Term
Support、または Continuous Deliveryのためのプログラムディレクトリ IBM MQ for z/OSに記述されていま
す。プログラムディレクトリのダウンロードリンクについては、IBM MQ for z/OSプログラムディレクトリ
PDF ファイル。
LPA ライブラリー内の早期コードを更新した場合、その早期コードは、次の z/OSIPL (CLPA オプションを
使用) の時点から、IPL 中に SYS1.PARMLIB 内の IEFSSNss メンバーにある定義から追加されたすべてのキ
ュー・マネージャー・サブシステムで使用することができます。
以下のように早期コードを LPA に追加することにより、後で追加されたどの新規キュー・マネージャー・
サブシステム (893 ページの『Define the IBM MQ subsystem to z/OS』 を参照) に対しても、IPL なしで即
時に早期コードを使用可能にできます。
• CSQ8UERL を使用しなかった場合は、以下の z/OS コマンドを実行します。

SETPROG LPA,ADD,MODNAME=(CSQ3INI,CSQ3EPX),DSNAME=thqual.SCSQLINK
SETPROG LPA,ADD,MODNAME=(CSQ3ECMX),DSNAME=thqual.SCSQSNL x

• CSQ8UERL を使用した場合は、次の z/OS コマンドを使用して早期コードを LPA にロードできます。
SETPROG LPA,ADD,MASK=*,DSNAME=thqual.SCSQLINK

• Advanced Message Security を使用する場合、以下の z/OS コマンドを発行して LPA に追加モジュールを
組み込む必要もあります。
SETPROG LPA,ADD,MODNAME=(CSQ0DRTM),DSNAME=thqual.SCSQLINK

保守を適用した場合、または IBM MQの新しいバージョンまたはリリースでキュー・マネージャーを再始
動する予定の場合は、以下のステップを使用して、既存のキュー・マネージャーが早期コードを使用でき
るようにすることができます。 これらのステップを実行しないキュー・マネージャーは、既に使用してい
るバージョンの早期コードを引き続き使用します。 LPAR 上のすべてのキュー・マネージャーに対してこれ
らのステップを実行する必要はありません。ただし、すべてのキュー・マネージャーに特に保守を適用す
る場合、またはすべてのキュー・マネージャーを IBM MQの最新バージョンまたはリリースに更新する場
合を除きます。
1. z/OS SETPROG コマンドを使用して、早期コードを LPA に追加します (このトピック内の上記を参照)。
2. IBM MQ コマンド STOP QMGR を使用して、キュー・マネージャーを停止します。
3. qmgr.REFRESH.QMGR セキュリティー・プロファイルがセットアップされていることを確認します。

MQSC コマンドとプロファイルとアクセス権のレベルを参照してください。
4. IBM MQ コマンド REFRESH QMGR TYPE(EARLY) を使用して、キュー・マネージャーの早期コードをリ
フレッシュします。
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5. IBM MQ コマンド START QMGR を使用して、キュー・マネージャーを再始動します。
IBM MQ コマンドの STOP QMGR、REFRESH QMGR、および START QMGR については、MQSC コマンドで
説明しています。

その他のコード
次のライブラリーの IBM MQ 提供のロード・モジュールはすべて再入可能であり、LPA に置くことができ
ます。
• SCSQAUTH
• SCSQANLx (x は言語を表す文字)
• SCSQMVR1

重要 : ただし、ライブラリーを LPA に置く場合は、保守を適用するたびに、変更したモジュールを手動で
LPA にコピーする必要があります。 したがって、 IBM MQ ロード・ライブラリーをリンク・リストに入れ
ることをお勧めします。このリストは、保守後に z/OS コマンド MODIFY LLA REFRESH を発行することに
よって更新できます。
詳しくは、 LNKLST データ・セットの内容の変更 、および 動的 LNKLST 機能の安全かつ適切な使用を参照
してください。
特に SCSQAUTH の場合には、これを複数の STEPLIB に含めないようにするために、LPA に置くことをお勧
めします。 LPA またはリンク・リストには、1 つの言語ライブラリー SCSQANLx のみを配置します。 リン
ク・リスト・ライブラリーは、SYS1.PARMLIB の LNKLSTkk メンバーで指定されます。
分散キューイング機能および CICS bridge (キュー・マネージャーそのものではない) からは、言語環境プロ
グラム (LE) ランタイム・ライブラリー SCEERUN へアクセスする必要があります。 これらのいずれかの機
能を使用する場合は、SCEERUN をリンク・リストに組み込む必要があります。

一部のモジュールは、キュー・マネージャーの始動時に ECSA にロードされます。 ECSA 制約
のある環境では、代わりにこれらのモジュールを LPA に入れることができます。 891 ページの『Placing
IBM MQ global modules into the LPA』 を参照してください。
関連概念
893 ページの『Update the z/OS program properties table』
Some additional PPT entries are needed for the IBM MQ queue manager.

Placing IBM MQ global modules into the LPA
When an IBM MQ for z/OS queue manager starts up, it loads some of its load modules (global modules)
into the extended common service area (ECSA). At queue manager shut down the ECSA is freed.

There are 19 global modules, which at IBM MQ 9.3, consumed approximately 1.2 MB of ECSA for each
running queue manager.

Note: Although CSQ7GPLM is a global module, it should not be added to the LPA.

In environments that run multiple queue managers for each LPAR, and require a reduction in ECSA
consumption due to ECSA or high private constraints, it is possible to place the global modules into the
LPA. Placing the global modules of IBM MQ into the LPA is a manual process that requires care, so you
should only carry out this procedure if there is a significant need to address ECSA or high private
constraints.

If the queue manager cannot find a global module in its STEPLIB, and detects the module is in the LPA, it
uses the LPA copy directly, instead of loading a copy of the module into ECSA. Alternatively if the queue
managers code is normally loaded from the link list then any global modules in the LPA are loaded in
preference to any global modules in the link list.

The z/OS common storage tracking function (see Using the common storage tracking function) tracks the
storage under the each queue manager's MSTR address space for each queue manager and can be used
to detect how much space is being use by the global modules.
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By default, the global modules are in the SCSQAUTH load library. If the MSTR address space of a queue
manager locates SCSQAUTH through the STEPLIB concatenation, the global modules from there are used
in preference to any in the LPA and are loaded into ECSA.

The global modules are:

CSQ0GPLM, CSQ3AMGP, CSQ3SSGP, CSQ9PREP,
CSQ9SCNB, CSQGGPLM, CSQMCGLM, CSQMGPLM, CSQRGLM1,
CSQSLD1, CSQVGEPL, CSQVSRX, CSQWDLD2, CSQWDLD3, 
CSQWVZSA, CSQWZDG0, CSQWVZPS, CSQWVGTM, CSQZTDDM

Important:

• The name of the global modules for IBM MQ remain constant across different IBM MQ versions.
Therefore, if you load global modules into the LPA, they should be from a single IBM MQ version, and
should only be used by queue managers running at the same IBM MQ version.

• If multiple versions of IBM MQ are run on the same LPAR then only one of those can have its global
modules in the LPA at any given time.

• If maintenance is applied to an IBM MQ installation which has global modules loaded into the LPA, and
that maintenance updates any of the global modules, you should perform the procedure described in
the following text again.

Procedure
To put the global modules from a version of IBM MQ into the LPA, perform the following steps:

1. Create a copy of the thlqual.SCSQAUTH load library, and its contents, for example:
thlqual.LOCAL.SCSQAUTH. Ensure that this load library is protected from unauthorized access
using your external security manager (ESM).

2. APF authorize the thlqual.LOCAL.SCSQAUTH load library; see “IBM MQ ロード・ライブラリーの APF
許可を行う” on page 888.

3. Create a new thlqual.GLOBAL.SCSQAUTH load library with the same attributes as
thlqual.LOCAL.SCSQAUTH.

Note: This load library does not need to be APF authorized. Ensure that this load library is protected
from unauthorized access using your ESM.

4. Copy the 19 global modules from thlqual.LOCAL.SCSQAUTH into thlqual.GLOBAL.SCSQAUTH.
5. Delete the 19 global modules from thlqual.LOCAL.SCSQAUTH.
6. Place the 19 global modules from thlqual.GLOBAL.SCSQAUTH into the LPA, by either:

a. a. Adding thlqual.GLOBAL.SCSQAUTH into an LPALSTxx member of SYS1.PARMLIB. You must
then IPL the system with the CLPA option to ensure that the library contents are loaded into the
PLPA.

b. b. Dynamically adding the modules to the LPA using the following command:

SETPROG 
LPA,ADD,MODNAME=(CSQ0GPLM,CSQ3AMGP,CSQ3SSGP,CSQ9PREP,CSQ9SCNB,CSQGGPLM,
CSQMCGLM,CSQMGPLM,CSQRGLM1,CSQSLD1,CSQVGEPL,CSQVSRX,CSQWDLD2,CSQWDLD3,
CSQWVZSA,CSQWZDG0,CSQWVZPS,CSQWVGTM,CSQZTDDM),DSNAME= thlqual.GLOBAL.SCSQAUTH

Note: LPALSTxx is the preferred long term means of placing modules in LPA.
7. Validate that the modules are in the LPA by issuing the following command:

D PROG,LPA,MODNAME=CSQMCGLM

The output of the command should indicate the entry and load points of the module if it was successfully
loaded into the LPA.

For each queue manager that needs to use the global modules from the LPA, then if you normally place:
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1. thlqual.SCSQAUTH in the link list, just stop and start your queue manager. The global modules are
loaded from the LPA, and the local modules from the link list.

2. thlqual.SCSQAUTH in the MSTR JCL STEPLIB, change the JCL so that the STEPLIB uses
thlqual.LOCAL.SCSQAUTH instead of thlqual.SCSQAUTH. Stop and start the queue manager; the
global modules are loaded from the LPA, and the local modules from the STEPLIB.

The CHIN and AMSM JCL can continue to use thlqual.SCSQAUTH as can any IBM MQ applications.

To revert the queue manager to loading the global modules into ECSA perform the following steps:

1. Stop the queue managers
2. Remove the global modules from the LPA, either at the next IPL by removing the LPALSTxx definitions

or by using the following command:

SETPROG LPA,DELETE,MODNAME=(xxx) FORCE=YES

3. If thlqual.LOCAL.SCSQAUTH is in the STEPLIB of the queue manager replace it with
thlqual.SCSQAUTH.

4. Restart the queue managers.

Related concepts
“z/OS リンク・リストおよび LPA を更新する” on page 889
早期コード・ライブラリーの新しいバージョンで LPA ライブラリーを更新します。 その他のコードは、リ
ンク・リストまたは LPA に入ることができます。

Update the z/OS program properties table
Some additional PPT entries are needed for the IBM MQ queue manager.

• You must perform this task once for each z/OS system where you want to run IBM MQ.
• If you are using queue sharing groups, you must ensure that the settings for IBM MQ are identical on each

z/OS system in the sysplex.
• You do not need to perform this task when migrating from a previous version.
• You do need to perform the CSQ0DSRV part of this task when you require Advanced Message Security.

A sample containing all the required PPT entries is provided in thlqual.SCSQPROC(CSQ4SCHD). Ensure
that the required entries are added to the PPT, which you can find in SYS1.PARMLIB(SCHEDxx).

In z/OS, CSQYASCP is already defined to the operating system with the attributes detailed and no longer
needs to be included in a SCHEDxx member of PARMLIB.

The IBM MQ queue manager controls swapping itself. However, if you have a heavily-loaded IBM MQ
network and response time is critical, it might be advantageous to make the IBM MQ channel initiator
nonswappable, by adding the CSQXJST PPT entry, at the risk of affecting the performance of the rest of
your z/OS system.

If you require Advanced Message Security, add the CSQ0DSRV PPT entry.

Issue the z/OS command SET SCH=xx, where xx is the suffix of the SCHEDxx member of PARMLIB, for
these changes to take effect.

Related concepts
“Define the IBM MQ subsystem to z/OS” on page 893
Update the subsystem name table and decide on a convention for command prefix strings.

Configuring the queue manager and channel initiator
Use these topics as a step by step guide for configuring the queue manager and channel initiator.

Define the IBM MQ subsystem to z/OS
Update the subsystem name table and decide on a convention for command prefix strings.
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Repeat this task for each IBM MQ queue manager. You do not need to perform this task when migrating
from a previous version.

Related concepts
“Create procedures for the IBM MQ queue manager” on page 897
Each IBM MQ subsystem needs a cataloged procedure to start the queue manager. You can create your
own or use the IBM-supplied procedure library.

Updating the subsystem name table
When defining the IBM MQ subsystem you must add an entry to the subsystem name table.

The subsystem name table of z/OS, which is taken initially from the SYS1.PARMLIB member IEFSSNss,
contains the definitions of formally defined z/OS subsystems. To define each IBM MQ subsystem, you
must add an entry to this table, either by changing the IEFSSNss member of SYS1.PARMLIB, or,
preferably, by using the z/OS command SETSSI.

IBM MQ subsystem initialization supports parallel processing, so IBM MQ subsystem definition
statements can be added both above and below the BEGINPARALLEL keyword in the IEFSSNss table
available at z/OS V1.12 and later.

If you use the SETSSI command, the change takes effect immediately, and there is no need to perform an
IPL of your system. Ensure you update SYS1.PARMLIB as well, as described in “Update SYS1.PARMLIB
members” on page 901 so that the changes remain in effect after subsequent IPLs.

The SETSSI command to dynamically define an IBM MQ subsystem is:

SETSSI ADD,S=ssid,I=CSQ3INI,P='CSQ3EPX,cpf,scope'

The corresponding information in IEFSSNss can be specified in one of two ways:

• The keyword parameter form of the IBM MQ subsystem definition in IEFSSNss. This is the
recommended method.

SUBSYS SUBNAME(ssid) INITRTN(CSQ3INI) INITPARM('CSQ3EPX,cpf,scope')

• The positional parameter form of the IBM MQ subsystem definition.

ssid,CSQ3INI,'CSQ3EPX,cpf,scope'

Do not mix the two forms in one IEFSSNss member. If different forms are required, use a separate
IEFSSNss member for each type, adding the SSN operand of the new member to the IEASYSpp
SYS1.PARMLIB member. To specify more than one SSN, use SSN=(aa,bb,...) in IEASYSpp.

In the examples,
ssid

The subsystem identifier. It can be up to four characters long. All characters must be alphanumeric
(uppercase A through Z, 0 through 9), it must start with an alphabetic character. The queue manager
will have the same name as the subsystem, therefore you can use only characters that are allowed for
both z/OS subsystem names and IBM MQ object names.

cpf
The command prefix string (see “Defining command prefix strings (CPFs)” on page 895 for
information about CPFs).
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scope
The system scope, used if you are running in a z/OS sysplex (see “CPFs in a sysplex environment” on
page 896 for information about system scope).

Figure 97 on page 895 shows several examples of IEFSSNss statements.

CSQ1,CSQ3INI,'CSQ3EPX,+mqs1cpf,S'
CSQ2,CSQ3INI,'CSQ3EPX,+mqs2cpf,S'
CSQ3,CSQ3INI,'CSQ3EPX,++,S'

Figure 97. Sample IEFSSNss statements for defining subsystems

Note: When you have created objects in a subsystem, you cannot change the subsystem name or use the
page sets from one subsystem in another subsystem. To do either of these, you must unload all the
objects and messages from one subsystem and reload them into another.

Table 55 on page 895 gives a number of examples showing the associations of subsystem names and
command prefix strings (CPFs), as defined by the statements in Figure 97 on page 895.

Table 55. Subsystem name to CPF associations

IBM MQ subsystem name CPF

CSQ1 +mqs1cpf

CSQ2 +mqs2cpf

CSQ3 ++

Note: The ACTIVATE and DEACTIVATE functions of the z/OS command SETSSI are not supported by IBM
MQ.

To check the status of the changes, issue the following command in SDSF: /D SSI,L. You will see the
new subsystems created with ACTIVE status.

Defining command prefix strings (CPFs)
Each subsystem instance of IBM MQ can have a command prefix string to identify that subsystem.

Adopt a system-wide convention for your CPFs for all subsystems to avoid conflicts. Adhere to the
following guidelines:

• Define a CPF as string of up to eight characters.
• Do not use a CPF that is already in use by any other subsystem, and avoid using the JES backspace

character defined on your system as the first character of your string.
• Define your CPF using characters from the set of valid characters listed in Table 57 on page 896.
• Do not use a CPF that is an abbreviation for an already defined process or that might be confused with

command syntax. For example, a CPF such as 'D' conflicts with z/OS commands such as DISPLAY. To
avoid this happening, use one of the special characters (shown in Table 57 on page 896 ) as the first or
only character in your CPF string.

• Do not define a CPF that is either a subset or a superset of an existing CPF. For an example, see Table 56
on page 895.

Table 56. Example of CPF subset and superset rules

Subsystem name CPF defined Commands routed to

MQA !A MQA

MQB !B MQB

MQC1 !C1 MQC1
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Table 56. Example of CPF subset and superset rules (continued)

Subsystem name CPF defined Commands routed to

MQC2 !C2 MQC2

MQB1 !B1 MQB

Commands intended for subsystem MQB1 (using CPF !B1) are routed to subsystem MQB because the
CPF for this subsystem is !B, a subset of !B1. For example, if you entered the command:

!B1  START  QMGR

subsystem MQB receives the command:

1 START QMGR

(which, in this case, it cannot deal with).

You can see which prefixes exist by issuing the z/OS command DISPLAY OPDATA.

If you are running in a sysplex, z/OS diagnoses any conflicts of this type at the time of CPF registration
(see “CPFs in a sysplex environment” on page 896 for information about CPF registration).

Table 57 on page 896 shows the characters that you can use when defining your CPF strings:

Table 57. Valid character set for CPF strings

Character set Contents

Alphabetic Uppercase A through Z, lowercase a through z

Numeric 0 through 9

National (see note) @ $ # (Characters that can be represented as hexadecimal values)

Special . ࿄ ( ) * & + - = ¢ < | ! ; % _ ? : >

Note:

The system recognizes the following hexadecimal representations of the national characters: @ as X'7C',
$ as X'5B', and # as X'7B'. In countries other than the U.S., the U.S. national characters represented on
terminal keyboards might generate a different hexadecimal representation and cause an error. For
example, in some countries the $ character might generate an X'4A'.

The semicolon (;) is valid as a CPF but on most systems, this character is the command delimiter.

CPFs in a sysplex environment
Use this topic to understand how to use CPFs within the scope of a sysplex.

If used in a sysplex environment, IBM MQ registers your CPFs to enable you to enter a command from any
console in the sysplex and route that command to the appropriate system for execution. The command
responses are returned to the originating console.

Defining the scope for sysplex operation
Scope is used to determine the type of CPF registration performed by the IBM MQ subsystem when you
are running IBM MQ in a sysplex environment.

Possible values for scope are as follows:
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M
System scope.

The CPF is registered with z/OS at system IPL time by IBM MQ and remains registered for the entire
time that the z/OS system is active.

IBM MQ commands must be entered at a console connected to the z/OS image running the target
subsystem, or you must use ROUTE commands to direct the command to that image.

Use this option if you are not running in a sysplex.

S
Sysplex started scope.

The CPF is registered with z/OS when the IBM MQ subsystem is started, and remains active until the
IBM MQ subsystem terminates.

You must use ROUTE commands to direct the original START QMGR command to the target system,
but all further IBM MQ commands can be entered at any console connected to the sysplex, and are
routed to the target system automatically.

After IBM MQ termination, you must use the ROUTE commands to direct subsequent START
commands to the target IBM MQ subsystem.

X
Sysplex IPL scope.

The CPF is registered with z/OS at system IPL time by IBM MQ and remains registered for the entire
time that the z/OS system is active.

IBM MQ commands can be entered at any console connected to the sysplex, and are routed to the
image that is executing the target system automatically.

An IBM MQ subsystem with a CPF with scope of S can be defined on one or more z/OS images within a
sysplex, so these images can share a single subsystem name table. However, you must ensure that the
initial START command is issued on (or routed to) the z/OS image on which you want the IBM MQ
subsystem to run. If you use this option, you can stop the IBM MQ subsystem and restart it on a different
z/OS image within the sysplex without having to change the subsystem name table or perform an IPL of a
z/OS system.

An IBM MQ subsystem with a CPF with scope of X can only be defined on one z/OS image within a sysplex.
If you use this option, you must define a unique subsystem name table for each z/OS image requiring IBM
MQ subsystems with CPFs of scope X.

If you want to use the z/OS automatic restart manager (ARM) to restart queue managers in different z/OS
images automatically, every queue manager must be defined in each z/OS image on which that queue
manager might be restarted. Every queue manager must be defined with a sysplex-wide, unique 4-
character subsystem name with a CPF scope of S.

Create procedures for the IBM MQ queue manager
Each IBM MQ subsystem needs a cataloged procedure to start the queue manager. You can create your
own or use the IBM-supplied procedure library.

• Repeat this task for each IBM MQ queue manager.
• You might need to modify the cataloged procedure when migrating from a previous version.

For each IBM MQ subsystem defined in the subsystem name table, create a cataloged procedure in a
procedure library for starting the queue manager. The IBM-supplied procedure library is called
SYS1.PROCLIB, but your installation might use its own naming convention.

The name of the queue manager started task procedure is formed by concatenating the subsystem name
with the characters MSTR. For example, subsystem CSQ1 has the procedure name CSQ1MSTR. You need
one procedure for each subsystem you define.
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You need to include the library containing messages in your selected language:

• thlqual.SCSQSNLE, for US English mixed case
• thlqual.SCSQSNLU, for US English uppercase
• thlqual.SCSQSNLK, for Japanese
• thlqual.SCSQSNLF, for French
• thlqual.SCSQSNLC, for Chinese

Many examples and instructions in this product documentation assume that you have a subsystem called
CSQ1. You might find these examples easier to use if a subsystem called CSQ1 is created initially for
installation verification and testing purposes.

Two sample started task procedures are provided in thlqual.SCSQPROC. Member CSQ4MSTR uses one
page set for each class of message, member CSQ4MSRR uses multiple page sets for the major classes of
message. Copy one of these procedures to member xxxxMSTR (where xxxx is the name of your IBM MQ
subsystem) of your SYS1.PROCLIB or, if you are not using SYS1.PROCLIB, your procedure library. Copy the
sample procedure to a member in your procedure library for each IBM MQ subsystem that you define.

When you have copied the members, you can tailor them to the requirements of each subsystem, using
the instructions in the member. For information about specifying limits of storage used by the queue
manager, see Storage configuration. You can also use symbolic parameters in the JCL to allow the
procedure to be modified when it is started. If you have several IBM MQ subsystems, you might find it
advantageous to use JCL include groups for the common parts of the procedure, to simplify future
maintenance.

If you are using queue sharing groups, the STEPLIB concatenation must include the Db2 runtime target
library SDSNLOAD, and it must be APF-authorized. This library is only required in the STEPLIB
concatenation if it is not accessible through the link list or LPA.

Notes:

1. You can make a note of the names of your bootstrap data set (BSDS), logs, and page sets for use in JCL
and then define these sets at a later step in the process.

2. Sample started task procedures CSQ4MSTR and CSQ4MSRR have been updated to include, but leave
commented out, the CSQMINI DD card that can be used to define a QMINI data set that contains
transport security, that is, SSL or TLS properties.

You can use “The QMINI data set” on page 904 to enable or disable TLS 1.3 support and/or be used
to define a custom list of CipherSpecs to be used by channels.

Related concepts
“Create procedures for the channel initiator” on page 898
For each IBM MQ subsystem, tailor a copy of CSQ4CHIN. Depending on what other products you are
using, you might need to allow access to other data sets.

Create procedures for the channel initiator
For each IBM MQ subsystem, tailor a copy of CSQ4CHIN. Depending on what other products you are
using, you might need to allow access to other data sets.

• Repeat this task for each IBM MQ queue manager.
• You might need to modify the cataloged procedure when migrating from a previous version.

You need to create a channel-initiator started task procedure for each IBM MQ subsystem that is going to
use distributed queuing.

To do this:

1. Copy the sample started task procedure thlqual.SCSQPROC(CSQ4CHIN) to your procedure library.
Name the procedure xxxx CHIN, where xxxx is the name of your IBM MQ subsystem (for example,
CSQ1CHIN would be the channel initiator started task procedure for queue manager CSQ1).

2. Make a copy for each IBM MQ subsystem that you are going to use.
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3. Tailor the procedures to your requirements using the instructions in the sample procedure CSQ4CHIN.
You can also use symbolic parameters in the JCL to allow the procedure to be modified when it is
started. This is described with the start options in Administering IBM MQ for z/OS.

Concatenate the distributed queuing library thlqual.SCSQMVR1.

Access to the LE runtime library SCEERUN is required; if it is not in your link list
(SYS1.PARMLIB(LNKLSTkk)), concatenate it in the STEPLIB DD statement.

Consider adjusting the MEMLIMIT parameter using the information in Storage
configuration.

4. Authorize the procedures to run under your external security manager.
5. You need to include the library containing messages in your selected language:

• thlqual.SCSQSNLE, for US English mixed case
• thlqual.SCSQSNLU, for US English uppercase
• thlqual.SCSQSNLK, for Japanese
• thlqual.SCSQSNLF, for French
• thlqual.SCSQSNLC, for Chinese

The channel initiator is a long running address space. To prevent its termination after a restricted amount
of CPU has been consumed, confirm that either:

• The default for started tasks in your z/OS system is unlimited CPU; a JES2 configuration statement for
JOBCLASS(STC) with TIME=(1440,00) achieves this, or

• Explicitly add a TIME=1440, or TIME=NOLIMIT, parameter to the EXEC statement for CSQXJST.

You can add the exit library (CSQXLIB) to this procedure later if you want to use channel exits. You need to
stop and restart your channel initiator to do this.

If you are using TLS, access to the system TLS runtime library is required. This library is called SIEALNKE.
The library must be APF authorized.

If you are using TCP/IP, the channel initiator address space must be able to access the TCPIP.DATA data
set that contains TCP/IP system parameters. The ways that the data set has to be set up depends on
which TCP/IP product and interface you are using. They include:

• Environment variable, RESOLVER_CONFIG
• /etc/resolv.conf on the file system
• //SYSTCPD DD statement
• //SYSTCPDD DD statement
• jobname/userid.TCPIP.DATA
• SYS1.TCPPARMS(TCPDATA)
• zapname.TCPIP.DATA

Some of these affect your started-task procedure JCL. For more information, see z/OS Communications
Server: IP Configuration Guide.

Related concepts
“Define the IBM MQ subsystem to a z/OS WLM service class” on page 899
To give IBM MQ appropriate performance priority in the z/OS system, you must assign the queue manager
and channel initiator address spaces to an appropriate z/OS workload management (WLM) service class.
If you do not do this explicitly, inappropriate defaults might apply.

Define the IBM MQ subsystem to a z/OS WLM service class
To give IBM MQ appropriate performance priority in the z/OS system, you must assign the queue manager
and channel initiator address spaces to an appropriate z/OS workload management (WLM) service class.
If you do not do this explicitly, inappropriate defaults might apply.
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• Repeat this task for each IBM MQ queue manager.
• You do not need to perform this task when migrating from a previous version.

Use the ISPF dialog supplied with WLM to perform the following tasks:

• Extract the z/OS WLM policy definition from the WLM couple data set.
• Update this policy definition by adding queue manager and channel initiator started task procedure

names to the chosen service class
• Install the changed policy on the WLM couple data set

Then activate this policy using the z/OS command

V WLM,POLICY=policyname,REFRESH

See Planning your IBM MQ environment on z/OS for more information on setting performance options.

Related concepts
“Set up the Db2 environment” on page 936
If you are using queue sharing groups you must create the required Db2 objects by customizing and
running a number of sample jobs.

Implement your ESM security controls
Implement security controls for queue managers and the channel initiator.

• Repeat this task for each IBM MQ queue manager.
• You might need to perform this task when migrating from a previous version.

If you use RACF® as your external security manager, see Setting up security on z/OS , which describes how
to implement these security controls.

If you are using the channel initiator, you must also do the following:

• If your subsystem has connection security active, define a connection security profile ssid.CHIN to your
external security manager (see Connection security profiles for the channel initiator for information
about this).

• If you are using Transport Layer Security (TLS) or a sockets interface, ensure that the user ID under
whose authority the channel initiator is running is configured to use z/OS UNIX System Services, as
described in the z/OS UNIX System Services Planning documentation.

• If you are using TLS, ensure that the user ID under whose authority the channel initiator is running is
configured to access the key ring specified in the SSLKEYR parameter of the ALTER QMGR command.

Before you start the queue manager, set up IBM MQ data set and system security by:

• Authorizing the queue manager started task procedure to run under your external security manager.
• Authorizing access to the queue manager data sets.
• Configuring z/OS data set encryption if required.

See the section, confidentiality for data at rest on IBM MQ for z/OS with data set encryption. for more
information.

For details about how to do this, see Security installation tasks for z/OS.

If you are using RACF, provided you use the RACF STARTED class, you do not need to perform an IPL of
your system (see RACF authorization of started-task procedures ).

Related concepts
“Update SYS1.PARMLIB members” on page 901
To ensure that your changes remain in effect after an IPL, you must update some members of
SYS1.PARMLIB
“Implement ESM security controls for the queue sharing group” on page 940
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Implement security controls for all queue managers in a queue sharing group, to access Db2 and the
coupling facility list structures.

Update SYS1.PARMLIB members
To ensure that your changes remain in effect after an IPL, you must update some members of
SYS1.PARMLIB

• You need to perform this task once for each z/OS system where you want to run IBM MQ.
• If you are using queue sharing groups, you must ensure that the settings for IBM MQ are identical on each

z/OS system in the sysplex.
• You might need to perform this task when migrating from a previous version.

Update SYS1.PARMLIB members as follows:

1. Update member IEFSSNss as described in “Define the IBM MQ subsystem to z/OS” on page 893.
2. Change IEASYSpp so that the following members are used when an IPL is performed:

• the PROGxx or IEAAPFaa members used in “IBM MQ ロード・ライブラリーの APF 許可を行う” on
page 888

• the LNKLSTkk and LPALSTmm members used in “z/OS リンク・リストおよび LPA を更新する” on
page 889

• the SCHEDxx member used in “Update the z/OS program properties table” on page 893
• the IEFSSNss member used in “Define the IBM MQ subsystem to z/OS” on page 893

Related concepts
“Customize the initialization input data sets” on page 901
Make working copies of the sample initialization input data sets and tailor them to suit your system
requirements.

Customize the initialization input data sets
Make working copies of the sample initialization input data sets and tailor them to suit your system
requirements.

• Repeat this task for each IBM MQ queue manager.
• You need to perform this task when migrating from a previous version.

Each IBM MQ queue manager gets its initial definitions from a series of commands contained in the IBM
MQ initialization input data sets. These data sets are referenced by the DD names CSQINP1, CSQINP2,
and CSQINPT defined in the queue manager started task procedure.

Responses to these commands are written to the initialization output data sets referenced by the DD
names CSQOUT1, CSQOUT2 and CSQOUTT.

To preserve the originals, make working copies of each sample. Then you can tailor the commands in
these working copies to suit your system requirements.

If you use more than one IBM MQ subsystem, if you include the subsystem name in the high-level
qualifier of the initialization input data set name, you can identify the IBM MQ subsystem associated with
each data set more easily.

Refer to the following topics for further information about the samples:

• Initialization data set formats
• Using the CSQINP1 sample
• Using the CSQINP2 samples
• Using the CSQINPX sample
• Using the CSQINPT sample
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Initialization data set formats
The initialization input data sets can be partitioned data set (PDS) members or sequential data sets. They
can be a concatenated series of data sets. Define them with a record length of 80 bytes, where:

• Only columns 1 through 72 are significant. Columns 73 through 80 are ignored.
• Records with an asterisk (*) in column 1 are interpreted as comments and are ignored.
• Blank records are ignored.
• Each command must start on a new record.
• A trailing - means continue from column 1 of the next record.
• A trailing + means continue from the first non-blank column of the next record.
• The maximum number of characters permitted in a command is 32 762.

The initialization output data sets are sequential data sets, with a record length of 125, a record format of
VBA, and a block size of 629.

Using the CSQINP1 sample
Data set thlqual.SCSQPROC holds two members which contain definitions of buffer pools, page set to
buffer pool associations, and an ALTER SECURITY command.

Member CSQ4INP1 uses one page set for each class of message. The messages are divided into the
following classes:

• System-related messages.
• Important long-lived messages.
• Short-lived messages.
• Miscellaneous messages.

Member CSQ4INPR uses multiple page sets for each of the major classes of message, and one page set
for each other class. The following are the major classes of messages:

• Important long-lived messages.
• Short-lived messages.

Include the appropriate sample in the CSQINP1 concatenation of your queue manager started task
procedure.

Notes:

1. IBM MQ supports up to 100 buffer pools in the range zero through 99. The DEFINE BUFFPOOL
command can only be issued from a CSQINP1 initialization data set. The definitions in the sample
specify four buffer pools.

2. Each page set used by the queue manager must be defined in the CSQINP1 initialization data set by
using the DEFINE PSID command. The page set definition associates a buffer pool ID with a page set.
If no buffer pool is specified, buffer pool zero is used by default.

Page set zero (00) must be defined. It contains all the object definitions. You can define up to 100 page
sets for each queue manager.

3. The ALTER SECURITY command can be used to alter the security attributes TIMEOUT and INTERVAL.
In CSQ4INP1, the default values are defined as 54 for TIMEOUT and 12 for INTERVAL.

See Planning your page sets and buffer pools for information about organizing buffer pools and page sets.

If you change the buffer pool and page set definitions dynamically while the queue manager is running,
you should also update the CSQINP1 definitions. The changes are only retained for a cold start of IBM
MQ, unless the buffer pool definition includes the REPLACE attribute.
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Using the CSQINP2 samples
This table lists the members of thlqual.SCSQPROC that can be included in the CSQINP2 concatenation
of your queue manager started task procedure, with a description of their function. The naming
convention is CSQ4IN*. CSQ4INY* members should be modified for your configuration. You should avoid
changing CSQINS* members because you will need to reapply any changes when you migrate to the next
release. Instead, you can put DEFINE or ALTER commands in CSQ4INY* members.

Table 58. Members of thlqual.SCSQPROC

Member name Description

CSQ4INSG System object definitions.

CSQ4INSA System object and default rules for channel authentication.

CSQ4INSX System object definitions.

CSQ4INSS Customize and include this member if you are using queue sharing groups.

CSQ4INSJ Customize and include this member if you are using publish/subscribe using JMS.

CSQ4INSM System object definitions for Advanced Message Security.

CSQ4INSR Customize and include this member if you are using WebSphere Application Server,
or the queued publish/subscribe interface supported by the queued publish/
subscribe daemon in IBM MQ.

CSQ4DISP CSQINP2 sample for displaying object definitions.

CSQ4INYC Clustering definitions.

CSQ4INYD Distributed queuing definitions.

CSQ4INYG General definitions.

CSQ4INYR Storage class definitions, using multiple page sets for the major classes of message.

CSQ4INYS Storage class definitions, using one page set for each class of message.

You need to define objects once only, not each time that you start a queue manager, so it is not necessary
to include these definitions in CSQINP2 every time. If you do include them every time, you are attempting
to define objects that already exist, and you will get messages similar to the following:

CSQM095I +CSQ1 CSQMAQLC QLOCAL(SYSTEM.DEFAULT.LOCAL.QUEUE) ALREADY EXISTS
CSQM090E +CSQ1 CSQMAQLC FAILURE REASON CODE X'00D44003'
CSQ9023E +CSQ1 CSQMAQLC ' DEFINE QLOCAL' ABNORMAL COMPLETION

The objects are not damaged by this failure. If you want to leave the SYSTEM definitions data set in the
CSQINP2 concatenation, you can avoid the failure messages by specifying the REPLACE attribute against
each object.

Using the CSQINPX sample
Sample thlqual.SCSQPROC(CSQ4INPX) contains a set of commands that you might want to execute
each time the channel initiator starts. These are typically channel-related commands such as START
LISTENER, which are required every time the channel initiator starts, rather than whenever the queue
manager starts, and which are not allowed in the input data sets CSQINP1 or CSQINP2. You must
customize this sample before use; you can then include it in the CSQINPX data set for the channel
initiator.

The IBM MQ commands contained in the data set are executed at the end of channel initiator
initialization, and output is written to the data set specified by the CSQOUTX DD statement. The output is
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like that produced by the COMMAND function of the IBM MQ utility program (CSQUTIL). See Using the
CSQUTIL utility for IBM MQ for z/OS.

You can specify any of the IBM MQ commands that can be issued from CSQUTIL, not only the channel
commands. You can enter commands from other sources while CSQINPX is being processed. All
commands are issued in sequence, regardless of the success of the previous command.

To specify a command response time, you can use the pseudo-command COMMAND as the first
command in the data set. This takes a single optional keyword RESPTIME( nnn ), where nnn is the time, in
seconds, to wait for a response to each command. This is in the range 5 through 999; the default is 30.

If IBM MQ detects that the responses to four commands have taken too long, processing of CSQINPX is
stopped and no further commands are issued. The channel initiator is not stopped, but message
CSQU052E is written to the CSQOUTX data set, and message CSQU013E is sent to the console.

When IBM MQ has completed processing of CSQINPX successfully, message CSQU012I is sent to the
console.

Using the CSQINPT sample
This table lists the members of thlqual.SCSQPROC that can be included in the CSQINPT concatenation
of your queue manager started task procedure, with a description of their function.

Table 59. Members of thlqual.SCSQPROC

Member name Description

CSQ4INST System default subscription definition.

CSQ4INYT Publish/Subscribe definitions.

The IBM MQ commands contained in the data set are executed when publish/subscribe initialization
completes, and output is written to the data set specified by the CSQOUTT DD statement. The output is
like that produced by the COMMAND function of the IBM MQ utility program (CSQUTIL). See Using the
CSQUTIL utility for IBM MQ for z/OS.

Related concepts
“Create the bootstrap and log data sets” on page 906
Use the supplied program CSQJU003 to prepare the bootstrap data sets (BSDSs) and log data sets.

The QMINI data set
You can use the QMINI data set to specify properties that are to be read and processed during queue
manager initialization.

Characteristics of the QMINI data set
The QMINI data set is a sequential data set, or a member of a partitioned data set, with a maximum
record length of 80 bytes (72 bytes for data and eight bytes for the line number).

The following example shows the properties for a sequential QMINI data set. Some properties are, of
course, based on your environment.

Data Set Name . . . . : QM01.QMINI 
General Data                        Current Allocation 
Management class . .  : STANDARD    Allocated tracks  . : 1 
Storage class  . . .  : STANDARD    Allocated extents . : 1 
Volume serial . . .   : P5P21E 
Device type . . . .   : 3390 
Data class . . . . .  : **None** 
Organization  . . .   : PS          Current Utilization 
Record format . . .   : FB          Used tracks . . . . : 0 
Record length . . .   : 80          Used extents  . . . : 0 
Block size  . . . .   : 3120 
1st extent tracks .   : 1           
Secondary tracks  .   : 1           Dates 
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Data set name type    :             Creation date . . . : 2020/08/11
Data set encryption   : NO          Referenced date . . : ***None***
                                    Expiration date . . : ***None***
SMS Compressible  .   : NO

thlqual.SCSQPROC, includes:

• The sample contents for a QMINI data set in CSQ4QMIN.
• An example of specifying the QMINI data set using the //CSQMINI DD card, in the queue manager

startup JCL, in the started task procedures CSQ4MSTR and CSQ4MSRR.

Notes:

• The code that parses the data set only parses the first 72 bytes of each record.
• Line numbers are ignored so it is not necessary to specify line numbers.
• If a line starts with an asterisk character (*), the line is treated as a comment.
• The contents of the QMINI data set are parsed during queue manager startup. If the contents are

parsed successfully, message CSQM578I is issued in the queue manager job log. If any errors are
encountered during parsing, error messages, for example CSQM573E, are issued in the queue manager
job log but the queue manager still starts.

Check for error messages, and resolve any issues in the contents of the QMINI data set.

If the queue manager is unable to parse the QMINI data set, you can start the channel initiator, but you
cannot start any channels that are configured to use SSL or TLS as the security configuration settings
are unknown.

• If you make any updates to the data set after you have started the queue manager, you must restart the
queue manager to pick up the changes.

The TransportSecurity stanza
From IBM MQ for z/OS 9.2.0, the QMINI data set supports the TransportSecurity stanza. This stanza
provides similar function to that provided by the SSL stanza in the qm.ini file on IBM MQ for
Multiplatforms.

The TransportSecurity stanza supports the following properties:

AllowTLSV13
Whether a queue manager is able to use the TLS 1.3 CipherSpecs; valid values are: TRUE/T/YES/Y or
FALSE/F/NO/N.
For migrated queue managers, TLS 1.3 is not enabled by default. You can enable TLS 1.3 by defining a
QMINI data set with the TransportSecurity stanza and AllowTLSV13=TRUE.
For newly created queue managers TLS 1.3 is enabled by default.

AllowedCipherSpecs
A custom list of CipherSpecs that are enabled.
See Providing a custom list of ordered and enabled CipherSpecs on IBM MQ for z/OS for more
information on this property.
Duplicate CipherSpec names in the list are ignored.

OutboundSNI
Whether the Server Name Indication (SNI) is set to the target IBM MQ channel name to the remote
system when initiating a TLS connection, or to the hostname; valid values are: CHANNEL or HOSTNAME.
If the destination channel is configured with a certificate label on the channel object CERTLABL field,
you must set CERTLABL to the channel value. If a connection with a setting of HOSTNAME is made to a
channel with a CERTLABL setting, the connection fails and an AMQ9673 message is printed in the
remote queue manager error logs.
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The following example shows how the TransportSecurity stanza is specified:

TransportSecurity:
AllowedCipherSpecs=ECDHE_RSA_AES_128_GCM_SHA256, 
                   ECDHE_RSA_AES_256_GCM_SHA384
AllowTLSV13=TRUE

Create the bootstrap and log data sets
Use the supplied program CSQJU003 to prepare the bootstrap data sets (BSDSs) and log data sets.

Note:

• Repeat this task for each IBM MQ queue manager.
• If you are using z/OS data set encryption to protect the BSDS or active log data sets, you must configure

this option before the data sets are allocated in this step.
• You do not need to perform this task when migrating from a previous version.
• If you are migrating a queue manager and adding z/OS data set encryption for active log data sets or

BSDS, you need to convert the data sets.
• For more information about configuring z/OS data set encryption, and converting existing IBM MQ data

sets to be encrypted, see confidentiality for data at rest on IBM MQ for z/OS with data set encryption..

The sample JCL and Access Method Services (AMS) control statements to run CSQJU003 to create a
single or dual logging environment are held in thlqual.SCSQPROC(CSQ4BSDS). Customize and run this job
to create your BSDSs and logs and to preformat the logs.

Important: You should use the newest version of CSQ4BSDS, or update your JCL manually to use
RECORDS(850 60).

The started task procedure, CSQ4MSTR, described in “Create procedures for the IBM MQ queue
manager” on page 897, refers to BSDSs in statements of the form:

//BSDS1   DD DSN=++HLQ++.BSDS01,DISP=SHR
//BSDS2   DD DSN=++HLQ++.BSDS02,DISP=SHR

The log data sets are referred to by the BSDSs.

Note:

1. The BLKSIZE must be specified on the SYSPRINT DD statement in the LOGDEF step. The BLKSIZE
must be 629.

2. To help identify bootstrap data sets and log data sets from different queue managers, include the
subsystem name in the high level qualifier of these data sets.

3. If you are using queue sharing groups, you must define the bootstrap and log data sets with
SHAREOPTIONS(2 3).

See z/OS での計画 for information about planning bootstrap and log data sets and their sizes.

From IBM MQ 8.0, the 8 byte log RBA enhancement improves the availability of a queue manager, as
described in Larger log Relative Byte Address. To enable 8 byte log RBA on a queue manager before the
queue manager is first started, perform the following steps after creating your logging environment.

Note: For queue managers created at IBM MQ 9.3.0 or later 8 byte log RBA is already enabled, so the
following steps are not necessary.

1. Using IDCAMS ALTER, rename the version 1 format BSDSs (created using the CSQJU003 program) to
something like ++HLQ++.V1.BSDS01.

Note: Ensure that you rename the data and index components as well as the VSAM cluster.
2. Allocate new BSDSs with the same attributes as the ones already defined. These will become the

version 2 format BSDSs that will be used by the queue manager when it is started.
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3. Run the BSDS conversion utility (CSQJUCNV) to convert the version 1 format BSDSs to the new version
2 format BSDSs.

4. Once the conversion completes successfully, delete the version 1 format BSDSs.

Note: If the queue manager is in a queue sharing group, all queue managers in the queue sharing group
must have been started as follows before 8 byte log RBA can be enabled:

• If the queue manager is at IBM MQ 9.0.0 LTS it must have been started with OPMODE(NEWFUNC,900) or
OPMODE(NEWFUNC,800)

• If the queue manager is at IBM MQ 9.0.n CD, or IBM MQ 9.1.0 LTS, or later, it needs to have been
started at that level

Related concepts
“Define your page sets” on page 907
Define page sets for each queue manager using one of the supplied samples.

Define your page sets
Define page sets for each queue manager using one of the supplied samples.

• Repeat this task for each IBM MQ queue manager.

If you using z/OS data set encryption to protect the page sets, you must configure this option before the
data sets are allocated in this step.

• You do not need to perform this task when migrating from a previous version.

If you are migrating a queue manager and adding z/OS data set encryption for page sets, you need to
convert the page sets.

See the section, Confidentiality for data at rest on IBM MQ for z/OS with data set encryption. for more
information about configuring z/OS data set encryption and converting existing IBM MQ data sets to be
encrypted.

Define separate page sets for each IBM MQ queue manager. thlqual.SCSQPROC(CSQ4PAGE) and
thlqual.SCSQPROC(CSQ4PAGR) contain JCL and z/OS access method services (AMS) control statements
to define and format page sets. Member CSQ4PAGE uses one page set for each class of message, member
CSQ4PAGR uses multiple page sets for the major classes of message. The JCL runs the supplied utility
program CSQUTIL. Review the samples and customize them for the number of page sets you want and the
sizes to use. See Planning your page sets and buffer pools for information about page sets and how to
calculate suitable sizes.

The started task procedure CSQ4MSTR described in “Create procedures for the IBM MQ queue manager”
on page 897 refers to the page sets, in a statement of the form:

//CSQP00nn DD DISP=OLD,DSN=xxxxxxxxx

where nn is the page set number between 00 and 99, and xxxxxxxxx is the data set that you define.

Note:

1. If you intend to use the dynamic page set expansion feature, ensure that secondary extents are
defined for each page set. thlqual.SCSQPROC(CSQ4PAGE) shows how to do this.

2. To help identify page sets from different queue managers, include the subsystem name in the high
level qualifier of the data set associated with each page set.

3. If you intend to allow the FORCE option to be used with the FORMAT function of the utility program
CSQUTIL, you must add the REUSE attribute on the AMS DEFINE CLUSTER statement.

See the Optional Parameters section of the z/OS DEFINE CLUSTER command for more information on
REUSE.
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4. If your page sets are to be larger than 4 GB you must use the Storage Management System (SMS)
EXTENDED ADDRESSABILITY function.

Related concepts
“Add the IBM MQ entries to the Db2 tables” on page 939
If you are using queue sharing groups, run the CSQ5PQSG utility to add queue sharing group and queue
manager entries to the IBM MQ tables in the Db2 data-sharing group.

Tailor your system parameter module
The IBM MQ system parameter module controls the logging, archiving, tracing, and connection
environments that IBM MQ uses in its operation. A default module is supplied. You should create your
own system parameter module as some parameters, for example data set names, are usually site
specific.

• Repeat this task for each IBM MQ queue manager, as required.
• You might need to perform this task when migrating from a previous version. For details, see Migrating

IBM MQ on z/OS.
• To enable Advanced Message Security for z/OS on an existing queue manager, you only need to set

SPLCAP to YES as described in “CSQ6SYSP の使用” on page 910. If you are configuring this queue
manager for the first time, complete the whole of this task.

The system parameter module has four macros as follows:

Macro name Purpose

CSQ6SYSP Specifies the connection and tracing parameters, see “CSQ6SYSP の使
用” on page 910

CSQ6LOGP Controls log initialization, see “Using CSQ6LOGP” on page 919

CSQ6ARVP Controls archive initialization, see “Using CSQ6ARVP” on page 923

CSQ6USGP Controls usage recording, see “Using CSQ6USGP” on page 930

IBM MQ supplies a default system parameter module, CSQZPARM, which is invoked automatically if you
issue the START QMGR command (without a PARM parameter) to start an instance of IBM MQ. CSQZPARM
is in the APF-authorized library thlqual.SCSQAUTH also supplied with IBM MQ. The values of these
parameters are displayed as a series of messages when you start IBM MQ.

See START QMGR for more information about how this command is used.

Creating your own system parameter module
If CSQZPARM does not contain the system parameters you want, you can create your own system
parameter module using the sample JCL provided in thlqual.SCSQPROC(CSQ4ZPRM).

To create your own system parameter module:

1. Make a working copy of the JCL sample.
2. Edit the parameters for each macro in the copy as required. If you remove any parameters from the

macro calls, the default values are automatically picked up at run time.
3. Replace the placeholder ++NAME++ with the name that the load module is to take (this can be

CSQZPARM).
4. If your assembler is not high-level assembler, change the JCL as required by your assembler.
5. Run the JCL to assemble and link edit the tailored versions of the system parameter macros to

produce a load module. This is the new system parameter module with the name that you have
specified.

6. Put the load module produced in an APF-authorized user library.
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7. Add user READ access to the APF-authorized user library.
8. Include this library in the IBM MQ queue manager started task procedure STEPLIB. This library name

must come before the library thlqual.SCSQAUTH in STEPLIB.
9. Invoke the new system parameter module when you start the queue manager. For example, if the

new module is named NEWMODS, issue the command:

START QMGR PARM(NEWMODS)

10. Ensure successful completion of the command by checking the job log. There should be an entry in
the log similar to the following:

CSQ9022I CDL1 CSQYASCP 'START QMGR' NORMAL COMPLETION

You can also specify the parameter module name in the queue manager startup JCL. For more
information, see Using MQSC to start and stop a queue manager on z/OS.

Note: If you choose to name your module CSQZPARM, you do not need to specify the PARM parameter on
the START QMGR command.

Fine tuning a system parameter module
IBM MQ also supplies a set of three assembler source modules, which can be used to fine-tune an
existing system parameter module. These modules are in library thlqual.SCSQASMS. Typically, you use
these modules in a test environment to change the default parameters in the system parameter macros.
Each source module calls a different system parameter macro:

This assembler source module... Calls this macro...

CSQFSYSP CSQ6SYSP (connection and tracing parameters) 

CSQJLOGP CSQ6LOGP (log initialization) 

CSQJARVP CSQ6ARVP (archive initialization) 

This is how you use these modules:

1. Make working copies of each assembler source module in a user assembler library.
2. Edit your copies by adding or altering the values of any parameters as required.
3. Assemble your copies of any edited modules to create object modules in a user object library.
4. Link edit these object code modules with an existing system parameter module to produce a load

module that is the new system parameter module.
5. Ensure that new system parameter module is a member of a user authorized library.
6. Include this library in the queue manager started task procedure STEPLIB. This library must come

before the library thlqual.SCSQAUTH in STEPLIB.
7. Invoke the new system parameter module by issuing a START QMGR command, specifying the new

module name in the PARM parameter, as before.

A sample usermod is provided in member CSQ4UZPR of SCSQPROC which demonstrates how to manage
customized system parameters under SMP/E control.

Altering system parameters
You can alter some system parameters while a queue manager is running; see the SET SYSTEM, SET LOG,
and SET ARCHIVE commands.
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Put the SET commands in your initialization input data sets so that they take effect every time you start
the queue manager.

Related concepts
“Tailor the channel initiator parameters” on page 931
Use ALTER QMGR to customize the channel initiator to suit your requirements.

CSQ6SYSP の使用
このトピックは、CSQ6SYSP を使用したシステム・パラメーターの設定方法のリファレンスとして使用し
てください。
CSQ6SYSP のデフォルト・パラメーターと、SET SYSTEM コマンドを使用して各パラメーターを変更でき
るかどうかについては、910 ページの表 60 に示されています。 これらの値を変更する場合は、該当する
パラメーターの詳細記述を参照してください。
表 60. CSQ6SYSP パラメーターのデフォルト値
パラメーター 説明 デフォルト値 SET コマン

ド
911 ページの
『ACCTIME』

アカウンティング・データを収集する時間間隔
(分および秒単位)。

-1

912 ページの
『ACELIM』

ACE ストレージ・プールのサイズ (1 KB ブロッ
ク単位)。

0 (制限なし)

912 ページの
『CLCACHE』

使用するクラスター・キャッシュのタイプを指
定します。

STATIC -

913 ページの
『CMDUSER』

コマンド・セキュリティー検査のためのデフォ
ルト・ユーザー ID。

CSQOPR -

913 ページの
『EXCLMSG』

すべてのログから除外するメッセージのリスト
を指定します。 このリストにあるメッセージ
は、z/OS コンソールおよびハードコピー・ログ
に送られません。 結果として、935 ページの
『Suppress information messages』に記載してい
る方式を使用するより、EXCLMSG パラメーター
を使用してメッセージを除外する方が、CPU の
観点から見れば効率的です

( )

913 ページの
『EXITLIM』

各呼び出し中にキュー・マネージャー出口が実
行できる最大時間 (秒単位)。

30 -

913 ページの
『EXITTCB』

キュー・マネージャー出口の実行に使用する開
始済みサーバー・タスクの数。

8 -

914 ページの
『LOGLOAD』

1 つのチェックポイントの開始から次のチェッ
クポイントの開始までの間に IBM MQ によって
書き込まれるログ・レコードの数。

500 000

914 ページの
『MULCCAPT』

従量制ソフトウェア料金 (MULC) で使用される
データを収集するためのアルゴリズムを制御す
る「従量制価格設定」プロパティーを決定しま
す。

パラメーターの説明を
参照してください。

-

914 ページの
『OTMACON』

OTMA 接続パラメーター。 パラメーターの説明を
参照してください。

-

915 ページの
『QINDXBLD』

キュー・マネージャーの再始動を、すべての索
引が再作成されるまで待つか、すべての索引が
再作成される前に完了するかを決定します。

WAIT -
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表 60. CSQ6SYSP パラメーターのデフォルト値 (続き)

パラメーター 説明 デフォルト値 SET コマン
ド

915 ページの
『QMCCSID』

キュー・マネージャー用のコード化文字セット
ID。

ゼロ -

915 ページの
『QSGDATA』

キュー共有グループ・パラメーター。 パラメーターの説明を
参照してください。

-

916 ページの
『RESAUDIT』

RESLEVEL 監査パラメーター。 YES -

917 ページの
『ROUTCDE』

特定のコンソールから送信請求されていないメ
ッセージに割り当てられるメッセージ宛先コー
ド。

1 -

917 ページの
『SERVICE』

IBM の使用のため予約済み。 0

917 ページの
『SMFACCT』

キュー・マネージャーが開始されるときに SMF
アカウンティング・データを収集するかどうか
を指定します。
クラス 4 チャネル・アカウンティング・データ
は、チャネル・イニシエーターの開始時にのみ
収集される点に注意してください。

NO -

SMFSTAT キュー・マネージャーが開始されるときに SMF
統計を収集するかどうかを指定します。
クラス 4 チャネル・イニシエーター統計データ
は、チャネル・イニシエーターの開始時にのみ
収集される点に注意してください。

NO -

SPLCAP このキュー・マネージャーのキュー・セキュリ
ティー・ポリシー機能を有効にするかどうかを
指定します。 Advanced Message Security for
z/OS の場合は、このパラメーターを YES に設定
します。

NO -

STATIME 統計の各収集の間の時間 (分と秒)。 30

TRACSTR トレースを自動的に開始するかどうかを指定し
ます。

NO -

TRACTBL グローバル・トレース機能によって使用される
トレース表のサイズ (4 KB ブロック単位)。

99 (396 KB)

WLMTIME WLM 管理対象キューのキュー索引を走査する
時間間隔。

30 -

WLMTIMU WLMTIME の単位 (分または秒) MINS -

ACCTIME
アカウンティング・データの連続収集の間隔 (分と秒) を指定します。
-1または 0 から 1440 分の範囲の数値を 'mmmm'の形式で指定するか、 0 から 1440 分 0 から 59 秒の
範囲の数値を 'mmmm.ss'の形式で指定します。
注 :
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• 秒のみの間隔を指定する場合は、間隔値に接頭部として 0 の値を付加する必要があります。 可能な最
小間隔は 1 秒 (0.01) です。

• 0の値を指定すると、アカウンティング・データは SMFグローバル記録間隔で収集されます。 詳し
くは、システム管理機能の使用を参照してください。

• 値 -1 (デフォルト) を指定すると、アカウンティング・データは、STATIME 値で指定した間隔で収集
されます。
以下に例を示します。

'0.30' は、30 秒の間隔を設定します。
'5.30' は、5 分 30 秒の間隔を設定します。
'30' は、30 分の間隔を設定します。

ACELIM
ACE ストレージ・プールの最大サイズを指定します (1 KB ブロック単位)。 この数値は 0 から 999999
の範囲でなければなりません。 デフォルト値である 0 は、システムで使用できるサイズ以外の制約は
課されないことを意味します。
ACELIM の値は、適正な範囲を超えた量の ECSA ストレージを使用していると見なされているキュー・
マネージャーに対してのみ設定する必要があります。 ACE ストレージ・プールを制限すると、システ
ム内の接続数が制限されるという影響があるため、キュー・マネージャーで使用される ECSA ストレー
ジの量も制限されます。
キュー・マネージャーが制限に達すると、アプリケーションは新しい接続を取得できなくなります。 新
しい接続を取得できないと MQCONN の処理が失敗し、RRS によって調整されるアプリケーションは、
どの IBM MQ API でも障害が発生する可能性があります。
ACE は、接続のスレッド関連制御ブロックに必要な全体の ECSA の約 12.5% を表します。 したがって、
例えば ACELIM=5120 を指定すると、キュー・マネージャーによって割り振られる ECSA の総量 (スレ
ッド関連制御ブロックの場合) の上限は、約 40960K; (5120 x 8) になります。
スレッド関連制御ブロック用にキュー・マネージャーによって割り振られる ECSA の総量の上限を
5120Kに設定するには、ACELIM 値を 640 に設定する必要があります。
統計 CLASS(3) のトレースで生成される SMF 115 サブタイプ 5 のレコードを使用して、「ACE/PEB」ス
トレージ・プールのサイズをモニターできます。これにより、ACELIM に適切な値を設定できます。
キュー・マネージャーが制御ブロックに使用する ECSA ストレージの合計量を、統計 CLASS(2) トレー
スによって書き込まれる SMF 115 サブタイプ 7 のレコードから取得できます。 使用される ECSA スト
レージの合計の量は、QSRSPHBGF および QSRSPHBGV フィールドの合計です。
SMF 115 統計レコードについて詳しくは、『IBM MQ パフォーマンス統計の解釈』を参照してください。
ACELIM の設定は、キュー・マネージャーへのアプリケーション接続の制御手段というよりは、z/OS イ
メージがキュー・マネージャーの誤動作によって影響を受けないよう保護するための手段として検討す
る必要があります。

CLCACHE
使用するクラスター・キャッシュのタイプを指定します。
クラスター・キャッシュは、クラスターに関連する情報を保管するために使用されるストレージ域で
す。
クラスター・キャッシュが静的である場合は、キュー・マネージャーの始動時に割り振られる固定サイ
ズになります。 キャッシュが満杯になると、メッセージ CSQM060E が発行され、より多くのスペース
を必要とするアプリケーション要求が MQRC_CLUSTER_RESOURCE_ERROR を受け取ります。
CLCACHE を動的に設定すると、クラスター・キャッシュを必要に応じて拡張できます。 ただし、最初
に、インストールされているクラスター・ワークロード出口が動的キャッシュを使用して機能できるこ
とを確認する必要があります。
インストール済みのクラスター・ワークロード出口が動的キャッシュ・メッセージ CSQM061E で機能
できない場合。
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MQXCLWLNは、動的キャッシュと静的キャッシュのどちらが使用されているかに関係なく動作する方
法でクラスター・ワークロード出口がクラスター・キャッシュをナビゲートするために提供されていま
す。
新しいキュー・マネージャーの場合は、動的キャッシュをサポートしないクラスター・ワークロード出
口を使用する場合を除き、CLCACHE=DYNAMIC を設定します。
既存のキュー・マネージャーが既に静的キャッシュを使用しており、多数の新規キューとキュー・マネ
ージャーが追加されていないクラスター内にある場合は、CLCACHE=STATIC を使用して続行するのが
妥当です。
既に静的キャッシュを使用しており、多数の新しいキューまたはキュー・マネージャーが追加されるク
ラスター内にある既存のキュー・マネージャーの場合は、CLCACHE=DYNAMIC を使用して開始します。
STATIC
クラスター・キャッシュが静的であるときには、そのサイズがキュー・マネージャーの開始時に固
定されて、クラスター情報の現在量に、拡張のための余分のスペースを加えたサイズになります。
キュー・マネージャーが活動状態であるときには、サイズを増やすことはできません。 これはデフ
ォルトです。

DYNAMIC
クラスター・キャッシュが動的であるときには、キュー・マネージャーの開始時に割り振られた初
期サイズを、 キュー・マネージャーが活動状態であるときに必要に応じて自動的に増やすことがで
きます。

CMDUSER
コマンド・セキュリティー検査に使用されるデフォルトのユーザー ID を指定します。 このユーザー ID
は、ESM(例えば、RACF)に対して、定義されている必要があります。1から 8文字の英数字で名前を指
定してください。 最初の文字は英字でなければなりません。
デフォルトは CSQOPR です。

EXCLMSG
除外するエラー・メッセージのリストを指定します。
このリストは動的であり、SET SYSTEM コマンドを使用して更新されます。
デフォルト値は空のリスト ( ) です。
メッセージは、CSQ 接頭部なし、アクション・コード接尾部 (I-D-E-A) なしで指定されます。 例えば、
メッセージ CSQX500I を除外するには、このリストに X500 を追加します。 このリストには、最大 16
のメッセージ ID を含めることができます。
リストに含める対象にできるメッセージは、MSTR または CHIN アドレス・スペースの正常始動後に発
行され、かつ、先頭文字が E、H、I、J、L、M、N、P、R、T、V、W、X、Y、2、3、5、9 のいずれか
の文字であるものです。
コマンド処理結果として発行されるメッセージ ID をリストに追加できますが、除外されません。 例え
ば、DISPLAY USAGE PSID(*) コマンドの結果としてメッセージ ID が発行されますが、このメッセージ
を抑止することはできません。

EXITLIM
キュー・マネージャー出口の呼び出しごとに許可される時間 (秒単位) を指定します。 (このパラメータ
ーはチャネル出口には効果がありません。)
5 以上 9999 以下の範囲の値を指定します。
デフォルトは 30 です。 キュー・マネージャーは実行中の出口を 30 秒ごとにポーリングします。 ポー
リングのたびに、EXITLIM で指定されている時間を超えて実行されていた出口は強制終了されます。

EXITTCB
キュー・マネージャー内で出口の実行に使用する開始済みサーバー・タスクの数を指定します。 (この
パラメーターはチャネル出口には効果がありません。) キュー・マネージャーが実行する可能性のある
(チャネル出口以外の) 出口の最大数と同じか、 またはそれよりも大きな数を指定する必要があります。
そのようにしない場合、それは 6c6 異常終了を出して失敗します。
0 ～ 99 の範囲の値を指定してください。 値 0 は出口を実行できないことを意味します。
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デフォルトは 8 です。
LOGLOAD

1 つのチェックポイントの開始から次のチェックポイントの開始までの間に IBM MQ が書き込むログ・
レコードの数を指定します。 IBM MQ は、指定した数のレコードが書き込まれた後で、新しいチェック
ポイントを開始します。
200 から 16 000 000 の範囲の値を指定してください。
デフォルトは 500 000 です。
この値が大きければ大きいほど、IBM MQ のパフォーマンスは向上します。ただし、このパラメーター
を大きな値に設定すると、再始動の時間が長くなります。
推奨設定値:

テスト・システム 10 000

実動システム 500 000

実動システムで設定されているデフォルト値を使用すると、チェックポイ
ントの出現が頻繁になりすぎる場合があります。

LOGLOAD の値により、キュー・マネージャー・チェックポイントの頻度が決まります。 値が大きすぎ
ると、チェックポイント間のログに書き込まれるデータの量が多くなり、その結果、障害後のキュー・
マネージャーの順方向回復再始動時間が長くなります。 値が小さすぎると、ピーク・ロード中にチェ
ックポイントの出現が頻繁になりすぎ、応答時間およびプロセッサーの使用に悪影響が出ます。
LOGLOAD の初期値として 500 000 を推奨します。 1 KB の持続メッセージが 1 秒あたり 100 メッセ
ージの速度で送信される場合 (つまり、コミット付きの MQPUT 100 回と、コミット付きの MQGET 100
回の場合)、チェックポイント間の間隔は約 5 分です。
注 : ここで述べたことはガイドラインにすぎません。このパラメーターの最適値は、個々のシステムの
特性に依存します。

MULCCAPT
従量制ソフトウェア料金 (MULC) で使用されるデータの収集に使用されるアルゴリズムを指定します。
STANDARD

MULC は、IBM MQAPI MQCONN 呼び出しから IBM MQ API MQDISC 呼び出しまでの時間に基づき
ます。

REFINED
MULC は、IBM MQ API 呼び出しが開始してから IBM MQ API 呼び出しが終了するまでの時間に基
づきます。

デフォルトは STANDARD です。
OTMACON

OTMA パラメーター。 このキーワードは、5 つの定位置パラメーターをとります。
OTMACON = (Group,Member,Druexit,Age,Tpipepfx)

グループ
IBM MQ のこの特定インスタンスが属している XCF グループの名前です。
長さは 1 ～ 8 文字です。大文字で入力する必要があります。
デフォルトはブランクです。これは、IBM MQ が XCF グループに結合しないように指示します。

メンバー
XCF グループ内における IBM MQ のこの特定インスタンスのメンバー名です。
長さは 1 ～ 16 文字です。大文字で入力する必要があります。
デフォルトは 4 文字のキュー・マネージャー名です。

Druexit
IMS によって実行される OTMA 宛先解決ユーザー出口の名前を指定します。
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長さは 1 ～ 8 文字です。
デフォルトは DFSYDRU0 です。
このパラメーターはオプションですが、IBM MQ によって開始されなかった IMS アプリケーシ
ョンから IBM MQ がメッセージを受け取る場合は必須になります。 この名前は、IMS システム
でコーディングされた宛先解決ユーザー出口に対応している必要があります。 詳しくは、999
ページの『Using OTMA exits in IMS』.を参照してください。

Age
IBM MQ からのユーザー ID が以前に IMS によって検査されたと考えられる時間の長さ (秒単
位) を表します。
範囲は 0 ～ 2 147 483 647 です。
デフォルトは 2 147 483 647 です。
メインフレーム内のセキュリティー・キャッシュ設定の整合性を保守するために、このパラメ
ーターを ALTER SECURITY コマンドの interval パラメーターと共に設定することが勧めら
れています。

Tpipepfx
Tpipe 名に使用される接頭部を表します。
これは、3 文字で構成されます。一番目の文字は Aから Zまでの範囲です。後続の文字は Aか
ら Z、または 0 から 9です。 デフォルトは CSQです。
これは IBM MQ が Tpipe を作成するたびに使用されます。名前の残りの部分は IBM MQ によっ
て割り当てられます。 IBM MQ によって作成される Tpipe の名前全体を設定することはできま
せん。

QINDXBLD
キュー・マネージャーの再始動を、すべてのキュー索引が再作成されるまで待つか、すべての索引が再
作成される前に完了するかを決定する。
WAIT
キュー・マネージャーの再始動を、すべてのキュー索引作成が完了するまで待ちます。 これは、索
引が作成されている間は、通常の IBM MQ API 処理中に遅れが発生するアプリケーションがないこ
とを意味します。アプリケーションがキュー・マネージャーに接続できるようになる前に、すべて
の索引が作成されるからです。
これはデフォルトです。

NOWAIT
キュー・マネージャーは、すべてのキュー索引作成が完了する前に再始動できます。

QMCCSID
キュー・マネージャーで (したがって、分散キューイングで) 使用されるデフォルトのコード化文字セッ
ト ID を指定します。
0 から 65535 の範囲内で値を指定します。 この値は、 各国語で選択した言語のネイティブ z/OS コー
ド・ページとしてリストされている EBCDIC コード・ページを表す必要があります。
デフォルト値の 0 を指定すると、 現在設定されている CCSID が使用されます。設定されているものが
ない場合は、CCSID 500 を使用します。 つまり、CCSID をゼロ以外の値に明示的に設定している場合、
それを QMCCSID をゼロに設定することによってリセットできません。 その後、正しいゼロ以外の
CCSID を使用しなければなりません。 QMCCSID がゼロの場合、コマンド DISPLAY QMGR CCSID を発
行して、実際に使用されている CCSID が何であるかを調べることができます。
注 : キュー共有グループ内のすべてのキュー・マネージャーは、同じ QMCCSID を使用する必要があり
ます。

QSGDATA
キュー共有グループ・データ。 このキーワードは、5 つの定位置パラメーターをとります。
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QSGDATA=(Qsgname,Dsgname,Db2name,Db2serv ,Db2blob)

Qsgname
これは、キュー・マネージャーが属しているキュー共有グループの名前です。
有効な文字は IBM MQオブジェクトの命名規則を参照してください。 名前には次の条件があ
ります。
• 長さは 1 ～ 4 文字です
• 名前の先頭は数字であってはなりません
• @ で終わってはなりません。
これは、実装上の理由により、4 文字未満の名前は内部的に @ 記号が埋め込まれるためです。
デフォルトはブランクです。これはキュー・マネージャーがキュー共有グループのメンバーで
はないことを示します。

Dsgname
これは、キュー・マネージャーが接続している Db2 データ共有グループの名前です。
長さは 1 ～ 8 文字です。大文字で入力する必要があります。
デフォルトはブランクです。これはキュー共有グループを使用しないことを示します。

Db2name
これは、キュー・マネージャーが接続している Db2 サブシステムまたはグループの名前です。
長さは 1 ～ 4 文字です。大文字で入力する必要があります。
デフォルトはブランクです。これはキュー共有グループを使用しないことを示します。
注 : Db2 サブシステム (またはグループ接続) は、 Dsgnameで指定された Db2 データ共用グル
ープ内になければならず、すべてのキュー・マネージャーは同じ Db2 データ共用グループを指
定しなければなりません。

Db2serv
これは、Db2 にアクセスするために使用するサーバー・タスクの数です。
範囲は 4 ～ 10 です。
デフォルトは 4 です。

Db2blob
これは、バイナリー・ラージ・オブジェクト (BLOB) にアクセスするために使用する Db2 タス
クの数です。
範囲は 4 ～ 10 です。
デフォルトは 4 です。

名前パラメーターの 1 つ (つまり、 Qsgname、 Dsgname、または Db2name ) を指定する場合は、
他の名前の値を入力する必要があります。そうしないと、 IBM MQ は失敗します。

RESAUDIT
接続処理中に実行される RESLEVEL セキュリティー検査のための RACF 監査レコードが作成されるか
どうか指定します。
以下のいずれかを指定します。
NO

RESLEVEL 監査は実行されません。
YES

RESLEVEL 監査は実行されます。
デフォルトは「はい」です。
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ROUTCDE
メッセージに割り当てられるデフォルトの z/OS メッセージ宛先コードを指定します。このメッセージ
は、MQSC コマンドへの直接的な応答として送られるものではありません。
以下のいずれかを指定します。
1. 1 ～ 16 の範囲の値 (1 と 16 を含む)。
2.値のリスト (値をコンマで区切り、括弧で囲む)。 それぞれの値は 1 ～ 16 までの範囲になければな
りません (1 と 16 を含む)。

デフォルトは 1 です。
z/OS 宛先コードについて詳しくは、「 z/OS MVS システム・メッセージ 」マニュアルのいずれかのボリ
ュームにある「 メッセージの説明 」の「 宛先コード 」を参照してください。

SERVICE
このフィールドは IBM の使用のために予約されています。

SMFACCT
キュー・マネージャーの開始時に IBM MQ がアカウンティング・データを SMF に自動的に送信するか
どうかを指定します。
以下のいずれかを指定します。
NO
アカウンティング・データの収集を自動的には開始しません。

YES
デフォルト・クラス 1 に対応するアカウンティング・データの収集を自動的に開始します。

整数
アカウンティング・データが 1 から 4 の範囲で自動的に収集されるクラスのリスト。
* クラス 1、2、および 3 の SMF アカウンティングを自動的に開始します。

デフォルトは NO です。
SMFSTAT
キュー・マネージャーが開始したとき、SMF 統計を自動的に収集するかどうかを指定します。
以下のいずれかを指定します。
NO
統計の収集を自動的には開始しません。

YES
デフォルト・クラス 1 に対応する統計の収集を自動的に開始します。

整数
統計が自動的に収集されるクラスのリスト (1 から 5 の範囲)。
クラス 2 または 3 の統計を収集するには、クラス 1 も指定する必要があります。
* クラス 1、2、および 3 の SMF 統計を自動的に開始します。

デフォルトは NO です。
SPLCAP
セキュリティー・ポリシー機能は、キューに対するメッセージの書き込みおよび読み取り時にメッセー
ジへの署名 (または暗号化) を行うかどうかを制御するポリシーを介在させることにより、メッセージ・
セキュリティーのレベルを高めます。
SPLCAP を以下のいずれかの値に設定することにより、このキュー・マネージャーのセキュリティー・
ポリシー処理が構成されます。
NO
キューのためのメッセージ・セキュリティー・ポリシーを実装する機能は、キュー・マネージャー
の初期化時に有効になりません。
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YES
キュー・マネージャーの初期化時にメッセージ・セキュリティー機能が有効になります。
キュー・マネージャーは、AMSPROD 属性が AMS、ADVANCED、または ADVANCEDVUE のいずれ
かに設定されていることを検査します。この場合、キュー・マネージャーは AMSのライセンス交
付を受けています。 それ以外の場合は、開始されません。
キュー・マネージャーは、必要な AMS 構成が設定されているかどうかも検査します。 そうでない
場合、キュー・マネージャーは始動しません。
キュー・マネージャーが両方とも AMSのライセンス交付を受けており、必要な構成が行われてい
る場合、キュー・マネージャーの初期化中にメッセージ・セキュリティー機能を有効にしてキュ
ー・マネージャーが開始され、AMSM アドレス・スペースが開始されます。

デフォルトは NO です。
STATIME

IBM MQ for z/OS 9.3.0 以降では、統計データの連続収集の時間間隔を分と秒で指定します。 ACCTIME
が設定されていないか、-1 に設定された場合は、アカウンティング・データの連続収集の時間間隔も
指定します。
0 から 1440 分までの範囲の数値を 'mmmm'の形式で指定するか、 0 から 1440 分までの範囲の数値と、
0 から 59 秒までの範囲の数値を 'mmmm.ss'の形式で指定します。 デフォルトは 30 分です。
注 :

• 秒のみの間隔を指定する場合は、間隔値に接頭部として 0 の値を付加する必要があります。 指定可能
な最小の間隔は 1 秒 ('0.01') です。

• IBM MQ for z/OS 9.3.0 以降、0 の値を指定した場合、統計データが SMF データ収集ブロードキャス
トで収集されます。 ACCTIME が指定されていないか、-1 の場合、SMF データ収集ブロードキャスト
時にアカウンティング・データも収集されます。 詳しくは、システム管理機能の使用を参照してくだ
さい。

• 値 -1 (デフォルト) を指定すると、アカウンティング・データは、STATIME 値で指定した間隔で収集
されます。

TRACSTR
グローバル・トレースを自動的に開始するかどうかを指定します。
以下のいずれかを指定します。
NO
グローバル・トレースを自動的には開始しません。

YES
デフォルト・クラス (クラス 1) に対応するグローバル・トレースを自動的に開始します。

整数
グローバル・トレースが自動的に開始されるクラスのリストです。範囲は 1 ～ 4 です。

*
すべてのクラスについて、グローバル・トレースを自動的に開始します。

マクロ内にキーワードを指定していない場合、デフォルトは NO です。
注 : 提供されているデフォルトのシステム・パラメーター・ロード・モジュール (CSQZPARM) では
TRACSTR=YES です (アセンブラー・モジュール CSQFSYSP で設定されています)。 トレースを自動的
に開始させたくない場合は、 ユーザー独自のシステム・パラメーター・モジュールを作成するか、 キ
ュー・マネージャーが開始したあとで STOP TRACE コマンドを実行します。
STOP TRACE コマンドについて詳しくは、STOP TRACEを参照してください。

TRACTBL
グローバル・トレース機能により IBM MQ トレース・レコードが保管されるトレース表のサイズを 4 KB
ブロック単位で指定します。
1 ～ 999 の範囲の値を指定してください。
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デフォルトは 99 です。 これは 396 KB に相当します。
注 : トレース表のストレージは ECSA に割り振られます。 したがって、この値の選択は慎重に行ってく
ださい。

WLMTIME
WLM 管理対象キューの索引を走査する時間間隔 (WLMTIMU の値によって、分単位または秒単位) を指
定します。
1 から 9999 の範囲内で値を指定します。
デフォルトは 30 です。

WLMTIMU
WLMTIME パラメーターで使用する時間単位。
次のうちの 1 つを指定します。
MINS

WLMTIME は分数を表します。
SECS

WLMTIME は秒数を表します。
デフォルトは MINS です。

関連資料
919 ページの『Using CSQ6LOGP』
Use this topic as a reference for how to specify logging options using CSQ6LOGP.
923 ページの『Using CSQ6ARVP』
Use this topic as a reference for how to specify your archiving environment using CSQ6ARVP

Using CSQ6LOGP
Use this topic as a reference for how to specify logging options using CSQ6LOGP.

Use CSQ6LOGP to establish your logging options.

The default parameters for CSQ6LOGP, and whether you can alter each parameter using the SET LOG
command, are shown in Default values of CSQ6LOGP parameters. If you need to change any of these
values, refer to the detailed descriptions of the parameters.

Table 61. Default values of CSQ6LOGP parameters

Parameter Description Default value SET
command

COMPLOG Controls whether log compression is enabled. NONE X

DEALLCT Length of time an archive tape unit remains unused
before it is deallocated.

zero X

INBUFF Size of input buffer storage for active and archive log
data sets.

60 KB -

MAXARCH Maximum number of archive log volumes that can be
recorded.

500 X

MAXCNOFF Maximum number of CSQJOFF7 offload tasks that can
be run in parallel.

31 -

MAXRTU Maximum number of dedicated tape units allocated to
read archive log tape volumes concurrently.

2 X

OFFLOAD Archiving on or off. YES (ON) -

OUTBUFF Size of output buffer storage for active and archive log
data sets.

4 000 KB -
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Table 61. Default values of CSQ6LOGP parameters (continued)

Parameter Description Default value SET
command

TWOACTV Single or dual active logging. YES (dual) -

TWOARCH Single or dual archive logging. YES (dual) -

TWOBSDS Single or dual BSDS. YES (dual
BSDS)

-

WRTHRSH Number of output buffers to be filled before they are
written to the active log data sets.

20 X

ZHYWRITE Specifies whether the zHyperWrite feature is enabled. NO X

ZHYLINK
Specifies whether the zHyperLink feature is enabled. NO X

COMPLOG
Specifies whether log compression is enabled.

Specify either:
NONE

Log compression is not enabled.
RLE

Log compression is enabled using run-length encoding.
ANY

The queue manager selects the compression algorithm that gives the greatest degree of log
record compression. This option results in RLE compression.

The default is NONE.

For more details about log compression, see Log compression.

DEALLCT
Specifies the length of time, in minutes, that an archive read tape unit is allowed to remain unused
before it is deallocated.

Specify one of the following:

• Time, in minutes, in the range zero through 1440
• NOLIMIT

Specifying 1440 or NOLIMIT means that the tape unit is never deallocated.

The default is zero.

When archive log data is being read from tape, it is recommended that you set this value high enough
to allow IBM MQ to optimize tape handling for multiple read applications.

INBUFF
Specifies the size, in kilobytes, of the input buffer for reading the active and archive logs during
recovery. Use a decimal number in the range 28 through 60. The value specified is rounded up to a
multiple of 4.

The default is 60 KB.

Suggested settings:

Test system 28 KB
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Production system 60 KB

Set this to the maximum for best log read performance.

MAXARCH
Specifies the maximum number of archive log volumes that can be recorded in the BSDS. When this
number is exceeded, recording begins again at the start of the BSDS.

Use a decimal number in the range 10 through 1000.

The default is 500.

Suggested settings:

Test system 500 (default)

Production system 1 000

Set this to the maximum so that the BSDS can record as many logs as
possible.

For information about the logs and BSDS, see Managing IBM MQ resources.

MAXCNOFF
Specifies the number of CSQJOFF7 offload tasks that can be run in parallel.

This allows a queue manager, or queue managers, to be tuned such that they will not use all the
available tape units.

Instead the queue manager waits until a CSQJOFF7 offload task has completed before trying to
allocate any new archive data sets.

If the queue manager is archiving to tape, set this parameter so that the number of concurrent tape
requests should not equal, or exceed, the number of tape units available, otherwise the system might
hang.

Note that if dual archiving is in use, then each offload task performs both archives, so the parameter
needs to be set accordingly. For example if the queue manager is dual archiving to tape, a value of
MAXCNOFF=2 would allow up to two active logs to be archived concurrently to four tapes.

If several queue managers are sharing the tape units, you should set the MAXCNOFF for each queue
manager accordingly.

The default value is 31.

Specify a value in the range 1 through 31.

MAXRTU
Specifies the maximum number of dedicated tape units that can be allocated to read archive log tape
volumes concurrently.

This parameter and the DEALLCT parameter allow IBM MQ to optimize archive log reading from tape
devices.

Specify a value in the range 1 through 99.

The default is 2.

It is recommended that you set the value to be at least one less than the number of tape units
available to IBM MQ. If you do otherwise, the offload process could be delayed, which could affect the
performance of your system. For maximum throughput during archive log processing, specify the
largest value possible for this option, remembering that you need at least one tape unit for offload
processing.

OFFLOAD
Specifies whether archiving is on or off.
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Specify either:
YES

Archiving is on
NO

Archiving is off

The default is YES.

Attention: Do not switch archiving off unless you are working in a test environment. If you do switch it
off, you cannot guarantee that data will be recovered in the event of a system or transaction failure.

OUTBUFF
Specifies the total size, in kilobytes, of the storage to be used by IBM MQ for output buffers for writing
the active and archive log data sets. Each output buffer is 4 KB.

The parameter must be in the range 128 through 4000. The value specified is rounded up to a
multiple of 4. Values between 40 and 128 will be accepted for compatibility reasons, and are treated
as a value of 128.

The default is 4000 KB.

Suggested settings:

Test system 400 KB

Production system 4 000 KB

Set this value to the maximum to avoid running out of log output buffers.

TWOACTV
Specifies single or dual active logging.

Specify either:
NO

Single active logs
YES

Dual active logs

The default is YES.

For more information about the use of single and dual logging, see Managing IBM MQ resources.

TWOARCH
Specifies the number of archive logs that IBM MQ produces when the active log is offloaded.

Specify either:
NO

Single archive logs
YES

Dual archive logs

The default is YES.

Suggested settings:

Test system NO

Production system YES (default)

For more information about the use of single and dual logging, see Managing IBM MQ resources.

TWOBSDS
Specifies the number of bootstrap data sets.

Specify either:
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NO
Single BSDS

YES
Dual BSDS

The default is YES.

For more information about the use of single and dual logging, see Managing IBM MQ resources.

WRTHRSH
Specifies the number of 4 KB output buffers to be filled before they are written to the active log data
sets.

The larger the number of buffers, the less often the write takes place, and this improves the
performance of IBM MQ. The buffers might be written before this number is reached if significant
events, such as a commit point, occur.

Specify the number of buffers in the range 1 through 256.

The default is 20.

ZHYWRITE
有効になっている zHyperWrite を使用してアクティブ・ログへの書き込みが行われるかどうかを指定し
ます。
詳しくは、 Using zHyperWrite with IBM MQ active logsを参照してください。
値は次のいずれかです。
NO

zHyperWrite は無効です。
YES

zHyperWrite は有効です。
ZHYLINK

Specifies whether writes to the active logs are made with zHyperLink being enabled.

For more information on enabling active logs with zHyperLink, see Using zHyperLink with IBM MQ.

The value can be:
NO

zHyperLink is not enabled.
YES

zHyperLink is enabled.

Note: Enabling ZHYLINK also enables ZHYWRITE

Related reference
“CSQ6SYSP の使用” on page 910
このトピックは、CSQ6SYSP を使用したシステム・パラメーターの設定方法のリファレンスとして使用し
てください。
“Using CSQ6ARVP” on page 923
Use this topic as a reference for how to specify your archiving environment using CSQ6ARVP

Using CSQ6ARVP
Use this topic as a reference for how to specify your archiving environment using CSQ6ARVP

Use CSQ6ARVP to establish your archiving environment.

The default parameters for CSQ6ARVP, and whether you can alter each parameter using the SET ARCHIVE
command, are shown in Table 62 on page 924. If you need to change any of these values, refer to the
detailed descriptions of the parameters. For more information about planning your storage, see Planning
your storage and performance requirements on z/OS .
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Table 62. Default values of CSQ6ARVP parameters

Parameter Description Default value SET command

ALCUNIT Units in which primary and secondary space
allocations are made.

BLK (blocks) X

ARCPFX1 Prefix for first archive log data set name. CSQARC1 X

ARCPFX2 Prefix for second archive log data set name. CSQARC2 X

ARCRETN The retention period of the archive log data set in
days.

9999 X

ARCWRTC List of route codes for messages to the operator
about archive log data sets.

1,3,4 X

ARCWTOR Whether to send message to operator and wait for
reply before trying to mount an archive log data set.

YES X

BLKSIZE Block size of archive log data set. 28 672 X

CATALOG Whether archive log data sets are cataloged in the
ICF.

NO X

COMPACT Whether archive log data sets should be
compacted.

NO X

PRIQTY Primary space allocation for DASD data sets. 25 715 X

PROTECT Whether archive log data sets are protected by ESM
profiles when the data sets are created.

NO X

QUIESCE Maximum time, in seconds, allowed for quiesce
when ARCHIVE LOG with MODE(QUIESCE)
specified.

5 X

SECQTY Secondary space allocation for DASD data sets. See
the ALCUNIT parameter for the units to be used.

540 X

TSTAMP Whether the archive data set name should include a
time stamp.

NO X

UNIT Device type or unit name on which the first copy of
archive log data sets is stored.

TAPE X

UNIT2 Device type or unit name on which the second copy
of archive log data sets is stored.

Blank X

ALCUNIT
Specifies the unit in which primary and secondary space allocations are made.

Specify one of:
CYL

Cylinders
TRK

Tracks
BLK

Blocks

You are recommended to use BLK because it is independent of the device type.

The default is BLK.
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If free space on the archive DASD volumes is likely to be fragmented, you are recommended to specify
a smaller primary extent and allow expansion into secondary extents. For more information about
space allocation for active logs, refer to Planning your log archive storage.

ARCPFX1
Specifies the prefix for the first archive log data set name.

See the TSTAMP parameter for a description of how the data sets are named and for restrictions on
the length of ARCPFX1.

This parameter cannot be left blank.

The default is CSQARC1.

You might need to authorize the userid associated with the IBM MQ queue manager address space to
create archive logs with this prefix.

ARCPFX2
Specifies the prefix for the second archive log data set name.

See the TSTAMP parameter for a description of how the data sets are named and for restrictions on
the length of ARCPFX2.

This parameter cannot be blank even if the TWOARCH parameter is specified as NO.

The default is CSQARC2.

You might need to authorize the userid associated with the IBM MQ queue manager address space to
create archive logs with this prefix.

ARCRETN
Specifies the retention period, in days, to be used when the archive log data set is created.

The parameter must be in the range zero through 9999.

The default is 9999.

Suggested settings:

Test system 3

In a test system, archive logs are probably not required over long periods.

Production system 9 999 (default)

Set this value high to effectively switch automatic archive log deletion off.

For more information about discarding archive log data sets, see Discarding archive log data sets.

ARCWRTC
Specifies the list of z/OS routing codes for messages about the archive log data sets to the operator.
This field is ignored if ARCWTOR is set to NO.

Specify up to 14 routing codes, each with a value in the range 1 through 16. You must specify at least
one code. Separate codes in the list by commas, not by blanks.

The default is the list of values: 1,3,4.

For more information about z/OS routing codes, see Routing codes in Message description in one of the
volumes of the z/OS MVS System Messages manuals.

ARCWTOR
Specifies whether a message is to be sent to the operator and a reply is received before attempting to
mount an archive log data set.

Other IBM MQ users might be forced to wait until the data set is mounted, but they are not affected
while IBM MQ is waiting for the reply to the message.

Specify either:
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YES
The device needs a long time to mount archive log data sets. For example, a tape drive.

NO
The device does not have long delays. For example, DASD.

The default is YES.

Suggested settings:

Test system NO

Production system YES (default)

This is dependent on operational procedures. If tape robots are used, NO
might be more appropriate.

BLKSIZE
Specifies the block size of the archive log data set. The block size you specify must be compatible with
the device type you specify in the UNIT parameter.

The parameter must be in the range 4 097 through 28 672. The value you specify is rounded up to a
multiple of 4 096.

The default is 28 672.

This parameter is overridden by the storage management subsystem (SMS) data class blocksize, if it is
provided.

If the archive log data set is written to DASD, you are recommended to choose the maximum block
size that allows two blocks for each track. For example, for a 3390 device, you should use a block size
of 24 576.

If the archive log data set is written to tape, specifying the largest possible block size improves the
speed of reading the archive log. You should use a block size of 28 672.

Suggested settings:

Test system Use the block size recommendation depending on the media used for
archive logs.

That is, for disk 24 576, and tape 28 672.

Production system Use the block size recommendation depending on the media used for
archive logs.

That is, for disk 24 576, and tape 28 672.

CATALOG
Specifies whether archive log data sets are cataloged in the primary integrated catalog facility (ICF)
catalog.

Specify either:
NO

Archive log data sets are not cataloged
YES

Archive log data sets are cataloged

The default is NO.

All archive log data sets allocated on DASD must be cataloged. If you archive to DASD with the
CATALOG parameter set to NO, message CSQJ072E is displayed each time an archive log data set is
allocated, and IBM MQ catalogs the data set.

Suggested settings:
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Test system YES

Production system YES, when archives are allocated on DASD

COMPACT
Specifies whether data written to archive logs is to be compacted. This option applies only to a 3480
or 3490 device that has the improved data recording capability (IDRC) feature. When this feature is
turned on, hardware in the tape control unit writes data at a much higher density than normal,
allowing for more data on each volume. Specify NO if you do not use a 3480 device with the IDRC
feature or a 3490 base model, except for the 3490E. Specify YES if you want the data to be
compacted.

Specify either:
NO

Do not compact the data sets
YES

Compact the data sets

The default is NO.

Specifying YES adversely affects performance. Also be aware that data compressed to tape can be
read only using a device that supports the IDRC feature. This can be a concern if you have to send
archive tapes to another site for remote recovery.

Suggested settings:

Test system Not applicable

Production system NO (default)

This applies to 3480 and 3490 IDR compression only. Setting this to YES
might degrade archive log read performance during recovery and restart;
however, it does not affect writing to tape.

PRIQTY
Specifies the primary space allocation for DASD data sets in ALCUNITs.

The value must be greater than zero.

The default is 25 715.

This value must be sufficient for a copy of either the log data set or its corresponding BSDS, whichever
is the larger. To determine the necessary value, follow this procedure:

1. Determine the number of active log records allocated ( c) as explained in “Create the bootstrap
and log data sets” on page 906.

2. Determine the number of 4096 byte blocks in each archive log block:

d = BLKSIZE / 4096

where BLKSIZE is the rounded up value.
3. If ALCUNIT=BLK:

PRIQTY = INT(c / d) + 1

where INT means round down to an integer.

If ALCUNIT=TRK:
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PRIQTY = INT(c / (d * INT(e/BLKSIZE))) + 1

where e is the number of bytes for each track (56664 for a 3390 device) and INT means round
down to an integer.

If ALCUNIT=CYL:

PRIQTY = INT(c / (d * INT(e/BLKSIZE) * f)) + 1

where f is the number of tracks for each cylinder (15 for a 3390 device) and INT means round
down to an integer.

For information about how large to make your log and archive data sets, see “Create the bootstrap
and log data sets” on page 906 and “Define your page sets” on page 907.

Suggested settings:

Test system 1 680

Sufficient to hold the entire active log, that is:

10  080 / 6 = 1  680 blocks

Production system Not applicable when archiving to tape.

If free space on the archive DASD volumes is likely to be fragmented, you are recommended to specify
a smaller primary extent and allow expansion into secondary extents. For more information about
space allocation for active logs, see Planning your log archive storage.

PROTECT
Specifies whether archive log data sets are to be protected by discrete ESM (external security
manager) profiles when the data sets are created.

Specify either:
NO

Profiles are not created.
YES

Discrete data set profiles are created when logs are offloaded. If you specify YES:

• ESM protection must be active for IBM MQ.
• The user ID associated with the IBM MQ queue manager address space must have authority to

create these profiles.
• The TAPEVOL class must be active if you are archiving to tape.

Otherwise, offloading fails.

The default is NO.

QUIESCE
Specifies the maximum time in seconds allowed for the quiesce when an ARCHIVE LOG command is
issued with MODE(QUIESCE) specified.

The parameter must be in the range 1 through 999.

The default is 5.
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SECQTY
Specifies the secondary space allocation for DASD data sets in ALCUNITs. The secondary extent can
be allocated up to 15 times; see the IBM z/OS Management Facility Programming Guide for more
information on ALCUNIT.

The parameter must be greater than zero.

The default is 540.

TSTAMP
Specifies whether the archive log data set name has a time stamp in it.

Specify either:
NO

Names do not include a time stamp. The archive log data sets are named:

arcpfxi.A nnnnnnn

Where arcpfxi is the data set name prefix specified by ARCPFX1 or ARCPFX2. arcpfxi can
have up to 35 characters.

YES
Names include a time stamp. The archive log data sets are named:

arcpfxi.cyyddd.T hhmmsst.A nnnnnnn

where c is 'D' for the years up to and including 1999 or 'E' for the year 2000 and later, and
arcpfxi is the data set name prefix specified by ARCPFX1 or ARCPFX2. arcpfxi can have up to
19 characters.

EXT
Names include a time stamp. The archive log data sets are named:

arcpfxi.D yyyyddd.T hhmmsst.A nnnnnnn

Where arcpfxi is the data set name prefix specified by ARCPFX1 or ARCPFX2. arcpfxi can
have up to 17 characters.

The default is NO.

UNIT
Specifies the device type or unit name of the device that is used to store the first copy of the archive
log data set.

Specify a device type or unit name of 1 through 8 alphanumeric characters. The first character must
be alphabetic.

This parameter cannot be blank.

The default is TAPE.

If you archive to DASD, you can specify a generic device type with a limited volume range, for
example, UNIT=3390.

If you archive to DASD, make sure that:

• The primary space allocation is large enough to contain all the data from the active log data sets.
• The archive log data set catalog option (CATALOG) is set to YES.
• You have used a proper value for BLKSIZE.

If you archive to TAPE, IBM MQ can extend to a maximum of 20 volumes.

Suggested settings:
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Test system DASD

Production system TAPE

For more information about choosing a location for archive logs, see Planning your log archive storage.

UNIT2
Specifies the device type or unit name of the device that is used to store the second copy of the
archive log data sets.

Specify a device type or unit name of 1 through 8 alphanumeric characters. The first character must
be alphabetic. If this parameter is blank, the value set for the UNIT parameter is used.

The default is blank.

Related reference
“CSQ6SYSP の使用” on page 910
このトピックは、CSQ6SYSP を使用したシステム・パラメーターの設定方法のリファレンスとして使用し
てください。
“Using CSQ6LOGP” on page 919
Use this topic as a reference for how to specify logging options using CSQ6LOGP.

Using CSQ6USGP
Use this topic as a reference for how to set your system parameters using CSQ6USGP

Use CSQ6USGP to control product usage recording.

The default parameters for CSQ6USGP are shown in Table 63 on page 930. If you need to change any of
these values, refer to the detailed descriptions of the parameters.

Attention: You cannot alter any of these parameters using the SET SYSTEM command.

Table 63. Default values of CSQ6USGP parameters

Parameter Description Default value

QMGRPROD Product against which queue manager usage is to be recorded Blank

AMSPROD Product against which Advanced Message Security (AMS)
usage is to be recorded

Blank

QMGRPROD
Specifies the product against which queue manager usage is to be recorded.

Specify one of:
MQ

Queue manager usage is recorded as a stand-alone IBM MQ for z/OS product, with product ID
5655‑MQ9.

VUE
Queue manager usage is recorded as a stand-alone IBM MQ for z/OS Value Unit Edition (VUE)
product, with product ID 5655‑VU9.

ADVANCEDVUE
Queue manager usage is recorded as part of an IBM MQ Advanced for z/OS Value Unit Edition
product, with product ID 5655‑AV1.

AMSPROD
If this parameter is not set the AMS address space will not start up and message CSQY024I will be
output.
Specifies the product against which Advanced Message Security usage is to be recorded, if used.

Specify one of:
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AMS
AMS usage is recorded as a stand-alone Advanced Message Security for z/OS product, with
product ID 5655‑AM9.

ADVANCED
AMS usage is recorded as part of an IBM MQ Advanced for z/OS product, with product ID
5655‑AV9.

ADVANCEDVUE
AMS usage is recorded as part of an IBM MQ Advanced for z/OS Value Unit Edition product, with
product ID 5655‑AV1.

See Reporting product information for more information on product usage recording.

Related reference
“CSQ6SYSP の使用” on page 910
このトピックは、CSQ6SYSP を使用したシステム・パラメーターの設定方法のリファレンスとして使用し
てください。
“Using CSQ6LOGP” on page 919
Use this topic as a reference for how to specify logging options using CSQ6LOGP.

Tailor the channel initiator parameters
Use ALTER QMGR to customize the channel initiator to suit your requirements.

• Repeat this task for each IBM MQ queue manager, as required.
• You must perform this task when migrating from a previous version.

A number of queue manager attributes control how distributed queuing operates. Set these attributes
using the MQSC command ALTER QMGR. The initialization data set sample
thlqual.SCSQPROC(CSQ4INYG) contains some settings that you can customize. For more information, see
ALTER QMGR.

The values of these parameters are displayed as a series of messages each time you start the channel
initiator.

The relationship between adapters, dispatchers, and maximum number of channels
The ALTER QMGR parameters CHIADAPS and CHIDISPS define the number of task control blocks (TCBs)
used by the channel initiator. CHIADAPS (adapter) TCBs are used to make IBM MQ API calls to the queue
manager. CHIDISPS (dispatcher) TCBs are used to make calls to the communications network.

The ALTER QMGR parameter MAXCHL influences the distribution of channels over the dispatcher TCBs.

CHIDISPS

If you have a small number of channels use the default value.

One task for each processor optimizes system performance. As dispatcher tasks are CPU intensive,
the principle is to keep as few tasks as busy as possible, so that the time taken to find and start
threads is minimized.

CHIDISPS(20) is suitable for systems with more than 100 channels. There is unlikely to be any
significant disadvantage in having CHIDISPS(20) where this is more dispatcher TCBs than necessary.

As a guideline, if you have more than 1000 channels, allow one dispatcher for every 50 current
channels. For example, specify CHIDISPS(40) to handle up to 2000 active channels.

If you are using TCP/IP, the maximum number of dispatchers used for TCP/IP channels is 100, even if
you specify a larger value in CHIDISPS.

CHIADAPS

Each IBM MQ API call to the queue manager is independent of any other and can be made on any
adapter TCB. Calls using persistent messages can take much longer than those for nonpersistent
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messages because of log I/O. Thus a channel initiator processing a large number of persistent
messages across many channels may need more than the default 8 adapter TCBs for optimum
performance. This is particularly so where achieved batchsize is small, because end of batch
processing also requires log I/O, and where thin client channels are used.

The suggested value for a production environment is CHIADAPS(30). Using more than this is unlikely
to give any significant extra benefit, and there is unlikely to be any significant disadvantage in having
CHIADAPS(30) if this is more adapter TCBs than necessary.

MAXCHL
Each channel is associated with a particular dispatcher TCB at channel start and remains associated
with that TCB until the channel stops. Many channels can share each TCB. MAXCHL is used to spread
channels across the available dispatcher TCBs. The first ( MIN( (MAXCHL / CHIDISPS ) , 10 ) )
channels to start are associated with the first dispatcher TCB, and so on, until all dispatcher TCBs are
in use.
The effect of this for small numbers of channels and a large MAXCHL is that channels are NOT evenly
distributed across dispatchers. For example, if you set CHIDISPS(10) and left MAXCHL at its default
value of 200 but had only 50 channels, five dispatchers would be associated with 10 channels each
and five would be unused. We suggest setting MAXCHL to the number of channels actually to be used
where this is a small fixed number.
If you change this queue manager property, you must also review the ACTCHL, LU62CHL, and TCPCHL
queue manager properties to ensure that the values are compatible. See Queue manager parameters
for a full description of these properties, and their relationship.

Setting up your z/OS UNIX System Services environment for channel initiators
The channel initiator (CHINIT) uses OMVS threads. Review the OMVS configuration parameters before
creating a new CHINIT, or modifying the number of dispatchers or SSLTASKS.

Each CHINIT uses 3 + CHIDISP + SSLTASKS OMVS threads. These contribute to the total number of OMVS
threads used in the LPAR, and towards the number of threads used by CHINIT started task user ID.

You can use the D OMVS,L and review the current usage, highwater usage, and system limit of
MAXPROCSYS (the maximum number of processes that the system allows).

If you are adding a new CHINIT or increasing the values of CHIDISPS or SSLTASKS then you must
calculate the increase in threads and review the impact on the MAXPROCSYS values. You can use the
SETOMVS command to dynamically change the MAXPROCSYS, or update the BPXPRCxx parmlib value or
both.

The OMVS parameter MAXPROCUSER is the number of OMVS threads a single OMVS user, that is with the
same UID, can have. The threads count towards this value. So if you have 2 CHINITS with the same
started task user ID, with 10 dispatchers and 3 SSLTASKS each then there are 2 *( 3 +10 + 3) = 32 threads
for the OMVS uid.

You can display the default MAXPROCUSER by issuing the D OMVS,O command and you can use the
SETOMVS command to dynamically change the MAXPROCUSER, or update the BPXPRCxx parmlib value or
both.

You can override this value on a per user basis with the RACF command ALTUSER userid
OMVS(PROCUSERMAX(nnnn)) or equivalent.

To start the channel initiator, issue the following command:

START CHINIT

To ensure that the channel initiator has started successfully, check that there is no ICH408I error in the
xxxxCHIN(ssidCHIN) job log.

Related concepts
“Set up Batch, TSO, and RRS adapters” on page 933
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Make the adapters available to applications by adding libraries to appropriate STEPLIB concatenations. To
cater for SNAP dumps issued by an adapter, allocate a CSQSNAP DDname. Consider using CSQBDEFV to
improve the portability of your application programs
Related reference
Channel initiator statistics data records

Set up Batch, TSO, and RRS adapters
Make the adapters available to applications by adding libraries to appropriate STEPLIB concatenations. To
cater for SNAP dumps issued by an adapter, allocate a CSQSNAP DDname. Consider using CSQBDEFV to
improve the portability of your application programs

• Repeat this task for each IBM MQ queue manager as required.
• You might need to perform this task when migrating from a previous version.

To make the adapters available to batch and other applications using batch connections, add the
following IBM MQ libraries to the STEPLIB concatenation for your batch application :

• thlqual.SCSQANL x
• thlqual.SCSQAUTH

where x is the language letter for your national language. (You do not need to do this if the libraries are in
the LPA or the link list.)

For TSO applications add the libraries to the STEPLIB concatenation in the TSO logon procedure or
activate them using the TSO command TSOLIB.

If the adapter detects an unexpected IBM MQ error, it issues an z/OS SNAP dump to DDname CSQSNAP,
and issues reason code MQRC_UNEXPECTED_ERROR to the application. If the CSQSNAP DD statement is
not in the application JCL or CSQSNAP is not allocated to a data set under TSO, no dump is taken. If this
happens, you could include the CSQSNAP DD statement in the application JCL or allocate CSQSNAP to a
data set under TSO and rerun the application. However, because some problems are intermittent, it is
recommended that you include a CSQSNAP statement in the application JCL or allocate CSQSNAP to a
data set in the TSO logon procedure to capture the reason for failure at the time it occurs.

The supplied program CSQBDEFV improves the portability of your application programs. In CSQBDEFV,
you can specify the name of a queue manager, or queue sharing group, to be connected to rather than
specifying it in the MQCONN or MQCONNX call in an application program. You can create a new version of
CSQBDEFV for each queue manager, or queue sharing group. To do this, follow these steps:

1. Copy the IBM MQ assembler program CSQBDEFV from thlqual.SCSQASMS to a user library.
2. The supplied program contains the default subsystem name CSQ1. You can retain this name for testing

and installation verification. For production subsystems, you can change the NAME=CSQ1 to your one-
to four-character subsystem name, or use CSQ1.

If you are using queue sharing groups, you can specify a queue sharing group name instead of CSQ1. If
you do this, the program issues a connect request to an active queue manager within that group.

3. Assemble and link-edit the program to produce the CSQBDEFV load module. For the assembly, include
the library thlqual.SCSQMACS in your SYSLIB concatenation; use the link-edit parameters
RENT,AMODE=31,RMODE=ANY. This is shown in the sample JCL in thlqual.SCSQPROC(CSQ4DEFV).
Then include the load library in the z/OS Batch or the TSO STEPLIB, ahead of thlqual.SCSQAUTH.

Related concepts
“Set up the operations and control panels” on page 934
To set up the operations and control panels you must first set up the libraries that contain the required
panels, EXECs, messages, and tables. To do this, you must take into account which national language
feature is to be used for the panels. When you have done this, you can optionally update the main ISPF
menu for IBM MQ operations and control panels and change the function key settings.
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Set up the operations and control panels
To set up the operations and control panels you must first set up the libraries that contain the required
panels, EXECs, messages, and tables. To do this, you must take into account which national language
feature is to be used for the panels. When you have done this, you can optionally update the main ISPF
menu for IBM MQ operations and control panels and change the function key settings.

• You need to perform this task once for each z/OS system where you want to run IBM MQ.
• You might need to perform this task when migrating from a previous version.

Setting up the libraries
Follow these steps to set up the IBM MQ operations and control panels:

1. Ensure that all the libraries contained in your concatenations are either in the same format (F, FB, V,
VB) and have the same block size, or are in order of decreasing block sizes. Otherwise, you might have
problems trying to use these panels.

2. Include the library thlqual.SCSQEXEC in your SYSEXEC or SYSPROC concatenation or activate it using
the TSO ALTLIB command. This library, which is allocated with a fixed-block 80 record format during
installation, contains the required EXECs.

It is preferable to put the library into your SYSEXEC concatenation. However, if you want to put it in
SYSPROC, the library must have a record length of 80 bytes.

3. Add thlqual.SCSQAUTH and thlqual.SCSQANLx to the TSO logon procedure STEPLIB or activate it
using the TSO TSOLIB command, if it is not in the link list or the LPA.

4. You can either add the IBM MQ panel libraries permanently to your ISPF library setup, or allow them to
be set up dynamically when the panels are used. For the former choice, you need to do the following:

a. Include the library containing the operations and control panel definitions in your ISPPLIB
concatenation. The name is thlqual.SCSQPNLx, where x is the language letter for your national
language.

b. Include the library containing the required tables in your ISPTLIB concatenation. The name is
thlqual.SCSQTBLx, where x is the language letter for your national language.

c. Include the library containing the required messages in your ISPMLIB concatenation. The name is
thlqual.SCSQMSGx, where x is the language letter for your national language.

d. Include the library containing the required load modules in your ISPLLIB concatenation. The name
of this library is thlqual.SCSQAUTH.

For the latter choice, use the z/OS LIBDEF command. See Examples for a link to various keywords you
can use.

5. Test that you can access the IBM MQ panels from the TSO Command Processor panel. This is usually
option 6 on the ISPF/PDF Primary Options Menu. The name of the EXEC that you run is CSQOREXX. 
There are no parameters to specify if you have put the IBM MQ libraries permanently in your ISPF
setup as in step 4. If you have not, use the following:

CSQOREXX thlqual langletter

where langletter is a letter identifying the national language to be used:

C
Simplified Chinese

E
U.S. English (mixed case)

F
French
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K
Japanese

U
U.S. English (uppercase)

Updating the ISPF menu
You can update the ISPF main menu to allow access to the IBM MQ operations and control panels from
ISPF. The required setting for &ZSEL is:

CMD(%CSQOREXX thlqual langletter)

For information about thlqual and langletter, see Step “5” on page 934.

For more details, see the z/OS: ISPF Dialog Developer's Guide and Reference.

Updating the function keys and command settings
You can use the normal ISPF procedures for changing the function keys and command settings used by
the panels. The application identifier is CSQO.

However, this is not recommended because the help information is not updated to reflect any changes
that you have made.

Related concepts
“Include the IBM MQ dump formatting member” on page 935
To be able to format IBM MQ dumps using the Interactive Problem Control System (IPCS), you must
update some system libraries.

Include the IBM MQ dump formatting member
To be able to format IBM MQ dumps using the Interactive Problem Control System (IPCS), you must
update some system libraries.

• You need to perform this task once for each z/OS system where you want to run IBM MQ.
• You need to perform this task when migrating from a previous version.

To be able to format IBM MQ dumps using the Interactive Problem Control System (IPCS), copy the data
set thlqual.SCSQPROC(CSQ7IPCS) to SYS1.PARMLIB. You should not need to edit this data set.

If you have customized the TSO procedure for IPCS, thlqual.SCSQPROC(CSQ7IPCS) can be copied into
any library in the IPCSPARM definition. See z/OS MVS IPCS User's Guide for more information.

You must also include the library thlqual.SCSQPNLA in your ISPPLIB concatenation.

To make the dump formatting programs available to your TSO session or IPCS job, you must also include
the library thlqual.SCSQAUTH in your STEPLIB concatenation or activate it using the TSO TSOLIB
command (even if it is already in the link list or LPA).

Related concepts
“Suppress information messages” on page 935
Your IBM MQ system might produce a large number of information messages. You can prevent selected
messages being sent to the console or to the hardcopy log.

Suppress information messages
Your IBM MQ system might produce a large number of information messages. You can prevent selected
messages being sent to the console or to the hardcopy log.

• You need to perform this task once for each z/OS system where you want to run IBM MQ.
• You do not need to perform this task when migrating from a previous version.
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If your IBM MQ system is heavily used, with many channels stopping and starting, a large number of
information messages are sent to the z/OS console and hardcopy log. The IBM MQ - IMS bridge and buffer
manager might also produce a large number of information messages.

If required, you can suppress some of these console messages by using the z/OS message processing
facility list, specified by the MPFLSTxx members of SYS1.PARMLIB. The messages you specify still appear
on the hardcopy log, but not on the console.

Sample thlqual.SCSQPROC(CSQ4MPFL) shows suggested settings for MPFLSTxx. See MPFLSTxx
(message processing facility list) for more information.

If you want to suppress selected information messages on the hardcopy log, you can use the z/OS
installation exit IEAVMXIT. You can set the following bit switches ON for the required messages:
CTXTRDTM

Delete the message.

The message is not displayed on consoles or logged in hardcopy.

CTXTESJL
Suppress from job log.

The message does not go into the JES job log.

CTXTNWTP
Do not carry out WTP processing.

The message is not sent to a TSO terminal or to the system message data set of a batch job.

Note:

1. For full details on the other parameters, see MVS Installation Exits.
2. You are not recommended to suppress messages other than those in the suggested suppression list,

CSQ4MPFL.

In addition you can specify the extra parameter:
EXCLMSG

Specifies a list of messages to be excluded from any log.

Messages in this list are not sent to the z/OS console and hardcopy log. See EXCLMSG in “CSQ6SYSP
の使用” on page 910 for further information.

Related tasks
“Testing a queue manager on z/OS” on page 951
When you have customized or migrated your queue manager, you can test it by running the installation
verification programs and some of the sample applications shipped with IBM MQ for z/OS.

Configuring the queue sharing group
If you want to use shared queues for high availability, use these topics as a step by step guide for
configuring the queue sharing group.

When you have completed the steps in this part of the process for setting up your IBM MQ for z/OS
system, you should “Tailor your system parameter module” on page 908 to add queue sharing group data.
You need to modify CSQ6SYSP to specify the QSGDATA parameter.

Set up the Db2 environment
If you are using queue sharing groups you must create the required Db2 objects by customizing and
running a number of sample jobs.

Set up the Db2 environment
You must create and bind the required Db2 objects by customizing and running a number of sample jobs.
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• Repeat this task for each Db2 data-sharing group.
• You need to perform the bind and grant steps when migrating from a previous version.
• Omit this task if you are not using queue sharing groups.

If you later want to use queue sharing groups, perform this task at that time.

IBM MQ provides two equivalent sets of jobs. Those with the CSQ45 prefix are for compatibility with
earlier versions of IBM MQ and for use with IBM MQ version 11 and earlier. If you are setting up a new
data-sharing group with Db2 V12 or later, you are encouraged to use the jobs with CSQ4X prefix, as these
jobs exploit more recent Db2 capabilities for dynamic sizing and Universal Table Spaces (UTS).

The following steps must be performed for each new Db2 data-sharing group. All the sample JCL is in
thlqual.SCSQPROC.

1. Customize and execute sample JCL CSQ4XCSG to create the storage group that is to be used for the
IBM MQ database, table spaces, and tables.

2. Customize and execute sample JCL CSQ4XCDB to create the database to be used by all queue
managers that are connecting to this Db2 data-sharing group.

3. Customize and execute sample JCL CSQ4XCTS to create the table spaces that contain the queue
manager and channel initiator tables used for queue sharing groups.

4. Customize and execute sample JCL CSQ4XCTB to create the 15 Db2 tables and associated indexes. Do
not change any of the row names or attributes.

5. Customize and execute sample JCL CSQ45BPL to bind the Db2 plans for the queue manager, utilities,
and channel initiator.

6. Customize and execute sample JCL CSQ45GEX to grant execute authority to the plans for the user IDs
that are used by the queue manager, utilities, and channel initiator. The user IDs for the queue
manager and channel initiator are the user IDs under which their started task procedures run. The user
IDs for the utilities are the user IDs under which the batch jobs can be submitted.

The names of the appropriate plans are shown in the following table.

User Plans ( ) Plans ( )

Queue manager CSQ5A 930,
CSQ5C 930,
CSQ5D 930,
CSQ5K 930,
CSQ5L 930,
CSQ5M 930,
CSQ5P 930,
CSQ5R 930,
CSQ5S 930,
CSQ5T 930,
CSQ5U 930,
CSQ5W 930

CSQ5A 9X0,
CSQ5C 9X0,
CSQ5D 9X0,
CSQ5K 9X0,
CSQ5L 9X0,
CSQ5M 9X0,
CSQ5P 9X0,
CSQ5R 9X0,
CSQ5S 9X0,
CSQ5T 9X0,
CSQ5U 9X0,
CSQ5W 9X0

SDEFS function of the CSQUTIL
batch utility

CSQ52 930 CSQ52 9X0

CSQ5PQSG and CSQJUCNV batch
utilities

CSQ5B 930 CSQ5B 9X0

CSQUZAP service utility CSQ5Z 930 CSQ5Z 9X0

In the event of a failure during Db2 setup, the following jobs can be customized and executed:

• CSQ45DTB to drop the tables and indexes.
• CSQ4XDTS to drop the table spaces.
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• CSQ4XDDB to drop the database.
• CSQ4XDSG to drop the storage group.

Note: If these jobs fail because of a Db2 locking problem it is probably due to contention for a Db2
resource, especially if the system is being heavily used. Resubmit the jobs later. It is preferable to run
these jobs when the system is lightly used or quiesced.

See Db2 Administration in Db2 for z/OS 12.0.0 for more information about setting up Db2.

See z/OS での計画 for information about Db2 table sizes.

Related concepts
“Set up the coupling facility” on page 938
If you are using queue sharing groups, define the coupling facility structures used by the queue managers
in the queue sharing group (QSG) in the coupling facility Resource Management (CFRM) policy data set,
using IXCMIAPU.

Set up the coupling facility
If you are using queue sharing groups, define the coupling facility structures used by the queue managers
in the queue sharing group (QSG) in the coupling facility Resource Management (CFRM) policy data set,
using IXCMIAPU.

See Administrative data utility for more information on IXCMIAPU.

• Repeat this task for each queue sharing group.
• You might need to perform this task when migrating from a previous version.
• Omit this task if you are not using queue sharing groups.

If you later want to use queue sharing groups, perform this task at that time.

All the structures for the queue sharing group start with the name of the queue sharing group. Define the
following structures:

• An administrative structure called qsg-name CSQ_ADMIN. This structure is used by IBM MQ itself and
does not contain any user data.

• A system application structure called qsg-name CSQSYSAPPL. This structure is used by IBM MQ system
queues to store state information.

• One or more structures used to hold messages for shared queues. These can have any name you
choose up to 16 characters long.

– The first four characters must be the queue sharing group name. (If the queue sharing group name is
less than four characters long, it must be padded to four characters with @ symbols.)

– The fifth character must be alphabetic and subsequent characters can be alphabetic or numeric. This
part of the name (without the queue sharing group name) is what you specify for the CFSTRUCT name
when you define a shared queue, or a CF structure object.

You can use only alphabetic and numeric characters in the names of structures used to hold messages
for shared queues, you cannot use any other characters (for example, the _ character, which is used in
the name of the administrative structure).

Sample control statements for IXCMIAPU are in data set thlqual.SCSQPROC(CSQ4CFRM). Customize
these and add them to your IXCMIAPU job for the coupling facility and run it.

When you have defined your structures successfully, activate the CFRM policy that is being used. To do
this, issue the following z/OS command:

SETXCF START,POLICY,TYPE=CFRM,POLNAME= policy-name

For information about planning CF structures and their sizes, see Defining coupling facility resources.
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Related concepts
“Implement your ESM security controls” on page 900
Implement security controls for queue managers and the channel initiator.

Set up the SMDS environment
If you want to use SMDS to offload messages on shared queues, set up the SMDS offload storage
environment.

• Perform this task for each queue manager and structure in the queue sharing group that you want to
configure to offload data to SMDS.

• If you want to configure additional structures to offload data to SMDS later, this task can be performed
again at that time.

• Omit this task if you are not using queue sharing groups.

If you later want to use queue sharing groups, perform this task at that time.

Set up the SMDS environment
1. Estimate structure and data set space requirements. See Shared message data set capacity

considerations.
2. Allocate and preformat data sets. See Creating a shared message data set.
3. When you define the CF structure to IBM MQ, ensure that you define the CFSTRUCT with CFLEVEL(5)

and OFFLOAD(SMDS).

Related concepts
“Set up the coupling facility” on page 938
If you are using queue sharing groups, define the coupling facility structures used by the queue managers
in the queue sharing group (QSG) in the coupling facility Resource Management (CFRM) policy data set,
using IXCMIAPU.

Add the IBM MQ entries to the Db2 tables
If you are using queue sharing groups, run the CSQ5PQSG utility to add queue sharing group and queue
manager entries to the IBM MQ tables in the Db2 data-sharing group.

• Repeat this task for each IBM MQ queue sharing group and each queue manager.
• You might need to perform this task when migrating from a previous version.
• Omit this task if you are not using queue sharing groups.

If you later want to use queue sharing groups, perform this task at that time.

Run CSQ5PQSG for each queue sharing group and each queue manager that is to be a member of a queue
sharing group.

Perform the following actions in the specified order:

1. Add a queue sharing group entry into the IBM MQ Db2 tables using the ADD QSG function of the
CSQ5PQSG program. A sample is provided in thlqual.SCSQPROC(CSQ45AQS).

Perform this function once for each queue sharing group that is defined in the Db2 data-sharing group.
The queue sharing group entry must exist before adding any queue manager entries that reference the
queue sharing group.

2. Add a queue manager entry into the IBM MQ Db2 tables using the ADD QMGR function of the
CSQ5PQSG program. A sample is provided in thlqual.SCSQPROC(CSQ45AQM).

Perform this function for each queue manager that is to be a member of the queue sharing group.

Note:

a. A queue manager can only be a member of one queue sharing group.
b. You must have RRS running to be able to use queue sharing groups.
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Related concepts
“Tailor your system parameter module” on page 908
The IBM MQ system parameter module controls the logging, archiving, tracing, and connection
environments that IBM MQ uses in its operation. A default module is supplied. You should create your
own system parameter module as some parameters, for example data set names, are usually site
specific.

Implement ESM security controls for the queue sharing group
Implement security controls for all queue managers in a queue sharing group, to access Db2 and the
coupling facility list structures.

• Repeat this task for each IBM MQ queue manager in a queue sharing group.
• You might need to perform this task when migrating from a previous version.

Ensure that the user IDs associated with the queue manager, channel initiator, and the utilities have
authority to establish an RRSAF connection to each Db2 subsystem with which you want to establish a
connection. The user IDs for the queue manager and channel initiator are the user IDs under which their
started task procedures run.

The user IDs for the utilities are the user IDs under which the batch jobs can be submitted. The RACF
profile to which the user ID requires READ access is Db2ssid.RRSAF in the DSNR resource class

The user IDs associated with each queue manager in a queue sharing group need to be granted the
appropriate level of access to the coupling facility list structures. The RACF class is FACILITY.

The following user IDs require ALTER access:

• The queue manager ID to the IXLSTR.structure-name profile
• The user ID running CSQ5PQSG

Related concepts
“Implement your ESM security controls” on page 900
Implement security controls for queue managers and the channel initiator.

Configuring Advanced Message Security for z/OS
Use these topics as a step by step guide for configuring Advanced Message Security (AMS).

Before you begin
Before you start to configure AMS, ensure that the following queue manager configuration steps have
been performed:

1. Add the CSQ0DRTM module to the LPA, as described in “z/OS リンク・リストおよび LPA を更新する”
on page 889.

2. Add an entry for CSQ0DSRV to the z/OS program properties table (PPT), as described in “Update the
z/OS program properties table” on page 893.

3. Include the CSQ4INSM member in the CSQINP2 concatenation of queue manager started task
procedure, as described in “Customize the initialization input data sets” on page 901.

4. Enable AMS using the AMSPROD attribute. See product usage recording with IBM MQ for z/OS
products for more details.

What to do next
Configure policies for queues protected by AMS. Security policies are described in Administering
Advanced Message Security security policies.

There are examples of AMS configurations in Example configurations on z/OS.
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Create procedures for Advanced Message Security
Each IBM MQ subsystem that is to be configured to use Advanced Message Security (AMS) requires a
cataloged procedure to start the AMS address space. You can create your own or use the IBM-supplied
procedure library.

Procedure
1. Copy the sample started task procedure thlqual.SCSQPROC(CSQ4AMSM) to your SYS1.PROCLIB or, if

you are not using SYS1.PROCLIB, your procedure library. Name the procedure xxxxAMSM, where xxxx
is the name of your IBM MQ subsystem. For example, CSQ1AMSM would be the AMS started task
procedure for queue manager CSQ1.

2. Make a copy for each IBM MQ subsystem that you are going to use.
3. Tailor the procedures to your requirements using the instructions in the sample procedure

CSQ4AMSM. You can also use symbolic parameters in the JCL to allow the procedure to be modified
when it is started.

4. Review and optionally change the parameters passed to the AMS task using the Language
Environment® _CEE_ENVFILE file. The sample thlqual.SCSQPROC(CSQ40ENV) lists the supported
parameters.

5. Repeat steps 1 to 4 for each IBM MQ queue manager.

What to do next
“Set up the Advanced Message Security started task user ID” on page 941

Set up the Advanced Message Security started task user ID
The Advanced Message Security (AMS) task requires a user ID that allows it to be known as a z/OS UNIX
System Services (z/OS UNIX) process.

About this task
In addition, the users that the task works on behalf of must also have an appropriate definition of a UNIX
UID (user ID) and GID (group ID) so these users are known as z/OS UNIX System Services users. For more
information on defining z/OS UNIX System Services UIDs and GIDs, see z/OS: Security Server RACF
Security Administrator's Guide.

Review z/OS UNIX System Services Planning to ensure that you understand the security differences
between traditional UNIX security and z/OS UNIX security. This allows you to administer the Advanced
Message Security task according to your installation's security policy for deploying and running privileged
z/OS UNIX System Services processes.

The primary difference between traditional UNIX security and z/OS security is that the Kernel services
support two levels of appropriate privileges: UNIX level and z/OS UNIX level.

Depending on your installation's security policy, the Advanced Message Security task can either run with
superuser authority (uid(0)), or with its RACF identity permitted to the RACF FACILITY class BPX.DAEMON
and BPX.SERVER profiles, as this task must be able to assume the RACF identity of its users.

If the latter method is used, or you have already activated the BPX.DAEMON or BPX.SERVER profiles, the
Advanced Message Security task program (thlqual.SCSQAUTH(CSQ0DSRV)) must be located in RACF
program-controlled libraries.

Note: Choose the user ID for this task carefully because the Advanced Message Security recipient
certificates are loaded into a key ring associated with this user ID. This consideration is discussed in Using
certificates on z/OS .

The steps shown here describe how to set up the Advanced Message Security started task user. The steps
use RACF commands as examples. If you are using a different security manager, you should use
equivalent commands.

IBM MQの構成  941

https://www.ibm.com/docs/en/zos/3.1.0?topic=racf-zos-security-server-security-administrators-guide
https://www.ibm.com/docs/en/zos/3.1.0?topic=racf-zos-security-server-security-administrators-guide
https://www.ibm.com/docs/en/zos/3.1.0?topic=services-zos-unix-system-planning


Note: The examples in this section assume that you have activated generic profile command processing
for the RACF STARTED, FACILITY, and SURROGAT classes and generic profile checking. For more
information on how RACF handles generic profiles, see z/OS: Security Server RACF Command Language
Reference.

Procedure
1. Define the Advanced Message Security started task user to RACF. The examples in this section use the

user ID WMQAMSM.

ADDUSER WMQAMSM NAME('AMS user') OMVS (UID(0)) DFLTGRP(group)

Select a default 'group' as appropriate to your installation standards.

Note: If you do not want to grant z/OS UNIX superuser authority (UID(0)), then you must permit the
Advanced Message Security user ID to the BPX.DAEMON and BPX.SERVER facility class profiles:

PERMIT BPX.DAEMON CLASS(FACILITY) ID(WMQAMSM) ACCESS(READ)

and the Advanced Message Security task program (thlqual.SCSQAUTH(CSQ0DSRV)) must be located in
a RACF program-controlled library.

To make your SCSQAUTH library program controlled, you can use the following command:

RALTER PROGRAM * ADDMEM('thlqual.SCSQAUTH'//NOPADCHK) -or-
RALTER PROGRAM ** ADDMEM('thlqual.SCSQAUTH'//NOPADCHK)
SETROPTS WHEN(PROGRAM) REFRESH

You must also enable program control for the national language library (thlqual.SCSQANLx) that is
used by the Advanced Message Security task.

2. Determine if the RACF STARTED class is active. If it is not, activate the RACF STARTED class:

SETROPTS CLASSACT(STARTED)

3. Define a started class profile for the Advanced Message Security tasks, specifying the user ID you
selected or created in step 1:

RDEFINE STARTED qmgrAMSM.* STDATA(USER(WMQAMSM))

where qmgr is the prefix of the started task name. For example, the started task may be named
CSQ1AMSM. In this case, you would substitute qmgrAMSM.* with CSQ1AMSM.*.

The AMS started tasks must be named qmgrAMSM.
4. Use the SETROPTS RACF command to refresh the in-storage RACLISTed STARTED class profiles:

SETROPTS RACLIST(STARTED) REFRESH

5. The Advanced Message Security task temporarily assumes the identity of the host user ID of the
requestor during protection processing of IBM MQ messages. Therefore, it is necessary to define
profiles in the SURROGAT class for each user ID that can make requests.

If the RACF SURROGAT class is active, defining a single generic profile allows the Advanced Message
Security task to assume the identity of any user. The check is ignored if the SURROGAT class is not
active. The SURROGAT profiles needed are described in z/OS UNIX System Services Planning.

To define profiles in the SURROGAT class:

a) Activate the RACF SURROGAT class using the RACF SETROPTS command:
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SETROPTS CLASSACT(SURROGAT)

b) Activate generic profile processing for the RACF SURROGAT class:

SETROPTS GENERIC(SURROGAT)

c) Activate generic profile command processing for the RACF SURROGAT class:

SETROPTS GENCMD(SURROGAT)

d) Define a generic profile in the SURROGAT class:

RDEFINE SURROGAT BPX.SRV.* UACC(NONE)

e) Permit the Advanced Message Security user ID to the generic SURROGAT class profile:

PERMIT BPX.SRV.* CLASS(SURROGAT) ID(WMQAMSM) ACCESS(READ)

Note: You can define more specific profiles if you want to restrict specific users to be processed by
the Advanced Message Security task, as described in z/OS UNIX System Services Planning.

For example, a profile called BPX.SRV.MQUSER1 controls whether the AMS task can assume the
identity of the user ID MQUSER1.

f) Permit the Advanced Message Security user ID to the BPX.SERVER facility (if not already done in
Creating the certificates and key rings ):

PERMIT BPX.SERVER CLASS(FACILITY) ID(WMQAMSM) ACCESS(READ)

g) Use the SETROPTS RACF command to refresh the in-storage RACLISTed started class profiles:

SETROPTS RACLIST(SURROGAT) REFRESH
SETROPTS RACLIST(FACILITY) REFRESH

6. The Advanced Message Security task uses the facilities provided by z/OS System SSL services to open
SAF-managed key rings. The underlying System Authorization Facility (SAF) that accesses the contents
of the key rings is controlled by RACF, or an equivalent security manager. 

This service is the IRRSDL00 (R_datalib) callable service. This callable service is protected with the
same profiles used to protect the RACF RACDCERT commands that are defined to the RACF FACILITY
class. Thus, the Advanced Message Security user ID must be permitted to the profiles using these
commands:

a) If you have not already done so, define a RACF generic profile to the RACF FACILITY class that
protects the RACDCERT command and the IRRSDL00 callable service:

RDEFINE FACILITY IRR.DIGTCERT.* UACC(NONE)
SETROPTS RACLIST(FACILITY) REFRESH

b) Grant authority to the started task user ID to the RACF generic profile:

PERMIT IRR.DIGTCERT.* CLASS(FACILITY) ID(WMQAMSM) ACC(READ)

Alternatively, you can grant READ access to the data service task user's keyring in the RDATALIB
class as follows:

PERMIT WMQASMD.DRQ.AMS.KEYRING.LST CLASS(RDATALIB) ID(WMQAMSM) ACC(READ)
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7. Configure resource security:
a) The Advanced Message Security started task user requires authority to connect to the queue

manager as a batch application.

If your queue manager has connection security enabled, grant the AMS task authority to connect to
the queue manager with this command:

PERMIT hlq.BATCH CLASS(MQCONN) ID(WMQAMSM) ACC(READ)

where hlq can be either the queue manager name queue sharing group name.

For further information, see Connection security profiles for batch connections.
b) The Advanced Message Security started task user requires authority to browse the

SYSTEM.PROTECTION.POLICY.QUEUE.

If queue security is active on the queue manager, grant the AMS user authority to access the queue
with these commands:

RDEFINE MQQUEUE hlq.SYSTEM.PROTECTION.POLICY.QUEUE UACC(NONE)
PERMIT hlq.SYSTEM.PROTECTION.POLICY.QUEUE CLASS(MQQUEUE) ID(WMQAMSM) ACCESS(READ)

where hlq can be either the queue manager name queue sharing group name.

If the queue manager is using mixed case profiles, define the profile in the MXQUEUE class instead.

To manage AMS security policies using the CSQ0UTIL utility, administrators need access to put
messages to the SYSTEM.PROTECTION.POLICY.QUEUE. This is performed by granting UPDATE
access to the profile protecting the queue.

For further information, see Profiles for queue security.

What to do next
“Grant RACDCERT permissions to the security administrator for Advanced Message Security” on page
944

Grant RACDCERT permissions to the security administrator for Advanced
Message Security
Your Advanced Message Security security administrator requires authority to use the RACDCERT
command to create and manage digital certificates.

Procedure
• Identify the appropriate user ID for this role and grant permission to use the RACDCERT command. For

example:

PERMIT IRR.DIGTCERT.* CLASS(FACILITY) ID(admin) ACCESS(CONTROL)
SETROPTS RACLIST(FACILITY) REFRESH

where admin is the user ID of your Advanced Message Security security administrator.

What to do next
“Grant users resource permissions for Advanced Message Security” on page 944

Grant users resource permissions for Advanced Message Security
Advanced Message Security users require relevant resource permissions.
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About this task
Advanced Message Security users, that is users that are putting or getting Advanced Message Security
protected messages, require:

• An OMVS segment associated with their user id
• Permissions for IRR.DIGTCERT.LISTRING or RDATALIB
• Permissions for ICSF class CSFSERV and CSFKEYS profiles
• Permission to put to the SYSTEM.PROTECTION.ERROR.QUEUE

The Advanced Message Security task temporarily assumes the identity of its clients; that is, the task acts
as a surrogate of the z/OS user ID of users of Advanced Message Security during the processing of IBM
MQ messages to queues that are protected by Advanced Message Security.

In order for the task to assume the z/OS identity of a user, the client z/OS user ID must have a defined
OMVS segment associated with its user profile.

As an administration aid, RACF provides the ability to define a default OMVS segment that may be
associated with RACF user and group profiles. This default is used if the z/OS user ID or group profile does
not have an OMVS segment explicitly defined. If you plan to have a large number of users using Advanced
Message Security, you might choose to use this default rather than explicitly defining the OMVS segment
for each user.

The z/OS: Security Server RACF Security Administrator's Guide contains the detailed procedure for defining
default OMVS segments. Review the procedure as outlined in this publication to determine if the definition
of default OMVS segments in RACF User and Group profiles is appropriate to your installation.

Procedure
1. Grant READ permission to the IRR.DIGTCERT.LISTRING profile in the FACILITY class:

• To grant READ permission to the IRR.DIGTCERT.LISTRING profile in the FACILITY class to all users,
issue this command:

RDEFINE FACILITY IRR.DIGTCERT.LISTRING UACC(READ)

• To grant READ permission to the IRR.DIGTCERT.LISTRING profile in the FACILITY class on a per
user basis, issue this command:

PERMIT IRR.DIGTCERT.LISTRING CLASS(FACILITY) ID(userid) ACCESS(READ)

where userid is the name of the Advanced Message Security user.
• Alternatively, use the RDATALIB class to grant access to specific key rings. The RDATALIB

permissions take precedence over IRR.DIGTCERT.LISTRING permissions. For example:

PERMIT user.DRQ.AMS.KEYRING.LST CLASS(RDATALIB) ID(user) ACC(READ)

2. If you are using ICSF-managed certificates and private keys, Advanced Message Security users require
access to certain class CSFSERV and CSFKEYS profiles. This access is detailed in the following table:

Table 64. Required user access to class CSFSERV and CSFKEYS profiles

Class Profile Permission

CSFSERV CSFDSG READ

CSFSERV CSFPKE READ

CSFSERV CSFPKD READ

CSFSERV CSFDSV READ
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Table 64. Required user access to class CSFSERV and CSFKEYS profiles (continued)

Class Profile Permission

CSFKEYS ICSF PKDS Label READ

3. Applications that perform operations on queues with AMS policies defined need access to put
messages to SYSTEM.PROTECTION.ERROR.QUEUE. Grant put access to the queue with these
commands:

RDEFINE MQQUEUE hlq.SYSTEM.PROTECTION.ERROR.QUEUE UACC(NONE)
PERMIT hlq.SYSTEM.PROTECTION.ERROR.QUEUE CLASS(MQQUEUE) ID(userId) ACCESS(UPDATE)

where hlq can be either the queue manager name queue sharing group name, and userID is the
application user ID.

What to do next
“Create key rings for Advanced Message Security” on page 946

Create key rings for Advanced Message Security
Certificates used by Advanced Message Security (AMS) for signing and encryption are stored in z/OS SAF
key rings. You need to create these key rings and certificates before you can use AMS.

About this task
Advanced Message Security accesses certificates in the following key rings:

• A single key ring owned by the AMS address space user.
• Key rings owned by the individual users that send or receive messages on queues with AMS policies
defined.

These key rings must all be named drq.ams.keyring.

There is more information on key rings and certificates used by AMS, and an example scenario, in Using
certificates on z/OS.

Follow these steps to create the key rings required by AMS, and connect certificates to the key rings. You
must create the key ring owned by the AMS address space user before starting AMS. You can create the
keys rings owned by the users that send or receive messages at any time.

Procedure
1. Issue the following command to create a key ring owned by the AMS address space user:

RACDCERT ID(amsUser) ADDRING(drq.ams.keyring)

where amsUser is the user ID of the AMS address space.
2. Create a key ring for each user that sends or receives messages protected by AMS by issuing the

command in step 1 for each user ID.
3. Connect the certificate authority (CA) certificate for the issuer of the user certificates to the key ring

owned by the AMS address space user ID. Issue the following command:

RACDCERT ID(amsUser) CONNECT(CERTAUTH LABEL('caLabel') RING(drq.ams.keyring))

where amsUser is the user ID of the AMS address space, and caLabel is the label of the CA certificate.

If you are using RACF as your CA, and need to create a certificate authority certificate, follow the
example in Defining a local Certificate Authority certificate.
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4. If you are using privacy or confidentiality security policies to encrypt messages on queues protected
by AMS, connect the certificates of message recipients to the key ring owned by the AMS address
space user ID. Issue the following command:

RACDCERT ID(amsUser) CONNECT(ID(userId) LABEL('certLabel')
RING(drq.ams.keyring) USAGE(SITE))

where amsUser is the user ID of the AMS address space, userId is the message recipient, and certLabel
is the label of the user's certificate.

The USAGE(SITE) attribute prevents the private key from being accessible in the key ring.

If you are creating your own certificates with RACF, follow the example in Creating a digital certificate
with a private key to create the certificate.

5. Connect the certificates of each user that sends or receives messages protected by AMS to a key ring
owned by the user. The certificate must be connected as the default certificate in the key ring. Issue
the following command:

RACDCERT ID(userId) CONNECT(ID(userId) LABEL('certLabel')
RING(drq.ams.keyring) DEFAULT USAGE(PERSONAL))

where userId is the user that is sending or receiving messages, and certLabel is the label of the user's
certificate.

Notes:

a. Steps “2” on page 946 and “5” on page 947 are not required if the application opens a queue only
for output, and sends messages to queues protected by an AMS confidentiality policy.

b. Steps “2” on page 946 and “5” on page 947 are not required if the application opens a queue only
for input/browse, and receives messages from queues protected by an AMS integrity policy.

What to do next
“Enable Advanced Message Security” on page 947

Enable Advanced Message Security
Security policy capability for a queue manager is controlled by the SPLCAP parameter in the system
parameter module.

About this task
Follow these steps to enable Advanced Message Security (AMS) for a single queue manager.

This task requires you to make a change to the system parameter module. See “Tailor your system
parameter module” on page 908 for more information on creating and customizing the system parameter
module.

Procedure
1. Set SPLCAP to YES in CSQ6SYSP. See “CSQ6SYSP の使用” on page 910 for more information on the

CSQ6SYSP macro.
2. Set the AMSPROD to either AMS, ADVANCED, or ADVANCEDVUE depending on your licence entitlement.

See using CSQ6USGP for more information on the CSQ6USGP macro.
3. Recompile the system parameter module.
4. Restart the queue manager with the updated system parameter module. The AMS address space is

started automatically when the queue manager starts.

Configuring the mqweb server
Use these topics as a step by step guide for configuring the mqweb server.
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Related tasks
“IBM MQ Consoleおよび REST APIの構成” on page 835
IBM MQ Console と REST API をホストする mqweb サーバーには、デフォルトの構成が準備されています。
どちらのコンポーネントを使用する場合も、ユーザーにログインを許可するために、セキュリティーを構
成するなどの複数の構成タスクを実行する必要があります。 このトピックでは、使用可能なすべての構成
オプションについて説明します。

mqweb サーバーの作成
IBM MQ for z/OS UNIX System Services Web Componentsをインストールして IBM MQ Console、または
REST API を使用する場合は、mqweb サーバーを作成してカスタマイズする必要があります。

始める前に
crtmqweb スクリプトを実行して mqweb サーバーを作成する前に、システム上の 64 ビット・バージョン
の Java を参照するように JAVA_HOME 環境変数を設定します。
IBM MQ Console および administrative REST API には、 SYSTEM.REST.REPLY.QUEUE キュー。 901 ページ
の『Customize the initialization input data sets』の CSQ4INSG サンプルを使用して、このキューを作成し
ます。

重要 : mqweb サーバーの始動時に、以下の出力に示すようなエラー・メッセージ CWWKG0014Eが
表示された場合:

     Launching mqweb (MQM MVS/ESA V9 R2.0/wlp...) (en_US)
              ÝAUDIT   ¨ CWWKE0001I: The server mqweb has been 
launched.                     
              ÝWARNING ¨ CWWKF0009W: The server has not been configured to install any 
features.
              ÝAUDIT   ¨ CWWKF0011I: The mqweb server is ready to run a smarter planet. 
The mqweb server started in 6.348 seconds.
              ÝERROR   ¨ CWWKG0014E: The configuration parser detected an XML syntax 
error while parsing the root of the configuration and the referenced configuration 
documents. 
                              Error: An invalid XML character (Unicode: 0x4c) was found 
in the prolog of the document. 
                               File: file:<your filepath>/servers/mqweb/server.xml Line: 
1 Column: 1

AUTOCVT の z/OS 設定 (ファイルをあるコード・セットから別のコード・セットに自動的に変換す
る) を確認し、以下のいずれかを実行して、必要に応じて値を調整する必要があります。
USS 端末の場合:
コマンド echo $_BPXK_AUTOCVT を発行して、この環境変数の値を表示します。 環境変数が定
義されていない場合、値は表示されません。
環境変数を設定するには、 _BPXK 環境変数を参照してください。

システム全体:
「 z/OS UNIX System Services (OMVS) の状況の表示 」の例 6 は、BPXPRMxx 内のシステム全体
の AUTOCVT ステートメントの値を表示する方法を示しています。
環境変数をシステム全体に設定するには、BPXPRMxx で AUTOCVT ステートメントを使用しま
す。

環境変数 _BPXX_AUTOCVT が USS 端末で設定されている場合、BPXPRMxx 内のステートメント
AUTOCVT のシステム全体の設定をオーバーライドします。

このタスクについて
• このタスクは、 IBM MQ Console または REST APIを実行する z/OS システムごとに 1 回実行します。
• administrative REST APIを使用するには、実行中の IBM MQ のバージョンごとに mqweb サーバーが必
要です。 例えば、 IBM MQ 9.4.0、 9.3.5 、および 9.3.0を実行している場合、3 つの異なる mqweb サー
バーが必要です。

• 前のバージョンからマイグレーションするときに、サーバー構成のリフレッシュまたは変更が必要になる
場合があります。
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IBM MQ Consoleおよび REST APIには、mqwebという単一のWebSphere Liberty サーバーを作成する必
要があります。
このサーバーの構成ファイルとログ・ファイルはすべて、Liberty ユーザー・ディレクトリー内に格納され
ます。
mqweb サーバーは、その実行に使用される製品 ID (PID) を使用して構成する必要があります。 mqweb サ
ーバーの作成時に PID が設定されます。 mqweb サーバーの接続先のローカル・キュー・マネージャーを
実行するために使用されるのと同じ PID を使用します。
注 : ローカル・キュー・マネージャーが複数の異なる PID で実行される場合は、mqweb サーバーを実行す
る ID を 1 つ選択します。
PID およびそれらが z/OSでどのように使用されるかについて詳しくは、 IBM MQ for z/OS 製品での製品使
用状況の記録を参照してください。
mqweb サーバーの作成後に、 setmqweb pid コマンドを使用して、mqweb サーバーを実行する PID を変
更することができます。
mqweb サーバーを作成するには、以下のステップを実行します。

手順
1. mqweb サーバーを実行する PID を決定します。
2. Liberty ユーザー・ディレクトリーとして適切な場所を選択します。

mqweb サーバーを実行するユーザー ID には、このユーザー・ディレクトリーとそのコンテンツへの読
み取り権限と書き込み権限が必要です。 このユーザー・ディレクトリーにはログ・ファイルが含まれて
いるため、サーバー構成に加えて、このディレクトリーを別のファイル・システムに作成してくださ
い。
注 : mqweb サーバーが始動するときに、かなりの量のディスク入出力があります。 mqweb サーバーの
始動にかかる時間を短縮するには、 IBM MQ インストール z/OS UNIX ・ファイル・システムと Liberty
ユーザー・ディレクトリー・ファイル・システムの両方がシスプレックス対応であるか、mqweb サー
バーが実行されているシステムにローカルにマウントされていることを確認してください。

3. z/OS UNIX System Servicesで、以下のコマンドを発行して、現行作業ディレクトリーを
PathPrefix/web/bin に変更します。
cd PathPrefix/web/bin

PathPrefix は、IBM MQ for z/OS UNIX System Services Componentsのインストール・パスです。
4. crtmqweb スクリプトを実行して、テンプレート mqweb サーバー定義を含む Liberty ユーザー・ディレ
クトリーを作成します。
crtmqweb コマンドの形式は、次のとおりです。
crtmqweb user_directory -p pid_value 

ここで、
user_directory
ステップ 949 ページの『2』で決定した Liberty ユーザー・ディレクトリーです。 このパラメーター
はオプションです。 このパラメーターを指定しない場合は、デフォルトの Liberty ユーザー・ディ
レクトリー /var/mqm/web/installation1 が使用されます。

pid_value
mqweb サーバーを実行する PID を示します。 この PID は、ステップ 949 ページの『1』で選択し
た PID です。 pid_value は、以下のいずれかの値です。
MQ

mqweb サーバーは PID IBM MQ for z/OS (5655-MQ9) の下で実行されます。
VUE

mqweb サーバーは、PID IBM MQ for z/OS Value Unit Edition (VUE) (5655-VU9) の下で実行され
ます。
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ADVANCEDVUE
mqweb サーバーは PID IBM MQ Advanced for z/OS VUE (5655-AV1) で実行されます。

例えば、 Liberty ユーザー・ディレクトリーが /usr/mqweb で PID が IBM MQ Advanced for z/OS VUE
(5655-AV1) の mqweb サーバーを作成するには、次のコマンドを実行します。
./crtmqweb /usr/mqweb -p ADVANCEDVUE

5.以下のコマンドを使用して、 Liberty ユーザー・ディレクトリー内のディレクトリーおよびファイルの
所有権を、mqweb サーバーが実行されるユーザー ID およびグループに属するように変更します。
chown -R userid:group path

このパスに対する書き込み権限をグループに付与するには、次のコマンドを実行します。
chmod -R 770 path

次のタスク
950 ページの『Creating a procedure for the mqweb server』
関連タスク
835 ページの『IBM MQ Consoleおよび REST APIの構成』
IBM MQ Console と REST API をホストする mqweb サーバーには、デフォルトの構成が準備されています。
どちらのコンポーネントを使用する場合も、ユーザーにログインを許可するために、セキュリティーを構
成するなどの複数の構成タスクを実行する必要があります。 このトピックでは、使用可能なすべての構成
オプションについて説明します。

Creating a procedure for the mqweb server
If you installed the IBM MQ for z/OS UNIX System Services Web Components, and want to use the IBM
MQ Console, or the REST API, you need to create a cataloged procedure to start the mqweb server. The
mqweb server is a Liberty server that hosts the IBM MQ Console and the REST API.

• You need to perform this task once for each z/OS system where you want to run the IBM MQ Console or
REST API.

• You need a mqweb server for each version of IBM MQ that is running. For example, a started task called
MQWB0910 for queue managers at IBM MQ for z/OS 9.1.0 and a started task called MQWB0905 for
queue managers at IBM MQ for z/OS 9.0.5.

If you have only one queue manager on the z/OS system, you can run a single Liberty server started
task, and change the libraries it uses when you migrate your queue manager.

• You might need to modify the cataloged procedure when migrating from a previous version.

Carry out the following procedure to create a cataloged procedure:

1. Copy the sample started task procedure thlqual.SCSQPROC(CSQ4WEBS) to your procedure library.

Name the procedure according to the standards of your enterprise.

For example MQWB0910, indicating that this is the cataloged procedure for the IBM MQ for z/OS 9.1.0
mqweb server.

2. Tailor the procedure to your requirements using the instructions in the sample procedure CSQ4WEBS.

Note that the Liberty user directory is the directory specified when the crtmqweb script was run to
create the mqweb server definition.

See “mqweb サーバーの作成” on page 948 for details.

Note: Ensure that you specify Caps off when you edit the member, as the file has lowercase data.
3. Authorize the procedure to run under your external security manager.
4. Use IBM Workload Manager (WLM) to classify this address space.
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The mqweb server is an IBM MQ application, and users interact with this application. The application
does not need to be high importance in WLM, and a service class of STCUSER might be suitable.

What to do next
Follow the steps in “mqweb サーバーの基本構成” on page 836 to finish configuring the mqweb server.

Related tasks
“IBM MQ Consoleおよび REST APIの構成” on page 835
IBM MQ Console と REST API をホストする mqweb サーバーには、デフォルトの構成が準備されています。
どちらのコンポーネントを使用する場合も、ユーザーにログインを許可するために、セキュリティーを構
成するなどの複数の構成タスクを実行する必要があります。 このトピックでは、使用可能なすべての構成
オプションについて説明します。

Testing a queue manager on z/OS
When you have customized or migrated your queue manager, you can test it by running the installation
verification programs and some of the sample applications shipped with IBM MQ for z/OS.

About this task
After you have installed and customized IBM MQ for z/OS, you can use the supplied installation
verification program, CSQ4IVP1, to confirm that IBM MQ for z/OS is operational.

The basic installation verification program CSQ4IVP1 tests non-shared queues and verifies the base IBM
MQ without using the C, COBOL, or CICS samples.

After running the basic installation verification, you can test for shared queues by using CSQ4IVP1 with
different queues, and also test that Db2 and the coupling facility are set up correctly. To confirm that
distributed queuing is operational, you can use the supplied installation verification program, CSQ4IVPX,

CSQ4IVP1 is supplied as a load module, and provides a set of procedural sample applications as source
modules that demonstrate typical uses of the Message Queue Interface (MQI). You can use these source
modules to test different programming language environments. You can compile and link-edit whichever
of the other samples are appropriate to your installation by using the supplied sample JCL supplied.

Procedure
• For information on how to test your queue manager on z/OS, see the following subtopics:

– “Running the basic installation verification program” on page 951
– “Testing for queue sharing groups” on page 955
– “Testing for distributed queuing” on page 956
– “Testing for C, C++, COBOL, PL/I, and CICS programs with IBM MQ for z/OS” on page 959

Related concepts
IBM MQ for z/OS concepts
Related tasks
Planning your IBM MQ environment on z/OS
“Configuring queue managers on z/OS” on page 881
Use these instructions to configure queue managers on IBM MQ for z/OS.
Administering IBM MQ for z/OS

Running the basic installation verification program
After you have installed and customized IBM MQ, you can use the supplied installation verification
program, CSQ4IVP1, to confirm that IBM MQ is operational.
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The basic installation verification program is a batch assembler IVP that verifies the base IBM MQ without
using the C, COBOL, or CICS samples.

The Batch Assembler IVP is link-edited by SMP/E and the load modules are shipped in library
thlqual.SCSQLOAD.

After you have completed both the SMP/E APPLY step and the customization steps, run the Batch
Assembler IVP.

See these sections for further details:

• Overview of the CSQ4IVP1 application
• Preparing to run CSQ4IVP1
• Running CSQ4IVP1
• Checking the results of CSQ4IVP1

Overview of the CSQ4IVP1 application
CSQ4IVP1 is a batch application that connects to your IBM MQ subsystem and performs these basic
functions:

• Issues IBM MQ calls
• Communicates with the command server
• Verifies that triggering is active
• Generates and deletes a dynamic queue
• Verifies message expiry processing
• Verifies message commit processing

Preparing to run CSQ4IVP1
Before you run CSQ4IVP1:

1. Check that the IVP entries are in the CSQINP2 data set concatenation in the queue manager startup
program. The IVP entries are supplied in member thlqual.SCSQPROC(CSQ4IVPQ). If not, add the
definitions supplied in thlqual.SCSQPROC(CSQ4IVPQ) to your CSQINP2 concatenation. If the queue
manager is currently running, you need to restart it so that these definitions can take effect.

2. The sample JCL, CSQ4IVPR, required to run the installation verification program is in library
thlqual.SCSQPROC.

Customize the CSQ4IVPR JCL with the high-level qualifier for the IBM MQ libraries, the national
language you want to use, the four-character IBM MQ queue manager name, and the destination for
the job output.

3. Update RACF to allow CSQ4IVP1 to access its resources if IBM MQ security is active.

To run CSQ4IVP1 when IBM MQ security is enabled, you need a RACF user ID with authority to access
the objects. For details of defining resources to RACF, see Setting up security on z/OS . The user ID
that runs the IVP must have the following access authority:

Authority Profile Class

READ ssid.DISPLAY.PROCESS MQCMDS

UPDATE ssid.SYSTEM.COMMAND.INPUT MQQUEUE

UPDATE ssid.SYSTEM.COMMAND.REPLY.MODEL MQQUEUE

UPDATE ssid.CSQ4IVP1.** MQQUEUE

READ ssid.BATCH MQCONN
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These requirements assume that all IBM MQ security is active. The RACF commands to activate IBM
MQ security are shown in Figure 98 on page 953. This example assumes that the queue manager
name is CSQ1 and that the user ID of the person running sample CSQ4IVP1 is TS101.

RDEFINE MQCMDS CSQ1.DISPLAY.PROCESS
PERMIT CSQ1.DISPLAY.PROCESS CLASS(MQCMDS) ID(TS101) ACCESS(READ)

RDEFINE MQQUEUE CSQ1.SYSTEM.COMMAND.INPUT
PERMIT CSQ1.SYSTEM.COMMAND.INPUT CLASS(MQQUEUE) ID(TS101) ACCESS(UPDATE)

RDEFINE MQQUEUE CSQ1.SYSTEM.COMMAND.REPLY.MODEL
PERMIT CSQ1.SYSTEM.COMMAND.REPLY.MODEL CLASS(MQQUEUE) ID(TS101) ACCESS(UPDATE)

RDEFINE MQQUEUE CSQ1.CSQ4IVP1.**
PERMIT CSQ1.CSQ4IVP1.** CLASS(MQQUEUE) ID(TS101) ACCESS(UPDATE)

RDEFINE MQCONN CSQ1.BATCH
PERMIT CSQ1.BATCH CLASS(MQCONN) ID(TS101) ACCESS(READ)

Figure 98. RACF commands for CSQ4IVP1

Running CSQ4IVP1
When you have completed these steps, start your queue manager. If the queue manager is already
running and you have changed CSQINP2, you must stop the queue manager and restart it.

The IVP runs as a batch job. Customize the job card to meet the submission requirements of your
installation.

Checking the results of CSQ4IVP1
The IVP is split into 10 stages; each stage must complete with a zero completion code before the next
stage is run. The IVP generates a report, listing:

• The name of queue manager that is being connected to.
• A one-line message showing the completion code and the reason code returned from each stage.
• A one-line informational message where appropriate.

A sample report is provided in Figure 99 on page 955

For an explanation of the completion and reason codes, see the IBM MQ for z/OS messages,
completion, and reason codes.

Some stages have more than one IBM MQ call and, in the event of failure, a message is issued indicating
the specific IBM MQ call that returned the failure. Also, for some stages the IVP puts explanatory and
diagnostic information into a comment field.

The IVP job requests exclusive control of certain queue manager objects and therefore should be single
threaded through the system. However, there is no limit to the number of times the IVP can be run against
your queue manager.

The functions performed by each stage are:
Stage 1

Connect to the queue manager by issuing the MQCONN API call.
Stage 2

Determine the name of the system-command input queue used by the command server to retrieve
request messages. This queue receives display requests from Stage 5.

To do this, the sequence of calls is:
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1. Issue an MQOPEN call, specifying the queue manager name, to open the queue manager object.
2. Issue an MQINQ call to find out the name of the system-command input queue.
3. Issue an MQINQ call to find out about various queue manager event switches.
4. Issue an MQCLOSE call to close the queue manager object.

On successful completion of this stage, the name of the system-command input queue is displayed in
the comment field.

Stage 3
Open an initiation queue using an MQOPEN call.

This queue is opened at this stage in anticipation of a trigger message, which arrives as a result of the
command server replying to the request from Stage 5. The queue must be opened for input to meet
the triggering criteria.

Stage 4
Create a permanent dynamic queue using the CSQ4IVP1.MODEL queue as a model. The dynamic
queue has the same attributes as the model from which it was created. This means that when the
replies from the command server request in Stage 5 are written to this queue, a trigger message is
written to the initiation queue opened in Stage 3.

Upon successful completion of this stage, the name of the permanent dynamic queue is indicated in
the comment field.

Stage 5
Issue an MQPUT1 request to the command server command queue.

A message of type MQMT_REQUEST is written to the system-command input queue requesting a
display of process CSQ4IVP1. The message descriptor for the message specifies the permanent
dynamic queue created in Stage 4 as the reply-to queue for the command server's response.

Stage 6
Issue an MQGET request from the initiation queue. At this stage, a GET WAIT with an interval of 1
minute is issued against the initiation queue opened in Stage 3. The message returned is expected to
be the trigger message generated by the command server's response messages being written to the
reply-to queue.

Stage 7
Delete the permanent dynamic queue created in Stage 4. As the queue still has messages on it, the
MQCO_PURGE_DELETE option is used.

Stage 8

1. Open a dynamic queue.
2. MQPUT a message with an expiry interval set.
3. Wait for the message to expire.
4. Attempt to MQGET the expired message.
5. MQCLOSE the queue.

Stage 9

1. Open a dynamic queue.
2. MQPUT a message.
3. Issue MQCMIT to commit the current unit of work.
4. MQGET the message.
5. Issue MQBACK to backout the message.
6. MQGET the same message and ensure that the backout count is set to 1.
7. Issue MQCLOSE to close the queue.
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Stage 10
Disconnect from the queue manager using MQDISC.

After running the IVP, you can delete any objects that you no longer require.

If the IVP does not run successfully, try each step manually to find out which function is failing.

DATE : 2005.035                 IBM MQ for z/OS - V6            PAGE : 0001
INSTALLATION VERIFICATION PROGRAM
PARAMETERS ACCEPTED. PROGRAM WILL CONNECT TO : CSQ1
,OBJECT QUALIFER : CSQ4IVP1
INSTALLATION VERIFICATION BEGINS :
STAGE 01 COMPLETE. COMPCODE : 0000 REASON CODE : 0000
STAGE 02 INFO: QMGR EVENT SWITCH IS OFF FOR BRIDGE EVENTS
STAGE 02 INFO: QMGR EVENT SWITCH IS EXCP FOR CHANNEL EVENTS
STAGE 02 INFO: QMGR EVENT SWITCH IS OFF FOR SSL EVENTS
STAGE 02 INFO: QMGR EVENT SWITCH IS OFF FOR INHIBITED EVENTS
STAGE 02 INFO: QMGR EVENT SWITCH IS OFF FOR LOCAL EVENTS
STAGE 02 INFO: QMGR EVENT SWITCH IS OFF FOR PERFORMENCE EVENTS
STAGE 02 INFO: QMGR EVENT SWITCH IS OFF FOR REMOTE EVENTS
STAGE 02 INFO: QMGR EVENT SWITCH IS OFF FOR START/STOP EVENTS
STAGE 02 COMPLETE. COMPCODE : 0000 REASON CODE : 0000 SYSTEM.COMMAND.INPUT
STAGE 03 COMPLETE. COMPCODE : 0000 REASON CODE : 0000
STAGE 04 COMPLETE. COMPCODE : 0000 REASON CODE : 0000 CSQ4IVP1.BAB9810EFEAC8980
STAGE 05 COMPLETE. COMPCODE : 0000 REASON CODE : 0000
STAGE 06 COMPLETE. COMPCODE : 0000 REASON CODE : 0000
STAGE 07 COMPLETE. COMPCODE : 0000 REASON CODE : 0000
STAGE 08 COMPLETE. COMPCODE : 0000 REASON CODE : 0000 CSQ4IVP1.BAB9810F0070E645
STAGE 09 COMPLETE. COMPCODE : 0000 REASON CODE : 0000 CSQ4IVP1.BAB9812BA8706803
STAGE 10 COMPLETE. COMPCODE : 0000 REASON CODE : 0000>>>>>>>>>>   END OF REPORT   <<<<<<<<<<

Figure 99. Sample report from CSQ4IVP1

Testing for queue sharing groups
The basic installation verification program CSQ4IVP1 tests non-shared queues.

CSQ4IVP1 can be used whether the queue manager is a member of a queue sharing group or not. After
running the basic IVP, you can test for shared queues by using the CSQ4IVP1 installation verification
program with different queues. Also this tests that Db2 and the coupling facility are set up correctly.

Preparing to run CSQ4IVP1 for a queue sharing group
Before you run CSQ4IVP1:

1. Add the coupling facility structure that the IVP uses to your CFRM policy data set, as described in “Set
up the coupling facility” on page 938. The supplied samples use a structure called APPLICATION1, but
you can change this if you want.

2. Check that the IVP entries are in the CSQINP2 data set concatenation in the queue manager startup
program. The IVP entries are supplied in member thlqual.SCSQPROC(CSQ4IVPG). If they are not, add
the definitions supplied in thlqual.SCSQPROC(CSQ4IVPG) to your CSQINP2 concatenation. If the
queue manager is currently running, you need to restart it so that these definitions can take effect.

3. Change the name of the coupling facility structure used in thlqual.SCSQPROC(CSQ4IVPG) if necessary.
4. The sample JCL, CSQ4IVPS, required to run the installation verification program for a queue sharing

group is in library thlqual.SCSQPROC.

Customize the CSQ4IVPS JCL with the high-level qualifier for the IBM MQ libraries, the national
language you want to use, the four-character IBM MQ queue manager name, and the destination for
the job output.

5. Update RACF to allow CSQ4IVP1 to access its resources if IBM MQ security is active.

To run CSQ4IVP1 when IBM MQ security is enabled, you need a RACF user ID with authority to access
the objects. For details of defining resources to RACF, see Setting up security on z/OS . The user ID
that runs the IVP must have the following access authority in addition to that required to run the basic
IVP:
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Authority Profile Class

UPDATE ssid.CSQ4IVPG.** MQQUEUE

These requirements assume that all IBM MQ security is active. The RACF commands to activate IBM
MQ security are shown in Figure 100 on page 956. This example assumes that the queue manager
name is CSQ1 and that the user ID of the person running sample CSQ4IVP1 is TS101.

RDEFINE MQQUEUE CSQ1.CSQ4IVPG.**
PERMIT CSQ1.CSQ4IVPG.** CLASS(MQQUEUE) ID(TS101) ACCESS(UPDATE)

Figure 100. RACF commands for CSQ4IVP1 for a queue sharing group

Running CSQ4IVP1 for a queue sharing group
When you have completed these steps, start your queue manager. If the queue manager is already
running and you have changed CSQINP2, you must stop the queue manager and restart it.

The IVP runs as a batch job. Customize the job card to meet the submission requirements of your
installation.

Checking the results of CSQ4IVP1 for a queue sharing group
The IVP for queue sharing groups works in the same way as the basic IVP, except that the queues that are
created are called CSQIVPG. xx. Follow the instructions given in “Checking the results of CSQ4IVP1” on
page 953 to check the results of the IVP for queue sharing groups.

Testing for distributed queuing
You can use the supplied installation verification program, CSQ4IVPX, to confirm that distributed queuing
is operational.

Overview of CSQ4IVPX job
CSQ4IVPX is a batch job that starts the channel initiator and issues the IBM MQ DISPLAY CHINIT
command. This verifies that all major aspects of distributed queuing are operational, while avoiding the
need to set up channel and network definitions.

Preparing to run CSQ4IVPX
Before you run CSQ4IVPX:

1. The sample JCL, CSQ4IVPX, required to run the installation verification program is in library
thlqual.SCSQPROC.

Customize the CSQ4IVPX JCL with the high-level qualifier for the IBM MQ libraries, the national
language you want to use, the four-character queue manager name, and the destination for the job
output.

2. Update RACF to allow CSQ4IVPX to access its resources if IBM MQ security is active. To run CSQ4IVPX
when IBM MQ security is enabled, you need a RACF user ID with authority to access the objects. For
details of defining resources to RACF, see Setting up security on z/OS . The user ID that runs the IVP
must have the following access authority:

Authority Profile Class

CONTROL ssid.START.CHINIT and ssid.STOP.CHINIT MQCMDS
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Authority Profile Class

UPDATE ssid.SYSTEM.COMMAND.INPUT MQQUEUE

UPDATE ssid.SYSTEM.CSQUTIL.* MQQUEUE

READ ssid.BATCH MQCONN

READ ssid.DISPLAY.CHINIT MQCMDS

These requirements assume that the connection security profile ssid.CHIN has been defined (as
shown in Connection security profiles for the channel initiator ), and that all IBM MQ security is active.
The RACF commands to do this are shown in Figure 101 on page 958. This example assumes that:

• The queue manager name is CSQ1
• The user ID of the person running sample CSQ4IVPX is TS101
• The channel initiator address space is running under the user ID CSQ1MSTR

3. Update RACF to allow the channel initiator address space the following access authority:

Authority Profile Class

READ ssid.CHIN MQCONN

UPDATE ssid.SYSTEM.COMMAND.INPUT MQQUEUE

UPDATE ssid.SYSTEM.CHANNEL.INITQ MQQUEUE

UPDATE ssid.SYSTEM.CHANNEL.SYNCQ MQQUEUE

ALTER ssid.SYSTEM.CLUSTER.COMMAND.QUEUE MQQUEUE

UPDATE ssid.SYSTEM.CLUSTER.TRANSMIT.QUEUE MQQUEUE

ALTER ssid.SYSTEM.CLUSTER.REPOSITORY.QUEUE MQQUEUE

CONTROL ssid.CONTEXT.** MQADMIN

The RACF commands to do this are also shown in Figure 101 on page 958.
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RDEFINE MQCMDS CSQ1.DISPLAY.DQM
PERMIT CSQ1.DISPLAY.DQM CLASS(MQCMDS) ID(TS101) ACCESS(READ)

RDEFINE MQCMDS CSQ1.START.CHINIT
PERMIT CSQ1.START.CHINIT CLASS(MQCMDS) ID(TS101) ACCESS(CONTROL)

RDEFINE MQCMDS CSQ1.STOP.CHINIT
PERMIT CSQ1.STOP.CHINIT CLASS(MQCMDS) ID(TS101) ACCESS(CONTROL)

RDEFINE MQQUEUE CSQ1.SYSTEM.COMMAND.INPUT
PERMIT CSQ1.SYSTEM.COMMAND.INPUT CLASS(MQQUEUE) ID(TS101,CSQ1MSTR) ACCESS(UPDATE)

RDEFINE MQQUEUE CSQ1.SYSTEM.CSQUTIL.*
PERMIT CSQ1.SYSTEM.CSQUTIL.* CLASS(MQQUEUE) ID(TS101) ACCESS(UPDATE)

RDEFINE MQCONN CSQ1.BATCH
PERMIT CSQ1.BATCH CLASS(MQCONN) ID(TS101) ACCESS(READ)

RDEFINE MQCONN CSQ1.CHIN
PERMIT CSQ1.CHIN CLASS(MQCONN) ID(CSQ1MSTR) ACCESS(READ)

RDEFINE MQQUEUE CSQ1.SYSTEM.CHANNEL.SYNCQ
PERMIT CSQ1.SYSTEM.CHANNEL.SYNCQ CLASS(MQQUEUE) ID(CSQ1MSTR) ACCESS(UPDATE)

RDEFINE MQQUEUE CSQ1.SYSTEM.CLUSTER.COMMAND.QUEUE
PERMIT CSQ1.SYSTEM.CLUSTER.COMMAND.QUEUE CLASS(MQQUEUE) ID(CSQ1MSTR) ACCESS(ALTER)

RDEFINE MQQUEUE CSQ1.SYSTEM.CLUSTER.TRANSMIT.QUEUE
PERMIT CSQ1.SYSTEM.CLUSTER.TRANSMIT.QUEUE CLASS(MQQUEUE) ID(CSQ1MSTR) ACCESS(UPDATE)

RDEFINE MQQUEUE CSQ1.SYSTEM.CLUSTER.REPOSITORY.QUEUE
PERMIT CSQ1.SYSTEM.CLUSTER.REPOSITORY.QUEUE CLASS(MQQUEUE) ID(CSQ1MSTR) ACCESS(ALTER)

RDEFINE MQQUEUE CSQ1.SYSTEM.CHANNEL.INITQ
PERMIT CSQ1.SYSTEM.CHANNEL.INITQ CLASS(MQQUEUE) ID(CSQ1MSTR) ACCESS(UPDATE)

RDEFINE MQADMIN CSQ1.CONTEXT.**
PERMIT CSQ1.CONTEXT.** CLASS(MQADMIN) ID(CSQ1MSTR) ACCESS(CONTROL)

Figure 101. RACF commands for CSQ4IVPX

Running CSQ4IVPX
When you have completed these steps, start your queue manager.

The IVP runs as a batch job. Customize the job card to meet the submission requirements of your
installation.

Checking the results of CSQ4IVPX
CSQ4IVPX runs the CSQUTIL IBM MQ utility to issue three MQSC commands. The SYSPRINT output data
set should look like Figure 102 on page 959, although details might differ depending on your queue
manager attributes.

• You should see the commands (1) each followed by several messages.
• The last message from each command should be "CSQ9022I ... NORMAL COMPLETION" (2).
• The job as a whole should complete with return code zero (3).
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CSQU000I CSQUTIL IBM MQ for z/OS - V6
CSQU001I CSQUTIL Queue Manager Utility - 2005-05-09 09:06:48
COMMAND
CSQU127I CSQUTIL Executing COMMAND using input from CSQUCMD data set
CSQU120I CSQUTIL Connecting to queue manager CSQ1
CSQU121I CSQUTIL Connected to queue manager CSQ1
CSQU055I CSQUTIL Target queue manager is CSQ1
START CHINIT
(1)
CSQN205I  COUNT=    2, RETURN=00000000, REASON=00000004
CSQM138I +CSQ1 CSQMSCHI CHANNEL INITIATOR STARTING
CSQN205I  COUNT=    2, RETURN=00000000, REASON=00000000
CSQ9022I +CSQ1 CSQXCRPS ' START CHINIT' NORMAL COMPLETION
(2)
DISPLAY CHINIT
(1)
CSQN205I  COUNT=    2, RETURN=00000000, REASON=00000004
CSQM137I +CSQ1 CSQMDDQM DISPLAY CHINIT COMMAND ACCEPTED
CSQN205I  COUNT=   12, RETURN=00000000, REASON=00000000
CSQX830I +CSQ1 CSQXRDQM Channel initiator active
CSQX002I +CSQ1 CSQXRDQM Queue sharing group is QSG1
CSQX831I +CSQ1 CSQXRDQM 8 adapter subtasks started, 8 requested
CSQX832I +CSQ1 CSQXRDQM 5 dispatchers started, 5 requested
CSQX833I +CSQ1 CSQXRDQM 0 SSL server subtasks started, 0 requested
CSQX840I +CSQ1 CSQXRDQM 0 channel connections current, maximum 200
CSQX841I +CSQ1 CSQXRDQM 0 channel connections active, maximum 200,
including 0 paused
CSQX842I +CSQ1 CSQXRDQM 0 channel connections starting,
0 stopped, 0 retrying
CSQX836I +CSQ1 Maximum channels - TCP/IP 200, LU 6.2 200
CSQX845I +CSQ1 CSQXRDQM TCP/IP system name is TCPIP
CSQX848I +CSQ1 CSQXRDQM TCP/IP listener INDISP=QMGR not started
CSQX848I +CSQ1 CSQXRDQM TCP/IP listener INDISP=GROUP not started
CSQX849I +CSQ1 CSQXRDQM LU 6.2 listener INDISP=QMGR not started
CSQX849I +CSQ1 CSQXRDQM LU 6.2 listener INDISP=GROUP not started
CSQ9022I +CSQ1 CSQXCRPS ' DISPLAY CHINIT' NORMAL COMPLETION
(2)
STOP CHINIT
(1)
CSQN205I  COUNT=    2, RETURN=00000000, REASON=00000004
CSQM137I +CSQ1 CSQMTCHI STOP CHINIT COMMAND ACCEPTED
CSQN205I  COUNT=    2, RETURN=00000000, REASON=00000000
CSQ9022I +CSQ1 CSQXCRPS ' STOP CHINIT' NORMAL COMPLETION
(2)
CSQU057I CSQUCMDS 3 commands read
CSQU058I CSQUCMDS 3 commands issued and responses received, 0 failed
CSQU143I CSQUTIL 1 COMMAND statements attempted
CSQU144I CSQUTIL 1 COMMAND statements executed successfully
CSQU148I CSQUTIL Utility completed, return code=0
(3)

Figure 102. Example output from CSQ4IVPX

Testing for C, C++, COBOL, PL/I, and CICS programs with IBM MQ
for z/OS
You can test for C, C++, COBOL, PL/I, or CICS, using the sample applications supplied with IBM MQ.

The IVP (CSQ4IVP1) is supplied as a load module, and provides the samples as source modules. You can
use these source modules to test different programming language environments.

For more information about sample applications, see Sample programs for IBM MQ for z/OS .

Setting up communications with other queue managers on z/OS
This section describes the IBM MQ for z/OS preparations you need to make before you can start to use
distributed queuing.
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About this task
To define your distributed-queuing requirements, you need to define the following items:

• The channel initiator procedures and data sets
• The channel definitions
• The queues and other objects
• Access security

If you are using queue sharing groups, see Distributed queuing and queue sharing groups.

For additional points to consider when you are preparing to set up distributed queuing with IBM MQ for
z/OS, see “Considerations for using distributed queuing on z/OS” on page 960.

Procedure
To enable distributed queuing, complete the following steps:

• Customize the distributed queuing facility and define the IBM MQ objects required as described in
Defining system objects and “Preparing to customize queue managers on z/OS” on page 882.

• Define access security as described in Security considerations for the channel initiator on z/OS .
• Set up your communications as described in “Setting up communication for z/OS” on page 979.

Related concepts
“Setting up IBM MQ for z/OS” on page 886
Use this topic as a step by step guide for customizing your IBM MQ for z/OS system .
Related tasks
“分散キューイングの構成” on page 199
このセクションでは、キュー定義、チャネル定義、トリガー操作および同期点プロシージャーを含む、IBM
MQ インストール間の相互通信の詳細について説明します。

Considerations for using distributed queuing on z/OS
Points to consider when you are preparing to use distributed queuing on z/OS.

If you are using queue sharing groups, see Distributed queuing and queue sharing groups.

Operator messages
Because the channel initiator uses a number of asynchronously operating dispatchers, operator messages
might occur on the log out of chronological sequence.

Channel operation commands
Channel operation commands generally involve two stages. When the command syntax has been checked
and the existence of the channel verified, a request is sent to the channel initiator. Message CSQM134I or
CSQM137I is sent to the command issuer to indicate the completion of the first stage. When the channel
initiator has processed the command, further messages indicating its success or otherwise are sent to the
command issuer along with message CSQ9022I or CSQ9023E. Any error messages generated could also
be sent to the z/OS console.

All cluster commands except DISPLAY CLUSQMGR, however, work asynchronously. Commands that
change object attributes update the object and send a request to the channel initiator. Commands for
working with clusters are checked for syntax and a request is sent to the channel initiator. In both cases,
message CSQM130I is sent to the command issuer indicating that a request has been sent. This message
is followed by message CSQ9022I to indicate that the command has completed successfully, in that a
request has been sent. It does not indicate that the cluster request has completed successfully. The
requests sent to the channel initiator are processed asynchronously, along with cluster requests received
from other members of the cluster. In some cases, these requests must be sent to the whole cluster to
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determine if they are successful or not. Any errors are reported to the z/OS on the system where the
channel initiator is running. They are not sent to the command issuer.

Undelivered-message queue
A Dead Letter handler is provided with IBM MQ for z/OS. For more information, see The dead-letter queue
handler utility (CSQUDLQH).

Queues in use
MCAs for receiver channels can keep the destination queues open even when messages are not being
transmitted. This behavior results in the queues appearing to be 'in use'.

Security changes
If you change security access for a user ID, the change might not take effect immediately. For more
information, see Security considerations for the channel initiator on z/OS , Profiles for queue security, and
“Implement your ESM security controls” on page 900.

Communications stopped - TCP
If TCP is stopped for some reason and then restarted, the IBM MQ for z/OS TCP listener waiting on a TCP
port is stopped.

Automatic channel-reconnect allows the channel initiator to detect that TCP/IP is unavailable and to
automatically restart the TCP/IP listener when TCP/IP returns. This automatic restart alleviates the need
for operations staff to notice the problem with TCP/IP and manually restart the listener. While the listener
is out of action, the channel initiator can also be used to try the listener again at the interval specified by
LSTRTMR. These attempts can continue until TCP/IP returns and the listener successfully restarts
automatically. For more information about LSTRTMR, see ALTER QMGR and Distributed queuing messages
(CSQX...).

Communications stopped - LU6.2
If APPC is stopped, the listener is also stopped. Again, in this case, the listener automatically tries again at
the LSTRTMR interval so that, if APPC restarts, the listener can restart too.

If the Db2 fails, shared channels that are already running continue to run, but any new channel start
requests fail. When the Db2 is restored new requests are able to complete.

z/OS Automatic Restart Management (ARM)
Automatic restart management (ARM) is a z/OS recovery function that can improve the availability of
specific batch jobs or started tasks (for example, subsystems). It can therefore result in a faster
resumption of productive work.

To use ARM, you must set up your queue managers and channel initiators in a particular way to make
them restart automatically. For more information, see Using the z/OS Automatic Restart Manager (ARM).

Related concepts
“Setting up IBM MQ for z/OS” on page 886
Use this topic as a step by step guide for customizing your IBM MQ for z/OS system .
Related tasks
“分散キューイングの構成” on page 199
このセクションでは、キュー定義、チャネル定義、トリガー操作および同期点プロシージャーを含む、IBM
MQ インストール間の相互通信の詳細について説明します。

IBM MQの構成  961



Defining IBM MQ objects on z/OS
On z/OS, use one of the IBM MQ command input methods to define IBM MQ objects.

For more information about defining objects, see “Monitoring and controlling channels on z/OS” on page
963. 

Transmission queues and triggering channels
Define the following:

• A local queue with the usage of XMITQ for each sending message channel.
• Remote queue definitions.

A remote queue object has three distinct uses, depending upon the way the name and content are
specified:

– Remote queue definition
– Queue manager alias definition
– Reply-to queue alias definition

These three ways are shown in Three ways of using the remote queue definition object. 

Use the TRIGDATA field on the transmission queue to trigger the specified channel. For example:

DEFINE QLOCAL(MYXMITQ) USAGE(XMITQ) TRIGGER +
INITQ(SYSTEM.CHANNEL.INITQ) TRIGDATA(MYCHANNEL)
DEFINE CHL(MYCHANNEL) CHLTYPE(SDR) TRPTYPE(TCP) +
XMITQ(MYXMITQ) CONNAME('9.20.9.30(1555)')

The supplied sample CSQ4INYD gives additional examples of the necessary definitions.

Loss of connectivity to the CF structure where the synchronization queue for shared
channels is defined, or similar problems, might temporarily prevent a channel from starting. After problem
resolution, if you are using a trigger type of FIRST and the channel fails to start when it is triggered, you
must start the channel manually. If you want to automatically start triggered channels after problem
resolution, consider setting the queue manager TRIGINT attribute to a value other than the default.
Setting the TRIGINT attribute to a value other than the default causes the channel initiator to retry
starting the channel periodically while there are messages on the transmission queue.

Synchronization queue
DQM requires a queue for use with sequence numbers and logical units of work identifiers (LUWID). You
must ensure that a queue is available with the name SYSTEM.CHANNEL.SYNCQ (see z/OS での計画 ). This
queue must be available otherwise the channel initiator cannot start.

Make sure that you define this queue using INDXTYPE(MSGID). This attribute improves the speed at
which they can be accessed.

Channel command queues
You need to ensure that a channel command queue exists for your system with the name
SYSTEM.CHANNEL.INITQ. 

If the channel initiator detects a problem with the SYSTEM.CHANNEL.INITQ, it is unable to continue
normally until the problem is corrected. The problem could be one of the following:

• The queue is full
• The queue is not enabled for put
• The page set that the queue is on is full
• The channel initiator does not have the correct security authorization to the queue
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If the definition of the queue is changed to GET(DISABLED) while the channel initiator is running, the
initiator is unable to get messages from the queue, and terminates.

Starting the channel initiator
Triggering is implemented using the channel initiator. On IBM MQ for z/OS, the initiator is started with the
MQSC command START CHINIT.

Stopping the channel initiator
The channel initiator is stopped automatically when you stop the queue manager. If you need to stop the
channel initiator but not the queue manager, you can use the MQSC command STOP CHINIT.

Monitoring and controlling channels on z/OS
Use the DQM commands and panels to create, monitor, and control the channels to remote queue
managers.

Each z/OS queue manager has a DQM program (the channel initiator ) for controlling interconnections to
remote queue managers using native z/OS facilities.

The implementation of these panels and commands on z/OS is integrated into the operations and control
panels and the MQSC commands. No differentiation is made in the organization of these two sets of
panels and commands.

You can also enter commands using Programmable Command Format (PCF) commands. See Automating
administration tasks for information about using these commands.

The information in this section applies in all cases where the channel initiator is used for distributed
queuing. It applies whether you are using queue sharing groups, or intra-group queuing.

The DQM channel control function
For an overview of the distributed queue management model, see “メッセージの送受信” on page 221.

The channel control function consists of panels, commands and programs, two synchronization queues,
channel command queues, and the channel definitions. This topic is a brief description of the components
of the channel control function.

• The channel definitions are held as objects in page set zero or in Db2, like other IBM MQ objects in z/OS.
• You use the operations and control panels, MQSC commands, or PCF commands to:

– Create, copy, display, alter, and delete channel definitions
– Start and stop channel initiators and listeners
– Start, stop, and ping channels, reset channel sequence numbers, and resolve in-doubt messages

when links cannot be re-established
– Display status information about channels
– Display information about DQM

In particular, you can use the CSQINPX initialization input data set to issue your MQSC commands. This
set can be processed every time you start the channel initiator. For more information, see Initialization
commands.

• There are two queues (SYSTEM.CHANNEL.SYNCQ and SYSTEM.QSG.CHANNEL.SYNCQ) used for channel
re-synchronization purposes. Define these queues with INDXTYPE(MSGID) for performance reasons. 

• The channel command queue (SYSTEM.CHANNEL.INITQ) is used to hold commands for channel
initiators, channels, and listeners.

• The channel control function program runs in its own address space, separate from the queue manager,
and comprises the channel initiator, listeners, MCAs, trigger monitor, and command handler.

• For queue sharing groups and shared channels, see Shared queues and queue sharing groups.
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• For intra-group queuing, see Intra-group queuing

Managing your channels on z/OS
Use the links in the following table for information about how to manage your channels, channel initiators,
and listeners:

Table 65. Channel tasks

Task to be performed MQSC command

Define a channel DEFINE CHANNEL

Alter a channel definition ALTER CHANNEL

Display a channel definition DISPLAY CHANNEL

Delete a channel definition DELETE CHANNEL

Start a channel initiator START CHINIT

Stop a channel initiator STOP CHINIT

Display channel initiator information DISPLAY CHINIT

Start a channel listener START LISTENER

Stop a channel listener STOP LISTENER

Start a channel START CHANNEL

Test a channel PING CHANNEL

Reset message sequence numbers for a channel RESET CHANNEL

Resolve in-doubt messages on a channel RESOLVE CHANNEL

Stop a channel STOP CHANNEL

Display channel status DISPLAY CHSTATUS

Display cluster channels DISPLAY CLUSQMGR

Related concepts
“Using the panels and the commands” on page 965
You can use the MQSC commands, the PCF commands, or the operations and control panels to manage
DQM.
“Setting up IBM MQ for z/OS” on page 886
Use this topic as a step by step guide for customizing your IBM MQ for z/OS system .
“Setting up communication for z/OS” on page 979
When a distributed-queuing management channel is started, it tries to use the connection specified in the
channel definition. To succeed, it is necessary for the connection to be defined and available. This section
explains how to define a connection.
“Preparing IBM MQ for z/OS for DQM with queue sharing groups” on page 984
Use the instructions in this section to configure distributed queuing with queue sharing groups on IBM MQ
for z/OS.
“Setting up communication for IBM MQ for z/OS using queue sharing groups” on page 988
When a distributed-queuing management channel is started, it attempts to use the connection specified
in the channel definition. For this attempt to succeed, it is necessary for the connection to be defined and
available.
Related tasks
“分散キューイングの構成” on page 199
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このセクションでは、キュー定義、チャネル定義、トリガー操作および同期点プロシージャーを含む、IBM
MQ インストール間の相互通信の詳細について説明します。
“Setting up communications with other queue managers on z/OS” on page 959
This section describes the IBM MQ for z/OS preparations you need to make before you can start to use
distributed queuing.

Using the panels and the commands
You can use the MQSC commands, the PCF commands, or the operations and control panels to manage
DQM.

For information about MQSC commands, see Administering IBM MQ using MQSC commands. For
information about PCF commands, see Automating administration using Programmable Command
Formats commands.

Using the initial panel
For an introduction to invoking the operations and control panels, using the function keys, and getting
help, see IBM MQ for z/OS の管理.

Note: To use the operations and control panels, you must have the correct security authorization; see
Administering IBM MQ for z/OS and sub topics for more information. Figure 103 on page 965 shows the
panel that is displayed when you start a panel session. The text after the panel explains the actions you
perform in this panel.

IBM MQ for z/OS - Main Menu

Complete fields. Then press Enter.

Action . . . . . . . . . . 1   0. List with filter  4. Manage
1. List or Display  5. Perform
2. Define like    6. Start
3. Alter       7. Stop
8. Command
Object type . . . . . . . . CHANNEL    +
Name . . . . . . . . . . . *
Disposition . . . . . . . . A Q=Qmgr, C=Copy, P=Private, G=Group,
S=Shared, A=All

Connect name . . . . . . . MQ25 - local queue manager or group
Target queue manager . . . MQ25
- connected or remote queue manager for command input
Action queue manager . . . MQ25 - command scope in group
Response wait time . . . . 10  5 - 999 seconds

(C) Copyright IBM Corporation 1993, 2024. All rights reserved.

Command ===> ________________________________________________________________
F1=Help   F2=Split   F3=Exit   F4=Prompt  F9=SwapNext F10=Messages
F12=Cancel

Figure 103. The operations and controls initial panel

From this panel, you can:

• Select the action you want to perform by typing in the appropriate number in the Action field.
• Specify the object type that you want to work with. Press F4 for a list of object types if you are not sure

what they are.
• Display a list of objects of the type specified. Type in an asterisk (*) in the Name field and press enter to

display a list of objects (of the type specified) that have already been defined on this subsystem. You
can then select one or more objects to work with in sequence. Figure 104 on page 966 shows a list of
channels produced in this way.

• Specify the disposition in the queue sharing group of the objects you want to work with in the
Disposition field. The disposition determines where the object is kept and how the object behaves.
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• Choose the local queue manager, or queue sharing group to which you want to connect in the Connect
name field. If you want the commands to be issued on a remote queue manager, choose either the
Target queue manager field or the Action queue manager field, depending upon whether the remote
queue manager is not or is a member of a queue sharing group. If the remote queue manager is not a
member of a queue sharing group, choose the Target queue manager field. If the remote queue
manager is a member of a queue sharing group, choose the Action queue manager field.

• Choose the wait time for responses to be received in the Response wait time field.

List Channels - MQ25          Row 1 of 8

Type action codes, then press Enter. Press F11 to display connection status.
1=Display  2=Define like  3=Alter  4=Manage  5=Perform
6=Start   7=Stop

Name         Type     Disposition  Status
<> *           CHANNEL    ALL   MQ25
_  SYSTEM.DEF.CLNTCONN  CLNTCONN   QMGR  MQ25
_  SYSTEM.DEF.CLUSRCVR  CLUSRCVR   QMGR  MQ25 INACTIVE
_  SYSTEM.DEF.CLUSSDR  CLUSSDR    QMGR  MQ25 INACTIVE
_  SYSTEM.DEF.RECEIVER  RECEIVER   QMGR  MQ25 INACTIVE
_  SYSTEM.DEF.REQUESTER REQUESTER   QMGR  MQ25 INACTIVE
_  SYSTEM.DEF.SENDER   SENDER    QMGR  MQ25 INACTIVE
_  SYSTEM.DEF.SERVER   SERVER    QMGR  MQ25 INACTIVE
_  SYSTEM.DEF.SVRCONN  SVRCONN    QMGR  MQ25 INACTIVE
******** End of list ********

Command ===> ________________________________________________________________
F1=Help   F2=Split   F3=Exit   F4=Filter  F5=Refresh  F7=Bkwd
F8=Fwd    F9=SwapNext F10=Messages F11=Status  F12=Cancel

Figure 104. Listing channels

Defining a channel on z/OS
On z/OS, you can define a channel by using MQSC commands or using the operations and control panels.

Procedure
• To define a channel using the MQSC commands, use the DEFINE CHANNEL command.
• To use the operations and control panels, starting from the initial panel, complete the following fields

and press Enter:

Table 66. Operations and control panels: initial panel fields

Field Value to enter in field

Action 2 (Define like)

Object type Channel type (for example SENDER) or CHANNEL

Name

Disposition The location of the new object.

You are presented with some panels to complete with information about the name and attributes that
you want for the channel you are defining. They are initialized with the default attribute values. Change
any that you want to before pressing Enter.

Note: If you entered CHANNEL in the object type field, you are presented with the Select a Valid
Channel Type panel first.
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If you want to define a channel with the same attributes as an existing channel, put the name of the
channel you want to copy in the Name field on the initial panel. The panels are initialized with the
attributes of the existing object.

For information about the channel attributes, see Channel attributes.

Note:

1. Name all the channels in your network uniquely. As shown in Network diagram showing all
channels, including the source and target queue manager names in the channel name is a good way
to do this naming.

What to do next
After you have defined your channel you must secure your channel. For more information, see “Securing a
channel” on page 968.

Altering a channel definition
You can alter a channel definition using MQSC commands or using the operations and control panels.

To alter a channel definition using the MQSC commands, use ALTER CHANNEL.

Using the operations and control panels, starting from the initial panel, complete these fields and press
enter:

Field Value

Action 3 (Alter)

Object type channel type (for example SENDER) or CHANNEL

Name CHANNEL.TO.ALTER

Disposition The location of the stored object.

You are presented with some panels containing information about the current attributes of the channel.
Change any of the unprotected fields that you want by over typing the new value, and then press enter to
change the channel definition.

For information about the channel attributes, see Channel attributes.

Displaying a channel definition
You can display a channel definition using MQSC commands or using the operations and control panels.

To display a channel definition using the MQSC commands, use DISPLAY CHANNEL.

Using the operations and control panels, starting from the initial panel, complete these fields and press
enter:

Field Value

Action 1 (List or Display)

Object type channel type (for example SENDER) or CHANNEL

Name CHANNEL.TO.DISPLAY

Disposition The location of the object.

You are presented with some panels displaying information about the current attributes of the channel.

For information about the channel attributes, see Channel attributes.

Deleting a channel definition
You can delete a channel definition using MQSC commands or using the operations and control panels.
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To delete a channel definition using the MQSC commands, use DELETE CHANNEL.

Using the operations and control panels, starting from the initial panel, complete these fields and press
enter:

Field Value

Action 4 (Manage)

Object type channel type (for example SENDER) or CHANNEL

Name CHANNEL.TO.DELETE

Disposition The location of the object.

You are presented with another panel. Select function type 1 on this panel.

Press enter to delete the channel definition; you are asked to confirm that you want to delete the channel
definition by pressing enter again.

Note: The channel initiator has to be running before a channel definition can be deleted (except for client-
connection channels).

Displaying information about the channel initiator
You can display information about the channel initiator using MQSC commands or using the operations
and control panels.

To display information about the channel initiator using the MQSC commands, use DISPLAY CHINIT.

Using the operations and control panels, starting from the initial panel, complete these fields and press
enter:

Field Value

Action 1 (Display)

Object type SYSTEM

Name Blank

You are presented with another panel. Select function type 1 on this panel.

Note:

1. Displaying distributed queuing information might take some time if you have lots of channels.
2. The channel initiator has to be running before you can display information about distributed queuing.

Securing a channel
You can secure a channel using MQSC commands or using the operations and control panels.

To secure a channel using the MQSC commands, use SET CHLAUTH.

Using the operations and control panels, starting from the initial panel, complete these fields and press
enter:

Field Value

Action 8

You are presented with an editor within which you can provide an MQSC command, in this case a
CHLAUTH command, see Figure 105 on page 969. When you have finished typing in the command, the
plus signs (+) are needed. Type PF3 to exit from the editor and submit the command to the command
server.
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****************************** Top of Data ******************************
000001 SET CHLAUTH(SYSTEM.DEF.SVRCONN) +
000002 TYPE(SSLPEERMAP) +
000003 SSLPEER('CN="John Smith"') +
000004 MCAUSER('PUBLIC')
****** **************************** Bottom of Data ****************************

Command ===>                         Scroll ===> PAGE
F1=Help   F3=Exit   F4=LineEdit F12=Cancel

Figure 105. Command Entry

The output of the command is then presented to you, see Figure 106 on page 969

****** ***************************** Top of Data ******************************
000001 CSQU000I CSQUTIL IBM MQ for z/OS V7.1.0
000002 CSQU001I CSQUTIL Queue Manager Utility - 2011-04-20 14:42:58
000003 COMMAND TGTQMGR(MQ23) RESPTIME(30)
000004 CSQU127I Executing COMMAND using input from CSQUCMD data set
000005 CSQU120I Connecting to MQ23
000006 CSQU121I Connected to queue manager MQ23
000007 CSQU055I Target queue manager is MQ23
000008 SET CHLAUTH(SYSTEM.DEF.SVRCONN) +
000009 TYPE(SSLPEERMAP) +
000010 SSLPEER('CN="John Smith"') +
000011 MCAUSER('PUBLIC')
000012 CSQN205I  COUNT=    2, RETURN=00000000, REASON=00000000
000013 CSQ9022I !MQ23 CSQMSCA ' SET CHLAUTH' NORMAL COMPLETION
000014 CSQU057I 1 commands read
000015 CSQU058I 1 commands issued and responses received, 0 failed
000016 CSQU143I 1 COMMAND statements attempted
000017 CSQU144I 1 COMMAND statements executed successfully
000018 CSQU148I CSQUTIL Utility completed, return code=0
Command ===>                         Scroll ===> PAGE
F1=Help   F3=Exit   F5=Rfind   F6=Rchange  F9=SwapNext F12=Cancel

Figure 106. Command Output

Starting a channel initiator
You can start a channel initiator using MQSC commands or using the operations and control panels.

To start a channel initiator using the MQSC commands, use START CHINIT.

Using the operations and control panels, starting from the initial panel, complete these fields and press
enter:

Field Value

Action 6 (Start)

Object type SYSTEM

Name Blank

The Start a System Function panel is displayed. The text following the following panel explains what
action to take:
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Start a System Function

Select function type, complete fields, then press Enter to start system
function.

Function type . . . . . . . . _   1. Channel initiator
2. Channel listener
Action queue manager . . . : MQ25

Channel initiator
JCL substitution . . . . . ________________________________________________
________________________________________________

Channel listener
Inbound disposition . . . Q G=Group, Q=Qmgr
Transport type . . . . . . _ L=LU6.2, T=TCP/IP
LU name (LU6.2) . . . . . _________________
Port number (TCP/IP) . . . 1414
IP address (TCP/IP) . . . ________________________________________________

Command ===> ________________________________________________________________
F1=Help   F2=Split   F3=Exit   F9=SwapNext F10=Messages F12=Cancel

Figure 107. Starting a system function

Select function type 1 (channel initiator), and press enter.

Stopping a channel initiator
You can stop a channel initiator using MQSC commands or using the operations and control panels.

To stop a channel initiator using the MQSC commands, use STOP CHINIT.

Using the operations and control panels, starting from the initial panel, complete these fields and press
enter:

Field Value

Action 7 (Stop)

Object type SYSTEM

Name Blank

The Stop a System Function panel is displayed. The text following the panel explains how you to use this
panel:
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Stop a System Function

Select function type, complete fields, then press Enter to stop system
function.

Function type . . . . . . . . _   1. Channel initiator
2. Channel listener
Action queue manager . . . : MQ25

Channel initiator
Restart shared channels  Y Y=Yes, N=No

Channel listener
Inbound disposition . . . Q G=Group, Q=Qmgr
Transport type . . . . . . _ L=LU6.2, T=TCP/IP

Port number (TCP/IP) . . . _____
IP address (TCP/IP) . . . ________________________________________________

Command ===> ________________________________________________________________
F1=Help   F2=Split   F3=Exit   F9=SwapNext F10=Messages F12=Cancel

Figure 108. Stopping a function control

Select function type 1 (channel initiator) and press enter.

The channel initiator waits for all running channels to stop in quiesce mode before it stops.

Note: If some of the channels are receiver or requester channels that are running but not active, a stop
request issued to either the receiver or sender channel initiator causes it to stop immediately.

However, if messages are flowing, the channel initiator waits for the current batch of messages to
complete before it stops.

Starting a channel listener
You can start a channel listener using MQSC commands or using the operations and control panels.

To start a channel listener using the MQSC commands, use START LISTENER.

Using the operations and control panels, starting from the initial panel, complete these fields and press
enter:

Field Value

Action 6 (Start)

Object type SYSTEM

Name Blank

The Start a System Function panel is displayed (see Figure 107 on page 970 ).

Select function type 2 (channel listener). Select Inbound disposition. Select Transport type. If the
Transport type is L, select LU name. If the Transport type is T, select Port number and (optionally) IP
address. Press enter.

Note: For the TCP/IP listener, you can start multiple combinations of Port and IP address.

Stopping a channel listener
You can stop a channel listener using MQSC commands or using the operations and control panels.

To stop a channel listener using the MQSC commands, use STOP LISTENER.

Using the operations and control panels, starting from the initial panel, complete these fields and press
enter:
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Field Value

Action 7 (Stop)

Object type SYSTEM

Name Blank

The Stop a System Function panel is displayed (see Figure 108 on page 971 ).

Select function type 2 (channel listener). Select Inbound disposition. Select Transport type. If the
transport type is 'T', select Port number and (optionally) IP address. Press enter.

Note: For a TCP/IP listener, you can stop specific combinations of Port and IP address, or you can stop all
combinations.

Starting a channel
You can start a channel using MQSC commands or using the operations and control panels.

To start a channel using the MQSC commands, use START CHANNEL.

Using the operations and control panels, starting from the initial panel, complete these fields and press
enter:

Field Value

Action 6 (Start)

Object type channel type (for example SENDER) or CHANNEL

Name CHANNEL.TO.USE

Disposition The disposition of the object.

The Start a Channel panel is displayed. The text following the panel explains how to use the panel:

Start a Channel

Select disposition, then press Enter to start channel.

Channel name . . . . . . . : CHANNEL.TO.USE
Channel type . . . . . . . : SENDER
Description . . . . . . . . : Description of CHANNEL.TO.USE

Disposition . . . . . . . . . P   P=Private on MQ25
S=Shared on MQ25
A=Shared on any queue manager

Command ===> ________________________________________________________________
F1=Help   F2=Split   F3=Exit   F9=SwapNext F10=Messages F12=Cancel

Figure 109. Starting a channel

Select the disposition of the channel instance and on which queue manager it is to be started.

Press enter to start the channel.
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Starting a shared channel
To start a shared channel, and keep it on a nominated channel initiator, use disposition = S (on the START
CHANNEL command, specify CHLDISP(FIXSHARED)).

There can be only one instance of the shared channel running at a time. Attempts to start a second
instance of the channel fail.

When you start a channel in this way, the following rules apply to that channel:

• You can stop the channel from any queue manager in the queue sharing group. You can stop it even if
the channel initiator on which it was started is not running at the time you issue the stop-channel
request. When the channel has stopped, you can restart it by specifying disposition = S
(CHLDISP(FIXSHARED)) on the same, or another, channel initiator. You can also start it by specifying
disposition = A (CHLDISP(SHARED)).

• If the channel is in the starting or retry state, you can restart it by specifying disposition = S
(CHLDISP(FIXSHARED)) on the same or a different channel initiator. You can also start it by specifying
disposition = A (CHLDISP(SHARED)).

• The channel is eligible to be trigger started when it goes into the inactive state. Shared channels that are
trigger started always have a shared disposition (CHLDISP(SHARED)).

• The channel is eligible to be started with CHLDISP(FIXSHARED), on any channel initiator, when it goes
into the inactive state. You can also start it by specifying disposition = A (CHLDISP(SHARED)).

• The channel is not recovered by any other active channel initiator in the queue sharing group when the
channel initiator on which it was started is stopped with SHARED(RESTART), or when the channel
initiator terminates abnormally. The channel is recovered only when the channel initiator on which it
was started is next restarted. This stops failed channel-recovery attempts being passed to other
channel initiators in the queue sharing group, which would add to their workload.

Testing a channel
You can test a channel using MQSC commands or using the operations and control panels.

To test a channel using the MQSC commands, use PING CHANNEL.

Using the operations and control panels, starting from the initial panel, complete these fields and press
enter:

Field Value

Action 5 (Perform)

Object type SENDER, SERVER, or CHANNEL

Name CHANNEL.TO.USE

Disposition The disposition of the channel object.

The Perform a Channel Function panel is displayed. The text following the panel explains how to use the
panel:
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Perform a Channel Function

Select function type, complete fields, then press Enter.

Function type . . . . . . . . _   1. Reset  3. Resolve with commit
2. Ping  4. Resolve with backout

Channel name . . . . . . . : CHANNEL.TO.USE
Channel type . . . . . . . : SENDER
Description . . . . . . . . : Description of CHANNEL.TO.USE

Disposition . . . . . . . . . P   P=Private on MQ25
S=Shared on MQ25
A=Shared on any queue manager

Sequence number for reset . . 1     1 - 999999999
Data length for ping . . . . 16   16 - 32768

Command ===> ________________________________________________________________
F1=Help   F2=Split   F3=Exit   F9=SwapNext F10=Messages F12=Cancel

Figure 110. Testing a channel

Select function type 2 (ping).

Select the disposition of the channel for which the test is to be done and on which queue manager it is to
be tested.

The data length is initially set to 16. Change it if you want and press enter.

Resetting message sequence numbers for a channel
You can reset message sequence numbers for a channel using MQSC commands or using the operations
and control panels.

To reset channel sequence numbers using the MQSC commands, use RESET CHANNEL.

Using the operations and control panels, starting from the initial panel, complete these fields and press
enter:

Field Value

Action 5 (Perform)

Object type channel type (for example SENDER) or CHANNEL

Name CHANNEL.TO.USE

Disposition The disposition of the channel object.

The Perform a Channel Function panel is displayed (see Figure 110 on page 974 ).

Select Function type 1 (reset).

Select the disposition of the channel for which the reset is to be done and on which queue manager it is to
be done.

The sequence number field is initially set to one. Change this value if you want, and press enter.

Resolving in-doubt messages on a channel
You can resolve in-doubt messages on a channel using MQSC commands or using the operations and
control panels.

To resolve in-doubt messages on a channel using the MQSC commands, use RESOLVE CHANNEL.
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Using the operations and control panels, starting from the initial panel, complete these fields and press
enter:

Field Value

Action 5 (Perform)

Object type SENDER, SERVER, or CHANNEL

Name CHANNEL.TO.USE

Disposition The disposition of the object.

The Perform a Channel Function panel is displayed (see Figure 110 on page 974 ).

Select Function type 3 or 4 (resolve with commit or backout). (See “未確定チャネルの処理” on page 239
for more information.)

Select the disposition of the channel for which resolution is to be done and which queue manager it is to
be done on. Press enter.

Stopping a channel
You can stop a channel using MQSC commands or using the operations and control panels.

To stop a channel using the MQSC commands, use STOP CHANNEL.

Using the operations and control panels, starting from the initial panel, complete these fields and press
enter:

Field Value

Action 7 (Stop)

Object type channel type (for example SENDER) or CHANNEL

Name CHANNEL.TO.USE

Disposition The disposition of the object.

The Stop a Channel panel is displayed. The text following the panel explains how to use the panel:

Stop a Channel

Complete fields, then press Enter to stop channel.

Channel name . . . . . . . : CHANNEL.TO.USE
Channel type . . . . . . . : SENDER
Description . . . . . . . . : Description of CHANNEL.TO.USE

Disposition . . . . . . . . . P   P=Private on MQ25
A=Shared on any queue manager

Stop mode . . . . . . . . . . 1   1. Quiesce  2. Force
Stop status . . . . . . . . . 1   1. Stopped  2. Inactive

Queue manager . . . . . . . . ________________________________________________
Connection name . . . . . . . ________________________________________________

Command ===> ________________________________________________________________
F1=Help   F2=Split   F3=Exit   F9=SwapNext F10=Messages F12=Cancel

Figure 111. Stopping a channel
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Select the disposition of the channel for which the stop is to be done and on which queue manager it is to
be stopped.

Choose the stop mode that you require:
Quiesce

The channel stops when the current message is completed and the batch is then ended, even if the
batch size value has not been reached and there are messages already waiting on the transmission
queue. No new batches are started. This mode is the default.

Force
The channel stops immediately. If a batch of messages is in progress, an 'in-doubt' situation can
result.

Choose the queue manager and connection name for the channel you want to stop.

Choose the status that you require:
Stopped

The channel is not restarted automatically, and must be restarted manually. This mode is the default if
no queue manager or connection name is specified. If a name is specified, it is not allowed.

Inactive
The channel is restarted automatically when required. This mode is the default if a queue manager or
connection name is specified.

Press enter to stop the channel.

See “チャネルの停止および静止” on page 237 for more information. For information about restarting
stopped channels, see “停止したチャネルの再始動” on page 239.

Note: If a shared channel is in a retry state and the channel initiator on which it was started is not running,
a STOP request for the channel is issued on the queue manager where the command was entered.

Displaying channel status
You can display channel status by using MQSC commands, or by using the operations and control panels.

To display the status of a channel or a set of channels using the MQSC commands, use DISPLAY
CHSTATUS.

Note: Displaying channel status information can take some time if you have lots of channels.

Using the operations and control panels on the List Channel panel (see Figure 104 on page 966 ), a
summary of the channel status is shown for each channel as follows:

INACTIVE No connections are active

status One connection is active

nnn status More than one connection is current and all current connections have the same
status

nnn CURRENT More than one connection is current and the current connections do not all have
the same status

Blank IBM MQ is unable to determine how many connections are active (for example,
because the channel initiator is not running)

Note: For channel objects with the disposition GROUP, no status is displayed.

where nnn is the number of active connections, and status is one of the following:

INIT INITIALIZING

BIND BINDING

START STARTING
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RUN RUNNING

STOP STOPPING or STOPPED

RETRY RETRYING

REQST REQUESTING

To display more information about the channel status, press the Status key (F11) on the List Channel or
the Display, or Alter channel panels to display the List Channels - Current Status panel (see Figure 112 on
page 977 ).

List Channels - Current Status - MQ25      Row 1 of 16

Type action codes, then press Enter. Press F11 to display saved status.
1=Display current status

Channel name     Connection name                 State
Start time      Messages Last message time  Type   Disposition
<> *                          CHANNEL  ALL   MQ25

_ RMA0.CIRCUIT.ACL.F  RMA1                       STOP
_  2005-03-21 10.22.36 557735  2005-03-24 09.51.11 SENDER  PRIVATE MQ25
_ RMA0.CIRCUIT.ACL.N  RMA1
_  2005-03-21 10.23.09 378675  2005-03-24 09.51.10 SENDER  PRIVATE MQ25
_ RMA0.CIRCUIT.CL.F  RMA2
_  2005-03-24 01.12.51 45544   2005-03-24 09.51.08 SENDER  PRIVATE MQ25
_ RMA0.CIRCUIT.CL.N  RMA2
_  2005-03-24 01.13.55 45560   2005-03-24 09.51.11 SENDER  PRIVATE MQ25
_ RMA1.CIRCUIT.CL.F  RMA1
_  2005-03-21 10.24.12 360757  2005-03-24 09.51.11 RECEIVER PRIVATE MQ25
_ RMA1.CIRCUIT.CL.N  RMA1
_  2005-03-21 10.23.40 302870  2005-03-24 09.51.09 RECEIVER PRIVATE MQ25
******** End of list ********
Command ===> ________________________________________________________________
F1=Help   F2=Split   F3=Exit   F4=Filter  F5=Refresh  F7=Bkwd
F8=Fwd    F9=SwapNext F10=Messages F11=Saved  F12=Cancel

Figure 112. Listing channel connections

The values for status are as follows:

INIT INITIALIZING

BIND BINDING

START STARTING

RUN RUNNING

STOP STOPPING or STOPPED

RETRY RETRYING

REQST REQUESTING

DOUBT STOPPED and INDOUBT(YES)

See “チャネルの状態” on page 230 for more information.

You can press F11 to see a similar list of channel connections with saved status; press F11 to get back to
the current list. The saved status does not apply until at least one batch of messages has been
transmitted on the channel.

Use action code 1 or a slash (/) to select a connection and press enter. The Display Channel Connection
Current Status panels are displayed.
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Displaying cluster channels
You can display cluster channels using MQSC commands or using the operations and control panels.

To display all the cluster channels that have been defined (explicitly or using auto-definition), use the
MQSC command, DISPLAY CLUSQMGR.

Using the operations and control panels, starting from the initial panel, complete these fields and press
enter:

Field Value

Action 1 (List or Display)

Object type CLUSCHL

Name *

You are presented with a panel like figure Figure 113 on page 978, in which the information for each
cluster channel occupies three lines, and includes its channel, cluster, and queue manager names. For
cluster-sender channels, the overall state is shown.

List Cluster queue manager Channels - MQ25    Row 1 of 9

Type action codes, then press Enter. Press F11 to display connection status.
1=Display  5=Perform  6=Start  7=Stop

Channel name     Connection name                 State
Type     Cluster name                   Suspended
Cluster queue manager name            Disposition
<>   *                        -    MQ25
_ TO.MQ90.T      HURSLEY.MACH90.COM(1590)
_  CLUSRCVR   VJH01T                      N
_   MQ90                       -    MQ25
_ TO.MQ95.T      HURSLEY.MACH95.COM(1595)             RUN
_  CLUSSDRA   VJH01T                      N
_   MQ95                       -    MQ25
_ TO.MQ96.T      HURSLEY.MACH96.COM(1596)             RUN
_  CLUSSDRB   VJH01T                      N
_   MQ96                       -    MQ25
******** End of list ********

Command ===> ________________________________________________________________
F1=Help   F2=Split   F3=Exit   F4=Filter  F5=Refresh  F7=Bkwd
F8=Fwd    F9=SwapNext F10=Messages F11=Status  F12=Cancel

Figure 113. Listing cluster channels

To display full information about one or more channels, type Action code 1 against their names and press
enter. Use Action codes 5, 6, or 7 to perform functions (such as ping, resolve, and reset), and start or stop
a cluster channel.

To display more information about the channel status, press the Status key (F11).

Preparing IBM MQ for z/OS to use the zEnterprise Data Compression
Express facility
The zEnterprise® Data Compression (zEDC) Express facility is available for certain models of IBM Z
machines, starting from IBM zEC12 GA2, using a minimum z/OS level of z/OS 2.1.

See zEnterprise Data Compression (zEDC) for further information.

Prerequisites
For IBM z15 and later, the zEnterprise Data Compression (zEDC) Express facility was moved from an
optional feature in the PCIe I/O drawer of the hardware system to be on-chip as the Integrated
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Accelerator for zEDC. With this change, the configuration prerequisites are updated and are dependent on
your hardware system.

IBM z15 or later

Apply one of the following PTFs, according to your level of z/OS:

• z/OS 2.4: UJ00636
• z/OS 2.3: UJ00635
• z/OS 2.2: UJ00638
• z/OS 2.1: UJ00639

There are no hardware requirements for z15 or later systems. The Integrated Accelerator for zEDC
solution in these systems provides built-in data acceleration, so a separate adapter is no longer required.

IBM zEC12 GA2 to IBM z14

Your system must also have the following requirements:

• A zEDC Express® adapter, installed in the PCIe I/O drawers of the hardware system.
• The zEDC software capability (an optional, paid-for feature) must be enabled in an IFAPRDxx parmlib

member.

Procedure
IBM zEC12 GA2 to IBM z14

Ensure that the channel initiator user ID has READ authority to the FPZ.ACCELERATOR.COMPRESSION
profile in the RACF FACILITY CLASS, or the equivalent in the external security manager (ESM) that
your enterprise uses.

Attention: Not required for IBM z15 or later.

IBM zEnterprise zEC12 GA2 or later
Configure the channel with COMPMSG(ZLIBFAST) at both the sending and receiving ends. Once
configured, zlib compression is used to compress and decompress messages flowing across the
channel.
Compression is performed in the zEDC when the size of the data to be compressed is above the
minimum threshold. The threshold is dependent upon the IBM z hardware being used

• IBM zEC12 GA2 to IBM z14 has a minimum threshold of 4KB
• IBM z15 or later has a minimum threshold of 1KB

For messages below the threshold size, compression or inflation is performed in the software.

Setting up communication for z/OS
When a distributed-queuing management channel is started, it tries to use the connection specified in the
channel definition. To succeed, it is necessary for the connection to be defined and available. This section
explains how to define a connection.

DQM is a remote queuing facility for IBM MQ. It provides channel control programs for the queue manager
that form the interface to communication links. These links are controllable by the system operator. The
channel definitions held by distributed queuing management use these connections.

Choose from one of the two forms of communication protocol that can be used for z/OS:

• “Defining a TCP connection on z/OS” on page 980
• “Defining an LU6.2 connection for z/OS using APPC/MVS” on page 983
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TCP/IP を使用するメッセージ・チャネルは、ネットワーク・スループットを大
幅に向上させることができる高速 TCP/IP トンネルを提供する IBM Aspera faspio Gatewayを指すことが
できます。 資格のあるプラットフォームで実行されているキュー・マネージャーは、 Aspera gatewayを介
して接続できます。 ゲートウェイ自体は、 Red Hat 、 Ubuntu Linux、または Windowsにデプロイされま
す。 Linux または Windowsでの Aspera gateway 接続の定義を参照してください。
Each channel definition must specify only one protocol as the transmission protocol (Transport Type)
attribute. A queue manager can use more than one protocol to communicate.

You might also find it helpful to refer to Example configuration - IBM MQ for z/OS . If you are using queue
sharing groups, see “Setting up communication for IBM MQ for z/OS using queue sharing groups” on page
988.

Related concepts
“Using the panels and the commands” on page 965
You can use the MQSC commands, the PCF commands, or the operations and control panels to manage
DQM.
“Setting up IBM MQ for z/OS” on page 886
Use this topic as a step by step guide for customizing your IBM MQ for z/OS system .
“Monitoring and controlling channels on z/OS” on page 963
Use the DQM commands and panels to create, monitor, and control the channels to remote queue
managers.
“Preparing IBM MQ for z/OS for DQM with queue sharing groups” on page 984
Use the instructions in this section to configure distributed queuing with queue sharing groups on IBM MQ
for z/OS.
“Setting up communication for IBM MQ for z/OS using queue sharing groups” on page 988
When a distributed-queuing management channel is started, it attempts to use the connection specified
in the channel definition. For this attempt to succeed, it is necessary for the connection to be defined and
available.
Related tasks
“分散キューイングの構成” on page 199
このセクションでは、キュー定義、チャネル定義、トリガー操作および同期点プロシージャーを含む、IBM
MQ インストール間の相互通信の詳細について説明します。
“Setting up communications with other queue managers on z/OS” on page 959
This section describes the IBM MQ for z/OS preparations you need to make before you can start to use
distributed queuing.

Defining a TCP connection on z/OS
To define a TCP connection, there are a number of settings to configure.

The TCP address space name must be specified in the TCP system parameters data set,
tcpip.TCPIP.DATA. In the data set, a "TCPIPJOBNAME TCPIP_proc" statement must be included.

If you are using a firewall, you need to configure allow connections from the channel initiator to the
addresses in the channels, and from the remote connections into the queue manager.

Typically the definition for a firewall configures the sending IP address and port to the destination IP
address and port:

• A z/OS image can have more than one host name, and you might need to configure the firewall with
multiple host addresses as the source address.

You can use the NETSTAT HOME command to display these names and addresses.
• A channel initiator can have multiple listeners on different ports, so you need to configure these ports.
• If you are using a shared port for a queue sharing group you must configure the shared port as well.
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The channel initiator address space must have authority to read the data set. The following techniques
can be used to access your TCPIP.DATA data set, depending on which TCP/IP product and interface you
are using:

• Environment variable, RESOLVER_CONFIG
• /etc/resolv.conf on the file system
• //SYSTCPD DD statement
• //SYSTCPDD DD statement
• jobname/userid.TCPIP.DATA
• SYS1.TCPPARMS(TCPDATA)
• zapname.TCPIP.DATA

You must also be careful to specify the high-level qualifier for TCP/IP correctly.

You need a suitably configured Domain Name System (DNS) server, capable of both Name to IP address
translation and IP address to Name translation.

Note: Some changes to the resolver configuration require a recycle of applications using it, for example,
IBM MQ.

For more information, see the following:

• Base TCP/IP system
• z/OS UNIX System Services.

Each TCP channel when started uses TCP resources; you might need to adjust the following parameters in
your PROFILE.TCPIP configuration data set:
ACBPOOLSIZE

Add one per started TCP channel, plus one
CCBPOOLSIZE

Add one per started TCP channel, plus one per DQM dispatcher, plus one
DATABUFFERPOOLSIZE

Add two per started TCP channel, plus one
MAXFILEPROC

Controls how many channels each dispatcher in the channel initiator can handle.

This parameter is specified in the BPXPRMxx member of SYSI.PARMLIB. Ensure that you specify a
value large enough for your needs.

By default, the channel initiator is only capable of binding to IP addresses associated with the stack
named in the TCPNAME queue manager attribute. To allow the channel initiator to communicate using
additional TCP/IP stacks on the system, change the TCPSTACK queue manager attribute to MULTIPLE.

TCP/IP を使用するメッセージ・チャネルは、ネットワーク・スループットを大
幅に向上させることができる高速 TCP/IP トンネルを提供する IBM Aspera faspio Gatewayを指すことが
できます。 資格のあるプラットフォームで実行されているキュー・マネージャーは、 Aspera gatewayを介
して接続できます。 ゲートウェイ自体は、 Red Hat 、 Ubuntu Linux、または Windowsにデプロイされま
す。 Linux または Windowsでの Aspera gateway 接続の定義を参照してください。
Related concepts
“Sending end” on page 982
At the sending end of the TCP/IP connection, there are a number of settings to configure.
“Receiving on TCP” on page 982
At the receiving end of the TCP/IP connection, there are a number of settings to configure.
“Using the TCP listener backlog option on z/OS” on page 982
When receiving on TCP/IP, a maximum number of outstanding connection requests is set. These
outstanding requests can be considered a backlog of requests waiting on the TCP/IP port for the listener
to accept the request.
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Sending end
At the sending end of the TCP/IP connection, there are a number of settings to configure.

The connection name (CONNAME) field in the channel definition must be set to either the host name (for
example MVSHUR1) or the TCP network address of the target. The TCP network address can be in IPv4
dotted decimal form (for example 127.0.0.1) or IPv6 hexadecimal form (for example
2001:DB8:0:0:0:0:0:0). If the connection name is a host name, a TCP name server is required to convert
the host name into a TCP host address. (This requirement is a function of TCP, not IBM MQ.)

On the initiating end of a connection (sender, requester, and server channel types) it is possible to provide
an optional port number for the connection, for example:
Connection name

192.0.2.0(1555)

In this case the initiating end attempts to connect to a receiving program listening on port 1555.

Note: The default port number of 1414 is used if an optional port number is not specified.

The channel initiator can use any TCP/IP stack which is active and available. By default, the channel
initiator binds its outbound channels to the default IP address for the TCP/IP stack named in the
TCPNAME queue manager attribute. To connect through a different stack, you need to specify either the
host name or IP address of the stack in the LOCLADDR attribute of the channel.

Receiving on TCP
At the receiving end of the TCP/IP connection, there are a number of settings to configure.

Receiving channel programs are started in response to a startup request from the sending channel. To do
so, a listener program has to be started to detect incoming network requests and start the associated
channel. You start this listener program with the START LISTENER command, or using the operations and
control panels.

By default:

• The TCP Listener program uses port 1414 and listens on all addresses available to your TCP stack.
• TCP/IP listeners can bind only to addresses associated with the TCP/IP stack named in the TCPNAME

queue manager attribute.

To start listeners for other addresses, or all available TCP stacks, set your TCPSTACK queue manager
attribute to 'MULTIPLE'.

You can start your TCP listener program to listen only on a specific address or host name by specifying
IPADDR in the START LISTENER command. For more information, see Listeners.

Using the TCP listener backlog option on z/OS
When receiving on TCP/IP, a maximum number of outstanding connection requests is set. These
outstanding requests can be considered a backlog of requests waiting on the TCP/IP port for the listener
to accept the request.

The default listener backlog value on z/OS is 10000. If the backlog reaches this values, the TCP/IP
connection is rejected and the channel is not able to start.

For MCA channels, this results in the channel going into a RETRY state and retrying the connection at a
later time.

For client connections, the client receives an MQRC_Q_MGR_NOT_AVAILABLE reason code from MQCONN
and can retry the connection at a later time.

Related concepts
“IBM MQ for Multiplatformsでの TCPリスナー・バックログ・オプションの使用” on page 271
TCP では、サーバーとクライアントとの間で 3 ウェイ・ハンドシェークが実行されない限り、接続は不完
全として扱われます。 これらの接続は、未解決接続要求と呼ばれます。 最大値をこれらの未解決接続要求
に設定し、リスナーが要求を受け入れるのを TCP ポート上で待っている要求のバックログと考えることが
できます。
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Defining an LU6.2 connection for z/OS using APPC/MVS
To define an LU6.2 connection there are a number of settings to configure.

APPC/MVS setup
Each instance of the channel initiator must have the name of the LU that it is to use defined to APPC/MVS,
in the APPCPMxx member of SYS1.PARMLIB, as in the following example:

LUADD ACBNAME( luname ) NOSCHED TPDATA(CSQ.APPCTP)

luname is the name of the logical unit to be used. NOSCHED is required; TPDATA is not used. No additions
are necessary to the ASCHPMxx member, or to the APPC/MVS TP profile data set.

The side information data set must be extended to define the connections used by DQM. See the supplied
sample CSQ4SIDE for details of how to do this using the APPC utility program ATBSDFMU. For details of
the TPNAME values to use, see the following table for information:

Table 67. Settings on the local z/OS system for a remote queue manager platform

Remote platform TPNAME

z/OS or MVS The same as TPNAME in the corresponding side information about the remote
queue manager.

IBM i The same as the compare value in the routing entry on the IBM i system.

AIX and Linux
systems

The same as TPNAME in the corresponding side information about the remote
queue manager.

Windows As specified in the Windows Run Listener command, or the invokable Transaction
Program that was defined using TpSetup on Windows.

If you have more than one queue manager on the same machine, ensure that the TPnames in the channel
definitions are unique.

In an environment where the queue manager is communicating using APPC with a queue manager on the
same or another z/OS system, ensure that either the VTAM definition for the communicating LU specifies
SECACPT(ALREADYV), or that there is a RACF APPCLU profile for the connection between LUs, which
specifies CONVSEC(ALREADYV).

The z/OS command VARY ACTIVE must be issued against both base and listener LUs before attempting to
start either inbound or outbound communications.

Attention: In addition to the APPC setup, you must issue the following command:

ALTER QMGR LUNAME(luname)

and restart the channel initiator.

See LUNAME for further information.

Related concepts
“Connecting to LU 6.2” on page 983
To connect to LU 6.2, there are a number of settings to configure.
“Receiving on LU 6.2” on page 984
To receive on LU 6.2, there are a number of settings to configure.

Connecting to LU 6.2
To connect to LU 6.2, there are a number of settings to configure.

The connection name (CONNAME) field in the channel definition must be set to the symbolic destination
name, as specified in the side information data set for APPC/MVS.
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The LU name to use (defined to APPC/MVS as described previously) must also be specified in the channel
initiator parameters. It must be set to the same LU that is used for receiving by the listener.

The channel initiator uses the "SECURITY(SAME)" APPC/MVS option, so it is the user ID of the channel
initiator address space that is used for outbound transmissions, and is presented to the receiver.

Receiving on LU 6.2
To receive on LU 6.2, there are a number of settings to configure.

Receiving MCAs are started in response to a startup request from the sending channel. To do so, a listener
program has to be started to detect incoming network requests and start the associated channel. The
listener program is an APPC/MVS server. You start it with the START LISTENER command, or using the
operations and control panels. You must specify the LU name to use with a symbolic destination name
defined in the side information data set. The local LU so identified must be the same as the one used for
outbound transmissions, as set in the channel initiator parameters.

Preparing IBM MQ for z/OS for DQM with queue sharing groups
Use the instructions in this section to configure distributed queuing with queue sharing groups on IBM MQ
for z/OS.

For an example configuration using queue sharing groups, see Example configuration - IBM MQ for z/OS
using queue sharing groups. For a message channel planning example using queue sharing groups, see
Message channel planning example for z/OS using queue sharing groups.

You need to create and configure the following components to enable distributed queuing with queue
sharing groups:

• LU 6.2 and TCP/IP listeners
• Transmission queues and triggering
• Message channel agents
• Synchronization queue

After you have created the components you need to set up the communication, see “Setting up
communication for IBM MQ for z/OS using queue sharing groups” on page 988.

For information about how to monitor and control channels when using queue sharing groups, see
“Monitoring and controlling channels on z/OS” on page 963.

See the following sections for queue sharing group concepts and benefits.

Class of service
A shared queue is a type of local queue that offers a different class of service. Messages on a shared
queue are stored in a coupling facility (CF), which allows them to be accessed by all queue managers in
the queue sharing group. A message on a shared queue must be a message of length no more than 100
MB.

Generic interface
A queue sharing group has a generic interface that allows the network to view the group as a single entity.
This view is achieved by having a single generic address that can be used to connect to any queue
manager within the group.

Each queue manager in the queue sharing group listens for inbound session requests on an address that
is logically related to the generic address. For more information see “LU 6.2 and TCP/IP listeners for
queue sharing groups” on page 986.
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Load-balanced channel start
A shared transmission queue can be serviced by an outbound channel running on any channel initiator in
the queue sharing group. Load-balanced channel start determines where a start channel command is
targeted. An appropriate channel initiator is chosen that has access to the necessary communications
subsystem. For example, a channel defined with TRPTYPE(LU6.2) cannot be started on a channel initiator
that only has access to a TCP/IP subsystem.

The choice of channel initiator is dependent on the channel load and the headroom of the channel
initiator. The channel load is the number of active channels as a percentage of the maximum number of
active channels allowed as defined in the channel initiator parameters. The headroom is the difference
between the number of active channels and the maximum number allowed.

Inbound shared channels can be load-balanced across the queue sharing group by use of a generic
address, as described in “LU 6.2 and TCP/IP listeners for queue sharing groups” on page 986.

Shared channel recovery
The following table shows the types of shared-channel failure and how each type is handled.

Type of failure: What happens:

Channel initiator
communications
subsystem failure

The channels dependent on the communications subsystem enter channel retry,
and are restarted on an appropriate queue sharing group channel initiator by a
load-balanced start command.

Channel initiator
failure

The channel initiator fails, but the associated queue manager remains active.
The queue manager monitors the failure and initiates recovery processing.

Queue manager
failure

The queue manager fails (failing the associated channel initiator). Other queue
managers in the queue sharing group monitor the event and initiate peer
recovery.

Shared status failure Channel state information is stored in Db2, so a loss of connectivity to Db2
becomes a failure when a channel state change occurs. Running channels can
carry on running without access to these resources. On a failed access to Db2,
the channel enters retry.

Shared channel recovery processing on behalf of a failed system requires connectivity to Db2 to be
available on the system managing the recovery to retrieve the shared channel status.

Client channels
Client connection channels can benefit from the high availability of messages in queue sharing groups
that are connected to the generic interface instead of being connected to a specific queue manager. For
more information, see Client connection channels.

Related concepts
Shared queues and queue sharing groups
“Setting up IBM MQ for z/OS” on page 886
Use this topic as a step by step guide for customizing your IBM MQ for z/OS system .
“Clusters and queue sharing groups” on page 987
You can make your shared queue available to a cluster in a single definition. To do so you specify the
name of the cluster when you define the shared queue.
“Channels and serialization” on page 988
During shared queue peer recovery, message channel agents that process messages on shared queues
serialize their access to the queues.
Intra-group queuing
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Related tasks
“分散キューイングの構成” on page 199
このセクションでは、キュー定義、チャネル定義、トリガー操作および同期点プロシージャーを含む、IBM
MQ インストール間の相互通信の詳細について説明します。
“Setting up communications with other queue managers on z/OS” on page 959
This section describes the IBM MQ for z/OS preparations you need to make before you can start to use
distributed queuing.

LU 6.2 and TCP/IP listeners for queue sharing groups
The group LU 6.2 and TCP/IP listeners listen on an address that is logically connected to the generic
address.

For the LU 6.2 listener, the specified LUGROUP is mapped to the VTAM generic resource associated with
the queue sharing group. For an example of setting up this technology, see “Defining an LU6.2 connection
for z/OS using APPC/MVS” on page 983.

For the TCP/IP listener, the specified port can be connected to the generic address in one of the following
ways:

• For a front-end router such as the IBM Network Dispatcher, inbound connect requests are forwarded
from the router to the members of the queue sharing group.

• For TCP/IP Sysplex Distributor, each listener that is running and is listening on a particular address that
is set up as a Distributed DVIPA is allocated a proportion of the incoming requests. For an example of
setting up this technology, see Using Sysplex Distributor

Transmission queues and triggering for queue sharing groups
A shared transmission queue is used to store messages before they are moved from the queue sharing
group to the destination.

It is a shared queue and it is accessible to all queue managers in the queue sharing group.

Triggering
A triggered shared queue can generate more than one trigger message for a satisfied trigger condition.
There is one trigger message generated for each local initiation queue defined on a queue manager in the
queue sharing group associated with the triggered shared queue.

For distributed queuing, each channel initiator receives a trigger message for a satisfied shared
transmission queue trigger condition. However, only one channel initiator actually processes the triggered
start, and the others fail safely. The triggered channel is then started with a load balanced start (see
“Preparing IBM MQ for z/OS for DQM with queue sharing groups” on page 984 ) that is triggered to start
channel QSG.TO.QM2. To create a shared transmission queue, use the IBM MQ commands (MQSC) as
shown in the following example:

DEFINE QLOCAL(QM2) DESCR('Transmission queue to QM2') +
USAGE(XMITQ) QSGDISP(SHARED) +
CFSTRUCT(APPLICATION1) INITQ(SYSTEM.CHANNEL.INITQ) +
TRIGGER TRIGDATA(QSG.TO.QM2)

Note: If a shared queue is setup for triggering and connection to the Coupling Facility hosting the shared
queue is lost, a trigger event might be generated and a message put to the initiation queue. This can
happen even when no message was put to the original shared queue setup for triggering. This is caused
by the over-indication of bits by the IXLVECTR macro as documented in The List Notification Vector.

Message channel agents for queue sharing groups
A channel can only be started on a channel initiator if it has access to a channel definition for a channel
with that name.
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A message channel agent is an IBM MQ program that controls the sending and receiving of messages.
Message channel agents move messages from one queue manager to another; there is one message
channel agent at each end of a channel.

A channel definition can be defined to be private to a queue manager or stored on the shared repository
and available anywhere (a group definition). This means that a group defined channel is available on any
channel initiator in the queue sharing group.

Note: The private copy of the group definition can be changed or deleted.

To create group channel definitions, use the IBM MQ commands (MQSC) as shown in the following
examples:

DEFINE CHL(QSG.TO.QM2) CHLTYPE(SDR) +
TRPTYPE(TCP) CONNAME(QM2.MACH.IBM.COM) +
XMITQ(QM2) QSGDISP(GROUP)

DEFINE CHL(QM2.TO.QSG) CHLTYPE(RCVR) TRPTYPE(TCP) +
QSGDISP(GROUP)

There are two perspectives from which to look at the message channel agents used for distributed
queuing with queue sharing groups:

Inbound
An inbound channel is a shared channel if it is connected to the queue manager through the group
listener. It is connected either through the generic interface to the queue sharing group, then directed to a
queue manager within the group, or targeted at the group port of a specific queue manager or the luname
used by the group listener.

Outbound
An outbound channel is a shared channel if it moves messages from a shared transmission queue. In the
example commands, sender channel QSG.TO.QM2 is a shared channel because its transmission queue,
QM2 is defined with QSGDISP(SHARED).

Synchronization queue for queue sharing groups
Shared channels have their own shared synchronization queue called SYSTEM.QSG.CHANNEL.SYNCQ.

This synchronization queue is accessible to any member of the queue sharing group. (Private channels
continue to use the private synchronization queue. See “Defining IBM MQ objects on z/OS” on page 962 ).
This means that the channel can be restarted on a different queue manager and channel initiator instance
within the queue sharing group in the event of failure of the communications subsystem, channel initiator,
or queue manager. For further information, see “Preparing IBM MQ for z/OS for DQM with queue sharing
groups” on page 984.

DQM with queue sharing groups requires that a shared queue is available with the name
SYSTEM.QSG.CHANNEL.SYNCQ. This queue must be available so that a group listener can successfully
start.

If a group listener fails because the queue was not available, the queue can be defined and the listener
can be restarted without recycling the channel initiator. The non-shared channels are not affected.

Make sure that you define this queue using INDXTYPE(MSGID). This definition improves the speed at
which messages on the queue can be accessed.

Clusters and queue sharing groups
You can make your shared queue available to a cluster in a single definition. To do so you specify the
name of the cluster when you define the shared queue.
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Users in the network see the shared queue as being hosted by each queue manager within the queue
sharing group. (The shared queue is not advertised as being hosted by the queue sharing group). Clients
can start sessions with all members of the queue sharing group to put messages to the same shared
queue.

For more information, see “キュー・マネージャー・クラスターの構成” on page 296.

Channels and serialization
During shared queue peer recovery, message channel agents that process messages on shared queues
serialize their access to the queues.

If a queue manager in a queue sharing group fails while a message channel agent is dealing with
uncommitted messages on one or more shared queues, the channel and the associated channel initiator
will end, and shared queue peer recovery will take place for the queue manager.

Because shared queue peer recovery is an asynchronous activity, peer channel recovery might try to
simultaneously restart the channel in another part of the queue sharing group before shared queue peer
recovery is complete. If this event happens, committed messages might be processed ahead of the
messages still being recovered. To ensure that messages are not processed out of sequence in this way,
message channel agents that process messages on shared queues serialize their access to these queues.

An attempt to start a channel for which shared queue peer recovery is still in progress might result in a
failure. An error message indicating that recovery is in progress is issued, and the channel is put into retry
state. Once queue manager peer recovery is complete, the channel can restart at the time of the next
retry.

An attempt to RESOLVE, PING, or DELETE a channel can fail for the same reason.

Setting up communication for IBM MQ for z/OS using queue sharing groups
When a distributed-queuing management channel is started, it attempts to use the connection specified
in the channel definition. For this attempt to succeed, it is necessary for the connection to be defined and
available.

Choose from one of the two forms of communication protocol that can be used:

• TCP
• LU 6.2 through APPC/MVS

You might find it useful to refer to Example configuration - IBM MQ for z/OS using queue sharing groups.

Defining a TCP connection for queue sharing groups
To define a TCP connection for a queue sharing group, certain attributes on the sending and receiving end
must be configured.

For information about setting up your TCP, see “Defining a TCP connection on z/OS” on page 980.

Sending end
The connection name (CONNAME) field in the channel definition to connect to your queue sharing group
must be set to the generic interface of your queue sharing group (see Queue sharing groups ). For more
details, refer to Using Sysplex Distributor.

Receiving on TCP using a queue sharing group
Receiving shared channel programs are started in response to a startup request from the sending
channel. To do so, a listener must be started to detect incoming network requests and start the
associated channel. You start this listener program with the START LISTENER command, using the
inbound disposition of the group, or using the operations and control panels.

All group listeners in the queue sharing group must be listening on the same port. If you have more than
one channel initiator running on a single MVS image you can define virtual IP addresses and start your
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TCP listener program to only listen on a specific address or host name by specifying IPADDR in the START
LISTENER command. (For more information, see START LISTENER.)

Defining an LU 6.2 connection on z/OS
To define an LU 6.2 connection for a queue sharing group, certain attributes on the sending and receiving
end must be configured.

For information about setting up APPC/MVS, see Setting up communication for z/OS .

Connecting to APPC/MVS (LU 6.2)
The connection name (CONNAME) field in the channel definition to connect to your queue sharing group
must be set to the symbolic destination name, as specified in the side information data set for APPC/MVS.
The partner LU specified in this symbolic destination must be the generic resource name. For more
details, see Defining yourself to the network using generic resources.

Receiving on LU 6.2 using a generic interface
Receiving shared MCAs are started in response to a startup request from the sending channel. To do so, a
group listener program must be started to detect incoming network requests and start the associated
channel. The listener program is an APPC/MVS server. You start it with the START LISTENER command,
using an inbound disposition group, or using the operations and control panels. You must specify the LU
name to use a symbolic destination name defined in the side information data set. For more details, see
Defining yourself to the network using generic resources.

Using IBM MQ with IMS
The IBM MQ -IMS adapter, and the IBM MQ - IMS bridge are the two components which allow IBM MQ to
interact with IMS.

To configure IBM MQ and IMS to work together, you must complete the following tasks:

• “Setting up the IMS adapter” on page 989
• “Setting up the IMS bridge” on page 996

Related concepts
IBM MQ and IMS
“Using IBM MQ with CICS” on page 997
To use IBM MQ with CICS, you must configure the IBM MQ CICS adapter and, optionally, the IBM MQ CICS
bridge components.
“Using OTMA exits in IMS” on page 999
Use this topic if you want to use IMS Open Transaction Manager Access exits with IBM MQ for z/OS.
IMS and IMS bridge applications on IBM MQ for z/OS
Related tasks
“Configuring queue managers on z/OS” on page 881
Use these instructions to configure queue managers on IBM MQ for z/OS.
Related reference
“Upgrading and applying service to Language Environment or z/OS Callable Services” on page 997
The actions you must take vary according to whether you use CALLLIBS or LINK, and your version of
SMP/E.

Setting up the IMS adapter
To use IBM MQ within IMS requires the IBM MQ - IMS adapter (generally referred to as the IMS adapter).

This topic tells you how to make the IMS adapter available to your IMS subsystem. If you are not familiar
with tailoring an IMS subsystem, see the IMS documentation .
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To make the IMS adapter available to IMS applications, follow these steps:

1. Define IBM MQ to IMS as an external subsystem using the IMS external subsystem attach facility
(ESAF).

See “Defining IBM MQ to IMS” on page 991.
2. Include the IBM MQ load library thlqual.SCSQAUTH in the JOBLIB or STEPLIB concatenation in the

JCL for your IMS control region and for any dependent region that connects to IBM MQ (if it is not in
the LPA or link list). If your JOBLIB or STEPLIB is not authorized, also include it in the DFSESL
concatenation after the library containing the IMS modules (usually IMS RESLIB).

Also include thlqual.SCSQANLx (where x is the language letter).

If DFSESL is present, then SCSQAUTH and SCSQANLx need to be included in the concatenation or
added to LNKLIST. Adding to the STEPLIB or JOBLIB concatenation in the JCL is not sufficient.

3. Copy the IBM MQ assembler program CSQQDEFV from thlqual.SCSQASMS to a user library.
4. The supplied program, CSQQDEFV, contains one subsystem name CSQ1 identified as default with an

IMS language interface token (LIT) of MQM1. You can retain this name for testing and installation
verification.

For production subsystems, you change the NAME=CSQ1 to your own subsystem name, or use CSQ1.
You can add further subsystem definitions as required. See “Defining IBM MQ queue managers to the
IMS adapter” on page 994 for further information on LITs.

5. Assemble and link-edit the program to produce the CSQQDEFV load module. For the assembly,
include the library thlqual.SCSQMACS in your SYSLIB concatenation; use the link-edit parameter
RENT. This is shown in the sample JCL in thlqual.SCSQPROC(CSQ4DEFV).

6. Include the user library containing the module CSQQDEFV that you created in the JOBLIB or STEPLIB
concatenation in the JCL for any dependent region that connects to IBM MQ. Put this library before
the SCSQAUTH because SCSQAUTH has a default load module. If you do not do this, you will receive
a user 3041 abend from IMS.

7. If the IMS adapter detects an unexpected IBM MQ error, it issues a z/OS SNAP dump to DD name
CSQSNAP and issues reason code MQRC_UNEXPECTED_ERROR to the application. If the CSQSNAP
DD statement was not in the IMS dependent region JCL, no dump is taken. If this happens, you could
include the CSQSNAP DD statement in the JCL and rerun the application. However, because some
problems might be intermittent, it is recommended that you include the CSQSNAP DD statement to
capture the reason for failure at the time it occurs.

8. If you want to use dynamic IBM MQ calls (described in Dynamically calling the IBM MQ stub ), build
the dynamic stub, as shown in Figure 114 on page 991.

9. If you want to use the IMS trigger monitor, define the IMS trigger monitor application CSQQTRMN,
and perform PSBGEN and ACBGEN. See “Setting up the IMS trigger monitor” on page 995.

10. If you are using RACF to protect resources in the OPERCMDS class, ensure that the userid associated
with your IBM MQ queue manager address space has authority to issue the MODIFY command to any
IMS system to which it might connect.
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//DYNSTUB EXEC PGM=IEWL,PARM='RENT,REUS,MAP,XREF'
//SYSPRINT DD  SYSOUT=*
//ACSQMOD  DD  DISP=SHR,DSN=thlqual.SCSQLOAD
//IMSLIB   DD  DISP=SHR,DSN=ims.reslib
//SYSLMOD  DD  DISP=SHR,DSN=private.load¹
//SYSUT1   DD  UNIT=SYSDA,SPACE=(CYL,1)
//SYSLIN   DD  *
  INCLUDE ACSQMOD(CSQQSTUB)
  INCLUDE IMSLIB(DFSLI000)
  ALIAS MQCONN,MQCONNX,MQDISC             MQI entry points
  ALIAS MQGET,MQPUT,MQPUT1                MQI entry points
  ALIAS MQOPEN,MQCLOSE                    MQI entry points
  ALIAS MQBACK,MQCMIT                     MQI entry points
  ALIAS CSQBBAK,CSQBCMT                   MQI entry points
  ALIAS MQINQ,MQSET                       MQI entry points
  ALIAS DFSPLI,PLITDLI                    IMS entry points
  ALIAS DFSCOBOL,CBLTDLI                  IMS entry points
  ALIAS DFSFOR,FORTDLI                    IMS entry points
  ALIAS DFSASM,ASMTDLI                    IMS entry points
  ALIAS DFSPASCL,PASTDLI                  IMS entry points
  ALIAS DFHEI01,DFHEI1                    IMS entry points
  ALIAS DFSAIBLI,AIBTDLI                  IMS entry points
  ALIAS DFSESS,DSNWLI,DSNHLI              IMS entry points
  ALIAS MQCRTMH,MQDLTMH,MQDLTMP           IMS entry points
  ALIAS MQINQMP,MQSETMP,MQMHBUF,MQBUFMH   IMS entry points
  MODE AMODE(31),RMODE(24)                Note RMODE setting
  NAME CSQQDYNS(R)
/*

¹Specify the name of a library accessible to IMS applications that
want to make dynamic calls to IBM MQ.

Figure 114. Sample JCL to link-edit the dynamic call stub

Related concepts
IBM MQ and IMS
“Setting up the IMS bridge” on page 996
The IBM MQ - IMS bridge is an optional component that enables IBM MQ to input and output to and from
existing programs and transactions that are not IBM MQ-enabled.
IMS and IMS bridge applications on IBM MQ for z/OS

Defining IBM MQ to IMS
IBM MQ must be defined to the IMS control region, and to each dependent region accessing that IBM MQ
queue manager. To do this, you must create a subsystem member (SSM) in the IMS.PROCLIB library, and
identify the SSM to the applicable IMS regions.

Placing the subsystem member entry in IMS.PROCLIB
Each SSM entry in IMS.PROCLIB defines a connection from an IMS region to a different queue manager.

To name an SSM, concatenate the value (one to four alphanumeric characters) of the IMSID field of the
IMS IMSCTRL macro with any name (one to four alphanumeric characters) defined by your site.

One SSM can be shared by all the IMS regions, or a specific member can be defined for each region. This
member contains as many entries as there are connections to external subsystems. Each entry is an 80-
character record.

Positional parameters

The fields in this entry are:
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SSN,LIT,ESMT,RTT,REO,CRC

where:

SSN
Specifies the IBM MQ queue manager name. It is required, and must contain one through four
characters.

LIT
Specifies the language interface token (LIT) supplied to IMS. This field is required, its value must
match one in the CSQQDEFV module.

ESMT
Specifies the external subsystem module table (ESMT). This table specifies which attachment
modules must be loaded by IMS. CSQQESMT is the required value for this field.

RTT
This option is not supported by IBM MQ.

REO
Specifies the region error option (REO) to be used if an IMS application references a non-
operational external subsystem or if resources are unavailable at create thread time. This field is
optional and contains a single character, which can be:
R

Passes a return code to the application, indicating that the request for IBM MQ services failed.
Q

Ends the application with an abend code U3051, backs out activity to the last commit point,
does a PSTOP of the transaction, and requeues the input message. This option only applies
when an IMS application tries to reference a non-operational external subsystem or if the
resources are unavailable at create thread time.

IBM MQ completion and reason codes are returned to the application if the IBM MQ problem
occurs while IBM MQ is processing the request; that is, after the adapter has passed the
request on to IBM MQ.

A
Ends the application with an abend code of U3047 and discards the input message. This
option only applies when an IMS application references a non-operational external subsystem
or if the resources are unavailable at create thread time.

IBM MQ completion and reason codes are returned to the application if the IBM MQ problem
occurs while IBM MQ is processing the request; that is, after the adapter has passed the
request on to IBM MQ.

CRC
This option can be specified but is not used by IBM MQ.

Note: For full details of all positional parameters refer to How external subsystems are specified
to IMS.

An example SSM entry is:

CSQ1,MQM1,CSQQESMT,,R,

where:

CSQ1 The default subsystem name as supplied with IBM MQ. You can change this to
suit your installation.
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MQM1 The default LIT as supplied in CSQQDEFV.

CSQQESMT The external subsystem module name. You must use this value.

R REO option.

Keyword parameters

IBM MQ parameters can be specified in keyword format. The SST parameter can have a value of either
DB2 or MQ. Support for the MQ value was added in IMS 14. Use of MQ aids clarity, and the IMS
subsystem command now includes the SST value, but otherwise does not have any significant effect.
A value of DB2 can still be used if required. Other parameters are as described in Positional
parameters, and shown in the following example:

SST=MQ,SSN=SYS3,LIT=MQM3,ESMT=CSQQESMT

where:

SYS3 The subsystem name

MQM3 The LIT as supplied in CSQQDEFV

CSQQESMT The external subsystem module name

Specifying the SSM EXEC parameter
Specify the SSM EXEC parameter in the startup procedure of the IMS control region. This parameter
specifies the one-character to four-character subsystem member name (SSM).

If you specify the SSM for the IMS control region, any dependent region running under the control region
can attach to the IBM MQ queue manager named in the IMS.PROCLIB member specified by the SSM
parameter. The IMS.PROCLIB member name is the IMS ID (IMSID= xxxx) concatenated with the one to
four characters specified in the SSM EXEC parameter. The IMS ID is the IMSID parameter of the IMSCTRL
generation macro.

IMS lets you define as many external subsystem connections as are required. More than one connection
can be defined for different IBM MQ queue managers. All IBM MQ connections must be within the same
z/OS system. For a dependent region, you can specify a dependent region SSM or use the one specified
for the control region. You can specify different region error options (REOs) in the dependent region SSM
and the control region SSM. Table 68 on page 993 shows the different possibilities of SSM specifications.

Table 68. SSM specifications options

SSM for
control
region

SSM for
dependent
region

Action Comments

No No None No external subsystem can be connected.

No Yes None No external subsystem can be connected.

Yes No Use the control
region SSM

Applications scheduled in the region can access
external subsystems identified in the control region
SSM. Exits and control blocks for each attachment are
loaded into the control region and the dependent
region address spaces.

Yes Yes (empty) No SSM is used
for the
dependent
region

Applications scheduled in this region can access DL/I
databases only. Exits and control blocks for each
attachment are loaded into the control region address
space.
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Table 68. SSM specifications options (continued)

SSM for
control
region

SSM for
dependent
region

Action Comments

Yes Yes (not
empty)

Check the
dependent
region SSM with
the control
region SSM

Applications scheduled in this region can access only
external subsystems identified in both SSMs. Exits and
control blocks for each attachment are loaded into the
control region and the dependent region address
spaces.

There is no specific parameter to control the maximum number of SSM specification possibilities.

Preloading the IMS adapter
The performance of the IMS adapter can be improved if it is preloaded by IMS. Preloading is controlled by
the DFSMPLxx member of IMS.PROCLIB: see " IMS Administration Guide: System" for more information.
The IBM MQ module names to specify are:

CSQACLST CSQAMLST CSQAPRH CSQAVICM CSQFSALM CSQQDEFV

CSQQCONN CSQQDISC CSQQTERM CSQQINIT CSQQBACK CSQQCMMT

CSQQESMT CSQQPREP CSQQTTHD CSQQWAIT CSQQNORM CSQQSSOF

CSQQSSON CSQFSTAB CSQQRESV CSQQSNOP CSQQCMND CSQQCVER

CSQQTMID CSQQTRGI CSQQCON2 CSQBPAPI CSQBCRMH CSQBAPPL

For more information on the use of IBM MQ classes for JMS, see Using IBM MQ classes for JMS in IMS.

Current releases of IMS support preloading IBM MQ modules from PDS-E format libraries in MPP, BMP,
IFP, JMP and JBP regions only. Any other type of IMS region does not support preloading from PDS-E
libraries. If preloading is required for any other type of region, then the IBM MQ modules that are provided
must be copied to a PDS format library.

Defining IBM MQ queue managers to the IMS adapter
The names of the IBM MQ queue managers and their corresponding language interface tokens (LITs) must
be defined in the queue manager definition table.

Use the supplied CSQQDEFX macro to create the CSQQDEFV load module. Figure 115 on page 994
shows the syntax of this assembler macro. 

CSQQDEFX TYPE=ENTRY|DEFAULT,NAME=qmgr-name,LIT=token
or
CSQQDEFX TYPE=END

Figure 115. CSQQDEFX macro syntax

Parameters
TYPE=ENTRY|DEFAULT

Specify either TYPE=ENTRY or TYPE=DEFAULT as follows:
TYPE=ENTRY

Specifies that a table entry describing an IBM MQ queue manager available to an IMS
application is to be generated. If this is the first entry, the table header is also generated,
including a CSQQDEFV CSECT statement.
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TYPE=DEFAULT
As for TYPE=ENTRY. The queue manager specified is the default queue manager to be used
when MQCONN or MQCONNX specifies a name that is all blanks. There must be only one such
entry in the table.

NAME= qmgr-name
Specifies the name of the queue manager, as specified with MQCONN or MQCONNX. 

LIT= token
Specifies the name of the language interface token (LIT) that IMS uses to identify the queue
manager.

An MQCONN or MQCONNX call associates the name input parameter and the hconn output
parameter with the name label and, therefore, the LIT in the CSQQDEFV entry. Further IBM MQ
calls passing the hconn parameter use the LIT from the CSQQDEFV entry identified in the MQCONN
or MQCONNX call to direct calls to the IBM MQ queue manager defined in the IMS SSM PROCLIB
member with that same LIT.

In summary, the name parameter on the MQCONN or MQCONNX call identifies a LIT in CSQQDEFV
and the same LIT in the SSM member identifies an IBM MQ queue manager. (For information
about the MQCONN call, see MQCONN - Connect queue manager. For information about the
MQCONNX call, see MQCONNX - Connect queue manager (extended).)

TYPE=END
Specifies that the table is complete. If this parameter is omitted, TYPE=ENTRY is assumed.

Using the CSQQDEFX macro

Figure 116 on page 995 shows the general layout of a queue manager definition table.

CSQQDEFX NAME=subsystem1,LIT=token1
CSQQDEFX NAME=subsystem2,LIT=token2,TYPE=DEFAULT
CSQQDEFX NAME=subsystem3,LIT=token3
...
CSQQDEFX NAME=subsystemN,LIT=tokenN
CSQQDEFX TYPE=END
END

Figure 116. Layout of a queue manager definition table

Setting up the IMS trigger monitor
You can set up an IMS batch-oriented program to monitor an IBM MQ initiation queue.

Define the application to IMS using the model CSQQTAPL in the thlqual.SCSQPROC library (see Example
transaction definition for CSQQTRMN ).

Generate the PSB and ACB using the model CSQQTPSB in the thlqual.SCSQPROC library (see Example
PSB definition for CSQQTRMN ).

*  This is the application definition *
*  for the IMS Trigger Monitor BMP    *

APPLCTN PSB=CSQQTRMN,
PGMTYPE=BATCH,
SCHDTYP=PARALLEL

Figure 117. Example transaction definition for CSQQTRMN
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PCB  TYPE=TP,      ALTPCB for transaction messages
MODIFY=YES,        To "triggered" IMS transaction
PCBNAME=CSQQTRMN
PCB  TYPE=TP,      ALTPCB for diagnostic messages
MODIFY=YES,        To LTERM specified or "MASTER"
PCBNAME=CSQQTRMG,
EXPRESS=YES
PSBGEN LANG=ASSEM,
PSBNAME=CSQQTRMN,  Runs program CSQQTRMN
CMPAT=YES

Figure 118. Example PSB definition for CSQQTRMN

For further information about starting and stopping the IMS trigger monitor, see Controlling the IMS
trigger monitor.

Setting up the IMS bridge
The IBM MQ - IMS bridge is an optional component that enables IBM MQ to input and output to and from
existing programs and transactions that are not IBM MQ-enabled.

This topic describes what you must do to customize the IBM MQ - IMS bridge.
Define the XCF and OTMA parameters for IBM MQ.

This step defines the XCF group and member names for your IBM MQ system, and other OTMA
parameters. IBM MQ and IMS must belong to the same XCF group. Use the OTMACON keyword of the
CSQ6SYSP macro to tailor these parameters in the system parameter load module.

See Using CSQ6SYSP for more information.

Define the XCF and OTMA parameters to IMS.
This step defines the XCF group and member names for the IMS system. IMS and IBM MQ must
belong to the same XCF group.

Add the following parameters to your IMS parameter list, either in your JCL or in member DFSPBxxx in
the IMS PROCLIB:
OTMA=Y

This starts OTMA automatically when IMS is started. (It is optional, if you specify OTMA=N you can
also start OTMA by issuing the IMS command /START OTMA.)

GRNAME=
This parameter gives the XCF group name.

It is the same as the group name specified in the storage class definition (see the next step), and
in the Group parameter of the OTMACON keyword of the CSQ6SYSP macro.

OTMANM=
This parameter gives the XCF member name of the IMS system.

This is the same as the member name specified in the storage class definition (see the next step).

Tell IBM MQ the XCF group and member name of the IMS system.
This is specified by the storage class of a queue. If you want to send messages across the IBM MQ -
IMS bridge you must specify this when you define the storage class for the queue. In the storage
class, you must define the XCF group and the member name of the target IMS system. To do this,
either use the IBM MQ operations and control panels, or use the IBM MQ commands as described in
Introduction to Programmable Command Formats.

Set up the security that you require.
The /SECURE OTMA IMS command determines the level of security to be applied to every IBM MQ
queue manager that connects to IMS through OTMA. See Security considerations for using IBM MQ
with IMS for more information.
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Adding an additional IMS connection to the same queue manager
To add an IMS connection to the same queue manager you must define a second storage class
(STGCLASS) to point at the new IMS; see DEFINE STGCLASS for more information.

Important:

• One local queue cannot point to two storage classes.
• One storage class cannot point to two IMS bridges.
• IBM MQ and IMS must belong to the same XCF group. Use the OTMACON keyword of the CSQ6SYSP

macro to tailor these parameters in the system parameter load module.

See Using CSQ6SYSP for more information.

Related concepts
IBM MQ and IMS
“Setting up the IMS adapter” on page 989
To use IBM MQ within IMS requires the IBM MQ - IMS adapter (generally referred to as the IMS adapter).
IMS and IMS bridge applications on IBM MQ for z/OS

Using IBM MQ with CICS
To use IBM MQ with CICS, you must configure the IBM MQ CICS adapter and, optionally, the IBM MQ CICS
bridge components.

For more information about configuring the IBM MQ CICS adapter and the IBM MQ CICS bridge
components, see the Configuring connections to MQ section of the CICS documentation.

Related concepts
IBM MQ and CICS
“Using IBM MQ with IMS” on page 989
The IBM MQ -IMS adapter, and the IBM MQ - IMS bridge are the two components which allow IBM MQ to
interact with IMS.
Related reference
“Upgrading and applying service to Language Environment or z/OS Callable Services” on page 997
The actions you must take vary according to whether you use CALLLIBS or LINK, and your version of
SMP/E.

Upgrading and applying service to Language Environment or z/OS
Callable Services

The actions you must take vary according to whether you use CALLLIBS or LINK, and your version of
SMP/E.

The following tables show you what you need to do to IBM MQ for z/OS if you upgrade your level of, or
apply service to, the following products:

• Language Environment
• z/OS Callable Services (APPC and RRS for example)
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Table 69. Service has been applied or the product has been upgraded to a new release

Product Action if using CALLLIBS and SMP/E V3r2
or later

Note: You do not need to run separate jobs
for Language Environment and Callable
services. One job will suffice.

Action if using LINK

Language
Environment

1. Set the Boundary on your SMP/E job to the
Target zone.

2. On the SMPCNTL card specify LINK
LMODS CALLLIBS. You can also specify
other parameters such as CHECK,
RETRY(YES) and RC. See z/OS SMP/E
Commands for further information.

3. Run the SMP/E job.

No action required provided that the SMP/E
zones were set up for automatic relinking,
and the CSQ8SLDQ job has been run.

Callable Services 1. Set the Boundary on your SMP/E job to the
Target zone.

2. On the SMPCNTL card specify LINK
LMODS CALLLIBS. You can also specify
other parameters such as CHECK,
RETRY(YES) and RC. See z/OS SMP/E
Commands for further information.

3. Run the SMP/E job.

No action required provided that the SMP/E
zones were set up for automatic relinking,
and the CSQ8SLDQ job has been run.

Table 70. One of the products has been updated to a new release in a new SMP/E environment and libraries

Product Action if using CALLLIBS and
SMP/E V3r2 or later

Note: You do not need to run three
separate jobs for Language
Environment and Callable services.
One job will suffice for both
products.

Action if using LINK

Language
Environment

1. Change the DDDEFs for SCEELKED
and SCEESPC to point to the new
library.

2. Set the Boundary on your SMP/E
job to the Target zone.

3. On the SMPCNTL card specify
LINK LMODS CALLLIBS. You can
also specify other parameters
such as CHECK, RETRY(YES) and
RC. See z/OS SMP/E Commands
for further information.

4. Run the SMP/E job.

1. Delete the XZMOD subentries for the following
LMOD entries in the IBM MQ for z/OS target zone:

CMQXDCST, CMQXRCTL, CMQXSUPR, CSQCBE00,
CSQCBE30, CSQCBP00, CSQCBP10, CSQCBR00,
CSQUCVX, CSQUDLQH, CSQVXPCB, CSQVXSPT,
CSQXDCST, CSQXRCTL, CSQXSUPR, CSQXTCMI,
CSQXTCP, CSQXTNSV, CSQ7DRPS, IMQB23IC,
IMQB23IM, IMQB23IR, IMQS23IC, IMQS23IM,
IMQS23IR

2. Set up the appropriate ZONEINDEXs between the
IBM MQ zones and the Language Environment
zones.

3. Tailor CSQ8SLDQ to refer to the new zone on the
FROMZONE parameter of the LINK commands.
CSQ8SLDQ can be found in the SCSQINST library.

4. Run CSQ8SLDQ.
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Table 70. One of the products has been updated to a new release in a new SMP/E environment and libraries
(continued)

Product Action if using CALLLIBS and
SMP/E V3r2 or later

Note: You do not need to run three
separate jobs for Language
Environment and Callable services.
One job will suffice for both
products.

Action if using LINK

Callable
services

1. Change the DDDEF for CSSLIB to
point to the new library

2. Set the Boundary on your SMP/E
job to the Target zone.

3. On the SMPCNTL card specify
LINK LMODS CALLLIBS. You can
also specify other parameters
such as CHECK, RETRY(YES) and
RC. See z/OS SMP/E Commands
for further information.

4. Run the SMP/E job.

1. Delete the XZMOD subentries for the following
LMOD entries in the IBM MQ for z/OS target zone:

CMQXRCTL, CMQXSUPR, CSQBSRV, CSQILPLM,
CSQXJST, CSQXRCTL, CSQXSUPR, CSQ3AMGP,
CSQ3EPX, CSQ3REPL

2. Set up the appropriate ZONEINDEXs between the
IBM MQ zones and the Callable Services zones.

3. Tailor CSQ8SLDQ to refer to the new zone on the
FROMZONE parameter of the LINK commands.
CSQ8SLDQ can be found in the SCSQINST library.

4. Run CSQ8SLDQ.

For an example of a job to relink modules when using CALLLIBS, see “Running a LINK CALLLIBS job” on
page 999.

Running a LINK CALLLIBS job
An example job to relink modules when using CALLLIBS.

The following is an example of the job to relink modules when using CALLLIBs on a SMP/E V3r2 system.
You must provide a JOBCARD and the data set name of SMP/E CSI that contains IBM MQ for z/OS.

//******************************************************************
//* RUN LINK CALLLIBS.
//******************************************************************
//CALLLIBS EXEC PGM=GIMSMP,REGION=4096K
//SMPCSI  DD DSN=your.csi
//      DISP=SHR
//SYSPRINT DD SYSOUT=*
//SMPCNTL DD *
SET BDY(TZONE).
LINK LMODS CALLLIBS .
/*

Figure 119. Example SMP/E LINK CALLLIBS job

Using OTMA exits in IMS
Use this topic if you want to use IMS Open Transaction Manager Access exits with IBM MQ for z/OS.

If you want to send output from an IMS transaction to IBM MQ, and that transaction did not originate in
IBM MQ, you need to code one or more IMS OTMA exits.
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Similarly if you want to send output to a non-OTMA destination, and the transaction did originate in IBM
MQ, you also need to code one or more IMS OTMA exits.

The following exits are available in IMS to enable you to customize processing between IMS and IBM MQ:

• An OTMA pre-routing exit
• A destination resolution user (DRU) exit

OTMA exit names
You must name the pre-routing exit DFSYPRX0. You can name the DRU exit anything, as long as it does
not conflict with a module name already in IMS.

Specifying the destination resolution user exit name

You can use the Druexit parameter of the OTMACON keyword of the CSQ6SYSP macro to specify the
name of the OTMA DRU exit to be run by IMS.

To simplify object identification, consider adopting a naming convention of DRU0xxxx, where xxxx is
the name of your IBM MQ queue manager.

If you do not specify the name of a DRU exit in the OTMACON parameter, the default is DFSYDRU0.
See DFSYDRU0 for more information.

Naming convention for IMS destination

You need a naming convention for the destination to which you send the output from your IMS
program. This is the destination that is set in the CHNG call of your IMS application, or that is preset in
the IMS PSB.

A sample scenario for an OTMA exit
Use the following topics for an example of a pre-routing exit and a destination routing exit for IMS:

• “The pre-routing exit DFSYPRX0” on page 1000
• “The destination resolution user exit” on page 1001

To simplify identification, make the OTMA destination name similar to the IBM MQ queue manager name,
for example the IBM MQ queue manager name repeated. In this case, if the IBM MQ queue manager
name is " VCPE ", the destination set by the CHNG call is " VCPEVCPE ".

Related concepts
IBM MQ and IMS
“Using IBM MQ with IMS” on page 989
The IBM MQ -IMS adapter, and the IBM MQ - IMS bridge are the two components which allow IBM MQ to
interact with IMS.
IMS and IMS bridge applications on IBM MQ for z/OS

The pre-routing exit DFSYPRX0
This topic contains a sample pre-routing exit for OTMA in IMS.

You must first code a pre-routing exit DFSYPRX0. See OTMA Destination Resolution user exit (DFSYPRX0
and other OTMAYPRX type exits) for parameters passed to this routine by IMS.

This exit tests whether the message is intended for a known OTMA destination (in our example
VCPEVCPE). If it is, the exit must check whether the transaction sending the message originated in OTMA.
If the message originated in OTMA, it will have an OTMA header, so you should exit from DFSYPRX0 with
register 15 set to zero.

• If the transaction sending the message did not originate in OTMA, you must set the client name to be a
valid OTMA client. This is the XCF member-name of the IBM MQ queue manager to which you want to
send the message. You should set your client name (in the OTMACON parameter of the CSQ6SYSP
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macro) is set to the queue manager name. This is the default. You should then exit from DFSYPRX0
setting register 15 to 4.

• If the transaction sending the message originated in OTMA, and the destination is non-OTMA, you
should set register 15 to 8 and exit.

• In all other cases, you should set register 15 to zero.

If you set the OTMA client name to one that is not known to IMS, your application CHNG or ISRT call
returns an A1 status code.

For an IMS system communicating with more than one IBM MQ queue manager, you should repeat the
logic for each IBM MQ queue manager.

Sample assembler code is shown in Figure 120 on page 1001:

TITLE 'DFSYPRX0: OTMA PRE-ROUTING USER EXIT'
DFSYPRX0 CSECT
DFSYPRX0 AMODE 31
DFSYPRX0 RMODE ANY
*
SAVE (14,12),,DFSYPRX0&SYSDATE&SYSTIME
SPACE 2
LR  R12,R15        MODULE ADDRESSABILITY
USING DFSYPRX0,R12
*
L   R2,12(,R1)      R2 -> OTMA PREROUTE PARMS
*
LA  R3,48(,R2)      R3 AT ORIGINAL OTMA CLIENT (IF ANY)
CLC  0(16,R3),=XL16'00'  OTMA ORIG?
BNE  OTMAIN        YES, GO TO THAT CODE
*
NOOTMAIN DS 0H            NOT OTMA INPUT
LA  R5,8(,R2)       R5 IS AT THE DESTINATION NAME
CLC  0(8,R5),=C'VCPEVCPE' IS IT THE OTMA UNSOLICITED DEST?
BNE  EXIT0         NO, NORMAL PROCESSING
*
L   R4,80(,R2)      R4 AT ADDR OF OTMA CLIENT
MVC  0(16,R4),=CL16'VCPE' CLIENT OVERRIDE
B   EXIT4         AND EXIT
*
OTMAIN  DS 0H            OTMA INPUT
LA  R5,8(,R2)       R5 IS AT THE DESTINATION NAME
CLC  0(8,R5),=C'VCPEVCPE' IS IT THE OTMA UNSOLICITED DEST?
BNE  EXIT8         NO, NORMAL PROCESSING

*
EXIT0  DS 0H
LA  R15,0         RC = 0
B   BYEBYE
*
EXIT4  DS 0H
LA  R15,4         RC = 4
B   BYEBYE
*
EXIT8  DS 0H
LA  R15,8         RC = 8
B   BYEBYE
*
BYEBYE  DS 0H
RETURN (14,12),,RC=(15)   RETURN WITH RETURN CODE IN R15
SPACE 2
REQUATE
SPACE 2
END

Figure 120. OTMA pre-routing exit assembler sample

The destination resolution user exit
This topic contains a sample destination resolution user exit for IMS.
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If you have set registers 15 to 4 in DFSYPRX0, or if the source of the transaction was OTMA and you set
Register 15 to zero, your DRU exit is invoked. In this example, the DRU exit name is DRU0VCPE.

The DRU exit checks if the destination is VCPEVCPE. If it is, it sets the OTMA user data (in the OTMA
prefix) as follows:
Offset

OTMA user data
(decimal)
0

OTMA user data length (in this example, 334)
2

MQMD
326

Reply to format

These offsets are where the IBM MQ - IMS bridge expects to find this information.

The DRU exit should be as simple as possible. Therefore, in this sample, all messages originating in IMS
for a particular IBM MQ queue manager are put to the same IBM MQ queue.

If the message needs to be persistent, IMS must use a synchronized transaction pipe. To do this, the DRU
exit must set the OUTPUT flag. See Specifying synchronized tpipes for IBM MQ for more information.

Write an IBM MQ application to process this queue, and use information from the MQMD structure, the
MQIIH structure (if present), or the user data, to route each message to its destination.

A sample assembler DRU exit is shown in Figure 121 on page 1003.
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TITLE 'DRU0VCPE: OTMA DESTINATION RESOLUTION USER EXIT'
DRU0VCPE CSECT
DRU0VCPE AMODE 31
DRU0VCPE RMODE ANY
*
SAVE (14,12),,DRU0VCPE&SYSDATE&SYSTIME
SPACE 2
LR  R12,R15            MODULE ADDRESSABILITY
USING DRU0VCPE,R12
*
L   R2,12(,R1)           R2 -> OTMA DRU PARMS
*
L   R5,88(,R2)           R5 ADDR OF OTMA USERDATA
LA  R6,2(,R5)           R6 ADDR OF MQMD
USING MQMD,R6            AS A BASE
*
LA  R4,MQMD_LENGTH+10       SET THE OTMA USERDATA LEN
STH  R4,0(,R5)           = LL + MQMD + 8
*                       CLEAR REST OF USERDATA
MVI  0(R6),X'00'          ...NULL FIRST BYTE
MVC  1(255,R6),0(R6)        ...AND PROPAGATE IT
MVC  256(MQMD_LENGTH-256+8,R6),255(R6) ...AND PROPAGATE IT
*
VCPE   DS  0H
CLC  44(16,R2),=CL16'VCPE'     IS DESTINATION VCPE?
BNE  EXIT4             NO, THEN DEST IS NON-OTMA
MVC  MQMD_REPLYTOQ,=CL48'IMS.BRIDGE.UNSOLICITED.QUEUE'
MVC  MQMD_REPLYTOQMGR,=CL48'VCPE'  SET QNAME AND QMGRNAME
MVC  MQMD_FORMAT,MQFMT_IMS     SET MQMD FORMAT NAME
MVC  MQMD_LENGTH(8,R6),MQFMT_IMS_VAR_STRING
*                       SET REPLYTO FORMAT NAME
B   EXIT0
*
EXIT0  DS  0H
LA  R15,0             SET RC TO OTMA PROCESS
B   BYEBYE             AND EXIT
*
EXIT4  DS  0H
LA  R15,4             SET RC TO NON-OTMA
B   BYEBYE             AND EXIT
*
BYEBYE  DS  0H
RETURN (14,12),,RC=(15)       RETURN CODE IN R15
SPACE 2
REQUATE
SPACE 2
CMQA  EQUONLY=NO
CMQMDA DSECT=YES
SPACE 2
END

Figure 121. Sample assembler DRU exit

Using IBM z/OSMF to automate IBM MQ
The IBM z/OS Management Facility (z/OSMF) provides system management functions in a task-oriented,
web browser-based user interface with integrated user assistance, so that you can more easily manage
the day-to-day operations and administration of your mainframe z/OS systems.

By streamlining some traditional tasks and automating others, z/OSMF can help to simplify some areas of
z/OS system management.

Resources can be provisioned or de-provisioned, at a click of a button, from a user provided portal. z/
OSMF provides REST APIs to help with this task.

The sample marketplace portal supplied with z/OSMF can also be used to provision and de-provision
resources. Alternatively, more experienced users can use the z/OSMF Web User Interface (WUI).

This section assumes that you understand z/OSMF, but if you are unfamiliar with z/OSMF you should read
Getting started with z/OSMF. Alternatively, you can access this section from the z/OSMF WUI online help.
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You should familiarize yourself with z/OS Cloud configuration, that is:

• Cloud Provisioning - Resource management services
• Workload Management - see IBM z/OS Management Facility Programming Guide for more information.
• Getting started - see Getting Started Tutorial - Cloud

z/OSMF 2.2 introduces role based activities and tasks, so it is important that you understand concepts
like:

domains
administrators
approvers
tenants
templates
instances
workflows

and so on.

Sample IBM MQ z/OSMF workflows and associated files are provided, and can be installed as part of the
IBM MQ for z/OS UNIX System Services Components feature. The installation process for this feature, and
the directory and file structure, are described in the IBM MQ for z/OS Program Directory. プログラムディ
レクトリのダウンロードリンクについては、IBM MQ for z/OSプログラムディレクトリ PDF ファイル。
The sample workflows are written in XML and demonstrate how to automate the provisioning (creation) or
de-provisioning (destruction) of IBM MQ queue managers, channel initiators, and local queues, and how
to perform actions against the provisioned IBM MQ resources. Steps within the workflows submit jobs
(JCL), run REXX execs, process Shell scripts, or issue REST API calls.

The samples are designed to illustrate the types of function that can be achieved using z/OSMF. It is
anticipated that z/OSMF workflows will generally be used to provision resources and actions like put or
get message will, in essence, be performed using IBM MQ applications.

You can run the sample workflows as supplied, provided the workflow variable properties have been set
(as discussed in the following sections), or you can customize them as required. You might prefer to write
your own workflows to perform additional function. Before running the sample workflows see:

• “Prerequisites for z/OSMF” on page 1004
• “Security settings ” on page 1006
• “Limitations ” on page 1008

Sample workflow applications are provided to:

• “Automate the provisioning or de-provisioning of IBM MQ queue managers and perform actions against
the provisioned queue managers” on page 1009

• “Automate the provisioning or de-provisioning of IBM MQ local queues and perform actions against the
provisioned queues” on page 1010.

Related concepts
“Setting up IBM MQ for z/OS” on page 886
Use this topic as a step by step guide for customizing your IBM MQ for z/OS system .

Prerequisites for z/OSMF
The prerequisites you require to run IBM z/OS Management Facility (z/OSMF) with IBM MQ

The workflows shipped in IBM MQ for z/OS 9.1.0 exploit new function in z/OSMF, which is provided
through APARs on both z/OS 2.1 and 2.2. More details are provided in the following text.

1. You have installed and configured IBM z/OS Management Facility 2.2 correctly. If you are running
with security enabled, ensure that all security settings as documented by z/OSMF have been
configured.
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2. You have installed the following APARs for:
z/OS 2.1

• PI71068
• PI71079
• PI71082
• PI71084
• OA50130

z/OS 2.2

• PI70526
• PI70521
• PI70527
• PI67839
• PI70767
• PI46315
• OA49081
• OA49802
• OA50130

3. The z/OSMF angel (if required) and server processes have been configured.
4. The z/OS Cloud environment has been configured (as briefly discussed above and documented by z/

OSMF)
5. IBM MQ for z/OS 9.0.1 has been installed and the product load libraries are available.
6. The following IBM MQ queue manager customization tasks have been performed:

Task Description

1 Identify the z/OS system parameters

2 APF authorize the IBM MQ load libraries

3 Update the z/OS link list and LPA

4 Update the z/OS program properties table

7. The sample workflows and associated files are installed in a suitable z/OS UNIX System Services
(z/OS UNIX) directory.

8. The /tmp z/OS UNIX directory is available, because the provision.xml workflow might create a
temporary file in this directory. If a file is created, the workflow, in general, deletes the file after use.

9. The deprovision.xml file has steps in it that invoke the CSQ4ZWS1.rexx and CSQ4ZWS2.rexx
REXX execs. These execs wait for the queue manager and channel initiator subsystems to stop; the
execs invoke the z/OS UNIX SLEEP command as a system call.

Depending on your z/OS UNIX configuration, you might find that the SLEEP command does not work
as coded. If, during processing you encounter an error which indicates that the SLEEP command
cannot be found, you can try replacing the following lines in execs CSQ4ZWS1.rexx and
CSQ4ZWS2.rexx:

CALL SYSCALLS('ON')             /* Enable z/OS UNIX calls    */
ADDRESS SYSCALL
"SLEEP" 10                           /* Sleep for 10 seconds */
CALL SYSCALLS 'OFF'             /* Disable z/OS UNIX calls    */

with
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'sleep' 10

Then, issue the Open MVS (OMVS) env command to check your PATH environment variable setting.
Ensure that the directory which contains the sleep command is defined to the PATH. Note that the
sleep command is typically found in the /bin directory.

10. Ensure that z/OSMF has been started.

Both the angel and server z/OSMF processes must be started and the z/OSMF Web User Interface
(WUI) be up and running. For further details, see Liberty profile: Process types on z/OS.

Even if you intend to drive the workflows using the REST API, the z/OSMF WUI needs to be started.
The z/OSMF WUI can be useful for monitoring the creation and execution of workflows.

Related concepts
“Using IBM z/OSMF to automate IBM MQ ” on page 1003
The IBM z/OS Management Facility (z/OSMF) provides system management functions in a task-oriented,
web browser-based user interface with integrated user assistance, so that you can more easily manage
the day-to-day operations and administration of your mainframe z/OS systems.

Security settings
The security settings required to run z/OSMF.

The following User ID variable properties are defined in the properties file. For more details, see “Running
the workflows” on page 1013.

User ID property Description

CSQ_USERID User ID used to run the workflow steps. Note, however, that selected
steps (which generally require an elevated level of authority) will be run
with different user IDs based on the setting of the CSQ_ADMIN_* user IDs
listed in the following text. The user ID in use is identified by the
runAsUser property on the respective step in the workflows.

CSQ_ADMIN_APF_USERID User ID to use when APF authorizing the load library that contains the
queue manager system parameter module.

CSQ_APF_APPROVAL_ID The approval ID used to permit users to run the data set APF
authorization step as user CSQ_ADMIN_APF_USERID.

CSQ_ADMIN_CONSOLE_US
ERID

User ID used when running steps under the run that issue z/OS console
commands.

Attention: This user ID needs to be permitted UPDATE access to
the started task profile (MVS.START.STC.*) in the OPERCMDS
class. See Controlling the use of operator commands in the z/OS
documentation for more information.

CSQ_CONSOLE_APPROVAL_
ID

The approval ID used to permit users to run steps that issue z/OS console
commands under the run as user CSQ_ADMIN_CONSOLE_USERID.

CSQ_ADMIN_SAF_USERID User ID to use when issuing SAF commands.

CSQ_SAF_APPROVAL_ID The approval ID used to permit users to run the SAF command steps
under the run as user CSQ_ADMIN_SAF_USERID.

CSQ_ADMIN_SSI_USERID User ID to use when issuing the SETSSI command to identify the
subsystem being provisioned to z/OS.

CSQ_SSI_APPROVAL_ID The approval ID used to permit users to run the SETSSI command step
under the run as user CSQ_ADMIN_SSI_USERID.
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Note: The User ID being used to run the provision and de-provision workflows needs to have sufficient
authority as listed below:

1. The Queue Manager provision and de-provision workflows use the SETPROG command to APF
authorize data sets. Either the user ID is set in property CSQ_ADMIN_APF_USERID, or the user ID
being used to run the workflows needs to be permitted to issue this command. You can achieve this by
issuing the following command:

PERMIT MVS.SETPROG CLASS(OPERCMDS) ID(value of CSQ_ADMIN_APF_USERID) ACCESS(UPDATE)

Note: The SETPROG command might not persist across an IPL of a z/OS system so, it might be
necessary to manually issue the following SETPROG command following an IPL:

SETPROG APF,ADD,DSN=value of CSQ_AUTH_LIB_HLQ.value of CSQ_SSID.APF.LOAD,SMS

For more details about the SETPROG command, see Using RACF to control APF lists.

In addition, you might have enabled FACILITY class to control which libraries can be APF authorized,
so you might need to issue the command:

PERMIT CSVAPF.libname CLASS(FACILITY) ID(value of CSQ_ADMIN_APF_USERID)
       ACCESS(UPDATE)

2. A step in the Queue Manager provision workflow issues the SETSSI command to identify the IBM MQ
subsystem to z/OS. The User ID set in property CSQ_ADMIN_SSI_USERID needs to be permitted to
use this command. You can achieve this by issuing the following command:

PERMIT MVS.SETSSI.ADD CLASS(OPERCMDS) ID(value of CSQ_ADMIN_SSI_USERID)
        ACCESS(CONTROL)

Note: Subsystems that have been identified to z/OS through the SETSSI command do not persist
across an IPL of a z/OS system. So, it might be necessary to manually issue the following SETSSI
command following an IPL:

SETSSI  ADD,S='value of CSQ_SSID',I=CSQ3INI,
       P='CSQ3EPX,value of CSQ_CMD_PFX,S' 

For more details about the SETSSI command, see: SETSSI command.
3. The workflows issue queue manager commands, so if you are planning to enable security, the user ID

set in property CSQ_ADMIN_RACF_USERID (or the user ID being used to run the workflows) needs to
be granted CLAUTH (client authentication) authority to the MQADMIN or the MXADMIN class
(depending on which class is being used). This is to allow this user ID to define security profiles to
these classes. You can achieve this by issuing the following command:

ALTUSR value of CSQ_ADMIN_RACF_USERID CLAUTH(MQADMIN)

For more details about CLAUTH see The CLAUTH (class authority) attribute.
4. The deprovision.xml workflow issues z/OS commands, for example, DISPLAY ACTIVE jobs, CANCEL or

FORCE subsystems, so the user ID set in property CSQ_ADMIN_CONSOLE_USERID (or the user ID
being used to run the workflows) needs to have suitable authority to issue such commands.

5. Users requesting a queue manager instance, using the templates table of the Software Services task,
must have permission to access z/OSMF and the Configuration Assistant, as defined by z/OSMF.

6. The user ID of the consumer provisioning a queue manager requires authority to add and delete
members from the PROCLIB data set defined with variable CSQ_PROC_LIB.

7. A queue manager must be provisioned ahead of provisioning queues.
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8. To use the queueLoad.xml and queueOffload.xml workflows, the data sets used need to be
defined ahead of time. Also, the user ID used to run these workflows needs to be granted UPDATE
authority to the data sets.

9. A step in the queue manager provision.xml workflow currently disables subsystem security. You
can modify Job csq4znse.jcl to enable subsystem security by adding the appropriate security
commands for protecting IBM MQ resources. However, note that if you do add additional commands,
you also need to add commands to delete security permissions in csq4dse.jcl, which is submitted
by the deprovision.xml workflow.

Note: This step issues RACF security commands. If you are using an alternate security product, you
need to modify this step to issue the appropriate commands for your security product.

Network Requirements
When adding a queue manager template, and resources for the template, you need to click Create
network resource pool. This creates a resource pool with network resources for this template.

Using the Configuration Assistant, your network administrator needs to complete this network resource
pool definition by defining a limit for the number of ports that are to be allocated for this template.

For each template instance, the provision.xml workflow allocates a port in the range, and starts a
listener to listen on that port.

Classifying with IBM Workload Manager
If you want to classify the queue manager and channel initiator address spaces with WLM, you need to
specify this when adding a template for provisioning a queue manager.

Whether to classify or not, is controlled by flags CSQ_DEFINE_MSTR_WLM_RULE and
CSQ_DEFINE_CHIN_WLM_RULE, which are set in file workflow_variables.properties.

For more information about classifying with WLM, refer to the z/OSMF Configuration Guide.

Related concepts
“Prerequisites for z/OSMF” on page 1004
The prerequisites you require to run IBM z/OS Management Facility (z/OSMF) with IBM MQ

Limitations
Limitations when using z/OSMF with IBM MQ.

1. The provision.xml workflow currently automates the following highlighted queue manager
customization tasks:

Task Description

1 Identify the z/OS system parameters

2 APF authorize the IBM MQ load libraries (provision.xml does APF authorize
some libraries)

3 Update the z/OS link list and LPA

4 Update the z/OS program properties table

5 Define the IBM MQ subsystem to z/OS

6 Create procedures for the IBM MQ queue manager

7 Create procedures for the channel initiator

8 Define the IBM MQ subsystem to a z/OS WLM service class

9 Select and set up your coupling facility offload storage environment
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Task Description

10 Set up the coupling facility

11 Implement your ESM security controls

12 Update SYS1.PARMLIB members

13 Customize the initialization input data sets

14 Create the bootstrap and log data sets

15 Define your page sets

16 Add the IBM MQ entries to the Db2 data-sharing group

17 Tailor your system parameter modules (some)

18 Tailor the channel initiator parameters (some)

19 Set up Batch, TSO, and RRS adapters

20 Set up the operations and control panels

21 Include the IBM MQ dump formatting member

22 Suppress information messages

23 Update your system DIAG member for Advanced Message Security

24 Create procedures for Advanced Message Security

25 Set up the started task user Advanced Message Security

26 Grant RACDCERT permissions to the security administrator for Advanced
Message Security

27 Grant users resource permissions for Advanced Message Security

2. Customization tasks that are not highlighted in bold text need to be performed manually, if required.
3. The sample INP1 and INP2 members are currently used as is. If required, additional properties can be

defined to control the resources defined by these members.
4. Comments pertaining to specific properties listed in the properties file indicate any limitations of using

those properties. For more details, see “Running the workflows” on page 1013.

Related concepts
“Security settings ” on page 1006
The security settings required to run z/OSMF.

Automate the provisioning of IBM MQ objects
Samples are supplied to automate the provisioning of queue managers and local queues.

Automate the provisioning or de-provisioning of IBM MQ queue managers and
perform actions against the provisioned queue managers
The following queue manager specific sample z/OSMF workflows are provided:

Workflow name Description

provision.xml Provision an IBM MQ for z/OS queue manager

This sample workflow:

• Provisions the required system resources for a queue manager.
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Workflow name Description

• Provisions the required system resources for a channel initiator.
• Starts the queue manager (which also starts the channel initiator and

TCP/IP listener)
• Runs the sample queue manager installation verification program.

An environment property can be set to control the provisioning of queue
managers with different characteristics. For more information, see
“Running the workflows” on page 1013.

Note: A manifest file (provision.mf) is provided to assist with adding a
template for this workflow. This file contains a reference to the
qaas_readme.pdf file which contains additional information. You can
access the file through a link, once the template has been added.

deprovision.xml De-provision an IBM MQ for z/OS queue manager

This sample workflow:

• Stops the channel initiator (which also stops the TCP/IP listener) and the
queue manager.

• Waits for the subsystems to stop
• De-provisions all channel initiator and queue manager system resources.

startQMgr.xml Start an IBM MQ for z/OS queue manager

This sample workflow starts the queue manager (which also starts the
channel initiator and TCP/IP listener).

stopQMgr.xml Stop an IBM MQ for z/OS queue manager

This sample workflow stops the channel initiator (which also stops the
TCP/IP listener) and the queue manager.

Each workflow performs one or more steps. Comments in the workflows explain the function performed
by each step. Some of the steps just request data input, while some steps submit JCL, invoke REXX execs,
Shell scripts, or issue REST API calls to accomplish the stated function.

Refer to each step for the exact name of the JCL or REXX exec files. The workflows and associated JCL or
REXX exec files reference variables that are declared in one or more variable XML files. For more details,
see “Workflow variable declaration files” on page 1012.

deprovision, startQMgr, and stopQMgr can be performed as actions against a provisioned IBM MQ
for z/OS queue manager.

Automate the provisioning or de-provisioning of IBM MQ local queues and perform
actions against the provisioned queues
The following queue specific sample z/OSMF workflows are provided:

Workflow name Description

defineQueue.xml Define a local queue

This sample workflow demonstrates how z/OSMF workflows can be used to
define small, medium, or large sized queues based on property settings.

Note: A manifest file (provision.mf) is provided to assist with adding a
template for this workflow. This file contains a reference to the
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Workflow name Description

qaas_readme.pdf file which contains additional information. You can
access the file through a link, once the template has been added.

displayQueue.xml Display selected attributes of a local queue

This sample workflow displays selected attributes of a local queue. The
attributes are returned in a z/OSMF variable (refer to the steps in the
workflow for the name of the variable) and subsequently displayed. If
required, the contents of the variable can be accessed using a REST API.

For more details, refer to Cloud provisioning REST APIs, and also see z/
OSMF workflow services.

deleteQueue.xml Delete a local queue

This sample workflow deletes a local queue on a specified queue manager.

putQueue.xml Put one or more messages to a local queue.

This sample workflow puts one or more messages to a local queue. The
message text can be specified but if more than one message is put to a
local queue at the same time, the same message text is used.

getQueue.xml Get one or more messages from a local queue.

This sample workflow gets one or more messages from a local queue. The
messages are returned in a z/OSMF variable (refer to the steps in the
workflow for the name of the variable) and subsequently displayed. If
required, you can access the contents of the variable using a REST API.

For more details, refer to Cloud provisioning REST APIs, and also see z/
OSMF workflow services.

loadQueue.xml Load messages from a data set to a local queue.

This sample workflow loads messages from a data set on to a local queue.
The default name of the data set is specified by setting a property. For
more details, see “Running the workflows” on page 1013.

offloadQueue.xml Offload messages from a local queue to a data set.

This sample workflow off-loads messages from a local queue to a data set.
The default name of the data set is specified by setting a property. For
more details, see “Running the workflows” on page 1013.

clearQueue.xml Clear messages on a local queue.

This sample workflow clears (deletes) all messages on a local queue.

Notes:

1. The Put Queue action allows you to enter some message data and put one or more messages onto a
queue. If more than one message is to be placed onto a queue during a given request, the same
message data is used.

2. The loadQueue.xml and offloadQueue.xml workflows invoke the executable module, CSQUDMSG in the
SCSQLOAD library, with an alias of QLOAD. This is equivalent to the dmpmqmsg utility available with
IBM MQ for Multiplatforms. Therefore messages loaded from a data set onto a queue, or from a queue
onto a data set, are expected to be in the dmpmqmsg format.

Sample JCL is also provided as member CSQ4QLOD in SCSQPROC.

The easiest way to try out the loadQueue and offloadQueue actions is to do the following:
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a. Issue putQueue a few times to put some messages on to a queue.
b. Use offloadQueue to offload the messages from the queue on to a data set.
c. If required, issue clearQueue to remove all messages from the queue.
d. Use loadQueue to load the messages from a data set onto the same or a different queue.

If you are interested in the dmpmqmsg format, you can browse the contents of the data set, once you
have issued an Offload request.

3. You can perform displayQueue, deleteQueue, putQueue, getQueue, loadQueue,
offloadQueue, and clearQueue as actions against a provisioned IBM MQ for z/OS local queue. For
further details about actions and action files, refer to the z/OSMF Programming Guide.

4. All action related workflows are deleted by default. The reason for this is to minimize the need for
users to cleanup workflows.

The problem with this however is that where an action results in some output. For example, the
displayQueue and getQueue actions both produce output.

The output cannot be seen since the related workflow is deleted as soon as the action has been
performed. So, if you drive the workflow actions from the z/OS WUI, you need to set the
cleanAfterComplete flag to false on the <workflow> tag for each action whose output you want to
see.

For example, to see the output of displayQueue, set the flag as follows:

<action name="displayQueue">
  <workflow cleanAfterComplete="false">
  ...

  ...
  </workflow>
</action>

However, this means that you then have to manually clean up action related workflows.

Each sample z/OSMF workflow performs one or more steps. Comments in the workflows explain the
function performed by each step. Some of the steps just request data input while some steps submit JCL
and others invoke REXX execs to accomplish the stated function.

Refer to each step for the exact name of the JCL or REXX exec files. The workflows and associated JCL or
REXX exec files reference variables that are declared in one or more “Workflow variable declaration files”
on page 1012.

Related concepts
“Limitations ” on page 1008
Limitations when using z/OSMF with IBM MQ.

Running workflows
A description of the files referenced by the sample The z/OSMF workflows, and how you run a workflow.

Workflow variable declaration files
The following files declare variables that are referenced by the sample z/OSMF workflows and associated
JCL or REXX exec files:

Workflow variable
declaration file name

Description

common_variables.xml Variables common to both the queue manager (plus channel initiator) and
queue workflows.

qmgr_variables.xml Variables specific to the queue manager (plus channel initiator) workflows.
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Workflow variable
declaration file name

Description

queue_variables.xml Variables specific to the queue workflows.

tcpip_variables.xml Variables specific to the queue manager (plus channel initiator) workflows,
and used for identifying TCP/IP resources.

Note: The default visibility of variables is private. To allow variables to be queried using the z/OSMF REST
API, selected variables have been marked as public. However, you can change the visibility of a given
variable if required.

Running the workflows
Figure 122. 'One-click' provisioning of IBM MQ for z/OS resources

Before the workflows can be run, some properties need to be set in the following file:

Workflow variable
properties file name

Description

workflow_variables.proper
ties

Initial properties for the workflow variables. Comments in the file indicate
the purpose of each property.

• Properties within meta-brackets (< >) need to be set to user specific
values.

• An environment property can be set to provision queue managers for
development (DEV), or test (TEST), or quality assurance (QA), or
production (PROD) environments.
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Workflow variable
properties file name

Description

Additional property settings control the characteristics of the queue
manager to be provisioned for each environment. For example you can
vary the number of active logs, or the number of page sets, for each
environment type.

• Other properties are set to IBM MQ default values but can be modified to
meet local conventions if required.

In general, once the properties have been set, the workflows can be run as is. However, if required, you
can customize a workflow to modify or remove existing steps, or to add new steps.

Workflows can be run:

• From the z/OSMF WUI.

From Cloud Provisioning -> Software Services in the WUI, workflows can be run in automatic or manual
mode. The manual mode is useful when testing, and in both modes the progress of each step in the
workflow can be monitored.

For more details, see Cloud provisioning services and Create a workflow.
• Using the z/OSMF REST Workflow Services.

The REST Workflow Services can be used to run workflows through a REST API. This mode is useful for
creating one-click operations from a user-written portal.

For more details, refer to Cloud provisioning REST APIs, and also see z/OSMF workflow services.
• Using the sample marketplace portal provided with z/OSMF.

Related concepts
“Automate the provisioning of IBM MQ objects” on page 1009
Samples are supplied to automate the provisioning of queue managers and local queues.

MFT エージェントがリモート z/OS キュー・マネージャーに
接続できるようにする

ライセンスに従って、 z/OS 上の MFT エージェントは、クライアント接続を使用して z/OS キュー・マネー
ジャーに接続できます。 これにより、より単純な IBM MQ トポロジーが作成される可能性があります。
z/OS 上の MFT エージェントが IBM MQ Advanced for z/OS VUE または IBM MQ Advanced for z/OSの製品
ID (PID) に関連付けられている場合、エージェントはクライアント接続を使用して z/OS上のキュー・マネ
ージャーに接続できます。
各種 PID については、 IBM MQ 製品 ID およびエクスポート情報を参照してください。 MFT インストール
済み環境に関連付けられた PID の設定方法については、「 fteSetProductId」を参照してください。
エージェントの実行に使用される PID はエージェント開始時にログに表示されます。
他の PID の下で実行されている z/OS上の MFT エージェントは、バインディング・モード接続を使用して
ローカル・キュー・マネージャーにのみ接続できます。
z/OS上で実行されていないキュー・マネージャーにエージェントが接続しようとすると、 BFGQM1044E
メッセージが発行され、エージェントの開始が終了します。
関連タスク
z/OS での MFT エージェントの開始
z/OS での MFT エージェントの停止
関連資料
MFT agent.properties ファイル

1014  IBM MQ の構成

https://www.ibm.com/docs/en/zos/3.1.0?topic=services-cloud-provisioning
https://www.ibm.com/docs/en/zos/3.1.0?topic=services-create-workflow
https://www.ibm.com/docs/en/zos/3.1.0?topic=management-cloud-provisioning-rest-apis
https://www.ibm.com/docs/en/zos/3.1.0?topic=services-zosmf-workflow


IBM MQ Internet Pass-Thruの構成
このセクションでは、IBM MQ Internet Pass-Thru (MQIPT) がサポートする各種機能と、それらの構成方法
について説明します。
構成ファイル mqipt.confを変更して、MQIPT を構成します。 MQIPT 構成ファイルの構造、および指定
できるプロパティーは、IBM MQ Internet Pass-Thru 構成のリファレンスに説明されています。
注 : 保管されているパスワードを表示したり、構成を変更したりすることができないように、mqipt.conf
ファイルが置かれているディレクトリーに対してセキュア・ファイルの許可を設定する必要があります。
1053 ページの『MQIPT に保管されているパスワードの暗号化』の手順に従って、構成ファイルに指定す
るすべてのパスワードを保護してください。
構成ファイルに対する変更は、MQIPT の開始時またはリフレッシュ時に有効になります。 MQIPT のアク
ティブ・インスタンスをリフレッシュすると、MQIPT を再始動せずに構成変更が有効になります。 MQIPT
がリフレッシュされると、mqipt.conf構成ファイルが再読み取りされ、MQIPTによって以下のアクショ
ンが実行されます:

• アクティブな経路のうち、非アクティブとしてマークされた経路、および構成ファイル内で指定されなく
なった経路は、クローズされ、着信接続を受け入れなくなります。

• 構成ファイル内でアクティブとしてマークされ、現在実行されていないすべての経路が、開始されます。
• アクティブ経路の構成パラメーターに対する変更はすべて適用されます。 可能な場合、これらの変更は、
アクティブな接続を中断することなく有効になります。 経路宛先への変更などの一部のパラメーター変
更については、変更が適用される前にすべての接続が閉じて、経路が再始動されます。

MQIPT をリフレッシュするには、mqiptAdmin コマンドを使用します。 mqiptAdmin コマンドを使用し
た MQIPT の管理について詳しくは、 コマンド行を使用した MQIPT の管理を参照してください。

MQIPT での HTTP サポート
MQIPT は HTTP トンネリングを サポートします。 MQIPT は、転送するデータ・パケットを HTTP 要求と
して エンコードするように構成できます。
IBM MQ チャネルは HTTP 要求を受け入れません。 そのため、HTTPリクエストを受け取り、IBM MQプロ
トコルパケットに戻すために、二番目 MQIPTのパケットが必要です。 二番目の MQIPTは、受信パケット
を宛先キュー・マネージャーに渡す前に、HTTPヘッダーを除去して、着信パケットを標準の IBM MQプロ
トコル・パケットに変換します。
注 : IBM MQ 9.4.0以降、 MQIPT 経路はデフォルトでは HTTP 接続を受け入れ
ません。 AllowedProtocols プロパティーを使用して、HTTP 接続を受け入れるように経路を構成する必
要があります。
MQIPT の 2 つのインスタンス間で HTTP が使用される場合、HTTP 要求 および応答が流れる TCP/IP 接続が
持続し、メッセージ・チャネルの存続期間中はオープンのままになります。 MQIPT は要求/応答ペア間の
TCP/IP 接続をクローズしません。
MQIPT の 2 つのインスタンスが HTTP を介して通信する場合、HTTP 要求が 長期間未処理のままとなる可
能性があります。 例として、サーバー・サイドが伝送キューで新規メッセージの到着を 待機している場合
の、要求側/サーバーのチャネルがあります。 IBM MQ チャネル・プロトコルは、待機側が定期的にハート
ビート・メッセージをパートナーに送信する必要がある「ハートビート」メカニズムを 提供しています。
デフォルトのチャネル・ハートビート期間は 5 分 です。 MQIPT は HTTP 応答としてこのハートビートを使
用します。 一部の ファイアウォールでタイムアウトになる問題を回避するために、このチャネル・ハート
ビートを使用不可にしたり、 ハートビートに過剰に高い値を設定したりしないでください。
MQIPT は、HTTP プロキシーまたはサーバーで生成される、チャンク化された 形式の HTTP トラフィック
を受け入れます。
MQIPTでの HTTPの使用例については、HTTPトンネリングの構成を参照してください。
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HTTPプロキシー
HTTPプロキシーは、MQIPTの 2つのインスタンスの間に配置することができます。 HTTPプロキシーは
以下の要件を満たす必要があります:

• プロキシーは HTTP1.1プロトコルをサポートする必要があります。
• MQIPT によって設定される Connection または Proxy-Connection HTTP ヘッダーは、プロキシーに
よって受け入れられる必要があります。 これにより、MQIPTの 2つのインスタンス間の接続が、メッセ
ージ・チャネルの存続期間中にオープンされるようになります。

• 永続的な 1対 1マッピングは、プロキシーを介して維持する必要があります。 これにより、プロキシー
から変換先 MQIPTへの TCP/IP接続が、複数のメッセージ・チャネルにデータを伝送するために使用さ
れることはありません。
いくつかの HTTPプロキシー上で永続接続を管理する方法を構成するためのプロパティーを設定できま
す。 例えば、持続接続で作成できる要求の最大数を設定することができます。 次のプロパティーを設定す
る必要があります:

• 永続接続は使用可能にする必要があります。
• プロキシー経由での持続接続の 1対 1マッピングを維持するために、複数の HTTPセッションによるプ
ロキシーから MQIPTへの TCP/IP接続の再利用は、使用不可にする必要があります。

• プロキシー要求のタイムアウトは、高い値に設定する必要があります。 例えば、12 時間を選択します。
• 持続接続に対して、実行できる要求の最大数は、高い値に設定する必要があります。 例えば、5000とし
ます。

MQIPTは HTTP POST要求を使用して、MQIPTの 2 つのインスタンス間でデータを送信します。 MQIPT
構成で HTTPProxyプロパティーを使用して、プロキシーのホスト名が指定されている場合、MQIPT はプ
ロキシーに接続し、HTTP CONNECTメソッドを使用して、プロキシーが変換先 MQIPTにトンネルを確立
するように要求します。 これにより、HTTPS接続はプロキシー内の TLSセッションを終了せずにプロキシ
ーを移動することができます。
ロード・バランサーが MQIPTインスタンス間に配置されている場合は、MQIPTSessionIdの HTTP Cookie
の値を使用して、各セッションのすべての要求が同じ変換先に転送されるようにするために、それを構成
する必要があります。
MQIPT での HTTPS
HTTP 接続で HTTPS を使用するには、クライアント接続を発行する MQIPT で HTTPS および SSLClient
経路プロパティーを有効にします。
MQIPT は、 ターゲット HTTP プロキシー/サーバーを認証するために使用される トラステッド CA 証明書に
アクセスできる必要があります。 SSLClientCAKeyring プロパティーは、 トラステッド CA 証明書を含
む鍵リング・ファイルを定義するために使用できます。
HTTPS の一般的なセットアップでは、ローカル HTTP プロキシーを使用してファイアウォールを トンネリ
ングし、リモート HTTP サーバー (または別のプロキシー) に接続して、 そこからリモート MQIPT に接続し
ます。 接続のサーバー・サイドにある この MQIPT では、接続要求は通常の HTTP 接続として処理される
ため、 特定の構成は必要ありません。
MQIPT では、HTTPProxy および HTTPServer の プロパティーを使用してローカルとリモートのプロキシ
ーが区別されます。 HTTPProxy プロパティーが設定された MQIPT 経路はローカル HTTP プロキシーとし
て認識され、 HTTPServer プロパティーが設定された MQIPT 経路はリモート・サーバー (またはプロキシ
ー) です。
HTTPS 接続は通常、HTTP プロキシー/サーバー上のリスナー・ポート・アドレス 443 に対して行われます
が、 HTTPProxyPort および HTTPServerPort プロパティーを使用して、このデフォルトをオーバーラ
イドすることができます。
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MQIPT での SOCKS サポート
SOCKS プロキシーは、ファイアウォールを介した出口の制御点として使用されるネットワーク・サービス
です。 ファイアウォール内で実行している SOCKS 対応アプリケーションは、SOCKS プロキシーを使用し
てリモート・アプリケーションに接続できます。
MQIPTは、SocksServerプロパティーを使用可能にすることによって、SOCKSプロキシーとして機能す
ることができます。これにより、SOCKS対応の IBM MQアプリケーションは、MQIPTを介して、リモート
の IBM MQキュー・マネージャーに接続できるようになります。 この機能を使用すると、SOCKS ハンドシ
ェーク・プロセスの間にターゲットの宛先および宛先ポート・アドレスが取得されるため、Destination
および DestinationPort 経路プロパティーが指定変更されます。 これは、IBM MQ クラスター化をサポ
ートするための重要な機能です。
MQIPT は、SOCKS 対応になっていないローカルの IBM MQ アプリケーションに代わる SOCKS クライアン
トとしても機能します。 これは、SOCKS プロキシー経由のみのアウトバウンド接続を許可するファイアウ
ォールの使用時に有用です。 各 MQIPT 経路を異なる SOCKS プロキシーと通信するように構成できます。
SOCKSを使用する方法の例については、SOCKSプロキシーの構成を参照してください。
MQIPT でのクラスタリング
IBM MQ クラスターを MQIPT とともに使用することができます。これを行うには、インターネットに分散
しているクラスター内の各キュー・マネージャー を SOCKS 対応にし、MQIPT を SOCKS プロキシーとして
機能できるようにします。
以下の図では、NEWYORK および CHICAGO が HOME というクラスター内に存在し、両方がフルリポジト
リーを保持しています。 NEWYORK、LONDON および PARIS は INVENTORY という別のクラスター内に存
在します。 CHICAGO は SOCKS 対応にする必要はありません。 これは、MQIPT を必要としないクラスタ
ー内に存在するためです。
INVENTORY クラスター内の各キュー・マネージャーは、事実上 MQIPT の背後に隠されています。 キュ
ー・マネージャーは SOCKS 対応になっているため、クラスター送信側チャネルが開始されると、SOCKS
プロキシーとして 機能している MQIPT を使用して、要求がその宛先に送出されます。 通常、クラスター
受信側チャネル上の CONNAME が、ローカル・キュー・マネージャーの特定に使用されますが、 MQIPT と
ともに使用する場合は、CONNAME はローカル MQIPT およびその着信リスナー・ポートを特定する必要が
あります。 以下の図では、すべての着信リスナー・ポート・アドレスが 1414 であり、発信リスナー・ポ
ート・アドレスは 1415 です。
SOCKS 対応キュー・マネージャーを実行する方法は 2 つあります。 1 つ目は、キュー・マネージャーが実
行しているコンピューター全体を SOCKS 対応にすることです。 2 つ目は、キュー・マネージャーのみを
SOCKS 対応にすることです。 どちらの方法を使用する場合でも SOCKS クライアントを構成して、このク
ライアントが MQIPT を SOCKS プロキシーとして使用した場合のみリモート接続を確立するようにして、
また、ユーザー認証を使用不可にする必要があります。 SOCKS サポートを実現する製品は市場に数多く存
在します。 SOCKS V5 プロトコルをサポートする製品を選択する必要があります。
クラスター・ネットワークを構成する方法の例については、MQIPTクラスタリング・サポートの構成を参
照してください。
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MQIPT での SSL/TLS サポート
セキュア・ソケットを使用して、通信のプライバシー、通信の整合性、および認証を保証することができ
ます。
通信のプライバシー
接続をプライベートにすることができます。 クライアントとサーバー間で交換されるデータを暗号化
し、送信側と受信側のみがデータの意味を理解することができます。 これは、クレジット・カード番
号などのプライベート情報を安全に転送できることを意味します。

通信の整合性
接続が信頼性の高いものになります。 メッセージ・トランスポートには、セキュア・ハッシュ関数に
基づいたメッセージ整合性検査が含まれます。

認証
クライアントはサーバーを認証することができ、認証サーバーはクライアントを認証することができま
す。 これは、情報が確実に意図した相手の間でのみ交換されるようになることを意味します。 認証メ
カニズムは、デジタル証明書 (X.509v3 証明書) の交換に基づいています。
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セキュア・ソケット・プロトコル
MQIPT では、Transport Layer Security (TLS) プロトコルと Secure Sockets Layer (SSL) プロトコルを使用し
て、セキュアなソケットを利用できます。 2 つのセキュア・ソケット・プロトコルは似ていますが相互運
用はされません。 この資料では、特に違いについて説明する場合を除き、SSL および TLS という用語を交
換可能な用語として使用しています。
MQIPT は Java runtime environment (JRE) で提供されている、SSL 3.0、TLS 1.0、TLS 1.1、および TLS 1.2
をサポートしています。 IBM MQ 9.3.0以降、 MQIPT は TLS 1.3もサポートします。 リモート・チャネル
の IBM MQ CipherSpec によって MQIPT が使用するプロトコルが決まります。
SSL 3.0、TLS 1.0、および TLS 1.1 は安全ではなく、 MQIPTではデフォルトで無効になっています。 使用
不可になっているこれらのプロトコルのいずれかを使用する必要がある場合は、1041 ページの『MQIPT
での非推奨プロトコルおよび暗号スイートの使用可能化』の手順に従って再度使用可能にすることができ
ます。
SSL/TLS プロトコルは通信相手の認証にさまざまなデジタル署名アルゴリズムを使用することができま
す。 SSL/TLS で使用される暗号操作、データの機密性のための暗号化、およびメッセージ整合性のための
セキュア・ハッシュは、クライアントとサーバー間での秘密鍵の共有に依存しています。 SSL/TLS が提供
するさまざまな鍵交換メカニズムにより、秘密鍵の共有が可能になります。 SSL/TLS は暗号化およびハッ
シュのためのさまざまなアルゴリズムを使用することができます。

MQIPT での FIPS モードの有効化
JRE の SSL/TLS 暗号コンポーネントには、FIPS 140-2 標準に準拠するように認証された
IBMJCEPlusFIPS セキュリティー・プロバイダーが含まれています。 MQIPTで FIPS 認定の暗号化のみを
使用する場合は、 MQIPT の始動時に以下の Java システム・プロパティーを設定して、 IBMJSSE2 プロバ
イダーで FIPS モードを有効にします。
• com.ibm.jsse2.usefipsprovider=true
• com.ibm.jsse2.usefipsProviderName=IBMJCEPlusFIPS

MQIPT の始動時に、 MQIPT_JVM_OPTIONS 環境変数を使用して Java システム・プロパティーを設定でき
ます。 例えば、 Linuxでは、 MQIPTを開始するコマンドを発行する前に、以下のコマンドを発行して環境
変数を設定します。
export MQIPT_JVM_OPTIONS="-Dcom.ibm.jsse2.usefipsprovider=true 
-Dcom.ibm.jsse2.usefipsProviderName=IBMJCEPlusFIPS"

FIPS モードの有効化について詳しくは、 IBMJSSE2 プロバイダーでの FIPS モードの有効化を参照してく
ださい。

SSL/TLS ブリッジング・モード
経路に SSLServer と SSLClient の両方が設定されている場合、 MQIPT は 1 つの着信 SSL/TLS セキュア接続
を受け入れ、別の MQIPT または宛先キュー・マネージャーへの 2 番目の SSL/TLS セキュア接続を確立しま
す。 IBM MQ チャネル情報は暗号化解除され、これら 2 つの SSL/TLS 接続の間で再暗号化されます。
SSL/TLS ブリッジングは、 SSL/TLS 終端プロキシーとも呼ばれます。
IBM MQ は、 MQIPTを使用した SSL/TLS ブリッジングをサポートします。 IBM MQ を使用するその他の
SSL/TLS 終端プロキシーでは、 IBM MQによって送信されるサイズとは異なるサイズの SSL/TLS レコード
がプロキシーによって結合または再構成されると、接続が切断されることが観測されています。 これは、
キュー・マネージャーが着信 IBM MQ ネットワーク・データ用のメモリーを割り振って管理する方法と、
IBM MQ ネットワーク・データを SSL/TLS レコードにパッケージする方法との間の相互作用が原因です。
MQIPT は、 IBM MQ ネットワーク・データを分割したり結合したりすることなく、それらのデータを
SSL/TLS レコードにパッケージ化します。 他の SSL/TLS ブリッジが SSL/TLS レコードを正確に保存しな
い場合、 IBM MQ チャネルがエラー・メッセージを出して失敗する可能性があります。
AMQ9638: SSL communications error for channel
AMQ9208: Error on receive from host
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SSL/TLS プロキシー・モード
MQIPT 経路は、SSL/TLS ブリッジングの代わりに SSL/TLS プロキシー・モードで構成できます。 このモー
ドでは、経路は 2 つの IBM MQ エンドポイント間で SSL/TLS データを転送するだけで、SSL/TLS ハンドシ
ェークには参加せず、デジタル証明書を必要としません。
SSL/TLS プロキシー・モードは、 MQIPT を介して通信する IBM MQ チャネルが既に SSL/TLS 通信用に構成
されており、ファイアウォールを介した接続のルーティングや、セキュリティー出口を介した許可される
接続のセットの制限など、別の目的で MQIPT を使用する場合に使用できます。 SSL/TLS プロキシー・モー
ドで実行されている場合、MQIPT は、新規接続から受信した初期 SSL/TLS パケットが有効であることをチ
ェックしてから、パケットを宛先に転送します。
IBM MQ は、 MQIPT またはその他の SSL/TLS プロキシーを使用して SSL/TLS プロキシー・モードをサポー
トします。

MQIPTに IBM MQ複数の証明書サポート
IBM MQ 8.0 以降では、チャネル定義の CERTLABL 属性を使用して指定されたチャネルごとの証明書ラベル
を使用して、同じキュー・マネージャー上で複数の証明書を使用することができます。 キュー・マネージ
ャーへのインバウンド・チャネル (サーバー接続や受信側など) は、キュー・マネージャーからの正しい証
明書を提示するために、TLS Server Name Indication (SNI) を使用したチャネル名の検出に依存します。 キ
ュー・マネージャーでの複数の証明書の使用について、詳しくは、IBM MQに複数の証明書機能を提供を参
照してください。
チャネルが MQIPTを介して宛先キュー・マネージャーに接続し、 MQIPT 経路に SSLServer と
SSLClient の両方が設定されている場合、エンドポイント間には 2 つの別個の TLS セッションが存在しま
す。 IBM MQ 9.3.0より前のバージョンでは、SNI データはセッション中断を通過しません。 これにより、
MQIPTとキュー・マネージャーとの間の TLS接続のために、宛先キュー・マネージャーでのチャネルごと
の証明書が使用されなくなります。 宛先キュー・マネージャーでチャネルごとの証明書を使用するには、
MQIPTIBM MQ 9.3.0 より前のバージョンの を通過する TLS 接続の場合、 MQIPT 経路で SSL/TLS プロキシ
ー・モードを使用する必要があります。このモードでは、SNI 名を含むすべての TLS 制御フローがそのま
ま転送されます。
IBM MQ 9.3.0から、SSLClientOutboundSNIルートプロパティを使用して、TLS接続の SNIを特定の値に
設定するか、受信接続で受け取った SNIをルートに通過させるように、MQIPT設定できます。 宛先キュ
ー・マネージャーでのチャネルごとの証明書を使用できるようにするには、経路は SNIを IBM MQチャネ
ル名に設定するように構成するか、または経路にインバウンド接続で受信した SNIをパススルーするよう
に構成する必要があります。 MQIPTが SNIを通過するように構成されている場合、MQIPTに接続するキ
ュー・マネージャーまたはクライアントは SNIをチャネル名に設定する必要があります。
MQIPT によって終了または開始される TLS 接続に使用される証明書は、経路ごとに個別に構成できます。
例えば、SSLServerSiteLabel および SSLClientSiteLabel 経路プロパティーを使用します。

MQIPT でサポートされる CipherSuite
1020 ページの表 71 は、どの CipherSuites が MQIPT でサポートされ、どの CipherSuites がデフォルトで
使用可能になっているかを示しています。
デフォルトでは、CipherSuite のサブセットのみが使用可能になっています。 安全でないと見なされるいく
つかのアルゴリズムに基づく CipherSuite は、JRE によって使用不可にされています。 潜在的な危険を認
識したうえで、これらの CipherSuite のいずれかを使用する必要がある場合は、1041 ページの『MQIPT で
の非推奨プロトコルおよび暗号スイートの使用可能化』の手順に従って、使用不可になっている
CipherSuite のサポートを追加できます。
表 71. MQIPT とともに使用できる CipherSuite

CipherSuite デフォルトでは使
用可能

TLS 1.3 の CipherSuite

TLS_AES_128_GCM_SHA256 はい
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表 71. MQIPT とともに使用できる CipherSuite (続き)

CipherSuite デフォルトでは使
用可能

TLS_AES_256_GCM_SHA384 はい
TLS_CHACHA20_POLY1305_SHA256 はい
CipherSuites for SSL 3.0, TLS 1.0, TLS 1.1 and TLS 1.2

SSL_DH_anon_EXPORT_WITH_DES40_CBC_SHA

SSL_DH_anon_EXPORT_WITH_RC4_40_MD5

SSL_DH_anon_WITH_3DES_EDE_CBC_SHA

SSL_DH_anon_WITH_AES_128_CBC_SHA

SSL_DH_anon_WITH_AES_128_CBC_SHA256

SSL_DH_anon_WITH_AES_128_GCM_SHA256

SSL_DH_anon_WITH_AES_256_CBC_SHA

SSL_DH_anon_WITH_AES_256_CBC_SHA256

SSL_DH_anon_WITH_AES_256_GCM_SHA384

SSL_DH_anon_WITH_DES_CBC_SHA

SSL_DH_anon_WITH_RC4_128_MD5

SSL_DHE_DSS_EXPORT_WITH_DES40_CBC_SHA

SSL_DHE_DSS_WITH_3DES_EDE_CBC_SHA

SSL_DHE_DSS_WITH_AES_128_CBC_SHA はい
SSL_DHE_DSS_WITH_AES_128_CBC_SHA256 はい
SSL_DHE_DSS_WITH_AES_128_GCM_SHA256 はい
SSL_DHE_DSS_WITH_AES_256_CBC_SHA はい
SSL_DHE_DSS_WITH_AES_256_CBC_SHA256 はい
SSL_DHE_DSS_WITH_AES_256_GCM_SHA384 はい
SSL_DHE_DSS_WITH_DES_CBC_SHA

SSL_DHE_DSS_WITH_RC4_128_SHA

SSL_DHE_RSA_EXPORT_WITH_DES40_CBC_SHA

SSL_DHE_RSA_WITH_3DES_EDE_CBC_SHA

SSL_DHE_RSA_WITH_AES_128_CBC_SHA はい
SSL_DHE_RSA_WITH_AES_128_CBC_SHA256 はい
SSL_DHE_RSA_WITH_AES_128_GCM_SHA256 はい
SSL_DHE_RSA_WITH_AES_256_CBC_SHA はい
SSL_DHE_RSA_WITH_AES_256_CBC_SHA256 はい
SSL_DHE_RSA_WITH_AES_256_GCM_SHA384 はい
SSL_DHE_RSA_WITH_DES_CBC_SHA

SSL_ECDH_anon_WITH_3DES_EDE_CBC_SHA
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表 71. MQIPT とともに使用できる CipherSuite (続き)

CipherSuite デフォルトでは使
用可能

SSL_ECDH_anon_WITH_AES_128_CBC_SHA

SSL_ECDH_anon_WITH_AES_256_CBC_SHA

SSL_ECDH_anon_WITH_NULL_SHA

SSL_ECDH_anon_WITH_RC4_128_SHA

SSL_ECDH_ECDSA_WITH_3DES_EDE_CBC_SHA

SSL_ECDH_ECDSA_WITH_AES_128_CBC_SHA はい
SSL_ECDH_ECDSA_WITH_AES_128_CBC_SHA256 はい
SSL_ECDH_ECDSA_WITH_AES_128_GCM_SHA256 はい
SSL_ECDH_ECDSA_WITH_AES_256_CBC_SHA はい
SSL_ECDH_ECDSA_WITH_AES_256_CBC_SHA384 はい
SSL_ECDH_ECDSA_WITH_AES_256_GCM_SHA384 はい
SSL_ECDH_ECDSA_WITH_NULL_SHA

SSL_ECDH_ECDSA_WITH_RC4_128_SHA

SSL_ECDH_RSA_WITH_3DES_EDE_CBC_SHA

SSL_ECDH_RSA_WITH_AES_128_CBC_SHA はい
SSL_ECDH_RSA_WITH_AES_128_CBC_SHA256 はい
SSL_ECDH_RSA_WITH_AES_128_GCM_SHA256 はい
SSL_ECDH_RSA_WITH_AES_256_CBC_SHA はい
SSL_ECDH_RSA_WITH_AES_256_CBC_SHA384 はい
SSL_ECDH_RSA_WITH_AES_256_GCM_SHA384 はい
SSL_ECDH_RSA_WITH_NULL_SHA

SSL_ECDH_RSA_WITH_RC4_128_SHA

SSL_ECDHE_ECDSA_WITH_3DES_EDE_CBC_SHA

SSL_ECDHE_ECDSA_WITH_AES_128_CBC_SHA はい
SSL_ECDHE_ECDSA_WITH_AES_128_CBC_SHA256 はい
SSL_ECDHE_ECDSA_WITH_AES_128_GCM_SHA256 はい
SSL_ECDHE_ECDSA_WITH_AES_256_CBC_SHA はい
SSL_ECDHE_ECDSA_WITH_AES_256_CBC_SHA384 はい
SSL_ECDHE_ECDSA_WITH_AES_256_GCM_SHA384 はい
SSL_ECDHE_ECDSA_WITH_NULL_SHA

SSL_ECDHE_ECDSA_WITH_RC4_128_SHA

SSL_ECDHE_RSA_WITH_3DES_EDE_CBC_SHA

SSL_ECDHE_RSA_WITH_AES_128_CBC_SHA はい
SSL_ECDHE_RSA_WITH_AES_128_CBC_SHA256 はい
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表 71. MQIPT とともに使用できる CipherSuite (続き)

CipherSuite デフォルトでは使
用可能

SSL_ECDHE_RSA_WITH_AES_128_GCM_SHA256 はい
SSL_ECDHE_RSA_WITH_AES_256_CBC_SHA はい
SSL_ECDHE_RSA_WITH_AES_256_CBC_SHA384 はい
SSL_ECDHE_RSA_WITH_AES_256_GCM_SHA384 はい
SSL_ECDHE_RSA_WITH_NULL_SHA

SSL_ECDHE_RSA_WITH_RC4_128_SHA

SSL_KRB5_EXPORT_WITH_DES_CBC_40_MD5

SSL_KRB5_EXPORT_WITH_DES_CBC_40_SHA

SSL_KRB5_EXPORT_WITH_RC4_40_MD5

SSL_KRB5_EXPORT_WITH_RC4_40_SHA

SSL_KRB5_WITH_3DES_EDE_CBC_MD5

SSL_KRB5_WITH_3DES_EDE_CBC_SHA

SSL_KRB5_WITH_DES_CBC_MD5

SSL_KRB5_WITH_DES_CBC_SHA

SSL_KRB5_WITH_RC4_128_MD5

SSL_KRB5_WITH_RC4_128_SHA

SSL_RSA_EXPORT_WITH_DES40_CBC_SHA

SSL_RSA_EXPORT_WITH_RC4_40_MD5

SSL_RSA_WITH_3DES_EDE_CBC_SHA

SSL_RSA_WITH_AES_128_CBC_SHA はい
SSL_RSA_WITH_AES_128_CBC_SHA256 はい
SSL_RSA_WITH_AES_128_GCM_SHA256 はい
SSL_RSA_WITH_AES_256_CBC_SHA はい
SSL_RSA_WITH_AES_256_CBC_SHA256 はい
SSL_RSA_WITH_AES_256_GCM_SHA384 はい
SSL_RSA_WITH_DES_CBC_SHA

SSL_RSA_WITH_NULL_MD5

SSL_RSA_WITH_NULL_SHA

SSL_RSA_WITH_NULL_SHA256

SSL_RSA_WITH_RC4_128_MD5 はい
SSL_RSA_WITH_RC4_128_SHA

TLS_DHE_RSA_WITH_CHACHA20_POLY1305_SHA256

TLS_ECDHE_ECDSA_WITH_CHACHA20_POLY1305_SHA256

TLS_DHE_RSA_WITH_CHACHA20_POLY1305_SHA256
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CipherSpecおよび MQIPTCipherSuites
1025 ページの表 72 は、 IBM MQ でサポートされる CipherSpecs と、 MQIPTでサポートされる
CipherSuites との関係を示しています。 また、この表は、各 CipherSpec が使用することを IBM MQ が想
定しているプロトコル・バージョンも示しています。
IBM MQ キュー・マネージャーまたはクライアントが MQIPTと通信する場合、 MQIPTで SSL プロキシー・
モードを使用していない限り、 IBM MQ で使用される CipherSpec が、 MQIPTで使用される CipherSuite と
一致していることを確認してください。
• MQIPT が TLS サーバーとして機能し、 IBM MQ が TLS クライアントとして接続する場合、 IBM MQ によ
って使用される CipherSpec は、 MQIPT 経路構成で選択される CipherSuite に対応している必要がありま
す。

• MQIPT が TLS クライアントとして機能し、TLS サーバーとして機能する IBM MQ キュー・マネージャー
に接続する場合、 MQIPT CipherSuite は、受信側 IBM MQ チャネルで定義されている CipherSpec と一致
する必要があります。

IBM MQ CipherSpec は、使用される暗号化アルゴリズムとセキュア・ソケット・プロトコル・バージョン
の両方を一意的に判別します。 一部の IBM MQ CipherSpecs は、プロトコル・バージョンによってのみ異
なります。 これらの CipherSpecs のいずれかを使用する場合、 MQIPT 構成で CipherSuite のみを指定する
だけでは不十分です。 SSL/TLS ハンドシェークは、両側でサポートされている最も高いセキュア・ソケッ
ト・プロトコル・バージョンをネゴシエーションしてから、相互に使用可能な暗号のセットから CipherSuite
を選択します。
例えば、 SSLClientCipherSuites=SSL_RSA_WITH_3DES_EDE_CBC_SHA を指定した SSLClient 経路
は、リモート・キュー・マネージャーで TLS_RSA_WITH_3DES_EDE_CBC_SHA (TLS 1.0) または
TRIPLE_DES_SHA_US (SSL 3.0) のいずれかを使用するようにネゴシエーションできます。 この
CipherSuite を TLS 1.2で使用することもできますが、 IBM MQ はこの CipherSuite を TLS 1.2でサポート
していません。 このような理由から、SSLClient 経路はキュー・マネージャーで AMQ9616 エラーまたは
AMQ9631 エラーの原因となる可能性が特に高くなります。
SSLClient 経路でこのようなエラーを回避するには、SSLClientProtocols 経路プロパティーを目的の
CipherSpec の適切な値に設定します。 場合によっては、SSLServerProtocols 経路プロパティーを使用
してサーバー・サイド・プロトコル・セットを制限する必要が生じることもあります。 表に示されている
プロトコル・バージョンを使用して、これらの経路プロパティーの正しい設定を決定します。
この問題は特に、SSLClient 経路の以下の CipherSuite および CipherSpec に影響を与えます。
• SSL_RSA_WITH_3DES_EDE_CBC_SHA。これは以下に対応しています。

– SSL 3.0: MQ CipherSpec TRIPLE_DES_SHA_US
– TLS 1.0: MQ CipherSpec TLS_RSA_WITH_3DES_EDE_CBC_SHA

• SSL_RSA_WITH_DES_CBC_SHA。これは以下に対応しています。
– SSL 3.0: MQ CipherSpec DES_SHA_EXPORT
– TLS 1.0: MQ CipherSpec TLS_RSA_WITH_DES_CBC_SHA

• SSL_RSA_WITH_RC4_128_SHA。これは以下に対応しています。
– SSL 3.0: MQ CipherSpec RC4_SHA_US
– TLS 1.2: MQ CipherSpec TLS_RSA_WITH_RC4_128_SHA256

単一の MQIPT SSLClient 経路を使用して、異なる CipherSpecsを使用する複数の IBM MQ チャネルをトン
ネルする場合は、すべてのチャネルが、同じセキュア・ソケット・プロトコル・バージョンを使用する
CipherSpec で構成されており、 SSLClientProtocols 経路プロパティーをこのプロトコルに設定してい
ることを確認してください。
IBM MQ CipherSpec の詳細については、CipherSpec の有効化を参照してください。
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表 72. MQIPT に対応する IBM MQ CipherSpecs CipherSuites

IBM MQ CipherSpec MQIPT CipherSuite プロトコ
ル・バー
ジョン

DES_SHA_EXPORT SSL_RSA_WITH_DES_CBC_SHA SSLv3

DES_SHA_EXPORT1024 N/A N/A

ECDHE_ECDSA_3DES_EDE_CBC_SHA256 SSL_ECDHE_ECDSA_WITH_3DES_EDE_CBC_SHA TLSv1.2

ECDHE_ECDSA_AES_128_CBC_SHA256 SSL_ECDHE_ECDSA_WITH_AES_128_CBC_SHA25
6

TLSv1.2

ECDHE_ECDSA_AES_128_GCM_SHA256 SSL_ECDHE_ECDSA_WITH_AES_128_GCM_SHA2
56

TLSv1.2

ECDHE_ECDSA_AES_256_CBC_SHA384 SSL_ECDHE_ECDSA_WITH_AES_256_CBC_SHA38
4

TLSv1.2

ECDHE_ECDSA_AES_256_GCM_SHA384 SSL_ECDHE_ECDSA_WITH_AES_256_GCM_SHA3
84

TLSv1.2

ECDHE_ECDSA_NULL_SHA256 SSL_ECDHE_ECDSA_WITH_NULL_SHA TLSv1.2

ECDHE_ECDSA_RC4_128_SHA256 SSL_ECDHE_ECDSA_WITH_RC4_128_SHA TLSv1.2

ECDHE_RSA_3DES_EDE_CBC_SHA256 SSL_ECDHE_RSA_WITH_3DES_EDE_CBC_SHA TLSv1.2

ECDHE_RSA_AES_128_CBC_SHA256 SSL_ECDHE_RSA_WITH_AES_128_CBC_SHA256 TLSv1.2

ECDHE_RSA_AES_128_GCM_SHA256 SSL_ECDHE_RSA_WITH_AES_128_GCM_SHA256 TLSv1.2

ECDHE_RSA_AES_256_CBC_SHA384 SSL_ECDHE_RSA_WITH_AES_256_CBC_SHA384 TLSv1.2

ECDHE_RSA_AES_256_GCM_SHA384 SSL_ECDHE_RSA_WITH_AES_256_GCM_SHA384 TLSv1.2

ECDHE_RSA_NULL_SHA256 SSL_ECDHE_RSA_WITH_NULL_SHA TLSv1.2

ECDHE_RSA_RC4_128_SHA256 SSL_ECDHE_RSA_WITH_RC4_128_SHA TLSv1.2

NULL_MD5 SSL_RSA_WITH_NULL_MD5 SSLv3

NULL_SHA SSL_RSA_WITH_NULL_SHA SSLv3

RC2_MD5_EXPORT N/A N/A

RC4_56_SHA_EXPORT1024 N/A N/A

RC4_MD5_EXPORT SSL_RSA_EXPORT_WITH_RC4_40_MD5 SSLv3

RC4_MD5_US SSL_RSA_WITH_RC4_128_MD5 SSLv3

RC4_SHA_US SSL_RSA_WITH_RC4_128_SHA SSLv3

TLS_AES_128_GCM_SHA256 TLS_AES_128_GCM_SHA256 TLSv1.3

TLS_AES_256_GCM_SHA384 TLS_AES_256_GCM_SHA384 TLSv1.3

TLS_CHACHA20_POLY1305_SHA256 TLS_CHACHA20_POLY1305_SHA256 TLSv1.3

TLS_RSA_WITH_3DES_EDE_CBC_SHA SSL_RSA_WITH_3DES_EDE_CBC_SHA TLSv1

TLS_RSA_WITH_AES_128_CBC_SHA SSL_RSA_WITH_AES_128_CBC_SHA TLSv1

TLS_RSA_WITH_AES_128_CBC_SHA256 SSL_RSA_WITH_AES_128_CBC_SHA256 TLSv1.2

TLS_RSA_WITH_AES_128_GCM_SHA256 SSL_RSA_WITH_AES_128_GCM_SHA256 TLSv1.2
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表 72. MQIPT に対応する IBM MQ CipherSpecs CipherSuites (続き)

IBM MQ CipherSpec MQIPT CipherSuite プロトコ
ル・バー
ジョン

TLS_RSA_WITH_AES_256_CBC_SHA SSL_RSA_WITH_AES_256_CBC_SHA TLSv1

TLS_RSA_WITH_AES_256_CBC_SHA256 SSL_RSA_WITH_AES_256_CBC_SHA256 TLSv1.2

TLS_RSA_WITH_AES_256_GCM_SHA384 SSL_RSA_WITH_AES_256_GCM_SHA384 TLSv1.2

TLS_RSA_WITH_DES_CBC_SHA SSL_RSA_WITH_DES_CBC_SHA TLSv1

TLS_RSA_WITH_NULL_NULL N/A N/A

TLS_RSA_WITH_NULL_SHA256 SSL_RSA_WITH_NULL_SHA256 TLSv1.2

TLS_RSA_WITH_RC4_128_SHA256 SSL_RSA_WITH_RC4_128_SHA TLSv1.2

TRIPLE_DES_SHA_US SSL_RSA_WITH_3DES_EDE_CBC_SHA SSLv3

MQIPT での SSL/TLS ハンドシェーク
SSL/TLS のハンドシェーク・プロセスは、CipherSuites の認証とネゴシエーションが実行されるときに、
SSL/TLS のクライアントとサーバー間における初期接続要求中に行われます。
匿名 CipherSuites を除き、サポートされるすべての SSL/TLS CipherSuites では(1018 ページの『MQIPT で
の SSL/TLS サポート』を参照)、サーバー認証が必要であり、クライアント認証が許可されます。クライア
ント認証を要求するようにサーバーを構成できます。 匿名 CipherSuites では、リモート・ピアの身元が保
証されないため、これを使用することは推奨されません。 自分の知らないところで、中間者攻撃により匿
名 SSL/TLS 接続がインターセプトされる可能性があります。 匿名 CipherSuites は、データがインターセプ
トされるリスクを受け入れることが可能な場合にのみ、信頼できる内部ネットワークでのみ使用するよう
にしてください。
SSL/TLS の通信ピア認証は、公開鍵暗号および X.509v3 デジタル証明書に基づいています。 SSL/TLS プロ
トコルで認証を行う必要があるサイトでは、秘密鍵とデジタル証明書 (この証明書には対応する公開鍵と、
サイトの身元に関する情報が含まれます)、および証明書の有効期間が必要となります。 証明書は認証局に
よって署名され、このような証明書は署名者証明書と呼ばれます。 証明書に 1 つ以上の署名者証明書が続
いて、証明書チェーンが構成されます。 証明書チェーンの特徴として、最初の証明書 (サイト証明書) から
開始して、チェーン内の各証明書の署名が、次の署名者証明書に含まれる公開鍵を使用して検証可能であ
る点を挙げることができます。
サーバー認証が必要なセキュア接続が確立されると、サーバーは、その身元を証明するために証明書チェ
ーンをクライアントに送信します。 SSL/TLS クライアントは、サーバーを認証可能な場合にのみ、そのサ
ーバーとの接続の確立を続行し、例えばサーバーのサイト証明書の署名を検証します。 署名を検証するた
めに、SSL/TLS クライアントは、サーバーのサイト自体を信頼するか、またはサーバーが提供する証明書
チェーン内の少なくとも 1 つの署名者を信頼する必要があります。 信頼できるサイトおよび署名者の証明
書は、この検証を実行するためにクライアント・サイドで維持する必要があります。
SSL/TLS クライアントはサーバーの証明書チェーンを検査します。その際、サイト証明書から開始します。
クライアントは、以下の点についてサイト証明書の署名が有効であるかどうかを検討します。
• サイト証明書が信頼できるサイトのリポジトリーまたは署名者証明書に含まれている
• チェーン内の署名者証明書が、信頼できる署名者証明書のリポジトリーに基づいて検証可能である
2 番目の場合、SSL/TLS クライアントは、信頼できる署名者証明書からサーバーのサイト証明書まで、証明
書チェーンが正しく署名されているかどうかをチェックします。 また、このプロセスに関連する各証明書
についても、形式や有効期間が検査されます。 これらのチェックのいずれかが失敗すると、サーバーへの
接続は拒否されます。 クライアントは、サーバーの証明書を検証した後、SSL/TLS プロトコルの次のステ
ップで、その証明書に埋め込まれている公開鍵を使用します。 SSL/TLS 接続は、サーバーが対応する秘密
鍵を実際に保有している場合にのみ確立できます。
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クライアント認証も同じ手順に従います。SSL/TLS サーバーでクライアント認証が必要な場合、クライア
ントはその身元を証明するためにサーバーに証明書チェーンを送信します。 サーバーは、信頼できるサイ
トおよび署名者証明書のリポジトリーに基づいてチェーンを検証します。 サーバーは、クライアントの証
明書を検証した後、SSL/TLS プロトコルの次のステップで、その証明書に埋め込まれている公開鍵を使用
します。 SSL/TLS 接続は、クライアントが対応する秘密鍵を実際に保有している場合にのみ確立できます。
最新バージョンの TLS プロトコルは、高度なセキュリティー通信を実現します (SSL および古い TLS プロト
コルは安全でないと見なされています)。 ただし、プロトコルはアプリケーションで指定される情報に基づ
いて動作します。 その情報ベースも安全に管理されている場合にのみ、安全な通信という目標が達成され
ます。 例えば、信頼できるサイトおよび署名者証明書のリポジトリーのセキュリティーが侵害されると、
安全でない通信パートナーとセキュア接続を確立することになる場合があります。
SSL/TLS の MQIPT 実装
SSL 3.0、TLS 1.0、TLS 1.1、TLS 1.2 および TLS 1.3 は、 X509.V3 証明書を含む (ファイル・タイプが .p12
または .pfxの) 鍵リング・ファイルに保管されている Public Key Cryptography Standards (PKCS) #12 ト
ークンを使用して実装されます。 MQIPT では、PKCS#11 Cryptographic Token Interface 標準に対応した
暗号ハードウェア鍵ストアを使用することもできます。 MQIPT では IBM Java Secure Socket Extension
(JSSE) パッケージを使用します。
MQIPT は、接続がどちらの側から開始されるかによって、SSL/TLS クライアントまたは SSL/TLS サーバー
として機能できます。 クライアントは接続を開始して、サーバーは接続要求を受け入れます。 MQIPT 経路
はクライアントとサーバーの両方として機能できます。 この場合、通常は、SSL/TLS プロキシー・モード
機能を使用することでパフォーマンスが向上します。
MQIPT が SSL/TLS プロキシー・モード用に構成されている場合、2 つのエンドポイント間で SSL/TLS デー
タのみを転送し、SSL/TLS ハンドシェークに参加しないため、デジタル証明書は必要ありません。
IBM MQ 9.3.0より前のバージョンでは、 MQIPT は、インバウンド TLS 接続で受信した TLS Server Name
Indication (SNI) データをアウトバウンド TLS 接続に渡しません。 これは、CERTLABLチャネル属性を使用
して、指定されたチャネルごとの証明書が、MQIPTと宛先のキュー・マネージャーの間の TLS接続に使用
できないことを意味します。 宛先キュー・マネージャーでチャネルごとの証明書を使用するには、
MQIPTIBM MQ 9.3.0 より前のバージョンの を通過する TLS 接続の場合、 MQIPT 経路で SSL/TLS プロキシ
ー・モードを使用する必要があります。このモードでは、SNI 名を含むすべての TLS 制御フローがそのま
ま転送されます。 IBM MQ 9.3.0以降、 MQIPT は、TLS 接続の SNI を特定の値に設定するか、インバウン
ド接続で受信した SNI を経路にパススルーするように構成できます。 MQIPTでキュー・マネージャーで複
数の証明書を使用する方法について詳しくは、1020 ページの『MQIPTに IBM MQ複数の証明書サポート』
を参照してください。
各 MQIPT 経路は、独自の SSL/TLS プロパティー・セットで個別に構成できます。 詳しくは、MQIPT 経路
のプロパティーを参照してください。
MQIPT での鍵リング・パスワードの暗号化
MQIPT が鍵リング・ファイルを開くため、または暗号ハードウェアにアクセスするために使用するパスワ
ードは、 mqiptPW コマンドを使用して暗号化する必要があります。
暗号化されたパスワードは、以下のいずれかのプロパティーで指定できます。
• SSLClientKeyRingPW
• SSLClientCAKeyRingPW
• SSLServerKeyRingPW
• SSLServerCAKeyRingPW
• SSLCommandPortKeyRingPW

IBM MQ 9.1.5より前のバージョンでは、 MQIPT で使用する鍵リング・パスワードは、 SSL*KeyRingPW
プロパティーが参照するファイルに保管されます。

IBM MQの構成  1027



mqiptPW コマンドを使用して、 MQIPT で使用する鍵リング・パスワードを暗号化し、 SSL*KeyRingPW
プロパティーの値を暗号化されたパスワードに設定します。 MQIPT は、 IBM MQ 9.1.5より前に作成され
た構成との互換性を保つために、暗号化されたパスワードとプロパティー値のファイル名を区別できます。

IBM MQ 9.1.5 より前のバージョンの MQIPT で鍵リング・パスワードを暗号化する方法は推
奨されませんが、引き続き使用できます。 鍵リング・パスワードの保護を向上させるには、最新の保護方
式を使用して、非推奨の方式で暗号化された鍵リング・パスワードを再暗号化します。
MQIPTで使用する鍵リング・パスワードを暗号化するには、 1053 ページの『MQIPT に保管されているパ
スワードの暗号化』の手順に従ってください。
MQIPT での鍵リング・ファイルからの証明書の選択
複数の個人証明書を同じ鍵リング・ファイルまたは暗号ハードウェア・トークンに保管できます。
SSLClientSite* プロパティーをクライアント・サイドで使用して、認証のためにサーバーに送信する証
明書を選択するか、SSLServerSite* プロパティーをサーバー・サイドで使用して、認証のためにクライ
アントに送信する証明書を選択することができます。
これらのプロパティーを使用すれば、証明書をその識別名 (DN) に基づいて選択することができます。 ま
た、SSLServerSiteLabel と SSLClientSiteLabel プロパティーで証明書ラベルを使用して、証明書
を選択することもできます。
TLS コマンド・ポートによって使用されるサーバー証明書を選択するには、SSLCommandPortSiteLabel
プロパティーを使用して、証明書のラベル名を指定します。
MQIPT での信頼設定
鍵ストアには、署名者証明書または署名者証明書のチェーンを含む個人証明書が含まれています。
MQIPT は、以下の 2 つのタイプの鍵ストアを使用します。
認証局 (CA) 鍵ストア
この鍵ストアには、リモート・ピアに属する証明書を検証するために使用されるトラステッド CA 証明
書が含まれています。 これらの CA 証明書は、リモート・ピアが信頼できるかどうかを判断するのに役
立ちます。 MQIPT は、CA 証明書を保管するために、PKCS #12 形式の鍵ストアと、PKCS #11 インタ
ーフェースをサポートする暗号ハードウェア鍵ストアの両方をサポートします。
MQIPT CA 鍵ストアは、 SSLClientCAKeyRing および SSLServerCAKeyRing 経路プロパティーに
よって識別されます。 CA 証明書にアクセスするための暗号ハードウェアの使用は、
SSLClientCAKeyRingUseCryptoHardware および SSLServerCAKeyRingUseCryptoHardware
プロパティーを設定することによって有効になります。
SSL/TLS クライアント・サイドの CA 鍵ストアには、サーバーから送信される証明書を認証するために
使用されるトラステッド CA 証明書が含まれている必要があります。 SSL サーバー経路がクライアン
ト認証用に構成されている場合、SSL/TLS サーバー・サイドの CA 鍵ストアには、クライアントから送
信された証明書を認証するために使用されるトラステッド CA 証明書が含まれている必要があります。

個人証明書鍵ストア
この鍵ストアには、 MQIPT がリモート・ピアに対して自身を識別するために使用する個人証明書が含
まれています。 自己署名証明書を生成するか、CA 署名証明書を要求する場合は、個人証明書の鍵スト
アを使用します。
MQIPT は、個人証明書を保管するために、PKCS #12 形式の鍵ストアと、PKCS #11 インターフェース
をサポートする暗号ハードウェア鍵ストアの両方をサポートします。
個人証明書の鍵ストアは、 SSLClientKeyRing および SSLServerKeyRing の経路プロパティーによ
って識別されます。 個人証明書にアクセスするための暗号ハードウェアの使用は、
SSLClientKeyRingUseCryptoHardware プロパティーおよび
SSLServerKeyRingUseCryptoHardware プロパティーを設定することによって有効になります。
SSL/TLS サーバー・サイドの鍵ストアには、 MQIPT サーバーの個人証明書が含まれている必要があり
ます。 SSL クライアント経路でクライアント認証が必要な場合は、SSL/TLS クライアント・サイドの鍵
ストアにクライアントの個人証明書が含まれている必要があります。
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クライアント認証が必要な場合は、サーバー・サイドで SSLServerAskClientAuth プロパティーを使用
可能にする必要があります。 クライアント・サイドの鍵ストアには、クライアントの個人証明書が含まれ
ている必要があります。 SSLServerCAKeyRing プロパティーで識別されるサーバー・サイドの MQIPT 鍵
ストアには、クライアントの認証に使用されるトラステッド CA 証明書が含まれている必要があります。
経路用に CA 鍵ストアを構成しない場合、 MQIPT は、個人証明書鍵ストアが構成されていれば、代わりに
その鍵ストア内で CA 証明書を検索します。 例えば、 SSLServerCAKeyRingに値が設定されていない場
合、 MQIPT は、 SSLServerKeyRingで識別される鍵ストア内で CA 証明書を検索します。
トラステッド CA によって署名された証明書を使用する代わりに、自己署名証明書を使用できます。 自己
署名証明書の例は、 MQIPT で提供されている sslSample.pfx サンプル鍵ストアの samples/ssl サブ
ディレクトリーにあります。 サンプル PKCS#12 鍵ストアを開くには、パスワード mqiptSampleを使用
する必要があります。
自己署名証明書は、CA に料金を支払って証明書を取得せずに SSL/TLS 接続を確認する必要があるテスト・
シナリオで役立ちます。 ただし、実稼働環境では自己署名証明書を使用しないでください。 CA署名証明
書を作成するには、鍵リング・ファイルの作成を参照してください。

mqiptKeytool コマンドを使用して、デジタル証明書および鍵ストアを管理で
きます。 詳しくは、1032 ページの『MQIPT 鍵ストアの管理』を参照してください。
オペレーティング・システムのセキュリティー機能を使用して鍵ストアおよびパスワード・ファイルを保
護し、それらへの無許可アクセスを防止します。
MQIPT での SSL/TLS のテスト
SSL/TLS 接続のテストに役立つ例を示します。
さまざまなシナリオについては、IBM MQ Internet Pass-Thruの使用を開始するを参照してください。 特
に、以下のタスクを参照してください。
• SSL/TLSサーバーの認証
• SSL/TLSクライアントの認証
• SSL/TLSプロキシー・モードでの MQIPTの実行
• セキュリティー・マネージャーを使用した SSL/TLSプロキシー・モードでの MQIPT の実行
SSL/TLS 構成が正しく機能することをテストする場合は、自己署名証明書を使用できます。 自己署名証明
書は、証明書に対して認証局 (CA) を支払うことなく SSL/TLS 接続をテストできるように、テスト・シナリ
オで役立ちます。 詳しくは、 テスト証明書の作成を参照してください。
実稼働環境では自己署名証明書を使用しないでください。 代わりに、トラステッド CA から CA 署名済み証
明書を取得してください。 CA署名証明書を作成するには、鍵リング・ファイルの作成を参照してくださ
い。
証明書を作成または要求するときには、どの鍵タイプ、鍵サイズ、およびデジタル署名アルゴリズムがセ
キュリティー・ニーズに適しているかを考慮する必要があります。 詳細については、1033 ページの
『MQIPT に対するデジタル証明書の考慮事項』を参照してください。
証明書および証明書管理テクノロジーは、いくつかのサード・パーティー・サプライヤーから入手できま
す。

MQIPT サンプル鍵リング
以下のサンプル PKCS #12 鍵リング・ファイルが、テスト時の便宜のために MQIPT の samples/ssl サブ
ディレクトリーに提供されています。
sslSample.pfx
サンプルの自己署名証明書を含む鍵リング。

sslCASample.pfx
サンプル CA 証明書鍵リング。

これらのサンプル鍵リング・ファイルにアクセスするには、パスワード mqiptSampleを使用します。
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証明書の秘密鍵はすべての MQIPT ユーザーが使用できるため、サンプルの自己署名証明書はテスト環境で
のみ使用する必要があります。
MQIPT の SSL/TLS エラー・メッセージ
ハンドシェーク障害は、JSSE 例外の形式で MQIPT 接続ログに記録されます。
詳細については、1055 ページの『MQIPT の接続ログ』を参照してください。 以下の表では、さまざまな
例外、考えられる原因および障害を解決するための対応するアクションについて説明します。
証明書の例外は、通常、接続のリモート・エンドの証明書に関連します。
エラーが IBM MQクライアントまたはキュー・マネージャーの証明書に関連している場合、キー・リング・
ファイル という用語には、リモート・パートナーの IBM MQキー・リポジトリーが含まれます。
MQIPT では、CA 証明書は CA 鍵リング・ファイルに保管されます。このファイルは
SSLClientCAKeyRing および SSLServerCAKeyRing 経路プロパティーで識別されます。 CA 鍵リング
の経路プロパティーが設定されていない場合は、代わりに、(SSLClientKeyRing または
SSLServerKeyRing のいずれかのプロパティーで指定されている) 対応する個人鍵リング・ファイルで
CA 証明書が検索されます。

例外 原因 アクション
CertificateException 証明書は CA 鍵リングに存在しない CA

によって署名されているため、信頼さ
れません。

CA 鍵リング・ファイルに必要な CA 証
明書がすべて存在することを確認しま
す。 MQIPT に用意されている IBM 鍵
管理ツールを使用して、欠落している
CA 証明書を追加します。その際、信頼
できるソースから各 CA 証明書のコピ
ーを取得するように注意してくださ
い。

CertificateExpiredException 1.証明書の有効期限が切れています。
notAfter 日を過ぎています。

2.システム・クロックが正しく設定さ
れていません。

1.新しい証明書を取得して、それを鍵
リング・ファイルに挿入します。 証
明書が認証局に属している場合は、
新しい証明書を CA 鍵リング・ファ
イルに配置します。

2. UTC システム・クロックが正しい時
刻に設定されていることを確認しま
す。

CertificateNotYetValidExcepti
on

1.証明書の使用が早すぎます。
notBefore 日にはまだ達していま
せん。

2.システム・クロックが正しく設定さ
れていません。

1.証明書が正しく生成され、署名され
ていることを確認します。 組織で
独自の CA を運営している場合は、
CA の UTC システム・クロックが正
しくない可能性があります。

2. UTC システム・クロックが正しい時
刻に設定されていることを確認しま
す。

CertificateParsingException 1.証明書に無効な DER データが含ま
れています。

2.証明書でサポートされていない
DER 機能が使用されています。

証明書が正しく生成されており、
MQIPTに付属の IBM 鍵管理ツールで
表示できることを確認してください。
証明書拡張が少ない新しい証明書の取
得を検討してください。

CertificateRevokedException 証明書取り消しの確認が使用可能にな
っており、取り消す証明書が見つかり
ました。

該当する証明書は信頼できません。 交
換用の証明書を取得して、鍵リング・
ファイルに新しい証明書とその秘密鍵
が存在することを確認します。
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例外 原因 アクション
CertPathBuilderException 証明書チェーンが認識された認証局に

よって署名されていません。 1. CA 署名済み証明書を使用している
場合は、CA 鍵リング・ファイルに、
root CA および中間 CA 証明書がす
べて存在することを確認します。

2.自己署名証明書を使用している場合
は、リモート証明書の公開部分のコ
ピーを抽出しており、それを CA 鍵
リング・ファイルに追加しているこ
とを確認します。 実稼働環境では
自己署名証明書を使用しないように
してください。

CertStoreException
KeyStoreException

以下のいずれかの理由で、鍵リングか
らの証明書の読み取り時にエラーが発
生しました。
1.鍵リング・ファイルが損傷している。
2.鍵リング・ファイルが欠落している。
3.保管されているパスワードと鍵リン
グ・ファイルのパスワードが一致し
ていない。

4.暗号ハードウェアを使用するように
経路が構成されている場合に、
MQIPT が暗号ハードウェアに接続
できなかった。

1.鍵リング・ファイルが読み取れるこ
とと、IBM 鍵管理ツールですべての
証明書を表示できることを確認しま
す。

2.すべての鍵リングの経路プロパティ
ーが正しいファイル名を指している
ことを確認します。

3.保管されている鍵リング・ファイル
のパスワードが正しいことを確認し
ます。 mqiptPW ツールを使用して
正しいパスワードを保管します。

4.暗号ハードウェアを使用するように
経路が構成されている場合は、以下
を確認してください。
• Java セキュリティー・プロパティ
ー・ファイルに、IBMPKCS11Impl
セキュリティー・プロバイダーが
インストールされていることが指
定されている。

• Java セキュリティー・プロパティ
ー・ファイルに、IBMPKCS11Impl
セキュリティー・プロバイダーの
初期化で使用される構成ファイル
の完全修飾名が含まれている。

• IBMPKCS11Impl セキュリティ
ー・プロバイダーの初期化に使用
される構成ファイルが有効であ
る。

SSLException: 使用可能にな
っている SSL 暗号スイートに
対応する使用可能な証明書ま
たは鍵がない。

使用している CipherSuite に対して正
しいタイプの鍵を持つ個人証明書が必
要です。 例えば、名前が
SSL_ECDH_ECDSA_ で始まる
CipherSuite には、楕円曲線公開鍵を持
つ証明書が必要です。 最もよく使用さ
れる CipherSuite には、RSA 公開鍵を持
つ証明書が必要です。

IBM 鍵管理ツールを使用して、鍵リン
グ・ファイルを開きます。 「個人証明
書」ビューで、各証明書を順番に選択
して、表示します。 「詳細の表示」を
クリックして、「サブジェクト公開鍵」
セクションにナビゲートして公開鍵タ
イプを表示します。 次に、MQIPT
SSLClientCipherSuites および
SSLServerCipherSuites 経路プロ
パティーで、適切な CipherSuite が使用
可能になっていることを確認します。
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例外 原因 アクション
SSLException: 共通の暗号ス
イートがない
SSLHandshakeException: 共
通の暗号スイートがない (No 
cipher suites in common)

接続の両側で使用可能な CipherSuite
のセット間にオーバーラップがないた
め、ハンドシェークで CipherSuite の同
意に失敗しました。 特に、アウトバウ
ンド IBM MQ 接続では単一の暗号のみ
が使用可能になるため、SSLServer
MQIPT 経路では特にこのエラーが発生
しやすくなります。
このエラーは、以下の 3 つの条件がす
べて真の場合にも発生することがあり
ます。
• 経路に CipherSuite が指定されてい
ない

• 経路に構成された鍵リングに適切な
サイト証明書が見つからない

• 匿名 CipherSuites が使用不可である

MQIPT SSLClientCipherSuites お
よび SSLServerCipherSuites 経路
プロパティーで使用可能な
CipherSuite のリストを確認します。
追加の CipherSuite を使用可能にする
ことを検討してください。 各 IBM MQ
チャネルの CipherSpec 値で使用可能
にする正しい CipherSuite を判別する
ために提供されている表を参照してく
ださい。
ルート・プロパティー上に CipherSuite
が指定されていない場合は、正しいキ
ー・リング・ファイルを参照して、キ
ー・リング・ルートのプロパティーお
よびキー・リングに MQIPTが使用でき
る個人証明書が含まれていることを確
認してください。 暗号ハードウェアを
使用するように経路が構成されている
場合は、IBMPKCS11Impl セキュリティ
ー・プロバイダーの初期化に使用され
る構成ファイル内の tokenlabel 属
性に、正しい暗号デバイス・トークン・
ラベルを指定していることを確認して
ください。

MQIPT 鍵ストアの管理
 mqiptKeytool コマンドを使用して、 IBM MQ Internet Pass-Thru (MQIPT) が

使用する鍵ストア内の証明書を管理します。

IBM MQ 9.4.0以降、このコマンドは、以前のバージョンの MQIPTで証明書を管理するために使用されて
いた mqiptKeycmd コマンドに置き換わるものになりました。

MQIPT に必要な鍵ストアの形式
MQIPT は、PKCS #12 ファイル・フォーマットを使用する鍵ストアをサポート

します。 mqiptKeytool コマンドを使用して MQIPT 鍵ストアを管理する場合は、 -storetype pkcs12
パラメーターを指定して、鍵ストアが PKCS #12 形式を使用することを示します。
MQIPT は、PKCS #11 インターフェースをサポートする暗号ハードウェアに保管されている証明書にアク
セスすることもできます。 また、インターフェースを使用して、PKCS #11 ハードウェアにある証明書を
管理することもできます。 詳しくは、1041 ページの『MQIPT での PKCS #11 暗号ハードウェアの使用』
を参照してください。

MQIPT の鍵ストア・パスワードの暗号化
MQIPT がファイルへのアクセスに使用できる形式で鍵ストア・パスワードを暗号化します。 詳しくは、
1027 ページの『MQIPT での鍵リング・パスワードの暗号化』を参照してください。
IBM MQ がサポートする stash ファイル機能は、 MQIPTではサポートされていません。 stash ファイルを
使用する代わりに、 mqiptPW コマンドを使用して鍵ストア・パスワードを暗号化します。
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例
以下の例は、 mqiptKeytool コマンドを使用して MQIPT 鍵ストア内の証明書を管理する方法を示してい
ます。
• 以下のコマンドは、テスト目的で自己署名個人証明書を作成します。

mqiptKeytool -genkeypair -keystore key.p12 -storetype pkcs12 -storepass password
             -alias mqipt -dname "CN=Test Certificate,OU=Sales,O=Example,C=US"
             -keyalg RSA -keysize 2048 -sigalg SHA256withRSA

このコマンドは、2048 ビット RSA 公開鍵、および RSA と SHA-256 ハッシュ・アルゴリズムを使用した
デジタル署名付きのデジタル証明書を作成します。 証明書とそれに関連付けられた公開鍵および秘密鍵
は、 key.p12という名前の PKCS #12 形式の鍵ストアに保管されます。 鍵ストア・ファイルが存在しな
い場合は作成されます。
証明書を作成するときに、組織のセキュリティー・ニーズに適した公開鍵暗号化アルゴリズム、鍵サイ
ズ、およびデジタル署名アルゴリズムを選択します。 詳細については、1033 ページの『MQIPT に対す
るデジタル証明書の考慮事項』を参照してください。
この例では、テスト目的に適した自己署名証明書を使用しています。 実稼働環境では、代わりに認証局
によって署名された証明書を使用してください。

• 以下のコマンドは、実動目的で使用される CA 署名証明書の認証要求を作成します。
mqiptKeytool -certreq -keystore key.p12 -storetype pkcs12 -storepass password
             -alias mqipt -file cert.req

このコマンドは、PKCS #10 フォーマットで証明書署名要求 (CSR) を作成します。 CSR を認証局に送信
して、CA 署名証明書を要求することができます。 前の例の mqiptKeytool -genkeypair コマンドを
発行して、このコマンドを発行する前に、別名 mqipt を持つ公開鍵と秘密鍵のペアを作成する必要があ
ります。

• 以下のコマンドは、 cert.crt という名前の CA 署名個人証明書ファイルを鍵ストアに受け取ります。
mqiptKeytool -importcert -keystore key.p12 -storetype pkcs12 -storepass password -file 
cert.crt

以下のコマンドを発行して、個人証明書に署名した CA の CA 証明書を鍵ストアにインポートします。
mqiptKeytool -importcert -keystore key.p12 -storetype pkcs12 -storepass password
             -file ca.crt -alias rootCA

MQIPT に対するデジタル証明書の考慮事項
考慮すべき点には、証明書の鍵サイズ、証明書に適したデジタル署名アルゴリズムの選択、およびデジタ
ル証明書と CipherSuite の互換性が含まれます。

MQIPT に対する証明書鍵サイズの考慮事項
公開鍵のサイズは、組織のセキュリティー・ポリシーおよび使用されている暗号化アルゴリズムによって
異なります。 一般的には、鍵サイズが大きいほど安全になります。 以下の表は、使用する必要がある最小
鍵サイズを示しています。
アルゴリズム 最小鍵サイズ (ビット)

楕円曲線 256

RSA 2048

mqiptKeytool コマンドを使用して証明書を作成するときに、 -keysize パ
ラメーターを使用して証明書の鍵サイズを指定します。

IBM MQの構成  1033



適切な証明書デジタル署名アルゴリズムの選択
デジタル証明書の偽造を防ぐために、強力なデジタル署名アルゴリズムを使用することが重要です。 証明
書を作成または要求する場合、適切なアルゴリズムを慎重に選択してください。
MD5 または SHA-1 に基づく古いデジタル署名アルゴリズムはセキュアとは見なされないため、これらのア
ルゴリズムは使用しないでください。 可能な場合は、SHA-256 と RSA の組み合わせ (SHA256WithRSA) な
どの新しい SHA-2 ベースのデジタル署名アルゴリズムを使用してください。

mqiptKeytool コマンドを使用して証明書を作成するときに、 -sigalg パラ
メーターを使用して署名アルゴリズムを指定します。

MQIPT におけるデジタル証明書と CipherSuite の互換性
すべての CipherSuites がすべてのデジタル証明書と共に使用できるわけではありません。 さまざまなタ
イプの CipherSuite があり、CipherSuite 名の接頭部でグループ化されています。 CipherSuite のタイプごと
に、使用できるデジタル証明書のタイプに関する制限があります。 これらの制限は、すべての MQIPT
SSL/TLS 接続に適用されますが、楕円曲線暗号のユーザーにとっては、特に重要です。 セキュア・ソケッ
ト・ハンドシェーク中に、 MQIPT は自動的に個人証明書を選択して、ネゴシエーションされた CipherSuite
に適したものを識別します。 多くの場合、MQIPT は自動的にリモート・ピアと相互に作動します。 ただ
し、特定のシナリオでは、特定の MQIPTCipherSuiteを使用して、リモート IBM MQ システムと相互運用
することが必要な場合があります。

mqiptKeytool コマンドを使用して、DSA、RSA、および楕円曲線の公開鍵を
持つ証明書を作成できます。 認証局に問い合わせて、他のタイプの証明書の作成について助言を受けてく
ださい。
使用するデジタル証明書のタイプは、使用している CipherSuite のタイプにより異なります。
• SSL_ECDH_ECDSA_ および SSL_ECDHE_ECDSA_ で始まる名前の CipherSuites では、楕円曲線公開鍵を
持つデジタル証明書が必要です。

• 名前に anon が含まれる CipherSuites は匿名です。これらは、リモート・ピアを特定するためにデジタル
証明書を必要としません。 このような CipherSuites は、認証の代替手段が使用されるネットワーク内の
証明書ライフサイクル管理のオーバーヘッドを回避できますが、一般的にはこれらは認証がないため、使
用を避けてください。

• その他の CipherSuites では、RSA 公開鍵を持つデジタル証明書が必要です。
MQIPT の証明書出口
証明書出口の目的は、MQIPT が受け取る SSL/TLS ピア証明書を検証することです。
MQIPT の経路を、新しい接続を作成するときは SSL/TLS クライアントとして機能するように構成し、接続
要求を受け取るときは SSL/TLS サーバーとして機能するように構成できます。 SSL/TLS のハンドシェー
ク・プロセス中に、SSL/TLS クライアントはサーバーからピア証明書を受け取り、サーバーを認証するた
めにその証明書が使用されます。 また、SSL/TLS サーバーもクライアントからピア証明書を受け取り、ク
ライアントを認証するためにその証明書が使用されます。
証明書出口は、MQIPT がピア証明書を受け取るときに呼び出され、さらに検証を実行できるようになりま
す。 出口によって検出される例外は MQIPT によって検出され、接続要求が終了します。 したがって、出
口によってすべての例外が検出され、MQIPT に適切な戻りコードが渡されることが推奨されます。
証明書出口を表示するためのサンプルが提供されています。詳細については、証明書出口を使用し、
SSL/TLSサーバーの認証を参照してください。
注 : MQIPT は単一の Java Virtual Machine で実行されます。このため、ユーザー定義の証明書出口は、以下
のように MQIPT の通常の動作に悪影響を及ぼす可能性があります。
• システム・リソースへの影響
• ボトルネックの発生
• パフォーマンスの低下
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証明書出口を実稼働環境に実装する場合は、その影響を十分にテストする必要があります。
MQIPT の com.ibm.mq.ipt.exit.CertificateExit クラス
com.ibm.mq.ipt.exit.CertificateExit クラスは抽象クラスであり、 SSLExitName プロパティーで定義された
クラスによって実装する必要があります。
このクラスには、必要に応じてオプションで指定変更可能な出口および一部の public メソッドを実行する
ためのデフォルトの実装が含まれます。 サポートされるメソッドの完全なリストは以下のとおりです。

方法
public int init(IPTTrace)

init メソッドは、出口が MQIPT によってロードされるときに MQIPT によって呼び出されます。このメ
ソッドは、検証プロセス中に使用されるデータのロードなど、出口の初期化を実行するために実装でき
ます。 デフォルトの実装では何も実行されません。

public int refresh(IPTTrace)

refresh メソッドは、検証プロセス中に使用されるディスク・データの再ロードなど、データのリフレ
ッシュを行うために実装されます。 このメソッドは、MQIPT 管理者がリフレッシュ・コマンドを発行
したときに呼び出されます。 デフォルトの実装では何も実行されません。

public void close(IPTTrace)

close メソッドは、経路が停止するとき、または MQIPT が クローズするときにハウスキーピングを行
うために実装されます。 デフォルトの実装では何も実行されません。

public CertificateExitResponse validate(IPTTrace)

validate メソッドは、ピア証明書の検証を行うために呼び出されます。 MQIPT に情報を戻すために戻
りオブジェクト (戻りコードや、接続ログに追加可能な テキストなど) を使用できます。 デフォルトの
実装では、CertificateExitResponse.OK で CertificateExitResponse が 戻されます。

プロパティーの取得のためにサポートされるメソッドは、以下のとおりです。
public int getListenerPort()

ListenerPort プロパティーに定義されている、経路リスナー・ポートを取得します。
public String getDestination()

Destination プロパティーに定義されている、宛先アドレスを取得します。
public int getDestinationPort()

DestinationPort プロパティーに定義されている、宛先リスナー・ポートのアドレスを取得します。
public String getClientIPAddress()
接続要求を出したクライアントの IP アドレスを取得します。

public int getClientPortAddress()
接続要求を出したクライアントによって使用されるポート・アドレスを取得します。

public boolean isSSLClient()
出口が SSL/TLS クライアントまたは SSL/TLS サーバーの いずれとして呼び出されるかを判別するため
に使用されます。 true を戻す場合、出口は接続の クライアント・サイドで、サーバーから取得した証
明書を検証します。 false を戻す場合、出口は接続の サーバー・サイドで、クライアントによって送信
された証明書を検証します。 経路が SSL/TLS サーバーと SSL/TLS クライアントの 両方として機能す
ることは有効であり、トラフィックの暗号化解除および再暗号化を行います。 この場合、単一の出口
クラスが存在しますが、 クラスの一部のインスタンスはクライアントとして呼び出され、一部はサー
バーとして呼び出されます。 isSSLClient を使用して、特定のインスタンスの状態を判別できます。

public int getConnThreadID()
接続要求を処理しているワーカー・スレッドの ID を取得するために使用されます。 これはデバッグに
有用です。

public String getChannelName()
接続要求で使用される IBM MQ のチャネル名 を取得します。 これは、着信要求で SSL/TLS が 使用され
ておらず、MQIPT が SSL/TLS クライアントとして 機能している場合にのみ使用できます。
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public String getQMName()
接続要求で使用される IBM MQ キュー・マネージャーの 名前を取得します。 これは、クライアント要
求で SSL/TLS が 使用されておらず、MQIPT が SSL/TLS クライアントとして 機能している場合にのみ
使用できます。

public boolean getTimedout()
タイムアウトが有効期限切れであるかどうかを判別するために出口で使用されます。

public IPTCertificate getCertificate()
検証が必要な SSL/TLS 証明書を取得します。

public String getExitData()
SSLExitData プロパティーで定義されている、出口データを取得します。

public String getExitName()
SSLExitName プロパティーで定義されている、出口名を取得します。

MQIPT の com.ibm.mq.ipt.exit.CertificateExitResponse クラス
このクラスは、証明書が検証された後に、MQIPT に 情報を戻すために使用します。

コンストラクター
public CertificateExitResponse(int rc, string message)

このコンストラクターは、戻りコードおよび一部のメッセージ・テキスト を戻すために使用できます。
可能な理由コードは以下のとおりです。
• ExitRc.OK
• ExitRc.VALIDATE_ERROR
• ExitRc.VALIDATE_REJECTED

public CertificateExitResponse(int rc)

このコンストラクターは、メッセージ・テキストなしで戻りコード を戻すために使用できます。 可能
な理由コードは以下のとおりです。
• ExitRc.OK
• ExitRc.VALIDATE_ERROR
• ExitRc.VALIDATE_REJECTED

public CertificateExitResponse()

このコンストラクターは、メッセージ・テキストなしで戻りコード ExitRc.OK を 戻すために使用できま
す。

方法
public String getVersion()

このメソッドは、このクラスのバージョンを戻します。
public String toString

このメソッドは、「Reason code: 4, Message: Failed CRL check」など、 応答のストリング表現を戻しま
す。

MQIPT の com.ibm.mq.ipt.exit.IPTCertificate クラス
このクラスには、検証対象の SSL/TLS 証明書が含まれます。

方法
public int getVersion()

このメソッドは、このクラスのバージョンを戻します。
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public byte [] getDerEncoding()

このメソッドは、X.509 証明書の ASN.1/DER エンコードを戻すか、エラーがある場合は NULL を戻し
ます。

public byte [] getPemEncoding()

このメソッドは、X.509 証明書の PEM (BASE64) エンコードを戻すか、エラーがある場合は NULL を戻
します。

public String getLabel()

このメソッドは証明書ラベルを戻すか、エラーがある場合は NULL を戻します。
public String getName()

このメソッドは、証明書の識別名を戻すか、使用できない場合は NULL を戻します。 以下に例を示しま
す。
CN=Test Queue Manager,OU=Sales,O=Example,L=London,C=GB

public String getIssuerName()

このメソッドは、証明書の発行者の識別名を戻すか、使用できない場合は NULL を戻します。 以下に例
を示します。
CN=Certificate Authority,OU=Security,O=Example,L=New York,C=US

public IPTCertificate getSigner()

このメソッドは署名者証明書を戻すか、使用できない場合は NULL を戻します。 自己署名証明書の場合
は、それ自体への参照を戻します。

public String toString()

このメソッドは、証明書のストリング表現を戻します。
MQIPT の com.ibm.mq.ipt.exit.IPTTrace クラス
MQIPT トレース関数は、メソッドへの入り口およびメソッドからの出口で使用できる入り口および出口呼
び出しを提供します。 また、有用な情報をトレースするためのさまざまなデータ呼び出しもあります。

方法
public void entry(String fid)

この fid は、クラスやメソッド名など、呼び出し場所を特定するために使用されます。
このメソッドは、制御フローがメソッドに入るポイントを記録するのに適したレベルのインデントを使
用してトレース出力ファイルに入り口を書き込みます。 この呼び出しはオプションですが、使用する
場合は、対応する「exit(String)」への呼び出しを同じメソッド内で使用する必要もあります。

public void exit(String fid)

この fid は、クラスやメソッド名など、呼び出し場所を特定するために使用されます。
このメソッドは、制御フローがメソッドから出るポイントを記録するのに適したレベルのインデントを
使用してトレース出力ファイルに出口を書き込みます。 このメソッドが使用されるのは、同じメソッ
ド内で「entry(String)」への呼び出しが既に使用されている場合のみです。

public void exit(String fid, int rc)

この fid は、クラスやメソッド名など、呼び出し場所を特定するために使用され、rc はメソッドからの
数値の戻りコードです。 この trace メソッドは、整数を返すメソッドからの出口を記録するために使用
する必要があります。
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このメソッドは、制御フローがメソッドから出るポイントと、そのメソッドからの数値の戻りコードを
記録するのに適したレベルのインデントを使用してトレース出力ファイルに出口を書き込みます。 こ
のメソッドが使用されるのは、同じメソッド内で「entry(String)」への呼び出しが既に使用されている
場合のみです。

public void exit(String fid, boolean rc)

この fid は、クラスやメソッド名など、呼び出し場所を特定するために使用され、rc はメソッドからの
ブール値の戻りコードです。 この trace メソッドは、ブール値を返すメソッドからの出口を記録するた
めに使用する必要があります。
このメソッドは、制御フローがメソッドから出るポイントと、そのメソッドからのブール値の戻りコー
ドを記録するのに適したレベルのインデントを使用してトレース出力ファイルに出口を書き込みま
す。 このメソッドが使用されるのは、同じメソッド内で「entry(String)」への呼び出しが既に使用され
ている場合のみです。

public void data(String fid, String data)

この fid は、クラスやメソッド名など、呼び出し場所を特定するために使用されます。
このメソッドは、トレース出力ファイルにいくつかのストリング・データを書き込みます。

public void data(String fid, int data)

この fid は、クラスやメソッド名など、呼び出し場所を特定するために使用されます。
このメソッドは、トレース出力ファイルにいくつかの整数データを書き込みます。

public void data(String fid, byte[])

この fid は、クラスやメソッド名など、呼び出し場所を特定するために使用されます。
このメソッドは、トレース出力ファイルにいくつかのバイナリー・データを書き込みます。

サンプル・トレース
出口での問題の診断を容易にするために、MQIPT と同じトレース機能を使用できます。また、独自のトレ
ース機能を実装することもできます。 MQIPT トレース機能を使用する場合は、メソッドへの入り口とメソ
ッドからの出口で入り口と出口呼び出しをそれぞれ使用できます。 また、以下の例に示されている役立つ
情報をトレースするためのさまざまなデータ呼び出しがあります。
/**
* This method is called to initialize the exit (for example, for 
* loading validation information) and place itself in a ready
* state to validate connection requests.
*/
 public int init(IPTTrace t) {
 final String fid = "MyExit.init";

 // Trace entry into this method
 t.entry(fid);

 // Trace useful information
 t.data(fid, "Starting exit - MQIPT version " + getVersion());

 // Perform initialization and load any data
 t.data(fid, "Ready for work");

 // Trace exit from this method
 t.exit(fid);

 return ExitRc.OK;
}

このメソッドは、以下の例に示されている形式でトレースを生成します。
16:36:48.625    14   5000-1s    ------{ ConnectionThread.setCertificateExit()
16:36:48.625    14   5000-1s     Creating instance of certificate exit
16:36:48.625    14   5000-1s     Calling init() of certificate exit
16:36:48.625    14   5000-1s    -------{ MyExit.init()
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16:36:48.625    14   5000-1s     Starting exit - MQIPT version 2.1.0.0
16:36:48.625    14   5000-1s    Ready for work
16:36:48.625    14   5000-1s    -------} MyExit.init() rc=0
16:36:48.625    14   5000-1s    ------} ConnectionThread.setCertificateExit() rc=0

MQIPT の証明書出口戻りコード
さまざまな状況で証明書出口を呼び出すときに MQIPT が認識する戻りコード
以下の戻りコードは、以下の状態での証明書出口の呼び出し時に MQIPT によって認識されます。

戻りコード 説明 init
Validat
e

リフレ
ッシュ

ExitRc.OK 要求が正常に完了しました。 yes yes yes

ExitRc.INIT_ERROR 初期化要求が失敗し、経路が使用不可になり
ます。

yes

ExitRc.REFRESH_ERROR リフレッシュ要求が失敗し、経路が使用不可
になります。

yes

ExitRc.VALIDATE_ERROR 検証プロセスが失敗し、接続要求が拒否され
ました。

yes

ExitRc.VALIDATE_REJECTED 検証要求と接続要求が拒否されました。 yes

MQIPT での LDAP と CRL
MQIPT では、デジタル証明書に対する証明書取り消しリスト (CRL) 認証を実行するための Lightweight
Directory Access Protocol (LDAP) サーバーの使用がサポートされます。
LDAP サポートは、 IBM MQ と MQIPTの両方に同じ LDAP サーバーを使用できるため、 IBM MQの場合と
同様の方法で実装されています。
SSL/TLS ハンドシェーク時に、通信するパートナーはデジタル証明書を使用して互いに認証します。 認証
には、受信された証明書が引き続き信頼できるかどうかの検査が組み込まれる場合があります。 認証局
(CA) は、次の理由を含め、さまざまな理由で証明書を取り消します。
• 所有者が別の組織に移動した。
• 秘密鍵が秘密でなくなった。
CA は、証明書取り消しリスト (CRL) で、取り消された個人用証明書を公開します。 取り消された CA 証明
書は、権限取り消しリスト (ARL) で公開されます。 これ以降の CRL の参照は ARL にも適用されることに注
意してください。
IBM MQ での LDAP サーバーの使用、および CRL と ARL の管理について詳しくは、証明書取り消しリスト
および権限取り消しリストの取り扱いを参照してください。
MQIPT では、各経路に対して最大 2 つの LDAP サーバーをサポートできます。 最初の LDAP サーバーはメ
イン・サーバーとして扱われ、2 番目の LDAP サーバーはバックアップとして保持されます。 2 番目のサー
バーが使用されるのは、メイン・サーバーに到達できない場合のみです。 バックアップ・サーバーはメイ
ン・サーバーのミラー・イメージでなければなりません。
LDAP サーバーに保管されている情報へのアクセスは、LDAP ユーザー ID とパスワード・プロパティーを使
用して、ユーザー ID とパスワードで保護できます。 LDAP サーバー・パスワードは、 IBM MQ 9.1.5から
MQIPT 構成で暗号化できます。 MQIPTによって使用されるパスワードの暗号化について詳しくは、 1053
ページの『MQIPT に保管されているパスワードの暗号化』を参照してください。
MQIPT が鍵リング・ファイルから PKCS#12 トークンをロードする際に、CA 証明書で CRL の妥当性が確認
されます。 CA 証明書に CRL が添付されている場合は、有効期限が切れていないかどうかが確認され、切
れている場合は、LDAP サーバーから新しい CRL が取得されます。 取得されたすべての CRL が現行のトー
クンにロードされ、その CA 証明書に添付されます。
メイン LDAP サーバーへのクエリーの送信時に指定された CA と一致するエントリーがない場合は、その
CA の CRL がないと見なされ、バックアップ・サーバーは使用されません。 ただし、メイン LDAP サーバー
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に到達できないか、一定の時間フレーム内に何も返されない場合は、バックアップ・サーバーが使用され
ます。 バックアップ・サーバーでエラーが発生した場合は、クライアント接続が終了します。 このアクシ
ョンは、LDAPIgnoreErrors プロパティーを true に設定することで指定変更できます。
MQIPT が取得した CRL はすべてキャッシュで保持され、その経路でのすべての接続で共有されます。 キャ
ッシュされた CRL の有効期限が切れた場合、CRL はキャッシュから除去され、LDAP サーバーから新しい
CRL が取得されます。 新しい CRL が使用不可の場合、接続は引き続き拒否されます。
LDAP サーバーから取得した CRL の有効期限も確認され、警告メッセージが表示されます (MQCPW001)。
有効期限切れの CRL は引き続きシステムにロードされますが、その CRL を参照するすべての接続要求は拒
否されます。 LDAP サーバーの有効期限切れの CRL は現行のものと置き換える必要があります。
LDAPCacheTimeout プロパティーを使用して、CRL キャッシュがクリアされる頻度を制御できます。 デ
フォルト値は 1 日です。 この値を 0 に設定すると、経路が再始動するまでキャッシュ・エントリーはクリ
アされません。
有効期限切れの CRL は鍵リング・ファイル内または LDAP サーバー上に保管できます。 新しい CRL が発行
されていない場合、以降の接続要求は拒否されます。 有効期限切れの CRL は IgnoreExpiredCRLs プロ
パティーを使用可能にすることで無視できます。
注 : LDAPIgnoreErrors プロパティーまたは IgnoreExpiredCRLs プロパティーを使用可能にすると、
取り消された証明書が SSL/TLS 接続で使用される可能性があります。
MQIPT での複数値証明書の識別名 OU プロパティー
証明書の識別名内の複数の組織単位 (OU) 値を突き合わせることができます。
以下の経路プロパティーでは、複数の OU 値の突き合わせがサポートされるようになりました。
• SSLClientDN_OU
• SSLClientSiteDN_OU
• SSLServerDN_OU
• SSLServerSiteDN_OU

複数の OU 値を突き合わせるには、 経路プロパティー値でコンマを分離文字として使用します。 以下に例
を示します。
SSLClientDN_OU=Sales, Europe

この 場合、OU=Sales と OU=Europe の両方を持つ証明書と一致します。 OU 値は、IBM MQ SSLPEER フ
ィルター内の複数の OU 値と同じ順序で突き合わされます。
[route] セクションに、同じ経路プロパティーを 2 回以上指定しないでください。 複数の OU 値を正しく
突き合わせるには、前の例に示しているように、プロパティーを 1 回指定します。 同じ mqipt.conf セク
ションに同じ属性を二回以上入力すると、最後の値が有効になります。 例えば、以下のエントリーでは、
2 行目によって最初の行が 指定変更されるため、Europe のみが一致することになります。

SSLClientDN_OU=Sales
SSLClientDN_OU=Europe

OU 値内のリテラルのコンマと突き合わせる必要がある場合は、 コンマの直前にエスケープ文字として円記
号 (&#xa5;) を挿入します。 以下に例を示します。
SSLClientDN_OU=Sales\, Europe

これは、 単一値 OU=Sales, Europe と一致します。 コンマが直後に 続かない円記号は、リテラルの円記
号と一致します。
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以前のリリースの MQIPT からアップグレードしており、OU 値内の コンマと一致する機能に依存している
場合は、以前の動作を維持するために、円記号エスケープ文字 を OU 経路プロパティーに挿入する必要が
あります。

MQIPT での非推奨プロトコルおよび暗号スイートの使用可能化
デフォルトでは、非セキュアと見なされるセキュア・ソケット・プロトコルおよび暗号スイートは、 MQIPT
に付属の Java runtime environment (JRE) では無効になっています。 これらの非推奨のプロトコルおよび
暗号スイートを使用するには、その前に有効にする必要があります。

このタスクについて
潜在的な危険を認識したうえで、セキュアでないと見なされているプロトコルまたは暗号スイートのいず
れかを MQIPT で使用する必要がある場合は、以下の手順に従って、使用する必要があるプロトコルまたは
暗号スイートを有効にします。
注 : 推奨されないプロトコルおよび暗号スイートは、TLS コマンド・ポートでは使用できません。

手順
1. mqipt_path/java/jre/lib/securityディレクトリー内にある java.securityファイルを編集
します。mqipt_pathは MQIPTがインストールされている場所です。

2. jdk.tls.disabledAlgorithms プロパティーの無効にするアルゴリズムのリストから対応する項目
を削除して、プロトコルまたはアルゴリズムのサポートを JRE に追加します。
• プロトコルのサポートを追加するには、無効にするアルゴリズムのリストからそのプロトコルを削除
します。 例えば、TLS 1.0 のサポートを追加するには、リストから TLSv1 を削除します。

• 暗号スイートのサポートを追加するには、無効にするアルゴリズムのリストから対応するアルゴリズ
ムを削除します。 例えば、SSL_ECDHE_ECDSA_WITH_3DES_EDE_CBC_SHA 暗号スイートのサポー
トを追加するには、リストから 3DES_EDE_CBC および DESede を削除します。

3. JRE で SSL 3.0 を有効にするには、システム・プロパティー com.ibm.jsse2.disableSSLv3=false
も設定する必要があります。
mqipt コマンドを使用してコマンド行から MQIPT を開始する場合は、環境変数 MQIPT_JVM_OPTIONS
を使用してプロパティーを設定できます。 以下に例を示します。
set MQIPT_JVM_OPTIONS=-Dcom.ibm.jsse2.disableSSLv3=false

MQIPT が Windows サービスとしてインストールされている場合は、Windows レジストリ
ー内の HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\MQInternetPassThru
キーの下にストリング値を定義することによって、このプロパティーを設定できます。 値には、以下の
属性が必要です:
名前

MqiptJvmOptions
バリューデータ

-Dcom.ibm.jsse2.disableSSLv3=false
4. MQIPT 経路で SSL 3.0、TLS 1.0、または TLS 1.1 を有効にするには、対応するプロトコルを
SSLServerProtocols または SSLClientProtocols 経路プロパティーに追加します。

5. JRE プロパティーに対する変更を有効にするために、MQIPT を再始動します。
MQIPT での PKCS #11 暗号ハードウェアの使用
MQIPT は、PKCS #11 インターフェースに対応した暗号ハードウェアに保管されたデジタル証明書にアク
セスできます。
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始める前に
暗号ハードウェアを使用するように MQIPT を構成する前に、暗号カード、カード・ドライバー、および関
連するサポート・ソフトウェアがインストールされており、正しく機能していることを確認してください。
MQIPT での PKCS #11 暗号ハードウェアのサポートは、IBM Java PKCS11 Cryptographic Provider
(IBMPKCS11Impl プロバイダー) によって提供されます。 IBMPKCS11Impl プロバイダー、および Java 8
がサポートする暗号カードのリストについて詳しくは、 IBM PKCS11 Cryptographic Providerを参照してく
ださい。

このタスクについて
MQIPT が使用する個人証明書および CA 証明書を暗号ハードウェア鍵ストアに保管することができます。
ただし、PKCS #11 デバイスには通常、多数の署名者証明書を保管するために使用できる十分なスペースが
ないため、CA 証明書には別のファイル・ベースの鍵ストアを使用することをお勧めします。
暗号ハードウェア鍵ストア内の証明書を使用するように MQIPT を構成するには、以下の手順を実行しま
す。
注 :

• MQIPTによる暗号化ハードウェアの使用は、IBM MQ Advanced機能です。 この機能を使用するには、
MQIPT 経路で接続されているローカル・キュー・マネージャーにも、 IBM MQ Advanced、 IBM MQ
Appliance、 IBM MQ Advanced for z/OS VUE、または IBM MQ Advanced for z/OS のライセンスが必要で
す。

• mqiptKeytool コマンドは、現在 PKCS #11 暗号ハードウェアをサポートし
ていません。 この手順では、代わりに Java runtime environment (JRE) に付属の ikeycmd コマンドを使
用して、暗号ハードウェア内の証明書を管理します。 これらのコマンドを実行するには、 MQIPT インス
トール・パスにある JRE の ikeycmd コマンドが使用されていることを確認してください。

手順
1. IBMPKCS11Impl プロバイダーの初期化時に使用される構成ファイルを作成します。

IBMPKCS11Impl プロバイダーでサポートされる各ハードウェア暗号カードのサンプル構成ファイルを
ダウンロードし、システムに合わせてサンプルを構成します。 これらのサンプルは、 IBM
Documentation for Javaの 構成ファイルのトピックからダウンロードできます。
構成ファイルはテキスト・ファイルであり、少なくとも以下の属性を含んでいる必要があります。
name
プロバイダー・インスタンスの名前の接尾部。

library
暗号ハードウェアと一緒に提供される PKCS #11 ライブラリーの完全修飾名。

tokenlabel
PKCS #11 暗号デバイスのトークン・ラベル。

例えば、構成ファイルには以下の項目が含まれている可能性があります。
name = IPTPKCS11Provider
library = /usr/lib64/pkcs11/PKCS11_API.so
tokenlabel = icatoken

2. MQIPTインストール・ディレクトリーの java/jre/lib/securityサブディレクトリーにある Java
セキュリティー・プロパティー・ファイル(java.security)を編集します。
a)ファイル内にまだ存在しない場合は、 IBMPKCS11Impl セキュリティー・プロバイダーを追加しま
す。
例えば、次の行を追加します。
security.provider.12=com.ibm.crypto.pkcs11impl.provider.IBMPKCS11Impl

b)構成ファイルの完全修飾名をプロバイダー名の後に追加します。
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例えば、ステップ 1042 ページの『1』 で作成した構成ファイルの名前が /opt/mqipt/pkcs11.cfg
の場合、セキュリティー・プロバイダーと同じ行に以下のパスを追加します。
security.provider.12=com.ibm.crypto.pkcs11impl.provider.IBMPKCS11Impl /opt/mqipt/
pkcs11.cfg

3.暗号ハードウェアの個人証明書を要求します。
以下のコマンドを入力し、 ikeycmd コマンドを使用して認証要求を作成します。
MQIPT_INSTALL_DIRECTORY/java/jre/bin/ikeycmd -certreq -create
            -crypto module_name -tokenlabel hardware_token
            -pw password -label label -size key_size
            -sig_alg algorithm -dn distinguished_name -file filename

ここで、
MQIPT_INSTALL_DIRECTORY

MQIPT のインストール・ディレクトリー。
-crypto module_name
暗号ハードウェアで提供される PKCS #11 ライブラリーの完全修飾名を指定します。

-tokenlabel token_label
PKCS #11 暗号デバイス・トークン・ラベルを指定します。

-pw password
暗号ハードウェアにアクセスするためのパスワードを指定します。

-label label
証明書ラベルを指定します。

-size key_size
鍵のサイズを指定します。 値は、512、1024、2048、または 4096 のいずれかです。

-sig_alg algorithm
項目の鍵ペアの作成に使用される非対称署名アルゴリズムを指定します。 値は、MD2_WITH_RSA、
MD2WithRSA、 MD5_WITH_RSA、MD5WithRSA、SHA1WithDSA、SHA1WithECDSA、SHA1WithRSA、
SHA2/ECDSA、SHA224WithECDSA、SHA256_WITH_RSA、SHA256WithECDSA、 SHA256WithRSA、
SHA2WithECDSA、SHA3/ECDSA、SHA384_WITH_RSA、SHA384WithECDSA、 SHA384WithRSA、
SHA3WithECDSA、SHA5/ECDSA、SHA512_WITH_RSA、SHA512WithECDSA、 SHA512WithRSA、
SHA5WithECDSA、SHA_WITH_DSA、SHA_WITH_RSA、または SHAWithDSA のいずれかです。 デ
フォルト値は SHA256WithRSA です。

-dn distinguished_name
二重引用符で囲んだ X.500 識別名を指定します。

-file filename
認証要求のファイル名を指定します。

4. CA から個人証明書が送信されたら、その CA 証明書を暗号ハードウェア鍵ストアまたは CA 鍵ストア・
ファイル (まだ存在しない場合) に追加します。
• CA 証明書を PKCS #12 CA 鍵ストア・ファイルに追加するには、次のコ
マンドを入力します。
mqiptKeytool -importcert -keystore filename -storetype pkcs12 -storepass password
             -alias label -file cert_filename

ここで、
-keystore ファイル名

CA 鍵ストア・ファイルの名前を指定します。 鍵ストアがまだ存在しない場合は作成されます。
-storepass パスワード

CA 鍵ストアのパスワードを指定します。
-alias ラベル

CA 証明書のラベルを指定します。
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-file 証明書ファイル名
CA 証明書を含むファイルの名前を指定します。

• CA 証明書を暗号ハードウェアに追加するには、次のコマンドを入力します。
MQIPT_INSTALL_DIRECTORY/java/jre/bin/ikeycmd -cert -add
            -crypto module_name -tokenlabel hardware_token
            -pw password -label label -file cert_filename

ここで、
MQIPT_INSTALL_DIRECTORY

MQIPT のインストール・ディレクトリー。
-crypto module_name
暗号ハードウェアで提供される PKCS #11 ライブラリーの完全修飾名を指定します。

-tokenlabel token_label
PKCS #11 暗号デバイス・トークン・ラベルを指定します。

-pw password
暗号ハードウェアにアクセスするためのパスワードを指定します。

-label label
CA 証明書のラベルを指定します。

-file 証明書ファイル名
CA 証明書を含むファイルの名前を指定します。

5. CA によって提供された個人証明書を暗号ハードウェア鍵ストアに受け取ります。
以下のコマンドを入力して、証明書を暗号ハードウェア鍵ストアに追加します。
MQIPT_INSTALL_DIRECTORY/java/jre/bin/ikeycmd -cert -receive
            -crypto module_name -tokenlabel hardware_token
            -pw password -file filename

ここで、
MQIPT_INSTALL_DIRECTORY

MQIPT のインストール・ディレクトリー。
-crypto module_name
暗号ハードウェアで提供される PKCS #11 ライブラリーの完全修飾名を指定します。

-tokenlabel token_label
PKCS #11 暗号デバイス・トークン・ラベルを指定します。

-pw password
暗号ハードウェアにアクセスするためのパスワードを指定します。

-label label
証明書ラベルを指定します。

-file 証明書ファイル名
追加する証明書を含むファイルの名前を指定します。

CA 証明書が暗号ハードウェアではなく CA 鍵ストア・ファイルに保管されている場合、このコマンド
は、個人証明書が暗号ハードウェア鍵ストアに追加されるときに CA 鍵ストアにアクセスできないため、
証明書チェーンを検証できないという警告を発行します。

6. mqiptPW コマンドを使用して、暗号ハードウェアにアクセスするためのパスワードを暗号化します。
以下のコマンドを入力します。
mqiptPW -sf encryption_key_file

ここで、encryption_key_file は、ご使用の MQIPT インストールのパスワード暗号鍵を含むファイルの名
前です。 MQIPT インストール済み環境でデフォルトのパスワード暗号鍵を使用している場合は、 -sf
パラメーターを指定する必要はありません。 プロンプトが表示されたら、暗号化ハードウェアにアクセ
スするためのパスワードを入力します。
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鍵ストア・パスワードの暗号化について詳しくは、 1027 ページの『MQIPT での鍵リング・パスワード
の暗号化』を参照してください。

7.ステップ 1043 ページの『4』で CA 証明書を鍵ストア・ファイルに追加した場合は、ステップ 1044 ペ
ージの『6』 の手順に従って CA 鍵ストアのパスワードを暗号化します。

8. mqipt.conf構成ファイルを編集します。
a) EnableAdvancedCapabilities グローバル・プロパティーを真に設定して、この IBM MQ

Advanced 機能を使用するための適切な資格があることを確認します。
b) 1 つ以上の SSLServerKeyRingUseCryptoHardware、
SSLServerCAKeyRingUseCryptoHardware、 SSLServerKeyRingUseCryptoHardware、また
は SSLServerKeyRingUseCryptoHardware プロパティーを trueに設定して、経路上で暗号ハ
ードウェア鍵ストアを使用できるようにします。
経路で暗号ハードウェアを使用できるようにするプロパティーについて詳しくは、MQIPT 経路プロ
パティーを参照してください。
SSLCommandPortKeyRingUseCryptoHardware プロパティーを trueに設定することで、TLS コ
マンド・ポートで暗号ハードウェアを使用することもできます。

c) CA 証明書に鍵ストア・ファイルを使用する場合は、1 つ以上の SSLServerCAKeyRing プロパティ
ーまたは SSLServerCAKeyRing プロパティーを設定して、CA 鍵ストアの場所を指定します。
サイト証明書に暗号ハードウェアを使用するように経路を構成し、CA 鍵リング・ファイルを指定し
ない場合、暗号ハードウェア鍵ストアが CA 鍵ストアとして使用されます。

d) SSLServerKeyRingPW、 SSLServerCAKeyRingPW、 SSLClientKeyRingPW、
SSLClientCAKeyRingPW、または SSLCommandPortKeyRingPW プロパティーを使用して、暗号
ハードウェアおよび CA 鍵ストアにアクセスするための暗号化パスワードを指定します。
SSL*KeyRingPW プロパティーの値を、 mqiptPW コマンドで作成した暗号化パスワードに設定しま
す。

e)暗号ハードウェアに複数の個人証明書が含まれている場合は、 MQIPT が認証のために SSL/TLS サー
バーまたはクライアントに送信する証明書を指定します。
• SSL/TLS クライアント経路の場合、1 つ以上の SSLClientSite* プロパティーを使用して選択す
る証明書を指定します。

• SSL/TLS サーバー経路の場合、1 つ以上の SSLServerSite* プロパティーを使用して、選択する
証明書を指定します。

• TLS コマンド・ポートの場合、 SSLCommandPortSiteLabel プロパティーを使用して証明書ラベ
ルを指定することで、どの証明書を選択するかを指定します。
鍵ストアからの証明書の選択について詳しくは、 1028 ページの『MQIPT での鍵リング・ファイル
からの証明書の選択』を参照してください。 鍵ストアから証明書を選択するためのプロパティーに
ついては、 MQIPT 経路プロパティーで説明されています。

例えば、TLS サーバー経路上のサイト証明書に暗号ハードウェア鍵ストアを使用し、同じ経路の CA 証
明書を保管するために鍵ストア・ファイルを使用するには、経路定義に以下のプロパティーを追加しま
す。
SSLServerKeyRingUseCryptoHardware=true
SSLServerKeyRingPW=<mqiptPW>1!gORdM4wft5d1rCgNMDEGag==!dZxhgQD2A8Ea0yeqawQvPg==
SSLServerCAKeyRing=/opt/mqipt/ssl/ca.pfx
SSLServerCAKeyRingPW=<mqiptPW>1!3Vdrpiu6kMwn0sWRCVgT5g==!LHltGLEg3OFvN8+02Re0YA==
SSLServerSiteLabel=mqiptsite

9. MQIPT の再始動。
Java security manager (MQIPT)

Java security manager を MQIPT 機能とともに使用して、より高いレベルのセキュリティーを提供すること
ができます。
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注 : MQIPT での Java security manager の使用は、 Javaの将来のリリースで削除するために
Java security manager が非推奨になったため、非推奨になりました。
MQIPT は、 java.lang.SecurityManager クラスで定義されているデフォルトの Java security
manager を使用します。 MQIPT の Java security manager 機能は、グローバル・プロパティー
SecurityManagerを使用して有効または無効にすることができます。 詳しくは、MQIPT のグローバル・
プロパティーを参照してください。
Java security manager は、次の 2 つのデフォルト・ポリシー・ファイルを使用します。
• $MQIPT_PATH/java/jre/lib/security/java.policy (ここで、$MQIPT_PATH は MQIPT のインス
トール先ディレクトリーです) という名前のグローバル・システム・ポリシー・ファイルは、ホスト上の
仮想マシンのすべてのインスタンスで使用されます。

• .java.policyというユーザー固有のポリシー・ファイルは、ユーザーのホーム・ディレクトリーにあ
ります。
追加の MQIPT ポリシー・ファイルを使用することもできます。 前述のデフォルト・ポリシー・ファイルで
はなく、MQIPT ポリシー・ファイルを使用する必要があります。 詳しくは、 MQIPT グローバル・プロパ
ティー の SecurityManagerPolicy を参照してください。
ポリシー・ファイルの構文は非常に複雑です。それをテキスト・エディターを使用して変更できますが、
通常は、Java で提供されるポリシー・ツール・ユーティリティーを使用して変更するほうが簡単です。 ポ
リシー・ツール・ユーティリティーは、$MQIPT_PATH/java/jre/binディレクトリーにあり、Javaの
資料内で完全に文書化されています。
を実行する MQIPTために定する必要のある権限を示すために、サンプルのポリシーファイル
(mqiptSample.policy)が MQIPT提供されています。
サンプル・ポリシー・ファイルはご使用の構成に合わせて編集する必要があります。 特に、 mqipt.conf
構成ファイルを含む MQIPT ホーム・ディレクトリーは、 MQIPT インストール・ディレクトリーとは異な
る場合があるため、セキュリティー・ポリシーで FilePermission 項目を構成する際には、正しいディレ
クトリーを指定するように注意してください。
以下のエントリーを変更する必要があります。
• errors ディレクトリーに対する読み取りおよび書き込み権限を付与する java.io.FilePermission
エントリー。 このエントリーのファイル・パスは MQIPT ホーム・ディレクトリーを指していなければな
りません。ここに、errors ディレクトリーが配置されるためです。 MQIPT は、 FFST Failure Data
Capture ファイル (AMQ*.FDC) およびトレース・ファイル (AMQ*.TRC*) を errors ディレクトリーに作
成します。 MQIPTが errorsディレクトリーにトレース・ファイルおよび FFSTファイルを作成する許
可を持っていることを確認し、トラブルシューティングが可能であることを確認する必要があります。

• logs ディレクトリーに対する読み取りおよび書き込み権限を付与する java.io.FilePermission エ
ントリー。 このエントリーのファイル・パスは MQIPT ホーム・ディレクトリーを指していなければなり
ません。ここに、logs ディレクトリーが配置されるためです。 ConnectionLog グローバル・プロパテ
ィーが有効になっている場合、 MQIPT は接続ログ・ファイル (mqipt*.log) を logs ディレクトリーに
作成します。

• MQIPT インストール・ディレクトリー内のすべてのディレクトリー ( bin、 exits、 lib、および ssl
ディレクトリーなど) に対するアクセス権限を read および execute に付与する
java.io.FilePermission エントリー。 これらのエントリーのファイル・パスは、MQIPT インストー
ル・ディレクトリーを指すように変更する必要があります。 これらのエントリーの一部は、不要な場合
は省略できます。

• java.net.SocketPermission エントリーは、各 listen MQIPT 経路への接続を制御するために変更す
る必要があります。 各 MQIPT 経路のリスナー・ポートとリスナー・アドレスには、 listen 許可と
accept 許可が必要です。

• java.net.SocketPermission エントリーは、各 MQIPT 経路外の接続を制御するために変更する必要
があります。 MQIPT 経路の接続先の経路宛先、プロキシー・サーバー、または LDAP サーバーには、
connect 許可が必要です。 IP アドレスの代わりにホスト名を使用して宛先を指定する場合は、解決権限
が必要です。
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ご使用の構成によっては、以下のエントリーの追加も必要な場合があります。
• mqipt.conf 構成ファイル、または mqipt.confを含む MQIPT ホーム・ディレクトリーに対する読み
取り権限を付与するための java.io.FilePermission エントリー。

• セキュリティー・ポリシー・ファイル自体に対する読み取り権限を付与する java.io.FilePermission
エントリー。 これは、MQIPT リフレッシュによりセキュリティー・ポリシー・ファイルが再度読み取ら
れる場合に役立ちます。

• SSL/TLS 鍵リング・ファイルと鍵リング・パスワード・ファイルに対する読み取り権限を付与するいくつ
かの java.io.FilePermission エントリー。 これは、SSLClient または SSLServer プロパティー
が使用可能になっている経路を使用する場合、または TLS コマンド・ポートが構成されている場合にの
み必要です。

• 任意の MQIPT 出口クラスに対する 読み取り または 実行 アクセス権限を付与するいくつかの
java.io.FilePermission 項目。 これは、MQIPT 出口が使用可能な場合にのみ必要です。 出口で必
要な場合は、追加権限の付与が必要になることがあります。
注 : Windows java.io.FilePermission エントリーでは、パスに 2 つの円記号 (&#xa5;&#xa5;) を使用
する必要があります。 1 つの円記号はエスケープ文字として使用されるためです。
サンプル・ファイルは、MQIPTが C:\Program Files\IBM\MQ Internet Pass-ThruのWindowsシ
ステムにインストールされていることを前提としています。 また、MQIPTのホーム・ディレクトリー
(mqipt.confファイルの場所)が MQIPTのインストール・ディレクトリーと同じであることを前提として
います。
MQIPT を別の場所にインストールした場合は、 MQIPT インストール・ディレクトリーを参照するように
codeBase 定義内のディレクトリーを変更する必要があります。 正しい接頭部 (file:/) と正しいファイ
ル接尾部 (/lib/com.ibm.mq.ipt.jar) を含めるように注意してください。 AIX and Linux システムで
は、 MQIPT が /opt/mqiptにインストールされていると想定すると、標準的な codeBase URL は
file:/opt/mqipt/lib/com.ibm.mq.ipt.jarになります。
権限は通常、3 つの属性で定義されます。 ソケット接続を制御する場合の値は次のとおりです。
クラス権限

java.net.SocketPermission
制御する名前
これは hostname:port という形式で構成されます。この場合、名前の各コンポーネントはワイルド
カードで指定できます。 ホスト名はドメイン名または IP アドレスにすることができます。 ホスト名
の左端の位置は、アスタリスク(*)で指定することができます。例えば、harry.company1.comは、以
下のストリングのそれぞれによって突き合わせされます:

• harry
• harry.company1.com
• *.company1.com
• *
• 198.51.100.123 (これが harry.company1.com の IP アドレスであることを前提とした場合)

名前のポート・コンポーネントは、単一ポート・アドレスまたはポート・アドレスの範囲として指定で
きます。以下に例を示します。
1414
ポート 1414 のみ

1414-
1414 以上のすべてのポート・アドレス

-1414
1414 以下のすべてのポート・アドレス

1-1414
1 と 1414 の間 (両端を含む) のすべてのポート・アドレス
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許可されるアクション
java.net.SocketPermission で使用されるアクションは次のとおりです。
accept
指定されたターゲットからの接続の受け入れを許可します

connect
指定されたターゲットへの接続を許可します

listen
アプリケーションによる指定されたポート (複数可) での接続要求の listen を許可します

解決
ドメイン・ネームを IP アドレスに解決するために DNS の使用を許可します

Java security manager の制御は、 java.security.manager システム・プロパティーと
java.security.policy Java システム・プロパティーを使用して行うこともできますが、 MQIPTの制
御には SecurityManager プロパティーと SecurityManagerPolicy プロパティーを使用することを
お勧めします。
トレース・レコードおよび FFSTレコードに診断情報を組み込むには、MQIPTは特定の MQIPTシステム・
プロパティーおよび環境変数にアクセスする必要があります。 Java セキュリティー・ポリシーには以下の
プロパティーを常に含める必要があります。
permission java.util.PropertyPermission "java.home", "read";
permission java.util.PropertyPermission "java.version", "read";
permission java.util.PropertyPermission "java.runtime.version", "read";
permission java.util.PropertyPermission "java.vm.info", "read";
permission java.util.PropertyPermission "java.vm.vendor", "read";
permission java.util.PropertyPermission "os.arch", "read";
permission java.util.PropertyPermission "os.name", "read";
permission java.util.PropertyPermission "os.version", "read";
permission java.lang.RuntimePermission "getenv.MQIPT_PATH";
permission java.lang.RuntimePermission "getStackTrace";
permission javax.management.MBeanServerPermission "createMBeanServer";
permission javax.management.MBeanPermission "com.ibm.mq.ipt.IPTManager#-
[com.ibm.mq.ipt:type=IPTManager]", "registerMBean";
permission javax.management.MBeanPermission "com.ibm.mq.ipt.IPTManager#-
[com.ibm.mq.ipt:type=IPTManager]", "unregisterMBean";
permission javax.management.MBeanTrustPermission "register";

これらのプロパティーをすべて含めないと、MQIPT が正しく動作しなくなり、問題診断が正しく行われな
くなります。

MQIPT のセキュリティー出口
Destination 経路プロパティーで定義されている、ターゲット宛先へのアクセスを制御する場合は、セキ
ュリティー出口を使用します。 セキュリティー出口は、MQIPT が、ターゲット宛先に接続する前に、クラ
イアントから接続要求を受信するポイントで呼び出されます。
初期接続プロパティーに基づいて、セキュリティー出口は接続の完了を許可するかどうかを決定します。
経路の開始時に、セキュリティー出口が呼び出され、接続要求を処理するための初期化と自身の準備が行
われます。 ユーザー・データをロードして、このデータに迅速かつ容易にアクセスできるように準備する
ことで接続要求の処理に要する時間を最小限に抑えるために、初期化プロセスを使用する必要があります。
各経路は独自のセキュリティー出口を持つことができます。
• SecurityExit プロパティーは、ユーザー定義のセキュリティー出口を使用可能/使用不可にするために
使用されます。

• SecurityExitName プロパティーは、ユーザー定義のセキュリティー出口のクラス名を定義するために
使用されます。

• SecurityExitPath プロパティーは、クラス・ファイルを含むディレクトリー名を定義するために使用
されます。 このプロパティーが設定されていない場合は、exits サブディレクトリーにクラス・ファイル
があると想定されます。 SecurityExitPath では、ユーザー定義のセキュリティー出口を含む JAR フ
ァイルの名前を定義することもできます。
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• SecurityExitTimeout プロパティーは、接続要求の検証時にセキュリティー出口からの応答を待機す
る時間を決定するために MQIPT によって使用されます。
セキュリティー出口プロパティーについて詳しくは、MQIPT 経路のプロパティーを参照してください。
MQIPT は SecurityExit クラスを使用して、ユーザー定義のセキュリティー出口を呼び出します。 この
クラスはユーザー定義のセキュリティー出口により拡張される必要があり、必要な機能を提供するために
そのメソッドの大部分を指定変更する必要があります。 SecurityExitResponse オブジェクトは
MQIPT にデータを戻すために使用され、このデータは接続要求を受け入れるか拒否するかを決定するため
に MQIPT によって使用されます。 SecurityExitResponse オブジェクトには、セキュリティー出口プ
ロパティーで定義された経路を指定変更するために使用される、新しい宛先と宛先ポート・アドレスを含
めることもできます。
セキュリティー出口の実装方法を示す 3 つのサンプル・セキュリティー出口が用意されています。
• SampleSecurityExit は、IBM MQ チャネルの名前に基づいて IBM MQ キュー・マネージャーへのアク
セスを制御する方法を示します。 これは、「MQIPT」というストリングで始まるチャネル名の接続のみを
許可します。 詳しくは、セキュリティー出口の使用を参照してください。

• SampleRoutingExit は、定義されている IBM MQ サーバー (各サーバーが同じ名前と同じ属性のキュ
ー・マネージャーをホストする) のプールへのクライアント接続要求の動的ルーティングを許可します。
サンプルには、サーバー名のリストを含む構成ファイルが含まれています。 詳しくは、セキュリティー
出口を使用した IBM MQ キュー・マネージャー・サーバーへのクライアント接続要求のルーティングを
参照してください。

• SampleOneRouteExit は、接続要求で使用される IBM MQ チャネル名から派生する IBM MQ キュー・
マネージャーへの動的ルーティングを許可します。 サンプルには、キュー・マネージャー名からサーバ
ー名へのマップを含む構成ファイルが含まれています。 詳しくは、クライアント接続要求の動的ルーテ
ィングを参照してください。
注 : MQIPT は単一の JVM で実行されるため、ユーザー定義のセキュリティー出口は、以下のいずれかの方
法で MQIPT の通常の操作に悪影響を与える可能性があります。
• システム・リソースへの影響
• ボトルネックの発生
• パフォーマンスの低下
セキュリティー出口を実稼働環境に実装する前に、その効果を詳細にテストする必要があります。
MQIPT の com.ibm.mq.ipt.exit.SecurityExit クラス
このクラスとその public メソッドをユーザー定義のセキュリティー出口で拡張して、いくつかの共通デー
タへのアクセス権を取得し、いくつかの MQIPT の初期化の実行を許可する必要があります。
各メソッドが MQIPT によって呼び出される前に、使用するメソッドのいくつかのプロパティーを使用でき
ます。 これらの値は、このクラスに定義されている適切な get メソッドを使用して取得できます。

方法
public int init(IPTTrace)
使用可能なプロパティーは以下のとおりです。
• リスナー・ポート
• destination
• 宛先ポート
• バージョン
init メソッドは、経路の開始時に MQIPT によって呼び出されます。 このメソッドからの戻り時に、
セキュリティー出口は接続要求の検証準備ができていなければなりません。 有効な戻りコードは
ExitRc.OK または ExitRc.INIT_ERROR です。
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public int refresh(IPTTrace)
使用可能なプロパティーは以下のとおりです。
• リスナー・ポート
• destination
• 宛先ポート
refresh メソッドは、MQIPT 構成がリフレッシュされるときに、MQIPT によって呼び出されます。
このアクションは、通常、プロパティーが構成ファイルで変更された場合に実行されます。 MQIPT は、
すべてのプロパティーを構成ファイルから再ロードし、どのプロパティーが変更されたか、および経路
を再始動する必要があるかどうかを判別します。
このメソッドでは、使用する外部データ (つまり、init メソッドによってロードされるデータ) の再ロ
ードを実行する必要があります。 有効な戻りコードは ExitRc.OK または ExitRc.REFRESH_ERROR
です。

public void close(IPTTrace)
使用可能なプロパティーは以下のとおりです。
• リスナー・ポート
• destination
• 宛先ポート
close メソッドは、停止時に MQIPT によって呼び出されます。 このメソッドは、出口がその操作中に
取得したシステム・リソースを解放します。 MQIPT は、シャットダウンする前にこのメソッドが完了
するまで待機します。
このメソッドは、セキュリティー出口が以前に使用可能にされたが、構成ファイルでは現在使用不可に
されている場合にも呼び出されます。

public SecurityExitResponse validate(IPTTrace)
使用可能なプロパティーは以下のとおりです。
• リスナー・ポート
• destination
• 宛先ポート
• timeout
• クライアント IP アドレス
• クライアント・ポート・アドレス
• チャネル名
• キュー・マネージャー名
validate メソッドは、検証する接続要求の受信時に MQIPT によって呼び出されます。
SSLProxyMode プロパティーが使用可能な場合、チャネル名とキュー・マネージャー名は使用できま
せん。この機能は TLS データのトンネリングにのみ使用されるため、通常は初期データ・フローから取
得されるデータは読み取れません。

セキュリティー出口は、以下の情報を含む、SecurityExitResponse オブジェクトを返す必要がありま
す。
• 理由コード (要設定)
• 新規宛先アドレス (オプション)
• 新規宛先リスナー・ポート・アドレス (オプション)
• メッセージ (オプション)

理由コードは、接続が MQIPT によって受け入れられるか、拒否されるかを判別します。 newDestination
および newDestinationPort フィールドをオプションで設定して、新規ターゲット・キュー・マネージ
ャーを定義することができます。 これらのプロパティーを設定しない場合は、構成ファイルに定義されて
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いる経路の Destination および DestinationPort プロパティーが使用されます。 接続ログ・ファイル
項目には、返されたメッセージが付加されます。
MQIPT 構成プロパティーの値を取得するために、以下のメソッドがサポートされています。
public int getListenerPort()

ListenerPort プロパティーに定義されている、経路リスナー・ポートを取得します。
public String getDestination()

Destination プロパティーに定義されている、宛先アドレスを取得します。
public int getDestinationPort()

DestinationPort プロパティーに定義されている、宛先リスナー・ポートのアドレスを取得します。
public String getClientIPAddress()
接続要求を出したクライアントの IP アドレスを取得します。

public int getClientPortAddress()
接続要求を出したクライアントによって使用されるポート・アドレスを取得します。

public int getTimeout()
タイムアウト値を取得します。 MQIPT は、SecurityExitTimeout プロパティーでの定義に従って、
セキュリティー出口が要求を検証するまで待機します。

public int getConnThreadID()
デバッグに役立つ、接続要求を処理する接続スレッド ID を取得します。

public String getChannelName()
接続要求で使用される IBM MQ チャネル名を取得します。

public String getQMName()
接続要求で使用される IBM MQ キュー・マネージャー名を取得します。

public boolean getTimedout()
タイムアウトが期限切れになったかどうかを判断するためにセキュリティー出口で使用できます。

MQIPT の com.ibm.mq.ipt.exit.SecurityExitResponse クラス
このクラスは、ユーザー定義のセキュリティー出口から MQIPT に応答を戻すために使用され、接続要求を
受け入れるか拒否するかを判断するために使用されます。
このタイプのオブジェクトは validate メソッドでのみ作成されます (1049 ページの『MQIPT の
com.ibm.mq.ipt.exit.SecurityExit クラス』を参照)。 これらのオブジェクトを作成するための便利なコンス
トラクターがあり、プロパティーごとにメソッドがあります。 詳細については、サンプルのセキュリティ
ー出口を参照してください。
デフォルトの SecurityExitResponse オブジェクトを作成すると、接続要求は拒否されます。

コンストラクター
• public SecurityExitResponse (String dest, int destPort, int rc, String msg)

ここで、
– dest は新規ターゲット宛先です。
– destPort は新規宛先ポート・アドレスです。
– rc は理由コードです。
– msg は、接続ログ項目に追加されるメッセージです。

• public SecurityExitResponse (String dest, int destPort, int rc)
• public SecurityExitResponse (int rc, String msg)
• public SecurityExitResponse (int rc)
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方法
public void setDestination(String dest)
接続要求の新規宛先アドレスを設定します。

public void setDestinationPort(int port) throws IPTException
接続要求の新規宛先リスナー・ポート・アドレスを設定します。無効なポート・アドレスの
IPTException をスローします。

public void setMessage(String msg)
接続ログ・レコードにメッセージを追加します。

public void setReasonCode(int rc)
接続要求の理由コードを設定します。

MQIPT のセキュリティー出口戻りコード
いくつかの異なる状況でセキュリティー出口を呼び出すときに MQIPT が認識する戻りコード。
以下に示す状況でセキュリティー出口を呼び出すと、MQIPT によって 以下の戻りコードが認識されます。

戻りコード 説明 init
Validat
e

リフレ
ッシュ

ExitRc.OK 要求が正常に完了しました。 yes yes yes

ExitRc.INIT_ERROR 初期化要求が失敗し、経路が使用不可になり
ます。

yes

ExitRc.REFRESH_ERROR リフレッシュ要求が失敗しました。 yes

ExitRc.NOT_AUTHORIZED 検証プロセスが失敗し、接続要求が拒否され
ました。

yes

ExitRc.DISABLE_SSL 検証要求が成功し、ターゲットへの接続で
SSL/TLS は使用されません。

yes

MQIPT のポート番号制御
MQIPT を使用することで、発信接続時に使用されるローカル・ポート番号の範囲を制限できます。
初期ローカル・ポート番号を指定するには、経路に OutgoingPort プロパティーを設定し、使用されるポ
ートの数を指定するには、MaxConnectionThreads を設定します。 例えば、OutgoingPort を 1600
に、MaxConnectionThreads を 20 に設定した場合、その経路のローカル・ポート番号の範囲は 1600 か
ら 1619になります。
経路間でポート番号が競合していないことを確認するのは、MQIPT 管理者の責任です。
OutgoingPort が定義されていない場合、デフォルト値の 0 は、システムに割り振られたポート番号が各
接続で使用されることを意味します。
HTTP を使用すると、発信ポートの数は HTTP を使用していないときの 2 倍になります。 前述の例では、
経路で HTTP を使用した場合、数の範囲は 1600 から 1639 になります。
詳しくは、ポート番号の割り振りを参照してください。

マルチホーム・システム
マルチホーム・システムの使用時に、LocalAddress プロパティーを使用して発信接続がバインドされる
IP アドレスを指定することができます。 このプロパティーではホスト名はサポートされません。
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MQIPT に保管されているパスワードの暗号化
MQIPT 構成には、さまざまなリソースにアクセスするためのパスワードと、コマンド・ポートを使用して
MQIPT にアクセスするためのパスワードが含まれている場合があります。 これらのパスワードはすべて、
暗号化することによって保護する必要があります。

このタスクについて
MQIPT で使用するために保管されているすべてのパスワードは、 mqiptPW コマンドを使用してパスワー
ドを暗号化することによって保護する必要があります。 暗号化されたパスワードは、mqipt.conf 構成フ
ァイル内にプロパティー値として保管されます。 MQIPT は、暗号化されたパスワード、プレーン・テキス
ト・パスワード、およびプロパティー値のファイル名を区別できます。 MQIPT で使用するために保管され
ているすべてのパスワードは、最も安全な保護方式として暗号化する必要があります。
鍵リング・パスワードの保護を向上させるには、最新の保護方式を使用して、以前に暗号化された鍵リン
グ・パスワードを再暗号化します。
注 : mqipt.conf 構成ファイルの SSLCommandPortKeyRingPW プロパティー、および mqiptAdmin プロ
パティー・ファイルの SSLClientCAKeyRingPW プロパティーは、パスワード・ファイルを参照できませ
ん。 これらのプロパティーの値は、mqiptPW コマンドによって出力された暗号化パスワード・ストリング
に設定する必要があります。
MQIPT 構成にプレーン・テキストまたは脆弱な保護パスワードがある場合は、MQIPT の開始時または経路
の開始時に警告メッセージが表示されます。
最新の保護方式を使用して、 MQIPT で使用するために保管するパスワードを暗号化するには、この手順を
使用します。

手順
1.オプション: パスワード暗号鍵を含むファイルがまだない場合は、このファイルを作成します。

MQIPT は暗号鍵を使用してパスワードを暗号化します。 ファイルに独自の暗号鍵を指定できます。 こ
のファイルには少なくとも 1 つの文字と 1 行のみのテキストが含まれている必要があります。
MQIPT のインスタンスのために保管されるすべてのパスワードの暗号化と復号に、同じパスワード暗号
鍵が使用されます。 そのため、必要なパスワード暗号鍵ファイルは、MQIPT インストール環境ごとに
1 つだけです。
MQIPT 構成でパスワードの暗号化に使用した暗号鍵とは異なるパスワード暗号鍵を使用して、
mqiptAdmin プロパティー・ファイルに保管されているパスワードを暗号化することができます。
MQIPTを自動的に開始されるサービスとして実行することを計画している場合は、デフォルト名の
mqipt_cred.keyを使用してパスワード暗号鍵ファイルを作成し、それを MQIPT ホーム・ディレクト
リーに配置する必要があります。
パスワード暗号鍵の指定は必須ではありませんが、指定するとセキュリティーが向上します。 独自の暗
号鍵を指定しない場合は、デフォルトの暗号鍵が使用されます。
注 : 必ず、無許可のユーザーが暗号鍵を読み取れないように、パスワード暗号鍵のファイルに適切なフ
ァイル許可を設定する必要があります。 パスワード暗号鍵の読み取り権限を必要とするのは、mqiptPW
コマンドを実行するユーザーと、 MQIPT を実行するユーザーだけです。

2. mqiptPW コマンドを使用してパスワードを暗号化します。
mqiptPW コマンドの構文は、mqiptPW (encrypt stored password) で説明されています。
ステップ 1053 ページの『1』でパスワード暗号鍵ファイルを作成した場合は、 -sf パラメーターを使
用して mqiptPWにファイル名を指定します。 例えば、-sf パラメーターで指定されたファイル内の暗
号鍵を使用してパスワードを暗号化するには、以下のコマンドを発行します。
mqiptPW -sf /opt/mqipt/mqipt_password.key

3.プロンプトが表示されたら、暗号化するパスワードを入力します。
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暗号化されたパスワードは、mqiptPW によって出力されます。
4. mqipt.conf 構成ファイル、または mqiptAdmin プロパティー・ファイルの適切なプロパティーに暗
号化されたパスワードをコピーします。
例えば、以下の行は、MQIPT アクセス・パスワードの暗号化パスワードを指定します。
AccessPW=<mqiptPW>1!QL+2Jvj/tigKKlD7Nz8Oqw==!AMDBefOUrmPf5i1OuqV5MA==

5. MQIPTを開始します。 デフォルト名以外の名前を持つパスワード暗号鍵ファイルを手順 1053 ページ
の『1』 で作成した場合は、MQIPT の開始時に暗号鍵ファイルの名前を指定します。
MQIPT の始動時に -sf パラメーターを使用して、パスワード暗号鍵ファイルの名前を指定できます。
例えば、-sf パラメーターで指定されたファイル内の暗号鍵を使用して MQIPT を開始するには、以下
のコマンドを発行します。
mqipt /opt/mqipt -sf /opt/mqipt/mqipt_password.key

MQIPT の開始時にパスワード暗号鍵ファイル名を指定するその他の方式については、Specifying the
password encryption key を参照してください。
mqiptAdmin プロパティー・ファイルの PasswordProtectionKeyFile プロパティーを使用して、
mqiptAdmin コマンドのパスワード暗号鍵ファイルの名前を指定できます。

MQIPT のその他のセキュリティーに関する考慮事項
MQIPT には、設計者が安全なソリューションを構築する際に役立つ追加機能がいくつかあります。
• 内部ネットワーク内の多くのクライアントが発信接続を試行している場合、これらのクライアントはすべ
て、ファイアウォールの内側にある MQIPT を通過できます。 そのため、ファイアウォール管理者は
MQIPT コンピューターのみへの外部アクセス権を付与する必要があります。

• MQIPT は、構成ファイルに明示的に構成されているキュー・マネージャーにのみ接続できます。ただし、
MQIPT が SOCKS プロキシーとして機能しているか、セキュリティー出口を使用している場合を除きま
す。

• MQIPT は、送受信するメッセージが有効であり、IBM MQ プロトコルに準拠していることを検証します。
このようにすることで、MQIPT が、IBM MQ プロトコルの外側のセキュリティー・アタックに使用され
るのを防ぐことができます。 MQIPTが SSL/TLSプロキシーとして機能している場合、すべての IBM MQ
データおよびプロトコルが暗号化されている場合、MQIPTは、初期 SSL/TLSハンドシェークのみを保証
することができます。 この状態では、Java security managerを使用します。

• MQIPT は、チャネル出口で独自のエンドツーエンド・セキュリティー・プロトコルを実行できるように
します。

• MaxConnectionThreads プロパティーを設定することで、着信接続の総数を制限できます。 これは、
サービス妨害攻撃からぜい弱な内部キュー・マネージャーを保護するのに役立ちます。

構成ファイル
MQIPT 構成ファイル mqipt.confは、 MQIPTへのリモート管理アクセスを制御する AccessPW パスワー
ドなどの機密情報が含まれている可能性があるため、無許可ユーザーによって読み取られないように保護
する必要があります。 1053 ページの『MQIPT に保管されているパスワードの暗号化』の手順に従って、
構成ファイルに指定するすべてのパスワードを保護してください。 また、mqipt.conf が無許可変更に対
して保護されていることを確認します。 MQIPT を実行するユーザー・アカウントのみがファイルを読み取
りまたは更新できるように、 mqipt.conf のオペレーティング・システム・ファイル許可を設定します。

コマンド・ポート
MQIPT コマンド・ポートは、 mqiptAdmin コマンドによってネットワークを介して MQIPT のリモート・
インスタンスに発行された管理コマンドを受け入れます。
MQIPT は、保護されていない 1 つのコマンド・ポートと、TLS で保護されている 1 つのコマンド・ポート
を使用して構成できます。 非セキュアのコマンド・ポートへの接続は暗号化されません。
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注 : 保護されていないコマンド・ポートにネットワークを介して送信されるデータは、MQIPT アクセス・
パスワードを含め、ネットワーク上の他のユーザーに見られる可能性があります。
保護されていないコマンド・ポートまたは TLS コマンド・ポートを使用可能にする前に、そのコマンド・
ポートを使用可能にする必要があるかどうかを検討し、MQIPT のリモート管理を許可することのリスクを
評価する必要があります。 mqiptAdmin コマンドは、コマンド・ポートを使用せずに、 mqiptAdmin コ
マンドと同じユーザーの下で実行されている MQIPT のローカル・インスタンスを管理できます。 したがっ
て、MQIPT のローカル・インスタンスを管理するためにコマンド・ポートを使用可能にする必要がない場
合もあります。
保護されていないコマンド・ポートまたは TLS コマンド・ポートを使用可能にする場合は、そのコマンド・
ポートに対する無許可アクセスを防ぐ必要があります。 例えば、コマンド・ポートへのアクセスを保護す
る場合、以下の点を考慮する必要があります。
• ファイアウォールを使用して、MQIPT コマンド・ポートに接続できる一連のコンピューターを制限する
こと。

• AccessPW プロパティーおよび RemoteCommandAuthentication プロパティーを使用して、コマン
ド・ポートでの認証を有効にすること。 コマンド・ポート認証を使用可能にすることについて詳しくは、
コマンド・ポート認証を参照してください。

• RemoteShutdown プロパティーによるリモート・シャットダウンを無効にすることを検討してくださ
い。

• CommandPortListenerAddress プロパティーおよび SSLCommandPortListenerAddress プロパ
ティーを使用して、特定のネットワーク・インターフェースで listen するようにコマンド・ポートを構成
することを考慮してください。

mqiptAdmin コマンドを使用した MQIPT の管理について詳しくは、コマンド・ラインによる MQIPT の管
理を参照してください。

MQIPT の接続ログ
MQIPT では接続ログ機能が提供され、ここにすべての成功接続および失敗接続の試行のリストが含まれま
す。
エントリーは、MQIPT 経路で受信または作成された各接続に対して、また MQIPT によって受信された各
管理コマンドに対して、接続ログに書き込まれます。 接続ログは、ConnectionLog および
MaxLogFileSize プロパティーを使用して制御されます。 詳しくは、MQIPT のグローバル・プロパティ
ーを参照してください。
MQIPT が開始されると、そのたびに新しい接続ログが作成されます。 識別できるように、ファイル名には
以下のように現在のタイム・スタンプが含まれます。
mqiptYYYYMMDDHHmmSS.log

説明:

YYYY は年
MM は月
DD は日
HH は時
mm は分
SS は秒

接続ログが MaxLogFileSize プロパティーで決められた最大サイズに達すると、バックアップ・ファイル
mqipt001.log が作成されます。 バックアップ・ファイルが最大 2つまで保持されます(mqipt001.log
および mqipt002.log)。
接続ログ内のエントリーは、接続要求の各部分を表しています。 MQIPT により受信された接続要求、およ
びその結果として MQIPT が宛先アドレスに対して確立する新規接続が 2 つのログ・エントリーとして表示
され、さらに各接続の終了時に 2 つのエントリーが続きます。
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成功した接続要求の接続ログを以下に示します:

Wed May 15 13:13:51 BST 2013 conn accept 127.0.0.1(3842) 127.0.0.1(5000) OK 5000-0
Wed May 15 13:13:51 BST 2013 conn conn   127.0.0.1(3843) localhost(3500) OK 5000-0
Wed May 15 13:13:52 BST 2013 conn close  127.0.0.1(3842) 127.0.0.1(5000) OK 5000-0
Wed May 15 13:13:52 BST 2013 conn close  127.0.0.1(3843) localhost(3500) OK 5000-0

失敗した接続要求の接続ログを以下に示します:

Wed May 15 14:56:40 BST 2013 conn accept 127.0.0.1(4138) 127.0.0.1(7000) OK    7000-0
Wed May 15 14:56:40 BST 2013 conn close  127.0.0.1(4138) 127.0.0.1(7000) ERROR 7000-0
 Unrecognized SSL handshake request '54'

接続ログのエントリー
それぞれの接続ログ・エントリーには、以下の情報が含まれます。
• エントリーが作成された時刻。
• 項目のタイプ。 値は、次の値のうちのいずれかです。

admin
管理コマンド

conn
経路接続

• 発生したイベント。 値は、次の値のうちのいずれかです。
accept
接続要求を受信しました

close
接続がクローズされました

conn
経路宛先への接続要求

dspipt
MQIPT 表示コマンドを受信しました

nodata
呼び出し元から受け取ったデータはありません

ping
ping 要求を受信しました

状況
状況表示コマンドを受信しました

refr
リフレッシュ・コマンドを受信しました

stop
停止コマンドを受信しました

• 送信元のネットワーク・アドレスとポート番号。 コマンド・ポートを使用せずにローカルで発行された
管理コマンドについて、値 LOCAL が表示されます。

• 宛先のネットワーク・アドレスとポート番号。 コマンド・ポートを使用せずにローカルで発行された管
理コマンドに対して、この値は表示されません。

• 完了コード。 この値は、OK または ERROR のいずれかです。
• MQIPT スレッド ID。
• オプションのエラー・メッセージ。
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コンテナーを使用した IBM MQ Internet Pass-Thru の構成
コンテナーで IBM MQ Internet Pass-Thru (MQIPT) を実行することができます。 コンテナー・イメージに
よって使用されるベース・イメージは、サポートされている Linux オペレーティング・システムを使用する
必要があります。

手順
• MQIPT Docker イメージのサンプルは、GitHub リポジトリー mq-container にあります。 コンテナーを
ビルドして実行するには、IBM MQ Internet Pass-Thru on Docker の説明に従ってください。

次のタスク
docker ps コマンドを使用して実行中のコンテナーを表示できます。 Docker コンテナーで実行されてい
る MQIPT のコンソール出力を表示するには、 docker logs ${CONTAINER_ID} コマンドを使用します。

ストリーミング・キューの構成
ストリーミング・キュー機能を使用すると、あるキューに書き込まれた各メッセージの重複コピーを、2 番
目のキューに送信できます。 ストリーミング・キューの構成は、キュー単位で行われます。
ローカル・キューおよびモデル・キューには、ストリーミング・キューに関連する以下の 2 つの新しい属
性があります。
STREAMQ
これは、ストリーム・メッセージの送信先のキューの名前です。 STREAMQ 属性は、別のキューの名前
に設定する必要があります。
他のキューにメッセージをストリーミングするためのキューの構成に関するいくつかの制限事項があ
ります。また、ストリーム・メッセージの宛先として設定できるキューに関する制限事項もあります。
メッセージ・ストリーミング制限については、ストリーム・キュー制限を参照してください。

STRMQOS
これは、ストリーム・メッセージを送信するときに使用するサービス品質です。
STRMQOS 属性には、以下のいずれかの値を設定できます。
BESTEF
ベスト・エフォート。これはデフォルト値です。
キュー・マネージャーは、各メッセージのコピーを、STREAMQ 属性で指定されたキューに送信しよ
うとします。 ストリーム・メッセージの送信中に問題が発生しても、元のメッセージの送信には影
響しません。

MUSTDUP
キュー・マネージャーは、各メッセージのコピーをストリーミング・キューに送信しようとしま
す。
ストリームされたメッセージの配信に問題がある場合、元のメッセージはそのキューに配信され
ず、アプリケーションは該当する理由コードとともに MQCC_FAILED を受け取ります。

詳細については、ALTERキュー、DEFINEキュー、DISPLAY QUEUE MQSCコマンド、およびキューの変
更、コピー、作成、応答(反応) PCFコマンドを参照してください。
メッセージごとに複数のコピーが必要な場合は、STREAMQ 属性を、ターゲットが IBM MQ トピックを参照
する IBM MQ 別名キューの名前を参照するように構成できます。 メッセージが元のキューに書き込まれる
と、メッセージのコピーが、指定されたトピックにパブリッシュされます。
各サブスクリプションがメッセージのコピーを受信するたびに、トピック・オブジェクトに対する API サ
ブスクリプションまたは管理サブスクリプションがあることを確認する必要があります。 サブスクライバ
ーに送信されるメッセージは、他のパブリッシュ/サブスクライブ・メッセージと同じルールに従います。
例えば、各メッセージは新規メッセージ ID を持ち、MQMD のコンテキスト・フィールドは元のメッセージ
のコンテキスト・フィールドとは異なります。 ストリーム・メッセージとストリーム・メッセージの間の
類似点と相違点について詳しくは、ストリーミングされたメッセージを参照してください。
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例
ベスト・エフォートの例
以下の例では、ローカル・キュー ORDERS.QUEUE は、ストリーム・メッセージを 2 番目のキュー
ANALYTICS.QUEUE。 BESTEF サービス品質は、ストリーム・メッセージを ANALYTICS.QUEUE(例えば、
ANALYTICS.QUEUE がいっぱいであるため、元のメッセージを ORDERS.QUEUE。
このような構成を使用して、ストリーム・メッセージを分析することによって受信中のオーダーに対する
分析を実行しながら、元のメッセージをオーダー・キューに入れて処理することができます。 ストリーミ
ング・キュー機能の利点は、ビジネスによって満たされている実際のオーダーに影響を与えずに、
ANALYTICS.QUEUE 上のストリーム・メッセージを処理待機状態にしておくことができる点です。
DEFINE QLOCAL(ANALYTICS.QUEUE)

ALTER QLOCAL(ORDERS.QUEUE) STRMQOS(BESTEF) STREAMQ(ANALYTICS.QUEUE)

注 : この例では、 STRMQOS が BESTEFに設定されていますが、BESTEF がデフォルトのサービス品質であ
るため、この属性は ALTER コマンドから除外することができます。
必ず複製 (Must duplicate) の例
以下の例では、すべてのメッセージのストリーム・コピーを別のローカル・キュー AUDIT.QUEUE に書き込
むようにローカル・キュー PAYMENTS.QUEUE を変更します。 支払キューに入れられるすべてのメッセー
ジが監査キューにストリーミングされることが重要です。そのため、MUSTDUP サービス品質が使用されま
す。
ストリーム・メッセージをそのキューに送信するときに問題が発生すると、元のメッセージも送信されず、
アプリケーションは適切な完了コードと理由コードを受け取ります。 アプリケーションは、単一のキュー
のみが関係している場合と同じ方法で、書き込みを再試行する必要があります。
DEFINE QLOCAL(AUDIT.QUEUE)

ALTER QLOCAL(PAYMENTS.QUEUE) STRMQOS(MUSTDUP) STREAMQ(AUDIT.QUEUE)

注 :

1.元のキューを変更するときに、ストリーミング・キューが存在している必要はありません。 ただし、
MUSTDUP のサービス品質を使用しているため、ストリーミング・キューを定義するまでは、元のキュ
ーにメッセージを書き込もうとしても失敗することに注意してください。

2.トピック・オブジェクトのターゲットを持つキュー別名を使用するときに、サブスクライバーが存在し
ない場合は、ストリーム・メッセージの送信は引き続き成功と見なされ、元のメッセージはそのキュー
に送信されます。

3.ストリーム・メッセージをそのキューに送信できない場合、キュー・マネージャーはそのメッセージを
送達不能キューに送信しようとはしません。 ただし、ストリーム・メッセージがリモート・キューに送
信される場合、メッセージがチャネル経由で別のキュー・マネージャーに移動すると、既存の送達不能
ルールに従ってそのメッセージを送達不能キューに送信できます。

ストリーミング・キューの構成
ストリーミング・キューに対して追加の構成を実行する必要はありません。 ストリーミング・キューとい
う名前が付けられたすべてのキューからメッセージが受信されます。 ただし、ストリーミング・キューに
構成されている属性値を考慮することが推奨される場合があります。
例えば、元のキューの最大深度が 100,000 で、ストリーミング・キューの最大深度が 5000 しかない場合、
STRMQOS が BESTEF に設定されていると、ストリーム・メッセージが失われることがあります。また、
STRMQOS が MUSTDUP に設定されている場合、元のキューにスペースが十分に残されている場合でも、
MQRC_Q_FULL エラーにより書き込み時に失敗することがあります。
元のキューの構成方法に基づいて、適切な値を設定するための変更が必要になる可能性があるストリーミ
ング・キューの属性を検討してください。
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